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　　　　　　大坂　天満の寒天問屋井川屋の主であるダディは
　
　　　　　　　京都伏見から自らの店への帰りを急いでいた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 　 　 ／''''''　　　''''''::::∪:＼
　　　　　　　　　　　　|（ー）,　　　､（ー）､.::::|
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::::|
　　　　　　　　　　　　|　∪ ｀-=ﾆ=- '　.::::::::|
　　　　　　　　　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　ふぅ…ふぅ……
　　　　　　　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　　　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼　　　　　　さすがにこんだけ冷えると
　　　　　　　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　　　　　　　ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|　　　　　膝にこたえるわ……
　　　　　　　　　　__r''ヽ:::|;;;;::／:: :: :::;;;;;:::ヽ;;:: :ﾉ
　　　　　　　　　i" 　)ﾉ:: ::と;;;;:＿＿_;;;;;;;;;;ｆﾞ;;ノ
　　　　　　　　　`l Tl::Ｕ:::/|;;;; ＿＿＿___:;;;;;{
　　　　　　　　　 |. | |:: :丿|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　　　　　　 　|. | `'''"ｌ;;|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　　　　　　　 | |　 　 |;|:: :: :: ::;;;;;;; :: ::;;;;;│
　　　　　　　　　 | |.　 　|;|:: :: :: :: ;;;;;;; :: :;;;;: |
　　　　　　　　　 | | 　　|;;|;;:: :: :: ;;;;;;;:: :: ;;;;:: |
　　　　　　　 　　| |　　 ｰ!､:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;::;;;;;;;ﾉ
　　　　　　　　 　ｌ |　　　　 〉. !, 　　　ﾉ 　!､_
　　　　　　　　　 !_|　　､‐''ﾞ　＿)　　 (＿＿__ヽ
　
　　　　　　　　　　　寒天問屋　井川屋ダディ
　
　
　
　　　　　　早朝から降り出した雨が雪へと変わり、
　
　　　　　　ダディのほかに通行人の姿はなかった。
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　　　　ときおり足をとめ、懐に手を入れて中のものを確かめる。
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　　　　　　　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
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　　　　　　　　　 !_|　　､‐''ﾞ　＿)　　 (＿＿__ヽ
　
　
　　　　　　　　そのたびに、重い吐息をつくのだった。
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　　　　　　　　　道筋にある茶店の女将が、めざとくダディを見つけて声をかける。
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　　　　　　　　　　　　　ダディは竹の皮に包んで蒸した羊羹、
　
　　　　　それも蒸したてのぬくぬくと湯気の上がった羊羹に目がなかった。
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　　＼:／ 　（─）　　（─） 　＼ﾉ　　　　　 ほんに酷なこと。
　　　|　　 ::::::::（__人__）:::::::::　　|
　　　＼　　　　｀ ∨´　 　 　／　　　　　　 あ、どうぞ、火ぃに近いところでお座りください。
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　　　　　|( _ ,)ヽ､,, .::::::::::::::::::::::|　　　　　　おお、すまんなあ。
　　　　　｀=ﾆ=- '　.::::::::::::::::::::::|+
　　　　 　 ｀ﾆ´　.:::::::::::::::::::+／　　　　　　助かるわ。
　　　　　 ／｀'ー‐---‐一'´＼
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　　　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　γ::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ、　　　　　　 はい、羊羹お待たせしました。
　　　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　γ:::::::::::人::::人::人:::人::::::::ヽ　　　　　けんど、こんだけ冷えたら
　 （:::::::::::／　─　 　 ─　＼:::::::）
　　＼:／ 　（⌒）　　（⌒） 　＼ﾉ　　　　 寒天の出来もよろしおすやろ。
　　　|　　 ///（__人__）///　　|
　　　＼　　　　｀ ⌒´　 　 　／　　　　　 商売繁盛でよろしおすなあ。
　　　／ 　 　 　 ー‐　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 　 　 ／''''''　　　''''''::::∪:＼
　　　　　　　　　|（ー）,　　　､（ー）､.::::|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::::|
　　　　　　　　　|　∪ ｀-=ﾆ=- '　.::::::::|　　　…せや…なぁ……
　　　　　　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　ダディの表情が曇る。
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　　　　γ::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 γ:::::::::人::::人::人::::人::::::::ヽ
　 （:::::::::／（ ○） 　（○）＼:::::::）　　　　　ほ、ほな、どうぞごゆっくり。
　 ＼:／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼ﾉ
　　　|　　　　　|r┬-|　　　　　|
　　　＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　
　
　　　　　ダディの沈んだ表情に何かを感じとったか、
　
　　　　　　逃げるように女将が奥へと引きかえす。
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　　　　　　　　ダディは、伏見の寒天製造元、美濃志摩屋に
　
　　　　　　　　貸し付けてあった銭を取り立てた帰りであった。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　 　 　 ／''''''　　　''''''::::∪:＼
　　　　|（ー）,　　　､（ー）､.::::|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::::|　　　　（美濃志摩屋さん……）
　　　　|　∪ ｀-=ﾆ=- '　.::::::::|
　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　（この銀二十貫を用立てんのに
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼　　　　　どんだけ苦労しはったことか…）
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
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　　　　　美濃志摩屋はダディが若い時分に修行をさせてもらった恩義のある店であった。
　
　　　ダディが井川屋を立ち上げた後、幾度か借財を頼まれ言われるがままに融通してきた。
　
　
　　　 　．：/＼＿＿_／ヽ： ．
　　　　：／　　　　　　　　 ＼：
　　　.： |:::.　　　　　　　　　　| ：
　　.　： |::::::. 　 　 　 　 　 　 | ：　　　　　（親替わりの店に頼まれて用立てた銭や、
　　.　： |:::::::.　　 　　　　　 　| ：
　　　　：＼:,..-''ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ.V ： ．　　　　　もとより返してもらうつもりなんぞあらへん……）
　　,,....--'''':::..　 　　　..　　　　ﾞ-､. ：
　　:::::　　::.　　　　　　i　　　　 ヽ　i ：　　　（それをいまさら取り立てるような真似をせんならんとは……）
　　:::::　 |::::　　　　　　|:::.　　　　 i　| ：
　　:::::　 |:::::.　　　　　.(:::::　　　　 :|｜：
　
　
　　　　　　　　　　　　　その銭を、取り立てなければならない事情があった。
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　　ことは、およそひと月前に、大坂は天満で起きた大火に端を発する。
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　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人
　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　人　　　　　　　　　　　从　　　/:人:丶　　　　　　　从　　　/:人:丶
　￣￣|＼　　/:人:丶　　ヽ人（::（　）:::ヽ人　　　　　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　 |人（::（　）:::ヽ人　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．　　　　　　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;
　　　丿::::::丿　 レ、::::::）从　　　　　　　人　　　　　　从　　　/:人:丶
　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　
　
　　　天満焼け、と呼ばれたそれは五千六百もの人家を焼き払い……
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／|: : :.:::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 　 | : : : :|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 | 　 |: : :. .:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 | 　 |: : : :.:|
　　iv'ﾍ　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　|:|ｌ＝=|
　　| ;`;|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　|:|》: ::::|　　　　　　　 i'1
　　| ;'l:|　　 　 　 　 　 i'`'i　　　　 　 　 　 　 、 　 　 　 ／|　　|:|＼ : |　 .　　　　　 |;'|　　　　 　 ,、
　　!:`l'|　　ζ＼ 　 　 |;`;|　　 　 　 　 　 　 ∥ 　 　 　 〕 .|　　|:| 　|| | ./＼　　 ＿.|;'|　　 　 　 /.:〉
-､_|_.;l:| 　　＼';､＼　 :|':i;;|　　 　 .　 i'1　　　||／>　　r┘.:|　　|:|　 ||::| |　 ∥‐┘ .:|';|──へ./.:/＿r‐
ｰ|＿}:;|　　　　＼';､.＼|;';;;|　　　./〉　|;|＿r／／　 /|￣＼:|　　|:|　　￣　.:〃..／>.::|;'|:::::::::::::::/.:/:::::::::::
-|＿|`|＿r:‐:‐:‐:‐＼';､＼;|　r‐//┐_|:|::::::::;⊥、r/.::|　.:::::::|／＼/＼　　 《／／ ..:::|;'|:::::[]::::/.:/]:::::::[]::
ｰ|＿};|::::::::::: : :: : {二l＼;i`!､::://:::::::::::::::::::r| .::| /.:::::<＼／　　 〈:::.:... ＼　》 '　.::::::::/|＼＿ｎ::::::::::::::::::::
-|＿|￣/＼:::::::/`|＿{┬| |;､＼::::::::i'|::::::r┴冂、 .:::::|::＼＼ _＿＿__:::::.:..〉″へ:::::/ .| |: : : |:|::::::::l`!へ、
ｰ|＿}::/ ､';';〉.:/ /{＿|┴lニニニニﾆｌ.r┴､_|_|_|:>:::::＿＿＿|」＿＿:l;_;_/／..::.　｀〈　:| |: : : |:|::::::::| |: : :
-|＿;l'_;_;_∠;/_/___l_,,:;;}┬┴┬┴┬┴┐::| .:::|_rｪ┘＿＿;!＿__;!＿＿;|＿;_;:::.:／ : :| |: : : |:|::::::::| | : :
~゛'' ┘⊥ ｣_　|　　|{＿|┴┬┴┬┴┬┴┤ .:|＿;!＿＿;!＿＿:l＿＿;!＿＿;|<___;_/＼_;_;_;|;|-∠|_|;_;_;
　　　　　　　　　~゛'''' ┴'::⊥Λ二＼.:|　　.:|ー:|＿＿;!＿＿;!＿＿;!＿＿:l＿＿;l:::...＼/＜＞::.　 ∠二
　｀　　 　 ,　'　　.　　 ｀　　　∨_,,,;;;;/. ~゛`┴ -'⊥ .」＿;!＿＿;!＿＿;!＿＿;!＿;ﾄ､ r─‐-､　　　...:.:.:.::.:
　　　　　　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　　　　　　　~゛　┴　 ⊥. .,_..:::|　::/￣.￣'"ヽ┴-､_;_;_;_;_;_;_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,　　　　　　　｀ 　 　　 　 　 　 ~゛'' ‐-|＼＿＿＿ﾄ--/.. ...:::::::./|
　　`　　　　　　　　　　　　　.,　　　　　｀　　　　,.　　　　　　　　　 　 '　　　　 ＼|__;_;_;_;_;!─l二二二l/
　
　
　　　大坂町民の心のよりどころであった天満天神宮までも焼失させたのであった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　井川屋自身は類焼を免れたが、
　
　　　　　　　周囲がそのような状況では商いの先行きは暗かった。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　 　 　 ／''''''　　　''''''::::∪:＼
　　　　|（ー）,　　　､（ー）､.::::|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::::|　　　（わたいの商いのことだけやったら美濃志摩屋さんに
　　　　|　∪ ｀-=ﾆ=- '　.::::::::|
　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　そんな無理強いるつもりもあらへなんだが……）
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／＼
　 　 .　 ／　　　　　　　　::＼
　　　.　| 　 　 　 　 　 　 　 :|
　　　.　|　　 ノ　　 ヽ､　　　:|　　　　（美濃志摩屋のご先代に申し訳が立たん……）
　　　.　|　（●）,　､ （●）､.:::|
　 　 　 ＼　,,ノ(､_, )ヽ､,, ::／
　　　　 　｀ー ｀ﾆﾆ´一''´ ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
. 
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　　これまでは歳のことなど忘れて商いに精を出してきたのだが
　
　
　　　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　　　／　　　　　　　　::＼
　　　　 .　　| 　 　 　 　 　 　 　 :|　　　（わたいも来年で還暦や）
　　　　 .　　|　　 ノ　　 ヽ､　　　:|
　　　　 .　　|　 _(o)_,　､ _(o)_､.:::|　　　（火事の後始末やら終わる前に
　　　　　　　＼　,,ノ(､_, )ヽ､,, :／
　　　　　　　　｀ー ｀ﾆﾆ´一''´　　　　　　命がのうなるやもしれんな……）
　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　　　　　老いた身が情けなく、心細かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　と、思い直したように顔を上げる。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　　 ／　⌒　　　⌒　::＼
　　. 　 |　（●）,　､ （●）､ .::|　　　　　　あかん、あかん。
　　　　|　　,,ノ(､_, )ヽ､, 　 .:::|
　　. 　 |　　　ト‐＝‐ｧ' 　 .::::|　　　　　　弱気は損気や、
　　　　 ＼　　｀ニニ´　 .::／
　　　　 　｀ー‐--‐‐―´´　　　　　　　　せめて気ぃだけでも張って生きんとな。
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　背筋を伸ばし、冷え始めた蒸し羊羹に手をかけた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　竹の皮の包みを開くと、
　
　　　　　　　べったりと小豆色の羊羹が張り付いている。
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　`=､;;;;;,,,,,,,:::,,,,,;;;;;,,,,`""''';;;;,, ､__
　　　　　　　　 ,.-'ﾞ''''',='";;;;;;;;",-,,;;;;;;ﾞ;;;;;;;;;l;;;;`,､
　　　　　　　／　　　`ｰ-...,;;;;;;;;;;;;,-‐/;;;;;;';;;;;;;;;;;;
　　　　　　./　　　　　　　　　　　　　`''''''""i;;;;;;;;ヽ
　　　　　　l　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |;;;;}
　　　　　　|　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ﾉ;;;;}
　　　　　　ヽ、　　　　　　　　　　　　　 　 _,／;;;'゛
　　　　　　　 `ヽ､_　　　 　 　 　 　 ._,,.,;‐';;;;゛゛
　　　　　　　　　　"'''=ｰ;‐---‐‐'';';"-''"゛
　　　　　　　　　　　　　~~~~￣´
　
　
　
　　　　　　　　　口に含むと、竹の皮の芳香が鼻に抜け
　
　　　　　　　　　　　　餡の甘さが舌の上で躍った。
　
　
. 
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　　　　　　　この茶店の蒸し羊羹は葛粉を用いているらしく、
　
　　　　　　　　　　　もちもちした食感が何とも好ましい。
　
　
　　　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　　　／　―　　　ー　::＼
　　　　　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|
　　　　　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::|　　　　　こんな時かて、
　　　　　 　 |　　 ､＿＿＿　　 .:::|
　　　　　　　＼　　｀二二´　 .::／　　　　　美味いもんは美味いんやなあ……
　　　　　　　　｀ー‐--‐‐一''´
　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　　　　　　　　ダディが苦笑いしたその時。
　
　
. 
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　　　　　　積雪を蹴散らしてこちらに向かってくる侍の姿が目に入った。
　
　
　　　　-=三 =-=三 　　　　 　　　　　　　-=三 ／￣＼
　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　 　.　　　　　　　　 ＼＿／ヽ
　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　 　　　　-= =-=三＝　　　　　　　　-= =-=三＝／ ￣ ￣　＼
　　　-=三＝ 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　／　　　　 ::＼::::ﾉ＼
　　　　　　　　　　　　 　　　－　-ヽ　　　　　　　／　　　　< ●>:::< ●>ヽ
　　　　　　　　　　　　 　/ 　（● ●|　　　　　　 |　　　　　　　（__人__）　　|
-=三 =-=三　　=-=三　｀ゝ　 （__人）　　 =-=三＼　　　 　　 ｀ ⌒´　 ／
　　　　　　　　　　　　　( 　　　　　|　　　　　　　　 ／￣￣￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　|￣￣ ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣|
-=. =- =..- 　　 |　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　　　　 　 　　　　　　　|
　 　 　 　.二三 |　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 |
　　　　　　　　　|＿＿ ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿|
　　　　　　　　　　　　 　 ◎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　すぐ後ろを、その息子だろうか、
　
　　　　　　　　　　九つか十ほどの袴姿の少年が小走りで追いかけていた。
　
　
. 
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　よほど急ぐ旅なのか、男は瞬く前にダディの前を通り過ぎる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＿／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 :::::＼:::／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　／　　　　<○>:::::<○>
　　　　　　　　　　　　　　　　 (((とヽ|　　　　　　（__人__）　.j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ ＼、　　　　 ｀ ⌒´,;／
　　　　　　　　　　　　　　　　‐=≡ ／ｰ-.l`‐-‐＜￣｀`ヽ(
　　　　　　　　　　　　　　　　‐=≡（　　　⌒⌒￣￣`r::＼ヽ
　　　　(⌒;;;;,,.　　　　　　　=≡　　(´ｰ-､_,. -‐'´／l　 .　ヾ_つ
　　　　（⌒;;;;;⌒　　　　　　(￣￣ ゝゝ　　　　／
　　　　;;;; )(⌒;;ヽ;;｀)⌒;;,,　｀ﾞ´ ＼／　 　 ／
　　　　⌒;ソ⌒;;;;'''）ヽ）;;;;;;;,,,,,,　　 (　　 ／
　　　　⌒;;;;!"'''）ヽ）;;;;;ｿ;;,,,,,,）ソ;ソ ＼ J
　
　
. 
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　　　　　後を追う少年の目が、茶屋のダディを捉えた。
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／―　　 ―＼
　　　　　　／　 ○　　 ○　 ＼　　　…………
　　　　　　|＼⊃　(_,､_,)　⊂／|
　　　　　　＼|　　 ｀　 J´ 　|.／
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _|＼ _
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／!l||l!　u ｀ｰ､＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　 / u　 ｀ｰ'ﾉ(　u ｡／
　　　　　　　　　　　　　　　／ ﾟ､（●）　u ｀ｰ'u i
　　　　　　　　　　　　　　（　ﾟ ｡u　ｒ(､_, )（●） |
　　　　　　　　　　　,､,ｒ-'⌒ ､u　ノｒ-､ (. ｡ ｀ﾟ (　　　　…………
　　　　　　　　　,-'⌒`ー-'´ヾ,.ｰｒ-､｀｡´u　o ,ﾉ
　　　　　　　　　ヽ､＿,,,､-､/ミ,ヽ　　｀''ｰ- イ-､
　　　　　　　　　　　　 ＾～､￣r'´￣｀''ｊヽ､　 〃ヾ
　　　　　　　　　　　　　　 /　　ヽ´｛ミ,_　 ￣｀'''-ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 /　　/ ｀'＝'´ｌ ￣ｉ'-､＿,,ﾝ
　　　　　　　　　　　　　/　　/　　 !。 ｌ　　ｌ
　　 _ ＿　_ ＿＿＿＿ヽ､__ｌ　___ .!。 ｌ＿_ｌ__,-=-,＿＿_
　　　　　　　　　　 ,-＝-,　∠ヾゞゝヽ ,-≡-,ｌ　　ｌ-=二=-,
　　　　　　　　　　└==┘　 ￣￣￣　ヽ==ﾉヽ=ﾉ＼＿_／
　
　
　　　否、ダディが口に運ぼうとしている蒸し羊羹を捉えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　少年は恥じるように顔をそむけると、
　
　　　　　　　　不自然な姿勢のままダディの前を駆け抜けていく。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＝二三―　　―＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　○ :::::::: ○＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＝二三　 ⊂⊃　(_,､_,) ⊂|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, へ　 　 　 　 　|.|　ィ‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　 ， 　 　 　 　　U/ _
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`'　〉　　　　　　ノχ )
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝二三　　　　　）/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　　 ／ /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　 ／ ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　 ＝二三 ／ ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ' /／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〆
　
　
　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　.|:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　（可哀想に……）
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　（腹が減ってたまらんのやろなぁ……）
　　　　　　 /｀ー‐--‐‐一''´
　　　　 　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　 　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　 　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　　　ダディは不憫に思って、その小さい背中を見送る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　その矢先に異変が起きた。
　
　　先を急ぐ父子の前に、抜刀した若者が立ちはだかったのである。
　
　
　　　。　o　　　　　゜　　　　　　.　　。　 ／l　ﾟ　　　　　　　　o　　　　。
　○　　　　　ﾟ　　。　　゜　　　　　o　／／　　　　　　　　　　o　　　　　　　o
　　　　　　　　　 　 o 　 　 　　　 _／／　 　 　　。　　　.　　　　゜　　　　　　ﾟ
　o　　　ﾟ　　　。　　 　 　 　　_／ ／　　　　　　　　　　o　　　。　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　o　_／ _／　　　　　.　　　゜　　　　゜　　　　　　　○
　　。　　　　　　　　 ｢ V＾レ-'ﾟ　　　　　o　　　　　　○　　　　　o　　ﾟ 　　o
　　　　゜　　　　o　くf彡へ、　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　　　　　　○
゜　　　　○　　　　ノ^Xへ._/　　　..,　　 r‐^‐､ 　 、　　　　　o　　　゜　　　　。
　o　゜　　　　　　×〆＼　　　　.( { 　 {l　　 l} 　 } ）　゜　　　　　　　　　　　　　o
_＼ 　_　　　゜／　　＼ノ＼＿＿＼ ‐-ヽ＝''-‐' ／　　　　o　　　 _　　○￣￣
　　○ ＼ 　　　o　　　 ＼_::::::::::::::::::::::ﾄ┴┴''´ 　｡ 　　　　　　／　／
￣￣|＿_ ＼＼ 、　　　　　｡￣￣入|:::|: : : : : `ｰ-ｧ　 ○／／｡＿_|￣￣￣￣
∃　 |　 　|　　|　ｌ l　゜　　　　　/ 　 |:::＼: : : : : : /｡ ｌ ｌ　|　　|　　 |○田　田
　 　 |田　|　。|　| ｌ　　 　　 ゜　/　　 i::::::::::＼ : : : :＼ｌ |　|　　|　田|　　　　o
∃○|　 　|　　|　|｡ 　゜　. .. .../ 　　 .〕::::::::::::..＼: : : :.＼。|　　| 　 ｜　田　田
　 　 |田　|　　|　ｌ‐　　　　.../ 　 　 .ヽ::::::::::::::::./＼:: : :＼|　　|　田|
∃　 |　 　|○―　....　　　 / 　 　 　 .〉::::::::::::::::i_　 ＼: : :＼ 　| 　 ｜　田　田
　　　o.... 一　　　　　　../ 　 　 　 .//::::::::::::::::::＼_　.＼: :.＼ー-　|　。
―　￣　　　o　　　⌒ 　/　　　 　 .//::::::::::::::::::::::::::::＼　.＼: :＼　 ￣　―　-
　　....　　　　　　　　　/　　　　　.//::::::::::/＾＼::::::::::::::::＼.　＼: :＼　　　　　....
　
　
　　　　　　　　小柄な身体全体に殺気がみなぎっていた。
　
　
. 
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　　侍はとっさに息子を背後に庇い、立ちはだかる若者を問いただす。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　 　|
　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 ＼＿／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿|＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　::＼:::::::／::＼
　　　　　　　　　　　　　　／　 　 <◎>::::::<◎> ＼　　　　　　貴様、何者だ！
　　　　　　　　　　　　 　 |　　 .u 　 （__人__）　　　|
　　　　　　　　　　　 　 　 ＼　 　 　 ` ⌒ ´　　,／
　　　　　　　　　　.　　　 　 /⌒～"￣,￣￣〆⌒,ﾆつ
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　,＿_＿ﾞ＿__､rヾｲｿ⊃
　　　　　　　　　　　　　　　| 　 　 　 　 　 　｀l￣
　　　　　　　　　　.　　　 　 |
　
　
　
　　　　　 /:::::::／::::::::::::::::／　　　　　　　　 ＼::::::::::::::::::.＼::::ヽ
　　　　 N:::::::./:::::::::::::::／　　　　　　　　　　　 ＼::::::::::::::::::ﾊ:::::V|
　　　　 |::ヽ::/:::::::::::::::/　　　　　　　　　　　　　　 V::::::::::::::::::i::::/::|
　　　　 .|::::Y::::::::::::::::i　　　　　　　　　　　　　　　　Ｖ:::::::::::::::Y:::::i
　　　　　|:::::::::::::::::::::|　　　　　　　　　　　　　　　　 |::::::::::::::::::::::.|
　　＿＿.|::::::::::::::::::::|　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |::::::::::::::::::::::|
　￣　　　|.:::::::::､:::::::|　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |:::::::/:::::::::::i───
　　　　　 V:::::::::ヽ:::::| 　　　　　　　　　　　 　 ＿_∠||::::/:::::::::/　　　　　美濃国苗村藩藩士、
　　　　　　ヽ:::::::::ヽ::::ヽ　　　　　　　　＿,-‐壬,ｨ＜ヽﾘ/:::::::::/
　　　　　　　ヽ:::::::ヽ:::::＼　　　 　 　 |/／弋ノ_ﾉ /ノ/:::::::::/　　　　　　　彦坂オプーナに相違ないな。
　　　　　　　　ヽ:::::ヽ＼:::::｀ー､__　　.|ｰ､_＿...,イ´／/:::::::/
　　　　　　　　　ヽ:::::＼＼＿:::::::::￣￣￣:::::＿／／:::::::/
　　　　　　　　　　 ＼:::::￣フ::>::::::::::::::::::::::ヽ､￣::::::::::／
　　　　　　　　　　　　＼:::::::ヽ＼::::::::::::::::::/／:::::::::／
　　　　　　　　　　　　,-─iヽ:::::｀ヽ:::::::::／:::::::,-/ヽ､　　　　　　　　／／
　＼　　　　　　　　　ヽ　ヽj_　｀ｰ　､＿, -‐　　 レ　ﾉ　　　　　　／／
　＼＼　　　　　　　/く　　　Y￣iﾝ‐､__,へ/⌒ヽ／ ト　　　　 ／／
　::::::＼＼　　　　∧　｀ｰ､/　　i/　　　　 |　　 V-‐' ゝ　　 ／／
　::::::::::::＼＼,-‐ﾍ ヽ　　/　　　!　　　　 |　　　ヽ,-‐'ヽ　／／
　>:::::::::::::::＼＼　 ｀ｰﾆ/　　　　　　　　ﾉ　　　　Ｖ´ク／／
　
　
.| 
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　　　　　　　　　　　　　答えを待つことなく、青年は太刀を振り下ろした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ､ｪ､_
　　　　　　　 　 　 　 yェﾃ　　,ｸ匁テ=､
　　　　　　 　 　 　 /iヲ'´ .ⅷ圭/::::::....::ﾍ　　　､　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　/圭ﾔヽ-!ヨl:|ﾔ::::::::,'::::,'　　 /i!　　　　　　　　　　 ., ＜ ＞ '.´
　　　　　　　　　　i圭沁,: : :〉ヨ､心､:,':::,ｲ-,イヨ7　　　　　　　., ＜ ＞ '.´　　　父の仇、
　　　　　　　　　　ヽヨi',ﾖ,: :ヾ圭ヾヲイﾃｪ圭,イ 　 　 　 ., ＜ ＞ '.´
　　　　　　　　　　 /ヨ!ﾍﾊ-'≠'7iテ圭圭ﾖ!　　　 ., ＜ ＞ '.´　　　　　　　　　　　覚悟っ！！
ﾆ三ニェｪ､＿__,ｪ７圭ﾖ圭ﾍ__, イ圭圭圭ﾖi､., ＜ ,＞'.´
テテ≦圭圭圭圭圭≧テ圭圭圭圭圭ﾃ＜ ＞'.´
: : : : : : : : ＞テ幵√天≦圭圭ilﾃ＜　＞毟圭圭ェェェｪｪ､＿　　　　　　_, ...:ｪェｴ三三三三二ニェ:.､＿＿
: : : : : : : : :／:.:.:.:./: : : : : : :, ＜　＞彡圭圭圭圭圭圭圭圭圭ﾖ＞ェ二三圭ﾖ＞テ'"´: : : : : : : : : : : ＞ー-
: : : : : : : /:.:.:.:.:./~: : :., ＜　＞'ﾌ＞､圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭＞テ'￣: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
＿＿_,ィ:.:.:.:.／:;:,＜　 ＞':´::／.:.:i:ﾔ:.:.:7テ≡三圭圭三≡テ'": : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
＼ﾔ i /≧二ﾍ､_,＞く:.:.:.＞':i |:.:.i!:::ﾔ:7: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.:,:_:_: : : : : : : : : : : : : : :.
: :>ヽ〃≦三三三ヲ三三≧ｪﾔ:.':.:.:Ⅵ: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :｀ﾞ''ｰ-､,_ : : : : : : : : :.
洲抂气圭圭ﾔ:.／: :_:_:ﾍ:.:./:.//:.:.i:.:.i!: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＞､: : : : : : : : .
圭戓テ': : : : ＞-､__＞三三7i==､i〉､ﾍ: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼ . : : : : : .
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　侍の顔から鮮血が散る。
　
　
　　　　　　　　　,,、　　　　　　　 　 　 　 　 　 ､
　　　　　　　　　｀'ﾐ'‐ ,,、　　　　　　　　　　　 ﾘ､
　　　　　　　　　　　＼　｀''ｰ ..,_　　　.ﾞﾐ'ｰ ,,,、 .|.ヽ
　　　　　　　　　　　　 ＼　　　 .｀ﾞ"''''''゛　　　｀゛　ヽ　　　　　　i、
　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ,　　　　,バ,
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　 　 　 　 　 ｀'- 　‐゛　..ｌ,
　　　　　　　 _＿＿＿＿＿＿ゝ 　 　 　 　 　 ＿、　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　 ￣'''''ｰ　,,_ 　 　 　 　 　 ,i'´　　 . ´ﾞ'''.ｰ　　　　　　ｌ,
　　　　　　　　　　　　　　　___＞　　　　　│　　　　　　　　 ｀''‐､.　　ヽ
　　　　　　　　　 -ﾆ二￣￣　　　　　　　　!　　　　　　　　　　　　｀'‐　ヽ
　　　　　/　　　　　　　｀''-､.　　　　　　　　.ｌ　　　　　　　　　　　　　　｀'' ＼
　　　　　　　　　　　　　　　｀'-,　　　　　　　ｌ,　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　　｀┐　　　　　 ﾞ'、　　　 ／　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　／　　　　､i|_　　　　　　ﾞ'､::::　／::::::..　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　 ／ 　　　　　 ＿｀''-､　　　　.ヽ／:::::::::::.. ＿　　　　 　 ＼　　　　　　　ぐおっ！！
　　　　　　　　　／ 　 　　 ／,..::::::::::.ヽ_,ゝ　　　　＼::::／,..::::::::::.ヽ＼　　 　 ＼
　　　　　　　　／ 　　　　 <　 {:::::::::::::::::ﾞﾞ'ﾆr　　　　 .ヽ　 {:::::::::::::::::}　 >　 　 　 ＼
　　　　　　 ／　　　　　　　＼_,,..　-‐''"゛　　　　　　　 ＼ ヽ;;;;;;;;;／／　　　　　　 ＼
　　　　　 / 　 　 　 　　　　　　￣ﾞﾞﾞﾞﾞ"''''―- ..,,,_　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　 | 　　　　　　　　　　　　　/　 　 　 　 ｀ﾞ'' 'ｰ ..,、　.＼　　　　　　　　　　　　 |
　　　　　 | 　　　　　　　　　　　　 ｛　 　 　 　 /　ヽ　　　｀'-､　.＼　　　　　　　　　　　|
　　　　　 | 　　　　　　　　　　　　　ヽ＿＿_／ ＿_ ＼＿ .,,....＞　 ＼　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞ'''ｰ　_.　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀＼ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　周辺の雪が見る間に真っ赤に染まっていく。
　
　
. 
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　　オプーナと呼ばれた侍は必死に背後の息子に呼び掛ける。
　
　
　
　
　　　　　　　.ノ-‐'､_＼─○
　　　　　　 /_;:;:;ノ､●>|
　　　　　　|　( _人_) /・,‘　　　　鶴之助……逃げろ……
　　　 ∴.'∴.'⌒´/
　　　　　 ／　ヽノ ヽ
　　　　 ／　　　 /＼ 〉
　　 ／　／|　/
　　l､_／　/　）
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　　｀ヽ＼
　　　　父上っ！ 　　　　　　／ ○ }liil{ ○ 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　　　　　　　　　　　　＞ 　 |!i|!| 　　　 ィ’
　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　|ｪｪ|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　弾かれたように、少年が父親の体にとりすがる。
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／ ノ　　ヽ_＼
　　　　 ／ u ●　三 ● ＼
　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　父上っ、父上っ！！
　　　　 ヽ　 　 　 |r┬|　 ィ’
　　　　　　　　 　 `ー'´
　
　
　　　　　　　　　　　　／.:.:.:. :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　 　 　 　 　　； /: .:.:.:./ ..:.:.:.:.:./:.:.:.:.: .i:. :.:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　　　　　　　　　　':.: .:.:./　.:./.:.:/:.:.: .:.l .:.l:.: .:',:.:.:.:.:.:.:.l　；
　　　　　　　　；　,'.:.| :.:.l. :.:.//:/:.:.,':.: .:|:.:.:!:.:. .|:..:.:.:.:.:.:|
　 　 　　　　　 　 /:.: l:.:.:.|:.:.//:/:.:./.:.:. //∧'.:. !:.:.:.:.:.|:.l　；　　　そ、そこを退けっ
　　　　　　；　　/ｲ.: .|:.:.:.l://l//:./.:.:.:.///　_ヽ:l:.:.|:.:.:|'.!
　　　 　 　　　 / /:.:.:.r':.:.|ド㍉､'/}.:.:.///_,∠zﾐ.|:.:l.:.!:{ ヽ　；　　　　と、とどめを刺せないじゃないかっ！
　　　　　　　　　/´|:.,:.ヽﾊゞｆｪ'ｲﾄ.|:.//廾ゝｭ'ｲﾌ:./ }:.lヽ､
　　　　　　　　　　 |:.{ヽヽ:ヽ ￣i!´ﾘ　,' 　　￣ //ｲ:.l'.!
　　　　　　　　　　 ヽ! ヽ:.l:ヽ.　　　　i!　　　　/':.:.ﾊ:.| ヽ
　 　 　 　 　 　　　　　　l:.|:.:.＼　　!ニニ!　／l:.:.|　',{
　　　　　　　　　　　　　 ﾘ.ｿ}Fr＞､｀＝´イ／ｦ.:.{　 ｀
　　　　　　　　　　　　　　　ﾉl｀＝r ≧≦ｦ／ｆ |｀ヽ　　　 　　　　　_　-‐　'￣}
　　　　　　　　　　　　　　 ／ 艸 | |: : : : | | 圸｀ｰ---‐´￣￣￣: : : : : : : /: :￣¨}＿
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすれた声で青年が言う。
　
　
. 
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　　　　　　　　　 少年はガクガクふるえながら両の腕を広げ、
　
　　　　　　　　　　自らの体を盾に刺客から父を守ろうとする。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 γﾆヽ
　　　　　　　　　　　　　　　,.r…､-_‐_ ､入_ノ
　　　　　　　　　　　 　 　 （_　_,.ｨ( 　　｀ヽx_
　　　　　　　　　　　,.．┬-, L_: : : ｀l ､_　 ） ヽ
　　　　　　　　　 ／_(｡ノﾟ~ 　　ヽ､ノ　　　　　.i　　　　　鶴之助……鶴之助……
　　　　　　　　∠´ x ﾞ!　　　　　 .ﾍ　　　　　 .l
　　 ,r＝ ､　 .｛llｷ ,.rll|ヽ 　　　　　.ト<ヽ　　 ﾉ
　　.{　　　ﾍil||||;||i|||llll|＿＿＿_　　　 ｀ヽ-.'
　　 ヽ　　　}||||ll||； ／＼　u.／＼　；　 ,ィ ､
　　　 ｶﾞｸ ….　　／ ●　　　● 　＼　.ｶﾞｸｶﾞｸ.
　　　　　　/⌒ヽ|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|/⌒i｀¨ヽ
　　　　　　＼　　ﾍ　　　　　　　　　/　 /¨ ''.’
　　　　　　　　　 |　´　　￣　　ヽ　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　おそらくその手で人を斬ったのは初めてだったのだろう。
　
　
　　　　|::.::.::|::.::.::.::.::.::/::.::./::.::.::.::.::/::.::.::.::.::.::.:|::.::.::.::.ヽ::.::.:|::.::|::.::ﾄ､
　　　　|::.::.::|::.::./::.: /::.::./::.:/::.::.:/::.::.::.::.::.::.::.:|::.::.::.::.::.::i::.::|::.::|::.::|八
　　　 /!::. : |::.::i::.: /::.:::/::.:/::.::.:/::.::.::.::.::.::.::.:/::.::.::.ヽ: : |::. |::.::|::.:ﾑ　.＼
.　　 /イ::.::.:|::.::|::.:i::.:::/::.:/::.::.:/::.::.::.::.::.::.::.:/∧::.::.::.::i::.:|::. |::.::|::.i八
　　/／!::.::.ﾊ : |::.:|::.::i:: /::/::/i::.::.::.::.::./:／/　 ヽ::.:::.|:: |::.::!::.::!:ﾘ　　　わ、我が父シャルルを斬殺して逃げた
.　/ 　 从::::::.Ⅵ:: |:::.::./::/!:/ .!::.::.::.::/:/　/　 ／ ヾ:::Ⅳ:::/::.://,!
　　　/:人::.::.::∨ :!::.::iｨ㍉ X_」::.::.::://ｨ´,ｨ≦ニ,スｫⅣ::/::.://:/　　　　許せぬ仇はオプーナ独り。
.　　/ 　 ∧::.::.:∨Ⅳﾑ戈:歹≧!::.//〈く壬ｨ≦戈:歹ｲ::/::.:/〉!/
.　　　　/　ヽ::.:: ∨{/´￣￣彡ｨ/ｨ⌒ミ=-ミ ￣￣ /:/:.:://:/　　　　　こ、子どもまで斬るつもりはないんだっ。
　　　　{　　　ヽ::.:Ⅵ＼　　　　/　.::|　　　　　 -=彡イ::/::.｛
　　　　　　　　 ）八ト.､ヽ　　 　　 ::|　　　　　　　イ::.::.:/!::.|
　　　　　　　／/ |::.::.:::＼　　　 　_`,＿　　 　 ／::.:::i:::{爪:|
.　　　　　　　　　 |:::ｲ::.::.::}ﾄ､　／ , --.､ ヽ ／!ﾊ:::::::|: |八j!
.　　　　　　　　　 |/ !::.:イ !　 ヽ　　　　 .,ｲ　 //∧: |八
　　　　　　　　　 / . ﾚ' /＼＼　 ＞-＜　 ／ｲ/ .∧＼
.　　　　　　　　　 ／　/　　.＼＞== ==＜／　　　∧　＼
.　　　　　　 　 ／　　!{　　　 /　　/　 |　　ヽ　　　　 〉　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　声はかすれ、構えた太刀は震えている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,r'､／／
　　　し、しかし、邪魔をするつもりというなら……　　　　　　　　　　　　　,､/｀ヽ ／;＼ >'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r〈　ヽrゝﾆ｀ｰ <}!
　　　　　　　　　　　　　　　　は、話は…べ、別だっ！　　　　　　　　　 {ヽ ＼ﾉ´ーr 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　>､)ｰ';;;／/　　 |
　　　　　　　　　　　　　　_.　-‐::￣::¨::‐-.. _　　 　 　 　 　 　 　 Yヽ　　／;;;;;;;;;, <_ r''´￣｀ヽ
　　　　　　　　　　　　_':.´:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀`ヽ､　 　 　 　 　 .ノ　 ヽ<;;;;;;;;;／　　 {!:::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ 　 　 　 ,ｲ i! ﾘ　　ヾ,イ　　　　 ';:::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　　　/:.:./:.:.:./:.:.:.:.:.:i .:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ヽ　　 /　 |!/　　　　ﾉ　　 　 　 ',:::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　 .,,':.:./.:.:.: /.:.:.:.:.:.,ｨ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:}ヽ /´￣｀ヽ＿_／　　 　 　 　 ',:::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　,／l:.:/.:.:.:/i/ヾ.:.:/:ｉ::ﾍ::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:. i／:::::::::::::／:::::::::::￣｀ｰ- ..,,_　　',::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　 .|/´|:./:/:i.:|:.:/::::＼｀ｰ- ..,,_＼, ､.:.:.:.:./´:::::_,,..r''´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ j:::::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　 //:.:|'|/.:.:|:.|//＼::::＼:::|/::／<　 }:::,r_,,..r''´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ﾉ|｀ヾ:::::::::::::::::::}!
　　　　　　　　./／.|':.:/.:|//　 ノ,ｲ tﾘ.,,_:/i/ _ノ //::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::j!
　　　　　　　./´ 　 i!/:.:.//ヽ ´　 ￣´　/,ｲ /´￣::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヾ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ﾉ
　　　　　　　　　　 /／/ヽ:./__　 ＿　 //´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::∨::::::::::::::::::_,,..-‐'´
　　　　　　　　　　　　/ 　 /::::::｀ヽｰ ｀ノ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::∨_,,..-‐''´
　　　　　　　　　　　　　　/:::_,,..-‐''"´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}!
　　　　　　　　　　　　　/／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::_,,.. -‐'´i!
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青年が太刀を構えなおす。
　
　
. 
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　　それでも、鶴之助は退くことはもちろん、震える両腕を下ろそうともしない。
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　＿＿＿_
　　　　　　 　 　 　 ； ／＼　u.／＼　；
　　　　ｶﾞｸ ….　　／ ●　　　● 　＼　.ｶﾞｸｶﾞｸ.
　　　　　　　/⌒ヽ|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|/⌒i
　　　　　　　＼　　ﾍ　　　　　　　　　/　 /
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.:.:.:. :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /: .:.:.:./ ..:.:.:.:.:./:.:.:.:.: .i:. :.:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　':.: .:.:./　.:./.:.:/:.:.: .:.l .:.l:.: .:',:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,'.:.| :.:.l. :.:.//:/:.:.,':.: .:|:.:.:!:.:. .|:..:.:.:.:.:.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　/:.: l:.:.:.|:.:.//:/:.:./.:.:. //∧'.:. !:.:.:.:.:.|:.l
　退けと言っているのが　　/ｲ.: .|:.:.:.l://l//:./.:.:.:.///　_ヽ:l:.:.|:.:.:|'.!
　　　　　　　　　　　　　　　 / /:.:.:.r':.:.|ド㍉､'/}.:.:.///_,∠zﾐ.|:.:l.:.!:{ ヽ
　　わからないのかっ！　　/´|:.,:.ヽﾊゞｆｪ'ｲﾄ.|:.//廾ゝｭ'ｲﾌ:./ }:.lヽ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |:.{ヽヽ:ヽ ￣i!´ﾘ　,' 　　￣ //ｲ:.l'.!
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ! ヽ:.l:ヽ.　　　　i!　　　　/':.:.ﾊ:.| ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l:.|:.:.＼　　!ニニ!　／l:.:.|　',{
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾘ.ｿ}Fr＞､｀＝´イ／ｦ.:.{　 ｀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉl｀＝r ≧≦ｦ／ｆ |｀ヽ
　
　
　　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　 ／　-‐'　　'ｰ-　 ＼
　 . |　（●）,(､_,)､（●） ::|
　　|　　　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|
　　|　　　 //⌒ヽヽ　　.::|　　　　（こ、こら…あかんっ）
　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|
　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　ダディは思わず声を上げた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 │/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　そこらで堪忍したっておくんなはれ 　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_ 　+
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　
　　　　l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./:.:.:./:.:.:.:.:／:.:.:.:.:.:.:.:.:/l:/:.:.:.:./.:/l.:l.:.:.:l.:.:.:.:l.:.:.:.l:.:.:.l
　　　 j:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l.:.:.:/:.:.:.／/.:/l.:.:／ .ﾒ //:.:.:/:./　|:l.:.:.:|.:.:.:.:|.:.:.:.|.:.:.:l
　　　 ﾉ.:.:.:.:.:.:.:.: .l.:./.:.:../ ./ノ /.:/.///.//.:.:/.:./ 　 ヽ.:.:l.:.:.:.:.|.:.:.:.|.:.:.:l
　　　 ｲ.:.:.:.:.:.:.:.:.:l/.:.:.:./ｰﾒ,,_/／__ノ.:.://.:./.:.//,,-‐'''ヽ:l:.:.:.:.:l:.:.:.:l:.:.:.l
　　　　l.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|/.:/y=‐‐-/､　 // l:.l.:./　l.:l　 ,r‐''"ヽ｀ヽ/:.::.:/ﾘ.:｀j　 だ、誰だっ？
　　　　.l.:.:.:.:.:.:.:.:.:l l/{　　 ,.-c､ヽ l/　l// 　 lﾉ／ r‐c､ .ﾘ /.:.:.:/./ l/ヽ
　　　　 l.:.:.:.:.:..:.:.:ヾﾍ｀、 ゝﾟ-' , ./　　/ .i　´ｲ　､ ゝﾟ-'ノ　ﾉ./.:.:/　l
　　　　　lヽヽ.:.＼ヽヽ　 ｀￣´　　 　 ﾉ . li　　　　｀￣´　 ///.:./　/
　
　
. 
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　　　　　　二人の間に割って入る形で積雪に両膝をつき、深々と頭を下げた。
　
　
　　　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　／:::::::　　　　　　 ＼
　　　　　 .　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |　　　大坂は天満の寒天問屋、井川屋の主で
　　　　　 .　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|
　　　　　 .　　　　　|:::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|　　　ダディクールと申すもんでおます。
　　　　　　　　　　　＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／
　　　　　　　　　　 / 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´　　　　　見るに見かねての差し出口でおました。
　　　　　　　　　　/　　|　|　　　/　|
　　　　　　　　　 /　　 |　|　　/ |　|　　　　　　　何とぞご勘弁のほどを。
　　　　　　　　　/　　　ｌ　|　/　 |　|
　　　　　 ＿＿/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿
　　　　　　　　 |　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　　　　　　 （､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　　　　　　　`ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
. 
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　年寄りの柔らかな浪花言葉と、その平伏した姿が青年の刺々しい怒りを和らげたらしい。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　青年は太刀を降ろしてダディに問いかける。
　
　
　　　　　　　 ／.:.:.:. :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　　/: .:.:.:./ ..:.:.:.:.:./:.:.:.:.: .i:. :.:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　　　　　 ':.: .:.:./　.:./.:.:/:.:.: .:.l .:.l:.: .:',:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　　　,'.:.| :.:.l. :.:.//:/:.:.,':.: .:|:.:.:!:.:. .|:..:.:.:.:.:.:|
　　　　　 /:.: l:.:.:.|:.:.//:/:.:./.:.:. //∧'.:. !:.:.:.:.:.|:.l　　　お前、商人かっ。
　　　　 /ｲ.: .|:.:.:.l://l//:./.:.:.:.///　_ヽ:l:.:.|:.:.:|'.!
　　　 / /:.:.:.r':.:.|ド㍉､'/}.:.:.///_,∠zﾐ.|:.:l.:.!:{ ヽ　　　だったらこんなことに首を突っ込まずに
　　　　 /´|:.,:.ヽﾊゞｆｪ'ｲﾄ.|:.//廾ゝｭ'ｲﾌ:./ }:.lヽ､
　　　　 　|:.{ヽヽ:ヽ ￣i!´ﾘ　,' 　　￣ //ｲ:.l'.!　　　 　商売に専念してたらいいじゃないかっ！
　　　　　　ヽ! ヽ:.l:ヽ.　　　　i!　　　　/':.:.ﾊ:.| ヽ
　　　　　　　　　l:.|:.:.＼　　!ニニ!　／l:.:.|　',{
　　　　　　　　　ﾘ.ｿ}Fr＞､｀＝´イ／ｦ.:.{　 ｀
　　　　　　　　　　 ﾉl｀＝r ≧≦ｦ／ｆ |｀ヽ
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／　　　　　　 :::::::＼
　　　　　　　　 |　　 　 　 　 　 　 .::::|　 へえ、ほんにありがとうさんでございます。
　　　　　　　　|　 ／　 　 　 ＼　.;:::||
　　　　　　　　|　　ー,　　　ー　　::::||　　ほな、早速に商談に入らせて頂きとうおます。
　　　　　　　　 ＼　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,.::::／
　　　　　　　　　／｀｀ｰﾆ=-'"一´＼
　
　
. 
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　　 　 l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./:.:.:./:.:.:.:.:／:.:.:.:.:.:.:.:.:/l:/:.:.:.:./.:/l.:l.:.:.:l.:.:.:.:l.:.:.:.l:.:.:.l
.　　 　j:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l.:.:.:/:.:.:.／/.:/l.:.:／ .ﾒ //:.:.:/:./　|:l.:.:.:|.:.:.:.:|.:.:.:.|.:.:.:l
　　　 ﾉ.:.:.:.:.:.:.:.: .l.:./.:.:../ ./ノ /.:/.///.//.:.:/.:./ 　 ヽ.:.:l.:.:.:.:.|.:.:.:.|.:.:.:l
　　　 ｲ.:.:.:.:.:.:.:.:.:l/.:.:.:./ｰﾒ,,_/／__ノ.:.://.:./.:.//,,-‐'''ヽ:l:.:.:.:.:l:.:.:.:l:.:.:.l
　　　　l.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|/.:/y=‐‐-/､　 // l:.l.:./　l.:l　 ,r‐''"ヽ｀ヽ/:.::.:/ﾘ.:｀j
　　　　.l.:.:.:.:.:.:.:.:.:l l/{　　 ,.-c､ヽ l/　l// 　 lﾉ／ r‐c､ .ﾘ /.:.:.:/./ l/ヽ　　　　なに、商談？
　　　　 l.:.:.:.:.:..:.:.:ヾﾍ｀、 ゝﾟ-' , ./　　/ .i　´ｲ　､ ゝﾟ-'ノ　ﾉ./.:.:/　l
.　 　 　 lヽヽ.:.＼ヽヽ　 ｀￣´　　 　 ﾉ . li　　　　｀￣´　 ///.:./　/
　　　 　 　ﾍ.:.:ﾍ.:ﾍヽ＼　　　　　　　 　 |i　　　　　　　 /.:/.::./
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,ヘ　　　　　 　　 　 ,:ﾍ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /: :　＼　　　　 　 ／::　 !
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/::::.....　　＼--―‐'.:.:::...　　!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /::::::　　　　　　　　 　 　 　 　 ',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,'::::　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 .i::::　　　 　 '''''''　　　　 　　 ''''''' 　 !
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 !:::. 　 　 　（●　）, 　　　､（●　）､ !　　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |::::..　　 　 　 　　.　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 　 l
　　　　　　　　　へえ、商談でおます。　 　 　 i;::::..　 　 　 　 　ﾉ　　　　　､ ゝ 　　!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ':;::::...　　　　　　 ー‐ ==イ　　　　/.　　+
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 .＼:::::.....　　 　 　 ヽ--‐'　　　／　　　　 +
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ゝ:::::........ 　　　　　......／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　,ﾚ─── ､　　　　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　ダディはまっすぐに若侍の目を見る。
　
　　　　　　　　　　齢六十の老年ながらその眼力は衰えがない。
　
　
. 
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　　　　　ダディは懐に手を入れ、厳重に巻いた銭袋を取りだした。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼
　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |
　　　　　|::::.,（●）,　　　､（●）|
　　　　　|::::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|
　　 　 　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／
　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　 /　　|　|　 　 /　|　　　　　　　　　　　　　　 /'´ｒ＝=ｖ）
　　　　/　　 |　|　　/ |　|　　　　　　　　　　　　　　　ll　||　　８
　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|　　　　　　　　　　　～～～７/　　ハ
＿＿/ 　　　| ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿＿＿＿＿＿>=゛="<'＿＿~~｀
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}　　　　　　　　　./ 田　田.ﾍ
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ　　　　　　　　/田　田　田'.、
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"　　　　　　　　.〈ー-------一〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`ー-----一.'
　
　
　　　　　　迷いもなく、銭袋を若侍に差し出す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　訝しげに中をのぞいた青年は、はっと息を飲んだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　　　 ／.壱／／万:／|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |≡≡|__|≡≡|彡|＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　..　／￣／／|≡≡|__|≡≡|／.壱／／万:／|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（映像はイメージです）
　
　
　
　
　　／::;;;;;;;,´::::: :::::::: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: : :::: ::: :: ::|
　 /::/:: ::::::::| ::::　:::::::::;; ;; ;; ;;　;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;:::: : :: :: :|
／/|:/;;:: :: ;;|:: :: :::::: :::|;; ;; ;; 　;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;:: :: :::::::|
／ﾊｿ;;;;;:::::;;.|:: :: :: :: :::|;; ;; ;;　;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;;.::: ::|:: ::.|
　 i/ハ::;;;, ､.|:: :: :: :: ::|;;;;;;;;　;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;:::: :|:: :::|
　　　ﾉ;;;;/　V |::::i::::::::|;;;;;;;;　;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ;; ﾊ;; ;; ;;:::;;;|i:::|::|　　　　こ、これはっ
　　／::::;:ヽ　i::|::::|:: ;;;:|;;;;;;;; ;; ;; ;; ;; _,／;; ;/;; ;; ;; ;;/;; ;; ;; ;; ;/;; ./　|;; ;; ;; ;;||;;:|ヾ､
　　ﾉ／;;;;;;;i. .|::|::::|::::;;;ヾ;;;;;.;;_x -''´／／//;; ;; ／/;;/;; ;; ;/;; ;/''´ |;; ;; ;; ;;|ヾ|ﾊゝ
　 ´/::;;;;ﾊ::;;ヽヽi::;;;:::;;;;;｀､／_＞＜<＿//;;;;;／ /;;://;;;;;;//;/ ｨｔ /;;;;;;;;;;;;;;| ﾚ´
　 /;;;;;/ /;::;;;;;;;li;;i;;;i:::;;;;;;;;|;;|弋及-､|｀//;;;/=､/;;//;;;;;///,xｨ勿ﾄ /;;;;;;;;;;i;;;;|
／|;;;/　 |;;i;;;;;;;;|ヽ｀ヾ;;;;;;;;|､;i廴::...::ン｀''ｘ､　／;//;;;;;//ｨ冬z刻/;;;;;;;;;;ﾊ;; /
　 |/　　 |;;|i;;;;;i､ ヽ｀､ヾ;;;;ヽ｀､｀￣ ´ /　　　　/ |;;/　　 　 　 /;;;;;;;;;/ |;;;|
　
　
　　　そこには彼が一生かかっても拝めないほどの銀貨が大小取り混ぜて入っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　とまどった顔でダディを見る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,.　-- ､_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　-‐: : : : : : : : : :｀丶､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 , . : .:.:.: : : : : : : : : : : : : : : : :ヽ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, : : .:.:.: .:. : : : .: : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／: .:.／:.／:.:.／／／: / : : : : : : : : : : :ハ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／:.:./:./:.:./:.:.／／／: ://: :.: : : : : : : :. : :. い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ﾌ://:.:.':.:./:.;.:.:.;.:／: .:.:.//: : :.: :. : : : : :.: :.:.:. ｉ: '､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ´／:.//:.://:/:./:.:/:, : .:.:／ィ:| |:.:.:.:.:i: : : .:.:. :ｉ:.:.: ﾄ､ﾄ＼
　　　こ、これは一体……　　　　　l／〃:.:.l:.l:/:./:〃/: :.ィ:／ l/!:|l:.:.:.:.|: : :.:./:/:.:.:. | 丶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{　|ｌ|:.l:.l:.ｌ|:ﾒl:///:.:/ナ＝┼l小:.:.://: .:/:/:.:.:.:.!:!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　lﾊ:.!:.!:|ｉ小以!:./ノ‐ﾗ云＝ミﾍ//: .:/:/:.:.:.:.!:い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　{　ぃl:.い.:.l｀Ⅳ　 ノ匕zｊ_　ﾝ//:.:.ｨ ｨ:.:.:.:.:.:|:.l､ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ゝﾍトＶ　　　　　　 　 //／/ //:{:.:.:.:､ヽミ 、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ｒｆ: : : : ヽ'　_　　　　‐彡' ／ /ｲl:小:.､:.ヽﾞ＼:＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l:{: : : : : ﾉヘ` ＝‐-　.イ　　／|'! ｊ八{:￢ｉ : : : : ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ: : : : : ノｨへ..　ｨ入二二 く ｒ=ﾉ气_): /: : : : : : : ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　 . |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　+
　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　全部で銀二貫、おます
　　　　　　　　　　　　　 ｀ー‐--‐‐一''´
　　　　　　　　　　　　　/:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　　　　　　　　 /:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　　　　　　 /:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
. 
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　　　　　　　　　　ダディは温和な口調で続けた。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼
　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |
　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|　　　　お侍さんの仇討、
　　　　　|::::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|
　　 　 　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／　　　　わたいにこの銀二貫で
　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´
　　　　 /　　|　|　 　 /　|　　　　　　　 買わせて頂きとうおます。
　　　　/　　 |　|　　/ |　|
　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|
＿＿/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
. 
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　　　　　.　／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼
　　　　　 /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.'.
　　　　　 ,'.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:!.:.:.:.:!..:.:.:.:.:l
　　　　　} .:.:.:.l.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.:. :.／／.:.／.:.:.:.:./i :.:.:. |:.:.:.:.l:.:.:.l:.|.|
　　　　 .':.l.:.:.:.| :.:.l:.:.:.:./:. :. :./:./:.:／ : :.: .:./.:.|:. .:. .|:.:.:.:.l:.:.:|:.l.:!
　　　. /:./'..:.:.| :.:.|.:.:./l:.:　.:/:./:./ .: .:.: :.:./.:.:.:l:.'、: .l.:.:.:.:|.:.:.|:.|:l　　　　　な、なにを馬鹿な！
　　　/:./　l.:.:.| :.:.l.:./ l.: .:./:./:./:.:　.:.:.: /:.:./l:.l:.:.＼.|:.:.:.:l.:.:.l:.|:.l
　　　}/　　l'..:.l :.:.|/ヽ|: ./|:/:./.: .:. :.:／.':./　|:.!ヽ:.:.} .:.:/:.:/|:|'.:{　　　　　仇討を金で買うだなんて、
　　 /　　　|ヽヽ :.', ミ|:/‐|{:./l:.:.:.:／ /:.∠-‐´ヽ_',ﾉ .:/ ｝.{.',{　ヽ
　　　　　　l .:.ﾊ:ヽ:.{f㍉,爻ｲ､|:／ ／／,rz=伐升ﾌ .:/ /:.:l　ヽ　　　　　 このルルーシュを馬鹿にするなっ！
　　　　　　| ﾉ ',ヽヽ',¨冖┴-/´',　　彡｀ゝｰ┴‐7 ../ /:.:,'
　　　　　　|/　ヽ:.＼ヽ､　　　　 } 　　　　　　　/:.:./_/ |/
　　　　　 ﾉ´　　ヽ:.:.ヽ￣　　 　i}　　 　　　　 /:.ノ:.:.l　/
　　　　　　　　　　l:.|:.:. ヽ､　　-‐- -､..　　,イ､/.:./ﾘ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　（怒りながらも銭は手放さへん…）　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　＋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　（こら、勝ったな……）　　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/ 　　　　+
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_ 　+
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　ダディは自らの勝利を確信した。
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼
　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |
　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|
　　　　　|::::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|　　　ほんの少しの間でよろしおます、
　　 　 　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／
　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´　　　　　　この老い耄れの話を聞いとくなはれ。
　　　　 /　　|　|　 　 /　|
　　　　/　　 |　|　　/ |　|
　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|
＿＿/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
. 
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　　　『その銭はこの間の大火で焼けてしもうた
　
　　　　天満宮の再建に用立てて頂く心づもりで、
　
　　　　.　　　　　　　 ／.壱／／万:／|
　　　　　　　　 　 　 |≡≡|__|≡≡|彡|＿＿＿＿
　　　　..　／￣／／|≡≡|__|≡≡|／.壱／／万:／|
　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|彡|
　　　　　|≡≡|__|≡|≡≡|__|≡≡|≡≡|__|≡≡|／
　　　　　　　　（映像はイメージです）
　
　　　これまで貸し付けてあった先に頭を下げて
　
　　　今日、ようやっと回収したもんでおます』
　
　
. 
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　　| ;`;|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　|:|》: ::::|　　　　　　　 i'1
　　| ;'l:|　　 　 　 　 　 i'`'i　　　　 　 　 　 　 、 　 　 　 ／|　　|:|＼ : |　 .　　　　　 |;'|　　　　 　 ,、
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-､_|_.;l:| 　　＼';､＼　 :|':i;;|　　 　 .　 i'1　　　||／>　　r┘.:|　　|:|　 ||::| |　 ∥‐┘ .:|';|──へ./.:/＿r‐
ｰ|＿}:;|　　　　＼';､.＼|;';;;|　　　./〉　|;|＿r／／　 /|￣＼:|　　|:|　　￣　.:〃..／>.::|;'|:::::::::::::::/.:/:::::::::::
-|＿|`|＿r:‐:‐:‐:‐＼';､＼;|　r‐//┐_|:|::::::::;⊥、r/.::|　.:::::::|／＼/＼　　 《／／ ..:::|;'|:::::[]::::/.:/]:::::::[]::
ｰ|＿};|::::::::::: : :: : {二l＼;i`!､::://:::::::::::::::::::r| .::| /.:::::<＼／　　 〈:::.:... ＼　》 '　.::::::::/|＼＿ｎ::::::::::::::::::::
-|＿|￣/＼:::::::/`|＿{┬| |;､＼::::::::i'|::::::r┴冂、 .:::::|::＼＼ _＿＿__:::::.:..〉″へ:::::/ .| |: : : |:|::::::::l`!へ、
ｰ|＿}::/ ､';';〉.:/ /{＿|┴lニニニニﾆｌ.r┴､_|_|_|:>:::::＿＿＿|」＿＿:l;_;_/／..::.　｀〈　:| |: : : |:|::::::::| |: : :
-|＿;l'_;_;_∠;/_/___l_,,:;;}┬┴┬┴┬┴┐::| .:::|_rｪ┘＿＿;!＿__;!＿＿;|＿;_;:::.:／ : :| |: : : |:|::::::::| | : :
~゛'' ┘⊥ ｣_　|　　|{＿|┴┬┴┬┴┬┴┤ .:|＿;!＿＿;!＿＿:l＿＿;!＿＿;|<___;_/＼_;_;_;|;|-∠|_|;_;_;
　　　　　　　　　~゛'''' ┴'::⊥Λ二＼.:|　　.:|ー:|＿＿;!＿＿;!＿＿;!＿＿:l＿＿;l:::...＼/＜＞::.　 ∠二
　｀　　 　 ,　'　　.　　 ｀　　　∨_,,,;;;;/. ~゛`┴ -'⊥ .」＿;!＿＿;!＿＿;!＿＿;!＿;ﾄ､ r─‐-､　　　...:.:.:.::.:
　　　　　　　　　　　　　,　　　　　　　　　　　　　　　　　~゛　┴　 ⊥. .,_..:::|　::/￣.￣'"ヽ┴-､_;_;_;_;_;_;_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,　　　　　　　｀ 　 　　 　 　 　 ~゛'' ‐-|＼＿＿＿ﾄ--/.. ...:::::::./|
　　`　　　　　　　　　　　　　.,　　　　　｀　　　　,.　　　　　　　　　 　 '　　　　 ＼|__;_;_;_;_;!─l二二二l/
　
　　　　　　　　　「天満の天神さん」が身をもって助けてくれはった、
　
　　　　　　　　　　そう信じたダディは同じく類焼を免れた他の商店主とともに
　
　　　　　　　　　　天満宮再建のために出来うる限りの寄進をしようと決めた。
　
　
. 
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　　　　　　　　だが、世は不況の真っただ中。
　
　
　　　　　　＿::.;;;|＿;:..＿|＿＿:._|＿＿__|＿.| i　..|
　　　　　　;::_|＿＿_|√＿_:.:|:..＿＿|_＿,;;'~　　　|　　 〉
　　　　　　＿＿|:::.＿＿|＿＿;:._|＿＿;::|'___　i　 '~ヽ/￣｀::.
　　　　　　::._|＿＿|＿|;:;:::|＿|＿＿:|＿＿_,;'　　　　|　　　::.
　　　　　　＿＿|＿::.＿.,|＿＿::..|∧,,,,,∧〃　　　,,/　　:..
　　　　　　＿|＿＿|;;;;;;;;;;;;;;;;|＿_彡o-o･,,ﾐ〃　i　|　:. ..
　　　　　　;.＿::.,|＿＿＿|＿＿と｢;;<w[と).｜i　 .|　　　　:..
　　　　　　￣￣|＿|＿＿＿|＿＿/;;y;;;;;;ゞ＼ 　 |　　::...:
　　　　　　ted!..|;;.＿＿;;;|＿::.＿|〆ﾉ ｀J＼r'￣｜　　　　::.:
　　　　　　o`》:::|＿|;;;::::.＿:|＿＿|＼ ＼|￣㌧ 　|　:.
　　　　　　ル｡:::|_:.＿＿::|＿_|＼ ＼|￣　㌧ : :.　|　　　:..
　　　　　　＿＿|＿|＿＿|＼ ＼|￣ 　 .::　 　　.. |　　　　　::..
　　　　　　＿|＿＿:;;;|＼ ＼|￣　 　 ..:　:.. .::. :.　.|　　:.
　　　　　　;;;,,,,＿;|＼ ＼|￣'' 目　λλ 　 　　;;. |　　:.　　　::.
　　　　　　' 　　　＼|￣　　;;./ ヽ_( 'ｰ`)y-~ : .　 |　　　∧∧
　　　　　　∩∩　　 ￣￣'''' |～|ﾉ( ﾍﾍ)￣￣￣''＼,~-∩ﾞ*,)
　　　　　　;;;'д）,,　;; 　　　　|__,,|　　　。　　゛　　　,,＼(_ｿと)
　　　　　　　 っっﾐ　　　　::.　　　　　　　　　　　 　　　 ( ,　ﾉ ::.
　　　　　　;;,＿）旦　　　　　　　　　l⌒i⌒l　 　　　　　.ﾚ`J.、
　　　　　　,,,,,,,,,,,ﾐ　　　　　@
　
　　　　　　　　　　ダディにしても、寄進できるのは
　
　　　大恩ある美濃志摩屋に大変な苦労を強いてまで調達した
　
　　　　　　　　　　　この銀二貫がやっとだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　.　-‐.:.:￣￣￣＞x.
　　　　　　　　　　　　 ／.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　　　　　　 /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　　　　　 /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ
　　　　　　　　　　/.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./ .:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l
　　　　　　　　　/.ィ.:.:.:| .:.:.:/:.:.〃.:.:/.:.／..:.::.ィ.:.:.:.:!.:.:!　　　　 よくわからないな。
　　　　　　　　ノ'´ l.:.:.:.| .:.:/.:∠|..:.:'.:./ .:::／　!.:! ..:|.:.:|
　　　　　　　　　　 |, .:.:| .:.l/ｒｆｭ心|::/.:／r―┤l ..::ﾄ..:|　　　　 そこまでして手に入れたこの銀二貫を
　　　　　　　　　　ﾉ|l.:∧ .:l上ﾚt癶:{:/　ィｆj升V.:.:∧ ヽ
　　　　　　　　　　　|l.:.｀ヽ.:.',　　　 　 {　｀¨¨７.:.:./　　　　　　 全部寄進するというのか。
　　　　　　　　　　　|ｲ/.:.::ド ､　　　　′ 　, ′:/
　　　　　　　　　　　从/ﾄ'､　>　　 ´　　イ:.:／
　　　　　　　　　　　／　　 ヽ辷 ≧-＜リﾊ{
　　　　　　, -―――‐〈｀Y ﾍ　//　　 /// {__ __
　　／　　　　　　 　ﾅ K　//　　 // {ﾄ､　　　　｀丶
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　　　　　　│:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　　　　　　　　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　＋ 　　へえ、その通りでおます。
　　　　　　　　　　　　　/‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/ 　　　　+
　　　　　　　　, -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_ 　+
　　　　　　　　l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
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　　　　　　『天満の天神さんは私ら商人の気持ちの拠り所でおます』

　

　

　　　　　　　　Π　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 Π

　　　　　　　　旦三l二二l二二l二二l¨／＾＼¨l二二l二二l二二l三旦

　　　　　　　 /　　　　 　 　 　 　 　 ／／'＾＼＼　　 　 　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　 /　　　　　　 　 　 　 ／／｀¨Ｏ¨´＼＼　　　　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　/　　　　　 　 　 　 ／／ 〔王l王l王〕 ＼＼　　　　　　 　 　 ∧

　　　　　 /　　　　　　　 　 ＜／＝＝＝＝＝＝＝＼＞.　　　　　 　 　 ∧

　　　　　/　　　　,′　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀,　　　∧

　　　　/　 　 ／　　 　 　 　 　 　 γ´三三三ヽ　　　　　　　　　　　＼ 　 ∧

　　　 /　 　 乂ゞ ､　　　　　　　　/ﾞ/　　◎ 　 ヾヽ　　　　　　 　 , 彡丿　　∧

　　 ≪亞亞亞｀＜三三三三三彡｀ ‐-（(t)）-‐ ´乂三三三三三彡´亞亞亞≫

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝lｌ=(Ｙ)=ｌl＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=GQ=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=.从.=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　 ｏ 　　 　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll＝ll＝ll＝l|　|　　　　　　　　|　|　　　ｏ

　　　 ||＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌl＝l┌―――‐┐ｆ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝||

　　　 ||＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||l＿.奉納＿.!.l|＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||

　　　[二二二二二二二二二二二|l三三三三ｌ|二二二二二二二二二二二]

　　　　　| .|:::::::::::::::::::::::| .|::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::| .|:::::::::::::::::::::::| .|

　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵

　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　

　

　　『焼けてしもた天神さんを何とかするんは、氏子として当たり前のことだす』

　

　

. 
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　　　　 l:.:l ヽ:.:.|:.:./ :.:./､　|.l´彡＞＝´ |:.:l:./l }.:.|:.:.l:.:.l|ﾘ　　　　　　　　　本末転倒もいいところだ！
　　　　 |:,'　 ヽ:|､{:.:.:.{,孑ゝヽ､　　　　　/イ/// ｲ/ヽヽ:.`ｰ-､_
　　　　 {l　　　ヽ{ヽ　ヽ¨´|　　　　　　´　／/　 /　　ヽヽ￣
　　　　 ヽ、　　 ヽ.{:.:.|ヽヽi!　 ＿ ,＿_　　∠　　　　／／',
　　　　　　　　　　|{ヽ{　 |:.｀＞ ､　　　／＝＝＝Ｆイ´: : :ﾍ
　　　　　　　　　　　 ｀ 　}ノ ｿ ﾝ ｀ ‐´Ⅵ: : : : : : :||: : _∧ : :ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ／　-‐'　　'ｰ-　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 . |　（●）,(､_,)､（●） ::|
　　　　　　　　　　　　　　|　　　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|
　　　　　　　　　　　　　　|　　　 //⌒ヽヽ　　.::|　　　それは逆でおます。
　　　　　　　　　　　　　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　　　　　　　　　　　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは首を横に振る。
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　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼
　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |　　　ルルーシュさま、言わはりましたか、
　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|
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＿＿/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_ ＿＿＿
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
　　　　　　　青年はダディたちに背を向け、白銀の細道を遠ざかっていった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
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￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
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|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
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　　　　　　　　　　　大坂　天満　　　井川屋
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　　　　　　帳場で主のダディから話を聞き終えた番頭のいく夫は、
　
　　　　　　　　　　　掠れた声をなんとか絞り出して尋ねた。
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　　　　ﾀﾞﾝ
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　…ほ、ほな旦那さん、
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　そのお侍のお子を
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　この井川屋に引き取りなはるおつもりで？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　　井川屋　番頭　　いく夫
　
　
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　.|:::::::::　　　　（●）,　|　　　あほ言いな、
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　侍の子を養うほど私かて酔狂ちゃいまっせ。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､.　　迎えるんやったら丁稚としてや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　忠実な番頭の両の拳が膝の上でぶるぶると震えているのを見てとると、
　
　　　　　　　　　　ダディはわざとのんびりとした声で答える。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫が大声を張り上げる。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　丁稚やったら、
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　今の井川屋にはこれ以上必要おまへん！
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　番頭の私に、手代のドヤが夫、
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　丁稚のやらない夫とわる夫に女衆も一人いてますのや、
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　人手は充分足りてます！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　 ましてや何の役にも立たへんお武家さんやて、考えられへん！
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　今年四十五になる番頭のいく夫は、ダディにとってはまさに右腕とも呼べる存在であり、
　
　　　　　長年苦楽を共にしてきた古女房にも似て、口煩くも上手く添いたい相手であった。
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　.　　|（○）,　　　､（○）､ :|
　　.　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.::|
　　.　　|.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　役に立たんかどうか、
　　　　＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.　　　　　まだわからんやないか。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　立ってたまりまっかいな、んなもん！
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 お武家が算盤入れられまんのか？
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　お客はんに頭、下げられまんのか？
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 旦那さん、そら無茶だすで！
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　 .　　|（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　まあ、そないに怒りないな。
　 .　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　.　 　|　 u ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　 うちの丁稚にするかどうか、
　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .u:::／
　 ,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.　　　　美濃志摩屋の仕込みしだいやがな。
　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿＿＿＿＿
　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　美濃志摩屋はん？
　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　　　　　.|:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　ああ、弔いをすませた後
　　　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､.　　伏見の天場 ― 寒天場に預けてきたんや。
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　┌─────────────────────────────────────┐
　　　└─────────────────────────────────────┘
　　　┌───────────────┐
　　　└───────────────┘
　　　┌───┐
　　　└───┘
　
　
. 
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　　　　　　　　　　あの後、茶店に運び医者を呼んだが、
　
　　　時を置かずオプーナは息子鶴之助に看取られて事切れた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 .／￣＼
　　　　　　　　　　　　 ＿＿|　　　　|＿＿
　　　　　　　　　　 r'´.￣￣ ＼＿／　￣ ｀､::.
　　　　　　　　　　ﾍ,___,_＿_＿ .|＿_＿＿_./::.＿
　　　　　　　　　　 | | 　　　／￣￣＼ 　　｜､:..
　　　　　　　　　　 | |　　／　ノ　　＼ ＼　｜::..
　　　　　　　　　　 | | ／　<ー>::::::<ー> ＼|l､:::
　　　　　　　　　　| | |　　　 （__人__）　　　|l:::::
　　　　　　　　　　 | | ＼　　　｀ ⌒´　　 ／.ll::::
　　　　　　　　　　 | |,r'",´￣￣￣￣￣｀ヽ､|l::::
　　　　　　　　　　 | |　　 　　　 　 ::::....　 ..:::|l::::
　　　　　　　　　　 | |　　　　　　　　　　　 　|l::::
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 　 　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　|（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　|　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|+
　　　　　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　, －　－、’
　　　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼　　　　 / （● ●）ヽ
　　　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼　　　ゝ （_人_） ノ
　　　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i　　 / 　 　　　＼
　
　
　　　簡素な弔いをすませた後、ダディは美濃志摩屋に引き返し
　
　　　　　　　　　　　　鶴之助を託したのである。
　
　
. 
　

77   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:06:27 ID:XDxaaqIE0
　
 　　 　□
　　　┌──┐
　　　└──┘
　　　┌──────┐
　　　└──────┘
　　　┌───────────────────┐
　　　│　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │
　　　└───────────────────┘
　　　┌──────────────────────────────────────┐
　　　│　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │
　　　│　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │
　　　└──────────────────────────────────────┘
　
　
. 
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　　　　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　 父親が辻斬りで殺された、いうことにしたら
　　　　　　　. |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　 えろう同情してくれはってなぁ。
　　　　　 . 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　とりあえずひと月ほど預かってもらうことになってん。
　　　　　 ,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 客扱いやないで、天場に住み込んで寒天作りをひととおり
　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　仕込んでもらうことになってる。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　何や、
　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　 　　　それやったら気ぃ揉まんかてよろしおすわ。
　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫は安堵したように溜息を吐く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　|.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　|::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　　　　　　　 （@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 天場は大の大人でも辛いとこでっさかい、
　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　じきに逃げ出しますやろ。
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　 . |（ー）,　　､（ー）､.::::::|
　　　　　　　　　|　　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,,,,　.::::|　　　　　　……さあて、それはどやろか。
　　　　　　　. 　 |　　｀-=ﾆ=- '　　.:::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　ルルーシュに刃を突き付けられても、父を守ろうとした鶴之助。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／ ヽ　　ノ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　●::::::::::● ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　 ⌒　　ィ’
　
　
　　　弔いの場でも、拳を震わせながら涙をこらえていた鶴之助。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／ ヽ　　ノ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ＞::::::::::＜ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　 ⌒　　ィ’
　
　
　　　　　幼いながらも、土性骨が据わっているに違いなかった。
　
　
. 
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　　寒天場でのひと月の労働は、世間での一年にも相当する。
　
　
ﾆﾆ　　　　　　　　　　　　 ｰｰｰｰｰﾆﾆﾆﾆﾆ从　　　　　　　　从
　　从　　　 　 ｒ ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ┐　　　　　 从ﾐ　　　　　从　从从
　彡ミﾐ　　　／＼＼＼＼＼＼＼ 爻乂 爻彡ミ　从　彡ミ 从　从
　爻乂ミ ∠ ｒ‐┐;＼＼＼＼＼＼＼ｒ ｚｚｚｚ┐从 爻ﾐ 爻 彡ﾐ 彡ミ
　爻,彳爻 |￣￣￣「「「「「「「「「「「「「 ＼＼＼＼ミ 爻ミ 爻乂ミ 爻ﾐ
　爻 爻爻乂 田]　ll l l l l l l l l l l l | ￣「「「「「「从　从ミ　从爻从ミ
　爻 乂乂乂爻 　 ll l l l l l l l l l l l |三]ｌ l l l l彡爻爻乂 乂ミ爻爻爻
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　　　　　　　　　　　それほどまでに過酷なのだ。
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　　　　　　　　　　　　―― それから一カ月 ――
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
　

85   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:13:49 ID:XDxaaqIE0
　
　
　　　その日は出来上がった寒天が天満の船着場に届けられることになっていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは言って杖を握る。
　
　　　　　　　　　　　　　　早朝の船便が到着する刻限が迫っていた。
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　　　　井川屋を出て、大川にかかる天神橋を渡って船着き場へと向かう。
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　　　　　　　　　　　　　―――　天満　船着き場　―――
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馴染みの船頭から声が掛る。
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　　荷の山に隠れるように、鶴之助が緊張した面持ちで立っていた。
　　　　　　　　　　　　＿＿＿　　＿＿＿
　　　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ__ ≡u　ノ　＼
　　　　　　　　　／● 　 ● 　　　　　●　　＼
　　　　　　　　　|　(_,､_,)　⊂⊃　 ⊂⊃　(_,､_,)|
　　　　　　　　　＞u⌒　　　　　≡　　　 ⌒ ィ’
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　彼はダディを認めると、
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 ／＼　　／＼
　　　　　　　　　　　　／　○ 　　 ○　＼
　　　　　　　　　　　　|⊂⊃ (_,.､_,) ⊂⊃|
　　　　　　　　　　　　＞ 　 　 　 　 　 ＜
　
　
　
　
　　両の手を膝の前で重ねて腰を落とし、深く一礼した。
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　/　＼　／　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　| 〓　　　〓　　　|
　　　　　　　　　　　　 ＞(_,､_,)⊂⊃ イ
　　　　　　　　　　　／　　／ヽ／　　　ヽ
　　　　　　　　　　 /　　/　　 /　　/　　　）
　　　　　　　　　　{　　ij　 ／{　　ij　.. ／
　　　　　　　　　　　ー' 　_|　　ー' 　 |
　　　　　　　　　　　　　 （＿__ （＿__ノ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは内心感嘆した。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
.　　|　（０）,　　　､（０）､.:|
.　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　（さすが美濃志摩屋の仕込みやなぁ）
. 　 |　 　 ｀ー― '　 .::::::::|
　　 ＼　　｀￣´　 .::::::／　　　　　（所作が武家やのうて、商人のもんになってるわ）
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　.|:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　お前はん、口上はどないしたんや？
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　それでもその思いを表情には出さず、わざと厳しい口調で問うた。
　
　
. 
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　　　鶴之助はしばしの間戸惑った後、おどおどと言葉を発した。
　
　
　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 ／一　　ー＼
　　　　／ 〓　　 〓　　＼
　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　/⌒l 　　　　　　ィ’　　　　　　父上のことではお世話になり…
　　　/　 /　　　　　　　 ヽ
　 　 ヽ_ |　　　　　　 Y 　|
　　　　　|　　　　　　 |　　|
　　　　　|　　　　　　 ゛、ノ
　
　
　　　　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／　-‐'　　'ｰ-　 ＼
　　　 . |　（●）,(､_,)､（●） ::|
　　　　|　　　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|　　　　　　そんなこと聞いてんのと違う。
　　　　|　　　 //⌒ヽヽ　　.::|
　　　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|
　　　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　ダディはきつい口調で遮る。
　
　
. 
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　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　商人にとっての口上いうんは、
　　　　 　|　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　商い上の要件を要領よう先方に伝える
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　挨拶のことや。
　　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　　.|:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　親の生き死にやら関係あらへん。
　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　どっから何をどんだけ持って来たんか、言うてみい。
　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 ； ／＼　u.／＼　；　　　　　み、美濃志摩屋、からの
　　　.　　／ ●　　　● 　＼　.　　　 寒天、ですお
　　　；:　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|　{　　　 お、お手紙、
　　　　r'⌒)　{　 }　 (´ jイ　;　　　　 預かって、ますお
　　　　|　´　　￣　　ヽ　 |
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　 . |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　よっしゃ。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　ダディは満足げに頷く
　
　
. 
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　鶴之助は懐から書き付けを取り出すと、ダディに手渡した。
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 Y⌒ヽ＿
　　　　　　　　　　　　 　 　 Y⌒', 　　＼｀ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 ,ｲ´', 　 ',　　ヽ ｀ヽ｀ヽ
　　　　　　　　　 　 　 　 {　　',　; ｀ 　　;;　　｀ ハ
　　　　　　　　　　　 　 ,ｲヽ　 ｲ ヾ　::. ::　　　　　}
　　　　　　　　　　　　 ヽ　 ヽ　　:: ::　::　　　　　 {
　　　　　　　　　 　 　 　 ＼　　:: 　::　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 `ー―‐-､
　
　
　　　書き付けを渡すその手は霜焼けで真っ赤に腫れあがり、
　
　　　　ところどころあかぎれがぱっくりと口を開いている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　ダディの目がふっ、と和んだ。
　
　
　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　／　―　　　ー　::＼
　　　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|
　　　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::| 　　　　　（大の大人でも音を上げる厳しい寒天場で
　　　 　 |　　 ､＿＿＿　　 .:::|
　　　　　＼　　｀二二´　 .::／　　　　　　この子はひと月立派にやりきりおったんや……）
　　　　　　｀ー‐--‐‐一''´
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　　　　　　　　　ダディの胸に暖かい灯がともる。
　
　
. 
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　　　　　ダディは膝を屈めて鶴之助の顔を覗き込んで言った。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　どや、井川屋の丁稚になるか？
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　侍を捨てて、商人になって生きるか？
　　　　　　｀ー‐--‐‐―´
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　　　そうする以外、彼に生きていく術は無いと、
　
　　　　　　　　　　重々承知の上での問いかけだった。
　
　
. 
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　　　　　案の定、鶴之助は一瞬の迷いも見せず、頷いて見せた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 ／＼　　／＼
　　　　　　　　　　　　／　● 　　 ●　＼　　　はい。
　　　　　　　　　　　　|⊂⊃ (_,.､_,) ⊂⊃|
　　　　　　　　　　　　＞ 　 　 　 　 　 ＜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
.　　|（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　よっしゃ、
.　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
.　　|　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　ほなこの荷ぃ持ってついてきなはれ。
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　ダディは積荷の寒天を二つに分け、小さい方を鶴之助に背負わせた。
　
　自分も大きい荷を背中に背負うと、杖をつきながら先に立って歩き出した。
　
　
　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|+
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　, －　－、’
　　　　　　　　　　/:: ::＼　　//::::: ＼　　　　 / （● ●）ヽ
　　　　　　　　　 /:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼　　　ゝ （_人_） ノ
　　　　　　　　 /:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i　　 / 　 　　　＼
　
　
　　　　鶴之助は、主人からはぐれぬよう、必死の形相でついて行く。
　
　
. 
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　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　道中、天神橋に差し掛かったところで、ダディは足を止めた。

　

　

. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　どや、
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　 長い橋やろ？
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　 ／ 　●　　　● ＼
　　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　はいですお
　　　　　　　　ヽ　　　 （_.ノ 　 ィ’
　
　
　　　　　　　　　　　　　　鶴之助は素直に頷く。
　
　
. 
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　　　　鶴之助を東側の欄干まで連れて行き、北側を杖で指し示す。
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　.|:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　あれが天満の青物市場や。
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　大坂中の美味い食材があつまる場所なんやで。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　 . |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　そのままずっと東に行ったら橋があるやろ。
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　あれが天満橋。井川屋はあの辺りや。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ_＼
　　　　　　　／ ●　　　● 　＼　　　なんで、天満橋を通らないんですかお？
　　　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　　　＞　　　　　　　　ィ’
　
　
　　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　　／　―　　　ー　::＼
　　　　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|
　　　　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::| 　　　……
　　　　 　 |　　 ､＿＿＿　　 .:::|
　　　　　　＼　　｀二二´　 .::／
　　　　　　／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　ダディは苦笑する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　店には天満橋のほうが近いが、
　
　　　　　　　橋を渡り切ったところには東町奉行所が控え、
　
　　　　　　　　　　そこから東には大坂城がそびえている。
　
　
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　{}
　　　　　　　　　　　　　　　　　,r'A':､
　　　　　　　　　　　　　　　,r:'"／＼｀':.､
.　　　　　　　　　､_____,､.‐',,､_'___n,n__`_､,,`-､,_____､
.　　　　　　　　　ﾞl､,!_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l_l,!､lﾞ
　　 　　　　　　　 |:::::::::::::::::::::::::::::n::::::::::::::::::::::::::::::|,
　　　　　　　　　　';王王王王王八王王王王王ﾖ
　　　　　　　　　　 ］*;;r--.､;*r;"へ｀':.*;;､--.､*;［
　　　　　　　 _､,,,,,f'''*;;;＾r:'",r'"' へ:'｀' ､`':､＾;;;*､L,,,,,.､
　　　　　　　 ﾞ､=┴'ｧﾞ'"r'"´.:.:.:.:.:...:.:.:.:.:..｀'-､`'=t┴=',ﾞ
　　　　　　　　ﾞr:''",r'"..:.:.:.:.:.:lｺ:lｺ:lｺ:lｺ.:.:.:.:.:..｀';;,､` ‐!、
　　　　ゞｪｪtｴﾞ┼┬i┬┬┬┬rﾊ┬┬┬┬i┬┼┬t'ｪｪﾌﾞ
　　　　 ﾞ,~~i~~~~~~~~~~~~~~~~~{n}~~~~~~~~~~~~~~~~~i~~ﾞ;┐
　　　　 「;､.|　 .冂 冂　　冂l:''"..へ｀' .l,冂　　冂 冂　 .|.. .|Ti
ゝ,､,,,,､､!‐''"┬┬┬┬;､‐'":'"::: ヘ:::`:.､`‐､┬┬┬┬┬`ｰf-､､ｨ,
ｿ;ﾞ､ﾆ┴┴┴┴┴ァ'"ｒ:'´｡ ......::..　.:....... ｡'‐､`'t┴┴┴┴┴＝ﾞ7
ヽゞz､:|;ﾍ「］「］,ｒ'"ｒ'´､z､r､､.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.. ｀': ､`'-.「］「］　.|＿,'､
Y;;ゝヾi彡〉''"ｒ''";ヾ;ゞ::::ゞヾヽ］「ﾊﾞﾍ,'z］「:］:.:.:.:.:.:...｀''‐｀､':-.､,|l l l.ﾞi
ｿ ヽ;; i;;ゝｿ ヽ;;ゝ彡ｿ ヽ;;ゝゞヽi;ゞ::::ゞヾ;ﾍ――――,rz､;ﾍz､｀''ｰ-､;;ｿゞﾍ
ヽ;;;;ゝヾiヽ;;;;ゝヾゝヾ;ゞ::::ゞヾ;iゝヾ;ゞ::::ゞヾﾍｿ;ミ＾ゝヾ;ゞ:::ゞヾミﾍtz彡ヾ;ゞ;ゞ
ヽ;;;;ゝヾ;ヽ;;;;ゝヾ;ゞ::::ゞヾヽ;;;;ゝヾ;ヽ;;;;ゝヾ;ゞ::::ゞヾヽ;;;;ゝヾ;ヽ;;;;ゝヾ;ゞ::::ゞヾ
ゞヾ;;;ゝヽヾ　;;;;ゝヾ;;ゝヾ　ヽゞヾ;;;ゝヽヾ　;;;;ゝヾ;;ｿヾ　ヽゞヾ;;;ゝヽヾｿ;;;;ゝヾ
ヾ　;;;;ゝヾ;;ゝヾ　ｿゞヾ;;;ゝヽヾ　;;;;ゝヾ;;ゝヾ　ヽゞヾ;;;ゝヽヾｿ;;;;ゝヾ;;ゝヾ　ヽゞ
　
　
　　　　　　　　　　　自然、天満橋には武士の往来も多く、
　
　　　　　　　面倒事を嫌う商人は天満橋を避けるのが常だった。
　
　
. 
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　　　　　　　鶴之助の問いには答えず、天神橋の先へと指を伸ばす。
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　　　　　　 ここを真っ直ぐ抜けた先に天満天神社があるんや。
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　　地元の人間は『天満の天神さん』て気安う呼ばしてもろてる。
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　 この天神橋はな、元々は天神さんが管理してはった。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　せやから『天神さんの橋』で、天神橋ちゅうわけや。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　 お前はんもな、
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　盛大にこの橋を渡らしてもらうんやで。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　そう言うと、また杖をつきながら歩きはじめたのだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
　

110   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:32:34 ID:XDxaaqIE0
　
　
　　　　　　店に戻ったダディは、鶴之助を連れて朝餉の席に向かった。
　
　
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |　　　　　　　　　　　　　　　 . : : : : : : :
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |　　　　　　　　　　　　　　. : : : : : : . . : : : :
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |　　　　　　　　　　　　 . : : : : : .　　. : : : :
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |　　　　　　　　　　　. : : : : . 　　 . : : :
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |　　　　　　　　　 . : : : : .　　　 . : :
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |　　　　　　　　. : : : .　 　 　 . : :
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
二二| l |||二二二二二二二二二二二二二:|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |──────────
二二|_l_||ｌ二二二二二二二二二二二二二二|/===================
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣//￣￣￣￣￣￣￣
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　　 　 　 //
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　 　 　 //
-－- －- －-－-－-－-－-－-－－-－-－ //-－ -－-－-－- －-
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 //
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 　 //
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 　 　 　 　 　 　 　 　 //
-－-－-－-－-－-－- －- -－- －-－//-－-－- －-－- －
:::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　 　 　 　 　 　 　 　 //
　
　
　井川屋では、主、奉公人ともどもが台所に並んで食事を取るのが習わしだった。
　
　
. 
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　　　　　今、各々の箱膳を前に、主のダディと番頭のいく夫、
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　|.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋　　　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　|:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　+　　　　　　　　.（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　+　　　　　　|　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　手代のドヤが夫に、丁稚のわる夫とやらない夫が座り
　
　
　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　 　　　／_ノ　'' ⌒＼
　　　　　／ （ ● ） （● )＼　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　 ／:::::::⌒,　　ゝ　⌒::::: ＼　　　　　　　　　　　／＿） （＿＼
　　　 |　　　　　`ｰ=-'　　　　　|　　　　　　　　　 ／ 【●】| |【●】 ＼
　　　 ＼　　　　 　　　　　 　／　　　　　　　　 ／　　　　._| |_,　　　　 ＼
　　　　/　　　　 ∩ノ ⊃　 ヽ　　　　　　　　　 |　　　　　＼／　　　　　 |
　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　　　　 ＼　　 　 -==- 　 　 　／
　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　 　　 ──.
　　　　　　　／ノ　⌒ ＼
　　　　　　　|（●）（●）|　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　.　　 　 | （__人__） |　　　　　　　　　　　　　　 ／ ヽ　　ノ ＼
　　　　　　　 !　 ｀⌒´ /　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ○::::::::::○ ＼
　　　　　　　 ヽ　　　　ﾉ　　　　　　　　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　　　/　　　ヽ、　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　 ⌒　　ィ’
　　　　　　　　|　　　　　ﾆつ
　
　
　　　　　　末席には緊張した面持ちの鶴之助が座っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　いく夫が不服そうに口を開く。
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；　　　　 ……ほな、旦那さん。
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　 お引き合わせをお頼もうします。
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　お、おう。
　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 （なんや、まだ怒ってんのかいな）
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　ダディは頷いて一同を見渡す。
　
　
. 
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　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''≡≡'''''':::::::＼
.　　　　 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　 今日からうちに奉公にあがった鶴之助や。
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
.　　　　 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　 呼び名は、まあ、後で考えるよって。
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼　　　　　　　 皆、よろしゅう頼むで！！
　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|
　
　
　　　　　　　　　　　主の言葉に、全員が 『へえ』 と頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　やらない夫、
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　お前はんは歳も近いよって、
　　　　　　｀ー‐--‐‐―´
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼　　　　　　色々と教えたんなはれ。
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
　　　　　　 　 .ノ　､　、
　　　　　　 　 ﾍ） ﾍ） .l
　　　　　　　 （人__）　|
　　　　　　　 ヽ　 　 ノ　　　　　　　　　 へえ。
　　　　　　　 /　　　 ヽ
　　　　　　　||　　　　||
　
　
　　　　　　　　やらない夫は主に頭を下げたあと、
　
　　　　　　　　鶴之助を見て、にっと歯を見せた
　
　
. 
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　　　　　ダディは満足げに頷いたのち、鶴之助へ視線を戻した。
　
　
　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　　 鶴之助、お前はんは、
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　店の掃除、使い走り、台所の手伝い一切、
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　 とにかく言われたことは手ぇ抜かんと、
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　しっかり働くんやで。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／ 　●　　　● ＼　　　　　　　　 はい。
　　　　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　 ヽ　　　 （_.ノ 　 ィ’
　
　
　　　　　　　　　　　　板敷に手をついて鶴之助は答えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　途端に、いく夫が目を吊り上げる。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　」L
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　7「
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　何だす、その返事の仕方は。
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　　丁稚の返事は『へえ』だすで！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／ ノ　　ヽ_＼
　　　　 ／ u ●　三 ● ＼
　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　へ、へえ！
　　　　 ヽ　 　 　 |r┬|　 ィ’
　　　　　　　　 　 `ー'´
　
　
　　　口調の激しさに、新入りの丁稚は青ざめて震え上がった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　いく夫がこうして声を荒げることは珍しかった。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　　 ／､-―'　ﾞ､ー-　:＼
　　. 　 |　（○）,　､ （○）､ .::|
　　　　|　　,,ノ(､_, )ヽ､,, 　 .::|　　　　 （いく夫はお武家を嫌てるからなぁ）
　　. 　 |　　　,゛-=-'、　　.:::::|
　　　　 ＼　 　 '´`.:::　 .::::／　　　　 （わたいがお武家の子ぉに銀二貫つぎ込んだんが
　　　　 　.｀ー‐--‐‐―´´
　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 気に食わんのやろなぁ）
　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　午前中、新米丁稚の鶴之助は、やらない夫に掃除を習い、
　
　　　　　　　そのあと女衆を手伝って水廻りの仕事に精を出した。
　
　
　　　　　 ,.:.:―:.:.、
　　　　　i:.:./⌒∞‐.:'´:.:￣:.:｀ヽ､
　　　　　ヽi ,／:.:.,:.:.l:.:.:ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.＼
　　　 　 　 //,:.'/l:/ヽ:l/ヽﾊ,:.:.:.:､:.:.ヽ　　　　　　あかんあかん！
　 　 　 　 〃:.{_{　＼　　／ ﾘ|:.:.:.:.:.:.i|
　 　 　 　 ﾚ!小ｌ=(//)＝(//)从::.|、:i|　　　　　　飯炊くのに井戸水使うあほが
　　　　　 　 ヽ|l⊃　､_,､_,　 ⊂⊃jﾉ/
　　　　　　　　|ヽ、　 ヽ._） 　 ／|.:.!　　　　　　　居てますかいな！
　　　　　　 　 ヽ::l＞,､ __,　イァ_i.:/
　　　　　　 ｒ ヽヽ::::::|ヽ`ー'´,1ｰ:::::ヽ、
　　　　　　 {　 Ｖ:::::::::∨yヽ/::::::::::／,1
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／ ノ　　ヽ_＼　　　　　　　　　 す、すいませんですお。
　　　　　　 ／ u ●　三 ● ＼
　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　　　　（井戸水使わずに
　　　　　　 ヽ　 　 　 |r┬|　 ィ’
　　　　　　　　　　 　 `ー'´　　　　　　　　　　　 どうやって飯炊くんだお？）
　
　
　　　　　　　　　 .ノ　､　、
　　　 　 　 　 　 ● ●） l　　　　　　　　　　　 すんません、
　　　　　　　 　 （人__）　|
　　　　 　 　 　 /^)　　.ノ　　　　　　　　　　　 私がよう言うて聞かせまっさかい。
　　　　 　 　 　 ヽ　　　ヽ
　　　　　　　　　 |　　 |　|
　　　　　　　　　 ゝl　 lし'　　　　　　　　　　　 ほら、こっちゃ来い。
　　　　　 　 　 　 ｀(＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　そう言って、やらない夫が鶴之助を引っ張っていく。
　
　
. 
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　　　　　　やらない夫は井戸のところまで鶴之助を連れてくると、
　
　　　　　　　　　　　　井戸水をくみ上げて差し出した。
　
　
　　　　　　　 　 ,　,.ノ　 、
　　　　　　　 　 l　（● ●
　　　　　　　 　 |　 （__人）　　　　　　　ほら、飲んでみ。
　　　　　　　　 ヽ　 　 ノ
　　　　　　　 　 ﾊ　　　ヽ　　　　　　　 そしたらわかるやろ。
　　　　　　　 　 ｌ l　　　 ll
　　　　　　　　 （ |　　　 |）
　　　　　　　　　 し　　.Ｊ
　
　
　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　 　　 ／ 　◎　　　◎ ＼
　　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂| 　　　　　　　　　 まっず！
　　　　＼　　　ゝ'ﾟ　　≦三　ﾟ｡　ﾟ
　　　　　　｡≧　　　　　　三　＝=-　　　　　 なんだお、この水！！
　　　　　　 -ｧ,　　　　　　　≧=-　。
　 　　　　　 ｲﾚ,､　　　　　　＞三　　｡ﾟ　･　ﾟ
　　　　　　 ≦｀Vヾ　　　　　ヾ　≧
　　　　　　 ｡ﾟ　/｡･ｲﾊ ､､　｀ミ　｡ ﾟ　｡
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ,.ノ　､　、
　　　　　　　　　 lﾍ） ﾍ） .l　　　　　　　 ここらの井戸はどこも鉄気が強うて
　　　　　　　　　 （人__）　|
　　　　　　　　　 ヽ　 　 ノn　　　　　　 飲めたもんやないやろ。
　　　　　　　　　 / 　 　 　,た）
　　　　　　　　　||　　　　「　　　　　　　 洗いもんや洗濯くらいにしか
　　　　　　　　 .（|　 　 　 |
　　　　　　　　　.し 　　 Ｊ　　　　　　　 使われへんのや。
　
　
　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　 ／ノ　　ヽ_＼
　　　　　／ ●　　　● 　＼　　　　　　じゃあ、飲み水はどうするんだお？
　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　＞　　　　　　　　ィ’
　
　
. 
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　　　　　　　　 , ノ　 ､　、
　　　　　　 　 .l（へ へ）|　　　　　 大川（淀川）の水を水売りから買ってる。
　　　　　　 　 .| (_人_)　|
　　　　　　 　 .ヽ　　　 ノ　　　　　 あっこの水壺に入ってるのがそうや。
　　　　　　　　 /　　　 ヽ
　　　　　　　　||　　　　||　　　　　 水壺の水は金かかってるさかいな、
　　　　　　　 .（|　 　 　 |）
　　　　　　　　.し 　　 Ｊ　　　　　　無駄につこたら、番頭はんが怖いでー。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　 ； ／＼　u.／＼　；
　　ｶﾞｸ ….　　／ ●　　　● 　＼　.ｶﾞｸｶﾞｸ.　　　 そ、それは
　　　　　　；:　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|　{
　　　　　　　　r'⌒)　{　 }　 (´ jイ　;　　　　　　　　おっかないお……
　　　　　　　　|　´　　￣　　ヽ　 |
　
　
. 
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　　　　　 　 　 　 　 　 　 , ノ　 ､　、
.　　　　　　　　　 　 　 　 l（● ●）|
.　　　　　　　　　 　 　 　 | (_人_)　|　　　　 まだ名乗ってへんかったな。
.　　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　 ノn
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 / 　 　 　,た）　　 丁稚のやらない夫や。
　　　　　　　　　　　　　　||　　　　「
.　　　　 　 　 　 　 　 　 （|　 　 　 |　　　　　よろしゅう頼むで。
　　　　　　　　　　　　　　.し 　　 Ｊ
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 ／ ノ　　ヽ_＼
　　　　　　　　　　／　 ●　　　● ＼
　　　　　　　　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　 彦坂鶴之助だお。
　　　　　　　　　　ヽ　　　　　Lﾉ　　ィ’
　　　　　　　　ｃ～､ﾉ　　　　　　　 γｰっ
　　　　　　　　　乂　　ﾉ　　　　　 i､_ノ’
　
　
. 
　

125   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:42:29 ID:XDxaaqIE0
　
　
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,　,.ノ　 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　（● ●　　　　　　 その名前、忘れた方がええで。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　 （__人）
　　　　　　　　　　　 　 　 ヽ　 　 ノ　　　　　　　丁稚になったからには、
　　　　　　　　　　 　 　 　 ﾊ　　　ヽ
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ｌ l　　　 ll　　　　　　 旦那さんが新しい名前をくれはるさかい。
　　　　　 　 　 　 　 　 　 （ |　　　 |）
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 し　　.Ｊ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ_＼
　　　　　　　　　　　／ ●　三 ●...u＼
　　　　　　　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|　　　　　 そ、そうなのかお？
　　　　　　　　　　　＞　 .|r┬|　　　 .ィ’
　　　　　　　　.　 　 　 　 `ー'´
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 ,　,ノ　､
　　　　　　　　 　 　 　 　 l　（● ●　　　　　 ああ。
　　　　　　　　 　 　 　 　 |　 (__人)
　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ　 　 ノ　　　　　　そもそも商人が姓を名乗ったりしたら
　　　　　　　　　　　　 　 ,ｲ ⊂ 二〕
　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　 /　　　　　　 奉行所に引っ張られんで。
　　 　 　 　 　 　 　 　 (J 　/ヽ　＼
　　　 　 　 　 　 　 　 　 Lノ　　＼__）
　
　
　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　―＼　　　　　　商人…そっか。
　　　　　　　　　　 ／　　　 　　●　ヽ
　　　　　　　　　　 |　　　　　⊂⊃　(_,､)　　　　商人になったんだ。
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　 　 　 ィ’
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　／ ―　　 ＼
　　　　　　　　　　　/　　●　　　　＼　　　　　新しい名前ってどんなんだお？
　　　　　　　　　　 (_,､_,)　⊂⊃　　　|
　　　　　　　　　　　＞　　　　　　 ィ’
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 .ノ　､　、
　　　　　 　 　 　 　 　 　 ● ●） l　　　　　　 旦那さんが決めはるこっちゃからなぁ。
　　　　　　　　　　　　 　 （人__）　|
　　　　　　　　　　　　 　 ヽ　 　 ノ　　　　　　 けど、最後に『夫』が付くのは
　　　　　　　　　　　　　　 / 　　 ヽ
　　　　　　　　 　 　 　 　 l|　　　 | l　　　　　　間違いない思うで。
　　　　　　　　　 　 　 　 （|　　　 |_）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し 　　.Ｊ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　 ／―　　―＼
　　　　　　　　　　　　　／　 ●　　　● ＼
　　　　　　　　　　　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　 『夫』？
　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　i⌒ヽ
　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　λ　 ）
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 , ノ　 ､　、
.　　　　　　　　　 　 　 　 l（● ●）|　　　　　　 せや。
.　　　　　　　　　 　 　 　 | (_人_)　|
.　　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　 ノn　　　　　 ウチの奉公人はみんな、なんちゃら『夫』ちゅうねん。
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 / 　 　 　,た）
　　　　　　　　　　　　　　||　　　　「　　　　　　 番頭のいく夫はん、手代のドヤが夫はん、丁稚のわる夫、
.　　　　 　 　 　 　 　 　 （|　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　.し 　　 Ｊ　　　　　　 そういう決まりなんやな。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　 ／―　　―＼
　　　　　　　　　　　　／ ●　　　● 　＼　　　　 ふーん……
　　　　　　　　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　　　　　　　　＞　　 　 　 　 　 ィ’
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 , ノ　 ､　、
.　　　　　　　　　 　 　 　 l（● ●）|
.　　　　　　　　　 　 　 　 | (_人_)　|　　　　　　　 ま、名前決まったら
.　　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　　（V）
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 / 　 　 　,た）　　　　　 その名前で呼んだるさかい。
　　　　　　　　　　　　　　||　　　　「
.　　　　 　 　 　 　 　 　 （|　 　 　 |　　　　　　　　さっきの名前は胸の奥に大事にしもとき。
　　　　　　　　　　　　　　.し 　　 Ｊ
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　その頃、帳場ではダディといく夫が片づけをしていた。
　
　　　　　　　　　　　いく夫が美濃志摩屋からの文を見ながら溜息をつく。
　
　
　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　　はぁ……
　　　　　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　 いく夫、そう何遍も溜息つきないな。
　　　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　店の空気まで辛気臭うなるやないか。
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　 旦那さん、私にはどうにもこうにも
　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　 得心がいけしまへんのだす。
　　　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　　今、この井川屋に、
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　新しい丁稚を入れる余裕はおまへん。
　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　 丁稚は賃銀なしのただ働きやで。
　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 食べる量かて知れてる。
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 商いの余裕は関係ないやろ。
　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|　　　　　　　美濃志摩屋の旦那さんも、あれが釜炊きの際、
　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 天草を煮る匂いを嗅いで戻した、と書いてはりますで。
　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　 天草の匂いを嗅いで戻すようなもんに
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 井川屋の丁稚が勤まりますやろか？
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　 井川屋は問屋やで。
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　もう天場に立つこともないやろ。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　 ／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　|.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　|::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　|:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　.（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　 私は、
　　　　　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　 ＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　　 心がけのことを申してますのや！
　　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼　　　　　　　 いく夫、そら無理ないで。
　　　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　　　　 鶴之助は美濃の国の山育ち。
　　　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　　　 海藻を煮る匂いは初めてやったはずや。
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 天草を煮る匂いはお前はんもよう知ってるやろ。
　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　 初めて嗅いだ人間が戻すのは当たり前やないか。
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　それよりも、や。
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　美濃志摩屋の旦那さん、
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 鶴之助が夜通しの凍て作業にも音を上げず、
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 身を粉にしてよう働いた、て書いてはる。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　　　　　仕込みに厳しい美濃志摩屋でさえ、
　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　『見所あり』ていうてくれてはるんや。
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　あれはうちで育てる。
　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 これは私の決めたことや。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　旦那さん……
　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　主にそうまで言われては、番頭は黙るしかなかった。
　
　
. 
　

137   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:49:47 ID:XDxaaqIE0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫はしばらく俯き、やがて顔を上げると、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　畳に両手をついて言った。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿.
　　　　　　　　　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　 ／,,| ::::γ⌒^Ｙ⌒ヽヽ::::|
　　　　　　　/,／|:::::ゝ　＼　　 ／　|::|　　　　　　　　　 そしたら旦那さん、
　　　　　　　/⌒(@::..（　(●)　 (●) |⌒ヽ
　　　　　　/　　/|::::.u⌒（__人__）⌒|/ヽ_ ＼　　　　　　ひとつだけお頼もうします。
　　　　　　（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　　　　　　`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　
　
　　　　 　 　　　　／ ⌒｀"⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼　　　　　　　　　天神さんへの銀二貫、
　 　 　 　　　;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ
　　　　　　　/　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼　　　　　何とか……何とか一日でも早うに……
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう言って、顔を畳に擦りつける。
　
　
. 
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　　　　　　　　いく夫は天満宮に厚い信仰心を抱いていた。

　

　　　　　　これまで幾度も大火に遭いながら命を長らえたこと、

　

　

　　　　　　　　Π　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 Π

　　　　　　　　旦三l二二l二二l二二l¨／＾＼¨l二二l二二l二二l三旦

　　　　　　　 /　　　　 　 　 　 　 　 ／／'＾＼＼　　 　 　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　 /　　　　　　 　 　 　 ／／｀¨Ｏ¨´＼＼　　　　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　/　　　　　 　 　 　 ／／ 〔王l王l王〕 ＼＼　　　　　　 　 　 ∧

　　　　　 /　　　　　　　 　 ＜／＝＝＝＝＝＝＝＼＞.　　　　　 　 　 ∧

　　　　　/　　　　,′　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀,　　　∧

　　　　/　 　 ／　　 　 　 　 　 　 γ´三三三ヽ　　　　　　　　　　　＼ 　 ∧

　　　 /　 　 乂ゞ ､　　　　　　　　/ﾞ/　　◎ 　 ヾヽ　　　　　　 　 , 彡丿　　∧

　　 ≪亞亞亞｀＜三三三三三彡｀ ‐-（(t)）-‐ ´乂三三三三三彡´亞亞亞≫

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝lｌ=(Ｙ)=ｌl＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=GQ=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=.从.=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　 ｏ 　　 　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll＝ll＝ll＝l|　|　　　　　　　　|　|　　　ｏ

　　　 ||＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌl＝l┌―――‐┐ｆ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝||

　　　 ||＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||l＿.奉納＿.!.l|＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||

　　　[二二二二二二二二二二二|l三三三三ｌ|二二二二二二二二二二二]

　　　　　| .|:::::::::::::::::::::::| .|::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::| .|:::::::::::::::::::::::| .|

　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵

　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　

　

　　　　　　　　　　この度の天満焼けでも守られたことを、

　

　　　　　　彼はひとえに天神さんのおかげと信じて疑わないのだ。

　

　

. 
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　　　だからこそ、寄進をふいにした主の短慮が許せないのだろう。
　
　
　　　　　　　　　 　 　　　　／ ⌒｀"⌒｀ヽ、
　　　　　　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　　　　　　 　 　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　 　 　 　　　;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ
　　　　　　　　　　　　/　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼
　　　　　　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
　　　　　　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　　　 │/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　　いく夫、
　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　　 堪忍やで。
　　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　　　ダディは十五歳下の番頭に詫びた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　　お前はんの気持ち、私は忘れてへんからな。
　　　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　 銀二貫を貯めるは容易ではないやろが、
　　　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　これからまた商いに精出して、
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　必ず、寄進させてもらうよってに。
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　 . 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　せや、今から天神さんに
　　　 . 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　　　＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　 そう言うてくるさかい。
　　　 ,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　えっ？
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　旦那さん、今からでっか？
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　 もう五つ半だすで？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　【五つ半】午後九時
　
　
　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　 今からは今からや。
　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　 せや、鶴之助も連れて行ったろ。
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　寝入りばなを起こされた鶴之助は、
　
　　　　　　　朦朧とした様子で主人の前に座る。
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　 　 ／― 　 ―＼
　　　　　 ／ 　〓　 　 〓 ＼　　　　鶴之助、参りましたお。
　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　ヽ　　　　　　 　 ィ’
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　すまんな、鶴之助。
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　ほな、ちょっと行てくるさかい、
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　後は頼むで。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　淡い月の夜だった。
　
　鶴之助が提灯で主人の足元を照らしながら、夜道を行く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／''''''≡≡'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 __r''ヽ:::|;;;;::／:: :: :::;;;;;:::ヽ;;:: :ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i" 　)ﾉ:: ::と;;;;:＿＿_;;;;;;;;;;ｆﾞ;;ノ
　　　　　　＿＿＿　　　　　　　　　 `l Tl::Ｕ:::/|;;;; ＿＿＿___:;;;;;{
　　　　 ／─ 　─ ＼　　　　　　　　|. | |:: :丿|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　／ 〓　　〓　　 ＼　　　　　　 |. | `'''"ｌ;;|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　|⊃　(,_､,_)　⊂⊃　|　　　　　　| |　 　 |;|:: :: :: ::;;;;;;; :: ::;;;;;│
　　　＼ 　 　 　 　 　 ／　　　　　　 | |.　 　|;|:: :: :: :: ;;;;;;; :: :;;;;: |
　　　,.ノi　　　　　 　 ＼　　　　　　　| | 　　|;;|;;:: :: :: ;;;;;;;:: :: ;;;;:: |
　　　ーｲ 　 　　　　├‐'　　　　　　 | |　　 ｰ!､:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;::;;;;;;;ﾉ
　　　　　ヽ　　ｧ 　 ./　　　　　　　　 ｌ |　　　　 〉. !, 　　　ﾉ 　!､_
　　　　　　＼〈＿／　　　　　　　　　!_|　　､‐''ﾞ　＿)　　 (＿＿__ヽ
　　　　　　　 ｀ー′
　
　
. 
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　　銀二貫を寄進し損ねた後ろめたさから、ダディはお参りの足が遠のいていた。
　
　
　　　　　　　　　　iv'ﾍ
　　　　　　　　　　| ;`;|
　.　.　.　.　.　.　.　| ;'l:|　　 　 　 　 　 i'`'i　　　　 　 　 　 　 、 　 、"''''"´ .　.　.　.　.　.　:　: . :
.　. .　. .　　　　_,;::!:`l'|　　ζ＼ 　 　 |;`;|　　 　 　 　 　 　 ∥ 　 . .　. .　. .　. .　. .　.. .　. . ,.,:::
　　　　　._,. :.':"..._|_.;l:| 　　＼';､＼　 :|':i;;|　　 　 .　 i'1　　　||／>　　 　 ,,　,.,.;,;::::,:::::;''"　..:.::;':;
　　_.....:;;:;:;::';::':':'"|＿}:;|　　　　＼';､.＼|;';;;|　　　./〉　|;|＿r／／:;:':''"ﾞ"ﾞﾞ'..:::::.::;::;:::;:::;:;';';:::';'::'''"
　｀　´ ...:.,.._　　　|＿|`|＿r:‐:‐:‐:‐＼';､＼;|　r‐//┐_|:|::::::::;⊥:';'"'''｀ .;:;'、;':'":'"　 .　.
,.,:'".,:::;:':;'' .　　　|＿};|::::::::::: : :: : {二l＼;i`!､::://:::::::::::::::::::r| .::|　.　.　.　.　.　:　: . :
';'::'''"　　　　　　 |＿|￣/＼:::::::/`|＿{┬| |;､＼::::::::i'|::::::r┴冂、､　　 　 ,　-─'ﾞ7´￣￣ﾊ─r‐
　　　　､v,..v､　　|＿}::/ ､';';〉.:/ /{＿|┴lニニニニﾆｌ.r┴､_|_|_|:彡v､.／　/.::　.::.／....::/ ,::'.ｿ;:::
─'ｰ;;ﾐﾞ'爻爻ﾐ;.. |＿;l'_;_;_∠;/_/___l_,,:;;}┬┴┬┴┬┴┐::| .:::|彡ﾐx;: -─: ｯ淼w ｰ ywv、‐ー
ﾞ':;ゞ;爻彡炎炎;ゞ~゛'' ┘⊥ ｣_　|　　|{＿|┴┬┴┬┴┬┴┤ .:|彡ﾐﾒﾞ';ヾ: ;:; ';: ;:; 'ヾ淡炎ﾐﾐx:;'
'' ;~　;＾::;”v:";y;''ﾟ 　; ::;y　　; ::;　: ~゛'''' ┴'::⊥Λ二＼.:|　　.:|ー:| ;~　;y ::; : ;:; 'ﾐﾞ': ;: ',;:; ;~'',;'':; ;
";: ;: ;: ;:　　; ::;　: ;:; :; :　 :: :; : ;:; ;~'',;'　'　: ;:; ;~　; ::; ;~'',;'' 　; :　; ::;　:;~'',;:;　,”v:": ;:; ';v:'';'' ;~'',;'
: 　;:; ;~　; 　:; ;~　',;'' 　　; :　; ::　　:;　~''　,;:　;　: ;:　; 　: ;:; ;　~'',;'　 　;:;　　　'ﾟ ":;;;:　: 　;　　: ;:
:; 　　. ;:　; ;　'',　;'　'　.;~'　',　;'　　'ﾟ ".　　.　　;;　　: 　;　　　: ;　: ;:　 　.　;　:; ;~　; 　:; ;~　　',
　: 　;　.'　　:　　 ;　. 　 　　;　　.　 ;　'　:　　'　　;~　　',　　.　.　　.　'　　:　　　'',　 ;　'　'　 ;　　'
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　久々に見る天満宮の境内には、
　
　　　　　　　放置された本殿の跡が月明かりにぼうっと浮き上がっている。
　
　
. 
　

145   ◆8epcM/V4rs 2014/01/03(金) 22:54:55 ID:XDxaaqIE0
　
　
　　　　　　　　　　ダディは申し訳なさに胸が潰れそうになる。
　
　
　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　／　　　　　　　　::＼
　　 .　　| 　 　 　 　 　 　 　 :|　　　　　（寄進も集まらへんから
　　 .　　|　　 ノ　　 ヽ､　　　:|
　　 .　　|　（●）,　､ （●）､.:::|　　　　　　　　　　普請も進まんのやな……）
　　　　　＼　,,ノ(､_, )ヽ､,, :／
　　　　　／｀ー ｀ﾆﾆ´一''´＼
　
　
　　　　　　　　　.＿＿＿
　　　　　　　 .／ノ　　ヽ_＼
　　　　　　／ ●　　　● 　＼　　　　　　…………
　　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　　＞　　　　　　　　ィ’
　
　
　　　　　鶴之助は主に寄り添い、無言で荒れた境内を見つめていた。
　
　
. 
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　　　　　　ダディは荒れた境内に向かって深く一礼し、無言で誓いを立てる。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　 （天神さん、このたびは相済まんことです）
　　 ／　　　　　　 :::::::＼
.　　|　　　　　　　　　 .::::|　　　　　（どんなに時間がかかろうと、
.　　|　　　　　　　　　　.::|
.　　|　　ー,　　　ー 　:::::|　　　　　　必ず銀二貫寄進させてもらいますさかいに
　　 ＼　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,.:::／
　　　／｀｀ｰﾆ=-'"一´＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうか勘弁したってください）
　
　
　
　　　　/＼＿＿_／＼
　　 ／　　　　　　 　 ::＼　　　　　　 （それと、天神さんから預からしてもろたこの鶴之助）
.　　|　　─　　　─　 　 |
.　　|　（ー）,　､ （ー）､　|　　　　　　　（必ず、一人前の商人として育て上げて見せますさかい
.　　| 　 ,,ノ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　 ＼　　 ｒ‐=‐､ 　.:::／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見とってください）
　　 ／｀ー ｀ﾆﾆ´一''´＼
　
　
　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ／―　　―＼
　　　／ 一　　　ー 　＼　　　　　　　　　　…………
　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　＞　　　　　　　　ィ’
　
　
　　　　　　主の祈る姿を見て、自然に鶴之助も頭を垂れて手を合わせる。
　
　
. 
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　　　　　長い祈りの時を終え、ダディが顔を上げる。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　　 ／　／　　 　ヽ　::＼
　　. 　 |　（●）,　､ （●）､ .::|　　　　　　天神さんに、
　　　　|　　,,ノ(､_, )ヽ､, 　 .:::|
　　. 　 |　　　,;‐＝‐ヽ 　 .:::::|　　　　　　ようお願いしたか？
　　　　 ＼　　｀ニニ´　 .::／
　　　　 ／｀ー‐--‐‐―´´＼
　
　
　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　／ ●　　　● 　＼　　　　　　 はい…いえ、
　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　＞　　ヽ._）　　　 ィ’　　　　　　へえ。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　　 ／　⌒　　　⌒　::＼
　　. 　 |　（●）,　､ （●）､ .::|　　　　　　よっしゃ、
　　　　|　　,,ノ(､_, )ヽ､, 　 .:::|
　　. 　 |　　　ト‐＝‐ｧ' 　 .::::|　　　　　　ほな行こか。
　　　　 ＼　　｀ニニ´　 .::／
　　　　 ／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
　　律儀に返事を言いなおす鶴之助に、ダディが笑みを返す。
　
　
. 
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　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　 せや、お前はんに一遍、
　 . 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　 大坂の町を教えといたろ。
　 . 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　眠たいやろが、
　 ,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　　まあ辛抱してついて来なはれ。
　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　 ／ノ　　ヽ_＼　　　　　　　 へ、へえ。
　　　　　／ ●　　　● 　＼
　　　　　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|　　　　　（こんな夜中に歩いても、何もわからないお）
　　　　　＞　　　　　　　　ィ’
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　不精不精、鶴之助はうなづく。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　天神橋を渡り、東横堀川に沿って南に下る。

　

　　　　　　　　　絶えず、擦れ違う者や追い越していく者が居た。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ
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　　　　　　　　　　　山育ちの鶴之助は、不思議に思えてならなかった。
　
　
　　　　 　 ＿＿＿ 　 ＿＿＿
　　　　 ／ノ　　ヽ__ ≡u　ノ　＼
　　　／● 　 ● 　　　　　●　　＼　　（な、なんでこんな夜中に人通りがあるんだお？）
　　　|　(_,､_,)　⊂⊃　 ⊂⊃　(_,､_,)|
　　　＞u⌒　　　　　≡　　　 ⌒ ィ’
　
　
　　　　　　　　　　　故郷ならば、とっくに皆が寝静まっている時刻である。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　いよいよ順慶町の通りに入ると、鶴之助は両目を剥いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,l ゞ:〃 　 　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 ,l ゞ:〃 :::::::::::::::::::::::::::::::r"　|∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,,,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,l ゞ:〃　　　 　　 　,,,r'" l|　 |∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,, ﾞﾞ｀ｰ､, 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,l ゞ:〃:::::::::::::::::::::;rﾞﾞ|::::::::::l|　 ￣￣￣￣￣￣
　　　　　　 ﾞﾞﾞﾞ',ｰ､,. ﾞﾞ'ｰ､_　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,l ゞ,.〃 　　 　 ,r''|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　　.ﾞﾞ''ｰ,,,　''ｰ､,_　＿　　　　 　　　　　　　　　,lﾞゞ;〃:::::::::::;;rl|::::::|;;;;;;|::::r''''l|￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　 .ll　いら　　~~ﾞlｰ､､:i┿l|　　　　　　　　　 　 　 l:ゞ〃 .　,,,r'"　l|;;;;;;|::r''|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　 しゃい 　 lﾐﾐl*li温l|ヽi:ｰ,、　　　　　　　 彡~〃彡'"''',,r''' l|::r''|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　　　 .l:──--､､､...lﾐﾐl*il丿l|__liﾞﾟ態N､､ , 　 　 　 l l㌍'''"､__r''__,､､l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　:::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　, l l l llll|ミミミミミミミlﾐﾐl*ll泉l|~~トlｰ-iﾞl~~冫　 　 　~ |ﾟl､.丿彡彡彡l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 lj,,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',lﾐﾐl*ll丿l|　llヽﾞヾiｰ ﾟlﾞ~i:!』,, 　 　l『』iﾞﾞﾟﾞ:lヽ￣￣l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 l|　　l　　　.l　　　 lﾐ.８　8　8 8　∧∧,;"「」　[] 　λλ i~ll"|..|￣~l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　　l.∧∧　　,､,､　n n　∧∧（　　,,）　(*´ﾛ｀) (´v｀*)　ﾉﾘﾚ,, ﾉﾘﾙﾚ ,::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 l|　...(*´ⅴ) （-＾* )::::::::) ∧∧（∩_∩　（～　ﾉ-(　　ﾉ　（-・　(ﾟ- ﾟ*ﾉﾘ.;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 ,-'"　(　　 ヽ(ﾟ*　 ) )　　 (　｀ｰ) (∀・,,) vvv　〉　ﾉ　〉　　 ｌ　i_）(Y　ﾉ.|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　 ,-"´　　　ﾉ　　〉 (　　 )　　　 (　　 )　(　　 ) (v｀　)　　 　 　 　 Y　ﾉﾉ~~'ゝ ∩∩　.∧∧.:::::::::::::::::::::::::::::::
　　∧w∧　 ▲,,,▲　 （　 （　　　　(/`ヽ）　〈　ヽ (　　 )ﾉﾘﾙﾘ λλ (__)　し｀J (::::::::::).(:::::::::::)
　 （　・∀・）（∀｀　 ）　　　　∧＿∧ 　∩＿∩　 し' Jﾉﾘﾟ ｰﾟ（ｰ ｀ ）　　　∧∧　∧_∧::::::::つ.:::::::::::::::::::::::::::::
　 と　　　 ）（　　　 ）　　　 （@Д@* ）（´∀｀*）　　　　 （ つ （v,と）　　　(　　 ´)(ﾟ　　 ):::::::::|　＿＿＿＿＿＿
　　 Y　 人　 Y　 人　　　　（つ<V>）と　 <v>）　　　　／~~~~ Ｙ 人　　　と　　|　|　　 |∪∪.┌───┐
　　 （＿）｀J （＿）｀J　　　　|　　|　| 　人　 Ｙ　　　　　^^Uヽ)(__)ヽJ　　　| 　 ～ | 　 ～.l　　│∥∥∥│
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一帯が、人、人、人、で溢れている。
　
　　両側に明々と掲げられた提灯、その灯りの下ではありとあらゆる品が屋台見世で売られている。
　
　
. 
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　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 ／―　　―＼
　　　　／.u ●　　　● ＼　　　　　旦那さま、
　　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　＼　　　　ｎ,っ　 ィ’　　　　　今日は祭りか何かなのですかお？
　　　　 （　　ｍ/ 　ﾉi　　）
　　　　　乂＿　 イ ＿ノ
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　違う違う、ここらはいっつもこうなんや。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　けんどよう見てみ、どの店も繁盛してるようで、
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　実はそうでもないんや。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　＿＿＿_
　　　 ／―　　―＼
　　／　 ●　　　● ＼
　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　 言われてみれば……
　　ヽ　　　　　　　i⌒ヽ
　　/　　　　　　　λ　 ）
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　大坂ではな、昼間はおのれの稼業に精を出し、
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　 それが片付いた夜に、買いもんをするんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　せやけど、そなに余裕のある
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　暮らししてないさかいな。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 ホンマにいるもんしか買わへん。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 皆冷やかしばっかりや。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿＿＿_
　　　　.／―　　―＼
　　　／　 ●　　　● ＼
　　　|　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　　ふーん……
　　　ヽ　　　　　　　i⌒ヽ
　　　/　　　　　　　λ　 ）
　
　
. 
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　つまるところ大坂は、朝から夜まで終日が商いの町なのだ。
　
　
　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;::::. ::: .: ,======================
　　　::::::::::::::::::::: ::::　::::: :::::;;: .:::. ::: ./:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　:::.. ::: .:: :: .: .:: ..: ..: :' ..: ..: ; ;; /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　:: ..: ;;; ::.. ::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　 　 　:　;;,ｲ,,二二二二二ニニニニニﾆﾆﾆﾆﾆ
　　　 　ﾆﾆニニニニ@　　　　ヽ||―――升――,;r┬―f ‐r ‐r ‐r
　　　　:::::::::::::::::::::::, へ、　　　.:.::||二二二| |╋╋|==i===i==i==!==!
　　　　::::::::::::::::::／, へ ヽ、 　 .::||―――| |╋╋|＾´l｀^´l｀＾l´^!　 l
　　　　::::::::::::／∠二二ゝ､ヽ : : ||―――| |╋╋}　 i /ヽ_/ヽ､l　 i'
　　　　::::::／∠二二二二ｽ　 l二二二二二二二|　 i!-‐　ｰ- l　 l
　　　　 　／|ﾆゝ--------孑 /;;:::;;;::::::::::::::::::::::::: l　 ヽ、∀　,ﾉ、 ヽ
　　　 　 　 | |ﾓ幵幵||幵幵l <元三三三三三三 ヽ､,_,x,_,x_,x,_,x,,_
　　　 　 　 | |ﾓ幵幵||幵幵 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::||
　　　 　 　 | |ﾓ幵幵||幵ﾎ ﾑニニニニニニニニニニニニニニニニ
　　　 　 二二二二ニニニ |_|ﾆﾆニﾆﾆﾆﾆニﾆﾆニ:i! ﾄ-‐|l| |￣￣||￣
　　　 　＿||＿_||＿_||＿||_; | ||||||||||||||||||||||||||||||||∥|llii!:|l| |　 　 ||
　　　 　＿||＿_||＿_||＿||_; | ||||||||||||||||||||||||||||||||∥|llii!:|l| | 　 Q||Q
　　　 　＿||＿_||＿_||＿||_; | ||||||||||||||||||||||||||||||||∥|llii!:|l{ |　 　 ||
　　　　∧w∧　 ▲,,,▲ ||_; | ||||||||||||||||||||||||||||||||∥|llii!:|l| |　 　 ||
　　　 （　・∀・）（∀｀　 ）._; | l二二二二二二二二ｌ| |ﾆ´}.ﾉﾘﾙﾘ λλ
　　　 と　　　 ）（　　　 ）　 '| |.∧＿∧ 　∩＿∩ . i! |,　.ﾉﾘﾟ ｰﾟ（ｰ ｀ ）
　　　　 Y　 人　 Y　 人 　 ...（@Д@* ）（´∀｀*）　 ~　　...（ つ （v,と）
　　　　 （＿）｀J （＿）｀J　　..（つ<V>）と　 <v>）　　　 .／~~~~ Ｙ 人
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　|　| 　人　 Ｙ　　　　 .^^Uヽ)(__)ヽJ
　
　
　　　　　　　　　鶴之助は夢見心地で街並みを眺める。
　
　
. 
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　　　　ダディは人込みから鶴之助を庇うように歩きながら、
　
　　　　　　　　　　　　　考えを巡らせていた。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（一）,　　　､（一）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　 （さぁて……）
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　 （こいつの名ぁ…）
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 （なんてつけたもんやろ……）
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　 （鶴之助やから、つる夫……）
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　 （あかん、つる夫ちゅうたら、
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　三年前に暇だしたあの役立たずと同じ名ぁや）
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　（縁起悪すぎるわ）
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　考えはなかなかまとまらなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　やがて、妙案を思いついたように声を上げた。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　せや、やる夫や！
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　 やる夫がええわ！！
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　 ／ 　○　　　○ ＼
　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　　　　 はっ！？
　　　　　　　ヽ　　　 （_.ノ 　 ィ’
　
　
. 
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　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|　　　　　　ええか、鶴之助。
　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　お前の名ぁは今日からやる夫や。
　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　井川屋丁稚、やる夫。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　それがお前はんなんやで。
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／ ノ　　ヽ_＼
　　　　　 ／ 　○ }liil{ ○　＼
　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|　　　　　　ええっ？
　　　　　 ヽ　　　　 |!i|!| 　 ィ’
　　　　　　　　　　　|ｪｪ|
　
　
. 
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　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　 どや、やる夫。
　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　 ええ名ぁやろ。
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ／⌒　　 ⌒＼
　　　／　 ○　　 ○　 ＼
　　　|⊂⊃　(_,､_,)　⊂⊃|　　　　　　　　へ、へえ……
　　　＼　 　 |r┬|　 　 ／
　　　　　　　 `ーJ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　否も応もなかった。
　
　
. 
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　　　　　こうして、その日を境に、十歳の彦坂鶴之助は
　
　「やる夫」という新しい名前で生きていくこととなったのである。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／一　　ー＼
　　　　　　　　　　　　　　　／ 〓　　 〓　u.＼
　　　　　　　　　　　　　　 |⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|
　　　　　　　　　　　　　　　/⌒l 　　　　　　ィ’
　　　　　　　　　　　　　　/　 /　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　ヽ_ |　　　　　　 Y 　|
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　 |　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　 ゛、ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　| 　　　 |　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　 | |　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 （＿＿ﾉ　ヽ＿__）
　
　
　苗村藩士の子息としてではない、天満の寒天問屋の丁稚として。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第二章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商人の矜持
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　　　　　　　　　　　やる夫が井川屋に来てから二年。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　客の出入りがあるたびに、やる夫が元気に声を上げる。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　　　　おいでやす！
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／_ノ '　ヽ_＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／（≡） 　 （≡）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ /// （__人__） /// ヽ
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 　 　 |
　　　　毎度おおきに　　　　　　　　　　＼　　　 ｀ー'´　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　 _ノ（ξ）、_　＼
　　　　ありがとさんでございます！　　（＿＿_／　 ＼＿＿_）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　| 　　　　　　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　ｒ 　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　ヽ_／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　>__ノ;:::......
　
　
　　　　　　　　　浪花言葉もすっかり板につき、
　
　　　　　　気持ちのこもった良い声を上げていた。
　
　
. 
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　　　　　　帳場からダディが目を細めて、やる夫の様子を眺める。
　
　
　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　／　―　　　ー　::＼
　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|　　　 （思た通りや）
　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::|
　 　 |　　 ､＿＿＿　　 .:::|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｱｷﾝﾄﾞ
　　　＼　　｀二二´　 .::／　　　 （物覚えも早いし、あれはええ商人に育つで）
　　　／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　その横で、いく夫が忌々しそうに舌打ちをする。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|　　　　ほんになんでっしゃろ、あの黄色い声は。
　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!
　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|　　　　店に雀を飼うてるみたいですがな。
　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）
　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|　　　　 おまけにあの格好。
　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　
　
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　これ！
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　これ、やる夫！
　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　ちょっとこっちおいなはれ！
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　独り言だけでは我慢ならなかったらしく、
　
　　　　　　　　　　　尖った声でやる夫を呼びつける。
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　やる夫、何遍言うたらわかりますのんや？
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　そないに背筋をぴんしゃんと
　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 伸ばすもんとちゃいまっせ！
　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　それはお侍の恰好や！
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 姿勢は低うに、前屈み！
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　 商人は猫背で丁度ええんだす！！
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　へ、へえ、
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　すんまへん……
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　口煩い番頭に叱られて、やる夫はうなだれる。
　
　
. 
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　　　　　　が、叱られてしばらくすると、また元の良い姿勢にもどる。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　　おいでやす！
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　毎度ありがとさんでございます！
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　　　　あいとは何遍同じことを言わすつもりや……！
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　　　　　　　その様子を見て、またいく夫が顔をしかめる。
　
　
. 
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　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　 ／　／　　 　ヽ　::＼　　　（声が黄色いんは声変わり前やししゃあないやろ）
　. 　 |　（●）,　､ （●）､ .::|
　　　|　　,,ノ(､_, )ヽ､, 　 .:::|　　　（姿勢が良いんかて、悪いこっちゃない…）
　. 　 |　　　,;‐＝‐ヽ 　 .:::::|
　　　 ＼　　｀ニニ´　 .::／　　　（言うたかて、それ言うたらいく夫がまた怒るやろしなぁ……）
　　　 ／｀ー‐--‐‐―´´＼
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　（せや！）
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　　　　 ﾌｼﾞｾｲ　　　　　　　 ｱﾝｼﾞｮｳ
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　いく夫、『藤誠』さんのほう、味様いってるか？
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　主にそう話しかけられた途端、いく夫はぱっと眉を開いた。
　
　　そして、よくぞ聞いて下さった、と言わんばかりに身を乗り出した。
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　 ﾀﾞﾝ
　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|　　　　　 へえ、旦那さん、よろこんでおくれやす！
　　　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　 藤誠はんに卸さしてもろてます品、
　　　　　 |　　　　/| | | | |　 |
　　　 　　＼ (、 `ー―'´, ／　　　　　評判も上々で、来月から注文
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　 増やして頂けるかも知れんのだす！
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　 ほう、そら目出度いこっちゃ。
　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　（よっしゃ狙い通り、気ぃ逸らせた）
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　島之内にある老舗高級料理店「藤誠」から、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　今夏、新規に寒天の注文を受けたことが、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何よりも自慢のいく夫だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 _,,,..-.ｰ.─.-.-....､._
　　　　　 　 　 二ヽ,,..::"::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀:..､
　　　　　　 ／::::::::｀`:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼::::::::::::ヽ
　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ:::::::::::ヾ:::::＼:::::::::',
　　　　 /:::::::::::::::i:::::i!::::::::::::::::ヾ:::::,,∠,､_:::::＼::::＼:::::',
　 　 　 i::::::::::::::::!:::::i i:::::::::l::::::::イ＼＼＼:::::::::＼:::＼::',
　 　 　 l:::::::i::::::::!::::i,,ゞ;::::::::i:::::::::l　 >≧r､＼::::::ヾ＼_ r ､
　 　 　 ｌ::::::i!:::i::::l;/i ._,,＼::::!､::::::l 　 辻ヾ〉　＼:::ヾ） (ヽ､｀＼
　　　　 i:::::ﾊ::::|::::l:::i〈｀（ﾍ＼! ＼:', 　 ゞ-′　　ラ∨/＼ ＼　＼
.　　　　 l:::i　l:::|::::lヾ､ 弋i;） ヽ　 ＼ 　 　　　┌::ソﾉ　　 ＼ ＼　＼_
　　　 　 ∨　l::::l::::l:::＼　" 　　　　　　　　　　ﾍ::::/ r--‐-､>､　　　 ｀ヽ
　　　　　　　 ＼|＼!＼　　′　　　　　　 　 　∨ 　 ` ‐-､ ｀`　　 　 　 `､
　　　　　　　　　ヾ ヾ　､　　　 ｰ　´　　　 , 　　ヽ､　　　 -＼　　 　 　 　 `､ 　 キラッ☆
　　　　　　　　　　_, r ´:｀　 ､　　　　　 , ′ 、 　 |　　!:.:ヽ : ヽ　　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　_, r'´:.:.:.:.:.:.:.:./:.....｀ ｰ ＜´　　　 ヽ 　|　　|::.:.:ヽ: : ﾍ　　　　　　 `､
　　　　_, r ´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.|　.ヽ 　 -､ー_'/ 　　!::.:.:.:.:ヽ: : ` ､　 ____＿__i_
　　　/ﾞ: : : : : : : : : : : : ヽ:.:.:.:.:.:.／i!　 |　ﾍ　i. / 入　　|＼.:.:.:.:.ヽ;,r'`‐´_,, ..---┴‐,
　　 l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼／:.:.:.:!'! /ヽ､ヽrk'´:_,r､　ｲ:.:.:＼／ _>-‐'´.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l
　　 !:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／:.:.:.:.:.:.:.l ﾞ'　　 !　　　!　 ﾍ/|:.:.:.:.:.:＼/::::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l
　　l:.:.:.:.:.::i.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾍ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:!　　　ﾍ＿_/ 　　　|:.:.:.:.:.:.:./!:::::::::::..:.:.:.:.:.:.:.:.:..::.:.:.:l
　 /:.:.:.:.:.:.: !.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ﾍ:.:.:.:.:.:.:.:.|　　　 /　ヽ　　 　i:.:.:.:.:.:.:/ ﾍ::::::::::::::::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ﾍ
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「藤誠」主人　　　誠
　
　
　
. 
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　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　|.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　＋
＋ 　　|::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　＋　　　　 ほんに誉れなことだすなあ。
　　　 （@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　＋ 　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　　　　 なんちゅうても『天下の藤誠』だすで、旦那さん。
　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　,,.....イヽ、___ ーノﾞ-､.　　＋　　　　　　あのご城代さまかて、お忍びで行きはったと噂のある。
　　/rｰ'ゝ|＼ ＼_____ ノ.| 〆ヽ
　./ノヾ ,>| 　＼/ﾞ（__)＼|ヾ_ノ|
　|　ヽ〆 ＞ 　ヽ　ハ 　 |´|　.|
　
　
　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　＋
　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　+　　　　　　　　まったくやなあ。
　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　+
　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　武家嫌いのはずが、こんな時にだけ大坂城代を引き合いに出す
　
　　　　　　　　　　　　　　番頭が可笑しくて、ダディはにやにやと笑う。
　
　
. 
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　　　　　　　　　しかし、ダディにとっても藤誠の話題は
　
　　　　　　　心がうきうきと浮き立つことに変わりが無かった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ⌒　　　⌒　 ::＼
　　　 ┏┓　 ┏━━┓　 　 |　（＞）,　､ （＜）､　:|
　　┏┛┗┓┃ ━　┃┏━|///,ノ(､_, )ヽ､,/// :|━━┓　┏┳┳┓
　　┣　 　 ┫┃┏┓┃┗━|　　　ト‐＝‐ｧ'　　　:|━━┛　┗┻┫┃
　　┗┓┏┛┗┛┃┃　 　 |　　　|,ｒ- ｒ- |　　 .:::| 　　　　　┏━┛┃
　　　 ┗┛　 　 　 ┗┛　　　＼　　｀ニニ´　　.:／　　　　　 ┗━━┛
　　　　　　　　　　　　　　　　　／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
　　　　　　　上質な寒天を良心的な値で商ってきたことが
　
　　　　　　　実を結んだ証のように思われて誇らしかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　ダディは弾んだ声で番頭に提案する。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　　聞いた話によると、
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋　　　　　　　　　　藤誠ではアワビの殻を皿に見立てて、
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+　　　　　　　　　　 そこにうちの寒天を薄切りにしたもんを
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)　　　　 アワビの肝と和えて出さはるそうやで。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､　　　 一遍、私らも食べに行ってみよか。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　しかし、いく夫はすっと居住まいを正して首を横に振る。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　　　 あきまへん、旦那さん。
　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　　 そないな贅沢は、天神さんへの約束の寄進を
　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　　　　済ませてからにしてしてもらいまひょ。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／　　 　 ::::::::::::::::＼
　　　　. 　 | 　__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.:::|　　　　　　　　　あいた！
　　　　　　|　 .ﾞ ＿"　 |ﾞ＿ " .:::|
　　　　. 　 |　　ひ　　` ' 　 　 .::|　　　　　　　　　かっちりしとんなぁ、
　　　　　　 ＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　うちの番頭は。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　息が詰まってかなわんわ。
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　しかし、いく夫のこうした性質が、創業から今日まで店を支えてくれていることを、
　
　　　　　　　　　　　ダディ自身が誰よりもよく知っているのだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　水無月に入った。
　
　
　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　 ／─　 　 ─ 　＼
　　　　　　　　　/ （●） 　（●）　　ヽ
　　　　　　　　　|:::⌒（_人__）⌒::　　|`ヽ
　　　　　　,ｨＴl'ヽ＼　 `ー´　　　 ／｀ヽｰ;、
　　　　　　kﾋﾋど,　((　 　 　 　 (({⌒Yｨ ､ ｿ
　　　　　　　　｀´￣ヽ　　　　　　ﾊヽ/｀^ｰ′
　　　　　　　　　　　 ヽ 　　｀　/　 '}
　　　　　　　　　　　　 >　　　/ごノ
　　　　　　　　　　__,∠ 　 　 /　　　　ｷｭﾑｷｭﾑ
　　　　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　連日の猛暑のために、寒天の売れ行きは好調で、
　
　　　　井川屋では手代から丁稚にいたるまで、
　
　風呂敷包みを背負って品を届けに行かされていた。
　
　
. 
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　　　　　　　この頃では、夢の中まで浪花言葉になっているやる夫が
　
　　　　　　　背中でかさかさと音を立てている寒天に後ろ手で触れる。
　
　
　　　　　　　　　＿＿__
　　　　　　　 ／　　 　 ＼
　　 .　　 　／　　　　　　　＼
　　 .　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼
　　　　 |　／ .ｲ '=・=　　=・=　u|　　　　（こないなもん、ほんまに美味いんやろか）
　　　　　/,'才.ﾐ)　（__人__）　／
　　 .　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼
　　　 ／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　／　　　　 　 　　＼
　　　 ／ 　　　　　　　　　　＼　　　　 （番頭はんに『味覚え！』いうて喰わせられたけど、
　　　 |　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　 /　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　　　　　　　 正直、味やらせえへんかったし……）
　　　 (　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　 .＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　 ＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　 ／　　　 　 ＼
　　　　　／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　（二年前、伏見の寒天場におった時かて、
　　　.l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　ｸｿ　　ｸｿ
　　　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　　 臭うて臭うて、えずいてばっかりやったしなぁ…）
　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　―　　-＼
　　.　　.　／　 （●） 　（●）　　　　　　　 （あ……）
　　　　／　　　　 （__人__）　＼
　　　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|　　　　　 （そういうたらあん時……）
　　.　　＼　　　　　 　　　　 ／
　　.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　　　／´　 　　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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 　 　 　 　 　 　 　 ┌───────────────┐
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　 　 ┌─────────┐ 　 　│
　 　 　 　 　 　 　 └──┼─────────┼──┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 ┌─────┐　 │
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 └─┼─────┼─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 
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　　二年前、やる夫が伏見の寒天場で初めて天草を大鍋で煮る作業を行った時、
　
　　その強烈な臭いに目を開けていることすらままならず、嘔吐するばかりだった。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　 ／ノ　　｀ヽ＼　　　　　　　　（クサい、クサいお！）
　　　　　　　　　／ ○　　　○ 　＼
　　　　　　　　　|⊃|｜(_,､_,)|｜⊃　|　　　　　 （こんなもん食い物の臭いじゃねーお！！）
　　　　　　　　　＞　 　ヽ._）　　　ィ’
　
　
　
　
　
　
　　　　　 　 　 　 ,.　-‐-─--　、
　　　.　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 　 `ｰ､
　　　　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　　　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　　 　 !∩|.}. '"旬ﾞ`　　 ./''旬 ` f＾|
　　　　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣　 |l.|　　　　　　 ははっ、臭くてタマらないって顔だな。
　　　.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
　　　.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　　　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ_ ‐-‐ｧ'　 /
　　　.　　 ／}　　 ＼　　　二"　 ,ｲ
　　　　__/　∥　 .　　ヽ､＿ __／:::|＼
　　　　/i 　 |!　　i　　　　　 :;::;:::::::ﾄ､ ヽｰ-
　
　　　　　　　寒天場の先輩　高和
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　　だけどな、こうやって煮ていくうちに臭みが抜けるんだ。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　 だから出来上がったものはまったく臭くはないんだぜ。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　 ； ／＼　u.／＼　；
　　ｶﾞｸ ….　　／ ●　　　● 　＼　.ｶﾞｸｶﾞｸ.　　　　　本当ですかお？
　　　　　　；:　|⊃　(_,､_,)　⊂⊃　|　{
　　　　　　　　r'⌒)　{　 }　 (´ jイ　;　　　　　　　　　 （なんか、この人の前に来るとお尻がヒュッとするお）
　　　　　　　　|　´　　￣　　ヽ　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､　　　　　本当だとも。
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　 そうだ、もうひとつ教えておいてやろう。
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::　　　　このどろどろになった天草を布で濾して、
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''Tjフ￣ 　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　しばらく置いておくと自然に固まる。
.　　　 / 　　,.‐'"　 　 　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::　　　　　　　　　 ﾄｺﾛﾃﾝ
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::　　　　 こいつが心太だ。
.　　　　 'ｰr_‐;ｧ　　　　　　 ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ　　　　寒天は、この心太を寒空に干して乾燥させたものなのさ。
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !　　　　　　　 『寒晒しのところてん』だから、寒天っていうのさ。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　 　 　 　 □
　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌─────┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌┼─────┼──┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 │└─────┘　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 ┌─┼─────────┼───┐
　 　 　 　 　 　 　 │　 └─────────┘　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 └───────────────┘ 
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　 ／　　　　　 　 　 ＼　　　　　　（高和はんやったら、教えてくれはるやろか？）
　　　　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼
　　　　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |　　　　（寒天の味て、なんやろ？）
　　　　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／
　　　　 ／ヽ 　 L⌒ ´
　　　　　　　 ゝ 　ﾉ
　
　
　　　　　　　やる夫は首を振り振り、青物市場を抜けていった。
　
　
. 
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　　　　小商いの乾物商、鈴三屋は通い慣れた店だった。
　
　
　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　 　 　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　 　 　 |　 　 ┌──┐ │ 　　鈴　　三　　屋　　 ｜
　 　 　 |　 　 │　 干│ └─────────┘
　 　 　 |　 　 │乾　 │　　:========:.:========:
　 　 　 |　 　 │　 物│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|
　 　 　 |　 　 │物　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|
　 　 　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l|
　 　 ／|　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|
　 ／　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|
　 　 　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　 　　 　 　　　 　 　　　￣￣￣￣　￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　　　 ごめんやす、井川屋だす！
　　　　　　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　　　　　　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　　　 ご注文の寒天、お届けにあがりました！
　　　　　　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　　　　　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　　　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　　　　　　　　　 　 　 ＿＿_
　　　　　　　　　．　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.`:..、
　　　 　 　 .／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　 　 　 　 /:.:.:.:.:./:.:.: ／ ニﾆﾆ　､:.:.:.:ヽ
　　　　　 ':.匸__7:.:.:./／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼r‐ﾍ
　　　　　i/／{__!:.:.:.:!:.:ﾊ:.:.:.:.:.:.:.ヽ:.:.:.:|:. V!
　　　 　 Ⅳ://:.|:.:.:.廾ﾄ､＼:.:､:.:.:.／:.l:.K ヽ
　　　　　|:.〈_ｌf Y:.:ｨ=ｔiﾄ､＼ ヾlＸﾐ} Ｖｲ:!:∨
　　　　　|:.:.:八_l:.: 迅ﾘ　　　　}lﾘ　yｲl_l:.:.|
　　　　　|:l:.l:.:.:.:|:.:.:.|　　　　 '　　 /:.:|:.:.|:.:|
　　　　　lﾊ:l:.:.从:.:.:|、　　 '＾　 イ:.:/j:./!:ﾘ　　　　　　　ああ、そこ置いといて。
　　　　　|　ヾﾄ:.:.＼{　〕iト r＜:./:./:.:ｲ　′
　　　　 　 _ .イ: ＼{　　　　∨/イ〕ト．
　　　　 /==ミﾄ: : : :ヽ＞==ミ : : : i:i: ﾊ
　　　　,　　 ヽ:ヾﾄ : : ﾟ， .--ヘ: : :i:i: ! ﾟ，
　　　　|　 　 ､∨∧: : :V　　 │: :i:i/　！
　　　　|　　＿}_∨∧: : ﾟ，　　j: :/iｲ＿_{__
　　　　|／: 厂｀ヾ: :∧: : Vｍ レ |======}
　　　　{: ／ﾚﾙヘ ＼i:≧斗 ´ 　 |／￣「:ﾉ
　　　　l/／、　　´￣　　　　　／-- ､　!
　　　　　￣ ＼　　　　　　　イ　　　　　|
　
　　　　　　鈴三屋女将　　ハルヒ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿ ＿
　　　　　　　　　　　　　　．　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.`:..､
　　　　　　　　　　 　 ／:.:.:.:／ ニニﾆ ＼:.:.:.:.:.＼
　　　　 　 　 　 　 ／:.:.:/:./／:.:.:.:.:.:.:.:.:＼}:.:.:._:_:.:.ヽ
　　　　　　 　 　 〃':.:.ｲ:.:.:.:／!:.:.､:.:.:.:.:.:}:.:.|:.:.:Ｖ ＼:.ﾟ，
　　　　　　　 ─/‐|:.〈_|:.:.`ﾄ､ lハ{＼:.:厶斗:.:.:.!　 /:.:!　　──‐ﾐ
　　　　 　 {　　　ヽ|:.:l:.ﾊ:.:.:y=ｚ　 ＼´ｨ==v:.:.: |卞 ヽ|´　 　 　 　 ﾟ，
.　 　 　 　 ﾟ，　　　Ⅵ:l_|:.:V'以　　 　 以ﾘ|:.:.:.:| )　Ⅵ=／　　　 　 }　　　　　井川屋さん、えらい商売繁盛らしいな。
　　　　　 　 ヽ　／: :==|:.:.{　　 '__　　　　 |:.:.:.:|ﾊ ／: :!　　　　 　 ′
　　　　 　 　 ／: /i/: :∧:.:＼　　 ｀ 　 　 ,ｌ:.:.:.从'|: i:i: |　　　　／　　　　　　あの天下の『藤誠』はんにも
. 　 　 　 　 /: :.:/i/:／　 ＼{: 〕ト　 　 .イ/:.:.:/:/ |: i:i:∧　　,.ｲ
　　　　　　 ヽ:./i/ｲ　　//i/:ヽ:／ } ／:.ｲ:／{:/　 Vi:ﾊ: :＼' : i　　　　　　　 品物を卸してるんやて？
　　　　　　　　＼{　　,:'/i/: :/￣` /: : : /i/: /　 .ハヾi:ﾄｘ : У
　　 　 　 　 　 　 ヽ　{:i:i' : :′　 /: : : /i/: /　　　　＼:_:_／
　　　　　　　　　　　}. Vi: : i 　 ./ : : ｲ /: ｲ　　 　 　 ／
　　　　　　　　　　　|　}ﾑ: :|ｍ/: :／イ／ 　 　 　 ／
　　　　　　　　　　 ！ ヾﾊ.j ./: 彡.:／　　　､　　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 ／_ノ　　ヽ_＼　　　　　　　　　　　へえ、ありがとさんでございます！
　　　　　　　　　　　／｡（⌒）　（⌒）｡＼
　　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::::＼　　　　　　　　せやけど私、丁稚ですさかいに
　　　　　　　　　 |　　　　 ヽr┬-/　　　　 |
　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　 ／　　　　　　　 あまりよう知らへんのだす。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿ ＿__
　　　　　　　　　　　＿_ ィ:´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀:...､
　　　　　　　　 ．.:.:.:.／:.:.:.:.`:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　 ／:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.／ .二二二　＼:.:.＼
　　　　　 ./:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:/:.:.:.:./ ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:丶!:.:.:.:.ヽ
　　　 　 /:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:/:.:.:.:.:′:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼〉:.∧
　　　　 ':.:.:.:.:.:.:.:.:. ィｌ}:.:.:.:.:.:|:..:.:.:.:.:､:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.ヽ:.:.:.
　　　　ｉ:.:.:.:.:.:.:.／　7:.:.:.:.:.ｉ:{:.:.:.:.:.:!:.ﾄ :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l:|:.:. Y.:.:.
　　　　|:.:.:.:.:.:〈 　 /|:.:.:.:.:.:l:.!ヽ:.:.:.|､|　＼:.:.:.:.:.:/:.}:.:.: |:.:.:i　　　　　 さよか。
　　　　}:.:.:.:.:.:.:.｀X　!:.:.:.:.:_l_|＿＼! ＼　 ';.:.:.:.ﾑｲ:.:.:ﾇ|ヾ:|
　　　　|:.:.i:.:.:.:.:///ﾞ|:.:.:.:.:.:Ｎ　　` ー一　∨/ ノ}:.ｲ.!:!　!!　　　　　ほな、帰ったら旦那さんによう言うといて。
　　　　|:.:.|:.:.:.///ヽ|:.:.:.:.:.:|　　　　　　　 　 ==彳:.ﾚ|:|　||
　　　　l:.: !:.:〈/八 ｢|:.:.:.:.:.:|＼==≠’　　　､ 　 从:| |:|　ﾘ　　　　　 ちょっと水臭いんちゃう、て。
　　　　l:从:.:.:.〈/:.:.:.|:.:.:.:.:i:|　 }　　　　＿__,　 /:.ｌ:.:| |:|
　　　　){　l:.:.i:.:.:.:.:从:.:.:.:.l《 乂＿__　(＿Ｖ　ｲ:.:.l:.ﾘ |′　　　　　　長い付き合いの鈴三屋差し置いて、
　 　 　 x=ﾍ:.ト :.:.:.:.厶:.:.:|　　 　 　 ｀ヽ ／:.:.l:.:ﾉ:′
　　 　 ′ 　 ＼＼:.:.:!:ヽ:ト--z====ミ }ﾍ:.:.:∧ ＼　　　　　　　　　『藤誠』ばっかり大事にせんといてほしいわ。
　　　/　　　 　 ヽ: Ⅵ: : :＼| |i:i:i:i:i:i:i:i:i:i〉:ヾ{:￤ ハ
　　 .′　　 、　　}: :i:i:i: : : ／ゝ-----く: :.:i:ｉ: | '　 i
　　 {　 　 　 ＼　ﾟ，i:i:ｉ: :./　　　　 　 　 Ｖ:i:ｉ: l′.∧
　　　ﾟ，　　　　 丶 ヽ:i:i: :}　　　　　 　 　 Ｖ//!　　.∧
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　 ／　　　u　＼
　　　　　　　　　　　　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　　　 な、なんぞお気に障ることでも
　　　　　　　　　　 ／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　　　　　　　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　　　　 ありましたやろか？
　　　　　　　　　　 ＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　剣呑な気配を感じ取って、鈴三屋の主が口を挟む。
　
　
　　　　　　　　　/　　　/　 .|　　/j　　./　 　 ∧　ﾊ.....:.:.:|:.:ヽ.:.:ヽ.:.:.:.:ｽゝ
　　　　　　　　 /　　　/　　,|　 / |.:.:.:/|.:.:.:.:./　|.:.:| `､.:.:::|､:.:|.:.::.:.:|.:.:.:.:`､
　　　　　　　　 j　　　|　.:.:/|.::/　|.:./　|.:.:.:/　　|,.:|　 `､:.:|ヽ:ﾊ.:.:.:.:|:.:.:.:::.:i
　　　　　　　　 ｿ|　　.|.:::/| |;/ 　.|/　　|.:/　　　|.:|　 　`;;|　ﾘ `､::.:|::::ﾍ:.:|
　　　　　　　　　|　..:|.:|/|.:|"ﾅ'''^-､,,,__ .|ｿ　　　 ,ﾘ__,_,,,,､--''''ヽj:..:|::..:ﾊ:.|
　　　　　　　　　|...:.:.|.::::|.:.|　,_________ `'''' y　　 ''"___________　 /.:,j.:.:.:|　ﾂ
　　　　.　　　　　|..::ri..:::ヽ;,| 　弋ﾂﾇｦ`　　　　　 ､ 代ﾔｵｿ 　j.:.:.:/y.:|
　　　　　　　　　 ﾘ |ｨ､.:.:.:|ﾂ `￣ ￣ 　　　　,　　　￣ ￣´ 　 |:.::/| ;ｿ
　　　　　　　　　　 | f.`､::,|.　　　　　　　　　 |　　　　 　　　　j.:.:/ｿ　　　　　　　　　　おい、ハルヒ。
　　　　　　　　　　　＼ `､|.　　　　　　　　　.i,､　　　　 　　 ,i.:.:/´
　　　　　　　　　　　　ヽ-ﾘﾄ.　　　　　　 　　j ,ﾞ　 　　　 　,/.:/　　　　　　　　　　　　 そない小さい子ぉに
　　　　　　　　　　　　　`ｯ､ヽ.　　　　　　　 ´ 　　　 　　 //ﾘ
　　　　　　　　　　　　　 ,ﾘ｀､`l､.　 　 　 ,....,_____　 　　　/;/　　　　　　　　　　　　　　つっかかることないやろ。
　　　　　　　　　　　　　　 　ﾂ,|` ､　 　 `'''''''''''´ 　 ,／ﾘﾂ
　　　　　　　　　　　　　　　 r''j　　` ､　　　"　　,／|-,
　　　　　　　　　　　　　　　,|　i,　 　　 ` ､___ ,／　 .|　|､
　　　　　　　　　　　　　　/::|　 `､　　　　　　　　　 .j　h`::､
　　　　　　　　　　　　／::::::.|　　 `､_　　　　　　　 ./　　i::::｀､
　　　　　　　　　,,,_ｰ/:::::::::::::|　　　 ∧___　　 　　 /､　　 |:::::::` ､__
　　　　　,,,ｰｰ"´:::::/::::::::::::::::|　　 / ヽ　￣'i　　ノ | ヽ　　|:::::::::::::`､｀ヽ､,,,
-"''￣::"::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::.|　 /,,ヽ　 C　|　|´　j　/`､　|::::::::::::::::＼:::::::｀￣:゛゛```ｰｰ､___
::::|::::::::::::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::.:|/､;,;;;;;;;;ヽ　　|　j　　 /;;;;ﾂヽ|:::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::::::::::::::::::i:::＼
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋の主　キョン
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,ｨ'´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀`丶､
　　　　　　　　　　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ､
　　　　　　　　　　　　　 ,.イ´:.:.:.:.:.:./.:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　 r'´.:.:.:.:.:.:.:.!:.:.,ｲ:.,ｲ:../i:.:.l:.:.:ヽ:.:ヽ:.:.:.:.:.ヽ､　　 すまんなぁ。
　　　　　　　　　　　　　/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.!/ !:./.|:./ |:./ !:.:..ﾊ:.:.,|:.:.:.:.ト-､ゝ
　　　　　　　　　　　 ,イ.:.:.:.:.:.:.:.l:.:.:.:/　!ナ-､_ﾚ'　 |ノ　ﾚ'ヽ:.ﾉ!:.!　　　 ウチのんが言うてるのは
　　　　　　　　　 　 　 !:.:.:r‐i:.:.il:.:.:..!　 こヒｒ`i｀´　　_ｭ=-.,リ .ﾘ
　　　　　　　　　　　　|,ｲ !i^)ﾚ'l:.:.:./　　　　´　　　 l´ﾋr /:.:.ﾉ　　　　　井川屋はんは店によって
　　　　　　　　　　　　!　!:ﾔヽ､.ヽ/　　　　　　　　　ヽ　.l:.:./
　　　　　　　　　　　　　 k.l,`-ｧi　　　　　　　　 　 '´　 /∨　　　　　　卸す品を変えてはるんやないか、ちゅうことや。
　　　　　　　　　　　　　　　k_N.l　　　　　　ｰ─‐-　 /
　　　　　　　　　　　　　　_,イj　 ヽ　　 　 　　　　 .／　　　　　　　　　上店には質のええもんを、
　　　　　　　　　　　　／´r'´＼　　 ＼. 　 　　　／
　　　　　　　　_,.ｨ=''7´;;;;;;;|　　 ＼　　 ｀ｰ-ｪ-‐'´　　　　　　　　　　　うちとこみたいな小さい店には
　　　　_,.ｨ='''´;;;;;;;;;/;;;;;;;;;;;;!　　　　＼　　　ﾉ ＼
-‐'''"´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;/;:;:;:;:;:;:;:;:!　　　 ／トｭ　 ﾔ　Zﾄ､　　　　　　　　　　 そこそこのもんを出してるんやないか、てな。
;;;;;;;;;;;;;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:く;:;:;:;:;:;:;:;:;:;!　　／＼ヽ!　ﾉ　_,,>!.ヾ.､
;:;:;:;:ヾ;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:＼:;:;:;:;:;:;:;ﾄ､/ `ｰ-､>--'''7 ﾄ､|;:;:;:〉;＼
:;:;:;:;:;:;:!;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:／;:;:;:;:;:;:;:;:!　　　　ヽ､_,__ﾉ |;:;:;:;く:;:;:;:;:;:＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／　　　　　　　　　そ、そないなこと、
　　　　　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／
　　　　　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴　　　　　　　　　　しとりません！！
　　　　　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　　　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ／/ /　 / : / /. : : : : ｌ : ｀ヽ　 ヽ: : ｌ: : : : : : : : : :ﾊ
　　　　　　　　　　　 / :/ / / /l　/　l　: : : : : ｌ : : : lヽ　 !: :! : : : : : :l : : : :l
.　　　　 　 　 　 　 / . :i: l / /　!/!: : l : : : : : : ! : : : l: :∨ : ト､: : : : :ｌ : : ｌ: l
　　　　　　　　 　 / . : l: :l !/｀ヽ! l: : :l : : : : . . .ｌ: : : :l: : l : : ト､　ヽ、|: : : !: !　　　どうだか。
.　　　　　　 　 　 ′: : l: :l !:.:.:.:/厶.: :ｌヽ : : : : : ｌ: :: : !: : !: : ｌ | ﾄ､ 　 ヽ、 ｌ: !
.　　　　 　 　 　 l /. : : l//ｌ. Ⅳ　　＼! . ＼: : : :ト､:/. :.__i.:. ｌ:.: lヽ＼/ /: : :::!　　　だいたいアンタ、
　　　　　　　　　l ! : : : :/ : 八,..z=≠≫=-　≧' -‐ "´　: : :l : :_!: ヽ、｀＞. :!
　　　　　　　　　l l : : :/. :/: : ﾊ ¨弋ツ ¨　　　　-ｧ=≠ｧ￢.:..:.l. }: : :∨ : : :ｊ　　　 『丁稚やからよう知りまへん』て
.　　　　 　 　 　 ! !: : :l :/: : : : :}.　　　　　　 　 　 弋ツ′ ﾘ!: :!ﾉ.: /:/ : : :/
.　　　　 　 　 　 ｌ ｌ:: : ﾚ'.:. :. .:.八' ' '　　　 ′ 　　, , ,.　 　　ｊ: 」 : /:/..: : /　　　　 言うたやないの。
　　　　　　　　／⌒ヽｌ /イ:.: {:.:.:::　　　　　　　　　 　 　 ／:. ﾉ:./:/.: : :/
.　　 　 　 　 /　 　 　 Vﾑ.: : : ＼　＞　 　 ｰ‐(　 　 ,.．/ ／:./i/.⌒ｙ/　　　　　　アンタが知らんだけやないの？
　　　　　　 /　　　　 　 Vﾑ.:. :. .:.＼ 　 ア＝.--　爪: : (´:. :/i/　 ./｝{
.　　　　　　{.　　　　　 　 Vﾑ : : : : :.ヽ　 　 　 　 /: : : :i.:.:.:/i/　　　{
　 　 　 　 Λ.　　　　　　　Vﾑ: : : : : : : ｀ヽ　　 /.: : : :.i:.:./i/　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　..---. ...
　　　　　　　　　　　　　, -‐.': :_: :---｀ ｰ-.、
　　　　　　　　　　ｰｧ´:,　‐ -ｧ: :7￣l:.ヽヽ‐..＼
　　　　　　　　　　 /／イ: : /: ./.:ｲ: }::. :}:.}:ヽ:､:ヽ、
　　　　　　　　　 ノ.: .: ./: : lﾊ:AL_}:/ }::.ﾊﾊ::.:}:.ト_--
　　　　　　　　 ´ ７:::::_|::. : | '┬ｫﾐｰ'jﾑ_ム}::ﾊ:｢｀
　　　　　　　　 　 |:.:{ r|{:.. :l　 ￣´　　{ｴｵﾊ.ﾊ{
　　　　　　　　　　ﾊ:ヽvﾍ:ﾘ u 　 　 　 〉　|:/
　　　　　　　　　　　Vl:.:T　　 　 , ---,　 ﾊ!
　　　　　　　　　　　　}::ハ、　 （ ＿_/ , ′　　　　　　　　　　　　　　　　　 .ﾔ
　　　　　　　　　 ／ﾌ´{　　＼　　－ /　　　　　　　　　　　おい、ハルヒ、止めえ！
　　　　　　_ .. イ:::::::{　 ＼　　｀ ┬‐′
　　　　　　:::::::｜ 　 l　 　 ＼,_　/ ＼
　　　　　　　　 }　 　 ヽ 　 ∧ 〉ヽ 〈| ＼
　　　　　　　　 ーｧ-‐ ﾍ_/ヽ.＞‐くﾄj､ ヽ＼
　　　　　　　　 ｢　　　　 l ｰ ヽ:.__..ﾊ　∨　 ｀ヽ､
　　　　　　　　 ヽ　　　　 l　　 }　 l｜　ヽ　　　 ヽ
　　　　　　　　 　 ＼　　　l 　 |:　 l |　　 l　　　　 l
　　　　　　　　　　　 ＼　　l　l:.　　!|　　 |　　　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 　 　 -─一　¨￣￣￣｀ヽ
　　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　 ｀ヽ　 ＼　＼　 ＼
　　　　　　　　 ＿ イ .／　.|　　　　　 ＼.　＼　＼ 　 ､
.　　　　　　　　 　 / ｲ /　 .!　.! 　　 　 　 ､ 　 ､　 ヽ　|
. 　 　 　 　 　 　 / / /　/ .|　.| 　|　 |.　 　ﾍ　 |　　.i　|
　　　　 　 　 　 / / /　 |l　|　.|　 | 　|＼　　|　.|　　.|　!　　　　　　　　　　　　　まあ丁稚のお前はんに言うても知らんやろけど、
.　　　 　 　 　 /イ　|∧.:|∨＼{＼{＼|　 ＼从リ　　.|l八
　　　　　　 　 　 |　ﾊ _リ＼　 ､＿ -‐一　 |　 |/⌒!:!|　　　　　　　　　　　　　 なんや “ 伊豆の天草 ” ちゅうのがあるんやて？
　　　 　 　 　 　 Ⅳ ﾙt vuj　 　 ィT斗´ 　 !　.! `7{/{
　　　　　　　　　　　 | |　　　/　 　 　 　 　 Ⅳ゛_j/∧!　　　　　　　　　　　　　 伊豆の海で採れる天草を使うて寒天をこさえたら
　　　　　　　　　　　 | |　　 〈　　　　 　　u　∨ //jУ
　 　 　 　 　 　 　 　j八　　　､　　　　　　 　 ∨/＼　　　　　　　　　　　　　　 味も腰も今までのもんとは別もんやて。
　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　／|´| : : ＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　}＼「二二> 　.／::::.′: : : :.:.|｀　ｰ ､　　　　　　　　　『藤誠』はんでは、それを出してはるそうや。
　　　　　　　　　　　　 ／: :./＼ -　 _／:::::. /　.| : : : : ､: : : : :.＞
　　　　　　 　 　 -　 ´: : : / : : }｀丁::::::::::.　′　!: : : :.:∧: : : : : : : ＼　　　　　 そないなもんがあるて、私らぜんぜん知らなんだわ。
　　 　 　 　 ／: : : : : : :.:./ : : /　_{ 　 　 _/　　..|: : : : : :.:〉: : : : : : : : :＼
　　　　 　 /{: : : : : : :.:.:.〈: :: :/　/ ヽ　厂}＼　　|: :: :: :／ : : : : : : : : :/ :
.　　　　　　 |: : : : : : : : :.:＼∧/＼　Y／／ ＼∧: :／ : : : : : : : : : :/ / :
　　　　　　　､: : : : : : .:／ : : 〈　〈￣¨〉´　/　 |: :∨: : : : : : : : : : : : :/
　　　　　　i: : : ,:.:.:.:.／: : : : :.:.|＼廴./　∠＿ .!: : :＼: : : : : : : : : : : |
　　　　　　|: : : ! : : ヽ: : : : : :.:|　/し{　　　　　.|: : : : :.ヽ: : : : : : : : : :!
.　　　　　　: : : | : : : : ＼: : : :.|./ 　 |　　　(　 .|: : : : : : } : : : : : : : : :|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　　　　　　　　　　　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　　　　　　　　　　　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／　　　　　　　　ええっ！？
　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　　　　　　　　　　　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　 ／ : : ; : : /_.．-───-　._: :＼
.　　　　　 ／ : ; : :/: : /´　＿＿＿＿＿＿＼: ヽ　　　　　　 『藤誠』はんとこに寒天卸してんのは
　　　　　/: : _/: :/: : 厶 '´: : : : : : : : : : : : : :｀ヽ: ﾍ
　　　　 /:／ ,.'７: : :/: : : :|: : : : : : : : : : : : : : : : ﾍ: ',　　　　　お前はんとこやろ。
　　　　/'　, '/ i: : : :|: : : ∧ : : : : : : : : |: : : |: : : : i: |
. 　 　 ハ厶i.　|: : : :|: :.|:.l　',: : | : : : : : |: : : レ': : :|: |　　　　 そんなええ寒天扱うてんのやったら
　　　 |:.７ /トr|: : : :∟」_|　 ＼|＼ : : : | x'´ﾊ: : : ;' ﾊ
　　　 |:.' /: | r{ : : : |: ∧｢｀ヽ､.___,.＼: ｲ__V_,|: :rｆ:/| |　　　　こっちにも回してくれたらええやないの、
　　　 |:| |: :.| | |: : : :Ｎ　'Tに叮　　　 ヾ ｈィ}r〈 { 'j.ﾄ'|
　　　 |:ヽ: :.| |､|: : : :|　　 ゞ-‐’　　　 　 ￣´l　| | l': :!　　　　長い付き合いやのに。
　　　 l: : : └ : ﾍ: : :|、　　　　　　 　 '　　　ﾉ　} リ : |
　　　 ∨: : : : : :|ﾍ: :.l ＼　　 　 ｒ─ｬ _.　 '´　　 l: ,l: |　　　　せやから、水臭い、いうのや。
　　　,.、ﾍ＼ : : |　ﾄ: l　　｀　　 ._　 ,ｒ´ 　 　 　 ｲ､ j/
　　,〈　',　',　ヽ: }　| ヽ　　　　 /　｢|　　　 ィ ´|｜|',
　 /　',. ',　',　 V　 |　　　 　 　 　 ム -‐　´ } |｜| |
　
　
　　　　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　ﾉし ﾞ＼, .,､,／"u＼　　　　　　　 そ、それはちゃいます！
　　　　　／ ⌒ （◎）ヾ'（◎）u　＼
　　　 　 | u 　⌒ﾞ（__人__）"⌒ u　|　　　　　　伊豆の寒天やら、
　　 　 　 ＼　u 　 `ヾ,┬､/`　,／
.　　 　 　 /⌒/＾ヽ､ ）__（ ,ィヽ、　　　　　　　 井川屋にはおまへん！
　　　 　 /　 ,ゞ　,ノ　ﾞ⌒"　, 　ゝ､
　　　　　l ／　 /　　　　　　ト/.＼＼　　　　　ホンマのことだす！！
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫は、必死に訴える。
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　　 井川屋の寒天は、
　　　　　,---､　u.＼　 　 ／＼―、
　　　　 .l　　　ｌ　 （○） 　（○） ＼ |　　　　　　 京は伏見の美濃志摩屋はんに
　　　　 |　　 　|　 　 （__人__）　 u. | |
　　　　 .|　　　|.u　　|!!il|!|!l|　　 ／ /　　　　　　作ってもろてるもんだけだす！
　 　　　　ゝ　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　ノ
　　　　　　＼　　　　　　　　　／　　　　　　　　 そこの寒天場では、
　　　　　　 /　　　　　　　　　 |
　　　　　　/　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　丹後で採れた天草を使てます！
　
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼　　　　　　　　　　　 美濃志摩屋の旦那さんが、
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼　　　　　　　　　若い衆を丹後まで走らせて
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　　　　運ばしてはりました！
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|　　　　　　　 私も、そうやって運ばれてきた天草を
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|　　　　　　　　　 洗う事から仕込まれたんだす！
　
　
. 
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼　　　　　　　　　せやから、伊豆の天草を使た寒天て、
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　　　　美濃志摩屋はんでも作ってはらしまへんし、
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　　　井川屋でも扱うてまへん！
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/　　　　　　 ホンマだす！
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　 　 　 ィi〔:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:、:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:`:..､
　　　　　　 　 　 ／:.:.:.:.:.／……─=ミ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼
　　　　　　 　 ,厶ィ:.:.:.:/_＿＿＿ ＿_　、:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　　　　　 ／　,ｲ:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.:.:.:.:ﾟ，
　　　　　　 }___//:.:.:.:,:.:.:.{:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.: :.:.:.:.:.:.:. ｢` 　 、:.ﾊ
　　　　 　 /:.く/:.:.:.:ｨ:.:.:ハ:.:.:.:.:.:.:、:.:.:.:.:.:.:.: |:.:.:.:.:.:.:.:.| 、 　 ヽ:.:.
　　　　　/:.:.:/:.:.:.:.:.|:.:/　 !:.l:.:.:.:.: ト ､:.:.: |:.:|:.:.:.:.:.:.:.:ﾘ　＼／.:.:.:.
　　　　 ,:.:.:./:１:.:.:.:.l`ト--}ハ:.:.: ┼‐ﾍ‐┼:l:.:.:.:.:.:. |′　/ {:.:.:.:.:i
　　　　.:.:.:〈_|:.l:.:.:.::.Ｎ=ミ　　 ＼:.:|　　}:./　|:.ｌ:.:.:.:.:.|-ｲi「:| {:.:.:.:.:|　　　　　アンタ、天場に……
　　 　 i:.:/:.:くハ:.:.:. 芹ｽﾄ　 　 　 .ィ笊芥`V:.:.:.:.:.:j- ! !:.lｨ:.:.:.:.:.|
　　 　 l:.:i:.:.:.:.:.:.:.＼:{.匕ﾘ 　 　 　 ！jｉ刈 /:.:.:.:.:.Ｙ　 | |:.:}!:.:.:.:.:.|　　　　　天場に居ったんか？
　　 　 |/|:.:.:.ｉ:.:.:.:.:.:.:|　　　 　 　 　 ゞ ン.':.:.:.:.:.:.:′　| |:.:ﾑ:.:.:.:.:|
　　 　 |　､:.:.|!:.:.:.:.:八 　 ′　　　　　　 ,:.:.:.:.:.:.:ﾑ イ:.!_!:.:.:.:.:.:.:.ﾊ
　　 　 {!　 Ⅵi:.:.:.:.:.:.:.:丶　　－-　　 　 i:.:.:.:.:.:.:{=ォ:.:.:.:.:./:.:.:.:ｉ:.:.}
　　　　ゝ　 乂:.:.:.:.:.:.:ｉ:.:.:.＼　　　　　 ィ|:.i:.:.:.:./У }:.:.:.:.':.:.:.:/|:.:′
　　　　　　 　 }i:.:.:.:.:ハ:.:.:.:个 ─＜ 　 :|:.|:.:.:.'.ｲ: : ,:.:.:./l:.:.:/ ,l/
　　　　　　　　 ﾟ，:./ィi〔 : : |: : : : :|　　 jハ:.:|: : : /:.:.ｲ:＼:′
　　　　　　　　 /)/: : : : : : :!: : : : :!　　／: Ｖ : :ｲ才: : : : :＼
　　　　　　 　 ｲ: : : : : : : : :.|: : : : :| ／: : : : : : ／: : : : : : : : :＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ﾘｮﾝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご寮さんの表情が変わる。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ご寮さん】大坂で商家の女将のこと
. 
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　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　　　　へ、へえ……
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　　 （ちゅうてもひと月だけやけど……）
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　　　　__ ．　‐───ミ
　　　　　　 　 　 ．.:´ 　 ‐─＼:.:.:.:.:.:.:.:.:`:..､
　 　 　 　 　 ／:.:.:.:/ 　 　 _＿_.＼:.:＼:.:.:.:.:.＼
　　　　　　 /:.:.:.:.:./　　　´:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:､:.:.:.:.:.:＼
　 　 　 　 /:.:.:.:.:./／:.:.:.:.:.:.:.:.:.: |:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ ---ヘ、
　　 　 　 ':.:.:.:ｉ:.:.|":.:.:.:.:.:.:.:.:.:}:.:.:l:ト :.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ　＼/＼　　　　　　　そうか…
　　　　　ｉ:.ィ才:.:!:.:{:.:.:.:.:.:.: ハ从l　 }＼:.:.:.:.:|:.:.ﾟ，　ハ:.:.:..、
　　 　 ／　'　!:.:.!:ハ:.:.:.:.:./　　 ー──く:.:.:|:.:.:.:.V　　＼:.:ヽ　　　　私の亡うなった父親も、
　 　 .〈　 /　 |:.:.Nーヽ:.:/　　 　 'ィ必及 ∨ヽ:.:.:.ﾟ， 、ヽ〉:.ハ
　　 　 ∨廴 ｲ:..{　芹必ﾄ　　　　 匕ツ　　} .ﾊ:.:.:.:.ﾄ . ヽ/l::ｉ　}　　　昔、伏見の天場で働いとったんや……
　　　　 |　|l　|:.:.ﾄ.｡ 匕ツ　　　　　　　　　小:.|:.:.:.:.l:.:.∨| |::!
　　　　 |　|l　|:.::|:.∧　　 　 ′　　　　　.ｲ:.:.:.:|:.:.:.:从:.:.:.| リ　　　　 アンタ、そんな小さなナリで
　　　　 |　|l　|:.:.|:.:.込、　　 ` ｰ　 　 .イ:.l:.:.--彳/: :/⌒〕iト
　　　 　 ヽ.!_∧:.ヾ:.:.:.:.:.〕iト　 -- 　 　 Ｖ: : : /i:i/: :/　　　　　　　　 よう頑張らはったなあ……
　　　 　 　 }　　ヽ:.:.＼:.:.:.:.:.:./}　　 　 /: : : /i:i/: : ′
　　　　　　　　 　 ＼:.:.:._:.／/_＿　-/: : : /i:i/: : l
　　　　　　　　　　x≦/ : : /---- y’: : :/i:i/: : : |　/
　　　　　　　　　.ｲ:/i/ : : /── v': : : /i:i/ : : : 从{
　　　　　 　 　 / |:{i:i: : : :{　　　 /: : : /i:i/: : :／　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋が感じいった口調で言う。
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::/::::::::::::::::::::i::::i:::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 　 　 /::::::::::/:::::::::/::::::::,:::::,ｲ:::::|:::::!:::::i:::ヽ:::::ヽ
　　　　　　　　　　　/::::::::::/:::::::,.ｲ:::::::,ｨ:::,ｲ::::::/!:::::|::::::!:::::!:::::::ヽ
　　　　　　　　　　 ,'::::::/::::!:::／,ｲ::／ .!/ .|::::/ |:::::ﾊ:::::!::::::!::::::::::i
　　　　　　　 　 　 !::::::l::::::ﾚ',! ー-､　　　 !/　 !::/　!::ハ:,ｲ:::::::::::|
　　　　 　 　 　 　 !::::_」:::::::::!　..,,＿`ヽ､_,.　　 ,ﾘ 　´ _,..,_ !::::::::ﾊj　　　　店で扱うてるもんを、
　　　　　　　　　　!/f r.|::::::::!　 弋ｴﾉ｀　　　　｀'ｨﾆ二_　/:::::::::!
　　 　 　 　 　 　 　 k.ﾔ!:::::::!　　　　　　　　　　 ゞｚｿ,. /::::∧::|　　　　　 丁稚がそこまでちゃんと説明でけるとは
　　　　　　　　　　　|∧`Y::ﾘ 　 　 　 　 　 i　　　　　 //|/　 ヾ
　　　　　　　　　　 　　 !Tヾ　　u.　　　　　j 　 　 　 //ノ　　　　　　　　 さすが、井川屋はんや。
　　　　　　　　　　　　　ﾔ. ヽ.　　　　　　　　　 　 ,.ｲ:/
　　　 　 　 　 　 　 r＜´|.　　＼　 　　 -.- 　　／ |/　　　　　　　　　　 きょうび、奉公人を
　　　　　　 　 　 　 !　 ｀丶､.　　＼ 　 ｰ　　／
　　　　　　 　 　 _/　　　　　`'-､.　`'ｰ-r<´　　　　　　　　　　　　　　　 そないな風に仕込む店はそうないで。
　　　　　　　, -'" ｀ヽ､　　　　　 ｀ヽ､　f｀, ＼
　　　　 , -'´　　　　ヽ ｀ヽ､　　　　　 >く_Lｒ'´｀ト､　　　　　　　　　　　　ええ店に奉公してるわ、お前はんは。
　　　／　　　　　　　　ヽ　 ＼　　／ヽO〉 |｀r､.|　｀丶､
　　/　　　　　　　　　　　＼ 　＼/＼r‐＝<.　!｀　　　　｀ヽ,
　 /　　　　_　-－‐　　　　 ヽ　　　　ヾ　　 !　ヽ　　　　　　i
　/　　 ／　　　　　　　　　 　 ! 　　　 ｀ﾄｰ〈　　 !　　　 /　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿_
　　　　　　　　　　　,　 ＜:.:.:.:.:.:＞ー ､
　　　　　　　　 , ＜:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ーx:.:.:＼
　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:｀ヽ:.:.:.:ヽ:.:.:.ヽ
　　　　　　./:.:.:./:.:.:.:/:./:.:.:.:i:.:.:.:.:.:':.:.:.:.∧:.:.:.:.
　　　　　イ:.:.:./:.:.:.:.:}:.:.|:.:.:.: |:.:.:.:.i:.:.V:/:.:|:.:.:.:.:.
　　　　　 |:.:.:.:|:.:.:.:./|:.:.|、:.:.:|､:.:.:.ゝ､|':.:.:.|:.:.:.:.:.iゝ
　　　　　∧:.:.:|:.:.:./ |ﾊ:| ＼:.| ＼:.:|__V:.:.:|､:.:.:∧　　　　　　　　　お前はんみたいな丁稚を育てる店が、
　　　　　}:./:.:.|:._:.{　　 |_　 ＞- へ!　 ∨|ハ:. ∧
　　　　　|/V:.|∧T ￣　　　　 .ｫ=≠ﾐｵV|　}:.ハ{　　　　　　　　 そない殺生な商いをするわけがない。
　　　　　/　 jﾊ|VVｫた示　　　　 `¨ﾟ´}:.:.|iイ/
　　　　　　 /　V{:∧ ｀ﾟ´　　i　　　　 .∧:.|ハ{　　　　　　　　　　いや、いらん因縁をつけてもうたな。
　　　　　　　.. ∧|:ハ. 　 　 ′　　u　/|V!:.Y!
　　　　　　 　　　Vへゝ､　　ー-　　/ .|/Vｲ　　　　　　　　　　　済まなんだ、この通りや。
　　　　　　　　　　.　　ヾ:＞-.､＿／　 |!
　　　　　　　　　　　　　 Y｛l　 　　　　 K＼　　　　　　　　　　　 この話、どうか忘れてんか。
　　　　　　　　　　, ＜|.　＼　　　／　 {:.:＼
　　　　　　　　/-‐ ´:/:.:.:.:}　 　_ヽrく　　./l:.:.:.:.{`ー-　..
　　　　　　　.ﾊ:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.}　/|　Y　ﾊ　//:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:.:.
　　　　　..: /:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.ⅣV!ハ/∧ /.}:.:.:.:.:.:V:.:.:.i:.:.:.:.:.
　　　　..,ｲ:.!:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.;ｲ　　|:::::::::〉　'　|:.:.:.:.:.:.:.∨:.|:.:.:.:.:
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主人は深々と頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　　大の大人に頭を下げられて、やる夫がうろたえる。
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　　　　い、いえ、すんまへん、
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　 生意気な事言うて……
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　 ほ、ほな、失礼します……
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　井川屋へと戻ったやる夫は、鈴三屋との約束通り、
　
　　　　　　　　　　この一件を誰にも洩らさなかった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　事が起こったのは、大暑の翌日であった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 , -/　',-､
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　/　　',　＼
　　.　　　　　　 　 　 　 　 ∧　　/　　 ゝ==ィ 　　',　　∧
　　　　　　　　　　　　　　 |　ヽ__ｉ　＿＿： ：_＿_　 ｉ__/　|
　　　 ＿＿＿＿_ 　 　 　 ヽ　ｉ .ｉ　|｀--'ｉ　ｉ｀--´|　ｉ. ｉ　/
　　／　 　 　 / : : ＼　　　≧ィ |　￣￣． ．￣　　| .ｉ≦ 　 　 　 　 　 　 ／￣
　　.　　　 　 // : : : :::＼　 /￣∧＿　　： ：　　　 ∧￣ ',　　　　　　　　/
　　　 　 　 / : : : : : : ::::::＼ｉ 　 ｉ　　 ｀ヽ .::　 　 ／ｉ::.　　.:ヽ　　　 　 　 /
　　　　　 　 . : : : : : : :::::::::::| 　 |　　　У_::___／　 .ｉ:.　　　　￣￣￣￣|
　　　 　 　 . : : : ／ ￣ ￣　　 ﾉ　　　ハ＿_ｉ　　 ヽヽ　　　　　　 　 　 ｉ
　　　　　 . : ::::::/　　　　　 .ゝ-ｉ　　　 ｌリ　　ヽ､　　', ｀ヽ 　 　 　 　 　 ｉ
　　　 　 . : : :::/　　,､　　　｀ヽ ｉ　　 ﾚ'　,　'　,´ハ　 　 ハ.　　　　　 　 ｉ
　　　 　 　 .::/　 　 };;ヽ ハ_ 彡ヽ 　 ヾ　ノ /;;{　 ',　　　 ｉ　　 　 　 　 .ｉ
　　　　 　 .:/　　　ﾉ;;;;;;ｉ_ｉ　　_＿ﾚ,　　ｉ∠_ﾉ;;;;;ヽ　ヽ　　/　　 　 　 　 .ｉ
　　　　　.::/　 　 /;;;;;;;;;ヽ ／;;;;;;;;;;;ｉ　 ｉ ／;;;;;;;;;;;;',　 ヽ ,'　　　　　　　　ｉ
　　　 　 　 　 　 !;;;;;;;;;;;;;} ｉ;;;;;;;;;;;;;;;ｉ　/ ｉ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ｉ　 У　　 　 　 　 　 ｌ
　　.　 　 　 　 　 ＼;;;;／ |;;;;;;;;;;;;;;;У.　＼;;;;;;;;;／　　　　　　　 　 　 　 !
　　　 　 ｉ　　　 　 ／‐--,＼;;;;;;;;;／　､‐--＼　　　　　　　　　　　　 　 !
　
　
　　乾物商 松葉屋の主人がむっとした表情で井川屋にやって来た。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　番頭のいく夫が駆けよって挨拶する。
　
　
　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　 これはこれは、
　　　　　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　 |　.u　　 |r┬-|　 |　　　　　 松葉屋の大旦那さん、ようお越しで。
　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　さ、お座布団でもあてておくれやす。
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿　 ﾄ､
　 {､ __　　　　 ． -‐ﾆ二二　 三‐- ｀￣ ＞' ￣￣ヽｧ
　　｀ヽ ﾆ =≦_.　　　_ ． -‐ ´∧ 三ﾆ／　　　　 ／　ｉ､
　　　　　　 .．-｀‐＝=　．__／|　． . /: .　　　　/　 　 ! ヽ　　　　　　　　　　この暑いのに、
　　　　.　´ ,　=ﾆ三ﾆ　　　　 .|　 ＼ｉ: : : .　　　ｉ　　　,' 　 ! 　 ／ !
　　／　　 _　-‐三‐‐＝=　'´/＼ 　 ヽ : . 　 　 。‐。'　　 ｉ.／　 /　　　　　 座布団なんぞ要りますかいな。
　 {　 ,　´　 　 　 _￣｀／　 /　ｉ: :＼ __ﾉ ＿＿ 。 。＿__　!　 ／
　　}/ 　 ヾー=三_彡'´ 　 /　　＼: :ｉ: :. /｀ー'/ ./ /―'//‐ ´　　　　　　　　それより、ダディはんを
　　　　　　＞ ´ ￣￣￣￣￣ ＞ ＼:_:_￣￣。/。 ￣　'　＼
　　　　 ／　. : .　　　　　　 ／　 　 ＼　.〉　。/。　 ／: .　 　ヽ　　　　　　　ここへ呼んでもらいまひょか。
　 　 ／　 . : : : : .　　 　 　 　 　 　 　 ∨＝= ､　／｀ー=- ､　ｉ
　　/　. : : : : : : : : .　 　 　 　 　 　 　 　 ー=､　ヾ､＼　　＜｀│
　
　
　　　　　　　いつもはいかにも大店の主人らしく鷹揚な松葉屋が、不機嫌な表情を隠そうともしない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　間の悪いことに、ダディは店を空けていた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫は両手をついて詫びる。
　
　
　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　 |.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　 |　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　 |（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　 ホンマ申し訳ございまへん。
　　　　 (⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　 |　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　　店主はあいにく、店を空けております。
　　　　　 ＼ `ー'´　　　 ／
　　　　 ,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　 ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　 |　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　/:::::::::＼＿＿＿＿ /　 　 ｌ
　　 　 　 /:::::::::::...　　　　o　 /　　　/
　 　 ∧ .ｉ:::::::.. 　 　 　 　 o　ｉ　 　 /､.　　 ∧
　 　 ｉ　ヽ:::..　　　　　　　　o ｀‐‐ ´o ＼／　ｉ
　 　 |　　 ＼　　　＿＿＿　o 　 o＿＿',　　|　　　　　　　　　はっ、さよか。
　 　 |　　　　ｉｉ 　 ｉ:::ヽ＿_/ｉ　　　i､＿/ｉ |　 .!
　　 ∧ 　 　 || 　 |:::::::::::::::::i　　　|::::::::::| |　/　　　　　　　　　 さては『藤誠』にべんちゃらでも
.　 /　 ＼　 /　 　 ￣￣￣　 　 　￣￣ | /
￣＼　 ! ∨::::.　　 　 　 　 o　　 o 　 　 ﾚ ＼　　　　　　　　　並べに行かはったんかいな。
　 　 ＼ ｉ　＼:::..　 　 　 　 o　　 o　　 ∧　　 ヽ
　　 　 / ヽ　 ヽ:::..　　　　　　　　　　 /　ハ　　 〉￣ ＼
　　　/　　　　ﾘ＼::::..　　 　 　 　 　 /　/　ﾘ　 /　 　 　 ＼´￣
　　/　 /　　 ,'　　＼::..　　　　 　 ／ 　 　 /　/　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【べんちゃら】お世辞
　
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　主はまさに、その藤誠に呼ばれて出ていた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　それを気取られぬよう、番頭は話を続ける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　 ..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　 ..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　 ..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　 大旦那さん、
　　　　　　　　　　　　　 |:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　　　　 .　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　番頭の私がご用の向きを伺わせて頂いても
　　　　　　　　　　　　　　|　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　宜しゅうございますか？
　　　　　　　　　　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾄ､
　　　　　　　　　　　　　 ,-､　　　　　　　　　 　 !　',
　　　　　　　　　　　　　/ 　 ＼＿∧＿_　　 　 /　 ',
　　　　　　　　　　　　/　 　 ´ 　/　ｉ 　 ＼__／　　 !
　　　　　　　　　　　　|　　　 　 / 　 ｉ 　　・＼　　 /
　　　　　　　　　　　　|　/　　 ,'　 　 ｉ　　　　・＼/
　　　　　　　　　　　　| /　　　ｉ　　　ﾄ､　 ＿___　ｉ
　　　_＿＿＿＿＿___ﾚ　　　/ｉ　　 │〉 |::::｀‐‐| |　　　　　　　　　　いや、
　／::: : : : : : : . .　　　 ￣ ＼__ｉ＿／/.　 ￣￣　|
'´::::: : : : : : : : : . . .　 　 　 　 ＼　 ￣￣￣ｉ 　 ：|　　　　　　　　　　あんさんでは埒が明かしまへん。
::::::::::: : : : : : : : : : . .　　　　　 　 ＼　　　　ｉ-､__/-'ヽﾊ
::::::::::::::::: : : : : : : : : . . .　　　　　 　 ＼　　 ｉ　　 ＼‐-､｀ー'ﾉ
::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : . . .　　　　　　 ＼　ｉ_　　　 ゝ　＼ﾉ
:::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : : . . . 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 ＼　　｀ヽ,
:::::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : : : . . .　　　　　　　　　 ＼　 　 　 　 ）､
::::::::::::::::::::::／￣￣￣￣￣￣＼. .　　　　　　　　　ｉ　 ＼ 　 /　ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし松葉屋はにべもない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　　　　　　　　　　　　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　　　　　　　　　　　　|:::〉 （○） （○） 〈:::|　　　　　　 でしたら、主、ダディが戻り次第、
　　　　　　　　　　　　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　　　　　　　　　　　　 |　.u　|r┬-|　　 |　　　　　　　 お店のほうへ伺わせて頂きます。
　　　　　　　　　　　　 　　＼　　`ー'´　 ／
　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ∧
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　　 　 　 , ――､‐､　 　 /　　ｉ
　　　　　　 　 　 　 　 　 /　 　 　 ￣￣ /　 　 !.　　　 ﾄ､
　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　 c　ｉ　　　/　＼　 ｉ
　 　 　 　 　 　 　 ﾄ　 /:.　　　　　　　 c ゝ--' c 　 _ヽ' 　 ｉ
　 　 　 　 　 　 　 | ∨::::..　　 　 ／ ￣ ＼.　　　／ﾉ! ｉ　　!　　　　　　　ふん……
　 　 　 　 　 　 　 |　 ＼::_..　　　ｉ::: ー‐‐'::!　 !　!´::::|│
　 　 　 　 　 　 　 ｌ　 　 　 ヽ　　l::::::::::::::::::| 　ｉ　|::／　!. /　　　　　　　　ほんなら、
　　　　　　　　　　 ' ,　　　　|　 　 ￣￣￣　c ! c　 　 ｉ/　＿＿__
　　　　　　　 　 　 　 ＼　　 |＿__　　　　　　c l c　　　ｉ／　　　ｉ ｉ
　　　　　＼　　　　　　ｉ＞ ´　　ｉ ｉ　　　　　 c　c　　 /ー=ミ､　! !―‐'
　　　　　　　 ＼　 　 ／: : : .　　 | |＿＿_ 　 　 　 　 /　 　 ｀く　! !:.:.:.:.:
　　　　　　　　　＼　ｉ: : : : : .　　 | |　　　 ｀ヽ. 　 　 /　 　 .ゝУ ! !: : : :
　　　　　　　 　 　 ＼:: : : : : . 　 | |　　　　 ハ---ｲ､　　　ヽ ｀ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　と、松葉屋が口を開きかけたまさにその時。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　暖簾をくぐって、藤誠の手代が現れた。
　
　
　 ＿_ ／.:-.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ.:.:i.:.:.:.:_,,.:.:..:.:.:.:.:.:｀ヽ
　 ヽニ.:.:.:.:.:.:.:.:フ.:.:.:.:,_,_,,,_｀yi／,_,,_,,,､_.:.:.:.:.:.:.:.:|
　 ,,,＞ー/.:.:.::/.:.:|~^｀　　　｀^~'´ ´　｀~^|.:.::.:.:.:|
　 ー-　/_,.ｨ´:.:.::|　　 ___,,　　　､_　　　　ト､.:.:.::|､
　 ;;;;;;;;;;''´ /,.:.:.:.::| ｒ=‐''"'ヽ　　　｀ﾝ==､_.|::ヽ:.:.:ト
　　　　　 ｿ,ｒｲ ,ｪ|　,ｨ‐=､　　　 ;´r=-､　レ､;ｨ|｀i
　　　　 _,, ｒ'´i|ｒ;;;| 　　　　　 i　　　　　　ト´.|　　　　　　 井川屋はん、ごめんやす。
　　 ／　　　　＼{:| ..::::::...　 ::|　　..::::::... .ﾚ'/
　 /　　　　　　　｀ヽ　　　　　　　　　　./~　　　　　　　　 藤誠だす。
　 ー,　　__.　　　　 ヽ　　 ー --‐　　./
　　　ト'´　｀''､_　　　 ｀i ､　　　　　, ｲ
　 i　:i　　./　　 ｀''､_..ｒ'|.　ヽ､＿,, '　.ト､
　 i　 i　 /　　　　/　/　｀-､_　　.__ /ｒ |‐､
　 :i　 i ./　　　／　/　　　/ .V´､　　　/　｀i､
　 :｀　 /　　 /　　 /i　　/ ~ー‐'ヽ　　/　　 i　ヽ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　蒸し暑い店内の空気が凍りつく。
　
　
. 
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.　　 ／:::_ ／:::::::::::＼:::::|:::::/::ｲ／　　　Z／⌒ :::::|
　　/／　/:::::::::::::ﾊベⅣレ'＾　　　　　　　ﾐ=-:::::::::|　　　　　　　　　おたくの旦那さん、
　　　　 /::::::::::::厂　　　　　　　,ｨ≦≠　　ミヽ:::::::::ア
　　　／ :::::::::::::|　　　　 　 　 〃　,,＿　　　∨⌒Ｖ ´￣｀ヽ　　　　 うちとこの主との話が弾んでおりましてな。
　 ＜.＿::_;::::::::ﾊ -≠=- ､ 　 　 '/托い　 　 ∨＾ ｌ　/こヽ│
　　　 　 / ::::/| :',　 /ﾞ赱ハ　　　　¨¨　　　　 .!ﾊ |　{（とﾉ）|　　　　 ちょっと帰りが遅くなる、いうことで。
.　　　　 |:::::/: |::∧　　'¨　 |　　　　　　　　　　|ノ |　`ｰ‐ 　|
.　　　　 l／　 |/:::ﾍ　　　　|　　　　　　　　　　|ィハ　　　　ﾍ　　　　ほな、わたしはこれで。
　　　　　　 　 ∨　 `、　　 ＼ r　　　　　　　 ,∨　｛　　　　 ＼
　　　　　　　 　 　 　 ヽ　　　　　　＿, ィ1　 / :|　　ヽ　 　 __＿ヽ　　　　_
　　　　　　　　　　　　　＼　-＜-‐～ ／　/　 |_　　 ｝／´　　　￣￣￣　＼
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ、　￣￣　／'　 ／ヽ ／　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　`ﾄ--‐＜ /_／　　 ｛
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／|　r＜￣　　　 　 人_,,, 　-―――――
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　∧ | 　 ＼　　　　/　｛
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　言うだけ言って、手代はさっと引き上げていく。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　いく夫は空気を変えようと口を開くが、言葉が出てこない。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　あ、あの…………
　　　　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿/￣ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト-´-､ 　 　 ｉ‐‐'ｉ
　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿__r' ￣ヽ‐'―‐､‐ '´｀ヽ　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／　ヽ　　　　　ヽ 　 　 　 　 ヽ　　 i／ 　　ヽ　　ヽ
　　　　　　　　/　　　　' ,　　　 　 ． 　' ,　　　 ｉ!　 人　　　　ｉ
　　　　　　 　 ｉ　 　 　 　 ．　　　　ｉヽ､　｀ヽ 　 i! / 　 ｉヽ.　　ｌ　　　　ｉ
　　　　　　 　 ／ ￣￣ヽ　ｉ.　　 　 ｉヽ.＼　i} 　 }ﾐ､　　ｉ　ｉ　　|　　　　!
　　　　　 　 /　 ／　 　.i.　!　　　　|　i　/У､ / 　ヾ　ｉ 　!　 .!　　 　 !
　　　　　 　 ｉ　/　 　 .／!　ｉ　　　　|　ヽ{　　}ﾉ､　〃}/ 　 l　 ,'　　　 /　　　　　　ダディはんが戻らはっても、
　　　　　 　 〉´　　／　 .!　ｌ　　 　 |　　　　　　У　　　　　/ 　 　 /.
　　　　　 　 ｉ　 　 　/ ヽ !　l　　 　 |　　　　　　ｉ : .　　　　/　 　 ./　ｉ　　　　　　わざわざ松葉屋へお運び頂かんで結構。
　　　　　 　 |　　　/　　　!　l　　 　 !　　　　 　 ｌ : : .　　 /　 　 　 　 .ｉ
　　　　　　/ 　 　 　 　 /　 !　　　/ 　 　 　 　 ! : : : .　/ 　 ／　　　│　　　　　 もう、話すこともおまへん。
　　　　 　 ｉ　　　 ＿　∧ _/＿＿　 　 　 　 　 ｉ : : : : /　／: .　　 ＿_ｉ
　　　　 ／ヽ ＿////〉 ヽ,＿＿＿／ ￣￣￣￣￣ヽ／ ヽ ＿＿ｉ///ｉ　　　　　 取り引きも、これで仕舞い、ということに
　　　 ////// /////ｉ.　 { ＿＿＿_／ ￣￣￣￣ヽ/　　　ｉ////ｉ///ｉｉ
　　　 ｉ///// //////　　 ヽ. ＿＿＿／ 二二二ヽｉ　　 　 ｉ////ｉ///ｉｉ　　　　 してもらいましょ。
　　　 |//// //////　　　∠　＿＿__ ／: : : : : : :ヽﾆヽ　　.!////｀―' !
　　　 |//// ｀―' /　　　/ 7 7 7 7 ｉ.:.: : : : : : : : : : : : ', ．　∨///////
　　　 | ////////　 　 / 7 7 7 7 /: : : : : : : : : : : : :/　ｉ ｉ　　.!//////
　　　 | /////／ 　 　/ 7 7 7 7 /､ : : : : : : : : : : : /　　ｉ ｉ 　 !/////
　 　 / ￣!￣ｉ　　　 ./ 7 7 7 7 /: . ＼: : : : : : :.:.／　 　 ! !　/￣￣ｉ
　　 .ｉ　　 ｉ　/､　　 / 7 7 7 7 /: : .　　＼: : : ／ 　 　 　 ｉ ｉ ｉ¨ｉ¨ｉ7　!
　 　 ヽ　 ! .ｉ　ｉ　 ./ 7 7 7 7 /: .　　　 　 ｉ￣ヽ　　　　 　ｉ/ ヽｉ__!ヽ/
　　 　 ｀ー＝'´　 ∨7 7 7／: .　 　 　 　 ｉ : : : .　　　　　ｉ　　　 ￣
　　　　　　　　　　 ∨7／: . 　 　 　 / 　 ! : : : : .　 　 　 ｉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう言うと、松葉屋は背を向ける。
　
　
. 
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　　　　　　　　いく夫は松葉屋の前へと回り込み、手をついて頭を下げる。
　
　
　　　　　　 　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　ま、待っとくれやす！
　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　 　 |::::::::ゝ　:::::＼:::／　|　　　　　　　 いったい、どういうわけでおますのやろ！？
　　　　　　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　　　　　　 　（@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj　　　　　　 私どもになんぞ落ち度がおましたのなら
　　　　　　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　　　　　　 　／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ　　　　　　　重々お詫び申します。
　　　　　　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　　　　　　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;　　　　　 どうぞ、わけを、わけを教えておくれやす！
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 , -/　',-､
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　/　　',　＼
.　　　　　　 　 　 　 　 ∧　　/　　 ゝ==ィ 　　',　　∧
　　　　　　　　　　　　 |　ヽ__ｉ　＿＿： ：_＿_　 ｉ__/　|
　 ＿＿＿＿_ 　 　 　 ヽ　ｉ .ｉ　|｀--'ｉ　ｉ｀--´|　ｉ. ｉ　/
／　 　 　 / : : ＼　　　≧ィ |　￣￣． ．￣　　| .ｉ≦ 　 　 　 　 　 　 ／￣
.　　　 　 // : : : :::＼　 /￣∧＿　　： ：　　　 ∧￣ ',　　　　　　　　/　　　　　 ……井川屋はん、
　 　 　 / : : : : : : ::::::＼ｉ 　 ｉ　　 ｀ヽ .::　 　 ／ｉ::.　　.:ヽ　　　 　 　 /
　　　 　 . : : : : : : :::::::::::| 　 |　　　У_::___／　 .ｉ:.　　　　￣￣￣￣|　　　　　　 あんさんとこでは、藤誠に卸す寒天と
　 　 　 . : : : ／ ￣ ￣　　 ﾉ　　　ハ＿_ｉ　　 ヽヽ　　　　　　 　 　 ｉ
　　　 . : ::::::/　　　　　 .ゝ-ｉ　　　 ｌリ　　ヽ､　　', ｀ヽ 　 　 　 　 　 ｉ　　　　　　 他に卸す寒天とで、
　 　 . : : :::/　　,､　　　｀ヽ ｉ　　 ﾚ'　,　'　,´ハ　 　 ハ.　　　　　 　 ｉ
　 　 　 .::/　 　 };;ヽ ハ_ 彡ヽ 　 ヾ　ノ /;;{　 ',　　　 ｉ　　 　 　 　 .ｉ　　　　　　　中身を分けてはるんやてなあ。
　　 　 .:/　　　ﾉ;;;;;;ｉ_ｉ　　_＿ﾚ,　　ｉ∠_ﾉ;;;;;ヽ　ヽ　　/　　 　 　 　 .ｉ
　　　.::/　 　 /;;;;;;;;;ヽ ／;;;;;;;;;;;ｉ　 ｉ ／;;;;;;;;;;;;',　 ヽ ,'　　　　　　　　ｉ
　 　 　 　 　 !;;;;;;;;;;;;;} ｉ;;;;;;;;;;;;;;;ｉ　/ ｉ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ｉ　 У　　 　 　 　 　 ｌ
.　 　 　 　 　 ＼;;;;／ |;;;;;;;;;;;;;;;У.　＼;;;;;;;;;／　　　　　　　 　 　 　 !
　 　 ｉ　　　 　 ／‐--,＼;;;;;;;;;／　､‐--＼　　　　　　　　　　　　 　 !
　
　
. 
　

248   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 13:38:12 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　いく夫はぽかんとした顔で松葉屋を見上げる。
　
　　　　　　　　　　　　　　思いがけない物言いに、内容が理解できなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　 …は？
　　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　 それはいったいなんの……
　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 ,イ
　　　　　　　　 　 　 　 /　ｉ
　　　　　　　　　　　　,'　. :',
　　　　　　　　　　 　 ｉ／ ￣￣￣＼　　　 ハ
　　　　　 ト､　　　　 / 　 . . : : : : : : :ヽ__／. :ｉ　　　　　　　　　 商人にとって、一番大事なんは信用 ―
　　　　　 !　＼＿＿ｉ 　 . . . : : : : : : : :ｉ ｉ . : /
　　　　　 ヽ　　 . : ｉ ｉ　. . : : : : :_:_:_:_:.:.ｌ ｌ_／　　　　　　　　　　 そんな当たり前のことさえ守れんのなら、
　　　　　 　 ＼　. : ｌ ｌ. : : : : :／!　　ヽヽ￣￣￣',ﾐ
　　　　ー=彡〉‐ ' ￣￣￣ｉ　 ｉ　　　 !　＼　. : ::', }.　 　　　　　 暖簾は下ろさはった方がよろしおます。
　　　　　∠ ｉ´ 　 　 . : : : ::/　　　　　 　 　 ＼ : : 〉´--
　　　　　У_|＿_　. . : : : : ハ　 　 ｉ 　 　 　 　 ＼__,: : : 　　　　主にそう言うときなはれ。
　　　　　／　　　￣ ＼: : ｉ　 !　　/ 　 　 ＼ 　 　 ン: : :
　　　　　ｉ　　 　 . . : : ::￣У　　 ハ　　　　 ＼　 　 ヽ: :
　　　　　|　 　 . . : : : : : : : ｉ　　　　ｉ　　　　 　 ヽ　　 ﾘ: 
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　そう言い捨てると、松葉屋は乱暴に暖簾を捲って出て行った。
　
　
. 
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　　　　　　　上機嫌のダディが店に戻ってきたのは夜更けになってからだった。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　　いく夫、喜んでや。
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　藤誠の旦那さんに、
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　ウチの寒天をえろう褒めていただいたんや
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　　 来月からは、また大きな商いになりそうや！
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ ○）　（○）|
　　　　　 　（@　 ::::　 （__人__）　)　　　　　　　 …………
　　　　　　　 |.　 ∪　　｀⌒´　 |
　　　　　　　 ＼ 　　 　u　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　 . 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 どないしたんや、いく夫。
　　 . 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 『天下の藤誠』やー、言うて
　　 ,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 喜んでたやないか。
　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　：　　　　：
　 　 　　 　：／ ⌒｀"⌒｀ヽ、：
　 　 　　：／,,　／￣￣￣￣＼：　　　　　　　　　旦那さん、
　　　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼：
　 　　 ：;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ：　　　　　申し訳ございまへん！
　　　： /　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼：
　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"━━
　
　
　　　　　　　　　　　　　いく夫が畳に額を擦り付ける。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　|.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　|::::::::ゝ　:::::＼:::／　|　　　　　　　 松葉屋はんに……
　　　　　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　　　　　　 （@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj　　　　　　 松葉屋はんに取引きを
　　　　　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　　　　　　 ／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ　　　　　　　 切られてまいましてん…！
　　　　　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　　　　　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　 な、なんやて！
　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　そ、そら、どういうこっちゃ！
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　 　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　 　 |::::::::ゝ　:::::＼:::／　|　　　　　　 きょ、今日、旦那さんが藤誠に行かれてるとき、
　　　　　　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　　　　　　 　（@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj　　　　　　松葉屋の大旦那さんが店にお出でになって、
　　　　　　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　　　　　　 　／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ　　　　　　 「取り引きもこれで仕舞いや」言うて……
　　　　　　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　　　　　　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　　　　　な、なんでや！
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　　なんで、そないなことに！
　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　なんぞ、松葉屋はんの
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　機嫌を損ねることでもあったんか！？
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
　

254   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 13:41:48 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　　 　：　　　　：
　 　 　　 　：／ ⌒｀"⌒｀ヽ、：
　 　 　　：／,,　／￣￣￣￣＼：　　　　　　　　　　　そ、それが皆目見当が……
　　　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼：
　 　　 ：;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ：　　　　　　　すんまへん、ホンマすんまへん…！
　　　： /　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼：
　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"━━
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　 と、ともかく、どなんぞせんならん。
　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　 いく夫、奉公人みんな起こしてこい。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　 誰ぞなんぞ知っとるかもしれん。
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　いく夫はダディに言われた通り、奉公人を呼び集めた。
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　 　　　 ／　ヽ '' ノ＼　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＿） （＿＼
　　　　 　　／　（ ○ ) (◯ )＼　　　　　　　　　　　　　／ 【○】| |【○】 ＼
　　　　　／；:::::⌒,　　　ゝ⌒:::::＼　　　　　　　　　　／　　　　._| |_,　　　u. ＼
　　　　　|　； 　.u　 ﾄ==ｨ' 　　　　|　　　　　　　　　　|　　　　　＼／　　　　　 |
　　　　　＼　　　　 `ー'　　　　／　　　　　　　　　　＼　　 　 -==- 　 　 　／
　
　
　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　／.（○）（○）＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　|. u.　（__人__）　|　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　.　|　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　　　　　　　　　|　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　　　　　　　　　＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　　　/　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　／　　　　｀⌒´　　　　＼
　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　　　|　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　皆、大体のところは知っとるな？
　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　どんな小さいことでも構わん、
　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　なんぞ知っとることや、
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　気のついたことはないか？
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　　　みんな後生や、
　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　井川屋存亡の危機なんや。
　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　 ＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　　なんぞ気のついたことは
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　 なんでも言うてくれ！
　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／＿） （＿＼
　　　／ 【○】| |【○】 ＼　　　　　　　い、いや、
　 ／　　　　._| |_,　　　　 ＼
　 |　　　　　＼／　　　　　 |　　　　　そない言われたかて……
　 ＼　　 　 -==- 　 　 　／
　
　
　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　／　ヽ '' ノ＼
　　　 ／　（ ○ ) (◯ )＼　　　　　　　 私ら、その時分は
　　／；:::::⌒,　　　ゝ⌒:::::＼
　　|　； 　　　 ﾄ==ｨ' 　　　　|　　　　　　使いに出てましたさかい……
　　＼　　　　 `ー'　　　　／
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　やらない夫、
　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　お前はんは店におったんやろ？
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　なんぞ気ぃ付いたことないか？
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　／￣￣＼
　　　　 ／　　u　　ノ ＼　　　　　　　　　　い、いや、
　　　　 |　　　 .u （ ●） |
.　　　　 |　　　　 　（__人_）　　　　　　　　　松葉屋の大旦那さん、
　　　　　|　　　　　 ｀ ⌒ﾉ
　　　　　 |　　　　　　 　}　　　　　　　　　　店に入ってきはった時から
　　　　　 ヽ　u 　　　　 }
　 　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　　　 えらい不機嫌やな、としか……
　　　　　　ノ　　　　　＼
　 　　 ／´　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　／￣￣ ヽ
　　　　　 ／　　　　　　ヽ
　　　　　/　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　あ、そない言われたら、
　　　　　| 　　 　_,.ノ '(ゞ､_|
　　　　　.|　　　 （ ー）ヽ ヽ　　　　　　　　　 たしか藤誠はんのお使いが来られた後に
　　　　 .ﾉ| U 　　（___人_＼＼__
　　　／　 | 　　　 ｀⌒（⌒_　　 ＼　　　　　　一気にお怒りが増したような……
　　　{　　 .ヽ.　　 　 　 し「、　　　 ＼
　　　{　　 ﾄ　｀ヽ.　___´ノ　　ヽ、　 　 i
　　　.|　　 |　　　　　　　|　　／　　 /
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　　　藤誠はん？
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　　　 　 ｜　 　 ( ○) (○）　　　　　　　　へ、へえ…
　　　　　｜ U　　（___人__）
　　　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__　　　　　　　 あ、あと番頭はん、松葉屋はん帰り際に
　　　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_
　　　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |　　　　　 なんや妙な事言うてはりませんでした？
　　　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |　　　　　　　　　 ﾁｬ
　　　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|　　　　　寒天が違うとか、なんとか……
　　　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　　　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　 せ、せやった！
　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　旦那さん、すんまへん！
　　　　　　|　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　 すっかり忘れてましたわ！
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　　松葉屋の大旦那さん、
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|　　　　　　　 ウチが藤誠と他とで
　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　 卸す寒天を分けてる、言うてはったんですわ！
　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　　 何を阿呆な事を、思うて、
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　気にも留めてなかったんですが、
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　確かにやらない夫の言う通り、これは妙ですわ！
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　 ふうむ、多分それやな。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　松葉屋はん、それで怒ってはったんや。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　 それにしても、どういうことや？
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　 あの松葉屋はんが、
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　つまらん言いがかりをつけてはるとも
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　思われへんしなぁ……
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　 ／　　／　 　 ＼＼　　　　　　　（どないしよ……）
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　|　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　 （鈴三屋はんで聞いた話のことや……）
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は気が気ではなかった。
　
　　　　　　　　　　　　己が交わした鈴三屋との約束が頭をよぎる。
　
　
. 
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　　　　途端に挙動があやしくなった丁稚にダディが目をとめる。
　
　
　　　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　 . 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　やる夫、どないした？
　　 . 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　お前はん、なんぞ知ってなはるんか？
　　 ,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　 ／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　　…………
　　　　　／ 　し （＞） 　（＜） ＼
　　　　　|　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　しかし、ぐっと唇を結ぶ。
　
　　　　　　　　　　脳裏には丁稚の自分に深々と頭を下げた
　
　　　　　　　　　　　　　鈴三屋の主の姿が浮かんでいた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　 　 　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　 　 ／（○）（○) ＼
　　　　　　　 　 |　（__人__）　ｕ｜
　　　　　　　　　|　　　　　　　　|
　　　　　.　　　　|　　　　　　 　|　　　　　　　（お、おい、やる夫）
　　　　　.　　　　ヽ　　　　　　/
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　/
　　　　　　 　 　 　／　　　 ヽ
　　　　　　 　 　 　|　　　　　 |
　　　　　　 　 　 　|　　　　　 |
　
　
　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　　　　／ 　し （＞） 　（＜） ＼　　　　　…………
　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　隣りに座っているやらない夫が、肘でやる夫の脇腹をつつくが
　
　　　　　やる夫は表情を変えず、口をつぐんだままだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　いく夫が忌々しげに叱る。
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；　　　　　 何を黙りこくってるんや！
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；　　　　　 ちゃっちゃと答えなはれ！！
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　 まあ待て、いく夫。
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　 ええか、やる夫。
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　商人にとって一番大事なんは、信用や。
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　 お前はんが知ってるんは、
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 この井川屋の信用に係わることかも知れん。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　 話してんか。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　 ／　　＼　 　 ／＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　……
　　　　|　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　主の言葉に、やる夫は意を決したように顔を上げる。
　
　
. 
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　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ／　　　　　＼　　　　　　　　じ、実はこないだ鈴三屋はんにお使いに行った時に
　　　／　＼:::::::::::／　＼
　 ／　　（●）:::::（●）　　＼　　　　　同じことを言うてはったんだす。
　 |　 　　　（__人__）　u　　　|
　　＼　　.　|┬-r|　　　　／　　　　　ウチが藤誠はんに
　　 ／　　　｀ー´９ｍー　）
　　　　　　　　　　`ーー‐'ﾞ　　　　　 伊豆の天草から作った寒天を卸してる、て。
　
　
　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　私が、伊豆の寒天やら井川屋にはない、て言うたら
　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　 鈴三屋はんはわかってくれはったんですけど…
　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは得心したように頷く。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　 さよか、
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　鈴三屋はんでそないなことが……
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l　　　　　　　伊豆の天草……
　　　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　　確かに江戸では評判やと聞いてる。
　　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　　　将軍さんもご推奨やとか。
　　　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　　　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
. 
　

270   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 13:50:59 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　 けどな、寒天作りは天草と水の相性が大事なんや。
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　 丹後の天草やからこそ、伏見の水との相性もええ。
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　せやさかい、美味い寒天になるんや。
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　それに、伊豆の天草を
　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 はるばる伏見まで運んで寒天を作るとしたら、
　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　 それこそ法外な値ぇを付けな、算盤に合わしまへん。
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　そないな高い寒天、どこが買うてくれますやろ。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　 ウチは美濃志摩屋の寒天場で作る
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　 寒天一手しか扱うてへんさかい、
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　お代はどれもいっしょ。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　せやのに、その材料が、片や丹後、片や伊豆て。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼　　　　　　　そらぁ、藤誠はんだけに
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　 伊豆の天草で作った寒天を回してるとしたら、
　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　 他所が怒って当然や。
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　松葉屋の大旦那さんが怒らはったのも、
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　そこやろ。
　
　
. 
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　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　 せやけど、旦那さん。
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　何処からそんな話が
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　出て来たんですやろ？
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　 ま、その話はあとや。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　ダディは番頭の話を遮る。
　
　
. 
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　　　そして、奉公人一同を見回すとねぎらいの言葉をかけた。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　みんな、夜遅うまで済まなんだなあ。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　これで大体のところはわかったし、
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　 後は私らの仕事や。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 お前はんらは、早よ、お休み。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　やる夫、お前はんは残んなはれ。
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　ちょっと言うとくことがある。
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
　

274   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 13:53:35 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　あ、あの……
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　すんまへんでした……
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　 すんまへんでした、やない！
　　　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　　　鈴三屋はんでのことを、
　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　 何でその日のうちに言わんかったんや！
　　　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　 そしたら松葉屋はんのことかて、
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　早めに手ぇ打てたはずやないか！
　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　一人残らされたやる夫を番頭が怒鳴りつける。
　
　
. 
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　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；　　　　　　お前はんのお陰で、
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　　　井川屋は大口の取引先を
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；　　　　　　無くしてしもたんだすで！！
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　 　　メ ,, -──- ､._＼
　　　　メ／　u　　　　ﾟ 。 ＼＼
　　／ ／　　　 ノ 　ヽ､　　　＼＼
　　　! |　 oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo 　|　　　　　　…………
　　＼＼　　 　（__人__）　　 ／く<
　　　ノ ﾒ/　　　｀ ⌒´　　　ヽヽヾ
　
　
　　　　　　　　番頭の激しい怒りに、やる夫は震え上がる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　ダディがいく夫を止める。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　 いく夫、もうええ。
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　そこまでにしとき。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　やる夫、言わんかったんは
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　なんぞ理由があるんやろ？
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　何でや？
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　約束を…約束をしたからだす。
　　　　　 ／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　　　　／ 　oﾟ⌒　　　⌒ﾟo　 ＼　　　　　鈴三屋の旦那さんと。
　　　　|　　　　 （__人__）　　　　|
　　　　＼　　 　 ｀ ⌒´ 　 　 ／　　　　　 忘れる、言わへん、て。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　なるほど。
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　ほな、お前はんは鈴三屋はんとの約束を守るため、
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　鈴三屋はんのお前はんに対する信用を守るために、
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　黙ってよと思たんやな。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo　　　　　 へ、へえ。
　　　　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；
　　　　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　ほうか、なるほどなあ……
　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 なあ、やる夫。
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　商人が何よりも大事にせなあかんのは、
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　他人さんの自分に対する信用とは違うんや。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　　／　　 　 　＼
　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　　　 ／ oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo ＼　　　　　　 えっ……
　　　 |　　　　 （__人__）　　　　 |
　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´　　 　 ／
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　商人にとって一番大事なんは、暖簾や。
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　　暖簾に対する信用が何をおいても
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 大事にせんといかんもんなんや。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　　　　　　奉公人が己の信用を守るために
　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　　実を通して暖簾に傷がつくのんと、
　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　 己の信用は無うなっても
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　暖簾に対する信用が揺るがんのんと、
　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 どっちが商人として真っ当か、
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　よう考えてみ。
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　主の言葉は、丁稚の心に重く響いた。
　
　
　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　ようわかりました……
　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　 すんまへんでした……
　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　 よっしゃ、
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　 わかったんやったらもうええ。
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　お前はんも早うお休み。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　やる夫が下がった座敷に、ダディといく夫が残った。
　
　
　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　ほなら旦那さん、
　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　 明日の朝一番に松葉屋はんへ行きはりますやろ？
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 私もご一緒させて頂きますよってに。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　 いや、その前にちょっと
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　 調べてみなあかんことがある。
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　あ、済まんが明日、
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　やる夫を借りますで。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　　やる夫を？
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　そらかましまへんが、
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　　　　一体なにをやらせるおつもりで？
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|　　　　　　　　その話はまた明日や。
　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|
. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|　　　　　　　　今日のところはもう寝よやないか、
　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 だいぶん夜更かししてもうたわ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌朝。
　
　　　　　　　　　　　　　ダディはやる夫を伴って、鈴三屋を訪れた。
　
　
　　　　　　　　　　..---. ...
　　　　　　　, -‐.': :_: :---｀ ｰ-.、
　　　　ｰｧ´:,　‐ -ｧ: :7￣l:.ヽヽ‐..＼
　　　　 /／イ: : /: ./.:ｲ: }::. :}:.}:ヽ:､:ヽ、
　　　 ノ.: .: ./: : lﾊ:AL_}:/ }::.ﾊﾊ::.:}:.ト_--
　　 ´ ７:::::_|::. : | '┬ｫﾐｰ'jﾑ_ム}::ﾊ:｢｀
　　 　 |:.:{ r|{:.. :l　 ￣´　　{ｴｵﾊ.ﾊ{　　　　　　何だすて？
　　　　ﾊ:ヽvﾍ:ﾘ u 　 　 　 〉　|:/
　　　　　Vl:.:T　　 　 , ---,　 ﾊ!　　　　　　　 私ら夫婦を藤誠に招待するて、
　　　　　　}::ハ、　 （ ＿_/ , ′
　　　 ／ﾌ´{　　＼　　－ /　　　　　　　　　　井川屋はん、そらどういうことだすのや？
_ .. イ:::::::{　 ＼　　｀ ┬‐′
:::::::｜ 　 l　 　 ＼,_　/ ＼
　　 }　 　 ヽ 　 ∧ 〉ヽ 〈| ＼
　　 ーｧ-‐ ﾍ_/ヽ.＞‐くﾄj､ ヽ＼
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　　ｼｮｳｺﾄﾅ
　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　 こない仕様事無しなお願いも、
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　 鈴三屋はんを見込んでのことだす。
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　お二人だけで、藤誠の料理を
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　食べに行って頂きたいんだす。
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾌｸｻ
　　ダディは懐から銭の入った袱紗を取り出して、深く頭を下げる。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／:::::::　　　　　　 ＼
.　　　　　|:::.　　 ''''''　　　''''''　 |
.　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）|
.　　　　　|:::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|
　　　　　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／　　　　　費用のほうは一切、
　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´
　　　　 /　　|　|　　　/　|　　　　　　　　 うちで持たせてもらいますよって、
　　　　/　　 |　|　　/ |　|
　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|　　　　　　　　　どうか、お頼もうします。
　 　 /　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_
　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　／　　　　　　 .　＼
　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼
　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|
　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／
　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ
　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　　　　　　　　後ろで、やる夫も慌ててお辞儀をする。
　
　
. 
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　　ダディは鈴三屋を訪れると、天草の話をどういう経緯で耳にしたかを店主から聞き出した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　|　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　__.　--─-- 、
　　　　　　　　　　　　∠　　　　　　　　＼
　　　　　　　.　　　／,r　/　/　　ヽ ﾍヽ　 ＼　　　　　.　　　　　　 　 　 　 ,. --─‐‐-､
　　　　　　　　　 /// ,　|　｜　 　 |　| ﾍ　　ヽ　　　　　　　　　　　　　 .ｚ∠二二二ヾ:.ヽ
　　　　　　　.　　|/ ｌ /　|　∧ |　| :|　|、:|｜　 ',　　　 .　　　 　 　 　 ,仏:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀尓
　　　　　　　.　　| l　|　､ﾄ､.|. |ﾊ ﾊ |ヽ!ヽ'Ｖ　　｜　　　　　　　　　 ./:.:.:.:.:._∧ィ:|ヽ|:.:,､:.:.〈＼＼
　　　　　　　.　　lｲ　lヽ| _ム-- ｀　レﾆニT |　N　　　　　　　　　　.}ｨ:.:.:.:./zzミ､|　ﾆ二:.:.:i　l}__}
　　　　　　　　　　∨|　|´ 'ﾓｼ´　　　ﾞー'　|｜ |　　　 .　　　　 　 　 |:}!:.:.{“ iり　　 に!”}.:.ﾚﾘ.:|
　　　　　　　　　　 |ハ！　　　 　 　 　 　 |/／　　　　　　　　　　　:|ｲ}:.:.!　　　'　　　　| }.:.|.:.|
　　　　　　　　　　　　ヽﾄ、　　　 l　　　　/　　　　　　.　　　　 　 　 |.:|:.八　　.r‐ ，u.ｲ:..:.:.:!.:.|
　　　　　　　　　　　　　ヽl＼　 -─　　.ｲ　　　　　　　.　　　　　 　 八ﾚ.:.:.:＞.　二 ィ:./|:.:.::|.:.|
　　　　　　　　　　　　　　　 l｀　 ._　 ／ ﾉ、　　　　　 .　　　　　　　 __ﾊ.ｚイﾘ　　　 ト､ ﾚ.从:ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　/　|　　　 ,rく. ヽ　　　　　　　　　　　rイ:| N..　　ヒ --＜}　.＼
　　　　　　　.　　　　　　　/　,ヘ　　 /　∧｜　　　　　　　　__f´ 　 | N　　 |-ー‐-/　 .〃｀ｰ､
　　　　　　　　　　　　　　|　ハ　',　/ ／ ∧!　　　　　　　 ＜. 　 　 } N　　 |￣￣/　.〃　　　ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ´.　　　　　　 l N　　 .|　　/　〃　　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　それは、藤誠で食事をした客からの話が元になっているとのことだった。
　
　　　　　　　何でも、藤誠の寒天料理の美味さに感動した客の一人が寒天について尋ねたところ、
　
　　　　　　　　　　　　　　伊豆の天草を使用したものだ、との返答を得たというのだ。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／＼
　　 ／　　　　　　 　 ::＼　　　　　藤誠はんに寒天を納めさせてもろてるんは、
.　　|　　─　　　─　 　 |
.　　|　（●）,　､ （●）､　|　　　　　うちとこだけと聞いてます。
.　　| 　 ,,ノ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　 ＼　　 ｒ‐=‐､ 　.:::／　　　　　けんど、他で伊豆の寒天を仕入れてはるんやも知れまへん。
　　 ／｀ー ｀ﾆﾆ´一''´＼
　
　
　　　　/＼＿＿_／＼
　　 ／　　　　　　　　::＼　　　　　もし、うちとこの寒天やったとしても、
.　　| 　 　 　 　 　 　 　 :|
.　　|　　 ノ　　 ヽ､　　　:|　　　　　それを店側がほんまに伊豆のもんやと言わはったかどうか。
.　　|　（●）,　､ （●）､.:::|
　　 ＼　,,ノ(､_, )ヽ､,, :／　　　　　 何より厄介なんは……
　　 ／｀ー ｀ﾆﾆ´一''´＼
　
　
　
　 /　　／ 　 ..::/.::/　.:::::: /.::::::/.:::::!::::::..!.. l　　::ヽ｀ヽ
　i　　/　　 .::::::!::/l ..:::／/.:::／!:::::/l::::::::l:::::l:::....l　 !
　! 　 ! l　.:::::::/l/__l／　/／　 ｌ:::/.:::!::::/!:::::!:::::::!::!:l
　ｌ　/l/l .::::::/　＿_ ｀ヽ、　 　 ｌ/ .::::l::/.:l:::/l:::::::!::!::!
　 V く ｌ .:::/ 　 ¨ 疋ﾀ` ヽ､ノ　.::::::_j/　-―ｌ:::/.∧l
　　∨ｰ!::/　　　　｀¨　　 　 　 ／fr芹､:::／l/.:/
　　j/iヽl/　　　　　　　　　　 /.:::::┴'..:::/./　j/　　　　　藤誠はんが、わざとそう言わはったとしたら ――
.　　　ｌ::∧　 　 　 　 　 　 　 { ::::::::::::::/.:/
.　 __/V ::ヽ　　　　　　　　 ／..::::::::::/.:/　　　　　　　　 いうことでんな？
／i/　 ! ::::::ヽ　　 　 _　　　 　.:::::／ j/
.三l　:: ｌ　:::::::ヽ、　　　__‐-..::::／
.三 !.:::::.ヽ、:::::::::ヽ、　....:::::／
三ﾆｌ:::::::::::::＼::::::::::::::ｰ匕＼
　
　
. 
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　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　（藤誠はんが、丹後産の天草で作った寒天を、
　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　伊豆産ってウソついてる、ていうんか…？）
　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　後ろに控えていたやる夫にも、ダディが何を一番気にかけているか、漸くわかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　鈴三屋が確認するように妻の顔を伺う。
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::/::::::::::::::::::::i::::i:::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 　 　 /::::::::::/:::::::::/::::::::,:::::,ｲ:::::|:::::!:::::i:::ヽ:::::ヽ
　　　　　　　　　　　/::::::::::/:::::::,.ｲ:::::::,ｨ:::,ｲ::::::/!:::::|::::::!:::::!:::::::ヽ
　　　　　　　　　　 ,'::::::/::::!:::／,ｲ::／ .!/ .|::::/ |:::::ﾊ:::::!::::::!::::::::::i
　　　　　　　 　 　 !::::::l::::::ﾚ',! ー-､　　　 !/　 !::/　!::ハ:,ｲ:::::::::::|
　　　　 　 　 　 　 !::::_」:::::::::!　..,,＿`ヽ､_,.　　 ,ﾘ 　´ _,..,_ !::::::::ﾊj
　　　　　　　　　　!/f r.|::::::::!　 弋ｴﾉ｀　　　　｀'ｨﾆ二_　/:::::::::!
　　 　 　 　 　 　 　 k.ﾔ!:::::::!　　　　　　　　　　 ゞｚｿ,. /::::∧::|
　　　　　　　　　　　|∧`Y::ﾘ 　 　 　 　 　 i　　　　　 //|/　 ヾ
　　　　　　　　　　 　　 !Tヾ　　u.　　　　　j 　 　 　 //ノ
　　　　　　　　　　　　　ﾔ. ヽ.　　　　　　　　　 　 ,.ｲ:/
　　　 　 　 　 　 　 r＜´|.　　＼　 　　 -.- 　　／ |/
　　　　　　 　 　 　 !　 ｀丶､.　　＼ 　 ｰ　　／
　　　　　　 　 　 _/　　　　　`'-､.　`'ｰ-r<´
　　　　　　　, -'" ｀ヽ､　　　　　 ｀ヽ､　f｀, ＼
　　　　 , -'´　　　　ヽ ｀ヽ､　　　　　 >く_Lｒ'´｀ト､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　/／　　／‐───- ､　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 /r‐─‐ｧｰf/　 　 /-────-､　＼＼ ヽ
　　　　　　　　 　 　 　 / ∨三/'¨７　　　/ 　 / / 　　　　 ＼厶 ハ　',
.　　　　　　　 　 　 　 /　　＼/__,/　　　/ 　,ｲ　l　 | 　 　　　 il　V∧ハ
　　　　　　　　　　　 /　　_//〉‐/　 　 /＼/ |ｉ　|l　|　丶 　 　i|　 ｌ　ﾄ､ ',
　　　　　　 　 　 　 ,′ f⌒∨ /　 　 /ハ {＼!　|ｌ !{　　 ＼ 　ｉ|　 |　トく l
　　　　　　　　　　　 / ﾊ.　　V　 　 /ｨfテミ､ ヽ八　ヽ　 　 ヽ_|　 ｌ　|／ |
　　　　 　 　 　 　 ｌ l 〈_∧ 　 ',　　 ﾊ{_f::j:ﾘヾ　 　 ヽ∧＞七　j　 !　|_　 |
　　　　 　 　 　 　 | l 　 _ﾑ　_ ゝへ|　V;之_　　 　 　 　_ ヽﾊ ,'　/　 | ＼|
　　　　 　 　 　 　 | l 　＞'´　　 　 ヽ　 　 　 　 　 　ｨ≡气 /　/　　l＼/!
　　　　 　 　 　 　 | l 　| 　 -ー―一ﾍ　　 , ､__　 ヽ 　　 〃:／| 　 ∧　|
　　　　　　　　　　j八　| 　 　 　 ＿＿}　　{　　｀ｱ　 　 ,ムｲ　/　 ,ｲ__j│
　　　　　　　　　,r≦三ﾍ　　￣　　　　ト､　` ｰ'　 ,. イl│　Ⅳ 　/ |　ｊlﾘ
　　　　　　　　/　　/　　ﾊ 　 _,　 --‐〈.　＞‐r＜　　/l│ 〃　 /　j ／
　 　 　 　 　 /／ /　　 | ﾊ　　　　　, ｲ1　　/ 　 ヽ./　∧/ 　 / ／'
.　　　 　 　 〆　/　　　 い ＼　-＜ 　}}／￣￣｀ヽ＞ーｲ ､ /
　　　　　　〈 　/　　　　 ∨ 代＼　　 ハ､　, -―‐- 丶　/／丁fヽ
　　　　　　∧/　　　　 　 ∨　　 `三彡'　＼　 　　__　∨´　　|│ l
　　　　　　l　|　　　　　　　 ＼＝＝彳│　　＼／　　｀ |　　　|│ ｌ
　　　　　　l　|　　　　　　　 　 `ー‐ ´　|　　　　＼　 　 l|　　　|│ l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　ご寮さんが夫に頷き返す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋はダディに向きなおると口を開いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,ｨ'´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀`丶､
　　　　　　　　　　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ､
　　　　　　　　　　　　　 ,.イ´:.:.:.:.:.:./.:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　 r'´.:.:.:.:.:.:.:.!:.:.,ｲ:.,ｲ:../i:.:.l:.:.:ヽ:.:ヽ:.:.:.:.:.ヽ､　　 私は乾物屋で長年、
　　　　　　　　　　　　　/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.!/ !:./.|:./ |:./ !:.:..ﾊ:.:.,|:.:.:.:.ト-､ゝ
　　　　　　　　　　　 ,イ.:.:.:.:.:.:.:.l:.:.:.:/　!ナ-､_ﾚ'　 |ノ　ﾚ'ヽ:.ﾉ!:.!　　　　井川屋の寒天を扱わさしてもろてます。
　　　　　　　　　 　 　 !:.:.:r‐i:.:.il:.:.:..!　 こヒｒ`i｀´　　_ｭ=-.,リ .ﾘ
　　　　　　　　　　　　|,ｲ !i^)ﾚ'l:.:.:./　　　　´　　　 l´ﾋr /:.:.ﾉ　　　　　それにうちの嫁はんは、
　　　　　　　　　　　　!　!:ﾔヽ､.ヽ/　　　　　　　　　ヽ　.l:.:./
　　　　　　　　　　　　　 k.l,`-ｧi　　　　　　　　 　 '´　 /∨　　　　　　伏見の寒天場で働いてた男の娘だ。
　　　　　　　　　　　　　　　k_N.l　　　　　　ｰ─‐-　 /
　　　　　　　　　　　　　　_,イj　 ヽ　　 　 　　　　 .／　　　　　　　　　寒天の味はようわかってます。
　　　　　　　　　　　　／´r'´＼　　 ＼. 　 　　　／
　　　　　　　　_,.ｨ=''7´;;;;;;;|　　 ＼　　 ｀ｰ-ｪ-‐'´　　　　　　　　　　　 実際に藤誠で供されてる寒天が
　　　　_,.ｨ='''´;;;;;;;;;/;;;;;;;;;;;;!　　　　＼　　　ﾉ ＼
-‐'''"´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;/;:;:;:;:;:;:;:;:!　　　 ／トｭ　 ﾔ　Zﾄ､　　　　　　　　　　 どないなもんか確かめるんやったら、
;;;;;;;;;;;;;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:く;:;:;:;:;:;:;:;:;:;!　　／＼ヽ!　ﾉ　_,,>!.ヾ.､
;:;:;:;:ヾ;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:＼:;:;:;:;:;:;:;ﾄ､/ `ｰ-､>--'''7 ﾄ､|;:;:;:〉;＼　　　　　　　私ら夫婦が適役でっしゃろな。
:;:;:;:;:;:;:!;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:／;:;:;:;:;:;:;:;:!　　　　ヽ､_,__ﾉ |;:;:;:;く:;:;:;:;:;:＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　さいだす。
　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　　　顔の知れてる私が行って尋ねてみても、
　　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　　　ほんまのことはわかりまへんやろ。
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　どうでっしゃろ、お頼みしても？
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋はぽんと胸を叩いて請け負う。
　
　
　　　　　　　　 　　 　 __,,,､,, 　 ,,､- ､
　　　　　　　　 　 ／´: : : : : ｀´: : : : :ヽ
　　　　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　　　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.ヽ
　　　　　　 /: : : : : : :i: : : : :.∧: : :il: : i: : :ヾ: :',
　　　　　　,': : : : : : : l: : :/:./　∨:ハ: :i!: :l: :::::::i
　　　　　　l: l: i: : l ／!／∨　　 |/　∨∨!: :::::::l
　　　　　　ﾚ!: !: :l i´""'''ｰ-　　　,､-ｰ'''` l: :::::ﾍ!　　　 よろしおます。
　　　　　　 ∨ﾍ i | ｒ=＝ｧ　　 .,　r≡=､/::∧|
　　　　　　　 !ﾍ∨ゝ　 　 　 　.i　　　　∧ｿ　　　　　　ほな早速、今日行って参じます。
　　　　　　　 ﾚヽi l　　　　　　 ｝　 　 ∧ﾉ
　　　　　　 　 　 ﾚﾍ　　　__＿___　　/ﾉ　　　　　　　　なあに、夫婦二人のこっちゃ、
　　　　　　　　　　∨＼　ヽ __ /　／ ′
　　　　　　　　　／i｛　 ＼ 　` ／i　　　　　　　　　　　隅でも何でも、無理言うて捻じ込んでもらいまひょ。
　　　　　　　 　/:::::l ﾍ　　 ｀　´　∧＼
　　　　　 _,,-''/::::::::l　　` ｰ､　,／　.i:::::＼､,_
　　_,..-.:":::::::/:::::::::::i　　 /;;ﾍ__!入　 l:::::::::＼`::..､,,_
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　|:::.　　 ''''''　 　 '''''' 　 |
　　　　　　　　　|::::.,（一）,　　　､（一）.|
　　　　　　　　　|::::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|
　　　　　　 　 　 ＼:::::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／　　　　　　　　おおきに、助かりますわ。
　　　　　　　　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´
　　　　　　　　 /　　|　|　 　 /　|　　　　　　　　　　　 ほんま、無理聞いてもろてすまんことです。
　　　　　　　　/　　 |　|　　/ |　|
　　　　　　　 /　　　ｌ　|　/　 |　|
　　　　　　　/　　　 | ⊥_ｰｰ | ⊥_
　　　　　　　|　 `ｰヽｌ_ｌ_ｌ.}　ヽｌ_ｌ_ｌ.}
　　　　　　（､`ｰｰ､ｨ　　 }￣` 　　ﾉ
　　　　　　　 `ｰ､､＿__/｀"''－‐"
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディが深々と一礼する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋のご寮さんが嬉しそうに笑う。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ／:.:.:.:.:.:.　-───＼:.:.:.:.:.:.＼
　　　　　　　　　 　 　 ,:':.:.:.:.:.:／　-‐──‐ミ　∨:.:.:.:.:.:.ヽ
　 　 　 　 　 　 　 　 /:.:.:.:.:':.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼}:.:.:.､:.:.:.:.:.ﾟ，
　　　　　　　　　 　 /:.／/:.:.:./ハ:.:.:.:.:、:.:.:.:.:.:.:.:.:l:.:.:.:.｢　＼.:.:.
　　　　 　 　 　 　 .':./ オ:.:.:/〕ﾄ.､{:.:.､:.:＼:.:.:.:._:i_ｌ:.:.:.:.|　廴〕.:.i　　　　　　 井川屋はん、顔を上げておくれやす。
　 　 　 　 　 　 　 i:.:∨{:.:.:.:'　l:!_　＼{＼:.:.Ｘ´:.:ﾊ!:.:.:. |_」 《.:.:.:|
　　　　 　 , ＾!　　 !:.:.Ⅵﾇ:.:| 芹しﾐヽ　　 ヽ　 　 |:.:.:.:.| ハ V:.:!　　　　　　 お礼を言うのは私らのほうだす。
　　　　 　 |　|　　 |:.〈///:.:l　込ツ　　　　ｘ==ミy:.:.:.::|`Y∨:.:.|
　　　　__　|　|　　 l:.:.:〈/:.:.∧　　　 ′　　　　　 ':.:.:.:.:|ノ:.:.:.:.:.:|　　　　　　 こんなことでも無かったら、
　　 _rﾍ Ⅵ　|　　 |:.i:.:..:.:.::.:.:.:.､　　 「/￣}　　 /:.:.:.:.:.从:.:,:.:.:.:.|
　　ハ　(￣｀ヽ 　 |:.|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.〕ト.、 一　　 イ:.:.:.:.:/:.:.:./:.:.i:.:′　　　　　 私らみたいなもんが夫婦揃って
　　{＼)ｲ｀ヽ　 }　 !ハ:.:.:.ト､:.:.:{:.:.:.:.:≧ｰ　　/:!:.:.:.:/:.:.:./:.:.://
. 　 ﾟ，　　{　　ﾉ　 |!　 ＼!__.＼!:.イ.ノ　 　 /:/:.:. ｲ:.:.:.厶イ_′　　　　　　　あないな高い料理屋行くことできまへん。
　　　ゝ　　　 {　　 　 .イ: ｲ: : : ヽ:厶===./.ｲ:／: |:／i:i:/: : :＼
　 　 庁､___ ノﾊ　　 ′|: i:i: : : : :/二二 ー /: : : {!: /i/: /⌒　ヽ、　　　　 おおきに、おおきに。
　　 ,ｆ≧====彳.／ 　 |: i:i: : : : ′　 　 ヽ/: : : : : /i/: /　 　 　ハ
. ／＼: : : : : :_Ｋ　　　l,|: i:i: : : :| 　 　 　 /: : : : : /i/: /　　　　 } 　 、
/ 　 　 ￣￣´　 } 　 / |: i:i: : : :|　　　　,:': : : : : /i/: / {　/　　　　　 ＼
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::/::::::::::::::::::::i::::i:::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 　 　 /::::::::::/:::::::::/::::::::,:::::,ｲ:::::|:::::!:::::i:::ヽ:::::ヽ
　　　　　　　　　　　/::::::::::/:::::::,.ｲ:::::::,ｨ:::,ｲ::::::/!:::::|::::::!:::::!:::::::ヽ
　　　　　　　　　　 ,'::::::/::::!:::／,ｲ::／ .!/ .|::::/ |:::::ﾊ:::::!::::::!::::::::::i
　　　　　　　 　 　 !::::::l::::::ﾚ',! ー-､　　　 !/　 !::/　!::ハ:,ｲ:::::::::::|
　　　　 　 　 　 　 !::::_」:::::::::!　..,,＿`ヽ､_,.　　 ,ﾘ 　´ _,..,_ !::::::::ﾊj
　　　　　　　　　　!/f r.|::::::::!　 （◎）　　　 　 ｀'ｨﾆ二_　/:::::::::!
　　 　 　 　 　 　 　 k.ﾔ!:::::::!　u　　　　　 　 　 （◎）,. /::::∧::|
　　　　　　　　　　　|∧`Y::ﾘ 　 　 　 　 　 i　　u.　　 //|/　 ヾ　　　　　　 こら、ハルヒ！！
　　　　　　　　　　 　　 !Tヾ　　u.　　＿＿j_　　　　 //ノ
　　　　　　　　　　　　　ﾔ. ヽ.　　 　 |ﾟдﾟ ) |　　 .,.ｲ:/　　　　　　　　　　　 いらんこと言いな！！
　　　 　 　 　 　 　 r＜´|.　　＼　 　|( ﾟдﾟ |　.／ |/
　　　　　　 　 　 　 !　 ｀丶､.　　＼　￣￣u.／
　　　　　　 　 　 _/　　　　　`'-､.　`'ｰ-r<´
　　　　　　　, -'" ｀ヽ､　　　　　 ｀ヽ､　f｀, ＼
　　　　 , -'´　　　　ヽ ｀ヽ､　　　　　 >く_Lｒ'´｀ト､
　　　／　　　　　　　　ヽ　 ＼　　／ヽO〉 |｀r､.|　｀丶､
　
　
. 
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　　　　　　夫婦のやり取りにダディ主従が声を上げて笑う。
　
　
　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　　　／　⌒　　　⌒　＼
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　／:::::: " （__人__） "::::: ＼
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　 |　　 　 　 |r┬-|　 　　　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　＼ 　　 　 `ー'´　　 　／
　
　
　　　　昨日からの重苦しい空気を払う、朗らかな笑いだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　その夜のこと。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　 /　　／ 　 ..::/.::/　.:::::: /.::::::/.:::::!::::::..!.. l　　::ヽ｀ヽ
　i　　/　　 .::::::!::/l ..:::／/.:::／!:::::/l::::::::l:::::l:::....l　 !
　! 　 ! l　.:::::::/l/__l／　/／　 ｌ:::/　!::::/!:::::!:::::::!::!:l
　ｌ　/l/l .::::::/ ＿＿｀ヽ、　 　 ｌ/ 　 l::/ l:::/l:::::::!::!::!
　 V く ｌ .:::/　￣"'ヾﾐ　ヽ 　 　 　 _ｊ/　-―ｌ　/.∧l
　　∨ｰ!::/　　　　　 　　 　 　 ／ -=ﾐ　.／l/.:/
　　j/iヽl/ 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　 /./　j/　　　　　ごめんやす。
.　　　ｌ::∧　 　 　 　 　 　 　 {　　　　./.:/
.　 __/V ::ヽ　　　　　　　　 ／　　　 /.:/　　　　　　　　鈴三屋でおます。
／i/　 ! ::::::ヽ 　 　 　 　 　 　 　 ／ j/
.三l　:: ｌ　:::::::.ヽ、 　` __‐-　 .／
.三 !.:::::.ヽ、:::::::::ヽ、　　　 ／
三ﾆｌ:::::::::::::＼::::::::::::::ｰ匕＼
　
　
　　　　　井川屋の面々が夕餉を済ませた頃に鈴三屋が訪れた。
　
　
. 
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　　　　　　いく夫が飛んで行って、店主を奥座敷へと案内する。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　これはこれは鈴三屋はん、
　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　　　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　　　 お待ちしておりました。
　　　　　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／　　　　　　　　さ、おあがりください。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　 　　 　 __,,,､,, 　 ,,､- ､
　　　　　 　 ／´: : : : : ｀´: : : : :ヽ
　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.ヽ
　　　 /: : : : : : :i: : : : :.∧: : :il: : i: : :ヾ: :',
　　　,': : : : : : : l: : :/:./　∨:ハ: :i!: :l: :::::::i
　　　l: l: i: : l ／!／∨　　 |/　∨∨!: :::::::l
　　　ﾚ!: !: :l i´""'''ｰ-　　　,､-ｰ'''` l: :::::ﾍ!　　　 すんまへんな、夜分遅うに。
　　　 ∨ﾍ i | ｒ=＝ｧ　　 .,　r≡=､/::∧|
　　　　 !ﾍ∨ゝ　 　 　 　.i　　　　∧ｿ　　　　　　ほな、失礼さしてもらいます。
　　　　 ﾚヽi l　　　　　　 ｝　 　 ∧ﾉ
　　　 　 　 ﾚﾍ　　　__＿___　　/ﾉ
　　　　　　　∨＼　ヽ __ /　／ ′
　　　　　　／i｛　 ＼ 　` ／i
　　　　 　/:::::l ﾍ　　 ｀　´　∧＼
　　 _,,-''/::::::::l　　` ｰ､　,／　.i:::::＼､,_
　
　
. 
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　　　　　　　＿＿
　　 　 　 ／ノ　ヽ＼
　　 　 ／（○）（○) ＼
　　 　 |　（__人__）　ｕ｜
　　　　|　　　　　　　　|　　　　　お、おい、やる夫…
.　　　　|　　　　　　 　|
.　　　　ヽ　　　　　　/　　　　　　あれって……
　　　　　 ヽ　　　　/
　 　 　 　／　　　 ヽ
　 　 　 　|　　　　　 |
　 　 　 　|　　　　　 |
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　ああ、鈴三屋の旦那さんや。
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　鈴三屋はん、早速報告に
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　来てくれはったんやろ……
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　 ／￣￣＼
　　　／　　 _ノ　　＼
　　　|　　　 （ ○）（○）
　　.　|　　U　 （__人__）
　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　　 藤誠、
　　.　 |　ι　 　`ー'´}
　　.　 ヽ　　　　　u 　}　　　　　　 結局どないやってんやろ……
　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　/　　　 く
　　　　　|　　　　 ＼
　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　 わからん……
　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　でも、旦那さんの言う通りやったとしたら……
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　　　｜　 　 ( ○) (○）
　　　｜ U　　（___人__）　　　　　　　言う通りやったとしたら、どうなるんや？
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　 松葉屋はんとの取り引き、
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |　　　　無うなってしまうんか？
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　松葉屋の大旦那さんの
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　言う事が合うてた、いうことやからなあ…
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　奥座敷では、鈴三屋とダディ、それにいく夫の三人での密談が行われた。
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　 ／イ::::::::::....　　　　　　　　　　:::::::::::::::::
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　　/:::/::::::::::::::::::::::::.....　　　　...............................
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　　. /:::/{:::::::::::::|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　 ..|: / .|: ∧: /＼::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl　　　　 ..|/　 |/{ .∨ ／＼}:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|　　　　　　　　 ヽ ィ=ﾐ_　 ∨:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〉 }し'　　 ∨:::::::: ﾄ､}⌒ヽ::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　∨:::::: }( ｀ 　 }::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　 く　　 　 　 　 　 Ⅵ:::/ У ／:::::::::::::::::::
　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　　　　　｀)　　　　　　　　∨r一〈:::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　.　 　 　 `ーz　　　　　　 ./　　 〉::::::::: |＼::::::
　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　　　　　　　}　 　 　 　 ／　 　八:: ﾄ､::{ 　У
　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　　　.　　　　 　 乂＿＿＿　 　 　 　 ∨ ∨／
　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　　　　　　＿厂 ＼ ＿ ィ´￣
　　　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　　　　　　　　　 〈　　r一 ´　　　　　　　 ／ /
　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　それは、やる夫たちが丁稚部屋に引き上げる段になってもまだ続いていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　翌朝、ダディは奉公人全員を店に集めた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　　　　　　　　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　 　　　 ／　ヽ '' ノ＼　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＿） （＿＼
　　　　 　　／　（ ○ ) (◯ )＼　　　　　　　　　　　　　／ 【○】| |【○】 ＼
　　　　　／；:::::⌒,　　　ゝ⌒:::::＼　　　　　　　　　　／　　　　._| |_,　　　u. ＼
　　　　　|　； 　.u　 ﾄ==ｨ' 　　　　|　　　　　　　　　　|　　　　　＼／　　　　　 |
　　　　　＼　　　　 `ー'　　　　／　　　　　　　　　　＼　　 　 -==- 　 　 　／
　
　
　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　／.（○）（○）＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　|. u.　（__人__）　|　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　.　|　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　　　　　　　　　|　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　　　　　　　　　＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　　　/　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　／　　　　｀⌒´　　　　＼
　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　　　|　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　皆、こないだの松葉屋はんとの件やけどな。
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　色々調べたら、藤誠で、
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　 うちとこの納めてる寒天が
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　 “伊豆産や”て吹聴されてることがわかった。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　（やっぱり……せやったんか……）
　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　 皆も知っての通り、うちで扱うてる寒天は
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　 丹後の寒天と伏見の水で作ったもんや。
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 そしてそのことに誇りを持ってる。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／　-‐'　　'ｰ- 　 ＼　　　　 せやさかい、お客はんから尋ねられたら、
　　　　　|　（●）,(､_,)､（●） :::|
　　　　　| 　 　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|　　　　 胸張ってそれを伝えるんや。
　　　　　| 　 　 //⌒ヽヽ　　.::|
　　　　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|　　　　 てんごでも、伊豆の名ぁなんぞ出したらあきまへんで。
　　　　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　　　　／｀ー‐--‐‐―´＼　　　　　ええな！！
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【てんご】冗談
　
　
. 
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　　　江戸の将軍様もご推奨の伊豆産の天草で作った寒天、ということになれば、
　
　　　　　　　　　　大坂の客は珍しがるだろうし、料理にも箔がつく。
　
　
　　　　　　　＿＿＿
　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼
　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼　　　　（せやけどそれって、客を騙してるてことやないか！）
　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|
　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　　　　　　　　やる夫の小さな胸は怒りの炎で燃え立つようだった。
　
　
. 
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　　　.　　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　.　　 ／　'''''　 　　　　 ＼
　　　　　 | ､（ ●）　....::::::::::::::::|　　　　　　　　さて、と。
　　　　 　､_, )ヽ､,,　　 ....::::::.::::.|
　　　　　 |＝‐､'　 　 ........:::::::::.|　　　　　　　　この一件、しまいをつけなあかん。
　　　.　 　＼:,..-''ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ.V
　　　,,....--'''':::..　 　　　..　　　　ﾞ-､　　　　　　やる夫、すまんけど
　　　:::::　　::.　　　　　　i　　　　 ヽ　i
　　　:::::　 |::::　　　　　　|:::.　　　　 i　|　　　　今日もついて来てもらうで。
　　　:::::　 |:::::.　　　　　.(:::::　　　　 :|｜
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　　＼
　　　　　　 ／　 _ノ ''　'ー　＼　　　　　　　　 へ？
　　　　　／　　（●）　 （●）　 ＼
　　　　　|　 　　　 （__人__）　 　　|　　　　　　　へ、へえ。
　　　　　＼ 　 　 　｀ ⌒´　　　／
　
　
. 
　

309   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 14:18:00 ID:MuxeJ07Q0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　店主はいつものように右足を引きずりながら、黙って歩いていく。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　天神橋を渡り、左手に久宝寺橋、安堂寺橋を見ながら、川に沿って進む。

　

　

. 
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　　　　　　　　　そこまで来て、やる夫は、はっとした。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　　　　／ （○）　（○） ＼
　　　　 ／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　　 |　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　（この先は島之内……）
　　　　 ＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　　　／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　（旦那さん、ひょっとして……）
　　　　 (<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　　　|、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　　 ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　主人の行き先がわかったのだ。
　
　
. 
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　　虫籠窓のある漆喰の白壁と、黒光りする出格子とが、その店の構えを清々しく見せている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.／／／.＼＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 .／／／:|| || ||＼＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　.／／　.|_||_||_||_||_.||　 ＼＼
　　　　　　　　　　　　　　 .／／　　　￣￣￣￣´　 　.＼＼
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|　|　　　　　| |::::|　 　 | |　 　 | |ヽ.　ヽ.　ヽ. 　 　.| |　　　　　|　|:|`⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒⌒艸艸艸⌒艸艸艸:::；,､
|　|　　　　　| |::::|＿＿|_|＿＿|_|　ヽ.　ヽ.　ヽ. 　 .| |　　　　　|　|:||_ _.i _ _;i _ _i _ _i.__,.i _艸彳　　　　　　　ｿ｡ﾟ；::
|　|　　　　　| |==========================| |　　　　　|　|:||　　　　　　　　　　　　　　　　　艸ヽ､丿;;::::艸艸艸
|　|　　　　　| |==========================| |　　　　　|　|:||_ _.i _ _;i _ _i _ _i.__,.i _ _;i _ _　艸⌒ヽ艸艸艸艸
|　|___________| |＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝| |___________|　|:||　　　　　　　　　　　　　　艸艸艸（jj,,;;〃
|　|　　　　　|_|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿|_|　　　　　|　|:||_ _.i _ _;i _ _i _ _i.__,.i 艸艸艸艸　　）::；；
／￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉ,､,､,､
　::::::::::::::::::::／＝　　＝　　＝　　＝　＝　＝　＝　＼::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　　　　ノ⌒´
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⌒`´　,.r''"　""
　
　
　　　　　　本瓦葺きの屋根には、屋号を模った鬼瓦が誇らしげに乗っている。
　
　　　　　　　　　　　　　掲げられた看板には、『藤誠』と書かれていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　庇の下で打ち水をしていた女衆が、ダディを認めて笑顔を向けた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ,.. -―- ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,....．．．､,,._ ／　　 　 　 ｀ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 ,...:':´:.:.:.:.:.:;:.:.ｧ‐|:ヽ､＞､　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.;.:.'´:.:'´:.:.:.:.:.:∧:＼:`:...､　　　　　'､
　　 　 　 　 　 　 　 /:.:.:.:.:.:／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.＼　　　　}
.　　　　　　　 　 　 /:.:.:.:／:.:.:.／:.:.:/:.:.|:.:.:.:.:.:.:.∧:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ　　 '
.　　　　　 　 　 　 /:.:.:./:.:.:.:.:/:.:.:.:/|:.:./!:.:.:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:ヽ
.　　　 　 　 　 　 /:.ミ//:/:.:.ｉ:,斗:七了≧:.:.:.:.:.:.i:.|i:.:.:∧:.:.:∧:∧
　　　　　　　　　/:.:.:.:|:|:.|:.:.:/l:.:/　 .!:.:|　V:.:i:.:.:.:≦ヽ:.:.:|:.|:.:.:.|ヽ:.!
　　　　　　　　 /:.:.:.:.:Ⅳ|:.:.| ,.ィfﾃ示ﾞ':!　ヾ |:.:.:/:/ .|:.:./: !:.:.:.|. V!
　　　　　　 　 /:.:.:.:.∧Ⅳ!:.!　f,ﾉ;;刈　　　　|:.f示ﾊ |:./:.:.|:.:.: |　ﾘ
　　　　 　 　 /:.:.:.:.:.{ {　＼:!　弋;炒 　 　 ノ'ﾞ{,乃　/:.:.:./:.:.:./ ./
　　 　 　 　 /:.:.:.:.:./:.丶ﾆ_ヾ　　　　　　　　 弋ﾂ　/:.／i:.／／　　　 あら、井川屋の旦那さんやおまへんか。
.　　　　　　/:.:.:.:.:./:.:.:.:.:./∧.　　　 　 ＿_　 ` 　 イ:l ,/;'"
.　　　　　 /:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.//:.:.ﾄ.､ 　 　 {　　 /　　 /:.:|　　　　　　　　　 おいでやす。
.　　 　 　 i:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.//:.:.:.!.　＼ 　 ゝ‐'´　.イ　|:.:|
.　　 　 　 |:.:.:. /:.:.:.:.:.//:＿,|＿_.　＞,....＜:./:/　 !: |
　 　 　 　 V:.:/:.:.:.:.:./-'´　　 　 ＞.､|:.:.:.:.:./:/ 　 |:.:|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　 まいど。
　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　 ちょっと、旦那さんと
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　 話をさしてもらいたいんやが。
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディも愛想よく応える。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　女衆は頷いて、奥へと声をかける。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 ,..-----､　　 ,､---､
　　　　　　　　　　,.ィ:´::,:､-::‐‐::':´ヽﾞ　　　　ヽ,
　　　　　　　　　/::::,､:'::::::::::::::::ノ::::::ﾊ:＼　　 　 ',
　　　 　 　 　 ,ｲ:ミ／:::::::::／::/:i::::::::::i::::ﾊヽ
　 　 　 　 .／::::::/::::/::::,:'i:／i/!:::::::::::i::::::ﾊハ
　　 　 .,..'::::::,:イ:::://:::ｨﾁ了iハ::i::::､ﾉi:::i:::i::i:ﾊ　　　　　 へえ、ただ今、ご案内を。
　 　 ./:,:イ::::::::::,ｲ::ｉ:ｲんﾊ`　　V:::/ヽ:::!::i::::i:ﾘ
　　　,'::::／:::::ノ:::::::i_.i弋;ｿ 　 　 だﾊi:://!::ﾘiﾘ
　　 ,'／::::／::::::,:'::::ﾊ　　　　　, ゞ' ｲ/:'.ﾘ/ .'　　　　　　ちょっと！
　　.iハ::/::/::::/:::::,-‐iﾍ.　 し' 　 ,.ｲｲ　 '´
　　　 弋ﾊ:::/::::::/.　` .､`　ｧチ:::::/ﾘ　　　　　　　　　　ちょっと誰ぞお願い！
　　　 　 .ヽﾊ::::/ 　　　　` .､'､ ＞､
　　　　　　 　 i-‐-､　　　　　＼　 ヽ:､
　　　　　　　 i::::::::::::＼　　　　 ヽ 　 Vi､
　　　　 　 　 i´　　｀ヽ::ヽ. 　 ,ｨ心x夂N.i
　
　
　　　　　呼びかけに応えて駆けだしてきた丁稚が、奥へと取次に走る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　しばらく待つと、案内の手代が姿を見せた。
　
　
＿_ ／.:-.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ.:.:i.:.:.:.:_,,.:.:..:.:.:.:.:.:｀ヽ
ヽニ.:.:.:.:.:.:.:.:フ.:.:.:.:,_,_,,,_｀yi／,_,,_,,,､_.:.:.:.:.:.:.:.:|
,,,＞ー/.:.:.::/.:.:|~^｀　　　｀^~'´ ´　｀~^|.:.::.:.:.:|
ー-　/_,.ｨ´:.:.::|　　 ___,,　　　､_　　　　ト､.:.:.::|､
;;;;;;;;;;''´ /,.:.:.:.::| ｒ=‐''"'ヽ　　　｀ﾝ==､_.|::ヽ:.:.:ト
　　　　ｿ,ｒｲ ,ｪ|　,ｨ‐=､　　　 ;´r=-､　レ､;ｨ|｀i　　　　　　すんまへんな、井川屋の旦那さん。
　　　_,, ｒ'´i|ｒ;;;| 　　　　　 i　　　　　　ト´.|
　／　　　　＼{:| ..::::::...　 ::|　　..::::::... .ﾚ'/　　　　　　　　えろうお待たせしてしもうて。
/　　　　　　　｀ヽ　　　　　　　　　　./~
ー,　　__.　　　　 ヽ　　 ー --‐　　./　　　　　　　　　　 ほな、ご案内しますさかい。
　 ト'´　｀''､_　　　 ｀i ､　　　　　, ｲ
i　:i　　./　　 ｀''､_..ｒ'|.　ヽ､＿,, '　.ト､
i　 i　 /　　　　/　/　｀-､_　　.__ /ｒ |‐､
:i　 i ./　　　／　/　　　/ .V´､　　　/　｀i､
:｀　 /　　 /　　 /i　　/ ~ー‐'ヽ　　/　　 i　ヽ､
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　いえいえ。
　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　さ、やる夫、
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　お前はんもついておいで。
　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は驚いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　　　／_ノ　 ヽ、＼
　　　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）.＼
　　　　　　　　　　　　 ／　　　（__人__）　　u. ＼　　　　　　　　　 えっ？
　　　　　　　　　　　　 |ｎi 7　　 ｀ ⌒´　　　　.　|ｎ
　　　　　　　　　　　l^l | | ｌ ,/)　　　　　　U 　l^l.| | /）　　　　　　 いや、でも、それは……
　　　　　　　　　　　', U ! ﾚ' /　　　　　　.　.　| U ﾚ'/／)
　　　　　　　　　　　{　　　 〈　　　　　　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　　　　　　　　..i,　　 　."⊃　　　　ｒニ 　　　 /
　　　　　　　　　　　　."'""⌒´　　　　　　　`''""''''
　
　
　　　　 　 　 　 　 /::::::::::::::::::::＜￣¨｀　 `'＾゛＾｀ヽiヽ:::/::／:::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　i:::::::::::::::::::∠´　　　　　　 　 　 　 V!/イフィ::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　 　 ｉ::::::::::::::::／　　　　　　　　　　　　　　　 　 ￣i::::::::::::::::::::
　　　　　 　 　 　 i:::::::::::::::ﾌ　　　-‐‐‐-- ､ _　　.､　　　　　　　i:::::::::::::::ヽ:
　　　　 　 　 ､＿_i::, =-､;7　　　 　 ＿＿ ｀ヽﾆフﾉ　　,≠=-、 .i::::::::::::::::::::
　　　　　　　　＼::/ .ハ.ｉ　 　 　 ＜i::::ﾟ/ ヾ｀::　　 　 /::´　　　　i::::!¨＼::::::
　　　　　 　 　 ＜i　/⌒i　　　　 　 ￣¨　　　　　　.::ｨ-ｔ‐､　　/::::::!.　　＼::
　　　　　 　 　 .∠i ｉ　 （|　　　　　　　　　　　　　 /:::`‐' ´　 ∧__::::＼　　｀
　　　　　　　　 　 ｀ﾄ.ヽ_,|　 　 　 　 　 　 　 　 　 i:: 　 　 　 /　　 ￣¨｀
　　　 　 　 　 　 　 i:｀>ｲ　　　　 　 　 　 　 　 　 i:::　　　　/
　　　　　　　　　　 ｉ:::!　!　　　　 　 　 　 　 　 　 i::.　　 　/
　　　　　　　　　　 i/: : : ',　　　　　　　　　 ‐ ,_ノ:　　 　/　　　　　　　…………
.　　　　　　　 ┌-ｲ: : : : : ',　　　　　　　　　 　 　 　 ／
　　　　　　,;;､ ﾉ.｀〈: : : : : : :＼　 ∠ニ_‐‐---,　　／
　　　　 ／;;;;く　　 ＼.: : : : : :.:ヽ　　　　￣￣　／
　 　 ／;;;;;;;;;;;;;ヽ　　　｀ﾞｰ-:,:,: : :＼_　 　 　 ／
,.,:;;;;´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼.　　　　　¨ヽ : : ¨7‐-‐'
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤誠の手代も怪訝な顔をする。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　このような時、丁稚は外で主を待つものであり、
　
　　　　　　　　　　　　　　　丁稚を伴って座敷に上がるなど考えられないことであった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　手代に構わず、ダディはやる夫を促す。
　
　
　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　 かまへん。
　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　ええから、ついて来なはれ。
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　：／　　　　＼：
　　　　　　　 ：／ _ノ　iiiii ＼. ＼
　　　　　 　／ 　（○） 　（○） 　＼
　　　　　 ： |　　　　（__人__）　　　 |：
　　　　 　　 ＼　　　｀ ⌒´　　　／　　　　　　　　　へ、へえ……
　　　　　　　 / ⌒　/⌒Y⌒ヽ ヽ
　　　　　 　：|　　＼|　　.i　　ｲ　|
　　　　 　 　|＼　／ 　 人 　.＼!
　　　　　 　 |　 ＼___／　 ＼__/：
　　 　 　 　 |　　　　　　　　/
　　 　 　 　 |　　　　 　 　 /
　
　
　　　　　　　　　　主に急かされ、やる夫もおどおどとついて上がった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　二人は奥座敷へと通された。
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　　　　　　　　　　　　　　板場が近いのか、昆布出汁の良い香りが漂っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ　　　　　 （ふえー）
　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l
　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／　　　　　 （さすが老舗料理屋ともなると、
　　　　　/　　　　　　　　 ヽ
　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ　　　　　　　 奥座敷も贅沢なもんやなぁ）
　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　これ、やる夫、行儀の悪い。
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　しっかり口は閉じときなはれ。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
　

321   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 14:23:09 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　　　／ ￣￣ ＼
　　　　　　 ／ノ　　ヽ__ 　 ＼
　　　　　／（―） 　（― ） 　 ＼
　　　　　|.　　（_人＿）　　　u　|
　　　　　 ＼ 　 ｀⌒ ´　　 　 ,／
　　　　　　/ 　　　　　　　　ヽ　　　　　　あ、すんまへん……
　　　　　./　l　　　,/　 /　　 i
　　　　　(＿) 　　(__ ノ 　 　 l
　　　　　／　　／　　　___ ,ノ
　　　　　!､＿__!､＿_＿＿_つ
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 うん、それでええ。
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 行儀良うにな。
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　襖が開いて、藤誠の主、誠が現れた。
　
　
　　 　 /: : /:: : : / : : :.!:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ| :/　|:./⌒ヽＶ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 〈　{} 　 |/　 .ﾚ　{} 　} |:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　　　　､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　 {ﾊ/　V　　　　　やあやあ、
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　Tﾆｰ‐‐‐,‐''　 ／　　　　　　　　　えらいお待たせしてしもうて。
　　　　　　___,ｒ| ＼　 ｀二二´　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　亡くなった先代の跡を継いで三年、
　
　　　　　　　　その商才で藤誠を益々の繁盛店にしたやり手である。
　
　
. 
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　　　　ダディは自分より遙かに歳若い店主に深々と頭を下げる。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　 旦那さん、先日は色々と
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 おおきにありがとうさんでございました。
　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　また本日は突然に伺いまして
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　えろうすんまへん。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　／　　　　　　 .　＼　　ﾍﾟｺ
　　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼
　　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|
　　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／
　　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　　　　　背後に控えたやる夫も主に倣って頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　丁稚のやる夫が座敷に上がっているのを怪訝そうに見る。
　
　
.　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :.、: : : : : : : : ヽ
.　　　 /: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ| :/　|:./⌒ヽＶ: |.: : : | V　　　　　　　（なんで丁稚が座敷におんねや？）
　　＜ : ｣_: : / 〈　　ﾟ　|/　　ﾚ　 ﾟ　..}|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　　　　､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|　　　　　　　　ま、ま。
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　 {ﾊ/　V
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !　　　　　　　　　　　　そないにかしこまらんと。
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　 ｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　　/　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ ´　　　　　　　　　　　　　　　ほんでまた、今日はどないなご用件で？
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
::::::::::::::/:::::::::∧　　　　/二＼　|::::::ヽ::::::::::::＼
::::::::::::/::::::::::::::∧ヽ　 /: : : : :}ヽ!::::::::::〉:::::::::::::::!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　ダディは余計な前置きをせず、話を切り出した。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　旦那さん、
　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　井川屋がこちらに卸させてもろてます寒天は、
　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　丹波で採れた天草がもと、
　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　というのはご存じでっしゃろ？
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　 　 /: : /:: : : / : : :.!:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : : :|: : ／|: : : : :|: : |: : : : :',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /＿ |: : :,/|: : /ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/´　　|: :/　|:./￣｀'Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : /.　　　　 |/　　ﾚ　　　}|:./ヽ: : :|
　　＜:: |. 小{ 　 ≡≡　　　　≡≡　ﾚ{: :|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　{ﾊ,;'　（(
　　　　　 ＼_!　Ｕ　　　　　 　'　　　　!　(　( ヽ)　ﾎﾜ～ｯ
　　　　　　　 ヽ　　　 ー=＝‐ 　　／　 ヽノζ
　　　　　　___,ｒ| ＼　　 　 　 　 ／　　 |￣￣￣|(^)
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ _　,　ィ´　　　　| ''..,,''::;;⊂ニヽ
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､　　.| .,,:: ;;;;ン=-　)
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 ! ,ｒ-''⌒＾ニ);;;;ヽニノ ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　途端、誠の表情に緊張が走る。
　
　
. 
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　　　　　が、それはほんの一瞬のことで、すぐに穏やかな笑顔を見せる。
　
　
　　 　 /: : /:: : : / : : :.!:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ| :/　|:./⌒ヽＶ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 〈　{} 　 |/　 .ﾚ　{} 　} |:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　　　　､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　 {ﾊ/　V　　　　何や、そないなことですかいな。
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　Tﾆｰ‐‐‐,‐''　 ／　　　　　　　　勿論、重々存じておりますがな。
　　　　　　___,ｒ| ＼　 ｀二二´　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|　　　　　　　　　 ほなら、何で、伊豆の天草で作った、と
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　お客はんにふれ回ってはるんだすやろ？
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　一転、険しい目つきになった誠が、身を乗り出してダディを見据える。
　
　
　　　　/: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ -=o=-| :/　.|:/　 Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 　　　　　 |/　　ﾚ-=o=-|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾚ{: :|ヽ:|　　　　何の話や？
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､ 　 　 　 {ﾊ/　V
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !　　　　　　　　 誰が誰に、何を言うた、言わはるんや？
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　 /　／
　　　　／:/::::| ＼　ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　：／　　　　＼：
　　　　　　　 ：／ _ノ　iiiii ＼. ＼
　　　　　 　／ 　（○） 　（○） 　＼
　　　　　 ： |　　　　（__人__）　　　 |：
　　　　 　　 ＼　　　｀ ⌒´　　　／
　　　　　　　 / ⌒　/⌒Y⌒ヽ ヽ　　　　　　　　 （こ、こわ……）
　　　　　 　：|　　＼|　　.i　　ｲ　|
　　　　 　 　|＼　／ 　 人 　.＼!
　　　　　 　 |　 ＼___／　 ＼__/：
　　 　 　 　 |　　　　　　　　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　その目つきの悪さに、やる夫は僅かに身を震わせた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは誠をじっと見つめ返す。
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼　　　　　　　　昨日、この店にお客として来やはったお人から伺いました。
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　　　　　　　藤誠の寒天料理の感想を直接、板場に伝えたい、と
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　　無理言うて板長と話をさせてもろたそうです。
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　　　その際、『伊豆の天草で作った寒天』と、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|　　　　　 はっきり聞かはったそうでおます。
　
　
　　　　　　　　　　 　　,..::.--.:.:.…..‐-.､　　　,
　　　　　　　　　　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:≧≠-‐‐,
　　　　　　　　　 , ':.::.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.i
　　　　　 　 　 /:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾊ
　　　　　　　_,/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:..;.':.:/:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:i:ﾘ
　　　　　 　 ｫi:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./.:.:/:.:.:.:./:.:.:.:.:;i:.:.:.:.:.:.i:.:i
　　　　　　　 ｲ:.:.:.:.:.:.:.:.:/:.:./:.:.:.:./:.:.: /:.:l.i.:.:.:.:./V
　　　　　　　　V:.:.:.:.:.:.:i:/ i :.:.:.:/ i:.:./:./:.:!.:.:.ｲ
　　　　　　　 　 V:.:.:.:.:.:.:ヽi:.:.: /　i:./l/l/i.く´　　　　　…………
　　　　　　 　 人/ﾍ￣´　i:.／　 .i;'　　　 _〉
　　　　　　／::::::::::ヽ ＼　 '　 ＼　　 　 /
　　　　／::::::::::::::::::::ヽ.　＼_, -'´ `　ｰ'
　　　/:::::.＿:::::::::::::::::::ﾍ　　.>ﾊ
　　/::´:::::::::::::｀:::.､:::::::::ヽ／￣}
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　気まずそうに、誠が視線を外す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、苛立ったように大声を上げる。
　
　
.　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :.、: : : : : : : : ヽ
.　　　 /: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ| :/　|:./⌒ヽＶ: |.: : : | V
　　＜ : ｣_: : / 〈　　{}　|/　　ﾚ　 {}　}|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　　　　､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　 {ﾊ/　V　　　　　　 おい、誰ぞ！
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　 ｀t　　 ／　　　　　　　　　　板長にすぐ奥座敷に来い、て言うてこい！
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　　/　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
::::::::::::::/:::::::::∧　　　　/二＼　|::::::ヽ::::::::::::＼
::::::::::::/::::::::::::::∧ヽ　 /: : : : :}ヽ!::::::::::〉:::::::::::::::
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　板長は直ぐに姿を現した。
　
　　　　　　　　　　　歳の頃は三十半ば、思ったよりも若い。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}　　　　　　　 旦那さん、
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　　 なんぞご用でっしゃろか？
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　　 あ、これは井川屋の旦那さん、
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l　　　　　　　　いつもお世話になっとります。
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　襖の向こうでタスキを外し、素早く纏めてダディに向かって一礼する。
　
　　　　折り目正しい所作は、見ていて気持ちの良いものだった。
　
　
. 
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　　　　/: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ -=o=-| :/　.|:/　 Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 　　　　　 |/　　ﾚ-=o=-|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾚ{: :|ヽ:|　　　　　　ジャギ、お前はんか？
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､ 　 　 　 {ﾊ/　V
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !　　　　　　　　　　 うちの寒天が伊豆の天草で出来てる、て
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　 /　／　　　　　　　　　　　　　吹聴してるんは？
　　　　／:/::::| ＼　ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　　　 へっ？
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
. 
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.　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :.、: : : : : : : : ヽ
.　　　 /: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ| :/　|:./⌒ヽＶ: |.: : : | V　　　　　　・ .・ ・ .・ .・ ・ .・ .・
　　＜ : ｣_: : / 〈　　ﾟ　|/　　ﾚ　 ﾟ　..}|:./ヽ: : |　　　　　　　お前はんなんやな？
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　　　　､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､　　　　 {ﾊ/　V　　　　　　　伊豆産の天草の話をふれてまわったんは。
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　 ｀t　　 ／　　　　　　　　　　 私は今、そのことでこの井川屋の旦那さんから
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　　/　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ ´　　　　　　　　　　　　　　えらい責められてるんやで。
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
::::::::::::::/:::::::::∧　　　　/二＼　|::::::ヽ::::::::::::＼
::::::::::::/::::::::::::::∧ヽ　 /: : : : :}ヽ!::::::::::〉:::::::::::::::!
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ　て
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}　（
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　！！
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　板長のジャギは茫然と主を見、ダディを見た。
　
　　　　　　　　　　　　そして、ふいに何かを悟ったように項垂れて畳に手をついた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　今まさに詫びようとするジャギより先に、ダディが口を開いた。
　
　
　　　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_　　　　　　　　　旦那さん、私が耳にしたところによると、
　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　 板長だけや無うて、お運びはんやら丁稚に至るまで、
　　　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　ここで料理に使てる寒天を
　　　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　 『伊豆産や』『将軍さんのお墨付きの天草や』て
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　言うてはるそうだすなあ。
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ -=o=-| :/　.|:/　 Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 　　　　　 |/　　ﾚ-=o=-|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾚ{: :|ヽ:|　　　　 知らん、知らん！
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､ 　 　 　 {ﾊ/　V
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !　　　　　　　　　それは主の私のあずかり知らん話や！
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　 /　／　　　　　　　　　　　奉公人が勝手に言うてますのやろ！
　　　　／:/::::| ＼　ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誠の声は驚くほど大きかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　老舗料理屋店主の嘘は、
　
　　　　　　　　僅か十二歳の寒天問屋の丁稚にも見抜くことができた。
　
　
　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／　　 ノ（ ＼
　　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　＼　　　　　　 （奉公人が主人の指図無しに
　　　　　　 ／ ノ（ ●━━● 　 ＼
　　　　　　 |　　⌒ （__人__）　ノ（ 　|　　　　　　そないなこと言うわけあるかい！）
　　　　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　 ⌒／
　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　主でありながら、下の者に責任を擦り付けるその無様な姿に、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は腹が立ってならない。
　
　
. 
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　　　しかしダディは誠には目もくれず、板長のジャギの方に身体ごと向き直った。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　 ジャギはん、この店に最初に寒天を卸させてもらう時に
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　お話しさせてもらいましたなあ。
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　うちとこの寒天は、丹後の天草と伏見の水とで
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　風味と食感の良い寒天に仕上げてます、て。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　へ、へえ…
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／:::::::　　　　　　 ＼　　　　 伊豆の天草の評判は、この私も聞いてます。
. 　 |::: . 　 ''''''　 　 ''''''　 |
　　|::::.,（一）,　 　 ､（一）|　　　　大坂のもんは、平素は将軍さんに気ぃも払わんかて、
. 　 |::::: ノ　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　|
　　 ＼:::.ヽ｀-=ﾆ=- '　／　　　　 そのお墨付きがある、て聞いたら面白がりますやろ。
　　/ 　 ｀一｀ﾆﾆ´-,ｰ´
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／　-‐'　　'ｰ- 　 ＼　　　　けんど、寒天は天草だけで出来てるもんと違う。
　　|　（●）,(､_,)､（●） :::|
　　| 　 　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|　　　　そこには水との出会いや、天場で働くもんの気概が係っているんだす。
　　| 　 　 //⌒ヽヽ　　.::|
　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|　　　　寒天作りに携わる者の誇りを踏みつけるんは
　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　／｀ー‐--‐‐―´＼　　　　褒められたことやおまへんで。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディの視線はジャギに向けられているが、
　
　　その言葉は、紛れもなく藤誠店主、誠に向けてのものだということが、やる夫にもわかった。
　
　
. 
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:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::i
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾄ、:::::l
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼:::::::::::::::::::::::::::::::::! ';:::::i
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／:::::::／ヘ|::::::::::::::::::::::::::!　';:::l
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::／ |:::::／　 　 |:::::::::::::::::ﾄ::::/ 　 !:!
::::::::::{:/:::::::::/::::::/　　 !::/三三三|::::/ﾚ:::::/ |/ 　 　ﾘ
:::::::::::i:::::::::/ |:::/　　　i/　　 　 　 |:∧　|:/　′
:::::::::::::::::::/　|/　　　　　　　　　　ﾞ　 ヽｿ
:::::::::::::::::∧　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　（……ちっ）
:::::::∧:::/　｀ｰ　　　　　　　　　　　　　／
:::::/　∨　　　　　　　 　　　∠二 7 /
／ﾍ　　　　　　　　　　 　 　 　　 , '
＼　 ＼　　　　　 ＿　 　 　 　 /
　 ＼　 ＼　　　 /　　｀　ー - ′
　　　＼ 　＼__ /
　　　　　￣＼ ＼
　
　
　　　　　　　：,.:::''::´::￣::`:::.、：
　　　　　 ：／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ：
　 　 　 ： /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}：
　　　　： l:::::::::::::ゝ－－－－ ι：
　　 　 ： |::::::::::::）　 ◯　　○ （：
　　　　：,ｌ::::::::::::η　Ｕ|||||||U　ゝ：　　　　　　　　申し訳……ございまへん……
　　　　： ゝ---η.　　|||||||　　ゝ：
　　　　　　： /≦ ヽ .|　　|　≧：
　　　　 　 ： {　l　 l　|*　*|　| l：
　 　 　 　 ： {　.l　 l .|　 * | .| l：
　　　　　　：/　 l　 l |　*　| l l：
　　　　 　：l ---l　 l--　 -l l：
　　　　　 ：|　　 ｀^^　　　 ｀^：
　
　
　　　　苦虫を噛み潰す誠とは対照的に、ジャギは畳に平伏し、そう声を絞った。
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　 いや、お前はんが謝らなあかん相手は、
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　この寒天問屋とは違いますやろ。
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　伊豆の天草、将軍さんのお墨付きの天草で作った寒天、て
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 信じて料理を召し上がったお客はんやとおもいますで。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　なあ、旦那さん。
　
　
　　　　/: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ -=o=-| :/　.|:/　 Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 　　　　　 |/　　ﾚ-=o=-|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾚ{: :|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､ 　 　 　 {ﾊ/　V　　　　……ジャギ、もう下がってよろし。
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　 /　／
　　　　／:/::::| ＼　ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　水を向けられた誠だが、それには応えず、忌々しげに奉公人に言った。
　
　
. 
　

339   ◆8epcM/V4rs 2014/01/18(土) 14:32:08 ID:MuxeJ07Q0
　
　
　　　　　　　：,.:::''::´::￣::`:::.、：
　　　　　 ：／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ：
　 　 　 ： /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}：
　　　　： l:::::::::::::ゝ－－－－ ι：
　　 　 ： |::::::::::::）　 ◯　　○ （：
　　　　：,ｌ::::::::::::η　Ｕ|||||||U　ゝ：　　　　　　へ、へえ……
　　　　： ゝ---η.　　|||||||　　ゝ：
　　　　　　： /≦ ヽ .|　　|　≧：　　　　　　　井川屋はん、ほんま申し訳ございまへんでした…
　　　　 　 ： {　l　 l　|*　*|　| l：
　 　 　 　 ： {　.l　 l .|　 * | .| l：
　　　　　　：/　 l　 l |　*　| l l：
　　　　 　：l ---l　 l--　 -l l：
　　　　　 ：|　　 ｀^^　　　 ｀^：
　
　
　　　　　　　　　　　　　項垂れた姿のまま、ジャギが板場へと下がる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　ジャギが下がるのを待って、ダディは改めて誠に向き直る。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　旦那さん、申し訳おまへんが、
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　今日この時を以て、
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　井川屋は取り引きを打ち切らせて頂きとう存じます。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　／　　_ノ 　 ヽ_ ＼
　　　 　　／　　 （＞） 　（＜） ＼
　　　　 　|　　::::::⌒（__人__）⌒:::::l
　　　　 　＼　　　　|r┬-/ 　　／　　　　　（や、やった！！）
.　　　ｸﾞｯ /⌒/＾ヽ､`ー'´　,ィヽ、
　　　 　 /　 ,ゞ　,ノ　　　　 　, 　＼
　　　　　l ／　 /　　　　　　　ト　　 >
　　 　 　 ヾ＿,/ 　 　 　 　　 |／ ／
　　　　　　 |　　　　　　　　　 |／
　
　
　　　　　　　　　　　　　溜飲が下がる、とはこういうことを言うのだろうか。
　
　　　　　　ダディの後ろでやる夫は思わず歓声を上げそうになるのを辛うじて堪えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誠が嘲るように言う。
　
　
　　　　　　　　　　　-─ ､　 ,　-──- ､
　　　　　　　　　　 , - ─｀＜::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　 ／::::::::::::::::::::ヾ::::::::::::::::::::::::::｀- ､
　　　　　 　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼　　　　　　　　　 ふ、ふん、えらい鼻息だすな、井川屋はん。
　　 　 　 　 /:.:.:.:.:.::::::::::::::::i:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　/: : : : : : ::::i: ::::ﾊ:: :::::::: : :::ﾄ:::::::: : i: : :::::::::::ヽ　　　　　　　寒天を扱う問屋なんざ、
　　 　 　 /: : /: /: ::::::|::::/　V::ﾄ::::::: :::| ＼::: :V: : :::::::::::|
　　 　 　 |: :/: /: :/:::::|∠─ V| ヾ:::::::|￣ V:::::i:::::::::::::::::}　　　　　　　この大坂に掃いて捨てるほどおます。
　　　　　 ﾚ.|:.::::|:::i:::::/:/　　.､ﾊi　＼:::ﾚｨ--V::ﾄ::::::::::::::::ヽ
　　　 　 　 .|::::::|:::l::/|::ﾚ'¨￣ヽ　　　ヾ| .ｨｧiｭVﾊ::::::::::::::::ﾊ　　　　　　それに、うちみたいな老舗料理屋と取り引きしたがるもんも
　　 　 　 　 |::::::|:::K .V　ｨTj.}　　　　 　 { J i ' ﾊ::::::::::::ﾄ;;ゝ
　　　　　　　|::::∧:r-､. ┴‐┴　　　　　￣￣　i .ﾋ V:ﾊ::::i::＞　　　　仰山いてますのやで。
　　　　　　　|::/　|:|ﾚヽ　　　　　　i 　　　　　　レｲ/'ﾘ::::::＞
　　　　　　　ヾ.　 | ヽ∧　　　　　　　　, ｨ　　r‐ム::ﾊ／　　　　　　　逃がした魚は大きい、いう言葉を
　　　　　　　　　　V:::/ ヽ､　 ヾ≡三彡'ﾞ　／'´
　　　　　　　　　　 ヾi　 　}＞　　　　　, イ　　　　　　　　　　　　　　思い知らはったらよろしおます。
　　　　　　　　　　　　　　　 　| ｀ - ´_ -┴┐
　　　　　　　　　　　　　　　r‐'V/￣　　　　/::＼
　　　　　　　　　　　　　　 / /:::::入 　 　 ./::::::::::|""＼　　　　　　　 さ、もう引き取ってもらいまひょか。
　　　　　　　　　　　　／:/ /:::::::::::∧　　/::::::::::::|::::::::::::" - ､
　　　　　　　　　　／/:::::|V∧::::::/　 ＼/::::::::::::::|::::::::::::::::::::::　　　　　早う、早う、去ンなはれ！
　　　　　　　　 ／:::/:::::::|　 /:=:::i　 　 /::::::::::::::::|::::::::::::::::::::::
　　　　　　　 /:::::::::|::::::::|　/::/::::|　　 /:::::::::::::::::/::::/:::::::::::::::::
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　追い立てられるように藤誠を出ると、
　　　　　　　
　　　　　　　ダディはしばらく黙ったままゆっくりと歩いた。
　
　
　　　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　…………
　　　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　…………
　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　そして、長堀川が見えてきたあたりで、
　
　　　　　　　　唐突に立ち止まってやる夫を振り返った。
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
　　　　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　 あーあ、やってしもた。
　　　　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　　　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　また、いく夫に怒られてしまうわ。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼
　　　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　　旦那さん……
　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　　　　しかし口調は全く悔いのない、明るいものだった。
　
　
. 
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　　　　　　　と、心斎橋の袂に一人の男が佇んでいるのを認めた。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　　 ／::::::::::::::::::::U::::::ヽ
　　　　　　/:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　　　　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ:::U:::::/　 　||||||| 　 ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　井川屋の旦那さん…
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　　　　 {　l　 l　|*　*|　| l
　　　　　　　{　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　　　 l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 
　
　
　　　　　　　　　　　　先刻の藤誠の板長、ジャギであった。
　
　　ジャギはダディに駆け寄ると、膝に額がつくほどに身体を折り曲げた。
　
　
. 
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　　　　　　　：,.:::''::´::￣::`:::.、：
　　　　　 ：／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ：
　　　　： /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}：
　　　　： l:::::::::::::ゝ－－－－ ι：
　　　　： |::::::::::::）　 ◯　　○ （：
　　　　：,ｌ::::::::::::η　Ｕ|||||||U　ゝ：　　　　　　この通りでおます。
　　　　： ゝ---η.　　|||||||　　ゝ：
　　　　　　： /≦ ヽ .|　　|　≧：　　　　　　　ほんに、ほんに、
　　　　　　： {　l　 l　|*　*|　| l：
　　　　　 ： {　.l　 l .|　 * | .| l：　　　　　　　 お詫びの言葉もございまへん。
　　　　　　：/　 l　 l |　*　| l l：
　　　　　 ：l ---l　 l--　 -l l：
　　　　　 ：|　　 ｀^^　　　 ｀^：
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　 もうええ、もうええ。
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　顔を上げなはれ。
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　ダディは板長に優しく声をかける。
　
　
. 
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　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　大方、お前はんは私が承知の上でのことやと
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　思てはったんやろ。
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 ところでジャギはん、藤誠に入って
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　どれくらいにならはる？
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　へ、へえ、
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　　かれこれ二十五年ほどになります。
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
. 
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　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　ほな、先代に仕込まれたんか？
　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　 先々代と先代、
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　 お二人によう仕込んでもらいました。
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
. 
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　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　さよか、やっぱりなあ。
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　先代がまだご存命やったら、
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　 こないに不細工なことにはならんかったやろに。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 あんたも災難やった。
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　……
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　何もかも見通しているダディの言葉に、ジャギは唇を噛んで俯いた。
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　せやけどな、ジャギはん。
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　主人が間違うたことしてたら、
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　それ諌めるんも奉公人の務めやで。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／┛┗::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::┓┏::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　……諌めても……
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　 …なんぼ諌めても、聞く耳持たん主やったら、
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　 どないしたらええのんか……
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
. 
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　　　言ってしまって、ジャギは耳まで真っ赤になった。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ:::U:::::/// 　||||||| // ゝ　　　　　あい済みまへん、
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　忘れてください。
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　ダディの返事を待たず、ジャギはさっと一礼すると、
　
　　　　　島之内の町並みに逃げるように駆けて行った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 殿様の出来が悪いと、家臣が苦労する。
　
　　　　　　　　　　店主の出来が悪いと、奉公人が苦労する。
　
　
　　　　 　 　＿＿__
　 　 　 　／　　　　＼
.　　 　／　 　 　 　 　 ＼
.　　／　　　 ―　　 ー　 ＼　　　　（武家も商家も、
　　|　　　　（●） 　（●） 　|
.　　＼　　　　（__人__）　 ／　　　　　上次第で下が苦労するんは一緒なんやなあ）
.　　　ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼
　／´　 　　　　　　　　　 　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　ジャギの背中を見送りながら、やる夫は思った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　ダディはダディの、やる夫はやる夫の、それぞれの者思いに耽りながらの帰り道であった。

　

　

　　　　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

　　　ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

　　　､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

　　　,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

　　　-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

　　　＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

　　　＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

　　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

　　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

　　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

　　　＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　　　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　　天神橋を渡り、青物市場を抜けて、漸く井川屋へと辿り着いた。

　

　

. 
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　店の前に立ってそわそわとダディの到着を待っていたらしいやらない夫が、
　
　　　　　　　　　　　二人の姿を認めて、慌てて中へ駆け込む。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　　　　.　|　　　　　　　　|　　　　 番頭はん！
　　　　　　　　 |　　　　　　 　|
　　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　旦那さん、お戻りになられました！！
　　　　　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　入れ違いに、番頭が転がるように店から飛び出してきた。
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 旦那さん！
　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　お帰りやす！
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　:::::::::::::::/＼＿＿_／ヽ
　　　:::::::::／　　　　::::::::::::::::＼
　　　:::::::::| i|i|__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.::|
　　　:::::::::|　 .ﾞ ￣"　 |ﾞ￣ " :::|
　　　:::::::::|　　　　　` '　　 　 ::|　　　　　　 いく夫！
　　　::::::::::＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.　　　　　　すまん！
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　機先を制するように、ダディは両手を合わせて番頭を拝む。
　
　
. 
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　　　　　　まるで子供が悪戯を親に詫びるように打ち明ける。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／,,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,,,::::::＼
. 　 | （＞）,ﾝ < ､（＜）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　堪忍や、いく夫。
. 　 |　　ｒ､_,ｨｪ､_,ゝ　 .:::::|
　　 ＼ 　 ｀ー'´ 　 .::::／　　　　　私、藤誠との取り引きを断ってしもた。
　　 ／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|　　　　　　さすが、旦那さんだす！
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　/| | | | |　 |
　 　　＼ (、 `ー―'´, ／
　
　
　　それを聞いたいく夫は、ぱん、と両手を打って誇らしげに声を上げる。
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　それでこそ、この井川屋の旦那さんだす！
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　 私の見込んだご主人だす！
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（●）,.　 　 ､（●）､.:|　　　　　　え、ええのんか？
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
. 　 |u　 　 (＾ｰ＾> 　 ｡.::::|　　　　　　また苦しいことになるんやで？
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .:::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　
　
. 
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　　　　　　　その時、一人の老人が井川屋の暖簾を捲って姿を現した。
　
　
　　　　　　　　　　　　/:::::::::＼＿＿＿＿ /　 　 ｌ
　　　　　　　　 　 　 /:::::::::::...　　　　o　 /　　　/
　　　　　　　 　 ∧ .ｉ:::::::.. 　 　 　 　 o　ｉ　 　 /､.　　 ∧
　　　　　　　 　 ｉ　ヽ:::..　　　　　　　　o ｀‐‐ ´o ＼／　ｉ
　　　　　　　 　 |　　 ＼　　　＿＿＿　o 　 o＿＿',　　|
　　　　　　　 　 |　　　　ｉｉ 　 ｉ:::ヽ＿_/ｉ　　　i､＿/ｉ |　 .!
　　　　　　　　 ∧ 　 　 || 　 |:::::::::::::::::i　　　|::::::::::| |　/
　　　　　　.　 /　 ＼　 /　 　 ￣￣￣　 　 　￣￣ | /
　　　　　　￣＼　 ! ∨::::.　　 　 　 　 o　　 o 　 　 ﾚ ＼
　　　　　　　 　 ＼ ｉ　＼:::..　 　 　 　 o　　 o　　 ∧　　 ヽ
　　　　　　　　 　 / ヽ　 ヽ:::..　　　　　　　　　　 /　ハ　　 〉￣ ＼
　　　　　　　　　/　　　　ﾘ＼::::..　　 　 　 　 　 /　/　ﾘ　 /　 　 　 ＼´￣
　　　　　　　　/　 /　　 ,'　　＼::..　　　　 　 ／ 　 　 /　/　　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　松葉屋の大旦那だった。
　
　
. 
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　　　　　ダディは一瞬、大きく目を見張り、だがゆっくりと腰を落とすと丁寧に頭を下げた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　これはこれは、松葉屋の大旦那さん。
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　お店の方へご挨拶にも伺わず、
　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　申し訳のないことでございます。
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
.　　　　 　 ∧
　/￣≧-./　',
./　　 　 /　 /　　　　　　　　　_　　 　 　r､
.　 　 。〈＿/。＼　 /ｉ　 　 　 ｉ ',　 　 　 ｉ　',
　 ＿＿。　。___　Ｖ　ｉ　　　　 ｉ　ｉ　　 　 !_　ｉ 　 　 ,-､
　 |｀‐‐'|　ｉ |‐‐'|　 ｉ　ｉ　　　　 |- ',　 　 /　./　　　/　!　　　　　 井川屋はん、
　 ￣￣。:|.。￣　 .! /　 　 　 .ｉ 　 !＿/　 / 　 ／　/
　 　 　 。:|.。　　　ﾚ::＼　　　 ｉ　　 　 　 〈__／　／　　　　　　　頼むさかいに、顔を上げてんか。
＼　　　　:!. 　 　 ∧:::::::＼_／ｉ　 　 　 　 　 　 /＼
　 ＼　　　　　 ／　ｉ:::::::::/　 /　　　　　　　 　 ｉ__　＼　　　　　 そうしてもらわんと、
　　　＼＿__／!　r‐‐‐､---'　 　 　 ／￣　　　　￣二二ﾆｌ
　　　 /　 /　ｉ ｉ　｀‐､＿＿　　　 　 　 　 　 　 ／￣/　　　　　　私の方が恥ずかしいて消え入りたなるよってに。
　　 ＿＿_／| !　　　ｉ　　　＼＿＿　　　　　/　　/
　　 ￣￣ 　 ﾘ､　　　ヽ　 　 　 ｉ::::｀-｀―‐‐´ﾄ､ /
　　　　　　　 ＿＼　　ハ　　　 ＼::::::::::::::::／　＼
　
　
　　　　　　　　来年古希を迎える松葉屋の大旦那は、ダディの手を取ってその顔を上げさせた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾄ､
　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,-､　　　　　　　　　 　 !　',
　　　　　　　　　　　 　 / 　 ＼＿∧＿_　　 　 /　 ',
　　　 　 　 　 　 　 　 /　 　 ´ 　/　ｉ 　 ＼__／　　 !
　　　　　　　　　　　　|　　　 　 / 　 ｉ 　　・＼　　 /
　　　　　　　　　　　　|　/　　 ,'　 　 ｉ　　　　・＼/
　　　　　　　　　　　　| /　　　ｉ　　　ﾄ､　 ＿___　ｉ　　　　　　　　　　この番頭はんがな、
　 　 _＿＿＿＿＿___ﾚ　　　/ｉ　　 │〉 |::::｀‐‐| |
　／::: : : : : : : . .　　　 ￣ ＼__ｉ＿／/.　 ￣￣　|　　　　　　　　　　うちの店に来て、
'´::::: : : : : : : : : . . .　 　 　 　 ＼　 ￣￣￣ｉ 　 ：|
::::::::::: : : : : : : : : : . .　　　　　 　 ＼　　　　ｉ-､__/-'ヽﾊ　　　　　　　何もかも全部教えてくれはった。
::::::::::::::::: : : : : : : : : . . .　　　　　 　 ＼　　 ｉ　　 ＼‐-､｀ー'ﾉ
::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : . . .　　　　　　 ＼　ｉ_　　　 ゝ　＼ﾉ
:::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : : . . . 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 ＼　　｀ヽ,
:::::::::::::::::::::: : : : : : : : : : : : : . . .　　　　　　　　　 ＼　 　 　 　 ）､
::::::::::::::::::::::／￣￣￣￣￣￣＼. .　　　　　　　　　ｉ　 ＼ 　 /　ﾉ
　
　
　 　 　 　 　 　 　 ┌───────────────┐
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　 　 ┌─────────┐ 　 　│
　 　 　 　 　 　 　 └──┼─────────┼──┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 ┌─────┐　 │
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 └─┼─────┼─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□ 
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　今朝、ダディが店を出た後、いく夫はひとり松葉屋を尋ね、渋る大旦那に強引に面会、
　
　　　　　　　　　　　　　鈴三屋から聞いたことを洗いざらい話したのだ。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　 井川屋の店主は筋の通らん商いはせんお人だす。
　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　 藤誠との縁もきっと自分で断ち切らはると存じます。
　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　 せやさかい、大旦那さんがお疑いの件、
　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　 これでけじめとさしておくれやす！
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　そして、取り引きの再開を懇願したのだった。
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 　 □
　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌─────┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌┼─────┼──┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 │└─────┘　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 ┌─┼─────────┼───┐
　 　 　 　 　 　 　 │　 └─────────┘　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 └───────────────┘ 
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　　　　　　/:::::::::＼＿＿＿＿ /　 　 ｌ
　　 　 　 /:::::::::::...　　　　o　 /　　　/
　 　 ∧ .ｉ:::::::.. 　 　 　 　 o　ｉ　 　 /､.　　 ∧　　　　　　　よもや、老舗の藤誠が
　 　 ｉ　ヽ:::..　　　　　　　　o ｀‐‐ ´o ＼／　ｉ
　 　 |　　 ＼　　　＿＿＿　o 　 o＿＿',　　|　　　　　　　あないな真似をするとは思わなんだ。
　 　 |　　　　ｉｉ 　 ｉ:::ヽ＿_/ｉ　　　i､＿/ｉ |　 .!
　　 ∧ 　 　 || 　 |:::::::::::::::::i　　　|::::::::::| |　/　　　　　　　 いや、これも術無い言い訳やなあ。
.　 /　 ＼　 /　 　 ￣￣￣　 　 　￣￣ | /
￣＼　 ! ∨::::.　　 　 　 　 o　　 o 　 　 ﾚ ＼　　　　　　 井川屋はん、どうぞ堪忍しておくんなはれ。
　 　 ＼ ｉ　＼:::..　 　 　 　 o　　 o　　 ∧　　 ヽ
　　 　 / ヽ　 ヽ:::..　　　　　　　　　　 /　ハ　　 〉￣ ＼
　　　/　　　　ﾘ＼::::..　　 　 　 　 　 /　/　ﾘ　 /　 　 　 ＼´￣
　　/　 /　　 ,'　　＼::..　　　　 　 ／ 　 　 /　/　　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　松葉屋は深々と頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　ダディは困惑した顔で視線を天に向ける。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|　　　　 いやいやいやいや大旦那さん、
　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　 どうか頭を上げておくんなはれ。
　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　 （どないしよ、またいく夫に助けられてしもた）
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　いやぁ、さすがや！
　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　さすがは、旦那さんや！！
　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　その横で、いく夫が誇らしげに笑みを浮かべる。
　
　
. 
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　やる夫達は少し離れて、主と番頭の姿を眺める。
　
　
　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　／ 　 ヽ_　　 ＼
　　　　 （●）（● ）　　 ｜　　　　　　　　 ＿＿＿_
　 　 　 （__人__）　 Ｕ 　 | 　 　 　 　 　／　　　 　 ＼
　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　　｜　　　　　 ／＼　 　 ／　　＼
.　　　　　{　　 　 　 　 ｜ 　 　 　／　（●）　 （●）　　 ＼
　　　　　 {　　　　　　 /　　　　　 |　　　 （__人__）　　　 　 |
　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／
　　　　 ／　　　　 　 ＾ヽ　　 　 　 /　　　　 　 　 　 　 ＼
　 　 　 |　　　　　　　 　 |　 　 　 ｜　　　　　 　 　 　 　 |
　
　
　この光景を記憶に焼き付けておこう、と双眸を見開く。
　
　
. 
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　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
　　　　　　　　　大川からの風が表通りを吹き抜けて、
　
　　　　　　　　じっとりとした暑さを一時、持ち去ってくれた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
　







第三章 翠星石
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　　藤誠の一件から、瞬く間に三年の歳月が流れ、天明三年（一七八三年）、睦月。
　
　
　　　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　　ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|
　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　　､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|
　　,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　　-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|
　　＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_
　　＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿
　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜ ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　　＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝
　　　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ
　　　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ
　　　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ
　　　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ
　　　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ
　
　
. 
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　やる夫は初春の陽光に目を細めながら、天神橋を渡っていた。
　
　
　　 　 　　　　＿＿＿_
　　 　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　／（ ●） 　（●）＼
　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼/⌒）
　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　|　ﾉ
　　_＿＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／/
（⌒　　 　 　 　　　　　　　 |_,,,ノ
　""''''''ヽ_　　　　　　　　　|　　　　　　　　　（ええ天気やなあ）
　 　　　　|　　　　 　 　 　 |
　　　　　 |　　　　　　　　　|
　　　　　 i　　　　　￣＼ ./
　　　　　　＼＿　　　 　|/
　　　　　　 _ノ　＼＿＿_）
　　　　　　（　　　 _／
　　　　　　 |＿ノ''
　
　
　　　井川屋へ奉公に上がって五年、十五の春である。
　
　
. 
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　この三年で背はぐんと伸び、声も子供から大人のそれに変わった。
　
　
　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　 ／　⌒　 　 ⌒　＼
　　　　 　 ／ 　 （●） 　（＜） 　＼
　　　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　　そうは見えんかもしれんけど、
　　　　　　／_∩　 　ー‐　　　　＼
　　　　　（＿__＿）　　　　　　　|、　＼　　　 背ぇも伸びてるんやで！！
　　　　　　 　|　　　　　　　　　 |/　 ／
　　　　　　　 |　　　　　　　　⊂　／
　　　　　　　 |　　　　　　　　　し'
　　　　　　　　＼ 　　､／　　／
　　　　　　　　 　＼／　　／
　　　　　　　　＿／　　／｀`l
　　　　　　　（＿_＿_／（＿/
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　何処からか、梅の香が流れてくる。
　
　
　　━┓
　　┏┛　　　　　⌒
　　・ 　 　　 ＿＿_⌒
　　　　　 ／　―　乂＿＿＿_　　　　━┓
　　　　／ノ　　(●／　　 ―　＼　 　┏┛
　　.　｜　(●) 　 | 　 　 (●)　ヽ＼　・
　　.　｜　 　 （__ﾉl　 　（⌒　　(●) |
　　.　│　 　 　 　〉　 　 ￣ヽ__） 　 |　　　 （こないな橋の上で、梅の香り？）
　　　　＼＿＿／´　　　　　 _＿_／
　　　　　　　 /|　　　 　 　 　 ヽ
　　　　 　 　 | |　　　　　　　　 |
　
　
　　　　　　不思議に思ったやる夫はきょろきょろと視線を廻らせた。
　
　
. 
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　　　直ぐ前を歩く少女の髪に、簪代わりに梅の枝が挿さっていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＞　　￣　｀ 丶　 ＿__
　　　　　　　　　　　　　　　／　｢　　　　　 　 　 ／　　　/
　　　　　　　　　　 　 　 ／　　　v　　　　 /　／::＼　　/
　　　　.　　　 　 　 　 ／、　　　 　 　 　 /／::::::::::::::＼'__
　　　　　 　 　 　 　 /::::::::＼　　　 ',　　/::::::::::::::::::::::::::::ヽ ⌒ー
　　　　　　　　　 　 ′::::::::::::ヽ　 　 .　/::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ＿_
　　　　　　　　　　 |::::::::_,ｘ┼::{ 　 　 Y:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　.　 　 　 　 ﾊ::::::ﾊ::ゝイ:ヽ　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　.　　 　 　 　 ＼:小ヽⅥ::i　　　 {::::::::::::::::::::ヽ::::::::::::::::::::::
　　　　　　　 　 　 　 　 　 ﾉ''ﾉ:::} 　 　 }::::::::::::::::::::::::＼::::::::::::::::
　　　　　　　　　　 　 　 　 ＼￣!　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::＼::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　 　｀ゝ　 .ﾊ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼::::
　　　　　　　　　　　　　　　 ノ 　,　'-‐ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 ／　　 　 ＼::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　／ 　 ／:＼＼　　 　＼:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　 　 　 ／　　Y.:.:.:.:.:.:.:.ヽヽ　　 　 ＼::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　{ 　 　 ,{.:.:.:.:.:.:.:.:.:.} }　 　 　 　 ＼::::::::::::::::::::::
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫の頬が緩む。
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　　　　　 .ｲﾄ
　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼　　　　（ああ、あの嬢さんの梅の香りやったんや）
　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
. 
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　女衆などのお供が居ないところを見ると、商家の嬢さんではないのかもしれないが、
　
　　　　　　　　上質な若草色の紬にさげ下結びの紅帯が良く似合っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -- ､_
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ /　　 ＼､
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 く　 /　　.　ィ'|:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |＼／ : : : | lﾉ　　　　　～～♪
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 /|: : |: : : : :.:|､＼
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |＼＿／/|: : l: : : : : :｢＼ ￣￣ /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ー― /７: : l|: : : : : ‘｡::ヽ￣￣
　　　　　　　　　　　　　　　 (､＼__,≫=７:/: : :.ﾊ: : : : : : ‘｡::f≦))＿_ 　 ﾉﾘ
　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼f：｢＿_/;:'.: : :/^ﾍ: : : : : : :‘｡ヽ＿_ff⌒´ノ
　　　　　　　　　　　＿ｒへ.＿＿￣_／: ／: /Ⅵ圦: : : : : : : :＼ヽ}`￣
　　　　　　　　/＼〈: : ＼: : : : : :＿: :／ :／:::::::::::::ヽ: : : : : : : : :＼　　　　　　　　　　　　　､
　　　　　　rﾍ { : : ＼､: : : ￣￣ : : : : ／::::::::::::::::::::::::＼: ＼: : : : : ｀＜ニニヽ　　＿_/:⌒ヽ))
. 　 　 　 ﾍ| : ＼: : : :_＞､＿ノ≦ｘ￣:::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼: ＼: : : ＼: ｀:＜ン￣)-っ: :)ノ: :/
　　　　　ﾊ: : ＼ノ￣　《ﾍ::::::::::::::::::ヾﾐｘ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼: ＼: : : ＼: : ＿／￣´: : : ／
　　　 八ノﾉヽノ　　　　＼≧ｘ:::::::::::::::ヾミﾆﾆﾆﾆ=ｘ＿＿＿__,＞､:￣ : : ＞――ァ´￣
　　　　 ￣　　　　　 　 　 ＼ﾆﾆｘ:::::::::::::::::::::::::::::::`ｰ――――::::'￣￣::__／ﾆﾆノ
　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＼ﾆニｘ＿:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::__ノ／=く
　　　　　　　　　　　　　　　　　 `マ二二二二ニﾆ=-ｘ_＿＿＿ノ三ｱ_) 　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(_ヽ,_ |`マ二ﾆﾆ==―　´ ヽ,__／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |-､　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 人_j＿)
　
　
　　　　何が嬉しいのか、少女はぴょんぴょんと跳ねるように、長い橋を渡っていく。
　
　
. 
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　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／ 　 　 　 ＼
　　　　　 ／　 ⌒ 　 ⌒　 ＼
　　 　 ／　　（●）　（●）　　＼　　　　　あっ。
　　 　 l　 　 ⌒（__人__）⌒　 　 ｌ
　　 　 ＼　　　 lr┬‐ ｌ　　　 ／
　　 　 ／　　 　 ｀⌒´　　 　 ＼
　
　
　　　　やる夫の口からおもわず声が漏れた。
　
　
. 
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　少女の髪から花簪がすとんと抜け落ちたのである。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 ∨∧
　　　　　　　　　　　　　∨∧
　　　　　　 　 　 　 　 　 ∨∧
　　　　　　　　　　　　　　 /⌒,二.´￣｀ヽ、
　　　　　　　 　 　 　 　 / ￣∧ r'´￣￣｀ヽ、
　　　　　　　　　　　,. -ﾑ‐=/ _｣_!　　　/´￣｀ヽ.
　　　　 　 　 　 　 /　/ ／ | ｛　〃x=ミ -- ､　 }
　　　　　　　　　　{　 ∨　,厶ｨ't≠=ミX=ミ　 Y
　　　　 　 　 　 　 '. 　 ヽ. |　j川ﾄﾐXミX ＿_ノ
　　　　　　 　 　 　 ヽ.　　ﾞ|　　,ﾊヾﾐXﾐX. Y´
　　　　　　　　　　　　＼__廴_/　乂　　　 ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　 ＼＿＿/｀￣´'.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∨∧
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ∨∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∨∧
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慌てて拾い上げて、呼びかける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　もし。
　　　　　　　　　　　　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　　　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　梅の枝を落としはりましたで。
　　　　　　　　　　　　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　　　　　　　　　　　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
　　　　　　　　　　 　 　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　,､-‐ '´ _ヽﾉ__`ｰ-､`ヽ､,
　　　　　　 　　 ,.ｨ'´　＿＿ ノ.lヽ　　　 ｀ヽ､ ｀ヽ､
　 　 　 　 　 ／':´:￣: : : : : ￣｀ヽ､, 　　 　 ヽ　　 ヽ
　　　　　　 /: : : : : : : : : : : /: : : : : :ヽ _ヽlﾉ_丶　　　＼
.　　　　　 /:: :./: : /: : : : :./: :./: : : : : :ヽ/.lヽ　i　　　　 ＼
.　　 　 　,': :.:/: ／:/／/:/: :./: : :/: : : : l　　　 l　　　　　　,ゝ
　　　　　l: : :l／_／／／/／ヽ:l:.l: : :l: :.:l　　　 l　　　　,ｨ'´
.　　　　　l:l: :l!ﾄﾓﾊ　　／ ￣｀'ヽ:l: : l!: : l　　　 l 　 ,.ｨ'´l
　　　　　 l:､:ヽゞﾂ　　　　ｲほﾊ'.､l: /: : l　　　 l.,ｨ'´:.: : l
.　　　　　 ヽ!ｰ`　' 　　　 弋:::ﾝ.ﾉ`/: : / ､ﾙ_ /: : :.: : :.:l　　　　　　　　えっ？
　　　　　　 /ﾍ　､ _ 　 　 　　 　 /: ／　ﾉﾊ./: : :.: : : : :l
　　　　　　/.　ﾍ　　　　　　　 ／／　　 .／: : : :.:/: : : :l
.　　　 　 /_ヽﾚ./ｰ - ―､.'　´／　　 ／: : : : : :./: : : : :l
　　　　 / ノ.ﾊ/　　　　　ヽ／　　 ／ |.: : : : : : :l:.: : : : :l
　　　／　　／　　　 　 ／_､ﾙ._／ 　 l!: : : : : : :l: : : : : :l
　 ／　　／　　　　 .／　 ノ.i／ヽゝ,. l!: : :.: : : :.l: : : : : : l
／　　／　　　　 .／　 　.／::::::::::ゝ ﾉ: : : : : : : l: :.: : : : :.l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　振り向いたのは、くっきりとした大きな目が印象的な、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雛人形のように愛らしい少女だった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫よりも、四つ五つ、幼く見えた。
　
　
. 
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: : : : : :|: : | : : : : : : : : : : : : : : : /: : : : : : / ＼: : : : : : ヽ : : : : : : : : l: :|　{
: : : : : :|: : |: : : : : : : : : : : : : : :/l: : : : : : イ ´￣＼￣｀: :l: : :| : : : : : :l: :|　{
: : : : : :|: : |: : : : : : : : : : : : ／ /: : : :/: :/　　　　　＼: : :|: : |: : : : : : :|: :|　{　 .／
: : : : : :|: : l, -:‐￣｀: :､ :／　./ : : :〃.:/ 　 ＿＿＿＿＼|: : |: : : : : : :|: :|　{／.|: :
:.|: : : : :l／l: : : : : : : ／ヽ　/: : :／/:/　／_z≠テ＝＝ﾐ |: : |: : : : : : :|: :|　{: : :|: :
: !: : : : :ヽ: l : : : :／__＿／_､-'´ //　　 彡て::ﾍ＼＿ﾉ}　!: :|: ,': : : : : |: :|　{: : :.i :
: |: : : : : : ｀ﾍ　_,ｨ≠ﾃ＝ﾐ　　　//　　　　　ﾍっヽ::::::ｿ/　|: /:/: : : : : :l :,' 　{ : : | :
: :',: : : : :ヽ: :ﾍ"´{::ﾍ＼_ノl　 ／　 　 　 　 　 ゝ─‐ "´　,'/:/: : : : : :/:/　　|: : : |:
: : :､: : : : : ､: ﾍ　ヽっ､:::ﾉj,　　 　 　 　 　 　 ／／／／/ｲ/: : : : : ://　　　{: : : i:　　　　　　おおきに。
:ヽ: :ヽ: : : : :ヽ:ﾍ　 ゝ‐‐'´　　　　　　　　　　　　　　　 / //: : : :／ 　 　 　 {: : : |:
|: ヽ: :ヽ: : : : : ヽﾍ／／／／ 〈　　　　 　 　 　 　 　 / 〃 イ ´ｆ　_ヾ !! ﾉ_　!: : : |
ヽﾍヽ: :ヽ: : : : : ヾ＼　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　|:::::{　 ﾉ li ヽ　 {: : : :!
　 ＼ ＼: ＼: : : : ＼　　　　　　　　＿　-'　　　　　 ／　　　l:::::i 　 　 　 　 |: : : :
　　　　　￣{￣￣￣｀丶､　　　　　　　　　　　　 ／　　 　　 l:::::{ 　 　 　 　 { : : :
　　　　　　 f　_ヾ!!ﾉ_　t::::::::＞－　＿　　　　 ／ 　 　 　　　 |::::i　_ヾ !! ﾉ_　| : : :
　　　　　　 | 　ﾉ liヽ　 {:::::::::::::::::::::|::::::::ア ￣､　 　 　 　　　　ゝ.{ 　 ﾉ li ヽ　{: : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言って、少女は手を差し伸べる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　 __,. -――- ､、_
　　　　　　　　　　　　　　　,ｨ'-'"´⌒^^⌒`丶丶、
　　　　　　　　　　　　　　〃_r冖'⌒^^⌒'ー､_｀ヾ'､
　　　　　　　　　　　　 ／{ノ　　　　　　　　 ） ヽ、ぃ
　　　　　　　　　　　 ノ　///　/ /　 ／　 /}　　i`､} ､
　　　　　　　　　　　 ＼{ l i　i,l+‐-／,ｨ/‐ﾘ-､ l |　|l　>
　　　　　　　　　　　　　| l |__l ィ=ミ´ノ ｨ＝ﾐ ﾉ/ , l ｲ
　　　　　　　　　　　　　从ト ﾄi､::::　 ,　　:::: ﾒ/ノ,ｲ lﾄ、
　　　　　　　　　　　　 /　ｸ､下ゝ､ ｰ一　 彳彡ｲl l lﾄﾐ 、　　　　　　　　　高津さんの梅やの。
　　　　　　　　　　 　 / ノ/〈｀ヽ｀`ﾆ=y=＜ノ｀l　'､ l l l ＼ヽ、
　　　　　　　　　 __／ノ / ,八､ ,'´　 /　　ヽ　入ヽヽ､l l　＼＼
　　　　　　　,　'´イン /r'´､,:'^"'-､_ {、　　_l,.,.,._　｀ﾄ､ヽ、　 ＼＼
　　　　　 ／ ／ノ ／ ゝ､ /^'t､,_　 ｀'}ー'"　　　}　 } ヽ　'ｰ､　 ＼＼
　　 　,イ　／ ノイ/　 l　У　　　｀'ｰ人-‐ ''"~´'､_ノi、丶、 ｀ヽ、.ヽ ヽ
　　 / /,r'　 ﾉ　/　　 ,ト/　　　　　 /三、　　　　ヽーt、　ヽ　　ヽ　ヽ ヽ
　 / / /　　ﾉイ　　 / ノ　　　　　 / | |　、　　　　ヽ　 l　　 ヽ　　ヽ　ヽ ヽ
　l　l　{　　 }／　　 l　　　　　 　 / | | |　ヽ　　 　　 ヽ .l　　　{　　　〉　ヽ l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　　 そうだすか。
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　　　　　　　　　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　　　綺麗だすな。
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　　　　　　　　　　　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　　　　　　　　　　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高津社は梅の名所で知られていた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誰からか一枝もらったらしい。
　
　
. 
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　やる夫から花枝を受け取ると、少女は左手で髪を探り、挿す位置を決める。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　／＼ 　　　_,.．-'ヽ、
　　　　　　　　　　　　 ／, -‐''_＞ｭ＜__,,.. ．-+‐ー‐ー---┐
　　　　　　　　　　　／, ' '""~__　　　　　 ｀`丶､ 　　　　　,ｲ
　　　　　　　　　 ∠イ'´""￣: : ￣""'''‐-..,,_　　ヽ　　　　/ |
　　　　　　　　／: :/: :i : : i: : : : : :i: : : : : : : :`'ｰ､ `i　　 ./; ; 〉
　　　　　　　./: : /: : ,' : : !: : : : : :!: :i|: : : : : : : : :i　|　 ／; ; /
　　　　　　　l : : !: : .,' : : : : : : , : : ./i: : : : : : : : : :l |／ ; ; ,ｲ
　　　　　 　.l: : : : : :i : : : : : : ,ｨ: : /　.l ﾄ、 : : : : : : l; ; ; ; ;/:.l
　　　　　　 l: : : : : :l: : : : : : / l: :/　 _,l」ﾆ+-: : / : : |; ; ./: : |
　　　　　　.|: : : : : :l|　__,」ノ　 | /　'´　ヾ_,,ヾ．、_,': :l; ;/: : : :|
　　　　　　 |: : : : :‐|'´__ｭ/　　.l/　　　r'´i´;;;;;l　〉: : /イ: : : : .l　　　　えっと……
　　　　　　 .i : : i: :./~rl;;;;i`　 /　　　 .'　.ﾔﾆｿ ': :／※i: : : : : l
　　　　　　　ヾlヽ: :ヽ .!.kri　　　　　　　　 ｀´/ .イ　　 i: : : : : ::l
　　　　　　　　ﾄ: :ヽ: : `ｰ′　　　　　　""　/イ　!　※.i: : : : : : l
　　　　　　　　|::ヾ、ヽﾄ ゝ　　　`　　　　　／　ィ'i　　　i: : : : : : .ｌ
　　　　　　　　!: :i　　 ヽ、　　 　 ＿　　　 , -'"トi※ 　i: : : : : : : l
　　　　　　　 .l: : i　※ .i: :｀:ｰ-　,,`_´,, - '　 ／　i　 　 i、: : : : : : l
　　　　　　　 l: : .i　　　i r‐- ．..,r'´ /　　／　.／i　.※i〉7´￣`､_.l
　　　　　　　l : : i ※　iノ:.:.::.r'/　　.!__／　 ∠＿i　　 .i　＞.:.:.:.:.:.｀i
　　　　　 　 l : : i　　　i:.:.:.:.:「/　 __.|.|'　　　　　　.i※　i　７:.:.:.:.:.:.i´
　　　　　　/: : : :i　 ※i:.:.:.:「/ ／.ィl ﾄ、　　　　　i　　 .i／:.:.:.:.:.:.:.:l
　　　　　 /: : : : i　　　i:.:.:「/'´,イ i | |　>　　　　 i　※.i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:..ﾄ、
　　　　／ : : : : i ※　 i:.「/ i 〈/./ト| |/　　　　　i　　　i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l
　
　
　　　　　　　一心に花簪を挿す少女の頬に、春の日が優しく降り注ぐ。
　
　
. 
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　　　　　　　やる夫はつい、見とれてしまっていた。
　
　
　　　 　 　 　 ＿＿＿
　　　 　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　／　　 　 　 　 　＼
　　　 ／ 　　⌒　　　⌒　　 ＼　　　　 （可愛らしいなあ）
　　　 |　 /// （__人__） /// 　 |
　　. (⌒) 　　　 　　 　 　 　 (⌒)
　　./　i＼ 　 　 　 　 　　　／i　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 . ＿_ ,. 二二 ___‐-=ミ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,　　´／⌒＾´＿＿＿￣｀⌒ヽ、｀　　.
.　　　　　 　 　 　 　 ／　　/ __r‐=彡'⌒⌒⌒ー=ミ､　＼　　 ＼
.　　　　　　　 　 　 /　 　 /_ノ⌒′: : : : : : : : : : : : :ｰ=ミ ヽ 　　冫
.　　　　　　　 　 　 ＼ 　/: : :.: : : :.: : : : :: :|{ : : : : : : : : : }}　　／
　　　 　 　 　 　 　 　 ∨.: : : :.: : : : :.:ｉ : : :八 : : : : : : : : {{　|:´i
　　　　　　　　　 　 　 .′ : : : : : : : : |: : / ﾘ_＼: : : : : : : :》 }}:.|
　　　　　　 　 　 　 　 ｉ : : : : : : : : ／|: / /´ ｘ=ミｘ : : : |{{ {{.: :|
　　　　　　 　 　 　 　 |{: : ､＿彡≧x.}/ 　 〃fてﾊ}} : : 八　}}: |
　　　　　　　　　　　　八: : : : :|{｢fてﾊ　 　 　 V::ツ: : :/》　《: : |　　　　　 あっ。
.　　　　　　 　 　 　 　 / ＼: : |゛ 乂 ﾉ　 ,　　　　厶ィ〃 　 》 : |
.　　　　　　 　 　 　 ／{{　　＼{ｰﾍ　　　　､　　 ｲ: : : {{　　 {{.:.:.|
　　　　　　　　　 ／: : :ﾘ　　　 》 : : ≧=‐―rく,..-‐:=ミ}}　　 }}: :|
　　　 　 　 　 ／: : :.〃　　　 《: rくこ/⌒＼|__{::::::::::::〃　　《:.: :|
　　　　　　　/: : : : 《　　 　 　 》し　 {＿_／介|:::::::::::《　　 　》.:.:|
.　　　　　　/ : : : : : }}　　　　〃こ)　　　／}{ |,::::::::::::::》　　 {{: : :|
.　　 　 　 / : : : : : 〃　　 　 {{ し' 　 ／　{ﾉ /:::::::::::::{{ 　 　 }}.:.:.|
　
　
　　　　　挿し方が甘いのか、簪はまた、いとも簡単に少女の足元に落ちた。
　
　
. 
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　少女は急いで拾い上げると、少し考え、その梅の枝を帯の間に挟み込んだ。
　
　
　　　　　　　　　,.ィ´　 ※　＿　 ※ ｀ヽ｀ヽ､
　　　　 　　 ,ィ´/ , -‐'´￣: : : :｀ｰ-､_ 　 ＼ ｀ヽ
　　　 　, ‐'´　/／: : : : : : : : : : : : : : : ＼.※ヽ　＼
　 　 ／ 　 .／: : : ／: : : : : : : : : : :.l: : : : ＼　ﾍ　　＼
　　 ＼　／: : :/:./: : : : : : : : : : /:./l: : ､: : : ﾍ　', / 　 ＼
.　　 　∨: : :.:/:./: : : : : : : /: : /:/:./: : :ヽ: : : :',. l　　　／
.　　　 /: : : : l:/: : : : : : ／:.／／:/: : : : : l: : : : ',l　 ／
.　　　,':/: : : :.l: ＿;,ﾑ／‐''´／//ヽ､:＿: :.l: : : : :l／: :|
.　　　l:.l: : : : :l: l _,ﾑｪｭ､ ／　/' ,ｨｪｭ､ヽ:｀l: : : : :l: : : :.!
　　　 l:ﾄ､: : : ﾍ'ヽ んﾊ　　／　´ ん:ﾊ`7､!: : : : !: : : :.l
.　　　 '! lヽ: : : ＼ ゞ-'　 　　　　 辷ﾘ 　/:/: : /!: : : : :!　　　　 うん。
　 　 　 /: :`ー―`-　　　 ,　　　　　　 //: :／/: : : : :.l
.　　　 /: : : ﾍ　 lヽ　　　　 ＿ ,，　　 ／-'´ ./: : : : : :.l　　　　 これでええわ。
　　　/: : : : : 〉　ﾄ､,＞ 　 , -､ 　 , ＜: /　　/: : : : : : : l
　　 /: : : :／::l　 !´）`ｰ'/´ヽ_ヽ,´ｲヽｰl ※ l:｀V: : : : : :l
.　 /: : : :/::::::::〉　l .,ｨ=/　`ｰ､ﾉｭ. 　 　!　 ./:::::ﾍ: : : : : :l
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./: : :／:::::／※ 'l　ゞ!ヽ ゝ'ノ 　 ﾉﾉ 　.!　　l::::::::::ヽ: : : :.l
':.:／:::::／　　　/ r-'!`ｰ'`ｰﾉ ゞ彳　　 !.※ !::::::::::::ヽ: : :.l
/::::::::/　　　　/　ゝ　ゞ≠彳 　 　 　　.l　　 l:::::::::::::::ヽ: :.l
､::::::/　 ※　/　/´ゝ―､_,ﾉ　　　　　　 l　　 l:::::::::::::::::/: :l
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　　　　　　　　　　　　　　少女はやる夫に、ほんのりとした笑顔を向けた。
　
　
　　　　 　 　　 　 ',　,. イ.::;　.:.:.,　　　　　.:.:.::::::::::.`ゝ､
　　　　　 　　　 　 V／.::/.:.:／　　　　　　.:.:l:! .:.:::::::::.`ヽ　_」 _
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　　　　　　　　　　　　　　　そしてもう一度会釈をすると、くるりと前を向き、
　
　　　　　　　　　　　　　　　またぴょんぴょんと跳ねながら行ってしまった。
　
　
. 
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　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　／（ ―） 　（―）＼
　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒:::::＼　　　 （髪に挿したったら良かった）
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　 ＼ 　　 　 　　 　 　 　／
　
　
　やる夫は、少し悔いて、暫く、揺れながら遠ざかる紅帯を眺めていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　と、大事な事を思い出す。
　
　
　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　／　 ノ　 ヽ＼
　　　　 ／ 　（○）}liil{（○）
　　　／　　　　　（__人__） ヽ
　　　|　　　　　　　|!!il|l| 　　|　　　　（そや！）
　　　＼　 　 　 　 lｪｪｪl　／
　　　　/　　　　　　　　　ヽ　　　　　（番頭はんが待ってはるんやった！）
　　 　しヽ　　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　 |　　　 __　 　 |
　　　　　 !___ノ´　 ヽ__丿
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　 ――　[] ]　／　　 　 　三＼
　　　　　| ｌ￣ | | . 三　　 　　＼ 三／
　　　　　|_| 匚. | 三 　. 　　（ ○）　（○）'
　　　　　　　　| | 　三　 u　 　（__人__）　 |
　　　　 　　　 |_|　　 三　 　 . 　｀ ⌒´　／
　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ
　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡
　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　 三　　.／　.
　　　≡　　／　　|
　　 ≡　／
　 三_ノ
　
　　　　　　　天神橋をつんのめりそうになりながら駆け出した。
　
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　店に戻ると、いく夫が眉を吊り上げて待っていた。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　 遅い！
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　 何をのそのそしてるんや、
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　 日が暮れてしまいますで！
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　 す、すんまへん！
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　お前はんの『すんまへん』は聞き飽いた。
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　早う、この荷ぃを負いなはれ。
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　常にも増して、いく夫は苛立っていた。
　
　
. 
　

434   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 17:17:46 ID:i7D98ygY0
　
　
　昨年の暮れ、年長の丁稚が逃げ出した。
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　　　　　　　／　【●】| |【●】＼
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　次いで、手代が店を引いてしまったのである。
　
　
. 
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　世は不況、扱うのは寒天という地味な食材、
　
　　　　　　店主は還暦を過ぎた老人。
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　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　おまけに壮年の番頭が暖簾分けもされずにいるのだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　このまま奉公を続けても、
　
　先行きに何の楽しみも抱けない、と思ったが故らしかった。
　
　
　　　　　　:::　　:::　::　　:::　　::::　　:::　　:::
　　　　　　　　::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::　　::::　　::
　　　　　　　 ::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::　　 :::　　 ::
　　　　　　　　 :::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::　　:::　　::
　　　　　　　　　::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::　　::
　　　　　　　　　::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:　　::::
　　　　　　　　　　:　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:　 :::
　　　　　　　　　　:::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :　　 :::
　　　　　　　　　　　:: 　ノ　　　　　　 　＼ :　　 :::
　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　 　　ヽ　　:::
　
　
　　年月をかけて仕込んだ奉公人二人に去られたことが、
　
　　　　　　　　　　　　いく夫には痛手だった。
　
　
. 
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　　　　　彼は、丁稚のやらない夫とやる夫に混じって、
　
　自分も雑用をこなさねばならない立場に戻ってしまったのだ。
　
　
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿
.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::ヽ
.:.:.:.:.:.:.:/:.::::::::::::::::::::::::::::: ﾍﾂ
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::::::::/ ⌒|　　　　　 この年で使い走りやと……
.:.:.:.:.:.:.:|::::::::::::::::::::::::::::〉 (Ｏ|
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::.（@ ⌒ )　　　　　なんでこないなことに……
.:.:.:.:.:.:.:.|:::::::::::::::::::::ﾉ 　　i-|
.:.:.:.:.:.:.:.:.xｱ''ｰ'ﾞ'ｰ''､.　　 `ﾉ
.:.:.:.:.:.:.:/ ｰ｀¨`''''ーゝ─ ﾞ-､
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　　次は船越町や。
　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　 まだ付き合いの浅い店やさかい、
　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　　 私も一緒に行かなあかん。
　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　 へ、へえ。
　　　　 　／　─　 　 ─　＼
　　　　／ 　 （○） 　（○）　 ＼　　　　　　　（今日は番頭はんと一緒か……）
　　　　|　 　　　（__人__）　 　　.|
　 　　 .＼　　 　 ｀ ⌒┃ 　　,／　　　　　　 （気ぃ重いわ……）
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　正直気が滅入る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　船越町は、井川屋からそう遠くはない。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　天神橋を渡り、松屋町筋を少し行けば直ぐの距離にある。

　

　

. 
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　　　　　　　いく夫は天神橋を渡る前に、
　
　　天満宮の方へと向き直ると、深々と頭を下げる。
　
　　　いく夫が天神橋を渡るときの習慣であった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　 ,.' ";;;;;;;;;;;;;;;;;,＼.
　　　　　　　　　. ／; ,;;;;;;;;;;;;;_;;_;;_;;_;;_ヽ
　　　　　　　　　/,; ;;;;;;;;;;;;;;／　　　　 ヾ
　　　　　　　　　ヾ､`／￣　　　　 ＼　￣`　､
　　　　　　　　　 ,／ 　　　　　　　　 ＼　 ヾ ＼
　　　　　　　　　l::l ヽ､　　　　　　　__＿､_,＿＼.＼
　　　　　　　　　|::::l　 ＼　　　　／　　　ヽ　　｀ .、j
　　　　　　　　　ｌ::::::|　　 ヽ､ ／　　　　　 i　　　　|
　　　　　　　　　ヾ::::ヽ　　　＼ 　　　　　 .|　　　 /
　　　　　　　　　　`::::ｼ､_　　　三}　　＿_.ﾉ､＿ ./
　　　　　　　　　　　　　 ､ー-ｰ'"　　　 ./　　　/
　　　　　　　　　　　　　　|::|　　　 ,　　〈　　,　〈
　　　　　　　　　　　　　　|::|　　　/　　 ｌ　 '　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　ｌ::l　　　　　　/　　　/
　　　　　　　　　　　 _＿ ,ｌ::|　　　　__./＿＿/
　　　　　　　　　　 （ヽ　　　｀ー ' ".ii,|　　 ii |
　　　　　　　　　　　 ￣￣
　
　
　　　　　　　 　　 　＿＿＿_
　　　　　.　 　　　／　 　 　　＼
　　　　　.　　　／　　　 　　　　 ＼
　　　　　.　 ／　 　　 ─　 　 ─　＼
　　　　　.　 |　　 　　.（ー） 　（ー）　 |
　　　　　　　＼　　 　　（__人__）　 ,／
　　　　　.　　 /　|　　 レ兮y′/ l
　　　　　　　〈　 く　　 ∨ l/　,ｲ　|
　
　
　　　やる夫もいく夫と一緒の時はこれに倣って頭を下げる。
　
　
. 
　

442   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 17:21:38 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　お辞儀が終わると、いく夫はいつも同じ話題を口にする。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|
　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!　　　　やる夫、
　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|
　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）　　　　『曽根崎心中』て知ってるか？
　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|
　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　（うわ、またこの話や）
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　へえ。
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　やる夫はうんざりする気持ちを悟られぬよう、神妙な面持ちで頷く。
　
　
. 
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　　　　　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　 　 　 |/⌒Ｙノ（⌒ヽ:::::::.|
　　　　 　 　 　 　 | _ノ　　ヽ､ 　.ｉ:::::::|
　　　　 　 　 　 　 | ●━● ノ（　::::::|
　　 　 　 　 　 　 .( （__人__）　⌒ :::@）
　　　　　　　　　　.|　｀⌒´ 　 ノ（ 　 |　　　　知ってんねやったら、言うてみい。
　 　 　 　 　 　 　 .＼ 　　　　⌒　／
　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　＼
　　　　　　　　　 /　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　 ./　ｲ::　　　　　　､ 　 　',
　　　　　　 　 / 　 j::　　　 　 　　i　　　i
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　近松門左衛門、いうお人が
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　作らはった浄瑠璃だす。
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　 　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|　　　　　　　どんな筋や。
　　　　　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜　　　　　　 言うてみなはれ。
　　　　　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／
　　　　　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､
　　　　　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ
　　　　　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　 へえ。
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　 確か、借りた銭を返せんようになって、
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　　 男と女が心中する話だす。
　
　
　　　　　丁稚のやる夫が、人形浄瑠璃など見にいけるはずもない。
　
　　　ただ、この五年の間、折に触れていく夫が言って聞かせるために
　
　　　　　　　　　　　　　話の筋は骨身にしみていた。
　
　
. 
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　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 　 |::::::::ゝ　ノ^,　 ^ヽ　|　　　　　　せや。
　　　　　　|::::::（ （(・）　（（・）　|
　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　よう知ってるやないか。
　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　 　　＼ 　　 　 `ー'´ ／　　　　　　借りた銭は幾らやったんや？
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　／ 　し （＞） 　（＜） ＼　　　　　　　 銀二貫……だす。
　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|　　　　　せや。
　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!
　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|　　　　　銀二貫。
　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）
　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|　　　　　　まさに銀二貫。
　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　…………
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　 |/⌒Ｙノ（⌒ヽ:::::::.|　　　　　　 ええか、やる夫。
　　　　　　　　　　 | _ノ　　ヽ､ 　.ｉ:::::::|
　　　　　　　　　　 | ●━● ノ（　::::::|　　　　　　 『曽根崎心中』は、ただの絵空事や無うて、
　　　　　　　　 　 .( （__人__）　⌒ :::@）
　　　　　　　　　　.|　｀⌒´ 　 ノ（ 　 |　　　　　　 ほんまにこの大坂であった心中事件をもとにしてるんやで。
　　　　　　　　　　 .＼ 　　　　⌒　／
　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　＼　　　　　　 銀二貫ちゅうのは、命かけなあかんほどの大金なんや。
　　　　　　　　　 /　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　 ./　ｲ::　　　　　　､ 　 　',　　　　　お前はん、それをわかってなはるのか？
　　　　　　 　 / 　 j::　　　 　 　　i　　　i
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　へ、へえ……
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　番頭のきつい口調に、やる夫はしおしおと項垂れた。
　
　　　　　　　　　　　　　そんな丁稚をじろりとにらんで、いく夫はわざと大きく溜め息をつく。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これも、いつも必ずする仕草であった。
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　 ほんまに、何でうちの旦那さんは、
　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　あの時、大事な銀二貫、
　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　　あないな使い方しやはったんか……
　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　 _-―――- ､._
　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 ./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　……
　 　 l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l
　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/
　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　番頭のぼやきが、彼に対する憎悪で胸が一杯になっていたやる夫を引きもどす。
　
　
. 
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　　　　　　　／ ￣￣￣ ＼：
　 　 　 ：:／　　　　 　　　::::＼：
　 　 　;： |　　　　　 　　　 :::::::| ：
　　　　　 ＼.....::::::::: 　 　::::, ／
　　　 　 r "　　　 　.r　　／ﾟ。　　　　　（せや、番頭はんが嘆くんもしゃあない）
　　　　：|::|　　　　 ::::|　:::i
　　　　：|::|:　 　 　.::::|　:::|：　　　　　　　（全部私のせいなんやから……）
　　　　：`.|:　 　 　.::::|　:::|_：
　　　 　：.,':　 　 　.::（　　:::}：
　　　　 ：i　　　　　　`.-‐"
　
　
. 
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　始末、才覚、神信心 ― この三つは、大坂の地で商いをする者にとって、

　

　　　　　　　　　日々の要となる大切な心がけであった。

　

　

　　　　　　　　Π　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 Π

　　　　　　　　旦三l二二l二二l二二l¨／＾＼¨l二二l二二l二二l三旦

　　　　　　　 /　　　　 　 　 　 　 　 ／／'＾＼＼　　 　 　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　 /　　　　　　 　 　 　 ／／｀¨Ｏ¨´＼＼　　　　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　/　　　　　 　 　 　 ／／ 〔王l王l王〕 ＼＼　　　　　　 　 　 ∧

　　　　　 /　　　　　　　 　 ＜／＝＝＝＝＝＝＝＼＞.　　　　　 　 　 ∧

　　　　　/　　　　,′　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀,　　　∧

　　　　/　 　 ／　　 　 　 　 　 　 γ´三三三ヽ　　　　　　　　　　　＼ 　 ∧

　　　 /　 　 乂ゞ ､　　　　　　　　/ﾞ/　　◎ 　 ヾヽ　　　　　　 　 , 彡丿　　∧

　　 ≪亞亞亞｀＜三三三三三彡｀ ‐-（(t)）-‐ ´乂三三三三三彡´亞亞亞≫

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝lｌ=(Ｙ)=ｌl＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=GQ=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=.从.=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　 ｏ 　　 　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll＝ll＝ll＝l|　|　　　　　　　　|　|　　　ｏ

　　　 ||＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌl＝l┌―――‐┐ｆ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝||

　　　 ||＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||l＿.奉納＿.!.l|＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||

　　　[二二二二二二二二二二二|l三三三三ｌ|二二二二二二二二二二二]

　　　　　| .|:::::::::::::::::::::::| .|::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::| .|:::::::::::::::::::::::| .|

　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵

　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　

　

　収支を守って身を慎み、知恵を絞るだけでは、ひとかどの商人とは呼べない。

　

　　神仏に感謝する気持ちがあって初めて、真の大坂商人と呼べるのである。

　

　

. 
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　　店が焼け残ったにも拘らず、天満宮再建のための寄進をしなかったダディは、
　
　　　　　　仲間内でことあるごとに「恩知らず」と、陰口を叩かれていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧,,∧　 ∧,,∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧ (´｀д´) (｀Д´ ) ∧∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　｀・Д)　Ｕ) ( つと ﾉ(ﾍ・´　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　Ｕ (　　｀・) (・´　　)　と ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｕ-ｕ （l 　　 ) (　　　ﾉu-ｕ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ｕ-ｕ'.　`ｕ-u'
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　:::　　:::　::　　:::　　::::　　:::　　:::
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::　　::::　　::
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::　　 :::　　 ::
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　:::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::　　:::　　::
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::　　::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:　　::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:　 :::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :　　 :::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 :: 　ノ　　　　　　 　＼ :　　 :::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／´　　　　　　　 　　ヽ　　:::
　
　
　　　そのことで一番、胸を痛めていたのは番頭のいく夫だったのである。
　
　　　何とか一日でも早く、とは思うものの、大店ではない井川屋にとって、
　
　　　　　　　　銀二貫はそう容易く貯まる額ではなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　 （何とかせな……いうても、
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　丁稚の私にできることなんぞ無いしなあ……）
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　やる夫にできるのは、愚痴を漏らして嘆く番頭に、ただ黙って頭を下げることだけだった。
　
　
. 
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　　　　　　気がつくと、昼八つ（午後二時）の鐘が鳴っている。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|　　　　　　　あかんあかん、
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 ぼちぼち行かな、それこそ日が暮れてまう。
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　 ほれ、早よ、ついて来なはれ。
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　へえ。
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　二人は松屋町筋を左に折れて、船越町に入る。
　
　　　　　その一角にある料理屋が、二人の訪ねる先だった。
　
　
. 
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　　　　老舗ではないが、美味い肴を出すことで酒好きの客の気を引き、
　
　　　　　　　　　　　　そこそこに繁盛している店だった。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 居酒屋　 〈網婆〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 酒│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │上　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 盛│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │等　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣　￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　店の裏に回り、板場に声をかける。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　　　　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　ごめんやす、井川屋だす！
　　　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　　　ご注文の寒天、お届けにあがりました！
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿＿. ＿＿
　　　　　　 　 　 　 .,.‐´　　　　　'',,`',:::::::｀‐､
　　　　　　 　 　 .／::::::::'ﾞﾞ, 　　　　';'`､,;;:::::;;;;;＼
　　　　 　 　 　 /:::::::::::::;;'ﾞ´　　 　 　 `､ ;彡;;;;;:::＼
　　　　　 　 　 .{::::::::::::::::`::::',ッ'';;'';'';';';;;`､彡彡;';;;;;;ｉ
　 　 　 　 　 　 i';::::::::::::; .:::;:,＿＿＿＿_､,＿＿,::; ;::ｉ
　　　　　 　 　 ；‐,'-,;__;..::'::|ﾞ　　　　　　　　　　i::;; ;::i
　　　 　 　 　 /::::｀'‐,r':; ,::;;;}‐──────‐}: :, ;;ﾞｉ　　　　　　ああ、すまんなあ、わざわざ。
　 　 　 　 　 .iﾞ;::::` .::;´:::: ::::}￣￣￣￣￣￣￣}:';;　.:ﾞｉ
　 　 　 　 　 .ﾞi::::: ,::: .::::: _,;;lﾞ＿＿＿_,..､_＿＿_|:;, '' ,;;i.
　　　　　 　 .iﾞ:::`::::;;;`..;` ::|;;;;;`‐゜ｰ';;;;;　i;`‐゜‐';l:;'::';,,ﾞｉ
　 　 　 　 ,-ﾞ:: ::;',:::::ﾞﾞ'ﾞ _;;;}　　　　 　 　 l::::::　 i:::::; Y'
　 　 　 .∠;;:`.::;`::::: ;;;;''ﾞ::|　　　 　 　 　 l::::::　i:;' ;;, ﾞｉ
　　.＿､ﾞｨ;;::::`:::';::''`;;;;:: ,;|,.　　　 ､　ﾞｨ,,,__}:::　i:::;' ;;i'`
￣￣ 　　';;;;'''',,,'::::::::'::::;':::}:`､　　　￣ﾆニ¨ /; ノｰ'´＼
　　　　　ﾞ,,_ッ;;:::::::::.::;`:;;;;}::::::`､　　 　 '''　 /:; ;i`､　　　＼
　　　 　 　 '''' ッ:;;;; .:;;''`:ｉ 　:::::::＼,,　　 _/:::;i` ｉ .`､　　　 ＼
　　　 　 　 　 ッ'''::::. ':::::::i 　　:::::::::::￣''';;ﾄ' ﾞ 　| 　`､
　
　
. 
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　　　　　　　　　いく夫が店主と話をしている間に、やる夫は台の上で風呂敷の荷を解く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　 .　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|　　　　　よいせっと。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　　　　　　　　　　　ノ.:ノ.:::::::::::::::⌒ヽY.::::::::::::.｀ヽ::.ヽ
　　　 　 　 　 　 　 〃〃.::::::〃〃⌒ヾVｘ≦､::.｀ヽ:::::::ﾊ
　　　　　 　 　 　 〃〃:〃.::::::{::{　　　　　　　}:::::ﾉ:}:::::::::}
　　　　　 　 　 　 {{={{::::{{:::{:::八{二二二ﾆﾆミ／:ﾉ}.:::::::ﾊ
　　 　 　 　 　 　 {{:::{{ 〃八(__,ﾉ＿_ ,　 　 〃:::X/.::ﾉ:} } }
　 ― -- =ミ　　 八八{:::{.::::::て ｡ユﾉ八≧=‐-ｖ'.::〃ﾉﾉﾉ
.　 　 　 　 　 ｀Y::　ﾊﾊ:Ｙ:::::::厂￣￣{　{｀ﾆﾟﾆ:::::::::::〃/
.　　　　　　 　 ﾉ.:　} :}:从::::/　　.:::::ｒ_､_}〉::..　 ｀Y::::八{　　　　　　　　あ、ちょっとその寒天、見せてんか。
　　　　　　 ／.:::　ﾉ ﾉ.::::}}::{　 ､＿__ヽノ___,　　,::::::{ { ﾊ-,
　　　　　 〃.:::　〃〃.:::八{　　トｰｰｰ-一'　 /.:::::}} }::::} l
｀ヽ. 　 　 {{::〃〃.::::::::/.:::ﾊ　　K´　　　}/　/.::::::ﾉﾉﾉ:::{ l
　　i　　 〃::{{:::{::::::::::i:{八{∧　 `=‐--=′/{:::::〃〃.:ﾉ l
　　li　 _从::从八{:::::从　{　 ヽ.::::(￣ 　 .ｲ　}::::}　}　八／⌒ヽ／⌒ヽ. _
　⌒Y´ '　}ﾊ　|i　ヽ(ヽ ヽ!　　 ヽ=--=彳　 ﾉ从八ﾉ'　|_ 　.イ　　／　　 ＼
　､_丿　 　 　 |i　　　　＼＼＿＿＿＿＿_／　/　 　 し' ﾉ |し'丿／ 　 　 ｀ヽ
　､__|　　　 　 |i　　 　 　 {＼　ー-　　　　　 ／|　 　 |￣　 ｀T　 |_　 ／
　　 ﾊ、　　 　|i_　　　　　{　 ｢厂￣｢厂￣｢{ 　ﾉ　　__|_　　　ﾉヽ. し_ﾉ／
　　　　＼　／　}ト ..　 　 {i__|{＿＿l{＿＿|{／　　 (　　 ｀Y 　 　 　 / ､／
　
　
　　　　　　　　　　　　店主がふいに手を伸ばし、無造作に中の一本を引き抜いた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　そして、端を千切ると口に含んで暫く咀嚼する。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿ .＿＿＿＿
　　　　　　　　　　, ‐´:::::::,`',,''　　　　　｀‐､
　　　　　　　　 ／;;;;;:::::;;, /';'　　　　 ,ﾞﾞ'::::::::＼
　　　　　　　／:::;;;;;ミミ; /　　　　　 ｀ﾞ';;:::::::::::ヽ
　　　　　　 /;;;;;';ミミﾐﾂ/;;;';';'';'';;''ヾ,'::::`::::::::::::::::}
　　　　　　/:; ;::,＿＿､,＿＿＿＿_,:;:::. ;::::::::::::;'i
　　　　　　i::; ;;::i　　　　　　　　　　ﾞ|::'::. ;__;,-',‐；
　　　　　 /;; ,: :{──────‐‐{;;;::, ;:ヽ‐'´::::ヽ
　　　　　/:.　;;':{￣￣￣￣￣￣￣{:::: ::::｀;::. `::::;ﾞi
　　　　　i;;, '' ,;:|＿＿__,..､＿＿＿_ﾞl;;,_ :::::. :::, :::::iﾞ...
　　　　　 /,,;'::';:l;`‐゜‐';i　;;;;;`ｰ゜‐';;;;;|:: `; `;;;::::`:::ﾞi　　　　　　よっしゃ、いつもの寒天に間違いない。
　　　　 　'Y ;:::::ﾞi 　::::::l　　　　　　　 {;;;_ ﾞ'ﾞﾞ:::::,';:: ::ﾞ-,
.　　　　　 / ,;; ';:ﾞi　::::::l　 　　　　　　 |::ﾞ'';;;;.:.::::`;::.`::;;ゝ
　　　　　　`'i;; ';:::ﾞi　:::{__,,,ゞ　,　　　　,|;, ::;;;;`''::;':::`::::;;ゞ､＿
.　　　　 _,‐´`ｰ!､ ;ﾞi, ¨ニﾆ￣　　　,‐':{:::';::::'::::::::',,,'''';;;;'　　 ￣￣
.　　　／　　　/`i; ;::ﾞ､　'''　　　 _,‐'::::::{;;;;:`;::.:::::::::;;ヾ_,,ﾞ
　　／　　　 /　/ `i;:::ﾞ;,_　　,,／:::::::　 /`'';;:. ;;;;:ヾ ''''
　　　　　　 /　 |　 ﾞ ｿ;;'''￣:::::::::::　　 iﾞ::::::' .::::'''ヾ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　　　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　　　　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　なっ……
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その様に、いく夫が顔色を変える。
　
　
. 
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　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿＿. ＿＿
　　　　　　 　 　 　 .,.‐´　　　　　'',,`',:::::::｀‐､
　　　　　　 　 　 .／::::::::'ﾞﾞ, 　　　　';'`､,;;:::::;;;;;＼
　　　　 　 　 　 /:::::::::::::;;'ﾞ´　　 　 　 `､ ;彡;;;;;:::＼
　　　　　 　 　 .{::::::::::::::::`::::',ッ'';;'';'';';';;;`､彡彡;';;;;;;ｉ　　　　　　　 そないに気ぃ悪うせんと。
　 　 　 　 　 　 i';::::::::::::; .:::;:,＿＿＿＿_､,＿＿,::; ;::ｉ
　　　　　 　 　 ；‐,'-,;__;..::'::|ﾞ　　　　　　　　　　i::;; ;::i　　　　　　　このご時世、
　　　 　 　 　 /::::｀'‐,r':; ,::;;;}‐──────‐}: :, ;;ﾞｉ
　 　 　 　 　 .iﾞ;::::` .::;´:::: ::::}￣￣￣￣￣￣￣}:';;　.:ﾞｉ　　　　　　中には粗悪品を混ぜて持ち込む問屋もいてんねや。
　 　 　 　 　 .ﾞi::::: ,::: .::::: _,;;lﾞ＿＿＿_,..､_＿＿_|:;, '' ,;;i.
　　　　　 　 .iﾞ:::`::::;;;`..;` ::|;;;;;`‐゜ｰ';;;;;　i;`‐゜‐';l:;'::';,,ﾞｉ　　　　　　 こないだ、酷い目に遭うてな、
　 　 　 　 ,-ﾞ:: ::;',:::::ﾞﾞ'ﾞ _;;;}　　　　 　 　 l::::::　 i:::::; Y'
　 　 　 .∠;;:`.::;`::::: ;;;;''ﾞ::|　　　 　 　 　 l::::::　i:;' ;;, ﾞｉ　　　　　　　それからはこないして
　　.＿､ﾞｨ;;::::`:::';::''`;;;;:: ,;|,.　　　 ､　ﾞｨ,,,__}:::　i:::;' ;;i'`
￣￣ 　　';;;;'''',,,'::::::::'::::;':::}:`､　　　￣ﾆニ¨ /; ノｰ'´＼　　　　　　抜き取りで調べさせてもらうことにしてる。
　　　　　ﾞ,,_ッ;;:::::::::.::;`:;;;;}::::::`､　　 　 '''　 /:; ;i`､　　　＼
　　　 　 　 '''' ッ:;;;; .:;;''`:ｉ 　:::::::＼,,　　 _/:::;i` ｉ .`､　　　 ＼
　　　 　 　 　 ッ'''::::. ':::::::i 　　:::::::::::￣''';;ﾄ' ﾞ 　| 　`､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　そ、そら災難だしたなあ。
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|　　　　　　　　　 情けない世の中になったもんだすなあ。
　　　　　　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　　 商人にとって一番大事なもんは、信用だす。
　　　　　　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　　　それをそないな真似をするとは……。
　　　　　　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、　　　　　　一遍落とした信用は、なかなか取り戻せへんもんだす。
　　　　　　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l　　　　　　 それを弁えてへん商人が増えましたあ。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿ .＿＿＿＿
　　　　　　　　　　, ‐´:::::::,`',,''　　　　　｀‐､
　　　　　　　　 ／;;;;;:::::;;, /';'　　　　 ,ﾞﾞ'::::::::＼
　　　　　　　／:::;;;;;ミミ; /　　　　　 ｀ﾞ';;:::::::::::ヽ
　　　　　　 /;;;;;';ミミﾐﾂ/;;;';';'';'';;''ヾ,'::::`::::::::::::::::}　　　　　　　何せこの不景気や。
　　　　　　/:; ;::,＿＿､,＿＿＿＿_,:;:::. ;::::::::::::;'i
　　　　　　i::; ;;::i　　　　　　　　　　ﾞ|::'::. ;__;,-',‐；　　　　　　　道理を守るより、生き残るので
　　　　　 /;; ,: :{──────‐‐{;;;::, ;:ヽ‐'´::::ヽ
　　　　　/:.　;;':{￣￣￣￣￣￣￣{:::: ::::｀;::. `::::;ﾞi　　　　　　精一杯の輩も多い、ちゅうことやろ。
　　　　　i;;, '' ,;:|＿＿__,..､＿＿＿_ﾞl;;,_ :::::. :::, :::::iﾞ
　　　　　 /,,;'::';:l;`‐゜‐';i　;;;;;`ｰ゜‐';;;;;|:: `; `;;;::::`:::ﾞi　　　　　　仕様のないことかも知れへん。
　　　　 　'Y ;:::::ﾞi 　::::::l　　　　　　　 {;;;_ ﾞ'ﾞﾞ:::::,';:: ::ﾞ-,
.　　　　　 / ,;; ';:ﾞi　::::::l　 　　　　　　 |::ﾞ'';;;;.:.::::`;::.`::;;ゝ
　　　　　　`'i;; ';:::ﾞi　:::{__,,,ゞ　,　　　　,|;, ::;;;;`''::;':::`::::;;ゞ､＿
.　　　　 _,‐´`ｰ!､ ;ﾞi, ¨ニﾆ￣　　　,‐':{:::';::::'::::::::',,,'''';;;;'　　 ￣￣
.　　　／　　　/`i; ;::ﾞ､　'''　　　 _,‐'::::::{;;;;:`;::.:::::::::;;ヾ_,,ﾞ
　　／　　　 /　/ `i;:::ﾞ;,_　　,,／:::::::　 /`'';;:. ;;;;:ヾ ''''
　　　　　　 /　 |　 ﾞ ｿ;;'''￣:::::::::::　　 iﾞ::::::' .::::'''ヾ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫し会話が途切れる。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　ｶｧﾝ　ｶｧﾝ
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　　　　　　　　　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　どこぞ、ご普請だすか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿＿. ＿＿
　　　　　　 　 　 　 .,.‐´　　　　　'',,`',:::::::｀‐､
　　　　　　 　 　 .／::::::::'ﾞﾞ, 　　　　';'`､,;;:::::;;;;;＼
　　　　 　 　 　 /:::::::::::::;;'ﾞ´　　 　 　 `､ ;彡;;;;;:::＼
　　　　　 　 　 .{::::::::::::::::`::::',ッ'';;'';'';';';;;`､彡彡;';;;;;;ｉ
　 　 　 　 　 　 i';::::::::::::; .:::;:,＿＿＿＿_､,＿＿,::; ;::ｉ
　　　　　 　 　 ；‐,'-,;__;..::'::|ﾞ　　　　　　　　　　i::;; ;::i
　　　 　 　 　 /::::｀'‐,r':; ,::;;;}‐──────‐}: :, ;;ﾞｉ　　　　いや、空き家やったとこに借り手がついてな。
　 　 　 　 　 .iﾞ;::::` .::;´:::: ::::}￣￣￣￣￣￣￣}:';;　.:ﾞｉ
　 　 　 　 　 .ﾞi::::: ,::: .::::: _,;;lﾞ＿＿＿_,..､_＿＿_|:;, '' ,;;i.　　　 手ぇ入れて、こましな料理屋にするらしいわ。
　　　　　 　 .iﾞ:::`::::;;;`..;` ::|;;;;;`‐゜ｰ';;;;;　i;`‐゜‐';l:;'::';,,ﾞｉ
　 　 　 　 ,-ﾞ:: ::;',:::::ﾞﾞ'ﾞ _;;;}　　　　 　 　 l::::::　 i:::::; Y'　　　　 この先、ちょっと行ったとこや。
　 　 　 .∠;;:`.::;`::::: ;;;;''ﾞ::|　　　 　 　 　 l::::::　i:;' ;;, ﾞｉ
　　.＿､ﾞｨ;;::::`:::';::''`;;;;:: ,;|,.　　　 ､　ﾞｨ,,,__}:::　i:::;' ;;i'`
￣￣ 　　';;;;'''',,,'::::::::'::::;':::}:`､　　　￣ﾆニ¨ /; ノｰ'´＼
　　　　　ﾞ,,_ッ;;:::::::::.::;`:;;;;}::::::`､　　 　 '''　 /:; ;i`､　　　＼
　　　 　 　 '''' ッ:;;;; .:;;''`:ｉ 　:::::::＼,,　　 _/:::;i` ｉ .`､　　　 ＼
　　　 　 　 　 ッ'''::::. ':::::::i 　　:::::::::::￣''';;ﾄ' ﾞ 　| 　`､
　
　
. 
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"/／三ミﾐll;//彡ｰ､;;;;;;从从从,,ll||lll;;;;;;､- ''",,､
//　／;;;;ｯｯ从''""　 |;;;l|;;;;;;;;;;ll;;;从l| ''",,､-,､ "ヽ
ﾞﾞl|/;;;;r''"　　　　　　 |;;;;|l|;;;;;;;;|l;;;从| '";;;;;;;;;;;ヽ;;;;ヽ
　||;;;;|　　　　　　 _,､-|;;|'l|;;;;;;;;;l|;;;;;;;;l|;;ヽ;;;;;;;;;;;;ヽ;;;;;;ヽ
ll||ll|;;;',　_,,,､- ''"　 ,,,､|;;|"l|;;;;;;;;;l|;;;;;;;ヽ;;;;;ヽ;;;;;;;;;;;ヽ;;;;;ヽ;
ll l|l',;;;;',　 _,,､ ｰ '"　　|;;| l |;;;;;;;;ヽ､;;;;;;ヽ;;;;;;ヽ;;;;;;;;;;ヽ;;;;;;ヽ
}ll| l|',;;;;l''"　　　　　　 ヽ;; ヽ;;彡;;;;;;ﾞ';;;;ﾐ;;;;;;;;;;;ヽ;;;;;;;;;ヽ;;从
| l| l||';;;ﾄ､,　 　 ミ､,,;;;;ｨ=彡'"ノ´彡''"彡ヽヽ;;;;;;ヽ;;;;从从从;;　　　　　 どこぞの大店の板場に居たんが、
ﾘ|| l||;;;;tヽ=;夫,ﾞﾐ'､:彡｀'''"´::::-ｰｰ ､彡彡;;;;;;ヽ;　;从从从从
.|从ll|;;;;;｀'､ﾞ'''"ﾞl　　｀ﾞ''彡''"　　　　..::彡彡:::|ヽ;;;;;;从从从;从　　　　　自分の店を持つらしいわ。
.ﾞ､从lヽ､; ;;',.　 |　　　　　　　　　　ﾞ'::彡彡/l;;;;;;;;llﾉノ从从从ヽ
　ヽ从ヽヽ;;;',　j　　　ｰ ､　　　　　　彡//　|;;;;;;;;､ll､､ﾞﾞﾞ从从从　　　　けど、言うたら気の毒やけど、
　　　　ﾞ|,,ll|;;;; j"　_,,､ '""　　　 ﾉ　　 ::::/　|;;;;;;;;;;| |||| l|;;|ﾞﾞ从l |
　 　 　 ||| | ;;;;ﾞ'､-::);;/_,,,...-;彡´　　　　　 |;;;;;;;;;;;| ||ﾘ||;;;;;lll 从　　　　　何もこないな不景気の時分になあ。
　 　 　 | l| | ; ;;;ヽ"ｰ- ''''"´,､:: 　　　 ll|l ::|;;;;l|;;;;;;l|ll|| |l;;;;;;;l| |||
　　　　lﾞlll从 ; ;;;;;;;'､ ｰ ''''"´彡　　　 从:/|;;;|ll|;;;;;;|　l| ||/||l|l|||,,
　　　　ヽヽミ≧l ; ;;ﾞ､ 了´´　　　　 ..::／　',;;| j;;;;;;l|从||l|从从;;
　　　　　ﾞ''''iﾞjjjl|| ; ;;;;', l　　　 　 　 ／　 　 ﾞ;| j;;;;;i;;;;;;从;;;;从;;;;
　　　　　　 | l||从;;;;;;;;l ヽ;;:　 　 ／　　　　　 ',|l||;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　　　 ',从从;;;;;;;;｀ﾞ'''''''''''''"　　　　　　　 |.||;;;;;;;/|;;;;;;;;;;;;从
　　　　　　　'､从从ﾐ､;;;;;;;;;;;;/ ﾉ｀'' ､:::::""''::::: ヽ|､;;;;tヽ;;;／｀''
　　　　　　　　ヽ､ﾐミミｰ､;;;;ｲ　　 |　｀' ､　　　　 ｀ﾞｰﾐ／
　
　
　　　　　　昨年からすでに米の価格は上昇を続け、市中は腹を空かせた庶民で溢れている。
　
　　　　　　　　　　　　　近々、この大坂でも打ちこわしが起きるのではないか、
　
　　　　　　　　　　　　　 起きても仕方がないのではないか、という状況だった。
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|　　　　　　と、すんまへん、えろう長居してしもうて。
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　 |　　　|r┬-|　　 |　　　　　　　ぼちぼち失礼させてもらいます。
　 　　＼　　`ー'´　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.　　　　　　 おおきにありがとうさんでございました。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿＿＿＿
　　　　／　　⌒　　＾＼
　　 ／　　（ ●） 　（●）　　　　　　　ありがとうさんでございました。
　／　　::::::⌒（＿人__）⌒ヽ
　|　　　　　　　|r┬-|　　　|　　　　　 また、よろしゅうお頼もうします。
　＼ 　　 　 　　`ー'´　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　店主に暇を告げて外に出る。
　
　
. 
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　　　　　　　　いく夫は木槌の音のする方へ足を向ける。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　新しい料理屋、か……
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿　　　　━┓
　 　 　 　 　／　　　― ＼　 　┏┛
　　　　　　 | 　 　 (●)　ヽ＼　・
　　　　　　 l　 　（⌒　　(●) |
　　　 　　　 〉　 　￣ヽ__）　 │　　　番頭はん、そっち道ちゃいまっせ？
.　　　　　／´　　　　　_＿_／
　　　　　|　　　　　 　 ヽ
　　　　　|　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　 わかっとるわい！
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　 いらんこと言わんと、
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 黙って付いて来なはれ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　へ、へえ、すんまへん。
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　じきに、一軒の建物の前で、主らしい男が
　
　　　　　　職人に看板を掲げる位置を指図しているのが目に入った。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 小料理　 〈翠家〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.,. -─- ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／,;:;:;;;;;:;:;:;:;:｀ヽ
　　　もうちょい手前。　　　　　　　　　　　　　　　 ,'.:..:.:.:.;;;;;;rrrr､:.:.:ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l::;ｨ'´;;;;' ｀ヽ｡-､ヽ.::!
　　　もうちょい、もうちょい…　　　　　　　　　　 {ﾐﾚ'"´.　,..　¨¨｀,ｨ;;彡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{ﾐ!. i i::i l.:::! l:l .l:! l;;彡
　　　…あかん、寄りすぎや、　　　　　　　　　　　iﾄ､i i:::iﾉ:::l/::l/::!ﾉ:::|　　　 　 /l　/l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾄ､　　　　 ヽ入.　　　 　 ｀VⅥ　 　 _../　ﾚ' ..!
　　　ちょっと戻してんか。　　　　 ﾄ､.　!　Vl ,..ィノ::`1 ﾐヽﾆﾆ彡'´　L:爪Y´./l　 ｀`　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　ヽ|　〃／./::::::::::::::::::::::::::::::::::::￣:ｒl　/ .l.:.:.:.:.　／ﾄ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィ´ヽ ﾉ／ /　　:::人:::::::::::::::::::::::::::::::::!!::! ゝ '　／.ィ´
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾄ､, ´/　./:::''　 :::::Y:::::::::::::::::::::人:::::::::// .i!　　!|　イト、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｒ V.:.:.i　 / ,:: 　 |::::::::::::::::::::::::::::::Y:::::::　!' ﾉｲ　　i　　|l　ク
　　　　　　　　　　　　　　　 ／: 三/.:::::::::＞==７¨｀!:::::::::::::::::::人:::　　((　　/　　　,| ／/　∧
　　　　　　　　　　　　　　　'::（￣￣￣７{入 ｲ　ヾノ人::::::::::::::::Y:::::::::::::::ﾉ　/　　　 /!　　ノ　∧
　　　　　　　　　　　　　..,'::::::/―――{ :| !´ .|　　ヽ:::::::｀ヽ、::::::::::::::::::::弋以>　　/:::＼　　イノ〉
　　　　　　　　　　　　 （i::::::i　　　　　∨´＼ ＼　　}ｧ⌒ __〉::::::::::::::::::::::ー――ｧﾐﾐﾆ） !　　/∧
　　　　　　　　　　　　　 代:::>　　　　 ヾ＞‐ つ‐し':::::::::::::人:::::::::::::::::::::::::::::::::::::/　ヾ　｀ミ!　/　∧
　　　　　　　　　　　　　 L_三≧=ニ三＞‐'￣´ヽ::::::::::::::::::Y:::::::::::::::::::::::::::::::／ ｀ヽニニ　爻　　 ト、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　}:::::::::::::人:::::::::::::::::::::::::::::/　　　　＼　ニ刹ニ /／!
　
　
. 
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　　看板に書かれた屋号を見て、大きく頷く。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　　 翠家、か。
　　　 |　　　|r┬-|　　 |
　 　　＼　　`ー'´　 ／　　　　　　　　 ええ名ぁや。
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　ほんまでんなあ。
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　春の日差しを浴びた木々が真っ直ぐに新芽を伸ばす。
　
　　　　　　そんな光景が目に浮かぶようだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　いく夫が男の方に歩き出す。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　やる夫。
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　お前はんはここで待っときなはれ。
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　 へえ。
　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　／ 　　 （●） 　（●） ＼　　　　　（ああそうか）
　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　./　　　　 ∩ノ ⊃　　／　　　　　（新しい料理屋やったら、
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　.＼　“　　／＿＿|　 |　　　　　　　 寒天の仕入れがあるかも知れんのや）
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
　

469   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 17:34:43 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　　　　 もうし。
　　　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　　ちょっとよろしおますか？
　　　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ
::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!　　　　　　　　へ、なんでっしゃろ。
::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ
::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿
:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ
l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }
|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉
}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!
!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ
:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　いく夫の呼びかけに男が振り返る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　振り返った男の顔を見て、やる夫が息を飲む。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　　　　　　　　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　　　　　　　　　　　　 　／　（○）　（○）＼
　　　　　　　　　　　　　／　　　（___人__）　　..＼
　　　　　　　　　　　　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　　　 あっ！
　　　　　　　　　　　　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　　　　　　　　　　　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│　　　　　　　うん？
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　その気配を感じたのか、男の視線がいく夫を飛び越えて、やる夫に注がれる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男は一瞬考え込んだ後、双眸を見開いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,､-ｰ ―-　､,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,､ '"　　　つ 　 　 ｀ﾞ' - ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　　　　　　　と　　　　　　ヽ,
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　""　ｰ　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　　　井川屋はん……
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 /　　　　 ,ｨ　　rニ　　　　 　 　 　 　 ',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　,,　　　,'/lrﾚ"(ﾞ（"（　　　　　　　 　 　 　 　 　 l
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 /:|　　 ,'| （,,（ﾞ,,r--ｰ―-==;z ､　　　　r､r､　 　 |
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /.::|　　,'lﾞﾐo　〈" :,,､-ｰ ､;;Y　/:|｀ﾞ''ｰ､ノ ﾉ .jY､　 |　　　　　　　　　 お前はん、もしや、
　　　　　　　　|:',　　 　 　 　 　 / ::::|　　l|ﾞﾐｏ　 ヽミ::ﾞ' ﾞﾞｰ-ﾉ :/ /::,､;;; ､｀' ､ｿ ノﾘr }
　　　　　　　　|:: ',.　　　　　　 / :::::::|　　lヽ(｡/-yｰｰ-ミﾆ;;"ノ', :}::ﾞ -穴,,ﾞi,l::::ﾞl"彡 ﾘ　　　　　　　　　 あの時の井川屋はんの
　　　　　　　　|:::. ',　　　　　 / ::::::::::|　 ,':::| |::::: |　､:::|　,,､::〉:::::''ｰﾞ'､''- ､;;彡'",,,／ｲ
　　　　　　　　|;;;;;,,',　　　　 /::::,､- ､|　,'::::| |: l| l: | | l:: |;;/ :/　r,ｧ":::｀ﾞ＞ｰｰｲ) ,, ｲ　 　 　 　 /ｌ　　　丁稚やないか？
　　　　　　　　|;;;;;;. ',　,,''ｰx三＝､-＼' ::::|ll| |;|.l |;;| l: |;;;/ / ./;;/ / /ﾌ:::　　::イ:::/　 　 　 　 /::,'
　　　　　　＿,,;;;:;:;:;,,,_彡"´￣　　ヽ:ヽヽlﾚl　|;|.l |;;| l |;;;/ / /;;/ / /// /〉 :::/ ::/ 　　　　　/::: ,'
　 :::::,､-　 ,'"V .N'''"/-ｰ-､"ﾞ　　　} l|::|ヽ: ', |;|.l |;| l |;;/ / /;/ / /// // :: /::::/　 /|　　 /::::: ,'
:::／´　 ,,､ﾉ　 _/::l :/ｰ '''''''ﾞ　.::|　::ﾉ:/::ﾘ:::ヽ:ﾞj;|.l |;j l |;/./ /;/ /,///:/;/　 /::: /　./::|　　/:::::: ,'
/　　 ／ノ',／:::::::| {　　　 　 .::j-彡"::ノ::l|:: l'':::ヽ|:ヽ;|;| l /;/ ,／/::／/／|ｲl|::/　/::::|　 /:::::::::,'
　　　j／ :::',　...::::| ::' ､,,,,,,,,,､-'===彡'"::/::: ',::::::::::'ｰ-､ﾞ::::::ﾞ''::∠／;;ｨ'": //;;|ﾉ ./::::: |　/:::::::::/　　　／/
:::.........Y ..:::::l　 ,,;;;| :: :::::::::::|~ヽ:::"／"" 三ﾐ ',::::::::}}::::::::::~''ｰ'''"´::::::::ヒノ:/ノ　/::::::: | /::::::::::/　　／:::/
::::::::ｲj:{::::::;r'Y'"　| :::::::::::::ﾉﾐ: |:: /:::::..,､- '''ｰ､ヽ　:}}､:::::::''",､ ''""彡 ::'" /｀'､/::::::::: |/::::::::: /　／:::: /
:::::::::j l|ﾞﾚ'"　',　　ﾋ-ｰ '''" 　 |:::l|:::／ｨ-ｰ'　　',|　}}　::: ／彡　 彡　::" /　　 ヽ:｀ﾞ''ｰ､:::::::::/／::::::::/
　　　　　　　　　　 ｀'ｰ､　　,r':::,r'' '"´￣　 　 | ＼〉"彡"　　 彡　::'" /　　　 〉　　　 ｀ﾞ'／:::::::::::/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彡"" ::　 l|　　　/l|　　　 ／:::::::::::: /ｰ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　男は、藤誠の板長だったジャギ、その人だったのである。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　その夜。
　
　
　　　ﾜﾊﾊﾊﾊﾊﾊ　＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　ﾊﾊﾊﾊﾊﾊﾊﾊ
　
　　　　===================================================;;;|..│
　　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
　　─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
　　:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
　　|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
　　|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　　　久々に井川屋の奥座敷に笑い声が響いた。
　
　
　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　　　　　 ,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　　 ／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　|::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ｌ:::U:::::/// 　||||||| // ゝ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　 　＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　/≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　 {　l　 l　|*　*|　| l
　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　{　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　　　　 /　 l　 l |　*　| l l
　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　　　　　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　|　　 ｀^^　　　 ｀^
　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　店に挨拶に来たジャギをダディが引き留めて、
　
　　　　　　　　 開店祝いのささやかな宴を開いたのである。
　
　
. 
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　丁稚部屋にも宴のにぎやかな声が漏れ聞こえていた。
　
　
　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　／　　 　　　 ＼
　　　　　|　　　 ⌒　　　⌒
　　　　.　|　　　　 （__人__）　　　　　　 .ﾀﾞﾝ
　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　 旦那さんたち、
　　　　.　 |　　　　　　 　 }
　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　 盛り上がってるみたいやな。
　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼
　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　 せやな。
　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
. 
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　 　 　 　 　 　 　 ┌───────────────┐
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　 　 ┌─────────┐ 　 　│
　 　 　 　 　 　 　 └──┼─────────┼──┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 ┌─────┐　 │
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 └─┼─────┼─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの一件の後。
　
　
　　　　/: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ -=o=-| :/　.|:/　 Ｖ: |.: : : | V
　　＜ : _: : : / 　　　　　 |/　　ﾚ-=o=-|:./ヽ: : |
　　＜:: |. 小{　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾚ{: :|ヽ:|　　　　井川屋に騙されたわ、
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　　　　　　 ､ 　 　 　 {ﾊ/　V
　　　　　 ＼_!　　　　　　＿　'　　　　 !　　　　　　　　伊豆産の天草使うてる、て嘘ぉつきくさった。
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　｀t　　 ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　 /　／　　　　　　　　　　 せやさかい、取り引きを打ち切ったんや。
　　　　／:/::::| ＼　ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼　　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
　
　
　　　　　　　　藤誠の店主は全ては井川屋の責任だと吹聴して回った。
　
　
. 
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　　　　　　　　真っ当な奉公人たちはそんな主人に愛想を尽かし、
　
　　　　　　　　　　　　　　　次々と店を引いていった。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　おい、どないする。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの若造、けたくそわるいわ。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧,,∧　 ∧,,∧
　　　　　　　　　　　　　　∧ (´・ω・) (・ω・｀) ∧∧
　　　　　　　　　　　　　(　´・ω)　Ｕ) ( つと ﾉ(ω・｀ )
　　　　　　　　　　　　　｜　Ｕ (　　´・) (・｀　　)　と ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　ｕ-ｕ （l 　　 ) (　　　ﾉu-ｕ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ｕ-ｕ'.　`ｕ-u'
　
　　　　　　　　　　　　“ウソつけ”言うたん、あいつやないか。
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　ワシやめさせてもらいます。
　
　　　　　　　ワシも。　　　　　　　　　　　　　ワタシも。
　
　　ﾊﾟｯ　　　ﾊﾟｯ　　　ﾊﾟｯ　　　　ﾊﾟｯ　　　ﾊﾟｯ　　　　ﾊﾟｯ
　　　[退職]　　[退職]　　[退職]　 [退職]　　[退職]　 [退職]
　　　　∥∧∧　 ∥∧∧　∥∧,,∧ ∥∧,,∧ ∥∧∧　 ∥,∧∧
　　　　∩・ω・｀)∩・ω・｀)∩・ω・｀)∩・ω・｀)∩・ω・｀)∩・ω・｀)
　　　　 （　　　 ）. （　　　 ）. （　　　 ） （　　　 ） （　　　 ）　（　　　 ）
　　　　　｀ｕ-ｕ´　 ｀ｕ-ｕ´ 　 ｀ｕ-ｕ´　 ｀ｕ-ｕ´ 　｀ｕ-ｕ´　 ｀ｕ-ｕ
　
　
. 
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　　　　　　　　　事の真相がそうした者の口から漏れて行き、
　
　
.　　　　　／: : : :u: : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :.、: : : : :u: : : ヽ
.　　　 /: : /:: : : / : : : !:: : : : !: : !: : : ヽ:: : : : : ',
　　　/: : /: : : 斗--､ :|: : : : :|: : | ,ィＴ: ',: : :ヽ : !
　　　|: : |: : : : : |: /　 ＼: : /|:.ィ: :ヽ: : :.|.: : : ﾄ､:|
　　　|: : |: : : : /!/ ⌒ヽ | :/. |:./⌒ヽＶ: |.: : : | V
　　＜ : ｣_: : / 〈　（・）　|/:::::::ﾚ（・）　}|:./ヽ : |
　　＜:: |. 小{　　 _,,.. -　:::::::::::､-.,_　 ﾚ{: :.|ヽ:|
　　　厶ﾍ　ﾊ　　　::::::::::::::::::::､::::::::::::::: {ﾊ/　V　　　　　 げぇっ！
　　　　　 ＼_!　u 　　　　＿　'　　　　 !
　　　　　　　 ヽ　　　 ／　　 ｀t　u ／
　　　　　　___,ｒ| ＼　 {　　　　/　／
　　　　／:/::::| ＼　 ヽ ｀_⌒ ィ ´
　　／::::::/::::::|　　＼u　　´ ∧＞､
／:::::::::::/::::::::|　　　　＼　 /　 !＼::`ｰ- ､
::::::::::::::/:::::::::∧　　　　/二＼　|::::::ヽ::::::::::::＼
::::::::::::/::::::::::::::∧ヽ　 /: : : : :}ヽ!::::::::::〉:::::::::::::::!
　
　
　　　　　　　　四代続いた老舗料理屋の信用は地に落ち、
　
　　　客足も戻ることが無かった ―― と、もっぱらの噂であった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　藤誠の話が人の口にのぼる度、
　
　　　　　　　　　　　　やる夫はジャギのことが案じられてならなかった。
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／┛┗::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::┓┏::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　……諌めても……
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　 …なんぼ諌めても、聞く耳持たん主やったら、
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　 どないしたらええのんか……
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
　　　あの日、心斎橋の袂で呻くように言ったジャギの声が耳について離れなかった。
　
　　　　　　　　　　　 　 　 　 □
　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌─────┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌┼─────┼──┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 │└─────┘　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 ┌─┼─────────┼───┐
　 　 　 　 　 　 　 │　 └─────────┘　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 └───────────────┘
　
. 
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　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　 　　　　　　　 ／ 　　―　＼
　　 　 　 　 　 ／ 　　(● )　　ﾍ＼
　　　　　　　　|　　　（⌒ 　 (● ) ｜　　　　（ジャギはんは、
　　　　　　 　 ﾍ　　　 ￣｀､__）　　｜
　　　　 　 　 　 ヽ　　　　 　 　 　 ｜　　　　　どんな料理を作らはるんやろか？）
　　　　　　　　　, へ、　 　 　 ＿／
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 ＾ヽ
　 　 　 　 　 　 |　　　　　　１ 　 |
　
　
　　　　　　　　　　思えば粗食に慣れ親しんでいるやる夫である。
　
　　　　　　　美味しい料理、というのがどのようなものかを知らなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　　　　　　　　　 （いや、違う。）
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　　　 （昔、母上が生きてなはった頃、
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　　　　苗村の小豆でこさえてくれはった善哉）
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|　　　　　　　（あれは、美味かった）
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　　　（…それに、餡）
　　　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　　　 （母上の餡を餅にからめて食べるのんが
　　　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）　　　　　　　　　　　　　　 また美味うて美味うて……）
　　　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
　　　久しく思い出さなかった苗村のことや、母のことが思い出されて目頭が熱くなる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　と、いきなり丁稚部屋の襖が勢いよく開いた。
　
　
　　　 |┃
　　　 |┃　三
　　　 |┃　　ｶﾞﾗｯ　 　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　 |┃　　　　　　　 　 　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　 |┃　三　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 |┃　　　 　　　 　　　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　 |┃　.　　　　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　やる夫、やらない夫、
　　　 |┃　三　　　　　 　 （@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |┃　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　　起きてるか！？
　　　 |┃　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　 |┃　三 　　　　　　 ,,.....イヽ、___ ーノﾞ-､.
　　,⊆ﾆ´⌒￣|￣￣￣￣　 　 ＼ ＼_____ ノ .〆ヽ
　　⊂二、 ,ノ-|＿＿＿＿＿　 　 ＼/ﾞ（__)＼ｌヾ_ノ|
　　　 |┠ '　　　　　　　 　 　ゝ　 　 ヽ　ハ 　|´| 　.|
　
　
　　　　　　　　酒のせいだろう、常になく上機嫌のいく夫が入ってきた。
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　 翠家のご主人が帰らはる。
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　 ほれ、お見送りや、
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　ちゃっちゃとせえ、ちゃっちゃと。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　.　　　　 ／￣￣＼
　　.　　　／　 　 　 　 ＼
　　.　 　 |　　_ノ　 ヽ､.　.|
　　.　　　!.　（一）（ー） ｜　　　　　　へえーい。
　　　　　, っ （__人__）　 |
　　.　　/　ミ） ｀⌒´　　/　　　　　　　ほれ、やる夫、行くで。
　　.　 /　ノゝ　　　　　/
　　　 i　ﾚ'´　　　 　　ヽ
　　　 |　|／|　　　　 |　|
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　……おう。
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ； 
　

485   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 17:42:35 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギは井川屋の四人に送られて外に出る。
　
　
　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ヽ. 　 7"::;:::::＿::､ヾﾞi　 　 _ヾ､:::::::ﾊ
::::::::::::i丶.　　 l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,l,　　　　　　　　井川屋の旦那さん、
::::::::::::ｌ丶　　　ﾞー───‐' 　 . k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ
::::::::::::ゝ　 　 ,ｧ''''"￣￣￣''ー''¨ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿　　　　　　　 今日はほんまにありがとうさんでございました。
:::::::::::::::〉　,.'",ｎ.　　rャ 　 ,-､　　　ﾞヽ､ 　 ,ﾉ
l:::::::::::::ｉ　　　|:::| 　 |::::| 　.i:::::|　　;ﾍ 　 _ヽ.,!　　　　　　　　 番頭はん、今後ともどうぞよろしゅう。
|::::::::::::ｌ　　 _,レﾍ.　|:::::!　 !:::::l　 ,l:::;!　 i:.:i 〉
}::::::::::::!　'´　　　,}　|:::::l　 !::::::!　,!:::;!　;': 7,!
!::::::::::::l 　 　 　,/l.　!:::::!　ｌ::::::l　,!:::;! 〃.7.l　　　 ,ﾊ
:::::::::／i.　　　,/::::ゝ.l::::::し'::::::i. ,!:::;!.〃,/　｀ー‐'" ,}
:::／ 　 ｀ー､":::::::::::::::::::::::::::::::¨:::::ﾚ'!_/　　 　 　 ,/
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/ゝ.,,,＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　　　　 すんまへんなあ、
　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　　　　　　　　　　　 遅うまでお引き留めして。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　丁稚二人を労う事も忘れない。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι　　　　　　二人とも、眠たいのに済まなんだなあ。
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　ウチには十になる娘が居ってなあ。
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　お前はんらとは歳も近いし、
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l　　　　　　　 店に来た時は遊び相手になったってな。
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　（⌒）（⌒ ）　 　　|
　　　　　　　（__人__）　　 　　|
　　　　　　　(,｀⌒ ´ 　　 　　|　　　　　　　　　へえ！
　　　　　　　 { 　　　　　 　　|,
　　　　　　　　{ 　　　　　　 / ＼　　　　　　　 （ええお人やなあ！）
　　　　　　　　 ヽ 　　　　/　>　 〉
　　　　　　　　 　 ﾝ 　　　 ´　／
　　　　　　　　　 | 　 　 　 ／
　　　　　　　　　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　　　 旦那さん、今後ともよろしゅう。
　　　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼
　　　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　　　（ええお人や！）
　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
. 
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ジャギは改めて井川屋の面々に丁寧に礼を言って、夜道を帰って行った。
　
　
　　☆　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　　　　ﾟ　　　　　　　　　　　ﾟ　　　　　☆　　　　　 ・　　　　　　　　ﾟ
ﾟ　　　　　　　　　　☆　　　　　　。　　　　　　 　 ／　　　　☆　　　　　　　ﾟ
　　。　　　　　　　　　　　ﾟ　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　。
☆　　　　　　　ﾟ　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　ﾟ
　　　　　　　　　　　　。　　　　　　 　 　 ／　　　　ﾟ　　　　　　　　　　　　☆
　　ﾟ　　　　☆　　　　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　。　　　　　ﾟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
＿ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |
　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |
　 　 |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |
　 　 |　　　　　　／＼　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／
　 　 |　　　＿＿|　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／￣＼　 ／
　 　 | 　 　|　　　　　 |／＼　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |　　　　|　 |
　 　 |／＼|　　　　　　　　 |r'´｀ヽ　　　　　／ ￣ ＼　　|　　　　|／
　　　　　　　　　　　　　　　||　　 |､　　　 〔　　　　　 〕　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 〕　　　　　〔 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　〔　　　　　.〕 |
　
　
　　月の光に照らされ、天満の街並みがさっと掃き清められて見える。
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　 ……ええ門出や。
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|　　　　　　　 へえ。
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 |　　　　/| | | | |　 |　　　　　　　きっと繁盛しはります。
　　　 　　＼ (、 `ー―'´, ／
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如月。
　
　　　　　不景気の真っただ中に翠屋を開いたジャギであったが、
　
　　　周囲の予想に反して、じわじわと確実に客をつかみつつあった。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 小料理　 〈翠家〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　　　　藤誠が高級料理屋で名を売ったのに対し、
　
　ジャギは手ごろな値段でとびきり美味しいものを供することに腐心した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
　　 値の張る食材には手を出さず、その代わりに手間を加えることで
　
　　　　　　凡庸な食材を逸品へと変える努力を惜しまなかった。
　
　
. 
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　　　　　　そうした心意気が人々の口の端に上ったのだった。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 .　-―-　.　　　　　　やったッ！！　さすが翠家！
　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　//　　　　　　　　 ',　　　　　　おれたちにできない調理を
　　　　　 　 　 　 | { ＿＿＿＿＿ 　|　　　　　　　　平然とやってのけるッ！
　　　　　 　 (⌒ヽ7´　　　　　　　 ｀`ヒﾆ¨ヽ
　　　　　　　 ヽ､..二二二二二二二. -r‐''′　　　　　そこにシビれる！
　　　　　　　　/´ 〉'"＞､､,,.ィ二¨'　{.　 ヽ　 　　 ＿　＿　　　　　　あこがれるｩ！
　　　　　　 　 `r､|　ﾞ._(9,)Ｙ´_(9_l′ )　 （　 , -'′　｀¨¨´￣｀ヽ、
　　　　　　　　 {（,|　`'''７､,. ､ ⌒　　|/ﾆＹ　{　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　 　 　 　 ヾ|　　　^'^ ′-､　,ﾉr')リ　 ,ゝ､ｰ｀――-'- ∠,_　 ﾉ
　　　　　　　　 　 | 　 ｢匸匸匚|　'"|ィ'（　（,ﾉ,r'ﾞへ.￣￣,二ﾆ､ﾞ}了
　　　　, ヘｰ‐- ､ l 　｜ /＾''⌒|　　| |　,ゝ )､,>（_9,`!i!}i!ｨ_9,）　|人
　 -‐ノ .ヘー‐-ｨ ヽ 　!‐}_＿,..ﾉ　 ｜| /-‐ヽ| 　 -イ,__,.>‐　　ﾊ　}
　''"/／ヽｰ､ 　ﾉヽ∧　`ｰ一'´　／　|′　丿!　　, -===- ､　　}くｰ- ..._
　 /／＾＼ 　ヾ-､ :| ﾊ 　￣　／　ﾉ　|.　　{ {ﾊ. 　Ｖ'二'二ソ　 ﾉ| |　　　 ｀ヽ
,ノ 　 ヽ,_　ヽノヽ_)ﾉ:l　'ｰｰ＜.　　/ 　|.　　ヽヽヽ._ ｀二¨´　／ノ ﾉ
/　 　 <＾_,.ｲ `r‐'ﾞ :::ヽ 　＼　｀丶､ 　|、 　　＼＼'ｰ--‐''"／／
＼＿＿_,／|　 !　　::::::l、　　＼　　＼| ＼　　　＼ヽ 　　/ ノ
　
　
. 
　

493   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 17:49:02 ID:i7D98ygY0
　
　
　やる夫はこの日、初めて翠家に寒天を届ける役を得た。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｎ
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 l^l.| | /）
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 | U ﾚ'/／)
　　　　　　＿＿＿　　　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　／ ⌒　　⌒＼　　ｒニ 　　　　|
　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼　　ヽ　　　/
　／ 　 ///（__人__）///＼ / ` 　 /　　　　　　 ごめんやす！
　|　　 　 　 `Y⌒y'´　　　 | 　　／
　＼. 　 　 　 ﾞー ′　　,／　 ／　　　　　　　　 井川屋だす！
　　/⌒ヽ　 　ー‐ 　　ｨ　　／
　 / rｰ'ゝ　　　　　　　　／
　/,ﾉヾ　,>　　 　 　 　 ｲ
　|　ヽ〆　　　 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　開店当初は、律儀者のジャギがわざわざ自分で
　
　　　　　　　　　　　　　　井川屋まで荷を受け取りに来ていたのだが、
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ　て
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}　（
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　ああ、忙し。
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　 繁盛するんはええけど、
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　 休む間ぁもないっちゅうのは考えもんやなぁ。
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^
　
　
　　　　　　　　　　　　　　そろそろ手が足りなくなってきたようだった。
　
　
. 
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　　　　　　　やる夫は再度、裏口から板場に向かって声をかける。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |　　　　 ごめんやす、井川屋だす！
　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l　　　　寒天、お届けにあがりました！
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　(＿＿＿）　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　はぁい
　
　
　　　　　　　　　　　　間延びした子供の返事が聞こえた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　現れたのは丁稚ではなく、少女だった。
　
　
　　　／ ／': : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼ 　　 ヽ＼
. 　 /　/ /: : : : : : : : : : l: : ト ､: : : : : : :ヽ　　∧. ＼
　 /　 { /: : : /: : : : : : :,'! : | 　＼: : : : : : ∨　 ∧　 ＼
.　　　〃 : : / : : : : : : /:|: /　'⌒ ＼: : : : :.∨　　|――
　ｉ　 〈|: : : :′: : : : : /　|/　　　　 　｀ヽ、 : ∨　 ヽ
　|　 〈|: : : |: : : : : ,: ' 　ﾉ　　　ｰ==彡　 l:|: |:.i 　 〈
　|　 ﾉ|: : : |: : : ／　 /　　　 　 　 　 　 从ﾉ:ﾉ　　 〉
　|　 八 : 八: :.i| ｰ='″　　　　　　　 　 イ: : |　　 {
　|／ヽ ＼: :ヽ⊥___,　　　　　　　　　　 人: : !　　｛　　　　　　　はいはい、聞こえてるで。
　 　　 ＼ `ー┬＜　　　　 '⌒　　　／: : : : |　　 {!
　　　　　|ヽ　　＼　＼__　__　 　 ィ: : : : : : : :|　　 {!
　　　 　 |:八　 　 }ヽ　∨　ﾉ 　　 |、__: : : : :.:〉　　{|
　 　 　 /: : 冫　　∨＿|_　|≧=[／＼ ): : : /　　 ﾉ|
. 　 　 /: : : {　 　 /＿＿ 寸　/|iⅥ￣ `ー〈　　 〈: |
　 　 /: :／:}〉　　ｉ　＿__　Уｲ｜{ヽヽ　　／　　 ｛: |
　 ,.: :／::::::圦 　 |　＿_/ノ} ｛ ｜}　i}｛　 {　　　 /＼
／ : |::::::::::｛ 人　|　 　 }　/　｝　 { 　 ｝　 〉　 　 }:::::::ヽ
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　 （そういやジャギはん、娘はんが居てる、て言うてはった）
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　毎度おおきにありがとうさんでございます、井川屋だす。
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|　　　　　寒天をお持ちしました。
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
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　　　　　　　　　　　　　少女が、じっ、とやる夫の顔を見る。
　
　
　　　　　　 ／ ／　※,　= ＝＝＝ =　､　※　＜ 　 ＼
　　　　　 /　〃＞: : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＜ 　＼ 　 ヽ
　. 　 　 /　 i／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼※＼ 　',
　.　　　 ＼/: : : : : : :＿__: ,ｧ: : : : : : : : ,、 : : : : : :＼　j　　',
　　 　 　 ,' : : : : : : :´￣／''|: ∧ : : : ≠=ヾ、: : : : : :ヽj　　ﾉ
　　 　 　 !: : : : : : : : ／＝ｘﾚ　 |: :,／＿_　ヽ! : : : : : : | ／
　　 　 　 !: :/: : : ｉ:/〃' _)沁,　/／　''于心　! : : : : : : |　　　　　　　　…………
　　 　 　 ∨.: : : :.|　'' 乂:::ツ '´　 　 kｰ':::| 》l: : : : : /yi}
　　　 　 　 |＼ : : ＼ 　 　 　 　 　　 `ｰ‐ﾟ　ﾉ: : : :,/ 　i}
　　　 　 　 |: :{i＼.: : :ゝ　　　　'　　　　　／.: : :／i　　i}、
　　　　 　 /: :{i　　iト´、　 　 ◯ 　 　 　 ＞- ´: :{i　 　i}:＼
　　　　　∧: :{i　　 i} : : ＞　_　　　 _ ＜ : : : : : ; {i　　 i}: : :.ヽ
　　　　 /: :ヽ{ｉ　　 ｉ}: : /　l＿ニ ´ ,i : : :ヽ: : :／: {i 　　i}: : : : )
　.　　 /: : : : {i　 　i}》: :》´　ｨ≧≦ｧ　7《￣《气: : {i　 　i}: : : /:ヽ
　　　/: : : : /{i　　 i}　厶斗〈 r-ｧ卞ミ彡 　 ヾ ＼:{i　　 i} : /: : : :
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　え、えーと、井川屋だす。
　　　　　 　／　　─　 　 ─＼
　　　　　／　　　　⌒　　 ⌒　 ＼　　　　寒天届けに上がりました。
　　　　　|　 Ｕ　 　 ,ﾉ(､_, )ヽ　 　 |
　　 　　 ＼　　 　　 ﾄｪｪｪｲ　 　／　　　　（なんや、この娘）
　　 　 　 ／　　　_　ヽニｿ,　 く
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　　　　　　　 　 　 　 　 ,厶XXXXXXXXXＹXk＿
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　　　　　　｀　{ﾊ:|:j::j丁7メ!|:l :/:／ .;:イ .:ﾊ ::j　 ｌX「　 　 ヽ
　　　 　 　 　 乂V!| f｢::｀Y|l:ｌ// .:／_７メ､j / .:/xr′　　　｀､
　 　 　 　 　 /XXX!| ｀='′ﾘ〃´ ｲ::::｀ｋｌ|:/ ::/Xx}个 ､　 　 l　　　　　……覚えてへんの？
　　　　　　 / XXX八 ″　 ,　　　 ﾞ=‐' グ ;:ｲX( 　 !　 ｀ ｰ ┘
　　　　　／XXXXXｘヽ、　 ､　　""‐=彡'´XXX｝ .:|
　 　 　 /XXXXXX7＾二＼　　　 ,. イXXX7⌒´ l: |
　 　 ／XXXXXX/　{r＝‐う斤-、　jXXX{_| .:ｌ| ::l |
. 　 /XXXXXX／　　し冖ｲ/ ﾄ､ヽＹXXX/rﾍ ::|l :l:|
　
　
　　　　　　　　　 　　 ＿_＿__
　　　　　　　　　　 ／　―　　 ＼
　　　　　　　　　／ノ　　( ●)　　 ＼
　　　　　　　.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
　　　　　　　.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　　　　　　　　　は？
　　　　　　　.　｜　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　＼＿　　　 　 _ノ＼
　　　　　　　　　　　/´　　　　 　 　 |
　　　　　　　.　　　 |　　/　　　　　　|
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　翠星石は、やる夫が荷をほどいている間も離れずに、何やかやと話しかけてくる。
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　　　　　　翠家の板場には、ジャギの他に料理人が一人と若い衆が一人、
　
　　　　　　　　　それにジャギの父親らしき老人が帳場に座っている。
　
　　　　　　　　翠星石の話し相手になりそうなものは居ない様子だった。
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　　　　　　　　　　板場で忙しく立ち働いていたジャギが、済まなさそうに言う。
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　　　　　 ヽ ヽ　　　　　　　|＼　　　　　　　　　　 　__　　　　　　　　　　　　　_　 -.:':´::::::::::_::_- ' ´￣｀'-､
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　　　　　　　　　　　　　　　その瞳に、みるみる涙が溜まり、一杯になった。
　
　
. 
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　それが零れそうになった時、やる夫のそばを離れて、
　
　　ぱたぱたと板場から庭の井戸へと抜けて行った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. ィ´　,ﾊ iヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／.イ`ヽ/:.| iﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　,.　-=ﾆﾉ: : : : : :.人i'j´
　　　　　　　　　　　　　　〃　_,ィ´: : : : : : / ` ､ヽ
　　　　　　　　　　　　　_, -‐'´: : :./: : : : / ./: : ﾍ.',
　　　　　　　　　　,.ィ: ´: : : : : : :ノ: : : : 7イ,': : : ハ!
　　　　　　　　 〃: : : : : : : : ／: : : : : 7::::::i: : : : : :.〉
　　 　 　 　 　 !: : : : : : , イ: : : : : : : :7::::::八: : : : /､
　　　　　　 〈~:.ヽ､: : :/: : : : : : : : : :ノj::::::::: :ヽ､: :ハ,〉
　　　　　〃`ヽ､i､ノ｀ヽ､: : :. _,ﾆ彡'´ : : : : : : 7: : : i>!
　 　 　 　 )ﾉヽ:ノ　{､: : -､: ヽ: : : : : : : : : : : :.i: : : : :/
　　　　　 '´　　　f_: ､: : :): ¨´: : : : : : : : : : :.八: : :./_,
　　　　　　　　ヾ=彳: : ヾー､_,､: : : : : : : : : : : ヽ;/ﾊ
　　　　　　,イ´: : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: : : : : : : : : : i
　　　　,.../: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: : : : :ハ
　　　　∨::::::::::::::≧-､_: : : : : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: :.ﾊ
　　　　　ヽ;:::::::::::::::::::::::::::｀`ヽ､: : : : : : : : : : : : : : : `ヽi.,_
　　　　　　 ヽ､:::::::::::::::::::::::::::::::::｀`ヽ､: : : : : : : : : : : : : :f
　
　
　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　 　 .／　　　　　＼
　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　 嬢さん！？
　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／　　　　　　（あかん、泣かしてしもた）
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　やる夫はおろおろと翠星石の後を追いかける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　翠星石は井戸端で顔を洗っていた。
　
　　　　　　　　　　　　　　水音に、時々、嗚咽が混じる。
　
　
　　　　　　　　　　　,　-―- ､
　　　　　　　　,.ィ ´　 ＿＿　 ｀ヽ､
.　 　 　　　／　 ,.ィ ´　　　 ｀ｰ-､　｀ヽ､
.　　　　　く　 ／　※　　　　　※ ｀ヽ／
　　　　　　`/　　　 _, -―‐-､_　 　 l
　　　　　　/:l, -‐:'´: : : : : : : : : ｀ｰ､l',
　　　　　 /: :l: :l:: : : : : : : : l: : : : : : l: ',
　　　 　 /: : :l: l: l: : : : : /:/!: : :l:l: :/:.∧　　　　　　 ひっく……ひっく……
　 　 　 /: :ﾊ`ヽ∩「ｌ「ln /.n「l「l∩ .`７:∧
.　　　 /: : `iゝ!.ｒl lｌ ll lｌ l_'_ｌ.ll.ll.l.l ln.ﾉ:l: :∧
　　　/: : : :l:::::l.ヽ＿＿ﾉ　ヽ＿＿ﾉ.::::l: : ∧
　　 /: : : : l::::::l/:::::::::::ヽ×/::::::::::::ヽ.::l: : :.∧
.　 /: : : : :/:::::/::::::::::::::::|. .|:::::::::::::::::ヽ.:!: : : ∧
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　　　嬢さん、
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　すんまへん。
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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:.:l:.:.:.:.:.:.:.:.!:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./// ,:.:/:./:.:.:.',:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:.:!
/|:.|:.:.:.:.:.:.ｌ:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::／イ/ /:/:./ﾄ､:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:!|:､
:.:!:.!:.:.:.:.:.:.l:.:.l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／／., ' ./:/:./ !ｌ ヽ:.:.:.:ヽ:.:..:.:.::.:!:.:l:.:.:.:.:.l:.!:.ヽ
:.:.!:.!:.:.:.:.',:.',:.!:.／─／─''／　//,:./　 !ｌー＼─＼:.:.:.l:./:.:.:.:.://:.:.:.:
:.:.:',:',:.:.:.:.ヽV｀ヾr=.＝=ミー７///　　 rィ=＝､ヾ:.:.:.:､/:':.:.:.:..://:.:.:.:.:　　　　　　 何でもあらへん！
-､,.ﾍヽ:.:.:.:ヽヽ ヾ､_.tｰ'ノ ／'´〃　　　 弋ｰj.っ '　 /:.:.:.:.:.//､:.:r‐‐
　ヽ.-l　＼:.:.:＼､　　i:ﾟ 　 　／´　 　 　 　 ヽ ;ﾘ .／':.:.:.／/ ,.-Ｊ　　　　　　　　 あっちゃ行って！
.／ 　.!　　 ヽ､:.ヽヽ｛!　　　 　　i　 　 　 　 ‐,.'ィ":.／ 　 !/　　｀
ヽ、　 ,!　　　l l｀ヾ.＝-　　　　　　　　　　-‐"‐／ｌ !　　 l ）　　／ 〉
） .!　へ!　　//　　｀ i! ､　　　｛￣　）　 　.,.ｲj'´　 l !　　!<　,　　 く
　 ヽ_￣l 　 l !　　 　 　 ｀丶､　　　_..　'"　 .;: 　　 !l 　 !　 / -,.､ノ:
ヽ-､　',　!　 !l　　　 　 ／::,二 ｀"´二､:＼　　 　 ,ｲｌ　 l　 '　 /: : : :
: :!: :}　l　 !　!l 　 　 ／::／ ／/:｢ﾄ､＼ ＼::＼　 / l.!　l　　　 〉: : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言いながら、翠星石はしゃくりあげた。
　
　
. 
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　　　この小さな少女が、やる夫の身の上を聞いて泣いている。
　
　　　　それを思うと、やる夫はどうにも切なくてならなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ￣￣￣ ＼：
　　　　　　　　　　 　 　 ：:／　　　　 　　　::::＼：
　　　　　　　　　　 　 　;： |　　　　　 　　　 :::::::| ：
　　　　　　　　　　　　　　 ＼.....::::::::: 　 　::::, ／
　　　　　　　　　　　　 　 r "　　　 　.r　　／ﾟ。
　　　　　　　　　　　　　：|::|　　　　 ::::|　:::i
　　　　　　　　　　　　　：|::|:　 　 　.::::|　:::|：
　　　　　　　　　　　　　：`.|:　 　 　.::::|　:::|_：
　　　　　　　　　　　　 　：.,':　 　 　.::（　　:::}：
　　　　　　　　　　　　　 ：i　　　　　　`.-‐"
　
　
　　自分にこんな妹が居れば、身を賭しても守るだろう、とも思った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　それから数十日後。
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　 やる夫、やる夫は居てるか？
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　旦那さん、
　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　何ぞおましたんか？
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　ああ、いく夫。
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　 いや、たいしたこっちゃない、
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 ちょっと使いを頼もか、思てな。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|　　　　　　　　 岩おこしやったら、止めといておくれやす。
　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　　あれは旦那さんの歯ぁには固すぎます。
　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　　 それに、そうそう甘いもんばっかり召し上がっては
　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、　　　　　 お身体に障りますよって。
　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|　　　　　　　　 まぁた怒られた。
　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|
　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|　　　　　　　　 いく夫、お前はん、
　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　すっかり私の古女房みたいになってしもたなあ。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　へえへえ、
　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　　 古女房でも何でもよろしおます。
　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　　　　　 おい、やらない夫。
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　　　ちょっとこっちゃ来てんか。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　.　　　　 ／￣￣＼
　　.　　　／　 　 　 　 ＼
　　.　 　 |　　_ノ　 ヽ､.　.|
　　.　　　!.　（一）（ー） ｜
　　　　　, っ （__人__）　 |
　　.　　/　ミ） ｀⌒´　　/　　　　　　　 へえ、なんでっしゃろ。
　　.　 /　ノゝ　　　　　/
　　　 i　ﾚ'´　　　 　　ヽ
　　　 |　|／|　　　　 |　|
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　やる夫はまだ翠家はんから戻らんのか？
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　　 ＿_
　　　　 ／　～＼
　　　／ ノ　　(●)＼
　.　｜　(.／) 　 ⌒）＼
　.　｜　　 （__ノ￣　　 ＼
　　　＼　　　　　　　　　 |　　　　　　　　 へえ、また向こうの嬢さんに
　　　　　＼　　　　　　　/
　.　　　　　 ＼　　⊂ヽ∩　　　　　　　　　捉まってんのと違いますやろか。
　　　　　　　/´　 　 (,＿ ＼.
　　　 　 　 /　　　　　　 ＼. ＼
　　 　 　 ./ 　 / 　 　 　 |. ＼ソ
　　　　　（ 　y'　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　　ほんまにいつもいつもどななってんねん。
　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　 子守りにやってるんやないで、まったく。
　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　　やらない夫、もうこの次から
　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　あんたが翠家はんに行きなはれ。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　こう毎度毎度では、こっちの商いが回らんわ。
　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　 　 ／　ヽ､_ 　　＼
　　　　　(⌒）（⌒ ） 　　　|　　　　　へえ、せやけど番頭はん。
　　 　 　(__人__） 　u　 　 |
　　　　　| |┬‐| 　　　　　|　　　　　私が行きましたら、いっつも嬢さん、がっかりしはるんだす。
　　　　　| |｜ .| 　　　　　|
　　 　 　（｀ー´　　　　　/　　　　　 そらもう、慰める言葉も見つからんほど、
　　　　　　ヽ　　　　 　/
　　　　　　　〉　　　　〈　　　　　　　何やこう、『世も末』みたいに両肩をがっくり落とさはって……。
　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　|　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　|. u.　（__人__）　|　　　　 翠家の旦那さんも、
　　　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　何や当てが外れたみたいな顔をしはるし。
　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾂﾛ
　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　私、そんなん見るの辛ぉおます。
　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　 　 |　 　 . 　 | 
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　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　はははっ。
　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　そらええ、やる夫もえらい見込まれたもんや。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|
　　　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!
　　　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|　　　　　　　　旦那さん、笑い事やおまへん。
　　　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）
　　　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|
　　　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　　 まあええがな、いく夫。
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　やる夫かてジャギはんには教わることも多いやろ。
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　 子守りはその謝儀やと思たらよろし。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　井川屋でそんな会話が交わされて居た頃。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 小料理　 〈翠家〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
. 
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　翠家の板場脇の部屋で、やる夫は翠星石のままごと遊びの相手をさせられていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＿＿＿　　 　.
　　　　　　　　 　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　 ∠ -‐ 　　　‐-ミ　､　＼　 　 　 ♪
　　　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　 　 　 　 　 .／: : : : : : : : : : : : : :ヽヽ　 ＼　／
　　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼　　　　　 　 　 / : : /: :／|: : ∧: : ',: : :.ｉ }＿＿＼
　　　　　　　／ 　　（―） 　 （― ）＼　　 　 　 　 {: : :/:／ 　|／ 　＼:}: :.:ﾉ/: : :|
　　　　　　　|　 Ｕ 　 　（__人__） 　　 |　　　　　 　 ＼:ｲ i⌒! ＿　i⌒! /ィ´.': : : :!
　　　　　　　 ＼　 　 　 ｀ ⌒´ 　 ,／　　　　　 　 　 .八wｘ　ヽ_)　 xwｘ.|　ｉ: : : :.|
　　　　　　／´￣　　 　　　 　 　ｨヽ　　　　　　　 　 i: :| ≧=‐-　-‐=≦|　|: : : :.|　　ﾆｺﾆｺ
　　　 　 〈 　 ￣ 　‐- 、　 　　　　　i　　 　 　 　 　 .|: :!　|;〃〈小._〉 ∧|　|: : : :.|
　　　　 　｀ｰ,‐ -、_ 　 ヽ 　 　 　 |　l　　　　　　　　 l: :l_./:{{__/｣_j＿}}:::Ⅴ｣ : : : l
　　　　　　 / 　　ヽ.て　 〉　　 　 .|　l　　　　　 　 　 | : /::::/､_::ﾚ__:::ﾍ::::::Ⅴ : : : :,
　　　　　　 l　　　 | ､彡ｲ　 　ヽ_⊥-‐　､　　　　　 .〈:.〈７´::::､::,:::::::::::::ﾏニ〉､: : : :〉
　　　　　　 l　 　 _,l　　　 　 ￣／　　　　 ｌ　　　　 ／´:::::::::::/::::::::::::::::::`ｰ':::::＼<
　　　　　 γ　 　　ﾄ､＿　　／￣ `l_-‐　´　　　.../:::::::::::::::::::{:::::::::::::::::::::::::::::::::::::〉
　　　　　 （＿＿＿〉 　 ￣ヽ --‐'　　　　　　 　 .`ー─ ､＿,.．--､＿:＞─‐'"
　
　
. 
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.　　　　　　　 　 ,､ -――‐--.､,
.　　　 　 　 ,,ｨ'´　　　　　＊　 ヽ､ヽ
　　　 　 ／´　＊　 _,､-―-､　　ヽ ｀ｰ-､
..　 　 ／/ ＊ ,､-'´: : : :./!: : `､.＊.ヽ. 　 ＼
　　　/　i　 ／: : l: : : ://-i!､: : :i　　 .l,､-‐'´
　　　＼l.*.l: : : l:.ll:.: ://　 .l!_ヽ:.:l ＊ .l: :|
　 　 　 .l　.l: : :/i!.l／/ 　 '´ ｀/:.:l 　　l: :l!
　 　 　 l.*.l:ll:ｲ ｨ'´｀　,　　　 /.l: l ＊.l!: : l
　　　　ｌ　l!､: :ヽ　　　､-‐'i　　,l:.l　 ./:,-､:l　　　　　　　　はい、やる夫。
　　　　.l.*l　ヽ: :.ゝ　_ ゝ‐' ／: :l *.l'´ｲ .l:.l
　　　　l　.l　 .l: :l`'ー-｀_' '´ｨ'/´l　 l.'´::::ヽ:l!　　　　　　　お饅頭あげまひょ。
　　 　 l *.l　 l:/ゝ‐!　/　｀´　　l * .l:::::::::::i:.l!
.　　　　l　 l /:.l::::ゝ-､ .／＼　 l　　.l:::::::::::l: l!
　　　　ｌ *.`､:ﾊ/ ＿ ヽ.iｮｮｮヽｨヘ, ,､!::ﾍ::ﾊ_:.l!
.　　 　 i　　 ヽゝ,|三|_ｲ＝‐'´ ノ　!　j:::::::::::::ヽ
　 　 　 ,ゝ-､-'ﾆ―――‐'二´ﾆｲ´ノ ＞ ､:::::::〉,
　　 　 /: : :ヽヽ´｀ 〉!　　　　￣￣ヽ,　　　ヽ:〈::ﾍ
　　　./: : : ::,ｲ:l､　 l::|　　　　　　 .{{{{ヽ､_　,ｲ:ヽ､:ﾍ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ__ 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　／（―） 　（― ） 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　|.　　（_人＿）　　　u　|　　　　　　へえ、おおきに。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 ｀⌒ ´　　 　 ,／
　　　　　　　　　　　　　　/ 　　　　　　　　ヽ　　　　　　　 （困ったなあ……）
　　　　　　　　　　　　　./　l　　　,/　 /　　 i
　　　　　　　　　　　　　(＿) 　　(__ ノ 　 　 l　　　　　　　 （早よ帰らな、また番頭はんに叱られてまう）
　　　　　　　　　　　　　／　　／　　　___ ,ノ
　　　　　　　　　　　　　!､＿__!､＿_＿＿_つ
　
　
　　いつもなら頃合いを見てジャギが助け舟を出してくれるはずが、今日はそれが無い。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が不服そうにままごと道具を取り上げる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,.ィ_´-――‐-二_￣｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　／ｲ´　※　　　　※　｀ヽ､　ヽ
　　　 　 　 　 　 　 　/　,.ィ´￣￣￣｀ｰ-､.　　　 ﾍ　 ﾍ
　 　 　 　 　 　 　 　,'／: : : : : : : : : : : l:l: :＼　　　ﾍ　 ﾍ
　　 　 　 　 　 　 　,'/: : : : : : :/: : : /://l: : : :ヽ ※ ﾍ　 ﾍ
　　　　　　　　　　 //: : : : : :/: :.／ //　',: : : : ヽ　　',.ｨ'´
　　 　 　 　 　 　 / l: : : : __/l:／ ／/-‐冖!: : : : ',　　l:.l
　　　　　　　 　　l　l!l: : : :/示 ／／ｲモ示l: : : : l:! 　 l:.l　　　　　　　もう。
　　　　　　　 　　|　l'l: :l: :l'乂ﾘ　　　 辷:ﾘ '!: : : /l!※ !:.l
　　　　　 　　 　 　 l '; :l: :l xx　'　　 xxx　/: :／ /　 /:.:l　　　　　　　何でもっと楽しい顔でけへんの？
　　　　　　　　　　/　 ヽ: :へ 　 -( 　 　 /／ 　　／: :..:l
　　 　 　　 　　／　 /: : ｀ヽ＿:｀'ｰ-‐ '´'´/　　 / : : : : l
　 　 　 　 　／ ※ /: rrﾍﾉ´,ｨ=示=´ﾐ､`/ .※ /f',-､: : :l
.　　 　 　／　　 ／: /:::〉〈 .《　/ijjヾ､　/　　 ./ﾉ 〉::::l: : :!
　　　 ／　　 ／: : /::::〈 .ﾉ　ゞ' ijij　ゞ"l　　　l〈 .ﾉ::::::l: : :l
　　／　　 ／/: : /::::::::ﾉゝ,　　 ij.ij　　 l　　　lﾉ〈:::::::::l: : :l
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　　　　　あ、すんまへん。
　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　　　…嬢さん、すんまへんけど、
　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|　　　　　　　　 私そろそろお暇を……
　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　立ちあがりかけたやる夫に、翠星石が話しかける。
　
　
　　　　　　　　,　-=――‐- ､
　　　　　　／／ ※ , -―:':´:｀ヽ､
　　　　　/.／　,.ィ´: : : : : : : : : : : ヽ
　　　　/ /※/: :.l: : : : : :/: :.l: :ヽ: :.:ﾍ
　 　 /　 !　/: : :.l: : /:/:/ !: :l'ヽ´ヽ: : ',
.　　 ＼　', l: : : : l:./:/:/　l: :/ｨﾃ!ヽ: :.ll:!
　　　　l｀ｰ! !: : : :l/'ｲ示' !/ ´ﾋﾘ.!ﾚ:/ l'　　　　　　 なあなあ、やる夫。
　　　　l: : : '.rYY`r､ゞ‐' /　　　,ｨ　/､
　　 　 l: :Yヽ! ' !. ' `ヽ､ r‐'7／ ／ﾉ´l　　　　　　　寒天て心太から出来るて、ほんま？
　　 　 !:..:|::ゝ ｀ヽﾉ`ｰ'ヽ￣´/ /　〉:::::l
　 　　,':..:.l:::::ゝ　　!￣"lゞ》 l　 !ノ:::::::::!
　　　,: : :.l::::::::ゝ　l　 　 !lﾐlﾐ!　l::::::::::::::ll
　
　
　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　　　へ？
　　　　　　 ／ -=・=- 　　-=・=-　＼
　　　　　　 |　 　 　 （__人__）　　U 　|　　　　　　　　へ、へえ、ほんまだす。
　　　　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿___
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 ∠r ⌒^⌒^⌒^⌒廴　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 /　_人__人__人__,ィ　　 ｀ヽ_　　＼
　　　　　　　　 　 　 y´: ／: : : : : : ´: : ⌒廴 　　)_　　 ヽ
　　　　　　　　　　／.: : : : : : :／. : : ｌi : : : : 廴　 　 )
　　　　　　 　 　 /. :/. : : : :／. : : : .:八: : : : : :.廴　　)
　　　　　　　　 /. :/. : :_:／ /. : :.:／　 ヽ: : : : : :|　　 ) 　 　}
　　　　　 　 　 '. :/. : ／ ｀/ . :／ ___　　 !: : : : i:|　　 )イ ￣　　　　　 どないして作るん？
　　　　　　 　 |: .' : :ｲﾆミﾒ:／　´ ＿ ｀ヽi: : : : ｌ:|　　ﾉ:ﾘ
　　　　 　 　 八{l : /} ,,,, {/　 　ｨﾇ三ﾐ、 |: : : :ﾊ!　 ) :/　　　　　　　　最初にそれ見つけたんは誰？
　　　　　　　　 /. :{八　 '　　　　　,,,,　`/: : : :/ﾉ　ﾉ:/
　 　　　　 　 ／／.:＼｀ヽ` ｰ　　　　ノ７´j´}/　　ﾉ: i
　　　　　 ／／.:::/ｉ{7Yヽ.〉ｰ/ ￣￣ ／／,ｲ―ﾐ' : : |
　　　　／.:/.:::／ └ししＪ YYYYYj-―=彡:::::::::::} :八
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　 ( i)))　　　　　　　　　 へえ！
　　　　　　　　　　 　　　／⌒　　⌒＼　＼
　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼ ）　　　　　　　 昔、京都は伏見の旅籠の旦那さんが、
　　　　　　　　　　.／:::::: ⌒（__人__）⌒::::＼
　　　　　　　　　　| 　 　(⌒)|r┬-|　　　　　|　　　　　　　お客さんにお出しした後の心太を
　　　　　　　　　 ,┌､-､!.~〈`ー´/　　　 ＿/
　　　　　　　　　 | |　|　|　 __ヽ、　　 　/　　　　　　　　　 そのまま外に出して置いとかはったそうだす。
　　　　　　　　　 ﾚレ'､ﾉ‐´　　￣〉　　|
　　　　　　　　　　｀ｰ---‐一'￣　　　　　　　　　　　　　 寒い寒い冬の夜のことで、心太は凍えてしもたんだす。
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿∩
　　　　　　　　/　〉〉〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 そのまま更に置いとかはったら、
　　　　　　　　{　　⊂〉 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　 |　　 | 　　 ／⌒　 ⌒ ＼　　　　　　　　　今度はお天道さまの力で溶けて乾いたそうだす。
　　　　　　　　 |　　 |　 ／(●)　 (● )　＼
　　　　　　　　 |　　 |／:::⌒(__人__.)⌒:::　 ＼　　　　　　そうやって、もとの心太から、
　　　　　　　　 ヽ 　 |　　 　 |,┬‐ |　　 　 　 |
　　　　　　　　　　＼.＼　 　｀ー ´　　　　 ／　　　　　　 かさかさに乾いた寒天が出来上がったそうなんだす。
　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　＿＿　ヽ
　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　 　 (＿＿＿_/　　　　　　寒晒しのところてん、で寒天と名ぁがついたそうだす。
　
　
　　　　 　 ',　,. イ.::;　.:.:.,　　　　　.:.:.::::::::::.`ゝ､
　　　　　　 V／.::/.:.:／　　　　　　.:.:l:! .:.:::::::::.`ヽ　_」 _
　　　 　　／. .,.ｨ.:.::/　　　 .:.:::::::.:.　 .l:! ､ .:.:.:::::::::.`､下　.!
　　　 　 /.:/ .::l:!.:./　　　.:.:.:.:::::::〃.:/::!::::.:.､ .:.:.:::::::.`､　/
　 　 　./.:/ .::::l:|.:.:.　　.:.:.:.:::::::::〃.:/.:::ﾄ､::::.:.ヽ .:.:.::::::::Vヽ
　　　 /.:/ .:.:::::l:|.:.:.　.:.:.:::::::::／/.:/.::::ハﾄ､.:.:::::', .:.:.:::::::!.::.',
　　 ./.:/ .:.:.::::::i:|.:.:'"´￣`>'　/.:/.:::/ __　 ヽ .:.l　.:.:.:::::!::::::',
　　 l:::ﾊ .:.:.:::::::ﾘ.:.:.:.:::::／　ノ.::/.:::/ ´　￣` V:l　.:.::::::j:::::::::
　　 |::|　',.:.:.:::::.ヽ｀,≧三ﾐ、　/:／´ ¨`___　　 ﾘ .:.:.:::/l.:::::::::　　　　　　 ふうん。
　　 |::|　 ﾄ､.:.::::::::.Y ´¨¨¨`　　 　　,.ｨﾇ三ﾐx　/ .:.::/ ﾘ::::::::::
　　 ヽ!　{i　＼.:.::Λ '''' 　　　　　　　´"¨¨` /.:.::／　ﾘ:::::::::::　　　　　　けどその旅籠の旦那さん、
　　 　 　{i _」 _ﾊ .::ゝ 　　 `　　　 　　 ''''　/;:イ　　 ﾘ.::::::::::::
　　　　　{i 下 j} 1.:::ﾄ､　　 ` -ｰ 　　　　 ﾉﾉ_」 _　 ﾘ.:::::::::i::::　　　　　　口に入れるもんを外に放り出しとくて、
　　　　　{i　　 j}. ＼.:.:::＞.､　　　 　 　 ノﾉ　下　,.ｲi::::::::::|::::
　　　　　{i　　 j}　 ,．'´　　 ｀`ﾆﾆﾆ"´ﾉノ　　　,.ｲ:::i:l::::::::::|::::　　　　　　えらい罰当たりやなあ。
　　　　　 {i　　jレ' -米‐ 「:に>介フノ_」_ 　,..ｲ.:.:l::::l:l::::::::::|::::
　　　 　 　＼〈　　　　ノﾉl::,.ｨｲ.:／　　下イ　.i.::::|::::l:l::::::::::|::::
　　　　　　　　｀`~~´ ｀`フ.:::／　,．'"´　　　 .i.::::|::::l:l::::::::::|::::
　　　　　　　　　　　 　/::／ ,．'´　,r‐‐y‐─ ｭ､::!::::l:l::::::::::!::::
　　　　　　　 　 　　／ﾌ ^Y´　,.r'".:.:.:.:::::::.:.:.`ヽ＼:::l:l::::::::::!::::
　　　　　　　　　　//ｼ'　 j!　,〃.:.:.:::::::::::::::::::::::.:.＼＼!:::::::::!::::
　　　　　 　 　　 //ｼ'　　j! 〃.:.:.:.::::::::::::::::::::::::::.:.:.:.:＼＼.:::!::::
　
　
. 
　

533   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 18:07:00 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　　　　　　けんど、そのお陰で私らの商いが生まれたんだす。
　　　　　　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　　　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　　　　　 私ら寒天に係わる者にとっては恩人だす。
　　　　　　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　　　　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　　　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　 　 　 ,　- ―‐‐‐ -　､
　　　 　 　 　 　 　 ／ ,　- ―‐‐ -　､ ＼
　　　　　　　　　／ ／ ※_,.-―-.._※ ヽ　＼
　 　 　 　 　 ／　 /※／ : : : : : : : :｀:､※',　 ＼
　　　 　 　 〈　　　ｉ／: : 人: : : : :人: : : ＼ｉ　　　〉
　　　　 　 　ヽ､　/: : :/‐/-､/: :/,/-ｉ : : : :ｉ 　／
.　　 　 　 　 　 Ｖ: : :〈:У __/／ ﾘ__ ヽ:ｉ: :/:∨　　　　　　　　　ほうか、やる夫が恩人や言うんやったら、
　　　　　　　 　 |: :_:ﾊィ'⌒ﾞ　,　´⌒ヽ ,ﾊ､:Ⅵ
.　　　　　　　　 ﾊ:{〈〈}/// 、　　, ///{ﾘ〉ﾘ: ｉ　　　　　　　　　　私もそう思うことにする。
　　　　　　　　/: :∧　＼ 　 ￣　　 ／　∧:ﾍ
　　　　 　 　 /: :// ＼ 　）ｰ--‐ '（ 　,.ｲ　》 :ヽ　　　　　　　　 寒天て美味しいし、面白いしなあ。
.　　　 　 　 /: :〈《　(Ｙ⌒Ｙ}ﾆ水ﾆ{Ｙ⌒Ｙ)/ } : ::ヽ
　　　　 　 ∧: : :∧./｀ チ／ﾉｌiヽ､乂 ´＼.∧: : :∧
　　　　 ／: :.ヽ:/／-=〈.ィ´辷||乃＼ヽ. 　＼V.:/ : ＼
　　　 ∧: : : :../´　　ノ´＿＿.||＿＿_∧ヽ　｀ヽ: : : : ∧
　￣￣￣￣　{　　 /＼'7　　　 　 厂ｿ人　　　}￣￣￣￣
　　　　　　 　 ｀ー' ｀ー'　　　　　 ｀ｰ '　 ｀ー '
　
　
. 
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　　　　　　　　翠星石の言葉に、やる夫は目を見張った。
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　 えっ？
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　　　　＼　　　　　　　　　　そうだすか？
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　　　寒天、美味しおますか？
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／　　　　　　　 面白おますか？
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　 , ィ_´＿　　　　 ｀　　､
　　　　　　　　　　　　 　　／｀´ ※　_　｀ ｰ ､　　　　｀ヽ
　　　　　　　　 　 　 　 ／ｰ- ‐― '´: :ヽ_ ※　ヽ　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　,.イ: : : : : : : : : : : : : : :ヽ　　 ヽ　　　　 ヽ
　　　　　　　　 　 /:.／: : : : l: : : : : : : : : : : :ヽ　　 ヽ　　　　　ヽ
　　　 　 　 　 　 /ｲ: : l: : : :/!: : : : : : :／: : : : :ヽ ※　}　　　　　 >
　　　　　　　　 /　l: : :l: : :/｀lヽ: : : ／: : : :l: : : : ヽ　　l　　　　／
　　　　　　　　　 /l: : :l: :}'示t: : ／´:｀ヽ／: : : : :.∧　ヽ　 ,.ィ´　　　　　　　うん！
　　　　　　　　／　ヽ: ':ﾄ八::ﾘ∨/:／／ /l: : : : : : :.l ※ l´:..:l
　　　　　　 ／ ※ ／ヽ:l　´｀､　'´ ゝ=x　,': :/: :/: : ヽ 　 ヽ: :.　　　　　　　 やる夫もそう思うやろ？
　　　 　 ／　 　／　/r､ヽ　 ､　,　　　　/／:／ : : : : {　　 } ∧
.　　　／　　 ／ 　 /: | |: : ヽ　　　 ,　-/:.／: : : : : : : l ※ l: :.∧
. 　／　　 ／　　／: : l ゝ‐ﾍ:｀ ´i､-‐'　'´　ゝ‐- ､_:_: :ヽ　 ヽ:..:∧
.／ ※ ／ 　 ／: : : :〈　ﾆﾐ} l´/ijﾐ;､　　　 　 　 r'､/fﾊ: l　　 l: : ∧
　　 ／　　／: : : : :,.ｨl　くｰ'/ｲﾐ}ﾄ､.》　　　　　 ﾉ/ r'::∧:ヽ　 ヽ: :.∧
　／ 　 ／: : : ; ィ´: :ｨゝ'ﾍﾘ ゞ〃} "　　　　　f / ﾉ:::::::∧: ヽ.※ ヽ: ヽ
.´ 　 ／: :, ィ´: : : : /~^｀>'　/　}}　　　　　　〈 ,'r':::::::::::::∧: : ヽ　　ヽ: ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　　　　　　　　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　　　　　　…………
　　　　　　　　　　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は返事が出来なかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　確かに、初めて寒天が固まるのを見た時は、面白いとは思った。
　
　　　　　　　　　　　慣れてしまえばそんなことは当たり前で、特に感動はない。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　 　 　 .　'"　　 U　　　 ｀丶、
　　　 　 ／　 ＼　　　　　　　　　＼
　　 　 /　　　　 ｀¨″　 `'ｰ'"￣｀　　　　　　　（寒天、なんちゃ味せえへんしなあ）
　　 　 {　　三三　　 　 　 三三　　　}
　　　　'.　　　　 　 　 　 　 　 　 Ｊ　/　　　　　（どないしても、美味い、て思えへんねんなあ……）
　　　 　 ＼ ｕ　　ﾞ'ー'^'ー'ﾞ 　 　 ／
　　　　　　 ｀¨７　　 ￣ 　 　 　 ‘,
　　　　　　　 /　　　　　　　　　　‘,
　
　
　　そんな自分が寒天を扱って良いものか、という気持ちが時々首をもたげることもあったが、
　
　　　　　　　　　　　　生きていくためだ、という現実がいつも勝った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　長い沈黙で、翠星石は答えを察したのだろう。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小さな声で呟いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　,､-‐'´,､-―――‐｀-'ヽ､
　　　　 　 　 　／／￣　※　　　※　　 ※＼
　 　 　 　　 ／／　 　 　 _,､-――――-､___ﾍ
　　　　　 ／ /　 .※　／: : : : : : : : : : : : : : : : ＼
.　　　　 /　./ 　 　 ／: : /: : : :/: : :/: : : : : : :l: :.:ヽ
.　　　／　 /　　　/: : : :/: : : :/: : :/: : : : /: :./: : :∧､
.　 ／　　 ,'　※　l: :.:l:.:.l: : : :/: : :/: :/: :/: : /!:l: : l: :l ＼
.　 ＼　　 l　　　 l: : :l: :.l:ﾑ斗孑/:／:／: ､/ l:.l: : l:.:.l　 ﾉ
　　　 ＼_.l　　　 l: : :l: :l／:／／/／/: :／｀'十: :.l: :l-'´
　　　　 /:.l　※　l: : :l: :lｲセ'示 '′/／ イ示'!l!:..:l: ,'
　　 　 /: :l　　　 l: :ヽ:ヽ!弋: ソ　／　　 辷::ﾘ l: : l:/
.　　　/: : :l　　　 l: : :ヽ:l`　￣　　　　　　￣　/!:.:/
　　 /: : : :l　※　l:＼!＼!　 　 　 　　 ' 　 　 / l:/　　　　　　　……しんどいな。
.　 /: : : : :l 　 　 l: : :`i＼　　　　 - ‐　　 ／　/l
　/,､-‐-､.l 　 　 l＿/l.　.＞ ､　　 　 , .＜l .※. l
.／:::::::::::ゝl　※　l　　 ＼　 　 ﾉ＞＜､:/,､-‐-､.l
:::::::::::::::::`j.l　　　 l　 　 ,ｨ≧≦ﾐ､　ゝ　ﾉ:::::::::::::ﾍ!
::::::::::::::::i´ l　　　 l　　〃　.》《.　ヾ､ i´ `j:::::::::::::∧
:::::::::::::::::ゝl　※　l　　《　〃ij!ヾ､　》 `i ゝ,::::::::::::::::〉
:::::::::::::::::::::l　　　 l　　 ゞ" .ij ヾ ゞ"　 ﾉ （__:::::::::::/
::::::::::::::::::::,'　　　,'　　　　　ij　 ij 　 　 〉　 ﾉ:::::::/
　
　
　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　　　え？
　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　　　嬢さん、しんどおますのか？
　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　　　 具合わるおますのか？
　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　翠星石は首を横に振って、すっと立ち上がる。
　
　　　　　　　　そして板場へ通じる襖をあけると、父のジャギを呼んだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿_
　　　　　　　　　　 ,ｨ'´　.／　 ￣ヽ､
　　　　 　 　 　 ／: l * /　　　　　　＼
　　　　　　　　/: :l: :l　 .l　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ,':.l:.:l: :.l * l　 　 　　 　 　 　l
　　　　　　　 l: l: :l: :.l　 l_　　　 ＿＿　　 l
　 　 　 _,､､r､l:l!ヽ!ヽ:l * l｀ｰ '´: : : : : ￣l´
　 　 　 `ヽ```i､　l　ﾘl　 l: : : : : : : : : : : :l
　 　 　 　 lｨ-､ﾊ　ゝ,. .l.*.l: : : : : : : : : : : :l　　　　　　　　お父はん。
　 　 　 　 ゞi.　 ﾍ 　 `l!,ｨ'.l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 !　 ,ｲ‐‐'´:::::::l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 l　/::l:::::::::::::::::l: : : : : l: : : : : : l
.　 　 　 　 　 〉'::::l!:::::::::::::::/; : :.: : :l: : :: : : : !
　　　　　 　 ./::::::::｀'ｰ､,／lll!: : : : :.l: :l: : : : :.ﾍ
.　 　 　 　 　 ＼::::::::::::::j三||: : : : : l: :l: : : : : :.ﾍ
　　　　　　　　　〉､:::::l´::::￣l: : : : : l: :l: : : : : : :.ﾍ
　 　 　 　 　 ／::::::`'´::::::::::::l: : : : : :l: :l: : :l: : : : : ＼
　
　
　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ヽ. 　 7"::;:::::＿::､ヾﾞi　 　 _ヾ､:::::::ﾊ
::::::::::::i丶.　　 l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,l,
::::::::::::ｌ丶　　　ﾞー───‐' 　 . k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ
::::::::::::ゝ　 　 ,ｧ''''"￣￣￣''ー''¨ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿　　　　　　　　　おお、何や翠星石。
:::::::::::::::〉　,.'",ｎ.　　rャ 　 ,-､　　　ﾞヽ､ 　 ,ﾉ
l:::::::::::::ｉ　　　|:::| 　 |::::| 　.i:::::|　　;ﾍ 　 _ヽ.,!　　　　　　　　　　今、手ぇ離されへんのや。
|::::::::::::ｌ　　 _,レﾍ.　|:::::!　 !:::::l　 ,l:::;!　 i:.:i 〉
}::::::::::::!　'´　　　,}　|:::::l　 !::::::!　,!:::;!　;': 7,!
!::::::::::::l 　 　 　,/l.　!:::::!　ｌ::::::l　,!:::;! 〃.7.l　　　 ,ﾊ
:::::::::／i.　　　,/::::ゝ.l::::::し'::::::i. ,!:::;!.〃,/　｀ー‐'" ,}
:::／ 　 ｀ー､":::::::::::::::::::::::::::::::¨:::::ﾚ'!_/　　 　 　 ,/
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/ゝ.,,,＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
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　　　　　　　　　　　　翠星石は父の傍に駆け寄ると、精一杯に伸びをして、その耳元に囁く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　‐──‐- ､､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.．´-=＝＝=. ､　＼`ヽ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／. : : : : : : : : : : : :＼　＼　＼
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　　/: : : : : /:./.://:l:l､: : : l ＼　＼　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l: | : :l :/: /_// ﾘﾑヽ.:.:.l: : : ヽ米l　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l: | : :l/／ﾆl/　′_ヽ＼l: : : : }　 K
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l: | : :{ tﾃﾃヽ　　行ﾃヽ1: : ::/　 j
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nﾄ､: l　込ｿ　 　 込ｿﾉ.:/.:.:/　　ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i.:.ヽ' ' '　′　' ' ' 'l/.:／.:.i米l:!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l 米 ､　　「_)　　 ,.ｲ l.:.l.:.:i　 l.:!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　i.:l ｀ー-- ＜.:.:l.:l.:.l.:.:l　 l.:.!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　l.:l.:.:l.:.L, .ィ´ ＼.l.::l.:.:i米l.:..!
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,′ /7´／介ヽ､＼　｀77ﾊ.　!.:.:!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　 /7＼Vﾉﾉlﾄ､V ﾉ　.//.:.:.:',　い!
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l　　　　　　　ええ？
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､　　　　　　　寒天のことでやる夫に
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!　　　　　　教えてやって欲しい、て？
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギはちらりとやる夫を見やる。
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　　　翠星石のひそひそ話はまだ続いている。
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　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　最初は面倒そうだったジャギの顔が、徐々に真剣になっていく。
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　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　 （ひょっとして、さっきの「しんどいな」言うんは、
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　 おのれの商う品を面白いとも美味しいとも思われへん私のことを
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　　　　それでは辛かろう、しんどかろう、いう意味やったんやないか？）
　
　
　　　　　　　　　自分より五つも年下の少女にそんな風に思わせたことを情けなく思った。
　
　
. 
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　　　　否、それよりも、寒天問屋の丁稚が、自分の扱う寒天に対して
　
　そんな考えでいることを知られてしまった、その恥ずかしさが体中を巡る。
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　（ジャギはん、きっと怒らはる……）
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫はジャギの叱責を覚悟した。
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　　　　　　　　　　　　ジャギが優しい声でやる夫を呼ぶ。
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　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　 　 　＿＿__
　　　　　 　 　 　／　　　　＼
.　　　　　　 　／　 　 　 　 　 ＼
.　　　　　　／　　 　ノ　　　 ＼　＼
　　　　　　|　　　　（●） 　（●） 　|　　　　　 へ、へえ。
　　　　.　　＼　　　　（__人__）　 ／
　　　　　　　/　　　　 ｀ ⌒´ 　 ヽヽ,　） ）"
　　　"（ （　（　ヽ　 　　　　　 ／.／
　　　　　　　 ＼ ＼　　 ゛　／／　|
　
　
　　　　　　　　　　　　言われるまま、井戸端で手を洗う。
　
　
. 
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　　　ジャギは、今日やる夫が届けたばかりの寒天を千切り、調理台に置いた。
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　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l　　　　　　せや。
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､　　　　　　味がでしゃばってけえへんやろ？
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!　　　　　それが大事なんや。
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
. 
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　　　　　　　　やる夫が怪訝そうな顔をジャギに向ける。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　　　　　へっ？
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　　　 （味が無いのが大事？）
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　続いてジャギは火にかけてあった小鍋を持ってくる。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よっしゃ、次や。
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫、これ、何かわかるか？
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　＿＿_ 　　 　＿_.■.＿_
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l　　 .|::::::::::::::l二二i:￣￣￣￣|
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l　　　 ￣￣　 　 ｀|::.　　 　 　 |
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l　　　　　　　　　　└───‐┘
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　　　出汁、だすか？
　　　　　　　　　　　　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|　　　　　　　　　　　　　　　 惜しい。
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|　　　　　　　　　　　　　　　 これは昆布と鰹節で取った出汁に
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧　　　　　　　　酒と醤油を加えて、
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧　　　　　　 澄まし汁に仕立てたもんや。
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三　　　　ほな、こっちはわかるか？
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　＿＿__
　　　　　　　　　　 　 　 　／　　　　＼
　　　　　　　　　.　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　.　　／　　　 ―　　 ー　 ＼
　　　　　　　　　　　|　　　　（●） 　（●） 　|　　　　　　　水に戻した寒天…だす。
　　　　　　　　　.　　＼　　　　（__人__）　 ／
　　　　　　　　　.　　　ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼
　　　　　　　　　　／´　 　　　　　　　　　 　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　　　　 せや。
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　　　　井川屋自慢の寒天や。
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　にっ、と笑うとジャギは寒天を水から引き上げてぎゅっと絞り、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細かく千切って澄まし汁の中に入れた。
　
　
. 
　

552   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 18:15:07 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
　　!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ
　　::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!　　　　　　　　 寒天を丁寧に煮溶かすんやが、
　　::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ
　　::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿　　　　　　　　これはやる夫にやってもらおか。
　　:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ
　　l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }　　　　　　　　　混ぜすぎたらあかんで、
　　|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉
　　}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!　　　　　　　　　 腰が無うなるさかい。
　　!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ
　　:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
　　:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/
　　:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
　　:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
　　;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　　　　 　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　／　⌒　 ⌒ ＼
　　　　　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　　　 |　　　 （__人__） 　　 |
　　　　　　　　　　　　 ＼　 　　　　　　　／　　　　　　　　　 へえ。
　　　　　　　　　　　　 ／|｀ー‐--‐‐―'|＼
　　　　　　　　　　　　/＼|＿＿＿＿＿|| _,ヽ
　　　　　　　　　　　　< つ＼　　　　　　,-し､)
　　　　　　　　　　―ヽｦ 　＼ニフ　　`-"　――
　　　　　　　　　　　　　　[]（("￣｡￣ﾟ￣)）[]
　　　　　　　　　　　　　　　| `ー----―"|
　
　
. 
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　一方のジャギは、玉子を取り出し、器用に卵白と卵黄とを分ける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　　　　　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}　　　　ｶﾁｬｶﾁｬ
　　　　　　　　　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　　　　　　　　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　　　　　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　　　　　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　　　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　　　　　　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　　　　　　　　　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　　　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　　　　　　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　　　　　　　　　 |
　
　
　　　そして、それぞれを鉢に入れ、箸で手早く掻き混ぜ始めた。
　
　
. 
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　　　　　　 　 　 　 -　￣　 　 　 　￣　－
　 　 　 　 　 　／　　_　－　￣｀´￣｀`ヽ　　＼
　　　　　　　 / 　 ／,.ィ: :⌒: ^V: :ﾊ/: :ヽ '､　　ﾍ
　　　　 　 ／　　/／:/: : : : : : : : : : : : : :ﾊ　'　　 ＼
　　　　　/ 　 　 {/: :/: : : : :, ｲ: : : /ヽ: : : :ﾊ ',　　 　ヽ
　　　 　 ＼　　　': :_: -:‐:‐:/､ }: : /-─V: : }　!　　 ／
　　　 　 　 ＼ /: : : :/z=ミ、 /: :/ x ＝ミ、}: :}ﾄ､／
　　　　　　　 {小: :.〈{ ／心Ｙ . ' 〃ﾊ心　}〉: :}　}　　　　　　　　　 お父はん、
　　　　　　 　l Ⅵ: :イ 乂ツ／　　 乂ツ /: :/} {
　　　 　 　 　{　{ﾊ:.:.|、　／、’　　,　　 /:/,:ｿ　Y　　　　　　　　　 玉子のおつゆ、作るん？
　　　　　　　 〉 　ヽ:}::ヘ　　 ｀¨¨´　 ／j:/　 ※ j
　 　 　 　 　 {　※　}:::::个ｭ 　 _　 ｲ::::从　　　　｀ヽ
　　　　　　　 〉　　 〈_:: zイ|　　　　トｭ::_〈　　 　 　 j
　　　　　　 .:{　　　　}　　xfﾁx､xfﾁミ､　 }　 ※　｀ヽ
　 　 　 　 /::〉 ※　〈　　{i{ 　/Ν zx}i} 　〉　　　　　}、
　
　
　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│　　　　　　　　　まあ、見ててみ。
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギはやる夫の鍋を脇から覗く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,, ‐'''''''''''''''ｰ-、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.'":::　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ,
　　　　　　　　 . ,　　　　　　　　　　　 ,|　 　/ ,.::::::: , ...::::: ;;;;;;;;;;;;;;;;; ｌ　 　 　 　 　 　 ,,l
　　 　 　 　 　 　 ｌ､　　　　　　　　　　l !　 / /:::::::::.! 　::::: ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;:.!　　　　　　　 /.!
　 　 　 　 　 　 　 ｌ.ヽ 　 　 　 　 __　.|　!　|: ":::::::::.l :::::::::: ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.il,　　　　　　 ./ |
　　　　　　　　　　 ﾞl, ヽ　　 ,,--'/-ﾐ'.ｌ　.! .l,,v、..:::: !:::::::: ,,.:,.v-､ ;;;;; l│　　　　　 /　!
　　　　　　　　　　　..ｌ　 ｌ_／ｙ'".!　 !:::ヽ,| l´.;,irﾐ;;-.....ニ=:ヘ.;;' | :;;;; ! .l､　　　　 /　 |
　　　 　 　 　 　 　 　 ｌ...! lﾞ .|　 ＼..ﾌ;;;;;.ﾞ'{:...;.ｌ.-･ ｴ; |∠･- !';;;;;:l;:;;; !　l;:ヽ,　　 /　　!
　　　　　　　　　　　　 / |＿_ﾞ''-ｨ'".;;;;;;;;::;: ｌ.ｌ.;;;゛￣.;.ﾞﾞ￣ﾞﾞ´..;;;; / ;;:.l　 .!;;;;〉　 /　　 !
　　　　　　　　　　　,,-彳 . |,､´"..::: 　 ;;;.,／l ::.:. _ｌ'.!:/i;;;i''i |ﾞ.!　|;:;;;.l　　lwﾆ.. /　　 .lﾞ
　　　　　　._..――┴-ﾆ;=__,;!.:.:;: ;;.;;;....:/ﾞ;:;:;:;::ﾞ''ﾐ/::|.|;;.V;;.ﾘ;;.|　l.:;:;,i　　.|::::::: : ﾞ'ｰ-'￢ ､ ／　　　よっしゃ、綺麗に溶けたな。
　　　　,,-',ﾞ,, -''''￣ﾞﾞﾞ''''''ｰ-..,,_.｀‐-､_::/;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::｀''〈ニ=..,_.ｌ,,iゞ゛:ヽ,__, !::::::::::: ::::::::;:;;;;;;.ヽ
　　 _ ''ﾞ'／.;::..ｒ'"::::::::::;:;:;:.;:;:;:;:;::´'''ｰ=ニ=ｰ-､､.＿＿＿ﾐ= ....ﾐｭ、::::::::::::;:;;;;;;;;.;:;:;:;:;:.;;;;;;;;;;;;;;."　　　ほな、こっからは私の番や。
　 ,/　/ ;:;:;:./ ;:::;:;:;:;:;:;:;::./;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::::::;::./ :::::;:;;;;;;;;;;;;;;........ﾝ ＼ ::..;:;:.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
. / . /;:;:;:;::,!;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:/;:;:;::i ;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:.!‐;;;;;;;;;;;;;;;;....../l｀゛"　..iトiｰ''"ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ''ｰ ､.;;;;;;;;;;;;;;
/　 lﾞ;:;:;::: .!;:;:;:;:;:;:;:;::,;:;:│;:;:;:| ;:;:;:;:;:;:;:;:.---: {;;;;;;;;;;;;;;;;;:::::::.〃=‐'-".,l　ﾞ'､　　 　::　 .｀'､ ;;;;;;;
　　,!:;:;:;:: .|.;:;:;:;:;:;:;:;::l::::::";::;:;:.ｌ ..;:::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::.ｌ.ι;;;;;;;..／iﾆﾚ､､__ '"| ヽ　ｌ　　 :::::　　　ﾞl;:;;;;;
　　.ヽ;:;:;:: .ｌ_,,,,,,.　-亠.;:;:;:;:;:;:;:ヽ‐;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::∥;;;;;;;;:|. ｀7ヽ､,,,..ィ'"　 ヽ ! : ::::::　 　　 |;:;;;;:
＼ ..,,＼'ﾞﾞ´｀-,;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;::._,,,,..―‐''ﾞ广''ﾞヽヽ..､＿,二!''―ｰ‐'　　　│ 　　　　　 ./-'"
　　　 ｀¨.ｰ　..,ヽ:::::＿_,,,..-‐'ﾞﾞ;;./ 　　 　l　　 ハ,./　　 　 　 　 　 　 　 /　　 .． : 　/ ;;;:|
　 　 　 　 　 　 ｀/ﾞ;:;:;:;;;;;;;;;;;;../ 　　 　 ,l､　　,　'.ｌ　　 i　　　　　　　　 　　　/ 　 ／ ;;;;; |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　そう言うと、まず溶いた卵黄を箸先から垂らすように澄まし汁の中に流し入れた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　卵白も同様に処理して、全体を大きく混ぜる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ,..-‐'ﾞﾞ￣"'“''''‐､　　　　 . ､　　, ',ﾞﾐ;;x,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,i'ﾞ.．::::::::::.．::::::::::::: .＼　　　.|.!　 !lﾞ　 　ﾞll;;ﾆﾆi､
　　 .､　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 / ./ ::::::::::,i′:::::::::::::::.ｌ ::ヽ　　.! ｌ,, !］　　 .i″　　l,lll;;、
　　　ﾘ､　　　　　　　 　 　 　 　 　 l: .!:::::::::::: lﾞ::::::::::::::::::::::::.ｌ::::ヽ　 | .|:;; ! .`'　jl　._,,. : !　　ﾞl=＿
　　　 .ｌヽ　　　　　　　　　　　　　 ,!　|:::::::::::: l ::::::::::::::::::::::::: !::::.| 　ﾚ"‐|　　　l !.´　 . l　　　ｌ´ .ｿ＼
　　　 . ! ヽ､　　　　 　 　 　 　 　 ,!::::゛::::::::::: !:::::::::::::::::::::::::::.|: ,,lvf./ .;;; !　　 l .| 　‐ .l-　　　}　 ､. │
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　予めたっぷりの水を張っていた大鍋に、
　
　　　　　　　　　　　　その小鍋を浮かべて粗熱を取りながら、更に大きく混ぜた。
　
　
. 
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　　とろとろの澄まし汁の中で、固まった卵黄と卵白がふわふわと泳いでいる。
　
　
　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　　　　　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼　　　　　　　　旦那さん、
　　　　　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼
　　　　　 　 |　 （●）　 （●）　　　　|　　　　　　一体、何が出来るんだすか？
　　　　　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／
　　　　 　 　 ／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　　　やる夫はいらちやなあ。
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　　　　固まるまで、待ちきれんのか？
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギはにやにやと笑う。
　
　
. 
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　　　　/ノ´: /: : : : : : : : : : : : : :ｉ: : : ::ｉ: ::ヽ: : : : : :＼　　　＼
　　　/": : :/: : : : : : : : : : : : : : ::|: : :|: |: : : ヽ: : : : : : :ヽ　 ／
　　/: : : ::/: : : : : : : : : : : : :／:/}: : ｉ: :|: : : : :ヽ: : : : : : :Ｖ
　 /: : : : :|: : : : : : : ／: ::／:: / /: :/: / ヽ: : : : }: : : : : : :ｌ
｀.{: : : : : :|: : : : : : : : ::／./／ /:／/:/-―--:､; |: : : : : : :|
　|: : : :{: : |: : : :,斗ｧ''フ"　 ／"　 //　　　　＼ヽ|: : ｉ : : ::|
　|:ｉ: : :ｉ: : :ｌ ｒ彡"´　　　　"　　　/　　　　　　　　}: :ﾉ : : ::|
　ｌ: ｉ: : { : : ｌ |　　　　 __,..　　　 /　　''ェ;_＿_,ｪ; /: : : : /∧
.　 ',ヽ: : : : ヽｌ ,ｒ＝=＝"　　　　　　　　￣￣ ./: : : :ノ/　 ｌ
　　 ＼＼: : : ＼　　　　　　　　!　　　　　　 /, ｒ '´　}: : :ヽｌ　　　　　　　　　　お父はん、
　　 |: : : {　`ー　＞　　　　　　　　　　　　　　/{ ＊ }: :　 ヽｌ
　　 |:/: : {　__ ｉ/ ヽ　　　　　　　　　　　 　.／: {　　 }:_:: : : : ｌ　　　　　　　　　いけずはあかん。
.　 //: : : :{　 "ｉヽ { :ヽ､　　　　⌒　　　／:__ : {　／　ﾉ: : : : :.'.,
　 ｌ/: : : : : :}　ｒ－┘､: ::ｒ`ｖｒ‐　-　 ´|: : : | _｣_{./　 ./: : : : : : : '.,
　/: : : : : : : {　｀ヽ、　ヽ.Ｌ._ヽ.　　　　レ'Ｖ＿＿ ヽ/: : : : : : : : : :'.,
/: : : : : : : : ｒ ト ＊|ヽ／ ノ ヽ.'､　 ／　{ （＿__　　〕ｒ､＿: : : : : : : '.,
: : : : : : : : :∧.ｌ.｝　 }〔　´　／ ヽG＝ニ:|（　　　　./ｒ'/ｒく: : : : : : : : :',
: : : : : : : ::/　)|.ﾄ}　 }ヽ　　　 へ）|ノ＼.{ |/ｰｉ　　/`./ (　ヽ: : : : : : : : ',
: : : : : : : /　 .)|.｢.） .} ∧　　　　 ） ７ .ヽ |　　　 { フ　 |　 ヽ: : : : : : : : ',
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石はそう言うと、
　
　　　板場の涼しいところに布巾をかけて置かれている木箱を自ら運んできた。
　
　
. 
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　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ
::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!
::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ　　　　　　　　翠星石には敵わんわ。
::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿
:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ　　　　　　　　やる夫、
l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }
|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉　　　　　　　　 これは今朝作っておいたもんや。
}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!
!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ
:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　ジャギは布巾を取り、木箱の中身を慎重に取り出すと、包丁で切り分けた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　切り分けたものを朱塗りの皿に載せて、やる夫の前に差し出す。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛　　　　　　　　　　 私が考えた料理で、
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　　　　　　　　　この翠家の看板料理にするつもりや。
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　　　　　　　　 『琥珀寒』と名付けよか思てる。
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/　　　　　　　　 |＼＿＿＿＿＿＿＿＿_＼
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/　　　　　　　　　|　 |　 　ﾊﾉ　ｒ─- ..,,_ 　 ￣|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　 |　　 __,,.ノノ￣'''ー､ヽ.　.|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,, -'''".|　 |　　 ヽ.‐''　 ｀ヽ､____｀ヽ､|'丶.､.......
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　 '´ 　　　|　 |　　　i⌒ヽ､　（　　￣ ｀ |:::::::...`.::::::::....
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.i 　　　　　＼|＿＿-'＿＿＿｀ｰ'-＿__|::::::　　!::::::::::::...
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ､ 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,: '.:::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`=ｰ--､....,,,,,_＿＿＿＿_,,,,,... --‐=''´..::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀`" '' 'ー───‐―‐' ''' "´
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　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ
::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!
::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ
::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿
:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ
l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }　　　　　　　　どうや、やる夫。
|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉
}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!
!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ
:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　　　　 へ、へえ。
　　　　　　　　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　 （綺麗やなあ……）
　　　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　　　　　　（まるで天女の羽衣みたいや……）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!　　　　　　 構へん、食べてみ。
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
　　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　　　　そんな、滅相な。
　　　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　　　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　 　 ,-´￣￣￣￣￣￣￣￣｀-､
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,-´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ｀-､
　　　　　　　　　　　　　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼.
　　　　　　　　　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ＼
　　　　　　　　 　 　 iﾞ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾞi
　 　 　 　 　 　 　 .|:|{::::::|{::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}|::::::}|:|
　　　　　　　　 　 i:::| {:::| {:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::} |:::}. |:::i
　　 　 　 　 　 { |::::|　{;;| ＼:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／ |;;}　|::::| }
　　　　　　　 　 {::::::|　　 　 ＼;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;,---､;;;;;;;;;;;;;;;;;;／　 　 　 |::::::}.
　 　 　 　 　 　 |＼;;l　　　 ________________ l　　 l ________________　　　l;;／|
　 　 　 　 　 　 |＼　　　　|　 　________　｀i　　 i´　________　　 |　　　　／|　　　　　　料理は食べるためのもんや。
　 　 　 　 　 __|;;;;::｀i 　 　 |　＜　 ・ 　＞ | 　 | ＜ 　・　 ＞　| 　 　 i´::;;;;|__
　　　　　　｀ー､ ニ　　　　＼　 ￣￣_____}─-{____￣￣ 　 ／　　　 ニ,,―´　　　　 お前はんとこの寒天がどう化けたか、
　 　 　 　 　 　 |::::::::＼ :　___ ￣￣￣＿　　　 ＿ ￣￣￣___　　:／:::::::|
　 　 　 　 　 　 |:::::::::::}. 　l::::l　 l~^l　 |::::|　　　|::::| 　l~^l 　|:::| 　 {:::::::::::|　　　　　　 しっかりその舌で味おうてみ。
　　　　 　 　 　 |:::::::::| 　 .|:::::|　.|::::|　.|:::::|　　|::::::|　.|::::|　.|:::::|　　 .|::::::::|
　　　　 　 　 　 |:::::::::| 　 .|:::::|.　|:::::|　|::::::|　 |:::::::| .|:::::|　|:::::::|.　　 |::::::::|　　　　　　 それも、大事な修行のひとつやで。
　　　　 　 　 　 |::|ヽ;;}　　|:::::::|. |::::::| |::::::::|　|:::::::| |::::::| |::::::::::|　 　{;;/|:::|
　　　　 　 　 　 |::|　　　　|::::::::::||:::::::||:::::::::| |::::::::||::::::::||:::::::::::|　　　　.|:::|
　　　　 　 　 　 ＼｀-,__,-´ ＼::::::::::::::::::::::::::||::::::::::::::::::::::::::／ ｀-,__,-´／
　　 　 　 　 　 　 ￣|￣　　|　＼:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　|　 　 |￣
　　　 　 　 　 　 ／ |　　　　|　　＼::::::::::::::::::::::::::::::::::／　　| 　 　 | ＼
.　　　　　　　 ／　　|　　　　 |　　　＼:::::::::::::::::::::::／　　　|　　 　 |　　＼
　 　 　 　 ／　　 　 |　　　　　|　　　　￣￣￣￣　　 　 | 　 　 　 |　　　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　やる夫は気後れしながらも皿に向かった。
　
　ぷるぷると震える匙で琥珀寒を掬い、目の高さまで持ち上げる。
　
　
.　　　　　 　 　 。＜.　 　 ￣ .｀ヽ、
　　　　　　　／　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ
　　　　 /　　　 　 　 　 　 　 　　 '⌒ヽ ､
　　 　./　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l
　　　 .l　　　　　　　　Ｕ　　　 　 （ ●)　|
　　 　 ',　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　 ',　　　　　　 　 　 　 　 　 ( 　 　 ）　　 /＞ﾍ＿　　　,rﾍﾐ
　　　　 / ,,..-‐--..,,_.　　　　　　 　 ｀￣.ｲ (ニ/　 　　-‐}ﾆニ辷二ﾌ
　 　 ／　　　　　　　｀"''-.,,　　　 ,,..-''´ 　 　 }　　　　'´J
　.／　　　　　　 　 　 　 　 ＼￣　　　　　　 / 　　　 fﾉ
../　　　　　　　　　　　　　　 　＼ 　 　 _,, イ 　 　 　/
/　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ｀''-''"　 　 　 　.／
　　　　　　　　　￣｀''-,,_　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　 ｀''-,,　　　　　　　 .／
　　　　　　　　　　　　　　　/ ｀
　
　
　　　　　　　　　　明り取りから差し込む光に翳してみると、
　
　　　　　　　その名の通り、きらきらと琥珀色に輝いて見えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　翠星石がやる夫を急かす。
　
　
.　　 / * ／:.:.:.;.:.:.:.:.:.:.:｀ヽ､
_､　/　 /:_:_:_:/:.ィ:.;:.:イ:.:.i:.:ヽ
/:Vi　* !:.:.:.７≧メ-‐/ィ/:.:.:.:.',
:.:.:.{　　 {.:.:.:i:!　f:t7 ´ノﾊ:.:ｉ:.i:.:l　　　　　　　　　やる夫、早よう。
:.:.:.i　*　ﾄ､:.:.､ xx｀　　fﾇ〉:!:ﾙ'
:.:.:.ヽ　　{: .＼ゝ　､ _ ' x'.:/　　　　　　　　　　　早よ、食べ。
ィTえ! * '; : : .＿_　.ィ´} '
::::::::::::{　　ﾄv':.:.:.:.:.:l {　!　　　__ _.ィ´｀ヽ
::::::::::::::{ * }/!｀T!､:.!ﾊ {　／　　 ｀ヾ!　 j
:::::::::::::::}　 { {i}ﾉ!{ ヽ 'ィ'´　　　　　 r''
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　へ、へえ。
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　やる夫は匙に載せた琥珀寒をそっと口に運ぶ。
　
　　　　　　　　　　　つるりと口中に納まった途端、それは濃い旨味を放った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／'´￣｀　　 ´￣｀　 　 　 .＼
　　 　 　 　 　 　 　 　 / (　● )　　(　● 　 )　 　 　 ｀､
　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ',
　　　　　　 　　 　 　 i　　 （　　人　　　）　　　　　　　　　',
　　　　　　　　　　 　 !　　　~''}´⌒｀''}' ´ 　　　　　 　 　 　|
　　　　　　　　　　　　＼　 　 乂f⌒:ﾉ 　 　 　 　 　 　 　 ,.'　　　　　　　　　うまっ……
..　　　　　__l^!　　　　　 .>　 　　｀こ'　　　　　　　　 　 ／
.　　　　 〈　| |　　　 .／　　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　＼
.　　　 r'' |　(｀ヽ　.,.'　 ／　　 　　　　　　　　　　　　　　　｀､
.　　　 ﾄ､_ｰバ! | /　 /　　　 　　　　　 　 　 　 |　　 　 　 　 ',
.　　　 ﾞt-/r‐`=ﾐf,.../.　　　　　　 　 　 ﾑ-‐`…‐-＾ぅc　　　..|
.　　　　 `|l　　　 i/.　　　　　 　 　 f.　　 　 　 　 　 :.::::｀rv 　|
.　　　 　 ヾ､＿,,.ｲ.　　　　 　 　 　 :!　　　　　　　　 :.::::八 ﾞく,!
.　　　　 　 `ｰ-‐' |.　　　　 　 　 　 丶.,_＿＿_._:_:_:_:_:_:ノj 　 }､
.　　 　 　 　 | 　　|.　　　　 　 　 　 　 └‐(＾ ｰ――┴ 'ﾞ　　{入
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は舌の上に神経を集中させる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が苛々とやる夫を揺さぶる。
　
　
　　　　　　　　／ 　 ,イ^ヽ ＿米ｿ＿ _　＼　 ＼
　　　 　 　 　 〈 　 ／´.:,.:. :.:..:::::::/!:!:::::.:.:.＼jkヽ　 ＼
　　　　　　　　 `y' .:.::::/::,.:::::::::::/::lﾉ::::::､::ヽ::ヽ. t､＿_j
　　　　　　　　 / .:.:::::/::/.:::::::::/::/:ﾄ､:::::｀,:::!::::|　!:ﾄ､ /
　　　　　 　 　 |.:/.:.:/､/.:.::::,イ:://ﾊ::ヽ:;;:ヽ|:::::!/::::.:ｲ
　　　　　 　 　 l/ﾄﾄ,!::::仁ﾆヽ'´　, -‐＜:::::::!::::|{::::::.:.|
　　　　　　　　　　〉V::i:|ヾﾄｯｿ　　´ﾄｯﾂ7::/::::/ !:::.:.::|
　　　　　　 　 　 /,.ィ´ ﾄ､' ' '　､　 ' ' ' /::,::イ /:::::::.:.|　　　　　　　　　 やる夫、ちゃんと噛み。
　 　 　 　 　 　 ,ｲ: :|　 |/ >､ _ ０_, .イ´7　 /: : ￣｀ヽ
　　　　 　 　 _ノ: : :j　 j!　　 ＼ フ／ 　!　 |: : : : : : : :.＼
　　　　 ,r‐'´／: : :{ 米|　　　,ｨ介　　　| 米|: : : : : : : : : : ゝ､_
　　 　./ :.／: : : : :.i 　 |　　 //小　　　! 　 |: : : : : : : : : : : ＼:｀ヽ
　　　〈: .: :ー‐-: ､:i 　 | 　 // }｡j 〉　　! 　 |.: ､: : : : : : : : : : : ヽ: |
　　 　 ＼: : : :｀`ヽ| 米|　//　f｡,ﾘ」　 /,米|:.:〈ﾄ､: : : : : : : : : : : i:.|
　　　　　 ,ゝｭ_: : : j　　ﾄ､　 　 }｡j　　/　　 |こ〈::.＼: : : : : : : : ,ｲ/
　.　　　 /　厂`ヾji|　　|7こf乙f｡|乙j{　 　 |乃 !:::.:.:〉-r‐rｭ_ ノ:/＼
　　　　/　/ 　 　 `! 米|二乃Y7;;;;;;乃〉 米厂:.｀i.::::厂｀`爪ﾄ､:/: : :.|
　
　
. 
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　　　　 やる夫は翠星石の言葉に従い琥珀寒を噛み締める。
　
　　　　その瞬間、口一杯に、奥行きのある味わいが広がった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／'´￣｀　　 ´￣｀　 　 　 .＼
　　 　 　 　 　 　 　 　 / (　○ )　　(　 ○　 )　 　 　 ｀､
　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ',
　　　　　　 　　 　 　 i　　 （　　人　　　）　　　　　　　　　',
　　　　　　　　　　 　 !　　　~''}´⌒｀''}' ´ 　　　　　 　 　 　|
　　　　　　　　　　　　＼　 　 乂f⌒:ﾉ 　 　 　 　 　 　 　 ,.'
..　　　　　__l^!　　　　　 .>　 　　｀ U'　　　　　　　　 　 ／
.　　　　 〈　| |　　　 .／　　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　＼
.　　　 r'' |　(｀ヽ　.,.'　 ／　　 　　　　　　　　　　　　　　　｀､
.　　　 ﾄ､_ｰバ! | /　 /　　　 　　　　　 　 　 　 |　　 　 　 　 ',
.　　　 ﾞt-/r‐`=ﾐf,.../.　　　　　　 　 　 ﾑ-‐`…‐-＾ぅc　　　..|
.　　　　 `|l　　　 i/.　　　　　 　 　 f.　　 　 　 　 　 :.::::｀rv 　|
.　　　 　 ヾ､＿,,.ｲ.　　　　 　 　 　 :!　　　　　　　　 :.::::八 ﾞく,!
.　　　　 　 `ｰ-‐' |.　　　　 　 　 　 丶.,_＿＿_._:_:_:_:_:_:ノj 　 }､
.　　 　 　 　 | 　　|.　　　　 　 　 　 　 └‐(＾ ｰ――┴ 'ﾞ　　{入
　
　
　　　　　　　　　　　　　昆布と鰹、それに醤油。
　
　　　　まろやかなこくは酒の技だろうか、玉子の甘みも残る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　やる夫はもう夢中だった。
　
　口の中の物をしっかりと咀嚼して飲み下すと、呆然とジャギを見る。
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　旦那はん、これは……
　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　　 どや、やる夫。
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　　　わかるか？
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　　　　　ジャギが問いかける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は大きくうなずく。
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ
　　　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l　　　　　（そうか）
　　　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／
　　　　　　　/　　　　　　　　 ヽ　　　　　　（これが、寒天の持ってる力なんか）
　　　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
　　　　　　　　　やる夫は今、自分の中で閉ざしていたものが、
　
　　　　　　　　　　　　次々と開いていくように感じていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ　　　　　　寒天はでしゃばらへん。
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |　　　　　 せやからこそ、
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛　　　　　 それぞれの旨味を喧嘩させんと上手いこと、
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　　　 ここまで見事に引き出してくれるんや。
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　　　旨味を引き出して、しっかりと閉じ込める。
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ　　　　　 これが寒天の技なんや。
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /　　　　　　ええか、お前はんの商うてるのは、
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./　　　　　 こないに凄いもんなんやで。
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
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　　　　　　ジャギの言葉を、やる夫はしっかりと受け止めて頷く。
　
　胸の奥で、長い間わだかまっていた戸惑いや迷いは、既に去っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　 ／　（○）　 （○） ＼
　　　　　　　　　　／ 　 ///（__人__）/// ＼　　　　　へえ！
　　　　　　　　　　|　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　　|
　　　　　　　　　　 ＼ 　 　 　゛ー ′　　 ,／
　　　　　　　　　 　 /　　　　 　ー‐ 　 　ィ
　
　
　　 　 　 　 　 　 _ lｌ _ 　 　 ,　 -―-　 、
　　　　　　　　 　 ｀lｌ´　 ∠　‐'⌒＾⌒＾ ｰミ ､
　　　　　　　　 　 　 ／　※ ＿_r―ｚ_　 ※　＼
　 　 　 　 　 　 十 //+__ノ:/::,::.:::/:/::}:｀Ｔ￢､+ ヽ　　┼
　　　　　　　　 　 / ﾑ'::/:::/:/:://:/:::,'::.::ﾊ:l::l:ヽ　ﾊ
.　　　　　　　 　 ///:::/:{::.:厶ム:/:::/}￢‐ ト､ :∨　ヽ
　　　　　 　 　 く　」::.:l:::l:'´;ニﾐ　／/:;ｨうK!:|::l::!|　 ／ ll ==
　　　　　　 　 　 ｀ |::.:|::|::仆Ｊj}`　ノ　 Ｖヅ'|:ｌ::リ爪 　 ll ==
　　　　　　 　 　 + ﾄ､ｌ:::!:ﾄ､｀ﾞ´　　'　　""イ//　l::ハ　　＿っ)
.　　　　 　 　 　 　 ｌ::｢ヽ＼ﾐ、　 < _ フ　 彡' 　 |:l::.:|ヽ rこ′
　　　　 　 __||__　　|::l　　 }:|::＞　、__ . ィ´::| ※ |:l::.:l::.::'.￣ ll l|
　　 　 　 　 ||　　 // ※/::l::ﾚ'⌒ヽ､／｀ヽ l　　 l:|::.:l::.:::'.　　 j|
　　　 　 　 　 　 //　, ｲ7>´ ／￣7(ヽ＼　| ※ ﾄﾍ::|::.::.:'.
　　　　　　 　 ,.:':/ , ': ( l|｛ く<　　,小、＼ヽ!　　l|-{｀ヽ::.:｀、
　
　
　　　翠星石が、そんなやる夫を目を輝かせながら見上げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　ジャギが娘を呼び寄せる。
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　翠星石、おいで。
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
.　　　　　 　 　 　 ,　_＜_二_＞_　、
　　　　　　　　 ／ /* ,､_※_,､ *ﾍ　＼
.　　　 　 　 　 ＼//:::´::/￣::ﾄ､:!ﾍヽ／
　　　　　　　 　 //|:::≠トノ斗≠ 八}
.　　　　　 　 　 { {人 |kリ｀ ´kリﾚ'::::}{
　　　　　 　 　 {；} ::::｀ﾄ .(￣). イ::::::{；}　　　　　　はぁい。
.　　 　 　 　 　 } {::::::::,{≧Ⅹ≦}::::::::} {:',
.　　　　　　　 /{；}:::<─＝￣ヾ「｀>:{；}:‘，
　　　　　 　 ,'::::::::::::::＼ ＜三〈.../::::::::::::∧
　　 　 　 ／:::::::::::::::::::::〉/Ⅹ/〈V:::::::::::::::::::' ,
　　　　／＞-‐── /..｀´¨｀´..ヽ──-＜::＼
.　　　〈::´::::::::__::＿, '../..............ヽ...丶＿::__::::｀::::〉
　　 　 ＼＜／:::::/...〈.....................〉.....ﾍ:＼::::＞/
.　　　 ／＜¨￣/､......＼..........／.........∧￣:＞.、
.　　　 ＼＞-‐/.....＼.......｀...´..........／....ヽミ:::::::::〉
　 　 　 ／' ´/..............＞‐-..-‐＜...............ヽ ＼'
　　　　´ 　 /.........................................................∧_｀
.　　　　　＜-､..........................................................._/
. 　 　 　 　 ｀¨'´iへノiゝ…ソヽ从ﾉiルイi ﾞ'´
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギは娘を抱きあげて、改めてやる夫に向きなおった。
　
　
　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ　　　　　　　　やる夫、お前はんに恩を着せるつもりはない。
::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!
::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ　　　　　　　　けんど、料理人が自分で考えた料理を、
::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿
:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ　　　　　　　　お客はんに出す前に他所の丁稚に食べさせたり、
l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }
|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉　　　　　　　　 ましてやその作り方を教えたりするんは、常には無いことや。
}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!
!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ　　　　 いや、料理人として、それはやったらあかんことなんや。
:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/　　　　　ほな、私が何でそれをしたか ―
:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l　　　　　　　　　　　 ― それは、この翠星石に言われたからや。
;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 ／,ｨ‐ "`Ｔ ⌒`ヽ- ､_:::::::::::　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　 .／／: : : :￣ｒ " : : : : : : : ヽ､::::::　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　＼　/　ト: : : :＿ ,,=-ｪ ､ : : : : : : : ｨヽ:::　　､　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 〉　＾", ‐⌒￣　　　｀Ｔ" ヽ､_　ｿ - ヽ　　 ヽ::::::..　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　{{　／　 /　　　　　ｉ ｉ |　＼　 "ヽ: : : ヽ.　　 ｉ:::::／
　　　　　　　　　　　　　.　　 ﾚ'´　　/　　　　　,ｲ .ｌ ｌ　　 ヽ　　 ヽ: : :ヽ　　ﾚ´
　　　　　　　　　　　　　　　/　　　/　　　　　/ |　ｌ ｉ　　　 }　　　 ヽ　 }レ∧
　　　　　　　　　　　　　　 /　.ｉ　 ｉ　　　　／　/ ｉ ハ_　　　ｉ　　　　',　ｿｲ　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　 | 　ｉ.　 ｉ　_＿/_　 /　/＿＿ヽ__ ｉ.　　　　 ト-|　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　 | 　ｉ　　ｉ" ／､_／　/　　__　　＼ヽ　　　　ｉ　}.　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　ｉ　　ＫＴ7ﾊヽ　　　　　Ｔ７ﾊ;フト 　　 /　:}.　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　＼.､い. ﾋ;ゾ　　　　　　 ﾋﾆｿ./.ｉ　　 ｲ　 .:}　　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ＼ヽ .::::.　 ;　　　　 .:::::./ノｲ／ .} L .}　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌｉ　　｀ｉ＼　　　ｰ‐'　　　　／イ ｉ　.} ｢ .{　　　　ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧ｉ ﾚ_ |　ｉ. `:　.､ _ _,　　'´ ﾄ､. ｉ ｉ　{ｉ　 } ｉ.　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　/ .{ｉ ｖ` {　ｉ　 ｉ__/　}　　.／　　＼ {ｉ　　}　ｉ.　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　.　　/　 {　　　レ '´　, - ､.ｖ"ｒ‐- ､　　 .{{　　Ｌ　ｉ.　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　 /　　}ｉ　　　}　ｒ '´　　　>く　　　｀ ヽ.{　　 ｲ⊥.ｉ 　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　. /　　 }ｉ　　　.}　|　　 , イＬ|| ＼　　　.{ト じｖＫ　 ヽ　　　 ｌ
　
　
. 
　

576   ◆8epcM/V4rs 2014/02/02(日) 18:26:36 ID:i7D98ygY0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛　　　　　寒天を商うお前はんが、
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　　　 その寒天の良さに気付いてない。
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　　　それやのに寒天問屋で寒天を売らなあかんのは
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ　　　　　 しんどいやろう、可哀想や、と言われたからなんや。
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
. 
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　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|　　　　　　　　　　　　　　そないな丁稚を置いていることが
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│　　　　　　　　　　　　　 周囲に知れたら、
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ　　　　　　　 井川屋の暖簾にも傷がつく。
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧　　　　　 藤誠の一件では、
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧　　　　私は井川屋はんに大きな借りがある。
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三　　せやさかい、余計に放っておけなんだ。
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　　　　　　　　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　…………
　　　　　　　　　　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　恥ずかしさのあまり、やる夫は身を縮め、項垂れた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　言葉も無かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛　　　　　　せやから、今日のことは、
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　　　　この娘のためにも忘れんで欲しい。
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　　　 お前はんが、この道を投げ出しそうになる度に、
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ　　　　　　しっかりと思い出して欲しい。
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　　　　　　　　　　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　　　　　　　　　　　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo　　　　　　　　　へ……へえ……
　　　　　　　　　　　　　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　　　　　　　　　　　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；
　　　　　　　　　　　　　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　　　　　　　ジャギの言葉の奥に、深い情を感じて、やる夫は、目頭が潤むのを抑えられなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　ぽたぽたと涙が落ちて、板場の床を濡らす。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　へえ……
　　　　　　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　 /⌒)　　　⌒ﾟo　 ＼　　　　　 忘れたり……しまへん……
　　　　　　　　　　 |　　/　/（__人__）　 　 　 |
　　　　　　　　　　 ＼/　/ 　 ｀ ⌒´ 　 　 ／　　　　　 絶対…絶対……
　
　
　　　　　　　 ／ ／　※,　= ＝＝＝ =　､　※　＜ 　 ＼
　　　　　　 /　〃＞: : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＜ 　＼ 　 ヽ
　　　　　 ./　 i／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼※＼ 　',
　　　　　 .＼/: : : : : : :＿__: ,ｧ: : : : : : : : ,、 : : : : : :＼　j　　',
　　　　　　 ,' : : : : : : :´￣／''|: ∧ : : : ≠=ヾ、: : : : : :ヽj　　ﾉ
　　　　　　 !: : : : : : : : ／＝ｘﾚ　 |: :,／＿_　ヽ! : : : : : : | ／
　　　　　　 !: :/: : : ｉ:/〃' _)沁,　/／　''于心　! : : : : : : |　　　　　　　　　　やる夫、
　　　　　　 ∨.: : : :.|　'' 乂:::ツ '´　 　 kｰ':::| 》l: : : : : /yi}
　　　　　　　 |＼ : : ＼ 　 　 　 　 　　 `ｰ‐ﾟ　ﾉ: : : :,/ 　i}　　　　　　　　　　何で泣くん？
　　　　　　　 |: :{i＼.: : :ゝ　　　　'　　　　　／.: : :／i　　i}、
　　　　　 　 /: :{i　　iト´、　 　 ◯ 　 　 　 ＞- ´: :{i　 　i}:＼
　　　　　　∧: :{i　　 i} : : ＞　_　　　 _ ＜ : : : : : ; {i　　 i}: : :.ヽ
　　　　　 /: :ヽ{ｉ　　 ｉ}: : /　l＿ニ ´ ,i : : :ヽ: : :／: {i 　　i}: : : : )
　　　　 ./: : : : {i　 　i}》: :》´　ｨ≧≦ｧ　7《￣《气: : {i　 　i}: : : /:ヽ
　　　　/: : : : /{i　　 i}　厶斗〈 r-ｧ卞ミ彡 　 ヾ ＼:{i　　 i} : /: : : :
　
　
　　　　　父親の手を解き、翠星石が心配そうにやる夫の顔を覗き込んでいた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
　







第四章 同月同日の大火
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第四章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 同月同日の大火
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　　　　　　　明日からは水無月、という日の午後。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　外回りから戻ったいく夫が、転がるようにダディの元へ駆け寄った。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾀﾞﾝ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　えらいことだすで、旦那さん！
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　 翠家はん、この昼日中から行列が出来てますのや！
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　 行列だすで！
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　それも、例の琥珀寒めあてのお客だすがな！
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　　さよか！
　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　 そらジャギはん、お手柄やな。
　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 読みが当たったんや。
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　琥珀寒、と名付けられた寒天料理は、
　
　　　皐月五日、端午の節句から翠家で供されるようになった。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 小料理　 〈翠家〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　これから暑さに向かう中で、涼しげな琥珀寒は客の評判をさらった。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 , -―､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 | 　 　 　＿＿|_
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （　 ｆ⌒}　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 , .:::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 　 　 　 　 l　　r ﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |／.:::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　 |　_｣__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::::::::::
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r '´　　|　　　　　　　　　　　　　　 　 , - ､r―‐- ､　 ;::::::::/l:::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 -―‐-　､|　　　｜　　　　　　　　　　　　　 ／.:::::::::､ｖi::::::::::.､｀{:::/ﾘ　∨ヽ:::::::ト､:
　　　　　 　 ／.;.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|　　　 ト､ __ 　 　 　 　 　 　 　 /.::::::;:ｲ:/　 l:::::::::::.ヽVl //////}::::::|　}
　　　　　　/.:.:.:{.:.:.:.:!:.:.:.:.:.:.::|　 ／｀　 ＼￣｀ ＜￣ヽ　　　/イ::/‐{/　 ‐ﾍﾄ:::::::::::! | ,. -‐┐ |::::::lノ::
　　　　　 ,:.:.:.;ｨﾍ:.:.:.ト､--:.:.:| .〈:.、.. ..　、＼　 　 ＼:|　　 　 /:/― L/ ―- ＼ﾄ､}:{〈　 　 |　|::::::l:::::
　　 　 　 {.:´:lﾘ　'; .:| rｧく ､:.|/:ﾍ:.＼:::::..＼:.＼:..:..:..:.i|　 　 ｲ::/-　'´ ﾞｰ-　-‐' |:::::::ヽ＼.　|　|::::::l:::::
　　　　　 l/ｌ:.代:）ヽ! ｀ｰ'　ﾄ{:::::/＼|｀ ｰ＿|::::::ﾄ､::::}:|ｌ　　　ﾚ{　 　 ,､　　 　 　 |:::::::::::＞r┴､!:::::::::::
　　 　 　 　 V:. 　 ＿　 　 l:.ﾘl::|‐-r┐'´　 lｧ::::|　V.::!:!.　 　 |:＼　ｌ__〉　　　　 ｣::::::;､:::} |:::::{/〉::::::::::
　 　 　 　 　 }.:ヽ　ヽ ）　ノ./ |L..ノr‐〒―'|:::::::l_ノ::::l::＼　　ﾘ|::/＞――ｧ　´ ﾍ::/＞、|::::::/ヽ:::::::::
　＿_ 　 ､__ノ:.}:}:.:|＞r '/:ノ.:.:l::ﾄ､　ｌ　ｌ　　 |::::::::l::::／￣ヽ＞_｣ノﾍ　ｊr‐'´ 〉、　／.:／　|::::,′ }ﾍ:::::
./ （_,ﾍ　　 7ノ/＞ｧ'7 (:(　 ノ.:::::::トl__ｊ_ . イ:::::::::} l　　　　）/　　　∨　　　　`/.::::/　　 |:::′　l　l::::
{　 　 ﾉ　 ／ｆ(ｲ　,' /　ﾉﾉ（:::::::::;:ｲ,.ｨ::｢　lノ::::::／｜　　 ノr{,　　　 '　　　 　 /.::::/, 　 　l::{　　,′l::::
.ヽ　 {　 （rﾍrｧ!　{,ﾉ ,（:{ 　 ＞:ﾉ| { {:::l　〈::::::く　r┴‐-〔 ／　 　 /　　 　 　 {::::::l/ 　 　.|::l　 ,′ ｌ::::
　l　 ｣┐　 /　　 |／　｀　（:＜　l lｲ::::!　|＞:ノ ｣_　　　/　　 　 ,′　　　 　 l::::::l　　　　|:::!　! 　 |::::
.<⌒´ノ!／{　　　|　　　　/ ￣　 〉 !::::l　|￣　｢　 ｀ ｰ |　　　　　 　 　 　 　 ｌ:::::l　　　　l::::l｜ 　 l ::
　l￣　 ト､ l　 　 | 　 　 /　　　 ,′l:::::l.｜　 ｜　　　｜　　　 l　　　　 　 ／.::::{　　　　|::::ｌ ﾄ､　｜:
　|　　 ｜ヽl　　r'　　　/　　 　 { 　 ';::::',.!　　 |　　　　|　　 　 l　　　　 ／.:::::／!　　 　 |::::l｜ ＼ｌ:::
　|　　　　　ｌ　　}　 　 ,′　　　 l　　 ';::::',　　｜ 　 　 |　　 　 l　　 　 〈:::::／　｜　　　 |::::| |　　 |:::
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　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　　アカン……
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　　手が回らん……
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　また、持ち帰りを望む客も多く、
　
　ジャギは思い切って職人を増やし、これに対応したのだった。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　 あれから思うほど
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　 暑うならんかったさかい案じてたんやが、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　良かった良かった。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　何でも、
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　『翠家の琥珀寒を手土産に新町に繰り出すと、遊女の覚えが良い』
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　　いう噂やそうでおますで、旦那さん。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【新町】大坂にある遊郭
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　 ほうほう、新町のなあ。
. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　 ほな一遍、ほんまかどうか試してみるか、いく夫。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　それはあきまへん。
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|　　　　　　　 なんでや。
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　 私もお前はんも独りもんや、
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　誰に憚ることないやないか。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|　　　　　　　 天神さんに約束した銀二貫、
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　寄進さしてもらうまでは
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　　　そないな贅沢は許しまへん。
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　 あいた、またそれかいな。
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　 大丈夫大丈夫、ちゃあんと覚えてるで。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　 ／ |　　　　　　　　 …せやけど、翠家はんが繁盛しはったら、
　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　 井川屋も儲けさして頂けます。
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　　 ほんなら、天神さんへの寄進も叶いますやろ。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　／.::::::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::::.|
　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　 |　　　　　　　　 新町への道も、
　　　　|:::::::〉 （ へ） （へ） |
　 　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　案外近うおますかも知れまへんで、
　　　　 |　　　　 |r┬-|　　|
　 　　　＼ 　　　`ー'´　／　　　　　　　　 旦那さん。
　　　　　　（ヽ、　　　 / 　）|
　　　　　　 |　｀`ー''"|　　ヽ|
　　　　　　 ゝ　ノ 　 ヽ　 ノ
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |　（０）,　　　､（０）､.:|　　　　　　　……常にないこと言いないな、
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 .:::|
　　　. 　 |　 　 ｀ー― ' 　 .::::::|　　　　　　　気色の悪い。
　　　　　 ＼　　｀￣´　 .::::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　気色悪…て、旦那さん！
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼　　　　　　　　　お前はんが妙な事言うさかい、
. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　　　　　　何や寒気してきたわ。
. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　　　　　新町行く前に、
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　あの世に行くことのないようにせな。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 そんな縁起でもない…て、
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　 旦那さん、どちらへ？
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　 厠や、厠。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　　ダディは厠に入ると排便の為に屈みこむ。
　
　
　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　／　　　　　　 :::::::＼
.　　 |　 ''''''　　　'''''' 　　.:::|
..　　|（●）,　　　､（●）､.:::|
.　　 | 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 .:::::|　　　　　 （よう考えたら、翠家の寒天が
　　　＼　｀-=ﾆ=- '　.::::／
　　　　 ｀ｰ｀ﾆﾆ´-一´ヽ、　　　　　　　色町で評判になる、ちゅうのも
　　　　　/　　　 ＿　　 　l
　　　　/ ￣｀Ｙ´ 　 ヾ;/　 |　　　　　　 まんざら根拠の無い話でもないな）
　　　　|　 　　|　　 　|´　 ハ
　　　　|　　　 |　　　 |-‐'ｉ′l
　　　　|＿＿ | 　 ＿| 　　７'′
　　　　（　　 （　￣ノ ｀ｰ-'′
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　繊維質の天草を主成分とする寒天は、
　
　　　　　　　　　　　　　通じを良くし肌のきめを整える効果がある。
　
　
　　　　 /＼＿＿_／ヽ
　　　／　　　　　　 :::::::＼
.　　 |　 ''''''　　　'''''' 　　.:::|
..　　|（○）,　　　､（○）､.:::|　　　　　　　（おなごは糞詰まりが多いさかい、
.　　 | 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 .:::::|
　　　＼　｀-=ﾆ=- '　.::::／　　　　　　　　 寒天の良さに気付くんも早いやろ）
　　　　 ｀ｰ｀ﾆﾆ´-一´ヽ、
　　　　　/　　　 ＿　　 　l　　　　　　　 （琥珀寒、こらひょっとすると大化けするかもしれんな）
　　　　/ ￣｀Ｙ´ 　 ヾ;/　 |
　　　　|　 　　|　　 　|´　 ハ
　　　　|　　　 |　　　 |-‐'ｉ′l
　　　　|＿＿ | 　 ＿| 　　７'′
　　　　（　　 （　￣ノ ｀ｰ-'′
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　笑いがこみあげてくる。
　
　
　　　　./＼＿＿_／ヽ
　　 .／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 .| ,:=・=:､　　,:=・=:､,､.|
　　.|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 .|　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　（六十五年、生きてみたが、
　　 .＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　 ｀ｰ｀ﾆﾆ´-一´ヽ、　　　　　　これから益々面白そうや）
　　　　　/　　　 ＿　　 　l
　　　　/ ￣｀Ｙ´ 　 ヾ;/　 |
　　　　|　 　　|　　 　|´　 ハ
　　　　|　　　 |　　　 |-‐'ｉ′l
　　　　|＿＿ | 　 ＿| 　　７'′
　　　　（　　 （　￣ノ ｀ｰ-'′
　
　
　　　　　　　　胸をくすぐる笑いが徐々に増幅していく。
　
　
. 
　

618   ◆8epcM/V4rs 2014/02/22(土) 14:40:00 ID:zlizhoLE0
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ｸﾞﾌｯ
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ｸﾞﾌﾌﾌﾌｯ
　
　
　
　
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　旦那さん、
　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　 出すか笑うか、
　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　 どっちかひとつにしておくんなはれ。
　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　ダディの予想通り、翠家の琥珀寒は大坂中の女たちの支持を集め、
　
　持ち帰りの品を求める行列は連日、船越町から平野橋に達するまで延々と続いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　..　　　　　　　　　　 ''';;';';;'';;;,.,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　''';;';'';';''';;'';;;,.,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;;''';;';'';';';;;'';;'';;;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;;'';';';;'';;';'';';';;;'';;'';;;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 vymyvwymyvymyvy、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ(ﾟдﾟ)vヽ(ﾟдﾟ)yヽ(ﾟдﾟ)v(ﾟдﾟ)っ
　　　　　　　　　　　　　⊂( ﾟдﾟ )　と( ﾟдﾟ ) 〃ﾐ ( ﾟдﾟ )っ ( ﾟдﾟ )つ
　　　　　　　　　　　　　　 ゝηﾐ ( ﾟдﾟ )っ ﾐ）　⊂( ﾟдﾟ ) .(彡η ｒ
　　　　　　　　　　　　　　　 しu(彡η ｒ⊂( ﾟдﾟ ) .ゝ.η.ミ）　i_ﾉ┘
　　　　　　　　　　　　.　　　 　　 i_ﾉ┘　 ヽ　ηミ）しu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （⌒） .|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三`Ｊ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　その行列を横目に、翠星石がふくれっ面で言う。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,.ィ_´-――‐-二_￣｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　／ｲ´　※　　　　※　｀ヽ､　ヽ
　　　 　 　 　 　 　 　/　,.ィ´￣￣￣｀ｰ-､.　　　 ﾍ　 ﾍ
　 　 　 　 　 　 　 　,'／: : : : : : : : : : : l:l: :＼　　　ﾍ　 ﾍ
　　 　 　 　 　 　 　,'/: : : : : : :/: : : /://l: : : :ヽ ※ ﾍ　 ﾍ
　　　　　　　　　　 //: : : : : :/: :.／ //　',: : : : ヽ　　',.ｨ'´
　　 　 　 　 　 　 / l: : : : __/l:／ ／/-‐冖!: : : : ',　　l:.l　　　　　 何や琥珀寒、琥珀寒で夏が済んでしもた。
　　　　　　　 　　l　l!l: : : :/示 ／／ｲモ示l: : : : l:! 　 l:.l
　　　　　　　 　　|　l'l: :l: :l'乂ﾘ　　　 辷:ﾘ '!: : : /l!※ !:.l　　　　　 四天王寺さんの千日詣りにも
　　　　　 　　 　 　 l '; :l: :l xx　'　　 xxx　/: :／ /　 /:.:l
　　　　　　　　　　/　 ヽ: :へ 　 -( 　 　 /／ 　　／: :..:l　　　　　連れてってもらわれへんかったし。
　　 　 　　 　　／　 /: : ｀ヽ＿:｀'ｰ-‐ '´'´/　　 / : : : : l
　 　 　 　 　／ ※ /: rrﾍﾉ´,ｨ=示=´ﾐ､`/ .※ /f',-､: : :l
.　　 　 　／　　 ／: /:::〉〈 .《　/ijjヾ､　/　　 ./ﾉ 〉::::l: : :!
　　　 ／　　 ／: : /::::〈 .ﾉ　ゞ' ijij　ゞ"l　　　l〈 .ﾉ::::::l: : :l
　　／　　 ／/: : /::::::::ﾉゝ,　　 ij.ij　　 l　　　lﾉ〈:::::::::l: : :l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　　ｲﾄ
　　　　　　　　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼　　　　　　　　 嬢さんひとりで行こうとしなはったんだすて？
　　　　　　　　　　　　　／　.u　　⌒　　 ⌒　 ＼
　　　　　　　　　　　　　|　 　　 　 ,ﾉ(､_, )ヽ　 　 |　　　　　　　ジャギはん、慌てて連れ戻しに行かはった、て。
　　　　　　　　　　 　　 ＼　　 u.　 ﾄｪｪｪｲ　 　／
　　　　　　　　　　 　 　 ／　　　_　ヽニｿ,　 く
　
　
　　　　　　　　　　　　　井川屋へと戻るやる夫について歩きながら、延々と愚痴を漏らす。
　
　
. 
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　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　 　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　／（　● 　（ ● ＼　　　　　　　　さ、そろそろ戻りなはらんと。
　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼
　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　|　　　　　　旦那さんもご心配だす。
　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　
　
　　　　　　 ,ィ´※　＿＿_　※　　 ヽ、　　ヽ
　　　　　 /　, ィ:´: : : : : : : ｀ ｰ ､　　 ヽ　　∧
.　　　　 /イ: : /: : : : : : : : : : /: : ヽ ※ ヽ　 ∧
　　　　/: : : :./: /: : : : /: :.／l:..l: : :∨　 ∧　 ∧
.　　　/: /: :./: /: : : :./: ／　 l: l: : : :l　　　 ! 　 ∧
　　 /;イ}: :/: /‐-:.／／ __　 l:/!: : : l　※　l 　 　 ヽ　　　　いやや。
　　´　　'; l: /,xｭ､　　　　　｀/ヽ!: i: :l　　　 l　 　 ／
　　　　　ヾ: }{　{,ﾊ　　　 ,ｨﾁﾐｭ l:/: :.l　　　 !, イ:.l　　　　　 もうちょっと先まで行く。
　　　　　　:l l:.　ゝ'　　　 弋::ﾘ 〉!:/:..l　※　l: : : :.!
　　　　 　 i:!八　　'　　　　　　//: : :l 　 　 l:..: : :.l
　 　 　 　 l:l ※ヽ、-､　　　　 /:,:ィ´:!　　　l:: : : :.l
.　　 　 　 l:l　　　l ＞‐‐r‐ '´/´l>､:.:l　※. l: : : : :l
　　　　　 l:.ヽ　　 !: ; ィ´! 　 , イ　 ヽ! 　　 l: : : : :l
　　 　 　 l: : ;>‐'7´　 |_, イ　　 　 　 l　　　l: : : : :l
　
　
. 
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　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　 　　　／⌒　 ー､＼
　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　　　　　　　　　　…ほな、
　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒:::::＼
　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-/ ' 　　　|　　　　　　　　天神橋の袂までだすで。
　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　
　
　　　　　　　 ／ ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼ヽ丶
　　　　　　　/　/:.:.:.:.:.:.:./:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ}! ヽ
　　　　　　 /　/:.:,i:./:.:./:,i:.:.:l:.:.:.:.jヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:'ll 　丶
　　　　　　 ＼l:.:.:.l:,ｨ:.:.l:.:,!:.:.:ll:.:.:/ 丶:.ﾄ.:.l:.､:.:.:lに ,ノ
　　　 　 　 　 l:.:.:.llﾊ､_l/ l:.:/l:.:/ -‐'i´l !:l:.:i:.:.:l l￣|
　　　　　　 　 l:i:.:.:l',-三､l:.ﾘl:./　,r,＝'､ﾐ,l:.l:.:l:! l:.:.:l
　　　　/　　　Nﾄ:.:.仏:::ﾟヽY,l/　 ' ぅ;:;ﾟ;:l ｿｨ':/} ,!:.:.:l　　　　　向こう岸まで行ってもええやろ？
　　　 /__､　　!:ゝヾi丶- '　　,　　丶- ' '´/ｲ　ﾉ:.:.:.l,
　　 　 　 ｀　ﾑ,_〉 ｀ﾄ(二)　　　　　 (二)/'´　f:.:.:.:.:.:',
　　　　/ 　 />-{　　}ヽ、 　 ⌒　　, ィ"{　　 }ｧ^):.:.:.',
　　　　|　　f':`うl　 〈　_,.≧‐ - ‐≦、　）　　lぅ::｀ヽ:.:',
　　　 /　 /）:::::{l　　lr'r''"´,ｨ介>､`ヾヽ〉　　lﾌ::::::ｲ:.:.:',
　 　 l l　//:::::::::'i 　 ﾄぃｨ'ｼｸ/l l丶ﾐ' ,ﾉ{　　ﾉ::::::::::ヽ:.:.:',
　　　 ノ/ｸ::::::::::::l　　ﾞi`"　,l 巾 l　`"　 〉　ヽ::::::::::::ヽ:.:.:',
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 （●） 　（●）　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　　　　　　　 　　　　　　＼　 　　 ｀ ⌒´ 　　 ,／　　　　　　　　　 あきまへん。
　　　　　　　　　　r､　　　 　r､／　　　　　　　　　　ヘ
　　　　　　　　　　ヽヾ　三　|:l1　　　　　　　　 　　　　ヽ　　　　　　　　 風が出て寒おますさかい。
　　　　　　　　　　　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　　 　　|　|
　　　　　　　　　　　　ﾍ　lノ `'ｿ 　　　　　　　 　　　　|　|
　　　　　　　　　　　　　/´　 /　　　　　　　　　　　　 |.　|
　　　　　　　　　　　　　＼. ｨ 　　　　　　 　 　 　 　　|　 |
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　　　　　 　 　 　 　 | 　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＿,　-─‐- ､_
　　　　　　　　　　　　　,　-‐一'´- =＝＝=‐- ､　＼_
　　　　　　　　　　　 ／　, イ,　-‐ ─── - ､_ ＼_　＼
　　 　 　 　 　 　 ／　／／.:.:.:.:.:,:.:'´.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.ゝ-､ヽ　＼　　　 　 (⌒)
　　　　　　　　／　 , .:イ.::::::::::／.:::::::::::::::::::::::::::::::|::::::::ヽ＼　＼　　　/´
　　　　　　　<　　 / .::/.:::::::::/.::::::::::::::::::::::::::::::::::/.::::::::::::::｀ﾄ､　 l
　　　　　　　　＼/ .::/.:::::::::/.:::::::::::::::::::::::::::/::::/.:::::::::::::i:::::::| |　_」
　 　 　 　 　 　 /.:::/.:::::::::/.::::::::::::::::/:::::://::::,ｲ.:::::::::::::::|::l:::l/'´　 ＼
　　　　　　　　 |.::/.::::::::,:へ::::::::::::::/.:::;ｨｲ:::::/ﾊ.::::::::::::::::|::|:i| 　 　 　 l　　　　　　　　もう！
　　　　　　　　 |/i::::::::::::::|::::＼::／:::/'´/::::/､_,, -ー‐-::|::|:|| ,r ‐一'´
　　　　　　　 　 　ﾄ､:::::::::l''ｰ==ｰｭ､,　/:／ ,ｨ仁ﾆヽヾ::::|::!:!|::|/>⌒i〉　,rr= ､　　　　やる夫のいけず！
　　　　　　　　　　ﾄ::ヽ::::::l ヽ いｼ7　´　 　ヽいｿ7 /:::::j::/l::/j>.:.:.:.i〉7´　　 ）
　　　　　　　　　　|::::f ﾄ､::ゝ, , , ,　　　　　　　, , , /::::::／/:::! !>:::::「/　　 ／
　　　　　　　　　　|.:::{ i - ',　　　　　ヽ　　　 　 　 /"´ 」ヽ/ |>:::「/　　 /
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　　　　　　　　　　　　　　水無月は気温が上がらず、夏らしくない夏だった。
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　　　　　　文月も末になり、通りを歩く者の中には、早くも袷を着込んでいる姿が目立つ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袷姿の通行人に目をやって、翠星石が呟く。
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　　　　　 ／ /　 .※　／: : : : : : : : : : : : : : : : ＼
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　　翠星石の不安そうな眼差しが自分に注がれているのに気付き、
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫は慌てて笑顔を作る。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　　　　　　　 大丈夫だすて、嬢さん！
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は力強く頷いて見せる。
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　　　　　　　　　　ようやく、安心したように翠星石が笑う。
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　　　　　　　　実はその月の八日に浅間山が爆発し、直接間接の被害を合わせて
　
　　　　　　　　　　　　　　　　およそ二万人の死者を出したとされる。
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　　　　その降灰が日照不足をもたらし、俗に呼ぶ「天明の大飢饉」に拍車をかけるのだが、
　
　　　　　　　　　　　　天神橋に佇む二人がそのことを知る由もなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　神無月。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
　　夏が寒かったせいか、例年になく冷え込んだ秋を迎えていた。
　
　
. 
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　　　井川屋の帳場で、主のダディが火鉢を抱え込んで痛む右膝を温めている。
　
　
　　　　　　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　　　　　　／､-―'　ﾞ､ー- :::＼
　　　 　 　 　 |　（◎）,　、（◎）、:::|
.　　　　 　 　 |　　,,ノ(、_, )ヽ、,,　.::|
　　　 　 　 　 |　　　;‐＝‐ヽ、　.:::::|　　　　　　　　　　　あいたたたた……
　　　　　　　　＼　　｀ニニ´　.:::／
　　　　　 　 /⌒ヽ　 　　　ｨヽ＿　　　　　　　　　　　　　どうも冷え込むと具合悪いなあ……
　　　 　 　 /　　､　　　　､　　　〆ヽﾞ￣ ｀i
　　　　　　/　　/　　　　 ﾞ　　　lヾ_ ,|ヽ─ヘ
　　　 　　/　　/l 　　　　　　　　`､´/　 　 　ヽ
　　　　　/　　/ ヽ　　,＿＿__　　　｀　　,ヽ　　ヽ
　　　-─ヽ　ｲ_　ヽ /　　　　￣￣￣￣`ヽ Ｙ 　 ゝ‐-､
　　( _i _i＿ﾄ､__)　 ヽ､＿＿_⊥＿＿＿＿ﾉ 「＿＿＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　旦那さん、
　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　やはりその足では無理だすで。
　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　 行きも三十石船を使わはるか、
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　 いっそ私に任せるか、
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　どっちかにしておくなはれ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　大きい声だしないな、
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　皆が起きるやないか。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|　　　　　　　ええですか、
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　伏見の美濃志摩屋へ行かはるのに、
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　 いつもは始末して帰り道だけ船を使わはりますが、
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　この度は行きも帰りも船にしておくれやす。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　 そらあかん。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　 行きの船賃は川上りやさかい、帰りの倍やで。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　往復に船を使うたら、都合３倍の銭がかかるんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　そないな勿体ないことできるかいな。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|　　　　　　　　せやけど旦那さん、
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　この夏頃から膝がますます悪うなってはるんは、
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　店の者みんな存じてます。
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　 今無理しはって歩けんようにならはったら、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　 どないしはります？
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（一）,　　　､（一）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　うん？
. 　 |　u. ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　うーん……
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　とりあえず今年は、
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　　　 私に任さはったらどないだすか？
　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／　　　　　　　　旦那さん。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（一）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　お前はんにか……
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　うーーん……
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 その冬、美濃志摩屋から寒天をどれほど仕入れるか、
　
　　　　　　逆に言えば、どれだけの量の寒天を作ってもらうか、
　
　　　　　毎年、この時期には伏見に行って取り決めをするのだ。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　 けんどなあ……
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　お前はんではまだ頼りないしなあ……
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|::::::::/　⌒　　⌒　|　　　　　　た、頼りないて……
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:::::::〉 （ ○） （○）|
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　そないな殺生なこと
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|　　　　 |r┬-|　 |
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:. ＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　言わんといておくれやす……
.:.:.:.:.: ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
.:.:.:.:/ 　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
.:.:.:.i. 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,l 　i　.l
　
　
. 
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　　　 ＿＿＿＿＿
　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　　 旦那さん、
　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　　私を幾つやとお思いだすのや？
　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　　　私、もう五十だすのやで？
　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|　　　　　　　　えっ？
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　 えっ、やあらしまへん！
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　十五で勤めさせてもろてから三十五年、
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　一途に勤めてきた私に
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　 言うにことかいて“頼りない”て、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 そらあんまりだすやろ！
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　 す、すまんすまん。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　ほうか、もうそないになるか……
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　　　ほうか、そら悪かった。
. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　　 ほな、今回はお前はんに任せる。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 ＿＿＿＿＿
　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|　　　　　　　へえ、おおきに。
　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　 それで、仕入れの量はどないしまひょ？
　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　琥珀寒はまだよう売れてるようだすし、
　　＼ `ー'´　　　 ／
　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、　　　　予定通り増やしてもらうよう頼みまひょか？
ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　いや、それは止めとこ。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　何でだす？
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　　 今年は品薄になってから
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 美濃志摩屋はんに無理いうて
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　　　　 掻き集めてもろたんだすで？
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　 あない不細工なこと、もう出来しまへん。
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 いく夫、お前はん、
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　 今、米が幾らしてるか知ってなはるやろ？
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　今はまだええ、
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　けんど、この秋の凶作でこれから先、
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　米の値段は天井知らずや。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　琥珀寒買う銭を始末するようになるのは、
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　じきのことやで。
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　　　　なるほど、
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　　言われてみれば仰る通りでんな。
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　 ほな、仕入れの量は例年通り、ちゅうことで。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　 うん、それで頼むわ。
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　 ああ、あとお前はんは脚丈夫やさかい、
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　　　　　　 往復とも歩いてもらう、ちゅうことで。
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　 ＿＿＿＿＿
　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　　へえへえ、
　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　　 元よりそのつもりでおます。
　　＼ `ー'´　　　 ／
　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 | ,:=・=:､　　,:=・=:､,､.|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　それと、帰りにほれ、
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　私の好物の……
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　 ／ |　　　　　　　羊羹だすか？
　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　このご時世だす、
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　まずそこから始末さして頂きます。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／　　 　 ::::::::::::::::＼
. 　 | 　__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.:::|
　　|　 .ﾞ ＿"　 |ﾞ＿ " .:::|
. 　 |　　ひ　　` ' 　 　 .::|　　　　　　　　いく夫、
　　 ＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 そら殺生やで……
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　その年の冬。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 小料理　 〈翠家〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
. 
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　いつものように、翠家を訪れたやる夫が裏口から板場の方へ声をかける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　　　 ごめんやす！
　　　　　　　　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　　　 井川屋だす！
　　　　　　　　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　　　　　　　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　　　　　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　 　　 ＿_＿__　　　　　━┓
　　　　　　　　　　　 ／　―　　 ＼ 　　 ┏┛
　　　　　　　　　　／ノ　　( ●)　　 ＼　 ・
　　　　　　　　.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
　　　　　　　　.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　　　　　　　　　あれ？
　　　　　　　　.　｜ 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　＼＿　　　 ⊂ヽ∩＼
　　　　　　　　　　　　/´　　 　 (,＿ ＼.＼
　　　　　　　　.　　 　|　　/　　　　　＼＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　いつもなら、やる夫の声を聞きつけた翠星石が、
　
　　　引き戸を空けて真っ先に飛び出してくるのに、今日はそれが無かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　暫く待って、やっと引き戸が開き、ジャギが顔を出す。
　
　
　　　　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　　　　 　／:::::::::::::::::::::U:::::ヽ
　　　　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　　　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　　ああ、やる夫、待たせて済まんな。
　　　　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　　入ってんか。
　　　　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　　　　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　＿＿＿＿　　　＿＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　 　　＼／　 　　　 　 ＼　　　　　　 ‐-､
　　　､-‐ 　　／⌒　　 ⌒　　　 　　　　⌒　　 ⌒＼　　　__＿,ノ-､
　､- !､,＿_／（● ）　（● ）　 彡　　 （ ●）　（ ●）ヽ　　　 __＿,ノ　 へえ。
　!､,＿__　l　　（__人__）　　 　　　 　　　　（__人__）　 　|
　　　　　　＼　｀⌒ ´　　　　　彡　　　　　 ⌒´ 　 ／　　　　　　　　 （嬢さんはどないしたんやろ？）
　　　　　　　/　　　　 　 　 　 　　　　　　　　 　 　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　荷をほどきながら、つい、きょろきょろと辺りを見回してしまう。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　熱があるのか、ジャギはふらつきながらやる夫に言う。
　
　
　　　　　　　　：,.:::''::´::￣::`:::.、：
　　　　　　 ：／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ：
　　 　 　 ： /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}：
　　　　　： l:::::::::::::ゝ－－－－ ι：
　　　 　 ： |::::::::::::）　 ◯　　○ （：　　　　　 店中の者が風邪をもろてしもてな。
　　　　　：,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ：
　　　　　： ゝ---η.　　|||||||　　ゝ：　　　　 今日は休みにした。
　　　　　　　： /≦ ヽ .|　　|　≧：
　　　　　 　 ： {　l　 l　|*　*|　| l：　　　　　 ここ開いて初めてや。
　　 　 　 　 ： {　.l　 l .|　 * | .| l：
　　　　　　　：/　 l　 l |　*　| l l：
　　　　　 　：l ---l　 l--　 -l l：
　　　　　　 ：|　　 ｀^^　　　 ｀^：
　
　
　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　　　／_ノ　 ヽ、＼
　　　　　　　／（●） 　（● ）.＼　　　　　　　　大丈夫だすか？
　　　　　 ／　　 （__人__）　　u　＼
　　　　 ｎ|i 7　 　 ｀ ⌒´　　　 　 ｎ|　　　　　　 旦那さん、私、ちゃんと荷を置いて帰りますさかい、
　　　l^l | | ｌ ,/)　　　　　　U 　l^l.| | /）
　　　', U ! ﾚ' /　　 ー‐　　　　| U ﾚ'/／)　　　どうぞ休んでおくれやす。
　　　{　　　 〈　　　　　　　　　ﾉ　　　 ／
　　　..i,　　 　."⊃　　　　ｒニ 　　　 /
　　　　."'""⌒´　　　　　　　`''""''''
　
　
. 
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　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　 いやいや、寝てるのにも飽きたさかいな、
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　ちょうど起きたとこやったんや。
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　気にせんといてくれ。
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　 あ、お粥さん作らはるんですか？
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　私が作らせてもらいまひょか？
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　へっついに火が入り、鍋がかけられているのに気付いてやる夫が申し出る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　言われて、ジャギは悪戯を見つかった子供のような顔になる。
　
　
　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|　　　　　　　　　　　　　　　　違うんや。
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧　　　　　　　　店を休むと決めたら、
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧　　　　　　 何や色々試したなってなあ。
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　まな板の上には、慈姑や里芋が載っている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 /＼　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　 `ｰ/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,..-'　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　<＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,..-'　　　　　 　＼　　　　　　　　　　　 　/　　　　　 `ｰ/＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,..-'　　　　　 　 ._._.　...＼　 　 　 　 　 　 　 /　　　　　　 _ノ　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,..-' 　 　 　 　 　 　 /';/　　　 .＼　　 　 　 　 　/　　　　　　_ノ 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,..-' 　 　 ..,._....-::''''''"´ﾞ`:-;'　　　.,ヘ　＼.　 　 　　 /　　　　　_ノ　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　__,..-'　　 　 .,r''"　　　　　　　　 ,:　　　.＼. ＼　＼　　　/　　　　 _ノ　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,..-'　　　　 　 .,:'　　　　　　　　　　 ::　　　 　 ＼. ＼　＼　/　　　　_/　　 ／
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,..-'　　　　　　　 　 {　　　　　　　　　　 ,:'　　　 　 　 .＼. ＼　>　　　 _/　　 ／
　　　　　　　　 　 　 　 ,..-'　　　　　 　 　 　 　 ｀:,＊　　　　　　,,;,,:''　　　　 　 　 　 `ー' /　　＿/　　／
　　　　　　　　 　　,..-'　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ､　　　 ,,;:;:;:;:;:''　　　　　　　　 　 　 /　__/　　 ／
　　　　　　 　 ,..-'　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾞ`''''''''''''　　　　　　　　　　 　 　 / _/　　 ／　 ＼
　　 　　　,..-'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼_,..-'~ 　 　 　 ＼
　　 _,..-'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　ヽ
　|＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 --==;;;;;;;;;;;;;;;;;--　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,..-':|
　＼ ＼　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／ ..:.::.:.;,;,;,;,;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i;i;ll＼、　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 _,..-':::::::_|
..　　＼ ＼　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　　　　 ....:.:.:.:.;,;,;,;,;,;,;,;,;;;;i.i.i;i;i;i;l.}　　　　　 　 　 　 　 　 　 _,..-':::::::_,..-'
.　　 　 ＼ ＼　　　　　 　 　 　 .／　　　　　　　...:.:.;,;,;,;,;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i;i;i;i;:}　 　 　 　 　 　 　 　 _,..-':::::_,..-'
.　　 　 　 ＼ ＼　　　　 　 　 ./　　　　　　 　　....:.:.;,;,;,;,;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i;i;lilii;i;ﾉ　　　　 　 　 _,..-'::::::_,..-'
.　　　　　 　 ＼ ＼ 　 　 　 . （　　　　　　　 　 ...:.:.;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i.i.i;i;i;i;i;i;lili::ﾉ　 　 　 ._,..-'::::::_,..-'
.　　　　　 　 　 ＼ ＼　 　 　 .(　　　　　　　　..::.;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i.i.i;i;i;i;lilililililiﾉ 　 . _,..-':::::_,..-'
　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼　　　..＼.　　　　 . ...:.:.:.:.;,;,;;;;;;;;i.i.i.i.i.i.i;i;lilililノ　..._,..-':::::_,..-'
　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼ 　 　 .＼_　_:....:.:.:.:.;,;,;,;,;;;;;;;;i.i.i.i.i.i.;／　　_,..-'::::::_,..-'
　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼　　 　 .＾"ﾟﾟﾟﾟ--======-~~~　　.._,..-'::::::_,..-'
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼　　　　　 　 　 　 　 　 　 _,..-'::::::_,..-'
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼　 　 　 　 　 　 　 _,..-'::::::_,..-'
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼ 　 　 　 　 _,..-':::::_,..-'
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼ ＼　　　-'::::::::_,..-'
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脇の木桶には、水で戻した寒天。
　
　
. 
　

655   ◆8epcM/V4rs 2014/02/22(土) 14:58:25 ID:zlizhoLE0
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ:::U:::::/// 　||||||| // ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　 この季節に似合いそうな料理を作ろと思て、な。
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼
　　　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　　　新しい料理、だすか？
　　　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι　　　　　　ああ。
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ　　　　　　師走やし、正月を迎える
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　華やかな料理にしたいと思てるんやが、
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l　　　　　　　なかなか難しいわ。
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^
　
　
. 
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　　　　　 ,／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　./::::::::::::::;ﾊ:/ゝ、::::::::::__:::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　i::::::::::::;ﾍl　ヾ　　,,'ﾆ¨--¨ﾆ､‐-''´ヽ:::::::::::::::::!
　　!:::::::::::l　ﾞ　..:.:.:7"::;:::::＿::､ヾﾞi::　:.: ,.ヾ､:::::::ﾊ　　　　　　　　あほやと思うやろ？
　　::::::::::::iゝ. .:.:.:.:.l::::k'_´_o__ﾞ,!:::7　　7;:::＼ﾞ¨" ,!
　　::::::::::::lゝ　:.:.:.:.:ﾞー───‐'.:.:.:.: k'^ヽ、ﾞi　 ﾉ　　　　　　　 このご時世にそないな料理考えたかて、
　　::::::::::::ゝ　　:.:.ｧ''''":::￣￣::''ー'':::ヽ｀ﾟ'-ﾞ_,!　丿
　　:::::::::::::::〉.:.:　 ,ｎ　:.: rャ:.:.:: z､ :.:.:. .:.:ヾ､:.:.: ,ﾉ　　　　　　　 誰も振り向きもせんやろ。
　　l:::::::::::::i.:.:　　|:::| .:.:.|::::| :.: i:::::|.:.:.:.;ﾍ.:.:.:. ,ヾ }
　　|::::::::::::l:.:　　_レﾍ:.:.|:::::!:.:. !:::::|.:.:.:l:::;!.:.:./::i 〉　　　　　　　　けどなあ、それでも考えたいんや。
　　}::::::::::::!:.: ´　 .:　,}:.:|:::::l:.:. !::::::!.:.:,!::;!.:.:,'.:.:,',!
　　!::::::::::::l.:.:......:.:　/:l.::l::::::!:: l:::::::|:.:,!::;!:.:,'.:.:7.!　　　 ,ﾊ　　　　これは業かも知れん。
　　:::::::::／i :.:.:　 ,/::::ゝl::::::し':::::::i.::,!::;!.:;',!:/　｀ー‐'"　}
　　:::／ 　 ｀ー､"::::::::::::::::::::::::::::::｀´:::ﾚ':!;/:.:.:.:......:.:　,/
　　:::l　:　 :　　:: ゞ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｿゝ.;,;＿,,,,／
　　:;'　;　　:　　::　　｀ヽ、::::::::::::＿::::::::/　l
　　;　,'　　; :　　::　　　　￣￣:::: ,' ￣　;　i､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　熱でうるんだ目でやる夫を見ながら、ジャギは苦く笑う。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫はジャギに問いかける。
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　 ／　＼ 　 　／　＼
　　　／ 　 （●） 　（●） 　＼
　　　|　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　　　旦那さん。
　　　＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　 ノ　　　　ー‐ ＿　　＼　　　　　　　旦那さんは、どないなもんを
　　　{　 ､　 ＿＿γrｧヽ　　}
　　　＼　　　　　　　 _ノ　 ｉﾉ　　　　　　　作ろうと思てはるんだすか？
　　　　 ≧=‐--　　 ¨ 　 　|
　　　　 |　　　　　　　 　 　 |　　　　　　　寒天をどう使おうとしてはるんだす？
　　　　 ｌ　　　　　　　 　 　 ｌ
　　　　 | 　 　 　 /､　　　　ｌ
　　　　 |　　　　/　 ﾍ　 　 ｌ
　　　　 l 　 　 /　　　ﾍ　　ｌ
　　　　（＿＿）　　　（＿＿）
　
　
　　　　　　　　丁稚の自分に手伝えることがあるとは思えない。
　
　　　　　　けれど、万が一にでも役に立てるなら、との思いであった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やる夫の想いが通じたのか、ジャギは真剣な眼差しでやる夫を見る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,,........,,,,,,_
　　　　　　　　　　　　　　_..-''ﾞﾞ:::::::::::::::;;;;; 　 ゛''-...,
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;＼
　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;`､
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l　　　　　　　 例えば、茹でて潰した里芋を
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!　　　　　　　寒天で固めることが出来へんか、思てる。
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l　　　　　　　 これまで何遍もやってみたが、
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､　　　　　　　 どないしても無理なんや。
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!　　　　　　 そこまでのもんを固めるだけの力が、
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ　　　　　　　 寒天には無い。
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
　　 l　　i. : : : : : : : : :"ﾞ''‐-/　　.ｌ　　.i,　 　 ゛l''''''´　 .／/
_,, !ﾞ.| 　　`､. : : : : : : : : : :/. 　　ﾍ'- ..ﾞ,,__. 　!　　　-'ﾞ　/
　
　
. 
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　　　　　　　　　腰の強いのが何よりの自慢である井川屋の寒天。
　
　　　　　　それを否定されたことで、まるで己自身を否定された気がして、
　
　　　　　　　　　　　　　　　やる夫の顔が真っ青になる。
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ　　　　　　 井川屋の寒天でも、
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)　　　　　　無理なんでっか……
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι　　　　　 済まん、済まん。
　　　　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　　　　,ｌ:::U:::::/// 　||||||| // ゝ　　　　　 私の言い方が悪かった。
　　　　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　 気ぃ悪せんといてくれ。
　　　　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　　　　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　　　　　ジャギがやる夫の肩に優しく手を置く。
　
　
. 
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　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}　　　　　　　ただ、私が言いたかったんは……
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （　　　　　　　寒天は、工夫次第で
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　　幾らでも化ける食材なんや。
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　　けんど、もし今の倍の腰の強さがあったら、
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l　　　　　　　　もっと料理の幅も広がるんや。
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ
　　　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l
　　　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／　　　　　　　今の倍、腰の強い寒天……
　　　　　　　/　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
. 
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　　　　　　　　その時、二人の背後から弱々しい声が聞こえた。
　
　
　　　　　　|
　　　　　　|
　　　　　　|　　　　　　　　　-　　　 ─-
　　　　　　|　　　　　'"　　　　　　　　　　　 `
　　　　　　|　　／ 　　-～　　¨¨　￣ミﾐ,　 　 　 ＼
　　　　　　ト／ ／　　　　　　　　　　　　　㍉　　　 ＼
　　　　　r　ﾉ、'　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ハ
　　　　　r　 ﾉ、　　≠～: : : : : : :～ミ　　　　　　㍉　　’
　　　　　r　 ﾉ、 ノ.: : : : : : :／: : : : : : : :㍉　　　　 　 　 }
　　　　　r　 ﾉ /: : : : :／／: : : : :／: : : : : : .　　　　　}　}
　　　　　｀¨　/: : : : /'／: : : : :／: : : : : : ／]㍉　　　 〉Λ
　　　　　　| /: : : :r＝≠ミ, ／: : : : : : ／　/}: :ハ　 　〉'　ﾟ。
　　　　　　|,: : : : 八し刎リﾊ　/: : : ／､　//: : : : ',　　}　 　。
　　　　　　|: : : :/{　｀¨¨¨　　/＿／　　Ⅹ/: : : : : |　 /　 　 !
　　　　　　|: : : :八:::::::::: 　　　　r≠ミ 　 /: : : : : ∧/⌒ヽ　i|
　　　　 r‐-ミ: :　　 　 　 　 ，　 し刎ハ/: : : : : /　ﾟ。　　 Ⅵ　　　　 お父はん……
　　　　 ＞-　〉∧　　-　_　　　::::｀¨¨7/: : : : : /　　}
　　　　 r‐-　〉　,へ　　　　　 　 　 ノ/: : : : : /　　 ’
　　　　 ＞-　〉㍉ 　｀ﾆ=‐ -- ‐=: : /: : : : : 　　　 /
　　　　 ﾟーr/　 }ｿ⌒㍉　 ≠⇒≠㍉: : : イ　　　 ′
　　　　　　| 　　ﾙ　　{{ _ノ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.}: : : : +　　イ
　　　　　　|　　从　　ﾘ:.:.{: : ::.:.:.:.:.:.〈: : : : 〈　　 {
　　　　　　|　 　≠:.:.:.:.:.:.:.:.:..:.:.:.:.:.:.:.ﾘ、: : : 　　　｀ヽ
　　　　　　| ≠:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:んﾍ: : :〈　　　　 ﾟ。
　　　　　　|/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:/　 ハ: : : : .　　　　)、
　　　　　　|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:/　　{ 〈: : : 八
　　　　　　|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:／　　　}　}: : : : :乂　　　}
　
　
　　　　　　　　　　　熱のために歩くことができない翠星石が、
　
　　　　　　　　　　　奥から這ってそこまで出てきたようだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ　て
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}　（
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ　　　　　　 す、翠星石！
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l　　　　　　　 あかんやないか、起きてきたりしたら。
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 ｀^
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 / ／　　　　　　　　　　　　　`ー　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　_/ノ　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　`⌒ー ､　　　　`丶、
.　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　 /――‐`
　　　　　　　　 /_／＞―＜⌒ー――＜⌒＼＿＿彡ﾍ　　　　　 } /|
　　　　　　　　 /: :/: : : : : :/: : : : : : : ﾊ: : : : : : : : : : : : : `ー 　 　 `( |
. 　　　　　　　/: :/.: : : : : /: :i : /: ://:∧: : ､: ＼ : : : : i: : : : |　　　　}:!
.　　　　 　 　 | : ': : : : : : ｉ:.:斗:7: ://ノ `ー――――: | : : : |　　　　{:|
.　　　　 　 　 |: :|: : : : : : |: : :|/／i/　　　 ＼: ＼: : ＼/: : : :ﾊ　　　　ヽ
.　　　　 　 　 |:八: : : : : i灯豕ﾊ /　　　　 下豕圷ぅ./: : :／:/ 　 　 　 }　　　　　　やる夫に、あやまろ、思て。
.　　　　 　 　 |i／＼ヽ: :八乂_リ 　 　 　 　乂ｚン　/: ／/∨　　　　　|i
　　　　　　 　 {　　　＼＼ ﾄ /／　，　／/／/／ /／_ノノ:{　　　　　〈:|
　　　　　　 ／　　 　 　 } 人　　　　_　　　 　 　 　 -=≦: 八　　 　 　 ヽ
.　　　　　ノ　　 　 　 　 { : : : ト､　　　　　　　　イ: : : : : : : : ヽ　　　　　 }
　　　　 /　　　　　　　 ﾉ : : :/: : : ≧=ｰ -＜　　ﾄ､: : : : : : : :八　 　 　 〈
　　　 ノ　　　　　　__ノ: : : ;ム-‐'　/|　 　 　 　 ｛　`ー＜: : : : :}　　　　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧　　　　　　　　あやまる？
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧　　　　　　　何をや？
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　　　　ジャギは娘を抱きあげると、三和土に降りてやる夫の傍まで行った。
　
　
. 
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　　　　　　　　父に抱かれたまま、翠星石は片手を伸ばしてやる夫の頬を撫でる。
　
　
　　　　　　　　 ィ´: :∠　　　　　　 ヾ　i!　〃　｀ヽ
　　　 　 　 .／: : :r´ヾ i! 〃 　　　＝ 　 　＝　　　`
　　　　　／: : : r´ ＝　 　＝　　 _〃- ‐ - ．_　　　　ヽ
　　　 ／: ／ r'　　 〃 i!　ヾ, -'~: : : : : : : : : : : ｀ ヽ　　 ヽ
　　／: ／: :r'　　　　_ィ´~: : : : : : : : : : : : : : : : : : : :ヽ＝　',
／: : : : : :r'ヾ i! 〃{ : : : : :.／: : : : :/ : : : : /: : : : : : : ヽi!　|
: : : : : : :r' ＝　　={: : : ;ｨ／厶ィ: :／: : : :／ : : : : : : : : : .' , l
: : : : : :.{　 〃 i!ヾ{斗匕_ノ ｰ=彡' : : : ／.: : : : : : : :/ : : : : .,!
／: : : :{ 　 　 　 {/-=≧､‐-ニ三彡'ｨ.: : : : ; : : : ／: : : : : : :
／ : : {　ヾ i! 〃{l/ んてうヽ ､_厶ィ'_: ;彡イ: : ／: : : : : : : : ;
: : ／{　＝ 　 ={ i!.弋ヾ::ソ　　　　　_厶斗ﾋ_イ: : : : : : : : : /
／: :.{　 〃 i!　{! ゝ 　 ¨　　　 　￣　 _,,,､ ｀ヽ!l!: : /: : : : :/
: : : :{　　　　　{ /l/l/l　　　 　 　 　 ,ん::うヾ l! : ,ｲ: : : : ,ｲ　　　　　やる夫、
／: :{ ヾ i! 〃 ﾄ 　 　 　 　 　 ,　　　辷::ソ　ﾉ／: : : :.／
: : : .:{＝　　= { ヽ　　　　c､　　 　 　 ¨´／イ彡ィ,イ　　　　　　　　今日は遊んであげられんで、堪忍な。
: : :／}〃i! ヾ {､.　:.　　　　　　　l/l/l/イ　　 イl!: :.,'
:／: /{　 　　 {. ヽ　`ｰ ---　-ｪσ´ヾ i! 〃 /: : : ,
-‐''" ﾉ　　　 }　　ゝ､＞-､　　/　{ ＝　　= /: : : :,
　　　{ヾ i! 〃}　　 ／.　　!ヽ-'¨ヽ　〃 i!　/: : : : i
　　 ﾉ＝　 =　} Y´　　　　　｀ヽ .ﾉヽ　　　{: : : : :.l
　　 } 〃 i! ヾ {. |　r‐っ　　　　',　　.)　　 }: : : : :.l
　 /　 　 　 　 }´ゝ'. 　し'ヽ　　 l　　l i! 〃{: : : : :.l
　/　　　　　　 )~ ~ ~ ~｀ﾐ ゝ-､ﾉ　ノ　　= ヽ: : : : l
./　ヾ i! 〃　　）ヽｰ'ヽ_ﾉヽ ﾐ　）¨ /　i! ヾ　 ヽ: : :.l
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　　　／ 　　 （○） 　（○） ＼　　　　　　へっ？
　　　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　　　/　　　　 　|!!il|!|!l|　　／
　　　　　　　　　　　|ｪｪｪｪ|
　
　
　　　　　　　　,.:::''::´::￣::`:::.、
　　　　　 　／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ　て
　 　 　 　 /:::::U::::::::::::::::::::::::::::::}　（
　　　　　 l:::::::::::::ゝ－－－－ ι
　　 　 　 |::::::::::::）　 ◯　　○ （
　　　　　,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ
　　　　　 ゝ---η. 　 |||||||　　ゝ
　　　　　　　 /≦ ヽ .|　　|　≧　　　　　　　　 遊んであげる、て…？
　　　　 　 　 {　l　 l　|*　*|　| l
　 　 　 　 　 {　.l　 l .|　 * | .| l
　　　　　　　/　 l　 l |　*　| l l
　　　　 　　l ---l　 l--　 -l l
　　　　　　 |　　 ｀^^　　　 
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　耐えきれず、二人は笑いだす。
　
　
　　　　　　／ニニニニニニニニニニニニニヽ
　　　　　 ’ニニニニニニニニニニニニニニ ﾊ
　　　　　ｉニニニニニニニニニﾆ}ヽｨニニニニｉ|
　　　　　|ニニニニニニニニ /}/　/∨ヽニニﾆ|
.　　 　 ﾄ.!ニニニニニニ==─…ﾐｘ 0 ／》ﾆﾆﾆ│　　　　　　　　　　　　　　 くっくっくっ……
　　　　Ⅳ≧ー…ｬ77//--｡-ｫ///l} 0 彳ニニﾆ|
　　　　 》　f77ﾊ　 ∨/≧==彡//ノ 　 《ニニニl|　　　　　　ﾄ　　　　　　　　 聞いたか、やる夫。
　　　 　｀7 V//}　　∨////厶イ==ﾐ 　 iニニニ|　　　　　　|∧
　　 　 　 ⌒i￣ ＿＿￣￣´ 　 》//∧　lヽﾆﾆﾆl|　　　　　　|/∧　　　　　　 どうやら、お前は翠星石に
　　 ﾄ　　 　 ∨ .//|　ﾄ.　{7∧ ∨///i|　∨＼ニゝ ＿＿ 　 |　 ∧
　　 |∧　　　 ∨//|　|∧ ∨∧ ∨//l|　 ｉ}///777{厂三{　 |　 /∧　　　　　遊んでもろてるらしいで。
　　 |/∧　　　 }ヽ/|　|/∧ ∨∧ ∨/l|　 ﾘ　 }////|∧三≧|　 　 ∧.=
　　 |　 ∧　　､|__i/|　|//∧ 》/∧仆ー=彡'　'/// l|/∧三 i|　　　　三
　　 |　 /∧　　≧彡. 》====≦///　　　l　i　'//三|　 ∧三|　　　　三
＼　|　 　 ∧イ三／三》 ∨////　　　　j　ｌ //三 i|　 /∧ .乂＿_ノ三
/∧.|　 　 /∧.／三 ィ/∧∨///　　　 /　'//三三|　 //∧三三三三
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　 　 　＼　　　　　　　　　　へえ！
　　　　　　　　　　　　　 ／ 　　⌒　　　⌒　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 |　 /// （__人__） /// 　 |　　　　　　　　 有り難いことでおます！
　　　　　　　　　　　　. (⌒) 　　　 　　 　 　 　 (⌒)
　　　　　　　　　　　　./　i＼ 　 　 　 　 　　　／i　ヽ
　
. 
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　　　　　　　　　　笑いすぎて、やる夫の目に涙が滲む。
　
　
　　　　　　　　 　 　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／_ノ　　ヽ_＼
　　　　　　　　／｡（⌒）　（⌒）｡＼　　　　　　 おおきに……
　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　　　　　　 |　　　　 ヽr┬-/　　　　 |　　　　 おおきに、嬢さん……
　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　 ／
　
　
　　　　　　　：,.:::''::´::￣::`:::.、：
　　　　　 ：／:::::::::::::::::::::::::::::ヽ：
　 　 　 ： /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}：
　　　　： l:::::::::::::ゝ－－－－ ι：
　　 　 ： |::::::::::::）　 ◯　　○ （：　　　　　　見てみ、翠星石。
　　　　：,ｌ::::::::::::η　　|||||||　　ゝ：
　　　　： ゝ---η.　　|||||||　　ゝ：　　　　　 お前があんまり可笑しいこと言うから、
　　　　　　： /≦ ヽ .|　　|　≧：
　　　　 　 ： {　l　 l　|*　*|　| l：　　　　　　 やる夫が笑い出して涙出してるで。
　 　 　 　 ： {　.l　 l .|　 * | .| l：
　　　　　　：/　 l　 l |　*　| l l：
　　　　 　：l ---l　 l--　 -l l：
　　　　　 ：|　　 ｀^^　　　 ｀^：
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　やる夫は笑いながら、翠星石に涙をぬぐってみせる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 _＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ´￣｀　　　 ´￣｀　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 /,-‐-ヽ　　　/-―-､　ヽ　　　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　 とつ 丿　 　ゝ 　　oとう'　　　　　　　　　　 　　|
　　　　　　　　　　　　　 |　｡/　 人　　ヽ　　　.; O　　　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　 |O ゝノ　 ゝ _ノ　　　 ﾟ｡　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　 ＼　 ｀´￣｀ ´　　　　 　　　　　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／
　　　　　　　　　.　　　　 　 　 ヽ　_＿＿＿＿　 イ　　　 　 　 　 く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　けれど、本当は顔を覆って泣きたいほどに、翠星石がいとおしくてならなかった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　その夜のこと。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　一日が終わり、丁稚部屋へと引き上げると、やる夫はやらない夫の寝息を確かめてから、
　
　　　　　　　　　　　　　　　そっと天満宮の方へ向かって手を合わせた。
　
　　　　銀二貫の負い目が、やる夫に何時の間にかそのような習慣をつけさせていた。
　
　
　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　／ 　　 （一） 　（一） ＼　　　　　 （今日も一日、ありがとうさんでございました）
　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　 ＼　 　 　 `_⌒ ´　　／　　　　　 （まだ寄進が叶わず申し訳ございまへん）
.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く
　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)　　　　　　 （明日も精進しますよってに井川屋をお守りください）
.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /
　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　
　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　／　　　　　　 .　＼
　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼　　　 （あと、翠家の皆様が一日でも早う
　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|
　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／　　　　 元気になられるようお頼申します）
　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ
　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　いつもなら、井川屋の平穏無事だけを祈るのだが、今日は翠家の皆の病平癒を加えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　そして、薄い布団にもぐりこみ、手足を縮めて布団が温かくなるのを待つ。
　
　
　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　／　 ―　　　―＼　　　　　　　　　　　 （嬢さん……）
　　＿_ ／ 　 （ ー）　　（ー） ＼
　　　（ |　　　 　 （__人__）　　　 |　　　　　　　　　　（大晦日までには元気になったらええんやけど……）
　　＼ヽ＼＿＿　 ｀ー ´＿＿／ ＼
　　　 ＼（￣ ⌒⌒⌒⌒￣⌒ ⌒ ⌒ヽ　　　　　　　（ええと、今日は十八日やから、大晦日までは、えーと……）
　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　ガバッ ! !　 ＿＿＿＿__
　　　　　　　 ／:υ::─ﾆjjﾆ─ヾ
　　　　　　／:::li|.:（ ○)三 （ ○)＼
　　　　　 （:::||!.:υ::::: （__人__）)::::　i|
　　　　〃　）:::::::::::. 　 |r┬-|　li::::/　　　　　　　　　 （十八日！？）
　　　　　 /: : : : : : l＼`ー '/j: : ::ヽ
　　　 ＼ヽ :ヽ: : : :　7ヽ　/>: : : :r:＼
　　　　　（￣ ⌒⌒⌒⌒￣⌒ ⌒ ⌒ヽ
　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思わず、がばと上体を起こす。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　明日は師走の十九日。
　
　　　　　　　　六年前、天満焼けのあったのが、まさに師走十九日。
　
　
　　　　人
　　　　 人 　　　从
　　　　￣￣|＼　　/:人:丶
　　　　　　 |人（::（　）:::ヽ人　　　　　　　　　　　　　　　从　　　/:人:丶
　　　　　　丿::::::丿　 レ、::::::）从　　　　　　　人　　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　　　　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　　　　人　　　　　　　　　　　从　　　/:人:丶　　　　　　　从　　　/:人:丶
　　　　￣￣|＼　　/:人:丶　　ヽ人（::（　）:::ヽ人　　　　　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　　　　 |人（::（　）:::ヽ人　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．　　　　　　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;
　　　　　　丿::::::丿　 レ、::::::）从　　　　　　　人　　　　　　从　　　/:人:丶
　　　　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　　　　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　
　
　天満宮が焼け落ち、ダディが銀二貫の寄進を誓った、あの天満焼けの日だった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やらない夫が眠そうな声で隣りの布団から声をかける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　′／
　　　　　　　　　　　　 　 　,,;''￣　　￣ヽ
　　　　　　　　　 　 　 　 ,;'´　　（ー） （ ●）
　　　　　　　　　　　　　 '､,　 　　 （＿人_）ヽ
　　　　　　　　　　　　　　ヽ,　　　　 |r┬ ､l　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 ん～？
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ヽ,　　 　｀ ― ´　 ）　　　(⌒ヽ､
　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ,　　　　　　　ノ 　 　 と　,ｨ_ ＼　　　　　　やる夫、どないしたんや？
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿`-/::..　 ｀　　　⌒ ￣￣｀　　　 >
　　と⌒ヾー―――― ⌒　　　　　 ￣｀´￣　 　 ｲ　　 - － ´
　 < ゝ　/､＿＿＿＿_　 　 　 ヽ､　　 　 　 　 　 　 ヽ'
　　 く／　　　　 　 　 　 ￣｀ヽ　　　 　 　 　 　 　 　 ∨
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ｌ　　　　　　　　　　　　 ∨
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　　　 なんでもあらへん。
　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　　　　　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　　　　　　　　　　　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　　　　　　　　　　　動揺を悟られぬよう、やる夫は撥ねた布団を戻す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　六年経っても、井川屋には銀二貫の用意が出来ないのだ。
　
　　　無論、井川屋に力が無いわけではなく、どこの商家も似たり寄ったりの状況なのだ。
　
　　　　　　　　　　　　　　　天満宮の社殿は未だ再建されていない。
　
　
　　　　　　　　　　, -─‐──‐-､
　　　　　　　　 ／　　　 　 　 　 　＼
　　　　　 　 ／ 　　　　　　　　　　　 ＼'⌒ '"⌒ヽ　　　　　　　　　　 （家の無い辛さは、
　　　　　　 l　　　　　　　　　　Ｕ　　　　l.: .: .: .: .: .: ⌒ '"⌒ヽ
　　　　　／|　　　　　　　　　　　　　 　 .ﾄ 、.: .: .:.: .: .:　　　　　　　　　 人間も神様も一緒やろなあ）
　　 　／ ／!　　　　　　　　　　　　　　　ト　＼.: .: .:.: .: .:.: .: .:
　　　/／／ゝ　＿_ノ　　ヾ､_　　 　 　 ノ　＼　＼.: .: .:.: .: .:
　　　|　/（　⌒ｨ⌒ヽ　　　　/⌒`- ´'⌒　）　＼　＼＿＿
　　　　　　 `ーゝィｿﾉ ￣￣ヾy＿ﾉ--ー"＿＿_＼＿＿＿
　
　
. 
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　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／:::　 　 　＼
　　　／::::::::::　　　　　＼
　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　（明日は、こっそり抜け出して
　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ　　　　　　天神さんにお参りさしてもらおう）
　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
　　　　銀二貫とダディといく夫とが三つ巴でぐるぐると脳裏を巡り、
　
　　　　　　　　唸りながらやる夫は眠りに落ちていった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　どのくらい眠っただろう、
　
　　　　　　　夢現に半鐘の音が聞こえたような気がして目を覚ます。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝ！
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜ｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝｼﾞｬﾝ！
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _ ,,=-――-=,,_
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,r'´　　 　　　　　　｀ヽ　 ＼／|＿
　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　 　 　 　 Y⌒　　 ' ,　 　 　 /
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _,,{　　　　　　　　　｀ー,　 　 ',　　 　 ＼
　　　　　　　　　　_,,=-‐'=-=l,,_　　　　　　　　　 (__ノ　　',　　　|￣
　 . 　 　 　 _, -‐' _, r'￣￣｀ヽ ｀ヽ　　　　　　 　 　 　 　 }　　　　　　　は
　　 .__, -‐'´_, -‐'//////////＼　＼　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　っ
　　 .＿, -‐'////////////////.＼　ﾍ　　 　 　 　 　 / ＼
　　 .｀''ヽ_＼//////////////////ヽ ﾍ 　 　 　 　 ／_｀ヽﾊ
　　 　 　 .｀ヽ＼////////////////ハハ-=,,__,, ‐'''"´ ｀ﾉノ
　 　 .＼　 　 ＼＼////////////////）ﾊ｀ヾ,,,/　　 _,,／
　　　　 .＼　　　＼＼///////////,r'´　,r'　　 ｀￣'／
　　　 　 　 ＼　　　',　',///////,r'´　 ,r'´　 　 　 ／
　　　　　　　　＼ 　 ',　',////,r'´　 ,r'´　 　 　 ／
　
　
　　　　布団から顔を出し、耳を澄ませると、確かに半鐘の音だった。
　
　　　　　　　　　　　　それも切迫したような連打だ。
　
　
. 
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　　　慌てて飛び起きると、丁稚部屋を飛び出して店の表へ出る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　 ――　[] ]　／　　 　 　三＼
　　　　　| ｌ￣ | | . 三　　 　　＼ 三／
　　　　　|_| 匚. | 三 　. 　　（ ○）　（○）'
　　　　　　　　| | 　三　 u　 　（__人__）　 |
　　　　 　　　 |_|　　 三　 　 . 　｀ ⌒´　／
　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ
　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡　　　　 火事や！
　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　 三　　.／　.
　　　≡　　／　　|
　　 ≡　／
　 三_ノ
　
　
　店に大事が無いことを確認すると、そのまま川岸へと抜ける。
　
　
. 
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　川向こう、夜明け前の南の空が橙色に輝き、遠目ながら火の粉が舞っているのが見えた。
　
　
∨　 　 l　 `'Λ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　ｌ　　　　　　　　　│　　│　　　　　　　　 i′
　　　　.l　　　ﾞ'レ　　　 |.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘ l　　 　 　 　 　 　 lr'ﾞ｝ ._.!　　　　　　　　.il|
　　　　 !　　　 ｀　　　　从　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ,!　　　　　　　　　　　 ! .|ﾘ 　 　 　 /!　 ./ |
＿＿__..!　　　　　　　　 l　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　 　 ﾘ　　　　　　　　　　　,ﾄ　|　　　　　l |しｲ　{
/////ﾍ.,　　 |.ｌ　　　　 .!　.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 |　　 　 　 !　　 ／
////　!ﾍ　　ﾞl　ｌ　　 .、│ . ｌ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　l　　 　 　 l　　/
.i/i/　　　',＿＿__..　　廴）　 .ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ./ , 、 .乂! 　 　 　 │ /
/i/　II iI　 ，;;;;;;∧.ｌ　　!　ﾉ⌒i　廴　　　　　 　 　 　 　 　 ノ|　　　　　　 .l./　,! .| 　 　 　 　 │ {
￣i　 　 　 |;;;;;/　ﾍ_!　...ｌ .!. 　＋.そ　　　　 　 　 　 　 　 lﾞ .lﾞ　　　　　　 l.l　/　ﾚi　 　 　 　 ﾉ ｲ　ilﾞ
　 | ┌┐　| ;.;　i　ﾍ＼_　　　　|| 　ヽ　　　　　　　　　　　! .,!　　　　　 　 ﾘ / 　,/　　　　　/　 し' {
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　　　　　　　　　　やる夫の口から声が漏れる。
　
　
　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／　　　　　　　　 ああ……
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　　　　おお、やる夫。
　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　　お前はんも起きたんか。
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　表通りを戻って来たダディが声をかける。
　
　　　　　　　　　　　　　後ろにはいく夫も控えていた。
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　u.　（●）,　|
　　|::::::::.u　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　 あっちの方角やったら、
. 　 |::::::::: 　　　.u　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　上町の内平野の辺りやな。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　　内平野……
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　　近うおますな、旦那さん。
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　u.'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　 ああ。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　.u.::::::|　　　　　　 けんど、大川挟んでるさかい、
　　 ＼u.　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　 ここらは大丈夫や。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　丁稚を落ち着かせようとして言った声は暗かった。
　
　　　　　一度火が出れば生きるも死ぬも地獄なのだ。
　
　　　　　　　　 ダディはそのことをよく知っていた。
　
　
. 
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　　　　師走の乾いた空気が災いし、また折からの強風に煽られて、
　
　　　　　　　南の空を染めていた赤炎は瞬く間に広がっていく。
　
　
　人
　 人 　　　从
　￣￣|＼　　/:人:丶
　　　 |人（::（　）:::ヽ人　　　　　　　　　　　　　　　从　　　/:人:丶
　　　丿::::::丿　 レ、::::::）从　　　　　　　人　　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人
　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　人　　　　　　　　　　　从　　　/:人:丶　　　　　　　从　　　/:人:丶
　￣￣|＼　　/:人:丶　　ヽ人（::（　）:::ヽ人　　　　　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　　　 |人（::（　）:::ヽ人　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．　　　　　　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;
　　　丿::::::丿　 レ、::::::）从　　　　　　　人　　　　　　从　　　/:人:丶
　　从（:::人::(　　　　):::::::::::人:ヽ从　　　/:人:丶　　　ヽ人（::（　）:::ヽ人
　:::::::ﾉ　　　　　　(ノ):／　丿:::::::ヽ人（::（　）:::ヽ人　　Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　:::(　　　　　　　　　　　 (::人_/Ｙヽ::::::丿(:::::::::::::::＼;"．
　
　
　　　　　　川向こうから悲鳴が上がり、着の身着のままの人々が
　
　　　　　　　天満橋に押し寄せるのが影絵のように映っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　と、やる夫の脳裏に閃くものがあった。
　
　
　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　／　 ノ　 ヽ＼
　　　　 ／ 　（○）}liil{（○）
　　　／　　　　　（__人__） ヽ
　　　|　　　　　　　|!!il|l| 　　|　　　　　 （翠家！）
　　　＼　 　 　 　 lｪｪｪl　／
　　　　/　　　　　　　　　ヽ　　　　　　 （内平野いうたら、翠家の目と鼻の先やないか！！）
　　 　しヽ　　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　 |　　　 __　 　 |
　　　　　 !___ノ´　 ヽ__丿
　
　
. 
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　　　　　　　そのことに気付いた途端、やる夫は走り出した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 _＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　／三 　u. 　　＼　　　――　[] ]
　　　　　　　　　　　　 ＼三 ／　.u　　三　| ｌ￣ | |
　　　　　　　　　　　'（○）　（○ ）　　u.三. |_| 匚. |
　　　　　　　　　　　|　（__人__）　 　u 　三　　　 | |
　　　　　　　　　　　＼ ｀⌒，/ゝ　　/⌒ヽ　　　 |_|　[] []　,-
　　　　　　　　　　　　/　　|　＼|　　　　三　　　　　　　／／
　　　　　　　　　　≡( 　　 ヽ 　　三　 　三　 　　　 匚／
　　　　　　　　　　. ≡＼ 　　＼　　三　 三
　　　　　　　　　　　(⌒､＼ 　　＼.__､≡二
　　　　　　　　　　　 ￣ ／ 　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　／　　　　／ヽ　　　　三
　　　　　　　　　　　三　　　三 / ﾆ ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　＼＿＿二_ﾆ　 ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　＼　　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　＼　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｀ ､_三
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　　お、おい、やる夫！
　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　　何処へ行くんや！！
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　背後でダディの叫び声が聞こえたが、それどころではなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　ﾉし ﾞ＼, .,､,／"u＼
　　　　　／ ⌒ （◎）ヾ'（◎）u　＼　　　　　　　お願いだす！
　　　 　 | u 　⌒ﾞ（__人__）"⌒ u　|
　　 　 　 ＼　u 　 `ヾ,┬､/`　,／　　　　　　　 通して、通してください！！
.　　 　 　 /⌒/＾ヽ､ ）__（ ,ィヽ、
　　　 　 /　 ,ゞ　,ノ　ﾞ⌒"　, 　ゝ､
　　　　　l ／　 /　　　　　　ト/.＼＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　天満橋を渡ろうとしたが、
　
　　向こうから命がけで走ってくる人々の流れに逆行することができない。
　
　
. 
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　　　　　　　　／￣￣￣＼
　　　　　　 ／　.u　　 　　　＼
　　　 　 　 |　 　　　　　　　　 |
　　　　　 　＼ 　　　　　.u　／
　　　　,,..-‐' 　　　 　　　　　＼　　　　　　　　　 あかん！
　　 <"　 ,_,,_　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　ヽヾ丿　|　　 　 　 　 　 i　　ヽ　　　　　　　せや、天神橋や！
　　　　ヽ＆　.i　 　　　　 　, -ii、ヽ、 )
　　　　　　　　|　　 へ. 　i　　 i^ﾞ''"
　　　　　　　　|　 /　　　 |　　 |
　　　　　　　 _|　/ 　　　 ｀-- ´
　　 　 　 　 (___/
　
　
　　　　天満橋を渡ることを諦め、川岸を天神橋まで走る。
　
　
. 
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　　　　　しかし、天神橋も殺気立った群衆で埋まっていた。
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　　　　お願いだす！
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　　　通して、通してください！！
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　人波をかき分けるようにして、先へ進もうとする。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　しかし、橋の途中で見知らぬ男に胸ぐらを掴まれる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,,;;;;;;;;彡彡;;之　ヽ
　　　　　　　 ,,,,,,,,,,,,,;;;;;ll;;;;;;;;;;;;;;| l;;;;;;;ﾘ）ﾘ;;;;;;|l;;;;（ミ彡／､ Z
l|ヽ= 从;;l |l|;;ll;;;;;l|;;;;;l;;;ｲl;;;;;;;;;;;;;| l|;;;;;;-〈､|;;;;;;;;;;;;;;,,三∠ノ ﾌ
ヽﾐ三从;;从|;（;;;;|l;;;;l|;;;（（;;;;;(ヽ乂;;;;;;／ﾉ人､从;;;;;;;;ヽ ∠ |
ﾐ二ミﾐ从 ; ;;;;;;ﾞ;;;;ﾞ;;;;;L{{ミ|Y;;";;;;;rﾃ'';''iﾞ''ミﾞ 　 ｲ;;;;{ミヽ∠ﾉ
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　＜彡l|;;;;;;;l､;}:/;r't;;;)＞| 彡￣""´ 　 　 　 　 |;;;;;;〈 |.|　}　　　　　　　　　　このど阿呆！
　　ノノｲ;;;;;;之"ﾞ"''"´　 |､　 _,,､:::::　　　　　 　 |;;;;;ノﾉﾘ;∠
　　　ｲ彡l|;;;;ヽ ﾞ:::::::: 　 j　_,､ -)ﾞヽ::...　　 　 　 |;;/- /;;/ミヽ　　　　　　　　 そこまでして焼け死にたいんか！
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　　　　　　　　　　 ｀ﾞﾞﾞ''', 　 ﾞ'' ｰ '''"　　　　::::／　　　　　　　　　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　そしてそのまま、天満の方へと引き戻された。
　
　
. 
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　川向こうへ行くことが叶わぬ、と知ったやる夫は、弾かれたように天満宮へ向かった。
　
　
　　　　　　　　　　iv'ﾍ
　　　　　　　　　　| ;`;|
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　　　　人波を掻き分けて境内に駆け込むと、本殿の残骸に向かって平伏する。
　
　
. 
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　 　　 　　　　:::::::::::::／￣￣∨￣￣＼ ::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　どうぞ翠家を助けておくれやす！
　　　::::::::::::::::::::::::::::::|　 ／￣￣￣＼　|:::::::::::::::::::::::::
　 　　::::::::::::::::::＿＿|／　 _ノ 　ヽ､_ ＼|＿＿::::::::::::::::　　　　　　　　　　旦那さんと嬢さんを……
　　　::::::::::::::／　　／　(（＞）) (（＜）) ＼　　＼::::::::::::::::
　　:::::::::::::::::|　　　|　oﾟ　　（__人__）　　ﾟo|　　　|::::::::::::::::::::::::　　　　　　　嬢さんを助けておくれやす！
　:::::::::::::::::(⊥_⊥）＼_＿＿｀⌒´＿＿／（⊥_⊥）:::::::::::::::::
　　　 ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地面に額を擦りつけて、やる夫は一心に祈った。
　
　　　　　　　　やる夫だけではない、境内には、天神さまのご加護を求めて集まった被災者たちが、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　拝む社殿のない中、思い思いの姿で祈るのだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、人々の祈りもむなしく、
　
　　　　　　　内平野から出た火は、松屋町筋と谷町筋に挟まれた一帯を舐め尽くし、
　
　　　　　　　　　　　　　町にして九町、千五百軒が灰となったのだった。
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　　　　　　　　　　　　　夜明けを待って、漸く鎮火した町をやる夫は彷徨った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物と人の焼ける臭いが充満していた。
　
　　　　　　　　あちこちで埋もれ火がちろちろと燃え、灰になった材木から白煙が立っている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　壊された家屋で道が無くなり、土地勘が全く利かない。
　
　大川と東横堀川の位置から大方の距離が測れるはずが、立体感を無くした景色ではそれが出来なかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／´　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　___,　 '´ 　 　 　 　 　 　 　 ｀ヽ 、　 　U
　　　　　　 ..　 　 　 ,,.　´　　　　 　 　 U 　 　 　 　 　 　 ｀ ｰ- 、
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　　　　　　　　　　　/´ ,..::::::::::.ヽ ヽ　　 　 　 　 　/´ ,..:::::::::::.ヽ ヽ
　　　　　　　　　　 ,'　 ,;::::::::::::::::::',　',　　　　　 　 ,'　 ,;:::::::::::::::::::',　',　　　　　　（昨日は嬢さんも、旦那さんも
　　　　　　　　　　 {　 {:::::::::::::::::::::}　}　 　 　 　 　{　 {::::::::::::::::::::::}　｝
　　　　　　　　　　 .'、 ヽ::::::::::::::／ /　 　 　 　 　'、 ヽ::::::::::::::／ 　/　　　　　　　　　　　　 熱を出して弱ってはった）
　　　　　　 ..　 U　　 ＞-ﾍ -‐　　　 　 　　 　,　　　 ----‐-＞=イ
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　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／　　　　　　 誰ぞ、翠家を、翠家を知りまへんか！
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴　　　　　　　 ご存じの方、おられまへんか！
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　　　　　　　　　焼け跡で擦れ違う人に、片っ端から声をかけた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、足を止めて答える者は無い。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　　　　__＿＿＿＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／´ 　 　 　 　 　 　 　 ｀＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　｀｀゛'‐- ,_ 　　　　 ,.ィ
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 ､　　　｀＼ ル /　＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　　　ｏ（ ｀゛ ｰ-､ ）　　　（,ィ´ jo｡
　　　　　　　　　　　　　／　　　 　　°　ｏ　.Ｊ`´⌒゛彡　　　　　　ﾞ´⌒＼°
　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　　　　　　　　　　° 　 　　 （ 　　　　　　 } 　　 ﾊ
　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　 　 　 　 °o　　　　/⌒乂,,＿＿_ ,.ノ､＿ ,ノ＼　　　　　　　旦那さん！
　　　　　　　　 　 i　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 {　 　 　 　 　 ,､(V,-|　　　　l
　　　　　　　　 　 |　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V　　　 　 　 　 　 | 　 　 　|　　　　　　 嬢さん！！
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 V´⌒ ＼　 　 　 |ﾟ　　　　l
　 　 　 　 　 　　　',　　　　　　　　　　　　　　　　　　 V 　 　 ＼　 　.!　　　.／　　　　　　　返事、しとくれやす！！
　　　　　　　 　 　　＼　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 V　　 　 } 　 .|　　／
　　　　　　　　　　　　 ＼　　 　　　　　　　 　　　　　　　｀ー--┴－´ ／
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＞- _＿_ 　 　 　　　　　　　　,, ,,,,,＿_､ゝ ／
　　　　　 　 　 　 　 ／´￣　 　 ￣｀＼ 　 　 　　　　　　　　　　／ ＼
　　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　 　 　 ＼　　　　 ''' ‐､-─一 ´　 　 ﾊ
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾊ
　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾊ
.　　　 　 　 {　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ﾊ
. 　 　 　 　 ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾊ
　　　　　 　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は叫んだ。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　声が嗄れるまで叫んだ。
　
　
. 
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￣〕
／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿ //厶イ／}_}_廴,､__,..㌻. イ＼＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
:.＼＼＼＼＼＼＼＼　廴j .//　 〉　_／　_／／　-Ll二ﾆ=-イ　〉廴___＼＼-‐'´//`ー-／＿＿／　r/
::＼＼＼＼＼＼＼＼＼二//二/二,､　／／　　　 ,､　　 〕､ .L//⌒}　　 >　>__//＿＿f＜＿_/＿／j
:.＼＼＼＼＼＼＼＼r一.//Tｰ'-勹　^~^? 　 r ､ /　`'＜　 〉// _＿`ク＿／ .//　　 ／..:.:/＿ノ }Ｌ　廴＿
:.＼＼＼＼＼＼＼＼{　.// ,:Lr√二ヽ　 `^Z」　〈　　 .＿＼//'Y　　＞--=ミ//　 .／.......:/　＿_厶''"´￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼ゝ//＿_人　r'^⌒了＿r--く`ー'　　 〈/L之 ∠　　-―　　　　　´￣＿　　　　　-―
:.＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ー-z､＿　　　　　　　　 r―=＝￢冖ニ二　　　　￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼........／　　　　　　　 /　　　　　,ﾙ'´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だが、応える声は、ついに無かった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　その日の夕刻。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　番頭のいく夫が、真っ暗な顔で井川屋に帰って来た。
　
　
　:::　　:::　::　　:::　　::::　　:::　　:::
　　　::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::
　　 ::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::
　　　 :::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::　　　　　 あきまへなんだ……
　　　　::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::
　　　　::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:　　　　翠家の在った場所さえ定かや無うて、
　　　　　:　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:
　　　　　:::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :　　　　　ジャギはんの生死も知れまへなんだ……
　　　　　　:: 　ノ　　　　　　 　＼ :
　　　　　　 ／´　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　ほうか、
　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　やる夫の言うてた通りなんやな。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　主の口からその名前が出たのが気に障ったのだろう、
　
　　番頭は板の間に控えているやる夫をきっと睨んだ。
　
　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　　　　　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　　　　　　　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　　　　　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　　　　　　　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；
　　　　　　　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　　　　　　　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　　　　　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　　　　 　　メ ,, -──- ､._＼
　　　　　　　　　　メ／　u　　　　ﾟ 。 ＼＼
　　　　　　　　／ ／　　　 ノ 　ヽ､　　　＼＼
　　　　　　　　　! |　 oﾟ(（●）) (（●）)ﾟo 　|
　　　　　　　　＼＼　　 　（__人__）　　 ／く<
　　　　　　　　　ノ ﾒ/　　　｀ ⌒´　　　ヽヽヾ
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は震え上がる。
　
. 
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　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ　　　　 よりにもよって、
　　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|
　　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!　　　 師走の十九日に上得意を大火で失う……
　　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|
　　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）　　　 旦那さん、これはやはり、ただ事やおまへん。
　　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|
　　 　　＼ 　ノ（　　 　.／　　　　 例の因縁のせいだす。そうに決まってますのや！
　　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　 銀二貫。
　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　天満宮に寄進するはずやった銀二貫を納めんかったから、
　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　 こんな目に遭うたんだす！
　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　 何もかも、このやる夫のせいでおます！！
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　即座に、番頭の言い分をダディが打ち消す。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　 いく夫、それは違う！
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　神仏が、寄進の有る無しで
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　火ぃ出したり出さんかったりしはるか？
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 人の命を取ったり取らんかったりしはるやろか？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　 お前はんの辛い気持は察して余りあるけど、
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　それとやる夫を結びつけるんは違う。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　 そないな考えは捨てなはれ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　…………
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　いく夫は顔を歪め、辛うじて畳に両手をついて主に頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　そしてそのまま、何の挨拶もせずに部屋を出た。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　 　 　 |/⌒Ｙノ（⌒ヽ:::::::.|
　　　　　　　 　 　 　 　 | _ノ　　ヽ､ 　.ｉ:::::::|
　　　　　　　 　 　 　 　 | ●━● ノ（　::::::|
　　　　　 　 　 　 　 　 .( （__人__）　⌒ :::@）
　　　　　　　　　　　　　.|　｀⌒´ 　 ノ（ 　 |
　　　　 　 　 　 　 　 　 .＼ 　　　　⌒　／
　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 /　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　 ./　ｲ::　　　　　　､ 　 　',
　　　　　　　　　 　 / 　 j::　　　 　 　　i　　　i
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿
　　　　　　　　　／　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼　　　　　　　　　　／（○）（○) ＼
　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　　　　　|　（__人__）　ｕ｜
　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　　　　|　　　　　　　　|
　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　.　　　　|　　　　　　 　|
　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼　　　　 .　　　　ヽ　　　　　　/
　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)　　　　　　　　 ヽ　　　　/
　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　 ／　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　 |
　
　
　忠義な番頭のそうした態度は、店の誰もが初めて経験するものだった。
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　やらない夫、茶碗に水を汲んで、
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　番頭はんの部屋まで持って行ってあげなはれ。
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 色々あって、頭に血ぃ上ってはるのやろ。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）
　　　｜ U　　（___人__）
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　　　　へ、へえ！
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　　　　　　　命じられたやらない夫が慌てて台所へ向かう。
　
　
. 
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　　やる夫と二人きりになったところで、ダディは、静かに口を開いた。
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l　　　　　　ああ言うた番頭の気持ち、
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　 私にはわからいでもない。
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　　 いや、ようわかる、言うた方が
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl　　　　 正しいかも知れん。
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　　　　えっ……
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　ダディは温かい眼差しで丁稚を見る。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　いく夫は齢七つで、
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　順慶町の乾物問屋に奉公に出されたんや。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 けんど、そこが焼けてしもてなあ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　いく夫が十三のときのことや。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　焼けた……
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　いく夫な、その奉公先では
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　えらい可愛がられたらしいわ。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　歳の近い嬢さんがおったらしてな、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　よう懐いてくれてたんやて。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　せやけど、延享三年の大火でその店が焼けた。
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　店で助かったんは、たまたま使いで店を出ていた
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　 いく夫ただ一人やった。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　口減らしの奉公やったさかいな、郷へは帰るに帰れん。
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　十五で私と出会うまで、いく夫は伏見の寒天場で、
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 身を粉にして働いてたんや。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 苦労したんやで。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 _-─―─- ､._
　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼
　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ
　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ　　　　　……
　　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l
　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/
　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ
　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼o
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫は頭を垂れて、じっと主の話に聞き入っている。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　　　六年前の大火で井川屋が命拾いしてからこっち、
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|　　　　　　いく夫は毎月十九日になると誰よりも早う起きて、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 こっそり天満宮に参るんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 この六年、一遍も欠かしたことはない。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　…………
　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　 始末、才覚、神信心 ― この三つのうち、どれひとつ欠けたかて、
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　店を大きすることはおろか、保ていくことさえ難しい。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　 『寄進さしてもらいます』て、天神さんと約束を交わしながら
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　それをよう守らん私を、さぞやいく夫は責めたかったやろ。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　 けんど、主人に対してそれは許されることやない。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　 その不満の捌け口が、お前に向いてしまうんやな。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　何もかも、この私の不徳の致すところなんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　やる夫の脳裏には、焼け跡で主や嬢さんを捜す、いく夫の姿が見えるようだった。
　
　
￣〕
／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ' .＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　.　　　＿＿＿＿＿　　.〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　.　　..／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ　　.＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿.　　 |.:.uγ⌒Ｙ´⌒ヽ:::::::|　　.＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
:.＼＼＼＼＼＼＼＼　廴j .//　 〉　_／.　　 |::::/ ＼::::::::／ 　|::::|　　._＼＼-‐'´//`ー-／＿＿／　r/
::＼＼＼＼＼＼＼＼＼二//二/二,､　 .　　..|:::〉（ο）::（ο） 〈::::|　　.　　 >　>__//＿＿f＜＿_/＿／j
:.＼＼＼＼＼＼＼＼r一.//Tｰ'-勹　^~.　　（@⌒（__人__）⌒　@）　.ク＿／ .//　　 ／..:.:/＿ノ }Ｌ　廴＿
:.＼＼＼＼＼＼＼＼{　.// ,:Lr√二ヽ　.　　　| 　　|r┬-| 　 u　|　　.＞--=ミ//　 .／.......:/　＿_厶''"´￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼ゝ//＿_人　r'^⌒ .　　　＼　 ｀⌒ ´　　 ／　　.　　-―　　　　　´￣＿　　　　　-―
:.＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ー-.　　　/´⌒ヾ　　　　 　 `ー--- ､　.二　　　　￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼.　　 ／　　 ノ　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　 .／ 　 .／　　　　 　 　 　 ﾔ¨''ー､　‘，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　（. 　 ／ |　　　　　 　 　 　 }　 　 .をノ
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 ^ﾞ''"　....|　　 　 　 　 　 　 |.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　 　 |　　 　 　 　 　 　 |
　
　
. 
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￣〕
／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=.-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿ //厶イ. 　 ＿＿＿_ 　.. イ＼＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
:.＼＼＼＼＼＼＼＼　廴j .//　 〉　_／　_／. 　 ／　　 　 　＼ 　.廴___＼＼-‐'´//`ー-／＿＿／　r/
::＼＼＼＼＼＼＼＼＼二//二/二,､　／.　　 ／　 ＼ 　 ／　 ＼ 　.　　 >　>__//＿＿f＜＿_/＿／j
:.＼＼＼＼＼＼＼＼r一.//Tｰ'-勹　^~. 　 ／.u　（○）　（○）　　＼ 　.＿／ .//　　 ／..:.:/＿ノ }Ｌ　廴＿
:.＼＼＼＼＼＼＼＼{　.// ,:Lr√二ヽ . 　 |　 　 　 （__人__）　u. 　 | 　.--=ミ//　 .／.......:/　＿_厶''"´￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼ゝ//＿_人　r'^⌒. 　 ＼　 .u　 ｀⌒´ 　　　,／ 　.　-―　　　　　´￣＿　　　　　-―
:.＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ー-z.　　/´⌒ヾ　　　　　　 　 `ー--- ､ 　.　　　￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ .　　 ／　　 ノ　　　　　　　　　　　　　　ヽ 　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 .／ 　 .／　　　　　　 　 　 　 ﾔ¨''ー､　‘， 　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　（. 　 ／ |　　　　　　　 　 　 　 }　 　 .をノ 　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 ^ﾞ''"　....|　　 　 　　　 　 　 　 | 　.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　 　 　　　 　 　 　 |　 .
　
　
　　　　　　　　　　　　　それはまるで合わせ絵のごとく、今日のやる夫自身と重なった。
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　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／:::　 　 　＼
　　　／::::::::::　　　　　＼
　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　（今日のあの思い……）
　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ　　　　　（番頭はんも、味わってはったんや……）
　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
. 
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　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　 なあ、やる夫。
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　 お前はんにはまことに相済まんと思う。
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　けど、これからも番頭にきつう当たられたかて、
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　じっ、と堪えてくれるか？
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo　　　　　　……へえ……
　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；
　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は、溢れ出る涙を袖で拭いながら頷いた。
　
　
. 
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　　翌日も、翌々日も、そのまた次の日も、やる夫は焼け跡を歩き、翠家の消息を訪ね回った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
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　　　　　　頭ではわかっていても、万が一、もしや、という淡い思いが胸を去らないのだ。
　
　
. 
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　いく夫ひとり助かったように、万が一、翠星石だけでも助かっているのではないか。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　そう思うと、居ても立ってもいられなかった。
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　　　　　　　　　　　今日だけ、今日一日だけ、と思いながら、
　
　　　　　　　年が明けても船越町へ足が向くのを止められなかった。
　
　
. 
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　　　丁稚の勝手な振舞いを知っているはずのいく夫が、
　
　　　　　　　しかし、今回は何も言わなかった。
　
　
. 
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　翠星石はもとより、ジャギや奉公人に至るまでひとりとして見つかることのないまま、日々は過ぎていく。
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　　　　　　　　　　翠家のあった場所にも、新たな家が建てられる、という話が伝わってきた。
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　その普請が始まった日、やる夫は、高津社まで足を延ばし、
　
　　　　　　　　　　境内の梅を一枝、折り取った。
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　それを懐に大切にしまうと、天神橋をゆっくりと歩いて渡った。
　
　
. 
　

726   ◆8epcM/V4rs 2014/02/22(土) 15:36:00 ID:zlizhoLE0
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　そして、
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　やる夫が翠家跡に行くことは、
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それきり無くなった。
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　　　　大火が街を焼き尽くす度、人々は店を普請し、商いを再開し、幾度となく立ち直る。
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　　　　　　　　　　　殊に大坂商人はそう簡単に諦めぬ粘り強さがあった。
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　　　　　　　　　　　　だがその努力を嘲笑うかのように、翌天明四年、如月。
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　　今度は曽根崎新地から出た火が堂島川以北の曽根崎を全焼、十三の町が灰となってしまう。
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　　　　　　これに凶作が重なり、誰もが青息吐息の暮らしを余儀なくされた。
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　　　　　　　　　　　　　しかし、そんな中にも喜びはあった。
　
　　　　　　　天明六年、天満宮の社殿が漸く再建されたのである。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　被災から実に九年。
　
　天満宮を心の拠り所とする大坂の人々にとって、長い長い道のりであった。
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　　　　　　　　　　　　　その年の師走、十九日。
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　　夜明け前の井川屋の裏口を、そっと開けて出て行こうとする人物が居た。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　番頭のいく夫である。
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　　　　　　　　　　　　　十九日はいつもそうするように、
　
　　　　　　　　誰よりも早く起きて、天満宮へ参るつもりのようだった。
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　　　　　　　　　主に引っ張られるように外へ出ると、
　
　　　　提灯を手にしたやる夫とやらない夫が立っている。
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　　　　　　　　　／ .ー　　ー ＼
　　　　　　　　　|　（⌒）　（⌒） |　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　　|　　 （__人__）　|　　 　 ／ ー　ー ＼
　　　　　　　　　|　　　｀i 　i´　 |　　. ／ （⌒） 　（⌒）ヽ、
　　　　　　　　　|　　　. `⌒ 　 }　 . /.　　　（__人__）　　 ヽ
　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　}　　|　　　　 ｀i 　i´　　　 .|
　　　　　　　　　　ヽ　　　　　ノ　 　.＼ ＿.　 `⌒　　　／
　　　　　　　　　／　　　　　　ヽ　　　／　　　 ⌒　　　 `ヽ、
　　　　　　　　/　　　　　　　　　ヽ, ./　　.　　 　　,９ｍー　）
　　　　　　　 /　　/　　　　　　}　 | .|　　|　　　　　`ーー‐'ﾞ
　　　　　　　.|　　.{.　　　　　　.|　 |　ヽ、 ＼　　　　　　 |
　　　　　　　.|　　.|.　　　　　　.| 　|　　 |＼　ヽ　　　　 .ﾉ
　
　
　齢十八になったやる夫は、やらない夫より頭一つ低いながらも
　
　　　がっしりとした体つきのたくましい若者に成長していた。 
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　　やらない夫が番頭の、そしてやる夫が主人の足元を、
　
　それぞれで提灯で照らしながら、夜道を天満宮へと向かう。
　
　
　　　　　　　, -―- ､
　　　　　　/　　　　　＼
　　　　　 /　　＼_　　　|
　　　　　(⌒) （⌒）　　 |
　　　 　　(_人__)　　　 /　　　　　　　　　　　　 _＿＿＿
　　　　　 l｀⌒´　　　 /　　　　　　　　　　　 ／　 　 　　＼
　　　　　　|　　　　　　ヽ　　　　　　　　　／─ 　 　─　　＼
　　　　　 __!､＿___／　　＼　　　　　　／　（⌒）　（⌒） 　　 ＼
　　　　／､ ヽ　　　　　r ､　ヽ　　　　　| 　 　（__人__） 　 　　 　|
　　 　ﾊ ヽ Y｀l　　　　 |　 >　 Y　　　　＼. 　 ｀⌒ ´ 　　 　　／
　　　{　ヽ_ゾﾉ　　　　　|　ﾚi i i}　　　 ／　!::::　　　　　　　 　ﾍ
　　　｀¨´　　ヽ　　　　ハ　 `'''　　　　ゝ＿|::::　　　　　　 ﾍ　　ﾊ
　　　　　　　 　>　　 /　ﾍ　　　　　　　　 |::::　　　 　 　 　 ＼／
　　　　　　　　/　　/ヽ　 ﾍ　　　　　　　　|::::　　　　　　　　|
　　　　　　　_,/　　/　ご_ノ　　　　　　　　ﾍ:::::　／ 　 　 　 i
　　　　　　（　ヽ　/　　　　　　　　　　　　　＼: |　 　　　／
　　　　　　 ＼__ノ　　　　　　　　　　　　　　　ﾍ＼＿／|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿／
　
　
　　　　　　　足が痛むダディをいたわりながら、
　
　　　　　四人はゆっくりゆっくり時間をかけて歩く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　白い息を吐きながら、ダディが誰に聞かせるでもなく、ぼそりと言った。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　大坂商人というのは律儀者が多いなあ。
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　『天下の台所』と呼ばれた大坂が、ずっと火の車や。
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　天満宮の社殿の再建なんぞ、
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　昔やったら何でもないことやったやろ。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　豪商と呼ばれた者が、いとも簡単にぽんと銭をだしよった。
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　 けんど、今、この大坂の何処を見回したかて、そないな者はいてへん。
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　皆、自分の商いを慎ましい守って、始末に始末を重ねて……九年。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　 九年かけて、社殿再建への道を拓いたんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　まあ勿論、一番には宮司はんらのご尽力があればこそやが。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　 　　 　＿＿＿＿＿
　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　ほんまに、ありがたいことだすなあ。
　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜
　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／
　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､
　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ
　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　|:::::::oﾟ（ ●）　（●）ﾟo　　　　　　社殿が整うまで、私は辛うおました。
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　 天神さんに申し訳ない、そう思てすごした九年だした。
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　けんど、今は……
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　Π　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 Π

　　　　　　　　旦三l二二l二二l二二l¨／＾＼¨l二二l二二l二二l三旦

　　　　　　　 /　　　　 　 　 　 　 　 ／／'＾＼＼　　 　 　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　 /　　　　　　 　 　 　 ／／｀¨Ｏ¨´＼＼　　　　 　 　 　 　 ∧

　　　　　　/　　　　　 　 　 　 ／／ 〔王l王l王〕 ＼＼　　　　　　 　 　 ∧

　　　　　 /　　　　　　　 　 ＜／＝＝＝＝＝＝＝＼＞.　　　　　 　 　 ∧

　　　　　/　　　　,′　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀,　　　∧

　　　　/　 　 ／　　 　 　 　 　 　 γ´三三三ヽ　　　　　　　　　　　＼ 　 ∧

　　　 /　 　 乂ゞ ､　　　　　　　　/ﾞ/　　◎ 　 ヾヽ　　　　　　 　 , 彡丿　　∧

　　 ≪亞亞亞｀＜三三三三三彡｀ ‐-（(t)）-‐ ´乂三三三三三彡´亞亞亞≫

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l〈〉lｌ=(Ｙ)=ｌl〈〉l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝lｌ=(Ｙ)=ｌl＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=GQ=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　　　　　　|　|　　　　　　　　|　|l＝ll=.从.=ll＝l|　|　　　　　　　　|　|

　　　.ｏ　　　  .|　|　　　　　　　　|　|l＝ll＝ll＝ll＝l|　|　　　　　　　　|　|　 　 ｏ

　　　 ||＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌl＝l┌―――‐┐ｆ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝ｌｌ＝||

　　　 ||＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||l＿.奉納＿.!.l|＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||

　　　[二二二二二二二二二二二|l三三三三ｌ|二二二二二二二二二二二]

　　　　　| .|:::::::::::::::::::::::| .|::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::| .|:::::::::::::::::::::::| .|

　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵

　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　

　

　目の前、視界が開け、朝靄の中に真新しい社殿が浮かび上がって見えた。

　

　

. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　　　　　　　|　⌒　　⌒　 ｉ:::::::|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　|（●） （● ） 〈::::::|
　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　　　　　 (⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　　| 　|r┬-| 　　　　|
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　 ＼ `ー'´　　　 ／
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　 ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜ | 　|　ハ ／　 　 ＜
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　 　 ／　　 　 　＼　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ⌒　　 ＼
　　　　 ／　─　 　 ─　＼　　　　　　　　　　（ へ）（ へ）　 　 |
　　　／ 　 （∧） 　（∧） 　＼　　　　　　　　 .（__人__）　 　 　 .|
　　　|　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　　　　　　 ｌ｀ ⌒´　　　 　 |
　　　＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　　　　　　 {　　　　　 　 　 |
　　　／　　　 　ー‐　　　　＼　　　　　　　　　 {　　　　　 　＿ |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヽ、ヽ　　　/ 　）|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　ノ　　 　ヽ　 ノ
　
　
　　　　　　四人は、暫く声もなくその姿を見つめる。
　
　
. 
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　　　境内に、ちらほらとお参りする信者の姿がある。
　
　
　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　 ﾊﾊ
　　　　　　(lｺﾟ=)
　　　　　　/　 ﾊ ﾊ　　　　　 ∧∧　　　　 ∧,_∧
　　　　　　| 　(дﾟ=)　　　　(дﾟ =)　　　　(дﾟ= )
　　　　　　| 　 /　⌒ヽ　　 /　　＝ヽ　　／　　＝ヽ
　　　　　　　 /　y　/ =ヽ　| |　　Y 　|　 | 　　　　= |
　　　　　　 (ξ二ノ　　＝/ .|　　 |　 |　ﾉ |　　　|　 |
　　　　　　　| |　`iー-　ｍ／　／ ／／　|　　／　ﾉ
　
　
　　　師走十九日、その日を忘れぬ者たちだろう。
　
　　誰もが一心に本殿に向かって手を合わせていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　涙声で、いく夫が言う。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　_ノ 　ヽ､_　 |:::|
　　　|:::oﾟ⌒　　　⌒ﾟo〈:::|　　　　　　 ええ景色だすなあ、
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　 |　　　|r┬-|　　 |　　　　　　　　旦那さん。
　 　　＼　　`ー'´　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　ほんまになあ。
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　この度のことには間に合わんかったけんど、
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　天神さんとの約束は約束や。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　なんぼ時がかかったかて、
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 　　　　　 銀二貫、必ず寄進さしてもらいまひょ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　四人はゆっくりと本殿へ向かう。
　
　　　ふと、視線を感じて、やる夫は顔をそちらに向ける。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　-　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　′　 ／　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　 ― ヽ
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　　　　 　（ ●） '､
　　　　　　　　　　　　　　|　 　 　 　　　　　　 （__ﾉ_）
　　　　　　　　　　　　　　＼　 　　 　　　　 　 ｀_⌒
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 _＞　　￣　｀ 丶　 ＿__
　　　　　　　　　　　／　｢　　　　　 　 　 ／　　　/
　　　　　　 　 　 ／　　　v　　　　 /　／::＼　　/
.　　　 　 　 　 ／、　　　 　 　 　 /／::::::::::::::＼'__
　 　 　 　 　 /::::::::＼　　　 ',　　/::::::::::::::::::::::::::::ヽ ⌒ー
　　　　　 　 ′::::::::::::ヽ　 　 .　/::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ＿_
　　　　　　 |::::::::_,ｘ┼::{ 　 　 Y:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
.　 　 　 　 ﾊ::::::ﾊ::ゝイ:ヽ　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
.　　 　 　 　 ＼:小ヽⅥ::i　　　 {::::::::::::::::::::ヽ::::::::::::::::::::::
　　　 　 　 　 　 　 ﾉ''ﾉ:::} 　 　 }::::::::::::::::::::::::＼::::::::::::::::
　　　　　　 　 　 　 ＼￣!　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::＼::::::::::
　　　　　　　　　　　 　｀ゝ　 .ﾊ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼::::
　　　　　　　　　　　 ノ 　,　'-‐ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　
　
　　　少し離れた位置に、頭から手拭いを被った少女が立っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　その姿が一瞬、昔の翠星石に重なる。
　
　　　　　焼き鏝を心の臓に充てられたような激しい痛みが走る。
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼.　　　　　　　　　 ｲﾄ
　　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　 （い、嬢さん！）
　　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　 _-―――- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　　　 　 ./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　（いや、嬢さんはあの時、
　　　　　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l　　　　　　　 亡うならはったんや……）
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　やる夫は、胸の辺りをぎゅっと掴むことで耐える。
　
　
. 
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　　　　色褪せた小袖に身を包んだ少女は、
　
　　　　後ろを向いており顔が見えなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿_
　　　　　　　　　　 ,ｨ'´　.／　 ￣ヽ､
　　　　 　 　 　 ／: l * /　　　　　　＼
　　　　　　　　/: :l: :l　 .l　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ,':.l:.:l: :.l * l　 　 　　 　 　 　l
　　　　　　　 l: l: :l: :.l　 l_　　　 ＿＿　　 l
　 　 　 _,､､r､l:l!ヽ!ヽ:l * l｀ｰ '´: : : : : ￣l´
　 　 　 `ヽ```i､　l　ﾘl　 l: : : : : : : : : : : :l
　 　 　 　 lｨ-､ﾊ　ゝ,. .l.*.l: : : : : : : : : : : :l
　 　 　 　 ゞi.　 ﾍ 　 `l!,ｨ'.l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 !　 ,ｲ‐‐'´:::::::l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 l　/::l:::::::::::::::::l: : : : : l: : : : : : l
.　 　 　 　 　 〉'::::l!:::::::::::::::/; : :.: : :l: : :: : : : !
　　　　　 　 ./::::::::｀'ｰ､,／lll!: : : : :.l: :l: : : : :.ﾍ
.　 　 　 　 　 ＼::::::::::::::j三||: : : : : l: :l: : : : : :.ﾍ
　　　　　　　　　〉､:::::l´::::￣l: : : : : l: :l: : : : : : :.ﾍ
　 　 　 　 　 ／::::::`'´::::::::::::l: : : : : :l: :l: : :l: : : : : ＼
　
　
　　　　　　　　歳の頃は、十三、四あたりか。
　
　　やる夫の知る翠星石よりも少し年長に見えた。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
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　　　　　　ダディに言われて、やる夫は慌てて前を向く。
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　　　　　　　　　　　　　　その時、境内の一角で女の悲鳴が上がった。
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　　　　　　　　　　髪を振り乱した女が境内を突っ切ってこちらに走ってくる。
　
　　　　　　　　　　　　　　　女の取り乱し方は尋常ではなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　女は、先の手拭いの少女に駆け寄り、確かめるように抱き締める。
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　　　　　　そうして、娘を背中に負ぶうと、社殿に参りもせずに境内を去った。
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　　　　　　　中年の女性が、十三、四にもなろうかという子供を背負う姿は、
　
　　　　　周囲の者に、見てはならないものを見てしまった、という気にさせた。
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　　　　　　　　　　　　　薄気味悪そうにやらない夫が言う。
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　　　　　　　　　　　　　　いく夫が暗い声で呟いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あれから三年。
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　　遠ざかっていく母娘の姿を目で追いながら、やる夫は思いを巡らしていた。
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　　　　　　　　　　　　　天明八年、如月一日。
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　　　　　その報は、過書船の船頭によってもたらされた。
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　美濃志摩屋からの荷を受けるために八軒家で待機していたやらない夫が、
　
　　　　　　　　　その報せを聞いて転がるように店に駆け戻った。
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　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　　 京の何処や！？
　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　　 何処が火事なんや！？
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　ダディといく夫の顔色が変わる。
　
　
. 
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　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　　　　　｜　 　 ( ○) (○）
　　　　　｜ U　　（___人__）
　　　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__
　　　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　　　宮川町あたりが火元らしおます。
　　　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　　　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　　四条と五条の間らへんやな。
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　それやったら美濃志摩屋からは
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　 まだなんぼかあるわ。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　美濃志摩屋は伏見深草に寒天場が、七条に店があった。
　
　
. 
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　　　　　　＿＿＿＿＿
　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　けど、旦那さん、
　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　この時期の火事は恐おますで。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　＿＿
　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　／.（○）（○）＼　　　　　　船頭の話やと、京はえらい風やそうでおます。
　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　.　|　　　　　　　　|　　　　　　火ぃが出たんは昨日の朝、
　　　　　 |　　　　　　 　|
　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　　 過書船が伏見を発ったんは夜で、
　　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　/　　　　ヽ　　　　　　　まだ火ぃの治まる気配はなかったそうでおます。
　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（◎）,　　　､（◎）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　こ、こうしてはおれん！
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　京へ行く、すぐに支度しなはれ！
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　　　あきまへん、旦那さん！
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　 どんな様子かわからしまへんのに、
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　 大事な主人をそないなとこにやれますかいな！
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼　　　　　　 旦那さん、番頭はん！
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　　そのお役目、私にお任せ頂けまへんやろか？
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　えっ！？
　　　. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　 美濃志摩屋はんやったら、昔、ひと月だけだすけど、
　　　　　,---､　 　＼, 三_ノ ＼―、
　　　　 .l　　　ｌ　 （●） 　（●） ＼ |　　　　　 寒天場に居ったことがおます。
　　　　 |　　 　|　 　 （__人__）　 　 | |
　　　　 .|　　　|　　　|!!il|!|!l|　　 ／ /　　　　　あの辺りの土地も大体わかります。
　 　　　　ゝ　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　ノ
　　　　　　＼　　　　　　　　　／　　　　　　　 まず私が行って、美濃志摩屋はんがどないな具合か、
　　　　　　 /　　　　　　　　　 |
　　　　　　/　　　　　　　　　　|　　　　　　　　 確かめてみる、いうのはどないだすやろ？
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　 そないしてくれるか！
　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　|　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　 すぐに路銀を用意するさかい！
　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　主の返答を待たず、いく夫が応えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　　 ／　　u　　ノ ＼
　　　　　　　　 |　　　 .u （ ●） |
　　　　.　　　　 |　　　　 　（__人_）　　　　　　　 やる夫、
　　　　　　　　　|　　　　　 ｀ ⌒ﾉ
　　　　　　　　　 |　　　　　　 　}　　　　　　　　　私も一緒に行くよって。
　　　　　　　　　 ヽ　u 　　　　 }
　　　　　 　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　ノ　　　　　＼
　　　　　 　　 ／´　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ　　　　　　 いや、ここは私一人の方がええ。
　　　　　|　 U 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）
　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　　／| U ﾚ'/／)　　　 やらない夫、店のほうは頼むで。
　　　　γ⌒　　 　｀ ー'´　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ
　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　そう言って、やる夫は単身店を発った。
　
　
. 
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　おい、早よ乗せえや！＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜銭は払うて言うてるやないか！
　
　　　　/:::::::::::::_イ／l:::::::::::l::::＼　　　　　　　／,:::::::::::::r::::::::::::::::::::::＼
　　　 i::::l:::::::/ ｒ oヽ !::::/ﾉ!:::::::::ヽ　　　　　ノ'´ ,へ::::/l l丶!丶::::::::::::::::l
　　　 l::::l￡ﾍl ｀　´　!/ o j:::::::ｌｌ l　　　　　,<´丶｀´ol⌒l_o__ｌ丶l:::::::::::::l
　　　　i::::│　　/´ ｀l　｀ノ--┘---、　 （ ヽ｀j┘l￣ ,- 、　　　ﾉ-:::::::/
￣へ＿υ/ ､　 ￣ _../´:::::::::::::::::::::::::::｀丶/ ｀ / 丶 l＿_ゝ　　　,../　ﾉ
/´ /´ゝ｀､ :::::丶／:::::::..____--￣｀-- 、:::::＼ /　　丶__＿_　 i´、,. -- 、
＼　 l´　 |　:::::::/:::::::l::l　　　　　／,...__ 丶:::::＼＿__┌｀i┌´／ _,.-、　　＼
　　/　　　＼_/:::::::::l::l　　　　_/ l´◯ ゝ　丶｀ヽ　　/,　| j／　/__,　l, - 、_ ヽ
.／　　　　　 │::::l::l　 ,....._　/。｀...._　　　　　ヽl　　　 ｒソ　　　 / /　/ /　ﾉ_
　　　　　　　　!::::卜 l´◯/　 l´:::::::::｀ヽ、　　　l　　　　　r----´　｀´　 -´　 ｀
　　　　　　　　ﾅ:::::＼｀´　　 l:::::::::_..-´ _l　　　|　　　　　 ｀－---、＿ﾉ　 ｀ｌ　|
＿＿＿　　　　 !:::::::_.ゝ　　　ゝ''´ ,イ''´　　　/l　　　　　　　　　　　/ ｀ ´　｀´
::::::::::::::::｀ト､　　 ゝ八 _..－´￣｀丶.　　　　,　l l　　　　　　　　　　 i
::::::::::::::::::::::::::ヽ　（ /´　　　　　　　 ｀-ｰイ　　γヽ　　　　　　　　　＼
　
　
　大火の報せを受けて、八軒家から伏見に向かう船には人々が殺到し、
　
　　　　　　　　　とても乗船が叶う状況ではなかった。
　
　
. 
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　 　 　 　 　　／￣￣￣＼
　　　　　　 ／＼　 　／ 　 ＼
　　　　　　/ （●） 　（●）　　ヽ
　　　　 　 |:::⌒（_人__）⌒::　　|
　　　,ｨＴl'ヽ＼　　l;;;;;;l　　 　／｀ヽｰ;、　　　　こらあかん、
　 　 kﾋﾋど,　　　 `ｰ´　　　{⌒Yｨ ､ ｿ
　　　 　 ｀´￣ヽ　　　　　　ﾊヽ ｀^ｰ′　　　　陸を行くより他ないわ！
　　　 　 　 　 　ヽ 　　｀　/　 '}
　　　　　 　 　 　 >　　　/ごノ
　　　　　 　 __,∠ 　 　 /
　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　　　　　　　　　　仕方なく、守口、枚方、淀と歩きとおし、
　
　　　　　　伏見に着く頃にはすでに日はとっぷりと暮れていた。
　
　
. 
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　　　　　伏見の町は、京大火の報せを受けて駆けつけた者と、
　
　　　　　　　　　焼け出されて逃げて来た者とが入り乱れ、
　
　　　　　平素の活気とは違い、殺気立った空気に包まれていた。
　
　
./´二ヽ　　　　　　∧wﾉｌ::.　　　　　　　 　　.( ,(xﾉ ::.
（.,,｀ー）　　　　　　(Дｷ.,）　　　　;;::　..,_　　 ﾚﾉ_ゝ、
/,`ー'~つ　　　　 と'[](_,ﾉ　　　　　　　　　　　　　　＼
（´￣ヽ)`ヽ　　　　(＿__,,)~　　　.∧,∧　　:::;　∧＿∧ヽ
´"￣　´"｀　　.,､　　　　　　　　 (,‐Д‐)　　　（∀・メ,,）　＼　　　 ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　 (つ]]]｀)　　　とｌ33;;;;`)　　　ヽ　..|＼ヽ
　　;:"　　　　　　　　　　　　　　 (`つし'　　　（;;;;;`)(';;;;）;;:.´ ::;　ヽｌ　 .＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［］[]]]　　　　　　　　　　　　　;|　　　ｌ´.ヽ
　　　　　　　　　　　::;　　　　　　　　[[[][]　　　　　　　　　　　　　|　　　|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧＿∧　　;;:.,　　　　　　　　　ヽ　　.ｌ　.ｌ
　;;:"　　　　　　　　　　　　　　　　（；　　　,）　　　　　::;;;;;　　..,"´　　＼_|＿|
　　　　　　　　　　　　　　　　∧＿∧　　　）　　　　　　　(⌒￣ヽ　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　 （；ｘ∀･,）＿〔〕）　　　∧＿∧(A・*ﾘｌ　　　　　.＼
　　　　　　　　　　　　　　　 （｀つ]　'つ / ヽ　　　（∀ｷ,　と　　ｌ　　　　　.,,:,　＼
　　　　　　　;;;'ﾞ　　　　　　　:::|　　ｌ　|　 ｌ～.|　　［と´　ｌ⌒ｌ)　　）～　　;;;;;,´　　...＼
　　　　　　　　　　　　　　　　L＿）_,,）　|＿,|　　　（￣（＿.）),,'Ｊ　　　　　":;　　　　ヾ
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　　　　やる夫は何とか寒天場のある深草の方へ進もうとしたが、人の流れに阻まれる。
　
　
　　　　　　　　　,ィ　　　 ,　　　　　　　　　　__ 〃 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､__
　＿＿｣ヽー- '　`ｰ（..-'/　　　　　　　　　　ノ'￣) 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 入ヽ
　＼　　　　　　　＿　　ゝ──ァ　　　　　　　 ´ 　　　　　　　　　　　,ｒ;ｧ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　 ヽ　　 ｢.l｢.l ｢ヮ |　　　　／　　　 　 ／　　,. -─- .､ 　　　　　　　ゝﾍ
　　　 ',　　ＬlＬl　Ｌl´ 　　／　　　　　／　　 /:::::::::::::::::::::::', 　　　　　　ヽ ヽ　　　　,,
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　 　 　 　 　　／￣￣￣＼
　　　　　　 ／ノ ';;#,;.;:／ 　＼
　　　　　　/,（●） 　（●）;;#;::ヽ
　　　　 　 |:::⌒（_人__）⌒::　　|
　　　,ｨＴl'ヽ＼　 `ー´　;;#;:: ／｀ヽｰ;、　　　　　　と、とりあえず天場は後回しや、
　 　 kﾋﾋど,　　 　 　 　 　　{⌒Yｨ ､ ｿ
　　　 　 ｀´￣ヽ;;#;::　　　　ﾊヽ ｀^ｰ′　　　　　　店のほう、見に行こ。
　　　 　 　 　 　ヽ 　　｀　/　 '}
　　　　　 　 　 　 >　　　/ごノ
　　　　　 　 __,∠ ;;#;:: /
　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　　やる夫は、伏見海道を避け、高瀬川沿いに北へ向かう道を選んだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　宮川町から出た火は、四条、三条、あるいは五条、六条と舐め尽くし、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片や鴨川を越え、片や山に向かい、
　
　　　　　　　　　　　京の市中を縦横無尽に駆けて治まるところを知らぬようだった。
　
　　　　　　　　　　 ｨ
.　　　 　 　 　 , ィ./
.　　　　 　 ,イ　／
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　　　　　　　　　　　　　　　　闇夜というのに北の空は不気味に赤い。
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　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　　え、えらいこっちゃ……
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　 せやけど、深草ら辺はまだ火ぃが来てないみたいや。
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　やる夫は美濃志摩屋の店のある七条へと急いだ。
　
　
. 
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　　　　　　　七条通りを過ぎると、熱風で目が開けていられなくなった。
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　　　　　水を求めて川に入ろうとしたが、水深の浅い川は被災者で溢れている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫は人込みをかき分けて、水辺にたどりつく。
　
　　　　　　　　　　　　　そこで着物を脱ぎ、それにたっぷりと水を吸わせた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　＿ ＿＿＿ｒ、　　　　　／　 　 ' "＼ ,＼
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　　　　　　　　　　　　　＿＿　　　 ／＿＿　　　　{　　 　 .／_／´　　　. ／/ー―=　＝――''￣　　　辷＞
　　　　　　　　　　　/⌒ヽ　　ヽ ／＼　　　　 个　　　　／／　　　　　／／　　　　　　　＿ﾆ二三＝=ー孑"
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::::::::::::::／　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::}
::::::::／　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｙ ￣::::::::::::::::::／
::／　　　　　　　　　　　　　　　 ／:::::::::::::::::::::／
　　　　　　　　　　　　　―ﾆ二三:::::::::::::::::／
　
　
　　　　　　　　それを見に纏った瞬間、炎が上から舐めるように襲いかかってきた。
　
　
. 
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　　　　　　人々が将棋倒しになり、そこに火の粉が降り注ぐ。
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　　　　　　　　　髪が燃え、背中の荷が、子供が燃えている。
　
　　　　　　　　　　　　阿鼻叫喚の地獄絵のようであった。
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　　　　　　　　　, -─‐──‐-､
　 　 　 　 　 ／　 　 　 　 ﾟ　 　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 （火に追われる、いうのはこういうことなんや）
　　　　 　 ／ ;　　゜　　　　　 °　 ＼
　　　　　 l　　U　　　 　 ;　;;＃;;;;;;;;;;;;;; l⌒ '"⌒ ヽ、　　　　　　　　 （翠家の人らは、こんな思いやったんか）
　 　 　 　|;;;;;;;;;;;;;;;;;;　 　 u. 　 #;;;;;＃　|ｰ　　 　 　 ＼
.　　　　　 !　u.　_ノ′ヽ､__　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; 　 　 　 ,; 　　＼　,rｰ､　　　（嬢さん……恐かったやろなあ）
　　　 　 　 ゝ｡(（:::::::）　 ;;;;;;;;;;;)#＃i'′⌒￣￣`￣￣￣ヾ｀ヽ　ヽ
　 　 　 　（ 　ヽ'"（__人___）"'＃ ,ノ ヽ､_＿＿＿"_＿＿,､___ｿﾉ__ﾉ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は、人込みの中で意識を失った。
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　 　 　 　 　 ／　 　 　 　 ﾟ　 　 ＼
　　　　 　 ／ ;　　゜　　　　　 °　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 （嬢さん…呼んではる……）
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　　　 　 　 ゝ｡(（-‐）　 ;;;;;;;;;;;)::｡　i'′⌒￣￣`￣￣￣ヾ｀ヽ　ヽ
　 　 　 　（ 　ヽ'"（__人___）"'__ ,ノ ヽ､_＿＿＿"_＿＿,､___ｿﾉ__ﾉ
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　 　 　 　（ 　ヽ'"（__人___）"'__ ,ノ ヽ､_＿＿＿"_＿＿,､___ｿﾉ__ﾉ
　　´ ´ `ﾟ~゜´＾" ´~`ﾟ゜｀⌒ ´"´´ﾟ＾ﾟ＾ ~゜ﾟ`´＾ﾞ＾ ＾´'゜´＾ﾟ´ 'ﾟ＾´ﾞ ＾ ﾟ゜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はうっすらと目を開いた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　痛む体を無理やりに起こす。
　
　　　　　　　　　一瞬、自分が何処にいるのかがわからない。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：／￣￣￣＼：
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ：／ヽ#;;;､／┳　.＼：
　　　　　　　　　　　　　　　：／（○）　（;;;;）　　┳　＼：
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ：|┳ （__人__）　#;;;;.┃　　｜：
　　　　　　　　　　　　　　　：＼;;;;; ｀⌒´　;;;; 　　　　／：
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ：i　　　　　　　　　⌒＼：
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ：|┳　i'　　 #;;　 ゝ､_#;; ＼：
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ：|┃;; |　　 ┳;;; ＿/　 ／：
　　　　　　　　　　 　 　 　 ：／|;;;;　 |ー‐-､/ 　く　 (´ヽ：
　　　　　 　 　 　 　 　 　 ：｛_　!､＿,l　　　 |　　　｀¨　 |：
　　　　　　　　　　　　　　　：）ｿ(___ｊ）──┤　　 　 　 |：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ：ゝ-i──i-´：
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ：＼＿/：
　
　
　　　　漸く、辺りを見回し、自分が昨日の川べりに居ることに気付いた。
　
　あちこち傷だらけではあるものの、五体満足であることを確認してほっとする。
　
　
. 
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　＼:＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　,，;';';';';';';';';';';';';';';';';';';:.
　　/　/＞ 、　　　　　　 　 　 　 　 　 ;;';' ;';';';';';';';';';';';';';';';';';';';';';
　./　/ / 7.∧　　　　　　　 　 　 　 　 ';;' ;';';';';';';';';';';';';';';';';';';';';':;'
../ _/ / /.∧.:∨￣｀ヽ　　　　　　　　　 ' :､;';';';';';';';'YY;';';';';';';',.:'
　 / / /./.:∧/三三 ∧　　　　　　　　　　　　　 　 |::!
､/ /_/./: /. / 　 /￣〉∧　　 　 　 　 　 　 　 　 　 l::|　　,.,.,.,
/: : : :/:.:/: / 　 /　 //:::::〉、　　　　　　　　　　　　 |::!　;';';';';';'
ヽ、 /. ∧ 《＿/　 //:::: ,' .∧　　　　　　　　　　　　l∧ ./;';';';'　　　　　　 　 ＿
∨:/　.,'| !:./.:/￣∧lヽ,/ ./::∧　　　　　 　 　 　 　 ∨|/ 　 　 　 　 　 　 　 |:[:|
::|く_ _// i/.:/　 /／:∨ ./::/:/j　　　　　　　　　,;':':':; l∧　　 　＿_　　　　　 |:[:|　　　　　　 __,，＜≧=､
::|　.:// ./|/　_//＿,人.,'::/:/.∧＿　　 　 　 　 ゞiイ :!::!:＼　/:::j::::|　　 ._　.〈: :.〉　　　　　/ /￣　//￣＞ 、
/　/ム/_ 〉 /!/:＼　 /´/./:/ /＼/￣∧　　 　 木くﾉ::l:Y::|＞､_i.:::|　　//　_|: :|_　　 /￣￣ /＼//　 　/ 　＼
｀: .､__/,../.:/i》― -＼!.三ﾏ_./　 /　 /　:!=y≦三!／州/ ﾘ｀ヾ!:＞i､-//､　|: : : :|　/￣￣￣!＼_/　..,／￣＞-:､
.:。_ ,，＜　　　　,＞'’!: . 　＞―　､上,，≦!＿!_/ :;/:ﾘ｀ヾ!＿!こ ￣＞.､ :＞.､￣ ｀ヾ: .、,，≦三,，イ￣￣￣
／｀ヾ　，r＜＞'’￣＞ 、__: . : .　: .＞= ､三二＞-《;川ー＜三＞'ー＜＞― ＞､　＿　,、,、,、,、＿￣￣￣￣
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　　　　　　　　　　　　　　　　　二昼夜、暴れ続けた火は漸く鎮まり、
　
　　　　　　　　焼け野原の中に、腑抜けのようになった人々が置き去りにされていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　_,. '´　　　　　￣｀､　;；
　　　　　 ：; ／　　　　　　　　　　＼
　　　　 　 ,　　　＼,　#;;;　,／　　　ヽ
　　　　 　 |　　（○）　　　（＜）　　　|
　　　　 　 ､　　　　（__人__）　　　　/　；
　　　　　 　,"ヽ､ 　　´ー'´　　　'´　`､　　　　　　　　　と、とにかく、
　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　ﾞヽ､
　　　　： |　　　`-､､　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　 美濃志摩屋の店まで行かな。
　　　　　＼　　　 ヽ　　　　　　　　ﾊ　　　　ヽ
　　　　　　 ヽ　　　 l　　　　　　　　l　ヽ＿　ノ
　　　　　 ：;　　ゝ＿ノ　　　　　　　|
　　　　　　 ,i　　　　　　　　　　　 .l､　：;
　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　　　　 /　　　　　　　,r´ヽ　　　　　　`,
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　　　　　　美濃志摩屋の店があった辺りまでたどりつくと、一角は全て焼け、
　
　　　　　　　　　　　太い梁が炭と化してぶすぶすと燻っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /| r`l
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　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 　／　　　 　 ＼
　　　　　／（ ○）　 （○）＼
　　　 ／ 　　　（__人__）　　 ＼
　　　 |　　　　　 ´⌒｀　　　　 |
　　 　 ＼ 　　 　｀ー'´　　　／
　　　 .／　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　 そ、そんな……
　　　 |　　　　　　　　　　　|
　　　 | 　 i　　　　　　　　l .|
　　　 |　　|　　　　　　　　| |
　　　 |　　|　　　　　　　　| |
　　　（__ソ　　　　　　　丿_ｿ
　　　　　il|　　　ト-i　　 |li
　　　　　il|　　　|＿|　　 |il　　ｶﾞｸｯ
　 il/⌒ー　　 丿　　 __/il
　ilヽ＿ヾー´　ヽ-イi
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　　　　　ヽ`l　　 　 　 　 　 !_　 　 　 　 !//
　　　　　　 `!　 　 　 　 'ﾐｰ'~'　　　　　/ｿ
　　　　　　 , ﾄ、　　 ､......_ _......._,　　　/!
　　　　　 ／ |ヽ　　　　､＿_.,　　　　/;;|、
　　　 ..／　 !|　iヽ　　　　 　 　 　 ／;;;;!;ヽ、　　　　　　　　　美濃志摩屋を訪ねてきたのかい？
　　　 '　　　`|　ヽ ヽ、　　 i　　.／;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ-,,,, _
　　　　　　　 ! 　 !　　`ｰ---,,,´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ､
　　　　　　　 ヽ　　　　　　　　:;;;;/;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　ｰ-、　　 ヽ　　　　　　　　/　:::::/;;:::
　　　　　ヽ　　　ヽ　　　　　　　!　　/　 　 ヘ,,_
　　　 　 　 >　　　`　　　　　　　　 '　 　 '　　　 ￣
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　　　　　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼
　　　　　　　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　　　　えっ？
　　　　　　　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　驚いて振り返る。
　
　
. 
　

805   ◆8epcM/V4rs 2014/03/15(土) 23:49:46 ID:0d39UOqs0
　
　
　　　　驚いて振り返ると、顔を煤だらけにした中年の男が立っていた。
　
　　ところどころ焼け焦げた布子を纏っているのを見ると、罹災者であろうか。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　 おや？
　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　お前さん、どこかで……？
　　　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ　　　　　　　 へ、へえ……
　　　　　|　 U 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）
　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　　／| U ﾚ'/／)　　　　（このお人…たしか見覚えが……）
　　　　γ⌒　　 　｀ ー'´　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ
　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は懸命に記憶をたどる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　と、やる夫の脳裏にひらめく名前があった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　　　　 　／　（○）　（○）＼　　　　　　　　　　高和はん！？
　　　　　／　　　（___人__）　　..＼
　　　　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　　　　ひょっとして、高和はんやおまへんか！？
　　　　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　　　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　　　　 確かに俺は高和だが……
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　 お前さん、一体？
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は大股で高和に近付いた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　懐かしさで胸が一杯になる。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼　　　　　　鶴之助だす！
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／　　　　　　覚えていはらしませんか？
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ　　　　　　深草の天場でえろうお世話になった者だす！
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　つるのすけ……
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
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　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　　　 へえ、十年ほど前だす。
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　　　 私は十歳でおました。
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ　　　　　　ああ！
　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′
　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　高和は声を上げた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　高和はやる夫に歩み寄り、その両肩をがっちりと掴む。
　
　
::::::::::::::::::,､::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ
:::::::::::::::i'　｀"~´''""ﾞ~゛ﾞ^'ヾﾐ;,ﾞ"ｰ;;;;;"ﾞ''''ヾ;i
:::::::::::::::|　　　　　　　　　　 ' ;!ﾞ 　 　 　 {,
:::::::::::::::|　　　　　　　　　　　　　　　 　 i
:::::::::::::::| 　 ,ｨ≦三三≧x､_　　　　　　 |
⌒ヽ.:::::}　 '"￣￣￣ """"´ 　／三ミﾐ!
´'ﾊ　i:: |　　 , =≡≡=､　 　 　i.＿_ 　 ,'
.r‐ﾉ レ'　　 　 　 　 　 　 　 　 |￣ ヾ i　　　　　　　　鶴之助、あの鶴之助か！
.{ i､　　　　　　　　　　　　　　　l 　　　|
　､ `　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|　　　　　　　　親父殿が辻斬りに遭って亡くなられた、
ヽ､　`i　　　　　　　　　　 ,-､　ノ　　　!
:::| ` ｰ, 　 　 　 　 　 　 　 　 ´　　　 ,'　　　　　　　　あの侍の子の！
/ 　 　 ､　　　　 　 ､=＝ニニ7　 　./
　　　　 ヘ　　　　　 ヽ-----′ 　/
　　　　　　ヘ　　　　　｀~"´ 　　 /
　　　　', 　　 ＞　　　　　　　　 /
　　　　 ', 　 　 　 ≫...　　　　_ '
　　　　　',　　　　　　.:.:.:.: T＜
　　　　　 ',　　 　 　 　 .::.:.|　　 " ‐- ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣" ‐
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　　　　へえ、その鶴之助だす！
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　　　 今は、大坂天満の井川屋の丁稚で、
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|　　　　　　　 やる夫、いいます！
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
. 
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　　　　　／　.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ、
　　　　/　 .::::::::::::::::::::::::;;:;;::,ｯ､::::::::::::::::::::::::::::::'.,
　　　　l　 　 ,rj,rｆ'"'"'"　　　 lﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::',
　　　 　Y' ﾘ　 　　　　　　　 ,!ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　 　 |　　　　　　　　　　くミ::::::::::::::::::::::::::::::::::l
.　　　　 |､__　 ｬー--＿二ゞ　｀i::::::,ｨ ,､ヽ:::::::::::::::!
　　　　　ゝ､'ｌ　 ￣ﾞ´彑,ヾ　　　}::;//ヽ ﾊ:::::::::::::::;
　　　　　　ﾞｿ　　　""""´｀　　　"´　２ﾉ/::::::::::::::j　　　　　何と……
　　　　　 /　 　 　 　 　 　 　 i　　,　　/|::::::::::::::ﾉ
　　　　　〈´　,,.._　 　 　 　 　 i　　't-'ﾞ　|:::::::::::ﾘ　　　　　　そうか、あの鶴之助が。
　　　　　 ヽ,,､'~`　　　 　 U　;　　 l　 　 ヽ:ゝj､
　　　　　　 ﾞ,_,-､_,ノ`　　 　 　 　 /!　　　/　　＼　　　　　見違えたな。
　|／ 　 　 　ﾞ,`'" ,,y　　　　　 　/;　　　/
　|／　　彡　 ﾞ､-'　　　　　　 ／ ;　　 /
　　 /|/　　　　 ﾞ､ 　 　 　 ／ ;;','　　 /
　 　 /　　　　　　`ー ─ぐ;;;;' ,'　　ノ
　　　　|　　　　　　　　　 ヾ_､=ﾆﾞ､､,,_
　　　　|　　　　　　　 ,､-'´
　
　
　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　　　 へ、へえ……
　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　　 （何で腰のあたりを見ながら言うんやろ？）
　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　　　　 ほ、ほんで、
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ　　　　　　　高和はんは、まだ美濃志摩屋はんに？
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ　　　　　　　いや、何年か前に店を引いた。
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　今は島上郡の原村、ってところで
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　 寒天場を開いてる。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ　　　　　　　 昨日、京で大火だ、って報せを聞いてな。
　　　 　 !ﾍl;|　=ェ::ェ::::::::,ｨ:::ェ::ェ= ｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!　　　　 :::::|::::　 　 　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　慌てて駆け付けたんだが、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　俺がたどり着いたのが昨夜遅くで
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､　　　　　　　　 ちょうど店に火が燃え移った時だった。
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　　 だ、旦那さんや奉公人の皆さんはご無事で？
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|　　　　　　　 ああ、旦那さん達は、
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ　　　　　　　 俺がついて伏見までお連れした。
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ　　　　　　　 奉公人も皆無事だ。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|　　　　　　　　　ただ……
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　何ぞ、問題でも……？
　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　 ,..-一ｰ''ﾞﾞ￣~ﾞ'''ｰ- ..、
　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;. ＼
　　　　 .,i";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.;;;ヽ　　　　　　　　間の悪いことに、
　　　　.|丶;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　l丶;;;;;;;/!ﾏﾀﾞﾞ'''!ﾞ'V┐;;;ii―=i,xri-､;;ヽ　　　　　　 数日前から悪い風邪が流行っていたらしくてな。
　　　　|;;;;;;;;;;;,!　　　　　　 ﾞﾞ.!;lﾘ　 　　　.!;;; !
　　　　|;;;;;;;;;│　 　 　 　 　 !′　　　　 .!;;.l'　　　　　　　旦那さんだけじゃなく、奉公人も何人もが寝込んでいたんだ。
　　　　.ｌ;; ∴/.｀-ﾆﾆ;;;;x，　 '　ｗr=ﾆ｀-'.|､!
　　　　 ］/'.ｌ.|　　　　 　　　　 " 　　　　 l､.!　　　　　　　で、人手が足りずに家財の持ち出しが
　　　　 ,!ﾞ .川　 ｀”´丶　　　│.''￣´　 .l　l
　　　　 ヽ ゝ　　　 　 　 　 　 |　　　　　!.|lﾞ　　　　　　　思うようにいかなくてな。
　　　　　.'Ｌヽ　　　　　　　　　,　　　　 lﾞ/
　　　　　　ｌ'ｧ.ｌ　　　　　　 .゛.'"　　　　.|’　　　　　　　　 旦那さんも奉公人の身を守るほうを優先したんで、
　　　　　　.ﾘ　ヽ　　　　.-- -- 　 　 ,/
　　　　　 /'ﾞi　 .ヽ　　　　 ..y．　　 .ﾉ|　　　　　　　　　　身代の殆どが灰になっちまった。
　　　　 /゛ .i′　 ＼　　　 　　　 / ; |｀'､
　._..-''ｱ　　ll　　ｌ　　.＼、 ." .,／;;;;;;;;l.ｌ　＼
｀　..　lﾞ　　.!|　　..ｌ　　　 .｀ﾞﾞ´　　;.,;;;;;;;| !　 .ﾞぐ- ..,,_
　
　
　　　　　　　　　　　 ¨¨¨¨¨ 　 、
　　　　 　 　 ／　 ｉ ｌ! |　　　 　 ＼
　　 　 　 　 ′u | | |ｌ !　　　 　 u. ヽ
　　　　　 / 　 　 ! 　 （___人___）　　 }
　　 　 　 i　u　　　　　 !ililililil|　　　/
　　　　　 !　　　　　 　 {ililililiﾉ　 ／　　　　　　　　 ええっ！
　 　 　 　 ゝ　　　　　　　 　 イ..ノ}
　　　　　　　　 7　..ノ}　 　 　 !　ノ
　　　　　　 　 /　　.ノ　　　　 |´
　 　 　 　 　 /　　　　　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　 ひょっとしたら、
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　　何か焼け残ってないか、と思って
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　様子を見に戻ったんだが……
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　 　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼　　　　　　　　　 せ、せやけど、
　　　　　　　 ／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　／::::::⌒（__人__）⌒:u:＼　　　　　　　天場さえ無事なら
　　　　　　|　　　.u　|r┬-|　　　　 |
　　　　　　＼ u.　 　 `ー'´ 　 　 ／　　　　　　　身代はいつか取り戻せますやろ？
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::ﾄﾞﾘ　　　　　　　ああ、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　天場が無事なら……な。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　 天場のほうも何ぞ……？
　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　　　　 いや、口で説明するより
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|　　　　　　　 見てもらった方が早いだろう。
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'　　　　　　　　 悪いが付き合ってもらえるか？
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　 へ、へえ！
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見深草の寒天場は無残なまでに破壊されていた。
　
　　市中から伏見に逃げる罹災者の通り道になったためか、あるいは火の手を食い止める必要があったためか。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
　　　＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
　　　、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
　　　.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
　　　:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
　　　:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
　　　.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
　　　:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
　　　:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿ //厶イ／}_}_廴,､__,..㌻. イ＼＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
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　　　　寒天小屋は跡形もなく壊され、寒天づくりに必要な道具はばらばらに散らばって大釜が転がるのみ。
　
　　　棚場に干されていた寒天は地に落ちて踏み潰され、まともな形で残っているものはひとつとしてなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は絶句する。
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　こ、これは……
　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::ﾄﾞﾘ　　　　　 無残なもんだろう？
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　 誰に文句を言えるもんでもないんだがな。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　未練がましくやる夫が問う。
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　これでは今年の寒天は
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／　　　　　　　あきまへんやろか？
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|　　　　　　今年どころの話じゃない。
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　=ェ::ェ::::::::,ｨ:::ェ::ェ= ｢ヽ　　　　　　美濃志摩屋の旦那さんの
　　　　　!(,ﾍ!　　　　 :::::|::::　 　 　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　 気の落としようは尋常じゃあない。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|　　　　　　　　 ひょっとしたら、
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿　　　　このまま店を畳むんじゃないかとも思う。
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　井川屋に戻ったやる夫から話を聞き終えたダディは、傍らの番頭に訪ねた。
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　 いく夫、
　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　天神さんの寄進の為に貯めてる銭、
　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　幾らある？
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　　　　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　 銀一貫ほどおます。
　　　　　　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
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　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　銀一貫か……
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　ルルーシュから仇討ちを買って以来十年、
　
　　　　こつこつと、時に爪に火を灯す思いで貯めて、
　
　　　漸く、本当にやっとのことで蓄えた銀一貫であった。
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　　　　言いよどんでいるダディの気持ちを察して、先にいく夫が言った。
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　美濃志摩屋はんのお見舞いに、
　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|　　　　　 使わはるんだすな。
　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　 ええんか？
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　安堵した顔でダディがいく夫を見る。
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　　　　　　　　　　　　　番頭は観念するように頷いた。
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　|:::::::〉 （ 一） （ー）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　今度は仇討ちを買うのと
　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　わけが違いますさかいな。
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　　 　 　　　　＼
　　　　／　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　…………
　　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　　 ＼　　　　 ｀ ⌒´　 　／
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　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ　　　　（番頭はん……）
　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ
　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l　　　 （まだ私のことを許してくれはらへんのや……）
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼o
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫の言葉に深々と寂しさが募った。
　
　　　　　　　　　　以前ならば、「寂しい」という感情など湧かなかったはずなのに、
　
　　　　　　　　　今、やる夫はいく夫から許されていないことが、無性に寂しかった。
　
　
. 
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　　いく夫＜旦那さんおひとりでは危のうおます
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほな、いく夫、お前はんも一緒に来るか？＞ダディ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　　　　　　　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　　　　　　　　　　　　　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　主と番頭が伏見に行く算段を相談する中、やる夫は俯いてその感情にじっと耐えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　その年の夏。
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　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　ノ　　　＼ |
　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　 ただいま戻りました。
　　　 　　＼ .u　　`ー'´ ／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　u. ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　　おう、お疲れさん。
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 どやった？
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　　　　　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　　　　　 |::::::::ゝ　ノ　　　＼.|
　　　　　　　|::::::（ （ ―）　（―）|　　　　　　　　　あきまへんな、
　　　　　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　|　　.u　　|r┬-|　 |　　　　　　　　　とても井川屋で扱えるようなもんと違います。
　　　　　　　＼ 　　 　 `ー'´／
　r､　　　 　r､/　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　見栄えは悪いし、腰もないし、
　ヽヾ　三　|:l1　　　　　　　　 　ヽ
　　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 |　|　　　　　　　　綺麗に溶けへんから、口当たりももう一つですわ。
　　　ﾍ　lノ `'ｿ　　　　　　　 　 |　|
　　　　/´　 /　　 　 　 　 　 　 |　|
　　　　＼. ｨ 　 　 　 　 　 　 　 |　|
　　　 　 　 |　　　　　　 　 　 　 |　|
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　　そうか、困ったなあ……
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　 この掻き入れ時に売りもんがないとは……
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　大火の為に美濃志摩屋の寒天を仕入れることが出来ず、品切れが続いていた。
　
　　　　　　何とか替わりの寒天を仕入れるべく、色々な寒天場を当たったのだが、
　
　　　　　　　どうしても美濃志摩屋の品と比べると見劣りがするものばかりだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　　 さて、どないしたもんか。
　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　出来損ないを扱うくらいやったら、商いを休むか。
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　 それとも、商い休むくらいやったら、不出来に目を瞑るか。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　　　ま、どっちが正解いうもんでもないやろがな。
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　結局ダディは、その一年商いを休むことを選んだ。
　
　
. 
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　　　　　　　商いが無いとはいえ、日々の雑用は丁稚の二人の仕事である。
　
　　　　　　　やる夫とやらない夫は、それなりに忙しい日々を過ごしていた。
　
　
　　　　　　　　　 　　,, -─- ､._　〃"
　　　　　　　　"ミ ／　　　　　　ヽ
　　　　　　　 　　 | 　⌒ 　 ⌒　　|
　　　　　　　 　　 |　（へ）（へ）　 |
　　　　　　　　　　|　 （__人__）　　|　　　　　　　　情けないことやなあ。
　　　　　　　　　　ヽ　 ｀⌒´　 J ﾉ
　　　　　　　　　　/　　 　 　　 ヽヽ,　） ）"　　　　お前も私も、他所の店やったら、
　　　　　 "（ （　（　ヽ　 　　　／.／
　　　　　　　　　　＼ ＼　゛／／　 |　　　　　　　 とうに手代やったやろに、
　　　　　　　゜。　(⌒。 ⌒ヽ　゜　○
　　　　　。○　（´⌒　○⌒　。⌒ヾ　゜　　　　　　この年で丁稚やて。
　　　　゜。゜（'⌒　;　⌒。　○::⌒○　）。○
　　　　○。　゜（´　。　゜○）　　。゜　。:::）　゜。
　
　
　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　／　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　/　 ─　　　＼　　　ヽ
　　　　　　　　　|　 （●） 　（●）　　　|
　　　　　　　　　＼　 （__人__） 　 __,／　　　　　　　しゃあないがな、
　　　　　　　　　／　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　 ／　ｙ　　　　 　 　 ／ |　　　　　　　　私ら以外に奉公人がおれへんのやさかい。
　 　 　 　 ／　／ |　　　　／ ／ 　｜
　　　（⌒,,)～～～～～（⌒,,)　　　.|　　　　　　　　……その割に、何や嬉しそうやな。
　　 /　　　　　　　　　　　 /　　　　 |
　 ./　　　　　　　　　　　 /　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　 　 　 （⌒）（⌒ ）　　　|　　　　　 いやあ、私はこんな家事仕事の方が性に合うからな。
　　　　 　 　 （__人__）　　　　 |
　　　　 　 　 （｀⌒ ´　　　　　|　　　　　 商売休んでる今の方が気ぃが楽なんや。
　　　　　　　　{　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　{　　 　 　 　 ﾉ　　　　　　 番頭はんに聞かれたら叱られるやろけどな。
　　　　 __∩　 ヽ 　 　 　ノ
　　　　（ﾐんゝ､ ／　　 　 ヽ
　　　　　 　＼ '' ／|　　　　|
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 　／　　─　 　 ─＼
　　　　　／　　　　⌒　　 ⌒　 ＼　　　　 やらない夫らしいわ。
　　　　　|　 　　 　 ,ﾉ(､_, )ヽ　 　 |
　　 　　 ＼　　 　　 ﾄｪｪｪｲ　 　／
　　 　 　 ／　　　_　ヽニｿ,　 く
　
　
. 
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　　　そう、やらない夫は以前よりも嬉々として働くようになっていた。
　
　　　家事仕事一切を取り仕切り、朝昼晩の食事も彼が賄っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,．' ´　　　｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　 　 /　　 　 　 　 　 ',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 i　　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼　　　 　　 　 　 ',　　　　 　 　 　 ,'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　ノ　＼　ヽ　　　　　　 　　 V7　　　 　 　 /
　　　　　 /77　　　　　　　 　　　 　| (●) (●). |　　　　　　 　 　 { 廴 _＿ ,.　'′
　　　　 ///　　　　　　　　　　　 　 |　(_人__) 　|　　　　　 　　　　7　 /
　　　　///＿＿＿＿,-- --_,--_,　ﾊ　｀⌒´　 |_--_, -－―v__／　/
　　 ,r/ぅと ＿＿＿＿} 　　 　 , -＜ ヽ　　 「　/!　　　 |　　|　　 ／
　　〈/〈j「¨´　　　　　`ー 一＜、 　-ヽイ｣ﾉ| '´c !　　　 ,ー一￣
　　///　　　　　　　　　　　　 ＼＼__／/　 c￣/ 　　 /
　 ///　　　　　　　　　　　　　　　Y/ ,　/　　／/　　/
　///　　　　　　　　 　 　　 　 　 / |,／＿／　/ ' ´/
　￣　　　　　　　　　　　　　　　 | /￣　　 　 /　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　 　 /Yc　 -　c /　 / イ
　　　　　　　　　　　　　　　　 {r‐rｧ‐┐二二二 Ｙ
　　　　　　　　　　　　　　　　/ー''ー‐'二二二二ﾕ
　　　　　　　　　　　 _,　-‥ ' ´￣￣￣￣￣￣￣￣¨ ' ｰ- ､_
　　　　　　　　　　'´　　　　　　　　　　　　　　　　　 : : : : : : : : ｀'i
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　（料理人になったほうがよかったんやないか…？）
　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　最近は順慶町の夜見世を覗くことが楽しみのひとつで、
　
　　　　　　　　　　　銭も持たずに出て行っては上機嫌で戻ってくる。
　
　　　　　　　　買い物をするわけではない、冷やかすのが楽しいのだという。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (ヽ三/)　））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ( i)))
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　 （ ＞）（＜）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　|　　///（__人__）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂ヽ γ　　　 く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　i !ｌ ノ　ﾉ　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂ｃノ´| 　 　　｜
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　 　 ／ 　 -━- 　-━-　 ＼　　（冷やかしが楽しい、ちゅうのはようわからんけど）
　　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　やる夫は、そうしたやらない夫の土産話を聞くのが嫌いではなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　そんなある日の夜の事。
　
　
　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／ 　 ⌒　　 ＼
　　　　　　（ へ）（ へ）　 　 |
　　　　　　.（__人__）　 　 　 .|
　　　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　 　 |　　　　　 今日、夜見世で化け物を見たで。
　　　　　　　{　　　　　 　 　 |
　　　　　　　{　　　　　 　＿ |
　　　　　　（ヽ、ヽ　　　/ 　）|
　　　　　　 |　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　　　　　 ゝ　ノ　　 　ヽ　 ノ
　
　
　　　　　 　　 ＿_＿__
　　　　　　 ／　―　　 ＼
　　　　　／ノ　　( ●)　　 ＼
　　　.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
　　　.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　　　　　化け物？
　　　.　｜　　　　　　　　　/
　　　　　＼＿　　　 　 _ノ＼
　　　　　　　/´　　　　 　 　 |
　　　.　　　 |　　/　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／ 　 ⌒　　 ＼
　　　　　　（ ●）（ ●）　 　 |
　　　　　　.（__人__）　 　 　 .|　　　　　　　母娘で団子を売ってる屋台見世があるんやけどな、
　　　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　 　 |
　　　　　　　{　　　　　 　 　 |　　　　　　　その娘の方が、いっつも頭から手拭い被って
　　　　　　　{　　　　　 　＿ |
　　　　　　（ヽ、ヽ　　　/ 　）|　　　　　　　半分顔を隠してるんや。
　　　　　　 |　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　　　　　 ゝ　ノ　　 　ヽ　 ノ
　
　
　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）　　　　　　　そこの団子は中々美味うてな、
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　大層繁盛してるんやけど、
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　　　　　娘の方が顔隠して、客に目ぇも向けよらへん。
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　 ／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　｜:::::⌒（__人__）⌒::|　　　　　　ほんでな、若い女の客が
　　　　　　　　 　 | 　 ｢匸匸匚|　'"|ィ'
　　　　, ヘｰ‐- ､ l 　｜ /＾''⌒|　　|　　　　　　 そんな娘の態度に腹立ったんか知らんけど、
　 -‐ノ .ヘー‐-ｨ ヽ 　!‐}_＿,..ﾉ　 ｜|
　''"/／ヽｰ､ 　ﾉヽ∧　`ｰ一'´　／　|　　　　　 団子を受け取る時に、
　 /／＾＼ 　ヾ-､ :| ﾊ 　￣　／　ﾉ　|
,ノ 　 ヽ,_　ヽノヽ_)ﾉ:l　'ｰｰ＜.　　/ 　|.　　　　　 ぱっ、て手拭い取りよったんや。
/　 　 <＾_,.ｲ `r‐'ﾞ :::ヽ 　＼　｀丶､ 　|
＼＿＿_,／|　 !　　::::::l、　　＼　　＼|
　
　
　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　／　⌒　 ⌒ ＼　　　　　　　　相手が男やったら、娘の方も用心したんやろが、
　　　　　　　　　　|　 （ ●）（●）　|
　　　　　　　　　.　|　　 （__人__）　 |　　　　　　　何せ女の客や、油断してたんやろな。
　　　　　　　　　　 |　　　＼＿)　　|
　　　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　手拭い取られて、半分隠れてた顔が顕わになってもうたんやが、
　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　これがまあ……
　　　　　　　　　　　　/　　　 く
　
　
. 
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　　　　　　_,,.. -　､
　　 　 ,.-'　　　 　 ｀' ､.
　　　,r'　　　 　　 ,rfn､ ＼
　 　 ,'　 ,rffn.　　 '"　 　　 ヽ　　　　　　　 化け物なんや。
　　 .i　 '"　　　　　,riiﾆヽ. 　 ',.
　　 {　　,riiﾆヽ　　　 　 _.　 　 ',　　　　　　 顔半分焼けただれて、目ぇも鼻も口も、
　 　!　　　,..　 _,,..　-‐'　_,..r'　 i
　 　',　　 '､., __ ,.. -‐''"ﾞ　 }　　|　　　　　　 顔の真ん中からこっち半分、引き攣れたみたいになっててな。
　 　 `､　　ヽ　　　　　　　 ! 　 }
　 　　 '､　　ヽ　　　　 　./　　 !　　　　　　 団子買うために並んでた客が、
　　　　　＼　　｀ヽ==＝'ﾞ　 　 ,'
　　　　　　 ' ､　　　　　　　　/ .　　　　　　 わっ、て、蜘蛛の子散らすみたいに逃げて行きよった。
　　　　　　　　`''‐　　　.　r'
　　　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　聞いていて、やる夫は胸が苦しくなった。
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　 （多分、いつぞやの大火で火傷しはったんやろな…）
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　京で炎に舐められた感触が蘇り、心の臓が早鐘を打って口から飛び出しそうになる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　やらない夫が呑気に笑う。
　
　
　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　／　　 ⌒　　＼　　　　　　何や、やる夫。
　　　　　|　　ﾐｨ赱､i .i_r赱
.　　　　　|　::::::⌒ （__人__）　　　　　顔色悪いで。
.　　　　　|　　 　　ﾄｴｴｴｲ
.　　　　　ヽ　　 　　｀""´}　　　　　　ははあ、お前も恐なったんやろ。
　　　　　　ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　/　　　 く
　
　
　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　…………
　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は返事をするのも忘れて蹲っていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　長月もそろそろ終わり、という頃。
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　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　使いに出ていたいく夫が、
　
　　頭から湯気が立ちのぼりそうなほど怒りながら戻ってきた。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|
　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!
　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|　　　　　……ただいま戻りました。
　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）
　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|
　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　どないしたんや、いく夫。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 そないに怒って。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
　

848   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:23:21 ID:2sQjFAgc0
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；　　　　　　これが怒らずに居られますかいな！
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　　　旦那さん、琥珀寒の偽物が出たんだす！
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　u.　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　ええっ！
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　　　　　　 _ノ 　ヽ､_ 　　＼
　　　　　　 ／　　─　 　 ─＼　　　　　　　　　　　　 （○) (○ ) 　 　｜
　　　　　／ 　　 （○） 　（○） ＼　　　　　　　　　　 .（__人___）　　U ｜
　　　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　　　　　　　.__(,__　　　　　　　|
　　　　　/　　　　 　|!!il|!|!l|　　／　　　　　　　　　／／___ ＼_　 　　　|
　　　　　　　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　　　　　　　　　　| 　./____＼-` 　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　| 　 / ,.　 〉-`＿.　 〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.|　　　{(,/ 　 　 　 ⌒｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　 　}　　　　　　　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　} 　　ヽ　 　　　　　ｨ　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　店にいた三人がいく夫のそばに駆け寄る。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　 　 ､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　いく夫、どういうことや。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 詳しい話してみなはれ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::::::::γ ⌒ Ｙノ（ヽ|
　 　 |:::::::::/　　_ノ　　ヽ|::!
　　　|::::::/ノ（　●━●〈:|　　　　　　　へえ、これは鈴三屋はんから聞いたことでおます。
　 　（@ 　⌒　 （__人__） ）
　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ .|
　 　　＼ 　ノ（　　 　.／
　　　 ／ 　⌒　　　　＼
　
　
. 
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　 　 　 　 　 　 　 ┌───────────────┐
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　 　 ┌─────────┐ 　 　│
　 　 　 　 　 　 　 └──┼─────────┼──┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 ┌─────┐　 │
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 └─┼─────┼─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　
. 
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　 /　　／ 　 ..::/.::/　.:::::: /.::::::/.:::::!::::::..!.. l　　::ヽ｀ヽ
　i　　/　　 .::::::!::/l ..:::／/.:::／!:::::/l::::::::l:::::l:::....l　 !
　! 　 ! l　.:::::::/l/__l／　/／　 ｌ:::/.:::!::::/!:::::!:::::::!::!:l
　ｌ　/l/l .::::::/　＿_ ｀ヽ、　 　 ｌ/ .::::l::/.:l:::/l:::::::!::!::!
　 V く ｌ .:::/ 　 ¨ 疋ﾀ` ヽ､ノ　.::::::_j/　-―ｌ:::/.∧l
　　∨ｰ!::/　　　　｀¨　　 　 　 ／fr芹､:::／l/.:/
　　j/iヽl/　　　　　　　　　　 /.:::::┴'..:::/./　j/　　　　　 船越町の、昔の翠家のあったとこの近所に
.　　　ｌ::∧　 　 　 　 　 　 　 { ::::::::::::::/.:/
.　 __/V ::ヽ　　　　　　　　 ／..::::::::::/.:/　　　　　　　　　新しい料理屋が暖簾を上げましてな。
／i/　 ! ::::::ヽ　　 　 _　　　 　.:::::／ j/
.三l　:: ｌ　:::::::ヽ、　　　__‐-..::::／　　　　　　　　　　　　　そこが名物料理として「琥珀寒」を出してますのや。
.三 !.:::::.ヽ、:::::::::ヽ、　....:::::／
三ﾆｌ:::::::::::::＼::::::::::::::ｰ匕＼
　
　
　　　　　　 　　 　 __,,,､,, 　 ,,､- ､
　　　　　　 　 ／´: : : : : ｀´: : : : :ヽ
　　　　　　／: : : : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　　 　 　 /: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.ヽ
　　　　 /: : : : : : :i: : : : :.∧: : :il: : i: : :ヾ: :',
　　　　,': : : : : : : l: : :/:./　∨:ハ: :i!: :l: :::::::i
　　　 　 l: l: i: : l ／!／∨　　 |/　∨∨!: :::::::l　　　　　 翠家のジャギはんから作り方を伝授された、て言うてるけど、
　 　 　ﾚ!: !: :l i´￣`'-､,　　　,､-'''´` l: :::::ﾍ!
　　　　 ∨ﾍ i | --。--　　,　 -。-- /::∧|　　　　　　　食うてみたら、これがまるで別物。
　　　 　 　 !ﾍ∨ゝ　 　 　 　.i　　　　∧ｿ
　　　　　 ﾚヽi l　　　　　　 ｝　 　 ∧ﾉ　　　　　　　　　 とてもとても、琥珀寒を名乗れるような代物やないんですわ。
　　　　 　 　 ﾚﾍ　　　　 　 　 　 /ﾉ
　　　　　　　　∨＼　 ´￣` 　／ ′
　　　　　　　／i｛　 ＼ 　` ／i
　　　　　 　/:::::l ﾍ　　 ｀　´　∧＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 　 　 　 □
　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌─────┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌┼─────┼──┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 │└─────┘　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 ┌─┼─────────┼───┐
　 　 　 　 　 　 　 │　 └─────────┘　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 └───────────────┘
　
. 
　

853   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:26:35 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　　　　　　　話を聞いて、ダディが呆れた顔で言う。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　 そら、そうやろ。
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,u..::::|　　　　　　 今出回ってる寒天は、
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　 どれもこれも出来損ないだすで。
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 そないな寒天で作るもんやったら、
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　 そら、底が知れてる。
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；　　　　　　へえ、けんど許せんのは、
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；　　　　　　それが目ぇ飛び出すほどの値ぇで
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；　　　　　　売ってますのんや！
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　 なんぼや？
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　一皿、銀一匁だすて！
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　温厚なダディが声を荒げる。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　 高い！
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　 そら、なんぼなんでも高すぎる！
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 銀一匁、ちゅうたら女衆の日給やないか！
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；　　　　そうでおますやろ？
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；　　　　旦那さん、私はもう、
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；　　　　はらわた煮えくりかえって！
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
. 
　

856   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:28:18 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は顔を真っ青にして俯いていた。
　
　
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　: : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::i
　　　　　　　　./　　　　　 　 　 　 　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 　 　 ./　　　　　　　　　　 　 　 　 　 : : : : : : : : :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　 　 /　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ￣｀ヽ: : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　　./　 　 　 　 　 　 　 　 ／　 ＿　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　 　 　 ./ ∧　　　　　　　　　　　　 i　―｀ヽ 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　/ 　 ∧　　　　 　 　 　 　 　 |― ＝／　　　　: : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　./　　　 ∧　　　　　　　　 |i 　 | ―‐/　　　　　　　: : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　../　 　 　 　 ＼　　 　 　 　 |i　　| ─/　　　　　　　 　 : : : : : : : : : :::::::::::::::::::::::::::::::::::
　 　 /　　　 　 　 　 .＼　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　: : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::
　　./　　　　 　 　 　 　 ＼ 　 　 |i 　 | _＿|　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／
　 ./　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　　i　─i　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
. /　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ　　　|i 　 ヽ　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 ,／
/　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ｀　 |i―￣＼　　　　　　 　 　 　 　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ｀ヽヽ――＿ゝ､　　　　　／　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー─　´　　 　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ｀ー-- -　´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　握りしめた拳が震える。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／,,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,,,::::::＼
. 　 |::（●）,ﾝ < ､（●）､.:|　　　　　　翠家は、あの大火で
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　ｒ､_,ｨｪ､_,ゝ　.:::::::|　　　　　　誰ひとりとして助からんかったのやで。
　　 ＼ 　 ｀ー'´　　.::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　ジャギはんの弟子でも奉公人でもない者が
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　伝授も何もないやろ。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|　　　　　　　まあ、商いの仕方も、
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　この大坂の遣りようとは、とてもやないが思われへん。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　 大方、他所から流れて来たもんが勝手にやってることやろ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 暖簾下ろすのも直きやないのか。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　それにしたって旦那さん！
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　　 いくら火事で無うなったと言うて、
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　翠家の暖簾に対する信用を
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　こないな形で利用されるんは
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　ゆかりのある者にしたら堪りまへんで！
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 _-―――- ､._；
　　　　　　　　　　　　　　 ；,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ；
　　　　　　　　　　　　　；./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ；
　　　　　　　　　　　　　；.l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l
　　　　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/；
　　　　　　　　　　　　　　　；`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　いきなり、やる夫が店の表に走り出した。
　
　
　　　　　　　　　　┛┗　　　　_＿＿＿＿
　　　　　　　　　　┓┏　　 ／三 　.u 　　＼　　　――　[] ]
　　　　　　　　　　　　　　　　＼三 ／　.u　　三　| ｌ￣ | |
　　　　　　　　　　　　　　 '（◎）　（◎ ）　　u.三. |_| 匚. |
　　　　　　　　　　　　　　 |　（__人__）　 　u 　三　　　 | |
　　　　　　　　　　　　　　 ＼ ｀⌒，/ゝ　　/⌒ヽ　　　 |_|　[] []　,-
　　　　　　　　　　　　　　　 /　　|　＼|　　　　三　　　　　　　／／
.　　　　　　　　　　　　　≡( 　　 ヽ 　　三　 　三　 　　　 匚／
　　　　　　　　　　　　　 . ≡＼ 　　＼　　三　 三
　　　　　　　　　　　　　　 (⌒､＼ 　　＼.__､≡二
　　　　　　　　　　　　　　　￣ ／ 　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　／ヽ　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　 三　　　三 / ﾆ ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＿＿二_ﾆ　 ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ ､_三
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　慌てたようにダディが叫ぶ。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　あかん！
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 やらない夫、やる夫を止めるんや！
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ／￣￣＼
　　　／u_ノ 　ヽ､_＼
　　　| ((●）) (（●）)|
.　　　|　 （__人__)　　|
　　　 |ヽ　|!il|!|!|　/ .|
.　　　 |　　|ｪｪｪ|　 　}　　　　　　　　　　へ、へえ！
.　　　 ヽu　　　　　 }
　　　　 ヽ　　　　 ノ
　　　　　/　　　 く
　　　　　|　　　　 ＼
　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､
　
　
　　　　　　　　　　　　応えて、やらない夫も外に飛び出した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫は天満橋を駆け抜けていく。
　
　
　　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　 　　 ／　　　　 　　　＼
　　　　　　　 　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 　 　 |　　　　 　　　　　　　　 |
　　　　　　 　　　＼　　　 　　　　　　　／
　　　　　　　,,.. ．-‐' 　　　　 　　　　　＼
　　　　　 <"　　 ,__,,_　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　ヽヾ丿　　|　　　　 　 　 　 　 i　　ヽ
　　　　　　　　ヽ＆　i　 　　　　　　 　, -ii、ヽ、 )
　　　　　　　　　　　　|　　　　 へ. 　i　　　 i^ﾞ''"
　　　　　　　　　　　　|　　　 /　　＼|　　　 |　.
　　　　　　　　　　　　|　　　/　 　　 |　　　 |　.
　　　　　　　　　　　　|　　 /　　　　 ｀--- ´
　
　
　
　
　　　　　 ――　[] ]　　　 ／￣三＼
　　　　　| ｌ￣ | | 　　　／　　 ＼三/＼
　　　　　|_| 匚. | 　　三　　 （ ○） （ ○）
　　　　　　　　| | 　　三　u 　　 （__人__）
　　　　 　　　 |_|　　　≡　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　 　　　　　　二 　　　　　　　}
　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ
　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡　　　　　 （なんで……！）
　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡
　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／　　　　　　　　　 （なんで、天神橋を渡らへんのや、やる夫！！）
　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　 三　　.／　.
　　　≡　　／　　|
　　 ≡　／
　 三_ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やらない夫はやる夫を追って走りに走る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　やがてやる夫の背中に追いつき、手を伸ばして襟を掴む。
　
　
　─　＝　ニ　ニ _三　三　ニ　ニ　 . 　 　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　｀　　　(⌒ ､　 　　　　　 ／　 　ノ　丶＼
- -　──　＝　ニ　三　　　｀ヽ　＼　　　　　.|　U （●）（●）|　　　　　　／￣￣￣＼
　　　(⌒）ヽ　　　　　(⌒ -､.　　/　 ´｀ヽ---　| 　 　 （__人_）│-----.／　　　　　　　 ＼
　─　＝＝　ニ　三 ヽ:::::::　　　　　　　　　　　|. 　　　｀i 　i´　|　　　／　　　　　　　　　　 ＼
　(⌒）　.｡；　ﾟ　,, 　　　 ＼.　　　　　　　　 　 ｀'''⌒)　　 `⌒ 　| '⌒)｀'''⌒)　　ノ 　　ー　　　|⌒i
(⌒・⌒　・ ＝　ニ　三 三｀ -､　　､　　 　:::::,,.ｒ　　　　　 　　/　,.ｒ':::,,.ｒ　　　(◎)　　(◎)　　/ ノ
　'';:.　,､,,･：･ ､､,,＝＝ニニニニ｀ ー三-------- `''ｰ─‐'"三-------- `''ｰ-(__人__)-─´
　
　
　　　　　　　　　　声を上げる暇もなく、二人してもんどりうって倒れた。
　
　
. 
　

863   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:32:41 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　 :／　　　u＼;　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 ;/　　　ノﾙ(＜)＼;　　　;／(＞)＾　ヽ＼;
　　　　　　　　　　　　　　　 ;| 　（＞） 　＿)　 ＼ ;／ 　(＿　 （＜） ＼;　　　　　 放せ、やらない夫！
　　　　　　　　　　　　　　　 ;|:::　⌒（__ノｪｿ　　　/　　 /rｪヾ__）⌒:::　 ヾ;
　　　　　　　　　　　　　　　 ;＼　u　´　　 ソ　 　i　　 ｀⌒´-'´　　u;　　ﾉ;;
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ;＼　　 　　, 　　＼ヽ　、　 ,　　 　　／;
　　いいや、放さへん！　　　 ,　　＼_　 ｎ^^- ＼＼-^^ｎ ∠　　 ヾ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∠＿;i　￣丶、　 /￣~ ﾉ　＿＿/　i;
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　（⌒　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣￣￣/
　
　
　　やらない夫はやる夫を羽交い絞めにし、やる夫がどれほどもがこうとも決して放そうとしない。
　
　
. 
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　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　／:::::::::　 u＼
　　　　　 　／ﾉ└ ＼,三_ノ＼　 　,∩__　　　　　　　やらない夫、
　　　　　／:::::⌒（ ●）三（●）＼ fつuu
　　　　　|::::::::::::::::⌒（__人__）⌒　| | 　 |　　　　　　　お前はんには関係ないことや！
　　　　　＼:::::::::　　 ｀ ⌒´ 　 ,／_ | 　 |
　　　　　　 ヽ　　　 　 　　 　 i　　　　丿　　　　　　　行かしてくれ！！
　　　　　 /(⌒)　　　　　 　　/￣￣´
　　　　　/　／　　　　　　　/
　
　
. 
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　　　　　　　　 ._ _ _
　　　　　　..(ヽl_l_ll_l,l
　　　　　　　 ヽ　　ｒ
　　　　　　　　│　|
　　　　　　　　 |／￣￣＼
　　　　　　　／　　　　＼　ノ　　　　　　　　 いいや、行かせへん！
　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　.|　ノ（　　（__人__）　　　　　　　やる夫、お前、何で天神橋を渡らんかった！
　　　　　　　 |　⌒　 　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　 .|　　　　　　 　 }　　　　　　　　心の何処かに、己のしようとしてることが
　　　　　　　 .ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　 天神さんに許してもらわれへんて、
　　　　　　　　　l/　　　く
　　　　　　　　　|　　　　|　　　　　　　　　　 わかってるからやろ！？
　　　　　　　 　 |　　　　|
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　……！！
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫の身体から力が抜ける。
　
　
. 
　

866   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:35:02 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　 　 　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　 （琥珀寒の偽物を出す店は許しておけん）
　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　　 （店主ぶん殴って、
　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　　　　　店ぇ滅茶苦茶にしたらな気が済まん）
　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）　　　　　（私がそないしたらな、
　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；　　　　　　　　　 ジャギはんや嬢さんに申し訳立たんやないか）
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　　 （せやけど）
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　　 （せやけど、それは商人としてやったらあかんことや）
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；　　　　　　（天神さんに顔向けできることや、ない）
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やり切れぬ思いに身が震える。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　袂の詰所から侍が近寄ってきた。
　
　
　　　　　　 　 ,.-y':::r/
　 　 　 __　／ﾞy'::rlV⌒!　　　　ヽ.__,.､__
　　　 /　V:::../:::rlV ﾞｰ'!　　　　_,.ｲﾉﾉ::}::}- ､_
.　　 /　 / ::/-､lV::::::::/ 　 ,.ｨ'´: : :ヽ-ｰ': : : : iヽ、
　　〈　Y:::.. lf^i l/ 　 /ヽ /ミ{　　　　　　　　 彡ｿﾊ
　　 |ヽ|　::::lゝ'/:::..../　/ﾞl!ミド .:　　 .:::.　　 .::. 彡ｲ|,.-‐''´
　　 |｀ｿ　l　`'´:　 /:. /: ﾊミ､ :::.......:::: :::.......::::: 彡ｲ!'ヽ,
　　 | {:..　l:　/　l::.,:'　::: }`!〉 z=､､__　　　 _,r=､　{ﾐlｿ/ヽ
　　 |　 :　:　 ::} '.:　.::　/､:|: ｰr‐-ミﾘj　!/ィ-‐;r /ﾘｿ!､　　　　　　 これは一体、何の騒ぎか。
　 _∧　 .: / / /　　, ',rヽ.!::..　￣｀! {　} l'´￣ /.::|ノ　ヽ
／/　ヽ.:_/ /　'´,ｨ'´ { r'´j:ヽ､　 .:(ﾆj__iﾆ):.　/ _, !ヽ、　　　　　　 奉行所の傍で喧嘩とは不届き千番。
l /　　 .:　　:::: '´ jヽ.__ノ｀`ヽ､｀`ー-----一'´_ノヽ
| !　　.::　　::::::::.::/|: : ヽ: : : : : :＼_｀¨￣¨´,.ｨ' !!:|_ ﾉ
| |　 .:::　　:::／:::|　! : : ヽ: : : : : : :ヽ￣￣´/　!|:ハヽ―-､
:! !　::::　 ::/::　::::|　|: : : : ヽ: : /´￣｀`ｰ-､　.::l !| : !: :ヽ: : :＼
:ﾍ∨:::　 /::::　:::::|　|: : : : : :∨::　::､! ::.　!､ヽ.//:l: : | : : : l: : : ＼
: :ﾍヽ.　/:::::　.:::::j!　! : : : : : i /　:ヽ　|::: | :i　｀` ￢ヽｰ､: |:,. ―一- ､
: : : ヽヽ:::::::...::／ !　!: : : : : :!l　: :. |:. ヽ: ヽヽ:::...　　ﾞ､ﾞ､: ｀` ー‐￢-､l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　／u_ノ 　ヽ､_＼
　　　　　　　　　　　　　| ((●）) (（●）)|　　　　　　　　　　へ、へえ、
　　　　　　　　　　.　　　|　 （__人__)　　|
　　　　　　　　　　　　　 |ヽ　|!il|!|!|　/ .|　　　　　　　　　　堪忍しておくれやす。
　　　　　　　　　　.　　　 |　　|ｪｪｪ|　 　}
　　　　　　　　　　.　　　 ヽu　　　　　 }　　　　　　　　　　 もうしませんよってに。
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　/　　　 く　　　　　　　　　　　　ほれ、やる夫、行くで！
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､
　
　
　　　　やらない夫はぺこぺこと頭を下げ、やる夫を引き摺るようにしてその場を去った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　井川屋の板張りに正座して、やる夫は項垂れていた。
　
　
　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　　　…………
　　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　やる夫、
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　　何で私がやらない夫にお前はん止めさしたか、
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 わかるか？
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　何でや？
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　 言うてみなはれ。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　　　…………
　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫は答えることが出来ない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　漸く、丁稚は重い口を開いた。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼　　　　　　井川屋の…
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　暖簾に、傷がつくからだす。
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　　暖簾に傷がつくとは？
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　店としての信用をなくすことだす。
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　 ほな尋ねるが、
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　　　丁稚が喧嘩したら
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　何で店の信用が無うなるんや？
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は答えを絞り出す。
　
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._　　　　　　　　　 商人は喧嘩をせえしまへん。
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　　腕力で相手をねじ伏せるんは、卑怯やからだす。
　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ
　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ　　　　　 また、店の中では丁稚でも、一歩外へ出たら、
　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/　　　　　暖簾を背負てる商人だす。
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼　　　　　　 丁稚が喧嘩してしもたら、店自体が卑怯者になってまいます。
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　半分合うて、半分違うてる。
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　（半分？）
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 卑怯云々は関係あらへん。
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 喧嘩は無駄に腹が減るさかい、
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 止めとくこっちゃ。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／三＿',!｀zx二 ＼
　　　　／ ´ー¨‐｀　´ｰ¨‐''　＼　　　　　　は！？
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　 ＼　 　　´ﾆﾆ｀ 　　 ,／
　　 　 /⌒ヽ　 　 ー‐　 　ｨヽ
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|
　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|　　　　　　　　お前はんは、
　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　 すぐそうやって顔に出る。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　あ、すんまへん……
　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　喧嘩が必ずしも卑怯とは限らんやろ。
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　少なくとも、この度のことは
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　仕掛けようとしたお前はんにはお前はんなりの理由があり、
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　仕掛けられる側はお前はんを上回る卑怯者や。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　せやから、この際、卑怯云々は関係ない。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　卑怯は…関係ない？
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　 　 　 　 ,ヘ　　　　　 　　 　 ,:ﾍ.
　　　　　　　 　 /: :　＼　　　　 　 ／::　 !
　　　　　　　　/::::.....　　＼--―‐'.:.:::...　　!　　　　　 ええか、やる夫。
　　　　　 　 /::::::　　　　　　　　 　 　 　 　 ',
　　　 　 　 ,'::::　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 i　　　　 人にはそれぞれ決着のつけ方、いうものがある。
　　 　 　 .i::::　　　 　 '''''''　　　　 　　 ''''''' 　 !
　　 　 　 !:::. 　 　 　（●　）, 　　　､（●　）､ !　　　　刀で決着をつけるのはお侍。
　　　 　 |::::..　　 　 　 　　.　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 　 l
　　 　 　 i;::::..　 　 　 　 　ﾉ　　　　　､ ゝ 　　!　　　　算盤で決着をつけるのが商人。
　　　　 　 ':;::::...　　　　　　 ー‐ ==イ　　　　/
　　　 　 　 .＼:::::.....　　 　 　 ヽ--‐'　　　／　　　　　刀で命の遣り取りして決着をつけるのが侍なら、
　　　　　　　　 ｀ゝ:::::........ 　　　　　......／
　　　　　　　 　　,ﾚ─── ､　　　　/　　　　　　　　知恵と才覚を絞って
　　　　　　　　 _j＿￣￣＼＼ ＼ /
　　　　　　　　l　　￣ -- ､＿ー ､ ＞　　　　　　　　 商いの上で決着をつけるのが商人なんや。
　　　　　　 　/　　　　　　　＼ ヽ､　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　ダディの言葉が、やる夫の胸を貫いた。
　
　
　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　刀で命の遣り取りして決着をつけるのは侍……
　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　 知恵と才覚を絞り、商いの上で決着をつけるのが商人……
　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　お前はんがしようとしたんは
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　刀を振り回すのに似てる。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　商人にとって一番恥ずかしいのは、
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　決着のつけ方を間違うことなんやで。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　やる夫は板張りに額を擦り付けた。
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　　申し訳、おまへんでした。
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　＋　　　　わかったんやったら、それで宜し。
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/ 　　　　+　　　 恥を知るようになって、一人前や。
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_ 　+
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　ダディは言い置いてゆっくりと立ち上がった。
　
　
. 
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　　　　いく夫とやらない夫も後に続いて席を立つ。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　／　 ＼　 　 ＼
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　　　　　 .（●）（● ） 　u.　|
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　　　　　（__人__） 　u　 　|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　.(｀⌒ ´　　　　　|
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　　　{ 　 　　　　　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　　　　　　　　　{ 　 　　　u.　/
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　 /
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　＼
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　ヽ
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　　　　　　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　　　　　　　　　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　　　　　　　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
　　ひとりになっても暫く、やる夫は顔を上げることが出来なかった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　夜、順慶町に行くやらない夫に誘われて、
　
　　　　　　　　　　やる夫は一緒に店を出た。
　
　
　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　／　　 ⌒　　＼
　　　　　|　　　（ へ）（へ）
　　　　　|　　U　 （__人__）
　　　　　|　　　 　 ｀`⌒´ﾉ　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　|　　　.　　　　　}　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　ヽ　　　　　　　.}　 　 　 　 　 ／　 ノ　　　＼　＼
　　　　　　 ヽ　　　　　ノ　 　　　　 ／ 　　（●）　（●）　 ＼
　　　　　／　　　　　　＼　　　　　 |　　　　　（__人__） 　　　|
　　　　 /　　/　　　　　}　| 　　　　 ＼＿　　　 `⌒´　　_／
　　　　/　　/.　　　　　 |　|　　　　　／　　　　　　　　　ヽ
　　　　|　　|　　　　　　.| 　|　　　 　|　　|　　　　　　　　 |
　　　　|　　| 　　　　　 ||　 |　　　　 |　　|　　　　　　　　| |
　　　　(_＿) 　　 |　　 |し__）　　　　ヽ　　ヽ 　　　　　 | |
　　　　　　 |　　　}　 |　　　　　　 　　　（＿）　＿　　　|_)
　　　　　　 |　　 |　/　　　　　　　　　　|　　　/　|　　　|
　　　　　　 |　　 |/　　　　　　　　　 　/　　 /　　|　　　|
　　　　　　（＿⌒）　　　　　　　　　　ヽ＿⌒)　　 （＿⌒）
　
　
. 
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　　　　　　天神橋を渡る風は冷たく、秋の終わりを感じさせた。
　
　
　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　 　 ／　ヽ､_ 　　＼
　　　　　(⌒）（⌒ ） 　　　|
　　 　 　(__人__） 　u　 　 |　　　　　　 もう秋も仕舞いやなあ。
　　　　　| |┬‐| 　　　　　|
　　　　　| |｜ .| 　　　　　|　　　　　　　この冬の寒天づくり、
　　 　 　（｀ー´　　　　　/
　　　　　　ヽ　　　　 　/　　　　　　　　美濃志摩屋はんはどないするんやろか。
　　　　　　　〉　　　　〈
　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　|　　　　　|
　
　
　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　……
　　　　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　|　　　 （ ⌒）（⌒)　　　　　　　何とか来年は
　　　　　　　.　|　　u　 （__人__)
　　　　　　　　 |　　　　　 |r┬|}　　　　　　　 美濃志摩屋の寒天を扱いたいもんやなあ。
　　　　　　　　 |　　　　　 |　| |}
　　　　　　　.　 ヽ　　　　　｀ﾆ}　　　　　　　　（あかん……
　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　/　　　 く　　　　　　　　　　　気晴らしさしたろ思たけど、話が続かへん……）
　　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　…………
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　やる夫が道を左に折れる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　　 ノ　 　 ＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　　 （●）　（●）　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　　 　　 ｀ ⌒´ 　 ,／
　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　::::i　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　/　　　　　　　::::|＿/
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼／　　　　 　 　 　::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　＼　::::/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　 　|::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |＼＿／/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＿／
　
　
　　　　　　／￣￣＼
　　　　 ／　　u　　ノ ＼　　　　　　お、おい、やる夫、
　　　　 |　　　 .u （ ●） |
.　　　　 |　　　　 　（__人_）　　　　 何処へ行くんや。
　　　　　|　　　　　 ｀ ⌒ﾉ
　　　　　 |　　　　　　 　}　　　　　 順慶町に行くんやったらこっちやで。
　　　　　 ヽ　u 　　　　 }
　 　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　 そっち行ったら船越町……
　　　　　　ノ　　　　　＼
　 　　 ／´　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）
　　　｜ U　　（___人__）
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__　　　　　　 お、お前！
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |　　　　 まさか、また…！
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/
　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　　　 　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　 　　／ 　＿,　 、＿　＼
　　　／ 　（ ―）三（― ）　.＼　　　　　　 違う。
　　　|　　 '"　（__人__）"'　　　|
　　　＼　　　　` ⌒ ´ 　 　／　　　　　　　もう阿呆な真似は絶対にせえへん。
　　　／ゝ　 　 "`　　　　　｀ヽ.
　 ／　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　 _-―――- ､._
　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　　 どないな店が紛い物の琥珀寒を作ってんのか、
　 　 ./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　 それを知っておきたいだけや。
　 　 l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l
　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/　　　　　 ついてこんでええぞ。
　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　／￣￣＼
　　　　 ／　　u　　ノ ＼
　　　　 |　　　 .u （ ●） |
.　　　　 |　　　　 　（__人_）
　　　　　|　　　　　 ｀ ⌒ﾉ　　　　　　　　　やる夫……
　　　　　 |　　　　　　 　}
　　　　　 ヽ　u 　　　　 }
　 　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　ノ　　　　　＼
　 　　 ／´　　　　　　　　ヽ
　
　
　それでもまだ心配そうなやらない夫に見送られて、やる夫は左の道を奥へと進んで行った。
　
　
. 
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　その店は、翠家のあった場所から五軒ほど谷町筋に寄ったところにあった。
　
　
　　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　　　　 ノ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　　　　@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 ┌─────────┐
　　　　　　　 |　 　 ┌──┐ │　 名代　 〈琥珀寒〉　 ｜
　　　　　　　 |　 　 │　 持│ └─────────┘
　　　　　　　 |　 　 │歓　 │　　:========:.:========:　　┏┓
　　　　　　　 |　 　 │　 帰│　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 │迎　 │　　|i.　　　　　l||i.　　　　　l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 └──┘　　|i＿＿＿__l||i＿＿＿__l| .(三三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　　 　　 　 |┬┬┬┬||┬┬┬┬|　 (三三)
　　　　　　　 |　 　 　 　 　　 　　 |┼┼┼┼||┼┼┼┼|　　┗┛
　　　　　　　 |＿＿＿______________|┼┼┼┼||┼┼┼┼|＿＿＿＿___
　　　　　　 　　 　 　　　 　 　　　.￣￣￣￣
　
　
　　小ましな建屋の料理屋で、堂々と「名代　琥珀寒」の看板が掲げてある。
　
　
. 
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　　　　　　　＿＿＿
　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼
　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|　　　　　　 （恥知らずめ……！）
　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　　　　唾を吐きかけてやりたい思いを、ぐっと耐える。
　
　
. 
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　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　 　　　／　　　　　＼　　　　　　　　（しかし、なんちゅうだらしのない店や）
　　　　　／_ノ 　ヽ､_　　　＼
　　　 ／（●）三（●）)　　　.＼　　　　　（暖簾は汚れまみれやし、入り口の脇には犬の糞が置きっぱなし）
　　　 |　　 （__人__）　　　　　　|
　　　 ＼　ヽ|r┬-|　/　　　／　　　　　 （店入る気ぃにもならんわ）
　　　 ／ 　 ｀ー'´　　　　　 ＼
　
　
　　紛い物の琥珀寒で、一度は客が釣れたとしても、二度三度と足を運ぶ者がいるとは思えなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　／ 　 　 　＼
.　　 　 　 ／　 　 　 　 　 ＼
　　　　／　　　　　　　 　 　 ＼
　　　　|　　　　　　　　　　　　 | 　 /⌒）
　 　 　 ＼　　　　　 　 　 　 ／ ／　／
　 　 　 　 >　　　　　　　　＜／　／　　　　　（それにしても、銀一匁も取る
　　 　 γ´ 　　　　　 　　　 　 ／
. 　 　 /　/､:::..　 、 　　　　　/　　　　　　　　　紛いの琥珀寒ちゅうのは、どないなもんなんやろ）
　　　/　/　）:::..　　　　　　　|
. 　／ ／ /　　 ,　　　　　　/
.　｀一' 　 ｉ 　　｜　　　　　|
　　　　　　ヽ＿,ヽ＿＿, 　|
.　　　　 　 /　　/　＼　　 ヽ
　　　　　 /　　/ 　 ノ　　,ノ
.　　　　 /　　/ 　 (＿__/
　 　 　 {　　/
　 　 　 ゝ-´
　
　
　　　　　　　今度は妙な好奇心が湧き、通りに面した障子の桟にそっと指をかける。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　一寸ほどの隙間を開き、中を覗く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いきなり怒声が響いてきた。
　
　
　　　　 　 　 　 ,　　　￣
　　　　　　　／　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　/
.　　　　　 ′ 　 　 ､　　 /　　　:. 　 i　　　　　　　　/i／i／i／i ,
.　　　　　 l　　=＝､ 〉iliく　,＝= 　　 l　　　　　､ .|`: : : : : ; : : : ' i
.　　　　　 l　　 　’彡ハ三ﾐ,’　" 　 i-､　　 　 !ミﾐ´゛゛゛""""ヾ彡',　　　　　　　　何やて！
　　　　 ,ヽ!　　　　　　　　　 　 　 　 =ﾘ　　　､i: :ﾐ ､＿　＿,＿ ﾐV/
　　　　 {k 　　　　ノ`-=-'ヽ　　　/ ｋ/　　　　ヾr////.几////ュ'　　　　　　　　 もう一遍、言うてみい！！
　　　 　`戔　　　　　　　　　　、　r-'　　　　　.r-i ￣　,　￣　　ト
　　　　　　 .i　 ー=＝＝ニﾆ` '.:　i　　　　　　 .ﾏ !　　　　　　　,!ﾉ
　　　　　　　＼　　　　　　　　　／　　　　　　　 ｀',　ｰ=＝-‐`,
　　　　　　　_i　＼＿＿＿＿／ﾄ､　　　　　　　　　＼　　　 ィ
　　　　　 ＜　!　　　　　　　　 /　 ＞ ､.＿　　　　_ !: :｀. .´: :!_　　　　　　　　　,,-――ー､
-―‐く　　. : : :　　　　　 　 . . . . .　　／//＞,　＜/ : : : : /: |/ヽ　　　　　　 .////彡三ミ`ヽ_
/////＼ 　 : :　＿ヽ ..　 /＿: : : :／//////　　　　 ヽ　 _ノ///`ー､　　　 .从彡/¨´_メヾヾ
l///////＞　､＿ .`　 　 '＿,　＜///////　. . .　　　 ∨/////////`ー--､[///]-[///]i!i!`
.l///////////////////////////////: : : : : : : .　　 }//////////////∧￣ .' ￣´ ,ﾉi!
..l//////////////////////////////: :　 : : : : : : 　 i///////////////∧ｰ==‐ ' ｨ/
　
　
　　　　　　　　　　　　この店の料理人らしき男たちが大声を上げている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　男たちに対するは一人の少女。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　__,､--‐-､＿
　　　　　　　　　　　　 　 ,.ｨ':´:l　　※　　l　 ｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　/: : : : :l　　　　　l!.　　 　＼
　　　　　　　　　　　　./: : :i: : : l　 ※ 　l!　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　i!: : : l: : : l　　　　.l　l!　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　.　 i!: :l: :.l!:l: : l　※　 l‐-､_　　　　　 丶
　　　　　　　　　　.　 i!.l:.ﾄ､:.l:l:.l: :l　　　 l: : : :.￣｀ー―-､ゝ
　　　　　　　　　　.　 i! ヽ!ヽ!:l:.ll:.:l .※　l: : : : : : : : : :|
　　　　　　　　　　　　i!　`l`ヽ!:l: l:l　　　l: : : : : : : : :.:l
　　　　　　　　　　.　　　　ゝ　i!l/:l .※. /: :l: : : : :.: : :l
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼i!i!l　　 l: :l:.:l: : : : : : : l
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｀/ ※ l: :.l: :l: : : : : : :.l
　　　　　　　　　　　　　 　　　 /　　 /､: :l: :l: : : : :l: : l
　　　　　　　　　　　　　　　,ｨ./ ※ /ゝ‐､ヽ: : l: : : l: :.l
　　　　　　　　　　　 　 ,ｨｸ／　 ／::::｀~`ｰ､!: :.l: : : l: :.l
　　　　　　　　　　　 　《!./ ※./::::::::::::::::::::::l: : :l: : : l: :.l!
　　　　　　　　　　　 　 ゞ! 　 /:::::::::::::::::::::::::l: : :l: : : l: : l
　　　　　　　　　　　　〃!.ゝｲ:::::::::::::::::::::::::::::l: : :l: : : l: :.:l!
　　　　　　　　　　　 〃.l　　l:::::::::::::::::::::::::::::::l: : :l: : : l: : :l
　
　
　　　　　　　　　背を向けているために表情は見えないが、
　
　　　　　　屈強な男たちに一歩も引いていない様子が見て取れた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　＿＿_
　　　　　　　　　　 ,ｨ'´　.／　 ￣ヽ､
　　　　 　 　 　 ／: l * /　　　　　　＼
　　　　　　　　/: :l: :l　 .l　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ,':.l:.:l: :.l * l　 　 　　 　 　 　l
　　　　　　　 l: l: :l: :.l　 l_　　　 ＿＿　　 l
　 　 　 _,､､r､l:l!ヽ!ヽ:l * l｀ｰ '´: : : : : ￣l´
　 　 　 `ヽ```i､　l　ﾘl　 l: : : : : : : : : : : :l　　　　　　　 何遍かて言うわ！
　 　 　 　 lｨ-､ﾊ　ゝ,. .l.*.l: : : : : : : : : : : :l
　 　 　 　 ゞi.　 ﾍ 　 `l!,ｨ'.l: : : : : l: : : : : :.l　　　　　　　こないなもん、琥珀寒とは違う！
　 　 　 　 　 !　 ,ｲ‐‐'´:::::::l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 l　/::l:::::::::::::::::l: : : : : l: : : : : : l
.　 　 　 　 　 〉'::::l!:::::::::::::::/; : :.: : :l: : :: : : : !
　　　　　 　 ./::::::::｀'ｰ､,／lll!: : : : :.l: :l: : : : :.ﾍ
.　 　 　 　 　 ＼::::::::::::::j三||: : : : : l: :l: : : : : :.ﾍ
　　　　　　　　　〉､:::::l´::::￣l: : : : : l: :l: : : : : : :.ﾍ
　 　 　 　 　 ／::::::`'´::::::::::::l: : : : : :l: :l: : :l: : : : : ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震える声が聞こえた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　思ったより幼さの残る声。
　
　
. 
　

896   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:54:45 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その声。
　
　
　　　　　　　__,､--‐-､＿
　　 　 ,.ｨ':´:l　　※　　l　 ｀ヽ､
　　　/: : : : :l　　　　　l!.　　 　＼
　　./: : :i: : : l　 ※ 　l!　　　　　 ヽ
　　i!: : : l: : : l　　　　.l　l!　　　　　 ヽ
.　 i!: :l: :.l!:l: : l　※　 l‐-､_　　　　　 丶
.　 i!.l:.ﾄ､:.l:l:.l: :l　　　 l: : : :.￣｀ー―-､ゝ
.　 i! ヽ!ヽ!:l:.ll:.:l .※　l: : : : : : : : : :|
　　i!　`l`ヽ!:l: l:l　　　l: : : : : : : : :.:l　　　　　　　 似ても似つかん、偽物や！
.　　　　ゝ　i!l/:l .※. /: :l: : : : :.: : :l
　　　　　 ＼i!i!l　　 l: :l:.:l: : : : : : : l
　　　　　 　 ｀/ ※ l: :.l: :l: : : : : : :.l
　　　 　　　 /　　 /､: :l: :l: : : : :l: : l
　　　　　,ｨ./ ※ /ゝ‐､ヽ: : l: : : l: :.l
　 　 ,ｨｸ／　 ／::::｀~`ｰ､!: :.l: : : l: :.l
　
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　似ている。
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ
　　　　　|　 U 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）　　　　　（いや、でも、まさか）
　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　　／| U ﾚ'/／)
　　　　γ⌒　　 　｀ ー'´　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ
　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／
　
　
　　　　　　　　　　　　耳の奥に残る、懐かしいあの声。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大柄の男が娘の胸ぐらを掴む。
　
　
　　　　　　　|　　 i　　　　　　::ヽ　　　 /　　　　 　 　 　 　 : : l
　　　　　 　 .l　　/　　　　　　　::ヽ　　i　　　　　　 ,　､-　　: : |
　　　　　　　 l　　　　＿　　　　　::i | V､　 ,rー n´　　i　　: : : !　_
　　　　　　　 .l　 ￣/　　,.､ ＜＿//__ヾ: : : !_　 ¨　　,/// : : :: ´〃
　　 　 　 　 　l　 　 !　　゛"　 ノ､: :　　＼: : :＿￣¨´　　　. : : :＿
　 　 　 　, - ､i　 ヾ乂＿　 〃//　 |　　　　　　￣　　　　: : : :',: :
　　　　　i . .ナ　　　　　 　 彡　 　 '　　 . : : : .　　　　　. : : l :ノ:
　　 　 　|　 . ./　　　　　　　　　 ,　　　　　　　}: .　　　 . : : :i:!/: :
　　　　　!　 : く　',　　　　　　　. :i r-､. . .r'` -'　　　　 . : : : :i: : :　　　　 ようもぬかしたな。
　　　　　.{{､　　｀ ,: .　　　　　　　　　　　　　　　　　　. : : : : :l￣
　　　　　　 {{､　: :', : .　　　　　　　　_　　-―――- ､: : : : : l＞､　　　　 銭だけ置いて、さっさと去ね！
　　　　　　　 .{{ゝ-ヽ　　　 /　, -__´_ 　　　　　ー-- }i: : : : :l: : :
　　　　　 .＿／　　∧　　　　{_¨＿　　-―　　　　￣: : : :／l: : : :
　　　　.／／ 　 　 　∧　　ヽ　　　　＿＿　＿　 ｀: : : ／ : i : : : :
　,　＜//　　　　　　　 ',＼　 `　´　´　　 　 　 . : : :.／: : : :i: : : : :
///// |　　　　　　 . : : i　 ＞　　　　　　　　. : : ／: : : : : :i: : : : :　.
///// |　　　　　. : : : : :ヽ　　: : :＞ . ＿＿_ ／: : : : : : : : : : : : :
/////∧　　　. : : : : : : : :i　　　: : : : : : : : : : : : : : : : /: : : : : : : :
///////＼ . : : : : : : : : : :　　　　　: : :: : : : : : : : : : /: : : : : : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿_
　　　　　　　　　　 ,ｨ'´　.／　 ￣ヽ､
　　　　 　 　 　 ／: l * /　　　　　　＼
　　　　　　　　/: :l: :l　 .l　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ,':.l:.:l: :.l * l　 　 　　 　 　 　l
　　　　　　　 l: l: :l: :.l　 l_　　　 ＿＿　　 l
　 　 　 _,､､r､l:l!ヽ!ヽ:l * l｀ｰ '´: : : : : ￣l´
　 　 　 `ヽ```i､　l　ﾘl　 l: : : : : : : : : : : :l　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ｱｼ
　 　 　 　 lｨ-､ﾊ　ゝ,. .l.*.l: : : : : : : : : : : :l　　　　　　　　　 こないな紛い物に払うお銭はない！
　 　 　 　 ゞi.　 ﾍ 　 `l!,ｨ'.l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 !　 ,ｲ‐‐'´:::::::l: : : : : l: : : : : :.l
　 　 　 　 　 l　/::l:::::::::::::::::l: : : : : l: : : : : : l
.　 　 　 　 　 〉'::::l!:::::::::::::::/; : :.: : :l: : :: : : : !
　　　　　 　 ./::::::::｀'ｰ､,／lll!: : : : :.l: :l: : : : :.ﾍ
.　 　 　 　 　 ＼::::::::::::::j三||: : : : : l: :l: : : : : :.ﾍ
　　　　　　　　　〉､:::::l´::::￣l: : : : : l: :l: : : : : : :.ﾍ
　 　 　 　 　 ／::::::`'´::::::::::::l: : : : : :l: :l: : :l: : : : : ＼
　
　
. 
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　　　　　平手打ちの音が響き、娘の身体が壁に叩きつけられる。
　
　
　　　　　　　　　　　_.．　　　´￣￣￣￣/
　　　　　　　　　 ／　　　_.．ィｱ⌒ヽ　∨
.　　　　　 　 　 /.斗=::::::::＜/∧::::::∧　}＼
　　　　　　__〃:::::::::::::::::::::::::::::::}}:::::::::::∨: : :＼
　　　 ｒ-,〃〃::::::::::::::::::::::::::::イﾊ::::::::::::::＼: : : :＼
　　 /￣ {{ {{::::::::::::::::::::::::／!八:::::::::/⌒へﾞ， : : : ＼
.　__「 ア´Ⅵ:::::::::::::::::::／: : ﾄ､: ＼:/ ｰ┴7∧: : : : : :ヽ
　{,ﾍ (_　 /{{:::::::::::::／: /: :/　 ≫‐| 　 У |:::ﾊ : : : : : : :.
　∨ﾉ ﾉ´　{{:::::::／:､:У／　 〃/(_　　'　ノ::::::| : : : : : : : :.
　　(/　 　 {{:／＼: 〈ｘ=ﾐ　 _ノ＾{{　｢_∠::::::::::::| : : : : : : : : :.
　 　 　　　 〈:::::::::::ヽ:＞:::::{{　　 ヾ==く〈:::::::::: | : : : : : : : : : :.
　　　　　　ｨｱ=≠'´:::::::::::::{{　　　　}　|ｿ＞-イ: : : : : : : : : : : :.
　　　　 　 〈::::::::::::::::::::::::::::{{＞―ｒｆ　 |ｿ///ﾘ: : : : : : : : : : : :＼
.　　　 　 　 〉、::::::::::::::::::::::{{:::::::::: i{　 |ｿ,'//〈: : : : : : : : : : : : : :.＼
　　　 　 ／: : ＼:::::::::::::::::::{{:::::::::::ﾘ＿|ｿ///ﾑ: : : : : : : : : : : : : : : :＼
:　　　／: : : : : : :＼:::::::::::: {{:::::::,仏77/／:::::::|::`::...、: : : : : : : : : : : : :`ー-=ミ
　　 /: : : : : : : : : : : `丶、:ヾ: //:::|//::::::::::::: |::::::::::::`::..、: : : : : : : : : : : : : : :
.　 /: : : : : : : : : : : : : : :/:＼://::::::|/:::::::::::::::::|:::::::::::::::::::::`::.､: : : : : : : : : : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　その勢いで、その頭から手拭いが落ちた。
　
　
. 
　

900   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 00:56:58 ID:2sQjFAgc0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　娘の顔を見た、その瞬間。
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　　　　　　　　　だが、やる夫にとって、そんなことはどうでも良かった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　それより、火傷のない左側の顔。
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　　　　　　　　　　　　そう、左半分に、忘れえぬ人の面影が残っていた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忘れえぬ、少女の。
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　　やる夫は言葉にならない叫びを上げて、入り口から中へ飛び込む。
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　　壁に叩きつけられたままの恰好で、娘が男たちを見据えている。
　
　右半分、焼け爛れた顔が、鈍い行灯の光で一層凄みを増して見えた。
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　　　　　　　　　　娘に手を出した男は、腰が抜けたらしく
　
　　　　　　　　　　尻餅をついたままぱくぱくと口を動かす。
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　　　　　　　　　　　　　　　娘がやる夫を見た。静かな、哀しい目。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紛れもなく、翠星石だった。
　
　　　　　大火で行方知れずになって五年、十五歳を迎えたはずの翠星石だった。
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　　　　やる夫は翠星石の腕を掴むと、肩を抱くようにして表へ飛び出した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　二人は天神橋の袂まで逃げて来た。
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　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は俯いたまま口を開かない。
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　　　　　　　　やる夫は、翠星石の顔を覗き込みながら、矢継ぎ早に問う。
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　　　　　　　　　　　　　　翠星石はやる夫の手を払い、袖で顔を隠す。
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　　　　　　　　　　　　翠星石はやる夫を見ようともしない。
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　　　　　　　　　　　　　　　思いがけず、冷ややかな声だった。
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　　　　　　　翠星石はくるりと背を向けて、橋とは反対の方向に歩き出した。
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　　　　　　　　　　　　　やる夫は翠星石の袖に追い縋る。
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　　　　　　　　　　　　　　それを翠星石が邪険に払う。
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　　　　　　　　　　　　　　　また縋る。
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　そうやって、縋る、払う、を幾度となく繰り返すうちに、気がつけば周囲に人垣が出来ていた。
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　　　　　　　　　　　　　　野次馬たちのあまりな物言いに、翠星石は唇をわななかせた。
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　　　　　　　　　　　そうして、顔を覆うと、人垣を掻き分けて走り去った。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は呆然とその場に立ち尽くした。
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　　　　　　翠星石の言葉が、その悲しみと苛立ちが、
　
　　　　鋭い矢となってやる夫の胸を射抜いたのだった。
　
　
. 
　

922   ◆8epcM/V4rs 2014/03/16(日) 01:08:50 ID:2sQjFAgc0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
　







第六章 約束


17   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:01:49 ID:XiYszMiA0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第六章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 約束
　
　
　
　
　
　
　
　
　
. 
　

18   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:02:19 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は、順慶町の夜見世を訪れていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順慶町に来るのはおよそ十年ぶり。
　
　井川屋に奉公に上がったその日にダディに連れられてきたのが初めてで、彼はその頃十歳だった。
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　　　天明の飢饉の頃は流石に振るわなかったと聞く夜見世も、今は往時のままの繁盛ぶりで、
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　　　　　　　　　　　　　十年という歳月が流れたのが嘘のようだった。
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　　　　　　　　　　こちらに背を向けて、団子に餡をまぶす作業をしているのは翠星石だ。
　
　
. 
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　　やる夫は、夜見世を何往復もして、しかしやはり声をかけることが出来なかった。
　
　
. 
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　　　　　 翠星石の団子は、柔らかな餅を少し固めの餡で包んだ上品なもので、
　
　　　　　おちょぼ口の女性でも難なくひと口で食べられるのが人気のようだった。
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　　さほど多くは作っていないらしく、五つ半（午後九時）になる前に売り切ってしまった。
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　　　　　　　　　　　　　　　見世をしまい、翠星石とお銀、二人連れ立って帰る。
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　　　　　　　やる夫は迷いながらも後を追った。
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　　　途中、いく度も声をかけよう、かけよう、と思うのだが、
　
　　昨夜の『むごい』という言葉が蘇って、どうしても出来ない。
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　　　　　　　　　　母親を気遣うように、翠星石はそっとその背中に手を添えて夜道を歩く。
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　　　　　　　　　　　　　　　その後ろ姿は、本当の母娘以外の何物でもないように思われた。
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　　　　　　　　　　　　翠星石とお銀との関係をあれこれ考えながら、
　
　　　　　　　　　　　　やる夫は二人から少し距離を置いて後に続く。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　二人は長堀川に沿って歩き、堀江に入った。
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　　　　　せせこましい店が並ぶ一角、その更に一番端の傾いた裏店が二人の住まいのようだった。
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　　　　　　　　地面に排水が溜まり、足元をじめじめと濡らしている。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　 （翠家の嬢さんが、こないなとこに……）
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　やる夫は何とも言えない苦い思いで、ちゃんと閉まらない戸口を見つめた。
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　　　　　　行灯に火が入ったのだろう、中から薄い明かりが漏れる。
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　　　　直に戸がぎしぎしと鳴って、桶を抱えた襷掛け姿の翠星石が現れた。
　
　遠目ではわからなかったが、火傷をした右半面を覆うように手拭を巻いている。
　
　
. 
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　　　翠星石は、目の前に立っている人影に気付いて、はっと身構えた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は震える息を吐いた。
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　　　　　　　　　振り向くと、お銀が部屋の戸口に立ってこちらを見ていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　怪訝そうにやる夫を見、翠星石に尋ねる。
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　　　　　　　　　　　　　お銀は翠星石を背中に庇うと、やる夫に向きなおる。
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　　　　　　　　　　やる夫の言葉に、お銀は怯えたように両目を見開いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が優しく女を抱きよせる。
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　　　　　　　　　　　　　　お銀は悲壮な顔で翠星石に縋った。
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　　　　　　　　　　　きらきー、と我が子の名を呼ぶ取り乱した母親。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　少女を背負う、中年の女性。
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　　　　ふいに、やる夫の脳裏に何年か前に天満宮の境内で見た光景が割り込んできた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お銀は泣きじゃくって翠星石に縋りついている。
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　　　.　　/　 ,!:l:ヽ.:.ヽ.i／:|/././」'./ ﾘ　 ＿, -z'　Y.:∧.:.:!ヽ!| ＼_.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:
　　　.　 ,'v_ 代:',､:ヽ.:.ヽ.:.:i//./ﾉ./　 　　￣´ 　 ,':,ｲ/ﾊ.:|:::::i|＼.:.:.¨ヽ.＿＿　　　　　　お母はんを置いて、
　　　　 {,ﾎ　|　',ﾍヽ ＼:ヽ////./　　　　　zxx /'´,'ノ:::|/￣¨ ‐-．＿_.:.:.:.ヽ.￣
　　　　 ヽ　ﾉ　 ヽ', {＼｀ヽ＼_zxx　　`__ ,． 　　 人＼__::::::::::::::::::::::::::::￣￣￣　　　　 何処へも行ったりせえへんよ。
　　　　　ﾄvヽ　　 ＼ヽ.＼:｀ヾ.￣　　 　 　　　／| :::＼＿｀¨:::::‐-．＿＿＿＿_
　　　　　ヾ｀ |　　　　　｀ｭ､`.:､｀マ'ェｧ､‐-‐''´　 jヽ＿＿_｀＞､‐-．＿＿＿＿_
　　　　　　｀¨!｀ー- ､／.::.::`ーY｀ｧ-}｀'‐‐x― '´　ﾄ、,、,、:::::::::＼＿
　　　　　　　 ヽ、＿__ヽ-=､_,､f'/_ﾌｧ＝ァｿﾄ＝,ゝ､__} /ｲー--､:::::::::::｀¨ ‐-．__
　
　
　　　　　　翠星石は、お銀を抱き締めて、小さい子をあやすようにその背中を優しくトントンと叩く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は顔を上げてやる夫を睨む。
　
　
　　　　　/:/:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./:.:l:.:.:.:l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.',:.:.:.:.:.:.ヽ
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　　　　':.:!:.:.:.:.:.:.:.:!:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:///,:.:./:.l:.:',:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:!:.:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　:.:l:.:.:.:.:.:.:.:.!:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:./// ,:.:/:./:.:.:.',:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:.:!
　　　　/|:.|:.:.:.:.:.:.ｌ:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::／イ/ /:/:./ﾄ､:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:!|:､
　　　　:.:!:.!:.:.:.:.:.:.l:｀l丶､:.:.:.:.:.:／／., ' ./:/:./ !ｌ ヽ:.:.:.:ヽ:_..- ':.:!:.:l:.:.:.:.:.l:.!:.ヽ
　　　　:.:.!:.!:.:.:.:.',:.',:.!:.:.:.:.:＞'＜、／　//,:./　 !ｌ　_＞＜＼:.:.:.l:./:.:.:.:.://:.:.:.:
　　　 ...:.:.:',:',:.:.:.:.ヽV｀ヾ/////////////　ーrィ=＝ 〒ア､/:':.:.:.:..://:.:.:.:.:　　　　　　　　 ｲ
　 　 .....-､,.ﾍヽ:.:.:.:ヽヽ//////////´〃　　　 弋_ｰ'.ノ '　 /:.:.:.:.:.//､:.:r‐‐　　　　（早う、去んで）
　　　 　 ヽ.-l　＼:.:.:＼､///////／´　 　 　 　 ヽ　　 ／':.:.:.／/ ,.-Ｊ
　　 　 .／ 　.!　　 ヽ､:.ヽヽ､///　　　　i　 　 　 　 ‐,.'ィ":.／ 　 !/　　｀
　　　　ヽ、　 ,!　　　l l｀ヾ.＝-　　　 _._　_._　　　-‐"‐／ｌ !　　 l ）　　／ 〉
　　　　） .!　へ!　　//　　｀丶､　 　 　 ...　　　　 ,.　'´ 　 l !　　!<　,　　 く
　　　　　 ヽ_￣l 　 l !　　 　 　 ｀丶､　　　_..　'"　　 　 　 !l 　 !　 / -,.､ノ:
　　　　ヽ-､　',　!　 !l　　　 　 ／::,二 ｀"´二､:＼　　 　 ,ｲｌ　 l　 '　 /: : : :
　　　　: :!: :}　l　 !　!l 　 　 ／::／ ／/:｢ﾄ､＼ ＼::＼　 / l.!　l　　　 〉: : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼
　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　　　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ
　　　　　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ　　　　　　　　　　　　……
　　　　　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l
　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/
　　　　　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ
　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼o
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はしょんぼりと翠星石に背を向ける。
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　　　　　　　その夜。やる夫は丁稚部屋に戻っても眠れなかった。
　
　
　　　　　　　／ ￣￣￣ ＼：
　 　 　 ：:／　　　　 　　　::::＼：
　 　 　;： |　　　　　 　　　 :::::::| ：
　　　　　 ＼.....::::::::: 　 　::::, ／　　　　　 （嬢さん…生きてなはった……）
　　　 　 r "　　　 　.r　　／ﾟ。
　　　　：|::|　　　　 ::::|　:::i　　　　　　　　（せやのに、私は嬢さんを
　　　　：|::|:　 　 　.::::|　:::|：
　　　　：`.|:　 　 　.::::|　:::|_：　　　　　　　　苦しめることしかできひん……）
　　　 　：.,':　 　 　.::（　　:::}：
　　　　 ：i　　　　　　`.-‐"
　
　
　　　翠星石のことを『雪華綺晶』と呼ぶ女と、どんな経緯があるのか。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼　　　　　　　（せやけど、今の嬢さんが
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ　　　　　 あのお人の娘として
　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ
　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l　　　　　穏やかに暮らしてるんやったら、
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ　　　　　　それでええんやないやろか……）
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼o
　
　
　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　　　　（私が係わることで
　　　　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　　　　　嬢さんが苦しみはるんやったら、
　　　　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）　　　　　　　もう二度と会わんほうがええ……）
　　　　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今にも倒れそうな裏長屋。
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,ノ 　 ヽ,_　ヽノヽ_)ﾉ:l　'ｰｰ＜.　　/ 　|.　　ヽヽヽ._ ｀二¨´　／ノ ﾉ　　　　　　　　　　　　 化け物！
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＼＿＿_,／|　 !　　::::::l、　　＼　　＼| ＼　　　＼ヽ 　　/ ノ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石を囃し立てる不心得者。
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　 　 　 __　- ´´￣　　 　 　 ｀¨ ‐ ､
　　　　　　　　 　 , -'"´: 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　 ヽ
　　　　　　　　／. : : : :　　　　　　　　　　＿／　　、　丶
　　　 　 　 ,,.'. : : : :　　　　　　　 　 　 　/　/::::::ヽ　ｌ 　 ヽ、
　　 　 　 /. : : : : :　　　　　　　 　 　 　 {　 {:::::::::ﾉ　!　　　ヽ
　 　 　 /. : : : : :　　　　　 　 　 　 　 　 丶　｀　´ ノ 　 　 　 ヽ
　　　 /. : : : : :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀ー‐ ´　/　　　　　 　ヽ　　　　（せやけど、
　　 ./. : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!、　　　　 人ノ　　　　　　　　　　ﾀﾞﾝ
　　/. : : : : :　　　　　　　　　Ｕ　　　　　　　　　　　 ｀i｀ ﾆ二--　i　　　　　 翠家の旦那さんが生きてはって、
　 /. : : : : :　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀´ 　 　 　 l
　,'. : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　　　今の嬢さんを見はったら、
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　　　どれほど心を痛めはることやろか……）
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 ヽ、: : : : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　ヽ､:_: : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　 ｀¨i : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギから受けた恩義もある。
　
　　　　　　　　　　　このまま放っておいて本当に良いのか、やる夫の思いは晴れなかった。
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　　　　　　　　　　　　その翌日の早朝のこと。
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　　　　　　　　番頭のいく夫は、いつものように帳場に腰を下ろし、
　
　　　　　　　　　動きのない帳簿を眺めては溜め息をついていた。
　
　
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　 そら、商い休んでるんやから当たり前やけど、
　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　動かん帳簿っちゅうのは、気ぃ滅入るわ……
　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、開けている戸口に人の立つ気配を感じた。
　
　
　　　.　　　/: l: : : :ll:.l: l/: ﾍ//./　　　　　　　 ￣　 　l: : :/: : :l: : ∧
　　　　　 /: : l: : : :.lﾍ!､!: :ヽ＼　　　　　' 　 　　 　　/:／: : : :ll: : : ∧
　　　.　　l: : : l: : : :ﾍ ` ヽ: : :＼ 　 　　- - 　 　 　／ : : : : :/ l.: : : :∧
　　　. 　 l: :.: :l: : : : :ﾍ　　 l: : : : ＞　､,_　 　 ,. .＜: : : : : ／ /: : : : : :.',　　　　　　　ごめんやす。
　　　　　l: : : :l: : : : : :.l　　.l: : : : l´､!. 　 ｀´ 　 l,ｨl: : : : :/　 /: : : : : : : :l
　　　.　 ﾉ: : : : :lヽ_/ヽl　　.l-‐'´ 　 `ｰ､＿,.ｨ.'´　 `ｰ-/　 ./_r､,､＿_: : l
　　　　/: : : : l´ゝ　く´l　　.l　　　 ,ｨ=＝仝＝=ﾐ､　　/　　.l. （ 　ゝ‐､ヽ:',
　　　./: : : : /:::〈　 l´ l　　 .l　　 〃　〃||||ﾐ､　ヾ､　l　 　 l 　〉_　<'´:::::l:
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　　　　　　あい済みまへん。
　　　　　　　　　　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　　　　井川屋は今、お休みを頂いてますのや。
　　　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　ヾlヽ: :ヽ.//./　　　　　　　　 ｀´/ .イ　　 i: : : : : ::l
　　　　ﾄ: :ヽ: : //　 　　　　　　""　/イ　!　※.i: : : : : : l　　　　　 すんまへん、
　　　　|::ヾ、ヽﾄ ゝ　　　`　　　　　／　ィ'i　　　i: : : : : : .ｌ
　　　　!: :i　　 ヽ、　　 　 ＿　　　 , -'"トi※ 　i: : : : : : : l　　　　　寒天を求めに来たわけやないんです。
　　　 .l: : i　※ .i: :｀:ｰ-　,,`_´,, - '　 ／　i　 　 i、: : : : : : l
　　　 l: : .i　　　i r‐- ．..,r'´ /　　／　.／i　.※i〉7´￣`､_.l　　　　丁稚のやる夫さんに
　　　l : : i ※　iノ:.:.::.r'/　　.!__／　 ∠＿i　　 .i　＞.:.:.:.:.:.｀i
　 　 l : : i　　　i:.:.:.:.:「/　 __.|.|'　　　　　　.i※　i　７:.:.:.:.:.:.i´　　　　お目にかかりとうおます。
　　/: : : :i　 ※i:.:.:.:「/ ／.ィl ﾄ、　　　　　i　　 .i／:.:.:.:.:.:.:.:l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　 やる夫？
　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　ﾍ: :.:l! `､///.//.　　　 　 ､弋::::::ﾉ ´ /: : :.:/　　 /: : : : :..:l
　　　 　＼i!　 , ///　 ,　　　　　 　￣　 //: ::／ ※　/: : : : : : :l　　　　　へえ。
　　　　　 |`※ ',./　　 ` 　 　 　 　 　 ／/／　　　　/: : : : : : :. :!
　　　　　 |　　　ヽ　　 　ー 　 　 　　／／!　※　 /.: : :: : : : : : :l　　　　　出来れば、旦那さんにも
　　　　　 |　※　　l:.ヽ､　　　　　 　,／´|:.l 　 　 　l: : : : : : : : : : :l
　　 　 　 |　　　　|: |: : :＞ .-‐ ＜´　 ,ｨ´|　 ※　/: : :|: : : : : : : : :l　　　　ご一緒して頂いて……
　　　　　 |　※　.|: :|: :: : :.ﾊ,__,,､ｨ'''"´　 .|　　　 /: : : :|: : : : : : : : :.l
　　 　 　 |　　　 |!:_: :._,ｨ'´ｨｹゞ､　　　　 |　※　|ゝ‐--r､: : : : : : : :.l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　　　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　　　あんさん、
　　　　　　　　　　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)
　　　　　　　　　　　　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |　　　　　　　　　どなたはんだす？
　　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫は訝しげに娘を見た。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美しく一礼して見せる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,､-‐ ''´￣｀''―-､,
　　　　　　　　　　　　　　　 , ｨ'´,ｨxXxXxXxXxXxヽ ｀ヽ､
　　　　 　 　 　 　　 　　 ,ｨ'´,ｨXxXxXxXxXxXxXxXxヽ､ ヽ
　　　　　　　　　　　　／　/XxXｨ'´: ￣:￣:￣｀'ヽ､xXxXヽ　ヽ､
　　　　　　　　　　_／ 　./x／:／: : :／: : : : : : : : : ヽxXx!ヽ　　＼
　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./
　　　　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
　　　　　　　　　　　/:./: : :/: : /: : :／:／: : : /i:.|: : : : :lxXx!.l､/
　　　　　　　　　 　 i:./i!: :/: :.//:／:／: : : : //.l:|!:l: : : :lXxXl∧
　　　　　　　　　　　|!　i!l/!:./:/:./:/: : : : :／/‐十ﾄ!l: :.:lXxX.l: :ﾍ　　　　　　　　　　　　 以前、船越町にございました
　 　 　　 　 　 　 　 |" l l |/: l:/:.//／／.／　　|　`!: :.lxXx/: : :.ﾍ
　　　　　　　 　 ,ｨ'´/xXx |ﾄ､:l: l////　　　 ゝ=-' ./: /xX./: :|: : :.ﾍ　　　　　　　　　　　『翠家』の娘、翠星石でございます。
　　　　　　 ,ｨ'´: : :/XxX/riｨ!`ｰ`/./　　 ,　 　 　 /／lXx.i: : :.l: : : : :`.､
　 ＿_,､-‐'´: : : :./XxX/ｨ´i.`j　 ` ､　　 ｰ　　 ／´　 |Xx.l:_: : |: : :i: : : :.＼　　　　　　　ご無沙汰いたしております。
￣: : : :／: : : : : lxXxX!..〈 .i.ゝ. 　 ,ｨ=≧､-,,≦＝=,　 lxXlYj､: |: : :|: : : ＼:｀'ー--
: : :＿＿: : : : : :,lXxXxl...ｲ, i ﾌ 　 《　　,ｨ又ﾄ､　 　》　ヽX|､ｨj､: : :.:l: : : : : ＼: :ｰ-
.ｲ´...........￣￣´.lxXxX!....ゝ.i`j　　 ゞ=ｲ"〃ヾゞ=ｲ´.　　＼!､ゝ､: : :l: : : :: : : :＼: :
............................../XxX!|.....`i i.ｲ　　　　　〃.ｨj　ゞ､　　　　 ﾍXx＼: : : : : : :＼: : :｀:
.........................../XxXx/......ゝ.i 〉　　　　〃ｲj　ﾄj　ゞ､　ｨｪｸ≠ヽｘX＼: : : : : : :＼: :
......................../xXxXxi....../`j.i.ﾄ､ 　 　 　 ｲj.....ﾄｨｹ≠ｲ"......./　VXｘX.＼: : : : : : ＼:
...................../xXxﾊXx!.／iii ゞｸゝﾍ_ﾊｲ^"ｹ......`´.............././､_　∨XxXｘ.＼: : : : : : :
................./,､xXxゝヽ,//ヾ＝ゝﾄｲゝｲﾍﾉﾄｲ.......................... /､.....｀`ｰVXxXxXx＼: : : :
..............r-ゝ.ヽ,ｨ'´　 ヽ_r.､_,､..《三三!　l....................ヽ.....i.....ヽ,.....ゝ..ﾍxXxXXXx.＼: :
.........../x｀＞ ,､-　　　ゝﾉ.〈.ｲ`'ｰ-､_i! .ゝ-､......................i､........i!............ヽxXxXxXxXヽ
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |.::::::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ:::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |:::::::/ .u_ノ　　ヽ.　|:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:::::〉 ((●）) (（●）)|　　　　　　　ええっ！？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（@　 ⌒（__人__）⌒ ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　ヽ　|!il|!|!|　/ .|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　＼.u　　|ｪｪｪ|　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　 　 　 　 　 　 /:::::::::::::::::::::::::U::::.:ﾞｉ.
　　　　　　　　　　　　　 |ﾞｉ::::::::::::::::::::::::::::::::::::|.
　　　　　　　　　　　　　 |〈::::::::::U:::::::::::::::::::::::|.
　　　　　　　　　　 　 　 (@）::::::::.:::::::::::::::::::::::|.
　　　　　　　　　 　 　 　 |　ヾ:::::::::::::::::::::::::::::|　　　　　　　　　　だ、旦那さん！
　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ､　.''ｰ'''ｰ'ﾞ'ｰ''ヾx
　　　　　　　 　 　 ,,.. ．-‐ ' 　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 一大事！
　　　　 　 　 　 <"　　 ,__,,_　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　 　 　 ヽヾ丿　　|　　　　 　 　 　 　 i　　ヽ　　　　　 一大事でおます！！
　　　　　　　　 　 　 ヽ＆　i　 　　　　　　 　, -ii、ヽ、 )
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　　 へ. 　i　　　 i^ﾞ''"
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　 /　　＼|　　　 |
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　/　 　　 |　　　 |
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　 /　　　　 ｀--- ´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　縺れた足で店の奥へと転がっていく。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　井川屋の奥の間に、翠星石は迎え入れられた。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　嬢さん、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 よう生きておいでで……
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　ダディはそう言ったきり絶句した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　 　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　　　　　 ／.（○）（○）＼
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　 .　|　　　　　　　　|
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　　　　|　　　　　　 　|
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　　　　　 .　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　|
　
　
　ダディの横にはいく夫が、その後ろにはやる夫とやらない夫が控えている。
　
　　　　　　　三人とも、呆然として翠星石を見つめていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 , ､ -――――- ､_
　　　　　　　　　　　 , ｨ'´　　　　　　　　　　　 ｀ｰ-､
　　　　　　　　　 ,ｨ'´　　　　＿＿＿＿＿　 　　　　＼
　　　　　　 　 ／　　 ,､-‐'´　　　　　　　　｀ｰ-､ 　　　ヽ
　　　　　　 ／　　 ／　　_,､-――――- ､,__　 ＼　　　ヽ
　　　　　 / 　　 ／, -‐'´: : : : : : : : : : : : : : : :｀ヽ､ ヽ　 　 ヽ
　　　　／　 　 /／: : : :/: : :./: :: : : : : : : :/: : : : : :＼ヽ　　　＼
　　 ／　　　　/: : : : : /: : : /: :/: :: : : /: /: : : : : : : : :.ヽ.　　　　>　　　　　 生きていて良かったんか、
　　 ＼　　　 ,':l: : : : :/: : : :.l: :.l: : : : :/: / ∨: : : : : : : : :l　　 ／
.　　　　＼　 l: l: : : : : : : : : l: /: : : :/:.:./　 ∨: :ヽ: : : : : l,.ｨ'´　　　　　　　　悪かったんか……
　　　　　 l＼l: l: : : : /: : ／l/l: : ／/:./-―‐弋: l:ヽ: : : :l: l
　　　　　/!: :.l: l: : : /:././///!／ /／_,イﾓ:ﾊ､ヽl: : ヽ: :.l: :',　　　　　　　　 私、顔のこちら側を酷う火傷してしもて、
　　　　/: : : :.l: l: l:./ノ./////l　／　 ´ 辷:::ソ."ヽ: : : ヽ:l: ∧
.　　　/: l: : : :ll:.l: l/: ﾍ//////　　　　　 ￣　 　l: : :/: : :l: : ∧　　　　　　　こんな形で堪忍しておくれやす。
　　 /: : l: : : :.lﾍ!､!: :ヽ＼././　　　' 　 　　 　　/:／: : : :ll: : : ∧
.　　l: : : l: : : :ﾍ ` ヽ: : :＼ 　 　　- - 　 　 　／ : : : : :/ l.: : : :∧　　　　　 このままご挨拶さしてもらいます。
. 　 l: :.: :l: : : : :ﾍ　　 l: : : : ＞　､,_　 　 ,. .＜: : : : : ／ /: : : : : :.',
　　l: : : :l: : : : : :.l　　.l: : : : l´､!. 　 ｀´ 　 l,ｨl: : : : :/　 /: : : : : : : :l
.　 ﾉ: : : : :lヽ_/ヽl　　.l-‐'´ 　 `ｰ､＿,.ｨ.'´　 `ｰ-/　 ./_r､,､＿_: : l
　/: : : : l´ゝ　く´l　　.l　　　 ,ｨ=＝仝＝=ﾐ､　　/　　.l. （ 　ゝ‐､ヽ:',
./: : : : /:::〈　 l´ l　　 .l　　 〃　〃||||ﾐ､　ヾ､　l　 　 l 　〉_　<'´:::::l:ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,､-‐ ''´￣｀''―-､,
　　　　　　　　　　　　　　　 , ｨ'´,ｨxXxXxXxXxXxヽ ｀ヽ､
　　　　 　 　 　 　　 　　 ,ｨ'´,ｨXxXxXxXxXxXxXxXxヽ､ ヽ
　　　　　　　　　　　　／　/XxXｨ'´: ￣:￣:￣｀'ヽ､xXxXヽ　ヽ､　　　　　　　　　　　　今日は、ここに『翠星石』いう名ぁを
　　　　　　　　　　_／ 　./x／:／: : :／: : : : : : : : : ヽxXx!ヽ　　＼
　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./　　　　　　　　　　 捨てさせてもらいに来ました。
　　　　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
　　　　　　　　　　　/:./: : :/: : /: : :／:／: : : /i:.|: : : : :lxXx!.l､/　　　　　　　　　　　　明日からは、たとえ道で擦れ違おうと、
　　　　　　　　　 　 i:./i!: :/: :.//:／:／: : : : //.l:|!:l: : : :lXxXl∧
　　　　　　　　　　　|!　i!l/!:./:/:./:/: : : : :／/‐十ﾄ!l: :.:lXxX.l: :ﾍ　　　　　　　　　　　　翠家の娘やない、
　 　 　　 　 　 　 　 |" l l |/: l:/:.//／／.／　　|　`!: :.lxXx/: : :.ﾍ
　　　　　　　 　 ,ｨ'´/xXx |ﾄ､:l: l./////　　 ゝ=-' ./: /xX./: :|: : :.ﾍ　　　　　　　　　　 何処ぞの知らん女やと思て、
　　　　　　 ,ｨ'´: : :/XxX/riｨ!`ｰ`.///　 ,　 　 　 /／lXx.i: : :.l: : : : :`.､
　 ＿_,､-‐'´: : : :./XxX/ｨ´i.`j　 ` ､　　 ｰ　　 ／´　 |Xx.l:_: : |: : :i: : : :.＼　　　　　　 やり過ごして欲しいんだす。
￣: : : :／: : : : : lxXxX!..〈 .i.ゝ. 　 ,ｨ=≧､-,,≦＝=,　 lxXlYj､: |: : :|: : : ＼:｀'ー--
: : :＿＿: : : : : :,lXxXxl...ｲ, i ﾌ 　 《　　,ｨ又ﾄ､　 　》　ヽX|､ｨj､: : :.:l: : : : : ＼: :ｰ-　　　これは、殊にやる夫さんに、
.ｲ´...........￣￣´.lxXxX!....ゝ.i`j　　 ゞ=ｲ"〃ヾゞ=ｲ´.　　＼!､ゝ､: : :l: : : :: : : :＼: :
............................../XxX!|.....`i i.ｲ　　　　　〃.ｨj　ゞ､　　　　 ﾍXx＼: : : : : : :＼: : :｀:　　　きつうお願いしとおます。
.........................../XxXx/......ゝ.i 〉　　　　〃ｲj　ﾄj　ゞ､　ｨｪｸ≠ヽｘX＼: : : : : : :＼: :
......................../xXxXxi....../`j.i.ﾄ､ 　 　 　 ｲj.....ﾄｨｹ≠ｲ"......./　VXｘX.＼: : : : : : ＼:
...................../xXxﾊXx!.／iii ゞｸゝﾍ_ﾊｲ^"ｹ......`´.............././､_　∨XxXｘ.＼: : : : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　　　　　　　　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　　　　　　　　　　　　 　／　（○）　（○）＼
　　　　　　　　　　　　　／　　　（___人__）　　..＼
　　　　　　　　　　　　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|
　　　　　　　　　　　　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　　　　　　　　　　　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫がはっと顔を上げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　嬢さん、
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　名ぁを捨てる、ちゅうのは
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　 どういう訳だすのや？
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 理由、お話し願えますな？
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　
　　　　　 /　, ィ:´: : : : : : : ｀ ｰ ､　　 ヽ　　∧
.　　　　 /イ: : /: : : : : : : : : : /: : ヽ ※ ヽ　 ∧
　　　　/: : : :./: /: : : : /: :.／l:..l: : :∨　 ∧　 ∧
.　　　/: /: :./: /: : : :./: ／　 l: l: : : :l　　　 ! 　 ∧
　　 /;イ}: :/: ///:.／／ __　 l:/!: : : l　※　l 　 　 ヽ
　　´　　'; l: /././///　　　｀/ヽ!: i: :l　　　 l　 　 ／
　　　　　ヾ: }{/////　　 ,ｨﾁﾐｭ l:/: :.l　　　 !, イ:.l　　　　　へえ、
　　　　　　:l l:..///　　　 弋::ﾘ 〉!:/:..l　※　l: : : :.!
　　　　 　 i:!八./　'　　　　　　//: : :l 　 　 l:..: : :.l　　　　　もちろん、お話しさせてもらいます。
　 　 　 　 l:l ※ヽ、-､　　　　 /:,:ィ´:!　　　l:: : : :.l
.　　 　 　 l:l　　　l ＞‐‐r‐ '´/´l>､:.:l　※. l: : : : :l
　　　　　 l:.ヽ　　 !: ; ィ´! 　 , イ　 ヽ! 　　 l: : : : :l
　　 　 　 l: : ;>‐'7´　 |_, イ　　 　 　 l　　　l: : : : :l
.　　　　　l:く ij,x=ｪｭ､＿　　　　　　r' ｌ .※. l､: : :..:l
　　　　 ／r'ij{{__,ｨﾀ}{ﾄ､¨ヾｭ　 　 ノ r!　　　!::i : :..:l
　　　　{:::::ゝゞ彡"{i {iミ､,彡'　　く　ﾉ:l　　　l:::l : : :l
　
　
. 
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　翠星石は、一昨日の紛い物の琥珀寒の一件から、昨夜の出来事までを手短に話した。
　
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　 　`戔　　　　　　　　　　、　r-'　　　　　.r-i ￣　,　￣　　ト
　　　　　　 .i　 ー=＝＝ニﾆ` '.:　i　　　　　　 .ﾏ !　　　　　　　,!ﾉ
　　　　　　　＼　　　　　　　　　／　　　　　　　 ｀',　ｰ=＝-‐`,
　　　　　　　_i　＼＿＿＿＿／ﾄ､　　　　　　　　　＼　　　 ィ
　　　　　 ＜　!　　　　　　　　 /　 ＞ ､.＿　　　　_ !: :｀. .´: :!_　　　　　　　　　,,-――ー､
-―‐く　　. : : :　　　　　 　 . . . . .　　／//＞,　＜/ : : : : /: |/ヽ　　　　　　 .////彡三ミ`ヽ_
/////＼ 　 : :　＿ヽ ..　 /＿: : : :／//////　　　　 ヽ　 _ノ///`ー､　　　 .从彡/¨´_メヾヾ
l///////＞　､＿ .`　 　 '＿,　＜///////　. . .　　　 ∨/////////`ー--､[///]-[///]i!i!`
.l///////////////////////////////: : : : : : : .　　 }//////////////∧￣ .' ￣´ ,ﾉi!
..l//////////////////////////////: :　 : : : : : : 　 i///////////////∧ｰ==‐ ' ｨ/
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　　　　　　　　::|:| ハ||l 　 ﾍ´_|ｘ仆ﾍい　　　　　 　 ￣"　o　|　　｜|｣　｀l｜
　　　　　　　　　　　.:|:|'::.::}ハ　ヽ ヽト ＞=''´　　　　　　　　　　｡　|　　 川　　l| |
　　　　　　　　　　　::｀::.::.::.::.|＼ ＼　　o　　　　　ヽ　 　 　 　 　 /|　　〃　　 l| |
　　　　　　　　　 　 ::.::.::.::.::.::|ｌ |　 ーヽ　　　　 　 r―ヘ　 　 　 ｲ.:ｊ　 //　　　|| |
　　　　　　　　　　　:.::.::.::.::. 八| 　 | |　＼　 　 　 ゝ　_ノ　　 ／..::/／ ′　　 ﾊ |
　　　　　　　　　 　 ::.::.::.::.::.::.:|∧　 ！ ハ ＞ｒ 　 _　　　_ イ.::.::.:/ ／　/ 　 /.::| |
　　　　　　 　 　 　 ＞､::.::.::.ノ／ヽ　乂　l |　 ＼:: ィTT:ト＼ ::.:/ ´　 〃　 /―ｌ |
　　　　　　 　 　 　 　 厶　-―‐ ､ ＼　 ﾉﾉ　　〃ｰ|:| |::|　ヾ∨　　　 {{　 .′　j j
　　　　　　　　　 　 ´　　　 　 ヽ　`＜￣匸丁 {:{__ﾉ:ハ:ヽ--':|　 　 　 ＼{ 　 ノ '
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　 ）ヾこ二二ア´　　￣ 八　　　　　　 ー-　 ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　〉ﾍミー――__- 　 　 　 　 ＼　ー-　＿　　　＿
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
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　　　　　　　　　　　,　-―- ､
　　　　　　　　,.ィ ´　 ＿＿　 ｀ヽ､
.　 　 　　　／　 ,.ィ ´　　　 ｀ｰ-､　｀ヽ､
.　　　　　く　 ／　※　　　　　※ ｀ヽ／　　　　　　　 やる夫さんがこれからも私らの前に現れはったら、
　　　　　　`/　　　 _, -―‐-､_　 　 l
　　　　　　/:l, -‐:'´: : : : : : : : : ｀ｰ､l',　　　　　　　　　母は壊れてしまいますやろ。
　　　　　 /: :l: :l:: : : : : : : : l: : : : : : l: ',
　　　 　 /: : :l: l: l: : : : : /:/!: : :l:l: :/:.∧　　　　　　　 あの人はこの五年、私を大事に、
　 　 　 /: :ﾊ`ヽ:.l: : : ;.ィ:/-弋: l: /`７:∧
.　　　 /: : `iゝ! ヽ!'ヽ／_'_, ィ´/'´/ﾉ:l: :∧　　　　　　 それはもう大切に育ててくれはったお方だす。
　　　/: : : :l:::::l　　l 《ﾉ 　 ､》 / ./:::::::l: : ∧
　　 /: : : : l::::::l ※l ¨ij 〉〈 ij l　 l:::::::::l: : :.∧　　　　　生みの母を知らん私にとって、
.　 /: : : : :/:::::::! 　 ! .ij〈 ﾉ ij l※l::::::::::!: : : ∧
　/: : : : :/::::::::::l 　 l .ij.ﾉ 〉 ii !　 !:::::::∧: : :.:∧　　　　ほんまもんのお母はんなんだす。
./: : : : :〈:::::::::::::l 　 l^.＞＜ｰ!　 l:::::::::::∧: : : ∧
: : : : : : :ヽ::::::::::l ※l圭ヽ/圭!　 l::::::::::::::::〉: : : ∧　　 どうか、どうか苦しめんといておくれやす。
: : : : : : :./`ｰ-､!　 l圭圭圭/　/`､＿:;:ィ: : : : :.:∧
　
　
　　　　　　　　　　　そう言って、翠星石は畳に額がつくほど深く頭を下げた。
　
　
. 
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　　　　　　　　やる夫は項垂れ、ダディは腕を組んで黙り込んだ。
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼　　　　　　　　　　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　　 . 　 |（ー）,　 　 ､（ー）､.:|
　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ　　　　　　　　　　　.|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l　　　　　　　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／ﾟ　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼o　　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　:::　　:::　::　　:::　　::::　　:::　　:::　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿
　　　::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::　　::::　　::　　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　 ::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::　　 :::　　 ::　　　　　　　　／（○）（○) ＼
　　　 :::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::　　:::　　::　　　　　　　　　 |　（__人__）　ｕ｜
　　　　::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::　　::　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　|
　　　　::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:　　::::　　　　　　 .　　　　|　　　　　　 　|
　　　　　:　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:　 :::　　　　　　　 .　　　　ヽ　　　　　　/
　　　　　:::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :　　 :::　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　/
　　　　　　:: 　ノ　　　　　　 　＼ :　　 :::　　　　　　　　　　　　 ／　　　 ヽ
　　　　　　 ／´　　　　　　　 　　ヽ　　:::　　　　　　　　　　　　 |　　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　重い沈黙が部屋を包む。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　おずおずといく夫が口を開く。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　　嬢さん、
　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　 その『雪華綺晶』言うんは、
　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　　一体、どなたはんなんだす？
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　――'`ー―‐'ヽ
.　　 　 　 ／: : : : : : : : : : : : : : : ｀ー 7
.　 　 　 .:': : : : : : : : : : : : : : : :!: : : : : |　.ヽ|∠
　　 　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :|: : : : : :ﾟ。フ|ヽ
.　 　 /: : : : : : : : : : : : : : : : : :}: : : : : : :ヽ
　 　 ′: : : : : : : : : : : :ｲ: : : :/: : : : : : : :/ .ヽ!∠
　　.' : : : : : : : : : : : /: /: : : ∧: : : : : : : {　フ|ヽ
　　|:|: : : : : : : : : ／／: : : /　 ヽ: : ヽ: : :〉
　　|:|i: : : : : : : :/／/: : :／　　　 ＼: :ヽ:{　 ヽ|∠　　　　 …………
　　|ハ : : : : : ｱ///`／〃 　￣ニニニ二. フ|ヽ
　　|　 ヽ: : : : ｉ.///////　　　　 勺艾云 ｱ、
　　 　 　 ＼: :ヽ./////　　　　 　 ゞｰ一'//
　　　 　 {:　 ＼: ＼./　　　　　　　　　　/: i: ヽ|∠
.　　　 　 〉　 　 ｀入 　 　 ’　　　　　／- ｲ フ|ヽ
　　　 　 i　.ヽ!∠ヽ个: . ､　`＝　　　。 　 ﾄ
　　　 　 {　フ|ヽ　}: |: : : |:l: : : :-ｒ　°　　 ! 〉
　　　 　 {　 　 　 :}: |: : : |:l: : :／}　　　　ノ７
.　　　 　 〉 ヽ|∠〈: :| : : :|」／ {/_.．　ﾟ　　 |　ヽ|∠
　　　 　 {　フ|ヽ　}: |: ／ 　 ｘ≦ｘ 　 　 　 l　フ|ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は顔を上げた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　握りしめた拳が膝の上で震えている。
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　　ゝ ＿{　　《　ー/: : : : : : /／: : : : : : : : : : : : : : : :l: : : : : :',
　　　　' ∧　《　　/: : : : : : /': : : : ／: : : : : :／: :/: : |: : : : : : ',
　　　/ /: :ゝ《 　 ,: : : : : : /: : : :／: : : : : ／: /: /: : /: :ｌ: : : : : ',　　　　 母の、たった一人のお子だす。
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　　　　　　あの日、高熱にうなされていた翠星石にとって、
　
　　　　　半鐘の音も店の大人たちの騒ぎも夢現であった。
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　　　いつ抱き上げられたのか、外へ出たのかもはっきりしない。
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　　　　　　　　　　　　　　気がつくと、父の背中で飛んで来る火の粉を見上げていた。
　
　
. 
　

71   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:26:39 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　途中ではぐれたのか、祖父や奉公人たちの姿は無かった。
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　　　　　　　　　　周囲は大川を目指す人々で溢れかえり、
　
　　　　　　風に乗って火の粉が飛んで来る度に、悲鳴が上がる。
　
　
. 
　

72   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:26:55 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は熱に浮かされた頭で思っていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　前を歩いていた女が、背中の娘に言い聞かせていた。
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　　　}: {: : : :j: : : : : :./: :ﾉ :}｀ /:ハ: : :ﾉ: : : :.／ : : /: : : :}: :′ ｲ {: : : :j: : : : : :./: :ﾉ}: ｀ヽ: :.:／
　　 /:ハ: : :ﾉ: : : :.／ : : :ノし': : : : /: : : : :/: :/: : { : : : /: :し':八 .ノしｲ : : :.／ : : /: : : :}: :′ ｲ
ノし': : : : /: : : : :/: :/: : { : : : /: :し':八 .ノしｲ: : : : }: :ノし': : : : /: : : : :/: :/: : { : : : /: :し':八 .ノしｲ
　
　
　　　　　　その時、どっと風が吹いて、すぐ脇の二階家から火の手が上がった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　夥しい火の粉と、火のついた木材が次々と降ってくる。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 〟　,xｨ幺i圭圭淤i才''"´゛　　　　　　　　　　　　　 　炸淤圭圭圭淤li　　　 ,ｲｦ
　　　　　　　　　　　　　　　　,ｨ彰' 幺圭圭淤才''"´　　　　　　　　　　　　　　　　　　刈淤圭圭圭淤´ : λ　i㌢
　　　　　　　　　　　　　　 _,攷圭圭圭淤才"´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潮淤圭圭淤Ⅳ .,i攷{　i|'" ,i
　　　　　　 　 　 　 　 　,幺圭圭圭淤才´　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,炸淤圭圭淤'　,刈Ⅳ 　 .,ｲ
　　　　　　　　　　　 ,ｨ幺圭圭淤㌢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 刈淤圭圭圭込幺㌢〃 ,ｲｦ
　　　　　　　　　　,ｨ'圭圭淤㌢´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｨ垈淤圭圭圭淤圭才.．..,ｨ淤′
　　 　 　 　 　 　刈圭㌢ゞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,幺淤圭圭圭圭淤Ⅳ　 ,ｨ淤″.,
　　 　 　 　 　 ,iｌﾚ'liｒ'"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ､　,y刈淤圭圭圭圭淤Ⅳ,! 　i㌢　 ,iゞ
　　　　　 ,　　,狄ｱ´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　: ,}代淤圭圭圭圭圭淤彰"..　″　.'"
　　　　 ,ｲk　/㌢′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,炸淤圭圭圭圭圭淤;Ⅳ 　　 　 r/″
　　　 ,j才"..ﾃ゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、,､刈l淤i圭圭圭圭圭淤i淤l〉　　,ｨl彰´
　　 ./゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ;ｲli.,刈淤淤圭圭圭圭圭淤淤代 　 ,為"
　 ._ｨ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ;炸淤淤圭圭圭圭圭圭圭淤淤Ⅳ" ,!'" ,
.,i㌢"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .刈淤淤圭圭圭圭圭圭圭淤淤}}ｱ　 　 ,ﾑ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,炸淤淤圭圭圭圭圭圭圭淤淤㌢　　.,為′
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　,攷淤淤圭圭圭圭圭圭淤淤淤ｱ'ﾞ ,ｒ幺Ⅳ′
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　,攷淤淤圭圭圭圭圭圭圭淤圭li込幺淤Ⅳ　　　 　,ｨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,攷淤淤圭圭圭圭圭圭圭淤圭圭淤淤ilⅣ　　 　,.為゛
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　_,幺淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤Ⅳ　 .,_=Ξ才
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　_,〃　;.,iツ並淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤jⅣ′ ,刈淤丞
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 為'　,攷淤淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤丞　　焔ﾂ'卒′ _,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ゞ..,.刈i淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤iⅣ　 .〃ゞ　　　.,攷
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,ｨ劣淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤:Ⅳ´ : , .゛　　 　　.i㌢ﾞ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　,.　　 _,.炸淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤jⅣ_,λ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　,ｆｔi　.,幺淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤淤[ｱ'　　　 　 　 _,,λ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　焔|!刈淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤Ⅳ　　　　 　 ,劣淤7
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 刈淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤才　　λ　　　 刈才´
　　　　　　　　　　　　　　　 ,xｨ幺淤淤圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭圭淤淤Ⅳ 　　,ｨi才　　 ｨﾂ'"
　
　
　　　　　　　　　　　　　身動きできないところへ、、太い柱が倒れてくるのが見えた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　柱はゆっくりと、ジャギと翠星石目指して落ちてくる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギがそれに気付いて、咄嗟に振り向く。
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　　　　　　一瞬の出来事のはずが、翠星石の目には、ひどくゆっくりと落下して来るように見えた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギが何かを叫んで、右肩で柱を受け止めた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　否、受け止めようとした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　父の肩で炎が炸裂する。
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　　　　　　　　　　|i 　　/　/
　　 ＼､　　　　　 | l　 /ｱ′
　　 　 ＼､　　 　 |　ﾚ'
　　 　 　 ＼､_ﾉV
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　　　　　　　　その勢いで、翠星石は後ろに撥ね飛ばされた。
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　　　　　　炎を被ったのか、顔の右半分が焼けるように痛い。
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　　　　　　　　　　　　　　次の瞬間、梁を失った二階家が人々の頭上に焼け落ちて来た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　気を失っていた翠星石は、女の悲鳴で意識を取り戻す。
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　　　　　　翠星石の手を伸ばした先に、焼け落ちた家屋の下敷きになった父がいた。
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　　　　　　その父の向こうに、少女の腕がのぞいている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女は、娘を引っ張り出そうと、必死だった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は翠星石で、父のもとに駆け寄りその名を呼ぶ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギはすでに事切れていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石はどうして良いかわからず、必死に父に呼び掛ける。
　
　
. 
　

86   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:32:49 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　雪華綺晶の母、水銀燈は声を上げて助けを求める。
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　　　　　　　　　　何人かが足を止めるのだが、少女が柱の下敷きになって
　
　　　　　　　　　　　　　容易に出せないとわかると、首を振って先を急ぐ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炎が迫っていた。
　
　　　　　　　　まるで幾人もの魔物が両手を上げて踊り狂っているようだった。
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　　　　　周囲をぐるりと取り囲んだ魔物が、今にも襲いかかろうと舌なめずりをしている。
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　　　　　　　　　　　　　　背中に赤ん坊を背負った女が足を止めて、水銀燈を叱責した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう言って、翠星石を指し示した。
　
　　その若い母親は、ジャギと水銀燈、雪華綺晶と翠星石が一つの家族だと思い違いをしたようだった。
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　　　　　言われて、水銀燈は初めて翠星石に気付いたようだった。
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　　　炎は材に埋もれたジャギと雪華綺晶の身体をすでに焼き始めていた。
　
　　　　　　　　もはや動く気力を失った翠星石の髪にも火が移る。
　
　
. 
　

91   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:35:59 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　 　 　 　 　 　 ｰ=圭圭圭圭圭圭ﾑ
　　　　　　　　　　　,圭圭圭 ,___圭圭圭ﾑ　　　　　　　　　,　-‐=,。≧x､
　　　　　　/≧x　_圭圭圭圭ヽｰ､ヽ圭圭ﾑ　　　　　 .＞´ ,x≦三三三三ﾆヽ,
　　　　,__/_┌‐- _ ≧x　_ 　 ﾏヽ　ﾊ圭, = ､ヽ　　 .／i ヽ´三ﾆ,＞ｰ≠≠≠三ヽ
　{⌒ヽ}　┌―┘　｀ﾊ､＞､≧xiヽヽ { ´///.＼　 ./　 |!{ ﾍﾍ´ 　 　 　 　 　 ｀ヽﾆﾑ
ﾆ≠　/￣|　　　!　　　ﾊヽ ゝ _ ､//ﾊﾍヽ//// ヽ/　　//{{ /ﾉ　　　　　　　　　 ﾏﾆﾑ
.） /¨{　　 i　　　　　　　ﾊ ＼　乂　ﾏｰ‐‐/////∧　//i i／　　　　　　　　　　　ﾏﾆﾑ
´/　 .ﾏ 　 !　　　　 　 　 .|　 ＼ヽ ｀ヽ､__//////.∧/.i | |　/ /ヽ从　　 　　　　　}ﾆﾏ_
. ∨　.∨　∨　　 .ﾏ　　　.|　　/__孑 　 ////////ﾉヽi ヽ} i 弋斗､ﾏｉ .|　从 　.!　| /´}}
　 ∨　.∨　 ∨　　ﾏ　　　|　/　＼_｀ヽ′/////∨丿i　 |ﾏ .｀ｰ- 　ﾏﾘ从ﾘヾ .! /i/==ﾘ
ｰ‐‐＞､_乂　_ >,== ゝ -‐´/　　＿〉ヽ′////／ f}　ﾊ　{　,- ､　　　　辷ア　 |/ i!入_ゝi
　　 ／　　　　 └―=ﾆ￣.i　　　＼　,_）// ／// f}　! .ﾏﾊｰ ､　ゝ　　 _ノ´|　 .!　||｀´ヾ ﾑ
　／　　 ／　 ／/./　/ 　 i　　　ﾊ乂ﾏｰ‐´//// f}ｰ|／ﾏ i .<´￣￣/ 　 . |　/　 ﾘ､　　　ﾑ
. ′　／ 　 ／ /./　/　　 .| ＿＿ﾊ__ノ/////// f}　/ ｀ ﾏi_i ﾊ__,//ヾ　　 .|/　 ＼ヽ＼　　ﾑ
.　 ／　　 　 　 　 　 　 ＿_}＿＿}/////////// f}, .／.　ﾏ} ／／､＼ 　＼　＼　 ＼　＼　ﾑ
／　　 　　　　　＿」´__＿」´　 ///////////////ヾ,,､_　ﾏ／＞´ ﾏ　＼　＼　＼　 ＼
　　 　　 　 ﾑ　廴i´ }￢ｰ ´￣///////////////i==才､ﾟ´//_ヾ　ヽﾏ 　ﾏ　　　　.＼
　　 /　　 ≠7冫 ￣///i//////////////////.└弌ﾊ> ノ>Yヽﾑ､　ﾏ 　ﾏ
　　匕￣7}ｰ＜///////i//////////////////／/|.|ﾊ´/i´i ﾍ 　｀/　i　　ﾏ
ｰ‐┌―┘////////／ i////////////// ＞ ´ﾊ .|.| ﾊﾏ　　___,ｰ.′ .i
. ￣////////////////////////////////ヽ　ｰ´`　ﾏ`´｀　 |,　{´　 i
　
　
　　　　　　咄嗟に水銀燈は、翠星石に飛びかかると、手でその火を払った。
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　そして、翠星石を背中に負うと炎を飛び越えて、大川目指して駆け出した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　二度と振り向かずに。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は涙をこぼしながら語った。
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　　　　　　　　　　声を殺して泣く娘に、ダディは暫く声をかけなかった。
　
　　　　　　　　翠星石の感情の波が去った頃、ダディは静かに語りかけた。
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　　　　　　　　　　　　　　主人の隣で、いく夫が大きく頷いた。
　
　　　　　　　　　　やらない夫は先ほどから鼻を啜りっぱなしである。
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　　　　　　　　　　　やる夫は、何かに耐えるように俯いたままだ。
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　　　　　　　　　　翠星石はやる夫を見やり、居住まいを正した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それから、手拭いに手をかけると、そっと外した。
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　 /:.:.:.:.:.:./.:.:.:.:.∨! l:.i.:i:.:.:／　　＼　　 　 ／　　＼i:.:.:.{{　i}:.:.::.i.:.:.:.:.:.:i.:.:.
　'.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:ィl! |一 ´　　　　　 ＼_／　　　　　 ｀ｰ{{　i}:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:i:.:.:..
/.:.:.:.:.:./.:.:.:.:.:./　 {{ i}　 　 　 　 ≪￣ Ｘ ￣≫　　　 　 {! l}}　｀ヽ:i:.:.:.:.:.:i:.:.::....
　
　
. 
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　その場にいる全員の眼差しに、蔑みや恐怖の色は無い。

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿

　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　 ／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ

　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|

. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|

　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|

. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)

　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　　　　|　 　 　 ｀ ⌒´　　|

,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　　　 ＼　　　　 　 　 ,／

:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.

　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i

　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜

　

　

　　　　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼

　　　　／ ＼　　／＼　　　　　　　　　　　　　　　／ ヽ､.　_ノ　＼

　　 ／　（●） 　（●）＼　　　　　　　　　　　　　 |　 （●）（●）　|

　／　　 ⌒（__人__）⌒　 ＼　　　　　　　　　 　　 |　　（__人__）　｜

　|　　 　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　　　　|　　 ｀ ⌒´　　|

　 ＼　　　　 　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　 　}

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　 　}

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人＿__＿_ノ"⌒ヽ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼

　

　

. 
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　　　　　　　　　　　　　そのことに安堵した様子で、翠星石は顔の左と右を交互に指差す。
　
　
　　　　　　／　　　 ,,ｘ―ｘ――xx―ｘ　　　　　 ＼
　　　　 ／　　／￣　　　 ﾐ米ｲ　　　　ヽ _,　 　 　 ＼
　 　,イ　　x‐”米ｲ　 .　 　 水ミ　　　　 ,ﾉr ヽ_　　　　＼
　　 ＼ ノ　　７ﾌ x‐―イ ＞─ へ _＿　水　　ヽ　　 ／
　　　 /　　 r”´ /::.::.::.／::..::.　..::i::.ヾ::.::.:＼　　　 ヾ /
.　　 /7 r”´::.::./::.　 /　.::　　.:::.:.|::.::.:ヽ::.::.: ヽ 7/k　|
　　 レｲ:.　..:.:.i::.:...:,ｲ:.:..:/　 ..::..:: ﾄ::.::.:.::',::.　　ヾ ”　 .｝
　　//::.　 ..::..:l::.::/乂: /..::.ｲ..::.:i: | .ヾ::.::.ヽ::..　　V　 k'
.　/ i::.　 ..::. : |: /::/ﾒ/:／/..:::/|/―― ､::.:｝ｰ.:.　i　　ヽ　　　　　　　　　　　どうぞ、こちらの傷の無い顔だけ
　　 |:.　 ..:::....:|/_/ム-　/:..／/　，_＿_, ＼!::.i ..::|7米 ト､
　　 {:. ﾄ:..:::.. :.V/／zミ,,／.#　　 衍ﾊ;:::l;:ｱ.|::.l::.. |　　 .ヽ::｀:....._　　　　　　 覚えておいておくれやす。
　　 i::.:ﾊ::. .:. .:.K《ｲ.l:..:ﾊ.#.#　　　 乂:=:ソ 从:!::./　　　　｝ヾ::...:｀:..ｰ
　　 ヽ:{ ヽ:..:..ヾゞ弋=ン.#.#　　　　 ”￣ ｲ7:/!/ﾍ　　　　ヽ::.｀::.ー:-　　　　これからは、こちらの火傷の顔で、
　　　{.＼ ＼::＼ゞ#”".##　 ,　　　　　　　／ﾉハ ヽ　7K= ＼::.｀ヾ::.
.　　　｝,il ヽ{:ヽ _::≧､##　　-ー.ｧ 　 　／i::.l::.',::.:ヾ:＼”　　　｀ｰ ､::.　　　　『雪華綺晶』として生きていこうと思てます。
　　　｛7米ﾉ/::.ｲ::/＞...._　　 ｀ ´　　イﾄ､_|::.|::.:ヽ::.:',::.::｀ｰ.､　　　　ヽ
.　　 /　　ｲ::／::/:r＝vノ＞　 _　イ.　 |,,; .ヽﾄ,::. ..::. :..ヽ::.::.:＼ーｰ ､
..　 /　　ノ://::/:rZ/ r==､　V　　　　У　　 ＼ヾ::.::.:＼::.:::.::.:ヽ
..／7{ﾉr″.ｲ::.／Zﾉ .||＞ﾐﾒ､V　,,／＿＿　　　 ` ー ､_::.::.::.::.::.:.
　　／:／/:／rZ/　 .||＿_ ヾに}=ｲ￣￣｝｝　　　rZz⌒入::.::.::.::.:..＼
　/:.〃 ./ｲ rZソ　　 ＞=＝{に}ﾐ､　 　 //　 rZzソ/////ヽ::.:ヽ::.::.::..
ｲ::.{{ ／//rZソ　　/ ／　　i{{ } ＼辷ﾆ_/　rZzｿ////////ﾊ::..::',::.::.:::
_..ィ//// rZｿ　　/,ｲ　　　/}} }　　＼＼＿{/ｿ//////////ハ::..::.::.:.::
//////rZz/　　 }ﾐ、　　/{ii} }　　　　ー tハ\八/////////K::.＼::.::.
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　店の表まで四人に送られた翠星石は、改めて深々と一礼する。
　
　
　　　　　　　　　　　,　-―- ､
　　　　　　　　,.ィ ´　 ＿＿　 ｀ヽ､
.　 　 　　　／　 ,.ィ ´　　　 ｀ｰ-､　｀ヽ､
.　　　　　く　 ／　※　　　　　※ ｀ヽ／
　　　　　　`/　　　 _, -―‐-､_　 　 l
　　　　　　/:l, -‐:'´: : : : : : : : : ｀ｰ､l',
　　　　　 /: :l: :l:: : : : : : : : l: : : : : : l: ',
　　　 　 /: : :l: l: l: : : : : /:/!: : :l:l: :/:.∧　　　　　　　 朝早うからどうもすんませんでした。
　 　 　 /: :ﾊ`ヽ:.l: : : ;.ィ:/-弋: l: /`７:∧
.　　　 /: : `iゝ! ヽ!'ヽ／_'_, ィ´/'´/ﾉ:l: :∧　　　　　　 ほな、これで失礼させてもらいます。
　　　/: : : :l:::::l　　l 《ﾉ 　 ､》 / ./:::::::l: : ∧
　　 /: : : : l::::::l ※l ¨ij 〉〈 ij l　 l:::::::::l: : :.∧　　　　　おおきに、ありがとうさんでございました。
.　 /: : : : :/:::::::! 　 ! .ij〈 ﾉ ij l※l::::::::::!: : : ∧
　/: : : : :/::::::::::l 　 l .ij.ﾉ 〉 ii !　 !:::::::∧: : :.:∧
./: : : : :〈:::::::::::::l 　 l^.＞＜ｰ!　 l:::::::::::∧: : : ∧
: : : : : : :ヽ::::::::::l ※l圭ヽ/圭!　 l::::::::::::::::〉: : : ∧
: : : : : : :./`ｰ-､!　 l圭圭圭/　/`､＿:;:ィ: : : : :.:∧
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　 嬢さん、せっかくやさかい、
　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　 天神さんに参ってから戻らはったらどうや？
　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　 やる夫に案内させるさかいに。
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　 　　　／_ノ　 ヽ、＼
　　　　　　　　　　　／（●） 　（● ）.＼
　　　　　　　　　 ／　　 （__人__）　　u　＼
　　　　　　　　 ｎ|i 7　 　 ｀ ⌒´　　　 　 ｎ|　　　　　　　 い、いえ、旦那さん、私は……
　　　　　　　l^l | | ｌ ,/)　　　　　　U 　l^l.| | /）
　　　　　　　', U ! ﾚ' /　　 ー‐　　　　| U ﾚ'/／)
　　　　　　　{　　　 〈　　　　　　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　　　　..i,　　 　."⊃　　　　ｒニ 　　　 /
　　　　　　　　."'""⌒´　　　　　　　`''""''''
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石の表情が強張る。
　
　
　　　l　　　　 l　　 l　l　 　 /　l丶 ﾄ、　 ',　　　 ',　,} 　 メ、　l
　 　 ,!　　l　　l　 ,/l ,ｲ　　 ,'l　l　ヽヽヽ、 l　　　i l　ヽ /　 ＼.l
　 　.l　　 l　　l　/ l ,!l　　,:'-l‐l''"´丶ヽ丶l　　　l l　 Y　　　　ト、
　　 .!　　 l 　 l _l, l ,' l　 ,l　 l ,'_ , z=≧､_ヽi　　 l l,　 }　　　　 l ヽ
　 　 i l　　l '"l´l　l,/ l　 l　 ,ﾘ ,rぅ,､ヽ　 ﾞﾄl ll　　ｨ l　 l　　　 　 ',
　　　', i,　 丶 l l_///',　,'　　 ' ヽヾ)::},　　ﾘ,l　/ l l　 {,　　　　　',
　　　 ',ﾄ.ヽ、ヽi././//ﾞ∨　　　　 ゞ‐'".:.:.:./ ! /l ,ﾘ　　l 　　　　　',　　　　　いえ、
　　　　li丶ヽ、 ヽ/////　　　　　　　　　 　l/ l /　　 l　　　　　　',
　　　　 l　丶丶ﾐゝ､./　　ヽ　　　　　　 ι　,ｲ,ﾉ　　　}　　　 　 　 ',　　　　 私はもう嬢さんやおまへんさかい。
　　　　　　　丶ゝfヾｰ　　 　 ､-,　　　　　／ '´{　　　ﾉ-､
　　　　　　　　　　）丶、　　　　　　　　／　 , イ　　　l　 L、
　　　　　　　　　 {　 　 l｀l　－-- -‐ 'ヽ　／　{　 　 ﾉ　r‐､ヽ(^ヽ
　　　　　　　　　　!　　 l l　　　　　 ,ィ"' ´,ｨｼ'/　　 /　 ヽ, `="､{＿
　　　　　　　　　　}　　 l l　　　 ,-‐y'＿,二 ,ﾉ　　 j　<`ｿ´　　　丶
　　　　　　　　　　l　　 l l　　　 ,} /ｨ^ヽ、　/　　 /r―{l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　　　　 お前はん、最初にこう言わはったんやで。
　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　　　 『明日から道で会うても、
　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　　　　　　　　　　　 翠家の娘と違う、知らん女や』て。
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　　　　　ほなら、今日はまだ翠星石のうちや。
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は黙り込んだ。
　
　
　　　　　　　　／　　　 ｒー‐く￣￣￣ゝ-、
　　　　　　／　　　　ノ　　―　ヽ￣＿＿_ヽ＼_
　　　　／　　　 ／ヽ / ＿ｧー' ￣／　　　⌒＼_ヽ
　　／ :::　:　　ｒ'　 〆 ソ　　　　／　　　　　　　　ｉ ＼
／　 ::: : .::::／　　 ／　　　　/ 　　　　　/　　　　 ｉ　　ヽ
ー=ﾆﾆ>:::/　ｖ/, /::　　　　/　　　　　 ./　　 / /　ｉ.　　 `,
　　　　|Ｖ　"ｧ‐/:::　　　 /:　　　　 .:／　.:/ｲ ./:　 ｉ::　　 ｉ ｌ
　　　 .ｌ ::）　ｉ　|::::　　 ｉ /::......:::::::／　::／ / /:　//:ｉ::　ｉ　ｉ: ｌ
　　　 ｌ :（　　　|::::　:ｉ :ｉ Ｌ././/////////／/ / ハ:ｉ: :ｉ　ｉ ｉ|
　　　ｌ　:ﾉ 、ｉ , ｌ:::::　ｉ | :|.////////// ´ / / >く. |:　ｉ:　ｉ ﾘ
　　 .ｌ　ｉ:）ﾄ‐ ‐ ヽ::::. ｉ ｌ :ｌ////////　 ／／/ﾊｭ､_> /　ﾉ
　　 ｌ ｉ ｉ(　 小　 ヽ:::::ｉ ｌ ヽ////// ／ "　ノ,にｱ/:/:／　　　　　…………
　　ｌ ｉ　ｉ ）　　　　 へ::ﾍ//////　　　　　 i. ￣{/／|
　 ｌ :ｉ　ｉ.（　　　　 ハ　＼.__ 　　　　　　　 "　 イｉ　 ｌ
　ｌ :ｉ　ｉ　.）.ヽｉ ｨ　）::|　＼　　　　　　=‐'　 ／/　ｉ:　 ｌ
. ｌ :ｉ .:ｉ　.:(　小　 （::｣　　 ｀ ‐ ､_　　 _, イ　 ｲ::　 ｉ:　 ｌ
.ｌ ｉ　::ｉ　::::｝　　　 ハ|　　 _. - 亠 く / ﾊ .ノ::ｉ:::.　 ｉ:.　ｌ
ｌ:ｉ　:::ｉ .::::/　　　 ｝へ＞く _　 　　　/　 ./::::::::ｉ::　　ｉ:　ｌ
ｉ　.::::レｲ　 /　 /　 /〉‐〈　 ＼　　.{　ノ　｀ヽへ ＿ ｉ:. ｌ
　广|　Ｖ ‐ ‐　}　/ /U.ハ　　 ＼/　}　　[ ＾ /　 J ﾊ: ｌ
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　　　　|　　　（ ○）（○）　　　　　　　 嬢さん、どうかお頼もうします。
　　　　　　　　　　　.　|　　　　 （__人__）. ｒｍ､
　　　　　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉｒ川 ||　　　　やる夫はあの火事の後、
　　　　　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 },.!　 ノ'
　　　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 ｒ / .|　　　　　 毎日毎日、年が明けても諦めきれんで、
　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノノ　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　/　　 　 ／ .／　　　　　　　焼け跡を嬢さんの消息を尋ねて歩き回ってたんだす。
　　　　　　　　　　　　　　|　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　　 　 |　　　　i´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横からやらない夫が懸命に言い添える。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ,.　' 　 　　〃 　　／ 　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　 ,.　　　　　　　rｸ　　／　　　 / 　 　 　 　 　 　　ハ　　ヽ
　　　　　＼　　 ＼　　 jｊ　　/ 　 　 　/／ 　 　 ／ 　/　/　 |　　　゛
　　　　　　 ＼｀　､ヽ　{{ 　 .′　　　/　　　　／　 ／ ／ 　 ′ 　　 ﾊ
　　　　　　　　＼/　 V{{　 | 　　－/.////////／ イ　/　/ 　 　 　 ｜
　 　 　 　　　　 /　　∧{　 | 　 　　|/////////　／　/　ｲ　|　　　　｜
　　　　　　　　/　 ／　}}　ｉ| 　 　　|././////　／　／／ﾄ　｜　 | |.//
　　　　　　　, ′　　　　}}.　＼　 　|//////　　 ／ ｧえﾒ､｀｜　 | |'/
　　　　　 ／ 　 　　　　 {{ 　 rｆ＼ ヽ////　　　　　lじﾝ〃ﾍ/　　| |′　　　…ほな、それを限りにさせてもらいます。
　　　　／　　　　　　　/バ　 {{＼　　　　　　 　′　 ｀ /　/　　/ /
　　 ／　　　　　　　／／ {{　 }} | ＼　　　　‘｀ 　 　ー 二　 イ//
　／　 　 　　　　／／　 　什ｊト′　｀　　 ＿,　 r＜　|}} 　　／ }}
　　 　 　 r―‐､i⌒ヽー　　∨|　＿,ﾆヽ礀__　 　|　　　|{{ 　 　　ヾ!
　　 　 　 |＿し-.＼〔_r┐　∧∨＿／介ｰ､＼　r┐ヘ |{{　　 ＿_}}＿_
　 　 　 ／ /　＿仁＼〔__　|　　ヽ　/ 乃ヘ ＼＼弋!ィ ￣￣　 ＿＿＿_ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　 よっしゃ、決まりや。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　ほれ、やる夫、行てこい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　へ、へえ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　そうして、ダディとやらない夫は店の中に入ってしまった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　やる夫と翠星石は、互いに視線を合わせないまま、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　気まずそうに歩き始める。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,. -―-､
　　　　　　 　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　 　 ヽ
　　　　　　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＿　　　　　　.ﾍ
　　　　　 　／　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ!: :.＼　 　 ／｀ﾊ
　　　　　／ 　 　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 l: : : : :＼／: : : l'´
　　　　　|　 　 　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　 .　 　 　　　　 l: :.: :.: : :.l: : : : :.:l
　　　　　 ＼　 　　 　　　 　　 ,／　　　　　　　　　　　　　　　　　 l: : : : : :..:|: : : : :.:l
　　　 　 /⌒　　　　　 　 　　⌒ヽ　　　　　　　　　　. 　 　　 　　 i: : : : : : : |: :.: : : :.l
　 　 　 /　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　,'.: : : :.: : :/|: : : : :l:ﾊ
　　　　/　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 ,': : :l: :/l:./: l!: : :.l: l: :',
　　　　|　　　　　　　　　 　　　　　　|　　　　　　　　 .　　　　　/:.: :/:/:/:/: ∧:.: :.ヽ!l: :',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　 /: : : /: /: :/:l:::l: : : : ヽ: :.',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /: :.／: : : :/: :l::::l!: : : : :ヽ: :',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/: : : : : : :./: :./::::::',: : : : :.ヽ: ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /: :／: : ／:／l:::::::::ﾍ: ､:ヽ: : ヽ:ﾍ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　突然、二人の背後から、いく夫が呼び止めた。
　
　
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　.:.:.:.:.:.:.:/:.::::::::::::::::::::::::::::: ﾍﾂ
　　　.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::::::::/ ⌒|
　　　.:.:.:.:.:.:.:|::::::::::::::::::::::::::::〉 (Ｏ|　　　　　　　　　　　嬢さん！
　　　.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::.（@ ⌒ )
　　　.:.:.:.:.:.:.:.|:::::::::::::::::::::ﾉ 　　i-|
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.xｱ''ｰ'ﾞ'ｰ''､.　　 `ﾉ
　　　.:.:.:.:.:.:.:/ ｰ｀¨`''''ーゝ─ ﾞ-､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　_　-─┬───- ､
　　　　　　　　　　　,..ｨ''´　i!::. 　 |　　　　　　　＼
　　　　　　　　　／::.::.|　=-i!-=　|　　　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／:.:.:.:.:.:ﾊ　　｀　　 |　　　　　　　 　 　 ＼
　　　　　　 /:.:.:.:.:.:.:.:.:.;.:.i　　 i!: . |　　　,､　　　　　　　　＼
　 　 　 　 /:.:.:.:.:.:.:.:i:.:.A:ﾊ　=:.:=. |　/／:.:｀:.ー:.─:.─.､￣/
　　　　　 i:.:.:.:.:.:.:.:./:ｲ　ヾﾊ　.i!　 Y'´:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.i／
　　　　　 |:.:.:.:.:.:.:/:./ -,,=Ⅵ　 i!::. i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:i:.:.:.:.::.|
　　　　　 |:.:.:.:.:./:.ｨ　ィ ﾚﾘ .| =:.:= l:.:.:.:.:.:.:.:.:::.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:|
　　　　　 i:.;:.:.:/:::ハ 　ゞｿ .ﾊ　i! ./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:. :.|
　　　　　 ヽﾄ/:.:.:.:.:ﾉ　　／_:ｨi　./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:|
　　　　　　　｀＼-:.＼　_ ,　 i! /:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:. |:.:.:.:.:.:.:.|
　　　　　　　　　　　　＼　　ﾚ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:|
　　　　　　　　　　　　　 ＞/:.:.:.::.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:. :.|
　　　　　　　　　　 r''￣V./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.|:.:.:.:.:.:.:.:.:|
　　　　　　　　　　 ゝ　入:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::|:.:.:.:.:.:.:.:.:.|_
　　　　　　　　　　i >::::/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:::ｨ:.:.:.:.:.:.:.: :.:|ﾊ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が振り返る。
　
　
. 
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　　　いく夫は、腰を屈め、翠星石をじっと見つめて、噛み締めるように言う。
　
　
　　　　　　　　　 _ _＿＿＿＿
　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ
　　　　　　 /::, -─､::::,─‐--､::::::::::ヽ
　　　　. 　 |::/　　　 Y 　 　 　 ＼:::::::ｌ
　　　　　　|/　_,,ノ　　　ー‐　 　 .|::::::|
　　　　　　l（　○ ）　　（ ○ ） 　 i::::::|　　　　　　 嬢さん、ほんまによう……
　 　 　 　 (⌒　 　 　 　 　 ⌒ 　〈::::::l
　　　　　　 l　（_＿人 ＿__ ） 　 　@）　　　　　　　よう、生きててくれはりました。
　　　　　　 |　　|　r┬─‐|　　 　　|
　　　　　　 |　　 `　ー　' ´ 　 　 　|　　　　　　　　ほんに……
　　　　. 　 丶　　　　　　　　 　　 /
　　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　 ﾉ､　　　　　　　　ほんに、ありがとうさんでございます。
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　＼
　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　そうして、深々と頭を下げる。
　
　　　　　見ると、いく夫は肩を震わせて泣いていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　； ,.' ";;;;;;;;;;;;;;;;;,＼.　；
　　　　　　　　.； ／; ,;;;;;;;;;;;;;_;;_;;_;;_;;_ヽ　；
　　　　　　　；　/,; ;;;;;;;;;;;;;;／　　　　 ヾ　　；
　　　　　　　；　ヾ､`／￣　　　　 ＼　￣`　､　；
　　　　　　　　； ,／ 　　　　　　　　 ＼　 ヾ ＼　；
　　　　　　　；　l::l ヽ､　　　　　　　__＿､_,＿＼.＼　；
　　　　　　　；　|::::l　 ＼　　　　／　　　ヽ　　｀ .、j
　　　　　　　；　ｌ::::::|　　 ヽ､ ／　　　　　 i　　　　|
　　　　　　　；　ヾ::::ヽ　　　＼ 　　　　　 .|　　　 /
　　　　　　　　；　`::::ｼ､_　　　三}　　＿_.ﾉ､＿ ./
　　　　 　 　 　 　 　 　 ､ー-ｰ'"　　　 ./　　　/
　　　　　　 　 　 　 　 　 |::|　　　 ,　　〈　　,　〈
　　　　　　 　 　 　 　 　 |::|　　　/　　 ｌ　 '　　ｌ
　　　　　　 　 　 　 　 　 ｌ::l　　　　　　/　　　/
　　 　 　 　 　 　 　 _＿ ,ｌ::|　　　　__./＿＿/
　 　 　 　 　 　 　 （ヽ　　　｀ー ' ".ii,|　　 ii |
　 　 　 　 　 　 　 ￣￣￣￣￣￣ ￣￣."
　
　
　　　　　嗚咽を噛み殺して、頭を下げ続けるいく夫。
　
　
. 
　

109   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:44:15 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　それを見つめる翠星石の目に、涙が溢れる。
　
　
　, ,　　　　　　　　　　 　 　　 l人ヾヽ,.　、　　 　 ヾ ‘, 　＼
///　　　　　　　　　 　/, 　 j/　 ヽ::ヽ＼ヽ!　 　　 |　|　 　　>
//　 　　 ,,j 　 /　　, ノ/,./::::' 　　 ヾ::!__ ヾ! 　 　 ││　 ノ
/ ,./ ' . /:/ 　/　 / //::::/ ﾊ　-‐ '" l;ﾊ 　 |::!　 　 '　ﾉ,イ|
　/: '/ '::/　 /　 ,　 '/:::/ j::|!| 　 　 _..j_j＿ |::!　!|　jイ､ l |
l ﾊl!l ':::/　,ｲ/　/ //::/ /|! l!|　 ,.イ::::|!'|"　､:!　!| /　　ノ,
'::, |!|:::/　/./　/ //::/;/　j! ﾘ 　ハﾊ::ﾉ i_.　 || 　iﾉﾊヽゝ |
|::! i!ﾚ　/:::　 /l!　ﾊ/ﾘ 　,' 　　 '' 　ゞ ="､j　||　/::))ﾊ ﾞ ､|　　　　　　　　おおきに。
|::! 　|ノ/ハ〃:: ﾉ　|　　　　　　　 　　　　　 ﾘｲ:::::))　l! 　|
l:l 　 |　':::::,ｨ |::::::|　| 　　 　　 　　 　///　　 ∧::ｨ) |::|　 ﾘ,
|!　　|　l:::::ハ!:::: |　i　　　 　　 　 　 　　　 　 !::::::)) |::|.　　ヾ､
'　. ﾉ|　l::/　''!:::: |　 ゝ　　　　　,　　 　 　　　ハ:::)) |::| ＼　　＼ゝ
　j:::|:|　!' 　　､::::| 　　 　　　　 　　 　　　 　' ::::::::)) ヾ!　　　､　 ` ､
　!:::|:! 　 　 　 ヾ! 　　 　 　, - ´ ｀　　 　. 　::::::::::))　 　 ヽ　 ＼　　＼
　|:::|'　　　　　 　ﾞ 　 　　 　　　　　 　／ ::::::::::::::::))ﾊ　 　　＼ 　ヾ　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　掠れる声で言うと、深く一礼して口を押さえて歩きだした。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　　　； ,.' ";;;;;;;;;;;;;;;;;,＼.　；
　　　　　　　　　　　.； ／; ,;;;;;;;;;;;;;_;;_;;_;;_;;_ヽ　；
　　　　　　　　　　；　/,; ;;;;;;;;;;;;;;／　　　　 ヾ　　；
　　　　　　　　　　；　ヾ､`／￣　　　　 ＼　￣`　､　；
　　　　　　　　　　　； ,／ 　　　　　　　　 ＼　 ヾ ＼　；
　　　　　　　　　　；　l::l ヽ､　　　　　　　__＿､_,＿＼.＼　；
　　　　　　　　　　；　|::::l　 ＼　　　　／　　　ヽ　　｀ .、j
　　　　　　　　　　；　ｌ::::::|　　 ヽ､ ／　　　　　 i　　　　|
　　　　　　　　　　；　ヾ::::ヽ　　　＼ 　　　　　 .|　　　 /
　　　　　　　　　　　；　`::::ｼ､_　　　三}　　＿_.ﾉ､＿ ./
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ､ー-ｰ'"　　　 ./　　　/
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |::|　　　 ,　　〈　　,　〈
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |::|　　　/　　 ｌ　 '　　ｌ
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｌ::l　　　　　　/　　　/
　　　　　 　 　 　 　 　 　 _＿ ,ｌ::|　　　　__./＿＿/
　　　　 　 　 　 　 　 　 （ヽ　　　｀ー ' ".ii,|　　 ii |
　　　　 　 　 　 　 　 　 ￣￣￣￣￣￣ ￣￣."
　
　
　　　　　やる夫と翠星石がしばらく歩いて振り返った時、
　
　井川屋の店の前でいく夫がまだ、先の姿勢のまま見送っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石がしみじみと呟く。
　
　
　　　　　　 /: : : : /: : :l: : :/: : : /: l: : :l: :l: : ヽxXxXxXxXxXxXxXx.l: : : : : :i!
　　　　 　 /: : : : /: : :/: :/: :/: /: /: :.:/:/l: :l: :ヽxXxXxXxXxXxXxXi: : : : : :.i!
　　 　 　 i!: :l: : :i!: : :/: :/: :/: /: //: : :./ l: :l: : :ヽXxXxXxXxXxXxXl: : :l: : : :i!
　　　　　l: : :l: : :l: : /: :/: :/: /: //: /: /　l:ll:l: l: : ヽXxXxXxXxXxXx.l: : :l: : : :.l!
.　　　　 l!: : :l: :.:l: :/: :/: /: /: //､,/__/,,,､l:!十!'､: : :ヽxXxXxXxXxXxl: : :l: : : : l
　　　　 l:: :l:.:l: : :l/: :/: /: /: / /: /: :/　　l!　l!　ヽ､: : :iXxXxXxXxXxl: : :l: : : : :l
.　　　　l: :.l: :l: : :l!: /: /: /:./ ./:./:／ ,ｨ''7セ''示`ヽ`､:lxXxXxXxXxXl: : :l: :.: : :.l　　　　　　翠家の頃、あの番頭はんと
　　　　 l: :l: :l: : :l: :l!:/／／ /／/.　 ｲ　ﾔ:::::::つ!　'　 lXxXxXxXxXx!: : :l: : l: : :l
.　 　 　 l: :l: :l: :.:l: : i!／､ ／ .／　　 '　 .弋::::::ﾝつ｡　lxXxXxXxXxX!: : :.l: : l:.: :.l　　　　　 話したこともなかったのに。
　　　 　 l: l: :l: : :l: : l!///////　 　 　 　 　￣　　 　 iXxXxXxXxXx!: : : : : :l: : :.l!
.　　　　　l:.l: :l: : :l: : l././////　　　　 〃〃〃　　　 lxXxXxXxXxX!: : : : : :.l: : : :l!　　　　あないに泣いてくれはるなんて。
.　　　　　 l! l!:ﾄ､:.l: : l!.////　　　　　　　　　 　 　　/XxXxXxXxX/: : : i: : :.l: : : : l
　　　　　　l　l!　ヽ!:､:i! ﾍ　　　　 ＿　　　　　　　　/xXxXxXxXxX!: : : :.l: : : : : : :.ﾍ
　　　　　　　 |　 |xヽ!ヽ! ゝ､ 　 ´　　　　 　 　 　 /xXxXxXxXxXx!: : : : l: : :: : : : : ﾍ
　　　　　　　　　 lXx|X|!xX.＞ ,　　　　　　　　　 lXxXxXxXxXxXl: : :l: : l: : : : : : : : ﾍ
　　　　　　　　　 lxXxXxXxXxl: : ＞ ,　　　　 _,､ｨXxXxXxXxXxXl: : :l: : :l: : :ヽ: : : : :.ﾍ
　　　　　　　　　 l!XxXxXxXx.l: :l: : l: `.ｰ　' ´: ヽlxXxXxXxXxXx.l: : :l: : :.l: : : :ヽ: : : : :ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　　　／　　 　 　＼　　　　　　　　　　　番頭はんは、子供の頃、
　　　　　　　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　　　　　　　　　　　 ／　 /⌒)　　　⌒ﾟo　 ＼　　　　　　　　火事で奉公先の嬢さんを
　　　　　　　　　　　 |　　/　/（__人__）　 　 　 |
　　　　　　　　　　　 ＼/　/ 　 ｀ ⌒´ 　 　 ／　　　　　　　　亡くさはったんだす。
　
　
　　／ :::　:　　ｒ'　 〆 ソ　　　　／　　　　　　　　ｉ ＼
／　 ::: : .::::／　　 ／　　　　/ 　　　　　/　　　　 ｉ　　ヽ
ー=ﾆﾆ>:::/　ｖ/, /::　　　　/　　　　　 ./　　 / /　ｉ.　　 `,
　　　　|Ｖ　"ｧ‐/:::　　　 /:　　　　 .:／　.:/ｲ ./:　 ｉ::　　 ｉ ｌ
　　　 .ｌ ::）　ｉ　|::::　　 ｉ /::......:::::::／　::／ / /:　//:ｉ::　ｉ　ｉ: ｌ
　　　 ｌ :（　　　|::::　:ｉ :ｉ Ｌ フ././/////''ﾌ／/ / ハ:ｉ: :ｉ　ｉ ｉ|
　　　ｌ　:ﾉ 、ｉ , ｌ:::::　ｉ | :|././//////// ´ / / >く. |:　ｉ:　ｉ ﾘ
　　 .ｌ　ｉ:）ﾄ‐ ‐ ヽ::::. ｉ ｌ :ｌ.////////　 ／／/ﾊｭ､_> /　ﾉ
　　 ｌ ｉ ｉ(　 小　 ヽ:::::ｉ ｌ//////// ／ "　ノ,にｱ/:/:／　　　　　まあ……
　　ｌ ｉ　ｉ ）　　　　 へ::ﾍ//////　　　　　 i. ￣{/／|
　 ｌ :ｉ　ｉ.（　　　　 ハ　＼.__ 　　　　　　　 "　 イｉ　 ｌ
　ｌ :ｉ　ｉ　.）.ヽｉ ｨ　）::|　＼　　　　　　=‐'　 ／/　ｉ:　 ｌ
. ｌ :ｉ .:ｉ　.:(　小　 （::｣　　 ｀ ‐ ､_　　 _, イ　 ｲ::　 ｉ:　 ｌ
.ｌ ｉ　::ｉ　::::｝　　　 ハ|　　 _. - 亠 く / ﾊ .ノ::ｉ:::.　 ｉ:.　ｌ
ｌ:ｉ　:::ｉ .::::/　　　 ｝へ＞く _　 　　　/　 ./::::::::ｉ::　　ｉ:　ｌ
ｉ　.::::レｲ　 /　 /　 /〉‐〈　 ＼　　.{　ノ　｀ヽへ ＿ ｉ:. ｌ
　广|　Ｖ ‐ ‐　}　/ /U.ハ　　 ＼/　}　　[ ＾ /　 J ﾊ: ｌ
　
　
. 
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　　　　　そのまま暫く無言で歩いていたが、天満宮が見えてきた時に、翠星石がぽつんと呟いた。
　
　
　 　,イ　　x‐”米ｲ　 .　 　 水ミ　　　　 ,ﾉr ヽ_　　　　＼
　　 ＼ ノ　　７ﾌ x‐―イ ＞─ へ _＿　水　　ヽ　　 ／
　　　 /　　 r”´ /::.::.::.／::..::.　..::i::.ヾ::.::.:＼　　　 ヾ /
.　　 /7 r”´::.::./::.　 /　.::　　.:::.:.|::.::.:ヽ::.::.: ヽ 7/k　|
　　 レｲ:.　..:.:.i::.:...:,ｲ:.:..:/　 ..::..:: ﾄ::.::.:.::',::.　　ヾ ”　 .｝
　　//::.　 ..::..:l::.::/乂: /..::.ｲ..::.:i: | .ヾ::.::.ヽ::..　　V　 k'
.　/ i::.　 ..::. : |: /::/ﾒ/:／/..:::/|/―― ､::.:｝ｰ.:.　i　　ヽ　　　　　　　　　　　　私、初めて、
　　 |:.　 ..:::....:|/_/ム-　/:..／/　，_＿_, ＼!::.i ..::|7米 ト､
　　 {:. ﾄ:..:::.. :.V././///,／　　　 衍ﾊ;:::l;:ｱ.|::.l::.. |　　 .ヽ::｀:....._　　　　　　　 あの火事で生き残って良かった、て思えた。
　　 i::.:ﾊ::. .:. .:.///////　　　　　 乂:=:ソ 从:!::./　　　　｝ヾ::...:｀:..ｰ
　　 ヽ:{ ヽ:..:..ヾ//////　　　　　　 ”￣ ｲ7:/!/ﾍ　　　　ヽ::.｀::.ー:-　　　　　今日、初めて。
　　　{.＼ ＼::＼////　　　 ,　　　　　　　／ﾉハ ヽ　7K= ＼::.｀ヾ::.
.　　　｝,il ヽ{:ヽ _::≧､　 　　-ー.ｧ 　 　／i::.l::.',::.:ヾ:＼”　　　｀ｰ ､::.　　　　　おおきにありがとう、やる夫。
　　　｛7米ﾉ/::.ｲ::/＞...._　　 ｀ ´　　イﾄ､_|::.|::.:ヽ::.:',::.::｀ｰ.､　　　　ヽ
.　　 /　　ｲ::／::/:r＝vノ＞　 _　イ.　 |,,; .ヽﾄ,::. ..::. :..ヽ::.::.:＼ーｰ ､
..　 /　　ノ://::/:rZ/ r==､　V　　　　У　　 ＼ヾ::.::.:＼::.:::.::.:ヽ
..／7{ﾉr″.ｲ::.／Zﾉ .||＞ﾐﾒ､V　,,／＿＿　　　 ` ー ､_::.::.::.::.::.:.
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 ／ 　.,r'´｀ 、　　 　, ´｀ヽ、　＼
　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　 ／. 　　　（｡ｏ● ） ﾉヽ　 （ ●o｡） 　 　＼
　　　　　　　　　|　　　 　 °oﾟﾟ~'"´　 　 　 ｀"~゜oﾟ;°　 　 .l
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　　　　　　天満宮に参った後、天神橋を渡りきるまで送りたい、という
　
　　　　　　　　　　　やる夫の申し出を翠星石は拒まなかった。
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　　　　　　　長い長い天神橋を、二人はわざとゆっくりとした足取りで渡る。
　
　もっと話したい、話しておきたいことがあるはずなのに、言葉にならないもどかしさ。
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　　　　　　　　　　　　　　そろそろ向こう岸、という頃になって、翠星石が足を止めた。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　_, - ＜￣｀'ー- ､
　　　　　　　　　　 _ -'≦￣｀'´｀'´｀'´ヽ　　￣｀'ー- ､
.　　　　 　 　 　 γ　i/　＿/　　　　　　/｀ - ､　　　　 ＞- ､
.　　　　 　 　 ノ　ﾌイ￣:.:.:.:.:.｀:.ヽ､　　＞ i ∠ヾ::...　....::::::::::/
.　　　　 　 /'´／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ フ.i 匕　 }:::::::::::::::::/
.　　　　　./／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:.:.:.:.ヾ:.＼　　　　廴::::::::::/
　　　 　 //:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.ヾ:.:.:＼:＼:.:.:}:.:.:.V　　　∧::::::∧
　　 　 ∧i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:|:.:ﾊ:.:}ヽ:.:.:.＼.V:.:.:.:.:.:.V　　　　Y´:.:.ﾊ
.　　　 /:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾉ :.:.:|:.:iⅣi　 ＼>:.:ゝﾐ:.:.:.:.:.:.V　　　 }:.:.:.:.:.:}　　　　　　　　やる夫、
.　 　　{:.:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:ﾊ:.:∧レ'´V＿ヾ｀＝-:.:.:.i　　　<:.:.:.:.:.:ﾊ
.　　　 |:.:.:.:.:.:.::i:.:.:.:i:.:i l:.:|´i/ ,行芯ゞ }:.:.＼:.:.:.|　　　 }:.:.:.:.:.:.:.i　　　　　　　 私が翠家の嬢さんで居られる間に、
...　　　|:.:.:.ヽ:.:.:V:.:.ﾊ:.:ﾚ'　.i　　辷:ｿ　 ﾚ.:.:.:.:.:∧> i <ﾉ:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　 　 ト:.:.:.::＼:.:ヾ/////　　　 '｀'´　ﾉｲ:.:i:.:/　{ ∧ ｲ:.:.:.:.:.:.:.:..ト　　　　　　お願いがあるんや。
　　　　iハ:.:.:.:.:.:ヽ:＼././　　　　　　 ／/ l:/　/　　{::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ミ＼
.　 　 　ヽ ＼:.:＼:.:＼弋' 　､　　　　　 /／　　　　人:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ }
　　 　 　 　 ト､:.:ヾ:.:.:≦ﾄ､　　- ´　　 {　　　　 ノ:.＼:＼.:.:.:.:.:.:＼:.:.ヽ
.　　　　 　 //　ヾ､_ー ヾ:.＞- - -＜/　　　T/:.:.:.:.:.ヾ:.:.￣ヾ:.:.:..::.:.:.:}
.　 　 　 　 i l　 　 }:.:.:.:>　 }:.:.:.:.:／　　　 ／ //∧:.:.:.:.:.＼:.:.:.:.＼:.:.:.:.i
.　 　 　 　 i/ .　 /:.:./　　/:.::／　　イフ::::::://::::::::V:.:.:.:.:.::}:.:.:.:.:.:.ヾ:.:.:ヽ
.　 　 　 　 i　　/:.:.:::}　　{.／　イ'´ //::::::::::{ {::::::::::::＼:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ‐-､　　 　 　,.-‐　　　＼
　　　　　　　　　　　／　　 　., ーヽ　　　,'. ｰ-、 　 　＼
　　　　　　　　 　／ 　　 　（ （℃) l 　 　l i℃） ）　　　　＼
　　　　　　　　　 | 　 　 　 　 ｀ｰ ノ　　　 ヽ.ｰ '　 　　　　　|　　　　　　 へえ、何なりと言うておくれやす！
　　　　　　　　　 |　　　　　"⌒（_＿__人_＿__）⌒ﾞ 　 　 　 |
　　　　　　.　　　 ＼　　 　 　 　　|,/⌒'⌒ヽ|　 　　 　　／
　　　　　　　　　　　 ＼　　　　 　 l　　　　　j　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　`ｰ--‐''´　　　　〈
　
　
. 
　

116   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:47:02 ID:XiYszMiA0
　
　
　 /:/: : : : /: /: : : : : : ／: ／:/l: : : : :､: :ﾍ　※ ',　 ∧
. /ｲ: : : : :/: /: : : : :.／:.／/／ '; : : : : :l: : ヽ　　 l 　　 ヽ
. l' l: : : : /:./././////'´ゝ/-‐‐‐ゝ-､: :.l: : : :ヽ　 l　　/　 ヽ
.　 l: : : : l:.:l,.///// 　 ／ ｲ兀ﾐｭ､ヽ: : :!: : : : l.※l　 / ＿＿ゝ
　　ヽ: : :ヽl.////　 　　 　 い:::ﾘ /´ヽ/: : : : :l 　 !／!　 ,.ィ'´　　　　　 火事の前の日やった。
　　　 ＼: ヽ.//　 ,　　　　 ｀`´　　　/: : : : :/　 /: : :l' ´
　　　　 l`i‐-`　　　 　 　 　 　 　 ／／: : :/　　l: : : :l　　　　　　　　　 お父はんが言わはったこと、
　　　　 l .ﾍ　　　 ´ ｀　　 　 　 イ／: : ;.イ ※ /: : : :.l
　 　 　 l.　 ヽ 　 　 　 　 　 　 イ -‐'i.´　　　 /: : : : : l　　　　　　　　　あんた、覚えてるやろか。
.　　　 /l　※. ＼　　　　　　　 　 ／l. 　 　　/: : : : : :.:l
　　　/:.:l　　　　l: ヽ -､‐ 　 　 　 !: /　※　/: : : : : : : :l　　　　　　　　 寒天のことやったわ。
　　 /: : l　 　 　l: : : : : l　　　 _, ┴l　　　 /: : : : : : : : :.l
　　/: : : l　.※ /: : :;.ィjl , イ´　　 /　　　/: : : : : : : : : :.:l
　 /: : : rl　　 /- '´,ｨ三ﾐｭ､ 　 　 l　※　l`ｰrﾍ,-､: : : : : l
　/: : :r‐'l　　 l ,ｨｹｨﾁ lﾐ!ヾｯ､　　 !　　　.lｰ'´-‐‐'ゝ: : : :.:l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　 ／ 　 ‐-､　　 　 　,.-‐　　　＼
　　　　　　　　　　／　　 　., ーヽ　　　,'. ｰ-、 　 　＼
　　　　　　　 　／ 　　 　（ （℃) l 　 　l i℃） ）　　　　＼
　　　　　　　　 | 　 　 　 　 ｀ｰ ノ　　　 ヽ.ｰ '　 　　　　　|
　　　　　　　　 |　　　　　"⌒（_＿__人_＿__）⌒ﾞ 　 　 　 |
　　　　　.　　　 ＼　　 　 　 　　 ´￣￣｀　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　 ＼　　　　 　 　　　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　 〈
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はしっかりと頷いてみせる。
　
　
. 
　

117   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 22:47:24 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　あの日のジャギの言葉は、一言一句、違えずに胸に刻んでいた。
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　　　　　　　やる夫が澱みなく諳んじると、翠星石は、初めて、とても嬉しそうな笑顔になった。
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　　　　　　ジャギは大火の数日前から寒天を材料に、色々な調理を試みていたという。
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/|:.|:.:.:.:.:.:.ｌ:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::／イ/ /:/:./ﾄ､:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:|:.:.:.:.:.:.:.:!|:､
:.:!:.!:.:.:.:.:.:.l:｀l丶､:.:.:.:.:.:／／., ' ./:/:./ !ｌ ヽ:.:.:.:ヽ:_..- ':.:!:.:l:.:.:.:.:.l:.!:.ヽ　　　　お父はんの琥珀寒が、
:.:.!:.!:.:.:.:.',:.',:.!:.:.:.:.:＞'＜、／　//,:./　 !ｌ　_＞＜＼:.:.:.l:./:.:.:.:.://:.:.:.:
:.:.:',:',:.:.:.:.ヽV｀ヾ././//////７///　ーrィ=＝ 〒ア､/:':.:.:.:..://:.:.:.:.:　　　　あないなことになってしもて、
-､,.ﾍヽ:.:.:.:ヽヽ .///////／'´〃　　　 弋_ｰ'.ノ '　 /:.:.:.:.:.//､:.:r‐‐
　ヽ.-l　＼:.:.:＼､./////　／´　 　 　 　 ヽ　　 ／':.:.:.／/ ,.-Ｊ　　　　　　私は心底口惜しい。
.／ 　.!　　 ヽ､:.ヽヽ､　　　　　　i　 　 　 　 ‐,.'ィ":.／ 　 !/　　｀
ヽ、　 ,!　　　l l｀ヾ.＝-　　　 _._　_._　　　-‐"‐／ｌ !　　 l ）　　／ 〉　　　 亡うならはったお父はんは、
） .!　へ!　　//　　｀丶､　 　 　 ...　　　　 ,.　'´ 　 l !　　!<　,　　 く
　 ヽ_￣l 　 l !　　 　 　 ｀丶､　　　_..　'"　　 　 　 !l 　 !　 / -,.､ノ:　　　　もっと口惜しい思いをしてはるやろとおもう。
ヽ-､　',　!　 !l　　　 　 ／::,二 ｀"´二､:＼　　 　 ,ｲｌ　 l　 '　 /: : : :
: :!: :}　l　 !　!l 　 　 ／::／ ／/:｢ﾄ､＼ ＼::＼　 / l.!　l　　　 〉: : : :
　
　
　　　　　　/　 ／:::::::::::::::/::::::::::::::::::::::::::::::/::::::!::::::::＼:::::::＼ 　　|
　　　　　　! ,/::::::::::::::::::/:::::::::::::::::::::::::::::::/:::: /::|::::::::::::::＼::::::::ヽ　!
　　　　　 //::::::::::::::::::/:::::::::::／:::::::::::::,ｨ::::: /!::∧:::::::::::::::::ヽ:::::::::V
　　　　 　fl::::::::::::::://::::::::／:::::::::::::／/::::///　 ＼:::::::::::::::!::::::::::::!　　　　　 せやさかい、もし、あんたが
　 　 　 　j !::::::::::::::ﾘ::__∠:ー::ナ' ´ /::／//` ー-ゝ､_::::!::::|::::::::::::l
　　　　　/ !::::::::::::::|::::/::_;∠´././ ノ／ // 　 -＿_ヽ＼:ﾄ:::!::::::::::::j　　　　　お父はんの望んだような寒天を作ってくれたら、
　　　　　|　!:::::::::::::l!/ヾ././////"´ 　〃　 'イ j;;;r f''ッヽ!:ﾉ:::::::::ｲ:!
　　　 　ﾉ! ヾ､:!::::::::ヽ.///////　　／　　　　ゝゞク　　　ﾚ:::::::;;∧:|　　　　 お父はん、きっと喜ばはると思う。
　　　　∧!　　ゞ､:::::::ﾄ､././/　　　　　　　　　　￣　　 ／:::::イ/ ::!::|
　　 　/:::/! 　　）:ゝ､:;;＼　　　 　 　　` 　　　　　　／:::／/　/) ::!::|　　　　お父はんだけと違う、お祖父はんや奉公人、
　　 /:::::∧! ※ !!::::: |:~!＼ 　　 　 ヽ三.ヲ　　　 　フ´!!　j　/) :::::l:::|
　. /::::::/:/ゞ　　!!::::. |:::|::: へ 　 　　　　　　　 ,.イ|:::::::|| ※ !j:|:::::::l:::|　　　　翠家に係わる皆の供養になるんやわ。
　/::::::/::/:::: |!　|ヽ:::::|:::l::j::: ノ´`r ､. ＿　 ィ=ヽ::|::|::::::|!　 ﾉﾉ::|:::::::|:::|
/:::::::/:::/:::::::::ゞ!　|:::::ﾚ::ﾒ／ 　 j､　　　　 ノ 　 ＼|::::::|! 　 !l::::|:::::::|:::|
:::::::/:::/:::::::::::::_j_. ,Vf`／　　 　__＼ 　.／_　　　 　 ゝjl　 ヾ!:::|:::::::|:::|
::::/::::/::::::::: /三!　|／　　　／:::::::::::~~:::::::::ヽ　　　 　ﾉﾉ　/`ヽ|::::: |:::|
　
　
. 
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　　　　　　　　 /　　 {　　 ／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :| : : : : : ヽ　 | 　 ‘，
　　　　　 　 {ｖ′　,ノ　 .´: : : : : : : : : : : : : : : : : :| : : : : : : |: : : : : : : ‘，＼ 　 ＼
　　　　　 　 ∧、__i　　/: : : : : : : :／ : : : : : : : : : | : : : : : : |: : : : : : : : ‘， }　　　 ＼
　　　　　　 ´￣＼}__,/___/＿__／: : : : : : : : |: : : :|: : : : :./∧: : : : : : : : :.'　＼―--　＼
　　　　 (　　　　 / 7''￢――: : : :／.: : : : :/: : : :′: : ://　‘，: :|: : : : : :|　　}　　　　　　　そやからやる夫、お願い。
　　　　　＼______{__ｉ___/＿／ : ／: : : : : : /: : :.:/ : : : //　 　 '.: :|: : : : : :|　 〈
　　　　　　　￣７¨Ｔ Ｔ￢―／／////////／′: : //ー――ｉ:.|: : : : : :|　　}　　　　　　　この通りだす。
　　　　　　　 　 {　 |: :|: : ／／: ／/////／　/: : ／/　　　　　|/: : : :.:.| | 　 ′
　　　　　　　 　 〉　|: :l／／: :イ///////// /:.／　 　,ｨｆ竓万ミ|: : : : : | |　〈　　　　　　　 何も出来へん私に代わって、
　　　　　 　 　 {　 :レ／ : : : : 从.//////　／　　　　　_):::::i |丿: /.: :/|/ 　:}
　　　　　　 　 ∧ノｨ: |ｉ: : : : : : |//////　　　　　　　　 乂ｚン / /.: :/　 　 ∧　　　　　　　お父はんの夢、
　　　　 　 　 / : 〉｜八: : : : :八.///　 　 　 　 ，　　　 　 　 / ｲ : /　　　｜:‘，
　　　　　 　 /: : (　 / 　＼: : : : :＼　　　　　　　　　　　　　 　 /: :/　　 　 ﾉ.: : ‘，　　　　 叶えておくなはれ。
　　　　 　 /: : : :〉　　　〈 : ＼: : ｀ﾄﾐ　　　　　<　 >　　 　　 ／l :/:〉 　　 (: : : : : ‘，
　　　　 ／: : : :/　 　 　 } : : : ＼ ( : ＞._　　　　　　　　 _イ: : :|/.:{　　　　}: : : : : : :＼
　　 .／: : : : : :{　　　 ノ＼/＼ : :＼: :/　|｀　 　__　 　´|>}: : : : /＾〉　 　 〈: : : : : : : : : ＼
　.／: : : : : : : : 〉　　〈／＾>＼ﾉ＼―'　　＼＿　　 __／　`ー=^〉 ヽ 　 　 }: : : : : : : : : : : ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　そう言って、翠星石はやる夫に向かって両の手を合わせる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　／ 　　-一'　　 　　ﾞー-　　 ＼
　　 　 ／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼　　　　　 嬢さん、そんな、
　　|　　　　 ヽ_　　 _ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|
　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|　　　　　 止めておくれやす。
　　 ＼　 　 　 　｀ー ─'＾ー 一'　　　　 　 ／
　　　　＼　　　　 　 　ー一　 　 　　　　／
　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　 　 |　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　　　　　　|
　
　
　　　　　やる夫は、手を伸ばしてそっと翠星石の合掌した手を解く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼　　　　　　　 翠家の旦那さんは、いっつも私のここに居はります。
　　　　　／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼　　　　 せやから、ここに居はる旦那さんにお約束いたします。
　　　|　　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|
　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|　　　　 旦那さんのお望み通りの寒天、
　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／
　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／　　　　　　私が何としても、作らせて頂きます。
　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　旦那さんと嬢さんのために。
　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|
　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫の双眸に強い意志の力が宿っていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　その日の夜、井川屋の奥座敷。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　　　　　　ダディが戸惑いの表情を見せる。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　 何やて？
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 修行？
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　やる夫、
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　いきなり修行て何のことや。
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　それに、何処だすのや？
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 原村て。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　番頭のいく夫も、店主の脇からやる夫に問いかける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／ 　 　 　 ＼　　　　　　　　へえ、島上郡の原村、いうところだす。
　　　　　　　　　　 ／　 ＼ 　 ／　 ＼
　　　　　　　 　 ／　　（●）　（●）　　＼　　　　　そこの寒天場に、この冬の間、
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 （__人__） 　　 　 ｌ
　　　　　　　 　 ＼　　 　 ｀⌒´　　 　 ／　　　　　やらして頂きとうおます。
　　　　　　　 　 ／　　　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　 島上郡、いうたら高槻やな。
　　　　　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　　　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　ほな、同じ摂津の国や、そうは遠ない。
　　　　　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　けんど、なんでまた。
　　　　　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　 おい、いく夫。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　 確か、美濃志摩屋で修行してから
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　 そこらで天場、拓いた者が居ったな。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 そや、確か、高和とか言うた。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　ああ、高和はんやったら、
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　　伏見の天場に居はった時分から、えらい評判だした。
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　陰日向無う、よう働く、て。
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 終いには難しい草割りも任されてはりました。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 けんど、さいだすか、天場を拓きなはったんだすか。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼　　　　　　　　　 へえ、その高和はんだす。
　　　　　　　　　　 ／　 ＼ 　 ／　 ＼
　　　　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼　　　　　　 京の大火の折、高和はんも
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　 　 ＼　　　 |r┬‐/　　　 ／　　　　　　 美濃志摩屋に駆け付けはってて、
　　　　　　　 　 ／　　　 ｀￣´　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そん時、原村の天場のことを教えてもろたんだす。
　
　
　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 せやった、せやった、思い出した。
　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 あの大火で真っ先に美濃志摩屋に
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 駆け付けて恩を返した男が高和やったな。
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　 しもた、いく夫、
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　 これは私の大きな見落としやったかも知れん。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 ＿＿＿＿＿
　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　 へえ、旦那さん。
　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　　　おっしゃるとおりでおます。
　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　　　　　　美濃志摩屋の寒天場が駄目になり、伝手を頼りに色々な寒天場を当たったが、
　
　　　　　　　　　　　　　　思うような寒天に巡り合わないことを嘆いていたダディだった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
　　　＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
　　　、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
　　　.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
　　　:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
　　　:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
　　　.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
　　　:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
　　　:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿ //厶イ／}_}_廴,､__,..㌻. イ＼＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＼　廴j .//　 〉　_／　_／／　-Ll二ﾆ=-イ　〉廴___＼＼-‐'´//`ー-／＿＿／　r/
　　　::＼＼＼＼＼＼＼＼＼二//二/二,､　／／　　　 ,､　　 〕､ .L//⌒}　　 >　>__//＿＿f＜＿_/＿／j
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＼r一.//Tｰ'-勹　^~^? 　 r ､ /　`'＜　 〉// _＿`ク＿／ .//　　 ／..:.:/＿ノ }Ｌ　廴＿
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＼{　.// ,:Lr√二ヽ　 `^Z」　〈　　 .＿＼//'Y　　＞--=ミ//　 .／.......:/　＿_厶''"´￣
　　　.:＼＼＼＼＼＼＼＼ゝ//＿_人　r'^⌒了＿r--く`ー'　　 〈/L之 ∠　　-―　　　　　´￣＿　　　　　-―
　　　:.＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ー-z､＿　　　　　　　　 r―=＝￢冖ニ二　　　　￣
　　　.:＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼........／　　　　　　　 /　　　　　,ﾙ'´
　
　
　　　　　　　　　　　　しかし、高和の寒天場はその伝手の中に含まれていない。
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　 義理に厚うて、骨惜しみせん働き者。
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　火事場での見極めも確か。
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　そんなお人の作らはった寒天なら、そら間違いおまへん。
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 まだ人の口に上ってへんところをみると、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 きまった仕入れ問屋があるわけやないだすやろ。
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　作った寒天は、多分、
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 これまで美濃志摩屋が引き受けてたんかもしれまへん。
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　旦那さん、これは急がんと！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　　　　　 そう焦りな。
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　 ともかく物を見てからのことやが、
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　 しかしまあ、大方、お前はんの見込み通りやろ。
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　よっしゃ、やる夫。お前はん、明日にも原村に発ちなはれ。
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　そして、お前はんの目ぇで見て、その出来が納得いく品やったら、
　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　 高和はんの作らはる寒天、ひとつ残らず、
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 この井川屋で仕入れさしてもらいまひょ。
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　そ、そないな大事なお役目を
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　私なんかに……
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　なんや。
　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　お前はんが原村へ行く、言うたんやないか。
　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　文句あんのかいな。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　意外にも、いく夫も異を唱えない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は大きな声で応える。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 ／ 　 ‐-､　　 　 　,.-‐　　　＼
　　　　　／　　 　., ーヽ　　　,'. ｰ-、 　 　＼
　　 　／ 　　 　（ （℃) l 　 　l i℃） ）　　　　＼　　　　　いえ、任しといてください！
　　　 | 　 　 　 　 ｀ｰ ノ　　　 ヽ.ｰ '　 　　　　　|
　　　 |　　　　　"⌒（_＿__人_＿__）⌒ﾞ 　 　 　 |　　　　 最高の寒天、仕入れてまいります！
.　　　 ＼　　 　 　 　　|,/⌒'⌒ヽ|　 　　 　　／
　　　　　 ＼　　　　 　 l　　　　　j　　　　 ／
　　　　　　 /　　　　　　`ｰ--‐''´　　　　〈
　
　
　　　　　　　　　　　　　　主と番頭が自分に寄せてくれる信頼を感じていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　翌朝、やる夫が目覚めると、
　
　　既に丁稚部屋にやらない夫の姿はなかった。
　
　
　　　　　　　　／￣￣￣＼
　　　　　　 ／　　　　 　　　＼
　　　 　 　 |　 　　　　　　　　 |
　　　　　 　＼ 　　　　　　　／　　　　　　　　 しもた！
　　　　,,..-‐' 　　　 　　　　　＼
　　 <"　 ,_,,_　 　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　 寝過ごした！
　　　ヽヾ丿　|　　 　 　 　 　 i　　ヽ
　　　　ヽ＆　.i　 　　　　 　, -ii、ヽ、 )
　　　　　　　　|　　 へ. 　i　　 i^ﾞ''"
　　　　　　　　|　 /　　　 |　　 |
　　　　　　　 _|　/ 　　　 ｀-- ´
　　 　 　 　 (___/
　
　
　　　　　慌てて飛び起きて台所へ向かう。
　
　
. 
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　　　　　　やらない夫は三和土の隅で糠床をかき混ぜて、
　
　　　　　　　　中から大根を取り出したところだった。
　
　
　　　　　　: : : : : .　　 _ , - '´
　　　　　　｀ ' ー‐ｧ ' ´|
　　　　　　　　 　 !　　:|
　　　　　　　　　｜ 　 :{
　　　　　　　　　 l, -― }　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　/　/´｜　　 /　ノ　＼　ヽ
　　　　　　　　　{. / ／ ＼　 | (●) (●)　|
　　　　　　　　　 〈 // 　/ へ|　(_人__) 　|　 　　　＿ , -- ､
　　　　　　　　　　ヽｉ　 l　 !　ﾊ　!::::::: !　 |､__, -‐'/ ／/￣｀ヽ!
　　　　　　　　　　　! 　 !　 !　∧｀⌒´ ノ// ! rｔ― ､ /／¨ヽ｀ﾊ
　　　　　　　　　　　丶　!　 ∨∧￣　／　!｜￣, ‐ ┐　　　} /
　　　　　　　　　　　　｀ｰ､ ∨/　ヽ／　　 ｔ┴ '└,ﾆ‐'〕-,_ィ／
　　　　　　　　　 　 　 ∠フﾟ}´　 /　　　　　!丁不>二{.ノ´
　　　　　　　　　　　　　　!ノ　／　　　　　　＼y-‐''"´
　　　　　　　　　　　　　　ﾉ /　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　 　（ {　、　　　　　, ,　 ﾉ
　　　　　　　　　　　　　 {ﾆ三三三三二ニＹ
　　　　　　　　　　　　　//　　　　　　　　　λ
　　　　　　　 _,　-‥ ' ´￣￣￣￣￣￣￣￣¨ ' ｰ- ､_
　　　　　　'´　　　　　　　　　　　　　　　　　 : : : : : : : : ｀'i
　
　
　へっついに載せられた鍋からは柔らかい湯気が上がっている。
　
　
. 
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　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　 やらない夫、済まん。
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　 　 　 （⌒）（⌒ ）　　　|
　　　 　 　 （__人__）　　　　 |　　　　　　構へん、構へん。
　　　 　 　 （｀⌒ ´　　　　　|
　　　　　　　{　　　 　 　 　 |　　　　　　 今朝は私に任しぃ。
　　　　　　　{　　 　 　 　 ﾉ
　　　 __∩　 ヽ 　 　 　ノ
　　　（ﾐんゝ､ ／　　 　 ヽ
　　　　 　＼ '' ／|　　　　|
　
　
. 
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　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　 今朝だけやない、
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　 この冬中、任せなあかんのが
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　 悪うてなあ。
　
　
　　　　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 _⌒　 ＼
　　　　　　　　|　　　（●）（ー）　　　　 あほ、
　　　　　　　　|　　 ⌒（_,,人__）
　　　　　　　　|　　　∩ノ |;;;| }　　　　　天場で寒天作るのに比べたら、
　　　　　　　　|　　／＿ノ"' }
　　　　　　　 /ヽ/　　/　 　 }　　　　　 飯の支度くらい易いもんや。
　　　　　　　(　 ヽ　 /＿　ノ
　　　　　　　7.ヽ＿_/　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　 ／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　｜:::::⌒（__人__）⌒::|　　　　　それに前にも言うたやろ、
　　　　　　　　 　 | 　 ｢匸匸匚|　'"|ィ'
　　　　, ヘｰ‐- ､ l 　｜ /＾''⌒|　　|　　　　　 私は商いより、
　 -‐ノ .ヘー‐-ｨ ヽ 　!‐}_＿,..ﾉ　 ｜|
　''"/／ヽｰ､ 　ﾉヽ∧　`ｰ一'´　／　|　　　　 こうやって奥のことを任されてるほうが
　 /／＾＼ 　ヾ-､ :| ﾊ 　￣　／　ﾉ　|
,ノ 　 ヽ,_　ヽノヽ_)ﾉ:l　'ｰｰ＜.　　/ 　|.　　　　性に合うんや。
/　 　 <＾_,.ｲ `r‐'ﾞ :::ヽ 　＼　｀丶､ 　|
＼＿＿_,／|　 !　　::::::l、　　＼　　＼|
　
　
　　　　　　　　 　　 ._ _ _　ｺﾝ☆
　　　　　　　　 　(ヽl_l_ll_l,l
　　　　　　　　　　 |／￣￣＼
　　　　　　　　　／　ノ　　＼ ＼
　　　　　　　　　|　 （＞）（●）　|
　　　　　　.　　　| //（__人__）//|　　　　　　　旦那さんと番頭はんには
　　　　　　　　　 |　　 ｀ U ´　　ﾉ
　　　　　　.　　　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　内緒やで。
　　　　　　.　　　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　l/　　　く 　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　井川屋に女衆が居た頃にも無かった糠床を作り、
　
　手間のかかる糠漬けを香の物として供するようにしたのもやらない夫であった。
　
　
　　　　　　　　　 　　,, -─- ､._
　　　　　　　　　　／　　　　　　ヽ
　　　　　 　 　 　 |　　 　 　 　 　 |
　　　　　　　 　　|　　 ノ 　ヽ､　　 |
　　 　 　 　 　 　 |　（⌒）（⌒） 　 |　　　　　　　　　　　糠に昆布と鷹の爪を入れたよって、
　 　 　 　 　 　 　 |　 （__人__） 　 |
　　　　　　　 　 ／ヽ　｀⌒´　　 /ヽ　　)　　　　　　　　このどぶ漬けは美味いでぇ。
　 　 　 　 　 　/　　 　 .,＿,,　 '(　 　 )
　　　　 　 ＿＿/⌒ミ＿＿　(　　)　 　＿彡彡＿　　　鈴三屋のご寮さんに分けてもろたんや。
　　　 　 　￣|／ フ´ ￣￣　　 　 　 　＼＿＿／.
　　　　　　　 .ー￣ヽ￣￣￣￣￣丿　￣`ー´
　　 　　　　　　　 i　ゝ＿＿＿＿ノ
　　　 　 　 　 　 ┌─三──三―'￣`i
　　　　　 　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　　　　以前に、鈴三屋のご寮さんが寝込んだ時に見かねて奥を手伝ったことがあり、
　
　　　　　　　　　　それ以来、やらない夫はずいぶんと夫妻に可愛がられている様子だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.／:.:.:.:.:.:.:.:.　 -───ミ:.:` ＜⌒廴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /:.:.:.:.:.:.: ／　　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:＼}＿}
　 /　　／ 　 ..::/.::/　.:::::: /.::::::/.:::::!::::::..!.. l　　::ヽ｀ヽ　　　　　　　　　　　　　./:.:.:.: /:.:/／:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:.ヽ ＼_.ｨ
　i　　/　　 .::::::!::/l ..:::／/.:::／!:::::/l::::::::l:::::l:::....l　 !　　　　　　　　　　　　　　':.:.:_:./:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:.:.:.、:.:.:∨ 「
　! 　 ! l　.:::::::/l/__l／　/／　 ｌ:::/　!::::/!:::::!:::::::!::!:l　　　　　　　　　　　　　　i／　:!:.:.:.:.:.:.:.:.、:.:.:.:.:.:.:.:.|、:.／:.:. !:.:.:ﾟ，:.:.∨
　ｌ　/l/l .::::::/ ＿＿｀ヽ、　 　 ｌ/ 　 l::/ l:::/l:::::::!::!::!　　　　　　　　　　　　　 |､ ／|:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼:.:.:.:.:.:.:! X:.:j==ﾐ:.:.:.:.|:.:.:ハ
　 V く ｌ .:::/　￣"'ヾﾐ　ヽ 　 　 　 _ｊ/　-―ｌ　/.∧l　　　　　　　　　　　　　 }:.:廴:|:.:.:.:.:.:.:.:.:┼へ、:.: ﾄ:.. ｲう刈:.:.:. |:.:.}　}
　　∨ｰ!::/　　　　　 　　 　 　 ／ -=ﾐ　.／l/.:/　　　　　　　　　　　　　　　 l://从:.:.:.:.: ＼:.{　＿_＼l 　 込ソ|:./:.:|:.∧　.
　　j/iヽl/ 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　 /./　j/　　　　　　　　　　　　　　　　|{ {:/ハ:.:.:.:.:.:.:.:X´￣ `　 　 　 ""ｲ:.:. ｲ:.ハ
.　　　ｌ::∧　 　 　 　 　 　 　 {　　　　./.:/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:X〈:.:.:(＼:.:.:.:∧""　　　　 ′　 人:.:.:.!:.:.:.:i
.　 __/V ::ヽ　　　　　　　　 ／　　　 /.:/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K∧〉:.:.:.:Ｙ⌒！:.:、　　ｰ　　´ .ｲ:!:.|:.:.:|:.:./:!
／i/　 ! ::::::ヽ 　 　 　 　 　 　 　 ／ j/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lハl:.:.:.:.:从　　|:.:.:.:ヽ≧:ｰ┬彳:/:!:.ｌ:.:.:|:ｲ ﾉ
.三l　:: ｌ　:::::::.ヽ、 　` __‐-　 .／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -─‐ﾐ:.:.:.／} 　 |ヽ:.:.:.:.＼　 ﾄ､: : :i:|/ヾ:.|
.三 !.:::::.ヽ、:::::::::ヽ、　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　 ー‐’　　V∧:.:.:.「、 ／｀ヽヾﾄ　ﾘ
三ﾆｌ:::::::::::::＼::::::::::::::ｰ匕＼　　　　　　　　　　　　／￣￣＼　　　　　　　ー─ ､　／｀ヽ　 }　 }ヽ:j: :＼ ／ ∨∧！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼　　　　　　　　 / ´　 　ﾉ、 ヽ. ∨∧ : : ＼　 ∨∧/＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）　　　　　 ／ゝ.　 ／　 ﾄ 丿　ヽ:ヾｉﾄ: : : ＼ ヽ: i}　 l}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　　（__人__）　　　　　 .{:_:/⌒＼　 ノ ﾉ}/　　 ＼:ヾｉﾄ: : : ＼刈　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,|　　 　　　　　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ヽ　　　　　　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　`' 　　　 く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 | 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　小気味良く大根を刻み始めるやらない夫。
　
　
　　 ／￣￣＼
　／　　 _ノ　　＼
　|　　　 （ ●）（●)
.　|　　　　 （__人__)　　　　　　　ちょっと漬かりすぎやな……
　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
.　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　かくやにするか……
.　 ヽ　　　　　 　 }
　　 ヽ　　　　　ノ
　　　/　　　　く
　　　|　 ＼＿　＼＿／　／＿＿＿＿　　　　／／
　 　 |＼＿＿￣ヽ＿⌒ヽ／＿＿＿／|　　／／
　　　|　　　　`l_l_l_l―|￣￣￣＼＿_|／ ／／
　　　|　　　／　／　 ￣￣￣￣　　　／／
　　　|　 ／　／／￣￣￣／|　 　／／
　　　|／　／　|￣￣￣￣|／　／／
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　 （おおきに、やらない夫）
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　やる夫は、自分が彼の存在にどれほど救われているか、
　
　　　　　　　　　　　　　改めて知った気がした。
　
　
. 
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　　　　　　　　　朝餉の後、ダディといく夫に挨拶を済ませると、
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫は慌ただしく旅立った。
　
　
　　　　　　　　　 　 　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　 　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼/⌒）
　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　|　ﾉ
　　　　　　　　　_＿＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／/
　　　　　　　（⌒　　 　 　 　　　　　　　 |_,,,ノ
　　　　　　　　""''''''ヽ_　　　　　　　　　|　　　　　　　　 ほな、行てくるで！
　　　　　　　　 　　　　|　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　 i　　　　　￣＼ ./
　　　　　　　　　　　　　＼＿　　　 　|/
　　　　　　　　　　　　　 _ノ　＼＿＿_）
　　　　　　　　　　　　　（　　　 _／
　　　　　　　　　　　　　 |＿ノ''
　
　
　　　　　　　　.r-､　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／て )　　　 　／　　　 ＼　／
　　　 　 　 （ _ﾉ　 ﾌ.　　 　 |　　　（ ●）（●）
　　　　　　　ゝ、 〈　　　　　|　　　　（__人__）
　　　　　　 / ハ　ヽ.　　 　 |　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　 　 /〃　ﾍ　 ＼ . 　 | 　 　 　 　 　 }　　　　　　　　おう、
　　　　　 ｉ ！　　 ＼　 ｀ ーヽ　　　　　　 }
　　　　　 丶丶　　　_ ＞　　　ヽ　　　　ノ､　　　　　　　　 店の方は任しい！
　　　　　　　 　 ゝ'´- ､_ 　y-､　　　　　　　＼
　　　　　　　　〈　　　　 ￣　 う 　 　 　 /､　　ヽ
　 　 　 　 　 　 `ー― ￢､__ノ　　　　　| 　>　 /
　　　　　　　　　　　　　　 |　 　 　 r'＾ヽ'´ _／
　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　 　 `く__ノ´
　
　
　　　　　　　　　　　　やらない夫が店の前まで見送ってくれる。
　
　
. 
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　　　　　　振り返ると、神無月の真澄空、大川に架かる天神橋が見える。
　
　
　　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|
　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|
　,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
　-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|
　＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_
　＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿
　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜ ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
　＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝
　　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ
　　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ
　　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ
　　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ
　　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ
　
　
　思えば、翠星石と初めて出会ったのも、そして昨日決別したのも、あの橋の上だった。
　
　
. 
　

149   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 23:11:22 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　,. -'"´　　　　　　｀¨ー ､
　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　　　ヽ　ヽ、
　　　　　　　 ,,.-'"　　 　　　　　 　,,.-'"｀　　　　　ヽ、　　　　　　　　　　（たった十五歳でしかない嬢さんの
　　　　　　 /　｀ﾞ`'''ﾞﾞﾟ　　　　､_,,.-'' 　　　　':'"　　　　ヽ、
　　　　　　i　、　　　　　　　　　．。- = ナ '´　　　　　 　 ヽ　　　　　　　 　　　　辛い暮らしを思たら、
　　　　　 ./　ﾏ=t7心。 、　'´{イt_ァ 7´,ｨ　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　/ .　 弋 ﾓ_无　　　　　｀¨¨´　　　　　　　 　 　 　 　 i　　　　　　　　　　　　　弱音なんか吐かれへん）
　　　　 /　　 　 ｀¨´　ﾉ　　　　＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 l
　　　　,'　　　　　 　 ,'　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　 　 　 　 l　　　　　 （例えこの先、
　　　　i　　　 　 　 （　　　i　　　　　）　　　　　　 　 　 　 　 /
　　　　',　　 　　　　　｀ﾟ''｀ ｀ﾟ''ー' ´　　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　　　 どんなしんどい目ぇに会うても、
　　　　 ヽ、　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弱音は吐かん）
　　　　　　　　 ｀¨i　　　　　　 　　　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫は自身にそう誓い、振り切るように橋に背を向けて歩きだした。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　島上郡は京と大坂の中ほどに位置し、北に山並み、南に肥沃な平野を抱える恵まれた地である。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /_,-､',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 [_i_i_|;;|_iTi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　}====={_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ri＝i=i＝i＝iｰ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈イ二￣r;;;;i l,-,i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 　　　　　　　|i |;;;;l　 ｌ;;;;;| l;;;;l|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　ヽ　　　　　 {ｨt'=' TTﾆﾆTT｀;i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｪｪi三i三lｪｪ　　　　|l |i'i^i| |.i^i^i| |i;i;|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　rnh"ｎi⌒i i⌒ｉ nn｀nn　|l |i==| |===il |=;;!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_　　i　 _　　　　　　／ ヽ i_r⌒i__ー,ヘー'ｺ==､, ｉ　|l |i'i^i| |.i^i^i| |i;i;|
　　　　　　　　,､__________,-､　 ,,,__| i |'"＾"| i |' ｰ ､_　 | i^i二;|ｲ==iﾆﾆ i〒i ﾆﾆi==iヽ｝ |l |i==| |===ｉl |=;;!
　　　　　　　ノ　　 　／／ヽ､ | r----i |ｺ__ l∧ii ll {二二二ミi_.ll | l⌒l : : l⌒l : :|'l |　|.!.|i'i^i| |.i^i^i.l |ｉ;i;|
　　　 　, -'"　　n-'"∠'⌒ヽ＼.|　　　 ｰ―-|　|--r'　　　　:.:.ｺ_,-! ____ :-: ____ __. l |　li=|i==| |:===ｉl |=;;!
　 , -'" 　___,,,,..... n　　　￣~"ｰ`'-､_ﾆl＼　　ｰ---l　∩∩ :.:.:|:　:| |:::::|　　|;;;;|　 |;ｌ | _|.|.|i'i^ｉ| |.i^i^i l |^i';|
＜=ﾆﾆﾆ-ｰ‐ﾆ'''"i^´￣""''' ‐-- =- ﾆ- ｉ＼_,　|| |l|　[」.[]　.:.:.!　 |　￣　　 ￣　　　|´~i ''i==| |:===ｉl |==|
　 l ｭ 　　　　[]　 |　[]　　　 ﾛ ﾛ　　 ｭ |~　　i ＼....|　　　　 .:.:.|l^l.| r- i　　r- i　 ｉ;ｌ |l　l| l|ｉ^ｉ| |.ｉ^i^i l |^i';|　　　　、;:;":
＜ＺＺＺＺＺＺＺＺＺテ￣´~ """" '''''ー‐ー-- ('';(;;;));(;;^;)　　.:.:.|l;;i.|└┘　└┘　 ｉi |lｰ|| r-===rﾆﾆﾆ／＼ﾆﾆﾆi/、;:(;
／´~"''‐- ､.,￣￣￣￣´~"''‐- ､.,　===== （;;;(;;;;);;;(;:; (;::)　（;;;..).|　___　　 ___　 ri　|lｰl| | nnnnr - - - - -nnn( :(;";"
,';;⌒);;)､｀''‐- "''‐-============ `=- |　ゞゞ:;ヾ/:::)ｿゞヾ)y(:::ｿ-,|;;;|　　 |;;;|　.|l.ｺ|l-∠二二二二二／ヽTTT"(:;"":
;;;;);;;(;:;))ＺＺＺフ=-||::::::::::::;;'';;(;:; (;:;ゞ:;ヾ;);;;(;:; (;::ゞllヾ:;;);;;(;:; (;;;)-ﾉﾊ;;)--┐┌--ﾉ(;"`;::;;|`;:(;""ll:((;::;;`;l:|;==|"`;::;(":((;"
(; : (; ゞヾ:;）／　　||　;;;;(⌒;;);;;(;;);;;(;:; ;:;;;);;;(;:ヽ ;;)ll;;(/;:; ;;);;;(;:;;;);;;(;:; ））;":((;"` : ;`;":("`|;:: `;: (ll":((;"`l;|::;(⌒;`;:;":;";`;:
ゞゞ:;ヾ : ; ;）;) ---||　ゞ:;ヾ;;;(;:; ;));(;;;;;(;:; ;));(;;;;;(;:;)ll);(;;--; ;==;;(;;));(;;)) ：、;:;":;";`(;:⌒):;｀))(　：、;：(;;、;:;":;"(;;;`;:;":(;;;：
: (; ゞ;;;);;;( ;));）ｉ:ｉ:i:||　　(;(;:; ;));(;:;;(;:; ;)) ;));(;:;(;:; ;)||; ;));";`;:;"(;"; ;`;"`;:;"(;";`;";(;:; ;(;:; ;)(;:; ;))` ;`;";:;"(;:;"(; ;`;"";`;:;"(;
)ｿゞ)ｿゞ;(;:; ;)ヾ)i:i:||　 |:i:i:i:i:i:/;;(;:;";;(;:; ; ;(;:; ;))));(;:; ;⌒:;; ;)); ;));;;）;:;";`;";:;"(;:;":;";;:;(;;;;;(;;;;);;);;;(;;;;)））;`;";:;"(;:;":;";;:;":;`;
　
　
　その中心の高槻城下は、西国街道と高槻海道、それに淀川という陸路水路を備え、大層栄えていた。
　
　
. 
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　　　　　　　やる夫の目指す原村は、そこからずっと北上した山中にある。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ヾ(;ゝヾミ;;;ヽ ヽ::;;ヾ::;;;:;;`;;ヾヾ※ヽゞ;;ゞヾ|::i:i :ゞゝ/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　 　　 ゝゝゞヾ;;::;"ゝゝ;;:※;;ﾟ::ヾヾ※｡ゝゝ;;:;;ヾヾ:|::;ii:: :;;ゞゝ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 ゝ;;ヾ::ヽゝ;;';ヾ;;ゞ::'ゞヾミミ;;:'ヽ;;ﾟヾ⌒;;:ゞヾゝヾヾ
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　　　　　　　　　一見、辺鄙なようだが、淀川の河港である前島浜から
　
　　　　　京坂越えと呼ばれる山道が繋がっており、原村はその道筋にあった。
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　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　　　　　 　 ＼　　　　　　　（平坦ではないけど、
　　　　　／　 　 　＼ ,　, ／　 ＼
　　　 　 |　 　 　 （ー）　 （ー）　 |　　　　　　　これやったら天草を持ってくるんも、
　　　　　＼　 u. 　 （__人__）　,／
　　　　　　ノ　　　　 ｀ ⌒´　　＼　　　　　　　出来た寒天を運び出すんも、
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l　　　　　　　　難しいことやない）
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
　
　
　　　その地の利に気付いたやる夫は、高和の読みの正しさに舌を巻いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島上郡、原村。
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　　　　　　　　周囲を低い山々が幾重にも折り重なって囲んでいる。
　
　　　　　　　その山懐に抱かれて、農に生きる人々の暮らしがあった。
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　　　　　　今、その地に足を踏み入れたやる夫の頬を、
　
　　　　　　　懐かしい郷里の風が撫でるように感じた。
　
　
..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　／　―　　-＼
.　　.　／　 （●） 　（●）
　　／　　　　 （__人__）　＼
　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|　　　　　 （似てる……苗村に……）
.　　＼　　　　　 　　　　 ／
.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　／´　 　　　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　やる夫は、ふいに突き上げるような郷愁を覚えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　低い山々が程よい壁となって集落を強風や嵐から守り、
　
　　　　　　　　　 お天道さまの恵みの日差しがあまねく燦々と降り注ぐ。
　
　　　　　日だまりの中にいると、今が冬であることを忘れてしまうほどに暖かい。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (⌒,-､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(^ヽ ,ゝ´ ''`ｰ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　ﾍ　　ヽ　,,ﾊ,-､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　("⌒,, ⌒)　,ﾉ　　,,ノ｀⌒`,,)
　　　　　　　　　(⌒,,ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣ ￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　(,⌒´,,,,） ｀⌒｀,,)
　　　　　　　 ￣￣ ￣￣￣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /ヽ、,､
_人/ヽ'´ゝ､_,､__ _ 　　　_　_ _ __,､,､／｀yヽﾉ＼,ﾍヘ'ゝ/ゝУヾуヽへ'´Vゝ'^ヽ､,_,､__ _ _
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　　　　　　　　　　　　　　　　そう、苗村でも日中は冬でも暖かく、
　
　　　　　　　　　　　子供は寒い家の中よりも外で遊ぶ方を好んだものだ。
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　　しかし、やる夫は同時に、苗村とこの地の決定的な違いにも気付いていた。
　
　　　　　　　　　　　ここには広大で肥沃な田畑が広がっている。
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　　　　　　　　　　　　　　　今は田に稲穂の姿はないが、
　
　　　　　　　すでにこの集落の人々に収穫をもたらした後なのだろう。
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　　　　　肥沃な土地は、目の前の芥川の恩恵か。
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　　　　　　　　芥の名にそぐわぬ、清らかな水の流れが、
　
　　　　　　　　 原村の空を映してゆったりと流れている。
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　　　　 　 　＿＿__
　 　 　 　／　　　　＼
.　　 　／　 　 　 　 　 ＼
.　　／　　　 ―　　 ー　 ＼
　　|　　　　（●） 　（●） 　|　　　　　　（苗村はこんなに豊かではなかったなあ……）
.　　＼　　　　（__人__）　 ／
.　　　ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼
　／´　 　　　　　　　　　 　ヽ
　
　
　　　　乾いて枯れた苗村の土を思い出し、やる夫は改めて川の力を知った。
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　　　　藁葺きの百姓家から顔を出した男が驚いた顔でこちらを見ていた。
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　　　　　　　　やる夫は男の名を呼んで、勢いよく駆け出す。
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　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′
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　　　　　　　　高和は早速、自分の家にやる夫を招き入れた。
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　　　　　　高和は囲炉裏端にやる夫を座らせ、機嫌良く語りかける。
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は独り言のように呟く。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和は自慢げにやる夫に語る。
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　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は原村に来た理由を包み隠さず高和に打ち明けた。
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　　　　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　　　　まあ、今年は働き手も増えたし、
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　　　　　　　　　　　　　　言って、高和はやる夫の背中を、ばんっと叩いた。
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　　　　　　 高和の寒天場は、当初こぢんまりしたものだったが、
　
　　冬の間のみの使用で済むところから、周辺の百姓が協力を申し出て、
　
　　　　　　霜月ともなると一面が寒天を干す棚場となるという。
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　すでに今年の寒天作りの準備の為に、収穫を終えた田畑が綺麗に整えられていた。
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　　棟梁の高和による引き合わせが済み、やる夫は天場の仲間として迎えられた。
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　　　　_　　 ／ 　　　（＿＿＿　　　|　',　　　　　 （この天場から無事帰れるんやろか……）
　　,､'　　／　　　　　　　　　　　　　 |　 ;
　､　（￣　　　　　　　　　　　　　　　 |　 ;
　　　 ￣￣￣|　　　　　　 　 　 　 　 |　;
　
　
　　　　　　　　　　そうして、いよいよ原村での寒天作りが始まったのである。
　
　
　
. 
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　　　　　最初の火入れは釜始めと言い、釜に酒を供えて全員で祈る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,..-‐";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;` ､
　　　　　　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　　　　　　　 /;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　 |;;;;i "'`~　 "`~ `i||i"　''　ﾞ`　"　|;;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　 |;;;;| 　　　　　　ヽ`　　　　　u　　|;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　 .|;;|　,-;;;;;;;;;;"ﾌﾉ　 ヾ`;;;;;;;;;;;;;;;ヽ　|;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　,,ト;| ',,_＝＝-､く 　 　>ﾞ-＝＝､　 |/ i
　　　　　　　　　　　　　　|i ､|　　　'￣"彡|　　　　　　　　　||　|
　　　　　　　　　　　　　　|'. (| 　 　　 　彡|　　　　　 　　　 |)) |
　　　　　　　　　　　　　　 ! ､|　 　　　　i,"(_ ,, ､,　　　　　　|" i
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ_|　　　　　　　 `　　 　 　 　　.|_/
　　　　　　　　　　　　　　　　.|ﾞ　　 　 　､,.－-‐ ､,,　　 　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　.i ﾞ､　　　　' ￣ニ￣　　　　 /|
　　　　　　　　　　　　　　　　| 　 ､　　　　 ￣￣　　　　, '　|
　　　　　　　　　　　　　　　　|　 i　` ､　　　　(　　　 , "　　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　　 　 ` ー---― "|　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　|　　　　　　　　　 i　　　　 |
　
　
　
　
　　　　　　　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　　　　　　　／ 　　 （一） 　（○） ＼
　　　　　　　　　|　 .u　 　 （__人__）　 　 |　　　（祈ってはるん……やんなあ……）
　　　　　　　　　 ＼　 u. 　 `_⌒ ´　　／
　　　　　　.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く
　　　　　　　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)
　　　　　　.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /
　　　　　　　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　　　寒天作りは天候に左右されるため、寒天場は常に神信心の場でもあった。
　
　
. 
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　　　　　　　 寒天製造は、まず、運び込んだ天草の選別から始まる。
　
　　　　　　　それを三日間水に晒して、大釜で半日かけて火を入れる。
　
　
　ｒＣ　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,L_ノ.!　八､
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／ﾆﾆ二二二二=======ニニﾆﾆﾆヽ__I＿＿I＿＿I＿＿I＿＿I＿＿|////////////////i
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　ヽ.＿I＿＿I＿＿I＿＿I＿＿I__|,////////////////
　 　＿＿　　　 　 　　　　＿＿ 　 　 　 |＿＿I＿＿I＿＿I＿＿I＿__.| ///////////////
γ´Ｊ火ｨ ｀ヽ 　 　 　 γ ν火ィヽ　　　|＿I＿＿I＿＿I＿＿I＿＿I_.l ∨へ､_メゝ_ノ＾し/　.
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　　　　　これを漉して精選し、固めれば上質の心太（ところてん）となる。
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　　　　　　　　　　　　　　　四角いその塊を棚場と呼ばれる外の干し場に並べて干し、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　凍結と乾燥を繰り返すと、角寒天となるのである。
　
　
　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／│
　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 │
　　┌──────────────────────────────────────┐ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│ 　 .│
　　│　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.│　／
　　└──────────────────────────────────────┘
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　ただし、寒さが足りないと質が落ち、逆に寒さがすぎると
　
　　　　　　　　　　　　重量が減って売り手が損をするので、気温との兼ね合いが難しかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釜炊きに精を出すやる夫をみて、高和がからかう。
　
　
.　　　 l:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
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: : : : : : : : :｀''‐､:∧　　 ￣　　 __,,,...-‐''''"´: : : : : : : : : :
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: : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : : : :| ヽ 　 ＼: : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : :|　 |　　 <: : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: :|　　　　　＼: : : : : : : : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／）
　　　　　　　　　　　　　　　　　／／／）
　　　　　　　　　　　　　　　 ／,.=ﾞ''"／
　　　　　　　　　／　　　　 i f　,.r='"-‐'つ＿＿＿_
　　　　　　　　/　　　　　 /　　　_,.-‐'~／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　／　 　,i　　　,二ﾆ⊃（ ●）.　（●）＼
　　　　　　　　　/　 　　ﾉ　　　 ilﾞフ::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼　　　　　　　　　　　へえ！
　　　　　　　　　　　　,ｲ｢ﾄ､　　,!,!|　　　　　|r┬-|　　　　　|
　　　　　　　　　　　/　iﾄヾヽ_/ｨ"＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　その昔、美濃志摩屋の寒天場では、天草を大釜で煮る匂いに慣れず、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘔吐してばかりいたやる夫だった。
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　昔は、目も開けていられなかった臭気が、今は確かに、海の恵みの匂いに感じられる。
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿
　　　　　　　　 　／　　　　＼
　　　　　　　　／　　　　　 　 .＼
　　　　　　 ／　　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　 |:::::::::　　　　　　　　　:::::|　　　　　　　　　　 （思えば不思議なことやけど、でも）
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　:::::::::／　　　　　　∩
　　　　　　,. -‐'´:::::::　　　　::::｀⌒￣￣,￣￣〆´　）
　　　　　 ﾉ :::::::::::::::　　　　　　:::::::.,＿_゛＿__､r　　ｿ
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　　　　　　　　　　― どれもこれも、皆、あの時のジャギはんの言葉のお陰なんや ―
　
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
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　　　　　　　翠家で初めて琥珀寒を食べさせてもらった時に、
　
　　ジャギに言われた言葉を思い出して、やる夫は目の奥が熱くなる。
　
　
　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／:::　 　 　＼
　　　／::::::::::　　　　　＼
　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　（せやさかい、どないなことがあったかて、
　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ　　　　　　嬢さんとの約束を守らしてもらわな）
　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
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　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　　（せやけど、一体どないしたら、
　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　　常より腰の強い寒天ちゅうのが作れるもんか……）
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　今は皆目見当もつかないやる夫であった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凍ては順調で、棚場に並べた寒天は順次、
　
　　　　　　　　　　　　無事に野上げを済ませることが出来、寒天場は明るい正月を迎えた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　元日には寒天釜に鏡餅を供え、その日は作業を休む。
　
　
. 
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　やる夫は高和に酒を振舞われ、ほろ酔い気分で板場にごろりと横になった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼／￣＼
　 　 　 　 　 　 　 　 ／￣￣￣｀.　 ＼ 　　 ＼
　　　　　　 　 　 　 /　　　　　　　　　　 、　 　　、　　　ムニャムニャ……
　　　　　　 　 　 ／　　　　　　　　　　　i　　　　 l
　　　 　 　 ＿／ 、　　,ｲ　　　　　　　　　　　　/　　　　嬢さん……
　　 　 　 （ 　 　 ）_／＿＿＿＿＿＿ノ＿＿ノ
　　　　　　￣￣
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　　　　　　夢の中に、幼い翠星石が出てきて、しきりに寒天のことを聞く。
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　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／⌒　　⌒＼
　　　／　⌒　　　⌒　＼　　　　　へえ……ほんまだす……嬢さん……
　 ／:::::: " （__人__） "::::: ＼
　 |　　 　 　 |r┬-|　 　　　|　　　いま……心太から……寒天作ってますのや……
　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　やる夫は知らず知らず微笑んでいた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　年が明け、通常の作業に戻ったある日の深夜、
　
　棚場に心太を置く手を止めて考え込んでいるやる夫に高和が声をかけた。
　
　
.　　　 　 　 ,..-''"::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ
　　　　　／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
.　　 　 /::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::'.,
.　　 　 Y~~~~ﾉﾘ~~~~~~~~~~~~l:::::::::::::::::::::::::::::',
　　　　 i　　　　　　　　　　　 ﾉ::::::::::::::::::::::::::::::',
　 　 　 l＝=､　 ヽニニニﾆヽヽ::::::::::::::::::::::::::::::l
　 　 　 ヽ T .}　　" '.￣rヽ、　 .i::::::/⌒ヽ:::::::::,'
　　　　　 l ｀/　　　　‐┴'　　　 |::://⌒ .l:::::::,'　　　　　どうした、やる夫。
　　　　　 |./,,,　　　　　　　　　　|/. ）)　./:::::,'
　 _｀　 　 lヽ､ -‐　　　　　　 　 　 ／.／:::::::i　　　　　　何か気になることがあるのか？
　 ‐. 　 　 ',　　　　 　 　 　 　 　 __／ ＼:::::::i
　　′　　 .',　ヽ＝=-　　　　 　 /. ＿＿_｀''-i
　　 　 　 　 ', 　 -‐'　　　.,.-''"￣　　　　 ｀ﾞ"''‐.､
　 　 　 　 　 ', 　　　　 ／
.　　　　　　　 ヽ.__,,..-/
　　　　　　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　　l
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　　　へ、へえ、
　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　　すんまへん。
　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は頭に浮かんだ疑問を口に出す。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　　　　 　 　 ＼　　　　 高和はん、私ら心太として頂くときは、
　　　　　　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼
　　　　　　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |　　 天突きで突いて麺のように細うしてよばれますやろ？
　　　　　　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／
　　　　　　 ／ヽ 　 L⌒ ´　　　　　　　　　何で寒天作る時はそうしまへんのやろ？
　　　　　　 　 　 ゝ 　ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::　　　　何で……って言っても
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''ニ二￣　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　俺も美濃志摩屋で教わった通りのやり方で
.　　　 / 　　 ""　 　Ｕ　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::　　　　作ってるだけだからなあ…
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::
.　　　　 'ｰr‐-　 　　　　　 .ｨ　　　　l:::　　　　しかし、言われてみたら確かにその通りだな……
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
. 
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　　　　　　　 ,..-一ｰ''ﾞﾞ￣~ﾞ'''ｰ- ..、
　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;. ＼
　　　　 .,i";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.;;;ヽ
　　　　.|丶;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　l丶;;;;;;;/!ﾏﾀﾞﾞ'''!ﾞ'V┐;;;ii―=i,xri-､;;ヽ
　　　　|;;;;;;;;;;;,!　　　　　　 ﾞﾞ.!;lﾘ　 　　　.!;;; !
　　　　|;;;;;;;;;│　 　 　 　 　 !′　　　　 .!;;.l'
　　　　.ｌ;; ∴/.｀-ﾆﾆ;;;;x，　 '　ｗr=ﾆ｀-'.|､!
　　　　 ］/'.ｌ.|　　　　 　　　　 " 　　　　 l､.!
　　　　 ,!ﾞ .川　 ｀”´丶　　　│.''￣´　 .l　l　　　　　 細い方が、凍るのも乾くのも
　　　　 ヽ ゝ　　　 　 　 　 　 |　　　　　!.|lﾞ
　　　　　.'Ｌヽ　　　　　　　　　,　　　　 lﾞ/　　　　　　 早くなるのは間違いないよなあ……
　　　　　　ｌ'ｧ.ｌ　　　　　　 .゛.'"　　　　.|’
　　　　　　.ﾘ　ヽ　　　　.-- -- 　 　 ,/
　　　　　 /'ﾞi　 .ヽ　　　　 ..y．　　 .ﾉ|
　　　　 /゛ .i′　 ＼　　　 　　　 / ; |｀'､
　._..-''ｱ　　ll　　ｌ　　.＼、 ." .,／;;;;;;;;l.ｌ　＼
｀　..　lﾞ　　.!|　　..ｌ　　　 .｀ﾞﾞ´　　;.,;;;;;;;| !　 .ﾞぐ- ..,,_
　
　
　　　　　　　　　　　　　　高和はそう呟くと、目を閉じて考え込む。
　
　
. 
　

185   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 23:42:45 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　/;;;;;!ﾞ`''～^～ｧrr--'ﾞ`'~´''ﾗﾍ;;;;;;;;;;;!
　　　　　　　　　　　　　　　　　|;;;;;;l　　　　　从ﾘ　　　　　　 |;;;;;;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　　　　.|;;;/　　　　　　ヽ　　　　　　　|;;;;;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |:::|∠ﾆ'＝=ｧ 　　 ､===＝ﾆゝ〉;;;;;;|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 / |　'´.旬｀ヽ　　 :::::´ 旬｀丶 |/⌒.l
　　　　　　　　　　　　　　　　　 | r|　｀ ￣´'"l　　　` ｀￣´　 ´ ﾄ｀l.|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 l l .l　 　　　 l　　　　　　　　 　 > /＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　.ヽヽｌ　　　　.'　　　　　　　　　/　/|. 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.｀/|　　　　ヽ　^,.- 、 ,.-、　l-'´ .|　　　',-,,_　　　　　　　　うん、なかなか面白そうだ。
　　　　　　　　　　　　　　　_ -‐.../　ヽ　　 -=ﾆﾆ| 　 | |　 ヽ/　　. |　　　 ∨　"''-,,
　　　　　　　　 　 　 _,-‐ "　 　 /　　lヽ　　　ー-|― | .ヽ―|　 /ヽ　　　　 ∨　　　"'　　　 やる夫、お前ちょっと試してみろ。
　　　　　　,,､-‐ ''"´,,､-‐ ''" . ./　　　| . ＼　　 　l＿ |／|＿|　 |.、|　　　　 .∨
　　　　　 /　/_,-‐ "　　　 　 /　　　　|.　 /⌒',--|.　 |　/　 |　/　/　　　　　 ∨　　　　　　こう、天突きで、にゅるっ、とな。
　　　　 ./　 l　　　　　 　 　 /　　　　　| ./⌒/ .＼|＿∨ 　 .し ｀/|　 　　　　　∨
,,､-‐ ''"´　 .l,,､-‐――――-‐''"｀"''ー-l. 　lヽ._., 　　　￣　　｀,' l　　　　　　　 ∨
￣￣￣￣ ´　　　　　　　　￣￣ヽ＿_　 ヽ__|￣￣￣)　　　 　.,'./　　　　 　　　／￣
　　　　　　　　　　　　　　￣￣ヽ　＼ .￣/⌒l￣￣´ ｀―――|/　　　 　 　 ／　＿,,
　　　　　　　　　　　　 ￣￣ l　. ヽ 　|　/￣´/ 　 ｀ヽ、　　　　.|―――― ´ー'"
　　　　,,,-'´｀ヽ､_____,.,-,　 　 l 　 |―´　|ヽ-.´)　　 　 l　　 　　/
,,-‐''"´　　　　l　　　　|　.ﾏ　..l ／　　　 ＼　　　　　　|　　,,.-'´
　　　　　　　　　 　　　 ｀― ´　 　　　　　　｀lー――´"'' 、
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　ヽ　　|　　　　｀ヽ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　　　い、いや、高和はん、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　　　この大事な時期にそないなこと……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　　　 （その手つきはなんやろか……）
　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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::::::::::::::::::,､::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ
:::::::::::::::i'　｀"~´''""ﾞ~゛ﾞ^'ヾﾐ;,ﾞ"ｰ;;;;;"ﾞ''''ヾ;i
:::::::::::::::|　　　　　　　　　　 ' ;!ﾞ 　 　 　 {,
:::::::::::::::|　　　　　　　　　　　　　　　 　 i
:::::::::::::::| 　 ,ｨ≦三三≧x､_　　　　　　 |
⌒ヽ.:::::}　 '"￣￣￣ """"´ 　／三ミﾐ!
´'ﾊ　i:: |　　 , =≡≡=､　 　 　i.＿_ 　 ,'
.r‐ﾉ レ'　　 　 　 　 　 　 　 　 |￣ ヾ i
.{ i､　　　　　　　　　　　　　　　l 　　　|　　　　　　男は度胸！
　､ `　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|
ヽ､　`i　　　　　　　　　　 ,-､　ノ　　　!　　　　　　何でも試してみるもんさ！
:::| ` ｰ, 　 　 　 　 　 　 　 　 ´　　　 ,'
/ 　 　 ､　　　　 　 ､=＝ニニ7　 　./　　　　　　 それに今年は作業の進みもいいからな、
　　　　 ヘ　　　　　 ヽ-----′ 　/
　　　　　　ヘ　　　　　｀~"´ 　　 /　　　　　　　　合い間にちょっとぐらい試したって問題は無いさ！
　　　　', 　　 ＞　　　　　　　　 /
　　　　 ', 　 　 　 ≫...　　　　_ '
　　　　　',　　　　　　.:.:.:.: T＜
　　　　　 ',　　 　 　 　 .::.:.|　　 " ‐- ,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣" ‐
　
　
　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　へ、へえ、
　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　 高和はんがそない言わはるんやったら……
　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　早速、やる夫は翌日の夕方、気温が下がるのを待って、
　
　　　　棚場の上に張ったよしずに天突きで突いた心太を丁寧に広げて様子を見た。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |　 （●）　 （●）　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　_,,,―ｰ'''''''￢―-､,,,,_
　　　　　　　　　　　　　 ,,-'"｀　　　　　　　　　　　 ｀ﾞ"'ｰ-,,,,、
　　　　　　　　　　　　　　_,,,―ｰ'''''''￢―-､,,,,_　　　　　　　　｀ﾞ'''ｰ-,,,,、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,,．
　　　　　　　　　　　,,-'"｀　　　　　　　　　　　 ｀ﾞ"'ｰ-,,,,、　　　　　　　 `ﾞ'''ー-､,,,＿_　　　　　　　　　　_,,,,,,―''''"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞ'''ｰ-,,,,、　　　　　　　　　￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞ'''''''''"ﾞ"￣＾ 　　　,,,．
　　　　　　　　　　_,,,―ｰ'''''''￢―-､,,,,_　　　　　　　　　　　　　　　`ﾞ'''ー-､,,,＿_　　　　　　　　　　_,,,,,,―''''"
　　　　　　　,,-'"｀　　　　　　　　　　　 ｀ﾞ"'ｰ-,,,,、　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞ'''''''''"ﾞ"￣＾
　　　　　　　　_,,,―ｰ'''''''￢―-､,,,,_　　　　　　　　｀ﾞ'''ｰ-,,,,、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,,．
　　　　　,,-'"｀　　　　　　　　　　　 ｀ﾞ"'ｰ-,,,,、　　　　　　　 `ﾞ'''ー-､,,,＿_　　　　　　　　　　_,,,,,,―''''"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ﾞ'''ｰ-,,,,、　　　　　　　　　￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞ'''''''''"ﾞ"￣＾ 　　　,,,．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ﾞ'''ー-､,,,＿_　　　　　　　　　　_,,,,,,―''''"
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞ'''''''''"ﾞ"￣＾
　
　
　　　　　　急激に気温が下がったため、翌朝には凍結してきらきらと輝く白い結晶になった。
　
　
. 
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　日中は日差しに恵まれゆっくりと凍ったものが融け、余分な水分が水蒸気となって散る。
　
　
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::,::::.:::::::::::::::::::.::::::::.:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::
::::::::::::::::::o。.::::,。::::::::::::::::。ﾟ::::ﾟ::::::::。:::::::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::,:::::::::::::::::::::::::::.::::。::::°::::.ﾟ。。＋o:::::::::::::::::::
:::::．o::::.::::。::::*。::::o::::.。::::,::::ﾟ::::::::::::::::::::::::::::::ﾟ::::。::::::::::::::::::::::::::::::.．:::::::::::::::::::::::::::::::::::::o:::::::::::::::。．:::::
::::::::::::.::::．::::。::::::::::::::．*::::。:::::::::::oﾟ.::::．::::::::。:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.:::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
:::。,::::ﾟ::::。:::::::::::::::::＋::::.ﾟ:::::::::::::,。ﾟ::::::::::::::::::::。::::::::．::::::::::::::::::::::::::::.:::::::::::.::::．:::::::::::::::::::::::::::::::::::::.::::。::
.ﾟ::::::::::::::。*::::::::::::::。::::.+: :::ﾟ。:::::::::::::::::::::::,::::::::::::::::.。::::*::::::::::::::::::::::::ﾟ::::。+::::::::.::::::::ﾟ:::::::::::。::::::::ﾟ:::::::::::::
:。.::::。:::::::::::::::::::::::::+。ﾟ::::.。。::::::::::::::::o::::::::.。::::::::::::｀::::,。::::*。::::::::::::::::::::::::::.ﾟ。:::::::::::。::::.:::::::::::.::::::::。::
::::::::.::::。::::::::::::::::::::::。::::.。*::::。ﾟ,::::::::::::::::::::::::+::::o:::::::::::::::::::::o。.::::,。::::::::::::::::。ﾟ::::ﾟ::::::::。:::::::::::::::::::::::.:::::
:::,:::::::::::.::::.::::。:::::::::::::::::::::::::.ﾟ。::::+,::::,.ﾟ。:::::::::::::::::ﾟ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::。::::*::::。+::::.。::::+::::ﾟ。::::::::ﾟ::::ﾟ.::::ﾟ:
:::::::::::::::::::o＋。。ﾟ.::::°::::。::::.:::::::::::::::::::::::::::,:::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::::::。::::::::ﾟ::::ﾟ。::::::::::::::::。,::::.。 o::::::::::::::::::
::::::::::::::,:::::::::::::::::::::::::::.::::。::::°::::.ﾟ。。＋o:::::::::::::::::::::::::::::。::::ﾟ.。::::::::::::::::::::ﾟ。*ﾟ.。。 o::::,`ﾟ:::::::::::::::+ﾟ。:::::
:。.::::。:::::::::::::::::::::::::+。ﾟ::::.。。::::::::::::::::o::::::::.。::::::::::::｀::::,。::::*。::::::::::::::::::::::::::.ﾟ。:::::::::::。::::.:::::::::::.::::::::。::
::::::::::::::::。:::::::::::,:::::::::::ﾟ:::::::::::::::::.::::::::,.:::::::::::::::ﾟ:::::::::::。::::+。::。 o:::::::::::.ﾟ,。o::::::::::::::::::::::+:::::::::::::::。ﾟ.:::::::,。:
.ﾟ::::::::::::::。*::::::::::::::。::::.+: :::ﾟ。:::::::::::::::::::::::,::::::::::::::::.。::::*::::::::::::::::::::::::ﾟ::::。+::::::::.::::::::ﾟ:::::::::::。::::::::ﾟ:::::::::::::
::::::::::::::::::o。.::::,。::::::::::::::::。ﾟ::::ﾟ::::::::。:::::::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::,:::::::::::::::::::::::::::.::::。::::°::::.ﾟ。。＋o:::::::::::::::::::
:::::::::::::::::::o＋。。ﾟ.::::°::::。::::.:::::::::::::::::::::::::::,:::::::::::::::::::.:::::::::::::::::::::::。::::::::ﾟ::::ﾟ。::::::::::::::::。,::::.。 o::::::::::::::::::
::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾟ::::::::。::::ﾟ::。ﾟ::::。::::。::::ﾟ+:::::::::::::::::::::::::。ﾟ。:::::::::::::::::::::::::::::.ﾟ。ﾟ。:::::::::::::::::::::::::*::::ｏ::::.ﾟ
:::。:::::::::::::::::::::::::.::::::::.:::::::::::::::::::.::::::::,:::::::::::.::::::::ﾟ:::::::::::::::::.::::::::ﾟ::::.::::.ﾟ::::.ﾟ.:::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾟ.:::::::::::::::::::::::::
:。.::::。:::::::::::::::::::::::::+。ﾟ::::.。。::::::::::::::::o::::::::.。::::::::::::｀::::,。::::*。::::::::::::::::::::::::::.ﾟ。:::::::::::。::::.:::::::::::.::::::::。::
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::,::::.:::::::::::::::::::.::::::::.:
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜、また凍る。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凍結と乾燥を繰り返すこと七日。 
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　　　　　やる夫は、細く軽くなった完成品を高和に示した。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／　　　　　出来たように思います！
　　 　 ／　　　　　　　＿＿|__＿
　　 　| 　　ｌ..　　　／l　　　　　　 `l
　　 　ヽ 　丶-.,／ 　|　　　　　 　 |
　　　　/`ー､＿ﾉ　／￣￣￣￣／
　
　
. 
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　　　　　　　それは、親指と人差し指を丸めた中に入るほどの少量だった。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!　　　　　　 ほう、こいつは思ってたより細くなっちまったな。
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ　　　　　　 蚕の糸みたいにきらきら光って、
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　 なかなか綺麗じゃないか。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　そうだな、
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､　　　　　　　 言うなれば『糸寒天』ってところか。
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　
　　　　　　　　　　　高和が目を細めて、その仕上がりの美しさを褒める。
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　⌒ 　 ⌒＼
　　／ 　 　 （⌒）　 （⌒）＼
　　| 　 　 :::::⌒（__人__）⌒: |
　　＼　 　　　　ヽ＿ノ　 ／　　　　　　　　　 ほな、早速……
　　　　ヽ　　 　, ＿_ , イ　　　　　　ノ
　 　 ／　　　　　　＿　ヽ　（　　 ノ
　 　| 　　ｌ..　　　　　　　　（　　ノ
　 　ヽ 　丶-っー――――,、
　　　/`ー､＿ﾉ、＿＿＿／ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫はそれを水で丁寧に戻し、
　
　　　　　　　わくわくしながら鍋の湯の中に入れて溶かし始めた。
　
　
. 
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　　　　　　　　しかし、どうしたわけかその糸のような寒天は
　
　　　　　湯の中でぶつぶつと千切れたあとは、完全に溶けきらない。
　
　
　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　　あかん……
　　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　 溶けへん寒天があるかいな……
　　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　　まあ、何でも最初から
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|　　　　　 上手くいくわけがないからな。
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'　　　　　　 気長にやったらいいさ。
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
. 
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　　　　　　その後、天突きで突く時間をずらしてみたり、凍結と乾燥を早めに切り上げたり、
　
　また逆に長めにしてみたりもしたが、いずれも綺麗に溶けず売り物にもならない代物ばかりだった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　 ─　　　＼　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　 （●） 　（●）　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　 （__人__） 　 __,／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　ｙ　　　　 　 　 ／ |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　／ |　　　　／ ／ 　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._　　　　　　　　　（⌒,,)～～～～～（⌒,,)　　　.|
　　　　　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼　　　　　　 /　　　　　　　　　　　 /　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　 ./　　　　　　　　　　　 /　　　　　|
　　　　　　　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　　　　　　　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　こうしてこの冬、糸寒天に取り組んだやる夫の努力は結局、徒労に終わった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　百日に及ぶ寒天作りが終わろうとする頃。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　 やる夫、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　お前はぼちぼち井川屋さんに戻れ。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　　 な、何でだす？
　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／　　　　　　　私かて最後まで居りとおます。
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､　　　　　　　　 おいおい、お前はそもそも
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､　　　　　　うちの寒天の出来を
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|　　　　　確認するために来たんだろうが。
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　だったら早いところ、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　 うちの寒天を井川屋の旦那さんに
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|　　　　　　　届けてもらわなきゃな。
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿　　　まずは試しの品を見て頂いて、
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::　　　　　　納得がいくようなら残りを送らせてもらう。
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ
　　　　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l　　　　　　 あ、ああ、そうだした……
　　　　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／
　　　　　　　　/　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　ほな、一足先に上がらせてもらいます。
　　　　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
. 
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　　やる夫は出来上がった寒天の一部を背中に負い、島村を後にした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　 　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼/⌒）
　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　|　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　_＿＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／/
　　　　　　　　　　　　（⌒　　 　 　 　　　　　　　 |_,,,ノ
　　　　　　　　　　　　　""''''''ヽ_　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　 　　　　|　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　￣＼ ./
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿　　　 　|/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _ノ　＼＿＿_）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　 _／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |＿ノ''
　
　
　　　　　　　　　季節はすでに、水ぬるむ春となっていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　店の前を掃除していたやらない夫が、
　
　　　　　　　　やる夫の姿を見つけると箒を放り出して駆けて来た。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　　　　　｜:::::⌒（__人__）⌒::|
　　　　　　　　　　　　　 　 | 　 ｢匸匸匚|　'"|ィ'
　　　　　　　　　, ヘｰ‐- ､ l 　｜ /＾''⌒|　　|
　　　　　　 -‐ノ .ヘー‐-ｨ ヽ 　!‐}_＿,..ﾉ　 ｜|　　　　　　　　やる夫！
　　　　　　''"/／ヽｰ､ 　ﾉヽ∧　`ｰ一'´　／　|
　　　　　　 /／＾＼ 　ヾ-､ :| ﾊ 　￣　／　ﾉ　|
　　　　　,ノ 　 ヽ,_　ヽノヽ_)ﾉ:l　'ｰｰ＜.　　/ 　|.
　　　　　/　 　 <＾_,.ｲ `r‐'ﾞ :::ヽ 　＼　｀丶､ 　|
　　　　　＼＿＿_,／|　 !　　::::::l、　　＼　　＼|
　
　
　　　　　　　　　　　　 ／）
　　　　　　　　　　　／／／）
　　　　　　　　　 ／,.=ﾞ''"／
　　　／　　　　 i f　,.r='"-‐'つ＿＿＿_
　　/　　　　　 /　　　_,.-‐'~／⌒　　⌒＼
　　　　／　 　,i　　　,二ﾆ⊃（ ＞）.　（＜）＼
　　　/　 　　ﾉ　　　 ilﾞフ::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼　　　　　　　 やらない夫！
　　　　　　,ｲ｢ﾄ､　　,!,!|　　　　　|r┬-|　　　　　|
　　　　　/　iﾄヾヽ_/ｨ"＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫も、その名を呼んで駆け寄る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　思えば、やる夫が井川屋に丁稚に入って十一年、
　
　　一日として離れたことのなかった二人が、一冬の間、別々に過ごしたのである。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　.　　　　　／ 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　|.　　 ／ 　 　 ＼l
　　　　　　　　　　　　　　|. 　　（ ⌒）（⌒）|
　　　　　　　　　　　　　　l　 　 　（＿人__）|　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　|　　 　 ヽ､＿／ |　 ／／　　　＼　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　|／ (⌒ )　 (⌒ )　　 .＼
　　　　　　　　　　　　　　ヽ.　　 　 　 　 ／|　　（＿人＿）　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 >　 　 　 イ　　＼　 ヽ＿__／　　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　 |⌒ヽ-ｉ　 　 　 　 　 　 　 i
　　　　　　　　　　　　　　 |　　───┴―‐⌒ヽ￣￣￣￣　 　 i
　　　　　　　　　　　　　　 |　　＿＿＿＿＿＿__ﾉ───―‐　　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　お互いが妙に懐かしかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　／￣|　　+　　 ／￣￣＼
　　　　　 ｜　::｜　　　／ 　 ⌒　　 ＼
　　　　　 ｜　::｜x　 （ へ）（ へ）　　｜
　　　 ,―　　　　＼ 　.（__人__）　 　 　 |
　　　| ＿＿_） 　::｜　. ｌ｀ ⌒´　　　　.｜　　　　　　　ご苦労はん、やる夫。
　　　| ＿＿_） 　::｜＋{　 　 　 　 　 .｜
　　　| ＿＿_） 　::｜ 　{　　　　　 　＿ |　　　　　　　 ほんまご苦労はん。
　　　ヽ＿＿）＿／　　 ヽ、ヽ　　　/ 　）|
　　　　　　　　　　　　　　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !
　　　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l　　　　　　　 そっちもご苦労はん。
　　　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／
　　　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／　　　　　　　　　何ぞ変わったことあらへんかったか？
　　　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やらない夫が表情を曇らせる。
　
　
　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　.　|　u.　　 （__人__）
　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 }　　　　　　　 ん……
　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　 　 i⌒＼ ,__(‐- ､
　　　　　　　　 　 l ＼　巛ー─;＼
　　　　　　　　　 　|　｀ヽ-‐ーく＿）
　　　　　　　.　　　 |　　　　　　l
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼　　　　　　　どないした？
　　　　　　／　 　 （●） 　（●） ＼
　　　　　　|　　　　　（__人__）　　　|　　　　　　何ぞあったんか？
　　　 　　 ＼　　 　　｀ ⌒´　　 ,／
　　　　　　ノ　　　　　　ー‐　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　 ／ _ノ　 ヽ､_ ＼
　　　　　　　　　　.|　（ ⌒）（⌒ ）　|
　　　　　　　　　　.|　　（__人__） 　│
　　　　　　　　　　 | 　　｀⌒ ´　 　|
　　　　　　　　　　 .| 　 　 　 　 　 |　　　　　 いや、
　　　　r､　　　 　r､ヽ　　 　　　　/
　　　　ヽヾ　三　|:l1.ヽ　 　　　 /　　　　　　 旦那さんも番頭はんも変わりないで。
　　　　　＼>ヽ　 |｀ ｝ >　 　　 <
　　　　　　 ﾍ　lノ `'ｿ 　　 　　　ヽ
　　　　　　　　/´　 /,1　　　 　 |　|
　　　　　　　　＼ ノ .｜　　　　 |　|
　
　
　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　　そうか？
　　　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　せやけど、やらない夫……
　　　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　
　
. 
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　　問いただそうとしたやる夫に構わず、やらない夫は奥に呼ばわる。
　
　
　　　　　　　　.r-､　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／て )　　　 　／　　　 ＼　／
　　　 　 　 （ _ﾉ　 ﾌ.　　 　 |　　　（ ●）（●）
　　　　　　　ゝ、 〈　　　　　|　　　　（__人__）
　　　　　　 / ハ　ヽ.　　 　 |　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　 　 /〃　ﾍ　 ＼ . 　 | 　 　 　 　 　 }　　　　　　　旦那さん！番頭はん！
　　　　　 ｉ ！　　 ＼　 ｀ ーヽ　　　　　　 }
　　　　　 丶丶　　　_ ＞　　　ヽ　　　　ノ､　　　　　　　 やる夫が戻りましたで！！
　　　　　　　 　 ゝ'´- ､_ 　y-､　　　　　　　＼
　　　　　　　　〈　　　　 ￣　 う 　 　 　 /､　　ヽ
　 　 　 　 　 　 `ー― ￢､__ノ　　　　　| 　>　 /
　　　　　　　　　　　　　　 |　 　 　 r'＾ヽ'´ _／
　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　 　 `く__ノ´
　
　
　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　 い、いや、やらない夫、
　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　 先に話を聞かせて……
　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　やらない夫の声を聞きつけたいく夫が、店の奥から飛び出してきた。
　
　
　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　 おおっ、やる夫！
　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　　　 よう戻ったよう戻った！
　　　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　　　　さ、さ、旦那さんに寒天を見せに行こか！
　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　　　 早う、早う！！
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /　　　　　　　　　　 あ、番頭はん、
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／　　　　　　 すんません、長いこと留守に……て、
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴　　　　　　　　ちょ、番頭はん、
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´　　　　 そないに引っ張らんといておくれやす！！
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　― 井川屋　奥座敷 ―
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　やる夫の持ち帰った寒天を千切って口に含んだダディが、
　
　　　　　　　　　　　　　　　感嘆の声を漏らす。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　この寒天やったら、
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　u. ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　美濃志摩屋のもんと比べたかて
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 遜色あらへん。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　高和はん、よう気張らはった。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　＿＿＿
　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　 ／　（○）　 （○） ＼　　　　　　　　 ほ、ほんまだすか、
　　／ 　 ///（__人__）/// ＼
　　|　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　　|　　　　　　 旦那さん！
　　 ＼ 　 　 　゛ー ′　　 ,／
　 　 /　　　　 　ー‐ 　 　ィ
　
　
. 
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　　　　　　　主に倣って寒天を口に含んだいく夫も、満面に笑みを浮かべた。
　
　
　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　旦那さん、
　　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|　　　　　　　店を休んで待った甲斐がおましたなあ。
　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　 |　　　　/| | | | |　 |　　　　　　 これは下手したら
　　　　 　　＼ (、 `ー―'´, ／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　 美濃志摩屋の寒天を凌ぐ出来でおます。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　／　　_ノ 　 ヽ_ ＼
　　　 　　／　　 （＞） 　（＜） ＼
　　　　 　|　　::::::⌒（__人__）⌒:::::l
　　　　 　＼　　　　|r┬-/ 　　／
.　　　ｸﾞｯ /⌒/＾ヽ､`ー'´　,ィヽ、　　　　　　（よっしゃ！）
　　　 　 /　 ,ゞ　,ノ　　　　 　, 　＼
　　　　　l ／　 /　　　　　　　ト　　 >
　　 　 　 ヾ＿,/ 　 　 　 　　 |／ ／
　　　　　　 |　　　　　　　　　 |／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はぐっと喜びをかみしめた。
　
　
. 
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　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|　　　　　　 ほなら旦那さん、
　　　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 高和はんとこの寒天、
　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　全部うちで引き取らせてもらう、言うことで
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　　ｨヽ
　　　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　〆ヽ　　　　 よろしおますな？
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　せやな、それでええやろ。
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　それに来年以降の仕入れも
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　高和はんとこにお願いしようやないか。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　へえ、わかりました。
　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　ほなら、明日にでも私が原村まで行って、
　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　　そのあたりの詳しい話を
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　　 高和はんと詰めて参りますわ。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　 うん、あんじょう頼むで、いく夫。
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|　　　　　　 やらない夫、
　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　 やる夫に何ぞたべさしたりなはれ。
　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　やる夫、ご苦労はんやったな、
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 今日はゆっくり休みぃ。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　へえ、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　 ありがとうさんでございます！
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　主の言葉に従い、二人の丁稚はそのまま下がろうとした。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　と、そのとき。
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ 一）　（一）|
　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　ようやった。
　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 　／三＿',!｀zx二 ＼
　　　　　　／ ´ー¨‐｀　´ｰ¨‐''　＼　　　　　（えっ！？）
　　　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　　　 ＼　 　　´ﾆﾆ｀ 　　 ,／
　　　　 　 /⌒ヽ　 　 ー‐　 　ｨヽ
　
　
　　　　　　　　　　　ふいに、いく夫の口から出た言葉に、
　
　　それが誰に向けられたものか、やる夫には一瞬わからなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ 一）　（一）|
　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　…………
　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　（えーと、今の番頭はんやんなぁ……）
　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　目を疑って番頭を見るが、彼はそっぽを向いている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　やらない夫がやる夫の脇腹を肘で突いて、
　
　　　　　　　　　　　　やる夫にだけわかるように口角を上げた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 ⌒　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ へ）（ へ）　 　 |　ﾆｯ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.（__人__）　 　 　 .|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{　　　　　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{　　　　　 　＿ |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ヽ、ヽ　　　/ 　）|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゝ　ノ　　 　ヽ　 ノ
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼　　　　　　（やらない夫が笑てる、言う事は
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　私の聞き違い、っちゅうことでも……）
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　突然、ダディが笑い出した。
　
　
　　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　いく夫、褒めんのやったら、
　　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　もっとちゃあんと褒めたりなはれ。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ 一）　（一）|
　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　…………
　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　主に言われても、いく夫はそっぽを向いたまま、知らん顔をしていた。
　
　
. 
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　　やらない夫と二人、奥座敷を後にして廊下を歩く。
　
　
　　　／￣￣＼
　 ／　　 ／　　＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　 |　　　 （ ●）（●）　　　 　 　 　 　 　 　 ／／　 　＼＼
　 |　　　　　　 ､_!　）　　　 　 　 　 　 　 ／（●） 　（●）　＼
　 |　　　　　'ｰ=-'ﾉ　　　　　　　　　　 ／:::⌒　　､_!　 ⌒:::::　＼
.　 ヽ　　　　　 　}　　 　 　 　 　 　 　 |　　　　'ｰ三-'　　　　　　|
　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　 　 　／
　　　 /　　　 く　 ＼　　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　＼
　　　 |　　　　 ＼ 　 ＼　　　　　　　　| i　　　　　　　　　 　.| 　|
　　　 |　　　　|ヽ、二⌒)､　　 　 　 　 | |　　　　　　　　　　 .| 　|
　
　
　　　歩きながらも、柔らかい笑みがこみあげてくる。
　
　　脇を見ると、やらない夫もくっくっと笑いを抑えている。
　
　
. 
　

218   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 23:55:36 ID:XiYszMiA0
　
　
　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　.　　　 　 　 |　oﾟ(（へ）) (（へ）)ﾟo　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　 .　|　　.:ﾟ~（__人__）~ﾟ　 　 　 ／　_ノ　ヽ､＼
　　　　.　　　　　　 |　　　　|ｒ┬-|　ﾉ　　　／oﾟ(（へ）)　(（へ）)ﾟo
　　　　　　　　　.　 |　 　 　 ゝ－'　.}　　／　 　 .:ﾟ~（__人__）~ﾟ:＼
　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　　　 } 　 | 　 　 　 　 |ｒ┬-| 　 　 |
　　　　　 　 　 　 ／⌒　　i⌒i 　.ノ　　 ＼、　　 　 i⌒i‐' 　 ,;／
　　　　　　　　／　 　　ヽ.ﾉ　ﾉ　く　　　 ／　 ⌒ヽ.ﾉ　ﾉ　　く
　　　　　　　/　,＿ ＼　l||l 从＼ ＼ 　/　,＿ ＼　l||l 从＼. ＼
　　　　　 　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;と_＿＿）_ヽ＿つ_;._ヾ_つ.;.
　　　　　　　　　　　　　ﾍﾞｼﾍﾞｼﾍﾞｼ　　　　　　　　　 ﾍﾞｼﾍﾞｼﾍﾞｼ
　
　
　二人して台所に駆け込むと、三和土に座りこんで、腹を抱えて笑った。
　
　
. 
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　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 ／　ノ　　　　＼　　　　　　＼
　 　 　 　 / 。( ⌒ )　　　(⌒) 。 　 　 　 ｀､
　　 　 　./O　 ／　　　 ＼　　　O　　　　　　',
　　 　 　i　　 （　　人　　　）　 　 　 　 　 　 ',
　　　 　 !　　　｀ﾞ'´⌒｀ﾞ'''''´,　　　　　 　 　 　 |
　　　　　＼　　　 　 　　　　　 　 　 　 　 　 ,.'
　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
　
　
　笑いながらやる夫は、幾度も目を拭うのだった。
　
　
. 
　

220   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 23:56:41 ID:XiYszMiA0
　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　夕刻、やる夫はダディに連れられて、天満宮に参った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／''''''≡≡'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　　　|（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　　　|　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/:: ::＼　　//::::: ＼
　　　 　 　 　 　 　 _＿＿＿　　　　　　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　 　 　 　 　 ／　 　 　　＼　　　　　　　　　 /:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　　 　 ／─ 　 　─　　＼　　　　　 　 ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|
　　　　　　 ／　（●）　（●） 　　 ＼　　　　 __r''ヽ:::|;;;;::／:: :: :::;;;;;:::ヽ;;:: :ﾉ
　　　 　 　 | 　 　（__人__） 　 　　 　|　　　 i" 　)ﾉ:: ::と;;;;:＿＿_;;;;;;;;;;ｆﾞ;;ノ
　　 　 　 　 ＼. 　 ｀⌒ ´ 　　 　　／ 　 　 `l Tl::Ｕ:::/|;;;; ＿＿＿___:;;;;;{
　 　 　 　 .／　!::::　　　　　　　 　ﾍ 　　　　.|. | |:: :丿|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　 　 　 .ゝ＿|::::　　　　　　 ﾍ　　ﾊ　　　　.|. | `'''"ｌ;;|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　　　　 　 |::::　　　 　 　 　 ＼／　　　　| |　 　 |;|:: :: :: ::;;;;;;; :: ::;;;;;│
　　　 　 　 　 |::::　　　　　　　　|　　　　　　 | |.　 　|;|:: :: :: :: ;;;;;;; :: :;;;;: |
　　　 　 　 　.ﾍ:::::　／ 　 　 　 i　　　 　 　 .| | 　　|;;|;;:: :: :: ;;;;;;;:: :: ;;;;:: |
　 　 　 　 　 　 ＼: |　 　　　／　　　　　 　 | |　　 ｰ!､:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;::;;;;;;;ﾉ
　　　　　　　　　　ﾍ＼＿／|　　　　　　　　 ｌ |　　　　 〉. !, 　　　ﾉ 　!､_
　　　　　 　 　 　 　 ＼＿／　　　　　　　　 !_|　　､‐''ﾞ　＿)　　 (＿＿__ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　本殿で熱心に祈る主の横で、やる夫も両手を合わせる。
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　 …………
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　／ 　　 （一） 　（一） ＼　　　　 （銀二貫をまだ寄進さしてもらわれへんばかりか、
　　　|　 　U 　 （__人__）　 　 |
　　　 ＼　 　 　 `_⌒ ´　　／　　　　　　嬢さんと約束したことも叶えられまへん）
.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く
　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)　　　　　　（どうぞ、口ばかりの人間と思わんでおくれやす）
.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /
　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　しかし、胸の内で必死に詫びていた。
　
　
. 
　

223   ◆8epcM/V4rs 2014/03/28(金) 23:58:03 ID:XiYszMiA0
　
　
　　帰り道、杖に寄りかかって歩くダディがぼそりと言った。
　
　
　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　 やらない夫になあ、
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　養子の話が来てたんや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　えっ？
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　やる夫が足を止めて主を見る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　ダディも立ち止まり、話を続ける。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　鈴三屋はんや。
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　お前はんもよう知ってるやろ？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　　　　＿＿＿_
　　　　／―　　―＼
　　 ／　　⌒　　 ⌒ ＼　　　　　　　へえ！
　／　　　　_ﾉ ､_! ヽ　　＼
　|　　　　　 ﾄｪｪｪｲ　　 　 |　　　　　ええお話しやないですか！
　＼ 　　　　ヽニｿ　 　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.／:.:.:.:.:.:.:.:.　 -───ミ:.:` ＜⌒廴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /:.:.:.:.:.:.: ／　　´:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:＼}＿}

　 /　　／ 　 ..::/.::/　.:::::: /.::::::/.:::::!::::::..!.. l　　::ヽ｀ヽ　　　　　　　　　　　　　./:.:.:.: /:.:/／:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:.ヽ ＼_.ｨ

　i　　/　　 .::::::!::/l ..:::／/.:::／!:::::/l::::::::l:::::l:::....l　 !　　　　　　　　　　　　　　':.:.:_:./:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:.:.:.、:.:.:∨ 「

　! 　 ! l　.:::::::/l/__l／　/／　 ｌ:::/　!::::/!:::::!:::::::!::!:l　　　　　　　　　　　　　　i／　:!:.:.:.:.:.:.:.:.、:.:.:.:.:.:.:.:.|、:.／:.:. !:.:.:ﾟ，:.:.∨

　ｌ　/l/l .::::::/ ＿＿｀ヽ、　 　 ｌ/ 　 l::/ l:::/l:::::::!::!::!　　　　　　　　　　　　　 |､ ／|:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼:.:.:.:.:.:.:! X:.:j==ﾐ:.:.:.:.|:.:.:ハ

　 V く ｌ .:::/　￣"'ヾﾐ　ヽ 　 　 　 _ｊ/　-―ｌ　/.∧l　　　　　　　　　　　　　 }:.:廴:|:.:.:.:.:.:.:.:.:┼へ、:.: ﾄ:.. ｲう刈:.:.:. |:.:.}　}

　　∨ｰ!::/　　　　　 　　 　 　 ／ -=ﾐ　.／l/.:/　　　　　　　　　　　　　　　 l://从:.:.:.:.: ＼:.{　＿_＼l 　 込ソ|:./:.:|:.∧　.

　　j/iヽl/ 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　 /./　j/　　　　　　　　　　　　　　　　|{ {:/ハ:.:.:.:.:.:.:.:X´￣ `　 　 　 ""ｲ:.:. ｲ:.ハ

.　　　ｌ::∧　 　 　 　 　 　 　 {　　　　./.:/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|:X〈:.:.:(＼:.:.:.:∧""　　　　 ′　 人:.:.:.!:.:.:.:i

.　 __/V ::ヽ　　　　　　　　 ／　　　 /.:/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 K∧〉:.:.:.:Ｙ⌒！:.:、　　ｰ　　´ .ｲ:!:.|:.:.:|:.:./:!

／i/　 ! ::::::ヽ 　 　 　 　 　 　 　 ／ j/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lハl:.:.:.:.:从　　|:.:.:.:ヽ≧:ｰ┬彳:/:!:.ｌ:.:.:|:ｲ ﾉ

.三l　:: ｌ　:::::::.ヽ、 　` __‐-　 .／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -─‐ﾐ:.:.:.／} 　 |ヽ:.:.:.:.＼　 ﾄ､: : :i:|/ヾ:.|

.三 !.:::::.ヽ、:::::::::ヽ、　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (　　　　　 ー‐’　　V∧:.:.:.「、 ／｀ヽヾﾄ　ﾘ

三ﾆｌ:::::::::::::＼::::::::::::::ｰ匕＼　　　　　　　　　　　　／￣￣＼　　　　　　　ー─ ､　／｀ヽ　 }　 }ヽ:j: :＼ ／ ∨∧！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼　　　　　　　　 / ´　 　ﾉ、 ヽ. ∨∧ : : ＼　 ∨∧/＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）　　　　　 ／ゝ.　 ／　 ﾄ 丿　ヽ:ヾｉﾄ: : : ＼ ヽ: i}　 l}

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　　（__人__）　　　　　 .{:_:/⌒＼　 ノ ﾉ}/　　 ＼:ヾｉﾄ: : : ＼刈　ﾉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,|　　 　　　　　 }

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ヽ　　　　　　 }

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　`' 　　　 く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 | 　 　 　 |

　

　

　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋夫妻には子供が無く、やらない夫が二人に気に入られており、

　

　　　　　　　　　　　　　やらない夫もまた鈴三屋夫妻によく懐いていることをやる夫も知っていた。

　

　

. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　 やらない夫はお前はんより
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　 ひとつ上やさかい、二十二や。
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　 鈴三屋は小商いの店やが、
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　 このまま井川屋でくすぶるより、
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　 その跡を取らしてもらうほうが何ぼか出世やろ。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|　　　　　店主もご寮さんも、そらよう出来たお人らや。
　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|
. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|　　　　　やらない夫はきっと幸せになる。
　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　 私もいく夫も、そら大喜びやった。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　へえ！
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
. 
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　　　　　　:::::::::::::::/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　:::::::::／　　　　::::::::::::::::＼
　　　　　　:::::::::| i|i|__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.::|
　　　　　　:::::::::|　 .ﾞ ￣"　 |ﾞ￣ " :::|
　　　　　　:::::::::|　　　　　` '　　 　 ::|　　　　　　　　それをあのあほ、断りよったんや。
　　　　　　::::::::::＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　 ／　.u　　　＼
　　　　　　／(（○）) (（○）)＼
/⌒)⌒)⌒).::::　 （__人__）　l_j :::＼　　 　 /⌒)⌒)⌒)　　　ええっ！？
|　/　/　/　　　　 |r┬-|　　　　　|　(⌒)/　/ / /／
|　:::::::::::(⌒)　U　.|　|　 |　　　 ／ 　 ゝ　　:::::::::::/
|　　　　　ノ　　 　|　|　 |　　 　＼　　/　　）　　/
ヽ　　　　/　　　 └ー.┘　　　　ヽ /　　　　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やる夫には、主の落胆も、
　
　　それに断ったやらない夫の心中も容易に忖度できた。
　
　
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.　　　　　　　　　　　　　　　.　　 　 /＼＿＿_／ヽ
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿　　　　　　　　 .　　 ／　'''''　 　　　　 ＼
.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　| ､（ ●）　....::::::::::::::::|
.:.:.:.:.:.:.:/:.::::::::::::::::::::::::::::: ﾍﾂ　　　　　　　　　 ､_, )ヽ､,,　　 ....::::::.::::.|
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::::::::/ ⌒|　　　　　　　　　 |＝‐､'　 　 ........:::::::::.|
.:.:.:.:.:.:.:|::::::::::::::::::::::::::::〉 (Ｏ|　　　　　　　 .　 　＼:,..-''ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ.V
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::.（@ ⌒ )　　　　　　　,,....--'''':::..　 　　　..　　　　ﾞ-､
.:.:.:.:.:.:.:.|:::::::::::::::::::::ﾉ 　　i-|　　　　　　　 :::::　　::.　　　　　　i　　　　 ヽ　i
.:.:.:.:.:.:.:.:.xｱ''ｰ'ﾞ'ｰ''､.　　 `ﾉ　　　　　　　 :::::　 |::::　　　　　　|:::.　　　　 i　|
.:.:.:.:.:.:.:/ ｰ｀¨`''''ーゝ─ ﾞ-､　　　　　　　:::::　 |:::::.　　　　　.(:::::　　　　 :|｜
　
　
　　　　　　おそらくやらない夫は、女衆も居ない店で暮らす
　
　　　　　　　　　　　年寄り二人の身を案じたのだ。
　
　　　　　　まだまだ元気な身だが、ダディはもう七十近く、
　
　　　　　　 番頭のいく夫も還暦に手が届こうとしている。
　
　
. 
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　　　老人二人を残して、自分が店を出てしまって果たしてよいものか。
　
　　　　　　　　相談相手となる筈のやる夫は寒天場に出て不在。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣ ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　| 　　 　_,.ノ '(ゞ､_|
　　　　　　　　　　　　　　　　　.|　　　 （ ー）ヽ ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 .ﾉ| U 　　（___人_＼＼__
　　　　　　　　　　　　　　　／　 | 　　　 ｀⌒（⌒_　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　{　　 .ヽ.　　 　 　 し「、　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　{　　 ﾄ　｀ヽ.　___´ノ　　ヽ、　 　 i
　　　　　　　　　　　　　　　.|　　 |　　　　　　　|　　／　　 /
　
　
　やむなく、己の将来と、主人への恩とを秤にかけて、後者を選んだのだろう。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫がおずおずと口を開く。
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　　旦那さん、
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　　 高和はんの寒天が売れたら、きっと。
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|　　　　　　　　　ん？
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　うん、せやな、寒天が売れたら、
　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 何もかも風向きがええ方向に変わる。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　＿ _　　 ＿＿＿
　/　) ) )／ ＼　　／＼
　{　 　⊂)（●）　 （●） ＼
　|　　 / ///（__人__）/// ＼
　!　　 !　　 　`Y⌒y'´　　　 |　　　　　へえ！
　|　　 l 　　 　 ﾞー ′　　,／
　|　　　ヽ　　　ー‐ 　 　ｨ
　|　　　　　　　　　　/　 |
　|　　　　　　　　　〆ヽ/
　|　　　 　　　　　ヾ_ノ
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　 よっしゃ、売る！
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　　売ったるでぇ！！
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ﾍ
　　　　　　＿＿＿_　　　　　　/ /
　　　　 ／＼　　／＼　　　／ /
　　　／（ ⌒） 　（⌒）＼／　 /
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼ /
　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 |　　　　　　　　　　　へえ！！
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／
　　／　　　　　　　　　 ＼
　/　　　　　　　　　　　 　＼
/　　／＼　　　　　　　 　 　ヽ
　／　　　＼　　　　　 　　 　ﾉ
U　　　　　　ヽ　　　 　　 　ノ
　
　
. 
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　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　　　　　天神橋の上に、力みなぎる主従の声が響いた。

　

　

. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
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　高和の寒天場で作られた寒天は、ダディといく夫が思った通り、その年、高い評価を取った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　ｵﾗｵﾗ　　　ｵﾗｵﾗ　　　ｵﾗｵﾗｵﾗ　　ｵﾗｵﾗｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｵﾗｵﾗ∧＿∧　∧＿∧∧＿∧ｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧＿∧ω;;(∩( ∩;;ω),つ);ω∧＿∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ω;;(とミ∧_il!|∧lll　彡＿∧彡つ);;ω)
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧＿∧ﾐ(∩∧＿∧彡づ);;∧__∧⊂)ｵﾗｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ ω(と≡⊂( ・ω・ )⊇≡づ);;ω ）__ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　(⊂　 と＝ど(⊂　 っ)づ＝つ≡⊃)　＼ )
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ﾍ＿∧〃∧__i!l|ミﾍ＿∧ミ＿∧ﾐ∧＿∧＼ｵﾗｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　　　( ω(と彡(ω;;(し ﾐＪ);;ω )つ);ω)ミ⊃);;ω)　)
　　　　　　　　　　　　　　　ｵﾗ(っ　 つ /　　　 )(　　　　)　　　＼　　　⊂)ｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　ｵﾗ /　　　)　`ｕ-ｕ'.ｵﾗ∪￣∪ｵﾗ`ｕ-u'　　　　＼ｵﾗｵﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　　,( /￣∪ｵﾗｵﾗ ｵﾗｵﾗｵﾗ 　ｵﾗｵﾗｵﾗ∪￣＼ )
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[寒天ください]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 ∧,,∧ ∩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(｀･ω・´)ﾂ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(つ　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 lヽlヽ/　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (;;:　( /￣∪,ｎ__ｎ　　 　 lヽ,,lヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, ― ､と　 # ⌒つ,,,∧ ﾉ　　　 (;;::)ω･)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜＜:;;:）　）　 c(;;:)ω・｀ノ|,,ノ|　 / つと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｕ( (Ｕ_つ　⊂⌒ 　(´･ω(;;;)　ゝ._JJ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し'　　`Ｊ
　
　
　　それまで取り引きのなかった店からも声がかかり、井川屋は前年の悪夢を忘れることが出来た。
　
　
. 
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　　　翌年の仕入れ用の銭を前払いで高和に渡すこともできた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　|.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　　|::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　　 （@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　　　　　　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼　　　　　　　　 　 　 （⌒）（⌒ ）　 　　|
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼　　　　　　　　　　（__人__）　　 　　|
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　　　　　(,｀⌒ ´ 　　 　　|
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|　　　　　　　　　　{ 　　　　　 　　|,
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　　　　　　 { 　　　　　　 / ＼
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|　　　　　　　　　　　ヽ 　　　　/　>　 〉
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／　　　　　　　　　　　　 ﾝ 　　　 ´　／
　　　　`ー､＿ﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　| 　 　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　| 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　店主も奉公人も漸くひと息つけたのである。
　
　
. 
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　　　　寒天の荷を下げて、やる夫とやらない夫が並んで天神橋を渡る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　　　　|　　　 （ ⌒）（⌒
　　　　（ （ （　　　　　|　　　 　 （__人__）
.　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　ﾉ　　　　　　商いが上手いこといってると、
　　　　　　　　　　　　 |　 　 　 ∩ ノ ⊃
　　　　　　　　　　　／ 　 　 ／　＿ノ　　　　　　 なんや景色まで違て見えるもんやなあ。
　　　　　　　　　　 (.　＼ ／ 　.／_ノ.　│
　　　　　　　　　　　＼//　 　／_＿_|　 |
　　　　　　　/＼「￣~//＼／＿＿＿／
　　　　　　 [三三三//三三三]
　　 　 　 　 | i i i i i i i i i i i i i |
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　 　 　 ／　　─　 　 ─＼
　 　 （ （ （　　　　／ 　　 （⌒） 　（⌒） ＼
　　　　　 　 　 　 |　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　　せやなあ。
　　　　　　　　 　 /　　　　 ∩ノ ⊃　　／
.　　　 　 　 　 　 (　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　　　　　　　.＼//　　／＿＿|　 |
　　　　　　/＼「￣~//＼／＿＿＿ ／
　　　　　 [三三三//三三三]
　 　 　 　 | i i i i i i i i i i i i i |
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　 ／　 　_ﾉ＼
　　　　　　 /　　　　 （一）
　　　 　 　 |　　　　　（__人）
　　　　　　 |　　　 　 　 　 ｌ
.　　　 　 　 |　　　　　　 　|　　　　　 そういや、やる夫、お前あのあと、
.　　　　　　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　 ほんまに嬢さんとは逢うてへんのか？
　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　 　 |. 　 　 　 |
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　 ん？
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　まあ……な。
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　 　 　 　 　 ／￣￣ ＼
　　　　　　　　 　 _,ノ ヽ､,__　　 ＼　　　　　　ほうか……
　　　　　　 　 　 （●)（● ）　　　 |
　　 　 　 　 　 　 （_人___） 　 U　 |　　　　　　せめて私が団子屋を覗いて、嬢さんの様子なんかを
　 　 　 　 　 　 　 '､　　　　　　　│
　　　　　　 <二ニヽ　　　　　　　 |　　　　　　お前はんに知らせたらええんやろうけど、
　　 　 　 .／-‐ 　 ｀i ､ ＿__,.　イ
　　　　　{/´､　　 　 ',┐　　　　＼　　　　　　知らんとはいえ、嬢さんのことを
　　　　　 しrヽ　　　　V　　　　　 ヽ
　　　　　　　　ヽ､_　　 ヽ　　　ｨ　　}　　　　　化け物呼ばわりしてもうたからなあ
　　　　　　　　　　 ＼　　＼　ﾉ　　i
　
　
　　　　　／￣￣ ヽ
　　　 ／　　　　　　ヽ
　　　/　　　　　　　　ヽ
　　　| 　　 　_,.ノ '(ゞ､_|　　　　　　　　　　 何や私も、あれ以来、夜見世に
　　　.|　　　 （ ー）ヽ ヽ
　　 .ﾉ| U 　　（___人_＼＼__　　　　　　　　足向けられんようになってしもうた……
　／　 | 　　　 ｀⌒（⌒_　　 ＼
　{　　 .ヽ.　　 　 　 し「、　　　 ＼
　{　　 ﾄ　｀ヽ.　___´ノ　　ヽ、　 　 i
　.|　　 |　　　　　　　|　　／　　 /
　
　
. 
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　それ以上、翠星石の話が続くのが辛くて、やる夫は無理に話題を転じる。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　　そ、それより、やらない夫、
　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　 |　Ｕ　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　 お前、鈴三屋はんの養子の話、
　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　/　＿＿　 　　　　　　/　　　　　　　断ったんやて？
　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
　　　　　 ／￣￣＼
　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　|　　　 （ ⌒）（⌒)
　　　.　|　　u　 （__人__)
　　　　 |　　　　　 |r┬|}　　　　　　　　 なんや、やる夫、
　　　　 |　　　　　 |　| |}
　　　.　 ヽ　　　　　｀ﾆ}　　　　　　　　　知ってたんか。
　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　/　　　 く　　　　　　　　　　　もう、大分と前の話やけどな。
　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）　　　　　　　　　　　　　　　.ﾀﾞﾝ　　　 　 ﾘｮﾝ
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　せやけど、あっこの旦那さんもご寮さんも、
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　 ちぃとも変わらず接してくれはるんで、
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く　　　　　　ほっとしてるのや。
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　旦那さんや番頭はんがのことが心配なんはわかるけど、
　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　 .l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　さすがにもうそろそろ女衆を雇いはるやろ。
　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　遠慮せんと、鈴三屋へ行ってもええのと違うか？
　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　 　 ／　ヽ､_ 　　＼
　　　　　(⌒）（⌒ ） 　　　|
　　 　 　(__人__） 　u　 　 |
　　　　　| |┬‐| 　　　　　|　　　　　　　 違う違う。
　　　　　| |｜ .| 　　　　　|
　　 　 　（｀ー´　　　　　/　　　　　　　　私が断ったんは、旦那さんへの遠慮と違うで。
　　　　　　ヽ　　　　 　/
　　　　　　　〉　　　　〈
　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　|　　　　　|
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　 え？
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　そうなんか？
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　／　　 _,ノ　｀⌒
　　　　　　　　 |　 　　( ●) （●)
　　　　　　　　 .|　 　　 （___人__）　　　　　　 お前も知っての通り、私は商いが苦手や。
　　　　　　　　　|　　　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　.|　　　　　 　　|　　　　　　　 養子に行ったら、何としても店を大きせなあかんやろ？
　　　　　　　　　人　　　　　　丿
　　　　　　　/⌒　 ＼ __ _ ／　　　　　　　　 そら、私には無理や。
　　　　　　 /　　　　　　　＼
　　　　　 ./　　人　　　 ./　ヽ
　　　　　〈　　<　 　 　 / ＼　＼
　
　
　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　　いや、無理、いうことは
　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　 ないて思うけど……
　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　 　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　 ／　　 　 　 _＼
.　　 　 　 　 　 |　　　　　ｒ'　 )｜
.　　　　　　　　 |　 　 　 /　/　 |　　　　　あっこには丁稚が一人居る。
　　　　　 　　　 | 　 　 / _/　　 |
.　　 　 　 　 　 ｜ 　 ,(⌒｀､ 　 }　　　　　それを跡取りに育てた方が何ぼか賢いわ。
.　　　　　　　　　ヽ　/　7ﾞ＼＼}
　　　　　　　 　 　 V　/　　 ,、ヽ
　　　　　　　　　　 (　 　　 <_/ /
　　　　　　 　 　 　 i 　 　 　 ,r´
　　　　　　　　　　　|　　　　 |
　
　
　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／　　 　 　＼　　　　　　 ま、まあ
　　　　　　　　／　─　 　 ─　＼
　　　　　　 ／ -=・=- 　　-=・=-　＼　　　 やらない夫らしい、っちゃらしいけど……
　　　　　　 |　 　 　 （__人__）　　U 　|
　　　　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　　　 ／　　　 （言い訳半分、本音半分、ちゅう感じやな……）
　
　
. 
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..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　／　―　　-＼
.　　.　／　 （●） 　（●）　　　　　　　 ま、お前はんがそれでええならええわ。
　　／　　　　 （__人__）　＼
　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|　　　　　 ほな、この冬もまた、
.　　＼　　　　　 　　　　 ／
.　　　ノ　　　　　　　　　＼　　　　　　 奥の事を頼んでもええか？
　／´　 　　　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　|. u.　（__人__）　|　　　　　 この冬も？
　　　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　　まさか……まさか、やる夫、
　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　　お前、また…
　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　‐　　 ─ 　　　　＼
　　　　　 　（　　（ ●）　　　　　＼　　　　　　　うん。
　　　　　　（人__）　　　　　　　　　|
　　　　　 　｀⌒´　　　　　　　　 ／　　　　　　 また、原村へ行く。
　　　　　　　｀ｌ　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　|　　　 （ ○）（○）
　　　　　　　　.　|　　U　 （__人__）
　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　　　　　　げっ。
　　　　　　　　.　 |　ι　 　`ー'´}
　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　u 　}
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　目を見張ったやらない夫を置いて、やる夫は先へと歩き出した。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　その日の夜、やる夫はダディに奥座敷に呼ばれた。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　やる夫、
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　やらない夫から聞いたんやが、
　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　今年も原村の寒天場へ行く、ちゅうのは
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　ほんまか？
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　へ、へえ……
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　 そらまた、なんでや？　去年ならいざ知らず、
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　 高和はんのお人柄も、作らはる寒天の質もようわかって、
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　買い付けの約束もついたある。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　お前はんがいく必要はないのと違うか？
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　 商いのために天場を知るのは大事やが、
　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　お前はんの身ぃの入れ用は尋常やない。
　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　寒天問屋の丁稚の分を越えてますのやで。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　言われてみればその通りで、やる夫は項垂れた。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　す、すんまへん、
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　旦那さん……
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　そうしょげんかて宜し。
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　私ら何もお前はんを責めてるのと違う。
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　ただ、そこまで執着する理由は何か、
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　それを知りたいと思てるんや。
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　　　　　 　 ＼　　　　　　実は、火事であないなことになる前の日に、
　　　　　／　 　 　＼ ,　, ／　 ＼
　　　 　 |　 　 　 （ー）　 （ー）　 |　　　　　翠家の旦那さんと寒天のことで話したんだす。
　　　　　＼　 u. 　 （__人__）　,／
　　　　　　ノ　　　　 ｀ ⌒´　　＼　　　　　旦那さんは、もっと腰の強い寒天があれば、
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l　　　　　　料理の幅も広がるやろ、て言うてはりました。
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　何や、それが遺言みたいになってしもうて、
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　私、気になって気になって……
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石とのやり取りは敢えて伏せた。
　
　　　　　　　　　　　　　　　誰かに話すことではない、と思ったからだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　その言葉を聞いたダディが唸る。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　　　 何と……
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　　 ジャギはんは、うちの寒天でもまだ腰が弱い、て
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　言うてはったんかいな。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　 　　　／_ノ　 ヽ、＼　　　　　　　　　　　 井川屋の寒天に不満を持ってはったんやおまへん。
　　　　　／（ ●） 　（●）.＼
　　　 ／　　　（__人__）　　u. ＼　　　　　　　　 ただ、茹でて潰した里芋を
　　　 |ｎi 7　　 ｀ ⌒´　　　　.　|ｎ
　　l^l | | ｌ ,/)　　　　　　U 　l^l.| | /）　　　　　 寒天で固めることが出来へんか、て
　　', U ! ﾚ' /　　　　　　.　.　| U ﾚ'/／)
　　{　　　 〈　　　　　　　　　ﾉ　　　 ／　　　　　苦心してはりました。
　　..i,　　 　."⊃　　　　ｒニ 　　　 /
　　　."'""⌒´　　　　　　　`''""''''
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|　　　　　 そらあかんわ。
　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　 そもそも寒天にできるんのは
　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 しゃぶしゃぶした汁気のもんを、
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 しっかりと固めることやで。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼　　　　　　　　やる夫、旦那さんのおっしゃる通りや。
　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　　寒天は粘りのあるもんが相手やと負けてしまうんや。
　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　　昔、天場の棟梁が
　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　　 『何ぼ腰の強い寒天でも糊まではよう固めん』て
　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i　　　　　てんご言うてたもんや。
　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
. 
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　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　　その、糊でも固める寒天を
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　　 作りたいんだす！
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　 いや、せやから、
　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　それは無理や、て言うてるのや。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　無理、なんだすか……
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　　　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　…………
　　　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　俯くやる夫をみて、番頭のいく夫が暫し考え込む。
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　─　　─　|　　　　 旦那さん、やる夫はジャギはんの供養のために
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 :::: 　（__人__）　)　　　　何ぞやってみたいんやと思います。
　　　 |　　　　　｀ ⌒´　 |
　　　/　　　　∩ノ ⊃／　　　　 どないだすか、一遍、これの思うとおりに
　　　(　 ＼／ ＿ノ|　 |
　　　.＼　“　／＿_|　 |　　　　　やらせてみなはったら。
　　　　 ＼／＿＿_ ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　 　／　（○）　（○）＼
　　／　　　（___人__）　　..＼　　　　ば、番頭はん！？
　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|
　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は、はっと顔を上げていく夫を見た。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　いく夫はやる夫と目を合わせずに言う。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　 私は何もやる夫の肩を持ってるわけやおまへん。
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　 ただ、料理人として寒天を知り尽くし、
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　 琥珀寒を生み出したジャギはんの願うた寒天だす。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　寒天に係わる者として、何とか、と思う一心でおます。
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　 ／　 _ノ　　　ヽ、＼
　　　　／　 　（○）　　（Ｏ)　 ＼　　　番頭はん……
　　　　| 　 　 　 ||　 （__人__）　 ..|
　　　　＼　 　　ﾉi　 　!　　|.　 ／
　　　　　/　 　 し' 　 ｀⌒´　.ﾉ
　　　　　|　　　　　　　.／ .／
　
　
. 
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　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　お前はんらの気持ちはようわかる。
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 けど、やはりそれは問屋の仕事とは違う。
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　そうだすか……
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼　　　　　　 しかし、や。
. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　　　 高和はんがそうした寒天を作りだすのに、
. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　 井川屋として手ぇ貸す、というなら話は別や。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 作るのは高和はん、出来たもんは井川屋が引き取る。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　 それやったら、寒天問屋としての立派な仕事になるわな。
　
　
　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼
　　 ／　 （○） 　（○）　 ＼　　　　　　　　えっ……
　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　 うん。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　　原村へ行きなはれ、やる夫。
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　　　＿＿＿
　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　 ／　（○）　 （○） ＼　　　　　　 あ、ありがとうさんでございます！
　　／ 　 ///（__人__）/// ＼
　　|　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　　|　　　　　旦那さん！！
　　 ＼ 　 　 　゛ー ′　　 ,／
　 　 /　　　　 　ー‐ 　 　ィ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
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　　　　　　　　　　　　　　その年の冬、原村の寒天場。
　
　
　　｡ 　　　:::::　　　　　　　　　　　　*　　　　　　　　　　*
　　　　　 ::::;;::::　　｡　　　　　　　o　　　｡　　　　　　　o　　ﾟ　　ﾟ
　　　　　　:::::　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　｡
　　　ﾟ　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　　　　+
　* 　　　　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　;　　　;
　　　:::　　　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　` :　` ::　 :::;
　　　　　　　　　　　*　　　　::;;;:　　　　　　o　　　　　+　::　:::::
　::　　, 　　 ;　　　 ;　　::::;　:::::　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::
.　｡　　　　　　　o　　ﾟ　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　 　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ
　　　　　　｡　　　　　　　.　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::
　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　　.　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　　 　　　　　　*　　　　::;;;:
　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　;　　　　　　　*　　　　::;;;:　　　　　　 ;　　　 ;　　::::;
　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　` :.　 ;　　　 ;　　::::;　　　　　　　　 　　　o　　ﾟ
o　　　　　+　::　　, 　　 ; 　　　o　　ﾟ　　　　　　　　　　　.　｡
　
　
. 
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　主の許しを得たやる夫は、寒天づくりに励んでいた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　/　　ノ　　　＼　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　|　 （●） 　（●）　　　|
　　　　　　　　　　　　　＼　 （__人__） 　 __,／
　　　　　　　　　　　　　／　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　 ／　ｙ　　　　 　 　 ／ |
　　　　　 　 　 　 ／　／ |　　　　／ ／ 　｜
　　　　　　　（⌒,,)～～～～～（⌒,,)　　　.|
　　　　　　 /　　　　　　　　　　　 /　　　　 |
　　　　　 ./　　　　　　　　　　　 /　　　　　|
　
　
　　　皆が寝静まった深夜、月明かりを頼りに、
　
　　 よしずの上に天突きで心太を突いて並べる。
　
　
. 
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　　冷え込みはいよいよ厳しく、口から吐き出された息が真っ白になって天に昇っていく。
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　 （天突きで突いて麺にしたからというて
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／　　　　　 寒天の腰が強うなるて決まったもんやないけど）
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　　（けど、細い糸のような寒天やったら
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　　　 今までの角寒天となんぞ違うもんになるんやないか……）
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ
　　　　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　どうしたんだ、やる夫。
　　　　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　 こんな遅い時間に。
　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／ 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　 ⌒ 　 ⌒　 ＼
　　　　　　　 　 ／　　（●）　（●）　　＼　　　　　　　あ、高和はん。
　 　 　 　 　 　 l　 　 ⌒（__人__）⌒　 　 ｌ
　　　　　　　 　 ＼　　 　 ｀⌒´　　 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和はやる夫の手元を覗く。
　
　　　　　　　　　　そこには、突きだされたばかりの心太が、きらきらと輝いていた。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　こんな時間に天突きか？
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　ちょっと遅すぎるんじゃないのか？
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　
　
　　　　..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　―　　-＼　　　　　　　　　　　 へえ。
　　　　.　　.　／　 （●） 　（●）
　　　　　　／　　　　 （__人__）　＼　　　　　　　　　 けんど、普通の寒天と違うて、
　　　　　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|
　　　　.　　＼　　　　　 　　　　 ／　　　　　　　　　 これはすぐ凍ってしまいますよって。
　　　　.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　　　　　／´　 　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　今時分から朝までの寒晒しで試してみようかと思て。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!　　　　　　 そうか。
　　　　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　　 色々と試したい気持ちはわかるがな、
　　　　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　　 もうじき夜が明けて、天出しが始まる。
　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　ちょっとでも横になっておかないと、
　　　.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|　　　　　　　　身が持たないぞ。
　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼　　　　　　　　　へえ、すんまへん。
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　　もう、休むところだす。
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　　　　そうだ、やる夫。
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　　俺も考えたんだがな、
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|　　　　　　　　　 次からは草割りから試してみたらどうだ？
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　 　　　　　　　 ／ 　　―　＼
　　 　 　 　 　 ／ 　　(● )　　ﾍ＼
　　　　　　　　|　　　（⌒ 　 (● ) ｜
　　　　　　 　 ﾍ　　　 ￣｀､__）　　｜　　　　　　　　　草割りから？
　　　　 　 　 　 ヽ　　　　 　 　 　 ｜
　　　　　　　　　, へ、　 　 　 ＿／
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 ＾ヽ
　 　 　 　 　 　 |　　　　　　１ 　 |
　
　
. 
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　　　　　　寒天の原料となる天草だが、実は『天草』と言う名前の海藻があるわけではない。
　
　　　　　　　　　　　　　　まくさ、おおぶさ、おにくさ等の原料海藻の総称なのだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ,､ヘ、　　　,,,､-ｰｰ､
　　　　　　　　　　　＿_／::::::::::::ヽ､／::::::::::::::::ﾍ___
　　　　　　　　　　「:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',::::｀i、
　　　　　　　　　　 }::::::::::「:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',:::::',:ﾍ
　　　　　　　　　　 /:::::::::::!::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',:::::',::!
　　　　　　　　　 /::::::::::/::::::::::::::;ヘ:::::::::,､::::::::::::::::::::',:::ﾍヽ　　　　　オイ！
　　　　　　　　 ノ:::::::::::ﾉ:::/::/:::::!ヾヽ:／ﾍ::::ヽ::::::::::::::}:::::ヽ
　　　　　　　 /;:/:::::／::::ﾉ:::i::::::::ﾐミ∨彡;）::::::〉:::::::::::::::::::::ﾍ　　　　海藻のＡＡが見つかんないからって
　　　　　　　 {; l:::::(::::::ノ:::::::);::::ﾉ　　　　/:::::/::::::::）::::)::::::ﾄ;:}
　　　　　　　 {　!::::::）::）)::／　）::)　　　　ヽ;:）ヘ:く::::(::::::::ハ!　　　 何で僕なんだよ！！
　　　　　　　　　ヾ＝/7::!＼ （::/ 　　 　 /:/／ﾉノ）::）:::/
　　　　　　　　　 /ゝ(（ヾミ三ﾐゝ′　ヾ（(彡三ﾐ∠ﾉﾆヽ　　　　　　“お前ワカメだから別にいいだろ”って
　 　 　　 　 　 　 ∨ﾍ　　/ /｀`　　　　　　 i　i 　 /ノﾉ
　　　　　　　　　　 ∨ﾍ 〈 ノ　　　 ､,, 　　 　し 　/ ノ　　　　　　　 やかましいわ！！
　　　　　　　　　　　 ` ）:.､　 　Fニ二二ｊ　　　 /ソ
　　　　　　　　　　　　 ﾘヾﾄ、　|::::::::::::::::::!　　／り
　　　　　　　　　　　　　 _ヾｌヽ L二ニﾆ┘／iｿﾉ
　　　　　　　　　　 ,,,､r､/＜!　 ＞　__　＜ 　:!フヽｰ､,,,
　
　
　　　　　　　　どの海藻をどのくらいの割合で用いるかによって、寒天の仕上がりが違ってくる。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　これを決めるのが『草割り』という作業だった。
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　　　腰の強さを求めるんだったら、
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|　　　　　　まくさよりおおぶさを多めにするといいかもな。
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'　　　　　　　その分、凍らせ方が難しくなるかも知れんが。
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　／　　　　　　　 ＼
　　　　　/　　　 ─　　　─　ヽ　　　　　　　　なるほど……
　　　　　|　　　 （●） 　（●）　|
　　　　　＼　　∩（__人/777／
　　　　　／　　（丶＿//// ＼
　
　
　　　　　　草割りは寒天作りの要で、初心者の自分がするなど考えもしなかった。
　
　　しかし、高和の言う通り、腰の強さを求めるならば、まずそこから始めるべきだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　　ま、考えてみてくれ。
　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　じゃあ、俺は寝るから、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′　　　　 お前もほどほどにしておけよ。
　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　／　　　　　　 .　＼
　　　　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼　　　　　　へえ。
　　　　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|
　　　　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／　　　　　　ありがとうさんだす。
　　　　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は高和に向かって深々と頭を下げた。
　
　
. 
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　翌日からやる夫は、まずひとつの海藻だけで寒天を作り、
　
　　　　　　　　その海藻の持つ性質を探った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／:.:.:.:
　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_　　　　　　　､ /::.:.:.:.
　　　　　　　　　 　 ／　　　　　＼　　　　　 _ |:.:.:..:.　　　　＼
　　　　　　 　 'ミ_'⌒)　　ノ　　＼ ＼ 　 　 //ヽ;.;..:.:　　　 ..:.:）
　　　　　　 　 (´ 　⌒)（ ●）　（● ）ヽ 　//　　て:.:.:＿＿／
　　　　　　 　 | ｀～ｰ'　　（__人__）　　l〃ヾ.　　　　　　 ヽ
　　　　　　 　 ＼　 　 　 　 `⌒´　／'んソl （:.:.::::　　 ＿ノ
　　　　.　　　 　 〃⌒ヽ　 　 '"ィ´ヽ.//|　　　　..:.:.::＿,)
　　　　　　 　 　 l＼　　＼ 　 　 　 // ′　　　 ..: :.::_
　　　　　　　 　 │　＼　⌒￣￣〆⌒,ゝ　　 （＿）
　　　　　　 　 　 |　　　｀ー──～ソ"
　　　　　　　　　_-==ニニ二二二ニニ==-_
　　　　　　 　 丨__ ￣￣.￣.::::::.￣:.￣￣´::｣
　　　　.　 　 　 ｀こ三三三三三三三三ラ´
　　　　　　　　　ﾉﾉ::::::::::::::::::::::::::::::　 　 　 ヽ
　　　　.　　 　 //::::::::::::::::::::::::::::::　　　 　 　 ',
　　　　　　 　 i i:::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　 .:.::i
　　　　　　 　 i i:::::::::::::::::::::::::　　　 　 　 　 :.::l
　
　
　　　　　どれも単一では寒天として食べられたものではない。
　
　どの海藻をどのくらいの割合で混ぜればよいのか、見当もつかない。
　
　　　　　　　　　とにかく片っ端から試すしかなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　 　 そうするうちに寒天場を閉める春が来て、
　
　　　　すごすごと天満に返すこととなってしまった。
　
　
. 
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　何の成果も上げられなかったやる夫を、しかし井川屋では誰も責めなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 　　 　＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　 ヽ､_　　＼
　　　　　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　 　 　 　 　 　 　 　 （⌒）（⌒ ）　 　　|
　　　　　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　　　　　　　　 （__人__）　　 　　|
　　　　　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|　　　　　　　　　　　　　 (,｀⌒ ´ 　　 　　|
　　　　　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　 　 { 　　　　　 　　|,
　　　　　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜　　　　　　　　　　　　　　{ 　　　　　　 / ＼
　　　　　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ 　　　　/　>　 〉
　　　　　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾝ 　　　 ´　／
　　　　　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ　　　　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 ／
　　　　　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i　　　　　　　　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　それに甘えて、翌冬もやる夫は高和の寒天場にこもった。
　
　草割りに頭を抱えながら挑戦し、そうして作り上げたものを煮沸して固め、天突きで突く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　 　─'　 ｀ー　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　 （ー） 　（ー）　u.　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼. 　　（__人__） 　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ ,＿_　＿_　.＿_　 , ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.| 　　　　　　　　　　　i_ _i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.（__ﾖ＝＝＝＝＝＝＝ｺ___｝
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 ノ ' 　ヽ､　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 （ー） 　（ー）　u 　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　（__人__）　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　　｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ、二⌒)≠　　　 |　}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {＿_}（⌒ニノ
　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
　　　　　　　　　　　　突いたものも、凍ての時間を長くしたり、短くしたり、と
　
　　　　　　　　そんな試みと失敗の繰り返しでそのひと冬も無駄に終わってしまった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　 寛政三年、神無月の十日。暁七つに半鐘が鳴り響いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,l ゞ:〃 　 　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,l ゞ:〃 :::::::::::::::::::::::::::::::r"　|∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,,,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,l ゞ:〃　　　 　　 　,,,r'" l|　 |∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,, ﾞﾞ｀ｰ､, 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,l ゞ:〃:::::::::::::::::::::;rﾞﾞ|::::::::::l|　 ￣￣￣￣￣￣
　　　　　　 ﾞﾞﾞﾞ',ｰ､,. ﾞﾞ'ｰ､_ 　 　 　 　 　 　 ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!　 ,l ゞ,.〃 　　 　 ,r''|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　　.ﾞﾞ''ｰ,,,　''ｰ､,_　＿　　　　 　　　　　　　　　,lﾞゞ;〃:::::::::::;;rl|::::::|;;;;;;|::::r''''l|￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　 .ll　いら　　~~ﾞlｰ､､:i┿l|　　　　　　　　　 　 　 l:ゞ〃 .　,,,r'"　l|;;;;;;|::r''|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　 しゃい 　 lﾐﾐl*li温l|ヽi:ｰ,、　　　　　　　 彡~〃彡'"''',,r''' l|::r''|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　　　 .l:──--､､､...lﾐﾐl*il丿l|__liﾞﾟ態N､､ , 　 　 　 l l㌍'''"､__r''__,､､l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　:::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　, l l l llll|ミミミミミミミlﾐﾐl*ll泉l|~~トlｰ-iﾞl~~冫　 　 　~ |ﾟl､.丿彡彡彡l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 lj,,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',lﾐﾐl*ll丿l|　llヽﾞヾiｰ ﾟlﾞ~i:!』,, 　 　l『』iﾞﾞﾟﾞ:lヽ￣￣l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 l|　　l　　　.l　　　 lﾐﾐl*ll卵l|　ll .l il!ヮ ';li,''ll l㌍lﾞli....ll　ll i~ll"|..|￣~l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　　l　　　.l＿＿..lﾐﾐl*ll冖l|　ll　l.ill￣~~~''ﾞ｀ﾞ'''｀ 　　"l|､l.l　|..|____,l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 l|　　l---i .l _,,,,,wil"~l*ll!l!l!l'ﾞﾞ“ﾞ~　 　 　 　 　 　 　 　　l| l　|　　　l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　 ,,l,,､､-''~　　　 　""" 　 　 　 　 　 　 　　.　　　　　ﾞ=ﾞヽ|＿＿l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 llﾞ｀　　　.:　..　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　.　.　 　. 　 ヽ､　 l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|　:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 　 　 ヽ､|~ヾl::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　ヽ､,l~ヾl::::::::::l|　:::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ､ l~ヾ;;;ll＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ､ l~l|　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ､l　　│∥∥∥│
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【暁七つ】午前四時
　
　
. 
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　やる夫が飛び起きて、店の戸を開けて表へ出る。
　
　
　　　　 |┃　 　 ガラッ　　 　 ＿＿＿_
　　　　 |┃　三　　　　　　 ／u　　　　＼
　　　　 |┃　　　　 　 　 ／　 ＼,　､／　 ＼
　　　　 |┃　　　　 　 ／ 　（ ●）　 （● ）　＼
　　　　 |┃　三 　 　 |　　'"　（__人__）"'　u　 |
　　　　 |┃　　　　 　 ＼　 　　` ⌒ ´ 　 　 ／
　　　　 |┃　　　 　 　 ／ゝ　 　 "`　　 ィ　｀ヽ.
　　　　 |┃　三 　 ／　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　,⊆ﾆ´⌒￣￣"　　y　　　　　　　　　　 r､　 ヽ
　　　⊂二、 ,ノ──-‐'´|　 　 　 　 　 　 　 | l"　 |
　　　　 |┠ '　　　　　　　|　 　 　 　 　 　 　 l/'⌒ヾ
　　　　 |┃三 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 　 　 |ヾ___ｿ
　
　
　　　火は目で確認出来るところには出ていない。
　
　
. 
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　ほっとしたところへ、ダディといく夫、やらない夫とが揃った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　 　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　 　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　 　 　 　 　 　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　 　 　 　 　 　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　 　 　 　 　 　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　　　　 　 　 ＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　 　 　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　 　 　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　 　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　　　　　　　　　　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　 　|
　　　　　　　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　やる夫、
　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 火元はどの辺りや。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　　へえ、見えしまへん。
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　 ほうか。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　ほなら、結構遠そうやな。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　 大川の向こうやから、
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　まずは大丈夫やと思うんだすが……
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　火事はこれまで幾度か経験したが、誰もが決して慣れることがない。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　 　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼　　　　 　 　 　 　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　　　　　..＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　 　 　 　 　 .....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　 　 　 　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　 　　　＿＿＿_　　　　　　　　　　　　 　 ／.（○）（○）＼
　　　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　　　　　　..|. u.　（__人__）　|
　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　　　|　　　　　　 　|
　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　 　 　 　 　 　 .　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　 　 　 　 　 　 　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　 　 . 　 |
　
　
　　　　　　四人は不安な面持ちで大川の向こうを眺めていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　と、その時。
　
　
　　　　l＼　　　　　　　 　 ／|
　　　　|　 ＼　　　　 　 ／ 　|
　　　　|　　　＼ 　 　／ 　 　|
　　　　|　　　──／ 　 　 　|
　　　　| 　 　 　 　 　 　　　　|　　　　　 おい、聞いたか。
　　　　|＿＿　　　＿＿_　　 |
　　　　|　l＿l　　　　l＿_l　u｜　　　　　火元はどうやら堀江らしいで。
　　　　|　　＿＿＿＿ 　 　　|
　　　　＼　|/＿＿＿ ヽ　　/
　　　　　 ＞　　　　　　　＜
　　　　／　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　 　ｒ ､
　　　　　　　　 |　 ＼
　　ｰ―-､　____|＿ 　ヽ_
　　　　 　´　　 　 　 　　｀ヽ.
　　＼/　　　　　　　　　 　　:,
　　　i'　　　 　 -―　　　‐-　i　　　　　　ほうか。それやったら、
　　　l　　 し　　　　 　 　　 　l
　　　ゝ､ 　 　　　　　rっ　　/　　　　　　 ここまで火ぃが来ることはなさそうやな。
　　／⌒　　　　,.-ｰ-､___,ノ^)
　　　　　　　　　｀⌒ｨ　　　〈
　　　　　　　　　　　 ﾞｰ--､　＼
　
　
　　　　　　　　　　　天満橋を渡ってきた町人が話す声が聞こえてきた。
　
　
. 
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／　　　　　 （堀江やて！？）
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　それを聞いたやる夫の顔が青ざめる。
　
　
. 
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=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿r=ｧ=､ィfZｧ､,、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　 ´fフ:´-=_:三ｰ_ｰ^ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　_r/／'_ｧ'='^ー'｀´｀ ^ｰ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/r＝､ｿィｰ'7´　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ L／ｲ| ヽヽ　 　 　 　 ',　　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　　　　　,　ｿ/ l ﾊﾚ´イ{ { ｛ 　 　 ｜ ',　　 ﾊ ',
　　　　　　　　　　　　　　　 //:/　ﾉj ｀´i |ムﾄ､ﾄ､　　　|　｝　 ﾘ　ｉ !
　　　　　　　　　　　　　　　ハ:{／ｲ: {　乂ｙニﾐ、ヽ　　ﾉ メ ﾉ/ 　} !
　　　　 　 ヽ.＿ヽｰ ､　　 /　/／ |:.　ヽ. { ´￣¨｀　｀}ｲ,ｨﾐｘｲ / ノ/
　　　　　　　 ￣二ﾆヽヽ/　-ﾍ､:.. l:...　 lト＼｀'　　　　´ ¨/／　./
　ヽ､＿　_-ｧ.:´__::.::.::.:ヽ::＼　 j:〉..:.l:...　 l! 　 　 ､_ __′"/´ |　/　)
　　_,._-ﾆ-ｧ‐´ィ二;:-- ､::.::..｀ヽ､..:∧:..　lﾄ_、　　　　　イ.:　j| /{ ﾉ′　　　　　　　　　　　　　　_＞　　￣　｀ 丶　 ＿__
‐ ´/´　／´￣´／::.::.::.::.::..‐.-_､::＼:.ヽ:.. l::.::::＞ｰ＜l!:.:.|:.　ﾘ‐／/ﾚ　　　　　　　　　　　／　｢　　　　　 　 　 ／　　　/
　　　 /′　 ／-‐ｧ::´::, ｧ::／.::.:￣:.｀ヽﾄ､.V／::}:ﾊ:{ﾄヽ/!:.　!:/‐'::/　　　　　　　　　　／　　　v　　　　 /　／::＼　　/
　　　　　 ／´ ／::.:／ノ／..::..::.::.::.::.::.:..:ヽヽヽ=l:| ト='ｲ-!: /::;∠ イ_.　　　 　 　 　 ／、　　　 　 　 　 /／::::::::::::::＼'__
　　 　 ／´ ／イj/ｲ'／.::.::＿.::.::.::.::.::.::.::.::.｀ﾄi｀j:|__ヽ＼ﾉ人::.::.::∠´　　　　　　　 /::::::::＼　　　 ',　　/::::::::::::::::::::::::::::ヽ ⌒ー
　　　/'　イ/　// ﾉ/:.‐..´...::.......ｰ ::.::.::.::.::.::.:K/:ハ.｢jﾌス::.:.｀:くヽ　　　　　　　　 ′::::::::::::ヽ　 　 .　/::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ＿_
　　　／//　　 ／ｲ.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.{_j　　　jｧzく::.::..::..｀ヽ、　　　　　　|::::::::_,ｘ┼::{ 　 　 Y:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　 　 　 　 ﾊ::::::ﾊ::ゝイ:ヽ　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　 　 　 　 ＼:小ヽⅥ::i　　　 {::::::::::::::::::::ヽ::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉ''ﾉ:::} 　 　 }::::::::::::::::::::::::＼::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼￣!　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::＼::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ゝ　 .ﾊ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ 　,　'-‐ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 ／　　 　 ＼::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ／:＼＼　　 　＼:::::::::::::::::::::::::::::::::
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀江には、翠星石母娘が暮らしている。
　
　
. 
　

315   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 10:54:36 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　飛び出そうとするやる夫を、やらない夫が背後から抱きついて止める。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　　 _ノ　　＼
　　やる夫、あかん！　　|　u 　 （ ●）（●）　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　 .　 　 　 |　　　　 （__人__）　 ／:::::::::　 u＼
　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ／ﾉ└ ＼,三_ノ＼　 　 ,∩__　　　 放してんか、やらない夫！
　　　　　　 　 　 　 .　 　　　|　　　　 　　 ／::::::⌒（ ●）三（●）＼　fつuu
　　　　　　 　 　 　 .　 　　　ヽ　　　　 　 |:::::::::::::::::⌒（__人__）⌒　| 　| 　 |　　　 嬢さんが、嬢さんが！！
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ　　　　 　＼::::::::::　　 ｀ ⌒´ 　 ,／ _ | 　 |
　　　　　　　　　　 　 　 　 /　￣＼　　 /⌒ .ヽ　　　　　　　 　 i　　　　丿
　　　　　　　　　　 　 　 　 |　 ヽ、　＼/ 　 /(⌒)　　　　 　　ξ）￣￣´
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼ ./ 　 /　／　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　しかし、やる夫はやらない夫を背負ったまま無理矢理にも行こうとする。
　
　
. 
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　　　　　　　　左右からいく夫とダディも縋りつく。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　行ったらあかん！
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　 死んでまうで！！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　行かさしまへんで、やる夫！
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　みすみすお前はんを失うような真似、
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　出来ますかいな！！
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　老いた店主が必死に叫ぶ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　力で振り切ろうと思えば振り切れる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　　　　　　　　　　　　　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo
　　　　　　　　　　　　　　　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　　　　　　　　　　　　　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；
　　　　　　　　　　　　　　　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　しかし、やる夫は苦渋の表情を浮かべたまま、がっくりとその場に座り込んだ。
　
　
. 
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　そうして、拳で地面を叩いて、声を殺して泣いた。
　
　
　　　　　　　 　 　 　 ／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 :::::＼:::／＼
　　　　　　　 　 ／　　 　｡<一>:::::<ー>。
　　　　　　　 　 |　　　　.:::｡ﾟ~（__人__）~ﾟj
　　　　　　　 　 ＼、　　　゜i⌒i.⌒´,;／゜
　　　　　　　　　／　 ⌒ヽ.ﾉ　ﾉ'"´(;ﾟ　｡
　　　　　　　　/　,＿ ＼　l||l 从＼ ＼
　　　　　　 　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;.
　　　　　　　　　　　　　　ﾍﾞｼﾍﾞｼﾍﾞｼ
　
　
　　　　　　　＿＿
　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　／.（○）（○）＼
　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　.　|　　　　　　　　|　　　　　　やる夫……
　　　　 |　　　　　　 　|
　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　|　　　　　|
　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／ 　 ´⌒＼,, ;、､､／⌒｀　 .＼　　　　　　　（嬢さんはなんべん火ぃに襲われればええんや！）
　　　　／　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼
　　 ／. 　　　（｡ｏ● ） ﾉヽ　 （ ●o｡） 　 　＼　　　　 （旦那さんもお祖父やんも、家も失くして、
　　|　　　 　 °oﾟﾟ~'"´　 　 　 ｀"~゜oﾟ;°　 　 .l
　 ..|.　　 　 　　　.（　　　 j　　　 ）　　　　　 　 .|　　　　 顔に火傷まで負わはったんや！！）
　　|.　　　　　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l
　　＼.　　　 　　　|ｉ|!ｉ|!ｉ|!ｉ|!ｉ|i|!l|　　　　　 　 ／　　　　（神さんか仏さんか知らんが、もう充分やないか！！）
　　　　＼　　　　　ｌｴｴｴｴｴｴｴｌ　　　　　.／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼　　　　　 （この上、命までとらな気ぃ済まんのか！！）
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　泣きながら、拳で地面をたたき続けるやる夫。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（○）,　 　 ､（○）､.:|
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　 　 　 　 ／ノ　ヽ＼
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|　　　　　　　 　 ／.（○）（○）＼
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　 　 |. u.　（__人__）　|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　.　|　　　　　　　　|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　 　 　 　 |　　　　　　 　|
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　 　 　 　 .　 ヽ　　　　　　ﾉ　.
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　 　/
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　　　　 /　　　　ヽ
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 　 　 　 |　　　　　|
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　 　 　 |　 　 . 　 |
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　三人は言葉もかけられず、ただ呆然と見守るばかりだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　炎は堀江と島之内とを焼き尽くし、翌朝、鎮火した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ィ
＿＿　　　　　 {￣￣＞''"＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／/
、　∠　　　　　＞''",..　＜＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ./
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
:.＼＼＼＼＼＼＼＜　.／／//_/⌒!＿ //厶イ／}_}_廴,､__,..㌻. イ＼＼ｰ---＜〉7　　　 .〉 ￣｀¨７￣/
:.＼＼＼＼＼＼＼＼　廴j .//　 〉　_／　_／／　-Ll二ﾆ=-イ　〉廴___＼＼-‐'´//`ー-／＿＿／　r/
::＼＼＼＼＼＼＼＼＼二//二/二,､　／／　　　 ,､　　 〕､ .L//⌒}　　 >　>__//＿＿f＜＿_/＿／j
:.＼＼＼＼＼＼＼＼r一.//Tｰ'-勹　^~^? 　 r ､ /　`'＜　 〉// _＿`ク＿／ .//　　 ／..:.:/＿ノ }Ｌ　廴＿
:.＼＼＼＼＼＼＼＼{　.// ,:Lr√二ヽ　 `^Z」　〈　　 .＿＼//'Y　　＞--=ミ//　 .／.......:/　＿_厶''"´￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼ゝ//＿_人　r'^⌒了＿r--く`ー'　　 〈/L之 ∠　　-―　　　　　´￣＿　　　　　-―
:.＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼ー-z､＿　　　　　　　　 r―=＝￢冖ニ二　　　　￣
.:＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼＼........／　　　　　　　 /　　　　　,ﾙ'´
　
　
　のちに「寛政の南の大火」と呼ばれたこの火事は、八十七町、一万三千余世帯を灰にしたのである。
　
　
. 
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　じりじりと夜明けを待って、翠星石を探しに行こうと店の戸を開けたやる夫は、
　
　　　　　　　　　　　戸板に何か細工されているのに気付いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　（○）　（○）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　（___人__）　　..＼
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　　　　　　　　　　　　　　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
. 
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　見ると、簪を戸板の隙間に差し込み、そこに布のようなものがかけられていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ,,-ｰ'''7　　..._,－､_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 _ _ 　- -　___''´ :.: . /　 　 .(__ヽﾉ__)､-,
　　　　　　　　　　　　 　 __　　　　　　　　　__＿＿∠.. --ｰｰ''　ｒ'⌒) .:.. /.ｭ＿＿ゝ_ '、ﾉ）'､ぅ
　　　 　 __　　　　_,,..-''´　 ｀ヽ __ -ー'''´￣　:.:.:.:.:.... ...: . ..　　／,,__（＿ノ.'＾’￣￣（__><_）ゝ'-'
　　 　 ヽ､_｀ﾞー'´　　　:.:.:.:.: ... ｀ﾞｰ-　,,,,　:.:.:.:....　.... 　,,-ー'''´　　 　 　 　 　 　 　 ゝ人ノ|!i､
　　　　 　 ｀ﾞｰ-､　　　　　 　　　.:.:. .　 /'⌒)_,,... -ｰ''¨　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 </L|_!_l､>
　　　　　　 　 　 ｀ヽ､__,,ｒ'⌒ヽ､＿__／ 　￣
　
　
　　　　　　煤で汚れ、あちこち焼け焦げてはいたが、若草色の手拭と知れた。
　
　　　　　　　　　　　　それは、確かな意図を持って、そこに在った。
　
　
. 
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=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　　.　　　　 　 　 　 γ　i/　＿/　　　　　　/｀ - ､　　　　 ＞- ､
　　　　　.　　　　 　 　 ノ　ﾌイ￣:.:.:.:.:.｀:.ヽ､　　＞ i ∠ヾ::...　....::::::::::/
　　　　　.　　　　 　 /'´／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ フ.i 匕　 }:::::::::::::::::/
　　　　　.　　　　　./／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:.:.:.:.ヾ:.＼　　　　廴::::::::::/
　　　　　　　　 　 //:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.ヾ:.:.:＼:＼:.:.:}:.:.:.V　　　∧::::::∧
　　　　　　　 　 ∧i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:|:.:ﾊ:.:}ヽ:.:.:.＼.V:.:.:.:.:.:.V　　　　Y´:.:.ﾊ
　　　　　.　　　 /:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾉ :.:.:|:.:iⅣi　 ＼>:.:ゝﾐ:.:.:.:.:.:.V　　　 }:.:.:.:.:.:}
　　　　　.　 　　{:.:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:ﾊ:.:∧レ'´V＿ヾ｀＝-:.:.:.i　　　<:.:.:.:.:.:ﾊ
　　　　　.　　　 |:.:.:.:.:.:.::i:.:.:.:i:.:i l:.:|´i/ ,行芯ゞ }:.:.＼:.:.:.|　　　 }:.:.:.:.:.:.:.i
　　　　　...　　　|:.:.:.ヽ:.:.:V:.:.ﾊ:.:ﾚ'　.i　　辷:ｿ　 ﾚ.:.:.:.:.:∧> i <ﾉ:.:.:.:.:.:.:.ヽ
　　　　　　　 　 ト:.:.:.::＼:.:ヾ/////　　　 '｀'´　ﾉｲ:.:i:.:/　{ ∧ ｲ:.:.:.:.:.:.:.:..ト
　　　　　　　　　iハ:.:.:.:.:.:ヽ:＼././　　　　　　 ／/ l:/　/　　{::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ミ＼
　　　　　.　 　 　ヽ ＼:.:＼:.:＼弋' 　､　　　　　 /／　　　　人:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ }
　　　　　　　 　 　 　 ト､:.:ヾ:.:.:≦ﾄ､　　- ´　　 {　　　　 ノ:.＼:＼.:.:.:.:.:.:＼:.:.ヽ
　　　　　.　　　　 　 //　ヾ､_ー ヾ:.＞- - -＜/　　　T/:.:.:.:.:.ヾ:.:.￣ヾ:.:.:..::.:.:.:}
　　　　　.　 　 　 　 i l　 　 }:.:.:.:>　 }:.:.:.:.:／　　　 ／ //∧:.:.:.:.:.＼:.:.:.:.＼:.:.:.:.i
　　　　　.　 　 　 　 i/ .　 /:.:./　　/:.::／　　イフ::::::://::::::::V:.:.:.:.:.::}:.:.:.:.:.:.ヾ:.:.:ヽ
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
　　刹那、やる夫の脳裏に井川屋を訪ねて来た日の翠星石の姿が浮かんだ。
　
　
. 
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／　　　　　この手拭いは嬢さんの……！
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は駆けだした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　 ――　[] ]　／　　 　 　三＼
　　　　　　　| ｌ￣ | | . 三　　 　　＼ 三／
　　　　　　　|_| 匚. | 三 　. 　　（ ○）　（○）'
　　　　　　　　　　| | 　三　 u　 　（__人__）　 |
　　　　　　 　　　 |_|　　 三　 　 . 　｀ ⌒´　／
　　　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ　　　　　まだ、近くに居るはずや……！
　　　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡
　　　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　　　 三　　.／　.
　　　　　≡　　／　　|
　　　　 ≡　／
　　　 三_ノ
　
　
. 
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　　　　　　　　　思い立って、天満宮に足を向ける。
　
　
　　　　　_,.-=≦ ￣￣￣ ＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,.:::::..、
　　　 ／　／／　　　　　　　＼　　　　 　 　 　 　 　 　 「)::::::::} 、
　　 /￣￣ ＼　　　　　　　　　 }、　 　 　 　 　 　 　 　 } {ゞ／⌒:.、
　　 レ≠ミ、　ヽ　　＿__／　／:}　　　 　 　 　 　 　 ／∧:::__／:::::::ｌ
_ヾ`::::::::::::::∧　∧／､`ｭ__／::::/　　　　　　　　 　 　 >:::／＼ ::::::::::::}
＞::::::::::::::::ミ､, 　　 　 Ｙ::::::::::/､⌒ヽ、　　 　 　 　 {::::::/ 　 　 ＼::::ノ
〃:::::::::::::::ヾ: `ー-―'"::::::::/:::::〉⌒ｰ' 　 　 　 　 　 ￣
　´}V{W/´::::::::/::::::::::::::::／::／
　　　　 ヽ＿__{:::::::::::::::::/／
　　　　　　　　｀ -､＿／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　-―- ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／: : : : : : : :＼
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /: : : : : : : : : : : : :､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {: : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ',: ＼: : : : : : : : : : : : :.＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Vヘ.)>､: : : : : : : : : : : : ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ⌒＾/　 ヽ:ヽ: : : : : : : : : : :ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/´: :_: :{　　　 ',: ',: : : :＼: : : :.ヽ:ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 j: : : : :_j　　　　}: :',',: : : : ヽ: : : :}: |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｛: : :ト( ｣　　　 ハ_｣レ-―'⌒ ーr'
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 乂ゝ- /　 　 /＿＿__ , -┐　 ｛⌒!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/`厂￣｀　　 /:::::::::::::oo}} ⌒)　└イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　L｛＿＿＿／＿_,,..　-‐' ￣　 　 　 |
　　　　　　 　 　 　 　 　 /⌒＼　 /::::::/::::::o／　ヽ　　 　 　 　 　 　 〉
　　　　　　　　　　　/⌒ !　　.l　＼:::::::::::o／{　{　　　　　　　　　　　 }
　　　　　　　　　　 / ⌒ | ⌒ |　　} ヽ::／ 　 ヽ ヽ　　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　 |　　 :|　　 |　ノ ／{　　 　　 ＼＼　　　　　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　境内は罹災者で溢れかえっていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　その中に、水銀燈を庇って蹲る翠星石の姿があった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,､-‐ ''´￣｀''―-､,
　　　　　　　　　　　　　　　 , ｨ'´,ｨxXxXxXxXxXxヽ ｀ヽ､
　　　　 　 　 　 　　 　　 ,ｨ'´,ｨXxXxXxXxXxXxXxXxヽ､ ヽ
　　　　　　　　　　　　／　/XxXｨ'´: ￣:￣:￣｀'ヽ､xXxXヽ　ヽ､
　　　　　　　　　　_／ 　./x／:／: : :／: : : : : : : : : ヽxXx!ヽ　　＼
　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./
　　　　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
　　　　　　　　　　　/:./: : :/: : /: : :／:／: : : /i:.|: : : : :lxXx!.l､/
　　　　　　　　　 　 i:./i!: :/: :.//:／:／: : : : //.l:|!:l: : : :lXxXl∧
　　　　　　　　　　　|!　i!l/!:./:/:./:/: : : : :／/‐十ﾄ!l: :.:lXxX.l: :ﾍ
　 　 　　 　 　 　 　 |" l l |/: l:/:.//／／.／　　|　`!: :.lxXx/: : :.ﾍ
　　　　　　　 　 ,ｨ'´/xXx |ﾄ､:l: l///././　　 ゝ=-' ./: /xX./: :|: : :.ﾍ
　　　　　　 ,ｨ'´: : :/XxX/riｨ!`ｰ`////　 ,　 　 　 /／lXx.i: : :.l: : : : :`.､
　 ＿_,､-‐'´: : : :./XxX/ｨ´i.`j　 ` ､　　 ｰ　　 ／´　 |Xx.l:_: : |: : :i: : : :.＼
￣: : : :／: : : : : lxXxX!..〈 .i.ゝ. 　 ,ｨ=≧､-,,≦＝=,　 lxXlYj､: |: : :|: : :
: : :＿＿: : : : : :,lXxXxl...ｲ, i ﾌ 　 《　　,ｨ又ﾄ､　 　》　ヽX|､ｨj､: : :.:l: :　　　　＿＿＿＿
.ｲ´...........￣￣´.lxXxX!....ゝ.i`j　　 ゞ=ｲ"〃ヾゞ=ｲ´.　　＼!､ゝ､: :　 　 ,...-‐:::::::::::::::::::::::::‐-.....、
............................../XxX!|.....`i i.ｲ　　　　　〃.ｨj　ゞ､　　　　 ﾍXx＼　　./::::-‐　￣￣￣　‐- ､:::::::ヽ
.........................../XxXx/......ゝ.i 〉　　　　〃ｲj　ﾄj　ゞ､　ｨｪｸ≠ヽ　　 ./／.　　　u　 l　　　　l　ヽ::::::`､
......................../xXxXxi....../`j.i.ﾄ､ 　 　 　 ｲj.....ﾄｨｹ≠ｲ"......./　　　.//.　　l､ l＿_ . l＿_/l_　〉 　 ト､::ｌヽ
...................../xXxﾊXx!.／iii ゞｸゝﾍ_ﾊｲ^"ｹ......`´.............././　　　 .l l二二lメヽー‐l`､　7l / l　　 〇〇ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l　ﾄ l/l ヾヽ､. l　V‐ﾚ-､l　u　ｌ/＾`　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l.　l`ヽ-‐　u `､l　ｒ'⌒､`l　l　lヽ　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.l 〉`lV`ｒ'⌒､ !l!lll!! ゝ--'　l ﾉl. ｌ　l　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l`ヽヽゝ.-'　　 　 　 u ﾉ/.l ﾉノ.　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l l.　ヽ＼u　-‐―‐-､　u.//　　 ／::フ､ ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヾ　l､`‐　_　`―一 ´-‐//::::ヽ　 `ｖ　lヽ.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヾ_l､lヽ　l フ`ニ>'￣ｙ/::::::::::::ゝ　‐-l ､､`､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　`､ﾆハУ::::::::::〈./::::::::::::__::::〈　　>-‐ ' ヾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l`-　.>::::::::::::::::::::::::::::l ヽ:::ヽ　　 l
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　思わず駆け寄ろうとして、すんでのところで思いとどまる。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　　　／ノ 　 ヽ､_＼
　　　　　　 (⌒ヽ　　　（○）}liil{（○）　 ＼
　　　　　　　＼　＼／ 　（__人__）　　　 　＼
　　　　　　　　 ＼　|　ヽ　|!!il|!|!l|　/　 　　　|
　　　　　　　　　　　＼　　|ｪｪｪｪ|　　　 　 ／
　　　　　　　　　 　(⌒￣￣￣￣￣　 　 く
　　　　　　　　　 　　￣￣￣￣￣￣ 　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　＼　　　　　　 　 ヽ　　 　 γ´　7
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼ 　 　 　 　 　 ｀､　　（　 ／
　　　　　　　　　　　 　　　,.-――――　　 　 　 ﾘ､／　 /
　　　　　　　　　　　 　　 弋　　　､＿＿＿＿＿ノ　` 　/
　　　　　　　　　　　　 　　　＼　　＼　　　　　　＼＿ノ
　　　　　　　　　　　　　 　　 　＼　　＼
　　　　　　　　　　 　　　　 　 　　 ＼　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　＼__）
　
　
　　　　　　　　　　　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／　u, 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　　　　　　　　　　　／ .u　 （一） 　（一） ＼
　　　　　　　　　　　　　|　 　u. 　 （__人__）　 　 |
　　　　　　　　　　　　　 ＼　 　 　 `_⌒ ´　　／
　　　　　　　　　　.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く
　　　　　　　　　　　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)
　　　　　　　　　　.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /
　　　　　　　　　　　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　そして、本殿に向かって遠くから手を合わせると、天満宮をあとにした。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　帰り道。
　
　生きていることをそういう形で報せに来たひとを想って、やる夫は獣のように声を上げて泣いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣￣｀＼　　　　　　　/´￣｀ヽ｀'ｰ-､
　火事で身内を 　 　 　 　 ./　　　, ィ /´＼ ヽ　　　　　/　　　　　ヽ 　｜
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　 / 　ﾚ'-'　､_ヽ!　　　⊂二__Ｚ二|ﾆ=､!____|__
　亡くさはったんや……　 | /_V 　 （__）ｰ（__)|　　　　'ﾇ|=ミ.ー╋‐ }三三彡
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |ﾊﾆ 　 　 　 _ ｣　"|　　 　 　l 〈_ ,.　 |　　ミ５)三
　　　　　　　　　　　　　　　/____ 　　´┌--, 　 | 　 　 　 |　r==､_,┐　イ三ミ　　　気の毒になぁ……
　　　　　　　　　　　　　 ／――｀丶､　￣　　/　　　　　ヽ　￣　　　　／｀＼
　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼　／ 　 　 　 　 　｀￣￣ヽ∠-‐''"´｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ 　　　　　　　　　　　　/_ 　 　 　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　｀ヽ!ｊ　 　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　 ﾘ　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿_＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　ノ'　＾ヽ_＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾟ　／ ｡;'⌒） 　（⌒ヽ＼°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　o'ﾟ~（___人___）~o°＼゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　　 ﾟ　|/⌒ヽ| 　ﾟ　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 　 ｀ ⌒ ´ 　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／`　　　　　　　　 ´＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /　　 　 　 ｀`"´ 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .| 　 Ｙ　 　 　 　 　 　 Y 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .|　　|　　　　　　　　　 |　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　通りすがる人々が、同情の眼差しを向けていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌月。
　
　　　　　　　　　　　やはりやる夫は原村へと出かけた。
　
　
　　　　　ﾆﾆ　　　　　　　　　　　　 ｰｰｰｰｰﾆﾆﾆﾆﾆ从　　　　　　　　从
　　　　　　　从　　　 　 ｒ ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ┐　　　　　 从ﾐ　　　　　从　从从
　　　　　　彡ミﾐ　　　／＼＼＼＼＼＼＼ 爻乂 爻彡ミ　从　彡ミ 从　从
　　　　　　爻乂ミ ∠ ｒ‐┐;＼＼＼＼＼＼＼ｒ ｚｚｚｚ┐从 爻ﾐ 爻 彡ﾐ 彡ミ
　　　　　　爻,彳爻 |￣￣￣「「「「「「「「「「「「「 ＼＼＼＼ミ 爻ミ 爻乂ミ 爻ﾐ
　　　　　　爻 爻爻乂 田]　ll l l l l l l l l l l l | ￣「「「「「「从　从ミ　从爻从ミ
　　　　　　爻 乂乂乂爻 　 ll l l l l l l l l l l l |三]ｌ l l l l彡爻爻乂 乂ミ爻爻爻
　　　　　　爻爻乂乂爻爻　∧ ∧辷二 ≦三三三三三三三二二ニニニニ＝
　　　　　　三三三三三≧ (#ﾟДﾟ)― ￣￣
　　　　　　　　　　　　　　ヽﾉつつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　∧ ∧, ＿　ｒ''''
　　　　　　　　　　　　　⊂（　 Ｙ　　　　　　　　　　　　　,,,,,,,,,,,　　 (ﾟДﾟ#)
　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ）　　　　,,,,_　彡'''''''　　　　ニ　　　と とヽノｏ
　　　　　　　　　　　　　　　,,,　ｒｖ┐　　ﾟ　　　　　　　　　　　　　　ﾟ oＹ　 ）⊃
　　　　　　　　　　,,,o,,　彡　O　　　o　　　　　　　　　　　　ｒ､　　　　　(ノ　　　ｒｖ┐
　　　　　　　'''''　　　ｒｖ┐　　　　　　　　　　　ﾟ ｡　　　　　　oｏ ８　　　　ｒ┐　　o
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　草割りは試し尽くして、ある程度の勘が見についた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　 　 　 __　- ´´￣　　 　 　 ｀¨ ‐ ､
　　　　　　　　 　 , -'"´: 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　 ヽ
　　　　　　　　／. : : : :　　　　　　　　　　＿／　　、　丶
　　　 　 　 ,,.'. : : : :　　　　　　　 　 　 　/　/::::::ヽ　ｌ 　 ヽ、
　　 　 　 /. : : : : :　　　　　　　 　 　 　 {　 {:::::::::ﾉ　!　　　ヽ
　 　 　 /. : : : : :　　　　　 　 　 　 　 　 丶　｀　´ ノ 　 　 　 ヽ
　　　 /. : : : : :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀ー‐ ´　/　　　　　 　ヽ
　　 ./. : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!、　　　　 人ノ　　　　 （もう少し……）
　　/. : : : : :　　　　　　　　　Ｕ　　　　　　　　　　　 ｀i｀ ﾆ二--　i
　 /. : : : : :　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀´ 　 　 　 l　　　　 （もう少しなんやけど……）
　,'. : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 ヽ、: : : : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　ヽ､:_: : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　 ｀¨i : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、そのあと少しに手が届かない。
　
　
. 
　

334   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:01:43 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　しかし、諦めるわけにはいかなかった。
　
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　 　 　 　 　　 　　 ,ｨ'´,ｨXxXxXxXxXxXxXxXxヽ､ ヽ
　　　　　　　　　　　　／　/XxXｨ'´: ￣:￣:￣｀'ヽ､xXxXヽ　ヽ､
　　　　　　　　　　_／ 　./x／:／: : :／: : : : : : : : : ヽxXx!ヽ　　＼
　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./
　　　　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
　　　　　　　　　　　/:./: : :/: : /: : :／:／: : : /i:.|: : : : :lxXx!.l､/
　　　　　　　　　 　 i:./i!: :/: :.//:／:／: : : : //.l:|!:l: : : :lXxXl∧
　　　　　　　　　　　|!　i!l/!:./:/:./:/: : : : :／/‐十ﾄ!l: :.:lXxX.l: :ﾍ
　 　 　　 　 　 　 　 |" l l |/: l:/:.//／／.／　　|　`!: :.lxXx/: : :.ﾍ
　　　　　　　 　 ,ｨ'´/xXx |ﾄ､:l: l////　　　 ゝ=-' ./: /xX./: :|: : :.ﾍ
　　　　　　 ,ｨ'´: : :/XxX/riｨ!`ｰ`/./　　 ,　 　 　 /／lXx.i: : :.l: : : : :`.､
　 ＿_,､-‐'´: : : :./XxX/ｨ´i.`j　 ` ､　　 ｰ　　 ／´　 |Xx.l:_: : |: : :i: : : :.＼
￣: : : :／: : : : : lxXxX!..〈 .i.ゝ. 　 ,ｨ=≧､-,,≦＝=,　 lxXlYj､: |: : :|: : : ＼:｀'ー--
: : :＿＿: : : : : :,lXxXxl...ｲ, i ﾌ 　 《　　,ｨ又ﾄ､　 　》　ヽX|､ｨj､: : :.:l: : : : : ＼: :ｰ-
.ｲ´...........￣￣´.lxXxX!....ゝ.i`j　　 ゞ=ｲ"〃ヾゞ=ｲ´.　　＼!､ゝ､: : :l: : : :: : : :＼: :
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
　　　　　　　　　　ひとり、養母の手を引いて火の中を逃げ惑い、
　
　　　　　　　　助かったら助かったで無事を知らせてくれた翠星石。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　,. -'"´　　　　　　｀¨ー ､
　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　　　ヽ　ヽ、
　　　　　　　 ,,.-'"　　 　　　　　 　,,.-'"｀　　　　　ヽ、
　　　　　　 /　｀ﾞ`'''ﾞﾞﾟ　　　　､_,,.-'' 　　　　':'"　　　　ヽ、
　　　　　　i　、　　　　　　　　　．。- = ナ '´　　　　　 　 ヽ
　　　　　 ./　ﾏ=t7心。 、　'´{イt_ァ 7´,ｨ　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　/ .　 弋 ﾓ_无　　　　　｀¨¨´　　　　　　　 　 　 　 　 i
　　　　 /　　 　 ｀¨´　ﾉ　　　　＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 l
　　　　,'　　　　　 　 ,'　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　 　 　 　 l　　　 （何としても嬢さんとの約束を……！）
　　　　i　　　 　 　 （　　　i　　　　　）　　　　　　 　 　 　 　 /
　　　　',　　 　　　　　｀ﾟ''｀ ｀ﾟ''ー' ´　　　　　　　 　 　 　 ／
　　　　 ヽ、　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／
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　　　　　　　　　　　　しかし、やる夫の意気込みを嗤うように、
　
　その冬もやはり思うような寒天を得られぬままに終わってしまったのだった。
　
　
. 
　

337   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:02:24 ID:1v3udkV.0
　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
　

338   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:02:38 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌、寛政四年、弥生。
　
　
ヽ,.ゞ:,　ヽ,.ゞ:,,ヾゞヾ; ゞゞノヾゞ:ヾ ヾ yﾉ　　゛ゞ.ヾゞヾゞ; ゞゞゞノヾゞ :ヾヾ゛ゞ.ヾゞヾゞ;ゞゞヾゞ;ゞ
,.ゞ:,,ヾゞヾ;ゞヽ,.ゞ　　:,,ヾゞヾ;ゞゞ /ヾゞ　ヾゞ:ヾヾ　　゛ゞヽ,.ゞ:ゞヾ;ゞゞヾゞ:ヾヾ゛ゞ.ヾゞ;ゞ
ヽ,.ゞ:,　　,ヾゞヾ;ゞゞ＼ヾゞ:　　ヾヾ゛　ゞ.ヾゞヾヽ,.ゞ:,,ヾゞヾ;ゞゞノヾゞ:　　ヾゞ;ゞゞヾゞ;ゞ
,.ゞ　:,,ヾゞヾ;ゞゞノヾゞ:ヾヾ　　゛ゞ.ヾ　　　　　ゞヾゞ;ゞゞヾ　　ゞ;ゞ　　　　　　，
ゞ:ヾゞ゛;ヾ;ゞ　　,',;:ゞヾゞ;ゞヾ.:　　　　　ヾ:ヾゞヾ.,　.ゞヾゞ;ゞ　　　ヾ;ゞゞ;ゞ　’‘
,,ゞ.ヾ＼＼　ゞヾ:ゞヾ　ﾉﾉ　ゞヾ　.　　ゞヾ ゞヾ 　.ゞ;ゞヾ;ゞゞ;ゞ　ヾ;ゞゞ;ゞ
ゞヾ　,,.ゞヾ::ゞヾゞ:ヾ　ゞ:.y.ﾉヾゞ..ヾ　.ゞ,'ヾ　　ゞヾゞ　;ゞヽ,.ゞ:,,ヾゞヾ;ゞゞ;ゞゞヾゞ;
ゞヾゞ;ゞゞヾゞ;ゞiiiiii;;;;::::: ｲ.ヾゞ,　.,;　　ゞヾゞ___//　;ゞ　　　ゞヾゞ;ゞ　　ヾ;ゞゞ;ゞ
ゞヾ　　　ゞ;ゞ　iiiiii;;;;;::::: :)_/ヽ,.ゞ:,,ヾゞヾゞ__;::/　　　　　　ゞヾゞ;ゞヾ;ゞゞ;ゞ　　　　，
　　ゞヾゞ;ゞ 　 iiiiii;;;;::::: :|;:/　　　　ヾ;ゞゞ;ゞ　　　ヾゞ　　,　　　　　　　　　　　　　’‘
ヾ;ゞゞヾ;ゞゞ　|iiiiii;;;;::: : |:/　ヾゞ　　’，　　　　，　　　　’‘　　　　　　　　　　，‘
　　ヾ[ﾆﾆｴﾆ|iiiii;;;;;::::: ::|ｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆｴﾆﾆ]
　 ， 　 |　 ,|i;iiiiiii;;;;;;::: :|. `　|　　　　，　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　|~~~~|
　 ， 　 |　 |ii,iiiiiii;;;;;;::: ::|　` |　　，　　　　　　　()　|　 　 　 　 　　　 ｜ | た゛|
　’‘ 　 |　,|iiii;iiii;;;;:;_ _: :|　　|　　 　 ∧＿∧　 .() ｜ . ，　 ’ 　 　 　｜ | ん |
　 　 　 |　|iiiiiii;;;;;;((●)::|.　｜　　　（　´∀｀）　.()...|　　’‘ 　 　 　 　｜ | こﾞ.|
　 　 　 |　|iiiiiiii;;ii;;;;;;~~~:|`　|　　　 （　つ旦~つ┃ |　　　　　∧ ∧　 |　|,.,.,.,.|
　 　 　 |　|iiiiii;iii;;;;i;;:: :: ::| ` |　　　　( ､ ＾ヽ ＾ヽ 　　　　 　 ミ ﾟДﾟ彡..|　|,|
　 　 　 |　|iii;;iiiii;::;:;;;;::: :::|　 |　 ⊂ニニ（＿_）＿）ニニ⊃　 ミ　　ﾐ......|　|,|
,,.,.. ,..M|M|iMiiii;;ii:i;;:;i:i;;:;ﾍヘ|ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ||ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ||ﾞﾞﾞﾞﾞﾞヽミ＿__ﾐﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ
wwjijiwji ww .jjvwi\ wxjji jw wwjj wj jiij w j i jjw www jiw wwwjiwji ijiwiji wji wij wiji wijiwjiwijj iiwji
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は二十四になっていた。
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　　　　　 しrヽ　　　　V　　　　　 ヽ　　　　　　こっちもたまらんで。
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　　大川両岸の桜が競うように咲き誇り、対岸の桜宮は花見客で賑わっている。
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　　　　　　　　　　　　　三味線の音や唄がこちら岸にも流れてきていた。
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　　　　　　　　　 　,-/　　　 __人〉　　　　　　　　いつまでも出来もせん寒天のことで
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　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は唇を噛んで黙り込んだ。
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　　　二十歳の冬から始めて、四度の冬を棒に振っていた。
　
　
　　　　 　_＿＿＿
　　　　／　 　 　　＼　　　　　　　 （火事を生き延びた嬢さんの為に
　 　／　　 　 　　　　＼
　／　　　 　　　　　　　 ＼　　　　　 どないしても、と思うてはみたけど、
　| 　 ＿, 　　／　 　 　 　 |
　＼（ー⊂ヽ､∩ 　ｕ　 　 ﾉ　　　　　結局この冬も納得できるようなもんは
　 　| 　|　ゝ＿ ＼　／ 　)
　　 | 　|＿＿＼　　”　／.　　　　　　ひとつも出来へんかった……）
　 　＼ ＿＿＿ ＼ ／
　
　
　　　　ことに、この度の失敗はやる夫にも心底応えていた。
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　　　 l　　　　　　 　 　 　 l
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　　　　　ヽ　　　　　　　　 l　　　　　　　　 順慶町の夜見世で団子を商うてはる。
　　　　　　.)　　　　 __,,..／
　　　　 ／＝＝=､_〈　　　　　　　　　　　　そこそこ評判をとってるし、
　　　／　　　　　　　＼
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　.ｉ　　　　　　　､　　　 . l
　.l ｉ　　 　 　 　 l　　 　 l　　　　　　　　　　そう窮屈な思いもせんで済むやろ。
　l .l　　　　　 　 l　　 　 l
　l　l　　　　 　 . l　　 　 l　　　　　　　　　　もう、お前が昔を引き摺る必要も
　l　l　　　　 　 . l　　　　l
　l　.l　　　　　　 ､　　　.ヽ　　　　　　　　　ないのと違うか？
　ヽ .l　　　　　　 ヽ　　　ヽ
　　ヾ､_＿　 _＿＿ヽ＿,　')
　　　l_￣_￣￣__ __　.ヽ_ノ
　　　l　　 l　　 l　　l　　　l
　
　
　　　　　　　　　やらない夫がやる夫と目を合わせずに言う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は天を仰いだ。
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　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 　 　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 （@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　　　　高和の作る寒天は評判も良く、
　
　　　　　　　井川屋の商いを安定したものにしてくれていた。
　
　
. 
　

347   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:05:29 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／ 　　___ノ'′　　 ﾞヽ､___　　＼　　　　　　 （結局、私には
　　　　／　　　 .'⌒｀　　 　 　 ´⌒ヽ..　　＼
　　 ／. 　　　（＝＝）　ﾉヽ　　（＝＝） 　 　＼　　　　　翠家の旦那さんの望む寒天を
　　|　　Ｕ　 　 ´"''"　　　, 　 　 "''"´　　 　 　 l
　 ..|.　　　　　"⌒（　　　 j　　　 ）⌒ﾞ　　 　 　 |　　　　 作り上げるだけの知恵も才覚も
　　|.　　　　　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l
.　　＼.　　　　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 Ｕ 　 　 ／　　　　 無かった、ちゅうことや……）
　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　 ／　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　／　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　 ／. 　 　 　―― 、　　　, 、―― 　　 　＼
　　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 l
　 ..|.　Ｕ 　 　（＝＝）　ﾉヽ　　（＝＝）　　 　 　 |　　　　（それやったら、本来の商いに
　　|.　 　 　 　 ´"''",　　　 　 　"''"´ 　 　 　 　 l
.　　＼. 　 　 　 　 （　　　 j　　　 ）　　　　 　 ／　　　　　　専念するべきなんかも知れん……）
　　　　＼　　　 　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は視線を自分の両手に落とす。
　
　冬の寒天場での作業が染み付いて、手の皮は途方もなく分厚く、指も節くれ立っている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿, -　､_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｨ＝'´　　 r‐‐､ ｀¨¨¨　ー-､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 乂　　　 ,ｨ､　　ヽ,　　　　　 ヽ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ｨ'/´＞‐ '/.i ｀ー '　ヾ､ﾉ　　　 ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ．ｨ´　　 !ｰヽ　　　　 ｀ヽ.　　　ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　 　,ｨ'´￣　､　　｛-= ヽ.　　　-‐ i　　 　 ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　,ｨ'　　　　　｀ヽ､i　　　｀ヽ　　 　 i､＿　　 ヽ.
　　　　　　　　　　　　　　 ,ｨ'　　　　　 ､　　 ,'　　　　|'ヽ　　　ﾍ　　_　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ∨　　　　　 ｀ヽ,ｨ'　　　　 i　ｉ.　　　 ﾍ,　　__　　　ヽ.
　　　　　　　　　　　.　　 　 i　　　　　―冫'　　　　 　i .i　　　　　ヽ'´　　　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　 !　　　　 '´　 i 　 　 　 　 V　　　　　　ヽ　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　　　!　　　　　　 i　 　 　 　 　 !　　　 ,'
　　　　　　　　　　　　　　　 ∨　　　　　　　　　 　 　 ,'　　　　　　 　 　 　 ,
　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　　　　　 ,　　　　　　　　　　　,
　　　　　　　　　　　　　　　　 ∨　　　　　　　　　　 ,　　　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　!　　　　　　　　　　 ,'
　　　　　　　　　　　.　 　 　 　 l　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　∨　　　　　　　 　 ,'　　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 i　　　　　　 　 　 !　　　　　　　　　i .|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　!　　　　　　　　　|　　　　　　　　　ヽ!
　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　ヽ. 　 　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　,'　　　　　　　　　 ﾉ´ヽ　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　/　　 ∨　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　/　　　 .∨　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、この手で何ひとつ得られなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　 　 　 __　- ´´￣　　 　 　 ｀¨ ‐ ､
　　　　　　　　 　 , -'"´: 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　 ヽ
　　　　　　　　／. : : : :　　　　　　　　　　＿／　　、　丶
　　　 　 　 ,,.'. : : : :　　　　　　　 　 　 　/　/::::::ヽ　ｌ 　 ヽ、
　　 　 　 /. : : : : :　　　　　　　 　 　 　 {　 {:::::::::ﾉ　!　　　ヽ
　 　 　 /. : : : : :　　　　　 　 　 　 　 　 丶　｀　´ ノ 　 　 　 ヽ
　　　 /. : : : : :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀ー‐ ´　/　　　　　 　ヽ　　　　（嬢さんとの約束を反古にするんは辛いけど、
　　 ./. : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!、　　　　 人ノ
　　/. : : : : :　　　　　　　　　Ｕ　　　　　　　　　　　 ｀i｀ ﾆ二--　i　　　　　 私にその力が無かったことを
　 /. : : : : :　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀´ 　 　 　 l
　,'. : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　　　わかってもらうしかあらへんなあ……）
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 ヽ、: : : : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　ヽ､:_: : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　 ｀¨i : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認めたくはなかった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 しかし、認めるしかなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　もう……
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　　原村に行くんは止めるわ……
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　 　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　 /　　 　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　 |　　　 　　　　 　 　 |
　　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　 | 　 　 　 　 　 　 　l　　　　　　　　　…………
　　　　　　　　 |　　　　　　　　　 /
　　　　　　　　 |　　　　　 　 〃/
　　　　　　　　 ＼、__　　　　 （
　　　　　　　　　　　 _）_ =＝＝＼
　　　　　　　　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　 　/　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　 |　　　　,　　　　　　　 i
　　　　　　　　　 |　　 　 |　　　　　 　 l.|
　　　　　　　　 　|　　 　 l　　 　 　 　 | |
　
　
　　　　　　やる夫のかすかな声は、やらない夫には届かなかったようだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　寛政は天災が少なきように、という庶民の願いをよそに、その年の卯月一日、雲仙岳が大噴火を起こした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ　⌒　⌒ ｀ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 イ,,,,　"" 　⌒　　ヾ　ヾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/゛゛゛(　　　⌒　　　. . ,,　ヽ,,'' ..ノ　）ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(　　　、、　　　、　’'',　　　. . ノ　　ヾ　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.................ゞ　(.　　　　.　　.,,,゛゛゛゛ノ.　.ノ　) ,,.ノ...........　........
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::::::::::::::（　ノ( ^ゝ、、ゝ..,,,,, ,'ソノ　) .ソ::::::::::::::.......::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　＿　　　　＿::::::::::.:::::（、;''Y ,,ノ.ノ ,,,^ ^,,,;;;ノ）::::::::::::..:::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　「＿　<>'> 「＿　<>'>「＿　<>'>::::::::::.（'''yノ　（''、,,,ノ）ノ ::::::::::,,,,,::,,:::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿l　l　　　 ＿l　l　　 ＿l　l　　<> <> <>（　,,,人、..ツ. ノ ） ::::.:::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　「＿__」　　 「＿__」　　「＿__」,,,,, . . .:::::::::::::'''(, イ")'"´ノ;; :::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. . . . . . ,,,. . ,,,::::::( , ゛゛..(’＿''/,,, ..ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. . . ,, . . (（,⌒ノ,,,.:::::'　（ 　 （’''....ノ　ソ　::::::: ... . . ,,,,,,,,,::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. . （’’,,,/(~～ノ（’''''ソ:.:.,、,,,,,（__/:::::::::::::::::,.;ゝ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y（、,,'''ノ（、、...,,,Y),,,ノ:::.:）~～ /:::::::_,.-‐''~ ,、人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：:::::::::: .（’’,,,/(~～ノ（’''''ソ　/:,.;‐''~　,.ｨ‐'~　　　|~`―-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　y（、,,'''ノ（、/ ＼~~~``ー--ｩ'~ ,.;;-‐''~~ |, :-|　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ彡　/::::::::`>　　,.-''~.‐'~~-‐''~~.|　.| 　| 　　 |
　　　　　　　　工＿＿＿ 　 　 　 　 　　　　　 　 　 　 　 ﾐミ|彡ﾑ-''~~ーv'~ ~:::::;;;:: 　 i-‐ｉ　|~~| 　|　　　|
　　　　　　　　＼＝＝＝|　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ-‐''~:::::_,.ィ''~~|~ 　~~`|~ 　 |T |　|~I.|　 |　　　|
　　　　　　　　　 ＼＝＝|======i_＿　　　　　　　　　 ミ>,-|~~`i'~I　| 　 | 　 　　|　 　| | |_,.+‐ !┴!―--'
　
　
　　　　　　　　島原大変肥後迷惑、と呼ばれたこの大災害は、一万五千人を超える死者を出した。
　
　
. 
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:::::::::: /:彡ミ゛ヽ;）ー､::::::::: Λ＿Λ. . ￣￣￣￣─‐. ⊂ニニ⊃ ＿＿＿＿＿＿:. :.:. :.:. :.:. :.: Λ＿Λ:.: :.: :. :. :.
::::::.../ :::/:: ヽ、ヽ、 ::i:::::....（-д-:::　）ー､::::::.......　　　 (　ﾟдﾟ　)ー､　 Λ＿Λ:: .. .￣￣￣─（-д-:::　）ー､::..
::. . / :::/;;: 　 ヽ　ヽ ::ｌ::: . /i ;:　 　　 　:::i:::.::::::..... . 　/i ;:　 　　 　::. i /:彡ミ゛ヽ;）ー､:::::::... .　 /i ;:　 　　 　:::i::..
: . （_,ノ⌒＼;;　ヽ､_ノ:l: . (:: ;;＿＿/ :::./ |:::::......　 　(:: ;;＿＿/ :::./::/ :::/:: ヽ、ヽ、 ::i::::.... .　 (:: ;;＿＿/ :::./ |:: .
　　　 i⌒＼）i⌒＼　/:: .. /　＿＿__/　:|:::::::::.... . .　 /　＿＿__/::/ :::/;;: 　 ヽ　ヽ ::ｌ:::::......　　/　＿＿__/　:|::..
　　　 | :::| ::;;_| :::| ::;;ﾉ: . i⌒i_ﾉ :i⌒＼　/::::::...... . 　 i⌒i_ﾉ :i⌒＼（_,ノ⌒＼;;　ヽ､_ノ:l::::...　　i⌒i_ﾉ :i⌒＼　/::..
　　　 | :::|　　| :::|:::: ....　| :::| ::;;_| :::| ::;;ﾉ::::::::::... .. 　 | :::| ::;;_| :::| ::;;ﾉ i⌒＼）i⌒＼　/:::::::....　| :::| ::;;_| :::| ::;;ﾉ::::...
　　 （___/　 （___/::.....　 | :::|　　| :::|:::::.....　.　　　　　| :::|　　| :::|:: .　 | :::| ::;;_| :::| ::;;ﾉ::::::.... .　| :::|　　| :::|:::: ::...
　　　 　 　 　 　 　 　 （___/　 （___/:::.... .. .. . 　 　 （___/　 （___/:: :　| :::|　　| :::|:::::::.... .　　（___/　 （___/:::.... ..
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 （___/　 （___/:::.....
　
　
　　　九年前の浅間山の噴火、それに続く飢饉、という記憶が蘇って、人々の気持ちを暗くする。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　そして翌月の皐月十六日、ことはまさに天満で起きたのである。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,l ゞ:〃 　 　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,l ゞ:〃 :::::::::::::::::::::::::::::::r"　|∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,,,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,l ゞ:〃　　　 　　 　,,,r'" l|　 |∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,, ﾞﾞ｀ｰ､, 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,l ゞ:〃:::::::::::::::::::::;rﾞﾞ|::::::::::l|　 ￣￣￣￣￣￣
　　　　　　 ﾞﾞﾞﾞ',ｰ､,. ﾞﾞ'ｰ､_ 　 　 　 　 　 　 ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!　 ,l ゞ,.〃 　　 　 ,r''|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　　.ﾞﾞ''ｰ,,,　''ｰ､,_　＿　　　　 　　　　　　　　　,lﾞゞ;〃:::::::::::;;rl|::::::|;;;;;;|::::r''''l|￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　 .ll　いら　　~~ﾞlｰ､､:i┿l|　　　　　　　　　 　 　 l:ゞ〃 .　,,,r'"　l|;;;;;;|::r''|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　 しゃい 　 lﾐﾐl*li温l|ヽi:ｰ,、　　　　　　　 彡~〃彡'"''',,r''' l|::r''|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　　　 .l:──--､､､...lﾐﾐl*il丿l|__liﾞﾟ態N､､ , 　 　 　 l l㌍'''"､__r''__,､､l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　:::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　, l l l llll|ミミミミミミミlﾐﾐl*ll泉l|~~トlｰ-iﾞl~~冫　 　 　~ |ﾟl､.丿彡彡彡l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 lj,,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',lﾐﾐl*ll丿l|　llヽﾞヾiｰ ﾟlﾞ~i:!』,, 　 　l『』iﾞﾞﾟﾞ:lヽ￣￣l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 l|　　l　　　.l　　　 lﾐﾐl*ll卵l|　ll .l il!ヮ ';li,''ll l㌍lﾞli....ll　ll i~ll"|..|￣~l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　　l　　　.l＿＿..lﾐﾐl*ll冖l|　ll　l.ill￣~~~''ﾞ｀ﾞ'''｀ 　　"l|､l.l　|..|____,l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 l|　　l---i .l _,,,,,wil"~l*ll!l!l!l'ﾞﾞ“ﾞ~　 　 　 　 　 　 　 　　l| l　|　　　l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　 ,,l,,､､-''~　　　 　""" 　 　 　 　 　 　 　　.　　　　　ﾞ=ﾞヽ|＿＿l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 llﾞ｀　　　.:　..　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　.　.　 　. 　 ヽ､　 l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|　:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 　 　 ヽ､|~ヾl::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　ヽ､,l~ヾl::::::::::l|　:::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ､ l~ヾ;;;ll＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ､ l~l|　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ､l　　│∥∥∥│
　
　
. 
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　　　　　　　　未明、余裕のない半鐘の音にやる夫は飛び起きた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!　　　　　　　　　　　　　 　 i .ノ|＿__
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／￣￣￣￣ ｀ヽ　 　 　　（
　　　　　　　　　　　　 　 　 ,r'　　　　　　　　　 　' ,　　 　 /
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　 　 　 　 _ 　 　 ' ,
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,' 　 ＼　　 ､_／ ｀　　lj. 　 ' ,＿
　　　　　　　　　　　　 ／{　 （ ○）三三（○ ）　 　 　 }　｀ヽｰ-、.
　　　　　　　　　　　 r'{/ ﾊ 　 　（＿人＿）　　　　 　 ｲ 　　 ）ヽ ｀''ー-、
　　　　 　 　 　 　 ./　 ゝ＿＼_　　|ilililili|　　　＿ ,イ　　　 ´　 ﾊ　　 　 ｀ヽ
　　　　　　　　　　（　　　　 /Y ｀￣｀⌒´ ￣￣｀''ｰ-、＿_>-､_).　 ',　　　　/
　　 　 　 　 　 　 .（｀_ ,r‐､/_人 _,　　 干　　　　　 　 ヾ　　　　}　　7､　　 /.
　　 　 　 　 　 .,r'´三､　 /ユハ｀ー-‐'｀ヽ　　　　　 = ﾉ｀ーｧ‐<ﾊ /　}　 /
　 　 　 　 　 ./　 ,r‐‐ミ-'　　｀ｰ-､　-个ｰ｀ー――‐ ' 彡ﾉ;{　　}､.　 {-‐､__
　　　　　 　 /　 //////｀ヽ,,_　　　｀''ｰ-=_ ｀ｰ--=-''" /;;;'''';｀ヽ /ヽ　　三-ミ、
　　　　 　 ./　 ///////////｀''ー-、　　　｀''ｰ-=,,＿/;;;'　　　 }　　　　　 ｀'ｰﾐ
　　　　　 /　 /////////////////｀''ー-、　　　　　｀''ｰ､　　ﾊ_　 (´ー'´￣｀'
　　　　／ .／//////////////////////｀''ー-、 　 　 ﾉ　　 /｀ヽﾉ
　
　
. 
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　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　
　　　　　 　 　 　 　 ／￣￣ ＼
　　　　　　　　　　_ノ　 ヽ､_ 　　＼
　　　　　　　　　 （●）（● ）　　　|
　　　　　　　　　 （__人＿）　　 　 |
　　　　　　　　　　'､｀⌒ ´　 　U　|
　　　　　　　　　　 |　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　 |　　　　　　　 {　　　　　　近いな。
　　　　　　　　　　 ヽr｀ｰ- -=´ <
　　　　　　　　/⌒'' ー─,,　　　 ＼
　　　　　　　 /　　　　　　　　　 ｨ　}
　　　　　　 ノ　　　/　　　　　 　|　|
　　　　／　　　｀ヽ i:　　　 　 　 |　|　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　　　（__.ィ´ヽ,ム、〉i　　　 　 　 |　|
　 　 　 / ゝ/　/ 7-､
　　　　ヽ／　/　/ /'Y
　
　
　　　　　　　　　　　 __＿＿　　　　　　　　　　ｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝｶﾝ!!
　　　　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　やらない夫、旦那さんと番頭はんを頼む。
　　　　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　 私は外の様子を見てくるよって。
　　　　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
. 
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　　　　　　　店の戸をあけて表に飛び出し、大川沿いに立ったやる夫は息を飲んだ。
　
　
　　 　 　 　 　 　 丶　　　　_＿＿＿＿＿＿__
　　　　　　　　＞　　 ／´　　　　　　　　 　 ;｀＼
　　 　 　 　 　 ´ 　'⌒丶　　　　'"⌒ヽ、 　∪　 ＼
　 　 　 　 　 　／⌒ヽ　　　　／ ⌒:.ヽ!!!!!　 　　　 ＼
　　　　 　 　 （　 °;;';）　　　（;'　 ° ;;;;）!!!!!　 　　　　＼
　　　　　　／⌒~´　 　 　 　 ヽ`｀~~゜じ°　　　　　　　　＼
　　 　 　 /　　 （　　　　　　　 ,）　　　　　　　　　　　;　　　 ＼
　　 　 ／ヾ、＿ﾉヽ、_＿＿,,ノ⌒ヽ.　　　　 　 　 　 ∪　 　 　 ＼
　　　 l! 　　 　ト、ﾉ),､　　　　　 　 ﾉ　　　　　　　　　　　　　　 　 l!
　　　 |!　　　　|　　　　　 　　　　/　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |!　　　　　 あ、ありえへん……
.　　　 l!　　　　|　　　　　　　　 /　　　　　　　;　 　 　 　 　 　 　 |!
　　　　＼　　　l　　　／⌒'⌒/　　　　　　　 ∪　 　 　 　 　 　 /
　 　 　 　ヽ、　|　　/　　　　/　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／
　　　　　　 ＼ ,`ｰ┴---一´　,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／
　　　 　 　 　 （_＿ _　,,,, 　　,,ﾉﾉ　　　　　　　　　　　 ,ｨ＜
　　　　　　　　 　｀ヾ``　　``　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　 ／`ー─-､‐ '''　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　／ 　　　 　ゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　船場の辺りから上がる炎が空を真っ赤に焼いている。
　
　
　ｌ､　 ＼　　　　　 Y´　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｌ　 　 　 　 　 　 　 .,>　　　　 /　　　　　　 Y´
　 .ｌヽ　 ｌ　　　　,i、l　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｌ　　　/⌒ｌ　　　　./ 　　　　 .!　.j　　　　　 l
　　ｌ .ヽ .|　　　 l　!｝　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 /　　 !　　　/ 　　　　　 !　/l　　　　 /
　　廴 ｀"　　　.{　ﾈ　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ﾉ| :!　 .|　　　!　　/ 　　　　　　.| /　!　　　./
　　　 ミ_　　　 .!　.|　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ! .!.!　　.!　　 |　./ 　　　　　　　 ｌ.!　.l　　 /
　　　　　ヽ　　　l．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　ﾘ　 　 !　　| ./　 　 　 　 　 　 ﾘ /　 从{ 　　　　ｌl
ヽ、　 　 　 ｌ　　｛　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾞl,　　　 .|　　.!.lﾞ　　 　 　 　 　 　 / 　/　　　　　 /.|
.!　 ﾞ''-、　 .|　　.|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 !　　　 !　　|.!　　　　　　　　　 / .／　　　　　/´ /
..!　　 トヽ、リ{　 !　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　 !　　.ﾘ　　　　　　　　　 l./ 　　　　　　!　/
│　 .ヽ　　　.ヽ .ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 ./　 　 　 　 　 　 从　　 ﾘ　　　　　　 .|./
　!　　 .＼、　　ヽ.!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　/ 　　　　　　　　 /　 ｌ
　.!　　｛ヽ,＼　　 ヽ　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,!　./ 　 　 　 　 　 　 !　　 ｌ
∨　 　 l　 `'Λ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　ｌ　　　　　　　　　│　　│　　　　　　　　 i′
　　　　.l　　　ﾞ'レ　　　 |.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘ l　　 　 　 　 　 　 lr'ﾞ｝ ._.!　　　　　　　　.il|
　　　　 !　　　 ｀　　　　从　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ,!　　　　　　　　　　　 ! .|ﾘ 　 　 　 /!　 ./ |
　　　　.!　　　　　　　　 l　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　 　 ﾘ　　　　　　　　　　　,ﾄ　|　　　　　l |しｲ　{
　　　　 ｌ,　　 |.ｌ　　　　 .!　.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 |　　 　 　 !　　 ／
　　　　 .＼　ﾞl　ｌ　　 .、│ . ｌ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　l　　 　 　 l　　/
　　　　　　｀''″ﾞヽ　　廴）　 .ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ./ , 、 .乂! 　 　 　 │ /
　 　 　 　 　 　 　 ｌ　　!　ﾉ⌒i　廴　　　　　 　 　 　 　 　 ノ|　　　　　　 .l./　,! .| 　 　 　 　 │ {
　　　　　　　　　　 l　 ...ｌ .!　 ﾞl、 そ　　　　 　 　 　 　 　 lﾞ .lﾞ　　　　　　 l.l　/　ﾚi　 　 　 　 ﾉ ｲ　ilﾞ　　　　　　　 ノ/
　　　 　 　 　 　 　 !　　ヽ|、　.ヽ　ヽ　　　　　　　　　　　! .,!　　　　　 　 ﾘ / 　,/　　　　　/　 し' {　　　　　 　 ,ﾉ./
　　　　　　　　　　　ｌ .､　 .ヽ　 　）　ヽ　　　　　　 .i　　　|　.ｌ,〃　　　　　 . !　　!　　 　 　 ｀Y　 　 ｌ　　　　　 ／./
　　　　　 　 　 　 　 ヽﾘ､　 　 　 ¨ヽ,│　　　　　　il　　 /　　て　　 　 　 / 　 .,!　　　.从　　}　　 .|　　　　　ﾉ ./
　　　　　　　　　　　　｀'!ヽ　　　 .ﾞﾚ､）＼.　　　　　!.ｌ,._／　 .l⌒　 　 　 ./ 　　　!　 ,／ /　 / 　　 .ヽ,　　 .／ ./
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ.　　　..ｌ"′ ﾞ'-､、　./ 　　　　 !　　　　　./ 　　　　廴ﾉ　　廴ﾉ 　　　　 廴／　　{　 /
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　 ｀ヽ　　　｀ﾞ'''"　　　　　.!　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 廴ｨ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾞ''ｰz＿)　 　 　 　 　 　 　 廴ｯ--'"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　　 しｨ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　　　 （いや、船場やったら大川の向こうや）
　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　　　 （この半鐘の打ちようはもっと近い筈や）
　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　そう思い直して、目を西から北へと転じる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫の口から悲鳴に近い声が上がる。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／　　　　　　　　　ひ、ひいっ！？
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)　　　　 や、やらない夫、出てこい！！
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／u_ノ 　ヽ､_＼
　　　　　　　　　　　　| ((●）) (（●）)|
　　　　　　　　　.　　　|　 （__人__)　　|　　　　　　　　 どないした、やる夫……
　　　　　　　　　　　　 |ヽ　|!il|!|!|　/ .|
　　　　　　　　　.　　　 |　　|ｪｪｪ|　 　}
　　　　　　　　　.　　　 ヽu　　　　　 }　　　　　　　　　げえっ！？
　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､
　
　
　　　　　飛び出て来たやらない夫も、やる夫の指さす方向を見て腰を抜かす。
　
　
. 
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　　　　大川を挟んで対峙する船場と天満、川の中ほどに埋め立てられた中之島、
　
　　　　　　　　　　　　　　　それらが一斉に燃え盛っていたのである。
　
　　　　　　　　　　　　　あろうことか、天満橋までもが炎に包まれている。
　
　
　 　 　 l　 `'Λ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　ｌ　　　　　　　　　│　　│　　　　　　　　 i′
　　　　.l　　　ﾞ'レ　　　 |.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾘ l　　 　 　 　 　 　 lr'ﾞ｝ ._.!　　　　　　　　.il|
　　　　 !　　　 ｀　　　　从　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ,!　　　　　　　　　　　 ! .|ﾘ 　 　 　 /!　 ./ |
＿＿__..!　　　　　　　　 l　ｌ　　　　　　　　　　　　　　　 　 ﾘ　　　　　　　　　　　,ﾄ　|　　　　　l |しｲ　{
/////ﾍ.,　　 |.ｌ　　　　 .!　.ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 |　　 　 　 !　　 ／
////　!ﾍ　　ﾞl　ｌ　　 .、│ . ｌ　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　l　　 　 　 l　　/
.i/i/　　　',＿＿__..　　廴）　 .ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ./ , 、 .乂! 　 　 　 │ /
/i/　II iI　 ，;;;;;;∧.ｌ　　!　ﾉ⌒i　廴　　　　　 　 　 　 　 　 ノ|　　　　　　 .l./　,! .| 　 　 　 　 │ {
￣i　 　 　 |;;;;;/　ﾍ_!　...ｌ .!. 　＋.そ　　　　 　 　 　 　 　 lﾞ .lﾞ　　　　　　 l.l　/　ﾚi　 　 　 　 ﾉ ｲ　ilﾞ
　 | ┌┐　| ;.;　i　ﾍ＼_　　　　|| 　ヽ　　　　　　　　　　　! .,!　　　　　 　 ﾘ / 　,/　　　　　/　 し' {
,.,.,|　|!+!|.　|;.;.;.;＿　',　＼￣￣|｀i　　　　__　　　＿__　 　|　.ｌ,〃　　　　....i´|￣￣i＿＿＿.｀Y　 　 ｌ
;.;.;.;　￣.　..;.;.;.;.;.|||　|　￣|ii　ii |　| ,,:,,,,,　|I|__ﾄ､./　 　',　 /　　て　　　　　|...| ii ii|´ II 　 II.　　}　　 .|
;,;,;,;,＿＿　;,;,;,;,;,;iii....|　|｀i|..　　| ii.|,;,;,;,,, ..|I.ノ （.　|¨|.　',┌──┐　　　./|...| ii ii｀i 　 ＿__.../ 　　 .ヽ,
;:;:;:;:;ii || ii　|;:;:;:;;￣ .|　 ｀.|i.､　 　,..|;:;:;:;:;.`Y　　 |..＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ |　//// ﾉ 　　　　 廴
￣｀i`i￣￣￣i｀i￣￣i''/i.,ﾉ）i|￣ii￣i￣|.|　　 人 TTTTTTTTTTTTTTTTTTTTT|￣ii￣i￣｀i
_二.|..|..二..　,..|..|二　｀Y´（ i/￣'.　￣'l.,/　 　　く、　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣|￣￣￣￣
￣￣￣￣￣.ヽ､　　/i_|　　） ､.：：： ／　　　　 　 }.￣￣￣...丿）　 ￣￣￣￣｀--i：：：：：..、..
：：：：：：：：：.__,ﾉ ）./'__./　(＿,ﾉ）.： （::::::::::::::::::::::　 ＼ﾉ!.::: ;../　(.;;;;;;;;;;;;;.ﾉ!.;;;;;;;;＼￣.　 　,ﾉ）.：
：：：：：：：：.（.　 (＿,／　　 　 （＿＿）　　　 ::::::::::::::::::::::ゝ／　　,）..　_-.|　＼.= 　＼..｀Y´（
　
　
　　　　　　　　　天満側の火は天満堀川を飛び越えてこちらに向かうだろう。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　最早、一刻の猶予もなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　　　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　　　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　 やらない夫、べか車や！
　　　　　　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　旦那さんと番頭はんをべか車に！！
　　　　　　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　　　　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　 ――　[] ]　　　 ／￣三＼
　　　　　| ｌ￣ | | 　　　／　　 ＼三/＼
　　　　　|_| 匚. | 　　三　　 （ ○） （ ○）
　　　　　　　　| | 　　三　u 　　 （__人__）
　　　　 　　　 |_|　　　≡　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　 　　　　　　二 　　　　　　　}
　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ　　　　　　　わかった！！
　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡
　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　 三　　.／　.
　　　≡　　／　　|
　　 ≡　／
　 三_ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　言われたやらない夫が店の奥に駆け込む。
　
　
. 
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　やる夫自身も店の中へと駆け込み、布団部屋から布団を抱えて井戸に向かう。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　／三 　　 　　＼　　　――　[] ]
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼三 ／　　　　三　| ｌ￣ | |
　　　　　　　　　　　　　　　'（○）　（○ ）　　　三. |_| 匚. |
　　　　　　　　　　　　　　　|　（__人__）　 　u 　三　　　 | |
　　　　　　　　　　　　　　　＼ ｀⌒，/ゝ　　/⌒ヽ　　　 |_|　[] []　,-
　　　　　　　　　　　　　　　　/　　|　＼|　　　　三　　　　　　　／／
　　　　　　　　　　　　　　≡( 　　 ヽ 　　三　 　三　 　　　 匚／
　　　　　　　　　　　　　　. ≡＼ 　　＼　　三　 三
　　　　　　　　　　　　　　　(⌒､＼ 　　＼.__､≡二
　　　　　　　　　　　　　　　 ￣ ／ 　　　　　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　／ヽ　　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　三　　　三 / ﾆ ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿＿二_ﾆ　 ヽ 　　　三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　＼　　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　＼　≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ｀ ､_三
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　 ――　[] ]　／　　 　 　三＼
　　　　　　　　　　　　　　| ｌ￣ | | . 三　　 　　＼ 三／
　　　　　　　　　　　　　　|_| 匚. | 三 　. 　　（ ○）　（○）'
　　　　　　　　　　　　　　　　　| | 　三　 u　 　（__人__）　 |
　　　　　　　　　　　　　 　　　 |_|　　 三　 　 . 　｀ ⌒´　／
　　　　　　　　　　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　　　　　　　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ
　　　　　　　　　　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)
　　　　　　　　　　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　　　　　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　　　　　　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　　　　　　　　　　 三　　.／　.
　　　　　　　　　　　　≡　　／　　|
　　　　　　　　　　　 ≡　／
　　　　　　　　　　 三_ノ
　
　
　　井戸端で布団に水をぶちまけ、濡れた布団を抱えて表へと駆けもどる。
　
　
. 
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　表では、すでにやらない夫がダディをべか車に乗せていた。
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／＼
　　　　　　　　 ／　／u |l 　ヽ ::: ＼
　　　　　　. 　 |　（　 ）ill、（　 ）、ι|　　　　あわ……
　　　　　　　　|　　,,ノ(、_, )ヽ、,,U　|
　　　　　　. 　 |　il|　,;‐＝‐ヽ 　 .:::::|　　　　あわわわ……
　　　　　　　　 ＼　　｀ニニ´　 .::／
　　　　　　　　 ／｀ー‐--‐‐―´´＼
　　　　　　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　 ._ _ _
　　　　　　　　　..(ヽl_l_ll_l,l
　　　　　　　　　　 ヽ　　ｒ
　　　　　　　　　　　│　|
　　　　　　　　　　　 |／￣￣＼
　　　　　　　　　　／　　　　＼　ノ
　　　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　　　　.| 　 　 　 （__人__）　　　　 やる夫！
　　　　　　　　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　　　 .|　　　　　　 　 }　　　　　 いつでも行けるで！！
　　　　　　　　　　 .ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　l/　　　く
　　　　　　　　　　　　|　　　　|
　　　　　　　　　　 　 |　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　,---､　 　＼, 三_ノ ＼―、
　　　　 .l　　　ｌ　 （●） 　（●） ＼ |
　　　　 |　　 　|　 　 （__人__）　 　 | |　　　　 さ、番頭はんも
　　　　 .|　　　|　　　|!!il|!|!l|　　 ／ /
　 　　　　ゝ　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　ノ　　　　　 早よ乗ってください！
　　　　　　＼　　　　　　　　　／
　　　　　　 /　　　　　　　　　 |
　　　　　　/　　　　　　　　　　|
　
　
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　.:.:.:.:.:.:.:/:.::::::::::::::::::::::::::::: ﾍﾂ
　　　.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::::::::/ ⌒|　　　　　　　私は…
　　　.:.:.:.:.:.:.:|::::::::::::::::::::::::::::〉 (Ｏ|
　　　.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::.（@ ⌒ )　　　　　　　ええ………
　　　.:.:.:.:.:.:.:.|:::::::::::::::::::::ﾉ 　　i-|
　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.xｱ''ｰ'ﾞ'ｰ''､.　　 `ﾉ
　　　.:.:.:.:.:.:.:/ ｰ｀¨`''''ーゝ─ ﾞ-､
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　ﾉし ﾞ＼, .,､,／"u＼
　　　　　　　　　　　／ ⌒ （◎）ヾ'（◎）u　＼
　　　　　　　　　 　 | u 　⌒ﾞ（__人__）"⌒ u　|　　　　何言うてまんのや！
　　　　　　　　 　 　 ＼　u 　 `ヾ,┬､/`　,／
　　　　　　.　　 　 　 /⌒/＾ヽ､ ）__（ ,ィヽ、　　　　　 ええから早う！！
　　　　　　　　　 　 /　 ,ゞ　,ノ　ﾞ⌒"　, 　ゝ､
　　　　　　　　　　　l ／　 /　　　　　　ト/.＼＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |:::::::::::::::::::::::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |::::/　 ノ　　ヽ､ u|:::|
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |:::〉 （一）::（ー） 〈:::|
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 （@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼u.　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／´￣　　 　　　 　 　ｨヽ
　　　　　　　　　　　　　　　 　 〈 　 ￣ 　‐- 、　 　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　 　｀ｰ,‐ -、_ 　 ヽ 　 　 　 |　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / 　　ヽ.て　 〉　　 　 .|　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　 | ､彡ｲ　 　ヽ_⊥-‐　､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　 　 _,l　　　 　 ￣／　　　　 ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 γ　 　　ﾄ､＿　　／￣ `l_-‐　´
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （＿＿＿〉 　 ￣ヽ --‐
　
　
　　やる夫はいく夫を無理矢理べか車に乗せ、二人の頭上に濡れた布団を被せる。
　
　
. 
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　　そうしてべか車の前に回り、先端にくくりつけた縄で車を引く。
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　 やらない夫、行くで！
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　 　 ._ _ _
　　　　　　 (ヽl_l_ll_l,l
　　　　　　　 ヽ　　ｒ
　　　　　　　　│　|
　　　　　　　　 |／￣￣＼
　　　　　　　／　　　　＼　ノ
　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　.　　　| 　 　 　 （__人__）　　　　　　よっしゃ！
　　　　　　　 |　　 　 　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　.　　　 |　　　　　　 　 }
　　　　.　　　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　l/　　　く
　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　　　やらない夫が後ろからそれを押す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　大川沿いに出て、風向きを読む。
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　,---､　　＼　 　 ／＼―、
　　　　 .l　　　ｌ　 （●） 　（●） ＼ |　　　　　　風上は……東か。
　　　　 |　　 　|　 　 （__人__）　 　 | |
　　　　 .|　　　|　　　|!!il|!|!l|　　 ／ /　　　　　 よっしゃ、東に行くで！
　 　　　　ゝ　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　ノ
　　　　　　＼　　　　　　　　　／
　　　　　　 /　　　　　　　　　 |
　　　　　　/　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　 　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　 　／　＼　　／＼
　　　　　　　　　　　 　|　 （●）（●）　|
.　　　　　　　　　　　　 |　u.（__人__）　.|
　　　　　 　 r､ 　　 　　|　　 ｀ ⌒´ 　.|
　　　　　 ,.く＼＼r､　　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　 東やな、わかった！
　　　　　 ＼＼＼ヽ}　　　ヽ　　　 　/
　　　　　　 rヽ ` 　 ヽ　　/　　　ｧ'´ヽ
　 　 　 　 └'｀{　 . 　 ＼.|　　　/　 　i
　 　 　 　 　 　 ヽ､._　　　ヽ､_,r'　　　.|
　　　　　　　　　　　　｀ヽ､　　　／' 　|
　　　　　　　　　　　　　　 ｀'ｰ'´
　
　
. 
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　　　　　　　　　　北船場から天満にかけてを襲った火は、
　
　　一昼夜かけて辺り一面を焼き払い、夜四つ頃になって漸く静まった。
　
　
　　　 　　　　 　,.イ
　　 　　 　　　（＿二二 ￣７,イ人　　　　　 　 　　 ,ィ　ﾄ､
　　　　　 　　　　 　 　 /／（_ノし' ,ィ　ﾄ､ 　　 　　（ :し'　しイ
　　　　　　,.イ　　　 ／/　　　 　 （ :し'　しイ　 　　 ￣7 |￣　 　:ト､j7__,ｨ
　　 　　　 |　'ー―'´ / 　 　 　 　　￣7 |￣　　　　／,ｲ :!　　 　 ＞ｨr―'　　 l7l7rｧ
　 　 　　∠,. -―― '　 　 　 　 　 ／,ｲ |　 　　 ＜／ﾉノ　　　＜_ノ:|」　　　　　/'´
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ∠／ﾉノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾉしイ　　 ﾘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／⌒)ﾉ　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（:しイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿,.ィ　　　 ￣´
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,ィ　⌒):::＿ ヽ
　　　ギャアアアアッッ！！！！　　　　 ,イ　r―'r'　 ／'´　　）ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （:::::し'::::::ノ　　　　　 （'´
　　 　 　 |!　　　　　　　　 　 ,人ﾄ､　　　　 ｀⌒)f´: : :　　　　　　　　　ヒィィ
　　　　ﾄＪ人　　　　　　　　　＾ﾞ^^'　　: : : :ﾄ､: : ＿ﾉしｲ: :　⌒)!
　　 　 ＾＾"'''" 　　　人ィ 　 |　 　 　 : : ::ノ::::| .∧_∧ノ: :　　:ﾚ'　　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　''ﾞ' '' "'' 　|!　 　 .∧＿∧　（・∀・；　　　　　　∧ ∧,ｨイ(､
　　　ｸﾞﾎﾞｱ,,, ､,.,,,,.,,,..λ∧　ｹﾞﾌ　 ・ ´Д｀；）　i　　 i’))　　　　　(；ﾟДﾟ).,,,.,,.,,つつ
＜@;;,　(ﾒ_;;｡#)@;;';;@）（@∴U(ﾞｐ;`;,)ξ;,と@;,　(､0;'｡#)っ@）~ と´#;;ﾒつ#!i;-ﾞ)っ
　　　"'`''"";""ﾞ'";;'""∵""''"""ﾞ'"　　　　　　　~;ﾞ`'ﾞﾞ;''∨""　　　　　"'`;"""∵∵`'
　
　
　被害は尋常でなく、町にして八十九町、一万五百四十二世帯を焼き尽くした。
　
　　　　　　　　のちに「寛政の北の大火」と呼ばれる大惨事であった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【夜四つ】午後十時
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
　

371   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:12:22 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　深夜、鎮火した町を店に向かって戻る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::
　　　　　　　　/＼＿＿_／＼　　　　　　　　　　 ::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::
　　　　　　 ／　　　　　　　　::＼　　　　　　　　　　:::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::
　　　　.　　| 　 　 　 　 　 　 　 :| 　 　 　 　 　 　 　 ::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::
　　　　.　　|　　 ノ　　 ヽ､　　　:| 　 　 　 　 　 　 　 ::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:
　　　　.　　|　（○）,　､ （○）､.:::|　 　 　 　 　 　 　 　 :　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:
　　　　　　 ＼　,,ノ(､_, )ヽ､,, :／　　　　　　　 　 　 　 :::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :
　　　　　　 ／｀ー ｀ﾆﾆ´一''´＼　　 　 　 　 　 　 　 　 :: 　ノ　　　　　　 　＼ :
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／´　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　 _-―――- ､._　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　　＼
　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼　　　　　　　　　　 　 　 　 |　　　 （ ○）（○）
　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　　　　　　 　 .　|　　U　 （__人__）
　　　 　 ./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|
　　　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　 　 　 　 |　ι　 　`ー'´}
　　　 　 l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ　　　　　u 　}
　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/　　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /　　　 く
　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　闇の中で地面が火種を抱いてぼうっと赤く光って見える。
　
　　　　　　　　誰も口を利くこともなく、重苦しい足取りだった。
　
　
. 
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　　　足の裏が焼けるのも構わず、奥歯を噛み締めてべか車を引くやる夫。
　
　
　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼
　　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼　　　（どんだけ町を焼いたら気ぃ済むんや！）
　　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|
　　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　　　　　　　　　　　　　腹立たしさで身体が震えていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／ ヽ､.　_ノ　＼
　　　　　　　|　 （●）（●）　|
　　　　　　　|　　（__人__）　｜
　 　 　 　 　 |　　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　 だ、旦那さん、番頭はん！
　　　　　　　 |　　　　　　 　}
　　　　　　　 ヽ　　　　　 　}　　　　　　　　　　あれ見てください！！
　　　　　　　　人＿__＿_ノ"⌒ヽ
　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　/ 　　　　　　　　　　 へ　　＼
　　　　 （　　ヽγ⌒)　　　　　| 　＼ 　 ＼
　　　　　＼＿＿／
　
　
　　その時、背後でべか車を押していたやらない夫が叫んだ。
　
　
. 
　

374   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:13:18 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　月明かりの下、直ぐ先に井川屋の店が焼け残って立っているのが見えた。
　
　
　　　　.　　　　　===================================================;;;|..│　　.
　　　　.　　　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ　　　.
　　　　.　　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣　　.
　　　　.　　　￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣　　　.
　　　　.　　　==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==　　　.
　　　　.　　　─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────　　　　　.
　　　　.　　　:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :　　　　.
　　　　.　　　　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|　　　　　.
　　　　.　　　　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|　　　　　.
　　　　.　　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|　　　　　.
　　　　.　　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|　　　　　.
　　　　.　　　　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::　　 　.
　　　　.　　　|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣　　　 .
　　　　.　　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |　　　　　.
　　　　.　　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |　　　　　.
　　　　.　　　|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿　　 　.
　
.＼　　＞　'二,.　＜　　　 L__＼＼ ／^! .,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　 ./　　-‐　　二￣
:.＼＼＜　}}＞-､　廴＿＿＿__廴_廴__l＿　`　 、　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 /-==ﾆ二￣≧===
:.＼＼＼ ／,ｲ＼＼　　　　 {￣　＞'"〕　　 廴　　`　、　　　　 }￣￣￣二ﾆ=-＜　　 .イ　　 . 'イ＞､. ＼＼
.:＼＼＼＼/.{＿.>､＼　　　＞''" ﾉ〉'　　　 「￣}厂￣}/〉__r―ﾍ'＼/〉二.イ￣￣　`T⌒L＿//／ ／〉〉￣￣
:.＼＼＼＼＼　/ /＼＞''" ,. ＜//　　　　 l＿{　 　 //廴〕､　、＼〈　ィ７　　　　＿辷'二二.. =＝-‐''二__./
:.＼＼＼＼＼＼＞''" ,. ＜_,r-//　　　　　从/　 .／ｲ {!⌒ヾ=-≦ヾ＼二Z二Zﾆ=-==='⌒!￣￣´　　　 ./
　
　
　　　　　両側と向かい側の店は無く、たった一軒、ぽつんと心もとなそうに立っていた。
　
　
. 
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　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　　焼け残って…る？
　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 ：/＼＿＿_／ヽ ：
　　　　　：／''''''　　　'''''':::::::＼：
　　　 　：.| （◯）,　　 ､（◯）､.::|：
　　　 　：.|　" ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,"".:::|：
　　　 　：.|　　　　　　 　 　 .:::::|：　　　　　　　 あの火事で？
　　　 　：.|　　 ´,rｪｪｪ､｀　.::::::::|：
　　　　…＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .:::::／…　　　　　　　んな阿呆なことが……
　 ：/ ! `":::::7 ヾ｀ﾆﾆ´　／|:::::::"'ヽ：
　： |　| :::::::::::::ﾄ＼　( . /　／:::::::::::::| ：
　： !　| ::::::::::::::l::.ヽ　　/／::::::::::::::::::| ：
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／u_ノ 　ヽ､_＼
　　　　　　　　| ((●）) (（●）)|
　　　　　.　　　|　 （__人__)　　|　　　　　　　　　　　　　 間違いおまへん！
　　　　　　　　 |ヽ　|!il|!|!|　/ .|
　　　　　.　　　 |　　|ｪｪｪ|　 　}　　　　　　　　　　　　　　店、ちゃんと残ってます！
　　　　　.　　　 ヽu　　　　　 }
　　　　　　　　　 ヽ　　　　 ノ　　　　　　　　　　　　　　 おい、やる夫、急ぎい！！
　　　　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)､
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／　　　　　　　 お、おう！
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　　　　　やる夫は狂ったようにべか車を引っ張って走る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　間違いなかった。
　
　
　　　　===================================================;;;|..│
　　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
　　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
　　==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
　　─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
　　:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
　　|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
　　|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
　　|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
　　井川屋は、周囲が焼け落ちる中で、奇跡のように類焼を免れていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　ダディは、焼け残った店を見上げて呟く。
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|　＋
　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　+　　　　　　　　　一体……
　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　+
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　　　　これは、どうしたことや……
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　：　　　　：
　 　 　　 　：／ ⌒｀"⌒｀ヽ、：　　　　　　　　　　　　　 天満の天神さん、
　 　 　　：／,,　／￣￣￣￣＼：
　　　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼：　　　　　　　　　　　おおきに、ほんまおおきに
　 　　 ：;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ：
　　　： /　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼：　　　　　　　ありがとうさんでおました……！
　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"━━
　
　
　　　　　　　　　いく夫はその場に跪き、天満宮の方を一心に拝んでいた。
　
　
. 
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　　井川屋が助かったことで、四人ともどっと疲れが出た。
　
　
　　　　 　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　 　 　／　 ヽ､_ 　u.＼
　　　　　　　　　　　（-‐）（ｰ-） 　　　.|　　ｚｚｚ…
　　　 　　　　　　　　（__人__） 　Ｕ　　|
　　　　　　　 　 　 　 (,｀⌒ ´　　　　 |´￣￣￣￣￣｀ヽ
.　　　　　　 　 　 　 　 { 　 Ｕ　　u. 　|　　　　　　 　 　 ヽ＼＿＿
　　　　　　 ＿＿＿＿.,{ 　 　　　　 /　　　　　　　　　　　＼＿＿）_
　 　 　 　 （＿＿＿＿｀ヽ_（ ￣￣ﾞ　 /￣￣￣￣￣￣ヽ､ 　　　 　 ）
　　　　　　　　　　　　　　　 ￣￣￣　　　 　 　 　 　 　 　 ￣￣￣
　
　
　　　　　　　　　, -─‐──‐-､
　 　 　 　 　 ／　 　 　 　 ﾟ　 　 ＼
　　　　 　 ／ ;　　゜　　　　　 °　 ＼
　　　　　 l　　U　　　 　 ;　　 　 　 　 l⌒ '"⌒ ヽ、
　 　 　 　|　　　 　 　 　 u. 　 　;　　　|ｰ　　 　 　 ＼
.　　　　　 !　u.　_ノ′ヽ､__　　 ∪ 　 　 　 　 　 ,; 　　＼　,rｰ､
　　　 　 　 ゝ｡(（-‐）　 （ｰ-）)::｡　i'′⌒￣￣`￣￣￣ヾ｀ヽ　ヽ
　 　 　 　（ 　ヽ'"（__人___）"'__ ,ノ ヽ､_＿＿＿"_＿＿,､___ｿﾉ__ﾉ
　　´ ´ `ﾟ~゜´＾" ´~`ﾟ゜｀⌒ ´"´´ﾟ＾ﾟ＾ ~゜ﾟ`´＾ﾞ＾ ＾´'
　
　
　　　店に上がりこむなり、倒れるように眠りについた。
　
　
. 
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　　　　　　　　どれくらい眠ったのか、やる夫はふっと眼を覚ました。
　
　　　　　　　開いたままの戸口からうっすらと朝日が差し込んでいる。
　
　
　 　 　 　 　 　 　　-─‐──‐-、
　　　 　　　　　／ 　 　 　 　 　 　 ＼
　　 　 　　　／ ;　　　　　　　　　　　 ヽ
　 　 　 　　l　　U　　　 　 　 　 　 　 　 l
　　 　 　 　|　　　　　,　、　　　　 ;　 　 |⌒´⌒｀ヽ、　　　　　 （なんや……）
　　　 　　　!、　　_ノ"　"ヽ、__　　∪　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ヽ (（●）　 （●） )::　 /⌒゛`　　　　　　 l:　　　　（無用心やな……）
　　　　　　　　 /ヽ~゜（__人___）~__ ,ノ|　　 　 ,　　　　　|
　　　　　　 　 /　　　/` ⌒　´　　　 | 　 　 |　 　 ,　　 !
　 　 　 　 　 /　　　/　　　　| `ー-,,,|"　　　|___,ノ　　 |
　　　　　　 /　　　/　　　　　|　　　　|　　　　|　　　　 ,lー─- 、
　　 　, --‐-ー、_/　　　　　 l　　 　 ,|　　　　|　　　,／　 ）　　 ）
　　 く / /　ァ- ,ノ　　　　　　＼ノ＾ノ^／⌒ヽ.j＼　　／＾ー-‐'
　　　 `ー' ー´￣　　　　　　 (_イ_,イ、_,ィ'´__/
　
　
　　　　　　　　　　　　鉛のように重い身体を持ち上げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　その時、戸口に立っている人影に気がついた。
　
　
　　　　　 　 　 　 .＿＿＿＿＿_ _
　　　　　　　 ./´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　 　 　 　 ./:::::::::::;:--‐─､::::;─-､:::::',
　　 　 　 　 .ｌ:::::::／ u. 　 　 Y 　 　 ヾ::|
　 　 　 　 　 |:::::|　　　_,,ノ:::::::::::::ゞ,,_　',|
　 　 　 　 　 |:::::| 　 （ ο ）::::::::（ ο ）.l
　 　 　 　 　 l::::::〉　 ⌒ 　 　 　 　 　⌒)　　　　　　　…………
　 　 　 　 　 （@　 　 （ __＿ 人＿_）　l
　　　　　　 　 .|　 　 　 | r─┬─| 　 |
　　 　 　 　 　 |　u.　　 ` 　 ⌒ 　'　　|
　　　　　　　 .丶　　　　　　 　 　 　 ./
　 　 　 　 　 　 ヽ　　　　　　　　 　 ﾉ、
　　 　 　 　 ／　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　 　 　 ／　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　../　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　
　
　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　 番頭はん？
　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　 どないしはったんだす？
　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　と、いく夫ががっくりと膝を折ってその場に崩れ折れる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　:::::＼:::／　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／　　　　　　　　　 番頭はん！？
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫は驚いて駆け寄り、助け起こす。
　
　
. 
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　　　　　声を聞きつけたダディとやらない夫も目を覚ました。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 いく夫、どないしたんや。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　　　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　:::::＼:::／　|　　　　　　　旦那さん、えらいことでおます。
　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　 　（@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj　　　　　　天満宮が、私らの天神さんが……
　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　 　／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ
　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ
　
　
　　　　　　　　　　　言ったきり、号泣するいく夫。
　
　
. 
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　　　　　　三人はその言葉に顔を合わせ、競うように外へ出た。
　
　
　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　／　　ー　　‐＼
　　　　　　　　　　　|　.u （ ○） （ ○）
　　　　　　　　　　　|　　Ｕ　 （__人__）
　　　　　　　　　　　|　　　 　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　　　　|　u.　　　　　　}
　　　　　　　　　r⌒ヽｒヽ，　　　　}
　　　　　　　　/　　i／　|　__　　ノヽ
　　　　　　　./　 ／　　/　　　　　　)
　　　　　　 ./ ／　　／　　　　 /／　　　　　　　　　／￣￣￣＼
　　　　　　/　　　.／　　　　　/￣､⌒)　　　　　　／　 　　＼　　／
　　　　　 .ヽ､__.／　　　　 ／ ⌒ヽ￣　　　　　／　　u　.（○）三（○）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　 　 （__人__）　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　 ｀⌒´　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/´⌒　　　　　　 ヽ￣　ｒー、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　，　　　　　　　j　／　 ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　く}　　　　　　　　l'　　／
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　　朝靄と燃え残りの白煙のたなびく中、天満宮目指してよろよろと走る。
　
　
. 
　

385   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:16:19 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　しかし、あるべき方向に建物は見えなかった。
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　　　　　　　　そう、あるはずの天満宮が無くなっていたのである。
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　呻くように言って、ダディは焼けた土の上にへなへなと崩れた。
　
　
. 
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　桁外れの被害を出した大火が続き、いかな粘り強い大坂商人も、大打撃を受けて立ち上がれない。
　
　　　　　　　　　　　　　　　町は文字通り灯が消えたようになってしまった。
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　　　　　　　焼けた天満橋は何とか補修されたが、それ以外はなかなか普請も進まず、
　
　　　　　　　　　　　　　　船場も天満も焦土の目立つまま、秋を迎えていた。
　
　
. 
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　疲れた顔で戻って来たやらない夫に、やる夫が声をかける。
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　　　　　　　　　やらない夫は無言で首を横に振る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋も大火で店を失っていた。
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　店が焼ける前に何とか僅かな荷物だけは避難させたが、商い再開の目途は立たなかった。
　
　　　　　　　　　　　　　　ご寮さんはあれきり寝込んだままだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　今度はやる夫が首を横に振る。
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　　　　　　　井川屋の店主と番頭、揃って生気がなかった。
　
　　　　　　　無論、おのおのの務めは果たしているものの、
　
　　　　以前のあの二人特有の掛け合いは全く聞かれなくなった。
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　　　何より、二人とも一気に老け込んでしまったのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　前回、天満宮が焼失してから再建まで九年かかった。
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　　　　　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　　　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼

　　　　　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　今度は一体、どれほどかかることか。

　

　

. 
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　　　　　ダディは今七十四歳、いく夫は五十九歳である。
　
　果たして、生きて再びその目で天満宮を拝むことが出来るのか。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::::::::/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::／　　　　::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::| i|i|__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::|　 .ﾞ ￣"　 |ﾞ￣ " :::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:::::::::|　　　　　` '　　 　 ::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　::::::::::＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　　　::::::　　:: 　　＿＿＿＿　 :::::　　::::　　::
　　 ::::::　　:::::／.::::::::::::::::::::::::.ヽ　:::　　 :::　　 ::
　　　 :::　　:::|.::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|::　　:::　　::
　　　　::::　　|::::::::/　 ─　 ─　|　::　　::
　　　　::　 （@　:: 　.（○） （○）| 　:　　::::
　　　　　:　　|　:::::⌒（__人__）⌒)　:　 :::
　　　　　:::: 　＼　　　 ｀ ⌒´ ／ :　　 :::
　　　　　　:: 　ノ　　　　　　 　＼ :　　 :::
　　　　　　 ／´　　　　　　　 　　ヽ　　:::
　
　
　再建に向けて何の尽力もできない今の井川屋を店主ダディは恥じ入り、
　
　　　　いく夫もまた、その身を焼いてまで井川屋の身代を守った
　
　　　　　　天満宮への寄進が叶わないことに身を捩っていた。
　
　
. 
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　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　 　 ／　ヽ､_ 　　＼
　　　　　(⌒）（⌒ ） 　　　|
　　 　 　(__人__） 　u　 　 |
　　　　　| |┬‐| 　　　　　|　　　　　　せめて私らだけでも元気出さな。
　　　　　| |｜ .| 　　　　　|
　　 　 　（｀ー´　　　　　/　　　　　　 何ぞ美味いもんでもこしらえるよって。
　　　　　　ヽ　　　　 　/
　　　　　　　〉　　　　〈
　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　|　　　　　|
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　 お、おう。
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　（あれ？）
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼　　　　　 （なんや元気ないな……）
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　やる夫が問いかけようとした時、店の表から声がかかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜あの、ごめんやす
　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／　─　 　 ─　＼
　　　　／ 　 （●） 　（●）　 ＼
　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |　　　　　へえ、
　　　　 ＼　 　　｀ ⌒´ 　　 ,／
　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ　　　　　　 少しお待ちを。
　 　　/ 　　　 　,⊆ニ_ヽ、　 |
　　　/　 　 ／　r─--⊃、 　|
　　　|　ヽ,.ｲ　　 ｀二ﾆﾆうヽ.　|
　
　
　　　　　　　やる夫は大きく返事をして、店の方へ急ぐ。
　
　
. 
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　店の入り口に立っていたのは、翠星石の養母、水銀燈だった。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 ,ｫｪ､＿__
　　　　　　　　　　 　,.f込ｔﾝ:::::::::::｀ ヽ、
　　　　　　　　　／::::;. -‐ 　´￣￣｀丶＼
　　　　　　　　〃::／　　　　　　　　　　＼ヽ、
　　　　.　　 　 ll::/　　　l　　　　　　　　、　ヽY ＿
　　　　　　　　ll::l}　　　ｌ　　|　　　 l　|　l　　 lイﾆ}|
　　　　　　　　ll;;l}　l､　|　　 | ｌ、 -l‐七/ｖ'　 lミ彳、
　　　　.　　　_,'Vｉ 　l,x tT二ｔ,|ヽ,ノ,ｨT}｀'j　ｌ ||〃へ.､
　　　　　　／<//l､ ヽヽｨf_lｊ`　 　 　¨ ∠ノlﾉ.||　l　ヽ>
　　　　　　ヽ／/{∧　 ＼＿.　　__'_,　,ｨ′l　 ﾚ.　l
　　　　.　　/ //'l |　＼__＜. ､ __`_´.ｲ,ヽ　 ＼,__　l
　　　　　 /　l_| |_!　　 ｌ　 ｌ l'ー--,＜└vヽ　 ＼＼!
　　　　. / 　　　,ｨｰ-.‐|　 |'′　//lＹﾐヽ|l ハ 、 ヽ:.＼
　　　　/ 　 　 /.::::::::::::{ 　 ＼ｰtfﾉｌi　斤　l:::::|j＼ l:::::::.＼
　
　
　　　　　　　　.＿＿＿
　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　 お、おいでやす。
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　内心の戸惑いを隠して、やる夫は低くお辞儀して迎える。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＿,、
　　　　　　　　　　　, __-,=＝=＝=〔{〈回ﾍ
　　　 　 　 　 　 ／_f〆::::::::::::::::::::::弋之ｿ::::＼
　　 　 　 　 　 / ｊf７::::::::／￣￣￣￣￣ ＼:::::＼
　　　　　　　 /　{i7:::::／　 i　　　 　 　 　 　 ＼:::::ヽ
　　　　　 　 ;′ {|::::/　 　 l i　　　　|　　　　 　 ヽ:::::
　　　 　 　 ,′　{|:/ ｌ　　| |｜ 　 |　|　 　 　 |　 |　Ｙ|
　　 　 　 .｜　　{||　|　　|｜l十￢　|　　　/｜　|　　|
　 　 　 　 .|　　　ﾞ|　|　　斤==ミハ ||　　/ﾄ､ｊ　 |　　||　　　　　　 こちらは小売りはしてはらへんの？
　　　　　　|　　 　|　| 　 |　tしｿ　　ﾘ| ／癶〈|　| 　 ハ
　　　　 　 |　　　｜ | ヽ ＼￣ 　 　 　 '(ﾚﾘﾙ　|　,∧｜
　　　　 ＼|　　　｜｜　＼ ＼　 　 　 ,　｀ /!　|〃ハ_i　-─
　　　　 :::::|　　　　ｌ　　　|　 ￣ 　 __ _　　/｜/″／::::::::::::::::...
　　　　.厂￣＼ 　 ｌ　　　ｌ＼　　　　　 イ｜l/ーく::::::::::＜￣￣
　　 　 .::.::.＼　 ＼　l　 　 l:::::::::r‐＜ﾍ　ｌ　〈::.::.::ヽ＼::::::::::＼
　　　　 :.::.::.::.＼__ ヽ ｌ　　 ｌ::::::::ﾄ＼__∧　　 Ｙ::.::.:ｌ　 ＼::::::::::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　　　　　　　 　／　　／　 　 ＼＼　　　　　　　 へえ、あい済みまへん。
　　　　　　　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　　　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　 問屋なもんですさかい。
　　　　　　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫が申し訳なさそうに断る。
　
　
. 
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　　　　　声を聞きつけたダディが奥から足を引き摺りながら出て来た。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　この辺りの小売りは軒並みやられたさかい、
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　お困りなんやろ。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 やる夫、ええからお分けしぃ。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　 へえ、ほんなら……
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　やる夫が応えて、寒天の棚に足を向ける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　_　-─ ─- ,-　､
　　　　　　　　　　　　rメ´── ､::::::::::::::｀ヽ ＼
　　　　　　　　　 　 〆　　 　 ／　 ｀ヽ;:::::::::::＼ ヽ
　　　　　　　　　　// /　/　/　　　　　 ＼::::::::::ｌ 　',
　　　　　　　　 ,イｲ　| メ、 ｌ　　　,イ 　l 　}＿::_}　　!
　　　　　_, -ｰ' /ﾙ|　ｌ ｧ=ﾐ､! 　 // |　/! //｀ｌ|ヾ》　 i
　　　　/／￣　{|　| l ﾄ､ﾋｿ |　/二Zナ | ヾﾆｿﾍヽ 　 !
　　　　　　　　　､__}ﾊヽゝ , ｀´　 r'::ﾝヽ}／ }| |　ヾ＼ i
　　　　　　　　　｀ヽ:::| ∧　､ _　　｀´ ／　 /| | 　 ｀ヽﾆゝ　　　　　　おおきに、助かりました。
　　　　　　　　＜￣:::| 　|＼｀__　 ,ィ//　 ハ| |　　 l 　',
　　　　　　　-=ﾆ´::::::| 　ｌ^｀}ノ}ハﾞ7/　 /!_ﾉ}/l__ ,ィヽ ヽ　　　　　　 寒天が娘の好物で……
　　　　　　　　／ｨ／:ｌ　 |::/､/ｌ|　∨　/￣｀ヽ::::::∠ __＼＼
　　　　　　　　　/::::::::ｌ　 !{／ .ト=/　/::::::::::::::::l:::::::::::＜__ヽ ヽ
　　　　　　　　　ヽ:::::::|　ハｰr'ﾞY/／:::::::::::::::::::}:::::::::::::::::＜ !　＼
　　　　　　　　　ノ 〉:::| /::::￣｀／:::::／:::::::::::::/::::::::::::::::::::::::＼　 ヽ
　　　　　　　　/　/::::::{ﾊ::::::::::/::::／::::::::/::::::::{::::::::::: ト､:::::､ｰ-ゝ　 ',
　　　　 　 　 /　/:::::::::::∧:::::::ヽ/_/:::／::::::::::::〉､::ﾄ､! | ＼::〉　　　　ｌ
　　　　　　 /　r'::::-::､:/　{:::::::/´::::｀ヽ:／￣:｢､ ﾚ'　　!　 ハ　!　 　 !
　　　　　　,'＿ﾉ_::::__::/　ノ:／::::::::::／::::::::::::::| }/|　　,'　/　ｌ　|　　　ｌ
　　　　　　ｌゞ/／＼〈／／:::､__:／:::::::::::::::::::ﾉ　 |　 /! /　 l　ﾊ　　/
　
　
　
　　　　　　　言いさして水銀燈はふいに口をつぐみ、ダディのことをじっと見つめた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 -‐,コf7{{辷ｆﾘﾉﾍ,
　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　　__{仏:'／:｀¨:^三≧,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/:７://:::::::_:_彡'^¨⌒丶
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　}:厶:/::∠}厂　　 　 ＼　＼
　　　　　　　　　　 　 　 /　 _＿__｣水くﾌノ^´　　.′　 　 丶　 . 、
　　 　 　 　 　 　 　 　 /　 /::/ ７::/∧:} 　 /, //! . 　 　 .　｝　 l i
　　　　　　　　　　 　 /　　 ＼Ｖ介{:し:ﾉ　｜十-Li 　 　 j/ }　 ﾊ|
　　 　 　 　 　 　 　 /　　　　//　|:トｆ　 　 |ｉ_｣土z,＼　ァｨ/　/　}　　　　あの、間違うてたら堪忍だす。
　　　　　　　　　　 /／　　 //　ｉ |:| 丶　 个i､ 炒`　 '仞/}}j/
　　‐= _　　　　　／　　 　〈/ 　 l |:| 　 `ﾄ . 　 ＼　 　 〉ｉ{ {{　　　　　　　けど、旦那さん、去年の火事の後、
　　　　￣≧=-く 、 　 　 　 　 八ｌ｣　　l八　｀¨⌒　_, ｲ八}｝=-‐
　_＿＿,≧ニニニ≧ｘ　）＼ // ﾍ　　个ﾍL_　　 ´／厶'′　　　　　　　天満宮で……
二ニニニニニニニニニﾆ≧ｘ彡'ﾍ 　 ｢¨::7了f千{≦=―-
　　　_厶三ニニニニニ＞=≦ﾍ乙1　 |:::/r介ﾊi| トく,⌒´
_ -=ニ=‐ｧ=ニニニﾆ／::::::::::::::::::＼) 　l⌒レｆじﾍ |i:::::ﾏ⌒ｰ ｧ
ﾆ=-_厂/ニニニﾆ／ ::::::::::::::::::::::::::::ヽ, |　　〈∧〉}八:::::＼＾´
/／ _,厶イ/ﾆ＞'::::::::::::::::::::::::::::::::::::Vﾊ八／丁｢/f刈〉::::::::〉
　
　
　　　　　　　　　　　言いながら、ダディに近づいていき、顔をまじまじと見つめる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿r=ｧ=､ィfZｧ､,、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　 ´fフ:´-=_:三ｰ_ｰ^ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　_r/／'_ｧ'='^ー'｀´｀ ^ｰ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/r＝､ｿィｰ'7´　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　やっぱりそうや！
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ L／ｲ| ヽヽ　 　 　 　 ',　　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　　　　　,　ｿ/ l ﾊﾚ´イ{ { ｛ 　 　 ｜ ',　　 ﾊ ',　　　　　旦那さん、覚えてはらしまへんか？
　　　　　　　　　　　　　　　 //:/　ﾉj ｀´i |ムﾄ､ﾄ､　　　|　｝　 ﾘ　ｉ !
　　　　　　　　　　　　　　　ハ:{／ｲ: {　乂ｙニﾐ、ヽ　　ﾉ メ ﾉ/ 　} !　　　　　火事で焼け出された私と娘に、
　　　　 　 ヽ.＿ヽｰ ､　　 /　/／ |:.　ヽ. { ´￣¨｀　｀}ｲ,ｨﾐｘｲ / ノ/
　　　　　　　 ￣二ﾆヽヽ/　-ﾍ､:.. l:...　 lト＼｀'　　　　´ ¨/／　./　　　　　　懐の巾着ごと渡してくれはりました。
　ヽ､＿　_-ｧ.:´__::.::.::.:ヽ::＼　 j:〉..:.l:...　 l! 　 　 ､_ __′"/´ |　/　)
　　_,._-ﾆ-ｧ‐´ィ二;:-- ､::.::..｀ヽ､..:∧:..　lﾄ_、　　　　　イ.:　j| /{ ﾉ′　　　　 自分も火事でえらい目ぇに
‐ ´/´　／´￣´／::.::.::.::.::..‐.-_､::＼:.ヽ:.. l::.::::＞ｰ＜l!:.:.|:.　ﾘ‐／/ﾚ
　　　 /′　 ／-‐ｧ::´::, ｧ::／.::.:￣:.｀ヽﾄ､.V／::}:ﾊ:{ﾄヽ/!:.　!:/‐'::/　　　　　 遭うたことがあるさかい、て
　　　　　 ／´ ／::.:／ノ／..::..::.::.::.::.::.:..:ヽヽヽ=l:| ト='ｲ-!: /::;∠ イ_
　　 　 ／´ ／イj/ｲ'／.::.::＿.::.::.::.::.::.::.::.::.｀ﾄi｀j:|__ヽ＼ﾉ人::.::.::∠´　　　　　言わはって。
　　　/'　イ/　// ﾉ/:.‐..´...::.......ｰ ::.::.::.::.::.::.:K/:ハ.｢jﾌス::.:.｀:くヽ
　　　／//　　 ／ｲ.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.{_j　　　jｧzく::.::..::..｀ヽ、
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　　 （○） 　（○） ＼　　　　　　　（なっ！？）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　 　|!!il|!|!l|　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ｪｪｪｪ|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は、ぎょっとして主を見る。
　
　
. 
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　　　　ダディは悪戯がばれた子供のような顔で笑っている。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|
　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|　　　　　　さぁて、どうやったかいな？
　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 忘れてしもたなあ。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　　　（敵わへん）
　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　　（このお人には、敵わへん）
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　熱くなった目頭を押さえて、やる夫はそっと目を伏せた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　水銀燈はその場に座って土間に手をつき、深々と頭を下げた。
　
　
　　　　　　 ／　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヾ迅　　　ハ
　　　　　 〃　　　 ｉ | l　　 　 ﾉ　　川　　　　|♯ｌ　　 ｉ　i
　　　　　 ｌ l　 / ｉ| ! | |　 　 /／　/ｌ｜!　　　|♯|　　 |　l|
　　　　　 ｌ | /　八トいi　 ／／二卞ｌ｜　　 |♯|　　 |　|l
　　 　 　 乂{ |ｲｊ芹ミﾒ,／／千干ﾐ刈 ｉ　　　|/小､　 ｌ　||　　　　　　　 ／
｛￣￣`ー- 从| ,上ノ　　　　 辷ノ＾从 　 / 〈{_儿}〉 ！ ｌ|　　　 　 　 /
　ヽ ＿　　　ｌ }j ´　　　　 "'　 ￣｀｀/　／／〃lト､　　＼丶　＿　　/ 　 /
_　 -― ＼　| 八 　 ヽ　　　　 　 ／／／　 {{ ｌ||　》　　　`ー‐　 ,　′　'　　　　　　　　ｱｼ
　　　　　　　ｌ{ ｛ ＼　 ー‐　 　 　 ／/ / 　 ヾ元く　　　　　　 ／　　　　　　　　あのお銭で娘と二人、
　＿_　　　　ヽ ヽ　 丶 　 　 　 イ　/ / 　 l　〃 ヾ、＜￣｀／
　　　 ／　　　　　 -ｌ i　ト-＜ハ｀V　′　 |i〈{　　 }〉-――- ､　　　　　　　　　 何とか生き延びることが出来ました。
　　　'　　　/　／　ハl　|　　 ｌ　| ！l 　 　 |ｌ　／　　　　　　　 ＼
　 /　 ／ /／　／　ﾉi　|｜　| 厶ｲ ｌ　ｌ　　ｌ| '　＞' ￣￣丶　　 いー＿　　　　 きっとお捜ししてお礼を、と思いながら
　｛_／　 '〈ー-､　　　|　ｌ￤　l/{ﾍﾉ｜ ｉ　　ﾘ／　　´￣　　　＼ ｜ｌ　　l ￣
　　 　 〈／＼ｊ　　 　 ｌ　l｜　ハヽ　| ￤　/　　　　　　　　 　　 ヽ｜ 　 l　　　　今日まで過ごして参りました。
　　　　　　　　ﾍ　 ｀l | ｌ|｜ |{ 　 　 |　i　/　　　　　　　　　　　　 } |　 i　l
　　 　 　 　 / ⌒　　ｌ| l|￤∧ヽ　　l　i /　　　　⌒ヽ　　 　 　 　 丨 ｜ l　　　　この通りでおます、堪忍しとくんなはれ。
.　 　 　 　 /　　　　　乂 ｉｲ|｜　＼ｊ　/　 イ　　＿_　　　-‐___＿丿 j ｌ　|
　　 　 　 /　　　　　/ 　 j从 ﾍ　 ノ /　　/　／　　 ＼｛／　　 }　　j从丿
.　 　 　 /　　　　　/　 　 　 　 ＼　′　/／　　　　　/´　　　/ﾄ､￣ 　 －-
　　　　'　　　　　〃　　　　　　 　 ＼　/　　　　　　 /　　　　 ｆ　ﾉ
　　／　　　　　〃　　　　　　　　　　 /　　　　　　 /　　　＿ノ
_／　　　　　　,″　　　　　　　　　　/　　　　　　 /-一ニ￣
　
　
. 
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　　　　　　ダディがよたよたと土間へと下りて、手を貸して水銀燈を立たせる。
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　 止しなはれ、そんなこと。
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　,...-‐:::::::::::::::::::::::::‐-.....、
　　　　　/::::-‐　￣￣￣　‐- ､:::::::ヽ
　　　　/／.　　　u　 l　　　　l　ヽ::::::`､
　　　.//.　　l､ l＿_ . l＿_/l_　〉 　 ト､::ｌヽ
　　　l l二二lメヽー‐l`､　7l / l　　 〇〇ヽ　　　　　　　　せやけど旦那さん、
　　　l l　ﾄ l/l ヾヽ､. l　V‐ﾚ-､l　u　ｌ/＾`　ヽ
　　　l l.　l`ヽ-‐　u `､l　ｒ'⌒､`l　l　lヽ　　 ヽ　　　　　　 あの時のお礼もまだだすし、
　　　.l 〉`lV`ｒ'⌒､ !l!lll!! ゝ--'　l ﾉl. ｌ　l　　　ヽ
　　　l l`ヽヽゝ.-'　　 　 　 u ﾉ/.l ﾉノ.　　　　ヽ　　　　　　ましてやお銭もお返ししてまへんのや。
　　　　l l.　ヽ＼u　-‐―‐-､　u.//　　 ／::フ､ ヽ
　　　　ヾ　l､`‐　_　`―一 ´-‐//::::ヽ　 `ｖ　lヽ.ヽ
　　　　　ヾ_l､lヽ　l フ`ニ>'￣ｙ/::::::::::::ゝ　‐-l ､､`､
　　　　　　`､ﾆハУ::::::::::〈./::::::::::::__::::〈　　>-‐ ' ヾ
　　　　　　　 l`-　.>::::::::::::::::::::::::::::l ヽ:::ヽ　　 l
　　　　　　､二く. /::::/l:::::::::::::::::::::::l.　 ヽ:::＼∠＼
　
　
. 
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　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　こっちもよう覚えてへんことやのに、
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　 返されても困りますで。
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　けんど、そうやなあ……
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼　　　　　　　　どうしても、ちゅうなら、
　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　　　　　盛大、うちの寒天を
　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　娘はんに買うてもらいまひょ。
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　確か、そう、きらきーちゃんだしたなあ。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　 ノ　 ヽ＼
　　　　　　 ／ 　（○）}liil{（○）
　　　　　／　　　　　（__人__） ヽ　　　　　　 （旦那さん！？）
　　　　　|　　　　　　　|!!il|l| 　　|
　　　　　＼　 　 　 　 lｪｪｪl　／　　　　　　　（覚えてない、言うたのに、
　　　　　　/　　　　　　　　　ヽ
　　　　 　しヽ　　　　　　　 ﾄ､ﾉ　　　　　　　　　　　名前言うてしもた！！）
　　　　　　　 |　　　 __　 　 |
　　　　　　　 !___ノ´　 ヽ__丿
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　 あんさんを庇う姿が健気でなあ。
　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　 ほんに、親孝行の娘さんで
　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　 宜しおましたなあ。
　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　／;;;;r'￣´　　　　　　｀￣ゝ､;;;;;;;;;;ﾊヽ
　　　　　　　　　 ／ソ´　　　　　　　　　　　　　 (ﾍ;;;;;;;ﾊ）ﾊ
　　　　　　　　 /／´　　　　　 /　　 　 　 　 　 　 (ﾍ;;;;;;;|） ﾊ
　　 　 　 　 　 ﾚ'　　 　 　 　 /|　　　ヽヽ　ヽ　　　 （ﾍ;;;;|）　ﾊ
　　　 　 　 　 /　 　 　 / 　 /│　　　 |＿＼|__|＿_　(ﾍ;|））　ﾊ　　　　へえ、
　　　 　 　 　 l　　　　/ 　l　|　|　　　r'|　　　|　ﾊ　　｀ ((!!)) 　 |
　　　 　 　 　 |　　 　 |　| 」-ﾄ､ﾄ､　　|　　　_x===|　　 }（（ﾄ､ヽ |　　　 ありがとうさんでございます。
　　　 　 　 　 |　　　　レ|´|　|　| ヽ　|　 ｒテ´　　 | /　ハヽ__」〉|
　　　 　 　 ＿| |　　　 | |　|_==ヾ､ ∨　　　 　 　 |/　/　{{￣￣||
　　　　　 〈l￣〉ﾊﾊ ＼＼xﾞ　　　　 , 　　　　　　 /／/ / llヾ〉　|||
　　　　　　ヾ_'-'∧. ヽ ＼＼　 　 　 _　 ノ 　 　 jﾉ ,ｲ /|　ll |ヾ_　|　　　 /
　　　　　　 /||ゞ´∧　＼_＼ゝ　　　　　　　　　 ／//　|　{{|　 |　|　 　 /;;;
　 　 　 　 /／´||　〉〉､_ ヽ￣ヽ､　　　　　　　　／ｲ‐,,/　 ﾞ|　 |　|∧／;;;;;;
　　　　　//　　 ﾞ　|_|　/＼＼＿|｀　- -､-　＜￣;;;;;/l　　 } /｀│＿;;;;;;;;;;;
　 　 　 /＼ー─-､　/　 /￣/| 　 || 　 |;;;;;;;|;;;;;;;;;;;//|　　 |＿／;;;;;;;;| ;;;;;;;
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　娘を褒められて、水銀燈は心底嬉しそうに笑う。
　
　
. 
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　　　　　　 _-―――- ､._
　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 ./ 　　　　　　::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　（嬢さんは……）
　　　|　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 l　　 　　　 :::::::::::::::::::::::::::::::::;l　　　　　 （もう紛れもなく「雪華綺晶」なんや…）
　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　.;/
　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫は、俯いて唇を固く結ぶのだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その夜。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣＼／￣＼
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／￣￣￣｀.　 ＼ 　　 ＼
　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　　　　　　　　 、　 　　、
　　　　　　　　　　　 　 　 ／　　　　　　　　　　　i　　　　 l
　　　　　　　　 　 　 ＿／ 、　　,ｲ　　　　　　　　　　　　/
　　　　　　　 　 　 （ 　 　 ）_／＿＿＿＿＿＿ノ＿＿ノ
　　　　　　　　　　　￣￣
　
　
　丁稚部屋で布団に入ったものの、やる夫はなかなか眠れなかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　──/￣￣￣／￣￣＼￣￣￣ヽ────
　　　　　　　　　　 :i　　　 .／　 ヽ､_　　＼ 　 　 i
　　　　　　　　　　　|　　 （─）（─ ）　　　|
　　　　　　　　　 　 　 　 （__人__）　　　　 |
　　　　　　　　　 　 　 　 （｀⌒ ´　　　.u　|
　　　　　　　　　　　　　　 .{ 　 　 　 　 　 |　　　　　　 ｺﾞﾛﾝ
　　　　　　　　　　　　　 　 {　　　　　 　 ﾉ
　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　×××××××××××××××××
　
　
　やらない夫も同じらしく、何時に無く、幾度も寝がえりを打っている。
　
　
. 
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　　やる夫は布団の中からやらない夫に声をかける。
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 ─　　 ― ヽ　　　　　 やらない夫、
　　　　　　／ 　 　（ ●） 　（ ●）'
　　　　　　|　 　 　 　 （__人__） 　　|　　　　何ぞ悩み事か？
　　　　　　＼　 　　 　 ｀ ⌒´ 　,／
　　　　　　／　　　　　　ー‐　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　（━）（━ ）　.u　|
　　　　　　　　　　　　　　　　（__人__）　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　（｀⌒ ´　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　 { 　 　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　 {　　 　 　 ij 　ﾉ
　　　　　　.　　　　 　 　 　 　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 >　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　 / l　　　　 　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　/ /l　　　 　丶 .l
　　　　　　　　　　　　　　　 / / l　　　　 　}　l
　　　　　　　　　　 ／￣ｰユ¨‐‐- ､_　　 　l　!
　　　　　　　　 _／　　　　　｀ ヽ__　 `- 　 ,し´
　　　　　　　／　　　　ヽ　　　　　　　　｀ヽー
　
　
　　　　　　　やらない夫が起き上がる気配がした。
　
　
. 
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　やらない夫が仕切り戸をわずかに開け、月の光を部屋に入れる。
　
　
　　　　　　　　　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　 ／　 　 　 　 ＼
.　　　　 　　　　 |　 　　　　　　　|
.　　　　　 　　　 |　　　 　 　 　 │　　　　　　……やる夫。
　　　　　　　　　 |　　　 　 　 　 |
.　　　　　　 　　　|　　　　 　 　 |　　　　　　　頼みがある。
.　　　　　　　 　　ヽ　　　　　　/
　　　　　　　　　　 ヽ　 　　　/∩
　　　　　　　　　　　.> 　　　<｀　}
　　　　　　　　　　　|. 　 　 　｀ヽl
　　　　　　　　　　　|　　　　 |ヽノ
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／―　―　＼
　　　　　　／（●） 　（●） ＼
　　　　 ／　 　（__人__） 　 　 ＼
　 　 　 |　　　　｀ ⌒´　　 　　　|
　 　　 　＼　　　　 　 　　　　／
　 　 　 　 ／　　　　　　　　　＼　　　　　　　 何や。
　 　　 　 |　　　・　　　　・ 　 　 ）
.　　　　　|　　|　 　 　 　　 /　 /
　　 　 　 | 　 |　　　　 　 /　 / |
　　 　 　 |　　|　　　 　 /　 / 　|
　 　 　 (YYYヾ　　Y　(YYYヽ　|
　　 　　（_＿＿ノ-'-（'＿＿_）_ﾉ
　
　
　　　　　　　　やる夫も身体を起こして布団に座った。
　
　
. 
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　　　　　　　 .／￣￣＼
　　　　　　.／　　　　　　＼
　　　　　　|　　 　 　 ー '. ｀i
　　　　　　|　　　 　 （ ●） .）
　　　　　　|.　　　　　 （__人）　　　　　私、鈴三屋に
　　　　　　|　　　　　 　`⌒i
　　　　　　ヽ.　 　 　 　　 ﾉ　　　　　　養子に行こうと思う。
　　　　　　　ヽ　　 　 　ノ
　　　　 　　　 .>　　　 <
　　　　　　　　|　　　　 |
　　　　　　 　 |　　　　 |
　
　
　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　 　　　／ノ 　 ヽ､_＼
　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼
　　　 ／　　　 （__人__）　　　＼　　　　　ええっ！？
　　　 |　　　ヽ　|!!il|!|!l|　/　　　|
　　　 ＼　　　　|ｪｪｪｪ| 　 　 ／
　
　
. 
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼　　　　　　　何でや！？
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　　養子の話が出た三年前ならともかく、
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　 もう店も焼けてしもた鈴三屋はんに
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/　　　　　何で今さら養子に行くんや！？
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　／　 　 　 　 ＼
　　　　　　|　　 　 　 _ノ　ヽ､
　　　　　.　|　 　 　 （● ） ､!
　　　　　　 |　　　 　　（__ﾉ_）　　　　　　　せやから、や。
　　　　　.　 |　　　 　　｀⌒ﾉ
　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　.>　　　 <
　　　　　　　　|　　　　 |
　　　　　　　　|　　　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　 _ノ 　 ヽ＼　　　　　一人居った丁稚も里に去んだそうや。
　　　　　　　　|　　（ ●）（●）|
　　　 　 　 　 | 　　　（__人__）|　　　　　鈴三屋はんには、私はほんまに可愛がってもろうた。
　　　　　　 　 |　　　　｀ ⌒´）}
　　　　　　　　| 　 　 　 　 　 }　　　　　 私はふた親を早うに亡くしてるさかいに、
　　　　　　　　ヽ 　 　　　　　}
　　　　　　　　　ヽ　 　　　 /　　　　　　一層、それが身に沁みた。
　　　　　　　　　　| 　　''⌒ヽ
　　　　　　　　　　| 　 　ヽ　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　|　　　（ ●）（●）
　　　　　　　　.　|　　　　（__人__）　　　　　旦那さんやご寮さんが
　　　　　　　　　 |　　　　 ｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　.　 |　　　 　　　　 }　　　　　何もかも失くさはった今やからこそ、
　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　 私はあの人らの養子になりたい、思てる。
　　　　　　　　　　　.>　　　 <
　　　　　　　　　　　|　　　　 |
　　　　　　　　　 　 |　　　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）.　 （○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　u　　　 .｀ ⌒´　　 　 /　　/　 ／　 ／
　　　　＼　　　　　　　　　 　 /　 　'` ´ 　／　　　　　　　　　 やらない夫……
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ'
　
　
　　　　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 _⌒　 ＼　　　　　　　　　　それに、や。
　　　　　　　　|　　　（●）（ー）
　　　　　　　　|　　 ⌒（_,,人__） ﾎｼﾞﾎｼﾞ　　　　　もう焼けてしもた店なら、
　　　　　　　　|　　　∩ノ |;;;| }
　　　　　　　　|　　／＿ノ"' }　　　　　　　　　　 なんぼ商いの苦手な私でも
　　　　　　　 /ヽ/　　/　 　 }
　　　　　　　(　 ヽ　 /＿　ノ　　　　　　　　　　　よう潰さへんからな？
　　　　　　　7.ヽ＿_/　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やる夫もやらない夫も朗らかに笑う。
　
　
　　　　　　　　 　 　＿＿＿_
　　　　　　 　　　／_ノ　　ヽ_＼　　　　　　 わからんで？
　　　　　　　　／｡（⌒）　（⌒）｡＼
　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::::＼　　　 やらない夫やったら
　　　　　　 |　　　　 ヽr┬-/　　　　 |
　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　 ／　　　 そのぐらいやりそうや。
　
　
　　　　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　 　　｡（⌒）（⌒ ）｡　 　|
　　　　　　 　 　 （__人__）　　　　 |
　　　　　　 　 　 （｀⌒ ´　　　　　|　　　　　　　へへっ。
　　　　　　　　　　{　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　{　　 　 　 　 ﾉ
　　　　　　 __∩　 ヽ 　 　 　ノ
　　　　　　（ﾐんゝ､ ／　　 　 ヽ
　　　　　　　 　＼ '' ／|　　　　|
　
　
　そして、それぞれが互いに気付かれぬよう、手の甲で瞼を拭っていた。
　
　
. 
　

419   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:26:44 ID:1v3udkV.0
　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　神無月、吉日。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　　　　　　　　　　井川屋の奥座敷で、緊張した面持ちのやらない夫が両手をついてお辞儀をする。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（●）（● ）　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（__人__）　　　　 |　　　　　　　　　　　　旦那さん、番頭はん。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 （｀⌒ ´　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　　 { 　 　 　 　 　 |─､　　　　　　　　　　 長いこと、ほんまおおきに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{　　　　　 　 ﾉ　　 ｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ＿＿ 　ノ　　　　　 ＼　　　　　　　ありがとうさんでございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　 /＼ /　 /　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　 /　　/　 /, ──''　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂　ノ 　 ⊂　ノ(＿＿＿__ ^⊃
　
　
　
　　　　　　 　 　 　 ／:.:.:.:.:.:.:./:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.',:.:.:.:.:.:.､:.ヽ　　　　　　　　　　　　,:':.:.:.:.:.:.:.:.:.:／─── ==ミ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ
　　　　　　 　 　 ／:.:.:.:.:.:.,:.:./:.:.:l:.:,ｉ:.:.: ｉ: ',:.:.:',:.:.:.:.:.:.',:.:.:ヽ　　 　 　 　 　 　 ./:.:.:.:./:.:.: ィ 二二ｽ＿＿ __　ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾟ，
　　　　　　 　 . /:;:':.:.,:': :/: :.l:.:./l:.ハ:.:.:ﾄ､:',:.:.:',:.:.:.:.:.:.',:.:.:.:.ヽ　　　　　　　　 i:.:.:.:./:.:. /　ｨ :／　ﾉ:.:.:.:.:.:.:.:.:＼{:.:.:.:.:.:.:.､_:ﾑ
　　　　　　　　/ｲ:.:.:/:.: :ｉ:.:./l:/　!'　 ヾ:! ヾ!ヽ:.!ヽ:.:.: ::',:.:.:.:.:',　　　　　 　 ／⌒オ:.:./ ,/／　 'ｱ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.《 　 ｀　､
　　　　 　 　 /'/:.:.:.':.:.:.:ﾊ/. !'_＿,,..-' ヾ ゝ､__ﾞ:!　ヽ:.: :l:.:.:.:.:.l　　　 　 .／　 ′/:.:.:' .:/　　/ /:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼:.:.:.{　、 　 〉
　　　　　　　　l:.:.:.:.ｉ:.:.:.:ｉ'´￣　　　　　　　　　　￣｀ｉ: :l:.:.:.:.:.l　　　　　.＼/　 /}:./　|:|　 　 /:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.::.:.:.:.ハ:.:.､　＼/
　　　　　　 　 l:.:.:.:.:ヽ: :l　　　＿_　　 　 　 ＿　　　l:.:.!: :ｉ:.:.:l　　　　　　 廴__{:|:.|　 |:|　 ／:.:.､:.:.:.:.:.:.:. l:.:.:.:.:.:.:ﾊ:.ヽ. ＼廴「 ヽ
　　　　　　　　l:.ﾊ:',:.:.ヽ!　-――-　　　　-――-　}ｲ:.:.:l:.:ﾊ!　　　　　 　 ./ Y|:.|　 V ｲ:._ノV ヽ:.:.:.:.:.:.ト-- :.:.､ ＼!！ ＼!　 冫
　　　　　　　　!'　Ⅵ: :',｀　 　 　 　 　 ｉ　　　　 　 　 ｉ:.:.:ﾊ,'　!　　　　　　 .廴.| V　 ｨ:.:ﾊ:.:.|　`　 ＼:.:.:.| 　 ＼/　ｨ:|/:.∨ } ∨
　　　　　　　　　　{ ﾐ,:.:',　　　　　　　.:|　　　　　　　,':.:/ .}　　　　　　 　 .ﾊ:.:.|　　　|:.:l　V　　　　　＼l 　 ／　 １:|ヽ:.:.V廴{
　　　　　　　　　　 ､ヽ,:.',　　　　　 　 :!　　　　　　 ,':./ , ′　　　 　 　 ./　.-|　　　|:.ｃっ===ﾐ　　　　ｚ=/ 　 　 |:.| ∧:.|:厂ヽ
　　　　　　　　　　　＼ゝ',　　　　　　　　　　　　　,':/メ　　　　　　　　 　 /　|　　　ﾄ:.:| ／/／/／/／/{　　 　 |:.l":.:.:ﾘ:{
　　　　　　　　　　　　　ヾ:.､　　　ー ――　　　 ｲｲ/ 　 　 　 　 　 　 　 {/:iﾊ　 　,l:i:込、　　 ＿｀＿_　ヽ.　　ｲ|/:.:.:./:/　　　i
　　　　　　　　　　　　　　ヾ:ｉ ､ 　 　 ￣　　　 ｲ:/ .'　　　　　 　 　 　 　 .|i:// ゝ.ｲi:i:i:}:.父ト.　ゝ　__.ノ イ∧　　ハ:./:/　　　 :|
　　　　　　　　　　　　 　 　 :l　ヽ　　　 　 ／　l:'　　　　　　 　 　 　 　 ./|i≧=彡:i:i:i:/Y:.:.:!＼≧ｰ一　 .ｲ:.∧　 　 ﾏﾍ　　　 ￤
　　　　　　　　　　　　　　,-┤　　｀ー－'　　 ├-､　　　　　　 　 　 　 .圦i:i:i:i:i:i:i:i:イ　|:Ⅵ: |　 ￣￣ 　 j:.:/∧　　/i:i∧　　　|
　　　　　　　　　　　　　 /　ゝ､ 　 　 　 　 　 才　 ヽ　　　　　　　　　　{　 ￣￣　　　:|: : : :|ニニニニ.ｨ|/: {// イ:i:i:i:i:i}ヽ 　 !
　　　　　　 　 　 　 _,-'´ｉ　　　 ｀ヽ　　 　 ,-‐'　　　 ｉヽ､_　　　 　 　 　 i、　　　　　　 :|i : : :|　　　 　 　 |: : :ﾏi:i:i:i:i:i:i:i:/　　 ､ ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　やらない夫の左右では、鈴三屋夫妻が笑みを浮かべて座っていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　ダディが傍らのいく夫に苦笑する。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　何や、嫁に出すみたいやなあ。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　ほんまだすなあ。
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴三屋は涙声で礼を言う。
　
　
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::. ::::::::::. :::::::::. ヽ .::/　/　ﾄ､　　　　 ＼
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　::::::::::.　:::::::. k／l /　 .|　　　　　　 .)
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　 ::::::::::.　::::. ノl　|/　.:: l　　　　　　 /l
-,,_:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　.::::::::::::. .l／　.}:::. .: }ﾄ:|　　　　　　//　　 やらない夫のお陰で、
　　''''--,=,,,,,_::::::::::::::::::___:::=-=''" l ,,／|::,-.,/::...　　　　　/ }
"''''-<=/_ /　￣￣''''" ./,,,,,|--='''|"　 .ﾚ,- |:::::::::::..　　／ /　　　 私もこれも生きる張り合いが生まれました。
:::::::::;//::::/=,,,,,/,,,,,,=-''/:::::/l::::::　l:::　 .ﾄ::/ )::::::::::::::.／　/l
:::／,,,/:::/|::::::::::::::: 　 /l:::::/,,,|:::: /:::　 .|:/./:::::::::／"　 ./ |　　　　 お許し頂いた井川屋はんには…
/_: : |::./､|::::::/:::::　 ./-|:/": ::|::/:|:::: .|.|_./:::,::::/／　　/　 l
""''-|/、:|:::/|::::: , .//,-l-'''''"l/"'|::　l.|::::::/-"::::::　　ﾉ　　}　　　　 ほんま…何とお礼を言うてええのか……
:::::::::::::": :l/:::l:: /l/: : :::::::::::::::::::" l:..//:::/l:::::::::::　／　 /"
: : : : : : : : : ::|:/: : : : : : : : :　　　 |/:':::(:::::::::　　 ／ ／/
: : : : : : : : : : :l: 　: : : : : :　　　／l::::/＾l::::::::..::　....::/　l
: : : : : : : : : :::::l:　: : : :　　　／:::／へ::::::::..　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::/ 　 　 ＿＿＿　　 　 ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/::::::::::::::／￣/:::::::::::::/,､＜゛´:::::::::::::::::::｀`＞､,　ﾍ
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /:::::::::::／ .／/:::::::::::::/:::::::::::::::::::::::::::/:::::::::::::::::::::＼ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 /::::::::／ 　/　/:::::::::::::/::::::::::::::::::／::::/:::::::::::::::::::}:::::::::ヾ,
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /:::::::〈　　./　/:::::::::::::/::::::＞''::／}::::::/:::::::::::::::::::/::::::::::::ﾍi
　　　　　　　　　　　　　　　　/:::::::::::::〉､/　 i:::::::::::::::{＞''/:／-:7一/!::::::::::::::::::/:::::::::::::::::|i!
　　　　　　　　　　　　 　 　 /::::::::::::/　 ゝ､ィ::::::::::::才＞＜.,　/::／ j:::::::::iト､:/|:::::::::::::::::::|:!
　　　　　　　　　　　　　　　'::::::::::::/　 ｲ　 ,ｲ::::::::::::::と癶.,,,ソヘ´　/::::／/:::/ ト::::/::::::::::::|::
　　　　　　　　　　　　　　 i:::::::::::/　 //　 ;::|:::::::::::::○　　 ｀＼＼ムイ ./／　|::::/:::::::::::::::|::ｉ
　　　　　　　　　　　　　　 |::/|::/　 // 　/:::|:::::::::::::iｏ　＼＼＼＼＼≠ォｚ:､':::/::::::::/:::::/:::|
　　　　　　　　　　　　　　 |/ |〈　 //　 /:::::|:::::::::::::| ＼＼＼＼＼＼｀ｰ-'つ／:::::／:::::/::::::|
　　　　　　　　　　　　　　 |　|ﾊ｀`:/___/:::::::|::::::::i|:::| ＼＼＼＼＼＼＼　О::/／::::::::/.∨:::}
　　　　　　　　　　　　 _＿＿|__}:::ハ::::i|:::::::|::::::::||:::!　 r　‐- ､ _＼＼＼ ｏ:::/:::::::::::::/ |. ∨,'
　　　　　　　　　　　　　　＼＼∨ﾞ''弋{∨:::|:::::::| |::!　 ｀¨　‐-　 ア　　.ノ::::/:::::::::::::/　|　 V
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼　　　 ￣∨:::| .|i ＼　　　 　 　 ,.､＜:::::/:::::::::::::/　 |／/
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　 Ｖ|ー--ミ＞-　''"ﾞ´::::::::::::::/::::::::::／ー-|:::/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼　　 　 ＼　 　 ｀`ﾍ＼:::／|:::::;イ:::::::／::|　 |i. ∨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　＼二二∧　＼ }／/:::／/:::/|　 |:|　ﾍ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼　　　　＼　　 ﾍ.　　＼,'／ ./／　|　 | |　 ﾍ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご寮さんは手をついたまま肩を震わせていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 _,ノ　｀⌒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 ｜　 　.（ ⌒）（⌒）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　　　 　　 　 　 　 ｜ 　　　（___人__）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 |　　　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 .|　　　　　 　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　 　　 人､ 　　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,ｲ:. ﾄ､ヽ、 __ ,_ ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,. -ｰｰ -‐ ´:::::::::::::::::::::::::::::7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／..::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ﾒ、
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　　　　　　　　　　　/: : : : : : : :/: : : /: : ,ｨ: /l: : : l: : |: : : : : : ::ヽ　　　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.:.:／:.:./　　 -──=ミ:.:＼
　　　　　　　　　 　;´: : : : : : : /: : ／|／ .|/ .!: : /i: : !: l: : : : : :丶　　　 　 　 　 .':.:.:.:.:.:.:.:.:./:.:.:.:/／:/:.:.:.:.:.:.}:.:.:.:.､＼:.ヽ
　　　　　　　　　 .i: : : : :|: : : : |／　　　　　　|／　| /|: :|: : i: : : :ﾞヽ 　 　 　 　 ./:.:. ──ｫ':.:.:.: ｲ:.:.: |:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:}:.}:.:.ヽ:.:.
　　　　　　　　　 i: : : : ::i: : : ::/ ´￣￣￣`''''　　　´　ヽ|: : | .|: :丶 　 　 　 　 .':.:.:{_／--１:.:.:/:.{:.:.:.:.!:.:.:.:./:i:.:.:.:/:.ﾑ:.:.:.}:.:.:.
　　　　　　　　　 |: : : :,-ﾘ: : : |　 "疋;:ｿ`　　　 　'`'-､_.i: : |: |:.　　　　 　 　 ./:.:.／く　　ｲ:.:. 1:.ﾊ:._:.:l:.:.:./　l:.:.ｲ:./ }:.:./:.:.:.:!
　　　　　　　　　 .|: : :/-､',: : |　　　　　　　　　, f:ﾃﾘ` /: : |: i丶　　　　 　 .,':／.ィ:.:./∨:|:.:.:l:|:.| l:.:.「}:.メ､　l/ l:/　i:.:ﾊ:.:!:. |
　　　　　　　　　 .ｿ､::l,.( _ ﾘ､:|　　　　　　　　　l .｀ 　 /l: :/| i　　　　　　　.:./ /:.:.:.:/ /:.: |:.:.从:{ |:/ ′　　/　/ z=!ｨ: |:.|:.:.|
　　　　　　 　 　 　 ,|::＼__ ヽ|　　　　　 　　 　, 　　 //|/ |/　　 　 　 　 .':.Ⅳ:.:.:.:/ /: レ|:.:.:.|ハ　x===ミ 　 　 、 |:ｌ:.:|:.|:.:.|
　　　　　　　　　　　 ﾘl: ::| |　　　　　　 　　 　′　 //　　　　　　 　 　 /:ｉ:.|:.:.:.:.〈 /:.:.:{　|:.:.:.|　 　 　 　 　 　 __'　从:.|:.川{
　　　　　　　　　　　　 l::|ﾘ ヽ　　　 ` ― - 、　　 //　　　 　 　 　 　 .':.: |:.|:.:.:.:.:i:.:.:.:.人_|:.:.:.|　　　　　　「￣У ｲ:.:..:.jｲ:ソ
　　　　　　　　　　　　 ,ﾘ　　 `､　　　　`"　 　 ／ﾘ　　　　　　.　　 　 {:/ 从:.:.:.:.l:.:.:/:.／|:.:.:.ト ．　　　　乂./〃:.l:.:..:.′
　　　　　　　　　,----亠--- ､_`.､　　　 　 ／　彡　　　　 　 　 　 　 ゝ　):.＼:.:!:.:／: :人:.: !　　　 　 　 　 ｲi: 「|:.:/{
　　　　 　　　 /／￣￣⌒`ヽ` ＼::`::-､,_, ´.　　　　　　　　　　　 　 　 　 Ⅵ　ｿ:ｲ : : : : : ＼〉、 　 ∧{: : : Ⅵ: リｲ i
　　　　 ,- ﾞ´ ￣￣＞-､_　　　　　＼::::｀::`-y.　　　　　　　　　　 　 　 　 　 rく: :i:i:iﾄ､: : : : : : ＼ 　 {　 Ｖ: : : i: |　 ハ
　 　　/::/　 ∥ ./":::::::::::＼　　　　　＼::::z[].　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／⌒ヽ: : i:i:ｉﾄ､: : : : : : ＼　　/!: : : i: |　,　∧
　　 /::::::|　 ∥ /::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　 `､::{|. 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　 ＼: : i:i:iﾄ､: : : : : : }「／!: : : i: | /　　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やらない夫は、新しいふた親と肩を並べて井川屋を出ていった。
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　　　　　　　ダディ、いく夫、やる夫と、新しく雇い入れた女衆でそれを見送る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　 ／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
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　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　 ／）　　　　　　　　　　　　　　　　　 , ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
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　　　　　　　　　　　　　井川屋を去っていくやらない夫。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　./　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　.l　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　 　 　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　 .l　　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.)　　　　 __,,..／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＝＝=､_〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　.ｉ　　　　　　　､　　　 . l
　　　　　　　　　　　　　　　.l ｉ　　 　 　 　 l　　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　l .l　　　　　 　 l　　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　l　l　　　　 　 . l　　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　l　l　　　　 　 . l　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　l　.l　　　　　　 ､　　　.ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ .l　　　　　　 ヽ　　　ヽ
　
　
　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　 ＼ ,　, ／＼
　　　　　／　 　 （●）　 （●） ＼
　　　 　 |　　 　 　 （__人__）　　　|　　　　　 （私も……）
　　　　　＼　 　 　 ` ⌒ ´　　,／
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　＼　　　　　 （やる、やるで、やらない夫！）
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
　
　
　　　　　　　　　　　その背中を見ながら、やる夫は強く拳を握った。
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　　　　　　　やらない夫が去って、数日が過ぎた夜。
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　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／＼ 　 ／＼
　　　　　　／（●） 　（●） ＼
　　　　 ／　 　（__人__） 　 　 ＼
　 　 　 |　　　　｀ ⌒´　　 　　　|
　 　　 　＼　　　　 　 　　　　／
　 　 　 　 ／　　　　　　　　　＼
　 　　 　 |　　　・　　　　・ 　 　 ）　　　　旦那さん、番頭はん。
.　　　　　|　　|　 　 　 　　 /　 /
　　 　 　 | 　 |　　　　 　 /　 / |
　　 　 　 |　　|　　　 　 /　 / 　|
　 　 　 (YYYヾ　　Y　(YYYヽ　|
　　 　　（_＿＿ノ-'-（'＿＿_）_ﾉ
　
　
　　　　やる夫は、ダディといく夫の前に手をついて座った。
　
　
. 
　

431   ◆8epcM/V4rs 2014/04/12(土) 11:29:41 ID:1v3udkV.0
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　何や、やる夫。
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 また改まって。
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ＼　　 ／＼　　　　　　 へえ。
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　 お二人にご相談したいことがおます。
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
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.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　 何処ぞへ養子に行きたい、とでも
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　言い出すのと違いますやろな？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は一気に声を絞り出した。
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
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　　　　　　　　. 　 |（●）,.　 　 ､（●）､.:|　　　　　　　|::::/ ＼::::::::／ u.|::::|
　　　　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　 　 　 　 .|:::〉（ο）::（ο） 〈::::|
　　　　　　　　. 　 |u　 　 (＾ｰ＾> 　 ｡.::::| 　 　 　 　 .（@⌒（__人__）⌒　@）
　　　　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .:::／　　　　　　 　 | .u　|r┬-| 　 u　|
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.　　　　　　　＼　 ｀⌒ ´　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /´⌒ヾ　　　　 　 `ー
　
　
　　　　　　　　　　　主と番頭、二人同時に息を飲むのがわかった。
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　　　　　　　　　　　　　やる夫は板敷に額を擦り付ける。
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ　　　　お頼もうします。
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／　-‐'　　'ｰ- 　 ＼
　　　　　　　　　|　（●）,(､_,)､（●） :::|
　　　　　　　　　| 　 　 /,.ｰ-‐､i　　:::::|
　　　　　　　　　| 　 　 //⌒ヽヽ　　.::|　　　　　　　ええ加減にしなはれ！
　　　　　　　　　| 　　　ヽｰ-‐ノ　　:::::|
　　　　　　　　　 ＼　　　￣　　 ...::／
　　　　　　　　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　珍しくダディが声を荒げた。
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　 もう充分のはずや。
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 お前はん、一体何を考えてる。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　 旦那さんの言わはる通りや。
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　やる夫、お前はんの留守の間に、
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　またこの夏のような大火に巻き込まれたら、
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　どないするんだす。
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼　　　　　　　　　旦那さん、番頭はん、
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ　　　　 どうぞ堪忍してください。
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）　　　それでも私は、原村に行きとおます。
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　やる夫……
　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一度は諦めかけた道だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 /ﾉ　 ヽ､_　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　（ ●）（ ●）　　 　 　|
　　　　　　　　　　　 | {　.!　　)　 　 　 　 |.
　　　　　　　　　　　 |. ¨´ ｀¨´　　　　　 l.
　　　　　　　　　　.　 |　　　　　　　　　 /.
　　　　　　　　　　　　|　　　　　 　 　 /
　　　　　　　　　　　 　＼__　　　 　 （
　　　　　　　　　　　　　　 _）_ =＝＝＼
　　　　　　　　　　　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 　/　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　 |　　　　,　　　　　　　 i　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　 |　　 　 |　　　　　 　 l.|　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　 　|　　 　 l　　 　 　 　 | |　　　　　　　　　　　 　 ／　＼ ,　, ／ 　＼
　　　　　　　　　　　 　|　　 　 |.　　　 　 　 |. l　　　　　　　　 　 　 ／　 （●）　 （●） 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 l　　　　|　　　　　　 |.│　　　 　 　 　 　 　 |　　 　 （__人__）　　　 　|
　　　　　　　　　　　　/　　　 ﾉ　　　 　 　 |　|　　　　　　　　　　　 ＼ 　 　 ` ⌒ ´　　 　,／
　　　　　　　　　　　 / 　 　 /　　　　　 　 l /　　　　　　　　 　 　 　 ノ　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　（ヽ､__,/＿＿__ 　_＿,У　　　　　　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ 　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　 ヽ_ｨ　 __ __￣￣_￣_,|　 　 　 　 　 　 　 （ l　 l　 l　 l　l
　　　　　　　　　　　 ￤　 ￤　￤　j l　 　|　　　　　　 　 　 　 ヽ 　　　　　/
　
　
　しかし、身代を失った鈴三屋へ養子に入ったやらない夫の意気に、目を開かれる思いがした。
　
　
. 
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　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　　　　　 　 ＼　　　　　 （今、ここで諦めるわけにはいかへん）
　　　　　／　 　 　＼ ,　, ／　 ＼
　　　 　 |　 　 　 （ー）　 （ー）　 |　　　　（井川屋のため、亡うならはった翠家の旦那さんのため、
　　　　　＼　 u. 　 （__人__）　,／
　　　　　　ノ　　　　 ｀ ⌒´　　＼　　　　　辛い思いをしはった嬢さんのため、それに私自身のためにも、
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l　　　　　　諦めることは出来ひん！）
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
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　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼　　　　　　　　どうか…どうかお許しを！
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|　　　　　　　 私は許さへん。
　　　　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　　 どうあっても許しまへんで！
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　厳しい口調で言い捨てて、ダディは痛む足を引き摺りながら奥へと向かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　慌てていく夫もダディを追う。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　 だ、旦那さん！
　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　 やる夫、
　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　早う旦那さんにお詫びに行きなはれ！
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼　　　　　　…………
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　やる夫は板敷に額を押しつけたまま、動こうとしなかった。
　
　
. 
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　　翌日、まだ夜が明けきらぬうちに、やる夫はそっと店を出た。
　
　
　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　 （旦那さん、番頭はん……）
　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　（ほんまにすんまへん…………）
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　自分をおいて他に若い男の奉公人の居ない井川屋。
　
　　　七十四歳と五十九歳の二人を残して行くことは心底辛く、
　
　　　　　　申し訳のなさに胃の腑が捻じれる思いだった。
　
　
. 
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　やる夫は店に向かって深く一礼すると、迷いを振り切るように駆け出した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 .／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　＼　　 ／　＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 .／　　（●） 　（●）　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |　Ｕ　　（__人__）　 　 　|
　　　　　　　　　　　　　　 　 /￣ヽ＼　　　　 ｀⌒´　　　／　　,.r-､
　　　　　　　　　　　　　　　/　 　　　　　　　　　　　　⌒＼　　P{三）
　　　　　　　　　　　　　　 /ヽ/＾y　　　　　 　　　　/＼　　＼/＼ﾉ
　　　　　　　　　　　　　 (､､J　　 |　　　　　　　　/　　　ヽ　/　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　/　　　　　＼___/
　　　　　　　　　　　从从　　　（　　　　　 　　/
　　　　　　　　　　　Σ　 ヽ、　 へ 　　　　　＼
　　　　　　　　　　　Σ　 /　￣ 　　＼　　　　　＼
　　　　　　　　　　　Σ_ノ　＼､＿_ ／ ＼　　 　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼二フ
　
　
　　　　　胸の中で天満宮に手を合わせながら、ひたすらに前を目指した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
　







第八章 結実ひとつ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第八章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結実ひとつ
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　何？
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　井川屋の旦那さんのお許しを
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　 貰わずに出て来たのか？
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　　　　　／ ￣￣ ＼
　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ__ 　 ＼
　　　　　　　／（―） 　（― ） 　 ＼
　　　　　　　|.　　（_人＿）　　　u　|
　　　　　 　 .＼ 　 ｀⌒ ´　　 　 ,／　　　　　　へ、へえ……
　　　　　　　　/ 　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　./　l　　　,/　 /　　 i
　　　　　　　(＿) 　　(__ ノ 　 　 l
　　　　　　　／　　／　　　___ ,ノ
　　　　　　　!､＿__!､＿_＿＿_つ
　
　
　　　　　　　やる夫から事情を聞いた高和が呆れている。
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　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''ニ二￣　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　　 何とまあ……
.　　　 / 　　 ""　 　Ｕ　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::　　　　　　奉公人が主人に逆らう、なんてのは
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::
.　　　　 'ｰr‐-　 　　　　　 .ｨ　　　　l:::　　　　　　俺が若い時分には考えられないことだが……
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　　.|　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　　　 す、すんまへん……
　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫は申し訳なさげに身を縮める。
　
　　そのことを伏せて寒天場に立つことも出来たが、高和には話しておきたかった。
　
　
. 
　

473   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:07:38 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　と、高和がにやりと笑う。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　侍だったら、脱藩だな？
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　　　へっ？
　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　　　まあいいさ。
　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　旦那さんに納得していただけるような糸寒天を
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′　　　　　 作ればいいだけの話だ。
　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　 　 　 　 　 ＿＿＿
　 　 　 　 　 ／ ⌒　　⌒＼　　 _＿
　 　 　 　 ／　（⌒）　 （⌒） ＼〈〈〈 ヽ
　 　 　 ／ 　 ///（__人__）/// 〈⊃　 }
　 　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´ 　 　 |　　 |　　　　　　…へえ！
　　　　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　 ,/　　 /
　　　　　/⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨ 　 　 /　　　　　　　（高和はん…ありがとうさんだす……）
　　　　 / rｰ'ゝ　　　　　　　　　　 /
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　　　 ／
　　 　 |　ヽ〆　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　自分を力づけようとしてくれる高和の心づかいがありがたくてならなかった。
　
　
. 
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　　　　　その冬、常は積雪の少ない原村に、珍しく雪の舞う日が続いた。
　
　
　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　 _,,--⌒^``:､　　　　　　　ο
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　` 、ﾞ 　 ﾉ　／`;;;;;_ノ　　ο
　　 \　　i,／／´
　　 i　 　 ／
　　 i　　 |　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　°
　　 i　　 |ノ
　　/ο　i　　　　　　　ο
　　i　　　|
ｰ.^ﾉ､.......,iｰ.⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒^~⌒
　
　
　　　　　　凍結を遅らせるため、雪は寒天作りにとっては天敵である。
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　　　　　　　　棚場に立って空を見上げていた高和が首を横に振る。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　 ,,..-‐";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;` ､
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　　　　　　　　　　　　　 ∨/;;;;∠ク 　 i i;;;;;;;;;;;;;;
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　　　　　　　　皆が棚場の心太を片づけ、小屋に引き上げ始める。
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　　　　　　　　　　　　　　ふと、やる夫は足を止めて、雪を見上げた。
　
　
　　　　　　..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／　―　　-＼
　　　　　　.　　.　／　 （●） 　（●）
　　　　　　　　／　　　　 （__人__）　＼　　　　　　（細うにした寒天、この雪に晒したら、
　　　　　　　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|
　　　　　　.　　＼　　　　　 　　　　 ／　　　　　　　どななるのやろう……）
　　　　　　.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　　　　　　　／´　 　　　　　　　　　　ヽ
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.　　　　　　 ﾋﾆゝ､ ハ ヒ´_,.-'''"　　 　 　 .|
　　　　　　　ヾ-t''〉　;';;,,r'五ﾆ７　　　 r'^';|　　　　　　　おい、やる夫、
　　　　 　 　 /~~/　ｙ´ ~~""''-、　　　 タ i
　 　 　 　 　 ';　(　ﾉ　,_　　　　　;i　　 'ﾚ',ｲ　　　　　　　早く戻らないと凍えるぞ。
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　　　　　　　 　 '､　　　　　　　_,.-'　　　　　.|
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　　　　　　　　　　　　　　　　　仲間がやる夫に声をかける。
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　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 　／　　─　 　 ─＼　　　　　　へえ、すぐ戻ります！
　　　　　／　　　　⌒　　 ⌒　 ＼
　　　　　|　 　　 　 ,ﾉ(､_, )ヽ　 　 |　　　　（ま、ええか）
　　 　　 ＼　　 　　 ﾄｪｪｪｲ　 　／
　　 　 　 ／　　　_　ヽニｿ,　 く
　
　
　　　　やる夫は頭を振りながら小屋へと引き上げた。
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　　　　　　　　　小屋に引き上げると、皆が心太に黙々と釘で穴を開けていた。
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　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
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　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
. 
　

483   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:11:49 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 /;;;;;!ﾞ`''～^～ｧrr--'ﾞ`'~´''ﾗﾍ;;;;;;;;;;;!
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |;;;;;;l　　　　　从ﾘ　　　　　　 |;;;;;;;;;;|
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 .|;;;/　　　　　　ヽ　　　　　　　|;;;;;;;;;|
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |:::|∠ﾆ'＝=ｧ 　　 ､===＝ﾆゝ〉;;;;;;|
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 / |　'´.旬｀ヽ　　 :::::´ 旬｀丶 |/⌒.l
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 | r|　｀ ￣´'"l　　　` ｀￣´　 ´ ﾄ｀l.|
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l l .l　 　　　 l　　　　　　　　 　 > /＼
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 .ヽヽｌ　　　　.'　　　　　　　　　/　/|. 　＼
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 .｀/|　　　　ヽ　^,.- 、 ,.-、　l-'´ .|　　　',-,,_　　　　　　　　 干す前の心太に、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 _ -‐.../　ヽ　　 -=ﾆﾆ| 　 | |　 ヽ/　　. |　　　 ∨　"''-,,
　　　　　　　　　 _,-‐ "　 　 /　　lヽ　　　ー-|― | .ヽ―|　 /ヽ　　　　 ∨　　　　　　　　こう釘で穴を開けておくとな、
　　　　　.-‐ ''"´,,､-‐ ''" . ./　　　| . ＼　　 　l＿ |／|＿|　 |.、|　　　　 .∨
　　　　　./_,-‐ "　　　 　 /　　　　|.　 /⌒',--|.　 |　/　 |　/　/　　　　　 ∨　　　　　　 寒天の縮みが小さくなるんだ。
　　　　　l　　　　　 　 　 /　　　　　| ./⌒/ .＼|＿∨ 　 .し ｀/|　 　　　　　∨
　　　 　 l,,､-‐――――-‐''"｀"''ー-l. 　lヽ._., 　　　￣　　｀,' l　　　　　　　 ∨
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ￣￣ヽ＿_　 ヽ__|￣￣￣)　　　 　.,'./　　　　 　　　／
　　　　　　　 　 　 　 .￣￣ヽ　＼ .￣/⌒l￣￣´ ｀―――|/　　　 　 　 ／　＿
　　　　 　 　 　 　 .￣￣ l　. ヽ 　|　/￣´/ 　 ｀ヽ、　　　　.|―――― ´ー'"
　 　 　 ｀ヽ､._____,.,-,　 　 l 　 |―´　|ヽ-.´)　　 　 l　　 　　/
　 　 　 　 .l　　　　|　.ﾏ　..l ／　　　 ＼　　　　　　|　　,,.-'´
　　　　　　　　　　　｀― ´　 　　　　　　｀lー――´"'' 、
　　　　　　　　 　 　 　 .＼　　　　　　　　ヽ　　|　　　　｀ヽ､
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／三＿',!｀zx二 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ´ー¨‐｀　´ｰ¨‐''　＼　　　　　…ホンマだすか？
　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　 　 （__人__）　 　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　 　　´ﾆﾆ｀ 　　 ,／
　　　　　　　　　　　　　　 　 /⌒ヽ　 　 ー‐　 　ｨヽ
　
　
. 
　

484   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:12:20 ID:Cnt0v6QE0
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　　　　　　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
. 
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　　 　 　 　 ,.　-‐-─--　、
.　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 　 `ｰ､
　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }　　　　こっちの連中は面白いぜ？
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　元々は俺も美濃志摩屋で修行したことを
　 　 !∩|.}. '"旬ﾞ`　　 ./''旬 ` f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣　 |l.|　　　　そのまんまやってくつもりだったんだが、
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'　　　　　こいつら、そもそも寒天職人じゃなくて百姓だからな。
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ　　　　　　 こっちの思いもしないことを聞いてきやがるのさ。
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　/i 　 |!　　i　　　　　 :;::;:::::::ﾄ､ ヽｰ-
　│　.|　 i　l　　　　 ノ ,'　 　 :ｉ　 i
　ﾉ 　 |- ⊥.｣__　　 　 /_,.　-‐ |　 |
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|　　　　　聞かれて考えてみると、
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　確かに、と頷かされることも多い。
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　 そうしてるうちに、色々と工夫のしどころも出てきてな、
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|　　　　　　　こいつもその工夫のひとつなのさ。
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　話を聞かされたやる夫は考え込んだ。
　
　
..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　／　―　　-＼　　　　　　　　 （そうか……）
.　　.　／　 （●） 　（●）
　　／　　　　 （__人__）　＼　　　　　　 （思いついたことは何でも片っ端から試して、
　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|
.　　＼　　　　　 　　　　 ／　　　　　　　 そこから糸口をつかむんが
.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　／´　 　　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　高和はんのやり方なんや……）
　
　
　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　─　 　 ─＼
　　　／ 　　 （●） 　（●） ＼　　　　　 （さっきの雪に晒すやり方……）
　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |
　　　./　　　　 ∩ノ ⊃　　／　　　　　　（ちょっと試してみよか……）
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　その日の夜、やる夫はこっそりと棚場へ出向いた。
　
　　　　　　　　　　手には四角い心太の塊と天突き。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　 　─'　 ｀ー　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 |　　 （ー） 　（ー）　u.　|
　　　　　　　　　　　　　 ＼. 　　（__人__） 　　 ／
　　　　　　　　　　　　　 ／ ,＿_　＿_　.＿_　 , ヽ
　　　　　　　　　　　　　.| 　　　　　　　　　　　i_ _i
　　　　　　　　　　　　.（__ﾖ＝＝＝＝＝＝＝ｺ___｝
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　　 ノ ' 　ヽ､　　　＼
　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 （ー） 　（ー）　u 　|
　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　（__人__）　　　／
　　　　　　　　　　　　　　 /　　　｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　ヽ、二⌒)≠　　　 |　}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {＿_}（⌒ニノ
　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
　やる夫はよしずの上に心太を天突きで突いたものを広げていく。
　
　　　　　　　　　ここまでは慣れた作業だった。
　
　
. 
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　　　　　　　ｏ　　　　　　　ο　　　　　　　　　　　　　　｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾟ　　°　　　　　　　　Ｏ
　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡
　　　　　　　◯　　　　　　　　　　　o　　　　　　　°｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
　　　　　　　　　　　　ﾟ　　　　　　゜。　　　　　　　　　　　　　　　　◯
　　　。　　　　　　　　　　　　ﾟ　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　。°｡
　　　　　　　　　　　Ｏ　　　　　　　　　　°。
　　　　　　　　　　　　　　o　　　　ο　　　　　　　　｡　°　　　　　ｏ
　　　　ο　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
　　　　　　　　　｡°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｡　゜　　　　　　　　　　　ﾟ゜　o
　　　　　　　　　　ｏ　　　　　　　゜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ　　　　　｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◯　　　　　　　　　　　ﾟ°
　　　゜　　　　　　　　　　ｏ　　　　　　　　　　　　　　　　ο　　　　　　　　　　　　　Ｏ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｏ
　
　
　　牡丹雪が、今突いたばかりの心太の上にふわりふわりと降り積もっていく。
　
　
. 
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　　　　　　　　やる夫はそれをじっと見つめるだけで手は出さない。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼
　　　　　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼　　　　 （よっしゃ、これでええ）
　　 　 　 　 　 　 |　 （●）　 （●）　　　　|
　　　　　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／
　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　すっかり雪が心太を覆ってしまうまでやる夫はただ見つめていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　やがて雪は止み、原村の凍てが本領を発揮する。
　
　
　　　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　:::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::。:::::::::::::::..☆ . :: . 。 　: . ..　..:...。::::::::::。:::::::::::::::::::。::::::::::::::
　::::。::::::::::::::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::ﾟ:: : :　..:..　..　..:..　.｡.　. .: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。
　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｡:::::::::::::::: : :｡ ::..　｡.:　　. .　: :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　:::::::::::::::::::::｡:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾟ:::::::::::::::::::::::::::: :: : :　. . .　: :　..:。.: :::::::::::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::::::
　::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::。::::: 。:. ..　:☆. . : :::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::
　:::::::::::::::::::::::::::::. .☆ .:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::..:..　..　.:::.::...:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。::::::
　:::::::::::::::::::::::::::::::::..:..:::::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::::::::. . .　. 。.::::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::☆::::
　::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 　。.　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。:::::::::::::。::::::::::
　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: .　..: 　::::::::::::::::::::::。:::::::::::::::::::::::::::. .☆ .:::::::::::::::::::::::::。
　￣`''--､__,,,＿,,,,__,;;w--─--､＿__:::::::::::::。: . :.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::。::::::::::。::::::::::
　　 　　＿　 ___　 _＿__--─ｰ──~'''~`─-､.＿,,､w─''""￣ ￣￣`''--､__,,,＿,,,,__,;;ｰ-‐''''"~~~
　─''"~　 ￣　 ￣　　 ￣^ｰ-‐''''"~~~`‐-‐''~^ﾍ,,__,, ＿＿　　　　　　　　　　　　(;; ;: : 　　 ::::
　::::　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(;;; .; : :;;;::: ::;;;;;;::::::::::::::
　::::::::::　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(;;(;;;;;(;;;;;○;;;;;;;;;○;;;;;::::::::::
　::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(;;(;○;;;○;;;;);;;○::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(;;;;○ゞil/;;;;);;;;;)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　(;;;;| il|;;);;;;;;;;;
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身を切るような寒さ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‐　　 ─ 　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（　　（ ●）　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人__）　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　｀⌒´　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ｌ　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ　　　　　　　　　　 ＼
　
　
　心太に降り積もった雪が固く凍りつくのを確認して、やる夫は小屋に戻った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌朝。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　＼　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　　　-　　　○　　ー　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　|
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　　　　　　　　雪も無く、気持ちの良い晴天となった。
　
　
. 
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　　　　　　棟梁である高和の号令のもと、一斉に天出し作業が始まる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,..-―――-..,,
　　　　　　　　　..,,､;:::''::"::￣￣`-.､　　 　 　 　 　 　 　 .　　 　 　／:::::::::::::::::::::::::::::::＼
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　　　　　　　　　　　棚場の隅に昨夜の心太を見つけて高和が尋ねる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ
　　　　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　 ん？
　　　　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　やる夫、こいつはどうしたんだ？
　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼　　　　　　　 へえ、
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　 雪がかぶるままにしてみたんだす。
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　　　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ　　　　ほほう。
　　　　　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　 お前たち、雪の布団を着せてもらったんだな。
　　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′
　　　　　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　　　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |　　　　　　　へえ。
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　　　　まるで人に語りかけるような高和の物言いに、やる夫が笑みを浮かべる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　　　　 　 　 ＼
　　　　　　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼　　　　　寒天は水気を嫌うもんやさかい、
　　　　　　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |
　　　　　　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／　　　　　無駄に終わるかもしれんのだすが……
　　　　　　 ／ヽ 　 L⌒ ´
　　　　　　 　 　 ゝ 　ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　 いやいや、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　やってみなけりゃ分からんさ。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
. 
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　　お天道さまが昇り始めると、心太の周囲の雪からまず融け始める。
　
　
　　　 　 　 　 　 　 　 　i
　　 　　　　＼ 　 　 　 i
　　 　 　 　 　 ＼　　 |　　／
　　　　 　　　　　 ＼ 　／
　　　‐‐‐‐ｰ──　 ○　 -─
　　　 　 　 　 　 　 / 　＼.∧
　　　　　　　　／ /　 　 　∨　　／＼
　　　　　　 ／　/　　 　 　 　＼ |　 　|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　＼／
　　　　　　 　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　
　　　　　ﾆﾆ　　　　　　　　　　　　 ｰｰｰｰｰﾆﾆﾆﾆﾆ从　　　　　　　　从
　　　　　　　从　　　 　 ｒ ｚｚｚｚｚｚｚｚｚｚ┐　　　　　 从ﾐ　　　　　从　从从
　　　　　　彡ミﾐ　　　／＼＼＼＼＼＼＼ 爻乂 爻彡ミ　从　彡ミ 从　从
　　　　　　爻乂ミ ∠ ｒ‐┐;＼＼＼＼＼＼＼ｒ ｚｚｚｚ┐从 爻ﾐ 爻 彡ﾐ 彡ミ
　　　　　　爻,彳爻 |￣￣￣「「「「「「「「「「「「「 ＼＼＼＼ミ 爻ミ 爻乂ミ 爻ﾐ
　　　　　　爻 爻爻乂 田]　ll l l l l l l l l l l l | ￣「「「「「「从　从ミ　从爻从ミ
　　　　　　爻 乂乂乂爻 　 ll l l l l l l l l l l l |三]ｌ l l l l彡爻爻乂 乂ミ爻爻爻
　
　
　　雪がすっかり融けてから、中で凍てた心太が陽光の恩恵を受ける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　夜になると、また冷気に晒されて凍る。
　
　
　　｡ 　　　:::::　　　　　　　　　　　　*　　　　　　　　　　*
　　　　　 ::::;;::::　　｡　　　　　　　o　　　｡　　　　　　　o　　ﾟ　　ﾟ
　　　　　　:::::　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　｡
　　　ﾟ　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　　　　+
　* 　　　　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　;　　　;
　　　:::　　　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　` :　` ::　 :::;
　　　　　　　　　　　*　　　　::;;;:　　　　　　o　　　　　+　::　:::::
　::　　, 　　 ;　　　 ;　　::::;　:::::　　　　　　　　｡　　　　　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::
.　｡　　　　　　　o　　ﾟ　　　　　　　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　 　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ
　　　　　　｡　　　　　　　.　　　　　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::
　.　　　ﾟ　　　 ::　　　　　.　｡　　　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　　 　　　　　　*　　　　::;;;:
　　　* 　　　::;;::　　ﾟ　　;　　　　　　　*　　　　::;;;:　　　　　　 ;　　　 ;　　::::;
　　ﾟ　　　　　::;;;::　　　` :.　 ;　　　 ;　　::::;　　　　　　　　 　　　o　　ﾟ
o　　　　　+　::　　, 　　 ; 　　　o　　ﾟ　　　　　　　　　　　.　｡
　
　
　　　　　　　　　　　　　　夜に凍て、昼に乾く。
　
　　　　　　　　　　　そんな朝夕を繰り返すこと七日。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　
　　　　　　　　　麺ほどの太さだった心太は、細く、軽くなり、
　
　　　　　　よしずの上できらきらと輝く絹糸のような寒天となった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　それを水で戻し、軽く絞って鍋に入れて煮溶かす。
　
　
　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　 ／　　⌒　　　⌒　　 ＼
　　　 　 　 |　　 （●） 　（●）　　　|
　　　　　　 ＼ 　　（__人__）　　　／
　　　　　　 ／|｀ー‐‐--‐‐‐―'|＼　　　　　 （なんや今までと感じが違うな）
　　　　　　/＼|＿＿＿＿＿＿|| _,ヽ
　　　　　　< つ＼　　　　　　　,-し､)
　　　　―ヽｦ 　＼ニフ　　　`-"　――
　　　　　　　　[]（("￣｡￣￣ﾟ￣)）[]
　　　　　　　　　| `ー------―"|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　脇から鍋を覗き込んだ高和が嬉しそうに言う。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　　 綺麗に溶けたじゃないか、やる夫。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　　　へえ！
　　　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　やる夫も期待に胸を躍らせる。
　
　
. 
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　　　　　　　しばらく待ち、常温で固まったそれを指で押す。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !
　　　　 ／ :::::⌒（__人__）⌒:::::＼|　　 l
　　　　 |　　　　　|r┬-| 　 　 　 | 　／　　　 しっかり固まったみたいだす。
　　　　 ＼ 　 　　｀ ー'´ 　 　 ／／
　　　　　/　＿＿　 　　　　　　/
　　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
　
　
　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|　　　　　　 よし、切り分けてみよう。
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　高和が包丁を差し出す。
　
　
. 
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　　　　やる夫は高和から包丁を受け取り、固まった寒天を切り分ける。
　
　
　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　 ／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　　／ 　　 （○） 　（○） ＼
　　　　　　　|　 .u　 　 （__人__）　 　 |　　　　 どうぞ、高和はん。
　　　　　　　./　　　　 ∩ノ ⊃　　／
　　　　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　 おう。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　二人は切り分けた寒天を緊張の面持ちで口へと運ぶ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　寒天を口に入れ、咀嚼した瞬間、やる夫は瞠目した。
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　　　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼
　　　　　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼　　　　　　　 な、なんやこれ！
　　　　　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|
　　　　　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　　　　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　　　　　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　　　　　　 ,..-一ｰ''ﾞﾞ￣~ﾞ'''ｰ- ..、
　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;. ＼
　　　　 .,i";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.;;;ヽ
　　　　.|丶;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　l丶;;;;;;;/!ﾏﾀﾞﾞ'''!ﾞ'V┐;;;ii―=i,xri-､;;ヽ
　　　　|;;;;;;;;;;;,!　　　　　　 ﾞﾞ.!;lﾘ　 　　　.!;;; !
　　　　|;;;;;;;;;│rﾆ;; ..,、　　　!′　._.. -;;. !;;.l'
　　　　.ｌ;; ∴/　 ＿｀ﾞ''＝　 ''! -!「二..,　 l､!　　　　　　お、おい、やる夫、
　　　　 ］/'.ｌ.|　　 l ﾉ''　　　　.ﾉ .│.ﾉ　 .!､l
　　　　 ,!ﾞ .川　 ｀ﾞﾞﾞﾞ″－ 　│'''￣　　 l　l　　　　　　こいつは……
　　　　 ヽ ゝ　　　　　　　　　|　　　　　,!.|lﾞ
　　　　　.'Ｌヽ　 　 　 　 　 　 ,!　　　　 l./
　　　　　　ｌ'ｧ.ｌ　　　　　　゛.゛'　　　　　|’
　　　　　　.ﾘ　ヽ　　　 ｴﾆﾆﾆ‐. 　　 ,/
　　　　　 /'ﾞi　 .ヽ　　　 .......．　　　,┤
　　　　 /゛ .i′　 ＼　　　 　　　 / ; |｀'､
　._..-''ｱ　　ll　　ｌ　　.＼、 ." .,／;;;;;;;;l.ｌ　＼
｀　..　lﾞ　　.!|　　..ｌ　　　 .｀ﾞﾞ´　　;.,;;;;;;;| !　 .ﾞぐ- ..,,_
　
　
　　　　　　　　　　　　こちらの歯を押し返してくるような弾力。
　
　　　　　　　　無理に噛み締めるとぷりぷりとした食感が心地よい。
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　!　　:l　　　 　 　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |,.へ　 　.:ヽ　'/　 　,ﾍ }
　　　ﾚ-､{　ゞミ≡=ｧﾉj!}＝夭''´K
　　　!∩|.}　ﾞﾞ匈ﾞ` ...:::::/''匈 / f＾|　　　　 この、噛み応え……
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"〃　f::`￣　 |l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　こんな寒天、初めてだ……
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　　　!|　ヽ.　 　,∠ニ=　 　/
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　 た、高和はん……
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
. 
　

509   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:21:10 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,,..-―――‐-..,,_
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,..-''"::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀''-､
　　　　　　　　　　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　 　 　 　 　 　 　 /::::,..へ､:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　 　/::::/　　　｀^～ｧrr,.､_,,..-ｧ=彡ﾍ:::::::::::::::::',
　　　 　 　 　 　 　 /::::/　　 　 　 　 ,ﾘ|}　　　　 　 　 ヾ::::::::::::::i
.　　　　 　 　 　 　 l::::/　,ｨ圭fx.､ 　 　 　 　 　 　 　 　 i::::::::::::::l
　　　　　　　　 　 /´.l　　´￣ヾミﾒ､　　　　　 　 _,,,.､　 |::::::::::::,'
　　　　　 　 　 　 | h.|　　 '､・)｀ヽ｀｀　 ｨf斗芸圭斗ゝ .l::::::::::/
　　　　　 　 　 　 | リ|　　　 ￣ ‐' ヾ　′、´・)｀ヽ　　 ,'´｀.y'
　　　　　　　　　/::ヽ_| 　 　 　 　 .::}　　　 ` ￣ 　 　 .,'/、/　　　　　　　 すごいものを作りやがったな、やる夫。
.　　　　　 　 _,,..从ﾘﾘ,|　　　　　..:::/　　　　　　　i　　//ﾉ/
　　　　　r''"　　 / ./ l　　　　　 ヾ_ﾂ　　　　 　 U　/_／/､　　　　　　　　お前、やはりただもんじゃない。
　　　 _../　　　 /／　 ',　　　　, - ..,,_　 　 　 　 　 /::::::/　 ｀''-..,,_
_,,..-'" /　　　 /　　　　',　　　ヽ.＿＿ )　　　　　./i从ﾘ
　　　/　　　 /　　　 　 .＼　　　　　　　　　　 ／/ .|　∧
.　　/　　　　l　　　　 　 　 ＼　　　　　　　 ＜ ./　 |　 ∧
　 / 　 　 　 |　　　　　　　|　 ＼＿＿ ..＜　　/ 　 .|　　∧
. /　　 　 　 .|　　　　　　　|　　　　　　　　　 /　 　 |　　 .∧
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和が目を剥いてやる夫の肩を揺さぶる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はまだ半信半疑だった。
　
　
　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　 高和はん。
　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　この、この寒天でええんだすやろか？
　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|　　　　　いいも悪いもない。
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ　　　　　こんな寒天、少なくとも俺は知らない。
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ　　　　　どえらいことだ。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　　で、でも高和はん。
　　　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　 これは偶々出来たもんだす。
　　　　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　　これと一緒のもんが出来るかどうか……
　　　　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　 　 _,.．-ｰ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;=- ､,,
　　　　　　　　　　__.ィ´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;｀ヽ
　　　　　　　　　/　,ﾞ- .，;;;;;, -.，;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ﾊ
　　　　　　,,‐''''¨"" 　 /;;;;;/,,,,/l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;l
　 　 　 　 |　　　,.．-ﾆ-'´　　 .l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;l
　　　　 　 l　　 .:l /´　　　_.ィ´;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;,.．-ｰ､;;l
　　　　　　l　　.:y'　　.:/"　｀"''_,,.．-.''7ｰ''"´　　　 l;;;;!
.　　　 　 /　　 .'　　.::/;;　_.ィ´　　　 ./　　　　　　　l;;;;l
　　　　 /　 　 　 .::∠．'"　　_,.．-'"´　　　　 ,,,, -, l;;;;l
.　 　 ,r'　　　　 　´ 　 　 ,.ィ´,,,　　　, -‐ﾆニ",,,,,/ .l;;;, ､
　　 /　　　　　　　　　 <´////ヽ　ィ´"´ヒﾆ;ン　　ﾚ,,　l
.　 /　　　　　　　 　 　 　￣ ﾐ.，l　　　｀¨　 　　　 ﾘ"　,'　　　　　　　そう、そいつだ、やる夫。
　/　　　　　　　　 　 ./777　 //l　　　　　　　　　ﾚ　./
.″　　　　　　 　 　 ////l　 /'/,l　　　　　　　　 .l ／
　　　　　　　 　 　 /////｀¨///,　　　　　　　　 l'
　　　　　　　,.．-'" .l////////　 　 ''　　　　　/l
　　 　 　 ／　　　／!､////　 __　_　 　 　 　 /　ﾄ 、
　　　　 /　　　／////､//,　´ ..... ｀　　　　,ｲ　　ヽ ｀丶､
　　　.;;;l　　　////l//l/｀ ､　　　　　　 _.ィ´　 l:　　ヽ　　 ｀`''=''7
　　　,;;l ,.．''´//////ﾚl///`ｰ-　-‐'7/　　　 l;　　　ﾊ　　　　　ﾄ 、
　　,;;;;l'///////////l/l/////////,　 　 　 .l;　　　　l　　　　　ヽ ｀`
　 ,;;;;;l///////,l/////l/"/////ヽ// 　 　 /　　　　 l　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和の顔つきが変わる。
　
　
. 
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　　　　　　　／..:::::::::::::::::::::::::::..ヽ､
　　　　　 　(,､:::::::::::_::::＿,､::::::::::::::..ﾞ:、
　　　 　　　.l　｀ﾘ ´ 　　　 }::::::::::::::::::i
　　　　 　　._　　､＿＿,､ 〈:::::::_::::::::::|
　　　　　 　 !）　　ﾍﾗヾ´　ﾞ! /ﾍﾞ!::::::|
　　　　　 　.ｿ　　 ｀｀`　ｉ　 ｿ,iﾉﾉ::::::|
　　　　　　 ヽ,-　　　　 !　 ｼ_,ｲ､:::::l
　　　　 　　 　i＝=-　　　　ｲ　　 ヾﾍ
　　　　　 　　, ゝ.￣　 _,.ィ　 i　　　　　　　　　　糸口は、雪だな。
　　　　 　 , ´　 ﾞ'ーイｼ″　,
　　　　　/　　　、 ＼ヾ 　 /
　　　　　i　　　　｀　　＼,ﾒ--─
　　　　　ﾊ.　 y　　　　 /
　　　　/　　　i　　　　 ﾐ
　
　
　　 　　　＿＿＿_
　　　　／:::::::::　 u＼
　 　／ﾉ└ ＼,三_ノ＼　 　,∩__
　／:::::⌒（ ●）三（●）＼ fつuu
　|::::::::::::::::⌒（__人__）⌒　| | 　 |　　　　　　　　す、すぐ採ってきます！
　＼:::::::::　　 ｀ ⌒´ 　 ,／_ | 　 |
　　 ヽ　　　 　 　　 　 i　　　　丿
　 /(⌒)　　　　　 　　/￣￣´
　/　／　　　　　　　/
　
　
　　　　　　　　　やる夫は空の桶を下げて表に駆け出した。
　
　
. 
　

513   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:22:24 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　 ／＼　 ／ ＼
　　　　　　／（●）　（●.） ＼
　　　　 ／ 　　（__人__） 　 　 ＼
　　　　 |　　　 　 |::::::|　　　　　 .|
　　　　 ＼　　 　 l;;;;;;l　 　 　 ,／　　　　　　　　雪、採ってきました！
　　　 　 ／ヽ　 　`ｰ´ 　 ｨ⌒ヽ
　 　 　 rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ .)
　　　　ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,ヽ}
　　　　ヽ ヽ|　　　　　　　　ヽ_ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 よし、
　　　　 〉ﾞﾞ`'''Tjフ￣ 　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::
.　　　 / 　　,.‐'"　 　 　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::　　　　　 昨夜と同じことを試してみよう。
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::
.　　　　 'ｰr_‐; 　　　　　　 .ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
　　　　　　　　　　　　高和が心太を突き、やる夫がそれに雪を被せた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　深夜。
　
　
　　｡ 　　　:::::　　　　　　　　　　　　*　　　　　　　　　　*
　　　　　 ::::;;::::　　｡　　　　　　　o　　　｡　　　　　　　o　　ﾟ　　ﾟ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫と高和は棚場の寒天を見ていた。
　
　　　　　　　　　　一方に雪の布団を被せた心太、もう一方はただ突いただけの心太。
　
　
　　 　 ＼:r::: ::ﾊ: :ｌ　　　　　　 . ,ィ　__ ヽ . . . . . . . . - ､_: ::::: ::
　　 　 　 |:: :::l　ヽ{　 　 　　ィ≦ ‐' . . .. . . .. . . . . . . . . . ｀ヽ : :
　　 　 　 ヽ: :{　　 ＼ 　／／　　＿　_ . . . . . . .. . . . . . . . . . |: :::
　　　　　　 ＼l 　 　 ／／_ -_ニ-＝rｱ. . . . . . . . . . . . . . . . .l:: :
　　 　 　 　　 l＼_,ｲ／_ﾃ_ィ ‐^ヽ::_ノ'　 . . . . . . . . . . . . . . . . l: :
　　　　　　　　L 　 　 ´　　ヽ-　　　 　 　. . . . . . . . . . . . . . . .l:
　　　　 　 　　 ｀ヽ　　　　　　 　 　　　　　. . . . . . . . . . . . . . . .
　　　　　　　　　/　　　　　　 　 　　　 　 　. . . . . . . . . . . . . . . .
　　　 　 　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　. . . . . . . . . . . . . . .
.　　　 　 　　 /　　　　　　　　　　　　　　　　. . . . . . . . . . . . . . .　　　　　　 やる夫、こいつを見てみろ。
　　 　 　 　 /　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　. . . . . . . . . . . . . .
　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　 . . . . . . . . . . . . . .
.　　　　 ノ　 　_ 　　-ァ　　　　　　　　　　　　　. . . . . . . . . . . . .
　　　　ヽ=-ー　 ￣了　　　　　　　　　　　　　　. . . . . . . . . . . .
　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 　　 ＿　-‐　`　　　　　. . . . . . . . . . . .
　　　　 　　　　　　　 ｀` r　　　　　　　　　　　　　. . . . . . . . . . .
　　　　　　 　 　　 　 　　L_　　＿___　　　　　　　　. . . . . . . . . .
　　 　 　　 　 　 　 　　　 　T` ＝-'　　　　　　　　　. . . . . . . . .
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　　|　 U 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　　／| U ﾚ'/／)　　　　　 へえ、どっちもかちかちに凍ってます。
　　　　　　　　　　　　　　　γ⌒　　 　｀ ー'´　　　　ﾉ　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／
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　　　　　　　／..:::::::::::::::::::::::::::..ヽ､
　　　　　 　(,､:::::::::::_::::＿,､::::::::::::::..ﾞ:、
　　　 　　　.l　｀ﾘ ´ 　　　 }::::::::::::::::::i
　　　　 　　._　　､＿＿,､ 〈:::::::_::::::::::|
　　　　　 　 !）　　ﾍﾗヾ´　ﾞ! /ﾍﾞ!::::::|
　　　　　 　.ｿ　　 ｀｀`　ｉ　 ｿ,iﾉﾉ::::::|
　　　　　　 ヽ,-　　　　 !　 ｼ_,ｲ､:::::l　　　　　　　 そうだ。
　　　　 　　 　i＝=-　　　　ｲ　　 ヾﾍ
　　　　　 　　, ゝ.￣　 _,.ィ　 i　　　　　　　　　　　だが、このふたつには
　　　　 　 , ´　 ﾞ'ーイｼ″　,
　　　　　/　　　、 ＼ヾ 　 /　　　　　　　　　　　 なにか違いがある筈なんだ。
　　　　　i　　　　｀　　＼,ﾒ--─
　　　　　ﾊ.　 y　　　　 /
　　　　/　　　i　　　　 ﾐ
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　　　　 味、見てみます。
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　　　　　なんぞわかるかも知れへん。
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　　そう言って、やる夫は双方を口に入れて咀嚼する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　ふたつの心太には、はっきりとした違いが感じられた。
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　　　　＼　　　　　　　　高和はん！
　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　こっちの雪を被ってたほうは、
　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　まだ芯の方が凍ててまへん！
　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)　　　雪を被せてへんほうは芯までかっちかちだす！
　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　u.　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l ﾋ￢‐-　..,,,__.〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''T::jﾅ￣ 　.ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　　　なに！？
.　　　 / 　　,.‐'"　 　 　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　U　　　　　　　__／　:l::::
.　　　　 'ｰr_‐; 　　　　J 　 ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　ι　　 ／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
　　　　　　　　　　　　　　高和もやる夫に倣い、寒天を口に含む。
　
　
. 
　

519   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:25:17 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、得心したように頷く。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''ニ二￣　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　　　　そうか……
.　　　 / 　　 ""　 　Ｕ　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::　　　　　　　そういうことだったのか……
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::
.　　　　 'ｰr‐-　 　　　　　 .ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
　　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　　　　　高和はん！
　　　　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　　　　 なんぞ分からはったんだすか！？
　　　　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　　　　 |　　　　　　　　　　|
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|　　　　　いいか、やる夫。
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　 寒天は芯から凍ってしまってはダメなんだ。
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　 ／　　_丿;;;;ヽ_　＼
　　　／　　（○） ;; （○）　 ＼　　　　　　　どういうことだす？
　　　| 　　　　（__人__）　　u　.|
　　　＼ 　　　　|i!|i!||　　　 ／
　　　／(<<<)　.｀⌒´（>>>）＼
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　 俺がこれまで作ってきたものもそうだが、
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　いい寒天って奴は、外の肌からゆっくりと凍って
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　できるもんなんだ。
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　／　　　　　　　 ＼
　　　　　　　/　　　 ─　　　─　ヽ　　　　　　外の肌から凍る……
　　　　　　　|　.u　 （○） 　（○）　|
　　　　　　　＼　　∩（__人/777／
　　　　　　　／　　（丶＿//// ＼
　
　
. 
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　　　　　　　 ,..-一ｰ''ﾞﾞ￣~ﾞ'''ｰ- ..、
　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;. ＼
　　　　 .,i";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.;;;ヽ
　　　　.|丶;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　l丶;;;;;;;/!ﾏﾀﾞﾞ'''!ﾞ'V┐;;;ii―=i,xri-､;;ヽ
　　　　|;;;;;;;;;;;,!　　　　　　 ﾞﾞ.!;lﾘ　 　　　.!;;; !　　　　　 そうだ。
　　　　|;;;;;;;;;│　 　 　 　 　 !′　　　　 .!;;.l'
　　　　.ｌ;; ∴/.｀-ﾆﾆ;;;;x，　 '　ｗr=ﾆ｀-'.|､!　　　　　　この糸寒天はそれで無くとも細いから、
　　　　 ］/'.ｌ.|　　　　 　　　　 " 　　　　 l､.!
　　　　 ,!ﾞ .川　 ｀”´丶　　　│.''￣´　 .l　l　　　　　　どうやったって芯から凍ってしまう。
　　　　 ヽ ゝ　　　 　 　 　 　 |　　　　　!.|lﾞ
　　　　　.'Ｌヽ　　　　　　　　　,　　　　 lﾞ/　　　　　　　だが、雪を被せることで芯が冷気から守られて
　　　　　　ｌ'ｧ.ｌ　　　　　　 .゛.'"　　　　.|’
　　　　　　.ﾘ　ヽ　　　　.-- -- 　 　 ,/　　　　　　　　 肌から凍ることが出来る。
　　　　　 /'ﾞi　 .ヽ　　　　 ..y．　　 .ﾉ|
　　　　 /゛ .i′　 ＼　　　 　　　 / ; |｀'､
　._..-''ｱ　　ll　　ｌ　　.＼、 ." .,／;;;;;;;;l.ｌ　＼
｀　..　lﾞ　　.!|　　..ｌ　　　 .｀ﾞﾞ´　　;.,;;;;;;;| !　 .ﾞぐ- ..,,_
　
　
　　　　　　　　　 　 　＿＿__
　　　　　　 　 　 　／　　　　＼
　　　　　.　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　.　　／　　　 ＼　　 ／　 ＼
　　　　　　　|　.u　　（●） 　（●） 　|　　　　　　　　 この雪が、守ってるんだすか……
　　　　　.　　＼　　　　（__人__）　 ／
　　　　　.　　　ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼
　　　　　　／´　 　　　　　　　　　 　ヽ
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　　もちろん、お前の考えた草割りがあっての話だがな。
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　あの腰と歯ごたえを生んだ理由は、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　雪を被せたことによる凍り方の違いにある、とみた。
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼　　　　　　　　 な、なるほど！
　　　　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　　　　（高和はん、たったこれだけのことで
　　　　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　 こないなことまでわかるやなんて……）
　　　　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　見つけた糸口をつぶさに観察し、理由を探る。
　
　　ただ一度の偶然を、永続する成果に変える ― 高和の底力を垣間見たように思った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和は難しい顔で続ける。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　問題は、雪だ。
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　このあたりじゃ、めったに雪が降ることは無い。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　 糸寒天を作り続ける条件が揃わない。
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　　　　 　／　（○）　（○）＼　　　　　　　　　　た、高和はん！
　　　　　／　　　（___人__）　　..＼
　　　　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　　　 雪やったら、作れます！
　　　　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　　　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　 　 !∩|.}　　‐┰　　 　.‐┰　f＾|　　　　　　雪を、作る？
　　　ｌ（( ﾞ′u　　　　 　 　 　 ..|l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　　 何をバカげたことを……
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　,---､　 　＼, 三_ノ ＼―、
　　　　 .l　　　ｌ　 （●） 　（●） ＼ |　　　　　バカげたことと違います！
　　　　 |　　 　|　 　 （__人__）　 　 | |
　　　　 .|　　　|　　　|!!il|!|!l|　　 ／ /　　　　　雪は、作れるんだす！！
　 　　　　ゝ　　　　　|ｪｪｪｪ|　　　ノ
　　　　　　＼　　　　　　　　　／
　　　　　　 /　　　　　　　　　 |
　　　　　　/　　　　　　　　　　|
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　　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　　　／　　　　 ＼　　　　　　　　 私が幼い頃に熱を出した時、
　　　　　　　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　　　　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼　　　　　　母親が氷を削って、
　　　　　　　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　　　　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　 雪にしてくれたことがおました！
　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　　　　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|　　　　　氷は刃物で削ると、
　　　　　　　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　　　　　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|　　　　　　　雪みたいになるんだす！
　
　
　　　　　　　 ,..-一ｰ''ﾞﾞ￣~ﾞ'''ｰ- ..、
　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;. ＼
　　　　 .,i";;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.;;;ヽ
　　　　.|丶;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　l丶;;;;;;;/!ﾏﾀﾞﾞ'''!ﾞ'V┐;;;ii―=i,xri-､;;ヽ
　　　　|;;;;;;;;;;;,!　　　　　　 ﾞﾞ.!;lﾘ　 　　　.!;;; !
　　　　|;;;;;;;;;│rﾆ;; ..,、　　　!′　._.. -;;. !;;.l'
　　　　.ｌ;; ∴/　 ＿｀ﾞ''＝　 ''! -!「二..,　 l､!　　　　　　そ、そうか、氷か！
　　　　 ］/'.ｌ.|　　 l ﾉ''　　　　.ﾉ .│.ﾉ　 .!､l
　　　　 ,!ﾞ .川　 ｀ﾞﾞﾞﾞ″－ 　│'''￣　　 l　l　　　　　　 氷だったら、
　　　　 ヽ ゝ　　　　　　　　　|　　　　　,!.|lﾞ
　　　　　.'Ｌヽ　 　 　 　 　 　 ,!　　　　 l./　　　　　　　真夜中に水桶を放り出しておけば
　　　　　　ｌ'ｧ.ｌ　　　　　　゛.゛'　　　　　|’
　　　　　　.ﾘ　ヽ　　　 ｴﾆﾆﾆ‐. 　　 ,/　　　　　　　　 いくらでも作れる！
　　　　　 /'ﾞi　 .ヽ　　　 .......．　　　,┤
　　　　 /゛ .i′　 ＼　　　 　　　 / ; |｀'､
　._..-''ｱ　　ll　　ｌ　　.＼、 ." .,／;;;;;;;;l.ｌ　＼
｀　..　lﾞ　　.!|　　..ｌ　　　 .｀ﾞﾞ´　　;.,;;;;;;;| !　 .ﾞぐ- ..,,_
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　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　：／＼:::::::::／＼：
　　　　　 ：／:::<◎>:::<◎>:::＼：
　　　　：／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼：　　　　（作れる……！）
　　　　：|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|：
　　　　：＼　　u 　　:::::　　　　　／：　　　　（あれと同じもんをもういっぺん！！）
　　　　：／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ：
　　　 ：/　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　その予感が身体中に満ちて、やる夫は膝ががくがくと震えだすのを感じた。
　
　
. 
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　　　　　　　　翌日から、やる夫と高和は桶を張った氷を手に、棚場に立った。
　
　予め削った氷を使うよりも、その場で削ってかける方が良い、というのは直ぐにわかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿_
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　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼　　　　　 　 .,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
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　　　　　　　　　　　　 ＼. 　　（__人__） 　　 ／
　　　　　　　　　　　　 ／ ,＿_　＿_　.＿_　 , ヽ
　　　　　　　　　　　　.| 　　　　　　　　　　　i_ _i
　　　　　　　　　　　.（__ﾖ＝＝＝＝＝＝＝ｺ___｝
　
　
　あとは、どういう状態の心太にかけるのか、どれほどの量をかけるのか、細かい試みを繰り返す。
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　　　　|　　 / ///（__人__）/// ＼　　　 : : : : : : : : :｀''‐､:∧　　 ￣　　 __,,,...-‐''''"´: : : : : : : : : :
　　　　!　　 !　　 　`Y⌒y'´　　　 | 　 　 : : : : : : : : : : : : ヽ∧　　　　　 ＼: : : : : : : : : : : : : : : : :
　　　　|　　 l 　　 　 ﾞー ′　　,／　 　 　 : : : : : : : : : : : :. <: ｀''‐--‐＜　 ＼: : : : : : : : : : : : : : :
　　　　|　　　ヽ　　　ー‐ 　 　ｨ　　 　 　 : : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : : : :| ヽ 　 ＼: : : : : : : : : : : : :
　　　　|　　　　　　　　　　/　 | 　 　 　 　 : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : :|　 |　　 <: : : : : : : : : : : : :
　　　　|　　　　　　　　　〆ヽ/　 　 　 　 : : : : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: :|　　　　　＼: : : : : : : : : : :
　　　　|　　　 　　　　　ヾ_ノ
　
　
　　　　　　　　そうやって、漸く、これならば、と思う手法を見いだしたのだった。
　
　
. 
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　　　　　　出来上がった寒天を煮溶かし、木箱に流し入れる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　　＼　 　／　　　＼
　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 （○） 　（○）　u 　|
　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　（__人__）　　　／
　　　　　　　　　　　　　　 /　　　｀⌒´　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　ヽ、二⌒)≠　　　 |　}
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {＿_}（⌒ニノ
　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ　　　　　　　やる夫、寒天は固める前に
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　一度濾した方がいいな。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　 そのほうが舌触りが滑らかになって
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､　　　　　　　　糸寒天の良さが引き立つぞ。
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
. 
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　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ　　　　　 へ、へえ！
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　高和の言葉に従い、目の細かい笊で寒天を漉す。
　
　
. 
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　　　　　　出来上がった寒天を切り分けて、高和と共に食す。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 __＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　＼
　　　　　　　　　　 　 ＿_　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､　　　　　　　　　　 　 |　 （●）　 （●）　　　　|
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、　　 　 　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､　　　　　　　　 　 ／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!　　　 　 　 　 ., '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　二人とも暫く無言で、ゆっくりと寒天を咀嚼する。
　
　
. 
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　　　　　　　　目を上げると、高和が嬉しそうに笑っている。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ　　　 やったな、やる夫！
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′
　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 _..．-――― - ､
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／ ／　　　 ﾞ＼_　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　 　 　 　 /ｃ（≡ ）　　（≡ｒぅ　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　/　o（　　人　　　） u　　 　 　 　 ﾍ
　　　　　　　　　　 　 　i　° Т´＿｀Т´　o° 　 　 　 　 ’
　　　　　　　　　　　 　 !　　 　 ` ⌒ "´　　　　　　　　　　 |
　　　　　　　　　　　　　＼　　　　￣ ´　 　 　 　 　 　 　 , ′
　　　　　　　　　　　　　　 >　　 　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　 - 一…　 ¨￣＼
　
　
　　　　　　　　　やる夫も笑みを返そうとして、ふいに目が潤む。
　
　　　　　　　　　　　涙が滲んで、高和の顔が見られなかった。
　
　
. 
　

536   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:33:51 ID:Cnt0v6QE0
　
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
　

537   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:34:57 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　前島浜を出た三十石船は、糸寒天を大切に抱えたやる夫を乗せて、天満八軒家を目指す。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 l|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ll
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,ll
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vx_z ´そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ll∨/＞K　　　　　 ｘ‐i
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll　Ｌ///∧　　 　 .ﾑ-1
.　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ll 　 Ⅳ//∧ 　 　 ﾑ'　!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈≧≦////∧　　_ﾑ'　l
.　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ll　 .Ⅳ////＞ ´.ﾑ'　.k
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ll　　.7/＞ .´ィ´.ﾑ'　 ﾑ.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 {ニニ´ｚ ≦　　＜ﾑ'　 .ﾑ∧
.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　=＝-‐　´　　 ﾑ'　　ﾑ//ヽ.
≧ｚｘ._　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾔ､　　　　　　　ﾑ'　　ﾑ///７　　　　　　　　　　　　　　　　 _.xz≦￣
　　　　　≧ ｚｘ　._　　　　　　　　　　　ﾔ＞､.　 　 　 ﾑ'　　ﾑ////　　　　　　　　　　　　　_.xz≦
　　　　　　　　　　　￣　｀"　　 　―--.`ｰ=≧ｘ　　ム'　　ﾑ//Ｚ＿＿　　　　　-‐　　´￣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ` ≧―ム'____,ﾑ＜´
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　　　　　　　　　やる夫は船に揺られながら、思いを巡らせていた。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼　　　　　　（早う、この糸寒天を
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　 旦那さんと番頭はんにお見せしたい）
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　（旦那さんと番頭はん、
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／　　　　　喜んでくれはるやろか？）
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　　　　　 　 ＼
　　　　　／　 　 　＼ ,　, ／　 ＼　　　　　　（翠家の旦那さんにも見ていただきたかった）
　　　 　 |　 　 　 （ー）　 （ー）　 |
　　　　　＼　 　 　 （__人__）　,／　　　　　　 （もし生きてはったら、
　　　　　　ノ　　　　 ｀ ⌒´　　＼
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ　　　　　　どんな料理を作らはったやろ）
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして、何より。
　
　
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　　　　　　　　／　　　　　f 　 fｊ　 　／: : : : : : : : : : ／: : : : : : : :ヽ丶､
　　　　　　　　　 l　　　 /´⊆※っ /: . : . : . : . : .:／ : : : : : : : :ﾊ: : :ヽ: :＼
　　　　　　　　　 ヽ　　ｊ 　　 ` 　 /: . : . : . : . :／: ; : ‐''´: : : :/　l : : : }: : : ヽ
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　　　　　　　　:.:.:.:.:/:.:ヽ　lJ　　 |:　:　:.丶､＼ 　 　 　 　 　 　///ノ:.:／
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　　　　　　　　:.:./-‐≦ヽヽ　　r､　}::　:　:　:　.　　　　　　　 ..ィ:::::::}
　　　　　　　　´〃　　　　 {　c X'' ヽ:　:　ヽ:.:__:_ .　　　, イ:.:.※:.:.:}
　　　　　　　　　ll　　 　 　 ヽ　ヾゝ　ト､　/:::::.:.:.:￣丁::l　ヽ: : : : ﾉ
　　　　　　　　　l!　　　　　　{　　　 ｀ヽ Yハ:::::.:.:.:.:.:.l: : |／{: .　〈
　　　　　　　　　|　　　　　　 ヽ　　fｊ　 }Z´斤＼:.:._:.:l: : .|　 ヽn, |
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　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　 ／　　 ＼ ,　, ／＼
　　　　　／　 　 （●）　 （●） ＼
　　　 　 |　　 　 　 （__人__）　　　|　 　 　 　 ｲﾄ　　　.ｲﾄ
　　　　　＼　 　 　 ` ⌒ ´　　,／　　　　　 （嬢さん、嬢さんとのお約束、
　　　　　　ノ　　　　　　　　　　＼
　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ　　　　　　果たすことがでけました）
　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l
　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
　
　
　　　　　　やる夫の胸を、誇らしさと安堵の思いが満たしていた。
　
　
. 
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　　　　　船が枚方に近づくと、灯りを灯した小舟が近付き、船頭が怒声を浴びせてくる。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　枚方名物「くらわんか舟」であった。
　
　
　　酒、喰らわんか！
　　　　　　　　　　　 ∧＿∧ 　 　 　 ┌┬┬┐
　　　　 _ l~~)　　　 （ﾟД ﾟ ；) 　 　 　 ├┼┼┤　　　ごぼう汁、喰いさらせ！
　 　 　 !ﾞi~~ 　　　（　　　 　）　 　 　 .├┼┼┤　　　　　　　　　　　　　 ∧＿∧ 　 　 　 ┌┬┬┐
　　　　 ｌ lﾞｰ-´- ､.,,｜ ｜ ｜　 /¨¨~j~￣--‐ |　　　　　　　_ l~~)　　　 （ﾟД ﾟ ；) 　 　 　 ├┼┼┤
　　　 .　l !　　　　　　 ~~¨''''　ー‐-‐'　　　　 7　　　　　　　 !ﾞi~~ 　　　（　　　 　）　 　 　 .├┼┼┤
　　　 ─i、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿,/　　　　　　　　ｌ lﾞｰ-´- ､.,,｜ ｜ ｜　 /¨¨~j~￣--‐ |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　l !　　　　　　 ~~¨''''　ー‐-‐'　　　　 7
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　─i、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿,/
　
　　　　　　　　　　　　　　　　飯、喰らわんか！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∧＿∧ 　 　 　 ┌┬┬┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _ l~~)　　　 （ﾟД ﾟ ；) 　 　 　 ├┼┼┤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !ﾞi~~ 　　　（　　　 　）　 　 　 .├┼┼┤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｌ lﾞｰ-´- ､.,,｜ ｜ ｜　 /¨¨~j~￣--‐ |
　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　l !　　　　　　 ~~¨''''　ー‐-‐'　　　　 7
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ─i、＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿,/
　
　
　　　　　　　当地の住民が小舟を寄せて、酒や飯を半ば強引に売りつける手法は、
　
　　　　　　　　　　　しかしこの地の風物詩として旅人に愛されている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫の隣に座った老女がか細い声を上げる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-‐……‐-
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　　　　　 　 　 / 　 / 人ヽ　ヽ　 ＞-r/ﾝ¨ヽ´_|ィｉ　　　 ﾏ'二ヽ. ﾉ　 ノ
　　　 　 　 　 .{　　（, -==≧‐く｀｢l. ｀/ ′／ヽ_ iﾍ　　　 ﾔ二ﾆV　 (ヽ
　　　　 　 　 .入　　iニニ二ﾍ　＼`/　　　-‐　 }　入　　ﾉ二ﾆﾆ}`ｰ-￣ヽ
　　　　　　　/_ノ 　 |ﾆﾆ二二ﾍ　　, 　 　 　 r ノ／ノγ´二二ニﾄ､ 　 ）　.）
　　　 　 γ´ ,ィ 千 lﾆ/ﾆ二二ﾍ爪　 　 　 .ﾉ'／　入{_二二ニニ| ヽ／／ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　しかし、とても相手の耳には届きそうにない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫は老女の代りに大声を上げる。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ　　　　あの、餡餅はそこにおますか！
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　 　 　 ／＼＿_／＼
　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　 　 |　○　　　 ○　　　|　　　　　餡餅はないわい！
　　　　　　　　　 　 | 　 　|￣|　　　　　.|
　　　　　　　　　　　＞.　/―ヽ 　　　ィ’
　
　
. 
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　　　　 　 ／＼＿_／＼
　　　　 ／　　　　　　　　＼　　　　　　餡餅はあらへんが、
　　　　 |　　　○　　　 ○　|
　　　　 |.　　　　　|￣|　 　 |　　　　　　羊羹やったらあるで！
　　　　 ヽ . 　 　 /―ヽ　ィ’
　
　
..　　　　　　＿＿＿_
　　　　　／　―　　-＼
.　　.　／　 （●） 　（●）
　　／　　　　 （__人__）　＼　　　　　　 羊羹……
　　|　　　　 　　｀ ⌒´　　　|
.　　＼　　　　　 　　　　 ／　　　　　　 （確か、旦那さんの好物や…）
.　　　ノ　　　　　　　　　＼
　／´　 　　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ,...:.:.:.:´⌒ｰ ミ､
　　　　　　　 　 　 ／: : : : : : : : : : : :ハ
　　　　　　　　　 /. . . . ./ . . . . . . . . . ﾊ
　　　　　　　　 ノ／ 　 ハ　 　 /トﾊ　　,i
　　　　　　　 / 乂　i　:! __Vヽ/ ｘ=ミ　 ,１
　　　　　　　　 {ﾊi　ヽ |'⌒ﾞ　　　　　}乂:|　　　　　　　　　 あ、ほなら私、
　　　　　　　　 　 ⅵ､ヽ　 　＿_　　 /　 |
　　　　　　　　 　 ﾉ く乂丶　ｰ ’ .イ.　.八　　　　　　　　　その羊羹をいただきまひょ。
　　　　　　　-一　　　ヾ／⌒ﾖ≦￢　　　＼
　　　　ｒ ´　　　 ／´⌒,}　 　 ﾍ＿ノ￣´⌒ヾ＼
　　　　|　　　.／: : : :∧､＿,厂＿{: : : {:/: : :∧　ヽ
　　　　i　　 く : : : : ∧､: :｀ラ=＜:}: : : ∨: : : ∧　 }
　　　　,}　　　∨:／ヽ___У＜_＞:}: : : : }: : : : :.ﾊ /
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼　　　　　　　　　　　 すんまへん！
　　　　　　　　　　 ／　　 ─　　 ― ヽ
　　　　　　　　　／ 　 　（ ●） 　（ ●）'　　　　　　　　　　こっちに羊羹ふたつ！
　　　　　　　　　|　 　 　 　 （__人__） 　　|
　　　　　　　　　＼　 　　 　 ｀ ⌒´ 　,／　　　　　　　　　（旦那さんへのお土産にしよ）
　　　　　　　　　／　　　　　　ー‐　　 ヽ
　
　
. 
　

546   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:39:25 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　　船頭がかごに蒸し羊羹をふたつ入れてこちらに差し出す。
　
　
　　　 　 　 　 ,、　　　　　　 _
　　　　　 　 /｜　　　 　 ／/
　　　　　　/ _⊥ ＿ _ ／　/
　　　　　/ ´O r‐┐Ｏ｀ヽ/
　　　 　 !　　　|　｜　｣｣_ l
　　　　　ヽ　 _|＿_|_　TT ﾉ　　　　　　　へえ、羊羹ふたつな！
　　　 　(´_｀　ー─ｧ- イ
　　　　　　｀ｌ　　　 し'´ l　　　　　　　　 銭はかごに入れてんか！
　　 　 　 　 |　　　　 　 |　_　 ,-、
　　 　 　 　 |　　　　 　 |´-二_ノ
　　 　 　 　 ｌ　r─‐-、 l
　　　　　　　｀´　　　 ｀′
　
　
　　　やる夫は老女と一つずつを取り合って、銭を入れる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　,,.. ,..-‐　''''''　‐-　､
　　　　　　　　 Y´/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾞヽ、
　　　　　　／⌒:::{::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ､
　　　　　〃::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヾ::､
　　　 ノ:.／:::::/::::::::i:::::::::::::::::::::::::::、_::::::::::::::::::::::ヽミ=-
　｀"'７:〃::::::/:::::::::::i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀ヽ、:.:.:.:.＼:.:.:',
　　 ｲ:/:::::::::i'.:.:.:.:.:.:弋.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼.:.:.:.:.::ヾ::ﾄ､
　''" V.:.:.:.:.:.{.:.:.:.:.:.:.:.:.＼.:.:.:.:.:.:.:.:＼ ＿.:.:.:.ﾞ:;.:.:.:.:.:.ヾ:.:':.､,_
　　　,'.:.:.:.:.:.:';.:.:.!.:ゝ、:.:.:ﾞヽ､弋__:'")､:.:.:.ヾ: :!:.:.人 : '; : : :.
　　 /::!:.:.:.:.:.:.':; ヾ､: :>、: : ｀ヾ､ ):ﾉz-≒::} :}､ : : ｀＞:、: :
　 彡: !: : : {: : :':;: :K: : ヾ:冬 ミ､:〈〆⌒｀):人 ミ､ ＼ ､:｀Y　　　　　 おおきに。
　　　 !: : : :':;:ヽ :'.;ヽ ,,z≠ ヾ)　)ﾉ　..::::::/ｲ::! )) :》 : :) :):ﾉ
　　.ノ{ :λ : ｀ミ、:: 彳..:::::..　　'　_,,.　 〃/i::}:( λゝ､　／
　 /:〃: : :ヽ、_ ､ :｀~':ミ、　　く"~ ﾉ　.((ｲヾﾘ:}}｀Tヾヽ( :(
　λ({　:｀''ー､:) ﾘ~''>‐ゝ、　　 ｀゛　 .イゞ::/〃:ﾉ ﾉ:ｲ､ :
　　｀)ヽ ;,,.: )ノ::7: 〈:ゞミ:';｀~゛>＝ "-‐‐､/:/／: ( : { :ヾ､
　　 r''"　 ,,..- ''｀''-= :　: }: ﾘ､__γ＿ .aｲ 《ヘｨ''"⌒::ヽ､
〆"　:／廴 〃⌒｀~"'''~ﾉノミ三三三彡{ : ＼::::::::::::::::::::'.
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　　　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼　　　　　　　 いえいえ。
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　　　やる夫は竹の皮に包んだ羊羹をそっと懐に入れる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それを見た老女が声を上げる。
　
　
　　　　　　、＿人
　　　　　 　）　　　　　　　 __r‐-､＿＿__
　　　　　＜、　　　　,..::'"´:::':::::::::ヽ::::::::::::｀"'::..、
　　　　　　　Y 　 ／.:.:.:.:.:.:.:.|:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼
　　　　　 　　 ., :' : : : : : : : :|: : : : : : : : ｀'　、 : : : : ' ,
　　　　　　　 /　　　　　 __ 」_,　　　 　､＿　＼　 　　';
　　　　　 　 /　 ／　 　／ 八.　　 | .∧＼ ｀　 ヽ　　　;.
　　　 　 　 ;　 ./ 　 　/／-=､ '､　 |/　ｧ=-ヽ.　;　　　　|
　　　 　 　 { 　|　 　 /7　んﾊ 　＼|　　ん.ﾊ ∨ 　　 } .;　　　　　　 あんさん、
　　　　　 　 '、|.　　 {八 弋_.r!　　　　 弋_.r! ﾉ　 　 / /
　　　　　　　 ヽﾍ、　'､ wxw　　 　,　　　wxw/　 ／ /　　　　　　　 そないなところ入れたら
　　　　　　　 } 　 ト､_,,.ゝ　　　　　＿　　　∠ イ　 八
　　　　　　　/　　;　 八　　 　　/´￣ヽ　u　八　 /　 ヽ._　　　　　　せっかくの羊羹がわやだすで。
　　　　　 ／　　/　 ; 　 ＞､　　 ,. 、　ﾉ　,.ｨ 　 |Y 　　　　｀ヽ
　　　 , '´　　.／　　l　（ 　　|＞// lヽ イ /　　;' |　 　 }　　　 ）
　　　 { 　　 （　　 ._」_＿＼ {,r//　;　r!-' }　　/_」＿_ノ　　　（
　　 　 、　　 ヽ／::::::::::::::| ヽ! ';'　 ;　||＿ﾊ／::::::::::::::::＼　　 ,ﾊ
　 　 　 ）　 　/::::::::::::::::::::| |::|　 　 　 .|　 :| |::::::::::::::::::::::::∨　　}
　 　 ／{　.／:::::::::::::::::::::::| |::|　　　　 ,ﾊく:| |:::::::::::::::::::::::::::＼ （
　　/　　、{:::::::::::::::::::::ヽ「￣｀ヽ--'"´「ヽ:::､∨::::::::::::::::::::::::::::}　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＿_＿__
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　―　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　／ノ　　( ●)　　 ＼
　　　　　　　　　　　　.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
　　　　　　　　　　　　.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　　　　　　へっ？
　　　　　　　　　　　　.　｜　　　　　　　　　/
　　　　　　　　　　　　　　＼＿　　　 　 _ノ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　/´　　　　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　.　　　 |　　/　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　＿...＿
　　　　　　　　　　 .　 ´:::::::::::::::::｀::.....､
　　　　　　　　　／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ
.　　　　　　　　ﾉ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 ,:'::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',::::::::!
　　 　 　 　 ,'::::ノ::::／::::::::::::::::ｨ:::::ハ::::::::::}::::::::i
.　　　　　 　{::/:::::/::::::::::::__::ノﾉ／ -}::::::::,'::::::::::}
　 　 　 　 　}:{::::::{::::::::／- ､　 　 　ﾉ::彡:::::::::::ﾉ
　　　　　　 ﾉ ﾞ:､ : : :/ィニヽ　　　 ,ﾆ 、.}:::::::::;'
　　　　　　( : : : ): :人´.:::::　　 , 　⌒ヾﾉ : ;.ｲ　　　　　　　　　　 蒸した羊羹は水気が多いよって、
.　　 　 　 ノ: : :メ : : : ) 　　　__　 .::::／: : (:人
　　　,,.-''" ,..:':::::::)::／ ヽ.　（　ﾉ　　(: :从ﾉ: : :ヽ　　　　　　　　　それで無うても日持ちがせえしまへんのや。
　　(　 ｒ.::::::::::::::::::"::ヽ: : )､.　　, .イ jﾉ : : : : : : :)
　　)　 iﾐ, '⌒ヽ__::}}:::::)ノ ,,＿´>:!!::ー-.,　　　./{　　　　　　　　　さ、これに包んで
. ／　/ノ　　　 　｀ヽ::::::i::::::::::::::::ヾ!!:::::::::＼ 　　ヽ　　 ﾉi
/　 .Y 　 ﾉ_　　　　 }:::::{＝===＝}.!!::::::::::::::l　ヽ　｀ー'´ﾉ　　　　 腰にぶら下げといたらよろしおます。
　 /::ゝイ　｀ヽ　　　|:::::}　　 ,,...-"}:ヾ:::::::::::ﾉ　　ヾ'ー'´
_ノ／/:::{　､　　　　 |::::{＞＜,　 ,,..{:::::i＝".　　　 ',
:::{:::::{:::八　 l　l　ｌ　i:::::}　,,...-"''-..,}:::::}::/　!　　　.{
::::::::::!:::::ﾊ.　l　l　l　};::::{"　　　 ,,..ﾉ::::ﾉ/　 i ',　　　＼
ヽ:::::::'ﾒ,:::::､ﾉ　l　し'.:"::}｀＞＜,.,/:／:i　　ﾉ. ',　　　　ヽ
/ ＼/:::ヾ::::ヽﾉ､ﾉ.::::::::::{'´　　 ./:/><{.　 i　　',　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　そう言うと、袂から風呂敷をだしてやる夫に差し出す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　　 い、いや、そんな、
　　　　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　　 滅相な……
　　　　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　　　　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,,...__,,,...,,_
　　　　　　　　　　　　　　　,,..::''":::::::::::::::::::::::＞...、
　　　　　　　 　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾞヽ、
　　　　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　/:::::::::::::::::::::::::/::::::::::::::::::::::::＼:::::::::::ﾊ
　　　　　　　　　　 j!:.:.:.:.／:.:./:.:./.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ:.:.:.:ヽ:.:.:.:.:.i
　　　　　　　　　　/:.:.:.:/:.:.:.:/:.:.:i:.:.:{:.:.:.:.:ﾊ.:.:.:.:.:ﾞ;.:.:.:.:ﾍ.:.:.:.:.i
　　　　　　　　　 /:.:.:.:.i.:..:.:/.:.{:.:i:.:i:.i.:.:.:.:.:.}:.:ト､:.:}:.:i:.:.:.}:.:.:.:.:i
　　　　　　　　　/.:.:./:.{:.{:.:ﾄ{:A::{从:.:.:.:.:.:.j ﾘ‐-jﾊ:.:}:.:.j!:.:.:.:.:.i
　　　　　　　 ／/: :/: :i: : :{ﾑにｴ､ ゞ＼:.:ﾄxﾆ二,}ﾉ}: /: :i : : i　　　　　　 かめしまへん、
　　　　 ,...:''" _ノ: : : : 代 : ﾄ 込仞 　 　 ｿﾞ込多 >ﾉ/ﾞ): :i : : ﾄ､
　　　／　 ／ : : : : : : ゝY :ヽ　　　 　 　 　 　 ／,ィ／ : :i : : ﾞ、　　　　　もう使わへんもんですさかい。
　　〃　 /　　／ : : : : : ノ :ノ　　 　 .:!　　 　 弋(/ }: : :i: : : i　ゝ
　　{{　　{/　/　　　,..::''"　j }＼　　` :::　"　　∠`ﾐ`ヽ､i　　 ト､
　　 ﾞ､　 i　 {　　／　　　ノ r＜}`::....__ _...::＜{＞ヽ　＼＼　乂.
　　　}}　 ﾞ、 i　〃/　／　　 }　 ｀''ー---‐ '"　　/　ﾉ ﾊ　 Y　⌒
　 　 ﾉ　　ﾊ .i　i　i　｛　{　 「｀''ー---‐　'''"´　　〉 ( 　 } 　 }
‐ '''"　　/　} j__}　}-ｧ ''7":::ﾍ　　ー--‐　　　　/::`''ﾍ-{ 　 i~ﾞヾ
　　　／ __.../:::ノ ﾉ::/　/::::::::::ﾍミ＝=x===＝彡:::::::::::i弋　{ｰ-.､
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　　　　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　ほな、ありがとう使わせてもらいます。
　　　　　　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　　おおきに、ありがとうさんだす。
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　　　　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　　　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　　　　,.　-‐'''"´　　　　｀"'　､
　　　　　　　 ／　 ,. ‐''"´ヽ 　 　 　　 　＼
　　　　　　, '　 ／　　　　　　　　　!　　　 ハ
　　　　　 /　 /　　 ／　　,　 ,ﾊ　,ハ　　　|八
　　　　／ 　.,'　　./　-‐ｧ'| ./　|/ ‐-',.　 / 　 ＼
　　　'´ |　　,|　 　|　／ __ﾚ'　 　 __　.|／| .| 　 「`　　　　　いえいえ、
　　　　 ',　 八　　ﾚ-=＝､ 　　　ｧ＝=､ ｿ .|　　',
　　　　　':､ 　 ＼ |'"　　　　 ,　 　 　 "/　 |　　 ヽ.　　　　こちらこそありがとうさんだした。
　　　　　 ﾉ＼　 | ヽ、 　 　　　 　 　 / 　 ,ﾊ　　 　）
　　 　 ／ 　 /｀7 　,ハ　　`ー ' 　 ,ｲ 　 ,'　|　　 ,ﾊ
　　　/　　／　 !　人 ﾉ＞.､.,__,,. イ 人.　|　 !　／　!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ,...:.:.:.:´⌒ｰ ミ､
　　　　　　　 　 　 ／: : : : : : : : : : : :ハ
　　　　　　　　　 /. . . . ./ . . . . . . . . . ﾊ
　　　　　　　　 ノ／ 　 ハ　 　 /トﾊ　　,i
　　　　　　　 / 乂　i　:! __Vヽ/ ｘ=ミ　 ,１
　　　　　　　　 {ﾊi　ヽ |'⌒ﾞ　　　　　}乂:|　　　　　　　　　 感心だすなあ、
　　　　　　　　 　 ⅵ､ヽ　 　＿_　　 /　 |
　　　　　　　　 　 ﾉ く乂丶　ｰ ’ .イ.　.八　　　　　　　　　 お土産にしはるんだすか。
　　　　　　　-一　　　ヾ／⌒ﾖ≦￢　　　＼
　　　　ｒ ´　　　 ／´⌒,}　 　 ﾍ＿ノ￣´⌒ヾ＼　　　　　　私は口いやしいさかい、
　　　　|　　　.／: : : :∧､＿,厂＿{: : : {:/: : :∧　ヽ
　　　　i　　 く : : : : ∧､: :｀ラ=＜:}: : : ∨: : : ∧　 }　　　　 ここでいただかせてもらいます。
　　　　,}　　　∨:／ヽ___У＜_＞:}: : : : }: : : : :.ﾊ /
　　ｒ　´　　　 ／≦:__:／: {＞-＜i : : : ﾉ: : : : ／ L
　　{　　　 ,／-≠: ／｀ ー}＜.＞{:一< ≦≧ｆ　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　老女はそう言うと、嬉しそうに竹の皮の包みを開く。
　
　
. 
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　　　　しかし、中の羊羹を見るとあからさまにがっかりした様子を見せた。
　
　
　　　　　　　　 　　 -‐── ‐- 、
　 　 　 　 　 　／:::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　 /.::.::/::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.:ﾊ
　　　　　　　〃..:.ﾊ､..:..:..､ハﾉヽ:..:..:..:',　　　　　　　なんや、これ……
　　　　　　　ﾚ :.ﾉ ノ ヽ,ﾉ　｀ヽ ヽ:...:..:ﾊ
　　　　　 　 ヽ.:(　●　　　● （:.(..:...:..:）　　　　　　色わるいなあ……
　　　 　 　 　 ）ν⊃､_,､_,⊂⊃ν　　（
　　　　　　　（　 /⌒l,､ __,　イァ......、　 ）
　　　　　　　 ）ヽ::::::::/:|___/::::/::::::::::）　（
　　　　　　 （　 |::::::::l:::|><|::::::ヽ:::::ノ　 　 )
　
　
. 
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　　　　　　　　　　彼女は楊枝なども使わず、竹皮から直接口に運んだが、
　
　　　　　　　　　　　　　噛んで飲み込んだ途端、大きく肩を落とした。
　
　
　　　　　　　　　　　 ,,..　''"´￣￣￣｀'　　、
　　　　　　　　　,　'´　　　　　　　　 　　　　＼.
　　　 　 　　 ／　 　 ,　'"´　　　　 　　　 　 　 ':,
　　　　　　 / 　 　／　　　　.l　 　 , 　 ,ﾊ　 　　 ',.
　　　　　 ,ｲ 　　 ,'　 ／,　　 ﾊ､__/.!　/　　|　　　|
　　　 　 '´!　　　| _/イ | 　/　ﾚ'　 ﾚ'!　　.ﾉ! 　 　!
　　　　　　'、　　| /ﾚ'　|／　　‐‐''"/_,.イ　|　 　 |　　　　　 あきまへん。
　　　　　 　 ヽ　,ﾊ ‐‐''"　 　　　　"ﾞ | ヽ-､　　　|
　　　　　は 　 ｿ .|"　　　'　　 　　 ｒ､| | | !l　　 八　　　　　これはあきまへんわ。
　　　　　　ぁ （ /人　　　　ｒ‐ ､　　|　! ! ! !|　 （　　ヽ
　　,'´￣｀ヽ　　ｿ　　＞,､　　　 　 /　　 　/　　 ヽ
　　!　　 　 --‐'　 ,（　 　.＞ｒｧ'　,'　　　 /┐ ＿_ .',
　　' ､＿.ノ　（　　 ｿ＿ｒく ｰ'--l￣7ｰ‐ｒ'7/´:::::::::::｀ヽ.
　　　　　 　　 ｿ／´::::::|/::ヽ--'|:::;'::::::::;:::| |::::::::::::::::::::::
　　　　　　　//:::::::::::::/:::/::::::::::;}ｰ -- ‐ｧ/::::::::::::::::::::::::
　　　　　　 ,' .!::::::::､ﾚ':::;'＞-＜:|＼:::::／|／::::::::::::::::::::::'.
　
　
　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　　　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　　 ほんまだすか、
　　　　　　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　　　　　　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／　　　　　　　それは災難な。
　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　 　 　 　 　 　 ,.. ::::'::"´:::::::::｀`ァｰ::.､
　　　　　　,..::''´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾞ丶、
　 　 　 ,.::":::;::::;ｧ::::::::::::::::::::::::ﾞ:㍉､:::ヽ:::::::::::＼
　 　 ,.:':::::::;:’::/:::::::::::::::i:::::::::ヾ:::::::ﾞヾ:::::＼:::::::::ヽ
　　/ｧ':::::/;:::/:::::i:::;::::::i:ﾞト､ヾ::‘;::::::::ﾊ:::::::.:ヽ.:.:.:.:.ヽ
.　//.:;.:.:;';'.:/.:.:.:.}.:.l.:.:.:.:.:!　ヾ.:.:ﾊ.:.:.:.:.ｷ.:.:.:.:.:.＼.: : :ヽ.　　　　　　　　　あんさん、
..//.:/.:.:l.i.:.{.:.:.:.:,!.:.:|.:.:.:i.:l 　 ヾ.:.:}.i.:.:.:.:}＼.:.:.:. : ` ＜ﾐヽ
.ﾚ’.;’.:.:l.:!.:l.:.:.:.ﾘ.:.リ.:_,／ ＿ ∨!: }: : ﾘバ:ﾞヾ: : : : : ｀＞ゝz､.　　　　　そない不味い羊羹、
./.:.i.:.:.:.:l.:!.:|:.:-z: :/!.:./爪ｿ辷ﾞ斗:/ : ;}'!:}: :､ : `ｰ-ミ; : : : : ,.z,
レｲi:.:.:.:ﾄﾐ.l.:ﾉrヶくレ′　 ﾏ云ﾉ/! : /: : ﾄ;ﾊ:ヾ :＼: : : ￣: : : :　　　　　お土産にせんほうが宜しおますで。
　 ﾚi: : :|川ﾙl!代:ヽ　　 　 ﾞー'’ﾉ:メ: : : ﾊ: :! : ＼: `'-＜
　　㌧: :!ΝNiヾ 弋j　　　　　　 ｹ　 　 ,ﾚ’バ＿: :ﾞ:‐-:, _ 二　　　　　 もうここで食べてしまいなはれ。
　　　Ⅵ´＼!: : ヽ 　｀　 _,.　　　,’　　ノ'’ノ圭圭ミ丶　ヾ　＞
　　　　　 } リ: : :}ﾞ.ｘ、　　 　 ／| 　 ｫ: ,ｚに圭圭圭ミヾ、＼
　　　 　 //　　人　ミ｀¨＞く＞ｌ　/　/i |圭圭圭圭圭ハ
　　　 ／'’　 ./　ﾊ　　ミﾆ´７､.{ /　/i lﾘﾖ圭圭圭圭圭ハ
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　　そうだすな、
　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　　　ほな私も失礼して……
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　やる夫は老女の言う事に従い、腰の風呂敷包みを解いて羊羹を取り出した。
　
　
. 
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　　　　　　　やる夫は蒸し羊羹を食べたことは無かったが、
　
　　　　　　　　　それでも口に入れた途端にわかった。
　
　
　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　（なんやこれ）
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　（小豆の味がなんもせえへん）
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　幼い日に食べた苗村の小豆の濃厚な味を覚えている舌が、
　
　　　　　　　　　　　『これは偽物だ』と訴える。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　顔をしかめるやる夫を見て、老女が溜息まじりに言う。
　
　
　　　　/⌒ ｰ ､　　　　　　　　　　　　　　　　⌒ヽ
　　　（ 　 、　ノ　　　　　　　　　　　　　　 （　　 __）
　　 　 ｀' ‐＼　　　　　,. -‐─‐／｀ヽ.　　　/ -'
　　　　　　　　　 ,.　'" 　ノ （ '´ 　　　ﾄ、
　　　　　 　　 ／ 　 ／　⌒　 　 　 　|⌒ヽ.,＿
　　　　　　　/　　 .,.'　 ／、　　 / 　./　　　_.ノ´
　　　　　　 ,'　　 ./　 / ／メ､／|　 /ヽ,　/　ヽ
　　　　　　 |.　　 | 　 |/`'‐-='　 |／-‐∨　 　 |　　　　　　　　　　　餡の量をけちって、
　　　　　　 |　　人　 | ""　　　　　ｰ='/　/　./
　　　　　　/　（ 　 ＼!.　　　　　　'　 "|／ ／　　　　　　　　　　　　 代わりにつなぎの粉を倍にして
　　　　 .ノ　　 ﾊ　 、 ヽ.　　 　´ 　　 人 （
　　 ,:'´ 　 　 /.,..--､＼ |＞ ､.,__,,. イ　　） ヽ..　　　 　 /´）　　　　　蒸してあるんだすわ。
　　.|　　　／::::::::::::::::`ｒﾍ--─-!､‐-＜/　　　＼　　／　/
　 .人　ｒ':::::::::::::::::::::::::::ヽ--─ｒ‐‐ｿヽ;::｀ヽ. 　 |　Y´ つｿ｀ヽ　　　　 粉も多分、米やのうて麦と違うやろか。
　 |　　 ゝ─‐-､::::::::::::::ﾉ´:::::｀ヽ}＞くﾍ｀ヽ|　 ,ﾊｒ |　　）ーノ
　八. ／＞＜::::;＞-イ::::::::::::::::::::lY＞く|{::::∨　 |` ｰ-､_ノ､
/　／"´:::＼／ ヽ:::::::::､:::::::::::::::::::}|＞く|{:::::八. ,'＼::::::::::::/
ｒ'´::::::-─＜|　ノ　＼::::::::::::::::::::イ}＞くｿ:::ｲ＼/::::::::＼Y´
ヽ;::::::::::::::::/::｀''ｰ--ｒﾍ-､:::::::::::::::}|＞く|{:::|/:::/＞-‐::''7
　 ＼::::::::/|::::::::::::::/|:::|.　｀ヽ::::::::}|＞く|{:::|:::r|:::::::::＼/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＿_＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　―　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ノ　　( ●)　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　.　｜ ( ●) 　 ⌒）　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　.　｜　　 （__ノ￣　　　 /　　　　　　　　　　つなぎ？
　　　　　　　　　　　　　　　　.　｜ 　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿　　　 ⊂ヽ∩＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/´　　 　 (,＿ ＼.＼
　　　　　　　　　　　　　　　　.　　 　|　　/　　　　　＼＿ﾉ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿...｡::'"￣￣::~"'' ｰ..､＿_
　　　　　　　　　　　　　　　 ,.:::´::::::::::;ィ'":::::::::::::::'"⌒`::::::::::ヽ
　　　　　　　　　 　 　 　 ／　　　／::::::::::::::／::::::::::::::::::::::::::::::ト､
　　　　　　　　　　　 　 /　　　 　 　 　 :.／:.:,｡::''":::::::::::::::::::::::j.:.:.＼
　　　 　 　 　 　 　 　 /:.:.:.:.:.:./:.:.:....　　　 ／　　:.:.:.:.／.:.:.:.:.:.:.:ヽ　 ﾊ
　　　　　　　　　　　 /:.:.:.:.:.:./.:.:.:.:.:,｡::'".:.:.:.:.......／／/　　.:/A　ﾊ 　 }
　　　 　 　 　 　 　 ,:':.:.:.:.:／:.:.:.:／:.:.:／:.:.-―-､;:ィ/.:.:.:.:.//~ﾞ!...:.:i.:.:.{　　　　　　へえ、つなぎ。
　　　　　　　　　　/ : : : : /.:.:.:/／／,,..-‐ 7ィ'"　ノ:.:.:.:.:メ､　 }:.:}:.}:.:.:!
　　　　　 　 　 　 {: : : : :/: :/〈({ /:／xｬ≦云ヽイ.:.:.:／　　ヽj:.:ﾘ:.:.:i:.:i　　　　　 餡だけやったら、
　　　　　 　 　 　 乂 : : {: : { f:弋:j!-《 込勿~` 彡''" ,然ﾐx　/ノ.:.:.:j!:.:}
　　　　　　　　　　　｝: : :ﾞ､ i: { : ゞi、　　￣　 　 　 :'｛仞 ヾY: : : : /: :j!　　　　　どないに蒸したかて固まらへんのだす。
　　　　　　　　　　ノ: :} : : : : 乂 ﾞ、＼　　　　　　　{　　　"ﾉ: : :／: :ノ
　　　　　　 　 ,..:'"　 ﾉ ノ: : ノ: :ヽ ﾞﾄ }｝　　　　　　　　　 彡 ィ":,.ィ　　　　　　　 固めるためにつかうもんを、
　　　　　　γ´　　 ￣ 弋 ｛　 　 ) j//　　 　 っ　　　　ノﾉ: :人(: :ﾞ､
　　　　　　｛　　　　 /　{ ｀　/　　人(,,＼　　　　　 ,..ィ｛(～': : : : : : ＼　　　　　つなぎ、言うんだすで。
　　　　　　 ﾞ､　　　 {　人　 ｛　//r┴―‐`'''＝ﾆ´ {{　弋 　 　 　 　 　 ヽ
　 　 　 　 　 ｝　　　ﾞ､　　＼ ヽ　 〉､＿........_　　ｲ ヾ＼　`ヽ、　　　 }　ﾞ; ｝
　　 　 　 　 ﾉ　　,..::''"￣~7 7⌒`廴　　￣　　 _〕ミー―--..､ヾヽ　 i　 j/
　　　　　 ／　／::::::::::::::::/ /::::::::::::i　~''''ｰ‐'''"　　 __＼:::＼ヽ:＼　 j 　 {
　　　,｡:'"　　f:::::::::::ﾞ､:::::::i　i:::::::::::::人　　￣ヾ　　"　　 ＼::::ヾi::::ﾊ_　　　ゝ
　
　
. 
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　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼
　　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　 固めるために使うもんがつなぎ……？
　　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　　　（何やろか……）
　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　　 （今、何やえらい引っかかったんや……）
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　　　　老女の言葉を聞いて、やる夫は考え込んだ。
　
　
. 
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=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　 　 　 　 　 　 　 /..::::::::::::::::::::: ;;;;;;;;.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ
　　　　　　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::: :;:　;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;, l
　　　　　　 　 　 l..::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;:;._,,,,.;;;;;;;;;;;;;;;;;;;; |
　　　　　　　　　l.::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;::,r'|' .,r'. ／.,､...;;;;;;;;;;;;;;.!
　　　　　　　　　| ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;:l.　V.;;;;ﾍ,,/│;;;;;;;;;;;;;;;｛
　　　　　　　 　 | ::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;|`､', ,.:;....;;...,iii_゛ｰ ..,_.... ,.l
　 　 　 　 　 　 ｌ:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;;;`､｀ﾞ..;モ..lﾆ.: :二=,,,,二.ﾉ'　　　 例えば、茹でて潰した里芋を
　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::: :;;;;;;; `､┴.. .;`､゛L::::゛ｰ・ﾊ;i`､
　　 　 　 　 ／::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;　ゝｧ . ; .....''゛ﾞ''''- -ｲｨ. ﾞl　　　寒天で固めることが出来へんか、思てる。
　　iﾞｉ　　 .／.:::::::::::::::::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヘ.._ 　 　_...-―''ﾆヘ!
　　l .i,　　＼ _.____: ::: : 　.:;;;;;;;;;;;;;:; ,.､i,.;;;;;; ｌ　; i`l.'.;;.､i,. ;ﾅノ
　　l,. i.　　　　 ,r'.￣ﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞﾞ゛'''''''''''”ﾞ／l`､;;;.|　 l　 |..::! ! l;l ｌ.ｌ
　　l　 ｉ　　 .／　　　 　 　 　 　 ／ /.　`､.| ;│;; l :.i | |.l /
　　.!　 i　ヘ．..,,　　　　　　　 ／　/..i.　　 l. :;.t,,_凵. -´/
　　.l 　 i.　: :｀゛''- .._　　　　./. 　/. .',.　　 `､ ;..:::. ,iﾅ／ .,./
=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=‐=
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャギの声が耳に蘇る。
　
　
. 
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　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／＿､　,,／"　　＼　　　　　 （茹でて潰した里芋を固める……）
　　　／ （●）　ﾞ（●）　U　＼
　　　|　 　 （__人__）　　　　　 |　　　　（固めるために使うもんがつなぎ……）
　　　＼　　 ⊂ ヽ∩　　　　 <
　　　　 |　 |　 '､＿ ＼　／　 )　　　　（せやったら、里芋を寒天でつなぐ、いうことも
　　　　 |　 |＿＿＼　 “　 ／
　　　　　＼ ＿＿＿＼_／　　　　　　　出来るんやないやろか……）
　
　
　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　　（でも、それが一体どないなもんになるんか……）
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　　　料理人でないやる夫には、その味が想像できない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　`=､;;;;;,,,,,,,:::,,,,,;;;;;,,,,`""''';;;;,, ､__
　　　　　　　　 ,.-'ﾞ''''',='";;;;;;;;",-,,;;;;;;ﾞ;;;;;;;;;l;;;;`,､
　　　　　　　／　　　`ｰ-...,;;;;;;;;;;;;,-‐/;;;;;;';;;;;;;;;;;;
　　　　　　./　　　　　　　　　　　　　`''''''""i;;;;;;;;ヽ
　　　　　　l　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |;;;;}
　　　　　　|　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ﾉ;;;;}
　　　　　　ヽ、　　　　　　　　　　　　　 　 _,／;;;'゛
　　　　　　　 `ヽ､_　　　 　 　 　 　 ._,,.,;‐';;;;゛゛
　　　　　　　　　　"'''=ｰ;‐---‐‐'';';"-''"゛
　　　　　　　　　　　　　~~~~￣´
　
　
　　　　　　　　手にした蒸し羊羹が目に入る。
　
　
. 
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　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　＼　　 ,＿＼　　　　（せや、茹でて潰した里芋かて、練り上げた餡かて、
　　／ 　　 （●）゛ （●） ＼
　　|　 ∪　　 （__人__）　 　 |　　　粘りのある食材いう点では一緒や）
　　/　　　　 ∩ノ ⊃　　／
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　（ほんなら、何も里芋に拘らんかてええのやないか？）
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　 　 　＿＿__
　　 　 　 　／　　　　＼
　.　　 　／　 　 　 　 　 ＼　　　　　　 （子供の時に母上が作ってた
　.　　／　　　 ―　　 ー　 ＼
　　　|　　　　（一） 　（一） 　|　　　　　　苗村の小豆と砂糖で練った餡）
　.　　＼　.u　　（__人__）　 ／
　.　　　ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼　　　　　（あれを寒天でつないだら、どななるもんか）
　　／´　 　　　　　　　　　 　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　想像するだけで、胸が高鳴る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　脇に抱えた糸寒天の包みにそっと触れる。
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼　　　　　　　 （この糸寒天が、
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　　　 そんな「つなぎ」になるもんかどうか……）
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　　（ともかく、試してみんことには）
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　 　 　 　 　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＼　 　／ 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　/ （●） 　（●）　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 |:::⌒（_人__）⌒::　　|
　　　　　　　　　　　　　,ｨＴl'ヽ＼　　l;;;;;;l　　 　／｀ヽｰ;、
　　　　　　　　　　　 　 kﾋﾋど,　　　 `ｰ´　　　{⌒Yｨ ､ ｿ
　　　　　　　　　　　　　 　 ｀´￣ヽ　　　　　　ﾊヽ ｀^ｰ′
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　ヽ 　　｀　/　 '}
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 >　　　/ごノ
　　　　　　　　　　　　　　　 　 __,∠ 　 　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　船が八軒家に着くと、やる夫は真っ直ぐに天満宮へ向かった。
　
　
. 
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　　　　　　　再建はまだ遠くとも、宮司、社家のみならず、氏子たちも手入れを怠らず、
　
　　　　　　　　　焼け跡の無残な姿から信仰の場としての佇まいを取り戻していた。
　
　
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : , '´　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　; : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :, '´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,' : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :, '´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,'´. : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :; '´　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:´."' : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :,'　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,:'´. : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :, '´　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 :´. : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :｀,　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,' : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :｀;　　　　　　　　　　　　　 　 　 , '´. : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
:.:.:.:.:.;´' : : : : ,:::': : : : : : : : : : : : : : : : : : ;　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,' : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
.:.:,ノ"/: : : :,:::' : : : : : : : : : : : : : : : : : :;'"　　　　　　　　　　　 　 　 ,:'´". : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
'"　 / : : : :' : : : : : : : : : : : : : : : : : :;'"　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,'´. : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
　i　|: : : : : : : : : : ,´ : : : : : : : : : : : :｀' ､,,　　　　　　　 　 　 　 , '´ . : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
　l　|: : : : : : : :,,､': : : ,: '´: : : : : : : : : . . . . . . ｀': .､,.　　　,. '´ . . . : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :
　l　|: : : : :,､ｨ,:'/,:':: : : : : : : : . . . . . . .　　　　　　　　 　 　 　 　 　 . . . . . . . . . . . . .: : : : ,,:,:,;: : ,:::':.::.:.,､ｨ,:'/,:'
　l　|,:':.':.:.:.|l　; /:.: . . . . . .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 . . . . . . . :,､ｨ'r'ﾞ:::.::.::.::.::.::.:|l　; /:.:
　l　|:.:.:.:.:.:.|ｌ　 |: . . . .　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 . . . . .|　!|.::.::.::.::.::.::.::::|ｌ　 |.:.:
　l　|.:.:.:.:.:.:|　l｜. .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 . . |　!|:.::.::.::.::.:::.::.::|　ｌ |.:.:
　l　|:.:.:.:.:.:.|　ｌ |. .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 . .|　!|:.::.::.::.::.::.::.:::|　ｌ |.:.:
　l　l ""''''""''''""''""''' ''" '' ' ' ' ' '' ' ' '　' ' '　'　'　'　 '　'　' '　' '　' '' ' '' ' ' '' ' '' '"'' ' ''''"""''''""''"""'''"""''
　|　ヽ　　　　　　　　　　　　　　"'''"　　　　　　　　　　　　　　　　　　'"'"
　|ヾ 　＼ ,　　'"''　　　　　　　　　　　　　　　　　　'　""'''　　　　　　　　　　　　　　''　　　　　　　""'''
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　そのことにやる夫は救われた思いがする。
　
　
. 
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　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　─　 　 ─＼　　　　　（天神さん）
　　　／ 　　 （一） 　（一） ＼
　　　|　 　　 　 （__人__）　 　 |　　　 （おかげさんで、
　　　 ＼　 　 　 `_⌒ ´　　／
.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く　　　　　　翠家の旦那さんや嬢さんと約束した寒天、
　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)
.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /　　　　　　このとおりこしらえることがでけました）
　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　　失われた社殿に深く頭を下げて糸寒天完成の報告を済ませた後、
　
　　　　　　　　　　　　　　井川屋へと足を向けた。
　
　
. 
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　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　　井川屋の表を掃いていた女衆が目ざとくやる夫を見つけて声をかける。
　
　
　　　　, ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　　　 j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　　　ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　　　ﾙ:::::ﾘγ::..:::::..:::...ﾍ、: : : :: ﾉy:::::::ﾘ
　　　 Yyﾉ ﾉ :ﾉ...:ﾉ　ノ　　ヽ ::::::） ﾙﾘﾉ
　　　　　　ﾘ::::::(（ ⌒） 　(⌒)::（　　　　　　　まあまあ、やる夫さん！
　　.　　　　ﾊ::::ﾊ　,,　＿　　 ﾘ） )
　　　　　　　） ) ）、　`´　ノくﾊ（　　　　　　　お帰りやす、ご苦労さんだしたなあ！
　　　　　　（,（.(　' ﾍ　　 い ﾉ:::））
　　　　　(⌒)）` 　 ヾ　ｿ￣（(⌒）
　　　　　/　i　ﾉ　 　 Ｙ　　　　ヽ　ヽ、
　　.　　 ｌ___ﾉ（　......　　　 　..... 　＼_ﾉ
　　　　　　　 ヾ. .. ::::::::　　::::: .ノ
　
　
　　　　　 , ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　　　　　j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　　　　 ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　　　 /ﾙ/:::::ﾘγ::..:::::..:..ﾍ、: : : : ::ﾉy:::::::ﾘ
　　　　　Yyﾉ（::. ::.ﾉ ノ　 　 ヽ､ヾ:::::（ ﾙﾉﾘ　　　　　旦那さん、番頭はん！
　　　　　　　ヽ:::(　（●）　（●） ):::::ﾉ(
　　　　　　　　 ﾘ（i　　 r‐-　　iｨ）)｀）　　　　　　　 やる夫さんが戻らはりました！
　　　　　　　 （（ﾊ:.ゝ　ヽ ﾉ　ﾉいﾉ:（ﾘ
　　　　　　　　,..ノj/ ｌﾍ_　/／ 丿lﾉ卜.､∩
　　　　_ ,､r‐"　 ､/ｌ("!´ っ..l ｌ |:　′｀'' | |-,／)
r-r;''´　　　　`､／´ |ｌぅ夕　　1ヽ..-.,,_ 丿}ノ /ノ)
(,_{ﾊ_ ,,　　''-‐1　　‐／　　　 ﾞ'〈/⊂ﾆ　　'" 　ニ⊃
　　　　　　　 ﾍ　　　　　　　 ノ,′　　 `'=>'''"´
　　　　　 　 　ﾉ　　　　　　／/
　
　
　　　　　　　　　　そして、店の内に向かって大声で呼ばわる。
　
　
. 
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　　　　　　　　くすくすと笑いながら、やる夫に小さな声で言い添える。
　
　
　　, ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　 j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　ﾙ:::::ﾘγ::..:::::...ﾍ、:::..: : : :: ﾉy:::::::ﾘ
　 Yyﾉ ﾉ :ﾉ...⌒　 ーヽ :::.;;:::） ﾙﾘﾉ　　　 旦那さんも番頭はんも、
　　　　ﾘ:::(（ー）　(● ）);.;::（
.　　　　ﾊ::::ﾊ　 ＿,　　,, ﾘ）)〉　　　　　　 今か今かて朝からずうっとそわそわして
　　　　　） ) ）、 　　ｎｌ^l^l （
　　　　（,（.(　' ﾍ　 「　　 ﾉ:::））　　　　　　大変だしたんだすえ？
　　　　ノ/）` 　 ヾ　ヽ　く ､
　　　　 ,' 　 ﾉ　 　 Ｙ ヽ　 ＼
　　　　 l:　（　......　　 　.ヽ､＿）
　　　　 .ヾ. .. ::::::::　　　::::: .ノ
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　 今朝の船で着く、て
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　 知ってなはったんだすか？
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　, ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　　　 j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　　　ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　　　ﾙ:::::ﾘγ::..:::::..:::...ﾍ、: : : :: ﾉy:::::::ﾘ
　　　 Yyﾉ ﾉ :ﾉ...:ﾉ_ノ　　ヽ､ ::::::） ﾙﾘﾉ　　　　　へえ。
　　　　　　ﾘ::::::(（ ●） 　(●)　::（
.　　　　　　ﾊ::::⊂⊃　､_,:　⊂⊃ﾘ）　　　　　　 高和はんから文が届いてました。
　　　　　　　） ) ）、 　　　ノくﾊ（
　　　　　　（,（.(　' ﾍ　　 い ﾉ:::））
　⊂⌒ヽ　　）` 　 ヾ　ｿ￣（　ヽ　　/⌒つ
　　　＼　 ｖ　ﾉ　　　Ｙ　　　　ヽ　ｖ 　/
　
　
　　　　 　　　　　／￣￣￣ ＼
　　　　　　　　／　　　　　　 .　＼　　　　　　　　そうだしたんか。
　　　　　　 ／　 _ ノ　　 ヽ、_　　 ＼
　　　　　　.|　　　（ー） 　（ー）　.　　|　　　　　　 （高和はん……）
　　　　　　 ＼ 　　 （__人__）　.　　／
　　　　　　 　/　　　 ｀⌒´　　　　ヽ　　　　　　　（ありがとうさんでございます……）
　　　　　　　ヽ、二⌒)　　　(⌒ニノ
　
　
　　　　　　　　　　　高かった井川屋の敷居がぐんと低くなった。
　
　
. 
　

575   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:50:07 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　　唇を尖らせて番頭が入り口に顔を出した。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 何してるんや、
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　 早よ入りなはれ！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　その後ろに店主も控えている。
　
　
. 
　

576   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 22:50:23 ID:Cnt0v6QE0
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼　　　　　　　　　 旦那さん、番頭はん、
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ　　　　　えらい勝手をしました。
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）　　　 この通りでおます。
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　やる夫はその場に土下座して、頭を地面に擦りつける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　 そないなことは、
　　　　　　　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　 あとや、あと！
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　 やる夫、
　　　　　　　　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　　　　　　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 早よ旦那さんに糸寒天をお見せしなはれ、
　　　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　 ほれ、早よう！
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／　　　　　　 え、旦那さん、そんな引っ張らんといて、て
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴　　　　　　　 番頭はんまで、え、ちょっと、待っておくれやす！！
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　　　　　　　　　二人に引きずられるようにやる夫は店の敷居を跨いだのだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　― 井川屋　奥座敷 ―
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　煮固めて一寸角に切り、器に盛られた寒天を口にして、ダディが声を失う。
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　　　 これは、なんちゅう……
　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 なんちゅうもんなんやろか。
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　（旦那さん……）
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／　　　　　　（気に入ってくれはるやろか……）
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　やる夫は部屋の隅に控えて緊張した面持ちでじっと待っていた。
　
　　高和から太鼓判は押されていたが、やはり店主と番頭の評価が怖かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　　　創業から四十五年、
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　　寒天問屋の主をやらしてもろてるけんど、
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 こんな食感の寒天、私は扱うたことない。
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　いく夫、お前はんはどうや。
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|　　　　　　　 はあ。
　　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｳﾄﾞﾝ
　　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　えてして大坂の者は饂飩でも豆腐でも
　　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　 　 　 　 ﾔﾛ
　　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　柔こいのが好きでおますよって、
　　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、　　　　 こないに歯ぁにあたるもんはどやろ、とも
　　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l　　　　 思うんだすが。
　
　
　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　…………
　　 　 l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　番頭の言葉にやる夫が肩を落とす。
　
　
. 
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　　　　　　　　だが、意外にもいく夫はこう言葉を続けた。
　
　
　　 　　 　＿＿＿＿＿
　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　　 けんど、こないなご時世、
　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 柔こい頼りない食感のもんより、
　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜
　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／ 　 　 　 　 　 よう噛んで腹の膨れるもんのほうが宜しおます。
　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､
　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ
　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|　　　　　　　 私は歯ぁが悪いよって、
　　　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|
　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　噛み辛うはおますけんど、
　　　　　 |　　　　/| | | | |　 |
　　　 　　＼ (、 `ー―'´, ／　　　　　　　これに黒蜜でも回しかけたら
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　 美味しおまっしゃろなあ。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（○）　 （○） ＼
　　　　／ 　 ///（__人__）/// ＼　　　　　ば、番頭はん！
　　　　|　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　　|
　　　　 ＼ 　 　 　゛ー ′　　 ,／
　　　 　 /　　　　 　ー‐ 　 　ィ
　
　
. 
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　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|　　　　　　　はあ、そら面白い！
　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　もっと小さい賽の目ぇに切って、
　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　 甘う煮た小豆やらえんどう豆やらを混ぜて、
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 黒蜜をかける、いうのはどうや？
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　 宜しおますなあ、旦那さん！
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 何や久々にこう、
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　力が湧いて参りました！
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |　　　 （旦那さんも番頭はんも、
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ　　　　　　喜んでくれてはる！）
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　主と番頭が手を取り合わんばかりに喜んでいる。
　
　　　　　　その様子にやる夫も嬉しくなってきた。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 やる夫、お前はんが精魂込めて
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　作ってくれたこの糸寒天、
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　売る方は私といく夫とに任せてくれへんか。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　 任しとき、大坂中を糸寒天の話で
　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)
　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |　　　　　　　もちきりにしたるさかいに！
　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　 　 　＿＿＿_
　 　　　／_ノ　　ヽ_＼
　　　／｡（⌒）　（⌒）｡＼　　　　　　　　 へ、へえ！
　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　 |　　　　 ヽr┬-/　　　　 |　　　　　　 ありがとうさんでございます！
　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　 ／
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　その夜。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''≡≡'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼
　　　　 　 　 　 　 ._＿＿＿　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　 　 　 　 .／　 　 　　＼　　　　　　　 　 　 　 ./:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　　　 .／─ 　 　─　　＼　　　 　 　 　 　 .ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|
　　　　　　.／　（●）　（●） 　　 ＼　　 　 　 　 .__r''ヽ:::|;;;;::／:: :: :::;;;;;:::ヽ;;:: :ﾉ
　　　　 　 .| 　 　（__人__） 　 　　 　|　 　 　 　 .i" 　)ﾉ:: ::と;;;;:＿＿_;;;;;;;;;;ｆﾞ;;ノ
　　　 　 　 .＼. 　 ｀⌒ ´ 　　 　　／　　　　　　`l Tl::Ｕ:::/|;;;; ＿＿＿___:;;;;;{
　　　　 　 ／　!::::　　　　　　　 　ﾍ　 　 　 　 　 |. | |:: :丿|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　　　..ゝ＿|::::　　　　　　 ﾍ　　ﾊ　　　 　 　 .|. | `'''"ｌ;;|:: :: :: :: :: :: ;;;;;;;;:: |
　　　　　　　 .|::::　　　 　 　 　 ＼／ 　 　 　 　 .| |　 　 |;|:: :: :: ::;;;;;;; :: ::;;;;;│
　　　　 　 　 .|::::　　　　　　　　|　　　　　　　　　| |.　 　|;|:: :: :: :: ;;;;;;; :: :;;;;: |
　 　 　 　 　 .ﾍ:::::　／ 　 　 　 i　　　　 　 　 　 .| | 　　|;;|;;:: :: :: ;;;;;;;:: :: ;;;;:: |
　　　 　 　 　 　＼: |　 　　　／　　　　　　　 　 .| |　　 ｰ!､:;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;::;;;;;;;ﾉ
　　　　　 　 　 　 ﾍ＼＿／|　　　　　　　　　　　ｌ |　　　　 〉. !, 　　　ﾉ 　!､_
　　　　　　 　 　 　 .＼＿／　　　　　　　　　　　!_|　　､‐''ﾞ　＿)　　 (＿＿__ヽ
　
　
　　　　　風呂屋へ行く主人の供をして、やる夫は夜の町へ出た。
　
　
. 
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｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　しかし、何故か天神橋を渡って南へ南へと足が向いている。

　

　

. 
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　安堂寺橋まで来たところで、流石のやる夫も弱った声で主に訴えた。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　　　 旦那さん、
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　　ここままやと風呂屋で無うて、
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼　　　　　　 順慶町に行ってまいます。
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　せや、
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　そこの夜見世の団子屋に
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　用があるんや。
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫の足がぴたりと止まる。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　どないした、やる夫。
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　　　　　　　　早よ行こ。
　　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼　　　　　　　　　　堪忍してください、旦那さん。
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　　 私はもう、二度と嬢さんには
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／　　　　　　　 逢われしまへんのだす。
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　ダディはにんまりと笑う。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　　　翠家の嬢さんにやったら、
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　　私も会う気はおまへん。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 団子屋のきらきーに
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 会いに行きますのや。
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　え……
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　順慶町の夜見世は、変わらず賑わっている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,l ゞ:〃 　 　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 ,l ゞ:〃 :::::::::::::::::::::::::::::::r"　|∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,,,　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,l ゞ:〃　　　 　　 　,,,r'" l|　 |∥∥∥∥∥
　　　　ﾟﾞ'ｰ､,, ﾞﾞ｀ｰ､, 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,l ゞ:〃:::::::::::::::::::::;rﾞﾞ|::::::::::l|　 ￣￣￣￣￣￣
　　　　　　 ﾞﾞﾞﾞ',ｰ､,. ﾞﾞ'ｰ､_　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,l ゞ,.〃 　　 　 ,r''|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　　.ﾞﾞ''ｰ,,,　''ｰ､,_　＿　　　　 　　　　　　　　　,lﾞゞ;〃:::::::::::;;rl|::::::|;;;;;;|::::r''''l|￣￣￣￣￣￣￣
　　　　　　　 .ll　いら　　~~ﾞlｰ､､:i┿l|　　　　　　　　　 　 　 l:ゞ〃 .　,,,r'"　l|;;;;;;|::r''|;;;;;;;;;;l|
　　　　　　　 .ll　 しゃい 　 lﾐﾐl*li温l|ヽi:ｰ,、　　　　　　　 彡~〃彡'"''',,r''' l|::r''|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　　　 .l:──--､､､...lﾐﾐl*il丿l|__liﾞﾟ態N､､ , 　 　 　 l l㌍'''"､__r''__,､､l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　:::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　, l l l llll|ミミミミミミミlﾐﾐl*ll泉l|~~トlｰ-iﾞl~~冫　 　 　~ |ﾟl､.丿彡彡彡l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 lj,,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',,',lﾐﾐl*ll丿l|　llヽﾞヾiｰ ﾟlﾞ~i:!』,, 　 　l『』iﾞﾞﾟﾞ:lヽ￣￣l|;;;;;;|::::::|;;;;;;;;;;l|　::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　 l|　　l　　　.l　　　 lﾐ.８　8　8 8　∧∧,;"「」　[] 　λλ i~ll"|..|￣~l|::::::|;;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 l|　　l.∧∧　　,､,､　n n　∧∧（　　,,）　(*´ﾛ｀) (´v｀*)　ﾉﾘﾚ,, ﾉﾘﾙﾚ ,::::::|;;;;;;;;;;l|
　　　　　 l|　...(*´ⅴ) （-＾* )::::::::) ∧∧（∩_∩　（～　ﾉ-(　　ﾉ　（-・　(ﾟ- ﾟ*ﾉﾘ.;;;;;|::::::::::l|
　　　　　 ,-'"　(　　 ヽ(ﾟ*　 ) )　　 (　｀ｰ) (∀・,,) vvv　〉　ﾉ　〉　　 ｌ　i_）(Y　ﾉ.|::::::|;;;;;;;;;;l|
　　 ,-"´　　　ﾉ　　〉 (　　 )　　　 (　　 )　(　　 ) (v｀　)　　 　 　 　 Y　ﾉﾉ~~'ゝ ∩∩　.∧∧.:::::::::::::::::::::::::::::::
　　∧w∧　 ▲,,,▲　 （　 （　　　　(/`ヽ）　〈　ヽ (　　 )ﾉﾘﾙﾘ λλ (__)　し｀J (::::::::::).(:::::::::::)
　 （　・∀・）（∀｀　 ）　　　　∧＿∧ 　∩＿∩　 し' Jﾉﾘﾟ ｰﾟ（ｰ ｀ ）　　　∧∧　∧_∧::::::::つ.:::::::::::::::::::::::::::::
　 と　　　 ）（　　　 ）　　　 （@Д@* ）（´∀｀*）　　　　 （ つ （v,と）　　　(　　 ´)(ﾟ　　 ):::::::::|　＿＿＿＿＿＿
　　 Y　 人　 Y　 人　　　　（つ<V>）と　 <v>）　　　　／~~~~ Ｙ 人　　　と　　|　|　　 |∪∪.┌───┐
　　 （＿）｀J （＿）｀J　　　　|　　|　| 　人　 Ｙ　　　　　^^Uヽ)(__)ヽJ　　　| 　 ～ | 　 ～.l　　│∥∥∥│
　
　
　　　けれど、大火の影響だろうか、昔は確かにあった贅沢品を売る見世は姿を消していた。
　
　
. 
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　　　　翠星石の団子屋は行列が幾重にも出来ているので直ぐにわかった。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 , -―､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 | 　 　 　＿＿|_
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （　 ｆ⌒}　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 , .:::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 　 　 　 　 l　　r ﾞ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |／.:::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　 |　_｣__　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /.:::::::::::::::::::::::::::::::
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 r '´　　|　　　　　　　　　　　　　　 　 , - ､r―‐- ､　 ;::::::::/l:::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 -―‐-　､|　　　｜　　　　　　　　　　　　　 ／.:::::::::､ｖi::::::::::.､｀{:::/ﾘ　∨ヽ:::::::ト､:
　　　　　 　 ／.;.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:|　　　 ト､ __ 　 　 　 　 　 　 　 /.::::::;:ｲ:/　 l:::::::::::.ヽVl //////}::::::|　}
　　　　　　/.:.:.:{.:.:.:.:!:.:.:.:.:.:.::|　 ／｀　 ＼￣｀ ＜￣ヽ　　　/イ::/‐{/　 ‐ﾍﾄ:::::::::::! | ,. -‐┐ |::::::lノ::
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿r=ｧ=､ィfZｧ､,、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　 ´fフ:´-=_:三ｰ_ｰ^ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　_r/／'_ｧ'='^ー'｀´｀ ^ｰ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/r＝､ｿィｰ'7´　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ L／ｲ| ヽヽ　 　 　 　 ',　　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　　　　　,　ｿ/ l ﾊﾚ´イ{ { ｛ 　 　 ｜ ',　　 ﾊ ',
　　　　　　　　　　　　　　　 //:/　ﾉj ｀´i |ムﾄ､ﾄ､　　　|　｝　 ﾘ　ｉ !
　　　　　　　　　　　　　　　ハ:{／ｲ: {　乂ｙニﾐ、ヽ　　ﾉ メ ﾉ/ 　} !
　　　　 　 ヽ.＿ヽｰ ､　　 /　/／ |:.　ヽ. { ´￣¨｀　｀}ｲ,ｨﾐｘｲ / ノ/
　　　　　　　 ￣二ﾆヽヽ/　-ﾍ､:.. l:...　 lト＼｀'　　　　´ ¨/／　./
　ヽ､＿　_-ｧ.:´__::.::.::.:ヽ::＼　 j:〉..:.l:...　 l! 　 　 ､_ __′"/´ |　/　)
　　_,._-ﾆ-ｧ‐´ィ二;:-- ､::.::..｀ヽ､..:∧:..　lﾄ_、　　　　　イ.:　j| /{ ﾉ′
‐ ´/´　／´￣´／::.::.::.::.::..‐.-_､::＼:.ヽ:.. l::.::::＞ｰ＜l!:.:.|:.　ﾘ‐／/ﾚ　　　 　 　 　 　 　 　 ／:::､::::::､::::::､::::/::::jL､
　　　 /′　 ／-‐ｧ::´::, ｧ::／.::.:￣:.｀ヽﾄ､.V／::}:ﾊ:{ﾄヽ/!:.　!:/‐'::/　　　　　　　　　　　　/:::/::/＼:::＼:::辻-く仁､
　　　　　 ／´ ／::.:／ノ／..::..::.::.::.::.::.:..:ヽヽヽ=l:| ト='ｲ-!: /::;∠ イ_　　 　 　 　 　 　 　 i::::i::/__　 ｀ ー ﾐ _∧ ﾆ/{
　　 　 ／´ ／イj/ｲ'／.::.::＿.::.::.::.::.::.::.::.::.｀ﾄi｀j:|__ヽ＼ﾉ人::.::.::∠´　　　　　　　　　　　 l::::ﾚ.ｧﾆ､ヽ 　 ィﾆ､ﾍ_ﾉﾚ'
　　　/'　イ/　// ﾉ/:.‐..´...::.......ｰ ::.::.::.::.::.::.:K/:ハ.｢jﾌス::.:.｀:くヽ　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾞ:｣ ´込ｿ　 . 　込ｿ i::/
　　　／//　　 ／ｲ.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.{_j　　　jｧzく::.::..::..｀ヽ、　　　　　　　　　　　/∧ ￣　r==┐￣ ∧ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　, --､ {!`ｰヽ. 　 ､___ﾉ 　メｰ' i}､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／￣>‐､｣::_:_:_-:i＞┬＜!:-:_:_:_:」i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　 ／　/　ﾄ､7∠イ::i⌒i:::iヽ:ﾆ:ﾆ:ノ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿ヽ 　 　 　 ´/､ __ﾆ｣:::! ﾟ i:::l〉=:､. .ヽ 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼___＼ 　 　 ﾉ/r=_ _｢i::! ﾟ i:/{!三:`ｰ' i　,,　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／z{::::＼　/::Y <<.　 　 　､ﾆr=_ノ .::i.:/ ／
　
　
　　　　　　　　売り子に若い娘を雇い入れたらしく、その娘と水銀燈とが客の応対をしている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＞　　￣　｀ 丶　 ＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　｢　　　　　 　 　 ／　　　/
　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　　　v　　　　 /　／::＼　　/
　　　　　　.　　　 　 　 　 ／、　　　 　 　 　 /／::::::::::::::＼'__
　　　　　　　 　 　 　 　 /::::::::＼　　　 ',　　/::::::::::::::::::::::::::::ヽ ⌒ー
　　　　　　　　　　　 　 ′::::::::::::ヽ　 　 .　/::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ＿_
　　　　　　　　　　　　 |::::::::_,ｘ┼::{ 　 　 Y:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　.　 　 　 　 ﾊ::::::ﾊ::ゝイ:ヽ　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　.　　 　 　 　 ＼:小ヽⅥ::i　　　 {::::::::::::::::::::ヽ::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ﾉ''ﾉ:::} 　 　 }::::::::::::::::::::::::＼::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＼￣!　　 /:::::::::::::::::::::::::::::::＼::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　｀ゝ　 .ﾊ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ 　,　'-‐ヽ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 ／　　 　 ＼::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 ／:＼＼　　 　＼:::::::::::::::::::::::::::::::::
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　翠星石はというと、こちらに背を向けて団子を詰める作業に専念していた。
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　　　　疼く胸を押さえて後ろ姿を見つめているうち、
　
　　　　　　　　やる夫はあることに気付いた。
　
　
　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ
　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l　　　　　　　（あっ……）
　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／
　　　　　/　　　　　　　　 ヽ
　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　 !___/´　ヽ___l
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　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./
　　　　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
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　　　　　　　　　　　　（嬢さん、お顔を隠してはらへん……）
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　　　翠星石は、時折、詰めた団子を母親に渡すために振り返る。
　
　　　 ことさら顔を隠すわけでもなく、その仕草はごく自然だった。
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　　　　そんな翠星石に、奇異な目を向ける客もいなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつぞやの、翠星石の言葉が蘇る。
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　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 ／　─‐　　　──　　　　＼　　　　　　（せや）
　 　 　 　 /　( ● )　　　(●) 　 　 　 　 ｀､
　　 　 　./　　 ／　　　 ＼　　　　　　　　　',　　　　 （昔の嬢さんの面影を重ねて今のあのお人を
　　 　 　i　　 （　　人　　　）　 　 　 　 　 　 ',
　　　 　 !　　　｀ﾞ'´　 ｀ﾞ'''''´　　　　　 　 　 　 |　　　　 気の毒やとか可哀想やとか思うのは違う）
　　　　　＼　　　 　 　　　　　 　 　 　 　 　 ,.'
　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　（違うんや）
　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　翠星石の心の強さに目を開かされる思いだった。
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　　　　　　水銀燈が目ざとくダディを見つけ、屋台を抜けて駆け寄ってきた。
　
　
　＿/:／l:.|　　　/l　|　 l　　 l|　　　 l　ヽ ＼
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　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
　

601   ◆8epcM/V4rs 2014/04/28(月) 23:01:00 ID:Cnt0v6QE0
　
　
. /　/　 /::/　　/　 　 ヽ　　 　 　 }　　　　　　l　　　　|　 i　 l
｜./　 /: 1　　 L 　 　 　 ｀ ヽ　　 |　 　 　 　 l　　 　 ｉ　 ｌ　 l
　/　 /:/ .!　　 ｢ "　｀ ﾐ ､　 　 ＼ i　　 　 　 / 　 　 /　/ 　 |
　!　/ﾂ 　ﾄ､ 　 !　　　　　ヾ　　　　l　　　　 / 　 　 /　/　　 .i
./　　 ,　　} ヽ　i　　　　 　 　 　 　 l　 　.--　、_.／　/　　　 l
ヽ　　{　 / l　＼ヽ 　 　 　 　 　 　 j ／_　　´ 　 ヽ /　/　　/
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　　　　そして、やる夫を自分の前に押し出して、水銀燈に言った。
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　 これ、うちの店の者で、
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　やる夫、言いますのや。
　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　私の足がもうあかんでな。
　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　今度からこれを使いによこすさかい、
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
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　〃///ヾ　　　 i　ll　　i !　l　　 i　　　l　|　 l　　ヽ 　ヽ
. i:|//i::i　 》　　/|　li　　!ﾒ　l　　 l　　　!　i　 |　　　', 　 ',
　〆i !:Ｌ〃　　i　', | !　 | l　ﾄ, 　 !　　/　 l 　!　i　　} 　　!
// / |:|'" i　　斗弋Ｔ､‐- ', | ヽ　!　 /i　/! /!　!　　l.　 } |
/　i　|:l　　',　 i弋ゝ‐-Ｙ=､丶｀ ',.|　/_.!ﾑ､/_l /　　/　 ﾊ !　　　　　 へえ、やる夫さん、
.　 |　!:l 　 ∧. !　 ﾋ_q ）＿ヽ　　 ﾚ' 　ﾚ' 7　ﾒ　　.ｲ　/　l !
.　 l　|:|.　 　,ﾍﾍ 　 　 　 　 　 　 　 ,r‐‐tｧ/　／|　,/ 　 ﾚ　　　　　 しっかりお顔、覚えさして頂きましたで。
.　 l　l｣　　 i　 ヽゝ:::::::::::..　　　　　　ゞﾟノ/／ﾉ　|,ｲ
　　!　　　　ﾄ､　　　　　　　　　　 !　.:::::..´ソ" 　 l:｣　　　,-'´
　　i　　　　|. 丶　　　　　 ､_ ,､_ ´　 　 ／',　 ,　 　　／／　　　　　あ、旦那さん、
.　　',　　　 ﾄ､　 ゝ .　　　　 ‐/ ﾌ_,, ｨ ´　　!,〃 ,..-'´:∠＿
.　　 ',　　　|::::｀:‐-.､｀＞ . _ / /l´　ﾞ!i　　　lｲ/:::::::::::::-= 二､_　　　 今、お団子をお持ちしますよってに。
､_＿_ﾍ　　 !::::::;ｨ;=＝,‐､ ;_/ /　!　　!| 　 　|::::::::::::::::::::::::::::::::::
::::::::ｆf《ﾍ　 i::≪::::::〃!,ｨ´｀‐-ヾ､l_／_il　 　 l､::::::::::::::::::::::::::::::::
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　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　　　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　　　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　へ、へえ、どうも……
　　　　　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫はしどろもどろになって、屋台に駆け戻る水銀燈を見送る。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　 いつぞやの銭、返す返すて煩いよって、
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　 ほんなら団子で返してもらおか、いうことになったんや。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　月に一遍か二遍、一折りもろてる。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　おかげで、『雪華綺晶』ともすっかり顔馴染みや。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　::＼::::::／::: u＼　　　　　　　そ、そうやったんだすか……
　　　／ 　（⌒）:::::::（⌒）　　ヽ
　 　 |　　 　 （__人__）　　u　　|　　　　　 （ほんまに……敵わへんわ……）
　　　＼　　　　`‐'´　　　 　／
　　　　/⌒ヽ　 　ー‐ 　　ｨヽ
　
　
. 
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　　　　　養母から耳打ちされて、翠星石がこちらを向いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿　／:￣ヽ＿￣￣　‐　､
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　　　　顔半分の火傷はそのままだが、少女の面影は完全に消え、
　
　　　　　　　　　凛とした立ち姿の美しい女性になっていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　翠星石はやる夫を認めると、大きく双眸を見開いた。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／　　__／　　　　　　＿＿＿　　 　 ｀ヽ__　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　そのまま、じっとやる夫の目を見つめる。
　
　
. 
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　　その瞳が問いかけているのを悟って、やる夫は右の拳を上げ、深く頷いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　|
　
　
　　　決別の日、天神橋の上でそうやって誓った姿のまま、頷いて見せたのだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が瞳を閉じ、大きく息を吐く。
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　　　　　　　　再び双眸を開いた時、それが潤んでいるのが遠目にもわかった。
　
　
. 
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　翠星石は両手を胸の前で合わせると、こちらに向かって深々と頭を下げる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,　-―- ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,.ィ ´　 ＿＿　 ｀ヽ､
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　　　　　　　　　　翠星石とやる夫、二人だけに通じる仕草であった。
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　　　　　　　　　戻ってきた水銀燈から団子の折りを受け取ると、
　
　　　　　　　　　ダディはやる夫の肩を借りて夜見世を後にする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_　　　　　　　　 　 　 　 | 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼　　　　　　　　　　　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 通りを抜けて東横堀川まで戻ったところで、
　
　　　　　　　　　　　　ダディはやる夫の顔を覗き込んでにやりと笑った。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　もう母親への紹介も済んださかいな、
　　　　　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　これからは堂々と会いや。
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　ただし、 『 雪華綺晶 』 としてな。
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／＼　　 ／　　 ＼
　　　　　　　 　 ／（○ ）　（○ ）　　　ヽ
　 　 　 　 　 　 |///.（__人__）////　 　 |　　　　だ、旦那さん！
　　　　　　　　　＼ 　 |r┬‐|　　　 　 ／
　　 　 　 　 　 　 /　　｀⌒ ´　　　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　　　糸寒天を苦労して作り上げたお前はんへの、
　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|
　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　 これが私からの褒美や。
　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　言ってダディは、からからと笑った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌、未明。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　ダディは布団からむっくり上体を起こすと、鼻をひくつかせた。
　
　
　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_　　　　　～～～
　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　 ～～～
　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　何やろか、この匂いは？
　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　七十五歳になり、目も耳も衰えたが、幸い鼻と口は達者だった。
　
　
. 
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　　　　　　起きだして、足を引き摺りながら台所へ向かう。
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''≡≡'''''':::::::＼
.　　　　 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
.　　　　 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　 （茶粥やない……）
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　 /:: ::＼　　//::::: ＼　　　　　（この匂いは……餡？）
　　　　　　　/:: :: ::ヽ＼//;: ::i;:::::＼
　　　　　　/:: :: :: :: ::＼/:: : ::|;;;;;;;::::i
　　　　　ｆ´:: ::i;;:: :: :: ／:: :: :: :|;;;;;;;;:::|
　　　　__r''ヽ:::|;;;;::／:: :: :::;;;;;:::ヽ;;:: :ﾉ
　
　
　　　　　　台所に近づくにつれて甘い匂いが強くなる。
　
　
. 
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　　　いく夫が廊下の脇から台所を窺っていた。
　
　
　　　 　 　 |┃
　　　 　 　 |┃
　　　 　 　 |┃　　　　　　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　 　 　 |┃　 　 　 　 　 　./::::::::::::::::::::::::::.＼
　　───|┃ 　 　 　 　 　 /:::::::::::::::::::::::::::::::::.:ﾞｉ.
　　　 　 　 |┃　　　　　　　 |ﾞｉ::::::::::::::::::::::::::::::::::::|.
　　　 　 　 |┃　　　　　　　 |〈::::::::::::::::::::::::::::::::::::|.
　　　 　 　 |┃　　　　 　 　 (@）::::::::.:::::::::::::::::::::::|.
　　　 　 　 |┃　　　 　 　 　 |　ヾ:::::::::::::::::::::::::::::|
　　　 　 　 |┃　　　 　 　 　 ヽ､　.''ｰ'''ｰ'ﾞ'ｰ''ヾx
　　　 　 　 |┃　 　 　 ,,.. ．-‐ ' 　　　　　　　　　＼
　　　 　 　 |┃
　　　 　 　 |┃
　
　
. 
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　　　　　　　　　　主に気付いた番頭が低い声で告げる。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　 旦那さん、台所に誰ぞ居ります。
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　 泥棒だすやろか？
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 泥棒が悠長に台所で餡なんぞ煮るかいな。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 大方、女衆が賤しん坊してるんやろ。
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 まあ、見逃したんなはれ。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 　|.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ:::.|
　　　　　 |::::::::/　＼ 　 ／ .l::|
　　　　　 |:::::::〉（ ●）　（ ●）|　　　　　　 いえ旦那さん、
　　　　 （@　::::::⌒（__人__）⌒|
　　　　　 |　u　　　｀ ⌒´　　 |　　　　　　 それでは示しがつきまへん。
　　　　　　＼　 　 　 　 　 ,／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　　 お、おい、いく夫。
　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　いく夫は主の制止を振り切って台所へと下りていく。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　そうして三和土に立って怒鳴る。
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　何してますのや、
　　　　　　 　 | 　 　 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　 隠れてこそこそと！
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　　　　 ./::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　 　 ./::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ
　
　
　へっついの前に屈んでいた人影がぎょっとしたように身じろぎする。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　　す、すんまへん……
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　 や、やる夫？
　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　いく夫はぽかんと口を開けたまま棒立ちになった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　常は食事を摂る板敷に、店主、番頭、丁稚が膝を詰めて座っている。
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　 やる夫、
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　これは一体どういうことや？
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　＼　　　　 　 　 ,／　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　やる夫の脇には、餡をはぎ取られた団子と、小鍋が置かれている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　いく夫があきれ果てた、という顔で言う。
　
　
　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼　　　　　　　奉公人が勝手に台所使て、
　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|　　　　　　 こないな時間に物つくって
　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|
　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）　　　　　　口いやしいに食べるやなんて聞いたことおまへんで。
　　　　|　 |r┬-| 　u　　|
　　　　＼ `ー'´　　　 ／　　　　　　　やる夫、お前はん
　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i　　　 一体何年ここでご奉公してるんだす？
　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　／　 ノ　 ヽ＼
　　　　 ／ 　（●）}liil{（●）
　　　／　　　　　（__人__） ヽ　　　　　　 た、食べよう思てたんやおまへん！
　　　|　　　　　　　|!!il|l| 　　|
　　　＼　 　 　 　 lｪｪｪl　／
　　　　/　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　 その、糸寒天が
　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　 『 つなぎ 』として使えるもんか、
　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　 それを確かめてみとうて……
　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　つなぎ？
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はダディといく夫に
　
　　　　　　　三十石船での出来事と、餡を寒天でつなぐという思いつきを語った。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼　　　　　　　　そうしたら、さっき貰てきた団子の衣の餡が
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　 気になって気になって、
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／　　　　　 居ても立ってもおれんようになってしもうて……
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　…………
　　　　　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　話を聞き終えたダディが唸る。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　　　固めるんや無うて、つなぐ、いうことか。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　しかし、練り上げた餡を寒天でつなぐ、て
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　 どないなことになるのか私には見当もつかん。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 いく夫、お前はん、どない思う？
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　…………
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　問われたいく夫は無言で小鍋を取り上げ、その中身に目を落とす。
　
　　　　　　　そこには団子からはがされた餡が練り上げられていた。
　
　
. 
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　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　見当がつかんからこそ、
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　　 やる夫も、こうやって試そうとしたんだすやろ。
　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／　　　　　　　旦那さん、私は面白いと思います。
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　 これに、思う存分、やらせてみとおます。
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　 　＿＿＿
　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　 　／　（○）　（○）＼
　　／　　　（___人__）　　..＼
　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　ば、番頭はん！？
　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ　　　　　　　　 糸寒天が餡のつなぎとして使えることがわかれば、
　　　　　　　　　　　　　　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　　　　　　　　　　　　　　 |::::/　／　　＼　 |:::|　　　　　　　　今までご縁のなかった菓子店にも
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |:::〉 （●） （●） 〈:::|
　　　　　　　　　　　　　　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　　　 井川屋の寒天を使てもらえます。
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　|r┬-|　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　`ー'´　 ／　　　　　　　　　ジャギはんの言葉やおまへんが、
　　　　　　　　　　　　 __,. ＜.ﾑ　___ーーノ ヽ__
　　　　　　　　_, ､＜¨ : : : : :l : :.ヽ　 ∧::〈ヽi :、ヽ、　　　　　 それこそ、料理の幅が広がり、
　　　　　　　/ : : : : : : : : : : :|＿ : :∨　|:;Λ | : :､ : ＞、
　　　　　　丿 : : : : : :i: : : : : : :／ : ∧　|::Λ |＼> : : : ｀,　　　商いのお客の幅も広がります。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　 _ノ　　　ヽ、＼
　　　　　　　　　　　　　／　 　（○）　　（Ｏ)　 ＼　　　　　　　…………
　　　　　　　　　　　　　| 　 　 　 ||　 （__人__）　 ..|
　　　　　　　　　　　　　＼　 　　ﾉi　 　!　　|.　 ／
　　　　　　　　　　　　　　/　 　 し' 　 ｀⌒´　.ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　.／ .／
　
　
. 
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　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　　　　　　　　 ……いく夫。
　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　　　 やる夫が持って帰った糸寒天な、
　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　　　 あれ、二つに分けなはれ。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　うち一つは、
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　やる夫に好きなように使わしたり。
　
　
　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　／,,| ::::γ⌒^Ｙ⌒ヽヽ::::|
　 　 　 　 　 ./,／|:::::ゝ　＼　　 ／　|::|　　　　　　　へえ！
　 　 　 　 　 ./⌒(@::..（　(●)　 (●) |⌒ヽ
　 　 　 　 　 /　　/|::::.u⌒（__人__）⌒|/ヽ_ ＼
　　　　　　..（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
─────`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"──────
　
　
　　　　　　　　　　いく夫は板敷に手をついて、主人に頭を下げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼　　　　　　　　 やる夫。
　　　　　　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　　　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　　　　　お前はんには悪いが、今の井川屋には、
　　　　　　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　　　　　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　　　　 小豆も砂糖もふんだんに使わせる余裕は無い。
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　せやから、せいぜい始末してやっておみ。
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　それで、ええか？
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ　　　　　 へえ……
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　　　やる夫は小さな声で答えるのがやっとだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　　　　　　　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　　　　　　　　　　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　　　　　　　　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
　ダディといく夫に背中を押されたことが何よりも嬉しかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
　







第九章 迷い道
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第九章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　迷い道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
. 
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　長年、寒天を商ってきたダディといく夫は、その売り方を心得ていた。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　 　 　 　 　 　 　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　 　 　 　 　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　 　 　 　 　 　 　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 　 　 　 　 |::::::（ （ ●）　（●）|
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　 　 　 （@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　 　 　 　 |　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　春の間に小豆と黒蜜を吟味し、暑さが本格的になる夏を迎える。
　
　
. 
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　　　糸寒天を煮固めてから賽の目に切り、大川の水で良く冷やし、
　
　　　　　　　　甘く煮た小豆をあしらって、小さな鉢に盛る。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丿　　　../>
　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　　__●..　　　//
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 /～ヽ　　 //
　　　　　　　　　　　　　　 ○*☆*:（・-・｡）☆｡∂◎
　　　　　　　　　.　　　　　　★，。・:*::・。:* '☆∧
　　　　　　　　　.　　　　　　弋￣￣￣￣￣￣￣フ
　　　　　　　　　.　　　　　　　ヽ:*:・°'★，。:*:ノ
　　　　　　　　　.　　　　　　　　ヽ'☆・:*:・'★ノ
　　　　　　　　　.　　　　　　　　　ヽ.*:'☆・ノ
　　　　　　　　　.　　　　　　　　　　｀>三<´
　
　
　これに黒蜜を回しかけ、「虫養い」と称して店に訪れた客に出した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　虫養い、というのは文字通り、
　
　　　腹の虫をなだめる、ちょっとした食べ物、という意味だ。
　
　
　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　　 　 　 　 ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　　　　　　|.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　　　　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i 　 　 　 　 　 　 　 　 |:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　 　 　 　 　 　 　 （@ ⌒（__人__）⌒ @）
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|r┬-|　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼　　`ー'´　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　 　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　銭は取らない。
　
　　あくまで顧客への感謝の気持ちとして無料で提供したのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　だが、出された方は涼味溢れる未知の食感に心底驚いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿　　　　　　　　　／M　　　＼　　 ああ。
　知ってなはるか？　　 ／＿＿＿＿_＼　　 　　 ＝＝＝＝--┬|　　 あれは一遍食うたら忘れられん。
　　　　　 　 　 　 　 　 　 |__| 　ヽ　　/ 　|　　　　 　　　| θ　θ　|_|
　あの井川屋の。　　 ..(∂ 　(・　　(・　|　　　　　　 　| 　o 　　　6)　　 銭も取りよらんさかい、土産にも出来ん。
　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　　）⌒　　）　∩_　　 　（　　　ノ　 /　　　せっせと店に足運んで
　　　　　　　 　 　 　 　 ／＼　 ノ（フ　／＼( つﾉ　　　　｀ ┬-イ　　　　寒天買わなしゃあないで。
　　　　　　 　 　 　 　 /　　　 ￣￣￣　　　　|　 |　　　 　／￣￣＼
　　　　　　 　 　 　 　 |￣|　　　　　　　　　|　|　ノ　　　　|　　　　 　|
　
　
　　　　　　　　不況の最中とはいえ、元来が舌の肥えた大坂商人の噂になるほどに、
　
　　　　　　　　　　　　　　井川屋の「虫養い」の存在は知られていった。
　
　
. 
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　だが、今回やる夫が持ち帰った糸寒天は両腕で抱えるほど。
　
　　　しかも半分はやる夫の試みのために用いているのだ。
　
　　　　ダディは残り全てを店で出す「虫養い」用に回した。
　
　
　　　　　　　 　 　 　 ,ヘ　　　　　 　　 　 ,:ﾍ.
　　　　　　　　　 　 /: :　＼　　　　 　 ／::　 !
　　　　　　　　　　/::::.....　　＼--―‐'.:.:::...　　!
　　　　　　　 　 /::::::　　　　　　　　 　 　 　 　 ',
　　　　　 　 　 ,'::::　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 i
　　　　 　 　 .i::::　　　 　 '''''''　　　　 　　 ''''''' 　 !
　　　　 　 　 !:::. 　 　 　（●　）, 　　　､（●　）､ !　　＋
　　　　　 　 |::::..　　 　 　 　　.　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 　 l
　　　　 　 　 i;::::..　 　 　 　 　ﾉ　　　　　､ ゝ 　　!
　　　　　　 　 ':;::::...　　　　　　 ー‐ ==イ　　　　/.　　+
　　　　　 　 　 .＼:::::.....　　 　 　 ヽ--‐'　　　／　　　　 +
　　　　　　　　　　 ｀ゝ:::::........ 　　　　　......／
　　　　　　　　　 　　,ﾚ─── ､　　　　/
　　　　　　　　　　 _j＿￣￣＼＼ ＼ /
　　　　　　　　　　l　　￣ -- ､＿ー ､ ＞
　　　　　　　　 　/　　　　　　　＼ ヽ､　＼
　
　
　　　　　　　　　一文の利益も出さなかったが、
　
　そうやって糸寒天の存在をあらかじめ宣伝しておいて、
　
　　　　　　　　　来年の売りに賭けたのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　ノ　　 ＼＼
　　　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　 |　　　 （__人__） 　　 |
　　　　　　　　　　 ＼　 　　　　　　　／
　　　　　　　　　　 ／|｀ー‐--‐‐―'|＼
　　　　　　　　　　/＼|＿＿＿＿＿|| _,ヽ　ｸﾞﾂｸﾞﾂｸﾞﾂ
　　　　　　　　　　< つ＼　　　　　　,-し､)
　　　　　　　　―ヽｦ 　＼ニフ　　`-"　――
　　　　　　　　　　　　[]（("￣｡￣ﾟ￣)）[]
　　　　　　　　　　　　　| `ー----―"|
　
　
　　　一方、やる夫はというと、空いた時間を見つけては
　
　　　　　　　台所にこもり、餡と格闘していた。
　
　
. 
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　　　　　　　 鈴三屋の跡取りとなったやらない夫が、
　
　　　　　　慣れた足取りで裏口から台所へと顔を出す。
　
　
　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　やる夫、
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　　餡をもろて来たで。
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼
　　　　　　　　　　　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |
　　　　　　　　　　　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／
　　　　　　　　　　　 ／ヽ 　 L⌒ ´
　　　　　　　　　　　 　 　 ゝ 　ﾉ
　
　
　　　　　　やる夫は難しい顔をして木箱を覗いていた。
　
　
. 
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　　　　 　／￣￣＼
　　　　／　　 _⌒　 ＼
　　　　|　　　（●）（ー）
　　　　|　　 ⌒（_,,人__）　　　　　 どうや？
　　　　|　　　∩ノ |;;;| }
　　　　|　　／＿ノ"' }　　　　　　 今度は。
　　　 /ヽ/　　/　 　 }
　　　(　 ヽ　 /＿　ノ
　　　7.ヽ＿_/　　　＼
　
　
　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　／　　 　 　＼
　　　 ／　　　　 　 　　＼　　　　　あかん。
　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　どないしたかて、餡と寒天が
　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　 きれいに混ざりおうてくれへん……
　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　／ 　　　 _ノ　ヽ
　　　　　　　　　　　|　 　　　（ ●） |
　　　　　　　　　　　|　　　 　　（__人）
　　　　　　　　　　　|　 　 　　　 ⌒ﾉ
　　　　　　　　　　　ﾝ　　　 　 　 ノ　　　　　 どれ。
　　　　　　　　 　／⌒ヽ､　 　 _ノ
　　　　　　　　 / 　 ﾉ ＼__ィ ´　　　　　　　　見せてもろてもええか？
　　　　　　　 /　 /　　　　'|.
　　　　　　　（　　y　 　 　 |.
　　　　　　　　 ＼　＼　　　 |
　　　　　　　　　　＼ｨﾝ､＿＿)、
　　　　　　　　　　 .| 　 　 ij　,ﾉ
　
　
　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　／　＿,　、＿　＼
　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼　　　　　ああ。
　　　　　　　　 |　　　　（__人__）　　　　|
　　　　　　　 　＼　　　 ｀ ⌒´　　　 ／
　　　　　　　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　
　やる夫は木箱の中の塊を包丁で四角く切ってやらない夫に手渡す。
　
　
. 
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　　　　　　　　餡が固まって、表面はつやつやと光沢を放つ。
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 |＼＿＿＿＿＿＿＿＿_＼
　　　　　　　　　　　　　 |　 .|　 　 　 　 　 　 　 　 ￣|
　　　　　　　　　　　　　 |:ミ |　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　 |::ミ:|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　　　　　 　 　 |:::ミ|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼|＿＿＿＿＿＿＿＿＿|
　
　
　　　　ただ、上の縁は透明で餡が均一に混じっていないことがわかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　また、餡も寒天も
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　 無駄にしてしもた……
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫はがっくりと肩を落とす。
　
　
. 
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　　　　　　　　やらない夫はその一切れを口に入れると、きゅっと目を細める。
　
　
　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　／ 　 ⌒　　 ＼　　　　　　美味いなあ、この食感はたまらんで。
　　　　　　　　　（ へ）（ へ）　 　 |
　　　　　　　　　.（__人__）　 　 　 .|　　　　　　一遍これを食うたら、
　　　　　　　　　　ｌ｀ ⌒´　　　 　 |
　　　　　　　　　　{　　　　　 　 　 |　　　　　　もう蒸した羊羹には戻られへん。
　　　　　　　　　　{　　　　　 　＿ |
　　　　　　　　　（ヽ、ヽ　　　/ 　）|　　　　　　やる夫、俺はこれで充分やと思うで。
　　　　　　　　　 |　｀`ー―‐'|　..ヽ|
　　　　　　　　　 ゝ　ノ　　 　ヽ　 ノ
　
　
　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　／_ノ　　　ヽ､_　＼
　　　　　　 ／　（●） 　（●）　　 ＼
　　　　　　 | 　 　 （__人__）　　 u 　 |　　　　　 いや、これでは糸寒天が見くびられてしまう。
r､　　　 　r､＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／
ヽヾ　三　|:l1　>　　 ー‐　　 　 ヘ　　　　　　　もっと綺麗に仕上げられるはずなんや。
　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 　 　 ヽ
　 　ﾍ　lノ `'ｿ　ｲ　 　 　 　 　 　 | 　|　　　　　 この餡と寒天の相性が悪いんやろ。
　　　 /´　 / ./ |　　　　　　　　　| 　|
　　　 ＼. ｨ_ノ　.|　　　　　　　　　|　 |
　　　　　　　　　|　　　　　　　　　| 　|
　
　
. 
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　　　　　　　＿＿
　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　／.（○）（○）＼
　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　　 そうか……
　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　　この餡はあかんか……
　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　|　　　　　|
　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
　　　　　　＿＿＿
　　　　／　　 　 　 ＼
　　 ／　　　　　 　 　 ＼　　　　　　 うん……
　／　　　ノ　 ヽ､_　　　 ＼
　|　　 （ ●）　（● ）. 　 　 |　　　　 もっと……もっとええ餡があると思う。
　＼ ｌ^l^lｎ__人__)　 　　 ／
　 ／ヽ 　 L⌒ ´
　 　 　 ゝ 　ﾉ
　
　
. 
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　　　乾物で小豆を扱う関係で、菓子店に頼んで漉し餡を分けてもらっては
　
　　　　　　　　　　やる夫に届けるのがやらない夫の役目だった。
　
　
　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　.u 　　（__人__）
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　まあ、今度はこっちの餡を試してみ。
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　　　ここの餡は甘さが柔らこうて艶がええんや。
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　　うん……
　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　 おおきに、やらない夫。
　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫は疲れた顔で頷いた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　秋、ダディはやる夫を供に原村へと赴き、高和と直接会って、
　
　　 今後高和の作るすべての糸寒天を仕入れる約束を取り交わし、
　
　　　　　　　まずは来年分の仕入れ銭を一括で納めた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 . 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　＿＿＿＿　　　　　　 　 　 　 　 　 |　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　／　　⌒　　＾＼　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　 ／　　（ ●） 　（●）　　　　　　　　　 　 　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　／　　::::::⌒（＿人__）⌒ヽ　　　　　　　　 ,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　|　　　　　　　|r┬-|　　　|　　　　　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　＼ 　　 　 　　`ー'´　 ／　　　　 　 　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　　　　　　　　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　　　　　　　　　　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　　　　　　　　　.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　　　　　　　　　　　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　　　　　　　　　　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　　　　　　　　　　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|
　　　　　　　　　　　.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
　　　　　　　　　　　.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　　　　　　　　　　　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
　　　　　　　　　　　.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　　　　　　　　　　　　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
. 
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　　　　　　悪い足を押して原村まで尋ねてくれたダディに、高和は深々と頭を下げる。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!　　　　　　 井川屋さんのお陰で、この天場も目処がつきました。
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ　　　　　　 美濃志摩屋があんなことになっちまって、
　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　正直途方に暮れてたとこでして。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′　　　　　　これでようやく一息つけるってもんです。
　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　京の美濃志摩屋は、大火の心労が祟って店主が無くなり、
　
　　　　　　　遠縁の者が後を継いだが、先代までの商いの心得は踏襲されなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　/::::／:::::::::::::::::::::::::::ヽ:::::::::::::/:::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　/:::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::::/＼::::/::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　 /:::::/::::::::::::::::::::::::::::::::::/:::::::ヽ::|::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　　　 . |:::::/:::::::::::::::::::::::::::::::::/"'""'"　|:::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　 . |::::|:::://:::::::/:::::::/::::/　　´＼　 ＼::::::.∧::::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　　　 . |::::ﾚ::::|:::::::/:::::::/::::/　　 　　 ＼　 ＼|　 ∨::::ﾄ::::::|
　　　　　　　　　　　　 . |:::::::::::|::::./:::::::/::::/　r＝=＝=、＼ハ／＿＼| .∨
　　　　　　　　　　　　 . |:::::::::::ﾍ/::::ﾍ/::::/　 ヽ〇＿__ﾉ　　 .〈〇 .ﾌ |
　　　　　　　　　　　　 . |::::::::::::::::|⌒∧:::|　　　　　　　　　　　`ｰ---;
　　　　　　　　　　　　 . |::::::::::::::::| ⌒|:::::|　　　　　　　　　　　　　.／.|
　　　　　　　　　　　　 . ∧::::::::::∧.ヽ|:::::|　　　　　　　　　　´　　　　.|
　　　　　　　　　　　　　 .∧:::::::::::丶_|::::::|　　 .､＿＿＿＿＿＿＿ィ.|
　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::::|::::::|　　　 丶三三三三三三/..|
　　　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::::|::::::|　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　|::::|::::::::::::|:::::.|、　　　 　　　 ｀￣￣　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　 /:::::|::::::::::::|::::::|　＞　　　　　　　　　　　.／
　　　　　　　　　　　　　 ./::::::::|::::::::::::|::::::|　　　　.＞　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　/:::::::::::|::::::::::::|::::::|＼　　　　.　　＞　.／::|
　　　　　　　　　三三王三三∧::::::::::|:::::|　 .＼　　　　　　　.|:::::::|
　　　　　　　　　三三王三三 ∧::::::::|:::::|　　　 ＼　　　 ∠´|:::::.∧
　　　　　　　　　三三王三三三∧::::|:::::.|　　　　 ./´´Ｖ＼　|::::/三ヽー--､＿
　　　　　　　　　三三王三三三::∧::|ﾍ:::|　 　 　/:::::::::::::::::ヽ|/三三王三三三
　　　　　　　　　三三王三三三三∧| ﾍ|　　　/ﾍ:::::::::::::::::| |三三三王三三三
　　　　　　　　　三三王三三三三三∧　　　/　 ﾍ::::::::::::/　ヽ三三三王三三三
　　　　　　　　　三三王三三三三三三　　./　　　.ﾍ＿/　　　ヽ三三三王三三三
　
　
　　　　　高和の寒天は大火の前までは一旦、美濃志摩屋が全て引き取って銭にしていた。
　
　だが大火の後、井川屋が直接高和から買い付けるようになったのを快く思わない新しい店主が、
　
　　　　　　　　　取り引きを打ち切り、ほかへも売れぬよう手を回したのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディが慌てて高和を制する。
　
　
　　　　　 　 　 　 ,ヘ　　　　　 　　 　 ,:ﾍ.
　　　　　　　 　 /: :　＼　　　　 　 ／::　 !
　　　　　　　　/::::.....　　＼--―‐'.:.:::...　　!
　　　　　 　 /::::::　　　　　　　　 　 　 　 　 ',
　　　 　 　 ,'::::　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 i
　　 　 　 .i::::　　　 　 '''''''　　　　 　　 ''''''' 　 !　　　　　 いや、礼を言わなあかんのは私の方だす。
　　 　 　 !:::. 　 　 　（●　）, 　　　､（●　）､ !
　　　 　 |::::..　　 　 　 　　.　,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　 　 l　　　　　 お前はんのお陰で糸寒天が出来た。
　　 　 　 i;::::..　 　 　 　 　ﾉ　　　　　､ ゝ 　　!
　　　　 　 ':;::::...　　　　　　 ー‐ ==イ　　　　/　　　　　 私は、残る命を糸寒天を世の中に
　　　 　 　 .＼:::::.....　　 　 　 ヽ--‐'　　　／
　　　　　　　　 ｀ゝ:::::........ 　　　　　......／　　　　　　　　売り出すことに賭けようと思てますのや。
　　　　　　　 　　,ﾚ─── ､　　　　/
　　　　　　　　 _j＿￣￣＼＼ ＼ /
　　　　　　　　l　　￣ -- ､＿ー ､ ＞
　　　　　　 　/　　　　　　　＼ ヽ､　＼
　
　
. 
　

680   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:17:26 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　 それにこのやる夫も
　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　 糸寒天で面白い試みをしておりますのや。
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　 なあ、やる夫。
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　／_ノ　　　ヽ､_　＼
　　　　　　 ／　（●） 　（●）　　 ＼　　　　　　　　　　　　　ﾀﾞﾝ
　　　　　　 | 　 　 （__人__）　　 u 　 |　　　　　　　い、いや旦那さん、
r､　　　 　r､＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／
ヽヾ　三　|:l1　>　　 ー‐　　 　 ヘ　　　　　　　　 まだ思いつきでしかないし
　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 　 　 ヽ
　 　ﾍ　lノ `'ｿ　ｲ　 　 　 　 　 　 | 　|　　　　　　　一体どななるもんか……
　　　 /´　 / ./ |　　　　　　　　　| 　|
　　　 ＼. ｨ_ノ　.|　　　　　　　　　|　 |
　　　　　　　　　|　　　　　　　　　| 　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　　　　　ほう？
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　 一体どんなことを思いついたんだ？
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|　　　　　　　　　話してみろよ、やる夫。
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　
　
　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　　 た、高和はんまで……
　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/　　　　　　 そんなお話しできるようなもんと違います。
　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　　　　こいつな、餡を寒天でつなごうとしてますのや。
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　　　　　何でも、今までにない餡菓子、
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)　　　　今までにない羊羹を作るつもりらしい。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　それが、
　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　　　　 なかなか上手いこといきまへんのや……
　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　／　.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ、
　　　　/　 .::::::::::::::::::::::::;;:;;::,ｯ､::::::::::::::::::::::::::::::'.,
　　　　l　 　 ,rj,rｆ'"'"'"　　　 lﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::',　　　　　　　　ははあ、そいつは面白い。
　　　 　Y' ﾘ　 　　　　　　　 ,!ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::}
　　　 　 |　　　　　　　　　　くミ::::::::::::::::::::::::::::::::::l　　　　　　　 蒸した羊羹が足が早いのは、
.　　　　 |､__　 ｬー--＿二ゞ　｀i::::::,ｨ ,､ヽ:::::::::::::::!
　　　　　ゝ､'ｌ　 ￣ﾞ´彑,ヾ　　　}::;//ヽ ﾊ:::::::::::::::;　　　　　　　 粉や米をつなぎに使ってるからだ。
　　　　　　ﾞｿ　　　""""´｀　　　"´　２ﾉ/::::::::::::::j
　　　　　 /　 　 　 　 　 　 　 i　　,　　/|::::::::::::::ﾉ　　　　　　　 もし、寒天をつなぎに使えるんだったら、
　　　　　〈´　,,.._　 　 　 　 　 i　　't-'ﾞ　|:::::::::::ﾘ
　　　　　 ヽ,,､'~`　　　 　 U　;　　 l　 　 ヽ:ゝj､　　　　　　　　 ひと月は持つだろう。
　　　　　　 ﾞ,_,-､_,ノ`　　 　 　 　 /!　　　/　　＼
　　　　　 　 .ﾞ,`'" ,,y　　　　　 　/;　　　/　　　　　　　　　　　 それに寒天は相手の色を損なわないから、
　　　　　　　 .ﾞ､-'　　　　　　 ／ ;　　 /
　 　 　 　 　 　 ﾞ､ 　 　 　 ／ ;;','　　 /　　　　　　　　　　　　　艶のある、綺麗な羊羹が出来るんじゃないか？
　　　　　　 　 　 .`ー ─ぐ;;;;' ,'　　ノ
　　　　　　　　　 　 　 　 ヾ_､=ﾆﾞ､､,,_
　　　　　　　 　 　 　 ,､-'´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　／ ￣￣ ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／ノ　　ヽ__ 　 ＼　　　　　　　　　　　へえ、
　　　　　　　　　　　　　／（―） 　（― ） 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　|.　　（_人＿）　　　u　|　　　　　　　　　　理屈の上ではそうなんだすが、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 ｀⌒ ´　　 　 ,／
　　　　　　　　　　　　　　/ 　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　なかなか綺麗に仕上がりませんのや……
　　　　　　　　　　　　　./　l　　　,/　 /　　 i
　　　　　　　　　　　　　(＿) 　　(__ ノ 　 　 l　　　　　　　　　　　なんぼやっても、餡と寒天が分かれてしもうて
　　　　　　　　　　　　　／　　／　　　___ ,ノ
　　　　　　　　　　　　　!､＿__!､＿_＿＿_つ　　　　　　　　　　　 上手いこと混ざりおうてくれまへん。
　
　
. 
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.　　　 l:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
. 　 　 |::l`''～^～ｧrr～～ｰ..,,_:::::::::::::::,、_ｨ:::::::::::::::::::::::::::
.　　　 |:| 　 　 　 ﾉﾘ　　　　　　￣￣´　　 ミ ::::::::::::::::::::::
　　　　!|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾐ:::::::::::::::::::::::
　 　 　 ',ミヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　〈::::::::::::::::::::::
　　　 　 ',rヾﾐx､　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 l:::::::::::::::::::::　　　　　なに、糸寒天を考え出したお前なら大丈夫。
.　　　 　 i　でﾂ､　　 =≡三三三三 　 　 　 |:::::::::::::,..--
.　　　　　l　`ー }　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |:::::::／ ,.-　　　　　 きっと満足できるようなものを作れるさ。
　　　 　 ∧　　/　　　　　 '"''＝=＝''　　　　}::::/　<ヽ/
　　 　 _,,..∧. /　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾉﾉﾘ　`／　　　　　　とりあえず、お前はもうこの天場に来ずに
_,,..-''":.／.:∧ゝ‐-､　　　　　　　　　　　　　　　　＿／
: : : :／: : : :.∧　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　 店の方でそれに専念するんだな。
: :／: : : : : : :.∧　-..,,_　　　　　 _､　　　　　　／
: :｀"''‐-..,,_: : : ∧　､＿￣￣￣　　　　　 　_,,,,.. -''"´　　　　　　 糸寒天の方は、この俺がしっかり作って
: : : : : : : : :｀''‐､:∧　　 ￣　　 __,,,...-‐''''"´: : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : ヽ∧　　　　　 ＼: : : : : : : : : : : : : : : : :　　　　　 井川屋さんに届けてやるよ。
: : : : : : : : : : : : :. <: ｀''‐--‐＜　 ＼: : : : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : : : :| ヽ 　 ＼: : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: : : :|　 |　　 <: : : : : : : : : : : : :
: : : : : : : : : : : : : : : : : : :.＼: :|　　　　　＼: : : : : : : : : : :
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　その年の原村の冬は、朝夕の冷え込みがきつく、日中暖かで、寒天作りにはもってこいの気候だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　　　　　　　　　　　　*☆*。　　　　　。*☆*。　　　 .　。*☆*。　　　 　。*☆*
　　　　　　　　　　　　　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜　　　　゜*o。+*゜
　
　
　　　　　　　　　やる夫の考えた草割りに従い、天突きした心太に削った氷を被せるという製法で、
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　高和は見事な糸寒天を仕上げることに成功した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　そして、春。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,rrテ≡＝
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,r=ヽ、　　　　　　　　　　　　r';;;:;:;;:::;;;;;;;;;;;;ヽ、.（〃彡三ミ
　　　　.　　　　 ,r=ヽ、　　　　　 j｡ ｡ﾞLﾞi　　　　 rﾆ二`ヽ.　　　Y",,..、ｰt;;;;;;;;;;;）./"~´　　　i
　　　　.　　　　j｡ ｡ﾞLﾞi......r-=、　l≦ ﾉ6)＿　　　l_,.､ヾ;r､ﾞt　　 lｦ '・=　 ）;;;;;;;;{ f:､　‐-:、　(
　　　　.r-=、　l≦ ﾉ6)＿｀ﾞゝヽ、`ｰ!　ﾉ::::::｀ヽ､ L､ﾟﾞ　tﾉ`ｿﾞ`ｰ ﾞiｰ'　　 ｱ::::::/.ﾉﾟｦ　''・=
　　　　.｀ﾞゝヽ、`.rfﾆ､ヽ.　 にｰ `ヾヽ'":::::::::::: ｨ"^ﾞiﾌ　 _,,ﾉ　,　　ﾞtﾌ　　ヾ;;;/ .l (-､ヽ'"　　ﾞ'
　　　　.　にｰ `...l｡ ｡ f9i ,.、　｀~iヽ､. ｀~`''"´　ﾞt　（,,￣,　frﾉ　　 ゝ-‐―イーlｨｰ-､
　　　　.,.、　｀~i　t≦_ﾉゝ､..ヽ、__l::::ヽ｀iー- '''"..ﾞ,,....,,,,__.　,/　　　/　　　　 　 t_ﾞﾞ 　 _,,.. :: "
　　　　.ゝヽ、__l::::.｀フﾞ´,,:: -- ::､ ::::,->ヽi''"´ﾞ,r''"''''''ヽ:::｀ヽﾞ‐ﾃ-/　i　　　　　　｀ﾕﾞ"
　　　　.W..,,」:::::::ﾞ,rﾆｭf::r-‐t::::::::ヽ.ミ__ｨ'{-...f´,,..、　r"::::::::::i.　,/｀ヽl : :` : : ,.r‐(´::::〉　　 ,.ｨ
　　　　.　￣r＝./,,,　Y.. -‐ ヾ::::::::l　／ f´.ノﾞ f･=　 7:::::::::::lﾞ''"　 ,:ｲ`i : : ,f´:::,::ヽfﾄ--テ:::::::
　　　　.　　 lﾐ､.ﾞﾑﾟﾞﾞ' く､'ﾟ`　 ﾞ'"):::l.ﾞil　　l..ヽ''　　　　ﾞ'⌒ﾘ:ﾉ　 ,:rﾆテ三ミゝ、::::::ゝ!r7/ｰ一'
　　　　.　　 ! 　 l=,,;;:. l=､　 ..::" ,)ヽ、.　 l　j⌒　　　 ﾄ'"fノ　,r"彡彡三ﾐミ｀ヽ、ﾞ/://:::::::::::::
　　　　　　 l. ／`ゝ-''^ヽ''"　 ,/: : : :＼..ﾞl...ヽ、: : : '" ノ^i,　 ﾞゞ''"´　　 ﾞifrﾐソﾍ, ://:::::::::::::::
　　　　　 　 /rf´ i′　 ,f^ヽノ:,. - - 、 ヽ,,. -ﾃ）　,／　　｀ヽ:,i ,,.,...、　 ヾミく::::::l.ﾞ/::::::::::::::::::
　　　　. r'": ﾞ'ﾞ　 l　　　l: : j :f´: : : : : ヽ,/　　 '''"´　　,,.: - 　lｦ ｪ｡､　　 〉:,r-､::ﾘ.ﾞ::::::::::::::::::::
　　　　. ｀￣´...　!　　 /: :ﾉ l: : : : : : : ノ,　　　　　　,:'"　　　/ ,, 、　　 '"fっ)ﾉ::l..'::::::::::::::::::::::
　　　　　　　 　 /-‐-/: :/: l: : : : : : ,/ /　　　　　/ 　 　 　 `i- ､ヽ　　,.:ﾞ''" )'^`''ｰ- :、
　　　　. _,,..::-,テ　　 /`7: :（: : : : : //'´ミ)ゝ^)　〃　　　　 　i､ヲﾞi　.:" ,,.　/;;;;;;;;;;;;;;;;;;;｀ﾞ
　　　　｀_,:ｨ''"　 _,r''"　f: : :ト---ヲ ﾄ､つノ,ノ　fﾉ　　　　 　 ﾉﾞi　　,,.:ｨ'"　/;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　-‐-‐'''フ"　　,.ﾉ,:::::」､,:r'"　 i _,,.:イ　　/　 　 　 ,r''";;;;;;｀ﾞﾞ" ヽ_,,ノ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　､..､く´＿,,∠"ｨ''"´ ／　　 　,ヽ　 ﾞ:､ /＼、 　 /;;;;;;;;;;;;;;;;;r-'"´｀i,;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　´　 ,ﾍr:､-､=---／　　　 ,:ｲ　ヽ　　＼　 ｀ヽ〃_;;;;;;;;;;;;f´' 　 　 ll;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　ｰフ´ > ヽ`ｰ､／　　　 ／く _,,..ヽ　　　ヽ ,／　 ｀ﾞ''ーハ.　　 　 l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
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　井川屋の店先にその糸寒天が並ぶと、昨夏の「虫養い」を覚えていた客が殺到した。
　
　
. 
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　そうなるとやる夫も餡だ、つなぎだ、と考える暇もないほどに
　
　　　　　　　丁稚のしての仕事に追いまわされる。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　 ／＼　 　／ 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　/ （●） 　（●）　　ヽ
　　　　　　　　　　　 　 |:::⌒（_人__）⌒::　　|
　　　　　　　　　　,ｨＴl'ヽ＼　　l;;;;;;l　　 　／｀ヽｰ;、
　　　　　　　　 　 kﾋﾋど,　　　 `ｰ´　　　{⌒Yｨ ､ ｿ
　　　　　　　　　　 　 ｀´￣ヽ　　　　　　ﾊヽ ｀^ｰ′
　　　　　　　　　　 　 　 　 　ヽ 　　｀　/　 '}
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 >　　　/ごノ
　　　　　　　　　　　　 　 __,∠ 　 　 /
　　　　　　　　　　　　　〈、 　　　／
　　　　　　　　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　　作っては分離、また作っては失敗、という日々も辛いが、
　
　　そうした試みが出来ないのもまた、とても辛いことだった。
　
　
. 
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　　糸寒天の荷を背負って天神橋を歩きながら、やる夫の心は沈んでいた。
　
　
　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　　　 　 　　＼　　　　（あんだけ苦労して作り上げた糸寒天やさかい、
　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　よう売れてくれるんは、何よりも有り難いことや）
　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　（せやけど、「虫養い」だけが糸寒天の全てやと
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／　　　　　 お客さんに思われてるのは口惜しいなあ……）
　
　
. 
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　（翠家の旦那さんみたいな料理人が居はったら、いろいろと試してくれはるんやろけど……）
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　唐突に、翠星石の顔が脳裏に浮かぶ。
　
　
. 
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　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　／::::::::::　　　　　＼
　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　 　 　 　 ｲﾄ
　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　 嬢さんに……逢いたいなあ……
　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）
　　 　 .|::::::::::::　　　　　　 　 　／
　　 　 .|::::::::::::::　　　　　　　イ
　
　
　　　　　　　　　　大川の川面を眺めながら、独りごちる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　順慶町の夜見世に会いに行けば良い、とは思う。
　
　　　　　　　　　　　　ダディからもああして橋渡しをしてもらっているのだ。
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　　　　　　　　しかし、それ以降、やる夫は翠星石を訪ねて行ってはいなかった。
　
　
. 
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　　　　　春先、翠星石は「雪華綺晶」として糸寒天を井川屋に買いに来ている。
　
　　　　　　　　　　　やる夫は外に出ていて会えずじまいだった。
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　いく夫からこっそり「虫養い」を出してもらい、その味わいに驚き、涙ぐんでいた ―
　
　　　　　　　　店に居合わせたやらない夫が、後日そう教えてくれた。
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　　　　　思えば、自分は偶然の出会いによって、今日まで生かされてきた。
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　　　　　　　　仇討ちの場で斬り殺されるところをダディに救われた。
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　同じ丁稚として出会ったやらない夫は、おそらく生涯を通じての大切な友となるだろう。
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　　　　　天神橋の上で巡り合った翠星石、その父親のジャギ、二人に寒天の世界を広げてもらった。
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　あれほど自分を忌み嫌っていたいく夫が、今は信頼を寄せてくれている。
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　　　　　　そうしたこと全てが、今は偶然というよりも、天の配剤に思えた。
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　　　　　　　　　目には見えない大きな存在に守られ、生かされているのだ。
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　　これがダディの言う、大坂商人の大切にする「神信心」なのだとも思う。
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は、諦めたように息を吐くと、
　
　　　　　　背中の寒天を背負い直して、長い長い橋を歩き始めるのだった。
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　　　　　　　　　　　　　　　そして、盛夏。
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　　　　　　　　　　　　　　容赦ない酷暑となったこの年、井川屋の糸寒天を使い、
　
　　　　　　　　　「虫養い」をもじって「涼養い」と名付けられた涼味を出す店が続出した。
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　 　 　 .レ rﾉヽr,>＜.ヽ,-ﾞ､ ､..|, 〉‐ﾝt ｿヽr">､ノ7-Y７　,.､　 _.,.､　 !""".|　　　　　 しU　　　　　　　　　 ､_ .l ト┤
　　　／､,>｀ﾄ､ﾉ_, ノ､( ヽ_ヽ‐/j　 ｎ　.|l ,.-L__l ,r-__,..､l',(　__,<　),.>ｸ､-.､,..`､　　　　　　　　　　　　　　　　　~ ｀"´
　 ／,,r''ヽ-'ヽ｛,r-_ノ.Ｙ　　|./,ｨ<ﾍ,ｲ< ﾞ､,'　|ノf　Y. Ｙ.¨)'i-( ヽ>-<~ヽr-.<)､)`､
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　　一度口にしたら忘れ難い糸寒天のぷりぷりした食感は人々を魅了し、
　
　　　　　　　　また腹持ちも良いことから大人気となった。
　
　
　　　　　　　　　 ,r=ヽ、　　　　　　　　　　　　r';;;:;:;;:::;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　j｡ ｡ﾞLﾞi　　　　 rﾆ二`ヽ.　　　Y",,..、ｰt;;;;;;;;;;;）
　　　　　r-=、　l≦ ﾉ6)＿　　　l_,.､ヾ;r､ﾞt　　 lｦ '・=　 ）rテ-┴- ､
　　　　　｀ﾞゝヽ、`ｰ!　ﾉ::::::｀ヽ､ L､ﾟﾞ　tﾉ`ｿﾞ`ｰ ﾞiｰ'　 ,r"彡彡三ﾐミ｀ヽ.
　　　　　　にｰ `ヾヽ'":::::::::::: ｨ"^ﾞiﾌ　 _,,ﾉ　,　　ﾞtﾌ　ﾞゞ''"´　　 ﾞifrﾐソﾍ,
　　　　　,.、　｀~iヽ､. ｀~`''"´　ﾞt　（,,￣,　frﾉ　　 ゝ-‐,i ,,.,...、　 ヾミく::::::l
　　　　　ゝヽ、__l::::ヽ｀iー- '''"´ﾞi,　ヽ　ヽ,/　　　/　　lｦ ｪ｡､　　 〉:,r-､::ﾘ
　　　　　W..,,」:::::::::,->ヽi''"´::::ノ-ゝ ヽ､_ﾉｰ‐ﾃ-/　i　/ ,, 、　　 '"fっ)ﾉ::l
　　　　　　￣r＝=ミ__ｨ'{-‐ﾆ二...,-ゝ、'″ ／,/｀ヽl : :`i- ､ヽ　　,.:ﾞ''" )'^`''ｰ- :、
　　　　　　　 lﾐ､　　／ f´　 r''/'´ミ)ゝ^),ノ>''"　 ,:ｲ`i /i､ヲﾞi　.:" ,,.　/;;;;;;;;;;;;;;;;;;;｀ﾞ
　　　　　　　 !　ヾ .il　　l　　l;;;ﾄ､つノ,ノ ／　　 ／:ﾄ-"ﾉﾞi　　,,.:ｨ'"　/;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　.　 　 l　　　ハ.　l　　l;;;;i _,,.:イ　/　　 ／ 　,ﾚ''";;;;｀ﾞﾞ" ヽ_,,ノ;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　　　 人 ヾﾆﾞi　ヽ.l　 yt,;ヽ　 ﾞv'′ ,:ｨ"　　/;;;;;;;;;;;;;;r-'"´｀i,;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　　 r'"::::ゝ､_ﾉ　　ﾞi_,/　 l ヽ　　ﾞ':く´　_,,.〃_;;;;;;;;;;;;f´' 　 　 ll;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　　 ｀￣´　　　　 ／　　l　 ヽ　　　ヾ"／　 ｀ﾞ''ーハ.　　 　 l;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;
　　　　　　　　　　　 ／　　　 l　　ﾞt　　　 `'　　　　 ／^t;＼　　,,.ゝ;;;;;;;;;;;;;;;i;;;;;;;;;;;;
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　　　　　　いく夫が大汗を流しながら帰ってきた。
　
　
　　　 ＿＿＿＿＿
　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　　ただいま戻りました。
　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　　 いやあ、暑い暑い。
　　＼ `ー'´　　　 ／
　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　　 おう、お疲れさん。
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　苦笑いしながらいく夫が言う。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　旦那さん、心斎橋を歩いとったら、
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　|:::::::〉 （ ＞） （＜）|　　　　　　『涼養い』を出す店が三軒つづいておますのや。
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　/| | | | |　 |　　　　　 まったく、大坂商人いう奴は、ええと思うたら
　 　　＼ (、 `ー―'´, ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　すぐ盗みよるんだすな。
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　　　　　本家の井川屋には無断だすで。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　 向こうの方が名前が洒落てるのが、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　また口惜しいなあ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　けれど、虫養いにしろ涼養いにしろ、これまでの角寒天ではあの食感は出ない。
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼　ヽ　　　　　/　　/　　／
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 (Д´)　∧＿∧　∧＿∧
　　おっ、涼養いや！　　　　 ノノ⊂（∀・　 ）､（∀｀∧ ∧
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ┌ <　　 (^ニ　 /l　 .(Дﾟ,, )
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 （_┌　（_ ○ﾆ　○v　　　食うて行こ、食うて行こ！
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 し　　l　l　 l ＼
　
　
　
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 (⌒⌒)　　　　 　(⌒⌒)
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 川　　　　　　　　川
　　なんやこれ、　　　　　　　 (Д´)　∧＿∧　∧＿∧
　　紛い物やないか！ 　 　 ─ノ⊂（Д・　#）､（Д｀∧ ∧
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ┌ <　　 (^ニ　 /l　 .(Дﾟ# )
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 （_┌　（_ 凸ﾆ　○v　　　　　銭返せ！
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 し　　l　l　 l ＼
　
　
　　　　　　　　　無論、角寒天を用いる茶屋もあったが、客足は落ちた。
　
　　　　　　　　　　結局、井川屋の寒天でしか出せない味わいなのだ。
　
　
. 
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　　　　　涼養いが巷に流行れば、井川屋の糸寒天は飛ぶように売れる。
　
　　大坂中の寒天商の中でも、その年の井川屋の売り上げは際立っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　　　　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　 　 　 　 　 　 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　　　　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　 　 　 　 　 　 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　 　 　 .|::::::（ （ ＞）　（＜）|
　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　 　 　 　 　 .（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,,.....イヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 /rｰ'ゝ|＼ ＼_____ ノ.| 〆ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ./ノヾ ,>| 　＼/ﾞ（__)＼|ヾ_ノ|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |　ヽ〆 ＞ 　ヽ　ハ 　 |´|　.|
　
　
　同じ傾向は翌年も、さらにその次の年も続き、井川屋は見事に息を吹き返したのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寛政九年、春。
　
　
　　　　　"ヾ;" ; ヾ 　;"ヾ ; ;ヾ ;ヾ;" 　";ヾ ;"　　　 /ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾ 　　";; ;ヾ ;ヾ" ;;
　　　 "" ;ヾ ;";"ヾ;";ヾ ;ヾ__ ;;"ヾ ;ヾ;　" ;ヾヾ "//　　;ヾ 　　　";ヾ ; ;ヾ ;ヾ ;ヾ ; ヾ
　　;"ヾヾ;"ヾ ;ヾ;"ヾ;;"ヾ;＼＼　　;"ヾ　ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾヾ ";ヾ"　 ";　　 ;ヾ" ; ;;ヾ"
""" "ヾ ;ヾ ;"　;";ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾ ;　　;"ヾ　　　 ;ヾ;　" ;;ヾ 〃";ヾ ;ヾ"　;ヾ ;ヾ 　";;ヾδヾ ;""
　　" " " "ヾ ;ヾ ;ヾ;" ;;"　;"ヾ __ ;;"　　 ";ヾ ;ヾ 　;"ヾ ; ;ヾ ;ヾ"　 ; /　"; ;ヾ ; ;ヾ ;"∧ ∧　δ
　　　　　　" ;ヾ ;ヾ ;";ヾ ;ヾ ;"　";ヾ ;" 　;ヾ ;ヾ 　〃　";ヾヾ ;ヾ "　　" ; ; ; ;ヾ ;ヾ"; (,,ﾟ∀ﾟ)
"ヾ ; "　　　　 ;;"ヾ;"〃 　";ヾ ;ヾ ;ヾ ; ;ヾ"　;ヾ" ;ヾ ;ヾ ;;ヾ ;..／ ;ヾ 　;" ;ヾ ;;ヾ ;ヾ"/∪∪
　　 ";ヾ ;ヾ ;;"ヾ ;ヾ;"ヾ;　　" ;ヾ ;ヾ;_" 　; ;";ヾ ;;"ヾ ; ;"／／ 　;ヾヾ ;ヾ 　";"; ;;"ヾ ;　ノ
　" ヾ ;ヾ ヾヾ　　 ;ヾ ;ヾ ;ヾ ;ヾ ;";ヾ ;ヾ ;"ヾ　　 ; ;" 　; ヾ 〃";ヾ ;"　　";. ; ;ヾ ;ヾ ;"
　;"";""; " " ;_; "　"; 　;"ヾ ;ヾ ;ヾ;"　"ヾ;" i　 i　 l ";ヾ ;;ヾ ;;"　　　　　　"ヾ; ;";ヾ ;;"
　　　";ヾ 　;ヾ ;　";　　" ;ヾ ;ヾ;_" 　; ;ヾ|i 　 l　 l　i|/"/ﾞ　　 "　　　　"　　　　" ヾ "
　　　　　" ;ヾ ヾ ;"　　　　" ;ヾ ;ヾ; " ヾ|ll　l　|　|゛l|/"　　　　　"　　　　　　　　　"
　　　　　　∧ ∧　　　　　　 　ヾ;"ヾ゛.　||　|　ｌl　| .|∧ ∧　　　　　　　　　 ∧ ∧　　"
　　　　　ﾐ,,・∀・ﾐ　　　"∧i∧　　　　　.| ｌ | ゛ |　 彡 ' ｰ'ﾐ　"　　ヽＷﾉ　　(,,ﾟωﾟ)ﾉ　　シ¶
　　　"～（＿__ﾉ　　　 （*・ω・）　　　.　||｜ 　 | ゛｜U U　 　 　（‘д‘)　 （ 　　）　" ∧⌒∧
　　,,,,,[|||||||||||||]　"　　( つ旦o,,,,,,　 　 || |　゛　|　ｌ |、　,,,,,,　 　 ./　　|,　　 Ｕ Ｕ,,,,,ノ (　ﾟ Дﾟ ),,,,
　,,,　　ヾ Дﾒ　＿＿＿∪ ∪　 ∩ 　 ノﾉ∩人　ヾ、 ヽ、　　　 （＿__ﾉ　∧∧　　,,,§(|****|)
　 ／/(|　y旦o　　　　　　　～⊂￣￣ ( _Д_)⊃　∧∧　　゛／　,,,　 　（・ο・)　,,,,　//****）
／　.～|. 　 |.　　 [||||||||||||]　 .∧∧￣./∨∨　,,,,,[ﾟωﾟ*]　　　　　,,,, ～（,,ｕｕﾉ,,,∧∧∪　∪,,,,
∧ﾙ∧∪ ∪ 　 ＠#・∀・＠.¶( ﾟДﾟ)　/　シ¶　 旦ﾉ[#ﾉ ]　　　　　　～′￣￣(,,ﾟДﾟ)
( ﾟДﾟ)＿＿＿∧ ∧＿＿＿ ゝ|し　|┐　∧⌒∧　,,,<ω<　 Λ Λ,,,,　UU￣￣ Ｕ Ｕ,,,,　　　　　　,,,,
(つ[[(0])　　 （,,｀Д´）　　　　（_|./　|┘ノミ　ﾟ Дﾟ 彡　 ,,,　/Ψﾉﾉﾊ%　　　　　,,,,　　　　,,,,
|　　|　　　　 /ﾊ ∵|つ┓　　 　U U　　§(|%%%%|)　　　,,, ﾉ§・∀・)ζ,,,,,,,,,,,,∧,,∧
∪∪　,,,,, ヽ（∪旦,,）. ┃　　,,,,　　　　　 //****）,,　　　 ～（＿__ﾉ,,,,,,,,,,,,,つﾐ-Д-ミつ ZZZZZzzzzzzzz
　　　　　　　　　　　,,,,　　　　　　　　　　　∪　∪　　,,,,　　　　　　　　　,,,,　　　　　　　　,,,,
　
　
　　　　　　　　　　大川の両岸を花色に染めて、今を盛りと桜が咲いている。
　
　このところ大きな災害も無く、飢えからも解放されて、花見を楽しむ人々の表情もひときわ明るい。
　
　
. 
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　やる夫はやらない夫に連れ出され、桜見物に来ていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼
　　　　　　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼
　　　　　　　　　　 .|　 （ー）　 （ー）　　　　|
　　　　　　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　.u　／
　　　　　　　　　 　 .／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　　　　　　（⌒）（⌒ ）　 　　|
　　　　　　　　　　　　（__人__）　　 　　|
　　　　　　　　　　　　(,｀⌒ ´ 　　 　　|
　　　　　　　　　　　　 { 　　　　　 　　|,
　　　　　　　　　　　　　{ 　　　　　　 / ＼
　　　　　　　　　　　　　 ヽ 　　　　/　>　 〉
　　　　　　　　　　　　　 　 ﾝ 　　　 ´　／
　　　　　　　　　　　　　　 | 　 　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　 | 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ﾘｮﾝ
　　　　やらない夫は一昨年、鈴三屋のご寮さんの遠縁にあたる娘と所帯を持っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 __
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　__＿＿／.::::.｀ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ..-‐ｧ≠‐-ミ::::{:::/.:::::::::::.｀`ー-=ミ
　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／.::::::/.::::::::::::::::｀＼{:::::::::::::.＼:::::::::::::::.`丶、
　　　　　　　　　　　　 　 /.:::::::::/.::::::::::::::::::::::::::.＼ﾄ､::::::::::.＼::::::::.､::::::::.ヽ
　　　　　 　 　 　 　 　 _/.:::::::::/.:::::::::::/.::::::::::〃ミﾒ/ヘ、::::::::.＼:::::.＼:::::ﾊ
　　　　　　　　　　　　〈:::::::::::::'::::ｉ:::::::::{:::::::::::::|::｢｀｀′　 ヽ､:::::::::.ヽ､::::ﾙ′
　　　　　　　　　　　　{::＼::::::i:::::|:::::::::{:::{:::::::_|::|　　　　/-}‐ヽ:::::::ｉ} }/
　　　　　　　　　　　 ∧:::::.＼i:::::|:::::::::{::::X:::_｣ﾆゝ　　　, ｘ=ミ}:i:::::ﾘ,
　　　　　　　　　　　 {:::.＼::::::',::::l::::::::::Ｖ:X,≧ゝ　 　 　 爪,ｉ{刈:::/∧
.　　　　　 　 　 　 　 ヽ::::::.＼:.ヽ:::.＼/:ｨ:爪_ｊ｀　　 　 　 ﾋ::ﾘ ル'.::::::::.
　　　　　　　　　　　　 }＼:::::::Y|:::ｰ-ゝｊ{:::し:ｒﾍ　　　 　 ､｀ﾟ＾　|:!:::::::::::.
.　　　　　　 　 　 　 　 }::::::`ト:{ﾍ::::::::::::. ｀ヾｒジ　　 　 　 ,　　 从::::::::i }
　　　　　　　 　 　 　 /|:::l::八:.ヽ._､::::::::::.､　 　 　 ー　 ´　　ｲ:':ハ::::八　　　　　　 　 　 　 　 (ヽ三/)　））
　　　　　　　　　　　/.::|:::ｌ:::::::.＼:::::.＼::::::.＼　　　　　 　 〃:l:/}::::}∧:. ヽ　　　　　　　　　　　　( i)))
　　　　 　 　 　 　 / .:::|:::l:::::::::::::.＼:::::.＼::::::.＼.　　＿_ ｲ'.::::|' 川ｊ'　!::.　　　 　 　 　 　 ／￣￣＼　＼
　 　 　 　 　 　 ／ .::::::|:::l::::::::::::::::::..＼::::..`=‐-=ミ_」:_彡'.:::::ﾉｲ::从　|:::i　　　　 　 　 .／　　 _ノ　　＼　）
　　　　　　　／..:::::::::::::|:::l::::::::::::::|::::::::::.ヽ::::::,二ﾆ=-‐‐=ミく　ﾉ::/　} 川 　 　 　 　 　 |　　　 （ ＞）（＜）
　　 　 　 ／..:::::::::::::/.::川::::::::::::::|:::::::::::::::|::::|/: :/　　　 　 ヽ::..ｰ-=彡'ﾉ　　　　　　 　 |　　///（__人__）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂ヽ γ　　　 く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i !ｌ ノ　ﾉ　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⊂ｃノ´| 　 　　｜
　
　
　　　　昨夏には跡取り息子が生まれ、この秋には二人目の子供が生まれる予定だった。
　
　
. 
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　　　　　　息子を抱いて、やらない夫がのどかに頭上の桜を見上げる。
　
　
　　　　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　　　　／　 　_ノ 　 ＼
　　　　　　　　|　　　（ ⌒）（⌒）
　　　　　　　　.| 　　　　（__人__）
　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´）
　　　　　　　　 .| 　 　 　 　 　 }　　　　　　　　　　　ええ天気やなあ。
　　　　　　　　　ヽ　 　 　 　 ∧　　∧
　　　　　　　　　人　　 　 　/ __ﾆﾆﾆ_ヽ　　　　　　 絶好の花見日和や。
　　　　　　　/⌒　　　ー‐　|　(●)..(●)
　　　　　　　{ 　 ､　　　　　 >_　'-=-'　ﾉ
　　　　　　　.i　　 l　　　 ／ ‐{三＿} 　＼
　　　　　　　 |　　 |　　 （__/￣ヽ/￣ヽ （__）
　　　　　 　 　|　　ﾄー,,, ⊂__ノ ⊂__ノ
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ＝）　（ ＝）ヽ　　　　　　せやな。
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）　　　　　　お前はんとこの糸寒天のお陰で、
　　　　　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）
　　　　　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　　 うちの店もずいぶんと楽させてもろてるわ。
　　　　　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }
　　　　　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　　　　 ほんま久しぶりやで、
　　　　　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ
　　　　　　　　 　 ＼　`' 　　　 く　　　　　　　　　こない余裕のある気分で桜を眺めるのは。
　　　　　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　　　　　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ー）　（ ー）ヽ　　　　　そら何よりや。
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　やる夫は、やらない夫の腕の中を覗き込む。
　
　
　　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　 ／⌒　　 ⌒　　 ＼
　　　 　 ／（● ）　（● ）　　　ヽ　　　　　よう寝てるな。
　　　　 .|　⌒（__人__）⌒　 　 　 |
　　　　　＼ 　 ｀⌒ ´　　　　　／
　　　　　 ./　　　　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　 　 　 （⌒）（⌒ ）　　　|　　　　　　 ああ、はしゃぎ疲れたんやろ。
　　　　 　 　 （__人__）　　　　 |
　　　　 　 　 （｀⌒ ´　　　　　|　　　　　　　やる夫に会うの、
　　　　　　　　{　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　{　　 　 　 　 ﾉ　　　　　　　　久しぶりやったさかいな。
　　　　 __∩　 ヽ 　 　 　ノ
　　　　（ﾐんゝ､ ／　　 　 ヽ
　　　　　 　＼ '' ／|　　　　|
　
　
. 
　

719   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:35:21 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　 ／￣￣＼
　　　　／　⌒　 ⌒ ＼　　　　　子供って寝ると重うなるねんで。
　　　　|　 （ ●）（●）　|
　　　.　|　　 （__人__）　 |　　　　 井川屋では子守りやらせえへんかったから、
　　　　 |　　　＼＿)　　|
　　　.　 |　　　　　　 　 }　　　　 親になって初めて知ったわ。
　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　 ほんま、この歳になっても知らんことばっかりや。
　　　　　　/　　　 く
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼　　　（やらない夫のこっちゃ、こまごま面倒みてんねやろなあ）
　　　 .|　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　（ひょっとしたら、オムツ縫うたりしとんのちゃうか）
　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　子守りをするやらない夫の姿が頭に浮かんで、思わず笑みがこぼれる。
　
　
. 
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　　　　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　　　　／　　 _⌒　 ＼
　　　　　　　　|　　　（●）（ー）
　　　　　　　　|　　 ⌒（_,,人__） ﾎｼﾞﾎｼﾞ
　　　　　　　　|　　　∩ノ |;;;| }
　　　　　　　　|　　／＿ノ"' }　　　　　　　　　ああ、ようやっと笑うたなあ。
　　　　　　　 /ヽ/　　/　 　 }
　　　　　　　(　 ヽ　 /＿　ノ
　　　　　　　7.ヽ＿_/　　　＼
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 　 ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　　 　 |　　　　　　 え……
　 　　 ＼　　｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
　

721   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:36:27 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　 ／￣￣＼
　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　|　　　 （ ⌒）（⌒）
　　　.　|　　　　 （__人__）　　　　　 お前はん、このところずっと恐い顔ばっかりやったで。
　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ
　　　.　 |　　　 　　　　 }　　　　　　井川屋の旦那さんも番頭はんも、えらい心配してはってなあ。
　　　.　 ヽ　　　　　 　 }
　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　　　　　 気晴らしに連れ出したってくれ、て 頼まれたんや。
　　　　　　.>　　　 <
　　　　　　|　　　　 |
　　　　 　 |　　　　 |
　
　
　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　　せやったんか……
　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は疲れ果てていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　　　 ,. -'"´　　　　　　｀¨ｰ ､
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　',
　　　　　./　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ',
　　　　　l　　　　 　　　 ,!　　 l、　　　　 　 l　　　　　　　 （なんで……）
　　　　　l.　　　 ´￣￣ _　,,　 _｀ー--　U　l
　　　　　.',　　　 ｀ー―'　 　　｀ー―' 　　./　　　　　　　 （なんで、上手い事いけへんのやろ……）
　　　　／ ＼　 　 　 l　 　人　 　l 　　 ／＼
　　.／　　　 ｀ー､ 　 ｀ｰ´＿｀ー'　　‐'　　　 ＼
　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ
　
　
　　　やらない夫に頼んで手に入れた漉し餡を、煮溶かした糸寒天に入れて練り上げ、
　
　　　　　　　木箱に流して固める、という工程を数え切れないほど繰り返した。
　
　
. 
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　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 |＼＿＿＿＿＿＿＿＿_＼
　　　　　　　　　　　　　 |　 .|　 　 　 　 　 　 　 　 ￣|
　　　　　　　　　　　　　 |:ミ |　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　 |::ミ:|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　　　　　 　 　 |:::ミ|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼|＿＿＿＿＿＿＿＿＿|
　
　
　　だが、幾度試しても餡が沈み寒天が浮いて無様な二層になるのである。
　
　
. 
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　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　　　　 　 　　＼　　　　　 （寒天と餡の割合…寒天を煮溶かす時間…）
　　　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |　　　　 （なにをどないしても、上手い事いかへん……）
　　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／
　　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |　　　　　　（なんでや……なにがあかんのや……）
　　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　そうした努力がもう何年も続き、ここへ来て、途方もない徒労感に見舞われていた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　 ／　_ノ　 ⌒ ＼
　　　　　　　　　 |　（ ●）　（●） |　　　　　　　　　　　　 やる夫、お前はもう充分頑張ったで。
　　　　　　　　　. |　　 （__人__）　 |
　　　　　　　　 　 |　　　｀ ⌒´　　|　　　　　　　　　　　　 せやけど、お前はんは菓子職人になるわけやないやろ？
　　　　　　　　 　. |　　　　　　 　 }
　　　　　　　　 　. ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　　　　　　糸寒天の良さを知って欲しい、料理の幅を広げたい、いう
　　　 　 　 　 　_, ´: :ヽ　　　　ノ:＼
　 　 　　　 _, -　ﾍ: : :ヽﾍ　　//: : :/: : ゝ 、　　　　　　　 気持ちはわからんでもないけど、
　　　　　 ´ : : : : : :ﾍ: : :ﾍﾍ//: : :/: : : : : ｀ヾ
　　 　　!: : : : : : : : :ﾍ : : :ﾍ/: : :/　: : : : : : : : : !　　　　　 もうそろそろ羊羹から手ぇ引いたかて、
　　 　| : : : : : : : : : : : ﾍ: :/: : :/　: : : : : : : : : : : |
　 　 .|: : : : : i: : : : : : : .ﾍ/: : :/　: : : : : : : : : : : : i　　　　 罰は当たらんのと違うか？
　 　 i: : : : : : : i: : : : : : /: : :/　: : : : : : : : i: : : : : |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　…せやな……
　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　　　　　　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　　（潮時……か……）
　　　　　　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　（ぼちぼち気持ちを切り替えて
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　 今まで羊羹に向けとった労力を
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /　　　　　 本業の商いに注ぐ時なんかも知れん……）
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　 　 　 ＿＿＿
　 　 　 　 　／ 　 　 　 ＼
　 　 　 　 / ､__ノ　　 　　 ＼　　　　　　　　　　　　　 そういうたら、翠家の嬢さん、
　 　 　 　 | 　 （ ●）　 　 　 ＼
　 　 　 　 ヽ　 　⌒)_ 　　　　　 |　　　　　　　　　　　 やなかったな、雪華綺晶はんとこ、
　　　　　　　`（__厂,′　　　 /: : ト
　　　　　 　　　　`-､_,, 　 ／: /: : : ｀ ヽ　　　　　　　　順慶町で屋台見世や無うて、
　　　　　　　 　 　 　 ."'r: : ／: : : : : : : : ＼
　　　　　　　　　　 　 ﾍ´: : : : : : : : : : : : : : : ヽ　　　　ちゃあんとした店を一軒、借りはったで。
　　　　　　　　　　　i: : : : : : : : : : : : : : : : : : : |
　　　　　　　　　　 |: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : |　　　　知ってるか？
　　　　　　 　 　　|: : : : : : : : i: : : : : : : : : : : : : |
　　　 　 　 　 　　|: : : : : : : : i: : : : : : : : : : : : : :|
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼　　　　　　　　　ん？ああ。
　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　 今でも月に一遍、あっこの手伝いの子ぉが
　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　 旦那さんとこに団子を届けてくれてるさかいな。
　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|　　　　　その子に話だけは聞いたわ。
　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
. 
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　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　　　.　|　　　　　　　　|　　　　　　　手伝いの子ぉ…て、
　　　　　　　 |　　　　　　 　|
　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ　　　　　　　 嬢さんに逢いに行ってへんのかいな。
　　　　　　　　 ヽ　　　 　/
　　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　 　 |　 　 . 　 |
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　 　 　 ／　　　　　　　　＼
　　　 　 ／） ノ ' 　ヽ､ 　 　 　 ＼
　　 　／ .ｲ（ー）　（ー）　u　　 　 |　　　　　 まあ……
　 　 /,'才.ﾐ) （__人__）　　 　 　 ／
　 　.|　≧ｼ'　｀ ⌒´　 　 　 　 <
　 ／ 　/　　　　　 　 　 　 　 　 ヽ 
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　　　　 ／￣￣＼
　　　／　　 _ノ　　＼
　　　|　　　 （ ○）（○）
　　.　|　　U　 （__人__）
　　　 |　　　　　|r┬-|
　　.　 |　ι　 　`ー'´}　　　　　　　 最近逢うたんは何時や。
　　.　 ヽ　　　　　u 　}
　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　/　　　 く
　　　　　|　　　　 ＼
　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　 　 　 　 ＿＿__
　 　 　 　／　　 　 ＼
.　　 　／　　　　　　　＼　　　　　　　糸寒天を作った年、
.　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼
　　|　／ .ｲ '=・=　　=・=　u|　　　　　旦那さんに順慶町に連れて行ってもろた。
　 　 /,'才.ﾐ)　（__人__）　／
.　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼　　　　　それからは……
　／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　／￣￣＼
　　　 ／　　 _,.ノ　 ヽ､_
　 　 ｜　 　 ( ○) (○）
　　　｜ U　　（___人__）　　　　　　　ちょ、ちょお待て。
　　　 .|　　　　　　　__ﾉ__
　　　　|　　　 　_／ ___＼ヽ_　　　　 それ、四年も前の話やないか。
　　　　 ､　　　 '-／____ヽ　 |
　　　　 ﾉ ､　.＿'-〈 　、ヽ　 |　　　　お前、四年の間、一遍も、
　　　 ,´ 　 　 　 　 ヽﾉ}　　　|
　　 /　　　　　　 　 　{　 　/　　　　 嬢さんに逢うてへんて言うんか？
　 ./　　/　　　　　 　/　　 {
　
　
　　 　 　 　 ＿＿__
　 　 　 　／　　 　 ＼
.　　 　／　　　　　　　＼
.　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼　　　　　 うん……
　　|　／ .ｲ '（ー）　（ー）　u|
.　　 /,'才.ﾐ).　（__人__）　 ／　　　　　まあ……そななるか……
.　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼
　／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　 　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　 　 ノし. u:_ノ｀ ,,＼.
　 　 　 　　 　　　/⌒`　 （ ◯）（Ｏ):
　　　　　 　 　 　.:| 　　j（ 　　（__人__）
　　　　　　　　 　:|　　 ＾　　､｀ ⌒´ﾉ:
　　　　　　　　　　|　　u; 　　 　ﾞ⌒}:
　　　　　　　　　　ヽ 　 　　ﾟ　　" }:　　　　　　　　　　　こン…の、ど阿呆！
　　　　　　 　　　　 ヽ　:j　　　 ノ:　ｉ |ｉ　|
　　　　　　　　　／⌒　 　 　 ヽ　 | ||　|　　|　　　　　　今からでもええ、早う顔見せに行てこい！
　　　　　:: ／￣￣ヽ :: 　 　 　 ＼　|| 　 　 |i
　　　　:: （｢　　　 ｀rﾉ ::　　　　　　＼　　　||i
　　　　　:: ヽ　　　ノ ::　　　　　 　 　 ＼
　　　　　　　|　　 | r 　 　 　 　 ｢＼　　 ＼
　　　　　　　|　　 | | 　　　　　 ﾉ　　＼　　 ＼＿＿
　 　 　 　 　 ヽ＿ノ　　 　 　 /||| l　　 ＼_, 　 　 　 ｀ヽ
　　　　 || ｉ　　/　　　　 　 　 | ||| |　　　　(＿つ￣と_ノ)
　　　　 || ||　 |　　　　　　 　 | ||| |
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)　　　　　　　 行かれへん。
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 ._ _ _
　　　　　　　　　　　..(ヽl_l_ll_l,l
　　　　　　　　　　　　 ヽ　　ｒ
　　　　　　　　　　　　　│　|
　　　　　　　　　　　　　 |／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　　　　＼　ノ
　　　　　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　　　　　　.|　ノ（　　（__人__）
　　　　　　　　　　　　 |　⌒　 　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　何言うてんねや！
　　　　　　　　　　　　 .|　　　　　　 　 }
　　　　　　　　　　　　 .ヽ　　　　　 　 }　　　　　　なんやねん、行かれへんて！
　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　　　　l/　　　く
　　　　　　　　　　　　　　|　　　　|
　　　　　　　　　　　　 　 |　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　こんな中途半端な姿、
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |　　　　　　 恥ずかしゅうて、よう見せん。
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 ／￣￣＼　　　　　 ヽ＿,
　　　　　　　　　　　／　ノ　　＼ ＼　　　　　ヽ(_／
　　　　　　　　　　　|　 （◎）（◎）　|　　　　　 ) (
　　　　　　　　　　　|　　（__人__）　 |　　　　 ノ (｀
　　　　　　　　　 　 .| 　　|!i!i!i!i|　　.}　　　　´⌒＼
.　　　　　　　　　 　 .|　　 |i!i!i!i:|　　}
　　　　　　　　 　 　 ヽ 　｀ ⌒´ 　 }
　　　　　　　　 　 _,r､ ヽ　　　　　ノ　　　　　　　　　　は、恥ずかしいてお前……！
　　　　 　 　 　 _j'､_ノ 　}｀ ¨¨　 {
.　　　 　 　 　 ,ﾉ　 Yヽ￣"　　　　⌒ﾞヽ
　　　　　 　 ｢　ヽ　ヽｊ＿.　　　　 　 i　 }
　　　　　,イヽ､ ｀,__,ｨ､__)　　　　　　 |　 |
　　　　 (　 ﾄ､　 Yrイ　　　　　 　 　 |　|
　　　　　￣ "￣　　 |　　　　　　 　 |　|
　
　
　
　　　　　　　　　　／￣￣ ヽ
　　　　　　　　 ／　　　　　　ヽ
　　　　　　　　/　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　| 　　 　_,.ノ '(ゞ､_|
　　　　　　　　.|　　　 （ ー）ヽ ヽ　　　　　　　　　　　 はあ……
　　　　　　　 .ﾉ| U 　　（___人_＼＼__
　　　　　　／　 | 　　　 ｀⌒（⌒_　　 ＼
　　　　　　{　　 .ヽ.　　 　 　 し「、　　　 ＼
　　　　　　{　　 ﾄ　｀ヽ.　___´ノ　　ヽ、　 　 i
　　　　　　.|　　 |　　　　　　　|　　／　　 /
　
　
　　　　　　　　　　　　　やらない夫は諦めたように溜息をつく。
　
　
. 
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　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿_
　　　　　　　　／　　　　　　　　　 ＼
　　　　　 __／　　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　／.　　　　　　　　　　　 、 　　　|　　　　……私、思い違いしてたわ。
　　　　|.　　 　　　　　　,(⌒(●)ヽ 　 　|
　　　　l　　ｌヽ　　　　　 )＞ lllllll　　　／　　　　 お前はんは嬢さんに惚れてるもんやと思てた。
　　　/　　　 ヽ＼　　　`(__,(●) / ／
　　　|　　　 　 ＼ ￣￣￣￣￣￣
　　　|　　　 　|ヽ、二⌒)､
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼　　　　　　　　　 立場が違うやろ。
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　　向こうは嬢さんで、こっちはただの丁稚や。
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼　　　　　　　　 惚れるもなにもないやろ。
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／ ヽ､.　_ノ　＼
　　　　　　　|　 （●）（●）　|　　　　　　　そら確かに昔はそうや。
　　　　　　　|　　（__人__）　｜
　 　 　 　 　 |　　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　 けど、今は違う。
　　　　　　　 |　　　　　　 　}
　　　　　　　 ヽ　　　　　 　}　　　　　　　　今のあのお人は、もう嬢さんやない。
　　　　　　　　人＿__＿_ノ"⌒ヽ
　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　/ 　　　　　　　　　　 へ　　＼
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　………
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　 ／＼　　_ノ　＼
　　　　_　　　　 .| （ ●) （● ）　.|
　　　 |　!　　　　|　（__人___）　 　|
　 　 ｜ !　　　　|　 ｀ ⌒ ´　 　 .|
　　　 |　!　　 ,.-,|　　　　　 　 　 |　　　　　　顔の火傷かて、
　　._,ﾉ ┴、/ ,/ .|　　　　　　　 /
　　.r　`二ヽ ） i　ヽ　 　 　 　 /　　　　　　 お前はんには問題にもならんことや。
　　.|　 ー、〉 /　　 〉　 　 　 <
　　.|　　r_,j　j　/￣　　 ''￣　 ⌒ヽ　　　　　違うか？
　　.| 　 ）　ﾉ／ {　　　　　　　ｨ,　 }
　 ﾉ　　　,/　　 |　　　　 　 　 |{　 |
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　………
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は一言も発しない。
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　　　　　　　　　　 　＿＿
　　　　　　　　　 .,／,-､　 ＼
　　　　　　　　／ ﾉ:/　ﾉfヽ.. ＼
　　　　　　　　|　/:/　/...|　|　　|
　　　　　　　　l　ﾚ　./..ノ .,''´}　i
　　　　　　　　l　　　' ´ .〃 /　|
　　　　　　　　ヽ.　 　 　.　〈　.ﾉ　　　　　 私、お前はんら二人は似合うてる、て思てた。
　　　　　　　　　 ＼.,_　　._ﾉ /
　　　　　　　　　 　/　　/　 ヽ
　　　　　　　　　 ./　　/　　　|
　　　　　　　　 　i　.／　　.　 |
　
　
　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|　　　　　　　　　　や、やらない夫……
　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/
　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
　

739   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:46:06 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　./　　　　　　　　　　ヽ
　　　.l　　　　　　　　　　　l
　　　 l　　　　　　 　 　 　 l
　　　 .l　　　　　　　　　　 l
　　　　ヽ　　　　　　　　　 l　　　　　　 逢わんでも日ぃが過ごせる、いうんは、
　　　　　ヽ　　　　　　　　 l
　　　　　　.)　　　　 __,,..／　　　　　　 お前は嬢さんに惚れてない、いうことやな！
　　　　 ／＝＝=､_〈
　　　／　　　　　　　＼　　　　　　　　嬢さんも気の毒に！！
　 ／　　　　　 　 　 　 ヽ
　.ｉ　　　　　　　､　　　 . l
　.l ｉ　　 　 　 　 l　　 　 l
　l .l　　　　　 　 l　　 　 l
　l　l　　　　 　 . l　　 　 l
　
　
　　　　　　　　　　　　言い捨てて、やらない夫は歩き去った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　その夜。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
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─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
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　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
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|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
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　眠ろうと思っても、やらない夫の言葉が抜けない棘のように、やる夫の胸を疼かせた。
　
　
　　　　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　 ／　ノ　　　　ヽ､_　　　　　＼
　　　　 　 　 　 /　( ー )　　　( ー ) 　 　　　 ｀､　　　　　 （やらない夫……）
　　　　　 　 　/´　　　　　　　　　　　　　　　　　 ',
　　　　　 　 　i　　 （　　人　　　）　 　 Ｕ 　 　 　 ',　　　　 （怒っとったなあ……）
　　　　　　 　 !　　　~''''´⌒´''''´　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　＼　 　 　　　　　　　 　 　 　 　 　 ,.'
　　　　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　実は、やらない夫には伏せたが、
　
　　今年に入って一度だけ、新しい店の前まで行ったことがあった。
　
　
　　　　　　　 　 _＿＿＿
　　　　　　　 ／　　　　　＼
　　　　　　／　　 　;　　 _ノ′
　　　　　/　　　　　∪　:::（●
　　　　　|　　　　　　 　　"｀(__）
　　　　　＼、　　　 　 　 　 /´ヽ
　　　　　　　)　　　　　 　ィ （"_ノ　　　　 （逢うのやない…）
　　　 　 　 / /⌒ヽ　　　 ヽ ）　|
　　　 　 　 i l　　　|　　　 　|　　|　　　　 （遠くからひと目だけ…見るだけや…）
　　　 　 　 | |　　 |　 　 　　|-‐'
　　　 　 　 |.|　　 |　　 　 　 |
　　　 　 　 i〆　 /　　 　 　 |
　　　　　　 ヾン´　　　　 　 l
　　　　　　　 |　　　　 ィ　　|
　　　　　　　　l　　　　| 　 /
　　　　　 　 　 〉　 　 ノ　丿
　　　　　　　　/　　　/／
　　　　　　　 く、.,、,.,,（,≒,.,.,、 ,, ,. ,,, 、,,,., ,
　
　
. 
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　　　　　　　　通りから、中で立ち働く翠星石の姿が見えた。
　
　　　　　　火傷の顔を隠さず、笑みを浮かべて客と話している。
　
　
.　　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　ｒｿ 　 ､ /　　　　rﾉ´: : : : : : : : : : :｀ヾ、
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../:.:／: : : : : : : :/:ｬ=:くｧｒ―ｧｘ　Y!　1　ゞ!　 √「:k=ﾐx:.　 !く::i: :〈　 :ｿ
〃: : : : : : : : : ,:′:〉7¨´ｰ彡rゞLヾ　 　 ﾊ　/::/1:ﾄ::､`Y::} K:::|: : Ⅵ;′
: : : : : : : : : ／: : : Y:::::::::::1:::|:::::::`ﾏﾐ　　 j}く:/　|::!}ﾄ:ヽ!::N<:::ﾊ: :ﾉﾊ
　
　
　　　　　生き生きと輝いて見える、二十四歳の翠星石だった。
　
　
. 
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　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　 （逢いたい……）
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　 （声を聞きたい、話をしたい……）
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；　　　　　（もっと、もっと傍におりたい……！）
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　　　　　　　やる夫は己の中に湧きおこる衝動をじっと堪える。
　
　
. 
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　気持の中に、常に「翠家の嬢さん」という頑なな部切りがあった。
　
　　　　　　　そうした感情を抱くことへの慄きがあった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　 ＞　_二二二　　__　 ｀ヽ、
　　　　　　　　　　　 _∠／´: : : : : : : : `丶、 ､　　＼　__
　　　 　 　 　 　 .／ : : ／: : : : : : :!: : : ＼ : ＼＼ 　 　 　 7
　　　　　　　 　 ´: : : :/: : : : : : : : :|i: : : : :.ヽ: : :＼ヽ　 　 /
　 　 　 　 　 ./: :/: : /: : : : : : : :.:.:八: :ヽ: : :ｉ: : : : '　Ｖ　/|
　 　 　 　 　 ′:′: i.: : : : : ;ｲ: ‐/―＼-＼:|: : : : :ｉ　| /: |
　　　　　　　|:|: i: : : |: : :⌒ /i: :/　 　 __≧､＼: : :.i|　|': : :|
　　　　　　　|:|: |: : /: :∠_/.#::/　　イう心 》￣: : :ﾘ　|: : :.|
　　　　　　　|:|ｉ: : /／《ﾟｒ心 /.# 　 弋　ソ 〃: : : /　 ! : : |
　　　　　　　|八:∧: : :|弋_ｿ.#　　　　￣　/ : : : ｲ　　∨: :|
　　　　　　　　　|　＼:####く　　　　　 ／: : :／ |　 　 ∨∧
　　　　　　　　　|　 　 ト:ゝ　　<_フ　　‐┬＜ : : | 　 　 ∨:∧
　　　　　　　　　|　 　 |: : : ＞　._　 イ　人＿ : : |　　　　∨:∧
　　　　　　　　　′　<⌒7 7ｘ=ミｒ┬===ｘ　/　７⌒)__　　‘，: :
　　　 　 　 　 ./ 　 ,ｲﾞｰ/ / {{_／介＼＿}}/　 /ｰく:::::::::. 　 ‘､: :
　　　　 　 　 /　／:ﾉ ７ ⊥／⌒ゝ‐＜　_/＿/　／:::::::::::.　　 ヽ :
　　　 　 　 ./.／:::::〉 ｱ´　/　　ニj_＼　＼_　| 　_)::::::::::::::ヽ　　　＼
　 　 　 　 /　{::::::⊥/ 　./ ／￣ヽ〉＼ 　　 } 厂(:::＼:::::::::::::＼　　　＼
　 　 　 ／ _ノｰ::::{Y　／ /　　　　‘， ∨　/ |‐く:::::::::＼:::::::::::::i　　　　 ＼
　
　
　しかし、今の自分は、あの優しい頬に触れ、細い肩を抱きしめたいと思う。
　
　
. 
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=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　./　　　　　　　　　　ヽ
　　　.l　　　　　　　　　　　l　　　　 逢わんでも日ぃが過ごせる、いうんは、
　　　 l　　　　　　 　 　 　 l
　　　 .l　　　　　　　　　　 l　　　　 お前は嬢さんに惚れてない、いうことやな！
　　　　ヽ　　　　　　　　　 l
　　　　　ヽ　　　　　　　　 l
　　　　　　.)　　　　 __,,..／
　　　　 ／＝＝=､_〈
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
. 
　

748   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:51:51 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　 　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 ∪ 　＼
　　　　 　　γ⌒)　ノ三三三ゞ(⌒ヽ　　　　　　（違う、違うんや、やらない夫）
　　　　　　／ _ノ　（＞）三（＜） ＼ `､
　　　　　（　 <:::∪:::::（__人__）:::::∪| 　）　　　　 （惚れてるからこそ、よう逢わんのや）
　　　　　 ＼　ヽ ::∪::::｀ ⌒´∪::／／
　
　
　　　　　　　　　 _＿＿＿
　　　　　　　　／　_ノ　ヽ_＼
　　　　　 　／ ∩ｌ＾ｌ^ｌnnｌ^ｌ^|＼
　　　　　／　 。ヽ 　　∥　　ﾉ　＼　　　　　　 （あんなに難儀しはった嬢さんが胸張って生きてはるのに、
　　　　　|　　　／　 　人　 　ｌ　　 |
　　　　　＼ ／　　 /|ii!i!|＼　＼／　　　　　　　 恵まれてる私がこんなに中途半端で、情けないんや）
.　　　　　　|　　　 /. |;;;;;;|　 ＼　|
　　　　　　　　　　　 ｀ｰ´
　
　
. 
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　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　 ／　 _ノ　　　ヽ、＼　　　　　　 （商いが忙しなると、羊羹作りの間ぁがないて文句言うて、
　　　　／　 　（○）　　（Ｏ)　 ＼
　　　　| 　 　 　 ||　 （__人__）　 ..|　　　　　 羊羹作りに失敗したらしたで嘆いてばっかりで……）
　　　　＼　 　　ﾉi　 　!　　|.　 ／
　　　　　/　 　 し' 　 ｀⌒´　.ﾉ　　　　　　（もう二十九にもなるのに、まるっきり子供やないか）
　　　　　|　　　　　　　.／ .／
　
　
　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　 　　　／:::　 　 　＼
　　　　　／::::::::::　　　　　＼　　　　　　　　 （せめて、せめて自分で自分のことを
　　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　 |:::::::::::::::　　　　　　　　　|　　　　　　　 恥と思わんでええようになるまで……）
　　　 ＼::::::::::::::　　　　　　　／ヽ
　　　　 /::::::::: 　　　　　　　くゝ 　）　　　　　（それまでは、嬢さんには逢えへん……）
　　　 ；|::::::::::::　　　　　　 　 　／ ；
　　　 ；|::::::::::::::　　　　　　　イ ；
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　水無月半ばの早朝。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　　　　　店明け前の井川屋の戸を、乱暴に叩く者があった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾄﾞﾝﾄﾞﾝﾄﾞﾝﾄﾞﾝ！
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ　　　　へえ、ただ今すぐに！
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫が慌てて戸に向かう。
　
　
. 
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　　　　　　　　戸をあけると目つきの悪い壮年の男が立っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　　　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　　　　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　　　　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　　　　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|
　　　　　　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |
　　　　　　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!　　　　　　 店主を呼んでもらおか。
　　　　　　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ
　　　　　　　.　 トl.| 　 ＿　ヽ　＿ 　 ｌ'ｲ|
　　　　　　　　　ｌ l.ﾄ､.‘'''"￣￣`'''’,ｲ l |
　　　　　　　-‐'''ｌ　! l.＼ 　￣　 ／ | l |`:ｰ-
　　　　　　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　　　　　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　　　　　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
　そう言うと、やる夫を押しのけるように店に入り、板敷にどっかと腰を下ろす。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／⌒　　 ⌒　　 ＼　　　　　　相済みませんが、
　　　　　　　 　 ／（● ）　（● ）　　　ヽ
　 　 　 　 　 　 |　⌒（__人__）⌒　 　 　 |　　　　 どなたはんだす？
　　　　　　　　　＼ 　 ｀⌒ ´　　　　　／
　　 　 　 　 　 　 /　　　　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　　　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　　　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　　　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|
　　　　　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |
　　　　　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!　　　　　　 京は伏見の、
　　　　　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ
　　　　　　.　 ド||.　,＿＿ヽ＿＿、 ｌ'ｲ|　　　　　　　美濃志摩屋だす。
　　　　　　　　ｌ l.ﾄ､　　　＿_　　　ｲ l |
　　　　　　-‐'''ｌ　! l.＼　　　　 ／:| ! |`:ｰ-
　　　　　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　　　　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　　　　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
　　　　　　大火の後で先代がなくなり、その跡を継いだ聖也だった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は丁寧に頭を下げる。
　
　
　　　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　 　 ／　　　　＼
　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　＼
　 　 　 　 ／　⌒　 　 ー 　　　＼　　　　　　 これは失礼いたしました。
　　　　　 .|　 （●）　 （●）　　　　|
　 　 　 　 ＼ 　（__人__）　　　　／　　　　　　 すぐ、主を呼んで参りますよって。
　　　　 　 .／ 　 ｀⌒ ´　　　イ｀ヽ、
　　　　　, '　 　 　｀￣　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|
　　　　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |
　　　　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!　　　　　　 ふん！
　　　　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ
　　　　　.　 トl.| 　 ＿　ヽ　＿ 　 ｌ'ｲ|
　　　　　　　ｌ l.ﾄ､.‘'''"￣￣`'''’,ｲ l |
　　　　　-‐'''ｌ　! l.＼ 　￣　 ／ | l |`:ｰ-
　　　　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　　　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　　　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
　　　　　　　　　　　　聖也は横柄にふんぞり返る。
　
　
. 
　

756   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 21:55:56 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は奥へと駆けもどる。
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　／ー　 ー ＼ 　 　　／'⌒ヽ
　　　　　（● ）　（● ）　＼ .／　　 ﾍ 　ヽ
　　　　／ （__人__） 　 　 　 ＼ 　 /　 ヽ 　ヽ_
　　　　|　　 ｀⌒ ´　　 　 　 　 | 　|　 　　＼___〉
　　　　ヽ　　　／⌒i　　　　 ／.　 │
　　　　　＼／. 　,r'.＿ ,,r'⌒ ＼ 　　|　　　　　　　　　（先代の遠縁や、て聞いてたけど、
　　　　　／ 　 ／/ｰ＼|　　　　＼ 　.| 　　＿_
　　　　i　　　＾ ／.　　　(, 　 　　　　　,|　　| ,r'゛　　　　天場でも店でも見たこと無い顔やったなあ）
　　　　ゝ､__,〆 　. 　　　ヽ　　　 ｉ.._､,r' ヽ,/ |
　　　　　　　　　　　　　 　＼.　　 |＼　　ﾞｉ　|
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　 ヽ ＼._､,/
　　　　　　　　　　　　 　　　　　＼ ﾞヽ
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 ヽ ＾ゝ
　　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　＼_|
　
　
. 
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　　　ダディが悪い足で正座して、聖也に丁寧に頭を下げる。
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　これはこれは美濃志摩屋はん。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 えろうご無沙汰してしもて。
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿_
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　　　／　　　 　 ＼
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　　　　　　　／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　　　　　＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　 　 　 　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　
　
　　　　　　いく夫とやる夫も主に倣ってお辞儀をする。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　聖也が顔を歪めて吐き捨てる。
　
　
　　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|　　　　　　　 何や、三人だけかいな。
　　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |
　　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!　　　　　　　 他の奉公人はどないしてるのや？
　　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ
　　　.　 トl.| 　 ＿　ヽ　＿ 　 ｌ'ｲ|　　　　　　　　挨拶の必要はない、いうて
　　　　　ｌ l.ﾄ､.‘'''"￣￣`'''’,ｲ l |
　　　-‐'''ｌ　! l.＼ 　￣　 ／ | l |`:ｰ-　　　　　　顔も出せへんのか。
　　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　　　／　　 ノ（ ＼　　　　　　　　　　（確かにそっちが主筋かもしれんけど、
　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　＼
　　　　　 ／ ノ（ ●━━● 　 ＼　　　　　　　　うちの旦那さんのほうが三十は年上やで）
　　　　　 |　　⌒ （__人__）　ノ（ 　|
　　　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　 ⌒／　　　　　　　（その口のききようはないやろ）
　　　　　 ／ 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は眉をひそめた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　ダディが穏やかに答える。
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　 井川屋は見ての通り、
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　 大店とは違いますさかいな。
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　番頭ひとりに丁稚ひとりで
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　細々と商わせて頂いてます。
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|　　　　　 細々と？
　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |
　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!　　　　　　どの口が言うてんのや。
　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ
　　.　 トl.| 　 ＿　ヽ　＿ 　 ｌ'ｲ|　　　　　　 ダディはん、糸寒天たら言うもんで、
　　　　ｌ l.ﾄ､.‘'''"￣￣`'''’,ｲ l |
　　-‐'''ｌ　! l.＼ 　￣　 ／ | l |`:ｰ-　　　　 えらい儲けよるそうやないか。
　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　　 お言葉ではございますが、
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 まだ奉公人を増やして
　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　 ＼ 　　　　 　　 ／　　　　　　 商いを広げるとこまでは
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　 行ってへんのだす。
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　 糸寒天がこれからも残るか、
　 　 |::::::::ゝ　＼　　 ／ |
　　　|::::::（ （ ─）　（─）|　　　　　　それとも飽きられてしまうか、
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　　まあ、風を見ながら
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　 船を動かしてるとこだすのや。
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　　いく夫が控えめに口を挟む。
　
　
. 
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　　　　　　 ＿ 　 , -─- ､
　　　　 ／　ニ `′二_`ヽ.＼
　　　 / ／ ヘヽ　 -‐､　＼　 ヽ
　　　/ / ,　l f'``"" |　ﾄ　　l　l |
　　　! | 〃 , |　　 　 ｌ | ｌ |､ |　|.|
　　　| l　/ｲﾉｰ-､　 rヽ!'ヽ!ヽ　 |　　　　　　　ふん、ダディはん、
　　.　| /l''＝=a=　,　=a=＝''|r､!
　　　 |,ｲ|　｀￣　〈| 　 ￣´　||'ｲ　　　　　　　さすがにお前はんの仕込みやな。
　　.　 トl.| 　 ＿　ヽ　＿ 　 ｌ'ｲ|
　　　　ｌ l.ﾄ､.‘'''"￣￣`'''’,ｲ l |　　　　　　　　この店は番頭まで口が上手い。
　　-‐'''ｌ　! l.＼ 　￣　 ／ | l |`:ｰ-
　　::::::::::l,ﾙ ﾄ､　` ｰ '´ .／!ﾙ':::::::::::
　　:::::::::::::::Ｎ　＼　　／　 |':::::::::::::::
　　::::::::::::::::|　 　 ,><　 　 |:::::::::::::::::
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　　へえ、
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　　おかげさんで。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　ダディが呑気に返答する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　聖也が土間に立ちあがり、大声を上げた。
　
　
　　　　　　　　　∠　　ﾐr=""￣ゝ
　　　　　　　　/　　　.ﾐ≡-ミミ　　ゝ
　　　　　　　/　　/　rﾐv//ヽヽﾐ　　ヽ
.　　　　　　/　　　　/ヾ　　　ヽヽﾐ　　ゝ
　　　　　　|　　//　メ,　|　|　|ｖｘ　ヽゝ）
　　　　　　|　　/ヾ=ェ,,＼　　/,,-="|/
　　　　　　|　/　|ヾ.o　"ヽu/ro　　|　　　　　　　　　　　　 のらりくらりと、ほんまむかつくわ！
　　　　　　|　（彳　ゞー　　:::ヽー"|
　　　　　　|　　|　u　　　　　,'　ゝ　|　　　　　　　　　　　　 ダディはん、はっきり言わせてもらうで！
　　　　　/　　　|　ゝｺｴェェェェｴﾌ|
　　　　　ﾌ　　　ヽ　ゝｴェェェェr　|─,,＿　　　　　　　　　 アンタ、高和の天場から手ぇ引いてんか！！
──"￣　　ヽ　　ヽ　　　≡　　／/─,,＿"￣"─┐
　　　　　/　　|　＼　＼　　　／　/::::　　　"￣"─┤
　　　　/　　　|　　＼　　ゝ　|vV:::::::　　　　　　　　/|
　　　/⌒)　　.|　　　＼/　　|:::::::::::::::　　　　　　　/　|
⌒ヽ/|≡|.　　.|　　　／＼　|:::::::::::::::::　　　　　　/　　|
|│　||旦|.　　..|　.／ヽ__/＼|::::::::::::::::::　　　　　/　　.|
ヽ.しﾉム　ヽ.　.|／　./　ヽ　.|::::::::::::::::　　　　　/　　　|
　
　
. 
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　|:| i: : :i: : : : | ｀＜: : : :ヽ　　 r≠== ｧ　　　' ,: : : :.',｀ ＜: : : : : : : : : :
　|:| i: : :ヽ: : : i　　　｀ ＜:.＞//　　　 i　　　　 ' ,: : : :',f⌒ヽ 　',｀ ＜: :
　|:| .i: : : :{: : :.i　　　　 　 ｀/へヽ 　　》》　　　　 ' ,: : :.'.,r‐‐ヽ　',: : : : ｀　　　 あれはもともと美濃志摩屋の
　|ﾘ　i: : : }ヽ: :ゝ- ___　　 ｲ´､､　 　 //　　　　　　 ' ,: :.:',　　 }.　',: : : :
　　　 ∨:∧ ヽ: : : : : :.ヽ　　 ヾ}　ノ/　　　　u　　　　' ,:.:.',__ノ 　 }: : : : 　　　 息がかかった天場や！
.　　　　∨∧　 ｀ ＜: : :.ﾊ　　　 彡´　　　　 　 　 　 　 ' ,:.',　　 /: : : : :
　　　　　ヾ､i　　　　　｀ :/　　　　　　　　　　u　　　　　　ヽ:',‐ ´: : : : : 　　　 天草の買い付けから何から、
　　　　　　　ヽ　　　　／　　　u　　　　　　 ___　　　　　　　丶: : : : : : :
　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　/ヽ ｀ヽ、　　 　 　 i: : : : : : :　　　 美濃志摩屋が力を貸したからこそ、
　　　　　　　　　ヽ､　　　 　 __　　　　　／　__ ﾆｲ::＼　 　 　 i: : : : : : :
　　　　　　　　　　　｀ ――､　　 ___ - ´__-‐ ´::::_:::-‐＼　 　 i: : : : : : :　　　 あそこまでなったんや！
　　　　　　　　　　　　　　＜　　_ >.-‐ヽ､:::::＞´_ ,r‐‐ﾉ/　 　 i: : : : : : :
　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ ´　　　　　_ヽﾆｺコノ ￣.　　　 /: : : : : : 　　　 アンタ、あとから割り込んで好き勝手しよって
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 _{ﾆ-‐￣　　　　　　　 /: : : : : : :
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ',　　 　 　 　 　 　 　 /: : : : : : : :　　　 何様のつもりや！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　',_　 ____-‐´　　　　/: : : : : : : : :
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣　7　　　　　 /: : : : : : : : : :
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　　　　　　 正しくは、
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　 美濃志摩屋のご先代の
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　　 ご尽力の賜物だすな。
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　（　＼　　、
　　　　　　　　＼　　　＼
　　　　　　　　　.＼＼　＼
　　　　　　　　　　／　＼　＼＼
　　　　　　　　　く　ｕ　／　｀　｀　＼＼
　　　　　　　　　　＼　〃=====ゞ　　|
　　　　　　　　　　　.）　l　　　　､　　　|
　　　　　　　　　　／　　----゛　　　　|
　　　　　　､--￣　　u　　　　　　　　　|
　　　　　　　＼　､　　　　　　ｕ　　　　｜　　　　　 な、なんやて？
　　　　　　　　　フ　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　ゝ王王王王王ヲ　.|
　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　Ｌ　　　　　ｕ　　　|
　　　　　　　　　　　　￣/　Ｕ　　　　.|
　　　　　　　　　　　　　/　　　___--　|
　　　　　　　　　　　　/　__--、::::::::　｜
　　　　　　　　　　　　｀¨´　　　＼／/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　人
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　 原村の寒天場は、高和はんのもんだす。
　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　　　 井川屋が手ぇ引くも何もおまへん。
　　　　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　　ましてや美濃志摩屋が先代の恩をかたに
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　好きに出来るもんでもない。
　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　 　 　 ,　-‐;ｚ..__
　　　　　　　 ／￣ﾞヽ′　ﾆ‐- 、＼
　　　　　　　Ｚ´// ,ﾍ.∧ ヽ　＼ヽ　ゝ
　　　　　　　/, / ,ﾘ 　 vﾍ ｌヽ＼ヽヽ.|
　　　　　　　/ｲﾙ_-､ij~　 ﾊにヽ,,＼`|　　　　　　　　　　　 な、何を恩知らずに！
.　　　　　　　 N⌒ヽヽ　/／￣ﾘ:| l l |
　 　 　 　 　 　 ﾄ､_e.〉u ' ｅ_ ノﾉ |.l l |　　　　　　　　　　　 ダディはん、アンタも高和も
　　　　　　　 　 |､＜ ､ ij　_,¨､イ||ト､|
.　　　　 　 　 　 |ドｴｴエ「-┴''´|.|L八　　　　　　　　　　　美濃志摩屋あっての
　　　 　 　 　 　 l.ﾋ_ー-r-ー'スｿ | l トゝ､.__
　　　　_,,.　-‐ ''"ﾄヽｴｴｴエ!ゝ'´.ｲ i l;;;;:::::::::::`::ｰ/　　　　　今の身ぃや言うことを忘れたんか！
　　　ﾊ:::::::::::::::::::::| l＼ｰ一_v~'´ j　,1;;;;;;:::::::::::::::::::
.　　/:::;l::::::::::::::::::::;W1;;;下、　／lﾙ' !;;;;;;;;;::::::::::::::::
　 /:::::;;;ｌ:::::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;|: :Ｘ: : : : : |;;;;;;;;;;;;;;::::::::::::
　/:::::;;;;;;|:::::::::::::::;;;;;;;;;;;;;;;;|/: : >､: : :|;;;;;;;;;;;;;;;:::::::::::
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／,,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,,,::::::＼　　　　　　別にお前はんに育ててもろうた覚えはないなあ。
　　　. 　 |::（●）,ﾝ < ､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　お前はん、人でも花でも、
　　　. 　 |　　ｒ､_,ｨｪ､_,ゝ　.:::::::|
　　　　　 ＼ 　 ｀ー'´　　.::::／　　　　　　育てるんやったらちゃあんと種から水やって育てなはれ。
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　 ﾏ　　　　　　 　 　 　 ﾓﾝ
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　種も蒔かん、水もやらん者が、
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾇｽｯﾄ
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　実ぃだけ寄越せ、言うんは盗人と一緒だすで。
　
　
　　　　　　　　　　　ダディが口調をがらりと変えて聖也に言いかえす。
　
　
. 
　

767   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 22:02:43 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　　　　聖也がダディに向かって拳を振り上げる。
　
　
　　　　 _ ｡o≦‘，
　　　　,′ニニ ‘，、
　　　 ,′ニニニﾆ､ ヽ
　　　,′ニニニニﾆ‘,‘,
.　 　, ニニニニニニ‘,‘,　　 　 　 　 　 　 __／ヽ、＿
　　　-=ﾆニニニニニ‘,‘,　　　　 　 　 イ: '´:.ﾄ､: : : : : :≧=‐-
　 　 -=ﾆニニニニニハ‘， 　 　 　 ｲ:.:/: :ﾄ､:|i:!V!ヽ: : : : : :｀¨て_
.　 　 -=ﾆニニニニニﾆ! ﾘ-､_　　./: : /: :`ｰ-ﾐ{　　 Ⅵ: : :ヽ: （｀ヽ!
　　　-=ﾆニ二二ニニﾆV　 /ﾆヽ,': : ムイ´ oヽゝ' _ ノヽ: :.:‘, ‘,
　　 ‘,二二二二ニニニ‘,　lｰ-､7!:.f´V　｀¨¨　　乂eｱ ムｲ:.|Ⅵ
　 　 ‘,二二二二ニニニ‘, ゝ‐ｧ'i!: ﾍ i!　u　　　 　 ノ　 ,′!/
　　　 ‘,ニニニニニニニ ‘,¨´ ./ : : : l　 /二二≧=ｧ　′
　　　　‘,二二二ニニニニ ｀ヽ,′: : : l　｛:::::::::::: ゝ'{　.,′　　　　　　　　　 こ、この……！
　　　　 ‘,二二ニニニニニニ |: : : : : :ヽ ｀¨¨こ¨´　　ﾄ､＿＿＿__,
　　　　　‘,二ニニニニニニニl∧: :ﾄ､: : :ﾄ､ 　 　 　 .ｲ: : : : :＜￣
　　　　　 ‘,二二二二二ニニﾆ|ﾆヽ{/＼｛! ≧=≦!: : : : :＜￣｀ヽ
　　　　　　‘,二二二二ニニニ |ニﾆ∨/,≧x._　 /､_:‘,｀¨ヽ!
.　　　　　　 }’，二二二二ニニ|ニニⅤ///,'r‐-ﾐ/{､: ’，
　　 　 　 　 }二二ニニニニニ |ニニ ‘,ヽ!/∧　 {/{=ヽﾄ､_
　　　　　　　}ニニニニニニニ |ニニニV//,'∧-{Ⅵ=∧二≧o｡　＿_
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼　ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　|　 u. 　 （__人__）　　　　l^l.| | /）
　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 　 ｀ ⌒´　　　 ／| U ﾚ'/／)
　　　　　　　　　　　　　　γ⌒　　 　 　 　 　 　 　 ﾉ　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　 i　　j　　　　　 　　　ｒニ 　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ､ l 　　　　　　　　　 !ヽ､_,__／　　　　　　　なにしはるんだすか！
　　　　　　　　　　　 　/つゝ､,!　　　　　　　　　　}
　　　　　　　　　　　　｛〈〈〈,ゞｿ　　　　　　　　　 〈
　　　　　　　　　　　　　｀￣／　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　　　 　／´`＼　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 !　　　　く´　　　 　＼ 　　　 　ﾍ
　　　　　　　　　　　　 　 ＼ 　　　＼ 　　　 　 ヽ　　　　 ﾍ
　　　　　　　　　　　　 　 (´____＿___ノ 　　 　　　 ヽ　　　　ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 ｀￣ ￣ 　　　　 　　　 　 ∨__＿___｀)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣￣￣´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は慌てて主の前に立ちはだかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　そしてそのまま、聖也の腕をとって捻じ上げた。
　
　
　　　　　　　　　　　 　 .　_
　　　　　　　　　　,.　' 　 　 ` ､__,.-､_,_
　　　　　　　　　/　　　　　　　 ヽ.　　 ﾞヽ
　　　　　　　　./　　　　　　　､_ﾉ,ﾞl ,_ｨ､_/
　　　　　　　 /　　　＼＿__,　 ヽ.ﾉ'.
　　　　　　　 |　　　　 （●）　 l､ﾉ .|,r､_
　　　　　　　 ゝ､_　　　　 （__ノ〈　〈　　｀〉　　　　　　　　　　ふん！
　　　　　　　　　/￣　｀ヽ.　ゝ彳　/ ヽ.ﾒ
　　　　　　　　　ﾔ　　　　'ﾞヽ.　,.ｨ'　　./
　　　　　　　　　 ゝ､_,／　　 ﾞｲ　　　/
　　　　　　　　　　 ＼ﾞ:ー､_　　　　У
　　　　　　　　　　　　｀ヽ　 `ー‐'"
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿
　　 　 　 　 　 ／´　　　 ｀ヽ　,r'"⌒`' ､
　 　 　 　 　 /　　　　　　 ヾ￥r　　　　 ＼
　　　 　 　 /　　　　　　　　ヾf r　 　 　 　 ヽ
　　 　 　 /　　　　　 　 　 fﾞﾞﾞ''''"""1　　　　 ヽ
　　　　 /　　　　　　　 　 |:::u:::::::::::::::|　　　　　ヽ
　　　　ｌ　　　　　　 ,ｲ ｌ| .ト､:::lj":::::::::::l　 |ｌ　　　 ヽ
　　　 |　　　　 　 ノ:/ﾉｌ ｌ:::::ヽ::::::::::::::::::| .|:|　 　 　 ヽ
　　　|　　　　　f´r=",､ﾚ::::::::::ヽ::::|j:::::::::ｌ|:::|. r､ 　 　 l
　　 |　　／|　 |￤　　 ヾ_､.._:::::ｌ::::::::::::,r'''"ﾚ'｢´l　　　|
　　|　　ｌに|　.|:￤　　　　｀`ヾ::::::::::::;r,=＝=＝ｯ　　 l
　 |　　 | し|　|::::::ミ､◎　　　　:::::::::/´　　　 ,､ﾘ　　ﾉ
. /　　　ヽ､|　|:::::::　`ヾ＝‐='"::u::/◎　 _..ノ:/_. -'´　　　　　　 痛た、痛たたたた！
/　　 /|　　　|::::::　　|j　　　　|j:::::ﾋ≡三=　/
　 ／:::|　　　|:::::＿__ U　 ｕ　　 ::::::`''ｯ　　l　　　　　　　　　　　な、なにすんねん！
／:::::::||　　 .|　f⊥⊥Ｔ‐r､__　　r'::／ u　/
::::::::::::| |　　 ﾄ、｀┴'┴±±r干,コ'ェｎ /
:::::::::::|　|　　 |:ヽ　　　＿　　￣｀'┴'‐'ﾘ
::::::::::|　 |　　 |:::::ヽ ｕ　≡三≡　u　/
:::::::::|ヽ　|　　 |:::::::ヽ　u　　　 _.､ ‐ヘ
:::::::::|　 ヽ|　 Ｎ　:::::::＼_.. ‐''´ /::::::::::::＼
:::::::::|　　 ヽ　|　　 ::::／/　 ／::::::::::::::::::::::＼
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　　　　　　　お前はんとのご縁も今日まで。
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　　　やる夫、そのまま八軒家までお連れしなはれ。
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　　　なんなら、大川で頭冷やしてもろても宜し。
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼
　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼
　　　　　|　 　 　 （__人__）　 　 　 |
　　　　　＼( （ヽ(＼ ⌒´　　 　 ／　　　　　　　へえ！
　　　　γ⌒＼＼＼＼　　　⌒ヽ
　　　　 i　　j　 ヽ　 人｀ヽｰ‐　　i
　　　　 ヽ､ l　（￣ ）　て＿＿_.ノ
　 　/つゝ､,,!　　￣ `⌒　　 　　}　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放せ、放さんかい！！＞聖也
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　その夜、夕餉の席。
　
　
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |　　　　　　　　　 . : : : : .　　　 . : :
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |　　　　　　　　. : : : .　 　 　 . : :
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
二二| l |||二二二二二二二二二二二二二:|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |──────────
二二|_l_||ｌ二二二二二二二二二二二二二二|/===================
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣//￣￣￣￣￣￣￣
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　　 　 　 //
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　 　 　 //
-－- －- －-－-－-－-－-－-－－-－-－ //-－ -－-－-－- －-
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 //
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 　 //
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 　 　 　 　 　 　 　 　 //
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　やる夫は腹立たしい思いで茶粥をすすっていた。
　
　
　　　　 　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　 ＼　　　　　　　（長年守られてきた美濃志摩屋の暖簾が
　　 　　／ 　＿,　 、＿　＼
　　　／ 　（ ―）三（― ）　.＼　　　　　 あんな阿呆のために台無しになるやなんて……）
　　　|　　 '"　（__人__）"'　　　|
　　　＼　　　　` ⌒ ´ 　 　／　　　　　（口惜しいなあ……ほんまに大川に放り込んだったらよかった）
　　　／ゝ　 　 "`　　　　　｀ヽ.
　 ／　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
. 
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　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|　　　　　　　　　　旦那さん、
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　　　　　美濃志摩屋はんとの一件だすが、
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　　 高和はんとこに迷惑がかかること、
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　　　 ないだすやろか？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　 　／　（○）　（○）＼
　　／　　　（___人__）　　..＼　　　　　　　　（せ、せや、高和はんのこと忘れとった！）
　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|
　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
. 
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　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　まあ、心配することはないやろ。
　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　ああいう手合いは、弱い相手にしか吼えへんもんや。
　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ノ⌒'" `'ｰ-､::::＼
　　. 　 |　 （●）,､（●）､　 .:|
　　　　|　　 ,. (,､_,､)､_ 　 .::::|　　　　　　　 高和はんは義理人情には篤いが、
　　. 　 | 　 {,｀ﾄ===ｲ ,}　 .::::|
　　　　 ＼　　ヾﾆノ　 .:::::／　　　　　　　 筋の通らんことに屈するお人やない。
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 聖也の歯ぁの立つ相手やあらしまへん。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　　そうだすな。
　　　 |　　　|r┬-|　　 |
　 　　＼　　`ー'´　 ／　　　　　　　 旦那さんの言わはる通りだす。
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　　　＿＿＿_
　 　　　／　　 　 　＼
　　　／　⌒　 　 ⌒　＼
　 ／ 　　'´｀ﾞ 　 '´｀ﾞ　　＼　　　　　　へえ。
　 |　 　 　 （__人__）　　　　|
　 ＼　　 　 |r┬-| 　 　 ／
　　　　　　　`ー'´
　
　
　　ダディの一言で、いく夫もやる夫も、ほっと胸を撫で下ろすのだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
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　　　　　　　　　　　　　　翌、文月の夜のこと。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　どや、いく夫。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　なんぼあった？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ●）　（●）|　　　　　　　　へえ、旦那さん。
　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)
　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |　　　　　　　 銀二貫、きっちりおましたで。
　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀‐=ﾆ=‐ '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 間違い、ないか？
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　へえ。
　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　何遍も何遍も、なんべんも、
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　量り直しました。
　　　＼　　　　 　 　 ,／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　間違い無う、銀二貫、おます！
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／　　 　 ::::::::::::::::＼
. 　 | 　__,,,,,.ノ　 ヽ、,,,_.:::|　　　　　　　　そうか。
　　|　 .ﾞ ＿"　 |ﾞ＿ " .:::|
. 　 |　　ひ　　` ' 　 　 .::|
　　 ＼　 /ヽニﾆ='ヽ::／　　　　　　　　……長かった。
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　長かったなあ、いく夫。
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.
.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿＿＿＿＿
.:.:.:.:.:.:.:.:.:／.::::::::::::::::::::::::::ヽ
.:.:.:.:.:.:.:/:.::::::::::::::::::::::::::::: ﾍﾂ
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::::::::/ ⌒|
.:.:.:.:.:.:.:|::::::::::::::::::::::::::::〉 (Ｏ|　　　　　　　 ……へえ………
.:.:.:.:.:.:.:|:::::::::::::::::::::::.（@ ⌒ )
.:.:.:.:.:.:.:.|:::::::::::::::::::::ﾉ 　　i-|
.:.:.:.:.:.:.:.:.xｱ''ｰ'ﾞ'ｰ''､.　　 `ﾉ
.:.:.:.:.:.:.:/ ｰ｀¨`''''ーゝ─ ﾞ-､
　
　
　　　　　　　　いく夫も涙声になって、主に答える。
　
　
. 
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　前回、半分貯まったところで、大火で被災した美濃志摩屋への見舞金として使った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,ﾆ=､
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 , - ､/⌒'ｰi　　 'y
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,　== ､＿〈　　〈 　 { /　 ／ }‐､
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ((　〃´ 丶 ＼≦) /ニミy　ノ　ﾉ┐
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ｀　{i　　　 ｀／ノ /　　　　 xイ　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀＞一'´　 ／　　　　 ∧ヾ｀ヽ
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　　{　', )) ))
　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |彡'
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 '　　　　　　　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 {　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 　 　 ／
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 丶　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀　ｰ---‐=ﾆ´
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　振り出しに戻って、九年。
　
　　　　　　　　　　　　　　やっと、この日を迎えたのである。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　　　　　　 ほなら、早速明日、
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　　　　　　　 私とお前はんと、それにやる夫の三人で、
　　　　　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)　　　　　　 天満宮へこれを納めさしてもらおか。
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　 　 　 　 　 　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　／,,| ::::γ⌒^Ｙ⌒ヽヽ::::|　　　　　　　　　　　　そのことで、
　　 　 　 　 　 ./,／|:::::ゝ　＼　　 ／　|::|
　　 　 　 　 　 ;/⌒(@::..（　(●)　 (●) |⌒ヽ　　　　　　　　　　旦那さんにお願いしたいことがおます。
　　 　 　 　 　 /　　/|::::.u⌒（__人__）⌒|/ヽ_ ＼
　 　 　 　 　 .（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　─────`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"──
　
　
　　　　　　　　　　やる夫の名前が出たところで、いく夫が畳に手をついて切り出す。
　
　
. 
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　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　　　皆まで言いな。
　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　　　お前はんの言いたいことは承知してるつもりや。
　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l　　　　　　　　やる夫も、二十九や。
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　　　ついつい便利に使てるけんど、もう丁稚いう歳でもなし、
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_ 　　　　　　　 また、これだけ店に尽くしてくれたんや。
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl　　　　　　身の立つようにしたろ、と思うてる。
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　主の言葉を聞き、いく夫は額を畳に擦り付けた。
　
　
　　　　 　 　　　　／ ⌒｀"⌒｀ヽ、　　　　　　　　　　　奉公人の私が出すぎた真似とは存じますが、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/:::::::::::::::::::::::::::::::::＼　　　　　　　　 旦那さん、やる夫を養子に迎えて、
　 　 　 　　　;/⌒'":::..:::::::::::::::::::::::::::::::::|⌒ヽ
　　　　　　　/　　/､:::::..:::::::::::::::::::::::::::::/ヽ_　＼　　　　 井川屋の跡を取らしたってください。
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、:::::::/⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　.　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　いく夫、お前……
　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 
　

788   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 22:14:48 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　　　確かに、やる夫を引き取った当初はそう考えたこともあった。
　
　
　　　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／｀-、_
　　　　　　　　　 　 ／_,ノ　　ヽ､＿/　/ ,〉、
　　　　　　　 　 　 .|（＝）,　　（＝/　´／ /)　　　　　　　　 いく夫、私の考えはこうや。
　　　　　　　 　 　 .|　　,ﾉ(､_,)ヽ./　　, ' ´,/
　　　　　　　 　 　 .|　　｀-=ﾆ= 'V　__, ＜´　　　　　　　　　やる夫には折りを見て暖簾分けする。
　　　　　　　　　 　 ＼　 ｀ﾆﾆ´ 〈´／::::Λ
　　　　　　　　　　　 　ヽ　ー--.ﾔ::::::::::::::Λ　　　　　　　　 そして、この井川屋はもっと大きうしてお前に残す。
　　　　　　　　　　　　 /ﾑ _ , -.／V:::::::::::::Λ、
　　　　 　 　 　 _,. -／:/:::ﾊ ,/´..::/i:::::::::::::::::::Vﾍ　　　　　　これまで暖簾分けもしてやれんかった
　　　　　　　／/.／.:::/:::l　y .::::::/::::ｉ::::::::::::::::::.∨}
　　　　　　 j ::::::::>.:::/:::::l ./ .::::::::::::::::ｉ::::::::::::::::::::ﾚ;　　　　　 甲斐性無しの私に出来るんは、
　　　　　　i :::r :〈 ::::i::::::::ﾚ .::::::::::::::::::::〉､:::::::::::::::::ﾉ
　 　 　 　 ｉ :::| :::::'., :i::::::/.:::::::::::::::::::::::::::`::-==::イ　　　　　　それくらいのことやけんど、堪忍してな。
　　　　　 .| :::| ::::::::', :i::/.::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　しかし今は、創業当時から自分を支えて、
　
　　　　　　大して良い思いをすることのなかったいく夫の事を一番に考えてやりたかった。
　
　
. 
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　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　 ／:::::::　　　　　''''＼
. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)
. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ　　　　　　　　ほな、今日のところはもう寝よか。
　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ
,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､　　　　　　　 明日は早起きやで、いく夫。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　　だ、旦那さん……
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　ダディは足を引き摺りながら奥へと消えた。
　
　
. 
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　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|　　　　　　 （この店を私に残してくれる、いう
　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　　 旦那さんの気持ちは有り難いけんど……）
　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　　|　 |r┬-| 　u　　|　　　　　　　（私ももう六十四……）
　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、　　　（もう、そんなに先は無い体やねんけどなあ……）
　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　いく夫は重い息を吐くのだった。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌朝。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
　

794   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 22:17:38 ID:PUGwN/dg0
　
　
　やる夫は常よりも早く店の戸を開け、表を掃き清めていた。
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　　＜やる夫。　　　　　　　　 ／　　　　　＼　　　　　 _
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　―　　―＼ 　 　 //
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　（● ）　（● ）ヽ 　//
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 　（__人__）　l〃ヾ.
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　 　 　 　 `⌒´　／'んソl
　　　　　　　　　　　　 　 　 〃⌒ヽ　 　 '"ィ´ヽ.//|　 |
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l＼　　＼ 　 　 　 // ′ .l
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　＼　⌒￣￣〆⌒,ゝｰ'
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　｀ー──～ソ"
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 // i
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　　 //　 |
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　 　　 ､// 　 ,!
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　　　//　　/
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | 　〆ｿﾘ　 ,/
　　　　　　　　　　　　　　　　　/ノ//ｿﾊ　丿
　　　　 　 　 　 　 　 　 .　:.　〆彡/ﾉﾘiゝ/　.　｀　,. ..
　　　 　 　 　 　 　 　 . .. :´,;､;彡ﾘﾝ〆ノｿ ..´..;' . ; ; :
　
　
　　　　　　と、やる夫に早朝から声を掛ける者がある。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原村の高和だった。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　　　朝早くからすまない。
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　　　旦那さんにお目にかからせてもらえるか。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 ─　　 ― ヽ
　　　　　　／ .u 　（ ●） 　（ ●）'　　　　　　　　　へ、へえ、ただちに。
　　　　　　|　 　 　 　 （__人__） 　　|
　　　　　　＼　 　　 　 ｀ ⌒´ 　,／　　　　　　　　（どないしはったんやろ、こんな朝早うに）
　　　　　　／　　　　　　ー‐　　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　高和は井川屋の奥座敷に招き入れられた。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　部屋に入るなり、高和は畳に両手をついた。
　
　
　　　　　　　　　　,.ィ'"￣;.;.`ヽ、
　　　　　　　　　/;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;ﾍ
　　　　　　 　 ,ｲ;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.｢￣ `' ｰ-.､.
　　　　　　　/　ﾙ,;.;.;.,.r‐--､;.;r､;.:L_　　　　　 ヽ、
　　　　　 　 |　 Ｌ_~ﾘ'、 __,.､ l;llﾍ!;f'　 ,　　　　　　',
　　　　　　 ∧　ヾ=,!´ー≡″Ｌ/　　 !　　 　 　 　 '、
　　　　　　,'　　　 ヽl 　 __　j /ﾍ　　 i!　　 　 　　,　 ',
　　　　　 ,'　　　　 i!`く-‐' ,イ　　 ,./i l　　 　 　/　　 ',
　　　　　i　　!　　　iﾍ　￣ヾ レ'"´　　l`ｰ　　　　ﾄ､ 　 i
　　　　　!　 l　　　 l　｀ヽ、　',､　　　　l　　　　　 l　ヾ　l　　　　　　　　　旦那さん、この通りだ！
　　　　　!　 ヽ　　/　　　　￣ﾍ＼＿__!　　　　　 l　　　l
　　　 　,'　　　_,./　　　　　　　 `>-､_｣　　　 l　　l　　　lヽ　　　　　　　　どうか、勘弁して下さい！
　　　　i　/　　/　　　　　　 ,,. ''´　　ヽ!　　　l　　l　　　　 i
　　　　!　 　　 ',　　　　 ,. '´　　　　　 i!　　 l　　!　　　　　l　　　　　　　 糸寒天、作れなくなっちまった！！
　　 　 ! l　　　 l　　　／;, .　　　　　　 l　　　　 l　　　　　l l⌒ヽ.
　　 　 l l　　　 !　　/;, ,　. ,　　　　　 / 　 　 i　!　　　　　l !　　 l
　　　　l l 　 　! 　/;:. ;:. 　　　　　　 /　　　　 /　　　　　 /　　ノ
　　　　l　　　 l　/;,. .　　　　　　　 /　 　 　 /　　　　　　l ﾑ/´
　　　　',　　　l /　　　　　　　　 ,ｨ′　/　 /; .;, .　　　　//
　　　　 !=-　 !|　　　　　_　_,.／/　　/　 /; ..; .　　　　//
　　　　/　　　ﾍヾ､　　　,.　'　 / 　 　 ／;. ,　 .　　　 //
　　　 /　　　　､'､`ー─'_,. -'´　　 ／;. , ;;. .　　　 ／/
　 　 //! i^! !i　ト-,.ィ´7　　　　　/|　　　　　　 ／,ノ′
　　　U ! l l l ', l　 }イ/ / /　,.-'´　ヾヽ　　　 /／
　　　　 U U　U　　 /ノノ_／　　　　 `ー─'″
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　いく夫とやる夫が目を剥いた。
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|　　　　　　　　　　　　　　　／ノ 　 ヽ､_＼
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　 　 　 　 　 ／（ ○）}liil{（○）＼
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|　　　　　　 　 　 　 　 ／　　　 （__人__）　　　＼
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　　　 　 　 |　　　ヽ　|!!il|!|!l|　/　　　|
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 　 　 　 　 ＼　　　　|ｪｪｪｪ| 　 　 ／
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　＼
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　　高和はん、何がおました。
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　　　理由、話しとくなはれ。
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　　　　　　　　　ダディが落ち着いた声で尋ねる。
　
　
. 
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　　　　　昨年来、原村の寒天場で作った糸寒天を全て美濃志摩屋に寄越すよう、
　
　　　　　 聖也から矢のような催促を受けていたが、高和はきっぱり断ってきた。
　
　　　　　　先月も、聖也本人が原村まで押しかけてきたが、相手にしなかった。
　
　
: : : : : : : : : : : : : : : : :.| ん（ ／: :／-‐=ﾆ二　　　　　　　　　　 ｀７:_,,..　 -‐=ﾆ二:/
: : : : : : : : : : : : : : : :.八　／＞'´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/∧＼-‐=≦: : :_,,..　　-‐=≦
: : : : : : : : : : : : : : : :／′:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　// 　 、{｀¨¨¨ア /: : : : : : : :.‘:,
: : : : : : : : : : : : : :／::/::::::::::::::::::::::::::::::r::::::::::::: 　 //　　　｝}　　/　 ′: : :/ : : : : /
: : : : : : : : : : : ／::::::/:::::::::::::::::::: ／／|:::::　　　 //　　　,// 　 ′/: : : :./: : : : :./
: : : : : : : :　／:::::::: /::::::::::::::::::／／　/　　　　 //　 rっ//　／　/: : : :./ : : : ／
: : : : : : ﾞ／.::::::::::::/::::::::::::: ／／ 　 〈　　　　　{｛　　　 -‐=ﾆ二´ : : ／}: : ／
: : : :. ／　..::::::::: /:::::::::::／ ,/,＿＿_｜　　　　　　 イ: : ／ ／ : : ／　 }／
:. :.／ 　 ..::::::::: /:::::::::::/　　∨　＿__,|　　　 　／　/￣　 ,/: : :／
／　　 ..::::::::::::/:::::::::::/ 　 　 ∨　＿_|　　　 　 　 ,′　　/: :／
　　　..:::::::::::::/:::::::::::/　　　 　 V　　｜ ／　　　 ｛　　 ,/／　　　　　　　　　　　　　　 ＿_
　　..::::::::::::::/:::::::::::/　　　　　　∨ __,l　{　　　　　{　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　 ..:::::::::::: /:::::::::::/　　　　 　 / ∨　 　 ＼　 　 　 、　　　　　　　　　　　 　 ／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　..::::::::::: /:::::::::::/ 　 　 ∧　/ 　 丶　　 　 ＼＿＿|　　　　　　　　　 　 　 /;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
..:::::::::::: 〈:::::::::::/　　　 /::::∨　　　　 ￣￣￣　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
::::::::::::::::∧:::: 〈　　　 /￣　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
::::::::::::::/ ∧:::::‘,　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 _ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ
＼:::::::::::/ ∧:::::‘,　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
: : :〕iト　::/ ∧:::::{/　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 !(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ
: : : : : : : /〕iト ､/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
: : : : : : /　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .　　　　　 　 ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　すると今度は、丹後の天草が高和に渡らぬように、網元に至るまで手を打ったのだという。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|　　　　　　　 先代の名前を出されたら、
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｢ヽ　　　　　　　恩義のある人は逆らえやしない。
　　　　　!(,ﾍ!::::::::::::::::::::::|::::::::::::::::::::ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　 だから俺は、その連中を責めるつもりはない。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　 ,rﾄ､　　ー- ─-:　　/|　　　　　　　　　 だが、肝心の天草が無いことには、寒天は作れない。
　　　　_..／ i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿　　　　　あの天場は、閉めるより他、無い……
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　　　高和は口惜しさのあまり、体を小刻みに震わせながら語った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫が額に青筋を立てる。
　
　
　 　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　； ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 ； |.::::γ⌒ Ｙノ（ ヽ::::::| ；
　 　 ； |::::/　 _ノ三ヽ､　 |:::| ；　　　　　　　なんと……
　　　； |:ノ（（ ｡ ）三（ ﾟ ）u::| ；
　 　； （@　⌒（__人__）⌒ @） ；　　　　　　なんと卑劣な……
　　　 ； |　u 　|++++| ノ（　| ；
　 　　； ＼ 　　｀ ⌒´⌒ ／ ；
　　　 ； ／ 　 　 　 　 　 ＼ ；
　
　
　　　　　　　＿＿＿
　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼　　　　　　　　　（あんとき……）
　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|　　　　　　　 （ほんまに大川に放り込んどくんやった！）
　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫はやる夫で拳を握り締める。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは冷静に指摘する。
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　しかしな、高和はん。
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　　　天草は何も丹後のもんだけと違いますやろ。
　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　 芥川の水に合う天草を、お前はん、
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　 他で探そうとは考えしまへんのか？
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、　　　　　　　無論、そのつもりです。
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!　　　　　　 しかし、それには時間も金もかかっちまう。
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　　今年の冬、天場を閉めるとして、
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　　寒天場の仕事を頼りに暮らしている連中の
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　 生活も考えてやらなきゃなりません。
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|　　　　　　　　今は、身動きがとれないんです。
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
. 
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　　　　　ダディが傍らのいく夫に目をやりながら言う。
　
　
.　　 　 /＼＿＿_／ヽ
.　　 ／　'''''　 　　　　 ＼
　　 | ､（ ●）　....::::::::::::::::|
　 　､_, )ヽ､,,　　 ....::::::.::::.|
　　 |＝‐､'　 　 ........:::::::::.|　　　　　　　　 なるほど、銭か。
.　 　＼:,..-''ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ.V
,,....--'''':::..　 　　　..　　　　ﾞ-､　　　　　　 銭が要るんやな。
:::::　　::.　　　　　　i　　　　 ヽ　i
:::::　 |::::　　　　　　|:::.　　　　 i　|
:::::　 |:::::.　　　　　.(:::::　　　　 :|｜
　
　
　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　いく夫は無言で脇に置いてあった銭箱を引き寄せる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　銭箱の中から袋を取り出し、主の前に置く。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一連の動きに迷いは無い。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　　　　　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　　　　　　　　　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　　旦那さん、これを。
　　　　　　　　　　　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／
　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／ノ 　 ヽ､_＼　　　　r ⌒j
　　　　　　／（ ○）}liil{（○）＼　　/ 　 /
　　　　 ／　　　 （__人__）　　 ＼/ 　 / 　　／　 ）
　　　　|　　　　　|i|||||||i|　 　 　/　　/　 ／　 ／
　　　　＼ 　 　　|ｪｪｪｪ| 　 　 /　 　'` ´ 　／　　　　　　　　（あ、ああっ……その袋は！）
　　　　　　r´　　(⌒'ー―- イ′　　　　　´廴
　　　　　/　　　 ＞ 、　　　　　ヽ　　　 　 _　￣￣￣)
　　　　/　　 　　　　 -､　　　 　 } 　 　 　 　(　￣¨´
　　　/　　　 　 　　　　　ヽ._　　　　　　　__　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　｀　　　--‐'´　｀ﾞ' 、_.)
　
　
　　　　　袋の中身に見当がついて、やる夫は心の臓が喉から飛び出しそうになる。
　
　
. 
　

806   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 22:25:06 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　ダディは番頭に頷くと、袋を高和に差し出した。
　
　
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　高和はん。
　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　これ、持って行っておくれやっしゃ。
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ　　　　　　　 えっ……
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和が袋を開く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ,ﾆ=､
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 , - ､/⌒'ｰi　　 'y
　　 　 　 　 　 　 　 ,　== ､＿〈　　〈 　 { /　 ／ }‐､
　　　 　 　 　 　 　 ((　〃´ 丶 ＼≦) /ニミy　ノ　ﾉ┐
　　 　 　 　 　 　 　 ｀　{i　　　 ｀／ノ /　　　　 xイ　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　｀＞一'´　 ／　　　　 ∧ヾ｀ヽ
　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　　　　{　', )) ))
　　　　　　　　　　　/　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |彡'
　　　　　　 　 　 　 '　　　　　　　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　 {　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　 　 　 　 　 　 /
　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 　 　 ／
　　　 　 　 　 　 　 　 　 丶　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　 ｀　ｰ---‐=ﾆ´
　
　
　　　　　　　鈍い色を放つ銀の群れがそこにはあった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は頭を抱えた。
　
　
　　　　　 　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 ∪ 　＼　　　　　　　　　 （ああ……）
　　　　 　　γ⌒)　ノ三三三ゞ(⌒ヽ
　　　　　　／ _ノ　（＞）三（＜） ＼ `､　　　　　 （やっぱり……）
　　　　　（　 <:::∪:::::（__人__）:::::∪| 　）
　　　　　 ＼　ヽ ::∪::::｀ ⌒´∪::／／　　　　　　（やっぱり、このお人らは……）
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 高和はん、そこに銀二貫、おます。
　　　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　　それでお前はんの気に入る天草を探しなはれ。
　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　u.　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l ﾋ￢‐-　..,,,__.〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''T::jﾅ￣ 　.ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　　な、何を仰るんです、旦那さん！
.　　　 / 　　,.‐'"　 　 　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::　　　　　 駄目だ、受け取れない、しまってください！
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　U　　　　　　　__／　:l::::
.　　　　 'ｰr_‐; 　　　　J 　 ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　ι　　 ／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　高和は震えながら袋を押し返す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷹揚に笑みを浮かべてダディが言う。
　
　
　　　　 　 　 　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　 　 　 　 　 　 ／　 ''''''　　　'''''' ＼
　　　　　　　　　　　 |:::::: （⌒）,　　､（⌒）|
　　　　　　　　　　　 |::::　 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,..|　　　　　　　　　　　　お前はんのことや、
　　　　　　　　　　　 |:::: 　　 ｀-=ﾆ=-'　　|
　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　 ｀ﾆﾆ´　 ／　　　　　　　　　　　　伊豆の天草に目ぇつけてはるんと違いますか？
.　　　　　　　 __　_＿ ,.〈＼　　　＿ ／
　　　　 　 ／: : ＜ : : : : : : ＼ 　／ﾞｉ ﾞｉ、　　　　　　　　　　　　 もし、伊豆でええ天草を見つけたとして、
　　　 　 , ' .: : : : : : : : : : :l: : : .∨',:::::ﾄ|ﾞｉ ＼_
.　　　　 { : : : : : : : :ﾞｉ : : :」 : : ::', Y´ﾞｉ. |: : : : .＼　　　　　　　　　それを伊豆から大坂に廻船で運び、
　　　 　 |: : : : : : : : :＼ : : :＼ : ',|::::::ｉ |: : : : ',: : ｀,
　　　　　', : : : : : : : : : | : : : : : : :.',:::::ﾞｉ|: : : : . ',: : }　　　　　　　 そこから大川沿いに船で運ぶ。
　　 　 　 (,:／:／ニ｀ﾝ---r : : : : : ',::::| : : : : : ',: : ',
　 　 　 　 ｀: ´ : : : :V　,r'二ヽ_: : : : :',:|: : : : : : ',_,rｰ'､　　　　　 その手筈を整えるんだすで、
　　　　　　 {∨ : : :└」_,r' 二 ヽ: : : : ',|.: ＞＜￣＼.: ＼
　　　　　　 {: ∨ : : : : :」.ゝ-''ﾞ~￣￣￣￣: : : : ﾞｉ　ム: : : ' ,　　 これくらいの銭はいる。
　　 　 　 　 l: : ∨: : : .／: : : : : : : : : : : : : : : : ､／: : : : : : }
　　　　　 　 }: : : ＼ : : : : : : : : : : : : : : : ／゛￣: : : : : : : :, '
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　　　　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　　　　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ
　　　　　　　　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ　　　　　　　い、いや、しかし……
　　　　　　　　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ
　　　　　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　　　　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　　　　　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　　　　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　 まだわかりまへんのか！
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　お前はんの糸寒天には、
　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　　それだけの値打ちがおますのや！
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　今、ここでこの銭を受け取ってもらわれへんかったら、
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　 井川屋は暖簾を下ろさなあきまへん。
　
　
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼::::::::／i:::|
　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|　　　　　　　　旦那さんの言わはる通りだす！
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)
　　　 　 |　 　 　 ｀ ⌒´　　|　　　　　　　　高和はん、その銭で日本一の寒天、
　　　　　＼　　　　 　 　 ,／
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　作っておくんなはれ！
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　銀二貫を懐にした高和を八軒家まで送りながら、やる夫は放心していた。
　
　
　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　 （旦那さんが私の為に銀二貫を使たんは、
　　　　　 ／ 　　___ノ'′　　 ﾞヽ､___　　＼
　　　　／　　　 .'⌒｀　　 　 　 ´⌒ヽ..　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　 私が十歳の時やった）
　　 ／. 　Ｕ　（　○ ）　ﾉヽ　　（ ○　） 　 　＼
　　|　　　　 　 ´"''",　　 　 　 　"''"´　　 　 　 lll　　　 （今、私は二十九）
　 ..|.　　　　　"⌒（　　　 j　　　 ）⌒ﾞ　　 　 　 |
　　|.　Ｕ　　　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l　　　　（十九年かかってやっと貯めた銀二貫を、
.　　＼.　　　　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 　 　 　 ／
　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　　　　　　　　 あのお二人は……）
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　　 　 　 　 　 　 ｀`ｰ- -‐'"´
　
　
. 
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　　　　　　　　　　高和も、先ほどから押し黙ったままだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿__ ＿
　　　　　　　　 -‐''"´￣　｀　 ｀''ヽ=､
　　　　 ,.‐''"´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　r（:::::::::::::::::,、_ｨ::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　ゞ, ｒｒ～ヅ　　 ﾐ:::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　ﾌﾊ　　　　　　 ﾐ::::::::::::::::::::::::::::::
.　　　　l　__,,.　-─￢,〈::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 〉ﾞﾞ`'''ニ二￣　 ヽ::::::,ｨ ,､ヽ:::::::　　　　………………
.　　　 / 　　 ""　 　Ｕ　 }:::/ /ヽ ﾊ:::::::
　 　 /.. 　 　 　 　 　 　　"´　２ﾉ/ l:::::
.　　 ヽ.ﾆ,｀　　　　　　　　 　 __／　:l::::
.　　　　 'ｰr‐-　 　　　　　 .ｨ　　　　l:::
　　　　　 〈..　　　　　　　 /:{　 　 　 ヽ
　　　 　 　 ｀}　　　　　／::　!　i
　　　　　 　 丶、,､. イ::::::　　　 !
　
　
. 
　

816   ◆8epcM/V4rs 2014/05/17(土) 22:29:50 ID:PUGwN/dg0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　 　 　 __　- ´´￣　　 　 　 ｀¨ ‐ ､
　　　　　　　　 　 , -'"´: 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　 ヽ
　　　　　　　　／. : : : :　　　　　　　　　　＿／　　、　丶
　　　 　 　 ,,.'. : : : :　　　　　　　 　 　 　/　/::::::ヽ　ｌ 　 ヽ、
　　 　 　 /. : : : : :　　　　　　　 　 　 　 {　 {:::::::::ﾉ　!　　　ヽ
　 　 　 /. : : : : :　　　　　 　 　 　 　 　 丶　｀　´ ノ 　 　 　 ヽ
　　　 /. : : : : :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀ー‐ ´　/　　　　　 　ヽ
　　 ./. : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!、　　　　 人ノ　　　　　 （敵わへん）
　　/. : : : : :　　　　　　　　　Ｕ　　　　　　　　　　　 ｀i｀ ﾆ二--　i
　 /. : : : : :　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀´ 　 　 　 l　　　　　 （やっぱり、旦那さんにも、
　,'. : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /　　　　　　　番頭はんにも敵わへん）
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 ヽ、: : : : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　ヽ､:_: : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　 ｀¨i : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　天神橋の上で高和が足を止める。
　
　
　 　　　　　 _,,.､､､､､.,,_
　 　　　　／.:::::::::::::::::::..｀ヽ､
　 　　　/ .:::::::::::::::::::::::::::::::.　'､
　 　　　| :::::::::::::::::::::::::::::::::,ﾍ{ﾂ
　 　 　 | ::::::::::::::::::::::::,ｨｩ ﾉ　j
　 　　　|::::::::::::::::::::::（ |.!　　;{
　 　　　.|::::::::::::::::::rﾘ`l,〉 　 j}ﾞ
　 　　　 }:::::::::::::::ﾉﾞ　　l　　/.
　 　　　,xｧ''ｰ'ﾞ'`　　　 '､ /　　　　　　　　　　　やる夫。
　 　　/ ｰ｀¨`''''ー-- ､｣ﾞ'′＿
　 　''^ｰｧ ､＿＿＿＿_　￣ ／
　 　 `>'､,　　　　　'''"´￣￣_二ヽ､
　 　 /　　　　　　　　　　 ／　　　 ヽ
　 　,'　　　　　　　　, 　 /　　　　　　ﾞ､
　 　　　　　　　　　 l　/　　__　　　 　 !
　 　　　　　　　　　 l, l　　く,_　　､　　 |
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　へえ。
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　 _,--──-､＿
　　　 ,-‐´; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ヽ__
　　　/; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ヽ
　　 i; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; |
　　|; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ;/　|ﾞﾞﾞ
　　|; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ;,-i; |.　 〉
　　|; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ;/| /|;/　 |
　　 |; ; ; ; ; ; ; ; ; ; ;/ヽ||　´.　 |i
　　 |; ; ; ; ; ; ; ; ; ;/　　|)　　　|´
　　 .|; ; ; ; ; ; ; ;/　　　 |　　 /　　　　　　　　　　　　　 俺は必ず、極上の天草を手に入れて、
.　　r|;/;/;/;/;/　　　　 |　　/
.　/　ー-､＿＿＿＿　 ト､/　　　　　　　　　　　　　　 極上の糸寒天を作る。
_/　 ｀ー　　　　　　　｀┴､＿＿＿_
ミニﾌ-＿＿＿＿＿＿＿　　　 ／　　　　　　　　　　 誰にも真似のできない糸寒天を。
　 /　　　 ─────´ ￣￣─-、
　/　　　　　　　　　　　　　　／´　　＼　　　　　　　　 そうするしか、報いる術は、ない。
/　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　　　　　 ＼
i　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　|　 /　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　| ./　　 /￣　　　　　　|
＿　　　　　　　　　 | /　　　＼　　　-、　　|
＿_￣───､＿＿||　　　　　｀丶、　＼　|
　　￣￣￣￣──┤　　　　　　＿_二＞〈
　　　　　 　 　 　 　 |　　　　i-二-─´￣　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和の声は潤んでいた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
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　　　　　　　　　　　　　　　　高和と別れて、天神橋を戻るやる夫。
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　　　　　　　　　聖也の陰謀で寒天場を閉める瀬戸際に立たされた高和。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀二貫を失った井川屋。
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　ともに悲惨な状況でありながら、どちらもこの天神橋を行くように視界が開け、迷いがない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第十章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 興起の時
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　　　　　　天神橋を渡って、東横堀川沿いに今橋を過ぎ、高麗橋へ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高麗橋を渡って西に延びる道を高麗橋通りと言う。
　
　　　　　　　　　　　　　　大坂市中で最も求心力のある場所は、この高麗橋通りであった。
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　　　　　　　その道筋が何処にでも通じることから人通りも多く、三井呉服店をはじめ大店がひしめいていた。
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　今、やる夫が目指すのは、その中でも老舗中の老舗、桜花堂という菓子店だった。
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　　　　　　　　思い詰めた顔をしていることは、自分でもわかっていた。
　
　これまでの試みでは、そのことごとくが餡と寒天が二層に分離してしまっていた。
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　　　　　　　やる夫は、その原因が漉し餡と寒天の相性にあると考えており、
　
　　　　　　　　とうとう、大坂一の評判を取る桜花堂の餡を試してみたい、との
　
　　　　　　　　　　　　　　思いが抑えきれなくなったのである。
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　　　暖簾をくぐると、よく躾けられた丁稚が声を掛けてくる。
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　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丁稚の口調ががらりと変わる。
　
　
　　　　　 　 　 　 __,,. .,_＿
　　　　 　 　 　 /::ﾚ!ﾐ爻乂うｩ､
　　　　　　　　∧:::/ｦ爻爻爻ﾐﾊ
　　　　　　　 ∧ﾊ:レ!::爻爻ﾊﾐｿ}
.　　　 　 　 ∧/　V´V爻爻ソ}ﾘ!
.　　　　　／i　{　　∨｀ﾞ'''7´ﾉﾉﾚ!
　　　 　 ｆﾉ} '"´　、l ＼_ﾉィ´ノ/
.　　 　 八〉ｒ　ト､ l l　　／ ヽ/　　　　　　　　餡だけ？
.　 　 　 /7ヽ　ｰﾟ-ｖｿ ｒ｡ ﾗ //
　　　　／l　l　_／　/ l￣_/´　　　　　　　　　桜花堂には、自慢の羊羹も最中もおますのに、餡だけ？
. 　 　/::::::ヽl/ ,へｰ'_　Ｖ/:ヽ
　-‐〈:::::ﾚ ﾊ　{ヽﾆﾆ7 //:::人　　　　　　　　 冗談やない、てんごやったら他所で言うてんか！
　::::::::∨/｀∧ ｀７¨´イ´:::::＼:＼_
　::::::::::＼:/　l｀ｰ‐' Tlﾌ:::::::::／´::::
　::::::::::::::::＞＝＝＝＝::／::::::::／
　::::::::::／::::Ｏ::::::::::::::::::/::::::::／:::::
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　そ、そこを何とかお頼もうします。
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　　　　／　　　　　　　　　　 ＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　丁稚はやる夫の胸ぐらを掴むと、店の外へと押し出す。
　
　
　　　　　 　 　 　 _,. zｧァｧｪｘ_
　　　　　 　 　,ｨｆ伐爻ｊｆｧ‐ｧ─ト､
　　　 　 　 .,ｨｆ＾Y{___jﾘ´ / 　 〈/∧
　　　　 　 .仟'⌒ ー'　 /　／　ヽ ﾊ
　　　　 　 ｆ{ ｌ　＼　r ｆ l ,ｨｧ─ ､ ＼',
　　　　 　 .V∧､　ノ__ﾋｿヽ-ﾟ-彳　 /ｌ´ﾊ　　　　　　やかまし奴やな！
　　　　　　 .Ｖ_ﾄ､ｒ'´｡ﾉj -､ﾉ ＼　　|　Vl }
　 　 　 　 　 V!　｀ﾆ /ヽ_,ﾉ　 　 丶l　 ｒ'ﾉ　　　　　 どいてんか、商売の邪魔や！
　　　 　 　 　 ‘,　　 ｉ　 ,ィ二二ヽ　 ＼!ﾊ
　　　　 　 　 〈 ﾊヽ│　レ'´ 二´　　　ｊ ｉ |
　　　　　　　　ヽ.∧l　 　 ｰ'　　　　. ::/ 　|
　　　　　 　 　 　 ｰ＼　　　　　 ／ /　　 |
　　　　　 　 　 　 　 |　＞ ﾆ二´ イ─┬Ｊ┐
　　　　　 　 　 　 　 |／＼_/Z::::::::|::::::( ﾛ ﾛ 〕
　　　　　　 　 　 　 〈::::└ｧ└:::::::::|::::::_〕ﾛ ﾛ ）
　
　
　　　　　　　　　　　　　.／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_ ＼
　　　　　　　　　　　/　;;;;;（＞） 　（＜）　ヽｎ /＾,　／人
　　　　　人　　　 　|　 　 u （_人__）　;;;;;　| ｌ　 .＾－,
　　　　　＼　ζ＾ヽ ＼　#　 |++++|　　 ／ ゝ　 えﾉ　 ／
　　　　　　)　　ヾ　ど,　　　　 ￣￣　 　 ￣ 　／　　 (　　　　　　あいた！
　　　-　＜　　　 ｀´￣ヽ　　　　 　 　 ーー'　　　　　　 ＞
　　　　　　)　　　　　　　　>　　　　　　〈＿__　　　　　(
　　　　　／^　　　　　 ／　　　へ　　　ｆ　　 ヽ　　　　^＼
　　　　　　　　　　__,∠　　 ／　　　＼ ｌ　　　/
　　　　　　　　　〈、　　　／　　　　　　`ー ’
　　　　　　　　　　＼､__ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　その勢いで、往来に尻餅をつくやる夫。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 　　 ;　-─‐──‐-、
　　　　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　／ ;　　　　　 　 　 　 　 ヽー''⌒´⌒｀ヽ、
　　　　　　　　　　 l　　U　　　 　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　 |　　　　　 　　 　　　　 ; 　/⌒゛`　　　　　　 l:
　　　　　　　　　　 !、　　＼_};　{,＿ノ´　 ∪ |　　 　 ,　　　　　 |　　　　　　　　あいたたた……
　　　　　　　　　　　 ﾄ、(（ー）　　（●） ):　　|　　 　 |　 　 ,　　.!
　　　　 　 　 　 　／　 ヽ　 （_人__）＿__ , ノ |　　　　|___,ノ　　 |　　　　　　　　突き飛ばすことないやないか……
　　　　　　　　　 {　　⌒ヽ／ 　 　 |　　　　　|　　　　|　　　　 ,lー─- 、
　　 　 　 　 　 　 ヽ　　　 ＼ 　 　 l　　　 　 ,|　　　　|　　　,／　）　 　 ）
　　　　　　　　　　 {ﾑ　　　　｀}　 　＼ノ＾ノ^／⌒ヽj＼　　 ／＾ー-‐'
　　　　　　　　　　 ｀ー…一-’ 　　（＿(_イ_,イ、_,ィ'´__/ ￣
　
　
　
　
　　｜ ヾ　 　 |　　　　　　　　　　　　　　　｀￢ /　 ／イ|　　　　／:/
　　！　 　 　 |＼　　　　　　　　　　　/　　　∠ イ　　 Ｌ|　　 ／. :/
　 　 |　　　　 |　 ＼　　　　　　―-;　　　　 ／　 |　　ィ　　／. : :/
.　　　ｌ　　　　ト､　　＼　　　　　 　 　 　 ＜　 　 |／/　／. : : :/ -―ｧ　　　　　 やる夫さん？
　　　｜　　　|::::::｀::ー- ＞　 _　　イ　　　｜　　｜: : : : : ＿　-―＜＿
.＿＿∧　 　 |::::::::／二二[]二.ヽ　|　　　 ｲ　 　 |: : : : : : : : : : : : : : : :　　　　　 あんた、井川屋のやる夫さんやないの？
――{ｰﾍ　　 |::／／::::::/::ハ:::|＼＼　／. :|　　　ﾄ､: : : : : : : : : : : : :ー-
::::::::::.ヽ〉∧　 |::＼ヽ:／::ｲ　 |::|__/:厶-―‐|　 　 |::..＼: : : : : : : : : : : : : :
::::::::::::::..＼ﾍ　∨　`ー' |::|　 ゞ--'´ 〉:::::::::::|　 　 |::::::::..＼: : : : : : : : : : : :
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　　　　え？
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　　　　　あっ……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞ｾ乞ｱト ニ　_
　　　　　　　　　　　　　　　／..::.:.ヾごソ.::.::.::.::.::.｀:..､
　　　　　　　　　　　　　／　^⌒＾⌒＾⌒⌒^丶､:::.::..＼
　　　　　　　　 　 　　 /／　 　 /　　　　　 　 　 ＼::.::.:.ヽ
　　　　 　 　 　 　 　 /　/　　　′　　 〃　l　　　　|＼::.::.l_
　　　　　　　　　　　/ 　 　 |　 |　　　〃|　 |　 |　　　　／ｨ[}ぃ
　　 　　　　　　　　 ′　　ｌ |　｜　／　 |　 |　 |　/　 〈:{_ﾉ八ﾉﾉ
　　　 　　　　　　　|　　　 | |ヽ |　￤　　|　 |/_」/|　　 ヾｲ|:トrく l　　　　　　　　　　 どないしはったん？
　　　　 　　　　　　| | |ｌ　 |⊥ミﾒ､ |　 /ﾉィ厶斗┤ 　 / | |:|　ヾ:､
　　　　　　　　　　 |lﾉ八　lヾﾍ リ ＼/　 ﾍ リ丿.′　'　 | |:|　　}::〉　　　　　　　　　 こないなところで。
　　　　　　　　　 　 |:ﾄﾍ ｀ {　￣　 　 　 　 ￣ /　／　　| |:|　く/ |
　　　　　　　　　 　 ﾚ　 |＼ヽ_ 　 ヽ　 　 　 ∠／|　 　 || ﾚ 　 　 |
　　　　 　 　 　 　 　 　 |　　ト　　__　　　　　　／|　 　 |l　　　 　 | 　 　 ／
　　　 　 ､＿　　＼__ 　 | 　 |　／／ )､_　　＜＿j　　　ﾘ＼　　　｜　／厶イ{ノ廴_＿,,
　　　　　_ーｚ三≧三≧| 　 |_{　　 '´ / 〉介ト-､.′　 ∧＿＞―＜三三三三三三ご＿
　　　 　 ご三三三三三| 　 |::|　　　　/_ﾉ:| |:|｀/　　 / /.::厶-―　､＼三三三三二ニ
　　 ﾆ二三三三三三／| 　r‐ﾍ　　　jーｒﾞ| |:|/　　 / /.::.:|::.::.::.::.::.::..＼＼三三三三≧===ｧ
　　 ｰ=ニ二三三三/.::.::| ノ　　| 　 Г|ノ厶l/ 　 ,　 /.::.:: |::.::.::.::.::.::.::.::.＞｀ヾ三三三三{￣
　　　 　 ￣え三三∧::.:〈￣ト‐┴√|　ﾄ､__/　 ／｢`7.::.:::/Ｌ.　-―　__　――〉三三三三二
　
　
　　　　　　　　　　　　　　振り向くと、翠星石の養母、水銀燈が驚いた顔で立っていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　道すがら、やる夫からあらましを聞いた水銀燈は呆れた声で言う。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 -r=y=y=y､､
　　　　 　 　 　 　 　 ／z〆..::::::::::{f勾::::::..ヽ
　 　 　 　 　 　 　 ／x<..:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　 　 　 　 　 /.f７.:::::刈ｰ'^ｰ'^ｰ'^ｰ'ﾍｰマ}:::ヽ
.　　 　 　 　 　 / xﾘ::xFﾉ l　　 l .l　　.ｌ.　　l 　 ﾏﾍ
　　　 　 　 　 / ｛{l::/ﾉ .ｉ .|　 ll | l|　|! |　 ! | l| 　 ﾊ
.　　 　 　 　 /　｛{:/ﾉ　 ｌ .l l　ｌ l ||　|ｌ |　 | | ｌ|　! llﾊ
　　　 　 　 /　 ｨﾘ{　l| 十 t .⊥ｌ l| ハ.}　, ｨ 千 l l| .|　　　　　　　　　　　　　漉し餡だけ売ってくれ、て
.　　 　 　 /, .//|:}ﾄヽｌﾍlr=tzぅﾐヽﾘ　ﾘj 斗 T７/ハ l､
　 .、 　 .// 〈〈_}小ﾉハ ヾ弋ン`　　　　ゞ ' 〃ｲ　ﾘﾍヽ　　　　　　　　　　　 そう言わはったの？
　 l:ﾄ:.　// 〈.{　/ﾊ､}.〉＼__　　 　 　 '　　u ｲ / l .l::|//
、 ﾍ!:V./ 　 ゞｲ 1トム‐ｲ　＼　､-.. _,　　／/ /　l.l:}.1 　 .＿　　　　　　　　 やる夫さん、そらあかん。
i;＼ヽ;i〉./　_〃∠ﾉ1 / }| ﾉ1 ヽ　 －　イ　/ / /千1!|Yﾁi;i;i;i卞z,,_
i;i;i;i;Y//　//⊥ｰ |｜|_ﾉ´　 }　ﾍ.:::::´:y:::ム/ / /ム!|:!||;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i≪_　　　 なんぼなんでも、そら無茶やわ。
i;i;i;i;i;{/　〈〃::::::ヽゝン⌒　　　,､ Y｀ｰt:::/イ〃/::::＼ﾄi;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;≪,
i;i;i;i;i/　　ノ:::::::::::::::≧ x _, -､く　＼ヽ }|´__ //:::::::::::::＼i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;
i;i;i;/ 　 /::::::::::::::::::::::::〈　＼ ｢ ヽ _　 く.　l ||:::::::::::::::::::::::::l;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;
i;i/＿ ､|＿_::::::::::::::::::::::ヽ__,. -＜　ヽｰ"'　||:::::::::::::::::::::::/;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;
　l:t- 水ｰ::l:}::::::::::::::::::::ヽ　＼ ｀ ＿>--ﾊ才1::::::::::::::/i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;
　|:|／ｨ|ﾄヽ:l:l::::::::::::::::::::::::＼ へ__>　ヽ　　　|::::::::::::/;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;i;
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　　　　な、何でだすか？
　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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'　 l | !_／ｲl |, 　 l ',　　| ﾍ. 　 l　 　　　/ |　 ;ｉ　 ,　　　 | l　　　　　　　　　　 お団子でも、お饅頭でも、
　 ,l/,r‐'´!.| ',|ヽ　| ヽ　 ｌ　ヽ　｜ 　 　 l　l　/ｌ　 l, 　 　 ｌ｜
　/ /　 　',| 十' 寸 二ﾏＴ´　ヽ.|!　 　 / ┼/-l､_,|　 　 /! !　　　　　　　　　　品物を買うんやったら問題おまへん。
,/ /ｌ　　　 |　丶　＼ ＿＼　 　'|l 　／ ‐ﾅ'´　|/lj 　／ /'ﾞ
. / |'、　 　 ', ‐､―r┬ｬ､` 　 　 i／　 ‐/_‐__/ /-‐'i　/　　　　　　　　　　　　けど、餡いうたら、
/　 ! ヽ.　 　ﾍ　≧=一' ´　 　 　 　 　 ゝ'-彡ﾏ´　/　 　 　 /'ヽ
　 　! l　＼ 　 ヽ　 　 　 　 　 　 　　　　　　〃　 /!　　　　/　 |　　　　　　　 桜花堂にとって暖簾の源だすのやで？
　 l　| l　 　＼　 ＼　 　 　　　　/　 　 　 ／　／i｜　 　 /　 /
　ｌ　 l｜ 　 |　ト￣´　　　、＿, ＿,　 - '´-‐イ 　 ｌ|.　 　/　 /　　　　　　　　 店が大事に守り育ててるものやないの。
ー ､ l l　 　| /＼＼ 　 　　´ 二´　 　／　　｜ 　 ｌ　　/ 　/＿＿, --ー
:::::::::::| l　 　|::::::　＼ ﾞ　 、　　 _　ィ ´｜　 　 l　 　, -:/　, ｨ;::::::::::::::::::::::::　　　それを寄越せ、いう客は、
::::::::::::l｜ 　 !::::　::::::::－＿天 　 　! 　 |　　　l／´::::::/　/´ﾄ-､------
:::::::::::::', l　 　|:　::::::::/´:|:::/「l＼ 　 ! 　 !　 　l＿＿::/／　/　　＼::::::::::　　　　店の側からしたら客やないわ。
:::::::::::::::',　 　 l　::::::/::::::l:/　l|::､ 〉＿;-:::|　 　!::::::::::;'/ 　 ,:'　∨　/＼::::　　　 　 ｱｼ　　　　　　　ﾇｽｯﾄ
:＼:::::::::∧　　l､:::::::!:::::::l;' 　 l!::∧>:::::::::l　 　l::::::::::ｉ/ 　 / ヽ/　/　/ヽ　　　　お銭を払てても、盗人と一緒。
::::::ヽ:::/:::::ﾄ 　V＼:l＿_｣|　　lＹ､::l>|＼::l 　 /:::::::::/ 　 ,　　 !､_/__/　ﾉ|
::::::::::V:::::::::ｌ＼ ヽ‐ﾄ､:::/|　 　ヽ＼!>ーｌ|　/ｌ::::::::::l 　　 ,　　 　ー',ｰｲｿ　　　　暖簾盗みに来た盗人と一緒やないの。
:::::::::::ﾍ:::::::::l/ ＼ヽＬ.V∥　 　 ヽ　 　 / /!|:::::::::::l　　　　　　　　　 /
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ヽ 　／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／（●）　（●）丶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /::⌒（__人__）⌒:::uヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　 |r┬-|　　 　 l　　　　　　　あっ……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　 `ー'´　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　 （女将さんの言わはる通りや）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し､　　　　　　 ﾄ､ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　_　 　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !___/´　ヽ___l
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は己の思慮の無さに唇を噛んで俯く。
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ　　　　　 （情けな……）
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)　　　　　（そんな簡単なことも気ぃつかへんやなんて……）
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
　＿/:／l:.|　　　/l　|　 l　　 l|　　　 l　ヽ ＼
'´￣ｲ:ニ:ｲ　　l/＿ヽﾄ、l_　　lﾍ　 　 |　l | 　 ヽ
／/ j:|　l　　　l　　 　ヽ-ヽ｀ヽ卜、　l　j｜　 ト l
/:l　/:l　l　　　|　､＿.二 _　「　＼l　/イ/ｌ　 l｜ l
.:/ /:/　l　　　|　　￣￣ヾﾐ　　　 ﾚ_⌒ヽ}　 l　|｜
,'　l:::l 　 ヽ　　l　.u.　　　　 　 　 {　=ﾐ　/／|　| l
　 「´　　　l＼ ',　　　 r -　　._　/　,,,, /ｲ　/ﾚ'
　/ |　　　l　　＼　 　 !　　　　 ｀ ７　 l/　//　　　　　 ま、まあ、元気だしなはれ！
ノ|　l　 　 !　　　　　　 '、　　 　／　／ イ:|
　l　 !　 　!　 ＼　 　 　 ヽ. _／ ７¨´　| ﾊ::l
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　　　　　　　その横顔があまりに気落ちして見えたのか、水銀燈がやる夫を慰める。
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　　　順慶町のその店は、朝から夕方までの商いで、夜は軒先を屋台見世に貸している。
　
　
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 ||お||ら||ち||ろ||ろ||ろ||か||び|lご||きl|にl|じ|お| .|::: ::||　|　　　 辷辷}
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: ＿＿:: :: :::::: :: :: :: :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　 /"三三三ﾞヽ
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :|!:: :: :: :: :: :: ,ｲｨ-:､､ヽ:::::::: :: :: ::l :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|====|　|＿＿ |＿＿_!|_:: :: :: :: :: { { ‐:l┐''! } : :: :: :: : l: :: :: :: : | .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|――|　|――――ｨ " |:: :: :: :: : :',', ‐ll┘ﾉ:} : : : : : ::: l: :: :: :: ::| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　　|:: :: :: :: :: ヾﾆllﾆ}ｼ" :: : : : :: :: ll :: :: :: ::| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|――|　|　　　　 .　|　　|―――――''―――――‐''――‐''| .|―' |　|　|三三三三三}
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　　|　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 | .| 　 .|　|　',三三三三ﾆ}
　　　　 |　|――|　|　　　　　 .|　　|_　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | .| 　 .|　|　 ヾ三三三ジ
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　/ ,ｲ―――――――――――''',.　.　| .| 　 .|　|　　　 ｀―´
　　_,,, -|　|――|　|＿＿＿＿!/　,'　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ',― |_.|―‐|　|、
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´〃　　　　 {　c X'' ヽ:　:　ヽ:.:__:_ .　　　, イ:.:.※:.:.:}
　ll　　 　 　 ヽ　ヾゝ　ト､　/:::::.:.:.:￣丁::l　ヽ: : : : ﾉ
　l!　　　　　　{　　　 ｀ヽ Yハ:::::.:.:.:.:.:.l: : |／{: .　〈
　|　　　　　　 ヽ　　fｊ　 }Z´斤＼:.:._:.:l: : .|　 ヽn, |
　l　　　　　　　 〉⊂, え ヽ〃|ﾊ　ヾﾍ）-､:.l　　{f!〈
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　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　／_ノ　　　ヽ､_　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　（●）　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 | 　 　 （__人__）　　 u 　 |
　　　　　　　r､　　　 　r､＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／　　　　　　　　い、いえ、そんな……
　　　　　　　ヽヾ　三　|:l1　>　　 ー‐　　 　 ヘ
　　　　　　　　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　 　ﾍ　lノ `'ｿ　ｲ　 　 　 　 　 　 | 　|
　　　　　　　　　　 /´　 / ./ |　　　　　　　　　| 　|
　　　　　　　　　　 ＼. ｨ_ノ　.|　　　　　　　　　|　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　| 　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿r=ｧ=､ィfZｧ､,、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　 ´fフ:´-=_:三ｰ_ｰ^ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　_r/／'_ｧ'='^ー'｀´｀ ^ｰ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/r＝､ｿィｰ'7´　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ L／ｲ| ヽヽ　 　 　 　 ',　　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　　　　　,　ｿ/ l ﾊﾚ´イ{ { ｛ 　 　 ｜ ',　　 ﾊ ',
　　　　　　　　　　　　　　　 //:/　ﾉj ｀´i |ムﾄ､ﾄ､　　　|　｝　 ﾘ　ｉ !
　　　　　　　　　　　　　　　ハ:{／ｲ: {　乂ｙニﾐ、ヽ　　ﾉ メ ﾉ/ 　} !　　　　きらきー、やる夫さんにお茶、頼むな。
　　　　 　 ヽ.＿ヽｰ ､　　 /　/／ |:.　ヽ. { ´￣¨｀　｀}ｲ,ｨﾐｘｲ / ノ/
　　　　　　　 ￣二ﾆヽヽ/　-ﾍ､:.. l:...　 lト＼｀'　　　　´ ¨/／　./　　　　　 さ、やる夫さん、こちらだす。
　ヽ､＿　_-ｧ.:´__::.::.::.:ヽ::＼　 j:〉..:.l:...　 l! 　 　 ､_ __′"/´ |　/　)
　　_,._-ﾆ-ｧ‐´ィ二;:-- ､::.::..｀ヽ､..:∧:..　lﾄ_、　　　　　イ.:　j| /{ ﾉ′
‐ ´/´　／´￣´／::.::.::.::.::..‐.-_､::＼:.ヽ:.. l::.::::＞ｰ＜l!:.:.|:.　ﾘ‐／/ﾚ
　　　 /′　 ／-‐ｧ::´::, ｧ::／.::.:￣:.｀ヽﾄ､.V／::}:ﾊ:{ﾄヽ/!:.　!:/‐'::/
　　　　　 ／´ ／::.:／ノ／..::..::.::.::.::.::.:..:ヽヽヽ=l:| ト='ｲ-!: /::;∠ イ_
　　 　 ／´ ／イj/ｲ'／.::.::＿.::.::.::.::.::.::.::.::.｀ﾄi｀j:|__ヽ＼ﾉ人::.::.::∠´
　　　/'　イ/　// ﾉ/:.‐..´...::.......ｰ ::.::.::.::.::.::.:K/:ハ.｢jﾌス::.:.｀:くヽ
　　　／//　　 ／ｲ.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.::.{_j　　　jｧzく::.::..::..｀ヽ 
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　　　　　　　　　　　やる夫は店の奥の間に通された。
　
　　　　　　　水銀燈と翠星石はここで暮らしている様子で、
　
　　隅に置かれた枕屏風の陰に、二組の布団が畳んで積んであった。
　
　
　　　　　　　　 ,---､　 　 :|　 ::::|　|:::::::::|:::::::ﾞ| |　 　 　 |　　 　 ＼
　　　　　　　　 ）~~~（　 　 |　 ::::|　|:::::::l:|:l:::::ﾞ| |　 　 　 |　　　　　|＼
　　　　　　 　 （====）　　 |　 ::::|　|:::::::::|:::::::ﾞ| |　 　 　 |　　　　　|:　 ＼
　　　　　￣￣ ）＿_（￣￣＼ ::::|　|:二二二]| |:::　::　:: |　　　　　|:　　　＼
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼|　|.~￣|￣~.| |艸 　 0:|　　　　　|
　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣|　|　　ﾟ|ﾟ　　| |::　::艸:::|:0　　　　|
　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣＼　 艸:|::　艸　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　::|艸::　艸::|
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼|　　　::艸|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＼　　　::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼　 :|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　小さい床の間には、小車菊を挿した一輪挿し。
　
　　　　　　　　　慎ましくも、居心地の良い部屋だった。
　
　
. 
　

975   ◆8epcM/V4rs 2014/05/30(金) 23:14:03 ID:MuFFbkHo0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が顔を出した。
　
　
　　　　　／　　　　_（　　 　 　 ／´: : : : : : : : : : : : : : :＼_
　　　／　　　　　f 　 fｊ　 　／: : : : : : : : : : ／: : : : : : : :ヽ丶､
　　　　 l　　　 /´⊆※っ /: . : . : . : . : .:／ : : : : : : : :ﾊ: : :ヽ: :＼
　　　　 ヽ　　ｊ 　　 ` 　 /: . : . : . : . :／: ; : ‐''´: : : :/　l : : : }: : : ヽ
　　　￣丁ヽf　 　　　 _/_:_:_:_:_:_:;;..≠､ﾆ -‐ ﾌ´: :／　 / : . : l: . : . ヽ
　　　三/:.:.:.{　　､h,. 　l:.:.: : : : : : :/ _ ..｀｀' ´‐＜ ,, _ ../::ｲ:.:../: . : . : .l
　　　;;/:.:.:.:.:.} ⊂,. ､⊃{:.i:.: : : : : ´l ｀了''ゝ..､ｰ ､ _／ノ/: /:.:.:.: }: . : . !
　　　: :.:.:.:.:.（　　 J 　 |:.l:.: : : : :l: | .##. { ノ:;;ｊﾊ ´　　 /:Xl l:.:.:.:.l : l. .:l
　　　:.:.:.:.:.:.:/　　　　　ヽl: : : : : |!:ｌ .#.# ヾ'ソ.# 　 　ノ _｀ﾍ:.:.:.:./:.:.:l:./
　　　:.:.:.:.:.:.ヽ　　「!　 　ﾄヽ: : : : ｌヽ.#ヾヽヽﾊ.#　　　　 が;､∨:.:.:.;ｊﾉ
　　　:.:.:.:.:.:.ﾊ ⊂,.､⊇ ｛　 ＼: : '､#######.#　　　 ､ じ'/:/:.:.:.∧
　　　:.:.:.:.:/:.:ヽ　lJ　　 |:　:　:.丶､＼#####　　　　　///ノ:.:／
　　　:.:.:.:./:.:.:.:ム　　　　ヽ:　:　:　.　 ｀.##.　 ヽ､ _　　　人／　　　　　　　すんまへん、
　　　:.:./-‐≦ヽヽ　　r､　}::　:　:　:　.　　　　　　　 ..ィ:::::::}
　　　´〃　　　　 {　c X'' ヽ:　:　ヽ:.:__:_ .　　　, イ:.:.※:.:.:}　　　　　　　　 お待たせいたしました。
　　　　ll　　 　 　 ヽ　ヾゝ　ト､　/:::::.:.:.:￣丁::l　ヽ: : : : ﾉ
　　　　l!　　　　　　{　　　 ｀ヽ Yハ:::::.:.:.:.:.:.l: : |／{: .　〈
　　　　|　　　　　　 ヽ　　fｊ　 }Z´斤＼:.:._:.:l: : .|　 ヽn, |
　　　　l　　　　　　　 〉⊂, え ヽ〃|ﾊ　ヾﾍ）-､:.l　　{f!〈
　　　　ヽ　　 ｀丶､　{　　 lｊ　　〈:/ |ﾊ　　> 〉　ヾ､　|　 |
　　　　. .ヽ　　　　 ｀ 〉　　　　 ﾉ　 |ﾍ|／／{　 　 ヽ|　 |
　　　　 　 ヽ　　　　 ヽ　　　　 ）　 |ﾍ|"　　l）:.: . ／|　 |
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　　　　　　翠星石は風呂敷包みを畳に置き、すっとやる夫の前に押しやった。
　
　
　　　　　　　/　,.ィ´￣: ￣｀ー--､＊ ＼ 　 　 　 ＼
　　　 　 　 /／: : : : : : : : l: : : : : :.＼ 　 ヽ　　　　　_>
　　　　　 /: : : : : : : : : :l:..:l: : : : : : : :.:ヽ. ∧　 /,.ィ´
　　　 　 ,'/: : : : /: : : :.:l:.l:.l: : : ヽ: : : : : :',＊! /´: :!
　 　 　 /!: : :.l: :l: : : : ://l:,'､: : : :ヽ: : : : :.!　l/: : :..:l
　 　 　,' l: : : l:.:l:＿:／/ / ,ﾑ-､-､:l: : : : :l　l':..: : : :',
　 　　 l　'; : : l:.l:／｀'/#　´　.` ｀ー!: : : /　l: : : : : :.',　　　　　　 母から聞きました。
　 　 　 　 ヽ: :ﾍx=ｭ､##　 x=＝ｭ､/: ://　/: : : : : : :ﾍ
　 　 　 　 　 ＼ﾍ####,　　　　　/／/＊/: : : : : : : : :ﾍ　　　　　私どもの漉し餡だす。
　　　　　　　　l ｀ヽ.#　 r┐　　 '´／! 　 !__: : : : : : : : :.ﾍ
　 　 　 　 　 　! ＊ l.＞.`,　 ,. ＜イ/　 /　`>ｰ､: : : : : : :　　　　どうぞお役に立ててくださいませ。
　　　　　　　　ヽ 　 l: _,.ｨ ｀´ｨ'´ 　 ! 　 l　（:::::::::ヽ: : : : : :
　　　　　　　　 l:l 　 ! 《´　示ﾐ､ヾ/.＊/ r‐':::::::::::::', : : : : :
　　　　　　　　,':::!　/　ゞｲ/〈lﾐヾ,l.　　l　 〉::::::::::::::::l: : : : :
　　　　　　　 ,':::(l /　　// （ l l`''l　　 ! （::::::::::::::::::::! : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　　　　　　　　　 　 ／ 　 （∧） 　（∧） 　＼　　　　　　 ありがとうございます。
　　　　　　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　　　 『 雪華綺晶 』 さん。
　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　雪華綺晶と呼ばれて翠星石が笑みを浮かべる。
　
　
　　　　　　 ./.:/ .::l:!.:./　　　.:.:.:.:::::::〃.:/::!::::.:.､ .:.:.:::::::.`､　/
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　　　　　　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　　　　　　　　　　 　|　 .u 　　　|::::::|　　　,---、　　　　　 あ、あの女将さんは、
　　　　　　　　　　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　　　　　　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　　どないしはったんだすか？
　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　　　　　　　　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　　　　　　　　　　`ー､＿ﾉ
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　　　　　／　　　　// ji　／ノ: /: : : : : : : : : : : : `ヾ i!　＼
　　　 ／　　　 　 //　　ｲノ: : /: : : : : : : : /: : :i:: : :ハ!　　 ＼
　　　 ｝＼ 　 　..//　 /ノ: : ::/: /: : : : : : /: : i: :|: : : : :ﾄ,　 　　 >
　　　 ヽ　.＼　 { { ji./ﾉ: :i: :/: /: : : : : : /: : /: :从: : : ',: V　／　　お客はんに捉まってしもて。
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　　　　　 /: : : : {{　}: : : ::Vﾊ:ｨ=＝-,／　.／´斗v:/: : :.:/!
　　　　　/: : : :!:小:.ﾄ: : : : ! Vｨだ示.##.　　 仡不.ｲ: :!/　　　　　　咳が止まらへん、言うて
.　 　 　 /: : : ::|: :!八 ヽ: : ヽ.# 心ソ.#　 　　辷ソ./:／
　 　 　 /: : : :::|: :!!: :ヽ .ﾄ: : :`ー.###　 　 .'　"" /´/:!　　　　　　　お医者さんに行てきたばっかりや、言うのに
　　 　 /: : : : ::i: :ij: : : ﾄｲ: ＞≧ｪ､　　`ー'　　イ _//j
.　 　 /: : : : : ::|: :!i::!:i: i ヽ: /廴　　＞　_ ィ7　　.//:::|　　　　　　　ちっとも大人しぃにしてくれまへんの。
.　 ／: : : : : ::ノー⌒V7　　V/ `ー ､_∥／ ijk　{ {: ::ﾄ､
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼　　　　　　　　　そうやったんだすか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　─　 　 ─　＼
　　　　　　　　　　　　　　 　 ／ 　 -━- 　-━-　 ＼　　　　　　 （仲よさそうやなあ……
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |　 　 　 （__人__）　　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　 　　 ｀⌒´ 　　　,／　　　　　　　 ほんまの母娘みたいや）
　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
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　　　　　 　 　 　 ／＿ ..-――-.. ､十ヽ＼
　　　　　　　　　/／::.::,:.:.:./::/::.::.l::.::｀ヽ、＼ヽ
　　　　　　 　 .〃::/:::/:.:.:/::/::.:/::|::.:､:.::.::ヽ ﾊ ｀、
　　　　　　　　l::.:::l:: ,':l:::/::/::.:/::;小:::ｌ::ﾄ､::.:Ｖ ｌ　ヽ
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　　　　　　　 .ﾊ::.::l:::|┼く:／::/ /'´ﾉ ヽ:∨::.:l |　　／
　　　　　 　 〈　l::.:|:::l::|∠、.#　　 , =≡V::.::/｜／
　　　　　　　 ヽﾍ::ヽ::Ｖ⌒ﾞ.# ,　　　"ﾞ / :::,'　 l〔　　　　　　　　もう、いつまでもお客はんを待たせて。
　　　　　　　　/rヘ::＼### .rーﾍ　 彡: /　 /:::Y⌒i
　　　　　　 　 l冫/ }｀ヽﾐヽ、ヽ､ノ, イ:｀7十/::.::.:l　｜　　　　　ちょっと呼んできますね。
　　　　　　　 /／ /:::_rﾍ_｀二√ ＿_〉/　　ﾚヘ::}　 |
　　　　　　 .//　 ,'／夕r=＝､∨---/､/　f==ﾐﾌ　 厂ト､
　　　　　.／/　 〃r７,ｲ|　　 >ﾄﾏ￣〉 7ヽ厶ィ {ヽ ｣__/ / 〉
　　　　 7／　／:.rｸ/ {ﾆ=彳/ ﾊ ∨,　　/￣:{八_‐-┴勹
　　 　 /　　/: :/７/　 ／,ｲ/ /　/､/_　/: : : :|:厶 ｀＾´ 人
　 　 ./　　 {: : :Y〈__ /／〃 ,'　/ 7ヽ ,仆､: : :|| : :｀¨¨´: :冫
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そう言って、翠星石は席を立つ。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は慌てて席を立つ。
　
　
　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　　あ、いえ、お忙しいところへ
　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
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　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／　　　　　　　女将さんにはよろしゅうお伝えください。
　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
　　　　　　　 ,.　' 　 　　〃 　　／ 　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　 ,.　　　　　　　rｸ　　／　　　 / 　 　 　 　 　 　　ハ　　ヽ
　　 　 ＼　　 ＼　　 jｊ　　/ 　 　 　/／ 　 　 ／ 　/　/　 |　　　゛
　　　　　 ＼｀　､ヽ　{{ 　 .′　　　/　　　　／　 ／ ／ 　 ′ 　　 ﾊ
　　　　　　　＼/　 V{{　 | 　　－/―--＜. 　／ イ　/　/ 　 　 　 ｜
　　　　　　　 ./　　∧{　 | 　 　　|子＝ﾐ＜￣　／　/　ｲ　|　　　　｜
　　　　　　　/　 ／　}}　ｉ| 　 　　|├び ﾊ｀.#／　／／ﾄ　｜　 | |.//
　　　　 　 , ′　　　　}}.　＼　 　|｀ ー ′.#　 ／ ｧえﾒ､｀｜　 | |'/　　　　あっ……
　　　　 ／ 　 　　　　 {{ 　 rｆ＼ ヽ.#.#.#.#　　　　lじﾝ〃ﾍ/　　| |′
　　　／　　　　　　　/バ　 {{＼　.#.##.　　 　′　 ｀ /　/　　/ /
　　　　　　　　 　 ／／ {{　 }} | ＼.#　　　‘｀ 　 　ー 二　 イ//
　　　　　 　 　 ／／　 　什ｊト′　｀　　 ＿,　 r＜　|}} 　　／ }}
　 　 　 r―‐､i⌒ヽー　　∨|　＿,ﾆヽ丨__　 　|　　　|{{ 　 　　ヾ!
　 　 　 |＿し-.＼〔_r┐　∧∨＿／介ｰ､＼　r┐ヘ |{{　　 ＿_}}＿_
　　　.／ /　＿仁＼〔__　|　　ヽ　/ 乃ヘ ＼＼弋!ィ ￣￣　 ＿＿＿_ヽ
　　　　　　 .ヽーミ ｀ヽ〔_ ヾ　　∨　| | )ハ　ヽ／ 　　　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　そしてそのまま、翠星石の団子屋を後にした。
　
　
. 
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982   ◆8epcM/V4rs 2014/05/30(金) 23:18:11 ID:MuFFbkHo0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　その日の夜。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
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─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
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　やる夫は祈るような気持ちで、翠星石に貰った餡と糸寒天を練り合わせていた。
　
　
　　　　　　　　　　 ／￣￣￣＼
　　　　　　　　　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　＼　　　／　　 ＼
　　　　 　 　 |　u. （●） 　（●）　　　|
　　　　　　　 ＼ 　　（__人__）　　　／　　　　　　（嬢さんに貰うた餡やったら……！）
　　　　　　　 ／ ,　　　　　　　　　　ヽ
　　　　 　 　 |　 ｉ　　　　　　　 　 ゝ　i
　 　 　 　 　 .＼〈⌒) ))　 　 　 　 |　 }
　　　　　　　 に＝＝＝＝＝＝＝二}
　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
　　　　　　　　　 　 　＿＿__
　　　　　　 　 　 　／　　　　＼
　 　 　 　 　 　 ／　 　 　 　 　 ＼
　 　 　 　 　 ／　　　 ＼　　 ／　 ＼
　　　　　　　|　.u　　（●） 　（●） 　|
　 　 　 　 　 ＼　　　　（__人__）　 ／　　　　　　　（よっしゃ、これで朝まで冷やして……）
　　 　 　 　 　 ノ　　　　｀ ⌒´ 　 ＼
　　　　　　／´_＿＿＿　　　　　[｢「l＾＼
　　　　　（　　　　　　　 ＼　　／`气⌒ '.
　　　　　　￣丁　￢=> ｝} 〉彳　 　 ｛　 ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　粗熱をとって、木箱に流し入れる。
　
　
. 
　

984   ◆8epcM/V4rs 2014/05/30(金) 23:19:17 ID:MuFFbkHo0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし、翌朝。
　
　
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
＝＝| l l||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝||＝＝＝| | |
　 　 | l l||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 ||　 　 　 | | |
二二| l |||二二二二二二二二二二二二二:|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |
.:.:.:..: | l |||.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.|| | |──────────
二二|_l_||ｌ二二二二二二二二二二二二二二|/===================
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣//￣￣￣￣￣￣￣
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　　　　　 　 　 //
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　　　　　　 　 　 //
-－- －- －-－-－-－-－-－-－－-－-－ //-－ -－-－-－- －-
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 //
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::　　　　　 　 　 　 //
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　出来上がった羊羹は、餡が沈み、上澄みの部分とくっきり二層になっていた。
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　 |＼＿＿＿＿＿＿＿＿_＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　 .|　 　 　 　 　 　 　 　 ￣|
　　　　　　　　　　　　　　　　 |:ミ |　 　 　 　 　 　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　 |::ミ:|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　　　　　　　　 　 　 |:::ミ|彡彡彡彡彡彡彡彡彡|
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼|＿＿＿＿＿＿＿＿＿|
　
　
. 
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　　　　　　　　　やる夫は膝から崩れ落ちる。
　
　
　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　 　／　　　 　 ＼
　　　　　／（ ○）　 （○）＼
　　　 ／ 　　　（__人__）　　 ＼
　　　 |　　　　　 ´⌒｀　　　　 |
　　 　 ＼ 　　 　｀ー'´　　　／
　　　 .／　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　　 そ、そんな……
　　　 |　　　　　　　　　　　|
　　　 | 　 i　　　　　　　　l .|
　　　 |　　|　　　　　　　　| |
　　　 |　　|　　　　　　　　| |
　　　（__ソ　　　　　　　丿_ｿ
　　　　　il|　　　ト-i　　 |li
　　　　　il|　　　|＿|　　 |il　　ｶﾞｸｯ
　 il/⌒ー　　 丿　　 __/il
　ilヽ＿ヾー´　ヽ-イi
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　そしてそのまま三和土に座りこむ。
　
　
　　　　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo　　　　 あかんのか……
　　　　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；　　　　嬢さんの餡でも……
　　　　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　　　　　　　　　身体が萎え、立ちあがる気力も無かった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　しばらくして、女衆が朝食の支度に起き出してきた。
　
　
　　　　　　　　, ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　　　　　　　 j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　　　　　　　ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　　　　　　　ﾙ:::::ﾘγ::..:::::..:::...ﾍ、: : : :: ﾉy:::::::ﾘ
　　　　　　　 Yyﾉ ﾉ :ﾉ...:ﾉ　ノ　　ヽ ::::::） ﾙﾘﾉ
　　　　　　　　　　ﾘ::::::(（ ⌒） 　(⌒)::（　　　　　　　　まあまあ、やる夫さん。
　　　　　　.　　　　ﾊ::::ﾊ　,,　＿　　 ﾘ） )
　　　　　　　　　　　） ) ）、　`´　ノくﾊ（　　　　　　　 今朝も羊羹づくりだすか？
　　　　　　　　　　（,（.(　' ﾍ　　 い ﾉ:::））
　　　　　　　　　(⌒)）` 　 ヾ　ｿ￣（(⌒）　　　　　　 ご精が出ますなあ。
　　　　　　　　　/　i　ﾉ　 　 Ｙ　　　　ヽ　ヽ、
　　　　　　.　　 ｌ___ﾉ（　......　　　 　..... 　＼_ﾉ
　　　　　　　　　　　 ヾ. .. ::::::::　　::::: .ノ
　
　
　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　　　……
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　 ./::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼
　　　　　 　 ./::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　　　……
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　 ./::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼
　　　　　 　 ./::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ
　
　
　　　　　　　　, ⌒ﾊ 　　　　　　　　　 ﾊ⌒ 、
　　　　　　　 j:::::::::ヽ ,ﾍ^ ⌒　Ｙ ⌒ヽ/ .::::::::i
　　　　　　　ﾉ:::::::::j（ﾉ ..::::....::::..:::: ::. .ヾ)':::::::::::i
　　　　　　　ﾙ:::::ﾘγ::..:::::..:::...ﾍ、: : : :: ﾉy:::::::ﾘ
　　　　　　　 Yyﾉ ﾉ :ﾉ...:ﾉ　ノ　　ヽ ::::::） ﾙﾘﾉ
　　　　　　　　　　ﾘ::::::(　（ ー）　(●::（
　　　　　　.　　　　ﾊ::::ﾊ 　,,　 r‐ｧ　ﾘ）)〉　　　　　　　　あの、やる夫さん？
　　　　　　　　　　　） ) ）、 　　ｎｌ^l^l （
　　　　　　　　　　（,（.(　' ﾍ　 「　　 ﾉ:::））　　　　　　　　どないしはったんだす？
　　　　　　　　　　ノ/）` 　 ヾ　ヽ　く ､
　　　　　　　　　　 ,' 　 ﾉ　 　 Ｙ ヽ　 ＼
　　　　　　　　　　 l:　（　......　　 　.ヽ､＿）
　　　　　　　　　　 .ヾ. .. ::::::::　　　::::: .ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　返事をしないやる夫の顔を覗き込む。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　 ＜や、やる夫さん！？大丈夫だすか！？
　　　　　　　　　　　　　 ＜旦那さん、番頭はん、大変だす、やる夫さんが！！
　
　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　 ／ 　 　 　 ＼
　　　　　　　　／　／　　 ＼　.＼
　　　　　　 ／ 　 （＝）　 （＝）　 ＼
　　　　　　 |　Ｕ　　 （__人__） 　 　　|
　　　　　　 ＼　　　　｀⌒ ´ 　 Ｕ ／
　　　　　　／´￣　　 　　　 　 　ｨヽ
　　　 　 〈 　 ￣ 　‐- 、　 　　　　　i
　　　　 　｀ｰ,‐ -、_ 　 ヽ 　 　 　 |　l
　　　　　　 / 　　ヽ.て　 〉　　 　 .|　l
　　　　　　 l　　　 | ､彡ｲ　 　ヽ_⊥-‐　､
　　　　　　 l　 　 _,l　　　 　 ￣／　　　　 ｌ
　　　　　 γ　 　　ﾄ､＿　　／￣ `l_-‐　´
　　　　　 （＿＿＿〉 　 ￣ヽ --‐'
　
　
　　　　　　　やる夫は蹲ったまま、気を失っていた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　気がつくと、やる夫は布団に寝かされていた。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿__
　 　 　 　 　 　 　 　 ／─　　─　＼
　　　　　　 　 　 　 / （○）　（ー）　　＼
　　　　　　　　　　/　　（__人__）　　　　 ヽ　　　　　　　 （あれ…なんで、布団に……）
　　　　　　　　_rーー‐‐- ､_　　　 　 　 /￣ヽ＿＿_
　　　　　 __ノ￣￣￣￣｀ ヽ__`-ー´⌒ヽ＿ノ 　 .／　　（確か…台所で餡を…煮てた…筈やが……）
　　　／￣　　　　　ヽ_　_　　ーー　ヽ__　ヽ、...／
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ｀ヽ／
　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　　　／
　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　朦朧とした意識を奮い立たせて、身を起こそうとする。
　
　
. 
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　　　　　　　　 　／￣￣＼
　　　　　　　　／　　　＼　 ／
　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　.　|　　　　 （__人__）
　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　 あかんで、やる夫。
　　　　　　　.　 |　　　　　　 　 }
　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　　　まだ起きたらあかん。
　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ　　ｍm
　　　　　　　　　　/　　　￣￣￣　つﾉ
　　　　　　　　　　|　　　　|￣￣
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼
　　　　　　／　 　 （○） 　（○） ＼　　　　　　　（やらない…夫……？）
　　　　　　|　　　　　（__人__）　　　|
　　　 　　 ＼　　 　　｀ ⌒´　　 ,／
　　　　　　ノ　　　　　　ー‐　　　＼
　
　
　　　　　　　　やらない夫がやる夫の肩を押さえて布団に戻す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やらない夫が心配そうな顔で覗き込む。
　
　
　　　　　 　 　 　 .／￣￣＼
　　　　 　 　 　 ／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　 （●）（● ） 　　　|
　　　 　 　 　 （__人__） 　　.u　|　　　　どこぞで悪い風邪を貰てきたらしい、えらい熱や。
　　　　　　　 .(,｀⌒ ´　　　　　|
　　　　　　　　{ 　 　　　　　　|　　　　 旦那さんも番頭はんも心配してはるけど、
　　　　　 　 　 { 　 　　　　　/
　　　　　　　　　ヽ　　　　　/　　　　　 感染ったらことやさかいな、
　　　　　　　　,, -‐)__, ／⌒i
　　　　　　 ／;─ー´ミ .／ l　　　　　 部屋に入らんよう、女衆に頼んである。
　　　　　　.（＿ﾝー‐-.ノ´　|
　　　　　　　　 l　　　　　　|
　
　
　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　 　／　　─　 　 ─＼
　　　　　　／　 　 （○） 　（ー） ＼　　　　（店の…方は……）
　　　　　　|　U　　　（__人__）　　　|
　　　 　　 ＼　　 　　｀ ⌒´　　 ,／
　　　　　　ノ　　　　　　ー‐　　　＼
　
　
　　　　　　　　口を開くが、喉をやられているらしく声が潰れて出ない。
　
　
. 
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　　　　　　　　 　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　／ _ノ　 .ヽ、＼
　　　　　　　　　　|　 （●）（●）　|
　　　　.　　　　　　|　　（__人__）　.|　　　　　　　　店は私が手伝わしてもろてる。
　　　　　　　　　　 |　 .　'´ｎ｀'　 .ﾉ
　　　　　　　　　　 .ヽ　. 　| |　　}　　　　　　　　　心配せんでええ。
　　　　　　　　　　　 ヽ..　ﾉ .ュノ
　　　　　　　　　　　　/　{ ..ﾆj､　　　　　　　　　　お前はゆっくり休み。
　　　　　　　　　　　　|.　| "ﾂ　＼
　　　　　　　　　　　　|.　| .l　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ／　　 ＼＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ○）　（ ○）ヽ　　　　　 （やらない夫……）
　 　 　 　 　 　 l　 Ｕ 　 　 （__人__）　　 |
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　／_ノ　　　ヽ､_　＼
　　　　　　 ／　（●） 　（●）　　 ＼
　　　　　　 | 　 　 （__人__）　　 u 　 |　　　　　 いや、これでは糸寒天が見くびられてしまう。
r､　　　 　r､＼　 　 ｀ ⌒´　　 　 ,／
ヽヾ　三　|:l1　>　　 ー‐　　 　 ヘ　　　　　　　もっと綺麗に仕上げられるはずなんや。
　＼>ヽ/ |｀ ｝　　　　　　　　 　 　 ヽ
　 　ﾍ　lノ `'ｿ　ｲ　 　 　 　 　 　 | 　|　　　　　 この餡と寒天の相性が悪いんやろ。
　　　 /´　 / ./ |　　　　　　　　　| 　|
　　　 ＼. ｨ_ノ　.|　　　　　　　　　|　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　＿＿
　　　　　　　　　　　　 ／ノ　ヽ＼
　　　　　　　　　　　／.（○）（○）＼
　　　　　　　　　　　|. u.　（__人__）　|
　　　　　　　　　　.　|　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　 |　　　　　　 　|　　　　　　 そうか……
　　　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　　ﾉ
　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　 　/　　　　　　　この餡はあかんか……
　　　　　　　　　　　　　/　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　|　　　　　|
　　　　　　　　　　　 　 |　 　 . 　 |
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
　　これまで、やる夫の求めるままに、色々な菓子店の餡を入手してくれたやらない夫。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しかし。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
/ /　 　',| 十' 寸 二ﾏＴ´　ヽ.|!　 　 / ┼/-l､_,|　 　 /! !
,/ /ｌ　　　 |　丶　＼ ＿＼　 　'|l 　／ ‐ﾅ'´　|/lj 　／ /'ﾞ
. / |'、　 　 ', ‐､―r┬ｬ､` 　 　 i／　 ‐/_‐__/ /-‐'i　/　　　　　　　　　　　　餡いうたら、
/　 ! ヽ.　 　ﾍ　≧=一' ´　 　 　 　 　 ゝ'-彡ﾏ´　/　 　 　 /'ヽ
　 　! l　＼ 　 ヽ　 　 　 　 　 　 　　　　　　〃　 /!　　　　/　 |　　　　　　　 桜花堂にとって暖簾の源だすのやで？
　 l　| l　 　＼　 ＼　 　 　　　　/　 　 　 ／　／i｜　 　 /　 /
　ｌ　 l｜ 　 |　ト￣´　　　、＿, ＿,　 - '´-‐イ 　 ｌ|.　 　/　 /　　　　　　　　 店が大事に守り育ててるものやないの。
ー ､ l l　 　| /＼＼ 　 　　´ 二´　 　／　　｜ 　 ｌ　　/ 　/＿＿, --ー
:::::::::::| l　 　|::::::　＼ ﾞ　 、　　 _　ィ ´｜　 　 l　 　, -:/　, ｨ;::::::::::::::::::::::::
::::::::::::l｜ 　 !::::　::::::::－＿天 　 　! 　 |　　　l／´::::::/　/´ﾄ-､------
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
　　　　　　昨日、自ら桜花堂に出向き、水銀燈に諭されたことで、餡を手に入れる難しさを思い知った。
　
　
. 
　

12   ◆8epcM/V4rs 2014/05/30(金) 23:32:08 ID:MuFFbkHo0
　
　
　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／ 　　___ノ'′　　 ﾞヽ､___　　＼　　　　　　　 （済まん……済まん、やらない夫……）
　　　　／　　　 .'⌒｀　　 　 　 ´⌒ヽ..　　＼
　　 ／. Ｕ　　（（.○ ）　ﾉヽ　　（ ○.）） 　 　＼　　　　 （お前が餡を手に入れるのに、
　　|　　　　 　 ´"''"　　　, 　 　 "''"´　　 　 　 l
　 ..|.　　　　　"⌒（　　　 j　　　 ）⌒ﾞ　　 　 　 |　　　　　あんなにしんどい思いをしてたなんて知らなんだ）
　　|.　　　Ｕ　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l
.　　＼.　　　　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 　 　 　 ／　　　　 （それどころか、羊羹作りが上手くいかんのは、
　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼　　　　　　　やらない夫が手に入れてくる餡のせいにして……）
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫は出ない声を振り絞る。
　
　
　　 　 　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　 .／　　　 　 ＼
　　　　　　 　 .／　　 ／　　 ＼＼
　　　　　　 .／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo　　　　　やらない夫……
　　　　　　 .l　 　 　 　 （__人__）　　 |
　　　　　　 .＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　 .／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●）
　　　　　　　　.　|　　　　 （__人__）
　　　　　　　　　 |　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　 ん？
　　　　　　　　.　 |　　　 　　　　 }
　　　　　　　　.　 ヽ　　　　　 　 }　　　　　　　なんや。
　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　ノ
　　　　　　　　　　　.>　　　 <
　　　　　　　　　　　|　　　　 |
　　　　　　　　　 　 |　　　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　 _＿＿＿
　　　　　　　　／　_ノ　ヽ_＼
　　　　　 　／ ∩ｌ＾ｌ^ｌnnｌ^ｌ^|＼
　　　　　／　 。ヽ 　　∥　　ﾉ　＼　　　　　 済まん……
　　　　　|　　　／　 　人　 　ｌ　　 |
　　　　　＼ ／　　 /|ii!i!|＼　＼／
.　　　　　　|　　　 /. |;;;;;;|　 ＼　|
　　　　　　　　　　　 ｀ｰ´
　
　
　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　／　 ヽ､_　　＼
　　　　　　　（⌒）（⌒ ）　 　　|
　　　　　　　（__人__）　　 　　|
　　　　　　　(,｀⌒ ´ 　　 　　|　　　　　　　　 なんや、水臭い。
　　　　　　　 { 　　　　　 　　|,
　　　　　　　　{ 　　　　　　 / ＼　　　　　　　しんどい時は、お互いさまや。
　　　　　　　　 ヽ 　　　　/　>　 〉
　　　　　　　　 　 ﾝ 　　　 ´　／
　　　　　　　　　 | 　 　 　 ／
　　　　　　　　　 | 　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　幸い、熱は翌日には下がったものの、
　
　床離れをしてもやる夫の顔色はさえず、覇気がまるで無くなっていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　ゝ　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　　　　　　　 　 　　　　 / 　　　　　　::::／::::::::＼::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　 /　ヽ ｀::::´ /｀ヽ
　　　　　　　　　 　　　　 　l　　 　　　 （　○ﾉ::::::::::ヽ○.;l
　　　　　　　　　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 .;/
　　　　　　　　　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　 　 　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　 　 |:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　　　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　　　 　 　 　 　 　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|　　　　 　 　 　 　 　 |:::::::〉 （ ○） （○）|
　　　　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　　　　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 　 　 　 　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i 　 　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　 　 　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　あれきり台所に立つことも無くなったやる夫を、ダディといく夫とが心配そうに見守った。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　長月も半ばの夜のこと。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
　 ||　| !'''''''''''''''''''''''''''''''!｜!'''''''''''''''''''''''''''''''! ||　|　　　　　　　　　　　 | |　|＿__|￣|_| | |　 　 　 |||
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣'､!__|＼　l＿l..| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　　　　　　　　　 　＼＼　　.| | |　 　 　 |||
　　　　　　l＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.　　　　　　　 　 　 ＼＼､| | |０ 　 　 |||
　　　　　　ll＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　　　　　 ＼､| | |　 　 　 |||
　　　　　　 ~　＼＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 | | |　 　 　 |||
　　 　 　 　 　 　 ＼l二二二二二二二二二二二二二二二二l　　　　　　　 　 　 | | |　 　 　 |||
　　　　　　　　　　 |.|__|　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |.|__|　　　　　　　　　　 '､|_|＼　 　 |||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼..＼.　|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼.＼|||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼.!||
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼`
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はダディに奥座敷に呼ばれた。
　
　
　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　 やる夫、お前はん、
　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　井川屋へ奉公に来て、何年になるかいな？
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼　　　　　　　へえ、
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　十九年でおます。
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
　

20   ◆8epcM/V4rs 2014/05/30(金) 23:35:27 ID:MuFFbkHo0
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　ほうか、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　 もうそないになるか。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　　父親の墓には、
　　　 |　　　|r┬-|　　 |
　 　　＼　　`ー'´　 ／　　　　　　　 ちゃんと参ってるか？
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　脇からいく夫が口を挟む。
　
　
. 
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　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　 ／　 _ノ 　 ヽ_　 ＼　　　　　　 へ？
　　　　 　 ／ 　 （●） 　（●） 　＼
　　　　　 .|　 .u 　 （__人__）　　 　 |　　　　　 へえ。
　　　　 　 ＼　 .u　 ｀⌒´ 　　　,／
　　　　 　 ／　　　 　ー‐　　　　＼
　
　
　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　　　　（年に一遍、伏見に墓参りには行ってるし、
　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　　　　 そんときには番頭はんに許しを貰てるから、
　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|　　　　　　よう知ってはる筈なんやけど……）
　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　　　父、オプーナの弔いは伏見の寺に任せてあった。
　
　
. 
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　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　 ああ、そや。
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 墓参り、言うたら、お前はん、
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　 母親のほうの墓はどないなってる？
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　美濃の苗村にあるはずだすが……
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　墓参りは？
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　いや、
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／　　　　　行ける筈ないやないですか……
　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　父が同僚を殺し、苗村藩を脱藩した以上、
　
　　　　　　　　母が眠る墓がどうなったか知る由もなかった。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　 そらあかん。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　　　　　　　　 一遍、苗村に行って墓参りして来たらどや。
,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　　い、いえ、旦那さん、
　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　 私が苗村に戻られへんことは
　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　　よう知ってはるやないですか……
　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　ダディはやる夫の言葉に構わず熱心に勧める。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　　　 十九年も墓参りしてへんのやろ？
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　 お母はんかて、待ちくたびれてはるで。
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　なんやったら、お父はんの墓に
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　 一緒に入れてあげる段取りつけてもええやないか。
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 旦那さんの言わはる通りや。
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　やる夫、一遍、帰ってみなはれ。
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　⌒　　⌒　|
　　　|::::::（ （ ●） 　（●）|　　　　　　　生まれ故郷の空気を吸うたら、
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　　　また元気もでるやろ。
　 　　＼ 　　 　 `ー'´／
　　　　/　　　　 ∩ノ ⊃　 ヽ　　　　　な、そうしてきなはれ。
　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　 （あ……）
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は漸く気がついた。
　
　
　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　（旦那さんも番頭はんも、
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　 私の元気のないのを心配して
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /　　　　　 苗村に行かせようとしてはるんや……）
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　
　
. 
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　　　　　　　　久々に郷里の名を口にし、耳にすると、ふいに郷愁が突き上げてくる。
　
　
-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-
　
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;
..,,,_　　　;;;;;｀　 ｀｀｀"''ｰ､、　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ､‐"｀
　: ﾞﾞ"'ｰ-､,,、　　 　 　 　ヽ ,;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(
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: : : : : : : : 　　　　　 `ﾞ'-､、　　　　　　⌒ヽ
　: : : : : : : : 　　　　　　　`ｰ--,．　　　　　　　゛-‐-､　　 　 　 　 　 　 ,､､｀丶
　　　　 : : : : : 、: .　　　　　　: : ﾞヽ、.　　　　　　　　 ;;　　　γ⌒､.'"
　　　　　　　 丶.－､: . 　　　　　　 `'､、　　　　　　　 ｀｀
　　　　　　::;.:".:;.:'"ﾞ:.:ﾞ,:;、,"'.:.:;,`:;,':,:;.,:;.:ﾞﾞﾞﾞ'''''''‐- ､ ,,,,,_
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"''"""'''''"""''""''"""'''''"""''""''''"''"' `‐(*ﾟー)ﾌ''''""''"''''""''"""'''''"""''""ﾞ''､,,　 　 　 (∀｀
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-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-
　
　
　　　　　　　　苗村の風が、そこに差す光が、木々のこすれあう音が、たまらなく懐かしい。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　気持を見透かしたように、ダディが静かに言う。
　
　
　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l　　　　　 やる夫、今のお前はんは、
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/　　　　　　もう彦坂鶴之助やない。
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_　　　　　 別に、誰に咎められることもあらへん。
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl　　　　胸張って、堂々と、苗村に行ってきたらええ。
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　　 ……へえ。
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／　　　　　　　ありがとう、行かせてもらいます。
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次の日の夕刻。
　
　
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
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　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: ＿＿:: :: :::::: :: :: :: :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　 /"三三三ﾞヽ
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :|!:: :: :: :: :: :: ,ｲｨ-:､､ヽ:::::::: :: :: ::l :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　|三三三三三}
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　　　　 |　|――|　|　　　　　 .|　　|_　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | .| 　 .|　|　 ヾ三三三ジ
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　/ ,ｲ―――――――――――''',.　.　| .| 　 .|　|　　　 ｀―´
　　_,,, -|　|――|　|＿＿＿＿!/　,'　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ',― |_.|―‐|　|、
　
　
　　　　　やる夫は借りたままになっていた風呂敷を帰すために、翠星石の団子屋を訪れた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水銀燈が奥から顔を出す。
　
　
　　　　　　　　　 　 ／ 　 /　　／ /　　　　　 /　 //
　　　　　　　　　　/ / 　 ′　ｲ　/　 　 　 　 '　／ｲ
　　　 　 　 　 　 / ｲ 　ｌ |　 / |　′　　　／ ／〃 |
　　　　 　 　 　 〃 |　｜| 7二|丁　　　＞ ― /-　|､/
　　 　 　 　 　 ./　 |　｜|〃ﾋ} ｜　／ ァ＝≦ 、　|/　　　　　ゴホッ、ゴホッ
　　　　　　　　　　八　ヽ|　＝　|／　 　 ﾋン　　 ≫　/
　　　　 　 　 　 ./　 lヽ　ｌ　 　 '　　　　ヽ､＿　彡　 /　　　　　まあまあ、やる夫さん、
　　　　　 　 　 / 　 .|　|＼　　 　 　 　 　 　 ￣ 　 /／
　　　　　 　 　 　 ／| ｜ﾍ、　　 __ 　　　　 　 　 ／　　　　　　すんまへん、わざわざ。
　　　　　 　 　 　 ＞―ｌ　 l＼　‘-｀ 　 　u　　／　　 ／
　　　　　 　 　 ／　 ―ﾍ ｜|::＼　　 　 　 ∠ イ　／　／
　　　　　　＞'´／::::::::::::::ヽい:::::::＞┬＜:::::／ ／-＜
　 　 　 ／　／ :::::::::::::::::::::::＼／／/|::ト､彡イ:::::::::::::::::
　
　
　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼
　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　　 いえ、こちらこそ長いことすんまへん。
　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　　　女将さん、お風邪だすか？
　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　 -r=y=y=y､､
　　　　 　 　 　 　 　 ／z〆..::::::::::{f勾::::::..ヽ
　 　 　 　 　 　 　 ／x<..:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　 　 　 　 　 /.f７.:::::刈ｰ'^ｰ'^ｰ'^ｰ'ﾍｰマ}:::ヽ
.　　 　 　 　 　 / xﾘ::xFﾉ l　　 l .l　　.ｌ.　　l 　 ﾏﾍ
　　　 　 　 　 / ｛{l::/ﾉ .ｉ .|　 ll | l|　|! |　 ! | l| 　 ﾊ
.　　 　 　 　 /　｛{:/ﾉ　 ｌ .l l　ｌ l ||　|ｌ |　 | | ｌ|　! llﾊ
　　　 　 　 /　 ｨﾘ{　l| 十 t .⊥ｌ l| ハ.}　, ｨ 千 l l| .|　　　　　　　　　ゴホッ、へえ、おおきに。
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　　　　　　　　　　{{二}/_j{ / // / 　' /// /,　 } iハ:}
　　　　　 　 　 　 ;ffく{i{〉.:{:{芹ミﾒ､/ /// //　/|｜ :}!　　　　　　　　 すっかり行き遅れの年だす。
　　　　　　　　　/イﾊ{≫ iﾊ.r=ミ心/// /厶斗ﾘ/ !介
.　　　　　　 　 /　:{i{ハ从|{杙 {r::ﾘ^　 }ｲ云zx才 .从{　　　　　　　　 先方の息子さんも、
　　　　 　 　 /　　:}i}　 i:八乂 , , ,　　 　 弋fﾘｲ /ｲ:i:}
. 　 　 　 　 / /　 　 　 | :八　　　　_　′'' ' 彡ｲ{:ﾘ |乂　. イ　　　　　ゆくゆくは暖簾を分けて貰う話もあって
.　　　　　 / / /　 /,　｜{从＼　　　 ｀　　イ　ハi :i|{　 ': :/才
　　 　 ー-=ミ｀ヾﾒ.　 从i:乂　}:≧=-＜(/ /, /‐-ﾐ 八ノ. : : : : 　　　 そうなったらあの子はご寮さん。
　　　才￣. : : : : : :ﾊ　__ハ　辷刈り.:::::jｱ.//.:.:.:.:.:.∨. : : : : : :
　　≧=ー. : : : : : : : /.:.:.:.:ア/八{i{.:.:.:乂 /ｲ.:.:.:.:.:.:.. ∨. : : : : : 　　　 団子こねて一生暮らすよりは
　　７. : : : : : :-‐. : : }.:.:.:r弌ｘ__ 　_￣乂{{/.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:ﾊ: : : : : :
　　⌒7. : :ｨ : : :乂イ.:}:/i　　fr爻ｨ⌒}　.く.:.:.:.:.:_彡.:.:.:.:}乂: : : :　　　　よっぽどええ話やないか、て
.　　 /才f. ; 彳( {.:.:.:/.:{　　　　⌒}　, ﾉ }.:ｰ-.:.:.:.:.:._彡'　　＼ :
　　　　　}/　 }//.:.:.:{:.:.乂　 _＿__ 　.才゛.:.:.:.xf斗く　　!　i {｀ 　　　　 思うてますのやけど、どない思わはります？
.　　　　　 　 ／＞'"´才ーｧｰf.:.:.:＞‐-ミ.:_//{/{iメ ' i:|　ハ
.　　　　　　/.:.{　　　{{_　.ノ_厂 {f　　　＼-く:ハ八/ :从(
　　 　 　 八:.∧　　 _jj {{　⌒7八　　　　､｀Y7ﾞｲ}i}./
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／ 　　___ノ'′　　 ﾞヽ､___　　＼
　　　　／　　　 .'⌒｀　　 　 　 ´⌒ヽ..　　＼　　　　　 あ、相手はんは……
　　 ／. 　　　（　● ）　ﾉヽ　　（ ●　） 　 　＼
　　|　Ｕ　　 　 ´"''"　　　, 　 　 "''"´　　 　 　 l　　　 そのおひとは、雪華綺晶はんのことを
　 ..|.　　　　　"⌒（　　　 j　　　 ）⌒ﾞ　　 　 　 |
　　|.　　　　　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l　　　 どない思てはるんだす？
.　　＼.　　Ｕ　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 　 　 　 ／
　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　 雪華綺晶はんを大事にしてくれはるおひとだすか？
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　／_{f7.::::::::::〆　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　/ __{f7.:::::::〆　　 /　　　　　　 　 　 ＼　　＼
　　厶イ７:r-､く　　｜ |　 　 |　　　　　　　　ヽ　　 ＼
　〈〈__/:ハ::.Vヽ＼　|　|　　　|、　　　 　 　 　 |　　　　ヽ
. /ヾィ/　ｲﾍヽノノ　|　|ヽ　　| ＼　　　',　　　 |　　　 |　'.
/　/:/／ll　|:｢´　　 |{ 丁ヾﾄ､|　　ヽ　　|!　　　|　　　 |ｌ　|
　 |::|　　ｌ|　|:|　　　 |ヽ弋ｆ==,ミﾒ、　'　∥　 /ﾊ 　 　 ||　|
／|::|　　||　|:|ヽ　　 |　　　､_{._!ﾝヾ　 }ﾉ|ｌ　/厶| ,　/ ハ｜
　 |::|　　||　|:|　＼　 ヽ　　￣¨`　　　　l／rﾃﾐ|/ / /　}ﾉ
　 |::|　　ｌ|　|:|　　l ＼　＼　　　　　　 　 ､ヾ' / イl/
　　　　　l|　　 　 | 　 ｀　-＼　Ｊ　　　　 ′/　 ﾉ　　　　　　　　えっ？
　　　　　 |ｌ　　　 |＼　　　　　 　 ｒ‐ｧ　　 / ／
　　　　　ハ　　　 ﾄ､　 、　Ｕ　　 ￣　 イ
　　　 ／ ハ 　 　 ｌ::.＼ ＞_,、　　 ／　 |
　　 　 ／　∧　　 ｌ:::::/.::7爪　 丁　　　|
―-　 ＿∠::::ヽ　　∨:::/ 小ヽ　|ｌ　　　|
―‐ ､ ｀ マ}__　ﾄ､　　∨/:||:lL)〉ハ　　 |
::::::::::..＼｢｀ マ}___＼　 ∨:||:｢く/　 |　　|
::::::::::::::::::::::::::::..マ}___＼ ∨|　ﾍ`ー|　 ∧
::::::::::::::::::::::::::::::::::..マ}__ ＼l|　 ヽ:::::l　/:::ﾍ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 　　 　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ ノ　　＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　（●） 　(●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　／　∪　 （__人__）　　＼　　　　　　　　　あ、いや、そんな大層な意味と違います。
　　　　　　　　　　　　　　　|　　 　　　｀ ⌒´　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　/⌒)⌒)⌒)　　 ／/⌒)⌒)⌒)　　　すんまへん、
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　|　/　/　/　　　(⌒) ./　/　/
　　　　　　　　　　　　 ／´　　　 |　:::::::::::(⌒)　　ゝ　　::::::::::/　　　　 関係のないもんがいらんこと言いました。
　　　　　　　　　　　　|　　　　ｌ　 |　　　　　ノ　　/　　）　　/
　　　　　　　　　　　　ヽ　　　 ヽ_ヽ　　　 /' 　　/　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　ヽ ＿＿　　 　 ／　　 /　　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _＿,、
　　　　　　　　　　　　　　　, __-,=＝=＝=〔{〈回ﾍ
　　　　　　　 　 　 　 　 ／_f〆::::::::::::::::::::::弋之ｿ::::＼
　　　　　　 　 　 　 　 / ｊf７::::::::／￣￣￣￣￣ ＼:::::＼
　　　　　　　　　　　 /　{i7:::::／　 i　　　 　 　 　 　 ＼:::::ヽ
　　　　　　　　　 　 ;′ {|::::/　 　 l i　　　　|　　　　 　 ヽ:::::
　ﾄ、 　 　 　 　 　 ,′　{|:/ ｌ　　| |｜ 　 |　|　 　 　 |　 |　Ｙ|
　|:::＼　　　　　　｜　　{||　|　　|｜l十￢　|　　　/｜　|　　|
＼＼:::＼　　　 　 |　　　ﾞ|　|　　斤==ミハ ||　　/ﾄ､ｊ　 |　　||　　　　　　い、いえ、そんなことは……
::::::＼＼:::＼.　 　 |　　 　|　| 　 |　tしｿ　　ﾘ| ／癶〈|　| 　 ハ
::::::::::::＼〉 ::::＼　 |　　　｜ | ヽ ＼￣ 　 　 　 '(ﾚﾘﾙ　|　,∧｜
:::::::::::::::::::::::::::::::＼|　　　｜｜　＼ ＼　 　 　 ,　｀ /!　|〃ハ_i　-─
::::::::::::::::::::::::::::::::::::|　　　　ｌ　　　|　 ￣ 　 __ _　　/｜/″／::::::::::::::::...
::::::::::::::::::::::::::/ 厂￣＼ 　 ｌ　　　ｌ＼　　　　　 イ｜l/ーく::::::::::＜￣￣
:::::::::::::::::::::::/ /::.::.＼　 ＼　l　 　 l:::::::::r‐＜ﾍ　ｌ　〈::.::.::ヽ＼::::::::::＼
::::::::::::::::::::: | ｌ::.::.::.::.::.＼__ ヽ ｌ　　 ｌ::::::::ﾄ＼__∧　　 Ｙ::.::.:ｌ　 ＼::::::::::＼
￣＞::::::::::::| ｌ::.::／::.::.::.::.::＼|::ｌ　　 ｌ:::::/￣ ＞ﾍ　 　 ｌ::.::.j＿ 　 :::::::::::::
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　すんまへん、
　　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　私、もうお暇させてもらいます。
　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　ほな、女将さん、どうぞお大事に。
　　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　 __{〆..:::::::::〆　　　　　　　 ｀　　、
　　　　／_{f7.::::::::::〆　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　/ __{f7.:::::::〆　　 /　　　　　　 　 　 ＼　　＼
　　厶イ７:r-､く　　｜ |　 　 |　　　　　　　　ヽ　　 ＼
　〈〈__/:ハ::.Vヽ＼　|　|　　　|、　　　 　 　 　 |　　　　ヽ
. /ヾィ/　ｲﾍヽノノ　|　|ヽ　　| ＼　　　',　　　 |　　　 |　'.
/　/:/／ll　|:｢´　　 |{ 丁ヾﾄ､|　　ヽ　　|!　　　|　　　 |ｌ　|
　 |::|　　ｌ|　|:|　　　 |ヽ弋ｆ==,ミﾒ、　'　∥　 /ﾊ 　 　 ||　|
／|::|　　||　|:|ヽ　　 |　　　､_{._!ﾝヾ　 }ﾉ|ｌ　/厶| ,　/ ハ｜　　　　 あ、あの、やる夫さん？
　 |::|　　||　|:|　＼　 ヽ　　￣¨`　　　　l／rﾃﾐ|/ / /　}ﾉ
　 |::|　　ｌ|　|:|　　l ＼　＼　　　　　　 　 ､ヾ' / イl/
　　　　　l|　　 　 | 　 ｀　-＼　Ｊ　　　　 ′/　 ﾉ
　　　　　 |ｌ　　　 |＼　　　　　 　 ｒ‐ｧ　　 / ／
　　　　　ハ　　　 ﾄ､　 、　Ｕ　　 ￣　 イ
　　　 ／ ハ 　 　 ｌ::.＼ ＞_,、　　 ／　 |
　　 　 ／　∧　　 ｌ:::::/.::7爪　 丁　　　|
―-　 ＿∠::::ヽ　　∨:::/ 小ヽ　|ｌ　　　|
―‐ ､ ｀ マ}__　ﾄ､　　∨/:||:lL)〉ハ　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は表に出て、帰途についた。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼　　　　　　　 （縁談……嬢さんに縁談……）
　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　（女将さんは嬢さんの将来を案じて
　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／　　　　　　受けようとしてはる……）
　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／　　　u　＼　　　　　　　　（老舗の番頭はんで、暖簾分けの話もあるんなら、
　　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　　　／ 　し （＞） 　（＜） ＼　　　　　　こんなにええ話はない……）
　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／　　　　　 （他人の私が口を挟めることやない……）
　
　
. 
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　　　　　　　　　と、返す筈だった風呂敷を握りしめたままであることに気がついた。
　
　
　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　　　 ,. -'"´　　　　　　｀¨ｰ ､
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　',
　　　　　./　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ',　　　　　　　 （しもた……）
　　　　　l　　　　 　　　 ,!　　 l、　　　　 　 l
　　　　　l.　　　 ´￣￣ _　,,　 _｀ー--　U　l　　　　　　　 （けど、もうあの店には戻りとうない……）
　　　　　.',　　　 ｀ー―'　 　　｀ー―' 　　./
　　　　／ ＼　 　 　 l　 　人　 　l 　　 ／＼
　　.／　　　 ｀ー､ 　 ｀ｰ´＿｀ー'　　‐'　　　 ＼
　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　足早に順慶町を後にする。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　暮天の下、鬱屈した思いで天神橋を渡る。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　大川を渡る風は冷たく、橋を行く人々は身をぎゅっと縮めていた。

　

　

. 
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　　そんな中、背筋の伸びた姿勢の良い人影が近付いて来るのが見えた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／⌒ニニニﾆ　 _ｰ　 、
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 _／＞: :¨￣￣￣￣＼＼　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 　 {／ : : : : : : : : : : : : : : :＼＼　＼
　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／: : : : : : :.:/: : : :ｉ: : :ヽ:.: : :|　} 　 _＼
　　　　　　　　　　　　　　　/ : : : / : : : / : : : 八: : :.|: : : |　}.イ／
　　　　　　　　 　 　 　 　 /ｲ:ｉ: : :|: : : 〃: : : /-‐＼.:|: : : |　}:｜
　　　　　　　 　 　 　 　 ./　| |: : :|: -//: : ／　 x==ﾐ|: : : |　}:｜
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 八|: : :|:.:灯心.#　 　 ｒしﾘl: : :/　′|
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 l＼:|: : :|乂j.#　 　 ゞ-/: :/　 {: : :.
　　　　　　　　　　　　　　　　　 {ﾉ＼:ヽ###‘　　 "/:／{　 ﾉ: : : :.
　　　　　　　　　　　　　　　　　 {　　　ﾉ:＞ｒ ,ﾟ _／ィ)∨　 } : : : : :.
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /{　　 ﾉ-‐く ｀Y´彡　 ﾉ　 ﾉ＞､: : : :.
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 /: {　 〃,ｘ===ｒz===ミ/　 ﾉ/7⌒ヽ: : :.
　　　　　　　　　　　　 　 　 /: : {　 {{//_,,／介＼_,/　 //7:::::::::::): : : :、
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /: : : {　 ﾘ ー‐//l | iヽ/ 　 }/7:::::::／∧: : : ＼
　　　　　　　　　　　　 　 / ／: :{　 }: 　 // :l | | ,′　 {7::::::::::／::∧: : : : :＼
　　　　　　　　　　　　 ／ /: : ノ{　 }　 //　 l | l { 　　 {::::::::::::::::::/::::::、 : : : : ＼
　　　　　　　　 　 __／ : :/: : :.ヽ{　 }. 〈/　 /l |_l {　 　 {:::/::::::::::::::::::::::::、 : : : : : ヽ
　 　 　 　 ／￣ ／: : : :/: : : :.〈:{　 l辷辷少 辷_{　 　 ∨::／::::::::::::::::::ﾉ: : : : : : : : :.
　　　　　/.: : : :/: : : : :/: : : : : :/ 　:!ﾆ/ヽ|／lニﾆ、　　 ∨::::::::::::::::／: : : : : : : : : : |
　　　　./.: : : :/: : : : :/ : : ／.:∧___ﾉﾆ{／|ヽﾉニニ、　　 }::＿:::::::∧ : : : : : : : : : : ∧
　　　 /ｉ: : : :/: : : : :/: :／: : /: ((}|lニ∧ ﾉ,ｲﾆニニニＴ¨|((__圦＼ :ｉ: : : : : : : : : : : : |
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫が今、一番逢いたいひとだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　翠星石は立ち止まってにっこりと笑う。
　
　
　　　　　　　/　,.ィ´￣: ￣｀ー--､＊ ＼ 　 　 　 ＼
　　　 　 　 /／: : : : : : : : l: : : : : :.＼ 　 ヽ　　　　　_>
　　　　　 /: : : : : : : : : :l:..:l: : : : : : : :.:ヽ. ∧　 /,.ィ´
　　　 　 ,'/: : : : /: : : :.:l:.l:.l: : : ヽ: : : : : :',＊! /´: :!
　 　 　 /!: : :.l: :l: : : : ://l:,'､: : : :ヽ: : : : :.!　l/: : :..:l
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　 　 　　　　　　　　　 　 ／ 　　 ｨ7 　 　　≠″ 　 　　　　　`￢＼
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　　　　　　　　　 ＼｀　､ヽ　{{ 　 .′　　　/　　　　／　 ／ ／ 　 ′ 　　 ﾊ
　　　　　　　　　　　＼/　 V{{　 | 　　－/―--＜. 　／ イ　/　/ 　 　 　 ｜
　 　 　 　 　 　　　　 /　　∧{　 | 　 　　|子＝ﾐ＜￣#.／　/　ｲ　|　　　　｜
　　　　　　　　　　　/　 ／　}}　ｉ| 　 　　|├び ﾊ｀.#／　／／ﾄ　｜　 | |.//
　 　 　　　　　　　, ′　　　　}}.　＼　 　|｀ ー ′.#　 ／ ｧえﾒ､｀｜　 | |'/　　　　行ったままや無うて、
　　　　　　　　 ／ 　 　　　　 {{ 　 rｆ＼ ヽ.####...　　　　lじﾝ〃ﾍ/　　| |′
　　　　　　　／　　　　　　　/バ　 {{＼　　..###.　 　′　 ｀ /　/　　/ /　　　　　 帰って来やはりますね？
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　心なしか震える声で、翠星石が重ねて問う。
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　　　　　　　　　　　　　重くなった空気を変えようと、やる夫がわざと明るい口調で言う。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_　　　〈⊃　　}　　　　　　　　せ、せや、お土産に小豆買うてきます。
　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼　　 |　　 |
　　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼　 !　　 !　　　　　　　　苗村は小豆の美味い土地ですさかい。
　　　　　　　　　　　 ／.u　　.（__人__）.　　 ＼|　　 l
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　　　　　　　　　　　　　　　　／ _ノ　　ヽ_＼
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　　　　　　　　　　 　 　 ./　　　　 （__人__）　 ヽ　　　　　　　　　　 （私は阿呆や）
　　　　　　　　　　 　 　 .|　　U　 　｀ ⌒´　　　|
　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　（せっかく嬢さんと逢えたのに、
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　/　　,　　　　　　　　l　 |　　　　　　　　　　　 何で小豆の話なんか……）
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　　　　　　　　　　　 /　　/ .|　　　　　　　　l!　.|
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　　　　　　　　　　天神橋の下を流れる大川の水音が、二人の沈黙を優しく埋めていた。
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　　　　　　　　　　　　翠星石はやる夫をじっと見上げて、低く、囁くように言う。
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　　　　　 |　　　ヽ..## 　ー 　 　 　　／／!　※　 /.: : :: : : : : : :l
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　　　　　　　　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|　　　　　　　　　 へえ。
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　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　　　　やる夫の返事を聞き、ほっとしたように視線を外す。
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　　　　 : {.:∧ﾊ V)ｿ`.###　ｆ斧≧=-ｧ〃: : : :/: :/　ハ: : : : : : : : :′
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　　　　　　｛ ⌒'ド### 　 　 　 .__／.: : : :／厶'　　 {: : : : :＼: : : : : : :＼
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　　　　　　　　　　　 ｣こ} ∧ 广7rト:＼　}　 { /　∠こrし'⌒＼: : : : : :
　　　　　　　　 　 　 ]に}/　}{__//!| }ヾУ 　 }′,仁厂. . . . . . . ':. : : : :
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　　／　 　 ＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　　　　（嬢さん……）
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は黙って見送る。
　
　
. 
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　　　　　　　少し行って翠星石は足を止め、やる夫を振り返った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　,､-‐ '´ _ヽﾉ__`ｰ-､`ヽ､,
　　　　　　　　　　　 　　 ,.ｨ'´　＿＿ ノ.lヽ　　　 ｀ヽ､ ｀ヽ､
　　　　　　 　 　 　 　 ／':´:￣: : : : : ￣｀ヽ､, 　　 　 ヽ　　 ヽ
　　　　　　　　　　　 /: : : : : : : : : : : /: : : : : :ヽ _ヽlﾉ_丶　　　＼
　　　 　 　 　 　 　 /:: :./: : /: : : : :./: :./: : : : : :ヽ/.lヽ　i　　　　 ＼
　 　 　 　 　 　 　 ,': :.:/: ／:/／/:/: :./: : :/: : : : l　　　 l　　　　　　,ゝ
　　　　　　　　　　l: : :l／_／／／/／ヽ:l:.l: : :l: :.:l　　　 l　　　　,ｨ'´
　　　　 　 　 　 　 l:l: :l!ﾄﾓﾊ.#　／ ￣｀'ヽ:l: : l!: : l　　　 l 　 ,.ｨ'´l
　　　　　　　　　　 l:､:ヽゞﾂ.##.　　ｲほﾊ'.､l: /: : l　　　 l.,ｨ'´:.: : l
　　　 　 　 　 　 　 ヽ!ｰ`#.' 　　　 弋:::ﾝ.ﾉ`/: : / ､ﾙ_ /: : :.: : :.:l
　　　　　　　　　　　 /ﾍ#.､ _ 　 　 　　 　 /: ／　ﾉﾊ./: : :.: : : : :l
　　　　　　　　　　　/.　ﾍ　　　　　　　 ／／　　 .／: : : :.:/: : : :l
　 　 　 　 　 　 　 /_ヽﾚ./ｰ - ―､.'　´／　　 ／: : : : : :./: : : : :l
　　　　　　　　　 / ノ.ﾊ/　　　　　ヽ／　　 ／ |.: : : : : : :l:.: : : : :l
　　　　　　　　／　　／　　　 　 ／_､ﾙ._／ 　 l!: : : : : : :l: : : : : :l
　　　　　　 ／　　／　　　　 .／　 ノ.i／ヽゝ,. l!: : :.: : : :.l: : : : : : l
　　　　　／　　／　　　　 .／　 　.／::::::::::ゝ ﾉ: : : : : : : l: :.: : : : :.l
　
　
　　　橋の上はすでに暗く、星明りだけではその表情は読み取れない。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　,．'"´ 　　￣￣｀`ヽ､
　　　 　 　 　　 　　 ／ ,． -‐ ｰｰ --‐- ､　｀丶､
　　　　　　　　　 ／ ／　　　　　　　　　　 `ヽ 　 ＼
　　　 　 　 　 　〈　ム． '"´　⌒⌒ ｀`ヽ　　　 ＼　 ＼
　　　　　　　　 　V/　　　.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:. ＼　　　ヽ　　＼
　　　　　　　 　 〃.::.::!.l::!.:..:.:.:.;.::/.://.::l:::::::::.`､　　 ヽ　　ﾍ
　　 　 　 　 　 〃.:::l:::l::|:|::l:::::/:/:://:::ハ.:;.:.:::::.`,　　 V.:l:l`
　　　　 　 　 ./:::;:::::l:::l::|:|::l::/:/ //::::/ l:|:l:::::!::!::{!　　 !:::l:|
　　　　　　　 l::l::l:::::|:十ナl:＜.#/::∠_ 」ﾄﾄ､:l::l:::{!　　 !:::l:|
　　　　 　 　 |::l::l:::::|:|:|yﾃ〒ミ#::/´,t＝=ﾐ､:ﾄ､::{!　　 !::::l:!
　　　　 　 　 |::ﾄ:ﾄ､:|:|:| f辷ソ.#　　_f辷ｼノl:l::l:::{!　　 !::::l:|　　　　　　　　 やる夫、
　　　 　 　　 ｀`Vハ1:ﾄ､### ､　　　 , , , , l::://{!　　 !:::l::!
　　　　　 　 　　 i `ヽ小､..##　_ 　　　 　 ﾉ//.::{!　i .j!:::l::|　　　　　　　　私、ほんまは……
　　　　　 　 　　 | ‐米 f{:.>.､　　｀ 　 ,. イﾚﾊ.::::{! 米j!::::l::!
　　　　 　 　 　,/| 　　 ,f{::l::l::＞==＜__ ノ⌒ヽ:::〉　!〈:::::l::|
　　　　　　　　/ .! 　 ! ,fﾚ'/｀`V,ｨ介入　 　 　 〈　　 〉:::l::|
　 　 　 　 　 /　 ! ‐米,f{ｿ　 ／/ﾉハ　`ヽ 　 　 〉米〈ﾌ⌒フ
　　　　　　 /　,.ｲ! 　 ! .{′ 〈_,ｲﾉ}　 iﾄ､__」　　 〈　 !〈ﾉr'.::::.｀ヽ
　　　　 　./　/.:::lL＿ _」　　　/ ,}　 ji!　　　　　 〉　　!:::::::::::::::::ヽ
　　　　　/　/.:.:::::) ,1 ソ　　 /　,}　 jii!　　　 　　L＿」:::::::::::::::::::::
　　 　 ./　〈.:.:.::::（ ,1 ｿ　　 /　 ,}　 jii!　　　　　{ 1〈.::::::::/:::::::::::::::
　　　 /　　ハ.::::::),1 ｿ　　/ 　 ,}　 jii!　　　　　{ ,1 〉.::::/::::::::::::::::::
　
　
. 
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　　　翠星石は続きを口にすること無く、橋の上を走り去った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _,__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　. ィ´　,ﾊ iヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／.イ`ヽ/:.| iﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　,.　-=ﾆﾉ: : : : : :.人i'j´
　　　　　　　　　　　　　　〃　_,ィ´: : : : : : / ` ､ヽ
　　　　　　　　　　　　　_, -‐'´: : :./: : : : / ./: : ﾍ.',
　　　　　　　　　　,.ィ: ´: : : : : : :ノ: : : : 7イ,': : : ハ!
　　　　　　　　 〃: : : : : : : : ／: : : : : 7::::::i: : : : : :.〉
　　 　 　 　 　 !: : : : : : , イ: : : : : : : :7::::::八: : : : /､
　　　　　　 〈~:.ヽ､: : :/: : : : : : : : : :ノj::::::::: :ヽ､: :ハ,〉
　　　　　〃`ヽ､i､ノ｀ヽ､: : :. _,ﾆ彡'´ : : : : : : 7: : : i>!
　 　 　 　 )ﾉヽ:ノ　{､: : -､: ヽ: : : : : : : : : : : :.i: : : : :/
　　　　　 '´　　　f_: ､: : :): ¨´: : : : : : : : : : :.八: : :./_,
　　　　　　　　ヾ=彳: : ヾー､_,､: : : : : : : : : : : ヽ;/ﾊ
　　　　　　,イ´: : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: : : : : : : : : : i
　　　　,.../: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: : : : :ハ
　　　　∨::::::::::::::≧-､_: : : : : : : : : : : : : : : : ｀`ヽ､: :.ﾊ
　　　　　ヽ;:::::::::::::::::::::::::::｀`ヽ､: : : : : : : : : : : : : : : `ヽi.,_
　　　　　　 ヽ､:::::::::::::::::::::::::::::::::｀`ヽ､: : : : : : : : : : : : : :f
　
　
　　　　　　　　　　　　　軽い下駄音が天神橋に響く。
　
　
. 
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　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　 　／　　　　　　　　＼
　　　　　／ 　 　　　　　　　 　 ＼
　　　　　|　 　 　　　　　　　　　　 |　　　（追いかけて行きたい）
　　　　　 ＼　 　　 　　　 　　 ,／
　　　 　 /⌒　　　　　 　 　　⌒ヽ　　　　（ほんで、嬢さんの身体を抱きしめたい）
　 　 　 /　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　/　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　|　　　　　　　　　 　　　　　　|
　
　
　　　　　　そう思いながら、やる夫は誰かに足を押さえられているように
　
　　　　　　　　　　　　　　　　その場を動けずにいた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　翌朝、やる夫はダディといく夫に見送られて井川屋を出た。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／（ ●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::: ＼/⌒）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　|r┬-|　　　　　|　ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　_＿＼ 　　 　 `ー'´ 　 　 ／/
　　　　　　　　　　　　　　（⌒　　 　 　 　　　　　　　 |_,,,ノ
　　　　　　　　　　　　　　　""''''''ヽ_　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　|　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i　　　　　￣＼ ./
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿　　　 　|/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _ノ　＼＿＿_）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　 _／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |＿ノ''
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　 ／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 .|（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　 　 　 .|::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　 　 　 　 　 　 |:::::::〉 （ ●） （●）|
　　　　　 　 .|　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::| 　 　 　 　 　 　 （@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　 　 　 　 　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　伏見街道から三条大橋、そこから中山道に入って郷里である美濃へ。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _、　　　　 　 _ 、　　　　　　　　　_　　　　　　　　　 _＿,, ､､
" ￣　'''' '-　ｧ- ― ''''　￣ "''､‐"~　　"ﾄィ '' "ﾞ　　 '' "'ｰﾞ"''ィ' "￣'　　"―''''""ﾞﾞ￣''ｰ'､　,,　、"､-'"
　"　''　、　/　''　"""　''　""　'、""　''ｒ '"ヾ　'　""　''　"ｒ ´　'　""　''　""　'　"　'　"〟ヾ　　 "ﾞ　"　;
　"　'''　　""　"　　ﾞ　"ﾞ　"ﾞ　"　"　''　""　'　''　"　　"ﾞ''　"　　"ﾞ''　"　　"ﾞ''　"　　"ﾞ　"''　"　,,　　､
''　" _ｒ､　"_ 　ﾞ''　"　　"ﾞ　;_;　'　､　"　_ ''　"''　" 　"　''　"　　"ﾞ　''　"　　"ﾞ　''　"　"　''　〟,,　;　;"ﾞ"
/"''ｰ､―;;'"､"､ _ｧ―､;;";;、　"'''､,,､―~;;"'';;,ｧ―､;'''"'"'';;　--､＿,―;;"'''-､'";;;､ｨ ﾆ　;￣｀ｧ―､;;"'';;､-ﾆ
　,―､"￣ヾ";;"､､-<￣｀,―_￣;;"''､､｀-ﾆ＿;;";;､― ｌ;;";"";;,､　　;;"、 ｌ―‐i　　ｌ￣￣ｌ￣F―＿,,,, ､､､､ -
,／￣/ヽ　;;;"ミ ;;"／ ￣ｌヽ　―' ､_,／　　;;､ヾ''";;､／￣丶;;"''"､＿ ,,,,､､､､ ---―‐'''''""￣,　"　　;;　、
ｌ￣ ､,,ィ''i"i''=;;_ ／＿＿__ｌ_ヽ;;" ;／　　　　　　ヽ　　　　 　＼　 ; ,,　　､　;; ,､ィ'"''‐- ､　;;　"　"　#　;;、　:
,,､ｨ'"ｌ ｌ ｌ,,ィ''"　 "'- ,, ;;""､;; ''　"ﾞ;,、＿;_;　;;　 " ;;";; ;;"、 ＿_＼ ;;　　,､ィ'"／／／／ "''‐-､　　"　、　;;
ｌ ｌ l,,､ｨ''" ￣￣￣￣ "'-､;;＿,,,, ､､､､　　　　　 .;_"､　ﾞ　 ";、 　 l,､ィ'" ／／／／／／／／ ."''‐-､　::　.
-ﾆﾞ|　 i――‐ｲ.￣￣ll 　ｉ"ﾆ- l l ｌ ｌ ヽ 　　　_　､',; ;, . ; ,;;ﾉ､ィ'" ／／／／／／／／／／／／／ "''‐-､
l ｌ _|＿lｪｪｪｪｪi|[[[[[[[[|＿! ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ l,ヽ"ﾞ￣ ￣ゝ;; ; ; シ "''‐‐､ ／／／／／／／／／／／／／／／
ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ ヽ　;;　　 "ｌ;i!;;lｌ　　 　|lｌ|."''‐-､ ／／／／／／／／／／／／,
―――――――――――――――‐ `　　　 　ｌi!;;;ｌ　;　;　|lｌ|:::;;;;| l l "''‐-､ ／／／／／／／／／／
三| |三三l三三| |三三l三三| |三三l三三|! "''　　ﾉl!;i!ｌ　　;" |lｌ|::;;;;;| l l l l l l l "''‐-､ ／／／／／／／,
三| |三三l三三| |三三l「ｭ三| |三三l三三|!; ;; "　ｗ　　;;　　"|lｌ|｢｢｢| l l l l l l l l l l ｌ ｌ "''‐-､ ／／／ . _､ィ'
三| |三三l三三| |三 ｢ｭﾛ品iｉi |三三l三三|!. 　ii　;;　"　ｗ　　 "'‐､ｌ｣ｌ l l l l l l l l l l l l l ｌ ｌ ｌ ｌ"''‐-､_,ィ ｌ ｌ ｌ
三| |三三l三三| |｢Eﾆ|口器ﾛﾛ三三l三三|!;: 　　ｗ　;　ii　　　,　ｖ "''‐-､l l l l l l l l l l l l l l ｌ ｌ ｌ ｌ ｌ l ｌ|ｌ ｌ ｌ ｌ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　十九年前、父と逃げた逆の道をたどる。
　
　
. 
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　　 　 　 　 ＿＿__
　 　 　 　／　　 　 ＼
.　　 　／　　　　　　　＼
.　　／　／）　ノ ' 　ヽ､　＼　　　　　　 （あん時、父上は誰を頼って伏見に出たんやろ）
　　|　／ .ｲ '（ー）　（ー）　u|
.　　 /,'才.ﾐ).　（__人__）　 ／　　　　　　（ルルーシュはんは、事情を知ってはったんやろか）
.　　 |　≧ｼ'　　｀ ⌒´ 　 ＼
　／＼　ヽ 　　　　　　　　　ヽ
　
　
　　　　　何もかもが謎のまま、遠い記憶のかなたに去ってしまったようだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　二日かけて郷里に辿り着いた時、そこに広がる光景を見て、
　
　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は腰を抜かさんばかりに驚いた。
　
　
　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　／ '⌒ヽ　　;　'⌒ﾞ＼
　　　　　　 ／　　　 　 　 ∪　　 　 ＼
　　　　　／ ／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　＼
　　　 ／ 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　＼
　　／　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　;　＼
　　|　　;　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"' ∪ 　|　　　　　　こ、これはどういうことや……
　　|　 ∪　 　 　 ｀┬─'＾ー┬'′　　　　　　|
　　 ＼　 　 　 　 　 |/⌒i⌒､|　　　　　　　／
　　　　＼　　　　 　 !、＿＿,!　　 　U　 ／
　　　　／ 　　　　　　､_＿__,,　　　　　　＼
　　　/　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　 　 |　　､　　　　　　　　　　　　　　　 ,　　 |
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　四方を囲む低い山々は姿を変えねども、
　
　　　　当時は存在しなかった清流が村を貫き、豊かな水田が広がっている。
　
　
,　'⌒ヽ　　 　　　　(　 　 ⌒ヽ　　　　　　　　 　　 , '⌒ヽ ⌒ヽ　　　　　　　　　　 r ⌒ヽ
　　　 　）　　　　（　　　　　　　）　　　　　　 　　 (　　　　　　　 ⌒ヽ　　　　r ⌒(　　 　 ⌒ヽ
　
　　　　　　　　, -'""'- ､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,.．-'''"~""~"""''''- ､
　　　　　　, -'"::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､　　　　　　　　　　　　　_,..､-''"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;; ;;:;: :::''"'- ､
　　　　, -'"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､　　　　　　_,,.-‐''"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::'':::::''::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､
.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.
::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;''
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　　　 　　　　＿＿＿
　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|　　　　　 （苗村にはこんな川、無かった）
　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　　（田んぼかて、いつの間に……）
　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/　　　　　 （まるで原村やないか！？）
　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　／　　　　　＼
　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼
　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |　　　　　　（だ、誰か、話を聞ける人は……）
　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／
　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸命に辺りを見回す。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿___
　　　　　　　　　　　r⌒ヽ､　　 .　 ／ ＼ 　／＼
　　　　　　　　　　/　＼　　＼. ／　（ ○）　（ ○）
　　　　　　　　　_/　/　ヽ 　 ／　.u　　　（__人__） ＼
　　　　　　　　〈__／ 　.　|　 |　.u　　　　　｀ ⌒´ 　　|
　　　　　　　　　　　　　/　　.＼ 　　　　i⌒＼　　　/
　　　　　　　　　 　 　 /　　 ／ ⌒ヽ, ＿.ヽ　 .＼／
　　　　　　　 ._＿　　 r　 ／　 　　　|／ｰ､＼ 　 ＼　　　　　　（お、おった！）
　 　 　 　 　 "ヽ |　　i,　　　　　 　 ﾉ　　　.＼＾　　　i
　 　 　 　 　 　 | ヽ./ ヽ､_../　　　/　 　　 .　 ヽ､__ノ　　　　　 （よっしゃ、急いで話を……）
　 　 　 　 　 　 i　/　　／/　　.／
　 　 　 　 　 　 ヽ､_.／ ./　 ／
　　　　　 　 　 　 　 　 / ／
　　　　　 　 　 　 　 ノ.＾/
　　　　　　　　　　　|_／
　
　
　
　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　 　 　 ／　　　 　 ＼
　　　 i⌒',　　　／ 　 ⌒　 　 ⌒＼
　　　 | 　つ ／　u　 ( ○)liiil( ○) ＼
　　　 |　　|　|　 　 　 　 （__人__）　 　|
　 　　|　　|　＼　 　　 　 |r‐- l　u.／
　　　 |　　￣￣ 　 ,- 、　｀ー'´ 　 ＼　　　　　　　　　　　（と、あかん）
　　　 ＼_＿＿_ 　ヽ　 ヽ＿＿_) 　　|
　　　　 　 　 　 ＼⊂_　　　　 　 　 /
　　　　　　　　　 　＼ ｀ー─── ' ヽ
　　　　　　　　　　　　) 　 　 　 　 　 　＼
　　　　　　　 　 　 ／　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　　 　 　／　　　 　／´`＼　　　　　 ＼
　　　　　　 　 　!　　　　く´　　　 　＼ 　　　 　ﾍ
　　　　　　 　 　 ＼ 　　　＼ 　　　 　 ヽ　　　　 ﾍ
　　　　　　 　 　 (´____＿___ノ 　　 　　　 ヽ　　　　ヘ
　　　　　　　 　 　 ｀￣ ￣ 　　　　 　　　　 ∨__＿___｀)
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駆け寄ろうとしたその足が止まる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野辺送りの葬列だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿__
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 f=-=}__
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ゝｭ'/ _ﾞヽ
,=v=.__ 　　　　 　 　 　 r=v=. __　　　 　　　　　i:ﾄ三}f(_)i {　　　　　　　 _r=､ ,=、r=、
.､ﾉ{_},f^yr=v-、_ 　 _ｨ 't､ﾉ{_},f^yr=v-、_ 　 　 j:|::,イj ｰ'|i(_　 ,,、r=v=y'+ヽr'_､ｨ_ヽｲ__ -、_
ﾞ'::ﾞ´|｀!ヾ辷^-'::(_)fﾍ{'ﾞ{::!::.ﾞ´|｀!ヾ辷^-'::(_)fﾍ{'ﾞ{::!::ｰ!」ｪｪ|ﾄ､〉y､):､ィﾄ'tfゝｲ ! 「j iY}.| ﾄヽ ::(_)fﾍ{'ﾞ{::!
..}{ ｉ}兮.､!} ﾄ'ﾆ}{ ｉ}兮ｉ´<|‐^‐〈....､!} ﾄ'ﾆ}{ ｉ}兮ｉ´<|‐^‐〈介〉′「!ﾄ._/j! , i}_/} !r'/ Уﾉr,'.」..}{ ｉ}兮ｉ´<|
　!-|;;;;||.　;;〉;;ﾈ!-|;;;;||┬|:::|::ﾊ i、!..;;〉;;ﾈ!-|;;;;||┬|:::|::ﾊ i、!ﾑィ!ﾊ};;;;〈;;;;〈;;;Yｰﾊ｀＾i､У 〉;;ﾈ!-|;;;;||┬|
|!:|.ｉ|:ｌllｌ| |i !|「|!:|.ｉ|:ｌllｌ| |i }:::!:{ }_!}」ｌ..!|「|!:|.ｉ|:ｌllｌ| |i }:::!:{ }_!}」ｌ||ｉ|:|i |T!iT「!|| || i!/ T/,ｉ |.ﾞ!|「|!:|.ｉ|:ｌllｌ| |i }
　
　
　　亡くなったのは百姓集落の主だったものなのか、葬列はずっと遠くまで続いている。
　
　
. 
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　 　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　 _ ノ　 　ヽ、＼
　　　／ 　　 （一） 　（一） ＼
　　　|　 u.　 　 （__人__）　 　 |　　　　（と、とりあえずついて行って
　　　 ＼　 　 　 `_⌒ ´　　／
.　　　　ノ　　　 /　）ヽ 　 く　　　　　　　誰かに話 聞いてみよ）
　　　(　 ＼　／__ノi　）　,　)
.　　　＼　　ﾞ　／　ヽ ヽ/ /
　　　　　＼_／　　　 ＼_ﾉ
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　　（けど、変やな）
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　（藩の陣屋も、武家屋敷も、何もかんも
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼　　　　　　無うなってる）
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　と、ひとりの男が列から遅れているのが目に入った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 i::.　　　 　 　 　 　 　 　 　 ,. -――- ､￣＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ヽ:::..　　　｀ ｰ‐-　　 ∧　〈　　　　 ＿_ ヽ　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 i }::::::::..＼　　　　 i＼!　＼_ゝ､　 /::::::::::〉'　　 〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゞ::::::::::::::.｀..=‐-　ゝ＿　　 　 _ ノ ＼::/　 　 /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＼:::::::::::::::::: ｢:::::::::::/　￣￣ ＼　　　7　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,. -―‐ 〉-‐''"ー┤:::::::/　　　　 r ､ ヽ　 / ''"
　　　　　　　　　　　　　　　　　/´＼ ﾊ¨7　　　　　 レ1/　　 　 　 ヽﾑ! ﾚ/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＼　　　　 〈:::::::i　　　 　 　 　 ´ ｢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼＼　　ｉ ∧:::::|　　　　　　　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,> ＼ l　 ∧::!　　　 ＿　　 ＿|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /::::＼ ＼ 　 ヾ.ｭ　　 ｀ﾆ｀r‐'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ./::::::::::::＼ ＼,ｨ今､ ＿ ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/:::::::::::::::::｢ヾ､ ||r ､!　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／:::::::::＼;;:::ﾚﾍ } ||/＾|　　 　 ＼
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿___
　　　　　　　　　　　r⌒ヽ､　　 .　 ／ ー 　ー＼
　　　　　　　　　　/　＼　　＼. ／　（ ●）　（ ●）
　　　　　　　　　_/　/　ヽ 　 ／　　　　　（__人__） ＼
　　　　　　　　〈__／ 　.　|　 |　　　　　　　｀ ⌒´ 　　|
　　　　　　　　　　　　　/　　.＼ 　　　　i⌒＼　　　/
　　　　　　　　　 　 　 /　　 ／ ⌒ヽ, ＿.ヽ　 .＼／
　　　　　　　 ._＿　　 r　 ／　 　　　|／ｰ､＼ 　 ＼
　 　 　 　 　 "ヽ |　　i,　　　　　 　 ﾉ　　　.＼＾　　　i　　　（よっしゃ、あのお人に聞いてみよ）
　 　 　 　 　 　 | ヽ./ ヽ､_../　　　/　 　　 .　 ヽ､__ノ
　 　 　 　 　 　 i　/　　／/　　.／
　 　 　 　 　 　 ヽ､_.／ ./　 ／
　　　　　 　 　 　 　 　 / ／
　　　　　 　 　 　 　 ノ.＾/
　　　　　　　　　　　|_／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は急いでその男に駆け寄る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　あの、すんまへん。
　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　　ここは苗村藩やおまへんのか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　 　 　 　 　 　 　 　 ／　__　-―==ニ二 ＿＿__ ＞'"　　　}
　　　 　 　 　 　 　 /　／::::::::／:::::;::-‐==ミ 　 　 　 　 /　 ∧
　　　　　　　　　　/　〈::::::::::/:::::／　　__　　｀ヽ　 　 ／　 /　:ﾄ､
　　　　　　　　　　＼_ ＼::/::／ 　 ／　___　 　 ＼　　　　　 /　|
　　　　　　　　　／￣ ＞}'"　 　 /　〃tｸﾉ　　　　＼／⌒ヽ　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 ／::｢　　〈 {/ 　'′¨´　　　　　　 く⌒i /　 |
　 　 　 　 　 　 |　/::::::::'　＿ ｀　　　　 　 　 　 　 　 　 〉 /　　'
　 　 　 　 　 　 ∨:::::::::{く r t:ｶ　　　　　　 　 　 　 　 　 / 　 ／￣￣ ヽ　　 何？
　　 　 　 　 　 　 ￣＼:ヽ ｀¨/　　　　　　　　　　　　　r' ';.／
　 　 　 　 　 　 　 　 _ﾉ::∧　｀ヽ　　　‐ｧ= 、　　 　 　 l　〈　　　　　　　　　　苗村藩だと？
　　　　　　　　　　　⌒ ´　ヽ　　　く　/　 _ﾉ　　　　 ／ _.∧
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 ヾ'~ 　 　 　 ／ ／//∧
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　　 ｀　 　 ／ ／/////∧
　　　　　　　　　　　　　　　　∧ 　 ヽ　　　／ ／////////,‘，
　　　　　　　　　　　　　　　 /　∨ 　 `=≦rｘく///////////,‘，
　　　　　　　　　　　　　　　 |　　∨､＿＿//ﾊ ∨/｢￣￣ヽ'//∧
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　 ∨　　　V/∧ Ｖ,| i777} ﾉ///∧
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　ﾄ　 　 　 　 　 　 /　　　　／:::::::::::::::::}/ ／::::::ヽ　＼
.　　　　　 　 　 　 __|　　　　　　　　　＼　　　ヽ:=＝＝‐x' /:::::::::::::::‘，　'.
　　　　 　 　 　 　 ヽ　　　　　 　 ﾄ､ ＿ 〉ヽ　　 } 　 　 　 ｀｀""''ヽ::::::‘， |
　　 　 　 　 　 　 　 ‘，　　　 　 }＼__／　 } 　 /　　　　　　　　　 ∨:::::　|
　　　　　　　　　　　　|　　　　r‐ヽ. 　 __／　／ 　 ￣＼　　　　 　 |:::::::}/
　　　　　　　　　　　　|　　　　|　｢ ､｀¨¨¨¨ 　 　 r､＿_ヽ＼_　　 　 |:::}:/
　　　　　　　　　　　　∨　　　ヽ　く　 　 　 　 　 　 ￣｀ 　 　 ﾉz≦}:/´
　　 　 　 　 　 　 　 　 ∨　 　 :ﾊ__　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾄ､__ /
　　　　　　　　　　 　 　 ∨　 :/　　|　　　 　 　 　 　 　 　 　 l ｀^'′
　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ /　　八　　　　　 　 　 　 　 　 /　/　　　　　　お前、どうやら上方の人間のようだな。
　　　　　　　　　　 　 　 ＿_}　　　　 ＼　 　 　 　 ヽ　　 __ 　 /
　　　　　　　　 　 　 　 ﾄ､ /　　　　　　 ＼　　　　　　ｰ　　／　　　　　　　 ならば事情を知らぬのも無理は無い。
　　　　　　　　　 　 　 /ヽ＼＿＿＿＿___ ＞｡.　　　　　 /
　 　 　 　 　 　 　 　 /　　＼＿＿＿＿＿＼　 ＞。＿ /　　　　　　　　　　苗村藩は、二十年前に取り潰しになったのだ。
　　　　　　　　　 　 /　 　 　 　 　 　 ／ ヽ.| i　 　 /
　　 　 　 　 　 　 _/＿＿＿ 　 　 　 {　 　 :| |⌒∨ 二二二丁|
　　　　 　 　 -=/////////＼　　　 V⌒i　｜ 　｝ ヽ　　　 ｜|
　　 　 -=///////////////∧　　　 　 |　 |　 /　‘，＼　 //
-=////////////////////// 　 　 　 j}　 |　　　　}　　∨/
///////////////////////　　　 　 く　　|　　 ヽ/　 　 }'
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／⌒　　 ⌒　　 ＼　　　,'⌒i
　　　　　　　　　　　　 　 　 ／ (○ )liiil(○ )　 ｕ　＼ ⊂'　 !
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　 （__人__）　　　　　　|　|　　|
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼.u　|r‐- l　 　 　 　 ／　|　　|　　　　　　　　 ええっ！？
　　　　　　　　　　　 　　　　／ 　 ｀ー'´ 　 ,- 、　 ￣￣　　|
　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 （＿＿__ノ　.ﾉ　　_＿＿_／
　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　 _つ ／
　　　　　　　　　　　　　　 　 / ｀ｰ─── ' 　 /
　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾉ　　　　　　　　　（
　
　
. 
　

79   ◆8epcM/V4rs 2014/05/31(土) 00:13:59 ID:.qlWYNz.0
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _____
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 -=ニ二 ＞'"　　　 　 ＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　__　 /　/　 ／　　　　 ＼　}、
　　　　　　　　　ト辷≦ =ﾆ ￣　 　 {　 {　/　　／　　　　∨ 〉
　　　　　　　　　{　　　　　　　／￣￣＼/ 　 /　／⌒＼__}/
　　　　　　　　 〈＼ 　 　 　 /　　　／￣ヽﾊ/／⌒＾ヽ _/〉
　　　　　　 　 　 　 　 /{ 　 { 　 ／^^＾"ﾞ⌒＾´　　　 　 ∨｝
　　　　　　 　 　 ‘，　{　＼_〉　{＼_　　 　 　 　 　 　 　 }/
　　　　 　 　 　 　 }＼乂___＿＿／ー- ..,　　　　 ／⌒/
　　　　　　　　　　　　　 {（　ﾊ 　 r迅ｧﾃ　＼_ } /ｨｱﾌ {　　　　　　　　　　この地は今は尾張藩のものとなっている。
　　　　　　　 　 　 ＼　八 ヽ〈　　 ￣´　　　　 ,′　　 ;
　　　　　　　　　　 　 ＼　＼__　 　 　 　 　 　 { 　 　 /　　　　　　　　　　ここで今百姓をしているのは、
　　　　　　　　　　　　／＼_Ｎ{　　　　　　　 　 〉　／) 、
　　　　　　　 　 　 　 |＼　 ｣　＼　　　 、 　 ___, /　/|: }__　　　　　　　　 ほとんどが当時の苗村藩士よ。
　　　　　　　 　 　 　 |　 ヽ( ＼　 ヽ　　 　 こ´ /　/ :|/| ⌒＼
　　　　　　　 　 　 　 |　　　＼ ＼ (⌒＼____　/　/　/ 卜　 　 ＼　　　　 私も、この葬列の者もな。
　　　　　　　 　 　 　 |　　　　 ＼___＼　 ∨^/　 '　/　 |:ﾆ＼　 　 ヽ
　　　　　　　 　 　 　 {　　　 　　__］| 〈´　 }_/　 　 :{　　|ﾆﾆﾆヽ　　　＼
.　　　　　 　 　 　 ／ﾆ_ 　 　 /　　i|　}　　}　　　}　|i,　 |＼ﾆﾆﾆ，
　　　　　　　　 ／ﾆﾆﾆﾆ_　　{/⌒ i| /　　　 　 /　 }:i,　|　 ｀¨¨¨l,
　 　 　 　 -=ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ/　　　　ノ/　 　 　 　 　 /　〉　　 　 　 |,
　　 -=ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ／　　 　 ⌒｛　 　 　 　 　 　 /　　　　　　 |,
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ _ノ　　ヽ__　　.＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　（○）!i!i（○）　　　＼　　　　　　　　そ、そうやったんだすか……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　（__人__） 　u　　　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　　　）t-ﾂ　　　　　／　　　　　　　　（苗村藩が、もう無いやなんて……）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　⌒´　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼＿（__）　　　　　　i＼(__)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　 　 　 　 　 _　　　-―――=ミ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ´　／　　　　　　　　ヽ
　　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 ／　 ／￣￣￣ ニ=- ＼　__ノ}
　　　　　　 　 　 　 {　　　{　　 ′　／￣￣￣＼ -=≧..厶ィ
　　　　　　 　 　 　 У￣￣＼{　 /　／ ／￣ 　 ＼　　　 /
　 　 　 　 　 　 　 /　　　 -==ミx{: / ／ 　 　 　 __ ,.＞‐ｧ′
　　　　　　　　　 /　 ／ ／￣￣｀'"￣￣￣￣ヽ. 　/　/　　　　　 昨日、卒中で亡くなったあの男も
　　　　　　　　　 ＼ {ヽ/　　　　　　　　　　 　 　 ∨　;′
　　　　　　 　 　 　 ＞､＼　__＿　　　 　 　 ＿_　 }　/　　　　　　　苗村の藩士だった。
.　　　　　　　 ｰ=≦ニ二ノ､__　　＼　 /,ｨ'´　__,　 L.′
　　　　　　　　 　 　 ヽ{ ﾊ　｀¨¨¨　　　　　¨¨¨´　ﾊ }　　　　　　　 昔は剣豪として知られていたよ。
　　　　　 　 　 　 　 　 ＼ｌ　 　 　 　 |:　　 　 　 ,ﾟ／
　　　　　　　　 　 　 　 　 ﾟ.　　　　　 |:.　 　 　 /　　　　　　　　　　父親を殺され、仇討ちに出るのだと言って
　　　　　　　 　 　 　 　 　 i ､ 　 　 _ ´_ 　 　 /
　　　　　　　 　 　 　 　 　 |　＼　´ ー ｀　／ |　　　　　　　　　　　藩を飛び出すほどに血気盛んであった。
　　　　　　　　　 ｢￣￣￣￣|　 ＼＿__／　.｢￣￣￣￣|
　　　　　　　　　 l　￣￣￣| |=/⌒Yヽ/⌒V| |￣￣￣　|
　　　　　　　　　 |　　/⌒ヽ| | { 　 〈　′　　| l:/⌒ヽ 　 |
.　　　　-=ﾆニ二| 　 V⌒　| |　　　 /　　 i　| |/⌒V　　.|二ニ=-
. 二二二二二二|　　　 　 }| | 　 　 {　　 /　| |{　　　　　|二二二二
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　　　　あ、仇討ち……
　　　　　　　　　　　　　　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　　　　　　　　　　　　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 　 　 　 ,.　 -―…‥　 - ､
　　　　　 　 　 　 　 .／　　　-――　　 　 ＼
　　　　　　　　　　／　 ／　　　 -＝ニ ヽ　　｀　＿_ ｨ
　　 　 　 　 　 厂｀ヽ /　　／　　　　　　　 ー――＜.＿__
　　　 　 　 _／　　＿{　 , ' ／　／￣￣　　　　　　　　 ／
　　　　　　{　　　/／ ＼{ /　／　　 二ニ　=- ､＿__／ /
　　　　　 .‘，　 :{r'"￣￣｀゛´￣￣￣￣＼　　　　　　 ,′
　　　　　　　＼　＼　　　　　　　　　 　 　 ∨　 　 　 ｲ
　　　　　 ､__／｀7 /--､__,ﾊ　/　__／￣｀　 ∨ __／/ }　　　　　　　まあ、仇を探す旅の途中で
　 　 　 　 .＞'"/ ｲ　r‐tz:ﾃ| 　 ´ r弋莎ヽ　 }/r､ヽ　,′
　 　 　 　 ⌒¨´ { l　　￣ ´i|　　　 　 ￣　　 　 〉 / ./　　　　　　　 苗村に舞い戻って来たからな。
　　　　　　　 　 .｀ﾟ.　　 　 ﾉ|　　　　　　　　　__／／
　　　　　　　　　　 ヽ　 　 ヽ　　　　　　　　 /　∨　　　　　　　　　 仇討ちを果たすことは
　　　　　　　 　 　 　 ＼　　､ 　 ＿_, 　　／　　 |-､
　　　　　　　　　　　　　_ヽ 　 ｰ 　 　 ／　,　 　 |　}、 　 　 　 　 　 無かったのだろうよ。
　　　　　　　　　　　　/{　∧＿＿, ＜ 　 /　　／ /:|
　　　　　　　　　　 　 l　＼ | 　 　 ｢￣￣￣ 　 ／　|
　　　　　　　　　　 ／|　　| |'⌒Ｙ´|　｢￣￣￣　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　 ／　.u　　　＼
　　　　　　　　　　／(（○）) (（○）)＼
　　　　/⌒)⌒)⌒).::::　 （__人__）　l_j :::＼　　 　 /⌒)⌒)⌒)　　　　　…………
　　　　|　/　/　/　　　　 |r┬-|　　　　　|　(⌒)/　/ / /／
　　　　|　:::::::::::(⌒)　U　.|　|　 |　　　 ／ 　 ゝ　　:::::::::::/
　　　　|　　　　　ノ　　 　|　|　 |　　 　＼　　/　　）　　/
　　　　ヽ　　　　/　　　 └ー.┘　　　　ヽ /　　　　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫はもはや言葉も無い。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_,. -―‐､
　　　　　　　　　　　 ,..　 ´　　 ＿＿ ヽ　　　＼＿
　　　　　　　　　　／　　　 ／　 　 ,.へ}li　　／//ﾊ
　　　　　　　　 ／　　　　く　 　 ／三三ミ='=ﾐ'=彡',
　　　　　 　 ／　　　-‐　　＼　 }｀ヾ´　　　 　 ヽ彡}
　　　 　 ,.イ　　 ／　 　 ､＿ﾉ／　 /　 ＿_　　　 ∨
　　 ＜´　　　 '"　　　　　＞‐ __／ 　´　､_≧=､}　〉
.　　　ﾄ゛　　　　　　　　 ￣/⌒　　　　　 癶苡ヽ　{
　　　 ＼　 ＼　　　　　　 { {´ﾊ　　　　　　　｀¨　　 ､　　　　　　　そうだ、もしよければ
　　 　 ヽ}　　 ｀ ー―　 　 ＼｀　　　　　　　　　　　　>
　　　　　＼　 ＼＿_　　　 /￣ i　　　　 　 　 　 　 /　　　　　　　弔いに加わってくれぬか。
　　　　　　 ＼　　　　 　 /　 　 !　　　　　　 ｰ -=ｧ
　　　　　　　　｀ ―-､　/　　 　 ｀　　　　 　 　 ´ {　　　　　　　　 これも何かの縁であろう。
　　　　　　　　　　　　V　　　 ヽ　　 ＞　.,　　　 /
　　　　　　　　　 　 　 |　　　 　 ＼　　　 　 i￣
　　　　　 　 　 　 　 r '―――――――‐┴‐-､ ＿_
　　　　　　　　 　 　 ヽ´￣￣￣￣￣￣￣￣ 7 ﾊ―┤
　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　 { {　ヽ　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿__
　　　　　　　　　　　　　　　：／　　　　＼：
　　　　　　　　　　　　　 ：／ _ノ　iiiii ＼. ＼
　　　　　　　　　　　 　／ 　（○） 　（○） 　＼
　　　　　　　　　　　 ： |　　　　（__人__）　　　 |：
　　　　　　　　　　 　　 ＼　　　｀ ⌒´　　　／　　　　　　　　　　 へ、へえ、
　　　　　　　　　　　　　 / ⌒　/⌒Y⌒ヽ ヽ
　　　　　　　　　　　 　：|　　＼|　　.i　　ｲ　|　　　　　　　　　　　 それは勿論……
　　　　　　　　　　 　 　|＼　／ 　 人 　.＼!
　　　　　　　　　　　 　 |　 ＼___／　 ＼__/：
　　　　　　　　 　 　 　 |　　　　　　　　/
　　　　　　　　 　 　 　 |　　　　 　 　 /
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫は元の苗村藩士という男と連れだって歩く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼　　　　　　　　　　 その、仇討ちを果たせなんだ、いうんは
　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|　　　　　　　　　何ぞ訳でもおますのか？
　　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／
　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _____
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 -=ニ二 ＞'"　　　 　 ＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　　　__　 /　/　 ／　　　　 ＼　}、
　　　　　　　　　ト辷≦ =ﾆ ￣　 　 {　 {　/　　／　　　　∨ 〉
　　　　　　　　　{　　　　　　　／￣￣＼/ 　 /　／⌒＼__}/
　　　　　　　　 〈＼ 　 　 　 /　　　／￣ヽﾊ/／⌒＾ヽ _/〉
　　　　　　 　 　 　 　 /{ 　 { 　 ／^^＾"ﾞ⌒＾´　　　 　 ∨｝
　　　　　　 　 　 ‘，　{　＼_〉　{＼_　　 　 　 　 　 　 　 }/　　　　　　　　 さて。
　　　　 　 　 　 　 }＼乂___＿＿／ー- ..,　　　　 ／⌒/
　　　　　　　　　　　　　 {（　ﾊ 　 r迅ｧﾃ　＼_ } /ｨｱﾌ {　　　　　　　　　　ちょうど藩の取り潰しと重なったからな、
　　　　　　　 　 　 ＼　八 ヽ〈　　 ￣´　　　　 ,′　　 ;
　　　　　　　　　　 　 ＼　＼__　 　 　 　 　 　 { 　 　 /　　　　　　　　　　 誰もルルーシュに、ああ、その男の名だが、
　　　　　　　　　　　　／＼_Ｎ{　　　　　　　 　 〉　／) 、
　　　　　　　 　 　 　 |＼　 ｣　＼　　　 、 　 ___, /　/|: }__　　　　　　　　　そのルルーシュに訳を聞かぬままだった。
　　　　　　　 　 　 　 |　 ヽ( ＼　 ヽ　　 　 こ´ /　/ :|/| ⌒＼
　　　　　　　 　 　 　 |　　　＼ ＼ (⌒＼____　/　/　/ 卜　 　 ＼
　　　　　　　 　 　 　 |　　　　 ＼___＼　 ∨^/　 '　/　 |:ﾆ＼　 　 ヽ
　　　　　　　 　 　 　 {　　　 　　__］| 〈´　 }_/　 　 :{　　|ﾆﾆﾆヽ　　　＼
.　　　　　 　 　 　 ／ﾆ_ 　 　 /　　i|　}　　}　　　}　|i,　 |＼ﾆﾆﾆ，
　　　　　　　　 ／ﾆﾆﾆﾆ_　　{/⌒ i| /　　　 　 /　 }:i,　|　 ｀¨¨¨l,
　 　 　 　 -=ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ/　　　　ノ/　 　 　 　 　 /　〉　　 　 　 |,
　　 -=ﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆﾆ／　　 　 ⌒｛　 　 　 　 　 　 /　　　　　　 |,
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　建部ルルーシュ。
　
　
-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／／／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,r'､／／
　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,､/｀ヽ ／;＼ >'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 r〈　ヽrゝﾆ｀ｰ <}!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　 　 　 {ヽ ＼ﾉ´ーr 　 }
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　>､)ｰ';;;／/　　 |
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 _.　-‐::￣::¨::‐-.. _　　 　 　 　 　 　 　 Yヽ　　／;;;;;;;;;, <_ r''´￣｀ヽ
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 _':.´:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀`ヽ､　 　 　 　 　 .ノ　 ヽ<;;;;;;;;;／　　 {!:::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　 　 　 　 ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ 　 　 　 ,ｲ i! ﾘ　　ヾ,イ　　　　 ';:::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　　　　　　　/:.:./:.:.:./:.:.:.:.:.:i .:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.｀ヽ　　 /　 |!/　　　　ﾉ　　 　 　 ',:::::::::::::::::::::::',
　　　　 　 　 　 　 　 .,,':.:./.:.:.: /.:.:.:.:.:.,ｨ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:}ヽ /´￣｀ヽ＿_／　　 　 　 　 ',:::::::::::::::::::::::',
　　　　　　　 　 　 ,／l:.:/.:.:.:/i/ヾ.:.:/:ｉ::ﾍ::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:. i／:::::::::::::／:::::::::::￣｀ｰ- ..,,_　　',::::::::::::::::::::::',
　　　　 　 　 　 　 　 .|/´|:./:/:i.:|:.:/::::＼｀ｰ- ..,,_＼, ､.:.:.:.:./´:::::_,,..r''´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ j:::::::::::::::::::::::::',
　 　 　 　 　 　 　 　 //:.:|'|/.:.:|:.|//＼::::＼:::|/::／<　 }:::,r_,,..r''´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ﾉ|｀ヾ:::::::::::::::::::}!
　　　　　 　 　 　 　 ./／.|':.:/.:|//　 ノ,ｲ tﾘ.,,_:/i/ _ノ //::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::j!
　　　　　　　 　 　 ./´ 　 i!/:.:.//ヽ ´　 ￣´　/,ｲ /´￣::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヾ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::: ﾉ
　　　 　 　 　 　 　 　 　 /／/ヽ:./__　 ＿　 //´::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::∨::::::::::::::::::_,,..-‐'´
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 / 　 /::::::｀ヽｰ ｀ノ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::∨_,,..-‐''´
　　　　　　　　　　　　　　　 　 /:::_,,..-‐''"´:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::}!
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::_,,.. -‐'´i!
-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-=≡=-
　
　
　　　　　　　　　　　　　間違い無く、やる夫の父 オプーナを殺めた男のことだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は動揺のあまり押し黙ってしまう。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ ::::::: ゝ､　　＼　　　　　　　…………
　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　（○） 　（○） 　u |
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　　（__人__） 　　,／
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　｀⌒´　　　　＼
　
　
　　　　　　{　＼__　　 ／／ ＼{／　-=ニ二 ＼　 ＼_/
　 　 　 ⌒辷=-　　 ∧　{/⌒＾^´￣￣⌒^^ヽ　}＼__/
　　　　　 ‘　　　　 〈　 ヽ〉　 　 　 　 　 　 　 ∨　／
　　　　　 .{＼　ﾄ､__ У / ⌒＾＼　　　　〉_x≦ 〉/
　　　　 　 ‘，　ヽ辷_／　ィ迅ぅﾐ＼_ } /rｔぅフ {,′
　　　　　 　 {＼ {　r 、 　 ｀ 　　　　　 {　　´　　　　　　　　　　　しかし、仇討ちは果たさずとも、
　　　　　　　＼　＼ 〈　　　　　　　　　|　　　,′
　　 　 　 　 　 .＼　｀{　　　　　　　 ､ /　　 /　　　　　　　　　　 ルルーシュは立派な男であったよ。
　　　　　　　　 　 .ヽ l＼　 　 　 　 　 __　 /__＿__
　　　 　 　 　 　 .r=ﾆL　＼　　 '´　ｰ　　/⌒ ､　　＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　￣￣ト，　　 　 /｢￣|　ヽ　　 ＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　/⌒ i|___＞--='__|^ヽ| 　 :.　　 　 ヽ
　　　 　 　 　 .／| 　 　{/⌒ |〈　＼、　〉:|〈　|　　 :. ／｝　　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　男はそんなやる夫に気づかず、呟くのだった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は葬列について歩きながら、空しくてならなかった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＿＿
　　　　　　　　　　 　 　 __　- ´´￣　　 　 　 ｀¨ ‐ ､
　　　　　　　　 　 , -'"´: 　 　 　 　 　 　 　 　 丿 　 ヽ
　　　　　　　　／. : : : :　　　　　　　　　　＿／　　、　丶
　　　 　 　 ,,.'. : : : :　　　　　　　 　 　 　/　/::::::ヽ　ｌ 　 ヽ、
　　 　 　 /. : : : : :　　　　　　　 　 　 　 {　 {:::::::::ﾉ　!　　　ヽ
　 　 　 /. : : : : :　　　　　 　 　 　 　 　 丶　｀　´ ノ 　 　 　 ヽ
　　　 /. : : : : :　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀ー‐ ´　/　　　　　 　ヽ　　　　　（このお人も、葬列を組む方たちも、
　　 ./. : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　!、　　　　 人ノ
　　/. : : : : :　　　　　　　　　Ｕ　　　　　　　　　　　 ｀i｀ ﾆ二--　i　　　　　　皆、父上と同じ苗村藩士やったんや）
　 /. : : : : :　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀´ 　 　 　 l
　,'. : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　　　　　（皆、侍やったのに、仕える藩を失ったら
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 /
　i : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 /　　　　　　　こんなにもみじめになるやなんて……）
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
　', : : : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　 ヽ、: : : : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　ヽ､:_: : : : .　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　 ｀¨i : : : : :　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ただただ切なく、哀しかった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　埋葬を終え、葬列の面々はそれぞれの家に向かって帰ってゆく。
　
　
　　　　　　{　＼__　　 ／／ ＼{／　-=ニ二 ＼　 ＼_/
　 　 　 .⌒辷=-　　 ∧　{/⌒＾^´￣￣⌒^^ヽ　}＼__/
　　　　　 ‘　　　　 〈　 ヽ〉__　　　 　 　 　 　 ∨　／
　　　　　 .{＼　ﾄ､__ У /　⌒≧=- 、　 /-=ﾆ 〉/
　　　　 　 ‘，　ヽ辷_／ 弋茂ぅミ　 　 /rzﾃﾌ {,′
　　　　　 　 {＼ {　r 、　　　　　　　　 {　　´　　　　　　　　　　　今しばらくつき合って貰えぬか。
　　　　　　　＼　＼ 〈　　　　　　　　　|　　　,′
　　 　 　 　 　 .＼　｀{　　　　　　　 ､ /　　 /　　　　　　　　　　 葬列に付き合ってくれた礼をしたい。
　　　　　　　　 　 .ヽ l＼　 　 　 　 　 __　 /__＿__
　　　 　 　 　 　 .r=ﾆL　＼ 　 ｀ 　 ｰ 　 /⌒ ､　　＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　￣￣ト，　　 　 /｢￣|　ヽ　　 ＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　/⌒ i|___＞--='__|^ヽ| 　 :.　　 　 ヽ
　　　 　 　 　 .／| 　 　{/⌒ |〈　＼、　〉:|〈　|　　 :. ／｝　　＼
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　 へ、へえ、
　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　　 ほなお言葉に甘えて……
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　やる夫は男に誘われるまま、百姓家に立ち寄った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　《　　 ／　／ 　=‐―-　 　 ＼　､
　　　　　　　　　　　　　　八　/　 V 　 　 　 　 　 ＼　　＼〉､
　　　　　　　　 　 　 .／⌒　＼　　{　 ／⌒＞ ､　　 　 _／　 ，
　　　　　　 　 　 　 /　／￣__　ヽ、 /　／　　　 ＼　　　／ /
　　　　 　 　 　 　 .： 〈 　/　 ∠⌒Vﾊ/'ﾞ''"^＾⌒＾ヽ　 ｱ　／}
　　　　 　 　 　 　 〈　 ＼{＼{　　　　　　　　　　　　∨　/　/
　　　　　　 　 　 　 ∨　 j}　 〉　　　 　 　 　 　 　 　 ｉ　′/
　　　 　 　 　 　 .､__｣ ／　_/‐-　　.,　 　 __..　-一　 :/＾V　　　　　　　 礼というのはこれだ。
　　　　　　　 　 　 .⌒ｱ爪　冖Lぅ㍉＼ /斗zぅか　　 〉/
　　　　　　　　　　　　{//∧ ｀　　　　　:　　　　　　 ,_／　　　　　　　　 この辺りの名物の小豆よ。
　　　　　　　　　 　 ／＼/∧　　　　　 i　　　　　　,′＼
　　　 　 　 　 　 ／ /ニ ［/∧ 　 　 　 |;　　　 　 / 二ﾑ ヽ　　　　　　 是非、持ち帰ってもらいたい。
　　 　 　 　 　 /　 √／: ヽ/∧　　　　　　　 　 ｲ＾ヽ 万　}
　　　　　　-=広 　i{7: : : : : :＼'〉、 ´ ー ｀　／/〉: : :∨　,仏=-
　_..　 ﾞ~　　　 二_　＼: : : :{: : : ＼ヽ __＿／／: { : ;／　云=
　　　 　 　 　 　 ﾆ_　 }} : : '; : : : : : :＾:^Ｙ^:＾: : : : : {{　 _二
　　　　 　 　 　 　 　 ,ﾘ : : : : : ; :〈(^＼ | ／＾)〉: ; :“.、
　　　　 　 　 　 　 ／′ : : : : : ＼: : : :][: : : : ／: : : :＼
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 _..．-――― - ､
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／ ／　　　 ﾞ＼_　　 　 　 ＼
　　　　　　　　　 　 　 　 /　（● ）　　（● ）　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　/　　（　　人　　　） 　 　 　 　 　 ﾍ　　　　　　 おおきに、
　　　　　　　　　　 　 　i　　　｀￣⌒｀￣´ 　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　 　 !　　 　　｀￣ ´　　　　　 　 　 　 　 |　　　　　　ありがとうさんでございます。
　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 , ′
　　　　　　　　　　　　　　 >　　 　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　 - 一…　 ¨￣＼
　
　
. 
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　　　　　 　 　 /,　 　 　 ／　　　　　　　　　 ＞'"　/　 i
　　　　 　 　 ／　　 　 /　　　　　-――　'"　＿／　　 !
　 　 　 　 ／　/　 　 /　　　 ／　　　　　　　　/__ 　 　 }
　 　 　 　 ヽ　ヽ　　 ,　 　 ／ ／￣￣￣ヽ 　 /　ヽ　　 ,
　 　 　 　 /　　 ＼　|　 　 .／　 　 　 　 　 ＼{　{｀ 〉　/
　　　　　く　 ／￣ヽ,!＿／　 　 　 　 ／ 　 　 　 〉,'　 {
　　　　　 { /　　｢￣　　　 　 　 　 ／,ィ´,　　　　 /＼ ｣
　　 　 　 ｀ー,=＝7　　　　 　 　 / 近ﾉノ　　　　 ∨　 ヽ／
　　　　　　__/ 〉 /￣≧__ 　 }i／'´￣　 　 　 　 　 ∨.／　　　　　　どうだ、一献。
　 　 　 　 ヽ＿./ ＼´弋ﾒ ､　　　　　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　 　 　 ヽ ¨´　',　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　　　付き合わぬか。
　　　　　　　　　 　 　 ＼　　‐-　　　　　ﾉ! 　 <
　　　　　　　　　　　　　　＞ .　 t‐=＝'"ノ 　 /:＼
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＞ .　こ´　　 /::::::::::＼
　　　　　　　 　 　 　 　 　 _／　　 ヽ　＿／::::::::::::::::::＞
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ＼＼　　　∧ 、::::::::__:::／
　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＼＼ ./:::::ヽ＼i´/:/
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 _..．-――― - ､
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 ／ ─‐　　 ── 　 　 　 ＼
　　　　　　　 　 　 　 /　（● ）　　（● ）　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　/　　（　　人　　　） 　 　 　 　 　 ﾍ　　　　　　　へえ、喜んで
　　　　　　　　 　 　i　　 　Т´＿｀Т´　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　 　 !　　 　 ` ⌒ "´　　　　　　　　　　 |　　　　　　 お付き合いさせてもらいます。
　　　　　　　　　　　＼　　　　￣ ´　 　 　 　 　 　 　 , ′
　　　　　　　　　　　　 >　　 　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　 - 一…　 ¨￣＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼　　　　　　 あの、すんまへん。
　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ　　　　そのルルーシュ様、いうお方の話を
　　　　　　　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<　　　　聞かせてもろてもよろしおますやろか？
　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|　　 先程、立派なお方やった、と言われてはったような。
　　　　　　　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_,. -―‐､
　　　　　　　　　　　 ,..　 ´　　 ＿＿ ヽ　　　＼＿
　　　　　　　　　　／　　　 ／　 　 ,.へ}li　　／//ﾊ
　　　　　　　　 ／　　　　く　 　 ／三三ミ='=ﾐ'=彡',
　　　　　 　 ／　　　-‐　　＼　 }｀ヾ´　　　 　 ヽ彡}
　　　 　 ,.イ　　 ／　 　 ､＿ﾉ／　 /　 ＿_　　　 ∨
　　 ＜´　　　 '"　　　　　＞‐ __／ 　´　､_≧=､}　〉
.　　　ﾄ゛　　　　　　　　 ￣/⌒　　　　　 癶苡ヽ　{
　　　 ＼　 ＼　　　　　　 { {´ﾊ　　　　　　　｀¨　　 ､
　　 　 ヽ}　　 ｀ ー―　 　 ＼｀　　　　　　　　　　　　>
　　　　　＼　 ＼＿_　　　 /￣ i　　　　 　 　 　 　 /　　　　 おう、そのことか。
　　　　　　 ＼　　　　 　 /　 　 !　　　　　　 ｰ -=ｧ
　　　　　　　　｀ ―-､　/　　 　 ｀　　　　 　 　 ´ {
　　　　　　　　　　　　V　　　 ヽ　　 ＞　.,　　　 /
　　　　　　　　　 　 　 |　　　 　 ＼　　　 　 i￣
　　　　　 　 　 　 　 r '―――――――‐┴‐-､ ＿_
　　　　　　　　 　 　 ヽ´￣￣￣￣￣￣￣￣ 7 ﾊ―┤
　　　　　　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　 { {　ヽ　|
　
　
. 
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　　　　　　　　く　　{　/　 _二ニ＝=ミ　　　ヽ. ＿___　　　　　 /
　　　　　　 　 ./＼ ∨ ／　　 __　　　 V　　　　　 　 　 　 　 /{,ｨ
　　　 　 　 ./⌒＞ﾐ/｀゛ 　 ／　　　　　∨ /⌒ヽ　　　　　　 ／{
　 　 　 　 /　 /　 /　 x:≦ ,.ｨf｢ 　 　 　 ∨/ ヽ }　　　　　　　 /
　 　 　 　 ＼ ヽ　'　　ﾚ' r弋ﾘ′　　　　　　〉　 ﾉ　 　 __／　 /
　　　　　　　 ヽ∨{〈　　　 ´　 　 　 　 　 　 __∧ 　 　 　 　 /
　　　　　　 　 ﾉ }/　　　　　　　　　　　　　 ｢　　ヽ　　　　 /
　　 　 　 .＜_彡'　　　　　　　　　　　 　 　 |　i　　 ＼ 　 /　　　　　　 ルルーシュが立派であった、と言うのはな、
　　　　　　　　 ＼　　　　　＿_,　　　　　　｜｜　　 ニ=-―…
　　　　　 　 　 　 .ヽ　´ 　 　 　 　 　 　 　 j:=‐　¨　　　　　　　　　　　我らが最も惨めであった時に
　　　　　　　 　 　 .∧　 ´　　　 　 　 ,. ＜　　　　　 　 　 ,.　 '"
　　　　　　　　 　 　 ∧　　 　 　 , ＜　　　＼　　　　　／　　　　　　　銀二貫という銭をポンと差し出したからよ。
　　　　　　　　 　 　 　 .　　　 ／　　 　 ／／|　　　／
　　　　　　 　 　 　 　 └‐一'"¨¨ヽ　／／//|　 ／ '′ |＼
　　　　　　　　　　　　 ∧＿＿＿_／／////,|: /　/　　 |　 ＼
　　　　　　　　　　　 ./　 V　　　 ＼＼/////|/　/　 　 ‘， 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＼:::::::::／＼.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／:::<◎>:::<◎>:::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／::::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　｀ ー'´　　u 　　|　　　　　　銀…二貫……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　u 　　:::::　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　::::::::::::::::::: 　：巛￣ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　　,　　　　　　　 ：〈⊃￣( .}：
　
　
. 
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　　　　　　{　＼__　　 ／／ ＼{／　-=ニ二 ＼　 ＼_/
　 　 　 ⌒辷=-　　 ∧　{/⌒＾^´￣￣⌒^^ヽ　}＼__/
　　　　　 ‘　　　　 〈　 ヽ〉　 　 　 　 　 　 　 ∨　／
　　　　　 .{＼　ﾄ､__ У / ⌒≧=一 〉/　}_,ｨf＾ 〉/
　　　　 　 ‘，　ヽ辷_／　r rｚぅｘ　_ノ　/rzｧﾗ {,′
　　　　　 　 {＼ {　r 、　 ｀￣　　　 　 {　　´　　　　　　　　　　　　そう、銀二貫。
　　　　　　　＼　＼ 〈　　　　　　　　　|　　　,′
　　 　 　 　 　 .＼　｀{　　　　　　　 ､ /　　 /　　　　　　　　　　　 大金よ。
　　　　　　　　 　 .ヽ l＼　　 　 　 　 __ 　 /__＿__
　　　 　 　 　 　 .r=ﾆL　＼　　 '´　ｰ　　/⌒ ､　　＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　￣￣ト，　　 　 /｢￣|　ヽ　　 ＼
　　　 　 　 　 　 .|　　　/⌒ i|___＞--='__|^ヽ| 　 :.　　 　 ヽ
　　　 　 　 　 .／| 　 　{/⌒ |〈　＼、　〉:|〈　|　　 :. ／｝　　＼
　
　
　 　 　 　 　 　 　 ┌───────────────┐
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　 　 ┌─────────┐ 　 　│
　 　 　 　 　 　 　 └──┼─────────┼──┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 │　 ┌─────┐　 │
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 └─┼─────┼─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─────┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□
　
　
. 
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　　　　　　　　苗村藩が取り潰しに遭い、藩士たちが路頭に迷いかけた時。
　
　
: /.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:}.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:}.:.:.:.:.:.ｌ::.
/.:.:.:.:.::::::::.:.:.:.:ﾘ:.:.:}.:.:.:.:.:.:.:.:. }.:.:.:.:.:.:}.:.:.:.:.:.}:::'
: :.:.:.:::::::/.:.:.:/ }:.:.:!.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|.:.:.:.:.:.:|.:.:.:.:.:.{::::',
:.::.::::::::/.:.:.:/　,::::八.:.:.{ :.:.:.:.:|.:.:.:.:.:.:|.:.:.:.:.:.l ヽ',
: :.::::::/,'.:::/　/::/　 V ﾄ､.: .: |.:.:.:.:.:.:l.:.:.:.:.: |　 ＼
:.:.::::/〃/　 .:::/　, イ::|　＼ ｌ.:.:.:.:.:.'.:.:.:.:.:. |
: ::://::/　 /::/／ 彡ぅi冖Ｖ.:.:.:.:.:ﾊ.:.:.:.:.ﾘ{:l
.:://::/　 /:／ｨf[_::::::_｣}　jﾉ.:.:.:.:/│.:.:.:′':,　　　　　　荒れ地に川を引き、土地を肥やそう！
ヾ.:::/｛_,.イ/ '弋::::V:::ノ　'/.:.:.:∧ | .:.:,′
' ／　　／ 　 ｰ-ﾆﾆ´-‐/.:.:::/　ﾉ}.:.:,′　　　　　　　 苗村に争いが絶えなかったのは、
　 :l　　　　　　　　　　 /.:.:::/　 人::.′
　 :|　　 　 　 　 　 　 //:::/ ／.:.:.::::{　　　　　　　　　土地が痩せ、ろくな作物が取れないからだ！
　 :|　　　　　　　　　／ ｲ厂.:.:.::∧::|
　　　　　　　　　　　／ｲ.:.:.:.:. ﾊ{　'::|　　　　　　　　　皆で新田を開拓しようじゃないか！
-‐……‐-､　 　 　 ／ |.:.:.:.:./ }}　 ヽ
' -─‐-　｀ﾉ　　 ／|.:.:.:|.:.:.:/　″　　　　　　　　　　　そのための資金は、僕が出す！！
　　￣　 　 　 ／　 |‐-┐:,′
､　　　　　　　　　／／ {:::{
ｰ`　_, イ -‐冖T_／: : : ljﾉ
─-----─┐ |: : : : : : |
　: : : : : : : : :|　|: : : :｢|: {
　: : : : : : : : :|　|: ⌒l| し}
　
　
　　　ルルーシュが何処からか銀二貫を調達してきて、新田開発を提案したのだという。
　
　
. 
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　無論、新田開発には莫大な資金が必要で、銀二貫では到底足りない。
　
　　　　　　　　　　　　けれどもその銭は、寄る辺を失い、
　
　　　　生きる気力を失っていた者たちを奮い立たせる力を持っていた。
　
　
　＊　 　　　+　　　　巛 ヽ
　　　　　　　　　　　　〒　!　　　+　　　　。　　　　　+　　　　。　　　　　＊　　　　。
　 　　　　+　　　　。　 | 　|
　　　＊　 　　　+　　 /　/　　　+　　　　。　　　　　+　　　　。　+　　　　＊
　　　　　　 ∧＿∧ /　/
　　　　　　（´∀｀　/　/　+　 ./ 》〉　　　。　　　　　+　　　　。　　　＊　　　　。
　　　　　　,-　　　　　ｆ　　　　|　| ∧＿∧
　　　　　 / ｭﾍ　　　　| ＊　　ヽ ヽ ´∀｀）_　　　　。　　　　　。
　　　　　〈＿｝ ）　　　|　　　　　 ヽ　　　　_ヽ　　　　　　　　　 〉
　　　　　　　 /　　　　! +　　　 。　.|　　（｛__〉　+　　　　　 ○ﾉ
　　　　　　 ./　　,ﾍ　 |　　　　　　　|　　　|　　　　　　　　　<ヽ |
　ｶﾞﾀﾝ　||| j　　/　|　 | ||| 　　　||| .|　,ﾍ　＼ || |||ｶﾞﾀﾝ　i!i/, |i!ii　ｶﾞﾀﾝ
―――――――――――――――――――――――――――
　
　
　　　　　　それぞれが刀を捨て、自らの労力を振り絞って川の支流を作り、
　
　　　　　　　　　　　　　　　新田開発に乗り出したのだという。
　
　
. 
　

96   ◆8epcM/V4rs 2014/05/31(土) 00:21:59 ID:.qlWYNz.0
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　 　 □
　　　　　　　　　　　　　　　 ┌─┐
　　　　　　　　　　　　　　　 └─┘
　　　　　　　　　　　　　　　┌───┐
　　　　　　　　　　　　　　　└───┘
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌─────┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ┌┼─────┼──┐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 │└─────┘　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 ┌─┼─────────┼───┐
　 　 　 　 　 　 　 │　 └─────────┘　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 │
　 　 　 　 　 　 　 └───────────────┘
　
　
　　　　　　　　 　 　 　 　 /　　　/　 ／　　　　　　　、 　 ＼_Ｚﾉ}
　　　　　　　　　　　　 ／⌒＾＼:{　/　／⌒＼　　 　 ＼　　 　 /
　 　 　 　 　 　 　 　 / / {/⌒＼〉､／／＾ヽ　 ＼　　　　 　 ／{
　　　　　　　　　 　 〈　{　 ＼,zﾍﾊ/＾⌒´⌒ｌ}`ﾞﾞ⌒＼＿＿___／〉
　 　 　 　 　 　 　 　 ∨＼_/}　　　　 　 　 /　 　 　〈 ､　 　 　 {
　　　　　　　　　　 {＼}__／/　　　　　　　　　　　　　|　＼___
　　　 　 　 　 　 　 ＼___,.ｲ ⌒＼_　 /　　 _／⌒　　|/⌒　　 /　　　　畑には小豆を育て、
　　　　　　　　　 　 　 　 ！忻ぅﾐ〈　{ ｰ=f芳ラ　　　 〈_r }　 /
　　　　　　　　　　　　　　 ′ ;　´ |　 　 ｀⌒ﾞ .　　　　{_ /／　　　　　　水田には米。
　　　　　　　　　　　　　　　　 ｉ　　|　　　　　　;　　　r‐'ﾞ/⌒7
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ﾊ:　 〈{　　　　　 ,:　　 /　 :{ ／|　　　　　　お陰で天明の凶作の時も
　　　　　　　 　 　 　 　 　 〈　ヽ　 ﾏﾆ=-┐/⌒i／　 ／ 　 |
　　　　　　　　　 　 　 　 　 |＼_ ＼｀⌒二_{　　{__,／　　　｜　　　　　何とか誰も欠けずに済んだ。
　　　　　 ___________ 　 　 　 |　］|／￣￣＼＼ 〈　[___　　　 |___
.　　　 ／二二二二二二二}/￣￣￣＼　　　￣＼　）　　｜r
　　／二／￣￣￣￣￣￣/　／⌒＼　　｀　　　　 ＼　　/ 八
.　　 二/　　　 　 　 　 　 (_／_／＼　　　　　　　　　　＼
　　　 /　　　　　 　 　 ／ /　/　　　＼__　　 　 　 　 　 ノ＾＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　往時を思い出したのか、男は涙を流していた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　やる夫も俯いて奥歯を噛み締め、懸命に嗚咽をこらえる。
　
　
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　: : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::i
　　　　　　　　./　　　　　 　 　 　 　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 　 　 ./　　　　　　　　　　 　 　 　 　 : : : : : : : : :::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　 　 /　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　　　　　./　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/
　　 　 　 ./ ∧　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　 　 : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　/ 　 ∧　　　　 　 　 　 　 /　　 , '⌒／　　　　: : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　./　　　 ∧　　 　 　 　 　 　 　 ／―/　　　　　　　: : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　../　 　 　 　 ＼　　 　 　 　 |i　　| ─/　　　　　　　 　 : : : : : : : : : :::::::::::::::::::::::::::::::::::
　 　 /　　　 　 　 　 .＼　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　: : : : : : : : : ::::::::::::::::::::::::
　　./　　　　 　 　 　 　 ＼ 　 　 |i 　 | _＿|　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／
　 ./　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　　i　─i　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ／
. /　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ　　　|i 　 ヽ　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　 ,／
/　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ｀　 |i―￣＼　　　　　　 　 　 　 　 　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ｀ヽヽ――＿ゝ､　　　　　／　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー─　´　　 　／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　男に別れを言い、逃げるように外へ出た。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　水田には黄金色の稲穂が揺れ、収穫を待つばかり。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,､-
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　;
..,,,_　　　;;;;;｀　 ｀｀｀"''ｰ､、　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ､‐"｀
　: ﾞﾞ"'ｰ-､,,、　　 　 　 　ヽ ,;　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(
　: : : : : : : ｀ﾞ'''ｰ-､,,,、: 　　 .`.''''"｀､　　　　　　　　　　　 　 　 　　　 　　 ,"
: : : : : : : : 　　　　　 `ﾞ'-､、　　　　　　⌒ヽ
　: : : : : : : : 　　　　　　　`ｰ--,．　　　　　　　゛-‐-､　　 　 　 　 　 　 ,､､｀丶
　　　　 : : : : : 、: .　　　　　　: : ﾞヽ、.　　　　　　　　 ;;　　　γ⌒､.'"
　　　　　　　 丶.－､: . 　　　　　　 `'､、　　　　　　　 ｀｀
　　　　　　::;.:".:;.:'"ﾞ:.:ﾞ,:;、,"'.:.:;,`:;,':,:;.,:;.:ﾞﾞﾞﾞ'''''''‐- ､ ,,,,,_
::;.:".:;.:'"ﾞ:.:ﾞ,:;、,"'.:.:;,`:;,':,:;.,:;.:::;.:".:;.:'"ﾞ:.:ﾞ,:;、,'.:.:;,`:;,':,:;.,:;.:｀ﾞ''ｰ-　　　　　　　_,,.--ｰ''''''"ﾞ
''"""'''''"""''""''''""''"''''"""''"""'''''"""''""''"""'''''"""''""''''""￣ﾞﾞ"'''''―-
''"''''"""''"""'''''"""''""''""",,,,-‐'゛'''''"""''""''''""''"''''""''"""'''''"""''""ﾞ''､,,"'''''―--'''""''"''''"""''"""''''
　　　　　　　　　　　　,,,,-‐'゛,,,,-‐'゛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ﾞ''､,,　　　　　　　　 /⌒
　　　　　　　　　,,,,-‐'゛,,,,-‐'゛　　　　　 _γ;;;;;;ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　｀.　　　 ∧_∧/''"
"''"""'''''"""''""''"""'''''"""''""''''"''"' `‐(*ﾟー)ﾌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(∀｀
"''"''''"""''"""'''''"""''""　　　　　　　　と　 　つ　　'　'"""'''''"""''""''''""''"''''"".　　　 (　　,)っ ''"""'''''
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　(/＾ヽ）　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　　 (
''"""'''''"""''""''''""''"''''"""''"""'''''"""''""''"""'''''"""''""''''""''"''''"""''"""'''''"""''"''"""'''''"""''""''''""''"''''
:::....::::::........　.　.::::::... .... ..:::::::::::从 MwM 从 MwMmw M从 MwM 从 MwMmw MwM''"""'''''"""''""''''""''"''''""
从 MwM 从 MwMmwMwM　从WＹWﾉM　MWＹMWﾉWＹWﾉMﾉMＹWWＹWﾉM　MWＹMWﾉWＹWﾉMﾉMＹ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　＼　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--　　　-　　　○　　ー　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　/　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　|
　
　　:.:.. .:. ...:..::::::...::..:: .:: : .. .. .　　..　　　　　　　　　　　　　　　,,､､,,,,;;;´"
　　...::..:::..:::.. . ..::...::.: .: . ... 　　　　　　　　　　　　　　　　　,;;'":::.:.....::.::...
　　,.,,　:.. . ..::...::.: .: . ...　　　　　　　　　　　　　　　　 ,,.r'":::.:.....::.::....::...
　　;;;,;ヽ､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,,､､-'';":`::::::.:.....::.::...:...,..::...
　　;;;;,';;;;ヽ;,　　　　　　　　　　　　　　 ,..-''"::::::.:.:.:..:....::..::...:...,..:..:....::...::...
　　======================,;;r''"::::::.:.:.:..:....::..::...:...,.:...:...,..:..:....::...::...
　　;;;ii ;;;;;ii,;;;;;,ii.;;;;;ii.;;;;;.ii .;;;;;,ii.;;;;;(　::::::.:.:.:..:....::..::...:...,:...:...,.,,..:..:....::...:..:....::..
　　''_'''''_'''_'',.'''_''''_''_'''''_'',.'''_''''_''_''''',;;;"''ｰ-l､,,'""'ﾞ,ﾞ'""'"､.wiﾙv,iﾙwviw.:
　　__-　=_≡　_-　_-_=_　= -　_-_ -_　=≡_-;`--_ _､., ＿,__　￣`￢.,v:.:
　　^ _　_　-_ ^　_ _=_　-_^__　=_　- _ - 　　　　　≡　　　　　　 　 Y,.,lji,; 丱
　　=__-_ -__= -　_-_ -_　=_　-_ ^__-_=　　-ｰ"`ﾞ　　　　　　　　　　 i ,.,...ﾕiW
　　_　-_　__　-_^__　=_　-_ ^__ 　　_,,､。"`ﾞ　::: 　　::: 　　　　　　　　∥,,::iﾘv,i
　　_ =　_ -_ _　_ = __ __,,､｡-ｰ''"`ﾞ:::　　　　 　　　　　　　　　　　　　」:.::.ｖﾉiVi
　　　 _,,.,..､｡v-ｰ''"ﾞ~　::　'　::: :　:::　::: 　　　::　　:::: ::　:::　　　　　　「;;,,;;:ｙﾊiW
　　`"ﾞ　　:::: ::　:::'　,::　::::　　:　::: :　　　　　　　　　　　　　　　　　 /,:.;,:.;,:.ﾅｗｙ
　
　
　盆地の中央を流れる川は、苗村の蒼い空を映して澱みなく流れている。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　 ／ 　.,r'´｀ 、　　 　, ´｀ヽ、　＼
　　　　／　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼
　　 ／. 　　　（｡ｏ● ） ﾉヽ　 （ ●o｡）　　　＼
　　|　　　　 　 ´"''"　　　, 　 　 "''"´　　 　 　 l　　　　　　 （きれいや……）
　 ..|.　　　　　"⌒（　　　 j　　　 ）⌒ﾞ　　 　 　 |
　　|.　　　　　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l　　　　　　 （なんてきれいなんや……）
.　　＼.　　　　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 　 　 　 ／
　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀二貫。
　
　　　　　　　　　　　　天満宮寄進のための銀二貫。
　
　
　　　　　　　/:.:.:.l　.:.:.:.:.:.:.:.ヽ :.:.: .:l|:.: .:. :.:.:.:.|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.}
　　　　　　 /:.:. :l| :.:.:./||ヽ:.:.:.:｀、: .|:.: .:　.:.:.:.|:.:.:.:.:.:.:.:. :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.: .:|
　　　　　　l:.:.: /l| :.:.:/ l|　 ヾ_＼＼|:.:. : . .:.:.:l:.:.:.:.:.:.:.:l:.:. :.:.:.:.:.:.:.　:. :.:|
　　　　　　{:. /:.:l :.:/､ ﾘ　 ∠＼ 丶}:.:.　:. .:.:.|'＾ヽ､:..:.|.. : .:.:.:.:.:.:.: .:.:.:.l
　　　　　　|: l|:.:.| :.l:.:.:', ／r彡戈ヽ |:.:. :.:.:.:.:ﾉ　 ）｝:.:.:|:.: .: :.:.:.:.:.:.:.:.:.:.l
　　　　　　|l l|:.:.| :.|:.:.:.｝　 ,イレ}/　|:.:.:.:.:.:.:/ゝﾉ丿:.:.:l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:l:.:|
　　　　　　|! |!:.:l:.:.||:.:.:.} ノ　}／　 ,':.:.:.:.//　__ノ|:.:.:::.l:.::.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ll:.|
　　　　　　　 |:.:|l:.{ヽ:./　　 ´　　 //:.:.//　　l　 |:.:.:.l:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|:.l|:.|
　　　　　　　　ヾヽ／　　　　　　//／　　　 ｝　|:.:.:.l:.{:.:.:.:.:.:./:.:.|:.l|ｿ
　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　/　　　　　　　|:.:.l|:.:|:.:.:.:./|:.||:.l:.l
　　　　　　　　　　　　|ヽrｰ--　　　　　 _,　　　|:.l| l|:.|:.:.:./ l:.| |:|i|
　　　　　　　　　　　　|/|ﾉ r 　　　　 ／　　　　}ﾉ__l|_|:.:./‐‐ﾘﾆｿ
　　　　　　　　　　　　l　'　 ﾍ 　 　<　　　_-ニニ─‐|/￣￣: : {
　　　　　　　　　　　　　　　　｀´　　,∨ニ‐´: : : : : : :': : : : : : : :l
　　　　　 ＿--‐-､＿　　　 　　　<∠: _: : : : : : : : : : : : : : : : : :ヽ
　　　　 /　 ＿__､＿ ノ､　　　　　　∨((: : : : ／ : : : : : : : : : : : : : ＼
　　　／　 /　／））─ｰ'　　　　　　 ∨乢-‐' : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　｛　　ﾍ ／ 　/￣｀l　　_-ｰ一ニ￣￣: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼
　　 l　　 l/　　/　ヽ　|￣: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＼
　
　
　　　　仇討ちを売ったという名目で、主人ダディから得た銀二貫を、
　
　　　　ルルーシュはこの光景を得るために用いてくれていたのだ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがたかった。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ありがたくてならなかった。
　
　涙が後から後から溢れて、やる夫はとうとう耐えられずに大声を上げて泣いた。
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 　 　　　　　　　__＿＿＿＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／´ 　 　 　 　 　 　 　 ｀＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　｀｀゛'‐- ,_ 　　　　 ,.ィ
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 ､　　　｀＼ ル /　＼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 　　　ｏ（ ｀゛ ｰ-､ ）　　　（,ィ´ jo｡
　　　　　　　　　　　　　／　　　 　　°　ｏ　.Ｊ`´⌒゛彡　　　　　　ﾞ´⌒＼°
　 　 　 　 　 　 　 　 ／ 　　　　　　　　　　° 　 　　 （ 　　　　　　 } 　　 ﾊ
　 　 　 　 　 　 　 ／　　　　　 　 　 　 °o　　　　/⌒乂,,＿＿_ ,.ノ､＿ ,ノ＼
　　　　　　　　 　 i　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 {　 　 　 　 　 ,､(V,-|　　　　l
　　　　　　　　 　 |　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 V　　　 　 　 　 　 | 　 　 　|
　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 V´⌒ ＼　 　 　 |ﾟ　　　　l
　 　 　 　 　 　　　',　　　　　　　　　　　　　　　　　　 V 　 　 ＼　 　.!　　　.／
　　　　　　　 　 　　＼　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 V　　 　 } 　 .|　　／
　　　　　　　　　　　　 ＼　　 　　　　　　　 　　　　　　　｀ー--┴－´ ／
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＞- _＿_ 　 　 　　　　　　　　,, ,,,,,＿_､ゝ ／
　　　　　 　 　 　 　 ／´￣　 　 ￣｀＼ 　 　 　　　　　　　　　　／ ＼
　　 　 　 　 　 　 ／　　　　　　　 　 　 ＼　　　　 ''' ‐､-─一 ´　 　 ﾊ
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾊ
　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾊ
.　　　 　 　 {　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ﾊ
. 　 　 　 　 ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ﾊ
　
　
　　　　　　　　　二十九年生きて、全てが報われ、赦されたように思えた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　やる夫は五日ぶりに天神橋に戻ってきた。
　
　
　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|
／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|
,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼
-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|
＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_
＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿
｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜ ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜
＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝
　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ
　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ
　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ
　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ
　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ
　
　
. 
　

109   ◆8epcM/V4rs 2014/05/31(土) 00:26:15 ID:.qlWYNz.0
　
　
　　　　　　　あの後、彦坂家の菩提寺に足を運び、母親の墓参りも叶った。
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　 ／⌒　　⌒＼
　　　　　　／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　|　 　 　　　|::::::|　　　,---、　　　　（たった五日離れてただけやけど、
　　　　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　 　／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ　　　　　　何や懐かしい気分やなあ）
　　　／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　`ー､＿ﾉ
　
　
　　　　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　 　 　 ／　　 　 　＼
　　　　　　／　　 　 　 　 　＼
　　　　 ／ 　　⌒　　　⌒　　 ＼　　　　　　　（今日からまた、商いを頑張らな）
　　　　 |　 /// （__人__） /// 　 |
　　　. (⌒) 　　　 　　 　 　 　 (⌒)
　　　./　i＼ 　 　 　 　 　　　／i　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　行く前と違い、やる夫の心は晴れやかだった。
　
　
. 
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　　天神橋を北へと渡り、天満の井川屋へ向かう。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 ._＿＿＿
　　　　　　 　 　 　 .／　 　 　　＼
　　　　　　　　　 .／─ 　 　─　　＼
　　　　　　　　.／　（●）　（●） 　　 ＼
　　　　　　 　 .| 　 　（__人__） 　 　　 　|
　　　　　 　 　 .＼. 　 ｀⌒ ´ 　　 　　／
　　　　　　 　 ／　!::::　　　　　　　 　ﾍ
　 　 　 　 　 .ゝ＿|::::　　　　　　 ﾍ　　ﾊ
　　　　　　　　　 .|::::　　　 　 　 　 ＼／
　　　　　　 　 　 .|::::　　　　　　　　|
　　　 　 　 　 　 .ﾍ:::::　／ 　 　 　 i
　　　　 　 　 　 　 .＼: |　 　　　／
　　　　　　　 　 　 　 ﾍ＼＿／|
　　　　　　　　 　 　 　 .＼＿／
　
　
　　　　　　　　　と、その足が止まった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　別れる日に逢った翠星石の姿が目に浮かぶ。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
.　 　/.: : : /: : : : : : : : : : : :.|: :: :|!: : : :＼: : : : : :.:ヽ　　　l　　　　　　　 ゝ
.　 /:/: : :/: :.:l: : : : : : : : : :.i!: : :.i!: : : : : :ヽ: : : : : : l　※ |　　　 　　 ／
　7:/: : :.7: : :|!: : :: : : |: : :.:/:/:./!: : : : : : : l!: : : : : :.|.　　 |　 　　,ｨ''´
. l:./: : : l!: : :|!: : :: : :.:|!: :./:./:./.:||: : : : : : :.:|!: : :: : : | ※ .| 　 /´
. |:l: : : : |: : |!: : : : : /: ://:/:./ l:.|ヽ: : : :: : : |: : :: : : :|　　 |　/:.|
. |!.|: : : :.|: :|: ___/:/!:／//.//＿i!＿ヽ: : : : :.|: : : : : :| ※ |.ノ: :.l
. |　|: : : :l!:.|:／/／ ###.//　　 i 　 ｀ヽ: : : :|: : : : :./　　 |: : : :.l
　　ﾍ: : :.:ﾄ､!ｬ'´ﾓ示,.###　　　ｲ ほ示 ヽ`: l: : : : / ※ /: : : : :l　　　　　　　……こちらに戻らはったら、
　　　ﾍ: :.:l! `､ゝ辷ﾉ..##　　 　 ､弋::::::ﾉ ´ /: : :.:/　　 /: : : : :..:l
　　　 　＼i!　# ￣## ,　　　　　 　￣　 //: ::／ ※　/: : : : : : :l　　　　　　　逢いに来てくれはりますか？
　　　　　 |`※ ',.###. ` 　 　 　 　 　 ／/／　　　　/: : : : : : :. :!
　　　　　 |　　　ヽ..## 　ー 　 　 　　／／!　※　 /.: : :: : : : : : :l
　　　　　 |　※　　l:.ヽ､　　　　　 　,／´|:.l 　 　 　l: : : : : : : : : : :l
　　 　 　 |　　　　|: |: : :＞ .-‐ ＜´　 ,ｨ´|　 ※　/: : :|: : : : : : : : :l
　　　　　 |　※　.|: :|: :: : :.ﾊ,__,,､ｨ'''"´　 .|　　　 /: : : :|: : : : : : : : :.l
　　 　 　 |　　　 |!:_: :._,ｨ'´ｨｹゞ､　　　　 |　※　|ゝ‐--r､: : : : : : : :.l
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿___
　　　　　　　　　　　r⌒ヽ､　　 .　 ／ ー 　ー＼
　　　　　　　　　　/　＼　　＼. ／　（ ●）　（ ●）
　　　　　　　　　_/　/　ヽ 　 ／　　　　　（__人__） ＼
　　　　　　　　〈__／ 　.　|　 |　　　　　　　｀ ⌒´ 　　|
　　　　　　　　　　　　　/　　.＼ 　　　　i⌒＼　　　/
　　　　　　　　　 　 　 /　　 ／ ⌒ヽ, ＿.ヽ　 .＼／
　　　　　　　 ._＿　　 r　 ／　 　　　|／ｰ､＼ 　 ＼
　 　 　 　 　 "ヽ |　　i,　　　　　 　 ﾉ　　　.＼＾　　　i
　 　 　 　 　 　 | ヽ./ ヽ､_../　　　/　 　　 .　 ヽ､__ノ　　　　　（嬢さんに、逢いたい）
　 　 　 　 　 　 i　/　　／/　　.／
　 　 　 　 　 　 ヽ､_.／ ./　 ／
　　　　　 　 　 　 　 　 / ／
　　　　　 　 　 　 　 ノ.＾/
　　　　　　　　　　　|_／
　
　
　　　　　　　　やる夫は橋向こうの天満宮に向かって頭を下げると、
　
　　　　　　　　　　くるりと向きを変え、南に向かって駆け出した。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あの日。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　　　 　 〃.::.::!.l::!.:..:.:.:.;.::/.://.::l:::::::::.`､　　 ヽ　　ﾍ
　　 　 　 　 　 〃.:::l:::l::|:|::l:::::/:/:://:::ハ.:;.:.:::::.`,　　 V.:l:l`
　　　　 　 　 ./:::;:::::l:::l::|:|::l::/:/ //::::/ l:|:l:::::!::!::{!　　 !:::l:|
　　　　　　　 l::l::l:::::|:十ナl:＜.#/::∠_ 」ﾄﾄ､:l::l:::{!　　 !:::l:|
　　　　 　 　 |::l::l:::::|:|:|yﾃ〒ミ#::/´,t＝=ﾐ､:ﾄ､::{!　　 !::::l:!
　　　　 　 　 |::ﾄ:ﾄ､:|:|:| f辷ソ.#　　_f辷ｼノl:l::l:::{!　　 !::::l:|　　　　　　　　 やる夫、
　　　 　 　　 ｀`Vハ1:ﾄ､### ､　　　 , , , , l::://{!　　 !:::l::!
　　　　　 　 　　 i `ヽ小､..##　_ 　　　 　 ﾉ//.::{!　i .j!:::l::|　　　　　　　　私、ほんまは……
　　　　　 　 　　 | ‐米 f{:.>.､　　｀ 　 ,. イﾚﾊ.::::{! 米j!::::l::!
　　　　 　 　 　,/| 　　 ,f{::l::l::＞==＜__ ノ⌒ヽ:::〉　!〈:::::l::|
　　　　　　　　/ .! 　 ! ,fﾚ'/｀`V,ｨ介入　 　 　 〈　　 〉:::l::|
　 　 　 　 　 /　 ! ‐米,f{ｿ　 ／/ﾉハ　`ヽ 　 　 〉米〈ﾌ⌒フ
　　　　　　 /　,.ｲ! 　 ! .{′ 〈_,ｲﾉ}　 iﾄ､__」　　 〈　 !〈ﾉr'.::::.｀ヽ
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
　　　　　　　　　昔のままに、翠星石はやる夫と呼び捨てにした。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は順慶町へ向かう足を速める。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿_
　　　　　 ――　[] ]　／　　 　 　三＼
　　　　　| ｌ￣ | | . 三　　 　　＼ 三／
　　　　　|_| 匚. | 三 　. 　　（ ○）　（○）'
　　　　　　　　| | 　三　 u　 　（__人__）　 |
　　　　 　　　 |_|　　 三　 　 . 　｀ ⌒´　／
　　　[] []　,-　　　　r⌒ヽ　　ｒヽ，　　}
　　　　 ／／　　　三　　　　i／　|　ノヽ
　　　匚／　　　 　三　 　三　　 /　　　 )≡
　　　　　　　　　　 三 　三　　／　　 ／≡　　　　　 （ほんまは、の後、
　　　　　　　　　ﾆ三　　　.／　　　／
　　　　　　　　二≡､__.／　　　 ／､⌒)　　　　　　　　 なんて言うつもりやったんやろ？）
　　　　　 　 三 　　　　　　　　 ＼　￣
　　　　　　三　　　　　/＼　　　　＼
　　　　　 三　　　　 /ﾆ ヽ 三　　　三
　　　　　三　　　 /　　ﾆ_二＿＿／
　　　　 三　　.／　.
　　　≡　　／　　|
　　 ≡　／
　 三_ノ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一刻も早く。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は風を切って走り出した。
　
　
. 
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　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==@==
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 ||お||ら||ち||ろ||ろ||ろ||か||び|lご||きl|にl|じ|お| .|::: ::||　|　　　 辷辷}
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :: :: :: :: :: :: :: :: ＿＿:: :: :::::: :: :: :: :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　 /"三三三ﾞヽ
　　　　 |　|　 　 |　| 　 　 |:: :: :: :|!:: :: :: :: :: :: ,ｲｨ-:､､ヽ:::::::: :: :: ::l :: :: :: :: :| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|====|　|＿＿ |＿＿_!|_:: :: :: :: :: { { ‐:l┐''! } : :: :: :: : l: :: :: :: : | .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|――|　|――――ｨ " |:: :: :: :: : :',', ‐ll┘ﾉ:} : : : : : ::: l: :: :: :: ::| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　　|:: :: :: :: :: ヾﾆllﾆ}ｼ" :: : : : :: :: ll :: :: :: ::| .|:: :::||　|　|三三三三三}
　　　　 |　|――|　|　　　　 .　|　　|―――――''―――――‐''――‐''| .|―' |　|　|三三三三三}
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　　|　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 | .| 　 .|　|　',三三三三ﾆ}
　　　　 |　|――|　|　　　　　 .|　　|_　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 | .| 　 .|　|　 ヾ三三三ジ
　　　　 |　|　 　 |　|　　　　　 .|　/ ,ｲ―――――――――――''',.　.　| .| 　 .|　|　　　 ｀―´
　　_,,, -|　|――|　|＿＿＿＿!/　,'　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ',― |_.|―‐|　|、
　
　
. 
　

116   ◆8epcM/V4rs 2014/05/31(土) 00:29:12 ID:.qlWYNz.0
　
　
　　　　　　　　　　　　　団子屋の店先で、戸口から出て来た人物と鉢合わせになった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 _z=ー-―――-､=-､
　　　　　　　　　　　　　z´　　　　,zー―/ﾞ｀ﾄ､_ﾂゝ,_, ､
　　　　　　　　　　　　/　　　＿__ゞ,　　//ﾞ　　　ﾞ´zY｀':,
　　　　　　　　　　　(i´￣　　　 　 ｿ　//＿＿ゝ 　 | ! ヾ､
　　　　　　　　　／「} _＿＿__　 　{,_//_,r==云､_〈_,ヾ;! ｀:i
　　　　　　　　 ,′ ｲ　_＿/,へﾞ￣| | l ヽ 　　｀ｿ=ﾞzｿゞ　 l
　　　 　 　 　 ,′ 　|´　　{l　 ソ!　{ |.l　 ｀ー－ｲ |ヽ_〉　　!
　　　　 　 　 ,′　 /',　 　 ＼ツl　i｀||　　　　　 | .i　,′　 l
　　　　　　　,　　　|　ヾ｀､＿7 /　|　l|　 _,　､´ﾞー ﾞ i!　　　|　　　　　　おっと。
　　　　　　 /　　　|　　Ｖヾソﾞ |／ﾍ |ﾚ´/　_＿__ __ ﾘ　　　!
　 　 　 　 /　　　 |　　 ﾄ-´ﾞ　/　／ |／　 ﾞ´￣￣´ｌ!　　 ｜
　　　　　/　　　　|　　/｀ヘ ´ﾞヽ、,　|´ヽ,_ﾉ´￣ｊ_ノﾍ､　　｜
　　　　 /　　　　 | ／＼　　｀ヘ .ﾞヽ,|　 /　 /　 　 ,,.､ゝ 　|
　　　.../　　　　 ／::::::::::.＼　　　｀ヘ!ー-=--┬^ﾞ´　　 　 !
　　　./　　　 ／:::::::::::::::::::::.＼　　　　｀ヘ,､.　/＼
　....../　　, イ:::::::::::::::::::::::::::::::::.＼　　　　/〈 /　ﾉ´i､
　..../ ,,イ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.＼　 /＼/三ヽ, |::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／ 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／⌒　　 ⌒　　 ＼　　　,'⌒i
　　　　　　　　　　　 　 　 ／ (○ )liiil(○ )　 ｕ　＼ ⊂'　 !
　　　　　　　　　　　 　 　 |　　 （__人__）　　　　　　|　|　　|
　　　　　　　　　　　　　　 ＼.u　|r‐- l　 　 　 　 ／　|　　|　　　　　 あっ、すんまへん。
　　　　　　　　　　 　　　　／ 　 ｀ー'´ 　 ,- 、　 ￣￣　　|
　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　 （＿＿__ノ　.ﾉ　　_＿＿_／　　　　　 （総髪？お医者かいな？）
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　 _つ ／
　　　　　　　　　　　　　 　 / ｀ｰ─── ' 　 /
　　　　　　　　　　　 　 　 ﾉ　　　　　　　　　（
　
　
. 
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　　　　　　　　　　医者は息を切らせるやる夫に問いかける。
　
　
　　　　 　 　 　 [,_/　 - r‐-ミ　 　　 ＼
　　　　　　 　 ./＾＾､_ _　|　 　 }… ‐ -ﾐﾊ
　　　　　　　._仏,　≫==ミ_..,:'_}… ‐ -ミハ
　　　　　　 .[⌒汽(__＿,ノ＾⌒'ｰ=ミ _… ‐]
　　　　　 　 ｀７ /　 ':.,　|　　　　 | [⌒[-=],
　 　 　 　 　 .′　 　 　 |　　 　 ,'| [ 　炸{ぃ　　　　　お前はん、
　　　　　 　 .辷ん->　 _|　_＿/ ﾉ [rく/ 价{
　　　　　　　 ./{ ｰ…━'| ＼_　;^　[__ ^＾[.|ﾊ　　　　　ここの家の縁者か？
　　　　 　 　 ヽ{,_六　　　_,ノ^:　　／ 　 〔_
　　　　　 　 　 ]^7　＼,,／^ ;　／ - ‐…　}
　　　　　　　　7/　　　 　　 ／　　　　　　_}_
　　　　　　　　≫==ミｰ= 彡　　　　　　／:i:i
　
　
　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　／ ／ 　 　 ＼ ＼　　　　　　　　　　へ？
　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）　 ＼
　　　　　　　　 |　　　　（__人__）　　　　|　　　　　　　　へ、へえ。
　　　　　　　　 ＼　　　 ｀ ⌒´　 　　／
　　　　　　　　 ／ 　 　 　　　　 　 　 ＼
　
　
. 
　

118   ◆8epcM/V4rs 2014/05/31(土) 00:30:01 ID:.qlWYNz.0
　
　
　　　　　　　　　　　　　 _z=ー-―――-､=-､
　　　　　　　　　　　　z´　　　　,zー―/ﾞ｀ﾄ､_ﾂゝ,_, ､
　　　　　　　　　　　/　　　＿__ゞ,　　//ﾞ　　　ﾞ´zY｀':,
　　　　　　　　　　(i´￣　　　 　 ｿ　//＿＿ゝ 　 | ! ヾ､
　　　　　　　　／「} _＿＿__　 　{,_//_,r==云､_〈_,ヾ;! ｀:i
　　　　　　　 ,′ ｲ　_＿/,へﾞ￣| | l ヽ 　　｀ｿ=ﾞzｿゞ　 l
　　 　 　 　 ,′ 　|´　　{l　 ソ!　{ |.l　 ｀ー－ｲ |ヽ_〉　　!
　　　 　 　 ,′　 /',　 　 ＼ツl　i｀||　　　　　 | .i　,′　 l
　　　　　　,　　　|　ヾ｀､＿7 /　|　l|　 _,　､´ﾞー ﾞ i!　　　|
　　　　　 /　　　|　　Ｖヾソﾞ |／ﾍ |ﾚ´/　_＿__ __ ﾘ　　　!　　　 せやったら、早う顔を見せて上げなはれ。
　　　　.../　　　 |　　 ﾄ-´ﾞ　/　／ |／　 ﾞ´￣￣´ｌ!　　 ｜
　　　　/　　　　|　　/｀ヘ ´ﾞヽ、,　|´ヽ,_ﾉ´￣ｊ_ノﾍ､　　｜　　　 あの分やと、そう長うはない。
　　　 /　　　　 | ／＼　　｀ヘ .ﾞヽ,|　 /　 /　 　 ,,.､ゝ 　|
　　.../　　　　 ／::::::::::.＼　　　｀ヘ!ー-=--┬^ﾞ´　　 　 !
　　./　　　 ／:::::::::::::::::::::.＼　　　　｀ヘ,､.　/＼
....../　　, イ:::::::::::::::::::::::::::::::::.＼　　　　/〈 /　ﾉ´i､
..../ ,,イ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::.＼　 /＼/三ヽ, |::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　　　　　　　　　 　／　　＼　 　 ／＼
　　　　　　　　　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼　　　　　　　 え……
　　　　　　　　　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |
　　　　　　　　　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医者は気の毒そうに言い添えた。
　
　
　　　　　　　　　　/フ//｀ﾞ´｀ﾞヾ､ｿヘﾞヽ´｀;:´￣}ミ.ヽ
　　　　　　　　 　 i彡/!　　　　､　　 .,ヽl　 l|　　i,三 |
　　　　　　　　 ／|7/,ﾉ　　　　､!　　´, l|　 l|　,　{ 　 i
　　　　　　 　 ,′ lｿ　シf＝=+､!　　;!r,|!＝ｷz,､｀ﾞ;　|
　　　　　　　,:i /７/z:{l´　　 ｀斗}=={シk! 　 l!　l}"て ﾍ
　　 　 　 　 l l.|/Ki;　｀ー- ―"｀|　 ｆ｀ﾞ十-十´　 i lf´l|　　　　　 咳が続くんは、心の臓の病の前触れなんや。
　　　　　　　:､,ゞ､ﾝ､　　　　　 ヽ|　.| 　 ! 　 | ,　l´ |ゞｿ
　　　　　　　　l|　| l　ヽ 　 　 ,　 i　 |.　 l 　 i/　|　 !´　　　　　　 女将さんがそれに気ぃつかんと、
　　　　 　　 　|l　| ,|　 ﾞ　　　 ヾ.　　i_,.: |　　|　ﾉ　 |
　　　　　　　　|!　| ,ゝzー‐ｧ　　｀ー´　 ｌ -z:l-ｿ,　 k　　　　　　　無理を重ねたんがあかんかった。
　　　　　　　　i! ,ﾉ　　　／,f=＝＝＝＝!-､ |ヾ.　 　ヽ、
　 　 　 　 　 　|_ｿ　　 〈,　　　　,r==z､. |　　l　)　　 /ﾞ
　　　　　　　 / ! ´ヽﾞk　＼,　　／¨＼　| 　 |,.:ﾞ　　人
　　　　　　／|　l　　ﾍ ヾ､　ﾞヾ´　　　 Ｖ-=´|　 ／!:::::.＼
　　　　 ／::::ﾉ　 ｀　　i　｀ﾞ､　　　　　　/ 　 /　,′ |::::::::::.＼
　
　
　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　　　／ノ 　 ヽ､_＼
　　　　　　　 (⌒ヽ　　　（○）}liil{（○）　 ＼
　　　　　　　　＼　＼／ 　（__人__）　　　 　＼
　　　　　　　　　 ＼　|　ヽ　|!!il|!|!l|　/　 　　　|
　　　　　　　　　　　　＼　　|ｪｪｪｪ|　　　 　 ／
　　　　　　　　　　 　(⌒￣￣￣￣￣　 　 く
　　　　　　　　　　 　　￣￣￣￣￣￣ 　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　 お、女将さん！
　　　　　　　　　　　　　　　 　＼　　　　　　 　 ヽ　　 　 γ´　7
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼ 　 　 　 　 　 ｀､　　（　 ／
　　　　　　　　　　　　 　　　,.-――――　　 　 　 ﾘ､／　 /
　　　　　　　　　　　　 　　 弋　　　､＿＿＿＿＿ノ　` 　/
　　　　　　　　　　　　　 　　　＼　　＼　　　　　　＼＿ノ
　　　　　　　　　　　　　　 　　 　＼　　＼
　　　　　　　　　　　 　　　　 　 　　 ＼　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　＼__）
　
　
　　　　　　　　　　　　　　やる夫は医者を突き飛ばすように店に駆け込む。
　
　
. 
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　　　奥の間の布団に水銀燈が寝かされている。
　
　
　　　 く::ｬ1／i 　 　 _」 L!Ｌ_j_　　! | i　 / / _j＿」 Lハ
　　　　 ＼;ィ个:　　 | i |_┼十_｀ ｔﾊハ/}/　、､　jノ_,, i
　　　　　/ //|i　　　l 　、､ 　　 _,,　　 　　 ,;來悉彩´1
　　　　 　 {:{ j:{　 　 ヽ ,;來悉彩′　　 　 　 　 　 　 ,
　　　　 i　j/ {:l　　　 ､＼　　　　　　　　　　　 　 　 厶'
　　　　 |　　 jﾉ　 　 ヾ厂丶　　　　　 `　　　 　 ／　,
　　　　 |　　　八　　＼ ` ､　 　 　 　 ＿ _, 　 　 　 //
　　　　 |　′　　ヽ.　　ト　 ＼　　　　 　 　 　 　 イ爪
　　　　 |/ 　 　 　 ﾊ　　 '.＼ :j`jr ． _　　 _ .　´ _」{.| }
　　　　 i !　 　 　 ,小　　 {　 i !」≧ｧ⌒7不ミ く7/,ｲ|
　　. 　 从　, -=ニﾆ=ミ　 '.　川/《 (ノ ィ介ｘ. ヾ> 》ﾊ
　　　 厶イ/////////ﾊ　(才7//777//ｲ//7ｧ=/,{_j
　　／/////////////∧　(>v/////// !///////人
　　////////////////∧ ﾄ(>ｖ/////　}///////厂
　　/////////////////ﾊ　'.　`(>ｖ/　 ﾑｨノvﾌｰ'
　　/////////////////}Z 　ｒ‐ｚ_/{　 _rﾍＶ⌒L「{_r
　　/////////////////ヲ　/》 `7:j⌒7　}:i 　 '/
　
　
. 
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　　　　　　　　枕元に控えていた翠星石が振り向いた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　_　　-‐　　　￣￣￣ ｀丶
　　　　　　　　　　　　　／￣＊￣⌒ … 、 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　／　∠＿ _＿ _＿ 　 ＊ ｀ ー ､_　 　 ヽ
　　 　 　 　 　 ｜ ／:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:｀ ー 、　　　 ヽ　 　 ヽ
　 　 　 　 　 　 ∨:.:.::/:.:.:.:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼　 ＊　＼　　 ＼
　　　　　　　　 /.....:./:.:.:.:.:.:.:.:./:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼　　 　 ＼　　 ＼
.　　　　　　　 /......./............/../...:.:.:.:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼　　 　 ヽ　 　 ＼
　　　　　　　 ':.:.:.:.':.:.:./:.:./:./....:.:.:.:.;. ｲ:.:.:.:.:／|:.:.:i:.:.:ヽ　＊　｝　　　　ヽ
　　　　　　　ｌ:.:.:.:.|ｉ:.:.:l:.:./_/:.:.:.:.／／:.:.:.ｘ'　　|.....|....:.｛　 　 {　　　　　　〉
　　　　　　　|:.:.:.:.|:l:.iﾊ/__｣:.:.／／:.:.:／_　＼ |:.:..|........｝　　 ｝　　　　／
　　　　　　　|i:.:.:.:|:.l:|ィ≠tド##　- ´､__　｀　 'ﾄ､:.!:.:.:.｛ ＊ ｛　　　／
　　　　　　　 .、:.:|:.:l|１::::dj..##　　 不ミ=z､　j:.:.:,:.:.:.:.:.}　　 }┬‐'
　　 　 　 　 　 ヽ{ヽl! ￣´.##.　　　 |i:::::::ｄﾊ/:.:/:.:.:./:{ 　 ｛:.:.|
　　 　 　 　 　 　 ｝.ﾊ..##. '　　　 　 ` ーイﾌ:.:/:.:.:./:.ﾉ　＊｝:.|
　　　　　　　　　｛　　ヽ⌒ヽっ　 　 """∠:.:ｲ:.:／:.:.{　　　{:.:.|
　　　　　　　 　 ！　〈￣∠＾Y⌒ヽ　　 .ィ:.:_／:|:.:.:.ﾉ　　　｝:.:|
　　　　　 　 　 .ノ＊/ 「/:::厂}１＼￣ 　 |_:.:.:.:.:.|:.:｛　　　 {:.:.:.|
　　　　 　 　 ｲ　 　 〉「{:::/:::/┐　 ヽ___　V丶、l:.:.:｝　＊｛:.:.:.:|
　　　　　　　|::｝ 　 く 「∨イ　　 r‐┘ ├'　　　 ｰ｛　　　 }:.:.:.:l
　
　
　その顔に、親を失うだろう恐れと、どうにもならない悲しみが滲む。
　
　
. 
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　　　　やる夫は、何も言わず翠星石の隣に座った。
　
　
　　　　　　　　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　 ／ ＼　　　 　／ 　　 　　＼
　　　　　　　　 　 　 　 /　( ○ )　　　( ○ ) 　 　Ｕ　 ｀､
　　　　　　　　　 　 　/´　　　　　　　　　　　　　　　　　 ',
　　　　　　　　　 　 　i　　 （　　人　　　）　 　 Ｕ 　 　 　 ',
　　　　　　　　　　 　 !　　　~''''´⌒´''''´　　　　　 　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　＼　 　 　　　　　　　 　 　 　 Ｕ 　 ,.'
　　　　　　　　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
　
　
　　ゝ ＿{　　《　ー/: : : : : : /／: : : : : : : : : : : : : : : :l: : : : : :',
　　　　' ∧　《　　/: : : : : : /': : : : ／: : : : : :／: :/: : |: : : : : : ',
　　　/ /: :ゝ《 　 ,: : : : : : /: : : :／: : : : : ／: /: /: : /: :ｌ: : : : : ',
　　 / /: : : : 《　 l: : : : : : l: : ／: : : : : ／: ／:／: : /: : l|: : : : : :l
　　l: /: : : : : :》ｰ:!: : : :-‐1:´: :_; :-‐≠: ／／/: : :∧: : l|: : : :l : |
　　l/: : : : : : :《 ∧: : : : : |三ー-／､／´ 　〃::／　ﾊ: :l|: : : :l : |
　 /: r ⌒)＼: 《　ﾊ.: : : : :!ﾍﾔﾃ云圷ﾐー ／ｲ示ﾃｲ: :∨: : :/: :/
　'r=',イ ｛　　ﾍ《　　＼: : |＼とう斗′　　　辷ぅ ｲ:l: :/: :／l/:/
/ｆ´/　l　 レ⌒ﾇ《 　 ｰi＼＼ 丶　　　 　 ,!　　 /､l:/:/／》 /'´
: }/　 l　　 　 r' ﾍ》　　　｜トヽ　　c- ｧ　 　 ィ》 /イ ー《
: :| 　 |　　 　 { 　 《 　 　 |　＞ ､ ＿,.　＜´j_ 《　　 　　 》
: :| 　 |　　　　ﾚ⌒l《　　　|＼　/　　　 　 （ /　》　　　　《
　
　
　翠星石は、嗚咽を漏らさぬように、唇をぐっと噛んでいる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　翠星石は水銀燈の手を握り、耳元に唇を寄せる。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　　　　＿＿_
　　　　　　　　　　　_, -‐'´　　 　 ｀ｰ-､
　 　 　 　 　 　 ,ィ'´　＼　　　　　　　　 ｀ ｰ､
　　　　　　　／　　　　　＼　　　　　　　　　　｀ｰ-､
. 　 　　　 ／　　 　 ._ヽﾉ_　＼　　　　　　　　　　　　｀ｰ-､
.　　　　 /＿　　　　 ノ lヽ　　 ヽ　　　　　　　　　　　　／
　 　　 /: : : :｀ー､__　 　　　　　 ヽ　　　　　　　i 　 .／/
　　　/: : : : : : : : : :.＼　　　　　　ヽ　　　　 　 / ／.／
.　　/: : : : : : :ヽ:.l: : : : ＼ 　 ヽl ﾉ_ ',　　　 　 /'´:ﾍ´
.　 ,': : : : : : : : :l:.l: : : : : :.:＼ フlヽ.　', 　　　 /:.: : :.ﾍ
　 ,: : l: : : :l: :l: :l:.l: :ヽ: : : : : ヽ.　　　 l　　　/: : : : : :ﾍ
.　l:l: :l: :l: : l: l: :l: l､: :.ヽ: : : : :ﾍ　　　 l　　/: : : : : : : :ﾊ
　l:.l: :l: :l: : l: l:.:l: l ヽ: : ヽ: : : : :',. 　 　l　/: : : : : : : : : :.',　　　　　　　 お母はん、
　l:.l: :.l: :l: : l: :l//　 ,＞､: :l: : : :.l ヽlﾉ_.l/: : : : : : : : : : : :',
.　l:.l: :ヽ:.ヽ:.l://‐''´／l.　`l: : : : l ﾌlヽ l: : : : : : : : : : : : :∧　　　　　　やる夫さんが、来てくれはったんよ。
　 l:.ﾄ､: :ヽヽ//　イ::ヽ′　l: l: :..:l　　　l: : : : : : : : : : : : : : ﾍ
　 ヽ! ヽ: : ://､　　`､ﾘ　　 l:l!: :.:l　　　.l: : : : : : : : : : : : : : :
　　 `　 ヽ//:.:l　　　´ 　 　l/!: :.l　　　 l: : : : : : : : : : : : : : :
　　　　　/´　 l　　　　　　/ l: :./l ヽlﾉ_ l!: : : : : : : : : : : : : :
　　　　　　　　'ｰ､　　　　　/／ .l ﾌ.lヽ l l: : : : : : : : : : : : : :
　 　 　 　　 　 　 `ｰ､,　　 '´.／!l 　 　 l´l: : : : : : : : : : : : :
　　　　　　　　　　　　 ｀＞＜／.l　　　/-'∨: : : : : : : : : : :
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /|　 l　　　l ﾊ_ﾉ∨: : : : : : : : : :
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　　　　　　翠星石の声が届いたのだろう、
　
　　水銀燈はまぶたを開けて瞳をやる夫に向けた。
　
　
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 _＿_,ｪｫ、
　　　　　　　　　　 　 　 ／ ´::::::::::ﾒ込ﾒ::.､
　　　　　　　 　 　 　 ／, ' ´￣￣｀ｰ ‐-:::::.＼
　　　　 　 　 　 　 ,　'／　 　　 　 　 　 　 ＼::.ヾ
　　　　　　　 ＿ Y〆　 ,　　 　 　 　 　 l　　 ヽ::l
　　　　 　 　 |{ﾆﾈｌ　　 l　|　l　　　｜ 　l　　　{l::ll
　　　　　　　, ヾミl　 vヽ十‐l-　,ｌ |　　 |　 ,l　{l;;ll
　　　　　　,.∠从|| l　i_'"{Tﾄ乂,ｒ'|tニTtx,l 　 iVヽ
　　　　　<／｜ ||弋　ゝ ¨　　 　 ´i_rft //　,l∨冫
　　　　　 　　!　ｌｊ 　￣l 丶 ､_`__　 　＿／ ／}ハ/
　 　 　 　 　 !　 ＿_／ ﾉ､ヽ｀_´__ ,　ゝ__／ | l｀从
　　　　　　　 ／::／ 〃v┘＞--一l l　 l　　!_| |_!l＼
　　　　 　 ／.;／ , ハ　 ／ﾐYﾐ＼　｀i　 |ー‐-､ 　　ヽ
　　　　 ／::::::l ／i_|::::l　圦　~　介 ／　 }::::::::::∧
　 　 　 ∨:::::::´:::::Y.:::|　　 ⅤＬ/／ ／iノ:::::::::::::∧
　　　 　 ∨::::::::::::,':::::|'l,t､,t､_t_､| ／t､l::::|::::::::::::::∧
　　　 　 八:::::::::冫::::{ ､丶 l ／ ´,'　 /::::::l:::::::::::::::::::〉
　　　　 /::::::::::::/´ｌ:::::ヽ　{薔} ､　 ／::::::::/::::::::::::::／
　　 　 ﾉ::::::::::::/ 　!::::::::＞- ‐ー'´::::::::／∨:::::::::T
　
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　／　　　u　＼
　　　　 　／　　＼　 　 ／＼　　　　　　　　女将さん、
　　　　／ 　し （○） 　（○） ＼
　　 　 |　∪　 　 （__人__）　 J |　　　　　　　しっかりしとくんなはれ！
　　　　＼　　u　　 ｀⌒´　 　／
　
　
　　　　　　やる夫は身を乗り出して、水銀燈に呼びかける。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　水銀燈はやる夫を見て、次いで翠星石に目をやる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ,､rｍ__rｖ竺vﾍｭrﾍ- ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　{辷彡'こ三三三三≧ﾍV,ﾆニヽ
　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／彡ｸー＾ー'＾ー^￢卞〈＼ヽ∨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／ 乃了　　　｀ヽ　　ヽ∨∧ヽ ＼｀､
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 //_/7　′　　 　 ハ　｀､〈〈_ノ ﾉ 　 ヽヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　r,ニＹ/」　′〃　　　, ' l| ﾄ､　l　l￣ｌ｢｀､ 　 | ﾊ
　　　　　　　　　　　　　　　 __〉イ〃 ,　　/, ｌ　　 /　,ｲ！} ｜ﾘ　八　ヽ ｜ハ
　　　　　　　　　　　 　 　 〈 rク//　,′ ,'/ｌ∥　,'　/厶‐十ナ/}小､ヽ　∨/　 ､
　　　　　　　　　　　　　,　-ｧ7ｲ {　 l 　 |l ﾊ ﾄ､ {　l /ィ乏ｆ千ｧ l |ヽ}_ﾉ 　 、､　｀、
　　　　　　　　 　 　 ／／　〃l ﾊ　 、　ﾚイ下丶､j′'ヾﾞジ　 // rﾍ川　￤ ヽ　ヽ
　　　　　.　　　　 ／／　　 {l　{ い、､＼Ｖ,ｨｆ赤　　　　　　　//　 ,ｨ｜ｌ　｜　 ﾄ､　＼
　　　　　　　　　 {_/　　　　ヾ　＼/ ヽ＼ヾ｀ｰ'′　　　　 　 { !　 仆//　 ,′　|　ヽ　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ{　{　 八_〉、　　 ｀ , - ｧ　 ゝ, ' V ハl /　　 ハ　}　　 ＼
　　　　　　　 　 　 　 　 ,　-‐'´/ハ　、 {　｜ｌヽ､　　　　　　∠ニ-V　ﾘ　/　/　 ∨　　　　ヽ
　　　　　　 ,　-‐'´ ￣　　 -‐ﾆ|ｌ　7,ﾍヽ ＼ｌ＿　 「≧ァr＜::..::..::..::..∨　/,...┴､／ト、　　 　 l
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　rｸ 　 　　 , --＝===＝ﾐ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／ 　　 ｨ7 　 　　≠″ 　 　　　　　`￢＼
　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,.　' 　 　　〃 　　／ 　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼　　　　 　 　 　 　 　 　 ,.　　　　　　　rｸ　　／　　　 / 　 　 　 　 　 　　ハ　　ヽ
　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼　　 　 　 　 　 　 　 ＼　　 ＼　　 jｊ　　/ 　 　 　/／ 　 　 ／ 　/　/　 |　　　゛
　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼.　　　　　　 　 　 　 ＼｀　､ヽ　{{ 　 .′　　　/　　　　／　 ／ ／ 　 ′ 　　 ﾊ
　 　 　 .／　　／:::::::｀ヽ　　　/´:::::::｀ヽ　　＼　　 　 　 　 　 　 　 ＼/　 V{{　 | 　　－/―--＜. 　／ イ　/　/ 　 　 　 ｜
　　　／ 　 　（:::::::::::::・ l 　 　l ・::::::::::::::） 　 　＼　　　　　　　　　　 /　　∧{　 | 　 　　|子＝ﾐ＜￣　／　/　ｲ　|　　　　｜
　　　|　　　　 ヽ::::::::::::ノ　　　ヽ:::::::::::ノ　　　　　|　　　　　　　　　 /　 ／　}}　ｉ| 　 　　|├び ﾊ｀.#／　／／ﾄ　｜　 | |.//
　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）''⌒"'　 　 　|　　　　　　　　　　　 　 　 }}.　＼　 　|｀ ー ′.#　 ／ ｧえﾒ､｀｜　 | |'/
　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／　　　　　　　 　 　 　 　 　 {{ 　 rｆ＼ ヽ...####.　　　　lじﾝ〃ﾍ/　　| |′
　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／　　　　　　　　 　 　 　 　 　 /バ　 {{＼　　..###.　 　′　 ｀ /　/　　/ /
　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／／ {{　 }} | ＼.##.　　‘｀ 　 　ー 二　 イ//
　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　 　 　 　 　 　 　 　 ／／　 　什ｊト′　｀　　 ＿,　 r＜　|}} 　　／ }}
　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|　 　 　 　 　 　 　 i⌒ヽー　　∨|　＿,ﾆヽ丨__　 　|　　　|{{ 　 　　ヾ!
　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|　　　　　　　 　 　 .＼〔_r┐　∧∨＿／介ｰ､＼　r┐ヘ |{{　　 ＿_}}＿_
　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　| 　 　 　 　 　 　 　 仁＼〔__　|　　ヽ　/ 乃ヘ ＼＼弋!ィ ￣￣　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ーミ ｀ヽ〔_ ヾ　　∨　| | )ハ　ヽ／ 　　　　 ／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿r=ｧ=､ィfZｧ､,、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,　 ´fフ:´-=_:三ｰ_ｰ^ヘ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　_r/／'_ｧ'='^ー'｀´｀ ^ｰ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　/r＝､ｿィｰ'7´　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾊ L／ｲ| ヽヽ　 　 　 　 ',　　　 ヽ ',
　　　　　　　　　　　　　　　　,　ｿ/ l ﾊﾚ´イ{ { ｛ 　 　 ｜ ',　　 ﾊ ',
　　　　　　　　　　　　　　　 //:/　ﾉj ｀´i |ムﾄ､ﾄ､　　　|　｝　 ﾘ　ｉ !
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　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫と翠星石は、思わず一瞬互いを見た。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水銀燈が娘の名を呼ぶ。
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　　　　　　　　　　　　　翠星石は、母の頬に自分の頬を擦り寄せる。
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　　　何かを伝えようと唇を動かすのだが、声にならない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水銀燈はそのままこと切れた。
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　　　　　　　　　　　　　　翠星石は水銀燈にすがり、その身体を揺さぶり続ける。
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　　見かねたやる夫は、翠星石を抱え込んで水銀燈から離した。
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　　　　　　　　　　　翠星石は身もだえして、なおも水銀燈に縋ろうとする。
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　　　　　やる夫は翠星石の顔を覗き込み、ゆっくりと首を横に振る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石の双眸から涙が噴き出す。
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　　　　　　:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾘ　　'.ﾞ三ヽ:::::::::::::::::::/ヽ: : : : ＼.: : : : : :.',
　　　　　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::/　　　〉..三〉:::::::::::::::::::::::〉.: : : : :.＼.:.: : : :.',
　
　
　　　　　　　声を上げて泣く翠星石を、やる夫はその胸の中にしっかりと抱き締めた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弔いの日は、涙雨になった。
　
　
;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:..‐:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.ﾉ.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;
;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:_..‐´:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;...‐′.;.;.;.;.;.;|.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;
;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:_..r‐'´:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;...‐'´.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;
;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:_..-―‐''''ゝ､､:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.:;.__,,,,......--'".;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;
｀ﾞ''‐--............-‐'''´ ...:.:.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:￣￣ﾞ^''''''|－――‐''"｀`''‐‐---......,,___.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:
: : : : : : : : : : : : : : : : ''‐......__.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.|:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:_....----'｀￣''ｰ ､,,i_.:.:.:.:.i:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＿..
- ､,,_: : : : : : : : : : : : : : i: : .. ｀"''''ー-|-......,,_|＿＿___,,.i.|..-‐''￣"　i　　　　　　　　|　　￣￣￣￣￣|
　　　`iー-i---―――‐''"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　l　　　|　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　i　　　　　　　　|　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　 、、　　　　　l　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　|　　┼┼　　　──┐　　─┐　　　　　　　　　 ─┐　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　|
　 　 　 　 │　　　　│　　　　│　　　　─┐　　　　│　　　　　 ─┐
　　　　　 　 　 　 　 │　　　　　　　　　 │　　　　　　　　　　　　 │　　　　　　l
　　　　i　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　|　　　　　　　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　l　　　　　　|　　　　　　　　　　　l|　　　　　　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　i
　　　　　　　i
　
　
. 
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　水銀燈の人柄だろう、多くの弔問客に送られて、水銀燈は千日前の火屋で荼毘に付された。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜｀ヽ、
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ヽ.: メ{
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ,. イ 　} .: .:て
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （: . {　/ .:7⌒ヽ　　　`　　　　　 　＼　、 从
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ＼.V .: .{　　　　　　　　”　　　　　　ヽ Ｖ⌒`
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　` :..、ヽ　　`　　　　，　 　 ヽ、 　　} |　　　,；
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 从　　 　 ）.ﾉ　”　　＼、 　　　　　 )`ー' ,ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⌒ヽ、 　（ '　　. .:　 　 }ヽ　 ,　　　（ . .:.:r'　　　　”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 }て　＼ 　。　:　ノ .: ソゝ； . 　ヽ,.ソ　 从
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｒ人 {　　　`　、 "　　.:　　　,; .:　., / 　⌒ヽ`－ｧ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 }. :. ﾉ　 , 　,;:.　）　.: , " 　 　 　 ／　　　　　}／
　　　　　　　　　　　　　　 　 从,,ノ.:／　　 ,;.:　　'　　 .ノし': .: ," （　　　 　　／
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ⌒ヽ .;/　 .: ,,;　从　　 　.:.., 　 从 　　ヽ 　 　／
　　　　　　　　　　　　　　　　　 }/　　`,;.: ",, ;.:て　, ,, ,,,　.:. `,;"　　 〉　 '
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ノ{　　ﾞ　　、　,”,; ,　　 .:　,;　"　　　/　　,, ;　”
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ⌒ヽ　　　ノ{　 .: ."　　 ∴.:　 ,; 　　 .:"
　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼”. :. ,し'／; 　,;；: 　 　; :..
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 `　. ,.　.:　　（ 　　.: 　#. .:ノ{从:.: .　"
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿__,,,.:; 　　 ,, ,; ,;　 .:.:　 ,; .; ;,.; て＿＿
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
　
　
. 
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　　　　　　　　　　口も利けぬほど憔悴した翠星石の傍らには、鈴三屋のご寮さんが寄り添った。
　
　
　　　　　　　　　――'`ー―‐'ヽ
.　　 　 　 ／: : : : : : : : : : : : : : : ｀ー 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィi〔:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:、:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:`:..､
.　 　 　 .:': : : : : : : : : : : : : : : :!: : : : : |　.ヽ|∠　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／:.:.:.:.:.／……─=ミ:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.＼
　　 　 /: : : : : : : : : : : : : : : : :|: : : : : :ﾟ。フ|ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　,厶ィ:.:.:.:/_＿＿＿ ＿_　、:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ
.　 　 /: : : : : : : : : : : : : : : : : :}: : : : : : :ヽ　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／　,ｲ:.:.:.:/:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.ヽ:.:.:.:.:.:.:.:.:.ｉ:.:.:.:.:.:.:.:ﾟ，
　 　 ′: : : : : : : : : : : :ｲ: : : :/: : : : : : : :/ .ヽ!∠　　 　 　 　 　 　 　 　 }___//:.:.:.:,:.:.:.{:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.: :.:.:.:.:.:.:. ｢` 　 、:.ﾊ
　　.' : : : : : : : : : : : /: /: : : ∧: : : : : : : {　フ|ヽ　　　　　 　 　 　 　 　 /:.く/:.:.:.:ｨ:.:.:ハ:.:.:.:.:.:.:、:.:.:.:.:.:.:.: |:.:.:.:.:.:.:.:.| 、 　 ヽ:.:.
　　|:|: : : : : : : : : ／／: : : /　 ヽ: : ヽ: : :〉　　　　　　　　　　　　　　　/:.:.:/:.:.:.:.:.|:.:/　 !:.l:.:.:.:.: ト ､:.:.: |:.:|:.:.:.:.:.:.:.:ﾘ　＼／.:.:.:.
　　|:|i: : : : : : : :/／/: : :／　　　 ＼: :ヽ:{　 ヽ|∠ 　 　 　 　 　 　 　 ,:.:.:./:１:.:.:.:.l`ト--}ハ:.:.: ┼‐ﾍ‐┼:l:.:.:.:.:.:. |′　/ {:.:.:.:.:i
　　|ハ : : : : : ｱ￣/`／〃 　￣ニニニ二. フ|ヽ　　　　 　 　 　 　 ..:.:.:〈_|:.l:.:.:.::.Ｎ=ミ　　 ＼:.:|　　}:./　|:.ｌ:.:.:.:.:.|-ｲi「:| {:.:.:.:.:|
　　|　 ヽ: : : : ｉ{ 芍芸ﾐ /.##.　　 勺艾云 ｱ、　　　　　　　　　　 　 i:.:/:.:くハ:.:.:. 芹ｽﾄ　 　 　 .ィ笊芥`V:.:.:.:.:.:j- ! !:.lｨ:.:.:.:.:.|
　　 　 　 ＼: :ヽ　戈弐.##.　　 　 ゞｰ一'//　　　　　　　　　　　　　l:.:i:.:.:.:.:.:.:.＼:{.匕ﾘ 　 　 　 ！jｉ刈 /:.:.:.:.:.Ｙ　 | |:.:}!:.:.:.:.:.|
　　　 　 {:　 ＼: ＼.###..　　　　　　　　/: i: ヽ|∠　　　　　 　 　 　 |/|:.:.:.ｉ:.:.:.:.:.:.:|　　　 　 　 　 ゞ ン.':.:.:.:.:.:.:′　| |:.:ﾑ:.:.:.:.:|
.　　　 　 〉　 　 ｀入## 　 ’　　　　　／- ｲ フ|ヽ　 　 　 　 　 　 　 |　､:.:.|!:.:.:.:.:八 　 ′　　　　　　 ,:.:.:.:.:.:.:ﾑ イ:.!_!:.:.:.:.:.:.:.ﾊ
　　　 　 i　.ヽ!∠ヽ个: . ､　`＝　　　。 　 ﾄ　 　 　 　 　 　 　 　 　 {!　 Ⅵi:.:.:.:.:.:.:.:丶　　－-　　 　 i:.:.:.:.:.:.:{=ォ:.:.:.:.:./:.:.:.:ｉ:.:.}
　　　 　 {　フ|ヽ　}: |: : : |:l: : : :-ｒ　°　　 ! 〉　　　　　　 　 　 　 　 ゝ　 乂:.:.:.:.:.:.:ｉ:.:.:.＼　　　　　 ィ|:.i:.:.:.:./У }:.:.:.:.':.:.:.:/|:.:′
　　　 　 {　 　 　 :}: |: : : |:l: : :／}　　　　ノ７　　　　　　　　　　　　 　 　 　 }i:.:.:.:.:ハ:.:.:.:个 ─＜ 　 :|:.|:.:.:.'.ｲ: : ,:.:.:./l:.:.:/ ,l/
.　　　 　 〉 ヽ|∠〈: :| : : :|」／ {/_.．　ﾟ　　 |　ヽ|∠　　　　　　　　　　　　 　 ﾟ，:./ィi〔 : : |: : : : :|　　 jハ:.:|: : : /:.:.ｲ:＼:′
　　　 　 {　フ|ヽ　}: |: ／ 　 ｘ≦ｘ 　 　 　 l　フ|ヽ　　　　　　　　 　 　 　 　 /)/: : : : : : :!: : : : :!　　／: Ｖ : :ｲ才: : : : :＼
　　　 　 {　 　 　 :}:／　　,イ〃}}トヽ　　　 ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　 ｲ: : : : : : : : :.|: : : : :| ／: : : : : : ／: : : : : : : : :＼
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　葬儀のこまごまとした取り決めなども、翠星石に代って井川屋で行った。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /＼＿＿_／｀-、_
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／_,ノ　　ヽ､＿/　/ ,〉、
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |（＝）,　　（＝/　´／ /)
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　,ﾉ(､_,)ヽ./　　, ' ´,/
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |　　｀-=ﾆ= 'V　__, ＜´
　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　 ｀ﾆﾆ´ 〈´／::::Λ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ヽ　ー--.ﾔ::::::::::::::Λ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /ﾑ _ , -.／V:::::::::::::Λ、
　　　　　　　　　　 　 　 　 _,. -／:/:::ﾊ ,/´..::/i:::::::::::::::::::Vﾍ
　　　　　　　　　　　　　／/.／.:::/:::l　y .::::::/::::ｉ::::::::::::::::::.∨}
　　　　　　　　　　　　 j ::::::::>.:::/:::::l ./ .::::::::::::::::ｉ::::::::::::::::::::ﾚ;
　　　　　　　　　　　　i :::r :〈 ::::i::::::::ﾚ .::::::::::::::::::::〉､:::::::::::::::::ﾉ
　　　　　　　 　 　 　 ｉ :::| :::::'., :i::::::/.:::::::::::::::::::::::::::`::-==::イ
　
　
　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|　　　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|　　　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　 　 　 　 ./ 　 　 　 　　　　　 　ヽ
　　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　/ 　 　 　 　 ＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　　 　 |　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ
　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　 　 　 　 　 l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　 　 　 　 　 .` ､　　　　　　　 （__人_）　 /
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　 　 `ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　 　 　 　 　 .／　　`''ｰ─‐─''"´＼
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　全て、ダディの配慮だった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　弔いが終わり、やる夫達は団子屋を後にする。
　
　
　　　　　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼　　　　　　　　　 （せめて嬢さんが落ち着くまで
　　　　　　　　　 　 ／　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　 ／ 　　___ノ'′　　 ﾞヽ､___　　＼　　　　　　　 傍に居ってあげたいけど……）
　　　　　　　　／　　　 .'⌒｀　　 　 　 ´⌒ヽ..　　＼
　　　　　　 ／. 　　　（　● ）　ﾉヽ　　（ ●　） 　 　＼
　　　　　　|　　Ｕ　 　 ´"''"　　　, 　 　 "''"´　　 　 　 l　　　 ご寮さん、
　　　　　 ..|.　　 　 　　　.（　　　 j　　　 ）　　　　　 　 .|
　　　　　　|.　　　Ｕ　　　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 　 　 l　　　 私らこれで失礼させてもらいます。
　　　　.　　＼.　　　　　 　 　 ｀ ⌒ ´　　 　 　 　 　 ／
　　　　　　　　＼　　　 　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　雪華綺晶さんのこと、
　　　　　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　　　　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼　　　 宜しゅうお頼申します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　__ ．　‐───ミ
　　　　　　　 　 　 ．.:´ 　 ‐─＼:.:.:.:.:.:.:.:.:`:..､
　　 　 　 　 　 ／:.:.:.:/ 　 　 _＿_.＼:.:＼:.:.:.:.:.＼
　　　　　　　 /:.:.:.:.:./　　　´:.:.:.:.:.:.:.:.:＼:.:.:､:.:.:.:.:.:＼
　　　　　　 ./:.:.:.:.:./／:.:.:.:.:.:.:.:.:.: |:.:.:.:.:.:.:.:.:.:＼ ---ヘ、
　　　 　 　 ':.:.:.:ｉ:.:.|":.:.:.:.:.:.:.:.:.:}:.:.:l:ト :.:.:.:.:.:.:.:.:.:ヽ　＼/＼
　　　　　　ｉ:.ィ才:.:!:.:{:.:.:.:.:.:.: ハ从l　 }＼:.:.:.:.:|:.:.ﾟ，　ハ:.:.:..、
　　　 　 ／　'　!:.:.!:ハ:.:.:.:.:./　　 ー──く:.:.:|:.:.:.:.V　　＼:.:ヽ
　　 　 .〈　 /　 |:.:.Nーヽ:.:/　　 　 'ィ必及 ∨ヽ:.:.:.ﾟ， 、ヽ〉:.ハ
　　　 　 ∨廴 ｲ:..{　芹必ﾄ　　　　 匕ツ　　} .ﾊ:.:.:.:.ﾄ . ヽ/l::ｉ　}　　　　お疲れさんだす。
　　　　　 |　|l　|:.:.ﾄ.｡ 匕ツ　　　　　　　　　小:.|:.:.:.:.l:.:.∨| |::!
　　　　　 |　|l　|:.::|:.∧　　 　 ′　　　　　.ｲ:.:.:.:|:.:.:.:从:.:.:.| リ　　　　　 後のことは、
　　　　　 |　|l　|:.:.|:.:.込、　　 ` ｰ　 　 .イ:.l:.:.--彳/: :/⌒〕iト．
　 　 　 　 ヽ.!_∧:.ヾ:.:.:.:.:.〕iト　 -- 　 　 Ｖ: : : /i:i/: :/　　　　　　　　　 任しといておくれやす。
　 　 　 　 　 }　　ヽ:.:.＼:.:.:.:.:.:./}　　 　 /: : : /i:i/: : ′
　　　　　　　　　 　 ＼:.:.:._:.／/_＿　-/: : : /i:i/: : l
　　　　　　　　　　　x≦/ : : /---- y’: : :/i:i/: : : |　/
　　　　　　　　　　.ｲ:/i/ : : /── v': : : /i:i/ : : : 从{
　　　　　　 　 　 / |:{i:i: : : :{　　　 /: : : /i:i/: : :／　ヽ　
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　夜道を井川屋まで戻ると、店の前に佇んでいる人影があった。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|　　　　　　　　　 おや、
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　　　 どなたさんだすやろ、
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　　　　　こんな時間に。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　 　／　（○）　（○）＼
　　／　　　（___人__）　　..＼
　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　　　あ、あれは！
　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　原村の高和だった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　,,　- ―-　、
　　　　　　　　　　　　,. '" _,,. -…;　　　ヽ
　　　　　　　　　　　 (i'"（(´　 __ 〈　　　　}
　　　　　　　　　　　　|__　r=_ﾆﾆ`ヽｆﾊ　　}
　　　　　　　　　　　　ヾ|! 　 ┴’　　}|ﾄi　 }
　　　　　　　　　　　 　 |! ,,_　　　　　 ｛'　 }
　　　　　　　　　　　　　「´ｒ__ｧ　　　./　彡ﾊ､
　　　　　　　　　　　　　 ヽ　‐'　　／　　　"'ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ヽ__,.. ' ／　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ／⌒` ￣ `　　　　ヽ＼_
　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　i ヽ　＼
　　　　　　　　　　　　　,'　　　　　　　 　 　 　 }　 i　　ヽ
　　　　　　　　　　　 　 {　　　　　　　　　　 　 ｊ 　 l 　　 }
　　　　　　　　　　　　　i　　　ヽ　　　　ｊ　　 ノ　　 | 　 } l
　　　　　　　　　　　　　ﾄ､　　　 }　　　/　　/　　　l　　| .|
　　　　　　　　　　　　　!　ヽ　　　　　 |　 ノ　　　 j　　'　|
　　　　　　　　　　　　　{　|　　　　　}　|　　　　　 l　　　 |
　　　　　　　　　　　　　ヽ |　　　　 i　 |　＼　 　 l　 　 /|
　　　　　　　　　　　　　　{ |　　 　 l 　 |　　　　　|　　 / |
　　　　　　　　　　　　　　l　!　 　 　 　 | 　 　 　 l　　/　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　ダディが膝の悪いのも忘れて駆け出す。
　
　
　ｍ ｎ　_∩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ∩_　ｎ ｍ
⊂二⌒　__）　　　　 ./＼＿＿_／ヽ.　　　 　 （　_⌒二⊃
　　　＼　＼　　　 ／..::''''''　　　''''''　＼ 　　　　／ ／
　 　　　＼　＼　　|.:　　（●）,　､（●）､|　　／　／
　　　　　　＼　＼ |.:::: 　 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,| ／　／
　 　　　　　　＼　 |.:::::::　　´ﾄｪｪｪｲ｀ 　|　 ／　　　　　　　 高和はん！
　　　　　　　　　＼＼.:::::　　|,ｒ-ｒ-|　／／
　 　　　　　　　　　＼｀ｰ‐―｀ﾆﾆ´´／
　　　　　　　　　　　/　　　　　　　 /
　
　
　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　　　　　　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　　　　　　　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　旦那さん、
　　　　　　　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　　　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　　　　　 危ない！！
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫が慌てて後を追う。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　高和が駆け寄って、ダディを支える。
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､　　,rｪ--- ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|　'_＿__` 　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　　　 危ない危ない。
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　　　 無理はいけませんぜ、旦那さん。
　　　　　　 ,rﾄ､　　ｰ_ ‐-‐ｧ'　 　/|
　　　　_..／ i| ＼　　　二" 　 ,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　　　　　　　 ﾞ､　　　　　　:::/::::::|::::::
　　　　`ヽ、　 ﾞ､　　　　　./　　.|　 ,-､、
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　＋
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　+
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　+　　　　　 高和はん。
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　ダディは改めてその名を呼び、嬉しそうに高和の両腕をぽんぽんと叩く。
　
　
. 
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　　高和がやる夫に目を留め、笑みを浮かべて力強く頷く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　　　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　　　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　　　　　　　_ゞ;! ｰ- ..,,_　　　 ,,.-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　　　　　　　 　 !ﾍl;| ,.=≡=､｀　,´ｨ,.=≡=､｢ヽ
　　　　　　　　　　　!(,ﾍ!　 　 '"　　|:::.`　　　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　　　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^　　　　ﾑ'′
　　　　　　　　　　　 　 .ﾄ 　 ヽ二二二フ　.,ｲ
　　　　　　　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　　　　　　　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　 　　　／_ノ　　ヽ_＼
　　　　　　　　　　　　　／｡（⌒）　（⌒）｡＼
　　　　　　　　　　　 ／::::::⌒（__人__）⌒::::::＼
　　　　　　　　　　　 |　　　　 ヽr┬-/　　　　 |
　　　　　　　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　 ／
　　　　　　　　　　　 ／　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　やる夫の目が潤みだす。
　
　　　　　　　言葉にせずとも、伝わるものがあった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　ダディが三度その名を呼び、高和をねぎらう。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 | ,:=・=:､　　,:=・=:､,､.|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　高和はん。
　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　ご苦労さんだした。
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　　　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　|
　　　　　　　　　　|:::::::〉.｡（⌒） （⌒）｡　　　　　　　よろしおしたなあ、
　　　　　　　　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　 旦那さん。
　　　　　　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　番頭のいく夫も涙声だった。
　
　
. 
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　　　　　　　　その夜は高和を引き留め、ささやかな夕餉でもてなした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋　　　　　　　　　　　　　　　　ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !∩|.} 　,.--､　　　/ ,.--､f＾|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ｌ（( ﾞ′　　　　　 f:: 　 　 .|l.|
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ.ヽ　　 　 　 　 {:.　　　 ｌﾘ
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)　　 　 　 　 　 　 　 }.iｰi.　　　 　 ^ r' 　 　 .,'
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　 　 　 　 　 　 　 !|　ヽ.　　ヽ￣￣ ７　./
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､ 　 　 　 　 　 　 ／}　　 ＼　　｀二´　 ,ｲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 __/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ー､＿ﾉ
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }　　　　 伊豆をくまなく回ったんですが
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　 南伊豆の天草がピカ一でした。
　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|　　　　　下田の港も近いんで、
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'　　　　　　そこで廻船に積み込んで
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ　　　　　　　大坂まで運んでもらう手筈になってます。
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　　 ほほう。
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<　　　　 大川の川尻で上荷船に積み替えて
　 　 !∩|.} 　,.--､　　　/ ,.--､f＾|
　　　ｌ（( ﾞ′　　　　　 f:: 　 　 .|l.|　　　　　前島浜まで運びます。
.　 　 ヽ.ヽ　　 　 　 　 {:.　　　 ｌﾘ
.　　　 }.iｰi.　　　 　 ^ r' 　 　 .,'　　　　　　こっちの便も手配できました。
　　 　 !|　ヽ.　　ヽ￣￣ ７　./
.　　 ／}　　 ＼　　｀二´　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　　　|::::::（ （ ●）　（●）|
　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　　　　　　 さすが高和はん。
　　　　 　|　　　　｀-=ﾆ=-　 |
　　　　　 ＼ 　　 　`ー'´ ／　　　　　　　ぬかりおまへんな。
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
. 
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.　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 　 `ｰ､
　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }　　　　 あと、こいつは新しい工夫なんですが、
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　 　 !∩|.}. '"旬ﾞ`　　 ./''旬 ` f＾|　　　　 伊豆で予め天草を乾かしとくことにしました。
　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣　 |l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　こうすりゃ天草のかさも減るし、
.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /　　　　　　 船賃も抑えられます。
.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　/i 　 |!　　i　　　　　 :;::;:::::::ﾄ､ ヽｰ-
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　　　 何と……
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは舌を巻いた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|　　　　　　とはいえ、
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ　　　　　　ある程度は値段のほう、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ　　　　　　上げさせてもらわなきゃなりません。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|　　　　　　　 どうかご勘弁を。
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　　何の何の。
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　 その分、質のええ寒天が出来るんやったら、
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　何の問題もあらしまへん。
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　　 あとは売り手、私らの問題や。
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　さあさ、堅い話は終いや。
　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　 高和はん、呑んでおくれやす！
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　＿＿＿
　　　　　　　／ ⌒　　⌒＼
　　　　　 ／　（⌒）　 （⌒）＼
　　　　／ 　 ///（__人__）///＼
　　 　 |　　 u. 　 `Y⌒y'´　　　 |
　 　 　 ＼ 　 　 　 ﾞー ′　　,／　　　　　　ささ、高和はん、
　　　 　 /⌒ヽ　 　ー‐ 　 　ｨヽ
　 　 　 / rｰ'ゝ　　　　　　　〆ヽ　　　　　　まずは一杯。
　　　　/,ﾉヾ　,>　　　　　　ヾ_ノ,|
　　　　|　ヽ〆　　　　　　　　|´　|
　
　
　　　　　　　やる夫が銚子を取り、高和に酒を勧める。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ　　　　　 いや、旦那さん。
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ　　　　　その前に、一言だけ、
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　　言わせて下さい。
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　　　　　　高和が居住まいを正して、ダディに向きなおる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　,.ィ'"￣;.;.`ヽ、
　　　　　　　　　/;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;ﾍ
　　　　　　 　 ,ｲ;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.;.｢￣ `' ｰ-.､.
　　　　　　　/　ﾙ,;.;.;.,.r‐--､;.;r､;.:L_　　　　　 ヽ、
　　　　　 　 |　 Ｌ_~ﾘ'、 __,.､ l;llﾍ!;f'　 ,　　　　　　',
　　　　　　 ∧　ヾ=,!´ー≡″Ｌ/　　 !　　 　 　 　 '、
　　　　　　,'　　　 ヽl 　 __　j /ﾍ　　 i!　　 　 　　,　 ',
　　　　　 ,'　　　　 i!`く-‐' ,イ　　 ,./i l　　 　 　/　　 ',
　　　　　i　　!　　　iﾍ　￣ヾ レ'"´　　l`ｰ　　　　ﾄ､ 　 i　　　　　　　　旦那さん、
　　　　　!　 l　　　 l　｀ヽ、　',､　　　　l　　　　　 l　ヾ　l
　　　　　!　 ヽ　　/　　　　￣ﾍ＼＿__!　　　　　 l　　　l　　　　　　　　用立てて頂いた銀二貫のお陰で、
　　　 　,'　　　_,./　　　　　　　 `>-､_｣　　　 l　　l　　　lヽ
　　　　i　/　　/　　　　　　 ,,. ''´　　ヽ!　　　l　　l　　　　 i　　　　　　 この冬もまた寒天を作らせてもらえます。
　　　　!　 　　 ',　　　　 ,. '´　　　　　 i!　　 l　　!　　　　　l
　　 　 ! l　　　 l　　　／;, .　　　　　　 l　　　　 l　　　　　l l⌒ヽ.　　　 本当に、本当にありがとうございました。
　　 　 l l　　　 !　　/;, ,　. ,　　　　　 / 　 　 i　!　　　　　l !　　 l
　　　　l l 　 　! 　/;:. ;:. 　　　　　　 /　　　　 /　　　　　 /　　ノ
　　　　l　　　 l　/;,. .　　　　　　　 /　 　 　 /　　　　　　l ﾑ/´
　　　　',　　　l /　　　　　　　　 ,ｨ′　/　 /; .;, .　　　　//
　　　　 !=-　 !|　　　　　_　_,.／/　　/　 /; ..; .　　　　//
　　　　/　　　ﾍヾ､　　　,.　'　 / 　 　 ／;. ,　 .　　　 //
　　　 /　　　　､'､`ー─'_,. -'´　　 ／;. , ;;. .　　　 ／/
　 　 //! i^! !i　ト-,.ィ´7　　　　　/|　　　　　　 ／,ノ′
　　　U ! l l l ', l　 }イ/ / /　,.-'´　ヾヽ　　　 /／
　　　　 U U　U　　 /ノノ_／　　　　 `ー─'″
　
　
. 
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　　　　　　　　　いく夫が大泣きしながら、高和をねぎらう。
　
　
　　　　　　　　　 _ _＿＿＿＿
　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ
　　　　　　 /::, -─､::::,─‐--､::::::::::ヽ
　　　　. 　 |::/　　　 Y 　 　 　 ＼:::::::ｌ
　　　　　　|/　_,,ノ　　　ヽ､　　　 |::::::|
　　　　　　loﾟ(（ο）)　(（ο）)ﾟo　.|:::::|　　　　　ほんまに……ほんまに、
　 　 　 　 (⌒　 　 　 　 　 ⌒ 　〈::::::l
　　　　　　 l　（_＿人 ＿__ ） 　 　@）　　　　　よう気張らはりましたな、高和はん。
　　　　　　 |　　|　r┬─‐|　　 　　||
　　　　　　 |　　｀　⌒　 ´　　　 　 ||
　　　　. 　 丶　　　　　　　　 　　 /
　　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　 ﾉ､
　　　　　　／　　　　　　　　　　　　＼
　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　＼
　
　
　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　. 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|
　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|
　　　　. 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|　　　　　　　 ……いく夫、
　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　お前はん、えらい涙もろうなったな。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　その後は、男四人の宴となった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋　　　　　　　　　　　　　　　　ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　　　　　　　 !∩|.} 　,.--､　　　/ ,.--､f＾|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ｌ（( ﾞ′　　　　　 f:: 　 　 .|l.|
　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ.ヽ　　 　 　 　 {:.　　　 ｌﾘ
　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)　　 　 　 　 　 　 　 }.iｰi.　　　 　 ^ r' 　 　 .,'
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（　　　 　 　 　 　 　 　 !|　ヽ.　　ヽ￣￣ ７　./
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､ 　 　 　 　 　 　 ／}　　 ＼　　｀二´　 ,ｲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 __/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／⌒　　⌒＼
　　　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ／　（⌒）　（⌒）＼
　　　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　 ::⌒（__人__）⌒::: ＼
　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |　 　 　　　|::::::|　　　,---、
　　　　　 |　　　　　|r┬-|　 |　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ 　 　 　 `ｰ'　　　しＥ　|
　　　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　　 　　　 l､Ｅ ﾉ
　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　 ｜　|
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 （　　 丶- 、　　　　　　 ヽ_／
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　　　　　　　　　　　　　　　　　 `ー､＿ﾉ
　
　
　　　　　　　ダディも、いく夫も、高和も、そしてやる夫も、心ゆくまで呑んだ。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌朝。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

. 
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　　やる夫は、井川屋に泊まった高和を送るために、並んで天神橋を歩く。
　
　
　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　 　 !∩|.} 　,.--､　　　/ ,.--､f＾|　　　　　 この前も、
　　　ｌ（( ﾞ′　　　　　 f:: 　 　 .|l.|
.　 　 ヽ.ヽ　　 　 　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　 こうやってお前に送ってもらったけなあ。
.　　　 }.iｰi.　　　 　 ^ r' 　 　 .,'
　　 　 !|　ヽ.　　ヽ￣￣ ７　./
.　　 ／}　　 ＼　　｀二´　 ,ｲ
　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　 　　　／⌒　　⌒＼
　　　　　／ ,,,⌒　　　⌒,,,＼
　　　 ／:::::: 　 （__人__）　::::: ＼
　　　 |　　 　 　 |r┬-|　 　　　|　　　　　　 へえ。
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´　　 　／
　　　 ／　　　　　　 　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 ,.　-‐-─--　、
　　.　 　 　 ／ 　 　 　 　 　 　 `ｰ､
　　　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　　 .{. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　 　 !∩|.}. '"旬ﾞ`　　 ./''旬 ` f＾|　　　　　　　　そういや、やる夫よ、
　　　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣　 |l.|
　　　 　 .ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ　　　　　　　　 例の羊羹のほうはどうなった？
　　　　　 .}.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ_ ‐-‐ｧ'　 /　　　　　　　　　　うまくいったのか？
　　　　 .／}　　 ＼　　　二"　 ,ｲ
　　　__/　∥　 .　　ヽ､＿ __／:::|＼
　　　/i 　 |!　　i　　　　　 :;::;:::::::ﾄ､ ヽｰ-
　　　│　.|　 i　l　　　　 ノ ,'　 　 :ｉ　 i
　
　
　　　　　　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　　　　　　／ 　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　　　　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　　　 あきまへん……
　　　　　　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　　　　　　.＼　“　　／＿＿|　 |
　　　　　　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は目を伏せる。
　
　
. 
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　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.　　　　　　　　　この四年、
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 ／　ノ　　　　ヽ､_　　　　　＼　　　　　　いろんな菓子店の餡を手に入れてもろて、
　 　 　 　 /　( ー )　　　( ー ) 　 　Ｕ　 ｀､
　　 　 　/´　　　　　　　　　　　　　　　　　 ',　　　　何遍も試みたんだすが、
　　 　 　i　　 （　　人　　　）　 　 　 　 Ｕ 　 ',
　　　 　 !　　　~''''´⌒´''''´　　　　　 　 　 　 |　　　 どないしても餡と寒天が
　　　　　＼　 　 　　　　　　　 　 Ｕ 　 　 　 ,.'
　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　上手い事混じり合うてくれまへんのや。
　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
　
　
　　　　　　　 〃　　 　 　 　 　 　 　 　 i,
　　　　　　　r' 　 ｨ=ゝー-､-、､r=‐ヮｫ.〈
　　　　　 　 !　　:l　　　　　　,ﾘ|}　　　 |. }
　　　　.　　 {. 　 |　 　 　 　 　 ′　 　 | }
　　　　　 　 ﾚ-､{∠ﾆ'＝=ｧ 　 ､=＝ﾆゞ<
　　　　　 　 !∩|.}. '__＿ﾞ`　　 ./'_＿` f＾|
　　　　　　　ｌ（( ﾞ′｀￣'"　　 f::`￣'　|l.|　　　　　　　なるほど。
　　　　.　 　 ヽ.ヽ　　　　　 　 {:.　　　 ｌﾘ
　　　　.　　　 }.iｰi　　 　 　 ^ r'　　　 ,'
　　　　　　 　 !|　ヽ.　　 ｰ=＝=- 　 /
　　　　.　　 ／}　　 ＼　 　 ｰ‐ 　 ,ｲ
　　　　　__/　∥　 .　　ヽ､＿!__／:::|＼
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　 やる夫、お前、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　自分で餡を作ったことはあるのか？
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
　 　 　 　 　 　＿＿＿
　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　 餡、だすか？
　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　 　　 ＼　u.｀ ⌒´ 　 　　　　／　　　　　　　 いえ、それはおまへんが……
　　　　ノ　　　　　　 　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼　　　　　　 菓子職人やないし、
　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　 どないして漉し餡を作るもんなんか、
　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、　　　 見当もつきまへん。
　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;! '~　 "~ `i||i" 　''　`ﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　　ヽ`　　　u　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;!,-;;;;;;;"ﾌﾉ　　ヾ`;;;ヽ ､ﾐ;ﾘ　　　　　まあ、
　　　 　 !ﾍl;|.,,_==-､く｀　,>ﾞ-== 、｢ヽ
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|ﾐ.'￣" ,　ﾄﾞﾘ　　　　　素人に作れるようなもんじゃ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!ﾐ　　　　,ﾚｿ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′　　　　 ないんだろうがな。
.　　　　　　　ﾄ､　　　､,.-‐ ､,,　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　'　ニ　　　ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　( 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　　 　 ノ :.:i|　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::::!:::＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　高和も思案顔で応える。
　
　
. 
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　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! _,,..-''"　　　"''‐-..,,_ ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ､＿＿,　　.､＿＿,　 ｢ヽ　　　　　 俺もただの寒天職人だ。
　　　　　!(,ﾍ!　￣￣´　 |:::￣￣　 ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　菓子の事、ましてや餡の事なんざ
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　 　 　 ,rl､　 　 ,.-‐‐-､　　 /|　　　　　　　　皆目見当がつかん。
　　　　_..／ i| ＼ 　{:::::::::::::} 　,ｲ.:ﾄ､
　　　 ／　　i|　ﾞ､＼.｀ ￣ ´.／ﾘ.::!:::＼､＿
　　　　　　　ﾞ!　 ﾞ､　`ｰ─''ﾞ:::;:'::::|::::::::::＼
　
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ　　　　　　 だが、そこまで同じ失敗を繰り返すってのは、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　根本に何か、はっきりした原因があるんだと思うぞ。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　
. 
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　　　　 　　　＿＿＿_
　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　 ／　　　　 　 　　＼
　　　／ 　　　　　　　　　　＼　　　　 高和はんのおっしゃる通りだす。
　　　|　 　　　＼　　 ,＿　　 |
　　　/　　ｕ　 ∩ノ ⊃―）／　　　　　けんど、その原因、ちゅうのが
　　　(　 ＼　／ ＿ノ　|　 |
　　　.＼　“　　／＿＿|　 |　　　　　　どないしてもわかりまへんのや。
　　　　　＼ ／＿＿＿ ／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高和がやる夫に語りかける。
　
　
　　　　　　　　　　_,,..-―――――‐-..,,_
　　　　　　 ,,..-''":::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　 　 ／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　/::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　.,'::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::',
　 　 .i::::::::::::::::::::::,.-‐''"￣￣￣ヾ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::',
　 　 .ヽ::::/''"ｱﾉﾘ　　　　　　　　 l:::::::::::::::::::::::::::::::::::::i　　　　　　　　なあ、やる夫。
　　　　ヾ|　　 ﾉﾘ　 　,,..-'"二ニ= ｀ヽ:::::::::γヽ::::::::::::|
　　　　　|　　　　　 r',..-''"　 　 　 　 ヽ:::::::| r､|::::::::::::l　　　　　　　 一里の道を一歩で行くことは出来やしない。
　　　　　|_,,.=＝､　　 　 _,,..-'' 　 　 　 .',::::::|､　|:::::::::::|
　　　　　.ヽ 'T・j i　　　‐- 　 　 　 　 　 ',::::|ヽｲ:::::::::,'　　　　　　　　けど、一歩一歩、弛まずに歩き続けたら
　　　　　　.i　￣ |　　　　　　　　　 　 　 .',::| ﾉ |::::::::i
　　　　　　 l.　　 l　　　　　　　　　　　 　 |ﾉ .-'｀ヽ::::|　　　　　　　　必ず一里先に辿り着くことが出来る。
　　　　　　 .',　　ヽ_　_　　　 ,　　　　　　　　l　　　ヾ|＿＿
　　　　　　　.ヽ　　 _,,..-‐''"´　 　 　 　 　 ./　　　　 ',: : :＿　　　　 お前はもう歩き出してる。
　　　　　　　　 ＼　､＿_,,.-'　 　 　 　 ,.-'"　 　 　 　 ',: : : :
　　　　　　　　　　ヽ　　　　　 　 　 ／　　　　　　　 　 ',__: :　　　　 転んだんだったら、立ちあがりゃいいのさ。
　　　　　　　_,,.／: : ヽ l　　　 　 ／　　　　　　　　　 　 i　＼
　　　　　.-'' ／: ,..-'': :｀''―‐''"´　　　./　　　　　　　　　　　　　　　簡単に諦めちゃ、そこでお終いだぞ。
　　　　　 ／-''": : :／ |　　　　　　　 /
　　　　　 .: : :,.-''"/　　　　　　 　　 /　 ＿＿＿
　　　　 　 ／ ￣"''-.､　 　 　 　 ,..-''"´
　　　　　　 　 　 　 　 ヽ　　　／
　
　
. 
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　恐らくそれは、この数ヶ月、高和が自分自身に言い聞かせてきた言葉なのだろう。
　
　
　　　　　　　　.　 　 　 　　　　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｎ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　.,| |ｒ.ｒ.ｒ.、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　l.! 　 　 i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀t　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　 ,'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿__　　　　　　　　　 　 /　　!
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 r´:::::::::::::ヽ　 　 　 　 　 　 / ,'　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 i:::::::::::::::::::::i　　　　　　　r'⌒` ､ !
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(i:::::::::::::::::::::ｿ　　　　　／｀"'‐､　i'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 `;:::::::::::::::::i　 　　_, '"´ ヽ / 　`r'
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ﾄ,"'ﾞ'"''"|_, -ｰ'´ 　 　 i/　, '´
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _　-''´　￣　　｀ 　 　 　 　 '　/
　　　　　　　　　　　　　　 　, -''　　　　　　　　　　　　　　　 　/
　　　　　　　　　　　　　　　i､　　　　　　　　　　　　　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　　　/　ﾍ　　　　　　　　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　　　　　 /　　ﾍ　　　　　　　 　 ／ 　 / 　 {
　　　　　　　　　　　　　 〉　/　ﾍ 　 　 　 　 ／　　　/　 　|
　　　　　　　　　　　 　 /／　　ﾍ　　　　　　　　 　 /　/ 　!
　　　　　　　　　　　 　 〉　　　　|!　　　　　　　 　 /　/ 　 ;
　　　　　　　　　　　　 ゞ‐- ‐'´∧　　　　　　　／　 ,'　　 i
　　　　　　　　.　 　 　 |"''‐‐''´}　',　　　　-‐ '　　　, 　 　 !
　　　　　　　　　　　 　 ゝ--‐ 〈　 ヽ､ __ ,／　／　　 / 　 {
　　　　　　　　　　　　　 i￣ 　 |　 冫　　　　　　　　　　　 i
　　　　　　　　　 　 　 　 l　 　 i　 /　＝=　　 ',　＝=＝　　|
　　　　　　　　　　　　　　|　　,'　 i　　　　　　　', 　 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　一歩一歩、足元を踏みしめて歩き続けろ、と。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡単に諦めるな、と。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　／ 　　-一'　　 　　ﾞー-　　 ＼
　　　　　　　　 　 　 .／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　　　　　　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼
　　　　　　　　　　|　　　　 ヽ_　　 _ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|
　　　　　　　　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|
　　　　　　　　　　 ＼　 　 　 　｀ー ─'＾ー 一'　　　　 　 ／
　　　　　　　　　　　　＼　　　　 　 　ー一　 　 　　　　／
　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　 　 |　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　　　　　　|
　　　　　　　　　　　|　 　 i　　　　　　 　 　 　 　 　 　 i　 　 |
　
　
　
　　　　　　　　　高和の言葉は、乾いた土が雨を吸うように、
　
　　　　　　　　　やる夫の心の隅々にまで沁み込んでいった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　脳裏に、苗村で見た光景が広がる。
　
　
,　'⌒ヽ　　 　　　　(　 　 ⌒ヽ　　　　　　　　 　　 , '⌒ヽ ⌒ヽ　　　　　　　　　　 r ⌒ヽ
　　　 　）　　　　（　　　　　　　）　　　　　　 　　 (　　　　　　　 ⌒ヽ　　　　r ⌒(　　 　 ⌒ヽ
　
　　　　　　　　, -'""'- ､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,.．-'''"~""~"""''''- ､
　　　　　　, -'"::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､　　　　　　　　　　　　　_,..､-''"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;; ;;:;: :::''"'- ､
　　　　, -'"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､　　　　　　_,,.-‐''"::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::'':::::''::.;;'' ;;:;: :::''"'- ､
.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.. ;'"'":;.;'":;. :.
::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;'' ;;:;: :::''::.;;''
,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;i；';.,,,.;
,:,,;;,,:,,;;,,,:,,;;,,:,,,,;;,,,:,,,:,;;,,:,,,;;,,,,:,,,;;,,:,,;;,,:,,;;,,,:,,;;,,:,,,,;;,,,:,,,:,;;,,:,,,;;,,,,:,,,;;,,:,,;;,,:,,;;,,,:,,;;,,:,,,,;;,,,:,,,:,;;,,:,,,;;,,,,:,,,;;,,:,,;;,,:,,;;
'"""'''""""'''""""'''"", -'", -'"""'''"""'"""'''""""'''"""""'"", -'", -'"""'''""""""'''""""""'''""
||||||||||||||||||||||||||||||-'", -'||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||,
||||||||||||||||||||||||-'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'",
||||||||||||||||||-'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"
||||||||||, -'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||, -'", -'"
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　痩せた土地を、黄金の稲穂実る肥沃な土地に生まれ変わらせるまで、
　
　　　　　　　　　　　　どれほどの挫折があっただろう。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ................:::::::::::::::::::::::::::::::::::.............
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　............::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::..............
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ミ　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　 ヽ ＼　　　　　　 　　　 .／＼|／／／／／／＼
　　　　　　　　　　　　.／　＼ ＼　　　.／／／ .|＿__|.／／／／／:::::＼＼
　 　　　　　∧＿∧／　　　　￣　　／∠∠∠∠∠∠∠∠∠／:::::::::::::::::＼＼
　　　　　　（；´Д｀）.　 　 　 i i i 　 ￣|　┌┬┐┌┬┐ 　 |::::::::::::::::::::::::::::|￣
''""~"'''"/　　　 ヽ''"~"＿＿i i i--､　.|　├┼┤├┼┤ 　 |::::::::||||||||||:::::::|
　　　　./|　|　　 | |　　￣￣￣ |:::::|　..|　└┴┘└┴┘ 　 |::::::::||||||||||:::::::|
iiiiiiiiiiiii/　＼ヽ／| |iiiiiiiiiiiiii::..　 ﾉ__ﾉ..||￣||￣||￣||￣||￣||　 |::::::::||||||||||:::::::|
　　　/　　　＼＼| |　　　　　　 　 　||＿||＿||＿||＿||＿||＿|＿_.||||||||||:::::::|
　　 /　/⌒＼ し(メ　　　　.i i i　.　..||￣￣||￣￣||￣￣||￣　||　　||乃三三-_
　／ ／　　　 >　）　＼　　ﾉﾉﾉ
/　/ 　　　　/ ／　 　 .＼＿　　ｻﾞｯｸｻﾞｯｸ
し'　　　　　（＿つ　　　/:::::/::...　　ｻﾞｯｸｻﾞｯｸ
　　　　　　　　　　　　ノ・ ./∴:・:
　　　　　　　　　　　''""~~"''
　
　
　　　　　　　刀を捨てた苗村藩の藩士たちも、その度にきっと、
　
　　　それと似たような言葉をかけ合って互いを励ましたことだろう。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　高和を乗せた三十石船が大川を遡っていく。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|

,,ﾉi|i Lﾉl__,,,,,-ｰ''"~　　～～　　　　～～～～　～　　～～　;;;;～＼` 、 l ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

-ｰ''"~　　　～～　　　　　～～　;;;;;;　　～～　;;;;;;　　～ ､| ～　　　＼　` ､| 日門日|

＿＿＿.○＿＿＿＿＿＿,○＿＿＿＿＿＿,○＿__＼＿ ＿＿,○＿__＼＿＿＿_,○＿_

＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿＿＿＿＿＿|　|＿

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜ ∧＿∧　｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜（　´∀｀） ｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜｜｜｜｜｜|　|｜

＝＝＝＝＿_＝＝＝＝＝＝＝（　　 　）＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ .∧,,∧＝＝

　　　　 ヽ|＿_ノ)　　　　ﾓｫ （（　 人　Ｙ　　　　　　　　　　　　　,ﾊ,,ﾊ　 　 　 　ﾉﾘﾉﾘﾊﾚﾘ

　　 　 　 (‘-‘ ﾊ　　　_)_, ―‐ 、し（＿）　　　　∧,,∧　　　　 （ ﾟωﾟ )　　　　　ﾊﾟーﾟ,ﾉﾘﾊ

　　　　　/(Ｙ　(ヽ＿ /・ ヽ　　　 ￣ヽ　　　　　彡・ー・ﾐ　　　 ノ^　yヽ　　　　　ﾘ( †ﾘとﾘﾊ

　　　　　 ﾉ＿__ゝ　 ｀ ^ヽ　ﾉ.::::::__( ノヽ　　　　と　＠つ　 　　ヽ,,ﾉ==l ﾉ　　　ﾊ/　 '' ヽﾊﾘ

　　　　　　_/ヽ　 　　 　/ヽ￣￣/ヽ　　　　 　　 | 　,O　　　　　/ 　l |.,,　　　ﾘ<ﾉ､ﾉ_,i_,ゝﾊ

　

　

　　　　　　　　　　やる夫は、天神橋の上からそれを見送った。

　

　

. 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼
　 　 　 .／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼
　　　|　　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|　　　 （そうや、高和はんの言う通りや）
　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|
　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／　　　 （転んだんやったら、立ちあがったらええ）
　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／
　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　（もう一遍、いや何遍でも、立ちあがってやったる！）
　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|
　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿|＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[|[||　　次章へと続く…　 　 >
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￣￣￣￣￣￣￣￣￣|／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最終章
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銀二貫
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　　　　　　　　　　　　水銀燈の葬儀から七日後。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
　
　
. 
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　　　その日の夕刻、翠星石のところに詰めていた鈴三屋のご寮さんが、井川屋へ顔を出した。
　
　
　　　　　　　　　　_,...-‐:::::::￣:::::::ｰ-..、
　　 　 　 　 　 ／::::::::::::_;:. -一ー- ､::::｀ヽ､
　　　　　 ,..-::':::::::::::;／　　　_,.......-‐-..ヽ::ヽ:ヽ、
　　　　,.:':::::::::;:::/::::'　 ,..-:'::´::::::::::::::::::::ヽ:ヽ::ヽ:ヽ
　　　 /::::::::::::l:;'::::::|／:|:::ｌ:::::';:::::::::::::::::::::::ヽ:ヽ::ﾍ::ﾍ
:　　 /::::::::;:.-ｄ:::::::|:::::::|::::';::::::':;:::::::::::::ヽ::::;;ゝﾍ:::ﾍ::ﾊ
　　 ::::::ｒ'´　/'|:::::::|::::::ﾊ:::::ﾄ､:::::ヽ､:::::::::rく::::::l:::|:::::l::ﾊ
　　 ::::::ヽ,ノ,　|:::::::|::‐ト-､:｣_ ヽ､::＼ｰ/:::_ヽ:::Ｎ';::::|::::l　　　　　ほんまにねえ、
　　 :::::::/ ./7r|::::::::ﾄ:::| 　 ヽ､｀ヽ｀¨ｰ　　,.-‐｀|::|::::|l:::|
　　 ::::/　/,'｜|:::::::::lヾ　,..-‐-､　　　　、　　　|::l:::;'||::|　　　　　一時はどないなるんやろと思いましたで。
　　 ::ヽ_/::l　rﾍ::::::::::l　′　　　　　　　　　 　 |::lｲ::||::|
　　 :::::|::::::｀‐!　l:::､:::::',　　　　 ､... -‐　￣! 　 ,!::||::| l:|　　　　　けど、ようやっと昨日あたりから
　　 ｌ::::|::::::::l:::ヽ｣;:::';:::::'.,　　 　 ヽﾆ　　 ノ　 ,i':::;',:/　′
.　　 l::::|､::::::l:::::::::ﾄ:::lヽ:::ヽ　　　　　￣　　,.:'/!:〃　　　　　　　 夜もよう眠ってくれはるようになりました。
　　　ゝH::::::::';::::::::l:ヽ',_ヽ::ヽ_ｰ-　､...__ ／:::ｌ l/
.　　　 ':;lヽ::::::ヽ::::::l:::l.＼｀ -＼￣二ニ二ニ＝ュ_
　 　 　 ｀,.ゝ::::::',ヽ::',ヾ＿,...r'＾｀　　　　　　　　　　＾¨ヽ､
　　　 r‐'　 /ヽ:::', ｀ヽ､ｒ'　　　　　　　　　　　　　　　　（
　　　 ヽ､ノ　　 ｀7ー'´　　　　　　　　　　__.........__　　　{
　　　　　｀ー-‐'¨　　　　　　　　 _,.r-‐'´　　　　　｀ヽ._r
　　　　　　　　　　　　　　　　／,r'　　　　　　　　　　 ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　ご寮さんには
　　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　えらい済んませなんだなあ。
　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　無理なお願いをしてしもて。
　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　,. : ´:::::::::::::::::::::::::＞､
　　　　　　　　　　　／::＞'´-====ﾄ､＼:::＿::＼
.　　　　　　 　 　 , '::/＜:::::::＼::::::ﾍ:::::::::ﾍ　　 ７ﾍ　　　　　　　　　いいええ。
　　　　 　 　 　 /: /:::/{:::i::::::::::＼::::∨::::::∧　｛::::::',
　　　　　　　　/ '/:::::i　Vﾑ、:::::::::ﾍ::::ﾄ､::::::∧　∨:::i　　　　　　　　初七日も済みましたし、
　 　 　 　 　 /:7:i:::::::i-‐ ､:',　ー=::_ﾑ:} V:!:::ハ ', ｝:::i
　　　　　　　i::|:::|:!:::::|　　　＼　　 r＝ミ 'i::::::::|Y´::::∧　　　　　　　きらきーちゃんも
　　　　　　 _!:.|ﾍ:ﾑ、:i　r=ﾐ　　　 　 　 　 |:::::::| }::::::::ハ
　　　　　　( ＼::!:＼ヾ､　　　'　 　 ,　　　 |:::::::|'i:::::::::::l::i　　　　　　だいぶしっかりしてきはったんで
　　　　　　 ﾄ､ ∨:::::::|八　　　 ‐　　　　　i:::::::j:i::::::::::::i::i
　　　　　　 |i」　lr 、::i::::x> .　　　　　　. ｲ::://::|:::::::|::::|:|　　　　　　引き上げては来たんだすが、
　　　　 　 r' - ､ﾍ　YⅥ. . ＼＞ - ＜　,'::/}'＼{-┐::/ﾘ
.　　　　　Y =ﾐ　ﾍj　|',.＼. . ..∧'′ 　 ﾑｲｔ. .',. . . .|ﾚ_　　　　　　　まあ、これからも折を見て
　　　 　 八ー-'´i　 |ヾ.ヽ. . .､.∧__　　　　 Ⅵ. . . ｊ. . T
.　　　　 　 入　　　人. .i. ∨∧.∧　ヽ　r ￣}i. . /. ../. }＼　　　　 覗いてみるつもりだす。
　　　　　　{　　ー'　　}. .|. .ﾍ. .ﾍ..∧__　　 _,. i. ./. ../. /:::::∧
.　　　　 ／ ＼　　　ｲ. . .|. . ..＼.＼.',　￣　｜.' . ./／:::::::::::∧
　　　／　　 　｀ヽ　/. . . |.i . . . .＼.∧　　　 !. . ./. .V:::::::::::::::ﾘ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　そう言って、ご寮さんは立ちあがる。
　
　
. 
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　　　　　それを見て、いく夫がやる夫を呼ばわる。
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|　　　　　　 やる夫、
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　 |　　　|r┬-|　　 |　　　　　　　 ご寮さんを鈴三屋はんまで
　 　　＼　　`ー'´　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.　　　　　　　お送りしぃ。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　＿＿＿＿
　　　　／　　⌒　　＾＼
　　 ／　　（ ●） 　（●）
　／　　::::::⌒（＿人__）⌒ヽ
　|　　　　　　　|r┬-|　　　|　　　　　　へえ！
　＼ 　　 　 　　`ー'´　 ／
　／　　　 　 　 　 　 　 ＼
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　大川端をやる夫と並んで歩きながら、鈴三屋のご寮さんは怒りを抑えた声で言った。
　
　
　　　　　　　 ／ : : ; : : /_.．-───-　._: :＼
.　　　　　 ／ : ; : :/: : /´　＿＿＿＿＿＿＼: ヽ
　　　　　/: : _/: :/: : 厶 '´: : : : : : : : : : : : : :｀ヽ: ﾍ
　　　　 /:／ ,.'７: : :/: : : :|: : : : : : : : : : : : : : : : ﾍ: ',
　　　　/'　, '/ i: : : :|: : : ∧ : : : : : : : : |: : : |: : : : i: |
. 　 　 ハ厶i.　|: : : :|: :.|:.l　',: : | : : : : : |: : : レ': : :|: |　　　　　　やる夫さん、
　　　 |:.７ /トr|: : : :∟」_|　 ＼|＼ : : : | x'´ﾊ: : : ;' ﾊ
　　　 |:.' /: | r{ : : : |: ∧｢｀ヽ､.___,.＼: ｲ__V_,|: :rｆ:/| |　　　　　 なんできらきーちゃんを
　　　 |:| |: :.| | |: : : :Ｎ　'Tに叮　　　 ヾ ｈィ}r〈 { 'j.ﾄ'|
　　　 |:ヽ: :.| |､|: : : :|　　 ゞ-‐’　　　 　 ￣´l　| | l': :!　　　　　 訪ねてあげはらへんの？
　　　 l: : : └ : ﾍ: : :|、　　　　　　 　 '　　　ﾉ　} リ : |
　　　 ∨: : : : : :|ﾍ: :.l ＼　　 　 ｒ─ｬ _.　 '´　　 l: ,l: |
　　　,.、ﾍ＼ : : |　ﾄ: l　　｀　　 ._　 ,ｒ´ 　 　 　 ｲ､ j/
　　,〈　',　',　ヽ: }　| ヽ　　　　 /　｢|　　　 ィ ´|｜|',
　 /　',. ',　',　 V　 |　　　 　 　 　 ム -‐　´ } |｜| |
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼
　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |　　　　　　　　え……
　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／
　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 _-─―─- ､._
　　　　　　　　 ,-"´ 　 　　　 　　 ＼
　　　　　　　　/ 　 　 　 　　　　　 　ヽ　　　　　　 雪華綺晶さんには縁談が……
　 　 　　　　 / 　　　　　　＿／::::::＼_ヽ
　　　　　　　|　　　　　　　　　::::::::::::::　 ヽ　　　　　一人にならはったところへ私が訪ねて行って、
　 　　　　 　l　　u　　　 （　●)::::::::::( ●)
　　　　　　　` ､　　　　　　　 （__人_）　 /　　　　　相手のおひとに雪華綺晶さんが
　　　　　　　　　`ｰ,､_　　　　　　 　　／
　　　　　　　　　／　　`''ｰ─‐─''"´＼　　　　　　変に誤解されたらお気の毒だす。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿ ___
　　　　　　　　　 　 　 ィi〔:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.:.`:...、
　　　　　　　　　　／:.:.:.:.:.:.:.∠二二二　､:.:.:..
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　聞き終わるや否や、やる夫は土を蹴立てて走り出した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　手を合わせて、やる夫に願った翠星石。
　
　
. 
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　　　　 　 　 ./:::;:::::l:::l::|:|::l::/:/ //::::/ l:|:l:::::!::!::{!　　 !:::l:|
　　　　　　　 l::l::l:::::|:十ナl:＜.#/::∠_ 」ﾄﾄ､:l::l:::{!　　 !:::l:|
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　　　　　　　　　　声を絞って、やる夫に語りかけようとした翠星石。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
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　　　　　　　　　/　＼　　＼. ／　（ ○）}liil{（○）
　　　　　　　　_/　/　ヽ 　 ／　　　　　（__人__） ＼
　　　　　　　〈__／ 　.　|　 |　　　　 ヽ　|!!il|!|!l|　/　|
　　　　　　　　　　　　/　　.＼ 　　　　i⌒ｪｪ| 　　/
　　　　　　　　　　　./　　 ／ ⌒ヽ, ＿.ヽ　 .＼／
　　　　　　 ._＿　　 r　 ／　 　　　|／ｰ､＼ 　 ＼
　　　　　　."ヽ |　　i,　　　　　 　 ﾉ　　　.＼＾　　　i　　　（嬢さん……嬢さん！）
　　　　　　　 .| ヽ./ ヽ､_../　　　/　 　　 .　 ヽ､__ノ
　　　　　　　 .i　/　　／/　　.／
　　　　　　　 .ヽ､_.／ ./　 ／
　　　　　　　　　　　 ./ ／
　　　　　　　　　　.ノ.＾/
　　　　　　　　　　|_／
　
　
　　　　　　　　　　　やる夫の胸の中に、翠星石が溢れた。
　
　
. 
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　　　順慶町まで駆け通し、躊躇することなく店に飛び込んだ。
　
　
　　　　 |┃　 　 ガラッ　　 　 ＿＿＿_
　　　　 |┃　三　　　　　　 ／u　　　　＼
　　　　 |┃　　　　 　 　 ／　 ＼,　､／　 ＼
　　　　 |┃　　　　 　 ／ 　（ ●）　 （● ）　＼
　　　　 |┃　三 　 　 |　　'"　（__人__）"'　u　 |
　　　　 |┃　　　　 　 ＼　 　　` ⌒ ´ 　 　 ／
　　　　 |┃　　　 　 　 ／ゝ　 　 "`　　 ィ　｀ヽ.　　　　　　嬢さん！
　　　　 |┃　三 　 ／　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　,⊆ﾆ´⌒￣￣"　　y　　　　　　　　　　 r､　 ヽ
　　　⊂二、 ,ノ──-‐'´|　 　 　 　 　 　 　 | l"　 |
　　　　 |┠ '　　　　　　　|　 　 　 　 　 　 　 l/'⌒ヾ
　　　　 |┃三 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 　 　 |ヾ___ｿ
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　　　　　　翠星石がひとり、泣き腫らした目をして座っていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 _＿＿_
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が驚いて目を見開く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　やる夫はその愛しい人を掻き抱く。
　
　　　走り通したためだけではない、愛しさで心の臓が張り裂けそうだった。
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　　　　　　壊れてしまうのではないか、と思うほどに強く抱き締める。
　
　華奢な翠星石の身体は、しかしやる夫の抱擁に耐えて柔らかく息づいている。
　
　
. 
　

238   ◆8epcM/V4rs 2014/06/03(火) 22:15:52 ID:oRapWzpo0
　
　
　　　　　　やる夫は、翠星石の肩に顔を埋めて呻くように言う。
　
　
　　 　 　 　 　 　 _..．-――― - ､
　　　　　　　　／　　　　　 　 　 　 ＼
　　　　　　 ／ ヽ、　　　,／　　　　　 ＼
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　　　　　　 >　　 　　　　　　　　　　 　 ／
　　　 　 ／　　　　　　　 - 一…　 ¨￣＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は身を震わせて泣いている。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その唇がかすかに動く。
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　　　　　やる夫は自分の掌で、翠星石の火傷の顔を包んだ。
　
　
　　 　　　　　　　 ,,．: ''''""~""'''‐．.
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　＼
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　　　 　 !　　　｀ﾞ'´⌒｀ﾞ'''''´,　　　　　 　 　 　 |　　　 愛しいて愛しいて…
　　　　　＼　　　 　 　　　　　 　 　 　 　 　 ,.'
　　　　　　 >　　　　　　　　　　　　　　 　 ／
　　　 　 ／　　　　　　　-----‐‐‐'''"~　　＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石の双眸を新たな涙が溢れる。
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　　 　　 ｛　l 　 　 　 ヽ′ヽ#####.#.#.#.#　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 _　- '´::::::::::::::::::::::::::
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 _,.⊥_-─‐-　､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,. イ7　　　 ｀ x ‐- ､ ｀丶､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　-──-､ ´ヾ　　　｀ヽ､　｀ヽ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／´　　　　　　　ゝ｀､ ､　　､, ヽ　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 , ／　　,　　　　　　　 l　　 ゝ､ ´`　ﾊ 　 　 ＼
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .　 　 　　　　 ／/　　／　　　,.ｨ／ 　　 !　　 ､ { 　　　ﾊ　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､ 　 / /　／/　／ ィ／ 从.　　 |　　 |　{　　　　}　 　 　　 >
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 __　 ､　　ヽ､.__'_ ｲ__ '-=チ' / ,人.ハ　 　|　　 ! | {　 ※　}　 r‐ ' ´　　　　放さんといて！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀ヽ｀ヽ、　l　ｲ //､_- '´/／ / |｀ ト､　l　l　l　! { 　　　 }ノ|‐┐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　ヽ |/ | lｲx､ __,.##　.'　 ﾄ ､ﾘ l｀ ﾄ ! .|　| | 　　　 !γ .ﾉ　　　　　 私を、放さんといて！
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ‐- ニ_ ､ヽ ﾊ　 l/.l.####.,　 　　z､_　｀ | ﾊﾘ /ノ| l|　　　/ ,ゝ' ﾉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｀ 丶､l‐┘{.##.#. '　　　　　｀^'F-Fイ/ ノリ　　 /,.（, イﾉ
　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ､　｀ヽ.ﾍ.#　ゝ､ _　　　　　｀ ´ ノ　イ/ 　　/ゞ=ﾆチ
　　　　放さしまへん、 　 　 　 　 ;　 へ　',　　l　｀ヽ. {f'´　ヽ　　　　 ´ ,. ケ/　　 / 　 　 |
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　　　　　　　　　　　　　　その頃、井川屋。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　　　　　　いく夫が、店を出たり入ったりして、表を覗いている。
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|　　　　　　やる夫、えらい遅おますなあ。
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |　　　　　　鈴三屋のご寮さんを送りに行っただけやのに、
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.　　　　　 一体なんぼほどかかりますのや。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　まあええやないか。
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　商いもひと段落したことやし。
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　　　 案外、鈴三屋のご寮さんに
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　　焚き付けられたんと違うか？
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::/　ノ　　 ―　|
　　　|:::::::〉 （ ●） （●）|
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　 |r┬-|　 |　　　　　　　　焚き付ける？
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　 ああ、
　　　 |　　　|r┬-|　　 |
　 　　＼　　`ー'´　 ／　　　　　　　 翠家の嬢さんのことだすな。
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　　ほう、
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　　 今日は勘が冴えてるやないか。
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　 　　 　＿＿＿＿＿
　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　 そらもう、
　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　 あの二人見てたらはがいいて、はがいいて。
　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜
　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／　　　　　　わたしもご寮さんと一緒になって
　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､
　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ　　　　 盛大に焚き付けたいくらいでおます。
　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　そら火事やがな……
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月夜の天神橋。

　

　

　　　　　　／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

ﾉ从　(")　 ､| 日門日|ﾉ'､| i | ___,,,..........,,,__li___,,,..........,,,__　　　li ﾚ|i i i| |.|

／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼,,ﾐ 彳ゞ 木　／　,～ ,～～　 ,～～　～～～＼ i ／ﾛﾛﾛﾛﾛﾛ.＼

､| 日門日|`|li|　　i i_,,,-ｰ~~￣ 　　　～～　　　　～～～　 　 ＼､| 日門日|
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　　　　　やる夫と翠星石は並んで天神橋を渡っていた。
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　　　橋の中ほど、手を伸ばせば届きそうなほどに月が近い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は俯いて、小さく呟いた。
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　　　　　　　　やる夫は、月影の浮かぶ大川に目を向ける。
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　　　　　　　翠星石の言う通り、水銀燈は大火の日の惨い出来事を、
　
　　　　　　　　　　　　　既に思い出していたのかもしれない。
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　　　　　　　　　　　　　否、封じ込めてはいたが、そもそも忘れてはいなかったのではないか。
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　だとしたら水銀燈は、翠星石に雪華綺晶の身代わりとしての人生を歩ませたことを悔いていたのではないか。
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　　　　　　二人は寄り添って、大川の川面を眺める。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　 ＿ ＿ 　 ｜　　　　 　 |
　　 　 　 　 　 　 　 　 ／　ヽヽ: : ヽ ＼　＿＿,∠
　　　　　　　　　　　　　i＞―! |: :,ィ ／　‐´‐ 　 ‐`-､
　　　　　　　　　　　 　 |: : : : ヽヽ_ﾉ＿i::::::::::::: i:::::::: f.',
　　　　　　　　　　　 _ﾉ:!: : : : : :ヽヽ::::::ヽ ::::::::: !::::::: |:::|
　　　　　 　 　 　 　 |:ノ: : |: : : : :|_」::::::/　::::::::::::: ::: |::::j
　 　 　 　 　 　 　 ／: : : :.|: : : : : : |￣|:::::::::::::::::::::::::j:ノ
.　　　　　　　　　/: : : : : ハ: : : : : : ヽ::|:::::::.::::::__.-‐ r´
.　　 　 　 　 　 /: : : : ／: :ﾊ:＼: :`ー〈.|　::::::::::::::::::: |
　　　　 　 　　/-―: : : : :/=|ヽ、二二ゝ_______|,______|
.　　 　 　 　 /: : : : : :／/￣|＼: : : : : : ヽ:::: |::::::::|
　　　 　 　 /: : : ￣: :／::::::::|: : : : ￣￣:/ヽ: |::::::|
　　　　 　 ー―＜..´::ゞミ三ヽ: : : : : : :人::ﾊ |::::|
　　　　　　 /ﾐｘ:::jﾉ::::::::::::::::::::::::::￣＞,―´,ﾒ:ヽ::|
　　　　 　 /::::ヾ≧ｘ::::::::::::::::::::::::::::::ゝ::ｘ彡':::::::}:|
.　　 　 　 |:::::::::::`≪≧ｘ､_::::::::::_ｘ≦彡"::::::::::::ヽ
.　　 　 　 |::::::::::::::::::::::¨`≪三彡"¨::::::::::::::::::::::::::}
　　　　　ﾐi:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ﾉ}
　　　　　`ミ≧ｘ:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ｘ彡"
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　　　　　　　　　　　　　　　二人の耳に、水銀燈の声が届いたような気がした。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井川屋の奥座敷。
　
　
　 ||　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ||　|　　　　　　　　 　 　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼
＿||.._|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||.._|＿＿＿＿＿＿＿__.| |　|＿＿____.| | |０　　＼＼
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿_||　|＿＿____.| | l＼.　　　|ｌi､
　 ||　|┌┬┬┬┬┬┐|┌┬┬┬┬┬┐||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| |.|＼.＼､　|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼.＼|||
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |＼＼＼.＼
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 ＼＼＼､
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　　　＼＼`
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　　　　　| | |　 　 　 |li `
　 ||　|├┼┼┼┼┼┤|├┼┼┼┼┼┤||　|　　　　　　　　　　　 | |　|_ 　 ('υ | | |　 　 　 |||'`
　 ||　|└┴┴┴┴┴┘|└┴┴┴┴┴┘||　|　　　　　　　　　　　 | |　|　 ﾐ)γ´.| | |　 　 　 |||
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　その夜遅く、井川屋へ戻ったやる夫は、主人と番頭を前に畏まった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／＼ 　 ／＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　／（●） 　（●） ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　 　（__人__） 　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　　　｀ ⌒´　　 　　　|
　　　　　　　　　　　　 　　 　＼　　　　 　 　　　　／
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 　　 　 |　　　・　　　　・ 　 　 ）
　　　　　　　　　　　.　　　　　|　　|　 　 　 　　 /　 /
　　　　　　　　　　　　　 　 　 | 　 |　　　　 　 /　 / |
　　　　　　　　　　　　　 　 　 |　　|　　　 　 /　 / 　|
　　　　　　　　　　　　 　 　 (YYYヾ　　Y　(YYYヽ　|
　　　　　　　　　　　　　 　　（_＿＿ノ-'-（'＿＿_）_ﾉ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　 　 　 　 ／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　 　 　 　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　　|::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　 　 　 　 .|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　 　 　 　 　 .（@ ⌒（__人__）⌒ @）
　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／ 　 　 　 　 　 　 　 |　　　|r┬-|　　 |
　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　 　 　 ＼　　`ー'´　 ／
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　 　 ,,......イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　 　 　 　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　 　 .|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
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　　　　ともすれば綻びかける口元を無理に曲げて、ダディが問うた。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／　　　　　　改まって話て、何や、やる夫。
　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ＼　　 ／＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　 へえ。
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
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　　　　　　　　　　　　やる夫が、畳に手をついて頭を下げる。
　
　
　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼　　　　　　　 翠家の嬢さんと、
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼　　　夫婦になるお許しを頂きとうおます。
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　 　 　 　 　 ./.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|　　 　 　 　 　 　 /.::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　 　 　 　 　 　 |::::::::/　_ノ '　ヽ_　|
　　　　　　. 　 |　　 ｀ﾄｪｪｪｲ '　 .::::::|　　　　　 　 　 　 |:::::::〉 （ ≡） （≡）|
　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　 　 　 （@ /// （__人__）///
　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､　　　　　 　 　 　 |　　　　 |r┬-|　 |
　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　 　 　 ＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　　／　　　　　　　＼
　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
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　　　　　　　　　　　　　　　ダディはわざと苦い顔をしてみせる。
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／,,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,,,::::::＼
　　　　　　　. 　 |::（●）,ﾝ < ､（●）､.:|　　　　　 何で私の許しが要るんやいな。
　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　. 　 |　　ｒ､_,ｨｪ､_,ゝ　.:::::::|　　　　　 お前はんら二人とも、もうええ歳やないか。
　　　　　　　　　 ＼ 　 ｀ー'´　　.::::／
　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　ごちゃごちゃ言うてんと、
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　さっさと一緒になんなはれ。
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／＼　　 ／　　 ＼
　　　　　　　 　 ／（● ）　（● ）　　　ヽ　　　　 いえ。
　 　 　 　 　 　 |　⌒（__人__）⌒　 　 　 |
　　　　　　　　　＼ 　 ｀⌒ ´　　　　　／
　　 　 　 　 　 　 /　　　　 　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は首を横に振る。
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　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　 ／ 　 ‐-､　　 　 　,.-‐　　　＼
　　　　　／　　 　., ーヽ　　　,'. ｰ-、 　 　＼
　　 　／ 　　 　 （　● l 　 　l　●　）　　　　＼　　　　　婚礼は、
　　　 | 　 　 　 　 ｀ｰ ノ　　　 ヽ.ｰ '　 　　　　　|
　　　 |　　　　　"⌒（_＿__人_＿__）⌒ﾞ 　 　 　 |　　　　 天満宮への寄進が済んでから、て思てます。
.　　　 ＼　　 　 　 　　|,/⌒'⌒ヽ|　 　　 　　／
　　　　　 ＼　　　　 　 l　　　　　j　　　　 ／
　　　　　　 /　　　　　　`ｰ--‐''´　　　　〈
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　 な、なんやて！？
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　 　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.| 　 　 　 　　━━┓┃┃
　 　 |::::::::/　⌒　　⌒　| 　　　　　　　　　 ┃　　　━━━━━━━━
　　　|:::::::〉 （ ￣） （＿）|　 　　　　　　 　　┃　　　　　　　　　　　　　　　┃┃┃
　 　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　 　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 ┛
　　　 |　　　　 ゝ'ﾟ　　　　　≦　三　ﾟ｡　ﾟ
　 　　＼ 　　　｡≧　　　　　　　三　＝=-
　　　　　　　 -ｧ,　　　　　　　　≧=-　。
　 　 　　　　　 ｲﾚ,､　　　　　　　＞三　　｡ﾟ　･　ﾟ
　　　　　　　 ≦｀Vヾ　　　　　　　ヾ　≧
　　　　　　　 ｡ﾟ　/｡･ｲﾊ ､､　　　　｀ミ　｡ ﾟ　｡ ･
　
　
　　　　　　　　　　　　ダディといく夫が目を剥く。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／／''　 　 ''＼:::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,, u.:::|　　　　　　お前はん、何を言うてんのや！
. 　 |.u　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦu .::::／　　　　　　そないなもん、何年先になるや
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　わからんやないか！
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　 |:::::::〉（ ○）::（ ○）.|
　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 旦那さんの言わはる通りだすで！
　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　　 やる夫、お前はんは女心を知らん！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼
　 　 　 .／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼
　　　|　　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|　　　　　これは嬢さんも承知のことだす。
　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|
　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／　　　　　先ほど、二人で天満宮に参って、
　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／
　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　 そう約束させていただきました。
　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|
　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　|
　
　
. 
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　　　　　ダディが自分の額を叩いて大声を上げる。
　
　
　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　|（○）,　　　､（○）､ :|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
. 　 |.u　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　 あいた！
　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　 天神さんに約束してしもたんか！
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　＿＿＿＿＿
..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　　す、すぐ取り消してきなはれ！
　　　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　　一緒に行ったるさかい！
,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　いく夫はおろおろと立ちあがって呻いている。
　
　
. 
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　 　 　 　 　　　　／ ⌒｀"'⌒｀ヽ、
　 　 　 　 　 　／,,　／￣￣￣￣＼　　　　　　　　　　ほな、私はこれで。
　　　 　 　 　 /,／/::　　　　　　　 　＼
　 　 　 　　　;/⌒'":::..　　 　 　 　 　　 |⌒ヽ　　　　　　失礼します。
　　　　　　　/　　/､:::::... 　 　 　 　 　 /ヽ_　＼
　　　　 _＿（　⌒ー-ｨ⌒ヽ、 　 /⌒`ー'⌒　 ）
　 　 ━━━`ー──ゝィｿﾉー‐ヾy＿ﾉー─"
　
　
　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　　　　　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　　　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　　　　　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　　　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　　　　　　 あ、これ、やる夫！
　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　　　　襖を閉め、廊下を歩く。
　
　
　　　　　　　　　　； ＿＿＿_；
　　　　　　　　　；／　　　 　 ＼；
　　　　　　　 ；／　　 ／　　 ＼＼；
　　　　　　；／ 　 oﾟ(（○）　(（○）ﾟo
　　　　　　；l　 　 　 　 （__人__）　　 |；
　　　　　　；＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／；
　　　　　　；／　　　　 　 　 　 　 ヽ；
　
　
　　やる夫の胸に、込み上げるものがあった。
　
　
. 
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　　　　　幼い日、母を失い、そして父を殺され、ひとりになった。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／ ヽ　　ノ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　●::::::::::● ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 |　⊂⊃　(_,､_,)　⊂|
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ　　　　 ⌒　　ィ’
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　それが今、こんなにも深い情に包まれている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 |::::::::ゝ　＼　　 ／ |
　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 |::::::（ （ ─）　（─）|
　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 （@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ 　　 　 `ー'´／
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|　　　　　　　　　　　　　　　　 :　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　 _ノ 　ヽ､_　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／ 　oﾟ⌒　　　⌒ﾟo　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　　 （__人__）　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　 　 ｀ ⌒´ 　 　 ／
　　　　　 ／￣￣＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /／: : : : : : : : l: : : : : :.＼ 　 ヽ
　　　　／　　 _ノ　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/: : : : : : : : : :l:..:l: : : : : : : :.:ヽ. ∧　 /,.ィ
　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,'/: : : : /: : : :.:l:.l:.l: : : ヽ: : : : : :',＊! /´: :
　　　　.|　　 　　（__人__）　　　　　　　　　　　　　　　　 　 /!: : :.l: :l: : : : ://l:,'､: : : :ヽ: : : : :.!　l/: : :..:
　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,' l: : : l:.:l:＿:／/ / ,ﾑ-､-､:l: : : : :l　l':..: : : :
　　　　.,|　　 　　　　　 }　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　'; : : l:.l:／｀'# / ´　 ` ｀ー!: : : /　l: : : : :
　 　 ／ ヽ　　　　　　 }　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ: :ﾍx=ｭ､.# 　 x=＝ｭ､/: ://　/: : : : :
　　く 　く ヽ　　　　 ノ　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼ﾍ###. ,　　　　　/／/＊/: : : : : :
　 　 ＼　`' 　　　 く　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 l ｀ヽ#.　 r┐　　 '´／! 　 !__: : : : : :
　　　　 ヽ、　 　 　 |　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ! ＊ l.＞.`,　 ,. ＜イ/　 /　`>ｰ､: :
　　　　　 .| 　 　 　 |　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ 　 l: _,.ｨ ｀´ｨ'´ 　 ! 　 l　（:::::::::ヽ:
　
　
. 
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　　やる夫は襖越しに、奥の二人に深々と頭を下げるのだった。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　　　　　　　　　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／
　　　　　　　　　　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　　　　　　　　　　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翌朝。
　
　
　　===================================================;;;|..│
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
==@==@==@==@==@==ｒ─ー─‐-──ー┐@==@==@==@==@==@==
─────────‐| 　井　　川　　屋.│─────────
:: : :|　|;;| :::: :::: :＿＿＿＿｀ー─-─-‐ー─┘＿＿＿＿:::::::::::::: :|　|;;| :
　　|　|;;|　　　::||三三三|￣￣|￣￣|￣￣|￣￣|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三|＿＿|＿_,,ﾉ＿__,ﾉ＿__,,|三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|　　　::||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三三||:　　　　|　|;;|
　　|　|;;|::::　／||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三 ／:: :::::::::::::|　|;;|:::::
|￣￣|￣￣|.　||三三三三||:::::: ::: :: :::::::: :::: ::||三三三||￣|￣￣|￣￣|￣
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|　 　 |　 　 |.　||三三三三||::::: :::::::: :: ::: ::::: ::||三三三||　 |　 　 |　 　 |
|＿＿|＿＿|／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;||＿|＿＿|＿＿|＿
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　やる夫はいつものように店の表を掃き清めていた。
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　 　 ／　　　　　＼　　　　　 _
　　 　 　 ／　　　―　　―＼ 　 　 //
　　 　 ／　　　（● ）　（● ）ヽ 　//
　　 　 | 　 　 　 　（__人__）　l〃ヾ.
　　 　 ＼　 　 　 　 `⌒´　／'んソl
.　　　 　 〃⌒ヽ　 　 '"ィ´ヽ.//|　 |
　　 　 　 l＼　　＼ 　 　 　 // ′ .l
　　　 　 │　＼　⌒￣￣〆⌒,ゝｰ'
　　 　 　 |　　　｀ー──～ソ"
　　　　　 |　 　 　 　 　 // i
　　 　 　 |　　　　　　 //　 |
　　　　　 ＼　 　　 ､// 　 ,!
　　　　 　 　| 　　　//　　/
　　　 　 　　| 　〆ｿﾘ　 ,/
　　 　 　 　 /ノ//ｿﾊ　丿
　　　.　:.　〆彡/ﾉﾘiゝ/　.　｀　,. ..
　　. .. :´,;､;彡ﾘﾝ〆ノｿ ..´..;' . ; ; :　.
　
　
. 
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　　　　　　　　　,ｒｎ　 　 ／￣￣＼
　　　　　　　　r｢l l h. ／　ノ 　ヽ　 ＼
　　　　　　　　|　､. !j |　（ ⌒） （⌒）　|
　　　　　　　　ゝ　.f,　| 　 （__人__）　 |
　　　　　　　　|　　|　 |　　｀ ⌒ ´　 |
　　　　　　 　,｣　　L_　|　　　　　　 |　　　　　　　 おはようさん、
　　　　　　　 ヾー‐'|　 ヽ 　 　　　/
　　　　　　　　|　　　じ_,,ゝ　　　 (,_　　　　　　　　やる夫。
　　　　　　　　＼　　　´ `ー-一´｀ヽ
　　　　　　　　　＼　　　　　　　　 ,　|
　　　　　　　　　　│　　 　 　 　 |　 l
　　　　　　　　　　│　 　　　　　 l_　|
　
　
　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ⌒　　 ⌒＼
　　　　　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ　　　　　 おう、やらない夫か。
　 　 　 　 　 　 l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／　　　　　 おはようさん。
　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
. 
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　　　　　　_,,.. -　､
　　 　 ,.-'　　　 　 ｀' ､.
　　　,r'　　　 　　 ,rfn､ ＼
　 　 ,'　 ,rffn.　　 '"　 　　 ヽ
　　 .i　 '"　　　　　,riiﾆヽ. 　 ',.　　　　　　　聞いたで聞いたで。
　　 {　　,riiﾆヽ　　　 　 _.　 　 ',
　 　!　　　,..　 _,,..　-‐'　_,..r'　 i　　　　　　　昨日、うちの母親に責められて、
　 　',　　 '､., __ ,.. -‐''"ﾞ　 }　　|
　 　 `､　　ヽ　　　　　　　 ! 　 }　　　　　　 嬢さんとこに飛んで行ったそうやないか。
　 　　 '､　　ヽ　　　　 　./　　 !
　　　　　＼　　｀ヽ==＝'ﾞ　 　 ,'　　　　　　　で、どないなったんや？
　　　　　　 ' ､　　　　　　　　/
　　　　　　　　`''‐　　　.　r'　　　　　　　　　思いは遂げたんか？
　　　　　　　　　/　　　 く
　　　　　　　　　|　　　　 ＼
　　　　　　　 　 |　　　　|ヽ、二⌒)
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∩＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈〈〈　ヽ
　　　　　　　　　　 ＿＿＿_.　　　〈⊃　　}
　　　　　　　　　／　　 　 　＼　 　 |　　 |
　　　　　　　 ／　ヽ、　 　_ノ　＼　 !　　 !
　　　　　　／ 　 （●） 　（●） 　 ＼|　　 l　　　　　 な、何やねん、
　　　　　　|　 U //（__人__）///　　 .| 　／
　　　　　　＼　　　　|i||||||i|　　 　 ／／　　　　　　 朝っぱらから！
　　　　　　　/　＿＿｀ ー' 　 　 　 /
　　　　　　　(＿＿＿）　　　　　　/
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　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　|　　 　（ ⌒）（⌒）
　 　 　 　 　 |　　 　　（__人__）　　　　すまんすまん、
　　　　　　　 |　　 　　 ｀ ⌒´ﾉ
　 　 　 　 　 ,|　　 　　　　　 }　　　　　ただの冷やかしや、
　　　　 　 ／ ヽ　　　　　　 }
　　　　　く 　く ヽ　　　　 ノ　　　　　　怒らんといてくれ。
　　　　 　 ＼　`' 　　　 く
　　　　　　　 ヽ、　 　 　 |
　 　 　 　 　 　 | 　 　 　 |
　
　
　　　　　　 　　　 ＿＿＿_
　　　　　　　　／　　 　 　 ＼
　　　　 　　／ 　＿,　 、＿　＼
　　　　　／ 　（ ―）三（― ）　.＼
　　　　　|　　 ///（__人__）///　　|　　　 ほんまにもう……
　　　　　＼　　　　` ⌒ ´ 　 　／
　　　　　／ゝ　 　 "`　　　　　｀ヽ.
　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　＼
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　　　　　　　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　／　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　　|　　　 （ ●）（●　　　　　　　 と、本題を忘れるとこやった。
　　　　　　　　　|　　　 　 （__人__）
　　　　　　.　　　|　　　　　　　　ﾉ　　　　　　　 昨夜思いついたんやが、
　　　　　　　　　 |　 　 　 ∩ ノ ⊃
　　　　　　　　／ 　 　 .／　＿ノ　　　　　　　　やる夫、お前羊羹のこと、
　　　　　　　 (.　 ＼ ／　.／_ノ │
　　　　　　　　＼　 “　／_＿_|　 |　　　　　　　嬢さんに話してみたらどないや。
　　　　　　.　　　 ＼／ ＿＿＿ /
　
　
　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　 　　　　　　　 ／ 　　―　＼
　　 　 　 　 　 ／ 　　(● )　　ﾍ＼
　　　　　　　　|　　　（⌒ 　 (● ) ｜
　　　　　　 　 ﾍ　　　 ￣｀､__）　　｜　　　　　　嬢さんに？
　　　　 　 　 　 ヽ　　　　 　 　 　 ｜
　　　　　　　　　, へ、　 　 　 ＿／
　 　 　 　 　 　 |　 　 　 　 　 ＾ヽ
　 　 　 　 　 　 |　　　　　　１ 　 |
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　　　　　　　　　　 （⊃￣￣＼
　　　　　　　　　（⊃　　 _ノ　　＼
　　　　　　　　（⊃　　 （ ●）（●）　　　　　　　　　せや。
　　　　　　　　　|　　　　 （__人__）
　　　　　　　　　|　　　　　｀ ⌒´ﾉ　　　　　　　　　 餅は餅屋、て言うやろ。
　　　　　　 　 　 |　　　　　　 　 } ＼
　　　　　　　　 ／ヽ　　　　　　 }　　＼　　　　　　 餡のことやったら、
　　　　　　　／ 　　ヽ､＿＿__ノ　　 　 ）
　　　　　 ／　　　　　　　　.　 　|　＿／　　　　　　団子を商うてる嬢さんの方が
　　　　　|　 　　　　　　　／￣￣（＿)
　　　　　 ＼　　　＼　／|　ＪＪＪ　（　　　　　　　　私らより詳しいんと違うか？
　　　　　　　＼　　／　　 ／⊂＿）
　
　
　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　　　 ／　　 _ノ　 ヽへ＼
　　　　　 　 ／　　　（ ―）　（―） ヽ
　　　　　　 .l　 .u 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　　　 うーん……
　　　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒r'.二ヽ<
　　　　　 　 ／　　　　 　 　ｉ＾Yﾞ r─ ゝ、
　　　　　　/　　　,　　　　　ヽ._Ｈﾞ ｆﾞﾆ、|
　　　　　　{　　　{　　 　 　 　 ＼｀7ｰ┘!
　
　
　以前、翠星石から分けてもらった餡で失敗した事を思い出し、やる夫が黙り込む。
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　　　　　 　／￣￣￣＼
　　　　　／　　　　 　 　 ＼
　　　　 /ﾉ　 ヽ､_　　　　　 ヽ
　　　　（ ●）（ ●）　　 　 　|
　　　　 | {　.!　　)　 　 　 　 |.
　　　　 |. ¨´ ｀¨´　　　　　 l.
　　　.　 |　　　　　　　　　 /.　　　　　　　用事はそれだけや。
　　　　　|　　　　　 　 　 /
　　　　 　＼__　　　 　 （　　　　　　　　　 まあ、考えてみ。
　　　　　　　 _）_ =＝＝＼
　　　　　 　／　 　 　 　 　 ＼
　　　　 　/　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　 |　　　　,　　　　　　　 i
　　　　　 |　　 　 |　　　　　 　 l.|
　　　　 　|　　 　 l　　 　 　 　 | |
　
　
　　　　　　やらない夫は背中を向けて去っていく。
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　　　　　　　　　　　　　 　　　　 ／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　　　 　　／　　 　　 　＼
　　　　　　　　　　　　　 　　　| 　　　 　　 　　|
　　　　　　　　　　　　.　 　　　|　　　　　 　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　 　　 | 　 　 　 _　　　|
　　　　　　　　　　　　.　　 　　 |　 　 (⌒｀､　 .}
　　　　　　　　　　　　.　　　　　ヽ　　 ｀¨＼＼}
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ 　 　 　 ,、ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゝ　 　.<_/ /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜　　　　,r´
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 |
　
　
　　　 　 　　 　　＿＿＿_
　　　 　　 　　／:::　 　 　＼
　　　　　 　／::::::::::　　　　　＼
　　 　　 ／:::::::::: 　　　　　　　 ＼　　　　　おおきに！
　　　　　|:::::::::::::::　　　　　　　　　|
　　　 ／⌒::::::::: 　　　　　⌒ヽ／　　　　　 やらない夫！
　　；/::::::::::::　　　　　　　 　 　 ＼；
　 ；/::::::::::::::　　　　　　 　　　＼　ヽ；
　
　
　　　それだけを伝えに来てくれた気持ちがありがたくて、
　
　　　やる夫はやらない夫の後ろ姿に大声で呼びかけた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　ふと、先日、高和に言われた言葉を思い出す。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! r─-- ､ 　 rｪ----､ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀｀　,ｨ '"世ﾝ　｢ヽ　　　 やる夫、お前、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　自分で餡を作ったことはあるのか？
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
　
　　　　　　　　　　 　 ＿_
　　　　　　　 　 ,.-''";;;;;;;;;;｀`'ヽ､
　　　　　　　／;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;ヽ、
　　　　　　/;;;;､;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;;､
　　　　　 ,!;;;!ﾞ`''～^～ｧrr-'ﾞ`'´''ﾗﾍ;;;!
　　　　　 |;;;|　　　　 　ﾉﾘ　　　　　ﾐ;;;|
　　　　　_ゞ;! ｰ- .,,_ 　 　 ,,..-‐''''　ﾐ;ﾘ
　　　 　 !ﾍl;|. ぐ世!ﾞ｀　 ,´ｨ'"世ﾝ　｢ヽ　　　　　　 そこまで同じ失敗を繰り返すってのは、
　　　　　!(,ﾍ! 　￣'"　　|:::.` ￣　 ,ﾄﾞﾘ
　　　　　ヽﾞ､!　　　　　　!;　　　　 ,ﾚｿ　　　　　　　根本に何か、はっきりした原因があるんだと思うぞ。
　　　　　　 `| 　　 　 ^'='^ 　　　 ﾑ'′
　　　　　　　.ﾄ､. 　 -‐‐ ‐‐-　　/|
　　　　　 　 i| ＼　　 ===　　 ,ｲ.:|
　 　 　 　 ,ｲi|　ﾞ､＼　　; 　 ／ﾘ.:;ﾄ､
　　 　 　 　 　 　 　 `ｰ─''ﾞ
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
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　　　　　　　　　　　　　やる夫の脳裏に閃くものがあった。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　|ヽ／|＿
　　　　　　　　　　　　　　　　.＼　 　/
　　　　　 　＿＿＿　　　　　　 |_＿＞
　　　　　／ヽ、　_ノ＼
　　 　／　（○）　（○）＼　　　　　　　　　　　 （ひょっとしたら、餡を作る工程の中に
　　／　　　（___人__）　　..＼
　　|　　u　　ﾉ　　　ヽ,　　　|　　　　　　　　　　　糸口があるかもしれへん！）
　　.＼　　　（/⌒ﾉ´ﾌ 　 .／
　　 .　.>　　 .￣￣´　　<.
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　　　やる夫は、箒を放り出して、ばたばたと店に駆け込んだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　　　／￣￣￣＼
　　　　　　　　　　　 　　 ／　　　　 　　　＼
　　　　　　　　　　 　　／ 　Ｕ　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　 　 　 |　　　　 　　　　　Ｕ　　 |
　　　　　　　　　 　　　＼　　　 　　　　　　　／
　　　　　　　　　　,,.. ．-‐' 　　　　 　　　　　＼
　　　　　　　　 <"　　 ,__,,_　　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　　　　　　ヽヾ丿　　|　　　　 　 　 　 　 i　　ヽ
　　　　　　　　　　　ヽ＆　i　 　　　　　　 　, -ii、ヽ、 )
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　　 へ. 　i　　　 i^ﾞ''"
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　 /　　＼|　　　 |　.
　　　　　　　　　　　　　　　|　　　/　 　　 |　　　 |　.
　　　　　　　　　　　　　　　|　　 /　　　　 ｀--- ´
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　順慶町の団子屋。
　
　
　ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣ﾉ￣
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　　　　　　　　　　　渡された巾着を前に、翠星石が首を傾げる。
　
　
　　　　　 ／ ／　※,　= ＝＝＝ =　､　※　＜ 　 ＼
　　　　 /　〃＞: : : : : : : : : : : : : : : : : : : ＜ 　＼ 　 ヽ
. 　 　 /　 i／: : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : : :＼※＼ 　',
.　　　 ＼/: : : : : : :＿__: ,ｧ: : : : : : : : ,、 : : : : : :＼　j　　',
　 　 　 ,' : : : : : : :´￣／''|: ∧ : : : ≠=ヾ、: : : : : :ヽj　　ﾉ
　 　 　 !: : : : : : : : ／＝ｘﾚ.# |: :,／＿_　ヽ! : : : : : : | ／
　 　 　 !: :/: : : ｉ:/〃' _)沁,.#/／　''于心　! : : : : : : |
　 　 　 ∨.: : : :.|.#'' 乂:::ツ#´　 　 kｰ':::| 》l: : : : : /yi}　　　　　　　　　これは？
　　 　 　 |＼ : : ＼###### 　 　　 `ｰ‐ﾟ　ﾉ: : : :,/ 　i}
　　 　 　 |: :{i＼.: : :ゝ.##.　　'　　　　　／.: : :／i　　i}、
　　　 　 /: :{i　　iト´、##　 ◯ 　 　 　 ＞- ´: :{i　 　i}:＼
　　　　∧: :{i　　 i} : : ＞　_　　　 _ ＜ : : : : : ; {i　　 i}: : :.ヽ
　　　 /: :ヽ{ｉ　　 ｉ}: : /　l＿ニ ´ ,i : : :ヽ: : :／: {i 　　i}: : : : )
.　　 /: : : : {i　 　i}》: :》´　ｨ≧≦ｧ　7《￣《气: : {i　 　i}: : : /:ヽ
　　/: : : : /{i　　 i}　厶斗〈 r-ｧ卞ミ彡 　 ヾ ＼:{i　　 i} : /: : : :
　
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)(;;;ﾟ;)
　
　
　　　　　　　　　巾着の中には、つやつやと赤い、小豆。
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　　　　　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　 　 ／　　　　　＼
　　　　　　　　　　 ／　　 ＼ ,　, ／＼
　　　　　　　　　／　 　 （●）　 （●） ＼　　　　　　　 私の故郷で採れた小豆だす。
　　　　　　　 　 |　　 　 　 （__人__）　　　|
　　　　　　　　　＼　 　 　 ` ⌒ ´　　,／　　　　　　　　これで餡を作るとこを
　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　 ／´　　　 　 _i⌒i⌒i⌒i┐ ヽ　　　　　　　見せて頂きたいんだす。
　　　　　　　 |　　　　ｌ　 （ l　/　/　/　l
　　　　　　 　 l　　　　l 　ヽ 　　　　　 /
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　　　　　ヾ: }{　{,ﾊ..##　 ,ｨﾁﾐｭ l:/: :.l　　　 !, イ:.l　　　　　　餡を？
　　　　　　:l l:.　ゝ'.#　　 弋::ﾘ 〉!:/:..l　※　l: : : :.!
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　　　　　やる夫は自分が目指していること、これまで重ねて来た失敗について、
　
　　　　　　　　　　　　　　包み隠さず翠星石に打ち明けた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石はじっと耳を傾ける。
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　　　　　　　　　　　　全てを聞き終えた翠星石は、やる夫に問いかけた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石はしばらく考えると、真剣な顔で呟いた。
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　　　　　　　　　　　　　　　礼を言うやる夫に、翠星石は首を振ってみせる。
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　　　　　　　　　　その夜、店を閉めて暫くした頃。
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　　　　　　　　　　　　　　　　約束通り、翠星石が訪ねて来た。
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　ダディといく夫は気を利かせて早々と休み、台所にはやる夫と翠星石だけが残された。
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　　　　　　　翠星石は、水に漬けて戻してきた小豆を煮る。
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　　　　　　　　　　そして、良い頃合いに豆が膨らんできた時。
　
　
　　　　　　　　／ 　 ,イ^ヽ ＿米ｿ＿ _　＼　 ＼
　　　 　 　 　 〈 　 ／´.:,.:. :.:..:::::::/!:!:::::.:.:.＼jkヽ　 ＼
　　　　　　　　 `y' .:.::::/::,.:::::::::::/::lﾉ::::::､::ヽ::ヽ. t､＿_j
　　　　　　　　 / .:.:::::/::/.:::::::::/::/:ﾄ､:::::｀,:::!::::|　!:ﾄ､ /
　　　　　 　 　 |.:/.:.:/､/.:.::::,イ:://ﾊ::ヽ:;;:ヽ|:::::!/::::.:ｲ
　　　　　 　 　 l/ﾄﾄ,!::::仁ﾆヽ'#　, -‐＜:::::::!::::|{::::::.:.|
　　　　　　　　　　〉V::i:|ヾﾄｯｿ#.　´ﾄｯﾂ7::/::::/ !:::.:.::|
　　　　　　 　 　 /,.ィ´ ﾄ､.###.､　 ' ' ' /::,::イ /:::::::.:.|
　 　 　 　 　 　 ,ｲ: :|　 |/ >､ _ ０_, .イ´7　 /: : ￣｀ヽ　　　　　　　　　よし、今や。
　　　　 　 　 _ノ: : :j　 j!　　 ＼ フ／ 　!　 |: : : : : : : :.＼
　　　　 ,r‐'´／: : :{ 米|　　　,ｨ介　　　| 米|: : : : : : : : : : ゝ､_
　　 　./ :.／: : : : :.i 　 |　　 //小　　　! 　 |: : : : : : : : : : : ＼:｀ヽ
　　　〈: .: :ー‐-: ､:i 　 | 　 // }｡j 〉　　! 　 |.: ､: : : : : : : : : : : ヽ: |
　　 　 ＼: : : :｀`ヽ| 米|　//　f｡,ﾘ」　 /,米|:.:〈ﾄ､: : : : : : : : : : : i:.|
　　　　　 ,ゝｭ_: : : j　　ﾄ､　 　 }｡j　　/　　 |こ〈::.＼: : : : : : : : ,ｲ/
　.　　　 /　厂`ヾji|　　|7こf乙f｡|乙j{　 　 |乃 !:::.:.:〉-r‐rｭ_ ノ:/＼
　　　　/　/ 　 　 `! 米|二乃Y7;;;;;;乃〉 米厂:.｀i.::::厂｀`爪ﾄ､:/: : :.|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　ばっと笊に上げて、湯を捨てた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は目を丸くする。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は笑って答える。
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　渋切りの後、また更に炊き、蒸らし終えると、翠星石は一旦鍋から離れた。
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　　　　　　　　持参した風呂敷を開くと、中から漉し器を取り出す。
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　　　　　馬の毛を張った漉し器を、水を入れた桶に浮かべて、先の小豆を手で優しく漉していく。
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　　　　　　　　　　　　溶け出た中身に水を加えて、しばらく置くと、底に成分が沈殿する。
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　　　　　　　　　　　　　　　 　 |: {　 .|: : : : ｉ,≠＝ﾐｘ /: : ／　__　i: : : : : l'||
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 |: :{　 |:.ｉ: : : |{トノ:::::}.##.　　 r'::ﾊ//: : : :/ ||
.　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ,' : {　 |:.|: : ｉ:| 乂 .ン.##.　　 {乂〃: : ; ｲ　/
　　　　　　　　　　　　　　　　ﾉ: :ﾉ　 |: ｌ: :.从.#####. 　 　 ` '''/_:.／　}ノ
　　　　　　　　 　 　 　 　 __く´)ヽ　.ﾉ: ゝ､: ヾ ､.##.　　o 　　 ﾉ: ||　　 }　　　　　　　ここから、晒しだす。
　　　　　　　　　　　　　　し 冫-､＞―く ﾞヽ:_: ＞　__　　＜´: : :||　　 }
　　　　　　　　　　　　　　(冫:::::::::: / ￣￣ヽｘ==zｘz≠ｭん) : : ハ　　.}　　　　　　 何遍も水で晒さなあきまへん。
　　　　　　　　　　　 　 /〃::::::::::::::|　┌┐　|ヾ　,ハ}　ｲ ﾆ):ヽ: !　}　　}
.　　　　　　　　　　 　 /〃:::::::::::::::::|　││　| {j,ｲ|　ト､j}└､::::',:l　.}　　ヽ
　　　　　　　　　　　 /〃::::::::::::::::::::|　││　|＼.|i!　|! ﾉ Ｖﾆ):::}:',　}　　　ヽ
　　　 　 　 　 　 　 /〃:::::::::::::::::::::::ヽ.｜｜_/ 　 ||!ｰヾ､　ヽﾊ:::ヽヽ}　　　　}
　　　　　　　　　　/;ハ::::::::::::::::::::::::::::::ﾞΓ「＿＿ ||!　 　ヾ　-=＝＝＝=　 ､_
.　　　　　　　 　 〃{　 ',:::::::::::::::::::::::::::／,┬---' ﾞ¨　　〃　　　　　　　 　　　 ﾞゝ ､
　　　　　　　　 〃 ｛　　＼::::::::::::::::::ﾊ　 二コ, 　 　 　 {{　　　　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　／　 ,ｲ　　　 f三才ﾆ＝{　ー‐〈.　　　　　|v　　　 -―――――-... ､　 ヽﾊ
　　 　 　 ／　　./: {　　　/::::::〃　　 ヽ ー､ﾉ　　 　 　 ! `＜:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ヽ !. |
　　　　〃　 　 /: : {　 　 |:::::::::Y　　　　ﾞｌ　ｌ　―-ヽ＿.ﾊ 　 　 ﾞ≧ｘ､＿:::::::::::::::::::::::::,,〈 ﾞY
.　　　〃　 　 /: : : {　 　 |::::::::::ヾ,ｰ＝て|　| ﾆ＝　　 ﾉ: :',　　　　　　　　￣￣￣　　〈 ﾞく
.　　　{{　　／.: : : : :＼＿ｉ::::::::::::::}}::::::::::::|　|　　　　　 ＼|:＼　　　　　　　　　　　　 〈 ﾞY
.　　　ヾ／: : : : : : : : : : : :＼:::::::::}｝:::::::::::|　|　　　　　　　＼::＼_　 　 　 　 　 　 ／
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沈んだものを流さないように、汚れた水を捨てる。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　またきれいな水を加えて撹拌し、置く。
　
　
. 
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　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼
　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　 　 ＼
　　　　　 ／　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼
　　　　／　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼
　　 ／. 　 　 　―― 、　　　, 、―― 　　 　＼
　　|　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 l
　 ..|.　　 　 　（　● ）　ﾉヽ　　（ ●　）　　 　 　 |　　　　　　 水で…晒す……
　　|.　 　 　 　 ´"''",　　　 　 　"''"´ 　 　 　 　 l
.　　＼. 　 　 　 　 （　　　 j　　　 ）　　　　 　 ／
　　　　＼　　　 　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　　やる夫は感動した面持ちで、翠星石の作業を見守った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　幾度も晒しを繰り返すと、ついには上澄みが透明になる。
　
　　　　　　　　　　翠星石は漉し器に布巾を広げると、桶の中身をざっと空けた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　´￣￣￣`
　　　　　　　　　　／　　＿_, -ミ　　　　＼
　　 　 　 　 　 ／ ／: : : : : : : : : ＼　　 　 ＼
　　　　　　　 / ／: : : : : : : : : : : : : :＼　　　 ‘，
　　　　 　 　 ∨: : : : : : : : : : |: :.| : : : :‘，　　　‘，
　　　　　　　　| /: : : :／ /| ∧:∧ : : : : :.　　　　‘，
　　　　./(＿__彡: :／Χ/／　/-‐':,: :|: : |／',￣￣　　　　これをぎゅっと絞って、水気を抜くんだす。
　 　 　 ＼＿,,.ィ: :| ｘ=ミ.# 　 ｘ==ミ∨: :ﾑ==ミ
　　　　　　　 .八ｉ |#.Vｿ.#　　 Vソﾉ/: :/―-=ﾆ＞　　　　 最初は軽うに絞って、中身をほぐし、
　　　　　　 　 ., '＼ゝ##　’　__ 　 / イＴ''' ミ :|
　　　　　　　　{　 /个 . 　ｰ┴'.ｨ　´　| |　 　 ＼　　　　　 次はきつうに。
　　　 　 　 　 　 .∨　　{＞＜ /　　　|/　 　 　 i
　　　　　　　　 i　 {　　　＼　/　　　　｛　　　　 |
　　　　　　　 ,斗￢　 　 　 У 　 　 　 ﾄ　　　 ∧
　　　　　　　 |　　人 　 　 /　　　　　ノ 　＼_〈: ‘，
　　　　　　　 Ｌ／　|| ＜＾＼　___＿ 　:ﾄ､　 　 |: :‘，
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は満身の力を込めて、布巾を絞る。
　
　
. 
　

316   ◆8epcM/V4rs 2014/06/03(火) 22:58:03 ID:oRapWzpo0
　
　
　　　　　　そっと布巾を開くと、そこには小豆色の塊があった。
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 ､,_ ,,〃^`丶,,-´｀ ；`ヽ,､,,,
　　　　　　　　　　　　 ,,ζ ::::δ´｀`´　::::::◇:::::::　´｀'｀丶
　　 　 　 　 　 ,,i丶-^´　:::::::::::　::::::::::::::´:::::::::::::::::::::::　　｀'',,
　　　　　 _,,-〃　::::::::ο::::::::::::::::::::::::::::σ::::::::::::::::::ο:::::::　　｀丶,,,
　　　　〃　　 :::::::::::::::::::::｀::::::::::::::´::::::::::::::::"::::::::':::::::::::::,,::::::::::　.ソ｀',,
　　　/´；　　::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::δ::::::::::::::::::::::::::::　｀δﾍ
　　 ｉ´ζ,,　　 :::::::::::◇:::::::::::::::::::σ::::::::::::::::::::::::::::::::::::,,:::::::::::::::::::　 ヾ ｀i
　　|　　,,;ヾ　　　　ο:::::::::::::::::::::::::´:::::::::::::::::◇::::::::::::::::::::::::::::::'':::::::::　ヽ|
　　 !　"ヾ,,、　　:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::ο:::::::::::::::::::::::::::　　,,〃' ' ,!'
　　　!、　　 ι,,　　:::::::::::::::::::::　ﾟ　::::::::::::::::::::::::::◇::::::::::::::'::::　 ,,l´`,／
　　　　ヽ_　　　　｀｀- ,,；.;;、;;::__;;:::::::::::''::::::::_;;__｀;;-;;::.--ゞ_.,'っ",,-"
　 　 　 　 ｀''-､_　　　 　 　 　 　 ´´｀｀｀´´　　　 　 　 　 _,,,-''"
　　　 　 　 　 　 ｀"''''''ー---,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,---―''''''""´
　
　
　　　　　　　　指でつまんでみると、ほろほろと崩れ落ちる。
　
　
. 
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　　／　　　　_（　　 　 　 ／´: : : : : : : : : : : : : : :＼_
／　　　　　f 　 fｊ　 　／: : : : : : : : : : ／: : : : : : : :ヽ丶､
　 l　　　 /´⊆※っ /: . : . : . : . : .:／ : : : : : : : :ﾊ: : :ヽ: :＼
　 ヽ　　ｊ 　　 ` 　 /: . : . : . : . :／: ; : ‐''´: : : :/　l : : : }: : : ヽ
￣丁ヽf　 　　　 _/_:_:_:_:_:_:;;..≠､ﾆ -‐ ﾌ´: :／　 / : . : l: . : . ヽ
三/:.:.:.{　　､h,. 　l:.:.: : : : : : :/ _ ..｀｀' ´‐＜ ,, _ ../::ｲ:.:../: . : . : .l
;;/:.:.:.:.:.} ⊂,. ､⊃{:.i:.: : : : : ´l ｀了''ゝ..､ｰ ､ _／ノ/: /:.:.:.: }: . : . !
: :.:.:.:.:.（　　 J 　 |:.l:.: : : : :l: |## 　{ ノ:;;ｊﾊ #　　 /:Xl l:.:.:.:.l : l. .:l
:.:.:.:.:.:.:/　　　　　ヽl: : : : : |!:ｌ## 　ヾ'ソ ##.. 　ノ _｀ﾍ:.:.:.:./:.:.:l:./
:.:.:.:.:.:.ヽ　　「!　 　ﾄヽ: : : : ｌヽ#.ヾヽヽﾊ.#　　　　 が;､∨:.:.:.;ｊﾉ
:.:.:.:.:.:.ﾊ ⊂,.､⊇ ｛　 ＼: : '､　#######. 　 　 ､ じ'/:/:.:.:.∧
:.:.:.:.:/:.:ヽ　lJ　　 |:　:　:.丶､＼ ####　 　 　 　///ノ:.:／　　　　　 晒し餡だす。
:.:.:.:./:.:.:.:ム　　　　ヽ:　:　:　.　 ｀.##.　 ヽ､ _　　　人／
:.:./-‐≦ヽヽ　　r､　}::　:　:　:　.　　　　　　　 ..ィ:::::::}　　　　　　　　私ら菓子作りに係わる者が『 餡 』いうんは、
´〃　　　　 {　c X'' ヽ:　:　ヽ:.:__:_ .　　　, イ:.:.※:.:.:}
　ll　　 　 　 ヽ　ヾゝ　ト､　/:::::.:.:.:￣丁::l　ヽ: : : : ﾉ　　　　　　　　 これのことだす。
　l!　　　　　　{　　　 ｀ヽ Yハ:::::.:.:.:.:.:.l: : |／{: .　〈
　|　　　　　　 ヽ　　fｊ　 }Z´斤＼:.:._:.:l: : .|　 ヽn, |
　l　　　　　　　 〉⊂, え ヽ〃|ﾊ　ヾﾍ）-､:.l　　{f!〈
　ヽ　　 ｀丶､　{　　 lｊ　　〈:/ |ﾊ　　> 〉　ヾ､　|　 |
　. .ヽ　　　　 ｀ 〉　　　　 ﾉ　 |ﾍ|／／{　 　 ヽ|　 |
　 　 ヽ　　　　 ヽ　　　　 ）　 |ﾍ|"　　l）:.: . ／|　 |
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　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は目を剥いた。
　
　
　　　　　 　　　＿＿＿_
　　 　 　 　 .／　　　　　＼
　　　　 　／　　u　　 ノ　　＼
　　　　／ 　　　　 u （●）　　＼　　　　　　　これが『 餡 』？
　　　　|　 　　　　　　　（__人__）|
　 　　 ＼　　　　u　　　.｀ ⌒／　　　　　　　 けんど、私が使てるんは……
　　　　ノ　　　　　　　　　　　＼
　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は真剣な顔で続ける。
　
　
　 　 　 　 　 　　　　/ ｲ: : :: : : : : : : : l: : i: :l: : : : : : : ヽ,　※　i!
　　　 　 　 　 　 　 ｲ´: : /: : : /: : : : :.|: : |: :|: : : : : : : : :.ヽ　　　}
　　　 　 　 　　 　,ｨ': : : /: : :/: : : : : : i!: :l.!: ﾊ: : : : : : : : : :.ヽ ※ i!
　　　　　　　　　/: : : : i: : :./: : : : : : /!: / |:.|. ＼: :＼: : : : : : i　　 l
　 　 　 　 　 　 i!: : : : l: : :i!: : : : : : //:/　l:.l 　,､-弋:.＼!: : : : l ※.l　　　　やる夫さんが使てはった『 漉し餡 』は、
　　　　　　　　 i!:.:l: : : l: : l: : : : :.:./ //　.//ｨ'´ ＿＿,,｀`l: : : : l　　l
　　　　　　　　 l: :l: : : :l:.:.l: ―-／／## / 　 ｲけ::ﾊ /　.l: : : :.l ※ l　　　 この生餡に、水と砂糖を加えて
　 　 　 　 　 　 l:.|!: : : :l: :lﾚ'´ん示 .#／　　　弋:::ｿ 　 /: : : :/ 　　l
　　　　　　　　　l:|.l: : :､:ﾍ:ﾍ `乂: ﾘ #. 　 　　　 ￣　／/: ／l　※. l　　　 練り上げたもんだす。
　　　　　　　　　 i!.ﾍ: :ヽ: : :ヽ､ ｀´##　 ､ 　　　　　 -‐´'´: / 　　　l
　　　　　　　　　　　 ヽ: :ヽ､`ｰ`ｰ##.　　-.‐　 　 　　／: :./　※　/　　　　生米をそのまま食べへんのと同じで、
　　　　　　　　　　 ／／ヽ! 　 　 ＞　,　　　　　　／　 |:./　　　 /: :
.　　　　　　　　 ／::／: : :l!　※　 |: : : .＞　 , .ｨ'´　　　ﾚ　※　/: : :　　　 生餡が、人の口にそのまま入ることは、
　　　　 ,､-‐'"´,ｨ'´／: /.　　　　 ﾘ: : |: : : :/`l　　　 .／　　　 /: : : :
-―´￣:,､ -‐'´ ／: : :/ 　 ※　 /: ,､:|: ／　ヽ _,､ｨ'´ / .※. / ｀`''‐　　　　まずおまへん。
　,､-‐'´　　　／: : : :ｲ　　　　　/ﾌ´ﾉ｀ｨｹ＝又ﾆ＝=/　　／　　 く
´　　　 　 ／: :／: : /　 .※ 　/ゝ´,ｨｹ"　 〃ヾj 　./　 ﾉ´!　　　ｲ´
　　 　 ／: :.／: : : /　　　　　l 　 《　　　〃! .i!ヾj./／※ |　　　_〉,ゝ
.　　／: : ／: : : : :/　　※　　l　　 ゞ＝'"´i!　i!　/´　　　.l　 　 ）〈
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　　　　　　　　／ 　 ,イ^ヽ ＿米ｿ＿ _　＼　 ＼
　　　 　 　 　 〈 　 ／´.:,.:. :.:..:::::::/!:!:::::.:.:.＼jkヽ　 ＼
　　　　　　　　 `y' .:.::::/::,.:::::::::::/::lﾉ::::::､::ヽ::ヽ. t､＿_j
　　　　　　　　 / .:.:::::/::/.:::::::::/::/:ﾄ､:::::｀,:::!::::|　!:ﾄ､ /
　　　　　 　 　 |.:/.:.:/､/.:.::::,イ:://ﾊ::ヽ:;;:ヽ|:::::!/::::.:ｲ
　　　　　 　 　 l/ﾄﾄ,!::::仁ﾆヽ'#　, -‐＜:::::::!::::|{::::::.:.|
　　　　　　　　　　〉V::i:|ヾﾄｯｿ#.　´ﾄｯﾂ7::/::::/ !:::.:.::|　　　　　　　　　食べてみておくれやす。
　　　　　　 　 　 /,.ィ´ ﾄ､.###.､　 ' ' ' /::,::イ /:::::::.:.|
　 　 　 　 　 　 ,ｲ: :|　 |/ >､ _ ０_, .イ´7　 /: : ￣｀ヽ
　　　　 　 　 _ノ: : :j　 j!　　 ＼ フ／ 　!　 |: : : : : : : :.＼
　　　　 ,r‐'´／: : :{ 米|　　　,ｨ介　　　| 米|: : : : : : : : : : ゝ､_
　　 　./ :.／: : : : :.i 　 |　　 //小　　　! 　 |: : : : : : : : : : : ＼:｀ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 　 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／ノ　　＼　　 u. ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　／ （●） 　（●） 　　　＼　　　　　　　 へ、へえ、
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　 　（__人__）　 　　u. 　 |
　　　　　　　　　　　　　 　　 ＼　u.｀ ⌒´　 　　　　 ／　　　　　　　 ほな失礼して……
　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 ／´　　　　　　　　　　　　 　　ヽ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は餡をつまみあげて、そのまま口に入れる。
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321   ◆8epcM/V4rs 2014/06/03(火) 23:00:14 ID:oRapWzpo0
　
　
　舌の上に載せた途端、甘みを加えない小豆本来の濃厚な旨みが口一杯に広がる。
　
　
　　　　　　　　　　　　 　　　　＿＿＿
　　　　　　　　　　　　 　　 ／_ノ　　ヽ＼
　　　　　　　　　　　　 　／ （○）　（○） ＼
　　　　　　　　　　　　／ u 　 （__人__）　　　＼
　　　　　　　　　　　　|　　　　　|i!i!i!i!|　　 u　　|
　　　　　　　　　　　　＼　 u　　|;;;;;;;;;|　　　 ／
　　　　　　　　　　　　 ／ 　　　｀⌒´　　　　＼　　　　　 こ、これは？！
　　　　　　　　　　　　(<<<)　　　　　　　　（>>>）
　　　　　　　　　　　　 |、　i、　　　　　　　,i　　/
　　　　　　　　　　　　　ヽ＿/　　　　　　　ヽ__/
　　　　　　　　　　　　　 |　　　　　　　　　　|
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_, -―――-､
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .,.ｨ'´ _, -――- ､　｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 .／ .／　 ＿＿_　　 ＼ 　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 .／　/　 ／: : :/: : :.＼_　 ﾍ　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ 　/　／: : : :/: /: l: : : ヽ　ﾍ　 　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 　 　 / 　 l ./: :/: ／/l/:.:/ヽﾄ､: :ﾍ　',/ ￣｀
　　　　　　　　　　　　　　　　 　￣￣/: :/:/ｪｭ､#'l:/ ,xｪｪｭl: :.l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l/l: l: l'辷ﾘ.#/ 　 辷ﾘ'l/:.l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /l ヽﾄ､',.##.　_' _　 　 /l:/ヽ ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ./l /: : : :..ゝ､_　ゝ'　, ィ´/: : :.l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　／/　!: : : : : : : : :l｀' ´l: : : : : : : ヽ ヽ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /　/: : : : : _,:ィ`ｰ､,.ｨ'`ｰ､___: : : :.ヽ ヽ
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ./　/: ;ｨ'`{´} 　 (二><二) 〈 ﾉ:｀¨ヽ: :＼ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 .／.／:./::::::ﾉ .〉　　 /ﾉ{ヽ　　ゝヽ;:::::::',: : : ＼ ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は黙って頷く。
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　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　,. -'"´　　　　　　｀¨ー ､
　　　　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　　　ヽ　ヽ、
　　　　　　　 ,,.-'"　　 　　　　　　　,,.-'"｀　　　　　ヽ、　　　　　　 （せや、せやったんや）
　　　　　　 /　　　 　 　　､＿_,,.-='､':'"　　　　　　　　ヽ、
　　　　　　i へ＿__, 　　　"　ﾞ.ﾞ､;;;;::',ﾉ 　　　　　　　　　　ヽ　　　　 （菓子職人は、この小豆の味に甘みを足して、
　　　　　 ./　i ﾞ:;;;;;,:〉　　　　　｀''''''"　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　　/ .　ﾞｰ-''"　　　　　　　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　i　　　 それぞれの店の漉し餡を作ってるんや）
　　　　 /　　　 i　　　人　　　　 ノ　　　　　　　　　　　　　　　l
　　　　,'　　　　 ' ,_,,ノ　 `─-‐' ヽ　　　　　　　　　　　　　　　l　　 （水と砂糖が足されてるんが漉し餡なんやから、
　　　　i　　　　　　｀､　 _y──‐ l　　　　　　　　　　　　　 　/
　　　　',　　　　　　　ｉ_/　 / ＿ '　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　 なんぼ水気を飛ばしたかて、
　　　　 ヽ、　　　　　　￣￣　　　　　　　　　　　　　　　/
　　　　　　ヽ､_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　 二層に分かれるんは、当たり前や！）
　　　　　　　　 ｀¨i　　　　　　 　　　　　　　　　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ
　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　やる夫は、すばやく小鍋に水を張ると、へっついへと駆け戻った。
　
　　　　　　　戻してあった糸寒天を千切って、よく煮溶かす。
　
　
　　　　　　　　　　 　　　／￣￣＼
　　　　　　　　　　　　／　＼ 　 ／＼
　　　　　　　　　　 ／　 （●） 　（●）＼
　　　　　　　　　　 |　u.　 （__人__） 　　 |
　　　　　　　　　　 ＼　 　　　　　　　／
　　　　　　　　　　 ／|｀ー‐--‐‐―'|＼
　　　　　　　　　　/＼|＿＿＿＿＿|| _,ヽ　ｸﾞﾂｸﾞﾂｸﾞﾂ
　　　　　　　　　　< つ＼　　　　　　,-し､)
　　　　　　　　―ヽｦ 　＼ニフ　　`-"　――
　　　　　　　　　　　　[]（("￣｡￣ﾟ￣)）[]
　　　　　　　　　　　　　| `ー----―"|
　
　
　　　　　　　　　　　そこへ、晒し餡を加えた。
　
　
. 
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　　　　　　　　　翠星石に分量を尋ねて砂糖を加え、火にかけながら木べらで混ぜていく。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　 ／￣￣￣￣＼　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ./ ／￣　　　　　　　　　 ＼　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 / /　＿___／￣￣￣＼　　　＼　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ./ /　/: : : : : : : : : : : : : : ＼　　　＼　　　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/ /　/: : /: : : : : : / : /: : : : :＼　　　＼　　 `
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　./ /　/: : /: : : : : : /.: :∧: ＿＿: :Y　　　 ＼　､|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /　： /: : Т¨: : : : /: : /￣＼: :.:.｜|　　　　　|　 ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ／　　|｜ : : |x=ミ ／/: /　 x===ミ: |人　　　　 |　　　〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＼　　|！: : :《 |ｒ心 #／　　 |ｒ'::ｉ | 》:|: /　　　　〈　 ／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼ |八 : : | 乂ソ #. 　 　 乂_ソ　/八　　　　 厂‘,
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 |　 ＼ :ヽ####..、　 　 　 ""/: : /　　 　 〈 : : ‘,
　　　　　　　　 ／　￣￣￣￣￣ ＼　　　　　　　　　　　　　 ./　　 |: ＼ゝ##　_　_　　 u.∠:イ:{　　　　　}: : : :‘,
　　　　　 　 ／　　　　　　　　　　 　 ＼　　　　　　 　 　 　 ../　　　{斗ﾍ ＞　　　 　　　イﾉ｝_:/　　　 　 ヽ: : : :‘,
　　　　　 ／　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　　　　　　 .../　　 　ﾉ::::::人　　＼ー＜　／ノ　{　　　　 　 ∧ : : : ヽ
　　　　／　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＼　　　 　 　 .../　　　　|::::::::＼　　＼ Υ￣　彡＿｝　　　 　 .ﾉ::‘, : : : :
　　 ／. 　 　 　―― 、　　　, 、―― 　　 　＼　　　 　 ...＼______/::::::::_ノ-―― ｒ ｖ'⌒＞-、i|＼＿＿ノ::::::::|: : : :
　　|　　Ｕ　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 l
　 ..|.　　 　 　（　● ）　ﾉヽ　　（ ●　）　　 　 　 |
　　|.　 　 　 　 ´"''",　　　 　 　"''"´ 　 　 　 　 l
.　　＼. 　 　 　 　 （　　　 j　　　 ）　　　Ｕ 　 ／
　　　　＼　　　 　 ｀ｰ-‐'´｀ｰ-‐'′　　 　 ／
　　　　／ヽ　　　　　　　　　　　　　　　イ＼
　　 ／　　　　　　　｀`ｰ- -‐'"´　　　　　 　 ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＼
　
　
　　　　　　　ほどなく、どろどろとした感触になるも、へらに重みを感じるまでしっかり練り上げる。
　
　
. 
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　　　　　　　　やる夫にはこれまでにない予感があった。
　
　
　　　　　　　　 __＿＿
　　　　　　　／　　　　 ＼
　　　　　 ／　＼　 　／　＼
　　　　／ 　（●）i!i!（●）　 ＼
　　　　| 　u ,　（__人__）　　　 |　　　　　 よっしゃ、生地はこれでええ。
　　　　＼　　　 .｀⌒´　　　　〆ヽ
　　　　　/　　　　　　　　　　ヾ_ノ　　　　あとは……
　　　　/rｰ､　　　　　　　　　　　|
　　　/,ﾉヾ　,> 　　　　　　 　|　/
　　　ヽヽ〆|　　　　　　　　 .|
　
　
　　　　　　　　　粗熱を取った生地を、重箱に流し込む。
　
　
. 
　

326   ◆8epcM/V4rs 2014/06/03(火) 23:01:47 ID:oRapWzpo0
　
　
　　　　　　　　　　　　　重箱に布巾をかけ、後は固まるのを待つだけである。
　
　　　　　　　やる夫と翠星石は、どちらからともなく台所の板敷に並んで腰を下ろした。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　＼
.　　　　　　　　　 　 　 ／　 　 　 　 　 ＼　　　　 　 -―- ､
　　　　　　　　　　　／　　　　　　　 　 　 ＼　　 ／　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　 |　 .〈　　　　　　　 ゝ
　　　　　　　　 　 　 ＼　　 　 　 　 　 　 ／　　 i＼　　 　 ／Ⅴ
　　　　　　　　　　　　 /￣￣￣￣￣￣＼　　　|: : ＞―く : : : :.
　　　　　　　　　　 ハ￣￣￣￣￣￣￣￣/ヽ　l: : : : : :|: : : : : : :.
　　　　 　 　 　 　 |　ヽ　　　　　　　　　 　 　 ‘ |: : : : : :|: : : : : : :‘，
　　　　　　　 　 　 |　　i　　　　　|i　　　　 .|　　 |: : : : :.:.|、: : : : : : : :.
　　　　　　　　　　 lヽ　|　　　 　 ||　　　　 |　　 | : : : : : |‘，: : : : : : :‘，
.　　　　 　 　 　 　 |　　|　　　 　 !|　 　 　 |　　 | : : : : : |　 ､: : : : : : : :ヽ
.　　　　　　　 　 　 |　　'.　　 　 　 　 　 　 |　　,': : : : : : |辷,ヽ: : : : : : ＼＼
　　　 　 　 　 　 　 |　　ﾊ　　　　 |　 　 　 |　 / : : : : : : |ニﾆﾆ､: : : : : : : ＼＼
　　　　　　＿＿＿ |　 ﾊ `　　 　 ｙ　　 　 ﾊ./: : : : /: :.:.|ﾆﾆﾊ圦: : : : : : : : : ヽ＼
　　　／　　　 ＿＿レ〈　　　　　　|　　　　 /: : : : / : : : |:::::::::::::::＼: : : : : : : : : : : ＼ー-ﾍヽ
　　　{　　　　　　　　　/　 　 　 　 |　 　 ／/: : : /.: : : : ,=====＝＝､: : : : ＼: : : : : ＼:zﾆﾆミ､＿__
　　　＼　　　 　 　 　 |　　　　　　冫 ｒ ´≠‐: ／.: : : : /:::::::::::::::::::::::::::＼: : : : ＼: : : : : ＼　|)┬―-＼
　　　　 ≧=-　 　 　　|　　　　　　 ＿,＞― ´ : : : : ／::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼: : : : : : : :.:.ニ=┴＜__　　ﾉ　、
　　　　　　　　　≧=- ＼＿__ｒ＜´.: : : : : : : : : : :／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::_＞､: : : : : : :―――=彡´ヽノ:)
　　　 　 　 　 　 　 　 ,　⊆￣: : : : : : ―==彡　´￣￣￣￣￣￣￣￣￣　　　 ￣　ー====ﾆﾆ二: :_ノ￣
　　　　　　　　　　　(└=≦￣￣_彡'
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　二人は祈るような気持で待ち続けた。
　
　
. 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　 　 　 　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　￤
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ! 
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　　　　　やる夫は何処かから落ちる夢を見て、はっと目覚めた。
　
　
　　　　　　　　　　　 ¨¨¨¨¨ 　 、
　　　　 　 　 ／　 ｉ ｌ! |　　　 　 ＼
　　 　 　 　 ′u | | |ｌ !　　　 　 u. ヽ
　　　　　 / 　 　 ! 　 （___人___）　　 }
　　 　 　 i　u　　　　　 !ililililil|　　　/　　　　　（あかんあかん）
　　　　　 !　　　　　 　 {ililililiﾉ　 ／
　 　 　 　 ゝ　　　　　　　 　 イ..ノ}　　　　　　（眠ってもうてたみたいや）
　　　　　　　　 7　..ノ}　 　 　 !　ノ
　　　　　　 　 /　　.ノ　　　　 |´
　 　 　 　 　 /　　　　　 　 　 |
　
　
. 
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　　　　傍らを見ると、翠星石が柱に寄りかかって静かに眠っていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿ ＿
　　　　　　　　　　　　　　　　, '´　,　彡'⌒＾⌒＾ﾐ丶､
　　　　　　　　　　　　 　 　 /　／∠二r辷＿　　 ｀ヽ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　/,:':::／::.:／::.::.;:.:｀￢、　　ﾊ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／/::.:/:::／::.:::／::.::/::;ハ　　} l
　　　　　 　 　 　 　 　 　 ヽ,'::l::/:斗-ｘ彡::.;:イ_/ |:l:ﾊ　 ） ＼
　　　　　　　　　　　　　 　 l|:::|:ｌ|:/､厶:#:／ /:/ ｀!:::!::j斗-‐'′
　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ハ:lﾉﾊ#￣.#　　ヾ==ｯ::/:/:{::|
　　　　　　　　　　　　　 　 ∧ﾄ､:ﾍ..# ､ '__　""/::/:/r┘|
　　　　　　　　 　 　 　 　 /::/厶_/::ヽ､　_　彡ィジ ﾊ::|:::l
.　　　　　　　 　 　 　 　 /::/ｲ_/ r ＝トr＜^ヽ !＿j:::l::!::ﾊ
　　　　　 　 　 　 　 　 /::/（_∧〈＿r仆｀ヽヽ）l|ﾑヽ､|::|:l:::ﾄ､
　　　　　　　　　　　　/::/に/ j ｀了/| l Lノ八|l丿 : ｌ:::l:|:::|::ヽ
　　　　　 　 　 　 　 /:'´（_/r┘ //X ! ト-'′(l| う: : !:ハ:::､:::｀､
　　　　　　　　　　,.ｲ: : :（廴て__l_| }l{ | |! 　 rＪ!i┘: :丶::ヽ::ヽ:::ヽ
　　　　　 　 　 ／r 介ｘ :｀ｰヵこ/_Z_⊥ﾚﾍ_爿j_) : : : : ＼::.:::丶:丶
　　　　 　 　 .:':::/∨lﾄ､_〉}:/丿;'∨lX7‐冖-r彳: : : : : : ;ノ::.:、:::ヽ:::ｌ
　　　 　 　 /::.:/:.://l|.:＞'⌒ヽ;';';'∨;';';';';';'人:｀ヽ; -ｘ-ﾍヽ::､:、::.::ｌ::|
　 　 　 　 ,' ::/:_://／／ : : : : :Ｖ７;';＞' ´￣｀ヽ《 :小､:/〉|:::ｌ::､::.::l::ﾄ､
　
　
. 
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　　　　　　 　 　 　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　　　　　　　 ／　　　 　＼
　　　　　　　　　　　／　　＼　　／ ＼
　　　　　　　　　 ／ 　　（●）　（●）　＼
　　　　　　　　　 |　　　　　（__人__）　　　|
　　　　　　　　　 ＼＿　　　 `⌒´　　_／
　　　　　　　　　／　　　　　　　　　ヽ　　　　　　　（寒天……）
　　　　　　　 ／　　／　　　　　　　　|
　　　　　　　 ＼　　＼　　　　　　　 |＼　　　　　　（固まってるやろか……）
　　　　　　　　　（JJJ）　　　　　　　|JJ）
　　　　　　　 　　　　ヽ　　　　　　　|
　　　　　　　　　　　　 /＼　 ＼／
　　　　　　　　　 　　く　　/　　/
　　　　　　　　　　　　(＿/ヽ＿⌒)
　
　
　やる夫は翠星石を起こさぬように立ちあがり、そっと重箱のところまで歩く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　重箱の布巾を外し、差し込んでくる朝日にかざす。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　／ '⌒ヽ　　;　'⌒ﾞ＼
　　　　　　　　　　　 ／　　　 　 　 ∪　　 　 ＼
　　　　　　　　　　／ ／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　＼
　　　　　　　　 ／ 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　＼
　　　　　　　／　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　;　＼
　　　　　　　|　　;　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"' ∪ 　|　　　　　あ…ああ……
　　　　　　　|　 ∪　 　 　 ｀┬─'＾ー┬'′　　　　　　|
　　　　　　　 ＼　 　 　 　 　 |/⌒i⌒､|　　　　　　　／
　　　　　　　　　＼　　　　 　 !、＿＿,!　　 　U　 ／
　　　　　　　　　／ 　　　　　　､_＿__,,　　　　　　＼
　　　　　　　　/　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 ヽ
　　　　　　 　 |　　､　　　　　　　　　　　　　　　 ,　　 |
　
　
. 
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　　　餡と寒天は見事に混ざりあい、小豆色の鏡のようにつやつやと輝いている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
　　　　　　　　 　　　　　／|＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ ／|
　　　　　　 　　　　　 ／／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　 |
　　　　　　　 　　　／／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　 　 |
　　　　　　　 　 ／／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　　　　 |
　　　　 　 　 ／／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　　　　　　|
　 　 　 　 ／／:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::／　 　 　 　 　 .|
　 　　　　|￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣ |　　　　　　　　　|
　　　　 　|　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　　　　　|
　　 　　　|　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 | 　 　 　 　 　 ／
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　 　 　 　 .／
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　 ／
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　 　 ／
　　　　　 |　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 |　 ／
　　　　　 |＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ |／
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　 　 　 ＿＿＿＿＿＿
　　　　　　 　 　 　 　 ：／ '⌒ヽ　　;　'⌒ﾞ＼ ：
　　　　 　 　 　 　 ： ／　　　 　 　 ∪　　 　 ＼ ：
　　　　　　　　　　／ ／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　＼
　 　 　 　 　 ： ／ 　（　　　◎ l 　ιl ◎　　　）∪＼ ：
　 　 　 　 ： ／　　ιヽ_　 ∪ノ　　　ヽ∪　_ノ　　;　 ＼
　　　　　　　| 　 ;　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"' ∪ 　 | ：
　 　 　 　 ： |　 ∪　 　 　 ｀┬─'＾ー┬'′　　　　　　 | ：　　　 す、翠星石！
　　　　　　 .：＼　 　 ι　 　 |/⌒i⌒､|　　ι　　 　 ／
　　　　　　　　　＼／⌒⌒ヽ !、＿＿,!　　 　U　 ／ ：
　　　　 　 　 .： ／ 　　　　　〉､_＿__,,　　　　　　 ＼
　　 　 　 　 ： /　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　ヽ ：
　　　　　　 .： | 　 　 　 　 |　　　　　　 　 　 　 , 　 　 | ：
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は大声を上げて翠星石を呼ぶ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石が目を覚まして、やる夫のもとへ駆け寄る。
　
　
　　　　　　　 /＼　　　　　 /: : : : : : : : : : : : ／.: : : :./: : : : | : : | : : : : : : :|: : : : : : : : ヽ
.　　　　　　 /: : : 〉　　　　/: : : : : : : : : : : ／.: : : : :./: : :/: /: : /: : : : :/: ∧: : : : : : : : : :.
　　　　　　 ′／|　　 　 /: :/: : : : : : : :／: : : : : : :/: : :/ :/: : /: : : : :/: /　| : |: : : : : : : : :.
　　　　　　: ( (.: :{　　　 .′:′ : : : : ／: :――／/―:/―: : /: : : : :/: /　 :| : |:: : : : : : : : :i
　　　　 　 : :.ヽ＼〉＿__.Ｌ:⊥=-‐ : ´: : :／: ／／ ／/／/: /: : : : :/: /､____|: /: : : : : :.:.|: : |
. 　　　　　: : : :｀7¨¨¨¨Т:Т: :ア￣:ィ,ｘ=≠≠ミく ／.#/／: : : :／: /　 　 :|/:.:./: : : : : |: : |
.　　 　 　 : : : : :{　　 　 l: : |／／: : 小( ｒ' 万心 ヾ〉.#/'/ : : ／/:／＿　　ﾉ|: / : : : : : :|: : |
　　 　 　 : : : :.:人　　　:|／／: | : : : |#. トｲ::::ﾉ } ####/: :／　／ .示示㍉. |/: : :/ : : : |: : |
　　　　　,: : : : : : :〉　／ｨ : |: :.:.|: :.:..l:|#. 乂辷ン ###./／　　 　 ん:::::) | )ﾉ/: : :/ : /: /| : :
　 　 　 /: : : : : :.:′　 八: :l : 八: : :l:|.##. ＾^^^^###. 　 　 　 　 乂辷ソ　/: : :/ : /: / :|: /
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　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 そして、重箱の中を覗き込むと絶句した。
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　　　　　重箱の中身をまな板の上にあけ、包丁を入れる。
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　　　　艶やかに膜を張った、世にも美しい羊羹であった。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　やる夫と翠星石は切り分けた羊羹をそっと口に含む。
　
　　　　　　　　　　　　　苗村の大納言の濃厚な味が口一杯に広がっていく。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついで品の良い砂糖の甘み。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲みこんだ後も口の中に小豆の余韻が残る。
　
　　　　　　　　　　　　　糸寒天が餡をしっかりとつなぎ、けれど決してでしゃばっていない。
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　　　　　　　　　翠星石が背後からそっとやる夫を抱きしめ、背中に顔を埋めて泣いていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井川屋の奥座敷。
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. 
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　　　　　　　　　先刻からやる夫と翠星石は、二人並んで畏まったまま、
　
　　　　　　　目の前のダディといく夫の様子を固唾を呑んで見守っている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 < /: : :/: : : : : : :l: l:.l: : : :.ヽ: ヽ　 ',　, -‐'´
　　 　 　 　 　 　 _..．-――― - ､　　　　　　　　　　　/: : :./: : : : : : :/l:/∧: __: :.ヽ:.:ﾍ　l'´!
　　　　　　　　／　　　　　 　 　 　 ＼　　　　 　 　 　 ,': : : :l: : : :＿／ /'/'' ´ヽ ､｀:l: : :.!　!:.l
　　　　　　 ／ ヽ、　　　,／　　　　　 ＼　 　 　 　 　 l'l: : : :l: : ´／ ## /　,ｨｪｭ-､`l: : /　 l:.:',
　 　 　 　 /　（● ）　　（● ）　　　　　　ヽ　　　　　　lヽ: : : l-'´,ｨｮｭ.## 　 弋::ﾘ　/: /.※ l: : ',
　　　　　/　　（　　人　　　） 　 　 　 　 　 ﾍ.　　　　　　 ＼:.ﾍ `弋ﾂ.#　　 　￣ /／　 　 l: : :ﾍ
　　 　 　i　　　｀￣⌒｀￣´ 　　　　　　　　　’　　　　 　 　 .l`ｰ`-´.##.'　_　　　'´/: l 　 　!: : :.∧
　　　 　 !　　 　　｀￣ ´　　　　　 　 　 　 　 |　　　 　 　 　 l ※ ゝ､.# ´　 　　／ |: l　※ !: : : :.∧
　　　　　＼　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 , ′　　　　 　 　 l　　 l: : :｀' ｰ- ,'´　／´l　　 /: : : : : ∧
　　　　　　 >　　 　　　　　　　　　　 　 ／　　　　 　 　 　 ./l　　 l:,､r-､-'´l' ／　　 l　 /｀ーｨゝ: : ∧
　　　 　 ／　　　　　　　 - 一…　 ¨￣＼　　　　　 　 　 /: l ※ l:〉ﾉ,.ｨ＝示ﾐ､＿ /　/r‐'ノ｀´ヽ: : :∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 /: : :l.　　l〈《　 //ijヾ､¨¨ﾘ!　l ﾉ l´:::::::::::l: : : :∧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 /: : : :.l　　lﾉ.ゞ彳/.ij ヾ∨/l　lﾉr'´::::::::::::::!: : : :.∧
　
　
. 
　

360   ◆8epcM/V4rs 2014/06/04(水) 22:12:10 ID:.Glw7IAc0
　
　
　　　　　　　店主も番頭も、羊羹を口にして瞠目したまま、口を利かない。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ　　　　　　　　 　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　　 |:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　 　 　 　 　 　 　 |（●）,　 　 ､（●）､.:|　　 　 　 　 　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　u::|.　　　　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　 　 　 　 　 　 　 |　 u ｀-=ﾆ=- '　.::::::|.　 　 　 　 　 （@　::::⌒（__人__）⌒)
　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　.u ::／　　　　 　 　 　 |　　u 　 |r┬-|　 |
　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､.　　　　　　 　 ＼ 　　　`ー'´ ／
　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i 　 　 　 .....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|.　　　 　 　 | 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜ 　 　 　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　気の遠くなるほど長い沈黙の後、店主ダディが、漸く口を開いた。
　
　
　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼
　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　 ひとつ、
　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　 確かめておかなならんことがある。
　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　 　 ＿＿＿
　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　 ／＼　　 ／　　 ＼
　　 　 ／（● ）　（● ）　　　ヽ
　　　 .|　⌒（__人__）⌒　 　 　 |　　　　 へえ！
　　　　＼ 　 ｀⌒ ´　　　　　／
　　　　 ./　　　　 　 　 　 　 ＼
　
　
. 
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　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │　　　　　 この味に敵うもんを作れる店は、
　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　 大坂中、否、この国中を探したかて無いやろ。
　　 , -‐'ﾞ゛　i::.. 　| .ヽ/;ヽj!　`‐-､_
　　 l 　　　 ﾉ::.　.:|、 .ヽ,:ヽ|　　 <゛~ヽ、　　　 この技があったら、お前はん、商人として天下を取れる。
　　,:''`` ''"ﾞ.|;;:‐''ﾞ|.ヽ、 ヽ;::|　　 /　 .|ﾞl
　 ,:　　　　 ヽ::il;;!　　ヽ､ヽ|　　/　　 | :|
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　いく夫が瞼を拭っている。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 _ _＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　./:::::::::::::::::::::::::::::::::::｀ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 /::, -─､::::,─‐--､::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |::/　　　 Y 　 　 　 ＼:::::::ｌ
　　　　　　　　　　　　　　　　　|/　_,,ノ　　　ヽ､　　　 |::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　ｃ（≡ ）　　（≡ｒぅﾟo　 |:::::|
　　　　　　　　　　　　 　 　 　 (⌒　 　 　 　 　 ⌒ 　〈::::::l
　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　（　　人　　　）　 　 .@）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　Т´＿｀Т´　　　 　 |
　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　　　` ⌒ "´　　　　　|
　　　　　　　　　　　　　　　. 　 丶 .　　￣ ´　　　　　 ./
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ 　 　 　 　 　 　 .ﾉ､
　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　
　
. 
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　　　　　　 ,　　/ __ノ: : : : : : : : : : : : : : : : :!: : : : :.ヽ: : : : :, : : : : ‘，　　　　　,
　　　　　 ./　　{ノ : : : : : /: : : : : : : : : : : : :|: : ﾄ:、 : : : : : : ', : : : : : :.　　　 ／
　　　　　/ 　　 !: : :.ｉ: : : :ｉ: : : : : : : : : : : : /|: :ｉ|　＼: : : : : : ::' : : : : : : 　／
　　　　./　　　 |: : : |: : : :| : : : i: : : : : : : / :|: :ﾘ ＿_ヽ:_:ｉ＿: :.ｉ : : : : : ∨
　　　　′　 　 |: : : |: : : :| : : : |: : : :＿_/.# !:./　 　　 ', |＼:｀:|: : : : : : :|
　 　 .,　　　 　 |: : : |: : : :| : : : レ':´: : /.##.|/ 　 　 　_斗＝ミi: : : : : : ,
　　　{　　　　　|: : : ｌ: : : :| : ／|: : : ／.##.ノ 　 　 ィ爪:::::j ﾘ ハ: : : : /
　　　.＼　　 　 : : : :.、: : ∨/: |: ∠ ==ミ..##　　　 ゞ''"ﾟ￣｀　 |: : : ∧
　　　　　　　　人: : : :＼ : ∨ ;ｨ八::::::以ヾ.#　　　　　::::::::::::::　|: : :ｲ:∧
　　　　　　　　`ｰ＼: : : :＼: :《乂少''ﾟ´### 　 ’　　　　 　 　 /／i |: :∧
　　　　 　 　 　 　 .|:＼: : : :＼＼####### 　　　　　　　　　/ｲ ７｢|__｢＼
　　　　　　　　　　 |: : : ト : : : :＼＞..###.　　_ 　　 ´　　　　八　 /　┬ ﾉ⌒ヽ
　　　　　　 　 　 ./|: : :人 `トﾐ : : ＼_.##.　　　　　　　 　 ／　 ＼i　ｒ┴{　┬┘
　　　　 　 　 　 /斗-く　_>､)_　　￣＞　__　　　　　　. イ 　 　 i　|Y__　ﾉ　く:::::
　　　　　　 　 ./:.ゝ＼ノヽ,　＼ ＼　　　　＼二二二 ／　　　 ﾉ　}ｲ　/ ７=┘::
　　　　　　　　 :/ :::::::::::У＼ _Χ‐＼　 ＿＿_￣￣「 ／二二¨＜ } `ト {_::::::::::
　　　　　　　　 i:::::::::::::::::'へ 〈 　 `ｰ／／￣￣＞(⌒)く　／　{＞_＞/　 /:::::::::
　　　　　　　　 |:::::::::::::::::::::::Уヽ／ ＼＼ 　 ./　/ ⌒＼＼　./ ｲ　〈 廴[::::::::::::
　
　
　　　　　　　　翠星石が、潤んだ瞳をやる夫に向けて、そっと頷いた。
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼　　　　　　　やる夫。
. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　お前はんがそれを望むんやったら、
. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　私はこの井川屋とは別に、
,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　菓子店としての暖簾をあげさしたろ、と思うが
　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　どうや？
　
　
. 
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　　　　　　やる夫は畳に両手をついて、静かに、しかしきっぱりと首を横に振った。
　
　
　　　　　　 　 　 ＿＿＿_
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼　　　　　　　　旦那さん。
　　　　　　 ／　　 ＼　　 ／＼
　　　 　 ／　　　（ ―）　（ ―）ヽ　　　　　 私が羊羹作りにまで手ぇ出したんは、
　　　　 .l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|
　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／　　　　　 ただ寒天の持つ可能性を広げたい一心でおました。
　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ
　
　
　　　　　　 　 　 ＿＿＿_　　　　　　　　　 昔、この翠星石の……
　　　　　　 　 ／　　　 　 ＼
　　　　　　 ／　　 ＼　　 ／＼　　　　　　 翠家の旦那さんが言わはった、
　　　 　 ／　　　（ ●）　（ ●）ヽ
　　　　 .l　 　 　 ⌒（__人__）⌒　|　　　　　 料理の幅を広げるような腰の強い寒天、
　　　 　 ＼　　　　　｀ ⌒´ 　 ／
　　　 　 ／　　　　 　 　 　 　 ヽ　　　　　　そんな寒天を作りたかっただけでおます。
　
　
. 
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　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　. 　 |　　　,ｒｴｴｪ､　　.::::::|　　　　　　ほなら、お前はんはこの技、
　　　　　　　 ＼　　ヽｒ-ｒｦ　.:::::／
　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､　　　　　　自分だけのもんにする気ぃは……
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　 ／　　　　 ＼
　　　　　　　 　 ／　＼　　 ／　＼
　　　　　　　 ／　 （●）　 （●）　 ＼　　　　　 おまへん。
　 　 　 　 　 |　　 ⌒（__人__）⌒　　 |
　　　　　　　 ＼　　　 ｀⌒´　　　 ／
　　　　　　　 ／　　　　　 　 　 　 ＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫は即座に返答する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　. 　 |（ー）,　　　､（ー）､.:|
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|　　　　　　 よし、わかった。
　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは深々と頷く。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　続いてダディは翠星石の方に向き直る。
　
　
　　　　 　 　 　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　 　 　 　 　 　 ／　 ''''''　　　'''''' ＼　　　　　　　　　　　　翠家の嬢さん、と
　　　　　　　　　　　 |:::::: （●）,　　､（●）|
　　　　　　　　　　　 |::::　 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,..|　　　　　　　　　　　　今はこない呼ばして頂きまひょ。
　　　　　　　　　　　 |:::: 　　 ｀-=ﾆ=-'　　|
　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　 ｀ﾆﾆ´　 ／　　　　　　　　　　　　しくじってばっかりやったやる夫が、
.　　　　　　　 __　_＿ ,.〈＼　　　＿ ／
　　　　 　 ／: : ＜ : : : : : : ＼ 　／ﾞｉ ﾞｉ、　　　　　　　　　　　　 この羊羹を作ることが出来たんは、
　　　 　 , ' .: : : : : : : : : : :l: : : .∨',:::::ﾄ|ﾞｉ ＼_
.　　　　 { : : : : : : : :ﾞｉ : : :」 : : ::', Y´ﾞｉ. |: : : : .＼　　　　　　　　　お前はんの力添えが大きおます。
　　　 　 |: : : : : : : : :＼ : : :＼ : ',|::::::ｉ |: : : : ',: : ｀,
　　　　　', : : : : : : : : : | : : : : : : :.',:::::ﾞｉ|: : : : . ',: : }　　　　　　　　嬢さんはもう、
　　 　 　 (,:／:／ニ｀ﾝ---r : : : : : ',::::| : : : : : ',: : ',
　 　 　 　 ｀: ´ : : : :V　,r'二ヽ_: : : : :',:|: : : : : : ',_,rｰ'､　　　　　　これを商いにするつもりはおまへんのか？
　　　　　　 {∨ : : :└」_,r' 二 ヽ: : : : ',|.: ＞＜￣＼.: ＼
　　　　　　 {: ∨ : : : : :」.ゝ-''ﾞ~￣￣￣￣: : : : ﾞｉ　ム: : : ' ,　　　この技があったら、
　　 　 　 　 l: : ∨: : : .／: : : : : : : : : : : : : : : : ､／: : : : : : }
　　　　　 　 }: : : ＼ : : : : : : : : : : : : : : : ／゛￣: : : : : : : :, '　　　翠家の看板をもう一遍あげることも夢やない。
　
　
. 
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　　　　　 　 .＼　 ／: :./: : :.／: : : : :/: /:.l: : : :ヽxXxヽ　　./
　　　　 　 　 　 〉´: : :./: : /: : : : : : /::/: i:.l: : : : :iXxX.i!.　/
　　　　　　　　/:./: : :/: : /: : :／:／: : : /i:.|: : : : :lxXx!.l､/
　　　　　　 　 i:./i!: :/: :.//:／:／: : : : //.l:|!:l: : : :lXxXl∧
　　　　　　　　|!　i!l/!:./:/:./:/: : : : :／/‐十ﾄ!l: :.:lXxX.l: :ﾍ　　　　　　　　　翠家は父一代限り。
　　　　　　 　 .|" l l |/: l:/:.//／／.／　　|　`!: :.lxXx/: : :.ﾍ
　　　　 　 ,ｨ'´/xXx |ﾄ､:l: l`=-.##.　　 ゝ=-' ./: /xX./: :|: : :.ﾍ　　　　　　　私は、やる夫さんが父の言葉を忘れず、
　　　 .ｨ'´: : :/XxX/riｨ!`ｰ`-.##.　 ,　 　 　 /／lXx.i: : :.l: : : : :`.､
　　　　 : : :./XxX/ｨ´i.`j　 ` ､#.　 ｰ　　 ／´　 |Xx.l:_: : |: : :i: : : :.＼　　　 糸寒天を生み出し、
　　　　..: : lxXxX!..〈 .i.ゝ. 　 ,ｨ=≧､-,,≦＝=,　 lxXlYj､: |: : :|: : : ＼
　　　　..: :,lXxXxl...ｲ, i ﾌ 　 《　　,ｨ又ﾄ､　 　》　ヽX|､ｨj､: : :.:l: : : : :　　　　 その使い道を探ってくれはったんが嬉しおます。
　　　　 .´.lxXxX!....ゝ.i`j　　 ゞ=ｲ"〃ヾゞ=ｲ´.　　＼!､ゝ､: : :l: : : :: :
　　　 　 ./XxX!|.....`i i.ｲ　　　　　〃.ｨj　ゞ､　　　　 ﾍXx＼: : : : : : :　　　　父も、おそらく同じ気持ちやと思います。
　 　 　 /XxXx/......ゝ.i 〉　　　　〃ｲj　ﾄj　ゞ､　ｨｪｸ≠ヽｘX＼: : : : :
　　　../xXxXxi....../`j.i.ﾄ､ 　 　 　 ｲj.....ﾄｨｹ≠ｲ"......./　VXｘX.＼: :
　　.../xXxﾊXx!.／iii ゞｸゝﾍ_ﾊｲ^"ｹ......`´.............././､_　∨XxXｘ.＼
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石も、畳に両手をついて首を振る。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　二人の気持ちを聞いたダディは考え込む。
　
　
　　　　　　　　　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　 　 　 　 　 ／　''''''　　　 ''''''　＼
　　　　　　　　　　　 │:::::::（ー）,　　､（ー） l
　　　　　　　　　　 　│/') 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,, │
　　　　　　　　　　　　 /‐:::　　｀-=ﾆ=- '　/
　　　　　　　　　　　_,,,l ;! |:::＿＿__＿＿/　　　　　　　ふむ……
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　　　　　　　　　　そして、意を決したように、後ろのいく夫を振り返った。
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　丁度、真っ赤な目をしたいく夫が、三切れ目の羊羹を頬張ったところだった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高麗橋通り。
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　　　　　　　　　　一張羅を着込んだダディといく夫がいそいそと大通りを歩く。
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　　二人が目指すのは、大店ばかりが並ぶ中、一際目を引く「 櫻 」の文字を染め抜いた暖簾。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　菓子店の桜花堂であった。
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　　　　　　　　　　　　　二人は頷き合って暖簾を潜る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　おいでやす、と声が重なり、手代が飛んできた。
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　　　　　　　手代は驚いたように目を見張り、慌てて奥へと走って行った。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫くすると、桜花堂の店主が顔を出した。
　
　
　　　　 　 　 　 __ノ　／⌒ヽl‐ミヽ}　） l ヽﾆヽ__ノ|
　　　　　　　ｒ'´ /　i/ヽ＼ ,_L＼ｉ {__{ /　ﾉ　　　 ﾉ＿　　　,ｨ
　　　　　 ,.ィ　/| 　 { ｀ﾝ´　　｀~´　　｀ﾞヽ＼___／＿　） ／ ｊ
　　　 　 /　＼l ＼　＼＿＿-､　　　　　｀ｰ‐'＾く　 ﾉ〈_/ //
　　　　　}ノ　i ヽ　｀ト---、　＼　　　 __レ'⌒ヽ|￣ヽ.__//
　 　 　 /　 ノ　ﾉ　,ﾉ ,／__二､! |　 　 ﾚ',.＿,.｀ヽ}ヽ、___ｒ'
　　 　 ﾊ /´／ ,ｨ"　' ｨ'´ｆｨｿノｌﾉ　ｉ,ハ.ヽﾋｔﾘ_〉 　 !＼_ﾉ
.　　　 {　{　i　//| 　　 ｀￣´ 　l　/　　',＼　　　　|/´
　　　　ヽﾊ/__l/ {､　　　　　　 　 ＼　ｿ　　　　　 |
　　　 　 ﾚ'´　ヽ/ ＼　　　　　　　　 ´　　　　　,/l'ヽ
.　 　 　 | /⌒ｉ　　　 ヽ　　　　　_,ィ_ｰ'ニヽ　　i　l/　　　　　　　これは、まあ、
　　　　│＼ヽﾄ､　　　| 　 　 ￣　　 ＿＿,. 　 | /リ
　　　 　 ＼　ヽ} ヽ　 │　　　　｀￣　 　 　 　 ! |/ /　　　　　　井川屋の旦那さんに番頭はんだしたな。
　　　　　　 ＼　｀i l 　 l　　　　　　 　 　 　 　 ｌ l／
　　　　　　　　｀Τヽ　 l　　　　　 ,.　-─--､　 l
　　　　　　 　 　 |　 ＼　 　 　 ／　　　　　 ｉ／
　　　　 　 　 　 /l　　　丶、　/　 　 　 　 ／│
　　　　　　　　/　＼ 　 　 ｀ ＜_　　　 ／　　 ＼
.　　　　　 　 ∧　　　丶、　　　　￣ 　　　　／ ..＼
　 　 　 　 ／　 } 　 　 　 ＼　　　 　 　 　 / 　 　 ﾊ
　 　￣￣　　　│　　　　　　＼　　　　 ／　　　ﾉ　　ゝ
　
　
. 
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　　　　　　　　　店主は、糸寒天で名を馳せた井川屋を見知ってはいた。
　
　
　　　　　　　　r===＜⌒≧== ､
　　　　　 ／⌒ヽ i　ｲ (_＞--ミ ＼__
　　　　 //{　fﾘi　 　 ー一'⌒ヽﾍ＼ハ
　　　　 {//)　)　　,　　 ／＼　{＼＼ ∧
.　　／ ,-,＜´　　〈__／ ___　　 }＼＼　∧
　　{　（{/　 _＼　　　 /rｪｭヽ　ﾉ＼＼　lj 〉
　　_))　)　/_fiｿ　　｀ヽ￣￣´　｀ヽ＼ l |ｌ|　　　　　（と言うたかて、たかだか数年、
　 ｰ一'ｌｌ|　　 {　 〉　　　　　　/　 {, -､i lﾘ
.　　 　 |ｌ|　　　 ___　　 　 　 /　　ﾉ ,ｨfV{　　　　　　 巷で評判とった、いうだけのこと）
　　　 //|　　／--＼　　　 {　　　くiリ }ﾘ
　　　 | iｌ|　 ´￣￣￣｀　　 |　　/, ＜⌒＞　　　　（別段取り引きがあるわけやなし、
　　　 ヽｌ|　　 ｀⌒´　　　　 ,　＜
.　　　　八　　　　　　　　／　 /　　　　　　　　　　　挨拶に来られる覚えもないんやが）
　 　 　 　 ＼//// ＼／/　　.{
　　　　 　 　 }＞--／//}　 　 ｀⌒i
　　　　　　／|　l／/// ﾉ!　　　　　⌒ヽ
　　　　 ／／jイ{///／　|／
　　　　　 {／i_iVﾊイ
　　　　　∧ {ﾛ}'lノｲ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　老い二人を怪訝そうに眺める。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　店主は二人を控えの間に招き、改めて問う。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　,.. -rァニニニニ‐､
　　　　　　　 　 　 　 　 /⌒ヽ《 /　　三 二 ヽ
　　 　 　 　 　 　 　 　 _j..γ　 ?　彡　ノ ソ　!
　　　　　　 　 　 　 .γ,.-‐ 彡ヾ　≠ｰヽi 二 ﾉi
　　　　　 　 　 　 　 .{ { ハj　　　 　 　 ゝヽ彡,′
　　　　　　　　 　 　 .ヽヽY.ト廴　　_,.斗　V⌒!
　　　　　　　　　　　　 jﾉ八 込ｯj ﾞ'く 歹 ,　ｿﾉ　　　　　　　　　　　　　ほんで、
　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ', 　､_ 　　　/　/´
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 ﾊ 　＿　　 　 ,ト､　　　　　　　　　　　　　 今日はまた、何の御用で？
　　　 　 　 　 　 　 　 　 ／ i :､ 　 　 ／／i　ヽ _
　　 　 　 　 　 　 　 ,　' /　 .i: :: :ｰ '　／: : i 　 i　 ｀　 ､
　　　　 　 .＿. -‐'"´　/　　 ﾊ : : /￣ﾊ : : !.　∧　　　　 ＞ ． _
　 　 .,.　'{´ 　 　 　 　 ｰ-ノ .i ',／ 〉 〈. ヽ/j　　＼ 　 　 　 　 　 ﾊ
　　../ 　 V　　　　　　 ／　　V: :: :i:::::i: : : :|　　　 i 　 　 　 　 　 ｉ i
　.../　　　V　　　　　　V　　　V: : j::::::! : : :|　　　 |　　　 　 　 　 ｉ i
　
　
　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|　＋
　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　　　　 へえ。
　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|　+
　　　　　　　　　　　 ＼　　|,ｒ-ｒ-|　 .::::／　　　　　+　　　　　　　ちょっと試してもらいたいもんがございましてな。
　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、｀ﾆﾆ´ーノﾞ-､. 　 　 　 　/＾)
　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　iヽ　__ ‐┘（
　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|´⌒　)二 　ﾄ､
　
　
. 
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　ダディはいく夫に持たせていた風呂敷包みを解いて、重箱の中から漆塗りの皿を取り出した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／:::::::::::／ｉ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 ／:::::::::::／::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 ／::::::::::／:::::::::::.|
　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｉ￣ ￣ ｉ:::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＿ .|::::::::::::::|:::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　　　　　 　 ,, -'''"　 　 |::::::::::::::|:::::::::::::::::|　　:゛`'丶.､.......
　　　　　　　　　　 　 　 .　 '´　　　　　　|::::::::::::::|::::::::::::／::..　　::::::::::...`.::::::::....
　　　　　　　　　　　　　　.i 　　　　　　（ |::::::::::::::|::::::／::::.:.:.:. . .::::::::::　　!::::::::::::...
　　　　　　　　　　 　 　 　 ヽ､ 　 　 　 . | ＿ ＿|／::::::::.:.:.. 　 　 　 . ,: '.:::::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　`=ｰ--､....,,,,,_＿＿＿＿_,,,,,... --‐=''´..::::::
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀`" '' 'ー───‐―‐' ''' "´
　
　
　　　　　　　　　　載っているのは、五分ほどの厚さに切られたあの羊羹である。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
　　　　　　　　　　　　. 　 |（●）,　　　､（●）､.:|
　　　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　　　　　　 井川屋自慢の寒天を使うた、
　　　　　　　　　　　　. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／　　　　　　　　　 試みの品でおます。
　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽ｀ー ｀ﾆ´ ―ノﾞ-､
　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　　 召し上がっておくれやす。
　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　 　 　 　 〃　 =ﾐ{　 {{,　＼／￣￣ ￣　ｰ=ミ
　 　 　 　 ._＿__ノ　,〃} 八　乂_／／⌒ヽ }⌒＼ ＼ ＼}､
　　　 　 .⌒＼＿_,ノ }ﾉ/⌒>一　-―-=ミ}ﾉ{ミ、　ヽ. ＼ ｝}
　　　　 　 　 　 　 厂 /⌒´:.　　　　　 　 /八 }〉　　}}ー=ﾐ}
　　　　　　　 .ｰ=彡イ}､　 ..::::......　　/ 　 {｛＿＼＼_乂 ミｿ
　　　　　　　　　　 　 .｝＼{::/ヽ:::..../ 　　乂＿_ ..｀ﾆ=ミ∨
　　　　　 　 　 　 　 .｢{{｀fｯﾐ｝ ,_...:厶斗匕　 {彡／⌒i }ﾉ
　　　　　　　　　 　 八}｀¨ﾆﾉ　⌒K¨亙＞　 ｀´ノ⌒} |´
　　　　　　　　　　　　　　 /::... 　 ﾞ＾　 　 .:／　_｝:;ノ ﾉ　　　　　　　これは？
　　　　　 　 　 　 　 　 ', 〈､_,　　 　 　 　/　　(__,彡′
　　　　　　　　 　 　 　 　 .__　　　　　　/ 　 /{//
　　　　　　　 　 　 　 　 .ｉ　‐-｀丶　　　　／　ﾚﾍ
　　　　　　 　 　 　 　 　 }　　　　　 　 ／　／/ ﾉ{
　　　　　　　　　 　 　 　 .＼__ .. 　 ＜　／／／: :〉
　　　　　　　　　　　　　　厂＼ ＿＿／／／ 　 /⌒＼__
　　　　　　　 　 　 　 -‐/}/⌒⌒ヽﾆﾆ. ／　　 ,/／⌒ｰ--＞‐-
　　　　　 　 　 .／　／〈_/::::::::::::ﾉ }ﾆ／　　　 /　　　　,／　　　　 .
　　　　　　　／　／　　　>ー=彡八/　 ＿__,/　 .....::／ 　 　 ＿___ﾟ,
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|　　　　　　　　　　羊羹でおます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　　　　　　　　　　　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　　　　　　蒸したもんと違いますよって、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　　　　　　まあ、練り羊羹とでも申しますか。
　　　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　 　 　 j/ /￣ ______/　／＿__／　　　 　 　 　 ｀┴ｎl}　ﾘ
　　　　　/ / /／￣ /　/／^＾´　　 　 　 　 i{ 　 ∧　∨／
.　　　　/ / //　　,ィｆ　 /　　　　　　　　　 　 )　/　,}　}（、
.　　 　 ＼__{/　／,ﾉ}l　ｌ{ 　 　 　 　 　 　 　 〈｀/／__}_,| ｝｝　　　　　　　　　　　練り羊羹……
　　　　　 __〕／／　|ｌﾄ､ ＼≧=-　 ＿__　 　 j/ ,ｨj厂｢ l リ
.　　　　 ､＿| ｌ/ｒ'⌒ヽ==ﾐ}l|l／￣＼￣｀ヽ___,ﾚゞ='ィ　 |/　　　　　　　　　　　　（聞いたことないな……）
　　　　　 　 j人}　}＼＿}ﾉ,ﾉ rｆ艾莎ヲ／　　 {＼　　 /|
　　　　　　 ´ 　 ＼ ／　){l ( ^￢冖' /　　　}ｌﾊ　|　　ｌ│＼　　　　　　　　　　 （井川屋の口ぶりからすると、
　 　 　 　 　 　 　 /⌒ /＼__￣＼　'　　　､{　 ∨ 　 | |　　 丶
.　　　 　 　 　 　 /__　/ー‐}｢￣￣）　　　　 ヽ-' ＿　│　　 　 ＼　　　　　　　　糸寒天を使うてるのやろうが……）
.　　　 　 　 /⌒/ 　 /_/　l∧　 ＼　　　 ___,ｨ＿ﾉ ﾉ　∧　　　　　 丶
.　　　　__／　 /　　/'⌒ヽ|　 ､__　 ヽ　´　ｰ―‐ｒ'　 /　{　 　 　 　 　 ＼　　　 （こんな菓子は見たことが無い……）
. 　 　 /｀　 ／　　/ 　 　 }､ │　 〕＞ ､　　 　 ﾉ　 /　 |∧　　　　　　　 ＼
　　　/　／　　 　 　 ⌒Ｖ　|　＼　＼ 　 ≧　 ＿,ノ/　 | ∧　　 　 　 　 　 |
.　　/　/　　　 　 　 　 ,ﾉ＼|＼　＼　＼　 　 l 　 /　　 |　∧ 　 　 　 　 　 |
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　店主は恐る恐る口に運ぶ。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そして咀嚼した瞬間、信じ難いという表情でダディをみた。
　
　
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 / ー=彡　　＿＿___ 　＼ ＼　} ノ　/ハ
　　　　　　　　　　　　 　 　 ／-‐=ニ二. ＿＿＿　＼　 ヽ ∨　／/'　}
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 / 厂 ¨二ﾆ=‐=＝＝=ミ＼ ｝　 }｝ } /／⌒ ｰ‐=ミ
　　　　　　　　　　　 　 　 ∨ ＞‐一　　／￣￣ﾐ /⌒ー=ミ /⌒　ｰ―=ミ　}
　　　　　　　　　　　 　 　 〈〈ｰ=ニ二 .. ＿／⌒)八 <⌒＼ }{,/^^⌒Y⌒ヽ｝八
　　　　　　 　 　 　 　 　 　 }乂＿＿＿_____彡' /　 ｝ }^⌒´　 　 ::　 |⌒) |/
　　　　　　　　　　　-‐=＝〈ﾆ二¨¨⌒ ー==彡'　_ノ / 　　J　　 .:: 　{_/ 丿
　　　　　　　　´　　　 　-‐=〕 ｰ=ミ　ｰ=ﾆ .. ＿___／　　:::....　U ::..　ﾉ}{(´
　　　　 ／　　　 ,／　 　 ,八{{ Y⌒＼ー=ミ｝厂｝　 U　u ⌒ヽ　 ,:://{ )〉〉　　　　　　（な、なんやこの味わいは……！？）
　 　 ／　　　 ,／　　　　/　 乂| ｛＼ V＝彡　 〉-‐=ミ､_　 　:. ｝|_,ﾉ},}（: |
.　／　　　 ,／　　 　 　 l　 　 八八(〈_ ＼} 　 /'⌒二≧=ミ辷}　|f)ﾉ｛: :｜　　　　　　（うちの蒸し羊羹を凌ぐ……
-‐=＝ミ,／　　　　　 　 |　　　|:ﾆ＼＼_　　　　　　厂{rｆ)ﾉ...:::　　〈'ﾞ　|: : |
　　　 　 ＼　　　　　 　 |　　　|ﾆニ{＼＿,） ＼　 .:｀¨¨´‐'.:::.. 　 ..::.　八: ｝　　　　　　　否、これに比べたら
　　　　　　　 　 　 　 　 |　　　lﾆニ八　　 ﾟ, 　 ＼　 　 u　 ｕ　､__/ ,′}/
.　　　　　 　 ｝　　 　 　 |　　　|ﾆﾆﾆﾆ＼__∧　　　:.　lj　U　_＿ ..ｨ ′:/　　　　　　　　 うちの羊羹は泥まんじゅうや！）
‐-　 　 　 　 ＼､ : : . .　|　　 人ﾆﾆﾆニ/《_込 　　:}　 　　/｀二ﾌﾉ｛丶>
　 　 　 く: : : : :..＼　: :　}　　 　 ＼ﾆﾆ/{i:i:i:i:i:i}|＞　.　　　 ー=彡'八/
　　　　　 ＼: : : : ::::. 　 {＿_ 　　　}＼｝ }《__》{ |　　　＞　　 ＿_ノ: ..:}
　　　　　　　 : : : ::::}}　　: : /:...　　{ﾆﾆﾆ|i:i:ｉ:ｉ:| |:....∠,　　 /. ........::::::/
　　　　　　　 ｝: :.::/.: 　　 /:::.... 　 {ﾆﾆﾆ|《__》| |:::::.../ 　 /. :....:::::::::/
　　　　　　　　 ／. : 　 　 ＼::::.....::{ﾆﾆﾆ|i:i:ｉ:ｉ:| l:::: /::...../. : ...:::／
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　　　　　　/　／　　　 /　　　i
　　　　 　 ｌ /　　　 ／　　/　l　i　　　ﾊ　 i
　　　　.　 i i　 ,.ｨ'´ ノ　／ ／!　l　　 i　l. ,'　　　　 l　 ﾊ
　　　　　 i i　//¨ﾞヽ、_,..ノ ノｌ　 ｌ　　i ,.i ,'__　　 　 ｉ　l　l　　ｉ /l ／l　　ﾘ
　　　　.　l.i. ,'./｀ヽ　 ＼　'／l　l l　V ,ｨ/-‐ ¨.ﾆ ‐l　i_　l　 i./　ｒ''"l　／/　 /
　　 　 　 l ｌ　i　 / ',　　 V ,ﾙi　l l　l　/-‐＝‐-.､.l　iﾞヽi　 ﾘ ; ﾉ _ﾆ!ｲ /　　/
　　　　 　l.l　i　 ! /.入.　 Vｲ ', li ', ｌ　 ｨｾｒﾗ¨￣>ｌ　l ∧ ﾘ　,ｲﾌノリ/ﾉ ／
　　　　.　ｉ ｌ　! .l / {:::ﾉ 　 ＼　Vi､V　　｀¨ー‐'"　ｌ　i' l,.ｲ　 ',｀¨ /ﾘ/／
　＿＿,,..⊥ヽヽ ＼.Y　　 　 ＼　ﾊｌ　Ｕ　　　　　　', .iｲリ 　.ﾊ　iノｲ/
　　　　　/　　 ｌﾍ、｀丶、　　　 ﾞ､　　　　　 　 　 /∧!./　　　 ', l//
　　　　 /　　 .l　 iﾞー- ､}.　　 　 ',　　　Ｕ 　 　 ,'/　V　 ＿　　}/
　　　　/　 　 l 　 ',　　　 ｌ　Ｕ　　 !　　＼　　　;/　,/　ヽ‐　ブ´　　　　　　餡と寒天で、
　 . 　 ,'　　　.ｌ　　 ﾍ　　 ｌ',　　　　　Ｕ　　 ＼　　　 __,,,... Ｙ´/
　.　　,'　　　 l　　　l ヽ　ｌ ＼　 　 　 　 　 　 ヽ_,. -_--一//　　　　　　　　ほんまにこないなもんが……？
　　　;　　 　 l 　 　 i　＼!　　丶、　　　　　　　ｉﾄー--‐'"/
　.　 ;　　　　l　　　　!　 ＼　　:::::＼.Ｕ 　 　 　 ﾘ　ｧ‐--'./
　　 ｉ　　　　l　　　　　　　 ＼　 ::::::::丶､　　　/ ／　 　 ,!
　　.!　 　 　 i　　　　 　 　 　 ＼　ヽr‐'"i＼　 　 　 　 ノ
　　i　　　　　i　　　　　　　 　 　 ヽﾉ　　 l / ｀¨　ー "
　　｀¨　‐- ..,, ',　　　　　　　　／/　　　 ﾚ
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿_／ヽ_∠Ｌ_
　　　　　　　　　　　　　　　 ／:::::::　　　　　''''＼　　　　　　　　へえ。
　　　　　　　　　　　　　. 　 |:::::::::　　　　（●）,　|
　　　　　　　　　　　　　　　|::::::::　　　　　　,,イ_,｀)　　　　　　　 けんど作った者はうちの丁稚でおますよって、
　　　　　　　　　　　　　. 　 |::::::::: 　　　　　ﾉ.-=ﾗ
　　　　　　　　　　　　　　　 ＼:::::::　　　　　　｀ﾌ　　　　　　　　最初は餡作りの基本も知りませなんだ。
　　　　　　　　　　　　　,,.....イ.ヽヽ::　　､　-─'--､
　　　　　　　　　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i　　　　　　　何遍も何遍も仕損じて、
　　　　　　　　　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　　　　　　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜　　　　　　ようよう作り上げた品でおます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桜花堂は、夢中でもう一口食べた。
　
　　　　　　　　　口に入れた時の質感の良さ。噛んだ時に広がる小豆の深い味わいと砂糖の甘み。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　飲みこんだ後まで口の中に心地よい小豆の余韻が残る。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寒天がその旨味を閉じ込めて逃がさないのだ。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿　ヾ　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　 /　 /ﾆﾆ　　　 ｀ヽ--- ､
　　　　　　　　　　　　　　 /ニニニニ　　 ＼　} l}　＼
　　　　　　　　　　　 　 _ノニニニニニ　　　 ∨/ ///}
　　　　　　　　　　　　/ニニニニニニミヽ ｀ヽ∨/ /⌒i
　　　　　　　　　　 　,'　　　　 ------=, ---､}　/＼ ｰ─ ､
　　　　　　　　　　　 |ﾆﾆﾆ　 ニニニﾆ/ /⌒ヽ i /＼二 ヽﾘ　　　　　　　 （負ける……）
　　　　　　　　　　　 |===-- .--==== 〉 〉　　　　　　 |　} }
　　　　　　　　　　___∨ニニ　　　 __ノイ. 　 　U　u　 |ノノ　　　　　　　　 （桜花堂は負ける……）
　　　　　,　＜´　　/　Vｌ/⌒ヽﾆﾆﾉ　 　 U u 　 　 l／|)ﾉ
　,　＜´　　 　 　 / x＜{ Vﾘﾄ Vf´　／三≧x､__) lfｫﾉ|　|　　　　　　　　　（完敗や……）
　＿　　　　 　 　 |　V　 ＼__ﾊ　　　　 ｲ_fﾈﾉ　 　 {　 |　|
　 　 ＼　　　　　 |　 ∨　 ∧ ∧　＼　　 　 　 　__〉　ｉ　}　}　　　 　,　-､
　　　　 ＼　　 　 |. 　 ∨　　＼∧ 　 ',　 U 　 ＿..ｨ　,'イ /　　　 ／{　 /　／⌒i
　　　 　 　＼　　 |　　　∨ 　 /王ト　, 　 u　(---ｸ /　 /　　 ／　 ｀7´-人_..イ＿
　　 　 　 　 ∧　｜　　　 ＼/ }ニﾊ　 ｀＞　,　ｰ一/l}　 , ＜´{　　　ﾉ　　　 -(＿__ﾉ
　　　　　　　　} 　 ￣ﾉ 　 |/　 l__,､:|　 -}　　/｀￣´_ﾉイ/　　_}＞　'⌒i　　　r┴┐
　　　　　　　 /　　 <　　　|l　 ∧∵}　　|　./　x＜´/　 {＞ ´　　　 ／　　r┴‐f
　
　
　　　　甘みの道を究めた桜花堂だからこそ、やる夫の作り上げた練り羊羹の値打ちを誤らなかった。
　
　
. 
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　怯えの色を顔に浮かべる桜花堂に向かって、ダディはゆっくりと話を切り出した。
　
　
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 /＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ／　 ''''''　　　'''''' ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |:::::: （●）,　　､（●）|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |::::　 　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,..|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |:::: 　　 ｀-=ﾆ=-'　　|
　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ＼　　　 ｀ﾆﾆ´　 ／
　　　　　　　　　.　　　　　　　 __　_＿ ,.〈＼　　　＿ ／
　　　　　　　　　　　　　 　 ／: : ＜ : : : : : : ＼ 　／ﾞｉ ﾞｉ、
　　　　　　　　　　　　 　 , ' .: : : : : : : : : : :l: : : .∨',:::::ﾄ|ﾞｉ ＼_
　　　　　　　　　.　　　　 { : : : : : : : :ﾞｉ : : :」 : : ::', Y´ﾞｉ. |: : : : .＼
　　　　　　　　　　　　 　 |: : : : : : : : :＼ : : :＼ : ',|::::::ｉ |: : : : ',: : ｀,
　　　　　　　　　　　　　　', : : : : : : : : : | : : : : : : :.',:::::ﾞｉ|: : : : . ',: : }
　　　　　　　　　　　 　 　 (,:／:／ニ｀ﾝ---r : : : : : ',::::| : : : : : ',: : ',
　　　　　　　　　　 　 　 　 ｀: ´ : : : :V　,r'二ヽ_: : : : :',:|: : : : : : ',_,rｰ'､
　　　　　　　　　　　　　　　 {∨ : : :└」_,r' 二 ヽ: : : : ',|.: ＞＜￣＼.: ＼
　　　　　　　　　　　　　　　 {: ∨ : : : : :」.ゝ-''ﾞ~￣￣￣￣: : : : ﾞｉ　ム: : : ' ,
　　　　　　　　　　　 　 　 　 l: : ∨: : : .／: : : : : : : : : : : : : : : : ､／: : : : : : }
　　　　　　　　　　　　　　 　 }: : : ＼ : : : : : : : : : : : : : : : ／゛￣: : : : : : : :, '
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　寛政十二年、睦月、十日。
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　　　　　　やる夫は翠星石と二人、早朝の天神橋に佇んで、感慨深く大川を眺めていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　 ／　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　 ／ 　 ‐-､　　 　 　,.-‐　　　＼
　　　　　　　　　　　／　　 　., ーヽ　　　,'. ｰ-、 　 　＼
　　　　　　　　 　／ 　　 　 （　● l 　 　l　●　）　　　　＼　　　　　　翠星石、
　　　　　　　　　 | 　 　 　 　 ｀ｰ ノ　　　 ヽ.ｰ '　 　　　　　|
　　　　　　　　　 |　　　　　"⌒（_＿__人_＿__）⌒ﾞ 　 　 　 |　　　　　 長いこと待たして済まなんだなあ。
　　　　　　　　　　＼　　 　 　 　　! ,-ｰ- 、!　 　 　 　　 ／
　　　　　　　　　　　 ＼　 　　　 　 ｀ーｰ ´　 　　　 　／
　　　　　　　　　　　　 /　　　　　　　　　　　　　　　 〈
　
　
　 l　　　 /´⊆※っ /: . : . : . : . : .:／ : : : : : : : :ﾊ: : :ヽ: :＼
　 ヽ　　ｊ 　　 ` 　 /: . : . : . : . :／: ; : ‐''´: : : :/　l : : : }: : : ヽ
￣丁ヽf　 　　　 _/_:_:_:_:_:_:;;..≠､ﾆ -‐ ﾌ´: :／　 / : . : l: . : . ヽ
三/:.:.:.{　　､h,. 　l:.:.: : : : : : :/ _ ..｀｀' ´‐＜ ,, _ ../::ｲ:.:../: . : . : .l
;;/:.:.:.:.:.} ⊂,. ､⊃{:.i:.: : : : : ´l ｀了''ゝ..､ｰ ､ _／ノ/: /:.:.:.: }: . : . !
: :.:.:.:.:.（　　 J 　 |:.l:.: : : : :l: |## 　{ ノ:;;ｊﾊ ´.#　 /:Xl l:.:.:.:.l : l. .:l
:.:.:.:.:.:.:/　　　　　ヽl: : : : : |!:ｌ## 　ヾ'ソ ###.　ノ _｀ﾍ:.:.:.:./:.:.:l:./
:.:.:.:.:.:.ヽ　　「!　 　ﾄヽ: : : : ｌヽ.#########.　　　 が;､∨:.:.:.;ｊﾉ　　　　　 ううん、ちっとも。
:.:.:.:.:.:.ﾊ ⊂,.､⊇ ｛　 ＼: : '､　########　 　 ､ じ'/:/:.:.:.∧
:.:.:.:.:/:.:ヽ　lJ　　 |:　:　:.丶､＼ #####. 　 　 　///ノ:.:／
:.:.:.:./:.:.:.:ム　　　　ヽ:　:　:　.　 ｀.##.　 ヽ､ _　　　人／
:.:./-‐≦ヽヽ　　r､　}::　:　:　:　.　　　　　　　 ..ィ:::::::}
´〃　　　　 {　c X'' ヽ:　:　ヽ:.:__:_ .　　　, イ:.:.※:.:.:}
　ll　　 　 　 ヽ　ヾゝ　ト､　/:::::.:.:.:￣丁::l　ヽ: : : : ﾉ
　l!　　　　　　{　　　 ｀ヽ Yハ:::::.:.:.:.:.:.l: : |／{: .　〈
　|　　　　　　 ヽ　　fｊ　 }Z´斤＼:.:._:.:l: : .|　 ヽn, |
　l　　　　　　　 〉⊂, え ヽ〃|ﾊ　ヾﾍ）-､:.l　　{f!〈
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は微笑んで首を振る。
　
　
. 
　

394   ◆8epcM/V4rs 2014/06/04(水) 22:28:04 ID:.Glw7IAc0
　
　
　　　　　　二世を契って三年、今日、これから祝言を上げる二人である。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　／ 　 　 　＼
.　　　　　　　　　 　 　 ／　 　 　 　 　 ＼　　　　 　 -―- ､
　　　　　　　　　　　／　　　　　　　 　 　 ＼　　 ／　　　　 ＼
　　　　　　　　　　　|　　　　　　　　　　　　 |　 .〈　　　　　　　 ゝ
　　　　　　　　 　 　 ＼　　 　 　 　 　 　 ／　　 i＼　　 　 ／Ⅴ
　　　　　　　　　　　　 /￣￣￣￣￣￣＼　　　|: : ＞―く : : : :.
　　　　　　　　　　 ハ￣￣￣￣￣￣￣￣/ヽ　l: : : : : :|: : : : : : :.
　　　　 　 　 　 　 |　ヽ　　　　　　　　　 　 　 ‘ |: : : : : :|: : : : : : :‘，
　　　　　　　 　 　 |　　i　　　　　|i　　　　 .|　　 |: : : : :.:.|、: : : : : : : :.
　　　　　　　　　　 lヽ　|　　　 　 ||　　　　 |　　 | : : : : : |‘，: : : : : : :‘，
.　　　　 　 　 　 　 |　　|　　　 　 !|　 　 　 |　　 | : : : : : |　 ､: : : : : : : :ヽ
.　　　　　　　 　 　 |　　'.　　 　 　 　 　 　 |　　,': : : : : : |辷,ヽ: : : : : : ＼＼
　　　 　 　 　 　 　 |　　ﾊ　　　　 |　 　 　 |　 / : : : : : : |ニﾆﾆ､: : : : : : : ＼＼
　　　　　　 　 　 　 |　 ﾊ `　　 　 ｙ　　 　 ﾊ./: : : : /: :.:.|ﾆﾆﾊ圦: : : : : : : : : ヽ＼
　
　
　　　　　　　　　　やる夫は三十二歳、翠星石は二十七歳になっていた。
　
　
. 
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　　　　　　練り羊羹の技法を独占せず、広く伝えたことが、井川屋の名を大坂中に広めた。
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　あれから桜花堂をはじめとして、名だたる大店がこぞって練り羊羹の売り出しにかかったのだ。
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　　　その結果、大坂のみならず京の菓子店からも糸寒天の注文が殺到。
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　この三年で、井川屋は押しも押されぬ大店へと生まれ変わったのであった。
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　　　　　　　　　やる夫が懐から取り出したものを翠星石に見せる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫が笑いながら応える。
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　　　橋の袂まで来た時、やる夫は天神橋を振り返る。
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　寒天の荷を背負った少年が、必死の形相で橋を渡って行くのが見えた気がした。
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　　　　　　　　やる夫は立ち止まり、その幻影にそっと頷いてみせるのだった。
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　　　　　　　　晴れ渡った空のもと、井川屋主人ダディは、大番頭いく夫と、
　
　正式に養子に迎えたやる夫とに抱えられる様にして、天満宮に念願の寄進に出向いた。
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　　　　　　 　（@　::::⌒ﾉ(､_, )ヽ⌒)　 　 　 　 　 　 　 　 |　　　　　｀¨´　 ｀¨´　　 　 |
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井川屋主従の後を、花嫁行列が続く。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　_,. -ｧ――‐-- ､_
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ／　ノ*　, - '^⌒"´｀丶、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　ノ　 r'´　　　　　　　　 ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　/　　ﾉ * ﾉ　 　 ／　　　,　　､　ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 /　　 l　　l　　//　 ,　 ／,　　jl i 　',
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /　 ､_ l　　 l l　l/＿/_,ｨ//　__ﾑ! l l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ￣|｀lヽj * 〈 l ,lｨ'_.ノ'´ﾉ ｨ'　,ｨﾘ　l,'　l　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ,l　l　l　　{ 'l下､f'苡ﾊ,./ ｲ芯:Yﾘ lj　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　l　 '､　 }､' ﾄ｡ヾｚｸ #.　zヲ'ｲ /ﾘリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 l　l　　ヽ* '､ヽ',####..　　 ""/|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　l　　　_rl｀' : ､_.#　 ー _ ／,*l
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,'　,' ／:.:.:.:＼:.:.:.:.`:､ｿ/:.:.:|:.:＼ .|　.|
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　　　　　　　　　　　　　　　白無垢姿の翠星石の手を取るのは、鈴三屋夫妻。
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　　　　　　　　　　　　更にはやらない夫夫妻、原村から駆けつけた高和。
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　　　　　　　　　　　　　奉公人たちも行列に加わり、華やかなことこの上ない。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　道行く人々が、何ごとかと足を止める。
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　　　　　　　　　花嫁行列と知れると、あちこちから祝福の声がかかった。
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　　　　　　　　　　天満宮は新たな社殿が完成していた。
　
　
　　　　　　　　　Π　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 Π
　　　　　　　　　旦三l二二l二二l二二l¨／＾＼¨l二二l二二l二二l三旦
　　　　　　　　 /　　　　 　 　 　 　 　 ／／'＾＼＼　　 　 　 　 　 　 　 ∧
　　　　　　　 /　　　　　　 　 　 　 ／／｀¨Ｏ¨´＼＼　　　　 　 　 　 　 ∧
　　　　　　　/　　　　　 　 　 　 ／／ 〔王l王l王〕 ＼＼　　　　　　 　 　 ∧
　　　　　　 /　　　　　　　 　 ＜／＝＝＝＝＝＝＝＼＞.　　　　　 　 　 ∧
　　　　　　/　　　　,′　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｀,　　　∧
　　　　　/　 　 ／　　 　 　 　 　 　 γ´三三三ヽ　　　　　　　　　　　＼ 　 ∧
　　　　 /　 　 乂ゞ ､　　　　　　　　/ﾞ/　　◎ 　 ヾヽ　　　　　　 　 , 彡丿　　∧
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　　　　.ｏ.　　　..|　|　　　　　　　　|　|l＝ll＝ll＝ll＝l|　|　　　　　　　　|　|　　　ｏ
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　　　　 ||＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||l＿.奉納＿.!.l|＿||＿||＿||＿||＿||＿||＿||
　　　　[二二二二二二二二二二二|l三三三三ｌ|二二二二二二二二二二二]
　　　　　　| .|:::::::::::::::::::::::| .|::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::| .|:::::::::::::::::::::::| .|
　　　　　　凵:::::::::::::::::::::::凵::::::::::::::::::::::|l三三三三ｌ|::::::::::::::::::::::凵:::::::::::::::::::::::凵
　　　　　　　　　　　　　　　　　／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼
　　　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼
　　　　　　　　　　　　　／／＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＼＼
　　　　　　　　　　　 ／／_ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ _＼＼
　
　
　　　　　　　真新しい社殿の前に並び、一同は揃って柏手を打つ。
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　　ダディが、鶴之助を連れてここで誓いを立ててから、実に二十二年の歳月が流れていた。
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　　　　　　　　　この日を迎えるまで、気の遠くなるほどに長い、長い道のりだった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　主の隣でいく夫が滂沱と涙を流している。
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やる夫もまた、肩を震わせて泣いていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダディは万感の思いで、天満宮の空を見上げる。
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　　　　　　　　　　　　　雲ひとつない真澄の空から、輝く太陽が井川屋主従を照らしていた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　その年の夏。
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　　手桶の水を取り換えるため隠居部屋を出て来た翠星石に、やる夫が心配そうに尋ねる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　翠星石は、少し悲しそうに首を横に振った。
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　無事に銀二貫の寄進を終えて安心したためか、ダディはここへきて急に寝込むことが多くなった。
　
　　　　八十二歳という年齢もあって、医者からは数日前に「夏を越すのも難しい」と言われた。
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　　　　　いく夫など、それから食事も喉を通らず、ずっとダディの枕元に詰めたままだった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重い息を吐いてやる夫が言う。
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　　　　　　　　　　　　　　　　暮れには二人の間に、初めての子供が生まれる予定だった。
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　　　　　二人がそんな相談をしていると、店の方から丁稚が飛んできた。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 ::::::(ﾊ　 ﾄ　､　　　Y､ | |　/
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　それは大変、と夫婦が店に急ぐ。
　
　
. 
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　店の方は、盛夏を前に糸寒天を求めに来た商人で溢れかえっていた。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　　　　,rrテ≡＝=-､
　　　　　　　 ,r=ヽ、　　　　　　　　　　　　r';;;:;:;;:::;;;;;;;;;;;;ヽ、.（〃彡三ミミ::｀ヽ
　　　　　　　j｡ ｡ﾞLﾞi　　　　 rﾆ二`ヽ.　　　Y",,..、ｰt;;;;;;;;;;;）./"~´　　　i三ﾐ::::i,
　　　r-=、　l≦ ﾉ6)＿　　　l_,.､ヾ;r､ﾞt　　 lｦ '・=　 ）;;;;;;;;{ f:､　‐-:、　(ミﾐ:::::::l
　　　｀ﾞゝヽ、`ｰ!　ﾉ::::::｀ヽ､ L､ﾟﾞ　tﾉ`ｿﾞ`ｰ ﾞiｰ'　　 ｱ::::::/.ﾉﾟｦ　''・=　　ﾘ::r-､ﾘ
　　　　にｰ `ヾヽ'":::::::::::: ｨ"^ﾞiﾌ　 _,,ﾉ　,　　ﾞtﾌ　　ヾ;;;/ .l (-､ヽ'"　　ﾞ'´ﾉ),）
　　　,.、　｀~iヽ､. ｀~`''"´　ﾞt　（,,￣,　frﾉ　　 ゝ-‐―イーlｨｰ-､　　　　ﾉ-ｲ
　　　ゝヽ、__l::::ヽ｀iー- '''"´ﾞi,　ヽ　ヽ,/　　　/　　　　 　 t_ﾞﾞ 　 _,,.. :: "　 l、
　　　W..,,」:::::::::,->ヽi''"´::::ノ-ゝ ヽ､_ﾉｰ‐ﾃ-/　i　　　　　　｀ﾕﾞ"　　　　,ノ::ゝ､
　　　　￣r＝=ミ__ｨ'{-‐ﾆ二...,-ゝ、'″ ／,/｀ヽl : :` : : ,.r‐(´::::〉　　 ,.ｨ":::::/::::::
　　　　　 lﾐ､　　／ f´　 r'';;;;;;;;;;;;;;;ヽ,ノ>''"　 ,:ｲ`i : : ,f´:::,::ヽfﾄ--テ:::::::::ノ:::::::::
　　　　　 !　ヾ .il　　l　　l;;;;;;;;;;;;;;;;／ ／　　 ／:ﾄ-"__ﾘ:::,'::::::ゝ!r7/ｰ一'":::::::::::::
　　.　 　 l　　　ハ.　l　　l;;;;;;;;;／ 　/　　 ／ 　/￣''/::/::::::://://::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　 人 ヾﾆﾞi　ヽ.l　 yt,／　　 /　 ／"　 /　　./::/::::::://://::::::::::::::::::::::::::::::
　　　 r'"::::ゝ､_ﾉ　　ﾞi_,/　 l 　　 くｍ_j　_,,.〃_; :,ノ:::/::::::://://::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　 ｀￣´　　　　 ／　　l　 　　 ｀7´"／ 　 ／:::::i':::::://:://::::::::::::::::::::::::::::::::::
　　　　　　　　　 ／　　　 l　　　 ./　　＿,,:ｨf-:､::::::!::/｀ﾞﾞフﾞ':::::::::::::::::::::::::::::::::::::
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　　　　　　その賑わいが、ダディの隠居部屋にも届く。
　
　
　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　 /:::::::::::::::::::::::::::.＼
　　　　　　|.::/⌒Ｙ⌒ヽ:::::::::::.|
　　　　　　|　ノ　　 ＼　 ｉ:::::::|
　　　　　　|（─） （─ ） 〈::::::|　　　　　　 （ああ、今日も繁盛してる）
　　　　　(⌒（__人__）⌒::::　@）
　　　　　　|　 |r┬-| 　　　　|　　　　　　 （ありがたいことや）
　　　　　　＼ `ー'´　　　 ／
　　　　　,--　ゝーー ___／ /ゝ--、
　　　　ｲ　/ |.!､ _____ ／　ノ　|　　 i
　　　　|　i　 |,／(__）ヽ／　　 |　 　l
　
　
　　いく夫はダディの枕元でその殷賑に耳を傾けて安堵する。
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　ふっと、ダディが瞳を開いた。
　
　　　　　　　楽しい夢を見ていたのか、口元が緩んでいる。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　　　　　　　　　 ／／~ 　　 ~＼:::::＼
　　　　　　　　　　　 . |　 r=-　　　r=ｧ 　 .:|
　　　　　　　　　　　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|
　　　　　　　　　　. 　 |　　 ｀-=ﾆ=- '　.:::::::|
　　　　　　　　　　　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　　　　　　　　　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　　　　　＿＿＿＿＿
　　..　　 ／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　..　 　|:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ :.|
　　..　　 |:::::::::/ ._ノ 　ヽ　 ..|
　　　　　|:::::::〉 （ ○） （○）|
　　.　　（@　::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　 旦那さん。
　　　　　 |　　　 　 |r┬-|　 |
　　　 　　＼ 　　　`ー'´ ／　　　　　　　 起きはったんだすか？
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
. 
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　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　 ／''''''　　　'''''':::::::＼
. 　 |（○）,　　　､（○）､.:|
　　|　　 ,,ﾉ(､_, )ヽ､,,　.::::|　　　　 今…天神祭りのお囃子が聞こえへんかったか…？
. 　 |　　 ´ﾄｪｪｪｲ｀　 .::::::|
　　 ＼　　｀ﾆﾆ´　 .:::::／
　　　／｀ー‐--‐‐―´＼
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.::::::::::::::::::::::::::.:ヽ
　 　 |.::::γ⌒ Ｙ ⌒ヽ::::::|
　 　 |::::/　⌒　　⌒　 |:::|
　　　|:::〉 （●） （●） 〈:::|
　 　（@ ⌒（__人__）⌒ @）　　　　　　そうだすか？
　　　 |　　　|r┬-|　　 |
　 　　＼　　`ー'´　 ／
,,.....イ.ヽヽ、___ーーノﾞ-､.
:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　
　
　　　　　　　　　いく夫は耳を澄ませる素振りをする。
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　　　　　＼　　　　　　　|　　 　|　　　　　/　　　　　　　 　　／
　　　　　　 ＼　　　　　　| 　 　|　　　　/　　　　　　　　／／
　　　＼　　　 ＼　　　　　| 　　|　　　　　　　　　　　／ ／／
　　　＼
　　　　　　　ﾊﾊ
　　　　　　 (ロﾟ=)　　　 ﾊ ﾊ　　　　　 ∧∧　　　∧ ∧
　　　　ﾍｎ　| 　､ ヽ　　(∀ﾟ=)　　　　(∀ﾟ =)　　 (Дﾟ*=)
　　　　`ｰ､｀(´`´_ﾉてγ(´) ⌒ヽ　　 /　　＝ヽ　/　　＝ヽ
　　　　　 /￣/⌒ﾉ　`ーヽ＿ノ ヽ　/ |　　Y(´9/　 　　　= |
　　　　 (__,ノ |　 |　　 　／／＝ﾉ /　 |　　 | ヽ　 |(´ヽ　|　 |
　　　　　　　 (＿)　　／　|　Y　 (＿／　／ ／`ー|＼ ｀　 ﾉ
　
　
　　　店からは奉公人たちの威勢の良い声が響いている。
　
　
. 
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　　　　　　　　　ダディは声を出さずに笑う。
　
　
　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　／　―　　　ー　::＼
　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|
　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::|　　　　　 ほれ…聞こえるやろ……？
　 　 |　　 ､＿＿＿　　 .:::|
　　　＼　　｀二二´　 .::／
　　　／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　／　|
　　　|::::::（ （ ＞）　（＜）|　　　　　　 ほんまだすなあ。
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　
　
. 
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　　ダディは布団から手を出し、いく夫を手招きする。
　
　
　　　　 /＼＿＿_／＼
　　　／　―　　　ー　::＼
　 　 |　 --､,　 　､ｰ-､　 .|
　 　 |　　,,ノ(o_o.)ヽ､, 　.::|　　　　　 いく夫……いく夫……
　 　 |　　　ｒ‐＝‐､ 　　.::::|
　　　＼　　｀ニニ´　 .::／
　　　／｀ー‐--‐‐一''´＼
　
　
　　　 　＿＿＿＿＿
　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 |::::::::ゝ　＼　　 ／ |
　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　何だす、旦那さん。
　　　 |　　　　　|r┬-|　 |
　　　 ＼ 　　 　 `ー'´／
　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　
　
　　いく夫は身を屈めて、ダディの口元に耳を寄せる。
　
　
. 
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　　　　　　　　　なあ……いく夫……
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　私は……ええ買い物……
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した……なあ……
　
　
　
　
. 
　

432   ◆8epcM/V4rs 2014/06/04(水) 22:47:34 ID:.Glw7IAc0
　
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　いく夫の目から涙が溢れる。
　
　
　
　　　　　　　　　　　　, -─────────────-- ､
　　　　　　　　　　／::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::＼
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::|
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::::::::::::／￣￣￣￣￣￣＼／￣￣￣￣.|
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::::::／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |
　　　　　　　　　　|:::::::::::::／　　　　　　　　　─── 　　　 ──　|
　　　　　　　　　　|:::::::::::::＼　　 .　　　　　　　　　　　　　　　　　　│
　　　　　　　　　　|:::::::::::::::｜　 　　　　／／:::::::::丶＼　　:／／::::丶丶
　　　　　　　　　　|::::::::::::／　　　　　 ｜ {:::::::::::::::::|　 |　 ｜ {:::::::::::::|　|
　　　　　　　　　／￣￣`　　　　　　　 ＼ヽ::::::::／ ／　　 ＼ヽ:::::::ﾉ／
　　　　　　　　　|　 　 　　　　　　　　　　 | |　,／　　　　 |　 　 　 ＼
　　　　　　　　　|　 　　　 　　　　　　　　 | | ｜　　　　 ｜　　　　 ｜
　　　　　　　　　＼＿＿/　　 　 　 　 　 .| | ｜　　　　 ｜　　　　　|
　　　　　　　　　　　|　　　.　　　　　　　　| |　 ＼＿＿／＼＿＿／
　　　　　　　　　　　|　　　　　 　 　 　 　 | | 　 　ヽ　　, ─ 、　ノ　'
　　　　　　　　　　　丶　 　 　 　 　 　 　 Ｕ　 　 　 　 　 　 　 　　l
　　　　　　　　　　　　 ＼　　　　　　　　　　　 　 　 　 　 　 　 　 )
　　　　　　　　　　　　　. .＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 /
　　　　　　　　　　　　　　　 ヽ　　　　　　　　　　　　　　　 　 .／
　　　　　　　　　　　　　　　　/　　　　　　　　　　　　　　　 　く
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　最初は、考えられないと思った。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　／.::::::::::::::::::::::::::.ヽ
　　　　 |.:::::::::γ⌒Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　 |::::::::/　＼:三::／i:::|
　　　　 |:::::::〉（ ●）::（ ●）.|
　　　 .（@ ::::::⌒（__人__）⌒)　　　　　　丁稚やったら、
　　　 　 |　　u 　 |ｉ|!i|!|　　|
　　　　　＼　　 　｀⌒´ ,／　　　　　　 今の井川屋にはこれ以上必要おまへん！
　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーーノﾞ-､.
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　.　　|（○）,　　　､（○）､ :|
　　.　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.::|
　　.　　|.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|　　　　　役に立たんかどうか、
　　　　＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､.　　　　　まだわからんやないか。
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　|　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　
　
. 
　

434   ◆8epcM/V4rs 2014/06/04(水) 22:48:18 ID:.Glw7IAc0
　
　
　　　　　　　　　　いつの間にか、その働きを認めるようになり、
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　　　　　　 　＿＿＿＿＿
　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|
　　　　　　　|::::::（ （ 一）　（一）|
　　　　　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　ようやった。
　　　　　 　　|　　　　 ｀ ⌒´　　|
　　　　　　　 ＼ 　　　　 　　 ／
　　　　　,,.....イ.ヽヽ、___ ーノﾞ-､.
　　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ
　　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i
　
　
　　　　　　　 ／｀ｰ──一'＼
　　　　　　 ,ｒ（●）(､_, )､（●）＼
　　　　. 　 |　　'"トﾆニﾆ┤'｀ .:::|
　　　　　　|.　　　|　 　 .:::| 　 .::::|
　　　　. 　 |　　　ヽ　 .::::ﾉ　.::::::::|　　　　　いく夫、褒めんのやったら、
　　　　　　 ＼　　 ｀ﾆﾆ´ ..::::::／
　　　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ーーノﾞ -､　　　　　もっとちゃあんと褒めたりなはれ。
　　　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
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　　　　　　　　　　　　　　気づいた時には、家族になっていた。
　
　
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
　　 　　 　＿＿＿＿＿
　　 　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　 　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　 　 　 |::::::::ゝ　―　　―　|　　　　　 そらもう、
　 　　　|::::::（ （ ─）　（─）|
　 　 　（@　 ::::⌒（__人__）⌒)　　　　 あの二人見てたらはがいいて、はがいいて。
　　 　 ｌ^l^lｎ 　　 ｀ ⌒´　｜
　　 　 ヽ 　 L　 　　　　 ／　　　　　　わたしもご寮さんと一緒になって
　　 ,,.... ゝ 　ﾉ_、___ ーノﾞ-､
　 .i　／ 　/ ';　＼_____ ノ.|　ヽ　　　　 盛大に焚き付けたいくらいでおます。
　 l /　　 / 　 ＼/ﾞ（__)＼,| 　 i
　
　
　　　　　　/＼＿＿_／ヽ
　　　　 ／ ,,,,,,,ﾉiヽ,,,,,,:::i|li:＼
　　. 　 |（○）,　　　､（○）､ :|
　　　　|　⌒,,ﾉ(､_, )ヽ⌒ u.:::|
　　. 　 |.u　　 (＾・＾>　 ｡.:::::::|
　　　　 ＼ ﾟ　　⌒´　u .::::／　　　　　そら火事やがな……
　　,,.....イ.ヽヽ、ﾆ__ ーーノﾞ-､
　　:　 　| 　';　＼_____ ノ.| ヽ　i
　　　 　 |　　＼/ﾞ（__)＼,| 　i　|
　　　 　 ＞　　 ヽ. ハ　 | 　 |｜
=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=-=
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　　　　　　　　　　　　　いく夫は主に向かって、両手をつく。
　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　／.:::::::::::::::::::::::::::ヽ
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |.:::::::γ⌒^Ｙ⌒ヽ::.|
　　　　　　　　　　　　　　　　 　 |::::::::ゝ　:::::＼:::／　|
　　　　　　　　　　　　　　　　　　|::::::（ 　｡<一>:::::<ー>
　　　　　　　　　　　　　　　　 　（@　:.::: ｡ﾟ~（__人__）~ﾟj
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 |　、 u　;゜.｀ ⌒´,;／゜
　　　　　　　　　　　　　　　　 　／　ﾟ:j⌒ヽﾟ 　'"'"´(;ﾟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　/　,＿ ＼　＼／＼ ＼
　　　　　　　　　　　　　　　　 と_＿＿）_ヽ＿つ_;_ヾ_つ.;
　
　
. 
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　　　　　　　　　　　　　　　　へえ、旦那さん！
　
　
　
　　　　　　　　　　ほんに安うて、ええ買い物でおました！！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┏━┫┏━┓ ┏━┫┏┳┓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┃　 　 ┣━┫ ┗━┓ 　┃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　┗━┫┛　 ┗ ┣━┛ 　┻
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　　　　　　　　　　　　 ＿＿＿＿＿
　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　 ＼
　　　　　　　　　 ／ 　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　　　／ 　 　 ＼,　 　 　 ,／ 　 　 ＼
　　　 　 　 .／　　／´　 ｀ヽ　　　/´　 ｀ヽ　　＼
　　　　　／ 　 　（　　　● l 　 　l ●　　　） 　 　＼
　　　　　|　　　　 ヽ_　 　_ノ　　　ヽ_　　_ノ　　　　　|
　　　　　|　　　 ''"⌒'（　　　　i　　　　）'⌒"'　 　 　|　　　　　　　　　井川屋丁稚 ： やる夫
　　　　　 ＼　 　 　 　｀┌,─'＾ー,,-┤　　　　 　 ／
　　　　　　　＼　　　　　｀ー -- -一'　　　　　／　　　　　　　　　　 【やる夫；２ｃｈ】
　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　　　／￣￣ヽ;　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
　　　　 　（｢　　　 ｀rﾉ　　　　　　　　　　　　　　　　|
　　　　　　ヽ　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　i　　　|
　　　　　　i´￣￣｀i　　　　 　 　 　 　 　　　　l　　　|
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『やる夫は浪速の商人になるようです』の閲覧にあたって


このたびは『やる夫は浪速の商人になるようです』をダウンロードしてくださりありがとうございます．
この電子書籍は


	iBooks (iOS)

	Himawari Reader (Android)

	Murasaki (Mac)

	calibre (Win/Mac/Linux)



のスクロールモードでの閲覧を前提としております．

 iBooks，calibre でのスクロールモードへの設定方法は，以下のリンク先をご覧ください．


	iBooks

	calibre



Himawari Reader，Murasaki はスクロールモードがデフォルトですので，設定は不要です．





スクロールモードの設定方法 (iBooks)


iBooks でスクロールモードを有効にするには，ビュワー画面の上部に表示されるメニューにある
「A」マークをタップし，スクロール表示のスイッチをオンに設定してください．


戻る





スクロールモードの設定方法 (calibre)


calibre でスクロールモードを有効にするには，ビュワー画面を開いた後，下図赤矢印の先に示されているアイコンをクリックしてください．


戻る
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